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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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改訂一覧
改訂一覧は表紙をクリックして直接ご覧になれます。
改訂一覧は改訂箇所をまとめたものであり、詳細については、
必ず本文の内容をご確認ください。



１．  本資料は、お客様に用途に応じた適切な弊社製品をご購入いただくための参考資料であり、本資料
      中に記載の技術情報について弊社または第三者の知的財産権その他の権利の実施、使用を許諾また
      は保証するものではありません。
２．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例など全ての情報
      の使用に起因する損害、第三者の知的財産権その他の権利に対する侵害に関し、弊社は責任を負い
      ません。
３．  本資料に記載の製品および技術を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいはその他
      軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替および外国貿易法」
      その他輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。
４．  本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの全ての
      情報は本資料発行時点のものであり、弊社は本資料に記載した製品または仕様等を予告なしに変更 
      することがあります。弊社の半導体製品のご購入およびご使用に当たりましては、事前に弊社営業
      窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、弊社ホームページ(http://www.renesas.com)
      などを通じて公開される情報に常にご注意ください。
５．  本資料に記載した情報は、正確を期すため慎重に制作したものですが、万一本資料の記述の誤りに
      起因する損害がお客様に生じた場合においても、弊社はその責任を負いません。
６．  本資料に記載の製品データ、図、表などに示す技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他
      応用回路例などの情報を流用する場合は、流用する情報を単独で評価するだけでなく、システム
      全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。弊社は、適用可否に
      対する責任は負いません。
７．  本資料に記載された製品は、各種安全装置や運輸・交通用、医療用、燃焼制御用、航空宇宙用、
      原子力、海底中継用の機器・システムなど、その故障や誤動作が直接人命を脅かしあるいは人体に
      危害を及ぼすおそれのあるような機器・システムや特に高度な品質・信頼性が要求される機器・
      システムでの使用を意図して設計、製造されたものではありません（弊社が自動車用と指定する
      製品を自動車に使用する場合を除きます）。これらの用途に利用されることをご検討の際には、
      必ず事前に弊社営業窓口へご照会ください。なお、上記用途に使用されたことにより発生した損害 
      等について弊社はその責任を負いかねますのでご了承願います。
８．  第７項にかかわらず、本資料に記載された製品は、下記の用途には使用しないでください。これら  
      の用途に使用されたことにより発生した損害等につきましては、弊社は一切の責任を負いません。
        １）生命維持装置。
        ２）人体に埋め込み使用するもの。
        ３）治療行為（患部切り出し、薬剤投与等）を行うもの。
        ４）その他、直接人命に影響を与えるもの。
９．  本資料に記載された製品のご使用につき、特に最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
      およびその他諸条件につきましては、弊社保証範囲内でご使用ください。弊社保証値を越えて製品
      をご使用された場合の故障および事故につきましては、弊社はその責任を負いません。
１０．弊社は製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、特に半導体製品はある確率で故障が
      発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。弊社製品の故障または誤動作
      が生じた場合も人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないよう、お客様の責任において
      冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計（含むハードウェアおよびソフトウェ
      ア）およびエージング処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に
      マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システム
      としての安全検証をお願いいたします。
１１．本資料に記載の製品は、これを搭載した製品から剥がれた場合、幼児が口に入れて誤飲する等の
      事故の危険性があります。お客様の製品への実装後に容易に本製品が剥がれることがなきよう、
      お客様の責任において十分な安全設計をお願いします。お客様の製品から剥がれた場合の事故に
      つきましては、弊社はその責任を負いません。
１２．本資料の全部または一部を弊社の文書による事前の承諾なしに転載または複製することを固く
      お断りいたします。
１３．本資料に関する詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点等がございましたら弊社営業
      窓口までご照会ください。
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意事

項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の記載

が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子を

開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れた

り、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」で

説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の状

態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのかか

る一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのアド

レスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、クロ

ックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（または外

部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切り替え

てください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性が

異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施し

てください。 
 



 



はじめに 

本 LSIは、内部 32ビット構成の SH-2E CPUを核に、システム構成に必要な周辺機能を集積したシングルチップ RISC
マイクロコンピュータです。 
本 LSIは、大容量 ROM、RAM、浮動小数点演算ユニット（FPU）、ダイレクトメモリコントローラ（DMAC）、タイ

マ、シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）、コントローラエリアネットワーク-II（HCAN-II）、A/D変換
器、I/Oポートなどの周辺機能を内蔵しており、高度な制御システムの組み込み用マイコンとして活用できます。内蔵 ROM
はフラッシュメモリ（F-ZTATTM*）で、仕様流動性の高い応用機器、量産初期から本格量産の各状況に応じた迅速かつ柔
軟な対応が可能です。 
【注】 * F-ZTATは（株）ルネサス テクノロジの商標です。 

 
対象者 このマニュアルは、SH7059 F-ZTATおよび SH7058S F-ZTATを用いた応用システムを設計するユーザを

対象としています。 
このマニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュータに関する基本
的な知識を必要とします。 

 
目的 このマニュアルは、SH7059 F-ZTATおよび SH7058S F-ZTATのハードウェア機能と電気的特性をユーザ

に理解していただくことを目的にしています。 
なお、実行命令の詳細については、「SH-2Eソフトウェアマニュアル」に記載しておりますので、あわせ
てご覧ください。 

 
読み方 

• 機能全体を理解しようとするとき。 
→目次に従って読んでください。 
本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性の順に構成されています。 

• CPU機能の詳細を理解したいとき。 
→別冊の「SH-2E ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 

 
凡例 ビット表記順 ：左側が上位ビット、右側が下位ビット 
 

関連資料一覧 ウェブ・サイトに最新資料を掲載しています。ご入手の資料が最新版であるかを確認してください。
（ http://japan.renesas.com/ ） 



 

• 本 LSIに関するユーザーズマニュアル 

資料名 資料番号 

SH7059 F-ZTAT、SH7058S F-ZTAT ハードウェアマニュアル 本マニュアル 

SH-2E ソフトウェアマニュアル RJJ09B0344 

 

• 開発ツール関連ユーザーズマニュアル 

資料名 資料番号 

SuperH RISC engine C/C++ コンパイラ、アセンブラ、最適化リンケージエディタユーザ
ーズマニュアル 

RJJ10J1885 

SuperH RISC engineシミュレータ／デバッガ ユーザーズマニュアル RJJ10B0218 

High-performance Embedded Workshop V.4.07 ユーザーズマニュアル RJJ10J2550 

 

• アプリケーションノート 

資料名 資料番号 

SuperH RISC engine C/C++ コンパイラパッケージアプリケーションノート RJJ05B0557 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



相違点-1 

SH7058と SH7058S/SH7059の相違点 

SH7058（Rev.3, RJJ09B0019-0300H） SH7058S/SH7059 

全体 全体 

シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）追加

1.1 特長 

表 1.1 特長 

1-2～1-5 

クロック発振器（CPG/PLL） 

●内蔵 PLLによりクロック逓倍（×4、×8）が可能 

割り込みコントローラ（INTC） 

●内部割り込み要因 117要因 

（ATU-II×75、SCI×20、DMAC×4、A/D×5、WDT×1、UBC×1、
CMT×2、HCAN-II×8、H-UDI×1） 

ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）×4チャネル

●DMA転送要求可能な内蔵モジュール 

 一 SCI、A/D変換器、ATU-II、HCAN-II 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アドバンストユーザデバッガ（AUD） 

●RAMモニタモード 

 一データ入出力周波数：10MHz以下かつ動作周波数の 1/4以下

 

ROM 

●1MBフラッシュメモリ 

●1MBを 16ブロックに分割 

 一小ブロック：4kB×8ブロック 

 一中ブロック：96kB×1ブロック 

 一大ブロック：128kB×7ブロック 

 

 

 

 

 

 

 
●RAMエミュレーション機能（小ブロック 4kBを使用） 

RAM 

●48kバイト SRAM 

1.1 特長 

表 1.1 特長 

CPG/PLL、INTC、DMAC、AUD、ROM、RAMを修正 

クロック発振器（CPG/PLL） 

●内蔵 PLLによりクロック逓倍（ ×8）が可能 

割り込みコントローラ（INTC） 

●内部割り込み要因 123要因 

（ATU-II×75、SCI×20、DMAC×4、A/D×5、WDT×1、UBC×1、
CMT×2、HCAN-II×8、H-UDI×1、SSU×6） 

ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）×4チャネル

●DMA転送要求可能な内蔵モジュール 

 一 SCI、A/D変換器、ATU-II、HCAN-II、SSU 

シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）ｘ2チ
ャネル 

●マスタモードをサポート 

●クロック位相･極性の異なるデバイスと同時シリアル通信が可能

●送受信データ長を 8/16/32ビットで選択可能 

●全二重通信が可能 

●連続シリアル通信が可能 

●LSB/MSBファースト方式が選択可能 

●クロックソースとして 7種類の内部クロックを選択可能 

●割り込み要因 5種類 

アドバンストユーザデバッガ（AUD） 

●RAMモニタモード 

 一データ入出力周波数：内部動作周波数（φ）の 1/8以下 

 

ROM 

●1MBフラッシュメモリ（SH7058S）、1.5MBフラッシュメモリ
（SH7059） 

●フラッシュメモリを 16ブロックに分割 

 SH7058S 

 一 4KB×8ブロック 

 一 96KB×1ブロック 

 一 128KB×7ブロック 

 SH7059 

 一 4KB×8ブロック 

 一 96KB×1ブロック 

 一 128KB×3ブロック 

 一 256KB×4ブロック 

●RAMエミュレーション機能（ 4KBブロックを使用） 

RAM 

●48Kバイト（SH7058S）、80Kバイト（SH7059） SRAM 



相違点-2 

SH7058（Rev.3, RJJ09B0019-0300H） SH7058S/SH7059 

1.2 ブロック図 
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ポート／制御信号 

PF15/BREQ 

PF14/BACK 

 

ROM（Flash） 

1MB 

 

 

RAM 48kB 

 

 

 

SCI（×5チャネル） 

 

HCAN-II（×2チャネル） 

 

ポート 

PL7/SCK2 

PL12/IRQ4 

PL13/IRQOUT 

 

PA14/TxD0 

PA15/RxD0 

PB13/SCK0 

PB15/PULS5/SCK2 

PC2/TxD2 

PC3/RxD2 

 

XTAL →発振器 

 

周辺アドレスバス（9ビット） 

1.2 ブロック図 

図を修正 

ポート／制御信号 

PF15/BREQ/SCS1 

PF14/BACK/SCS0 

 

ROM（Flash） 

1.5MB（SH7059） 

1.0MB（SH7058S） 

 

RAM 

80KB（SH7059） 

48KB（SH7058S） 

 

SCI（×5チャネル） 

SSU（×2チャネル） 

HCAN-II（×2チャネル） 

 

ポート 

SSCK1/PL7/SCK2 

SCS0/PL12/IRQ4 

SCS1/PL13/IRQOUT 

 

PA14/TxD0/SSO0 

PA15/RxD0/SSI0 

PB13/SCK0/SSCK0 

PB15/PULS5/SCK2/SSCK1 

PC2/TxD2/SSO1 

PC3/RxD2/SSI1 

 

XTAL↔発振器 

 

周辺アドレスバス（19ビット） 

1.3 ピン配置 

図 1.2 ピン配置（FP-256H） 
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45 PF14/BACK 

46 PF15/BREQ 

143 PA14/TxD0 

144 PA15/RxD0 

160 PB13/SCK0 

164 PB15/PULS5/SCK2 

167 PC2/TxD2 

168 PC3/RxD2 

223 PL7/SCK2 

230 PL12/IRQ4 

231 PL13/IRQOUT 

1.3 ピン配置 

図 1.2 ピン配置（FP-256H） 

端子名を追加 

45 SCS0/PF14/BACK 

46 SCS1/PF15/BREQ 

143 PA14/TxD0/SSO0 

144 PA15/RxD0/SSI0 

160 PB13/SCK0/SSCK0 

164 PB15/PULS5/SCK2/SSCK1 

167 PC2/TxD2/SSO1 

168 PC3/RxD2/SSI1 

223 SSCK1/PL7/SCK2 

230 SCS0/PL12/IRQ4 

231 SCS1/PL13/IRQOUT 
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1.3 ピン配置 

図 1.3 ピン配置（BP-272） 
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C13 PF15/BREQ 

D12 PF14/BACK 

K1  PL13/IRQOUT 

K2  PL12/IRQ4 

M3 PL7/SCK2 

U10 PC3/RxD2 

U12 PB15/PULS5/SCK2 

W10 PC2/TxD2 

Y12 PB13/SCK0 

1.3 ピン配置 

図 1.3 ピン配置（BP-272） 

端子名を追加 

C13 PF15/BREQ/SCS1 

D12 PF14/BACK/SCS0 

K1  PL13/IRQOUT/SCS1 

K2  PL12/IRQ4/SCS0 

M3 PL7/SCK2/SSCK1 

U10 PC3/RxD2/SSI1 

U12 PB15/PULS5/SCK2/SSCK1 

W10 PC2/TxD2/SSO1 

Y12 PB13/SCK0/SSCK0 

1.3.2 端子機能 

表 1.2 端子の機能 
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クロック 

 XTAL入力 

1.3.2 端子機能 

表 1.2 端子の機能 

修正および追加 

クロックを修正 

XTAL 入出力 

シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）追加

SSO0, SSO1, SSI0, SSI1, SSCK0, SSCK1, SCS0, SCS1 

 

1.3.3 端子一覧 

表 1.3 端子一覧 

1-16,17,19,21 
ピン番号 MCUモード ライタモード 

FP-256H BP-272   

33 C9 PF4/A20 NC 

34 C10 PF5/A21/POD NC 

45 D12 PF14/BACK NC 

46 C13 PF15/BREQ VCC 

143 Y17 PA14/TxD0 NC 

144 Y16 PA15/RxD0 NC 

160 Y12 PB13/SCK0 NC 

164 U12 PB15/PULS5/SCK2 NC 

167 W10 PC2/TxD2 NC 

168 U10 PC3/RxD2 NC 

223 M3 PL7/SCK2 NC 

230 K2 PL12/IRQ4 OE 

231 K1 PL13/IRQOUT NC 

1.3.3 端子一覧 

表 1.3 端子一覧 

表を修正 
ピン番号 

FP-256H BP-272 

MCUモード ライタモード 

33 C9 PF4/A20 A20 

34 C10 PF5/A21/POD A21 

45 D12 PF14/BACK/SCS0 NC 

46 C13 PF15/BREQ/SCS1 VCC 

143 Y17 PA14/TxD0/SSO0 NC 

144 Y16 PA15/RxD0/SSI0 NC 

160 Y12 PB13/SCK0/SSCK0 NC 

164 U12 PB15/PULS5/SCK2/SSCK1 NC 

167 W10 PC2/TxD2/SSO1 NC 

168 U10 PC3/RxD2/SSI1 NC 

223 M3 PL7/SCK2/SSCK1 NC 

230 K2 PL12/IRQ4/SCS0 OE 

231 K1 PL13/IRQOUT/SCS1 NC 

2.3.1 RISC方式 

（2）1命令／1ステート 

2-7 

パイプライン方式を採用し、基本命令は、1命令を 1ステートで実
行できます。40MHz動作時、1ステートは 25nsになります。 

2.3.1 RISC方式 

（2）1命令／1ステート 

記述を修正 

パイプライン方式を採用し、基本命令は、1命令を 1ステートで実
行できます。80MHz動作時、1ステートは 12.5nsになります。

2.5.1 状態遷移 

図 2.8 処理状態の状態遷移図 

2-25 

「ソフトウェアスタンバイモード」から「NMI割り込み要因発生」
により、「例外処理状態」になる。 

2.5.1 状態遷移 

図 2.8 処理状態の状態遷移図 

図を修正 

「ソフトウェアスタンバイモードから「NMI端子を 0→1」にする
ことにより、「パワーオンリセット状態」になる。 

5.1 概要 
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内部クロック（φ）は、主にバスマスタ系のモジュールに供給され、
その周波数は EXTAL端子からの入力クロック周波数の 4逓倍と 8
逓倍が選択できます。 

5.1 概要 

記述を修正 

内部クロック（φ）は、主にバスマスタ系のモジュールに供給され、
その周波数は EXTAL端子からの入力クロック周波数の 8逓倍で
す。 

5.1.1 ブロック図 

図 5.1 CPGのブロック図 

5-1 

 

XTAL→発振回路 

PLL逓倍回路→内部クロック（φ）  

X4または X8 

5.1.1 ブロック図 

図 5.1 CPGのブロック図 

図を修正 

SYSCR1、発振停止検出回路および内部発振回路を削除 

XTAL↔発振回路 

PLL逓倍回路→内部クロック（φ） 

   X8 
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5.1.2 端子構成 

表 5.1 端子構成 
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名称 略称 入出力 

クリスタル XTAL 入力 
 

5.1.2 端子構成 

表 5.1 端子構成 

表を修正 

名称 略称 入出力 

クリスタル XTAL 入出力 

5.1.3 関連レジスタ 

表 5.2 レジスタ構成 

 

削除 

5.2.1 周波数範囲 

表 5.3 入力周波数と動作周波数 

図 5.2 各クロックの周波数と位相 
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表 5.3 入力周波数と動作周波数 

 

 

 

 

内部クロック（φ）は、主に CPU、FPU、DMACなどのバスマス
タ系のモジュールに供給され、入力周波数（EXTAL端子）の 4倍
または 8倍が選択できます。 

 

図 5.2 各クロックの周波数と位相 

 

5.2.1 周波数範囲 

表 5.2 入力周波数と動作周波数 

図 5.2 各クロックの周波数と位相 

表番号変更 

表 5.2 入力周波数と動作周波数 

「PLL逓倍比の×4で、内部クロック（φ）周波数範囲（MHｚ）
の 20-40MHz」を削除 

 

記述を修正 

内部クロック（φ）は、主に CPU、FPU、DMACなどのバスマス
タ系のモジュールに供給され、入力周波数（EXTAL端子）の 8
倍が選択できます。 

 

図を修正 

内部クロック（φ）＝入力クロック×4のタイミングを削除 

5.2.2 クロック選択 
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削除 

5.2.3 レジスタアクセス時の注意 

図 5.3 SYSCR2への書き込み 

5-5 

 

 

削除 

5.4 水晶発振停止検出機能 

5-8～5-10 

 

削除 

6.1.1 例外処理の種類と優先順位 

表 6.1 例外要因の種類と優先順位 
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例外処理 

シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）

コントローラエリアネットワーク-II（HCAN0） 
 

6.1.1 例外処理の種類と優先順位 

表 6.1 例外要因の種類と優先順位 

シンクロナスシリアルコミュニケーションユニットを追加 

例外処理

シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）

シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）

コントローラエリアネットワーク-II（HCAN0）

6.2.2 パワーオンリセット 
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RES端子をローレベルにすると、本 LSIはパワーオンリセット状
態になります。本 LSIを確実にリセットするために最低、電源投入
時またはスタンバイ時（クロックが停止している場合）は発振安定
時間の間、クロックが動作している場合は最低 20 tcycの間 RES
端子をローレベルに保持してください。… 

6.2.2 パワーオンリセット 

記述を修正 

RES端子をローレベルにすると、本 LSIはパワーオンリセット状
態になります。本 LSIを確実にリセットするために最低、電源投入
時またはスタンバイ時（クロックが停止している場合）は発振安定
時間の間、クロックが動作している場合は最低 10 tcycの間 RES
端子をローレベルに保持してください。… 

6.4.1 割り込み要因 

表 6.7 割り込み要因 
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6.4.1 割り込み要因 

表 6.7 割り込み要因 

シンクロナスシリアルコミュニケーションユニットを追加 
種類 要求元 要因数 

内蔵周辺モジュール シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット 6 

6.8.2 ベクタベースレジスタ（VBR）の値 
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VBRの値は必ず 4の倍数になるようにしてください。VBRが 4の
倍数以外のとき、例外処理でスタックがアクセスされるとアドレス
エラーが発生します。 

6.8.2 ベクタベースレジスタ（VBR）の値 

記述を修正 

VBRの値は必ず 4の倍数になるようにしてください。VBRが 4の
倍数以外のとき、例外処理でベクタテーブルがアクセスされるとア
ドレスエラーが発生します。 
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7.1.2 ブロック図 

図 7.1 INTCのブロック図 
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7.1.2 ブロック図 

図 7.1 INTCのブロック図 

「SSU（シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット）」
の割り込み要求を「CPU／DMAC要求判定」へ追加。 

7.2.5 内蔵周辺モジュール割り込み 
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7.2.5 内蔵周辺モジュール割り込み 

シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）を追
加。 

7.2.6 割り込み例外処理ベクタと優先順位 

表 7.3 割り込み例外ベクタと優先順位 

7-6 

DMAC1のベクタテーブルアドレスオフセット 

H'00000128～H'000012B 
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割り込み要因番号 

 

SCI0 ERI0 

 RXI0 

 TXI0 

SCI2 ERI2 

 RXI2 

 TXI2 
 

7.2.6 割り込み例外処理ベクタと優先順位 

表 7.3 割り込み例外ベクタと優先順位 

表を修正 

DMAC1のベクタテーブルアドレスオフセットを修正 

H'00000128～H'0000012B 

 

割り込み要因番号に SSUを追加 

割り込み要因番号

SCI0/SSU0* ERI0/SSERI0

RXI0/SSRXI0

TXI0/SSTSI0

SCI2/SSU1* ERI2/SSERI1

RXI2/SSRXI1

TXI2/SSTSI1
 

7.3.1 割り込み優先レベル設定レジスタ A～L（IPRA～IPRL） 

表 7.4 割り込み要求元と IPRA～IPRL 
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7.3.1 割り込み優先レベル設定レジスタ A～L（IPRA～IPRL） 

表 7.4 割り込み要求元と IPRA～IPRL 

表を修正 

レジスタ ビット 

 15～12 7～4 

割り込み優先レベル設定レジスタ K SCI0/SSU0* SCI2/SSU1*
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複数の内蔵周辺モジュールが同じビットに割り当てられている場
合（DMAC0と DMAC1、DMAC2と DMAC3、CMT0と A/D0と
MTAD0、CMT1と A/D1と MTAD1）その複数のモジュールは同じ
優先順位に設定されます。 

IPRA～IPRLは、リセットおよびハードウェアスタンバイモードで
H'0000に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモードでは初
期化されません。 

記述を修正 

複数の内蔵周辺モジュールが同じビットに割り当てられている場
合（DMAC0と DMAC1、DMAC2と DMAC3、CMT0と A/D0と
MTAD0、CMT1とA/D1とMTAD1、SCI0とSSU0*、SCI2とSSU1*）
その複数のモジュールは同じ優先順位に設定されます。 

IPRA～IPRLは、リセット、ハードウェアスタンバイモードおよび
ソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されます。  

7.3.3 IRQステータスレジスタ（ISR） 
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ISRリセットおよびハードウェアスタンバイモードで初期化され
ます。ソフトウェアスタンバイモード時には初期化されません。

7.3.3 IRQステータスレジスタ（ISR） 

記述を修正 

ISRは、リセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウ
ェアスタンバイモードで初期化されます。  

7.5 割り込み応答時間 

表 7.5 割り込み応答時間 

7-17 
項目 ステート数備考 備考 

 周辺モジュール NMI IRQ  

周辺クロック Pφか
ら内部クロックφへ
の同期化および
DMAC判定 

0または 6 
［0または 3］ 

1～4 
［1～2］ 

6～9 
［3～5］ 

割り込み要因ごとのステート
数は*1を参照願います。 
［ ］内は 4逓倍のとき。 

7.5 割り込み応答時間 

表 7.5 割り込み応答時間 

表を修正 
項目 ステート数備考 備考 

 周辺モジュール NMI IRQ  

周辺クロック Pφから内部クロック
φへの同期化および DMAC判定 

0 または 6 1～4 6～9 割り込み要因ごとのステート数は*1 
を参照願います。 

8.2.1 ユーザブレークアドレスレジスタ（UBAR） 
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UBARHと UBARLは、パワーオンリセットまたはモジュールスタ
ンバイモードで H'0000に初期化されます。ソフトウェアスタンバ
イモード時には、初期化されません。 

8.2.1 ユーザブレークアドレスレジスタ（UBAR） 

記述を修正 

UBARHと UBARLは、パワーオンリセット、モジュールスタンバ
イモードまたはソフトウェアスタンバイモードでH'0000に初期化
されます。  
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8.2.2 ユーザブレークアドレスマスクレジスタ（UBAMR） 
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UBAMRHと UBAMRLは、パワーオンリセットまたは、モジュー
ルスタンバイモードで H'0000に初期化されます。ソフトウェアス
タンバイモード時には、初期化されません。 

8.2.2 ユーザブレークアドレスマスクレジスタ（UBAMR） 

記述を修正 

UBAMRHと UBAMRLは、パワーオンリセット、モジュールスタ
ンバイモードまたはソフトウェアスタンバイモードでH'0000に初
期化されます。  

8.2.3 ユーザブレークバスサイクルレジスタ（UBBR） 
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UBBRは、パワーオンリセットまたは、モジュールスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモード
では、初期化されません。 

8.2.3 ユーザブレークバスサイクルレジスタ（UBBR） 

記述を修正 

UBBRは、パワーオンリセット、モジュールスタンバイモードま
たはソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されます。
  

8.2.4 ユーザブレークコントロールレジスタ（UBCR） 
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UBCRは、パワーオンリセットまたは、モジュールスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモード
では、初期化されません。 

 
ビット 2 ビット 1 説   明 

CKS1 CKS0 

0 0 内部クロックの逓倍比が 4倍のとき、UBCTRGのパルス幅をφ/2にする 
内部クロックの逓倍比が 8倍のとき、UBCTRGのパルス幅をφ/4にする 
 （初期値） 

【注】φ：内部クロック 

「8.5.7 内部クロック（φ）の逓倍比と UBCTRGのパルス幅」参
照 

8.2.4 ユーザブレークコントロールレジスタ（UBCR） 

記述を修正 

UBCRは、パワーオンリセット、モジュールスタンバイモードま
たは、ソフトウェアスタンバイモードでH'0000に初期化されます。 

 

 
ビット 2 ビット 1 説   明 

CKS1 CKS0  

0 0 UBCTRGのパルス幅をφ/4にする （初期値） 

【注】φ：内部クロック 

     

8.5.7 内部クロック（φ）の逓倍比と UBCTRGのパルス幅 

8-14 

 

削除 

9.1.1 特長 

9-1 

●内蔵 RAMは 32ビットをリード 1ステート、ライト 1ステート
（SYSCR2の CKSEL=0のとき）／2ステート（SYSCR2の
CKSEL=1のとき）でアクセス 

9.1.1 特長 

記述を修正 

●内蔵 RAMは 32ビットをリード 1ステート、ライト 2ステート
でアクセス 

9.1.2 ブロック図 

図 9.1 BSCのブロック図 

9-2 

9.1.2 ブロック図 

図 9.1 BSCのブロック図 

バスアービトレーション制御部を追加 

バスアービトレーション
制御部

BACK

BREQ

 
9.1.4 レジスタ構成 

9-3 

バスステートコントローラのレジスタはすべてパワーオンリセッ
トおよびハードウェアスタンバイモード時に初期化されます。ま
た、マニュアルリセットおよびソフトウェアスタンバイモード時に
は値は保持されます。 

9.1.4 レジスタ構成 

記述を修正 

バスステートコントローラのレジスタはすべてパワーオンリセッ
ト、またはハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタ
ンバイモード時に初期化されます。また、マニュアルリセット 時
には値は保持されます。 

9.1.5 アドレスマップ 

表 9.3 アドレスマップ 

9-5 

●内蔵ブロック レジスタアクセスのサイクル数 

9.1.5 アドレスマップ 

表 9.3 アドレスマップ（SH7058S） 

表を削除 

 

 表 9.4 アドレスマップ（SH7059） 

追加 

 表 9.5 内蔵ブロックレジスタアクセスのサイクル数 

追加 

9.2.1 バスコントロールレジスタ 1（BCR1） 

9-6 

BCR1はパワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ド時に H'000Fに初期化されます。マニュアルリセットおよびソフ
トウェアスタンバイモード時には初期化されません。 

9.2.1 バスコントロールレジスタ 1（BCR1） 

記述を修正 

BCR1はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモー
ドおよびソフトウェアスタンバイモード時にH'000Fに初期化され
ます。マニュアルリセット 時には初期化されません。 
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9.2.2 バスコントロールレジスタ 2（BCR2） 

9-8 

BCR2はパワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ド時に H'FFFFに初期化されます。マニュアルリセットおよびソフ
トウェアスタンバイモード時には初期化されません。 

9.2.2 バスコントロールレジスタ 2（BCR2） 

記述を修正 

BCR2はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモー
ドおよびソフトウェアスタンバイモード時に H'FFFFに初期化さ
れます。マニュアルリセット 時には初期化されません。 

9.2.3 ウェイトコントロールレジスタ（WCR） 

9-11 

WCRはパワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ド時に H'7777に初期化されます。マニュアルリセットおよびソフ
トウェアスタンバイモード時には初期化されません。 

9.2.3 ウェイトコントロールレジスタ（WCR） 

記述を修正 

WCRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモー
ドおよびソフトウェアスタンバイモード時にH'7777に初期化され
ます。マニュアルリセット 時には初期化されません。 

9.2.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

9-12 

RAMERはパワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ード時に H'0000に初期化されます。マニュアルリセットおよびソ
フトウェアスタンバイモード時には初期化されません。 

9.2.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

記述を修正 

RAMERはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモ
ードおよびソフトウェアスタンバイモード時にH'0000に初期化さ
れます。マニュアルリセット 時には初期化されません。 

 

●SH7059 

追加 

10.1.2 DMACブロック図 

図 10.1 DMACブロック図 

10-2 

10.1.2 DMACブロック図 

図 10.1 DMACブロック図 

図を修正 

SSU0*,SSU1* → 要求優先制御 

10.2.4 DMAチャネルコントロールレジスタ 0～3（CHCR0～3）

10-6 

 
ビット 20 ビット 19 ビット 18 ビット 17 ビット 16 

RS4 RS3 RS2 RS1 RS0 

説   明 

0 1 1 1 0 要求なし* 

1 0 0 0 0 要求なし* 

1 1 1 0 1 要求なし* 

1 1 1 1 0 要求なし* 

10.2.4 DMAチャネルコントロールレジスタ 0～3（CHCR0～3）

表を修正 

 
ビット 20 ビット 19 ビット 18 ビット 17 ビット 16 

RS4 RS3 RS2 RS1 RS0 

説   明 

0 1 1 1 0 SSU0の送信 

1 0 0 0 0 SSU0の受信 

1 1 1 0 1 SSU1の送信 

1 1 1 1 0 SSU1の受信 

10.3.2 DMA転送要求 

（2）内蔵周辺モジュールリクエストモード 

10-12 

転送要求信号には表 10.2に示すように、アドバンストタイマユニ
ット（ATU-II）からのコンペアマッチ割り込みおよびインプットキ
ャプチャ割り込みの 12種類、5つのシリアルコミュニケーション
インタフェース（SCI）からの受信データフル割り込み（RXI）、
送信データエンプティ割り込み（TXI）、HCAN0からの受信割り
込み、3つの A/D変換器の A/D変換終了割り込み（ADI）の計 26
本があります。 

 

 

（中略） 

また、転送要求を HCAN0にした場合は、転送元は HCAN0のメッ
セージデータでなければなりません。 

 

 

 

 

10.3.2 DMA転送要求 

（2）内蔵周辺モジュールリクエストモード 

記述を追加 

転送要求信号には表 10.2に示すように、アドバンストタイマユニ
ット（ATU-II）からのコンペアマッチ割り込みおよびインプットキ
ャプチャ割り込みの 12種類、5つのシリアルコミュニケーション
インタフェース（SCI）からの受信データフル割り込み（RXI）、
送信データエンプティ割り込み（TXI）、HCAN0からの受信割り
込み、3つの A/D変換器の A/D変換終了割り込み（ADI）2つのシ
ンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）からの
受信データフル割り込み（SSRXI）、送信データエンプティまたは
送信終了割り込み（SSTSI）の計 30本があります。 

（中略） 

転送要求を HCAN0にした場合は、転送元は HCAN0のメッセージ
データでなければなりません。転送要求を SSRXI（SSUの受信デ
ータフルによる転送要求）に設定した場合は転送元は SSUの SS
レシーブデータレジスタ（SSRDR）でなければなりません。また、
転送要求を SSTSI（SSUの送信データエンプティまたは送信終了
による転送要求）に設定した場合は、転送先は、SSUの SSトラ
ンスミットデータレジスタ（SSTDR）でなければなりません。 
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10.3.2 DMA転送要求 

表 10.2 RSビットによる内蔵周辺モジュールリクエストモード
の選択 

10-13、10-14 

 
 

 
RS4

0 0 0 0 1 SCI0送信部

SCI0受信部

SCI1送信部

SCI1受信部

SCI2送信部

SCI2受信部

SCI3送信部

SCI3受信部

SCI4送信部

SCI4受信部

A/D0

A/D1

A/D2

HCAN0

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

TXI0（SCI0送信データエンプティによる転

送要求）

RXI0（SCI0受信データフルによる転送要

求）

TXI1（SCI1送信データエンプティによる転

送要求）

RXI1（SCI1受信データフルによる転送要

求）

TXI2（SCI2送信データエンプティによる転

送要求）

RXI2（SCI2受信データフルによる転送要

求）

TXI3（SCI3送信データエンプティによる転

送要求）

RXI3（SCI3受信データフルによる転送要

求）

TXI4（SCI4送信データエンプティによる転

送要求）

RXI4（SCI4受信データフルによる転送要

求）

ADI0（ADI0変換終了割り込み）

ADI1（ADI1変換終了割り込み）

ADI2（ADI2変換終了割り込み）

RM0（HCAN0受信割り込み）

ICI0A（ICI0Aのインプットキャプチャ発生）

ICI0B（ICI0Bのインプットキャプチャ発生）

ICI0C（ICI0Cのインプットキャプチャ発生）

ICI0D（ICI0Dのインプットキャプチャ発生）

CMI6A（CYLR6Aとのコンペアマッチ発生）

CMI6B（CYLR6Bとのコンペアマッチ発生）

CMI6C（CYLR6Cとのコンペアマッチ発生）

CMI6D（CYLR6Dとのコンペアマッチ発生）

CMI7A（CYLR7Aとのコンペアマッチ発生）

任意*

RDR0

任意*

RDR1

任意*

RDR2

任意*

RDR3

任意*

RDR4

ADDR0～11

ADDR12～23

ADDR24～31

MB0～31

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

TDR0

任意*

TDR1

任意*

TDR2

任意*

TDR3

任意*

TDR4

任意*

任意*

任意*

任意*

任意*

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール

1 0 0 0

1 0 0 0

1 0 0

1 0 0

1

1

1

1

1 0 0 0

1

1

1

1

1 0

1 0

1 0

1

1 0 0

1

1

1

1 0

1 0

RS3 RS2 RS1 RS0 DMAC転送 
要求元

DMAC転送要求信号 転送元 転送先 バスモード

1

RS4

1 1 0 1 0 ATU-II

ATU-II

ATU-II

CMI7B（CYLR7Bとのコンペアマッチ発生）

CMI7C（CYLR7Cとのコンペアマッチ発生）

CMI7D（CYLR7Dとのコンペアマッチ発生）

任意*

任意*

任意*

任意*

任意*

任意*

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

1 0 0

1

RS3 RS2 RS1 RS0 DMAC転送 
要求元

DMAC転送要求信号 転送元 転送先 バスモード

10.3.2 DMA転送要求 

表 10.2 RSビットによる内蔵周辺モジュールリクエストモード
の選択 

表の修正および【記号説明】の記述を追加 

SSTDR0_0～3＿0、SSTDR0_0～3＿0、STRDR0_1～3＿1、
SSRDR0_1～3＿1、 

SSU0、SSU1の追加。 
RS4

0 0 0 0 1 SCI0送信部

SCI0受信部

SCI1送信部

SCI1受信部

SCI2送信部

SCI2受信部

SCI3送信部

SCI3受信部

SCI4送信部

SCI4受信部

A/D0

A/D1

A/D2

SSU0送信部

HCAN0

SSU0受信部 

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

ATU-II

TXI0（SCI0送信データエンプティによる転

送要求）

RXI0（SCI0受信データフルによる転送要

求）

TXI1（SCI1送信データエンプティによる転

送要求）

RXI1（SCI1受信データフルによる転送要

求）

TXI2（SCI2送信データエンプティによる転

送要求）

RXI2（SCI2受信データフルによる転送要

求）

TXI3（SCI3送信データエンプティによる転

送要求）

RXI3（SCI3受信データフルによる転送要

求）

TXI4（SCI4送信データエンプティによる転

送要求）

RXI4（SCI4受信データフルによる転送要

求）

ADI0（ADI0変換終了割り込み）

ADI1（ADI1変換終了割り込み）

ADI2（ADI2変換終了割り込み）

SSTSI0（SSU0送信データエンプティ、ま

たは送信終了による転送要求）

RM0（HCAN0受信割り込み）

SSRXI0（SSU0受信データフルによる転送

要求） 

ICI0A（ICI0Aのインプットキャプチャ発生）

ICI0B（ICI0Bのインプットキャプチャ発生）

ICI0C（ICI0Cのインプットキャプチャ発生）

ICI0D（ICI0Dのインプットキャプチャ発生）

CMI6A（CYLR6Aとのコンペアマッチ発生）

CMI6B（CYLR6Bとのコンペアマッチ発生）

CMI6C（CYLR6Cとのコンペアマッチ発生）

CMI6D（CYLR6Dとのコンペアマッチ発生）

CMI7A（CYLR7Aとのコンペアマッチ発生）

任意*

RDR0

任意*

RDR1

任意*

RDR2

任意*

RDR3

任意*

RDR4

ADDR0～11

ADDR12～23

ADDR24～31

任意*

MB0～31

SSRDR0_0～

3_0 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

TDR0

任意*

TDR1

任意*

TDR2

任意*

TDR3

任意*

TDR4

任意*

任意*

任意*

任意*

SSTDR0_0

～3_0

任意*

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

任意* 

　サイクルスチール

　サイクルスチール

　サイクルスチール

　サイクルスチール

　サイクルスチール

　サイクルスチール

　サイクルスチール

　サイクルスチール

　サイクルスチール

　サイクルスチール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

　サイクルスチール

バースト／サイクルス

チール

　サイクルスチール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール 

バースト／サイクルス

チール

1 0 0 0 0

1 0 0 0

1 0 0

1 0 0

1

1

1

1

1 0 0 0

1

1

1

1

1 0

1 0

1 0

1 0

1 0 0

1

1

1

1 0

1 0

RS3 RS2 RS1 RS0 DMAC転送 
要求元

DMAC転送要求信号 転送元 転送先 バスモード

1

RS4

1 1 0 1 0 ATU-II

ATU-II

ATU-II

SSU1送信部

SSU1受信部

CMI7B（CYLR7Bとのコンペアマッチ発生）

CMI7C（CYLR7Cとのコンペアマッチ発生）

CMI7D（CYLR7Dとのコンペアマッチ発生）

SSTSI1（SSU1送信データエンプティ、ま 

たは送信終了による転送要求）

SSRXI1（SSU1受信データフルによる転送 

要求）

任意*

任意*

任意*

任意*

SSRDR0_1～ 

3_1

任意*

任意*

任意*

SSTDR0_1 

～3_1

任意*

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

バースト／サイクルス

チール

　サイクルスチール

　サイクルスチール

1 0 0

1

RS3 RS2 RS1 RS0 DMAC転送 
要求元

DMAC転送要求信号 転送元 転送先 バスモード

0 1

1 0

10.3.5 バスモード 

（3）DMA転送区間とリクエストモード、バスモードの関係 

10-20 

*1 オートリクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれ
でも可能。ただし、内蔵周辺モジュールリクエストの場合には、
SCI、HCAN0と A/D変換器を転送要求元に指定するものは不可。

*2 オートリクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれ
でも可能。ただし、転送要求元が SCI、HCAN0または A/D変換器
の場合には、転送元または転送先が転送要求元と同じである必要が
あります。 

*3 転送要求元が SCIの場合にはサイクルスチールのみ。 

10.3.5 バスモード 

（3）DMA転送区間とリクエストモード、バスモードの関係 

【注】を修正 

*1 オートリクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれ
でも可能。ただし、内蔵周辺モジュールリクエストの場合には、
SCI、HCAN0、SSU*5と A/D変換器を転送要求元に指定するもの
は不可。 

*2 オートリクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれ
でも可能。ただし、転送要求元が SCI、HCAN0、SSU*5または A/D
変換器の場合には、転送元または転送先が転送要求元と同じである
必要があります。 

*3 転送要求元が SCI、SSU*5の場合にはサイクルスチールのみ。

10.4.2 A/D変換器と内蔵メモリとの DMA転送例（アドレスリロ
ードオン） 

10-24 

…上記の例では、A/D1から転送要求が入ると、まず内蔵 A/D1の
H'FFFFF820のレジスタからバイトサイズのデータを読み出し、内
部の H'FFFF6000番地にそのデータを書き込みます。バイトサイ
ズの転送を行ったので、このとき点で SAR2、DAR2の値はそれぞ
れ H'FFFFF821、H'FFFF6001となっています。… 

10.4.2 A/D変換器と内蔵メモリとの DMA転送例（アドレスリロ
ードオン） 

記述を修正 

…上記の例では、A/D1 から転送要求が入ると、まず内蔵 A/D1の
H'FFFFF820のレジスタからバイトサイズのデータを読み出し、内
部の H'FFFF6000番地にそのデータを書き込みます。バイトサイ
ズの転送を行ったので、この時点で SAR2、DAR2の値はそれぞれ
H'FFFFF821、H'FFFF6001となっています。… 
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11.1.1 特長 

表 11.1 ATU-IIの機能一覧表 

11-4、11-5 
項目 チャネル0 チャネル1 チャネル2 チャネル3～5

（φ～φ/32）×（1/2n）（n=0～5）TCLKA、TCLKB、AGCK、AGCKMφ～φ/32

TCNT3～5TCNT2A、TCNT2BTCNT1A、TCNT1BTCNT0H、TCNT0L

クロック

カウンタ

構
成

カ
ウ
ン
タ

項目 チャネル6～7 チャネル8 チャネル9 チャネル10 チャネル11

（φ～φ/32）×（1/2n） 

（n=0～5） 

TCLKA、TCLKB

（φ～φ/32）－（φ～φ/32）×（1/2n） 

（n=0～5）

（φ～φ/32）×（1/2n） 

（n=0～5）

TCNT11TCNT10AH、 

TCNT10AL、 

TCNT10B～H

ECNT9A～FDCNT8A～PTCNT6A～D、 

TCNT7A～D

クロック

カウンタ

カ

ウ

ン

タ

構

成

11.1.1 特長 

表 11.1 ATU-IIの機能一覧表 

表を修正 
項目 チャネル0 チャネル1 チャネル2 チャネル3～5

（Pφ～Pφ/32）×（1/2n）（n=0～5）TCLKA、TCLKB、AGCK、AGCKMPφ～Pφ/32

TCNT3～5TCNT2A、TCNT2BTCNT1A、TCNT1BTCNT0H、TCNT0L

クロック

カウンタ

構
成

カ
ウ
ン
タ

項目 チャネル6～7 チャネル8 チャネル9 チャネル10 チャネル11

（Pφ～Pφ/32）×（1/2n） 

（n=0～5） 

TCLKA、TCLKB

（Pφ～Pφ/32）－（Pφ～Pφ/32）×（1/2n） 

（n=0～5）

（Pφ～Pφ/32）×（1/2n） 

（n=0～5）

TCNT11TCNT10AH、 

TCNT10AL、 

TCNT10B～H

ECNT9A～FDCNT8A～PTCNT6A～D、 

TCNT7A～D

クロック

カウンタ

カ

ウ

ン

タ

構

成

11.1.6 プリスケーラ図 

図 11.12 プリスケーラ図 

11-26 

入力クロック φ／2 

11.1.6 プリスケーラ図 

図 11.12 プリスケーラ図 

図を修正 

入力クロック Pφ 

11.2.5 タイマステータスレジスタ（TSR） 

ビット 3：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 3D
（IMF3D） 

11-70 

GR5Dのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示
すステータスフラグです。 

11.2.5 タイマステータスレジスタ（TSR） 

ビット 3：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 3D
（IMF3D） 

記述を修正 

GR3Dのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示
すステータスフラグです。 

11.3.3 コンペアマッチ機能 

11-162 

図 11.15はチャネル 1を起動し、GR1Aをドグル出力、GR1Bを 1
出力、GR1Cを 0出力に設定し外部出力をさせたときの例です。

11.3.3 コンペアマッチ機能 

記述を修正 

図 11.15はチャネル 1を起動し、GR1Aをトグル出力、GR1Bを 1
出力、GR1Cを 0出力に設定し外部出力をさせたときの例です。

11.3.9 PWMタイマ機能 

図 11.21 PWMタイマ動作 

11-168 
TCNT6A

Clock

TCNT6A

CYLR6A

00020001 0003 0004 0003 0002 0001 0000

0004

0001 0002 0003 0004 0003 0002 0001 0000 0001 0002 0003

11.3.9 PWMタイマ機能 

図 11.21 PWMタイマ動作 

図を修正 

TCNT6A
Clock

TCNT6A

CYLR6A

00020001 0003 0004 0001 0002 0003 0004

0004

0001 0002 0003 0004 0001 0002 0003 0004 0001 0002 0003

11.3.11 イベントカウント機能とイベント周期計測 

図 11.25 イベント周期計測動作 

11-172 

Pφ

TCNT3
Clock

TCNT3

GR3A

コンペアマッチ
トリガ

（チャネル9より）

TSR3
IMF3A

00020000

ソフトでクリア

0001

‥‥ 0003 567A

0003 0004 0005 567E5678 5679 567A 567B 567C 567D

11.3.11 イベントカウント機能とイベント周期計測 

図 11.25 イベント周期計測動作 

図を修正 

Pφ

TCNT3
Clock

TCNT3

GR3A

コンペアマッチ
トリガ

（チャネル9より）

TSR3
IMF3A

00020000

ソフトでクリア

0001

‥‥ 0004 567A

0003 0004 0005 567E5678 5679 567A 567B 567C 567D

11.6 設定手順例 

（8）PWM タイマ（ch6、7）動作の設定手順例 

図 11.60 PWM タイマ（ch6、7）動作の設定手順例 

11-199 

（2）波形出力するポートに対応する、ポート Bコントロールレジ
スタ L（PBCRL）を ATUの PWM出力に設定してください。また、
ポート B・IOレジスタ（PBIOR）のビットを 1に設定して出力属
性にしてください。 

11.6 設定手順例 

（8）PWM タイマ（ch6、7）動作の設定手順例 

図 11.60 PWM タイマ（ch6、7）動作の設定手順例 

記述を修正 

（2）波形出力するポートに対応する、ポート Bコントロールレジ
スタ L（PBCRL）を ATUの PWM出力に設定してください。  
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11.7 使用上の注意 

（18）ソフトウェアスタンバイ時の外部出力値 

11-213 

ソフトウェアスタンバイによって ATUのレジスタと外部出力値は
0にクリアされます。ただし、チャネル 1、2、11の外部端子 TIO1A
～H、TIO2A～H、TIO11A、Bの外部出力値はソフトウェアスタン
バイ中は 1出力でソフトウェアスタンバイ解除直後に 0にクリア
されます。それ以外の外部出力値およびすべてのレジスタはソフト
ウェアスタンバイ遷移直後に 0にクリアされます。 

また、ピンファンクションコントローラのポート Bインバートレ
ジスタ（PBIR）、ポート Kインバートレジスタ（PKIR）で端子出
力を反転させている場合、対応する端子は 1にセットされます。

11.7 使用上の注意 

（18）ソフトウェアスタンバイ時の外部出力値とソフトウェアス
タンバイ解除後の外部端子 

タイトルおよび文章を修正 

ソフトウェアスタンバイによって ATUのレジスタと外部出力値は
初期化されます。ただし、端子状態はハイインピーダンスとなりま
す。 

また、ソフトウェアスタンバイにより、ピンファンクションコント
ローラ（PFC）の設定も初期化されるため、ソフトウェアスタンバ
イ解除後に ATU-IIの外部端子の機能を使用する際は、再度、ピン
ファンクションコントローラ（FPC）の設定をしてください。 

 

図 11.74 ソフトウェアスタンバイモード時の外部出力値の変化
点 

11-214 

 

図を削除 

12.1.4 レジスタ構成 

表 12.2 レジスタ構成 

12-3 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

12.1.4 レジスタ構成 

表 12.2 レジスタ構成 

注を削除 

12.2.1 パルスアウトプットコントロールレジスタ（POPCR） 

12-3 

POPCRはパワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ード時に、H'0000に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモ
ード時には初期化されません。 

12.2.1 パルスアウトプットコントロールレジスタ（POPCR） 

記述を修正 

POPCRはパワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードお
よびソフトウェアスタンバイモード時に、H'0000に初期化されま
す。  

13.2.2 タイマコントロールステータスレジスタ（TCSR） 

13-5 

ビット 2～0：クロックセレクト 2～0 

説   明 

オーバフロー周期*（φ=40MHzの場合） 

12.8μs 

409.6μs 

0.8ms 

1.6 ms 

3.3 ms 

6.6 ms 

26.2 ms 

52.4 ms 
 

 

【注】* オーバフロー周期は、TCNTが H'00からカウントアップ
を開始し、オーバフローするまでの時間です。「13.4.7 内部クロ
ック（φ）の逓倍比とオーバフロー時間」を参照してください。

13.2.2 タイマコントロールステータスレジスタ（TCSR） 

表を修正 

ビット 2～0：クロックセレクト 2～0 

説   明 

オーバフロー周期*（φ=80MHzの場合） 

6.4μs 

204.8μs 

409.6μs 

0.8ms 

1.6 ms 

3.3 ms 

13.1 ms 

26.2 ms 
 

【注】を修正 

【注】* オーバフロー周期は、TCNTが H'00からカウントアップ
を開始し、オーバフローするまでの時間です。 

  

13.4.7 内部クロック（φ）の逓倍比とオーバフロー時間 

13-13 

 

削除 

14.1.3 レジスタ構成 

表 14.1 レジスタ構成 

14-2 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、バ
イトアクセス、ワードアクセス時の内部クロック（φ）で 4また
は 5サイクル、ロングワードアクセス時の内部クロック（φ）で 8
または 9サイクルとなります。 

* CMCSR0、1の CMFビットは、フラグをクリアするための 0
ライトのみ可能です。 

14.1.3 レジスタ構成 

表 14.1 レジスタ構成 

注を修正 

【注】   

* CMCSR0、1の CMFビットは、フラグをクリアするための 0
ライトのみ可能です。 
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15.1.4 レジスタ構成 

表 15.2 レジスタ構成 

15-6 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、バ
イトアクセス時の内部クロック（φ）で 4または 5サイクル、ワ
ードアクセス時の内部クロック（φ）で 8または 9サイクルとな
ります。 

*1 フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。

*2 空きアドレスはアクセスしないでください。 

15.1.4 レジスタ構成 

表 15.2 レジスタ構成 

注を修正 

【注】   

*1 フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。

*2 空きアドレスはアクセスしないでください。 

15.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR） 

15-9 

SMRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

SMRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモ
ードで H'00に初期化されます。マニュアルリセット、およびソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

15.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR） 

記述を修正 

SMRは、常に CPUによる読み出し が可能です。CPUによる書
き込みは初期設定時のみとし、送信、受信、および送受信時は書き
込みを行わないでください。 

SMRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモ
ードで H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモードで
は、値は保持されず、復帰後に初期化されます。マニュアルリセッ
トでは初期化されません。 

15.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR） 

15-12 

SCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

SCRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモ
ードで H'00に初期化されます。マニュアルリセット、およびソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

15.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR） 

記述を修正 

SCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。  

SCRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモ
ードで H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモードで
は、値は保持されず、復帰後に初期化されます。マニュアルリセッ
トでは初期化されません。 



相違点-12 

SH7058（Rev.3, RJJ09B0019-0300H） SH7058S/SH7059 

15.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR） 

15-15～15-18 

【注】* フラグをクリアするために 0 のみ書き込むことができま
す。 

 

SSRは常に CPUから読み出し／書き込みができます。ただし、
TDRE、RDRF、ORER、PER、FERの各ビットへ 1を書き込むこ
とはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あら
かじめ 1を読み出しておく必要があります。また、TEND ビット、
およびMPB ビットは読み出し専用であり、書き込むことはできま
せん。 

 

 

 
ビット 7 説   明

TDRE

0 TDRに有効な送信データが書き込まれていることを表示

［クリア条件］

（1）TDRE＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

（2）DMACで TDRへデータを書き込んだとき

1 TDRに有効な送信データがないことを表示 （初期値）

［セット条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバイモード時

（2）SCRの TEビットが 0のとき

（3）TDRから TSRにデータ転送が行われ TDRにデータの書き込みが可能になったとき
 

ビット 6 説   明

RDRF

0 RDRに有効な受信データが格納されていないことを表示 （初期値）

［クリア条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時

（2）RDRF＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

（3）DMACで RDRのデータを読み出したとき

1 RDRに有効な受信データが格納されていることを表示

［セット条件］

シリアル受信が正常終了し、RSRから RDRへ受信データが転送されたとき
 

ビット 5 説   明

ORER

0 受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 （初期値）

［クリア条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時

（2）ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

1 受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*2

［セット条件］
RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき

 
ビット 4 説   明

FER

0 受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 （初期値）

［クリア条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時

（2）FER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

1 受信時にフレーミングエラーが発生したことを表示*2

［セット条件］
SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかどうかをチェックし、ストップビッ
トが 0であったとき*2

 
ビット 3 説   明

PER

0 受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 （初期値）

［クリア条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時

（2）PER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

1 受信時にパリティエラーが発生したことを表示*2

［セット条件］

受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が、シリアルモードレジスタ（SMR）の O/Eビッ
トで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき

 

15.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR） 

注、記述および表を修正 

【注】* 1を読み出すと書き込み可能状態となり、0を読み出すと
書き込み不可能状態となります。 

 

SSRは常に CPUから読み出し／書き込みができます。ただし、
TDRE、RDRF、ORER、PER、PEFの各ビットは、1を読み出す
と書き込み可能状態となり、0を読み出すと書き込み不可能状態と
なります。書き込みによる意図しないフラグセットを抑制したい場
合の例として、1を読み出してから次に 0を読み出すまでの間、1
書き込みを禁止するか、または、0クリア後にすぐ 0を読み出し、
フラグクリア処理のとき以外は常に書き込み不可能状態にしてお
くことで、抑制できます。 

 
ビット 7 説   明

TDRE

0 TDRに有効な送信データが書き込まれていることを表示

［クリア条件］

（1）TDRE＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

（2）DMACで TDRへデータを書き込んだとき

1 TDRに有効な送信データがないことを表示 （初期値）

［セット条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバイモード時

（2）SCRの TEビットが 0のとき

（3）TDRから TSRにデータ転送が行われ TDRにデータの書き込みが可能になったとき

（4）クリア条件の（1）の後、1を書き込んだとき
 

ビット 6 説   明

RDRF

0 RDRに有効な受信データが格納されていないことを表示 （初期値）

［クリア条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時

（2）RDRF＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

（3）DMACで RDRのデータを読み出したとき

1 RDRに有効な受信データが格納されていることを表示

［セット条件］

（1）シリアル受信が正常終了し、RSRから RDRへ受信データが転送されたとき

（2）クリア条件の（2）の後、1を書き込んだとき
 

ビット 5 説   明

ORER

0 受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 （初期値）

［クリア条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時

（2）ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

1 受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*2

［セット条件］

（1）RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき

（2）クリア条件の（2）の後、1を書き込んだとき
 

ビット 4 説   明

FER

0 受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 （初期値）

［クリア条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時

（2）FER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

1 受信時にフレーミングエラーが発生したことを表示*2

［セット条件］

（1）SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかどうかをチェックし、ストッ
プビットが 0であったとき*2

（2）クリア条件の（2）の後、1を書き込んだとき
 

ビット 3 説   明

PER

0 受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 （初期値）

［クリア条件］

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時

（2）PER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき

1 受信時にパリティエラーが発生したことを表示*2

［セット条件］

（1）受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が、シリアルモードレジスタ（SMR）の O/E
ビットで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき

（2）クリア条件の（2）の後、1を書き込んだとき
 

15.2.8 ビットレートレジスタ（BRR） 

15-19 

BRRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 

BRRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモ
ードで H'FFに初期化されます。マニュアルリセット、およびソフ
トウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

15.2.8 ビットレートレジスタ（BRR） 

記述を修正 

BRRは、常に CPUによる読み出し が可能です。CPUによる書
き込みは初期設定時のみとし、送信、受信、および送受信時は書き
込みを行わないでください。 

BRRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモ
ードで H'FFに初期化されます。ソフトウェアスタンバイモードで
は、値は保持されず、復帰後に初期化されます。マニュアルリセッ
トでは初期化されません。 
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15.2.9 シリアルディレクションコントロールレジスタ（SDCR）

15-24 

…MSBファーストの選択は行わないでください。本章の説明では、
LSBファーストの場合について説明しています。 

SDCRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイ
モードで H'F2に初期化されます。マニュアルリセット、およびソ
フトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

 

15.2.9 シリアルディレクションコントロールレジスタ（SDCR）

記述を修正 

…MSBファーストの選択は行わないでください。本章の説明では、
LSBファーストの場合について説明しています。SDCRは、常に
CPUによる読み出しが可能です。CPUによる書き込みは初期設定
時のみとし、送信、受信、および送受信時は書き込みを行わないで
ください。 

SDCRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイ
モードで H'F2に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモード
では、値は保持されず、復帰後に初期化されます。マニュアルリセ
ットでは初期化されません。 

15.3.2 調歩同期式モード時の動作 

（3）データの送信／受信動作 

（b）シリアルデータ送信(調歩同期式) 

図 15.5 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCRのTEビットを0にクリア
PFCでTxD端子を出力ポートに設定

 

15.3.2 調歩同期式モード時の動作 

（3）データの送信／受信動作 

（b）シリアルデータ送信(調歩同期式) 

図 15.5 シリアル送信のフローチャートの例 

図を修正、および注を追加 

SCRのTEビットを0にクリア
PFCでTxD端子を出力ポートに設定

（5）

 
【注】 送信開始から送信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、
SDCRへの書き込みは行わないでください。ただし、（5）の処理
は除きます。 

15.3.2 調歩同期式モード時の動作 

図 15.6 調歩同期式モードでの送信時の動作例（8ビットデータ／
パリティあり／1ストップビットの例） 
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要求の発生 TEI割り込み

要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

1フレーム

15.3.2 調歩同期式モード時の動作 

図 15.6 調歩同期式モードでの送信時の動作例（8ビットデータ／
パリティあり／1ストップビットの例） 

図を修正 
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TXI割り込み
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1フレーム

（c）シリアルデータ受信(調歩同期式) 

図 15.7 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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SCRのREビットを0にクリア

 

（c）シリアルデータ受信(調歩同期式) 

図 15.7 シリアル受信のフローチャートの例（1） 

図を修正、および注を追加 

SCRのREビットを0にクリア （5）

 
【注】 受信開始から受信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、
SDCRへの書き込みは行わないでください。ただし、（5）の処理
は除きます。 

図 15.8 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

15-35 
Yes

ブレーク?

フレーミングエラー処理 SCRのREビットを0にクリア

No

Yes

 

図 15.8 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

図を修正、および注を追加 
Yes

ブレーク?

フレーミングエラー処理 SCRのREビットを0にクリア （5）

No

Yes

【注】 受信開始から受信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、
SDCRへの書き込みは行わないでください。ただし、（5）の処理
は除きます。 
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15.3.2 調歩同期式モード時の動作 

図 15.9 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／
1ストップビットの例） 
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15.3.2 調歩同期式モード時の動作 

図 15.9 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／
1ストップビットの例） 

図を修正 

シリアル
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1
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RXI割り込み
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ビットを0にクリア

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データスタート
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15.3.3 マルチプロセッサ通信機能 

（3）データの送信／受信動作 

（a）マルチプロセッサシリアルデータ送信 

図 15.11 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例
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SCRのTEビットを0にクリア
PFCでTxD端子を出力ポートに設定

 

15.3.3 マルチプロセッサ通信機能 

（3）データの送信／受信動作 

（a）マルチプロセッサシリアルデータ送信 

図 15.11 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例

図を修正、および注を追加 

SCRのTEビットを0にクリア
PFCでTxD端子を出力ポートに設定

（5）

 
【注】 送信開始から送信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、
SDCRへの書き込みは行わないでください。ただし、（5）の処理
は除きます。 

図 15.12 SCIの送信時の動作例（8 ビットデータ／マルチプロセ
ッサビットあり／1 ストップビットの例） 
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図 15.12 SCIの送信時の動作例（8 ビットデータ／マルチプロセッ
サビットあり／1 ストップビットの例） 

図を修正 
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（b）マルチプロセッサシリアルデータ受信 

図 15.13 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例
（1） 
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SCRのREビットを0にクリア

 

（b）マルチプロセッサシリアルデータ受信 

図 15.13 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例
（1） 

図を修正、および注を追加 

SCRのREビットを0にクリア （6）

 
【注】 受信開始から受信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、
SDCRへの書き込みは行わないでください。ただし、（6）の処理
は除きます。 
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15.3.3 マルチプロセッサ通信機能 

（b）マルチプロセッサシリアルデータ受信 

図 15.14 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例
（2） 
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フレーミングエラー処理 SCRのREビットを0にクリア

 

15.3.3 マルチプロセッサ通信機能 

（b）マルチプロセッサシリアルデータ受信 

図 15.14 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例
（2） 

図を修正、および注を追加 

フレーミングエラー処理 （6）SCRのREビットを0にクリア

【注】 受信開始から受信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、
SDCRへの書き込みは行わないでください。ただし、（6）の処理
は除きます。 

図 15.15 SCIの受信時の動作例（8 ビットデータ／マルチプロセ
ッサビットあり／1 ストップビットの例） 
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図 15.15 SCIの受信時の動作例（8 ビットデータ／マルチプロセ
ッサビットあり／1 ストップビットの例） 

図を修正 
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15.3.4 クロック同期式モード時の動作 

（3）データの送信／受信動作 

（b）シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 15.18 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCRのTEビットを0にクリア

 

15.3.4 クロック同期式モード時の動作 

（3）データの送信／受信動作 

（b）シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 15.18 シリアル送信のフローチャートの例 

図を修正、および注を追加 

SCRのTEビットを0にクリア （4）

 
【注】 送信開始から送信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、
SDCRへの書き込みは行わないでください。ただし、（4）の処理
は除きます。 
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15.3.4 クロック同期式モード時の動作 

図 15.19 SCIの送信時の動作例 
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15.3.4 クロック同期式モード時の動作 

図 15.19 SCIの送信時の動作例 

図を修正 

同期クロック
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（c）シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 15.20 シリアルデータ受信フローチャートの例（1） 
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SCRのREビットを0にクリア

 

（c）シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 15.20 シリアルデータ受信フローチャートの例（1） 

図を修正、および注を追加 

SCRのREビットを0にクリア （5）

 
【注】 受信開始から受信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、
SDCRへの書き込みは行わないでください。ただし、（5）の処理
は除きます。 

図 15.22 SCIの受信時の動作例 
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図 15.22 SCIの受信時の動作例 

図を修正 

同期クロック
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（d）シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 15.23 シリアルデータ送受信フローチャートの例 
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SCRのTE、REビットを0にクリア

 

（d）シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 15.23 シリアルデータ送受信フローチャートの例 

図を修正、および注を追加 

SCRのTE、REビットを0にクリア （6）

 
【注】 送受信開始から送受信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、
SDCRへの書き込みは行わないでください。ただし、（6）の処理
は除きます。 

 15.5.10 送信、受信、送受信中のレジスタ書き込みの注意事項 

新規追加 

 16. シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）

新規追加 

16.4.2 マスタコントロールレジスタ_n（MCR_n）（n=0, 1） 

16-22 

【重要】スリープモードには使用制限があります。章末の「16.8 使
用上の注意事項」を必ずお読みください。 

17.4.2 マスタコントロールレジスタ_n（MCR_n）（n=0, 1） 

ビット 5の説明書きを修正 

【重要】スリープモード中MBにはアクセスしないでください。ス
リープモードを使用するとき、使用制限があります。章末の「17.8 
使用上の注意事項」を必ずお読みください。 
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16.4.3 ジェネラルステータスレジスタ_n（GSR_n）（n=0、1）
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ビット 1 

送信／受信ワーニングフラグ 

エラーワーニングを示します。 

0：リセット条件：TEC < 96 または REC < 96または TEC ≥ 256
のとき 

1：96 ≤ TEC < 256または 96 ≤ RECのとき 

17.4.3 ジェネラルステータスレジスタ_n（GSR_n）（n=0、1）

ビットの表を修正 

ビット 1 

送信／受信ワーニングフラグ 

エラーワーニングを示します。 

0：リセット条件：TEC < 96 かつ REC < 96または TEC ≥ 256の
とき 

1：96 ≤ TEC < 256または 96 ≤ RECのとき 

16.4.4 HCAN II_ビットコンフィグレジスタ n（HCAN 
II_BCR0_n,HCAN II_BCR1_n） 

表 16.5 TSEG1, TSEG2設定 
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ビットコンフィグレジスタについて 

1ビットタイム（8～25タイムクォンタム） 
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TSEG2（BCR[10：8]）の 001* 

【重要】BRP[7：0]＝H'00設定時 

    TSEG[2：0]≠B'001 

17.4.4 HCAN II_ビットコンフィグレジスタ n（HCAN 
II_BCR0_n,HCAN II_BCR1_n） 

表 17.5 TSEG1, TSEG2設定 

記述を修正 

ビットコンフィグレジスタについて 

1ビットタイム（9～25タイムクォンタム） 

 

表および【重要】を修正 

TSEG2（BCR[10：8]）の 001  

【重要】BRP[7：0]＝H'00000000設定時 

    TSEG[2：0]≠H'001 

16.5.8 未読メッセージステータスレジスタ n（UMSR1n, 
UMSR0n）（n=0,1） 

16-47 

メールボックス 15～0の未読メッセージが上書きされたことを示
します。 

17.5.8 未読メッセージステータスレジスタ n（UMSR1n, 
UMSR0n）（n=0,1） 

表を修正 

メールボックス 15～0の未読メッセージが上書きまたはオーバラ
ンされたことを示します。 

16.6.2 タイマコントロールレジスタ_n （TCR_n） （n=0,1）

16-51 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明

5

4

3

2

1

0

TCR5 

TCR4 

TCR3 

TCR2 

TCR1 

TCR0 

0

0

0

0

0

0

R/W 

R/W 

 
 
 
 

HCAN-Ⅱタイマプリスケーラ

タイマで使用される前にソースクロック（2 × HCAN周辺クロック）
を分周します。ソースクロックとタイマの関係は以下のとおりです。

000000： 1 × ソースクロック

000001： 2 × ソースクロック

000010： 4 × ソースクロック

000011： 6 × ソースクロック

000100： 8 × ソースクロック

     ：

111111： 126 × ソースクロック

17.6.2 タイマコントロールレジスタ_n （TCR_n） （n=0,1）

表を修正 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明

5

4

3

2

1

0

TCR5 

TCR4 

TCR3 

TCR2 

TCR1 

TCR0 

0

0

0

0

0

0

R/W 

R/W 

R/W

R/W

R/W

R/W

HCAN-Ⅱタイマプリスケーラ

タイマで使用される前にソースクロック（2 × PΦ）を分周し
ます。ソースクロックとタイマの関係は以下のとおりです。

000000： 1 × ソースクロック

000001： 2 × ソースクロック

000010： 4 × ソースクロック

000011： 6 × ソースクロック

000100： 8 × ソースクロック

     ：

111111： 126 × ソースクロック

16.7.2 HCANの設定 

図 16.7 リセットシーケンス 

16-62 

全メッセージボックスのクリア*2 

（MSGコントロール／データ／タイムスタンプ／LAFM） 

17.7.2 HCANの設定 

図 17.7 リセットシーケンス 

図を修正 

全メッセージボックスのクリア*2 

（MSGコントロール／データ／タイムスタンプ／LAFM/Txトリ
ガ） 

16.7.4 メッセージ送信取り消しシーケンス 

図 16.10 送信取り消しシーケンス 

16-65 

ABACK[N]がセット*2  TXACK[N]がセット 

17.7.4 メッセージ送信取り消しシーケンス 

図 17.10 送信取り消しシーケンス 

図を修正 

ABACK[N]がセット   TXACK[N]がセット*2 
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16.7.9 DMACインタフェース 

図 16.13 DMACの転送フローチャート 

16-71 

DMAC

HCAN0 0

DMAC

DMAC

DMAC

DMAC

CPU

DMAC

RXPR RFPR

17.7.9 DMACインタフェース 

図 17.13 DMACの転送フローチャート 

図を修正 

DMAC初期設定
起動要因の設定
ソース、デスティネーションアドレスの設定
送信回数の設定、割り込みの設定

HCAN0のメールボックス0に
メッセージ受信

DMAC起動

DMAC転送終了？

DMAC割り込みイネーブル

DMAC割り込みフラグクリア

終了

CPUへ割り込み

DMAC転送終了ビットのセット
RXPR，RFPRのクリア

：ハードによる処理

：ユーザによる設定

Yes

No

Yes

No

16.7.11 CANバスインタフェース 

図 16.16 HA13721を用いたハイスピードインタフェース 

16-73 

トランシーバ IC ルネサス HA13721 

17.7.11 CANバスインタフェース 

図 17.16 PCA82C250を用いたハイスピードインタフェース 

トランシーバ ICの変更による記述および図を差し替え 

トランシーバ IC NXPセミコンダクターズ社 PCA82C250 

17. A/D変換器 

17.1.1 特長 

17-1 

■高速変換 

変換時間：1チャネル当たり最小 13.3μs（周辺クロック（Pφ）
＝20MHz動作時） 

18. A/D変換器 

18.1.1 特長 

記述を修正 

■高速変換 

変換時間：1チャネル当たり最小 13.3μs（fop＝20MHz動作時）

17.1.4 レジスタ構成 

表 17.2 レジスタ構成 

17-7 

【注】内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、バ
イトアクセス時の内部クロック（φ）で 

6または 7サイクル、ワードアクセス時の内部クロック（φ）で
12または 13サイクルとなります。 

*1 16ビットのアクセスはワード境界のみ可能です。 

*2 ビット 7は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能で
す。 

18.1.4 レジスタ構成 

表 18.2 レジスタ構成 

注を修正 

【注】 

    

*1 16ビットのアクセスはワード境界のみ可能です。 

*2 ビット 7は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能で
す。 

17.2.5 A/Dトリガレジスタ 0,1,2（ADTRGR0,1,2） 

17-17 

ADTRGR0、1、2は、パワーオンリセット、およびハードウェア
スタンバイモード時に H'FFに初期化されます。ソフトウェアスタ
ンバイモードでは初期化されません。 

18.2.5 A/Dトリガレジスタ 0,1,2（ADTRGR0,1,2） 

記述を修正 

ADTRGR0、1、2は、パワーオンリセット、ソフトウェアスタン
バイモードおよびハードウェアスタンバイモード時にH'FFに初期
化されます。 

17.4.3 アナログ入力のサンプリングと A/D変換時間 

表 17.4 A/D変換時間（単一モード） 

17-25 

CKS0：周辺クロック（Pφ）＝10～20MHz 

CKS1：周辺クロック（Pφ）＝10MHz 

 

ステート（周辺クロック（Pφ）換算） 

18.4.3 アナログ入力のサンプリングと A/D変換時間 

表 18.4 A/D変換時間（単一モード） 

表を修正 

CKS0：fop＝10～20MHz 

CKS1：fop＝10MHz 

 

ステート（CK基準換算） 
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17.4.4 外部トリガによる A/D変換器の起動 

図 17.7 外部トリガ入力タイミング 

17-26 

Pφ 

18.4.4 外部トリガによる A/D変換器の起動 

図 18.7 外部トリガ入力タイミング 

図を修正 

CK 

17.6 使用上の注意 

17-28 

（2）AVSS、AVCCと VSS、VCCの関係 

A/D変換器を使用する場合、AVSS、AVCCと VSS、VCCの関係は、AVCC

＝5.0V±0.5V、AVSS＝VSSとしてください。また、A/D変換器を使
用しないときは、AVSS＝VSS、AVCC端子はオープンにしないでくだ
さい。 

（3）AVref端子の設定範囲 

AVref＝4.5～AVCC（A/D使用時）、AVref≦AVCC（A/D未使用時） 

以上のことが守られない場合、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすこと
があります。 

18.6 使用上の注意 

記述を修正 

（2）AVSS、AVCCと VSS、VCCの関係 

A/D変換器を使用する場合、AVSS、AVCCと VSS、VCCの関係は、AVCC

＝5.0V±0.5V、AVSS＝VSSとしてください。また、A/D変換器を使
用しないときは、AVSS＝VSS、AVSS≦AVCC≦5.5Vの範囲としてくだ
さい。 

（3）AVref端子の設定範囲 

AVref＝4.5～AVCC（A/D使用時）、AVCC－1.0V≦AVref≦AVCCかつ AVSS

≦AVref（A/D未使用時） 

以上のことが守られない場合、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすこと
があります。 

18.2.1 A/D トリガコントロールレジスタ 0､1（ADTCR0、1） 

18-5 

ビット 7､6：クロックセレクト 1、0（CKSEL1、CKSEL0） 

内部クロックの分周φ"を停止、φ'/2、φ'/5、φ'/10より選択しま
す。 

ビット 7 ビット 6

CKSEL1x CKSEL0x

説明

0 カウンタ停止0

1 内部クロックφ"：φ' /2でカウント

0 内部クロックφ"：φ' /5でカウント1

1 内部クロックφ"：φ' /10でカウント

19.2.1 A/D トリガコントロールレジスタ 0､1（ADTCR0、1） 

記述および表を修正 

ビット 7、6：クロックセレクト 1、0（CKSEL1、CKSEL0） 

内部クロックの分周φ"を停止、Pφ/2、Pφ/5、Pφ/10より選択し
ます。 

ビット 7 ビット 6

CKSEL1x CKSEL0x

説明

0 カウンタ停止0

1 内部クロックφ"：Pφ/2でカウント

0 内部クロックφ"：Pφ/5でカウント1

1 内部クロックφ"：Pφ/10でカウント

18.2.2 A/Dトリガステータスレジスタ 0､1（ADTSR0、1） 

ビット 0：A/Dコンペアマッチフラグ 

18-9 
ビット 0

ADCMFxA 

説明

0 （クリア条件） （初期値）

ADCMFxA=１の状態で、CMFxAを読み出した後、CMFxAに 0を書き込んだとき

1 （セット条件）

ADCNTx=ADGRxAになったとき

19.2.2 A/Dトリガステータスレジスタ 0､1（ADTSR0、1） 

ビット 0：A/Dコンペアマッチフラグ 

表を修正 
ビット 0

ADCMFxA 

説明

0 （クリア条件） （初期値）

ADCMFxA=１の状態で、ADCMFxAを読み出した後、ADCMFxAに 0を書き込んだとき

1 （セット条件）

ADCNTx=ADGRxAになったとき

18.3 割り込みインタフェース 

18.4 PFC、I/Oポートインタフェース 

18-15～18-25 

 

 

削除 

18.5.1 概要 

(2) プリスケーラ 

18-26 

専用のプリスケーラを内蔵しています。このプリスケーラはそれぞ
れのチャネルでタイマコントロールレジスタにより初段からのク
ロックを停止、2、5、10に分周したクロックから選択が可能です。

19.3.1 概要 

(2) プリスケーラ 

記述を修正 

専用のプリスケーラを内蔵しています。このプリスケーラはそれぞ
れのチャネルで A/Dトリガコントロールレジスタ（ADTCR0、
ADTCR1）により クロックを停止、Pφを 2、5、10に分周した
クロックから選択が可能です。 

18.6 付録 

18-34、18-35 

 

削除 

19.1.4 レジスタ構成 

表 19.2 レジスタ構成 

19-3 

レジスタ 略称 初期値*2 アドレス 

ステータスレジスタ SDSR H'0B01 H'FFFFF7C2 

IDコードレジスタ SDIDR H'001D200F — 

【注】*2 TRST信号入力時の初期値。リセット（パワーオンリセ
ット/マニュアルリセット）またはスタンバイモードでは初期化さ
れません。 

20.1.4 レジスタ構成 

表 20.2 レジスタ構成 

表を修正 

レジスタ 略称 初期値*2 アドレス 

H'5001 (SH7058SF) ステータスレジスタ SDSR 

H'0F01 (SH7059F) 

H'FFFFF7C2 

H'08016447 (SH7058SF) IDコードレジスタ SDIDR 

H'0800B447 (SH7059F) 

— 

【注】*2 TRST信号入力時の初期値。リセット（パワーオンリセ
ット/マニュアルリセット） では初期化されません。 
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19.3.1 インストラクションレジスタ（SDIR） 

19-6 

インストラクションレジスタ（SDIR）は、CPUによる読み出し専
用の 16ビットのレジスタです。H-UDIのインストラクションは、
TDIからのシリアル入力によって SDIRに転送することができま
す。SDIRは TRST信号によって初期化できますが、リセットまた
はソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 

20.3.1 インストラクションレジスタ（SDIR） 

記述を修正 

インストラクションレジスタ（SDIR）は、CPUによる読み出し専
用の 16ビットのレジスタです。H-UDIのインストラクションは、
TDIからのシリアル入力によって SDIRに転送することができま
す。SDIRは TRST信号またはソフトウェアスタンバイモードで初
期化されますが、リセット では初期化されません。 

19.3.2 ステータスレジスタ（SDSR） 

19-7、19-8 

 

R/W

15

0

R

14

0

R

13

0

R

12

0

R

11

1

R

10

0

R

9

1

R

8

1

R

 

 

 

 

 

SDSRは TRST信号入力によって初期化されますが、リセットま
たはソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません 

 

ビット 15～1：予約ビット 

ビット 15～12、10、7～1は、読み出すと常に 0が読み出されます。
書き込み値は常に 0にしてください。 

ビット 11、9、8は読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み
値は常に 1にしてください。 

20.3.2 ステータスレジスタ（SDSR） 

記述を修正 

（SH7058SF） 
ビット

初期値

R/W

：

：

：

：

15

―

0

R

14

―

1

R

13

―

0

R

12

―

1

R

11

―

0

R

10

―

0

R

9

―

0

R

8

―

0

R

（SH7059F） 
ビット

初期値

R/W

：

：

：

：

15

―

0

R

14

―

0

R

13

―

0

R

12

―

0

R

11

―

1

R

10

―

1

R

9

―

1

R

8

―

1

R

 

SDSRは TRST信号またはソフトウェアスタンバイモードで初期
化されますが、リセット では初期化されません 

 

ビット 15～1：予約ビット 

（SH7058SF） 

ビット 15、13、11～1は、読み出すと常に 0が読み出されます。
書き込み値は常に 0にしてください。 

ビット 14、12は読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み値
は常に 1にしてください。 

（SH7059F） 

ビット 15～12、7～1は、読み出すと常に 0が読み出されます。書
き込み値は常に 0にしてください。 

ビット 11～8は読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み値
は常に 1にしてください。 

19.3.3 データレジスタ（SDDR） 

19-8 

このレジスタはリセット、ハードウェアスタンバイモード、ソフト
ウェアスタンバイモード、および TRST信号によって初期化され
ません。 

20.3.3 データレジスタ（SDDR） 

記述を修正 

このレジスタはリセット、 および TRST信号によって初期化さ
れません。 
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19.3.5 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 

表 19.5 端子とバウンダリスキャンレジスタの対応 

19-13、19-15、19-16、19-20 

端子 NO. 端子名 

45 PF14/BACK 

46 PF15/BREQ 

135 PA8/TIIO4A 

136 PA9/TIO4B 

137 PA10/TIO4C 

138 PA11/TIO4D 

143 PA14/TxD0 

144 PA15/RxD0 

160 PB13/SCK0 

164 PB15/PULS5/SCK2 

167 PC2/TxD2 

168 PC3/RxD2 

223 PL7/SCK2 

230 PL12/IRQ4 

231 PL13/IRQOUT 
 

20.3.5 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 

表 20.5 端子とバウンダリスキャンレジスタの対応 

端子名を修正 

端子 NO. 端子名 

45 PF14/BACK/SCS0 

46 PF15/BREQ/SCS1 

135 PA8/TIIO4A/ADTO0A 

136 PA9/TIO4B/ADTO0B 

137 PA10/TIO4C/ADTO1A 

138 PA11/TIO4D/ADTO1B 

143 PA14/TxD0/SSO0 

144 PA15/RxD0/SSI0 

160 PB13/SCK0/SSCK0 

164 PB15/PULS5/SCK2/SSCK1 

167 PC2/TxD2/SSO1 

168 PC3/RxD2/SSI1 

223 PL7/SCK2/SSCK1 

230 PL12/IRQ4/SCS0 

231 PL13/IRQOUT/SCS1 

19.3.6 IDコードレジスタ（SDIDR） 

19-20 

IDCODEモード時、SDIDRは TDOから固定コードである
H'001D200Fを出力可能ですが、シリアルデータは TDIを通じて
SDIDRに書き込むことはできません。 
 

 

 

27                               12 11                     1 

0000   0001   1101   0010 0000   0000   111 

20.3.6 IDコードレジスタ（SDIDR） 

記述および表を修正 

IDCODEモード時、SDIDRは TDOから固定コードを出力可能で
す。固定コードは SH7058SFで H'08016447、SH7059Fで
H'0800B447になります。TDIを通じて SDIDRに書き込むことは
できません。 

 

（SH7058SF） 

27                               12 11                     1 

1000   0000   0001 0110 0100   0100   011

（SH7059F） 

27                               12 11                     1 

1000   0000   0000   1011 0100   0100   011 

19.4.3 H-UDIのリセット 

19-25 

20.4.3 H-UDIのリセット 

記述を追加 

●ソフトウェアスタンバイ時 

19.5.2 注意事項 

19-27 

20.5.2 注意事項 

（5）～（10）を追加 

20.2.1 端子説明 

（3）RAMモニタモードでの端子説明 

20-3 

AUDCKの説明 

本端子は外部クロック入力です。デバッグに使用するクロックを入
力してください。入力できる周波数は動作周波数の 1/4以下、かつ
10MHz以下です。また、何も接続されないときは内部でプルアッ
プします。 

21.2.1 端子説明 

（3）RAMモニタモードでの端子説明 

記述を修正 

AUDCKの説明 

本端子は外部クロック入力です。デバッグに使用するクロックを入
力してください。入力できる周波数は内部動作周波数φの 1/8以下 
です。また、何も接続されないときは内部でプルアップします。

20.3.2 動作説明 

図 20.2 データ出力例（32ビット出力） 

20-4 

図 20.3 分岐が連続した場合の出力例 

20-5 

21.3.2 動作説明 

図 21.2 データ出力例（32ビット出力）* 

図 21.3 分岐が連続した場合の出力例* 

注を追加 

【注】* AUDリセットタイミングおよび、ブランチトレース時の
タイミングの詳細については、「29.3.13 AUDタイミング」を参照
してください。 
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20.4.3 動作説明 

図 20.5 リード動作例（バイトリード） 

図 20.6 ライト動作例（ロングワードライト） 

図 20.7 エラー発生例（ロングワードリード） 

20-6 

 

21.4.3 動作説明 

図 21.5 リード動作例（バイトリード）* 

図 21.6 ライト動作例（ロングワードライト）* 

図 21.7 エラー発生例（ロングワードリード）* 

注を追加 

【注】* AUDリセットタイミングおよび、RAMモニタ時のタイ
ミングの詳細については、「29.3.13 AUDタイミング」を参照して
ください。 

20.5.1 初期化 

20-7 

（3）AUDRST端子に Lレベル印加 

（4）SYSCR1レジスタの AUDSRSTビットに 1をセットしたと
き（25.2.2参照） 

（5）SYSCR2レジスタのMSTOP3ビットに 1をセットしたとき
（25.2.3参照） 

21.5.1 初期化 

記述を追加 

（3）ソフトウェアスタンバイ 

（4）AUDRST端子に Lレベル印加 

（5）SYSCR1レジスタの AUDSRSTビットに 1をセットしたと
き（27.2.2参照） 

（6）SYSCR2レジスタのMSTOP3ビットに 1をセットしたとき
（27.2.3参照） 

20.5.2 ソフトウェアスタンバイ時の動作 

20-7 

 

削除 

21.1 概要 

表 21.1 マルチプレクス端子 

21-1～21-4 

ポート 機能 1 
（関連モジュール）

機能 3 
（関連モジュール） 

機能 4 
（関連モジュール） 

A PA14入出力（ポート）  

A PA15入出力（ポート）  

B PB13入出力（ポート）  

B PB15入出力（ポート） SCK2入出力（SCI）  

C PC2入出力（ポート）  

C PC3入出力（ポート）  

F PF14入出力（ポート）  

F PF15入出力（ポート）  

L PL7入出力（ポート）  

L PL12入出力（ポート）  

L PL13入出力（ポート） IRQOUT出力（INTC）  

22.1 概要 

表 22.1 マルチプレクス端子 

表を修正 
ポート 機能 1 

（関連モジュール） 
機能 3 

（関連モジュール） 
機能 4 

（関連モジュール） 

A PA14入出力（ポート） SSO0出力（SSU）  

A PA15入出力（ポート） SSI0入力（SSU）  

B PB13入出力（ポート） SSCK0出力（SSU）  

B PB15入出力（ポート） SCK2入出力（SCI） SSCK1出力（SSU） 

C PC2入出力（ポート） SSO1出力（SSU）  

C PC3入出力（ポート） SSI1入力（SSU）  

F PF14入出力（ポート） SCS0入出力（SSU）  

F PF15入出力（ポート） SCS1入出力（SSU）  

L PL7入出力（ポート） SSCK1出力（SSU）  

L PL12入出力（ポート） SCS0入出力（SSU）  

L PL13入出力（ポート） IRQOUT出力（INTC） SCS1入出力（SSU） 

21.3.1 ポート A・IOレジスタ（PAIOR） 

21-6 

ポート A・IOレジスタ（PAIOR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Aにある 16本の端子の入出力方
向を選びます。PA15IOR～PA0IORビットが、それぞれ、
PA15/RxD0～PA0/TI0A端子に対応しています。PAIORはポート A
の端子機能が汎用入出力（PA15～PA0）および ATU-IIの入出力の
場合に有効でそれ以外の場合は無効です。ただし、ビット 3～0に
ついては、ATU-IIのインプットキャプチャ入力を選択した場合に
は、PAIORのビットを 0にしてください。 

ポート Aの端子機能は、PA15～PA0か ATU-IIの入出力の場合、
PAIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0に
すると入力になります。 

PAIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.1 ポート A・IOレジスタ（PAIOR） 

記述を修正 

ポート A・IOレジスタ（PAIOR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Aにある 16本の端子の入出力方
向を選びます。PA15IOR～PA0IORビットが、それぞれ、
PA15/RxD0/SSI0～PA0/TI0A端子に対応しています。PAIORはポ
ート Aの端子機能が汎用入出力（PA15～PA0）か ATU-IIの入出力
か SSUの送受信データの入出力（SSI0、SSO0）の場合に有効で
それ以外の場合は無効です。ただし、ビット 3～0については、
ATU-IIのインプットキャプチャ入力を選択した場合には、PAIOR
のビットを 0にしてください。 

ポート Aの端子機能は、PA15～PA0か ATU-IIの入出力か SSUの
送受信データの入出力（SSI0,SSO0）の場合、PAIORのビットを
1にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入力になりま
す。 

PAIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードおよびソフトウェアスタンバイモードでH'0000に初期化され
ます。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.2 ポート Aコントロールレジスタ H,L（PACRH,PACRL）

21-6 

PACRH、PACRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアス
タンバイモードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェ
アスタンバイモードおよびスリープモード時には初期化されませ
ん。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されませ
ん。 

22.3.2 ポート Aコントロールレジスタ H,L（PACRH,PACRL）

記述を修正 

PACRH、PACRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアス
タンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードでH'0000に
初期化されます。しかし、 スリープモード時には初期化されませ
ん。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されませ
ん。 



相違点-23 

SH7058（Rev.3, RJJ09B0019-0300H） SH7058S/SH7059 

21.3.2 ポート Aコントロールレジスタ H,L（PACRH,PACRL）

（1）ポート Aコントロールレジスタ H（PACRH） 

21-7 

ビット： 15 14 13 12 11  

 － PA15 
MD 

－ PA14 
MD 

－  

初期値： 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R R/W R  
 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にして
ください。 

 

ビット 14：PA15モードビット（PA15MD） 

PA15/RxD0端子の機能を選びます。 
ビット 14 説   明 

PA15MD 

0 汎用入出力（PA15） （初期値） 

1 受信データ入力（RxD0） 

 

ビット 13：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にして
ください。 

 

ビット 12：PA14モードビット（PA14MD） 

 PA14/TxD0端子の機能を選びます。 
ビット 12 説   明 

PA14MD  

0 汎用入出力（PA14） （初期値） 

1 送信データ出力（TxD0） 

22.3.2 ポート Aコントロールレジスタ H,L（PACRH,PACRL）

（1）ポート Aコントロールレジスタ H（PACRH） 

記述を修正 

ビット： 15 14 13 12 11  

 PA15 
MD1

PA15 
MD0 

PA14 
MD1

PA14 
MD0 

－  

初期値： 0 0 0 0 0  

R/W： R/W R/W R/W R/W R   
 

ビット 15, 14：PA15モードビット 1,0（PA15MD1、PA15MD0）

PA15/RxD0/SSI0端子の機能を選びます。 
ビット 15 ビット 14 説   明 

PA15MD1 PA15MD0 

0 0 汎用入出力（PA15） （初期値） 

 1 受信データ入力（RxD0） 

1 0 受信データ入力（SSI0） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定はしないでください。

 

 

 

 
ビット 13,12：PA14モードビット 1,0（PA14MD1, PA14MD0）

 PA14/TxD0/SSO0端子の機能を選びます。 
ビット 13 ビット 12 説   明 

PA14MD1 PA14MD0  

0 0 汎用入出力（PA14） （初期値） 

 1 送信データ出力（TxD0） 

1 0 送信データ出力（SSO0） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定はしないでください。

21.3.3 ポート B・IOレジスタ（PBIOR） 

21-12 

ポート B･IOレジスタ（PBIOR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Bにある 16本の端子の入出力方
向を選びます。PB15IOR～PB0IORビットが、それぞれ、
PB15/PULS5/SCK2端子～PB0/TO6A端子に対応しています。
PBIORはポート Bの端子機能が汎用入出力（PB15～PB0）かシリ
アルクロック（SCK0、SCK1、SCK2）の場合に有効で、それ以外
の場合は無効です。 

ポート Bの端子機能が PB15～PB0か SCK0、SCK1、SCK2の場
合、PBIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0
にすると入力になります。 

PBIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.3 ポート B・IOレジスタ（PBIOR） 

記述を修正 

ポート B･IOレジスタ（PBIOR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Bにある 16本の端子の入出力方
向を選びます。PB15IOR～PB0IORビットが、それぞれ、
PB15/PULS5/SCK2/SSCK1端子～PB0/TO6A端子に対応していま
す。PBIORはポート Bの端子機能が汎用入出力（PB15～PB0）か
シリアルクロック（SCK0、SCK1、SCK2、SSCK0、SSCK1）の
場合に有効で、それ以外の場合は無効です。 

ポート Bの端子機能が PB15～PB0か SCK0、SCK1、SCK2、
SSCK0、SSCK1の場合、PBIORのビットを 1にすると、対応す
る端子は出力になり、0にすると入力になります。 

PBIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードおよびソフトウェアスタンバイモードでH'0000に初期化され
ます。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 
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21.3.4 ポート Bコントロールレジスタ H,L（PBCRH,PBCRL）

（1）ポート Bコントロールレジスタ H（PBCRH） 

21-12、21-13 

PBCRH、PBCRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアス
タンバイモードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェ
アスタンバイモードおよびスリープモード時には初期化されませ
ん。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されませ
ん。 

 

ビット： 15 14 13 12 11 10 

PB15 
MD1 

PB15 
MD0 

PB14 
MD1 

PB14 
MD0 

－ PB13 
MD 

初期値： 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R R/W  
 

ビット 15、14：PB15モードビット 1、0（PB15MD1、PB15MD0）

PB15/PULS5/SCK2端子の機能を選びます。 
ビット 15 ビット 14 説   明 

PB15MD1 PB15MD0  

0 0 汎用入出力（PB15） （初期値） 

 1 APCパルス出力（PULS5） 

1 0 シリアルクロック入出力（SCK2） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定はしないでください。 

ビット 11：予約ビット 

 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 

常に 0にしてください。 

ビット 10：PB13モードビット（PB13MD） 

 PB13/SCK0端子の機能を選びます。 
ビット 10 説   明 

PB13MD  

0 汎用入出力（PB13） （初期値） 

1 シリアルクロック入出力（SCK0） 

22.3.4 ポート Bコントロールレジスタ H,L（PBCRH,PBCRL）

（1）ポート Bコントロールレジスタ H（PBCRH） 

記述を修正 

PBCRH、PBCRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアス
タンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードでH'0000に
初期化されます。しかし、 スリープモード時には初期化されませ
ん。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されませ
ん。 

 

ビット： 15 14 13 12 11 10 

PB15 
MD1 

PB15 
MD0 

PB14 
MD1 

PB14 
MD0 

PB13 
MD1 

PB13 
MD0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 

ビット 15、14：PB15モードビット 1、0（PB15MD1、PB15MD0）

PB15/PULS5/SCK2/SSCK1端子の機能を選びます。 
ビット 15 ビット 14 説   明 

PB15MD1 PB15MD0  

0 0 汎用入出力（PB15） （初期値） 

 1 APCパルス出力（PULS5） 

1 0 シリアルクロック入出力（SCK2） 

 1 シリアルクロック出力（SSCK1） 

ビット 11、10：PB13モードビット 1、0（PB13MD1、PB13MD0）

 PB13/SCK0/SSCK0端子の機能を選びます。 
ビット 11 ビット 10 説   明 

PB13MD1 PB13MD0  

0 0 汎用入出力（PB13） （初期値） 

 1 シリアルクロック入出力（SCK0） 

1 0 シリアルクロック出力（SSCK0） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定はしないでください。 

（2）ポート Bコントロールレジスタ（PBCRL） 

21-15、21-16 
ビット 15 ビット 14 説   明 

PB7MD1 PB7MD0  

0 0 汎用入出力（PB7） 

ビット 13 ビット 12 説   明 

PB6MD1 PB6MD0  

0 0 汎用入出力（PB6） 

ビット 11 ビット 10 説   明 

PB5MD1 PB5MD0  

0 0 汎用入出力（PB5） 

ビット 9 ビット 8 説   明 

PB4MD1 PB4MD0  

0 0 汎用入出力（PB4） 

 

（2）ポート Bコントロールレジスタ（PBCRL） 

表を修正 
ビット 15 ビット 14 説   明 

PB7MD1 PB7MD0  

0 0 汎用入出力（PB7） （初期値） 

ビット 13 ビット 12 説   明 

PB6MD1 PB6MD0  

0 0 汎用入出力（PB6） （初期値） 

ビット 11 ビット 10 説   明 

PB5MD1 PB5MD0  

0 0 汎用入出力（PB5） （初期値） 

ビット 9 ビット 8 説   明 

PB4MD1 PB4MD0  

0 0 汎用入出力（PB4） （初期値） 

 

21.3.5 ポート Bインバートレジスタ（PBIR） 

21-17 

ポート Bインバートレジスタ（PBIR）は、読み出し／書き込み可
能な 16ビットのレジスタで、ポート Bの反転機能を設定します。
PB15IR～PB13IR、PB11IR～PB0IRビットが、それぞれ、
PB15/PULS5/SCK2～PB13/SCK0、PB11/RxD4/HRxD0/TO8H～
PB0/TO6A端子に対応しています。PBIRはポート Bの端子機能が
ATU-IIの出力かシリアルクロックの場合に有効でそれ以外の場合
は無効です。 

ポート Bの端子機能が ATU-IIの出力かシリアルクロックの場合、
PBIRのビットを 1にすると、対応する端子の値は反転します。 

PBIRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ドで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバイ
モードおよびスリープモード時には初期化されません。また、WDT
によるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.5 ポート Bインバートレジスタ（PBIR） 

記述を修正 

ポート Bインバートレジスタ（PBIR）は、読み出し／書き込み可
能な 16ビットのレジスタで、ポート Bの反転機能を設定します。
PB15IR～PB13IR、PB11IR～PB0IRビットが、それぞれ、
PB15/PULS5/SCK2/SSCK1～PB13/SCK0/SSCK0、
PB11/RxD4/HRxD0/TO8H～PB0/TO6A端子に対応しています。
PBIRはポート Bの端子機能が ATU-IIの出力かシリアルクロック
の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 

ポート Bの端子機能が ATU-IIの出力かシリアルクロックの場合、
PBIRのビットを 1にすると、対応する端子の値は反転します。 

PBIRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ドおよびソフトウェアスタンバイモードでH'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 
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21.3.6 ポート C・IOレジスタ（PCIOR） 

21-18 

ポート C・IOレジスタ（PCIOR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Cにある 5本の端子の入出力方向
を選びます。PC4IOR～PC0IORビットが、それぞれ、PC4/IRQ0
～PC0/TxD1端子に対応しています。PCIORはポート Cの端子機
能が汎用入出力（PC4～PC0）の場合に有効でそれ以外の場合は無
効です。 

ポート Cの端子機能が PC4～PC0の場合、PCIORのビットを 1
にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入力になります。

PCIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.6 ポート C・IOレジスタ（PCIOR） 

記述を修正 

ポート C・IOレジスタ（PCIOR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Cにある 5本の端子の入出力方向
を選びます。PC4IOR～PC0IORビットが、それぞれ、PC4/IRQ0
～PC0/TxD1端子に対応しています。PCIORはポート Cの端子機
能が汎用入出力（PC4～PC0）かSSU送受信データの入出力（SSI1、
SSO1）の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 

ポート Cの端子機能が PC4～PC0か SSUの送受信データの入出
力（SSI1、SSO1）の場合、PCIORのビットを 1にすると、対応
する端子は出力になり、0にすると入力になります。 

PCIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.7 ポート Cコントロールレジスタ（PCCR） 

21-18、2-19 

PCCRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

 

ビット： 15  7 6 5 4 

 －  － PC3 
MD 

－ PC2 
MD 

初期値： 0  0 0 0 0 

R/W： R  R R/W R R/W  
ビット 7：予約ビット 

 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 

常に 0にしてください。 

ビット 6：PC3モードビット（PC3MD） 

 PC3/RxD2端子の機能を選びます。 
ビット 6 説   明 

PC3MD  

0 汎用入出力（PC3） （初期値） 

1 受信データ入力（RxD2） 

ビット 5：予約ビット 

 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 

常に 0にしてください。 

ビット 4：PC2モードビット（PC2MD） 

 PC2/TxD2端子の機能を選びます。 
ビット 4 説   明 

PC2MD  

0 汎用入出力（PC2） （初期値） 

1 送信データ出力（TxD2） 

22.3.7 ポート Cコントロールレジスタ（PCCR） 

記述を修正 

PCCRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

ビットの表を修正 

 

ビット： 15  7 6 5 4 

 －  PC3 
MD1 

PC3 
MD0 

PC2 
MD1 

PC2 
MD0 

初期値： 0  0 0 0 0 

R/W： R  R/W R/W R/W R/W  
ビット 7、6：PC3モードビット 1、0（PC3MD1、PC3MD0） 

 PC3/RxD2/SSI1端子の機能を選びます。 
ビット 7 ビット 6 説   明 

PC3MD1 PC3MD0  

0 0 汎用入出力（PC3） （初期値） 

 1 受信データ入力（RxD2） 

1 0 受信データ入力（SSI1） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。

 

 

ビット 5、4：PC2モードビット 1、0（PC2MD1、PC2MD0） 

 PC2/TxD2/SSO1端子の機能を選びます。 
ビット 5 ビット 4 説   明 

PC2MD1 PC2MD0  

0 0 汎用入出力（PC2） （初期値） 

 1 送信データ出力（TxD2） 

1 0 送信データ出力（SSO1） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。

21.3.8 ポートモード D・IOレジスタ（PDIOR） 

21-20 

PDIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.8 ポートモード D・IOレジスタ（PDIOR） 

記述を修正 

PDIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.9 ポート Dコントロールレジスタ H、L（PDCRH、PDCRL）

21-20 

PDCRH、PDCRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアス
タンバイモードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェ
アスタンバイモードおよびスリープモード時には初期化されませ
ん。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されませ
ん。 

22.3.9 ポート Dコントロールレジスタ H、L（PDCRH、PDCRL）

記述を修正 

PDCRH、PDCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタン
バイモードおよびソフトウェアスタンバイモードでH'0000に初期
化されます。しかし、 スリープモード時には初期化されません。
また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。
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21.3.10 ポート E・IOレジスタ（PEIOR） 

21-25 

PEIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.10 ポート E・IOレジスタ（PEIOR） 

記述を修正 

PEIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.11 ポート Eコントロールレジスタ（PECR） 

21-25、21-26 

PECRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.11 ポート Eコントロールレジスタ（PECR） 

記述を修正 

PECRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.12 ポート F・IOレジスタ（PFIOR） 

21-29 

ポート F・IOレジスタ（PFIOR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Fにある 16本の端子の入出力方
向を選びます。PF15IOR～PF0IORビットが、それぞれ、
PF15/BREQ端子～PF0/A16端子に対応しています。PFIORはポ
ート Fの端子機能が汎用入出力（PF15～PF0）の場合に有効で、
それ以外の場合は無効です。 

ポート Fの端子機能が PF15～PF0の場合、PFIORのビットを 1
にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入力になります。

PFIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されます。 

22.3.12 ポート F・IOレジスタ（PFIOR） 

記述を修正 

ポート F・IOレジスタ（PFIOR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Fにある 16本の端子の入出力方
向を選びます。PF15IOR～PF0IORビットが、それぞれ、
PF15/BREQ/SCS1端子～PF0/A16端子に対応しています。PFIOR
はポート Fの端子機能が汎用入出力（PF15～PF0）の場合に有効
で、それ以外の場合は無効です。 

ポート Fの端子機能が PF15～PF0の場合、PFIORのビットを 1
にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入力になります。

PFIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.13 ポート Fコントロールレジスタ H、L（PFCRH,PFCRL）

21-30、21-31 

PFCRH、PFCRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタ
ンバイモードでそれぞれ、H'0015、H'5000に初期化されます。し
かし、ソフトウェアスタンバイモードおよびスリープモード時には
初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、
初期化されません。 

 

ビット： 15 14 13 12 11 

 CKHIZ PF15 
MD 

－ PF14 
MD 

－ 

初期値： 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R R/W R  
ビット 14：PF15モードビット（PF15MD） 

PF15/BREQ端子の機能を選びます。 

 
ビット 14 説   明 

PF15MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF15） （初期値） 汎用入出力（PF15） （初期値） 

1 バス権要求入力（BREQ） 汎用入出力（PF15） 

ビット 13：予約ビット 

 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 

常に 0にしてください。 

22.3.13 ポート Fコントロールレジスタ H、L（PFCRH,PFCRL）

記述を修正 

PFCRH、PFCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバ
イモードおよびソフトウェアスタンバイモードでそれぞれ、
H'0015、H'5000に初期化されます。しかし、 スリープモード時
には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットで
は、初期化されません。 

ビットの表を修正 

ビット： 15 14 13 12 11 

 CKHIZ PF15 
MD0 

PF15 
MD1

PF14 
MD0 

PF14
MD1

初期値： 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W 
 

ビット 14,13：PF15モードビット 0,1（PF15MD0、PF15MD1）

PF15/BREQ/SCS1端子の機能を選びます。 
ビット 14 ビット 13 説   明 

PF15MD0 PF15MD1 拡張モード シングルチップモード 

0 0 汎用入出力（PF15） （初期値） 汎用入出力（PF15） （初期値） 

1 0 バス権要求入力（BREQ） 汎用入出力（PF15） 

0 1 予約* チップセレクト入出力（SCS1） 

1 1 予約*  

【注】 * 予約は設定しないでください。

 

ビット 12：PB14モードビット（PF14MD） 

 PF14/BACK端子の機能を選びます。 
ビット 12 説   明 

PF14MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF14） （初期値） 汎用入出力（PF14） （初期値） 

1 バス権要求アクノリッジ出力（BACK） 汎用入出力（PF14） 

ビット 11：予約ビット 

 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 

常に 0にしてください。 

ビット 12,11：PB14モードビット 0,1（PF14MD0, PF14MD1） 

 PF14/BACK/SCS0端子の機能を選びます。 
ビット 12 ビット 11 説   明 

PF14MD0 PF14MD1 拡張モード シングルチップモード 

0 0 汎用入出力（PF14） （初期値） 汎用入出力（PF14） （初期値） 

1 0 バス権要求アクノリッジ出力（BACK） 汎用入出力（PF14） 

0 1 予約* チップセレクト入出力（SCS0） 

1 1 予約*  

【注】 * 予約は設定しないでください。
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21.3.14 ポート G・IOレジスタ（PGIOR） 

21-35 

PGIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.14 ポート G・IOレジスタ（PGIOR） 

記述を修正 

PGIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.15 ポート Gコントロールレジスタ（PGCR） 

21-36 

PGCRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.15 ポート Gコントロールレジスタ（PGCR） 

記述を修正 

PGCRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.16 ポート H・IOレジスタ（PHIOR） 

21-37 

PHIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.16 ポート H・IOレジスタ（PHIOR） 

記述を修正 

PHIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.17 ポート Hコントロールレジスタ（PHCR） 

21-38 

PHCRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.17 ポート Hコントロールレジスタ（PHCR） 

記述を修正 

PHCRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.18 ポート J・IOレジスタ（PJIOR） 

21-42 

PJIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.18 ポート J・IOレジスタ（PJIOR） 

記述を修正 

PJIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.19 ポート Jコントロールレジスタ H,L（PJCRH,PJCRL）

21-42 

PJCRH、PJCRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタ
ンバイモードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェア
スタンバイモードおよびスリープモード時には初期化されません。
また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。

22.3.19 ポート Jコントロールレジスタ H,L（PJCRH,PJCRL）

記述を修正 

PJCRH、PJCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバ
イモードおよびソフトウェアスタンバイモードでH'0000に初期化
されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.20 ポート K・IOレジスタ（PKIOR） 

21-47 

PKIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.20 ポート K・IOレジスタ（PKIOR） 

記述を修正 

PKIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.21 ポート Kコントロールレジスタ H、L（PKCRH、PKCRL）

21-48 

PKCRH、PKCRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアス
タンバイモードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェ
アスタンバイモードおよびスリープモード時には初期化されませ
ん。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されませ
ん。 

22.3.21 ポート Kコントロールレジスタ H、L（PKCRH、PKCRL）

記述を修正 

PKCRH、PKCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタン
バイモードおよびソフトウェアスタンバイモードでH'0000に初期
化されます。 

しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、WDT
によるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.22 ポート Kインバートレジスタ（PKIR） 

21-53 

PKIRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ドで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバイ
モードおよびスリープモード時には初期化されません。また、WDT
によるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.22 ポート Kインバートレジスタ（PKIR） 

記述を修正 

PKIRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードお
よびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されます。
しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、WDT
によるパワーオンリセットでは、初期化されません。 
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21.3.23 ポート L・IOレジスタ（PLIOR） 

21-53 

ポート L･IOレジスタ（PLIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16
ビットのレジスタで、ポート Lにある 14本の端子の入出力方向を
選びます。PL13IOR～PL0IORビットが、それぞれ、PL13/IRQOUT
端子～PL0/TI10端子に対応しています。 

PLIORはポート Lの端子機能が汎用入出力（PL13～PL0）かタイ
マの入出力（TIO11A、TIO11B）かシリアルクロック（SCK2、SCK3、
SCK4）の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 

PLIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.23 ポート L・IOレジスタ（PLIOR） 

記述を修正 

ポート L･IOレジスタ（PLIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16
ビットのレジスタで、ポート Lにある 14本の端子の入出力方向を
選びます。PL13IOR～PL0IORビットが、それぞれ、
PL13/IRQOUT/SCS1端子～PL0/TI10端子に対応しています。 

PLIORはポート Lの端子機能が汎用入出力（PL13～PL0）かタイ
マの入出力（TIO11A、TIO11B）かシリアルクロック（SCK2、SCK3、
SCK4、SSCK1）の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 

PLIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

21.3.24 ポート Lコントロールレジスタ H、L（PLCRH、PLCRL）

21-54 

 PLCRH、PLCRLは、パワーオンリセットおよびハードウェアス
タンバイモードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェ
アスタンバイモードおよびスリープモード時には初期化されませ
ん。 

また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。

 

ビット： 15  9 8 

 －  － PL12 
MD 

初期値： 0  0 0 

R/W： R  R R/W  
ビット 11、10：PL13モードビット 1，0（PL13MD1,PL13MD0）

PL13/IRQOUT端子の機能を選びます。 
ビット 11 ビット 10 説   明 

PL13MD1 PL13MD0  

0 0 汎用入出力（PL13） （初期値） 

 1 IRQOUTは常にハイレベル（IRQOUT） 

1 0 IRQOUTは INTCの割り込み要求で出力（IRQOUT） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。

22.3.24 ポート Lコントロールレジスタ H、L（PLCRH、PLCRL）

記述を修正 

 PLCRH、PLCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタン
バイモードおよびでソフトウェアスタンバイモードH'0000に初期
化されます。しかし、 スリープモード時には初期化されません。
また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。

ビットの表を修正 

 

ビット： 15  9 8 

 －  PL12 
MD1 

PL12 
MD0 

初期値： 0  0 0 

R/W： R  R/W R/W 
 

ビット 11、10：PL13モードビット 1，0（PL13MD1,PL13MD0）

PL13/IRQOUT/SCS1端子の機能を選びます。 
ビット 11 ビット 10 説   明 

PL13MD1 PL13MD0  

0 0 汎用入出力（PL13） （初期値） 

 1 IRQOUTは常にハイレベル（IRQOUT） 

1 0 IRQOUTは INTCの割り込み要求で出力（IRQOUT） 

 1 チップセレクト入出力（SCS1） 

ビット 9：予約ビット 

 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 

常に 0にしてください。 

ビット 8：PL12モードビット（PL12MD） 

PL12/IRQ4端子の機能を選びます。 
ビット 8 説   明 

PL12MD  

0 汎用入出力（PL12） （初期値） 

1 割り込み要求入力（IRQ4） 

ビット 9, 8：PL12モードビット 1,0（PL12MD1,PL12MD0） 

PL12/IRQ4/SCS0端子の機能を選びます。 
ビット 9 ビット 8 説   明 

PL12MD1 PL12MD0  

0 0 汎用入出力（PL12） （初期値） 

 1 割り込み要求入力（IRQ4） 

1 0 チップセレクト入出力（SCS0） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。

（2）ポート Lコントロールレジスタ（PLCRL） 

21-56 

ビット： 15 14 

 － PL7 
MD 

初期値： 0 0 

R/W： R R/W  
 

ビット 15：予約ビット 

 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も 

常に 0にしてください。 

ビット 14：PL7モードビット（PL7MD） 

PL7/SCK2端子の機能を選びます。 
ビット 14 説   明 

PL7MD  

0 汎用入出力（PL7） （初期値） 

1 シリアルクロック入出力（SCK2） 

（2）ポート Lコントロールレジスタ（PLCRL） 

記述を修正 

ビット： 15 14 

PL7 
MD1 

PL7 
MD0 

初期値： 0 0 

R/W： R/W R/W  
 

ビット 15,14：PL7モードビット（PL7MD1, PL7MD0） 

PL7/SCK2/SSCK1端子の機能を選びます。 
ビット 15 ビット 14 説   明 

PL7MD1 PL7MD0  

0 0 汎用入出力（PL7） （初期値） 

 1 シリアルクロック入出力（SCK2） 

1 0 シリアルクロック出力（SSCK1） 

1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。
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21.3.25 ポート Lインバートレジスタ（PLIR） 

21-58 

ポート Lインバートレジスタ（PLIR）は、読み出し／書き込み可
能な 16ビットのレジスタで、ポート Lの反転機能を設定します。
PL9IR～PL7IRビットが、それぞれ、PL9/SCK4/IRQ5～PL7/SCK2
端子に対応しています。PLIRはポート Lの端子機能がシリアルク
ロックの場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 

ポート Lの端子機能がシリアルクロックの場合、PLIRのビットを
1にすると、対応する端子の値は反転します。 

PLIRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ドで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバイ
モードおよびスリープモード時には初期化されません。また、WDT
によるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.25 ポート Lインバートレジスタ（PLIR） 

記述を修正 

ポート Lインバートレジスタ（PLIR）は、読み出し／書き込み可
能な 16ビットのレジスタで、ポート Lの反転機能を設定します。
PL9IR～PL7IRビットが、それぞれ、PL9/SCK4/IRQ5～
PL7/SCK2/SCK1端子に対応しています。PLIRはポート Lの端子
機能がシリアルクロックの場合に有効でそれ以外の場合は無効で
す。 

ポート Lの端子機能がシリアルクロックの場合、PLIRのビットを
1にすると、対応する端子の値は反転します。 

PLIRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードお
よびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されます。
しかし、 スリープモード時には初期化されません。また、WDT
によるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.2 ポート A 

図 22.1 ポート A 

22-1 

PA15 RxD0

PA14 TxD0

23.2 ポート A 

図 23.1 ポート A 

図を修正 

PA15（入出力）／ RxD0（入力）／ SSI0（入力） 

PA14（入出力）／ TxD0（出力）／ SSO0（出力） 

22.2.1 レジスタ構成 

表 22.1 レジスタ構成 

22-2 

【注】内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.2.1 レジスタ構成 

表 23.1 レジスタ構成 

注を削除 

22.2.2 ポート Aデータレジスタ（PADR） 

22-2 

ポート Aデータレジスタ（PADR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Aのデータを格納します。PA15DR
～PA0DRビットは、それぞれ、PA15/RxD0～PA0/TI0A端子に対
応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PADRに値を書き込むと端子か
らその値が出力され、PADRを読み出すと端子の状態に関係なく
レジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PADRを読み出すとレジスタの
値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また PADRに値を
書き込むと、PADRにその値を書き込めますが、端子の状態には
影響しません。表 22.2にポート Aデータレジスタの読み出し／書
き込み動作を示します。 

PADRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.2.2 ポート Aデータレジスタ（PADR） 

記述を修正 

ポート Aデータレジスタ（PADR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Aのデータを格納します。PA15DR
～PA0DRビットは、それぞれ、PA15/RxD0/SSI0～PA0/TI0A端子
に対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PADRに値を書き込むと端子か
らその値が出力され、PADRを読み出すと端子の状態に関係なく
レジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PADRを読み出すとレジスタの
値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また PADRに値を
書き込むと、PADRにその値を書き込めますが、端子の状態には
影響しません。表 23.2にポート Aデータレジスタの読み出し／書
き込み動作を示します。 

PADRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.2.3 ポート Aポートレジスタ（PAPR） 

22-2 

ポート Aポートレジスタ（PAPR）は、読み出し専用の 16ビット
のレジスタで、常にポート Aの端子の値を格納しますので、CPU
から書き込むことはできません。PA15PR～PA0PRビットは、そ
れぞれ、PA15/RxD0～PA0/TIOA端子に対応しています。PAPRは
読み出すと端子の値が読み出されます。 

23.2.3 ポート Aポートレジスタ（PAPR） 

記述を修正 

ポート Aポートレジスタ（PAPR）は、読み出し専用の 16ビット
のレジスタで、常にポート Aの端子の値を格納しますので、CPU
から書き込むことはできません。PA15PR～PA0PRビットは、そ
れぞれ、PA15/RxD0/SSO0～PA0/TIOA端子に対応しています。
PAPRは読み出すと端子の値が読み出されます。 

22.3 ポート B 

図 22.2 ポート B 

22-3 

PB15 PULS5 SCK2

PB13 SCK0

23.3 ポート B 

図 23.2 ポート B 

図を修正 

PB15（入出力）／ PULS5（出力）／ SCK2（入出力）／SSCK1（出力）

PB13（入出力）／ SCK0（入出力）／SSCK0（出力）
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22.3.1 レジスタ構成 

表 22.3 レジスタ構成 

22-3、22-4 

【注】内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.3.1 レジスタ構成 

表 23.3 レジスタ構成 

注を削除 

22.3.2 ポート Bデータレジスタ（PBDR） 

22-3、22-4 

ポート Bデータレジスタ（PBDR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Bのデータを格納します。PB15DR
～PB0DRビットは、それぞれ、PB15/PULS5/SCK2～PB0/TO6A
端子に対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PBDRに値を書き込むと端子か
らその値が出力され、PBDRを読み出すと端子の状態に関係なく
レジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PBDRを読み出すとレジスタの
値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また PBDRに値を
書き込むと、PBDRにその値を書き込めますが、端子の状態には
影響しません。表 22.4にポート Bデータレジスタの読み出し／書
き込み動作を示します。 

PBDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.3.2 ポート Bデータレジスタ（PBDR） 

記述を修正 

ポート Bデータレジスタ（PBDR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Bのデータを格納します。PB15DR
～PB0DRビットは、それぞれ、PB15/PULS5/SCK2/SSCK1～
PB0/TO6A端子に対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PBDRに値を書き込むと端子か
らその値が出力され、PBDRを読み出すと端子の状態に関係なく
レジスタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PBDRを読み出すとレジスタの
値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また PBDRに値を
書き込むと、PBDRにその値を書き込めますが、端子の状態には
影響しません。表 23.4にポート Bデータレジスタの読み出し／書
き込み動作を示します。 

PBDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.3.3 ポート Bポートレジスタ（PBPR） 

22-4 

ポート Bポートレジスタ（PBPR）は、読み出し専用の 16ビット
のレジスタで、常にポート Bの端子の値を格納しますので、CPU
から書き込むことはできません。PB15PR～PB0PRビットは、そ
れぞれ、PB15/PULS5/SCK2～PB0/TO6A端子に対応しています。
PBPRは読み出すと端子の値が読み出されます。 

23.3.3 ポート Bポートレジスタ（PBPR） 

記述を修正 

ポート Bポートレジスタ（PBPR）は、読み出し専用の 16ビット
のレジスタで、常にポート Bの端子の値を格納しますので、CPU
から書き込むことはできません。PB15PR～PB0PRビットは、そ
れぞれ、PB15/PULS5/SCK2/SSCK1～PB0/TO6A端子に対応して
います。PBPRは読み出すと端子の値が読み出されます。 

22.4 ポート C 

図 22.3 ポート C 

22-4 

PC3 RxD2

PC2 TxD2
 

23.4 ポート C 

図 23.3 ポート C 

図を修正 

PC3（入出力）／ RxD2（入力）／ SSI1（入力）

PC2（入出力）／ TxD2（出力）／ SSO1（出力）
 

22.4.1 レジスタ構成 

表 22.5 レジスタ構成 

22-5 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.4.1 レジスタ構成 

表 23.5 レジスタ構成 

注を削除 

22.4.2 ポート Cデータレジスタ（PCDR） 

22-5 

PCDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.4.2 ポート Cデータレジスタ（PCDR） 

記述を修正 

PCDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.5.1 レジスタ構成 

表 22.7 レジスタ構成 

22-6 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.5.1 レジスタ構成 

表 23.7 レジスタ構成 

注を削除 

22.5.2 ポート Dデータレジスタ（PDDR） 

22-7 

PDDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.5.2 ポート Dデータレジスタ（PDDR） 

記述を修正 

PDDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 
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22.6.1 レジスタ構成 

表 22.9 レジスタ構成 

22-8 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.6.1 レジスタ構成 

表 23.9 レジスタ構成 

注を削除 

22.6.2 ポート Eデータレジスタ（PEDR） 

22-9 

PEDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.6.2 ポート Eデータレジスタ（PEDR） 

記述を修正 

PEDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.7 ポート F 

図 22.6 ポート F 

22-10 

PF15

PF14
 

23.7 ポート F 

図 23.6 ポート F 

図を修正 

シングルチップモード 

PF15（入出力）／ SCS1（入出力）

PF14（入出力）／ SCS0（入出力）

シングルチップモード

 
22.7.1 レジスタ構成 

表 22.11 レジスタ構成 

22-10 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.7.1 レジスタ構成 

表 23.11 レジスタ構成 

注を削除 

22.7.2 ポート Fデータレジスタ（PFDR） 

22-11 

ポート Fデータレジスタ（PFDR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Fのデータを格納します。PF15DR
～PF0DRビットは、それぞれ、PF15/BREQ～PF0/A16端子に対
応しています。 

 

PFDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ドで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバイ
モードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.7.2 ポート Fデータレジスタ（PFDR） 

記述を修正 

ポート Fデータレジスタ（PFDR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Fのデータを格納します。PF15DR
～PF0DRビットは、それぞれ、PF15/BREQ/SCS1～PF0/A16端
子に対応しています。 

 

PFDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードお
よびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されます。
しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、WDT
によるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.8.1 レジスタ構成 

表 22.13 レジスタ構成 

22-11 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.8.1 レジスタ構成 

表 23.13 レジスタ構成 

注を削除 

22.8.2 ポート Gデータレジスタ（PGDR） 

22-12 

PGDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.8.2 ポート Gデータレジスタ（PGDR） 

記述を修正 

PGDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.9.1 レジスタ構成 

表 22.15 レジスタ構成 

22-14 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.9.1 レジスタ構成 

表 23.15 レジスタ構成 

注を削除 

22.9.2 ポート Hデータレジスタ（PHDR） 

22-14 

PHDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.9.2 ポート Hデータレジスタ（PHDR） 

記述を修正 

PHDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 
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22.10.1 レジスタ構成 

表 22.17 レジスタ構成 

22-15 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.10.1 レジスタ構成 

注を削除 

22.10.2 ポート Jデータレジスタ（PJDR） 

22-16 

PJDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ドで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバイ
モードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.10.2 ポート Jデータレジスタ（PJDR） 

記述を修正 

PJDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードお
よびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されます。
しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、WDT
によるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.11.1 レジスタ構成 

表 22.19 レジスタ構成 

22-17 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.11.1 レジスタ構成 

表 23.19 レジスタ構成 

注を削除 

22.11.2 ポート Kデータレジスタ（PKDR） 

22-18 

PKDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモ
ードで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバ
イモードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.11.2 ポート Kデータレジスタ（PKDR） 

記述を修正 

PKDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード
およびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されま
す。しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

22.12 ポート L 

図 22.11 ポート L 

22-18 

PL13 IRQOUT

PL12 IRQ4

PL7 SCK2

23.12 ポート L 

図 23.11 ポート L 

端子を追加 

PL13（入出力）／ IRQOUT（出力）／ SCS1（入出力） 

PL12（入出力）／ IRQ4（入力）／ SCS0（入出力） 

PL7（入出力）／ SCK2（入出力）／ SSCK1（出力） 

22.12.1 レジスタ構成 

表 22.21レジスタ構成 

22-19 

【注】 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、内
部クロック（φ）で 4または 5サイクルです。 

23.12.1 レジスタ構成 

表 23.21レジスタ構成 

注を削除 

22.12.2 ポート Lデータレジスタ（PLDR） 

22-19 

ポート Lデータレジスタ（PLDR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Lのデータを格納します。PL13DR
～PL0DRビットは、それぞれ、PL13/IRQOUT～PL0/TI10端子に
対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PLDRに値を書き込むと端子から
その値が出力され、PLDRを読み出すと端子の状態に関係なくレジ
スタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PLDRを読み出すとレジスタの値
ではなく端子の状態が直接読み出されます。また PLDRに値を書
き込むと、PLDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響
しません。表 22.22にポート Lデータレジスタの読み出し／書き
込み動作を示します。 

PLDRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモー
ドで H'0000に初期化されます。しかし、ソフトウェアスタンバイ
モードおよびスリープモード時には、初期化されません。また、
WDTによるパワーオンリセットでは、初期化されません。 

23.12.2 ポート Lデータレジスタ（PLDR） 

記述を修正 

ポート Lデータレジスタ（PLDR）は、読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、ポート Lのデータを格納します。PL13DR
～PL0DRビットは、それぞれ、PL13/IRQOUT/SCS1～PL0/TI10
端子に対応しています。 

端子機能が汎用出力の場合には、PLDRに値を書き込むと端子から
その値が出力され、PLDRを読み出すと端子の状態に関係なくレジ
スタの値が直接読み出されます。 

端子機能が汎用入力の場合には、PLDRを読み出すとレジスタの値
ではなく端子の状態が直接読み出されます。また PLDRに値を書
き込むと、PLDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響
しません。表 23.22にポート Lデータレジスタの読み出し／書き
込み動作を示します。 

PLDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードお
よびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されます。
しかし、 スリープモード時には、初期化されません。また、WDT
によるパワーオンリセットでは、初期化されません。 
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23.1 特長 

23-1, 23-2 

■LSI起動モードに合わせた 2種類のフラッシュメモリマット 

• ユーザブートモードでパワーオンリセット時に起動するユー
ザブートマット：8kB 

■書き込み／消去時の動作周波数 

書き込み／消去時の動作周波数は最大 40MHzです。 

24.1 特長 

記述を修正 

■LSI起動モードに合わせた 2種類のフラッシュメモリマット 

• ユーザブートモードでパワーオンリセット時に起動するユー
ザブートマット：12KB 

■書き込み／消去時の動作周波数 

書き込み／消去時の動作周波数は最大 80MHzです。 

23.2.1 ブロック図 

図 23.1 フラッシュメモリのブロック図 

23-3 

メモリマット部 

ユーザブートマット：8kB 

24.2.1 ブロック図 

図 24.1 フラッシュメモリのブロック図 

図を修正 

メモリマット部 

ユーザブートマット：12KB 

23.2.4 フラッシュメモリ構成 

図 23.3 フラッシュメモリ構成図 

23-6 

本 LSIのフラッシュメモリは、1MBのユーザマットと 8kBのユー
ザブートマットから構成されています。 

 

 

＜ユーザブートマット＞  

 アドレス H'00,0000～H'00,1FFF 8kB 

 

 

ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。
8kB以上の空間のユーザブートマットをアクセスしないようにし
てください。8kBを超えるユーザブートマットを読み出した場合、
不定値が読み出されます。 

24.2.4 フラッシュメモリ構成 

図 24.3 フラッシュメモリ構成図 

記述を修正 

本 LSIのフラッシュメモリは、1MBのユーザマットと 12KBのユ
ーザブートマットから構成されています。 

 

図を修正 

＜ユーザブートマット＞  

 アドレス H'00,0000～H'00,2FFF 12KB 

 

記述を修正 

ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。
12KB以上の空間のユーザブートマットをアクセスしないように
してください。12KBを超えるユーザブートマットを読み出した場
合、不定値が読み出されます。 

23.4.1 レジスタ一覧 

表 23.4（1） 

23-10 

*4 RAMERレジスタを除くレジスタは、バイトアクセスのみ有効
で、4サイクルアクセスとなります。 

24.4.1 レジスタ一覧 

表 24.4（1） 

注を修正 

*4 RAMERレジスタを除くレジスタは、バイトアクセスのみ有効
で、4サイクル となります。 

23.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ 

23-12、23-13 

書き込み／消去インタフェースレジスタについて説明します。すべ
て 8ビットのレジスタでバイトアクセスのみ可能です。FCCSレ
ジスタの FLERビットと、FMATSレジスタを除き、これらのレジ
スタはパワーオンリセットとハードウェアスタンバイモード／ソ
フトウェアスタンバイモードで初期化されます。FLERビットと、
FMATSレジスタは、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化さ
れません。 

 

ビット 0：ソースプログラムコピーオペレーション（SCO） 

…本ビットに 1を書き込んだ直後には、4個の NOP命令を必ず実
行するようにしてください。 

24.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ 

記述を修正 

書き込み／消去インタフェースレジスタについて説明します。すべ
て 8ビットのレジスタでバイトアクセスのみ可能です。 これら
のレジスタはパワーオンリセットとハードウェアスタンバイモー
ド／ソフトウェアスタンバイモードで初期化されます。  
 
 
 
 

ビット 0：ソースプログラムコピーオペレーション（SCO） 

…本ビットに 1を書き込んだ直後には、8個の NOP命令を必ず実
行するようにしてください。 

23.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ 

23-17 

…パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイでの初期値は不定
です。 

24.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ 

記述を修正 

…パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイ／ソフトウェアス
タンバイでの初期値は不定です。 

（1）ダウンロード制御 

23-18 

…ダウンロードされる内蔵 RAMの領域は、FTDARレジスタで指
定した先頭アドレスから 2kB分の領域です。内蔵 RAMのアドレス
マップについては、図 23.10を参照してください。 

（1）ダウンロード制御 

記述を修正 

…ダウンロードされる内蔵 RAMの領域は、FTDARレジスタで指
定した先頭アドレスから 3KB分の領域です。内蔵 RAMのアドレ
スマップについては、図 24.10を参照してください。 
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23.4.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

23-29 

…パワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモードのと
きに H'0000に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモードの
ときは、初期化されません。RAMエミュレーションはユーザモー
ド、ユーザプログラムモードで行ってください。 

24.4.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

記述を修正 

…パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードまたはソフ
トウェアスタンバイモードのときに H'0000に初期化されます。 
RAMエミュレーションはユーザモード、ユーザプログラムモード
で行ってください。 

23.5.1 ブートモード 
23-31 

…本 LSIの端子をブートモードに設定後、リセットスタートすると
あらかじめマイコン内部に組み込まれているブートプログラムを
起動し、SCIビットレートの自動調整実施後、制御コマンド方式で
ホストとの通信を行います。 

24.5.1 ブートモード 

記述を追加 
…本 LSIの端子をブートモードに設定後、リセットスタートすると
あらかじめマイコン内部に組み込まれているブートプログラムを
起動し、SCIビットレートの自動調整実施後、制御コマンド方式で
ホストとの通信を行います。ブートモードが使用する RAM容量は
H'FFFF0000番地から 3Kバイトと、H'FFFFB000番地からの 4K
バイト、またスタックとして使用する H'FFFFBF80～H'FFFFBFFF
番地からの 128バイト分です。 

（1）ホストの SCIインタフェース設定 

表 23.8 本 LSIの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周
波数 

23-32 
ホストのビットレート 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能な 

システムクロックの周波数 

9,600bps 20～40MHz（入力周波数 5～10MHz） 

19,200bps 20～40MHz（入力周波数 5～10MHz） 

（1）ホストの SCIインタフェース設定 

表 24.8 本 LSIの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周
波数 

表を修正 
ホストのビットレート 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能な 

システムクロックの周波数 

9,600bps 40～80MHz（入力周波数 5～10MHz） 

19,200bps 40～80MHz（入力周波数 5～10MHz） 

23.5.2 ユーザプログラムモード 

（1）書き込み／消去実行時の内蔵 RAMのアドレスマップ 

図 23.10 ダウンロード後の内蔵 RAMマップ 
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ダウンロードされる領域（サイズ：2kB） 

 

アドレス 

FTDAR指定+2048番地 

24.5.2 ユーザプログラムモード 

（1）書き込み／消去実行時の内蔵 RAMのアドレスマップ 

図 24.10 ダウンロード後の内蔵 RAMマップ 

図を修正 

ダウンロードされる領域（サイズ：3KB） 

 

アドレス 

FTDAR指定+3072番地 

（2.3）VBRレジスタの 0クリアと、FCCSレジスタの SOCビッ
トに 1を書き込んで、ダウンロードを実行します。 

23-37 

…ダウンロードの実行においては、マイコン内部処理として以下に
示すようなバンク切り替えを伴った特殊な割り込み処理を行いま
すので、VBRは 0クリアされている必要があります。また SCO＝
1を設定する命令の直後には4個のNOP命令を実行してください。
… 

（2.3）VBRレジスタの 0クリアと、FCCSレジスタの SOCビッ
トに 1を書き込んで、ダウンロードを実行します。 

記述を修正 

…ダウンロードの実行においては、マイコン内部処理として以下に
示すようなバンク切り替えを伴った特殊な割り込み処理を行いま
すので、VBRは 0クリアされている必要があります。また SCO＝
1を設定する命令の直後には8個のNOP命令を実行してください。
… 

（4）ユーザプログラムモードでの消去/書き込み手順 

図 23.13 RAMエミュレーション、消去、書き込みの繰り返し例
（概要） 

23-43 

 FTDAR＝H'03に設定 

（ダウンロード先を H'FFFF1800に設定） 

 

 

② 消去プログラムの初期化、書き込みプログラムの初期化を行っ
てください。 

FPEFEQパラメータ、FUBRAパラメータを設定する初期化は、必
ず、消去プログラム／書き込みプログラムの両方に実行してくださ
い。初期化のエントリーアドレスは、消去プログラムのダウンロー
ド先頭＋32番地（本例では、H'FFFF1020）、書き込みプログラム
のダウンロード先頭＋32番地（本例では、H'FFFF1820）の両方に
対して初期化してください。 

（4）ユーザプログラムモードでの消去/書き込み手順 

図 24.13 RAMエミュレーション、消去、書き込みの繰り返し例
（概要） 

図を修正 

 FTDAR＝H'04に設定 

（ダウンロード先を H'FFFF2000に設定） 

 

記述を修正 

② 消去プログラムの初期化、書き込みプログラムの初期化を行っ
てください。 

FPEFEQパラメータ、FUBRAパラメータを設定する初期化は、必
ず、消去プログラム／書き込みプログラムの両方に実行してくださ
い。初期化のエントリーアドレスは、消去プログラムのダウンロー
ド先頭＋32番地（本例では、H'FFFF1020）、書き込みプログラム
のダウンロード先頭＋32番地（本例では、H'FFFF2020）の両方に
対して初期化してください。 
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23.5.3 ユーザブートモード 

（1）ユーザブートモードでの起動 

23-44 

ユーザブートモードでリセットスタートすると、フラッシュ関連レ
ジスタのチェックルーチンが走行します。このルーチンが使用する
RAM容量はH'FFFF0800番地からの約1.2kByte分とスタックとし
て使用する H'FFFFBFFC番地からの 4Byte分です。この間の NMI
およびその他の割り込みは受け付けられません。また、この間は
AUDは使用できません。本期間は、40MHzの内部周波数で動作す
る場合、約 100μsです。 

24.5.3 ユーザブートモード 

（1）ユーザブートモードでの起動 

記述を修正 

ユーザブートモードでリセットスタートすると、フラッシュ関連レ
ジスタのチェックルーチンが走行します。このルーチンが使用する
RAM容量は H'FFFFB000番地からの約 3Kバイト分とスタックと
して使用する H'FFFFBF80～H'FFFFBFFF番地からの 128バイト
分です。この間の NMIおよびその他の割り込みは受け付けられま
せん。また、この間は AUDは使用できません。本期間は、80MHz
の内部周波数で動作する場合、約 100μsです。 

23.6.1 ハードウェアプロテクト 

23-48 

ハードウェアプロテクトとは、フラッシュメモリに対する書き込み
／消去が強制的に禁止、中断された状態のことです。内蔵プログラ
ムのダウンロードと初期化実行はできますが、書き込み／消去プロ
グラムを起動してもユーザマットの書き込み／消去はできず、書き
込み／消去エラーが FPFRパラメータで報告されます。 

24.6.1 ハードウェアプロテクト 

記述を修正 

ハードウェアプロテクトとは、フラッシュメモリに対する書き込み
／消去が強制的に禁止、中断された状態のことです。FWE端子プ
ロテクトでは、内蔵プログラムのダウンロードと初期化実行はでき
ますが、書き込み／消去プログラムを起動してもユーザマットの書
き込み／消去はできず、書き込み／消去エラーが FPFRパラメー
タで報告されます。 

23.6.3 エラープロテクト 

図 23.16 エラープロテクト状態への状態遷移図 

23-49 

（1）書き込み／消去中にフラッシュメモリの当該バンク領域を読
み出したとき（ベクタリードおよび命令フェッチを含む） 

（2）書き込み／消去中に SLEEP命令を実行したとき（ソフトウ
ェアスタンバイを含む） 

 

エラープロテクトの解除（FLERビットのクリア）は、パワーオン
リセットまたはハードウェアスタンバイのみで行われます。 

なお、この場合のリセット入力期間は、通常より長い 100μsの期
間のあとにリセットリリースしてください。 
 

 

 

RES=0または HSTBY=0 

 

エラープロテクトモード（ソフトウェアスタンバイ） 

 

「読み出し不可 書き込み／消去不可 FLER＝1」 

書き込み/消去インタフェースレジスタは、初期化状態 

24.6.3 エラープロテクト 

図 24.16 エラープロテクト状態への状態遷移図 

記述を修正 

（1）書き込み／消去中にフラッシュメモリ を読み出したとき
（ベクタリードおよび命令フェッチを含む） 

（2）書き込み／消去中に SLEEP命令を実行したとき  
 

 

エラープロテクトの解除（FLERビットのクリア）は、パワーオン
リセットまたはソフトウェアスタンバイ／ハードウェアスタンバ
イ で行われます。 

なお、この場合のリセット入力期間は、通常より長い 100μsの期
間のあとにリセットリリースしてください。 

 

図を修正 

RES=0、HSTBY=0または、ソフトウェアスタンバイモード解除

 

 （ソフトウェアスタンバイ） 

 

「読み出し不可 書き込み／消去不可 FLER＝不定」 

LSI内部電源 OFF 

 

「読み出し不可 書き込み／消去不可 FLER=不定」から出て、
「読み出し可 書き込み／消去不可 FLER=1」へ伸びている「ソフ
トウェアスタンバイモード解除」の記述を削除 

23.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

図 23.18 RAMのオーバラップ動作例 

23-51 

EB0～EB15 

H'00000 

H'01000 

H'02000 

H'03000 

H'04000 

H'05000 

H'06000 

H'07000 

H'08000 

… 

H'FFFFF 

24.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

図 24.18 RAMのオーバラップ動作例 

アドレスを修正 

EB0～EB15 

H'000000 

H'001000 

H'002000 

H'003000 

H'004000 

H'005000 

H'006000 

H'007000 

H'008000 

… 

H'0FFFFF 
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23.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

図 23.19 チューニング完了データの書き込み 

23-52 

EB0～EB15 

H'00000 

H'01000 

H'02000 

H'03000 

H'04000 

H'05000 

H'06000 

H'07000 

H'08000 

… 

H'FFFFF 

24.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

図 23.19 チューニング完了データの書き込み 

アドレスを修正 

EB0～EB15 

H'000000 

H'001000 

H'002000 

H'003000 

H'004000 

H'005000 

H'006000 

H'007000 

H'008000 

… 

H'0FFFFF 

23.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え 

23-53 

（2）確実に切り替えを行った後で切り替え後のマットのアクセス
をするために内蔵 RAM上での FMATSレジスタ書き換えの直後に
は、同じく内蔵 RAM上で 4個の NOP命令を実行してください。

（切り替えを行っている最中のフラッシュメモリをアクセスしな
いためです） 

 

（5）ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なり
ます。8kB以上の空間のユーザブートマットをアクセスしないよう
にしてください。8kB空間以上をアクセスした場合、不定値が読み
出されます。 

24.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え 

記述を修正 

（2）確実に切り替えを行った後で切り替え後のマットのアクセス
をするために内蔵 RAM上での FMATSレジスタ書き換えの直後に
は、同じく内蔵 RAM上で 8個の NOP命令を実行してください。

（切り替えを行っている最中のフラッシュメモリをアクセスしな
いためです） 

 

（5）ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なり
ます。12KB以上の空間のユーザブートマットをアクセスしないよ
うにしてください。12KB空間以上をアクセスした場合、不定値が
読み出されます。 

図 23.20 ユーザマット／ユーザブートマットの切り替え 
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ユーザブートマットへの切り替え手順 

（3）ユーザブートマットアクセス前には、4個の NOP命令を実
行 

 

ユーザマットへの切り替え手順 

（3）ユーザマットアクセス前には、4個の NOP命令を実行 

図 24.20 ユーザマット／ユーザブートマットの切り替え 

図を修正 

ユーザブートマットへの切り替え手順 

（3）ユーザブートマットアクセス前には、8個の NOP命令を実
行 

 

ユーザマットへの切り替え手順 

（3）ユーザマットアクセス前には、8個の NOP命令を実行 

23.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み 

（2）書き込み消去中の割り込み 

23-57 

①書き込み／消去中のフラッシュメモリは、ユーザマット／ユーザ
ブートマットともにアクセスできません。割り込みベクタテーブル
や割り込み処理ルーチンは、内蔵 RAMや外部メモリなどに準備し
てください。割り込み処理ルーチンの中でも、書き込み／消去中の
フラッシュメモリをアクセスしないでください。フラッシュメモリ
を読み出した場合、読み出した値の保証はできません。また、書き
込み／消去中にフラッシュメモリの当該バンクをアクセスすると、
エラープロテクトに遷移しますので、書き込み／消去処理は中断し
ます。当該バンク以外をアクセスした場合は、エラープロテクトに
遷移しませんが、読み出した値の保証はできません。 

⑤割り込み処理ルーチンで、スリープ状態やソフトウェアスタンバ
イ状態に遷移すると、エラープロテクト状態となり、書き込み／消
去は中断されます。また、リセット状態に遷移した場合は、フラッ
シュメモリへのダメージを低減するために、100μs以上のリセッ
ト状態の後で、リセットリリースしてください。 

 

24.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み 

（2）書き込み消去中の割り込み 

記述を修正 

①書き込み／消去中のフラッシュメモリは、ユーザマット／ユーザ
ブートマットともにアクセスできません。割り込みベクタテーブル
や割り込み処理ルーチンは、内蔵 RAMや外部メモリなどに準備し
てください。割り込み処理ルーチンの中でも、書き込み／消去中の
フラッシュメモリをアクセスしないでください。フラッシュメモリ
を読み出した場合、読み出した値の保証はできません。また、書き
込み／消去中にフラッシュメモリ をアクセスすると、エラープロ
テクトに遷移しますので、書き込み／消去処理は中断します。 
 
 

⑤割り込み処理ルーチンで、スリープ状態 に遷移すると、エラー
プロテクト状態となり、書き込み／消去は中断されます。また、リ
セット状態に遷移した場合は、フラッシュメモリへのダメージを低
減するために、100μs以上のリセット状態の後で、リセットリリ
ースしてください。 
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23.8.3 その他のご注意 

（1）内蔵プログラムのダウンロード実行時間 

（2）ユーザブランチ処理の間隔 

表 23.11 ユーザブランチ処理の起動間隔 

表 23.12 ユーザブランチ処理時間 

（4）AUD動作不可状態、割り込み無視状態 

（7）FWE端子の状態 

23-57、23-58 

（1） 

初期化ルーチンを含む書き込みプログラム、または初期化ルーチン
を含む消去プログラムのコードサイズはそれぞれ 2kB以内です。
よって、CPUクロック周波数が、40MHzの場合、それぞれ最大で
約 75μsのダウンロード時間となります。 

 

（2） 

ユーザブランチ処理が実行される間隔は、書き込み／消去で異なり
ます。また、処理フェーズによっても異なります。表 23.11に、
CPUクロック周波数 40MHzの場合の最大／最小起動間隔を示し
ます。 

 

表 23.11 
 最大間隔 最小間隔 

書き込み処理 約 1ms 約 19µs 

消去処理 約 5ms 約 19µs 

 
ただし、CPUクロック 40MHz動作時における最初のユーザブラ
ンチ処理までの時間の最大／最小値は表 23.12のようになります。

 

表 23.12 
 最大 最小 

書き込み処理 約 113µs 約 113µs 

消去処理 約 85µs 約 45µs 

 
（4） 

●ユーザブートモード起動直後のフラッシュ関連レジスタチェッ
ク中（リセットリリース後、40MHzの内部周波数で動作する場合、
約 100μsの期間） 

24.8.3 その他のご注意 

（1）内蔵プログラムのダウンロード実行時間 

（2）ユーザブランチ処理の間隔 

表 24.11 ユーザブランチ処理間隔 

表 24.12 ユーザブランチ処理までの起動間隔 

（4）AUD動作不可状態、割り込み無視状態 

（7）FWE端子の状態 

表タイトルおよび記述を修正 

（1） 

初期化ルーチンを含む書き込みプログラム、または初期化ルーチン
を含む消去プログラムのコードサイズはそれぞれ 3KB以内です。
よって、CPUクロック周波数が、80MHzの場合、それぞれ最大で
約 305μsのダウンロード時間となります。 

 

（2） 

ユーザブランチ処理が実行される間隔は、書き込み／消去で異なり
ます。また、処理フェーズによっても異なります。表 24.11に、
CPUクロック周波数 80MHzの場合の最大／最小のユーザブラン
チ間隔を示します。 

 

 
最大間隔 最小間隔

書き込み処理 約 1ms 約 19μs

消去処理 約 5ms 約 19μs

 

ただし、CPUクロック 80MHz動作時における最初のユーザブラ
ンチ処理までの時間の最大／最小値は表 24.12のようになります。

 

表を修正 
最大 最小

書き込み処理 約 500μs 約 500μs

消去処理 約 2300μs 約 1000μs

 

記述を修正 

●ユーザブートモード起動直後のフラッシュ関連レジスタチェッ
ク中（リセットリリース後、80MHzの内部周波数で動作する場合、
約 100μsの期間） 

 

記述を追加 

（7）FWE端子の状態 

23.9 ライタモード 

23-59 

ライタモードでは、モード端子を表 23.13の設定とし、入力クロッ
クとして 6MHzを入力してください。これにより本 LSIは 24MHz
で動作します。 

24.9 ライタモード 

記述を修正 

ライタモードでは、モード端子を表 24.13の設定とし、入力クロッ
クとして 6MHzを入力してください。これにより本 LSIは 48MHz
で動作します。 

23.9.1 ソケットアダプタの端子対応図 

図 23.24 内蔵フラッシュのメモリマップ 

23-59 

「内蔵 ROM空間ユーザマット」 

 内蔵 ROM空間ユーザマット 1MB 

 ライタモードでのアドレス 

 H'0,0000～H'F,FFFF 

「内蔵 ROM空間ユーザブートマット」 

 内蔵 ROM空間ユーザブートマット 8kB 

 MCUモードでのアドレス 

  H'0000,0000～H'0000,1FFF 

  ライタモードでのアドレス 

  H'0,0000～H'0,1FFF 

24.9.1 ソケットアダプタの端子対応図 

図 24.24 内蔵フラッシュのメモリマップ 

図を修正 

「内蔵 ROM空間ユーザマット」 

 内蔵 ROM空間ユーザマット 1MB 

 ライタモードでのアドレス 

 H'00,0000～H'0F,FFFF 

「内蔵 ROM空間ユーザブートマット」 

 内蔵 ROM空間ユーザブートマット 12KB 

 MCUモードでのアドレス 

  H'0000,0000～H'0000,2FFF 

  ライタモードでのアドレス 

  H'0,0000～H'0,2FFF 
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23.9.1 ソケットアダプタの端子対応図 

図 23.25 ソケットアダプタの端子対応図 

23-60 

 

24.9.1 ソケットアダプタの端子対応図 

図 24.25 ソケットアダプタの端子対応図 

図を修正 

BP-272を追加 

SH7058SF 

FP-256Hのピン番号 33（A20）、34（A21）追加：（端子名） 

HN27C4096HG 

 ピン番号 8（A20*1）の位置を変更、 

9（A19*1）、10（A18*1）を修正：（端子名） 

  *1 HN27C4096HGを元に不足するとアドレス端子 

を未使用となる I/O端子に割り付けた例 

23.9.2 ライタモードの動作 

23-61 

• 自動書き込みモード 

自動書き込みモードでは、ユーザマットおよびユーザブートマット
への 128バイト同時書き込みをサポートします。自動書き込み終
了確認にステータスポーリング方式を採用しています。 

24.9.2 ライタモードの動作 

記述を修正 

• 自動書き込みモード 

自動書き込みモードでは、ユーザマットおよびユーザブートマット
への 128バイト自動書き込みをサポートします。自動書き込み終
了確認にステータスポーリング方式を採用しています。 

表 23.14 ライタモード時の各動作モードの設定方法 

 

ピン名 モード 

A19～0 
 

表 24.14 ライタモード時の各動作モードの設定方法 

表を修正 

ピン名 モード 

A20～0 
 

23.9.4 自動書き込みモード 

23-63 

（1）自動書き込みモードでは、128バイト同時書き込みを行いま
す。これは、バイトデータを 128回連続で転送してください。 

24.9.4 自動書き込みモード 

記述を修正 

（1）自動書き込みモードでは、128バイト自動書き込みを行いま
す。これは、バイトデータを 128回連続で転送してください。 

23.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様 

●書き込み消去ステータス 

23-77 

表 23.19 書き込み消去コマンド一覧 
コマンド コマンド名 機能

H'42 ユーザブートマット書き込み選択 ユーザブートマット書き込みプログラムの選択

H'43 ユーザマット書き込み選択 ユーザマット書き込みプログラムの選択

H'44 ユーザマット 2面同時書き込み選択 ユーザマット 2面同時書き込みプログラムの選択

H'50 128バイト書き込み 128バイト書き込み

H'48 消去選択 消去プログラムの選択

H'58 ブロック消去 ブロックデータの消去

H'52 メモリリード メモリの読み出し

H'4A ユーザブートマットのチェックサム ユーザブートマットのチェックサム

H'4B ユーザマットのチェックサム ユーザマットのチェックサム

H'4C ユーザブートマットのブランクチェック ユーザブートマットのブランクチェック

H'4D ユーザマットのブランクチェック ユーザマットのブランクチェック

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ

24.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様 

●書き込み消去ステータス 

表を修正 

表 24.19 書き込み消去コマンド一覧 
コマンド コマンド名 機能

H'42 ユーザブートマット書き込み選択 ユーザブートマット書き込みプログラムの選択

H'43 ユーザマット書き込み選択 ユーザマット書き込みプログラムの選択

H'50 128バイト書き込み 128バイト書き込み

H'48 消去選択 消去プログラムの選択

H'58 ブロック消去 ブロックデータの消去

H'52 メモリリード メモリの読み出し

H'4A ユーザブートマットのチェックサム ユーザブートマットのチェックサム

H'4B ユーザマットのチェックサム ユーザマットのチェックサム

H'4C ユーザブートマットのブランクチェック ユーザブートマットのブランクチェック

H'4D ユーザマットのブランクチェック ユーザマットのブランクチェック

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ

●書き込み 

23-78 

（1）ユーザブートマット書き込み選択 

（2）ユーザマット書き込み選択 

（3）ユーザマット 2面同時書き込み選択 

図 23.30 書き込みシーケンス 

書き込み選択（H'42、H'43、H'44） 

●書き込み 

記述および図を修正 

（1）ユーザブートマット書き込み選択 

（2）ユーザマット書き込み選択 

  

図 24.30 書き込みシーケンス 

書き込み選択（H'42、H'43  ） 

(3) ユーザマット 2面同時書き込み選択 

23-79 

(3) ユーザマット 2面同時書き込み選択 

記述を削除 

●ユーザブートマットのサムチェック 

23-83 
　ユーザブートマットのサムチェックに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのデータを加算してその結果 
を応答します。

• コマンド「H'4A」（1バイト）：ユーザブートマットのサムチェック
コマンド

レスポンス サイズ マットのサムチェック

H'4A

H'5A SUM

• レスポンス「H'5A」（1バイト）：ユーザブートマットのサムチェックに対する応答
• サイズ（1バイト）：サムチェックデータの文字数（固定値で4）
• マットのサムチェック（4バイト）：ユーザブートマットのサムチェック値バイト単位で加算
• SUM（1バイト）：サムチェック（送信データの）

●ユーザブートマットのチェックサム 

記述を修正 
　ユーザブートマットのチェックサムに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのデータを加算してその結果 
を応答します。ユーザブートマットのチェックサム値は、16KBのエリアとして計算します。チェックサム値は、12KB 
のユーザブートマットと4KBのH'FFを加算した値になります。

• コマンド「H'4A」（1バイト）：ユーザブートマットのチェックサム
コマンド

レスポンス サイズ マットのチェックサム

H'4A

H'5A SUM

• レスポンス「H'5A」（1バイト）：ユーザブートマットのチェックサムに対する応答
• サイズ（1バイト）：チェックサムデータの文字数（固定値で4）
• マットのチェックサム（4バイト）：ユーザブートマットのチェックサム値をバイト単位で加算して、さらに4KB 
 のH'FFデータを加算
• SUM（1バイト）：チェックサム（送信データの）
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23.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング 

図 23.32 コマンド書き込み後メモリ読み出しタイミング図 

図 23.33 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時のタイ
ミング波形 

図 23.34 CE,OEイネーブル状態リード時のタイミング波形 

図 23.35 CE,OEクロック方式リード時のタイミング波形 

図 23.36 自動書き込みモードのタイミング波形 

図 23.37 自動消去モードのタイミング波形 

図 23.38 ステータス読み出しモードのタイミング波形 

23-86～23-90 

A19-0 

24.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング 

図 24.32 コマンド書き込み後メモリ読み出しタイミング図 

図 24.33 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時のタイ
ミング波形 

図 24.34 CE,OEイネーブル状態リード時のタイミング波形 

図 24.35 CE,OEクロック方式リード時のタイミング波形 

図 24.36 自動書き込みモードのタイミング波形 

図 24.37 自動消去モードのタイミング波形 

図 24.38 ステータス読み出しモードのタイミング波形 

図を修正 

 A21-0 

表 23.25 自動書き込みモード時の AC特性 

23-88 
項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

メモリ書き込み時間 twrite 1 3000 ms  

表 24.25 自動書き込みモード時の AC特性 

表を修正 
項 目  記　号 MIN MAX 単 位  特 記

メモリ書き込み時間 twrite ― tP ms tPは「29.5 フラッシュメモリ特
性」を参照

表 23.26 自動消去モード時の AC特性 

23-89 
項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

メモリ消去時間 terase 100 40000 ms  

表 24.26 自動消去モード時の AC特性 

表を修正 
項 目  記　号 MIN MAX 単 位  特 記

メモリ消去時間  terase ― 8 tE s tEは「29.5 フラッシュメモリ特
性」を参照

23.1 特長 

23-1,23-2 

本 LSIは 1MBのフラッシュメモリを内蔵しています。フラッシュ
メモリの特長を以下に示します。 

■LSI起動モードに合わせた 2種類のフラッシュメモリマット 

• ユーザモードでパワーオンリセット時に起動するユーザマッ
ト：1MB 

• ユーザブートモードでパワーオンリセット時に起動するユー
ザブートマット：8kB 

■書き込み／消去時の動作周波数 

書き込み／消去時の動作周波数は最大 40MHzです。 

25.1 特長 

記述を修正 

本 LSIは 1.5MBのフラッシュメモリを内蔵しています。フラッシ
ュメモリの特長を以下に示します。 

■LSI起動モードに合わせた 2種類のフラッシュメモリマット 

• ユーザモードでパワーオンリセット時に起動するユーザマッ
ト：1.5MB 

• ユーザブートモードでパワーオンリセット時に起動するユー
ザブートマット：12KB 

■書き込み／消去時の動作周波数 

書き込み／消去時の動作周波数は最大 80MHzです。 

23.2.1 ブロック図 

図 23.1 フラッシュメモリのブロック図 

23-3 

メモリマット部 

ユーザブートマット：1MB 

ユーザブートマット：8kB 

25.2.1 ブロック図 

図 25.1 フラッシュメモリのブロック図 

図を修正 

メモリマット部 

ユーザブートマット：1.5MB 

ユーザブートマット：12KB 

23.2.4 フラッシュメモリ構成 

図 23.3 フラッシュメモリ構成図 

23-6 

本 LSIのフラッシュメモリは、1MBのユーザマットと 8kBのユー
ザブートマットから構成されています。 

また、ユーザマットは、512kB単位の 2つのバンク（バンク 0／バ
ンク 1）に分けられています。 

 

 

＜ユーザマット＞ 

 

 

＜ユーザブートマット＞ 

 アドレス H'00,0000～H'00,1FFF 8kB 

 

 

ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。
8kB以上の空間のユーザブートマットをアクセスしないようにし
てください。8kBを超えるユーザブートマットを読み出した場合、
不定値が読み出されます。 

25.2.4 フラッシュメモリ構成 

図 25.3 フラッシュメモリ構成図 

記述を修正 

本 LSIのフラッシュメモリは、1.5MBのユーザマットと 12KBの
ユーザブートマットから構成されています。 

また、ユーザマットは、512KB単位の 3つのバンク（バンク 0／
バンク 1／バンク 2）に分けられています。 

 

図を修正 

＜ユーザマット＞ 

 バンク 2（512KB）を追加 

 

＜ユーザブートマット＞ 

 アドレス H'00,0000～H'00,2FFF 12KB 

 

記述を修正 

ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。
12KB以上の空間のユーザブートマットをアクセスしないように
してください。12KBを超えるユーザブートマットを読み出した場
合、不定値が読み出されます。 
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23.2.5 ブロック分割 

図 23.4 ユーザマットのブロック分割 

23-7 

ユーザマットは、図 23.4に示すように 128kB（7ブロック）、96kB
（1ブロック）、4kB（8ブロック）に分割されています。この分
割ブロック単位に消去ができ、消去時に EB0～EB15の消去ブロッ
ク番号で指定します。 

 

 

 

 ユーザマット：バンク 1修正 

  128kB x 4（EB12, EB13, EB14, EB15） 

25.2.5 ブロック分割 

図 25.4 ユーザマットのブロック分割 

記述を修正 

ユーザマットは、図 25.4に示すように 256KB（4ブロック）、128KB
（3ブロック）、96KB（1ブロック）、4KB（8ブロック）に分割
されています。この分割ブロック単位に消去ができ、消去時に EB0
～EB15の消去ブロック番号で指定します。 

 

図を修正 

 ユーザマット：バンク 1修正 

  256KB x 2（EB12, EB13 ） 

ユーザマット：バンク 2追加 

23.4.1 レジスタ一覧 

表 23.4（1）レジスタ構成 

23-10 

*4 RAMERレジスタを除くレジスタは、バイトアクセスのみ有効
で、4サイクルアクセスとなります。 

25.4.1 レジスタ一覧 

表 25.4（1）レジスタ構成 

注を修正 

*4 RAMERレジスタを除くレジスタは、バイトアクセスのみ有効
で、4サイクル となります。 

23.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ 

23-12、23-13 

書き込み／消去インタフェースレジスタについて説明します。すべ
て 8ビットのレジスタでバイトアクセスのみ可能です。FCCSレ
ジスタの FLERビットと、FMATSレジスタを除き、これらのレジ
スタはパワーオンリセットとハードウェアスタンバイモード／ソ
フトウェアスタンバイモードで初期化されます。FLERビットと、
FMATSレジスタは、ソフトウェアスタンバイモードでは初期化さ
れません。 

 

（1）フラッシュコントロール･ステータスレジスタ（FCCS） 

ビット 0：ソースプログラムコピーオペレーション（SCO） 

…本ビットに 1を書き込んだ直後には、4個の NOP命令を必ず実
行するようにしてください。 

25.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ 

記述を修正 

書き込み／消去インタフェースレジスタについて説明します。すべ
て 8ビットのレジスタでバイトアクセスのみ可能です。 これら
のレジスタはパワーオンリセットとハードウェアスタンバイモー
ド／ソフトウェアスタンバイモードで初期化されます。  
 
 
 

 

（1）フラッシュコントロール･ステータスレジスタ（FCCS） 

ビット 0：ソースプログラムコピーオペレーション（SCO） 

…本ビットに 1を書き込んだ直後には、8個の NOP命令を必ず実
行するようにしてください。 

23.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ 

（6）フラッシュトランスファデスティネーションアドレスレジス
タ（FTDAR） 

23-16 

FTDARは、内蔵プログラムのダウンロード先の内蔵 RAM上のア
ドレスを指定するレジスタです。 

FCCSレジスタの SCOビットに 1を書き込む前に、本レジスタの
設定を行ってください。初期値は H'00で、内蔵 RAMの先頭アド
レス（H'FFFF0000）を示しています。 

 

 

ビット 6～0：トランスファデスティネーションアドレス（TDA6
～TDA0） 

 
ビット 6～0 

TDA6～TDA0 

説   明 

H'00 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF0000に設定 （初期値） 

H'01 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF0800に設定 

H'02 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF1000に設定 

H'03 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF1800に設定 

H'04 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF2000に設定 

H'05 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF2800に設定 

25.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ 

（6）フラッシュトランスファデスティネーションアドレスレジス
タ（FTDAR） 

記述を修正 

FTDARは、内蔵プログラムのダウンロード先の内蔵 RAM上のア
ドレスを指定するレジスタです。 

FCCSレジスタの SCOビットに 1を書き込む前に、本レジスタの
設定を行ってください。初期値は H'00で、内蔵 RAMの先頭アド
レス（H'FFFE8000）を示しています。 

 

表を修正 

ビット 6～0：トランスファデスティネーションアドレス（TDA6
～TDA0） 

 
ビット 6～0 

TDA6～TDA0 

説   明 

H'00 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFE8000に設定 （初期値） 

H'01 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFE8800に設定 

H'02 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFE9000に設定 

H'03 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFE9800に設定 

H'04 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFEA000に設定 

H'05 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFEA800に設定 

23.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ 

23-17 

…パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイでの初期値は不定
です。 

…レジスタの保存やワーク領域としてスタック領域を使用します
ので、処理開始においてはスタック領域の確保をお願いします。
（使用スタック領域サイズは、最大 128バイトです） 

 

25.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ 

記述を修正 

…パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイ/ソフトウェアス
タンバイでの初期値は不定です。 

…レジスタの保存やワーク領域としてスタック領域を使用します
ので、処理開始においてはスタック領域の確保をお願いします。
（使用スタック領域サイズは、最大 128バイトです） 
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23.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ 

（1）ダウンロード制御 

23-18 

…ダウンロードされる内蔵 RAMの領域は、FTDARレジスタで指
定した先頭アドレスから 2kB分の領域です。内蔵 RAMのアドレス
マップについては、図 23.10を参照してください。 

 

25.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ 

（1）ダウンロード制御 

記述を修正 

…ダウンロードされる内蔵 RAMの領域は、FTDARレジスタで指
定した先頭アドレスから 3KB分の領域です。内蔵 RAMのアドレ
スマップについては、図 25.10を参照してください。 

23.4.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

表 23.7 RAMエリアとユーザマットエリアの重ね合わせ 

23-29、23-30 

…パワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモードのと
きに H'0000に初期化されます。ソフトウェアスタンバイモードの
ときは、初期化されません。RAMエミュレーションはユーザモー
ド、ユーザプログラムモードで行ってください。 

 

ビットの説明 

7

0

R

0

RAM0

0

R/W

2

RAM2

0

R/W

1

RAM1

0

R/WR/W

 

25.4.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

表 25.7 RAMエリアとユーザマットエリアの重ね合わせ 

記述を修正 

…パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードまたはソフ
トウェアスタンバイモードのときに H'0000に初期化されます。 
RAMエミュレーションはユーザモード、ユーザプログラムモード
で行ってください。 

 

ビットの説明を修正 

7

0

R

0

RAM0

0

R/W

2

0

R

1

0

RR/W

 

表を差し替え 

 

23.5.1 ブートモード 

23-32 

本 LSIの端子をブートモードに設定後、リセットスタートするとあ
らかじめマイコン内部に組み込まれているブートプログラムを起
動し、SCIビットレートの自動調整実施後、制御コマンド方式でホ
ストとの通信を行います。 

25.5.1 ブートモード 

記述を追加 

本 LSIの端子をブートモードに設定後、リセットスタートするとあ
らかじめマイコン内部に組み込まれているブートプログラムを起
動し、SCIビットレートの自動調整実施後、制御コマンド方式でホ
ストとの通信を行います。ブートモードが使用する RAM容量は
H'FFFE8000番地から 3Kバイトと、H'FFFFB000番地からの 4K
バイト、またスタックとして使用する H'FFFFBF80～H'FFFFBFFF
番地の 128バイト分です。 

（1）ホストの SCIインタフェース設定 

表 23.8 本 LSIの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周
波数 

23-32 
ホストのビットレート 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能な 

システムクロックの周波数 

9,600bps 20～40MHz（入力周波数 5～10MHz） 

19,200bps 20～40MHz（入力周波数 5～10MHz） 

（1）ホストの SCIインタフェース設定 

表 25.8 本 LSIの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周
波数 

表を修正 
ホストのビットレート 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能な 

システムクロックの周波数 

9,600bps 40～80MHz（入力周波数 5～10MHz） 

19,200bps 40～80MHz（入力周波数 5～10MHz） 

23.5.2 ユーザプログラムモード 

（1）書き込み／消去実行時の内蔵 RAMのアドレスマップ 

図 23.10 ダウンロード後の内蔵 RAMマップ 

23-35 

ダウンロードされる領域（サイズ：2kB） 

 

アドレス 

RAMTOP（H'FFFF0000） 

FTDAR指定+2048番地 

25.5.2 ユーザプログラムモード 

（1）書き込み／消去実行時の内蔵 RAMのアドレスマップ 

図 25.10 ダウンロード後の内蔵 RAMマップ 

図を修正 

ダウンロードされる領域（サイズ：3KB） 

 

アドレス 

RAMTOP（H'FFFE8000） 

FTDAR指定+3072番地 

（2.3）VBRレジスタの 0クリアと、FCCSレジスタの SOCビッ
トに 1を書き込んで、ダウンロードを実行します。 

23-37 

…ダウンロードの実行においては、マイコン内部処理として以下に
示すようなバンク切り替えを伴った特殊な割り込み処理を行いま
すので、VBRは 0クリアされている必要があります。また SCO＝
1を設定する命令の直後には4個のNOP命令を実行してください。
… 

（2.3）VBRレジスタの 0クリアと、FCCSレジスタの SOCビッ
トに 1を書き込んで、ダウンロードを実行します。 

記述を修正 

…ダウンロードの実行においては、マイコン内部処理として以下に
示すようなバンク切り替えを伴った特殊な割り込み処理を行いま
すので、VBRは 0クリアされている必要があります。また SCO＝
1を設定する命令の直後には8個のNOP命令を実行してください。
… 
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23.5.2 ユーザプログラムモード 

（4）ユーザプログラムモードでの消去／書き込み手順 

図 23.13 RAMエミュレーション、消去、書き込みの繰り返し例
（概要） 

23-43 

 FTDAR＝H'02に設定 

（ダウンロード先を H'FFFF1000に設定） 

 

 FTDAR＝H'03に設定 

（ダウンロード先を H'FFFF1800に設定） 

 

 

 FMPDR＝H'FFFF0000を設定して、該当ブロックに書き込み 

（書き込みプログラム実行） 

 

 本例では、RAMエミュレーションを実施するため、内蔵 RAM
先頭からの 4kB（H'FFFF0000～H'FFFF0FFF）を避けて、消去／
書き込みプログラムをダウンロードしています。 

 

② 消去プログラムの初期化、書き込みプログラムの初期化を行っ
てください。 

FPEFEQパラメータ、FUBRAパラメータを設定する初期化は、必
ず、消去プログラム／書き込みプログラムの両方に実行してくださ
い。初期化のエントリーアドレスは、消去プログラムのダウンロー
ド先頭＋32番地（本例では、H'FFFF1020）、書き込みプログラム
のダウンロード先頭＋32番地（本例では、H'FFFF1820）の両方に
対して初期化してください。 

25.5.2 ユーザプログラムモード 

（4）ユーザプログラムモードでの消去／書き込み手順 

図 25.13 RAMエミュレーション、消去、書き込みの繰り返し例
（概要） 

図を修正 

 FTDAR＝H'02に設定 

（ダウンロード先を H'FFFE9000に設定） 

 

 FTDAR＝H'04に設定 

（ダウンロード先を H'FFFEA000に設定） 

 

 FMPDR＝H'FFFE8000を設定して、該当ブロックに書き込み 

（書き込みプログラム実行） 

 

 本例では、RAMエミュレーションを実施するため、内蔵 RAM
先頭からの 4KB（H'FFFE8000～H'FFFE8FFF）を避けて、消去／
書き込みプログラムをダウンロードしています。 

 

記述を修正 

② 消去プログラムの初期化、書き込みプログラムの初期化を行っ
てください。 

FPEFEQパラメータ、FUBRAパラメータを設定する初期化は、必
ず、消去プログラム／書き込みプログラムの両方に実行してくださ
い。初期化のエントリーアドレスは、消去プログラムのダウンロー
ド先頭＋32番地（本例では、H'FFFE9020）、書き込みプログラム
のダウンロード先頭＋32番地（本例では、H'FFFEA020）の両方
に対して初期化してください。 

23.5.3 ユーザブートモード 

（1）ユーザブートモードでの起動 

23-44 

ユーザブートモードでリセットスタートすると、フラッシュ関連レ
ジスタのチェックルーチンが走行します。このルーチンが使用する
RAM容量はH'FFFF0800番地からの約1.2kByte分とスタックとし
て使用する H'FFFFBFFC番地からの 4Byte分です。この間の NMI
およびその他の割り込みは受け付けられません。また、この間は
AUDは使用できません。本期間は、40MHzの内部周波数で動作す
る場合、約 100μsです。 

25.5.3 ユーザブートモード 

（1）ユーザブートモードでの起動 

記述を修正 

ユーザブートモードでリセットスタートすると、フラッシュ関連レ
ジスタのチェックルーチンが走行します。このルーチンが使用する
RAM容量は H'FFFFB000番地からの約 3Kバイト分とスタックと
して使用する H'FFFFBF80～H'FFFFBFFF番地からの 128バイト
分です。この間の NMIおよびその他の割り込みは受け付けられま
せん。また、この間は AUDは使用できません。本期間は、80MHz
の内部周波数で動作する場合、約 100μsです。 

23.6.1 ハードウェアプロテクト 

23-48 

ハードウェアプロテクトとは、フラッシュメモリに対する書き込み
／消去が強制的に禁止、中断された状態のことです。内蔵プログラ
ムのダウンロードと初期化実行はできますが、書き込み／消去プロ
グラムを起動してもユーザマットの書き込み／消去はできず、書き
込み／消去エラーが FPFRパラメータで報告されます。 

 

25.6.1 ハードウェアプロテクト 

記述を修正 

ハードウェアプロテクトとは、フラッシュメモリに対する書き込み
／消去が強制的に禁止、中断された状態のことです。FWE端子プ
ロテクトでは、内蔵プログラムのダウンロードと初期化実行はでき
ますが、書き込み／消去プログラムを起動してもユーザマットの書
き込み／消去はできず、書き込み／消去エラーが FPFRパラメー
タで報告されます。 
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23.6.3 エラープロテクト 

図 23.16 エラープロテクト状態への状態遷移図 

23-49 

（1）書き込み／消去中にフラッシュメモリの当該バンク領域を読
み出したとき（ベクタリードおよび命令フェッチを含む） 

（2）書き込み／消去中に SLEEP命令を実行したとき（ソフトウ
ェアスタンバイを含む） 

 

エラープロテクトの解除（FLERビットのクリア）は、パワーオン
リセットまたはハードウェアスタンバイのみで行われます。 

なお、この場合のリセット入力期間は、通常より長い 100μsの期
間のあとにリセットリリースしてください。 
 

 

 

RES=0または HSTBY=0 

 

エラープロテクトモード（ソフトウェアスタンバイ） 

 

「読み出し不可 書き込み／消去不可 FLER＝1」 

書き込み/消去インタフェースレジスタは、初期化状態 

25.6.3 エラープロテクト 

図 25.16 エラープロテクト状態への状態遷移図 

記述を修正 

（1）書き込み／消去中にフラッシュメモリ を読み出したとき
（ベクタリードおよび命令フェッチを含む） 

（2）書き込み／消去中に SLEEP命令を実行したとき  
 
 

エラープロテクトの解除（FLERビットのクリア）は、パワーオン
リセットまたはソフトウェアスタンバイ／ハードウェアスタンバ
イ で行われます。 

なお、この場合のリセット入力期間は、通常より長い TBDの期間
のあとにリセットリリースしてください。 

 

図を修正 

RES=0、HSTBY=0または、ソフトウェアスタンバイモード解除

 

 （ソフトウェアスタンバイ） 

 

「読み出し不可 書き込み／消去不可 FLER＝不定」 

LSI内部電源 OFF 

 

「読み出し不可 書き込み／消去不可 FLER=不定」から出て、
「読み出し可 書き込み／消去不可 FLER=1」へ伸びている「ソフ
トウェアスタンバイモード解除」の記述を削除 

23.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

図 23.18 RAMのオーバラップ動作例 

23-51 

EB0～EB15 

H'00000 

H'01000 

H'02000 

H'03000 

H'04000 

H'05000 

H'06000 

H'07000 

H'08000 

… 

H'FFFFF 

 

<内蔵 RAM> 

H'FFFF0000 

H'FFFF0FFF 

… 

H'FFFFBFFF 

25.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

図 25.18 RAMのオーバラップ動作例 

アドレスを修正 

EB0～EB15 

H'000000 

H'001000 

H'002000 

H'003000 

H'004000 

H'005000 

H'006000 

H'007000 

H'008000 

… 

H'17FFFF 

 

<内蔵 RAM> 

H'FFFE8000 

H'FFFEBFFF 

… 

H'FFFFBFFF 



相違点-44 

SH7058（Rev.3, RJJ09B0019-0300H） SH7058S/SH7059 

23.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

23-51 

図 23.18にフラッシュメモリのブロックエリア EB0をオーバラッ
プさせる例を示します。 

エミュレーション可能なフラッシュメモリの領域は、ユーザマット
の EB0～EB7の 8エリアから RAMERレジスタの RAM2～0ビッ
トで選択した 1エリアです。 

（1）リアルタイムな書き換えを必要とするエリア EB0に RAMの
一部をオーバラップさせるには、RAMERの RAMSビットを 1、
RAM2～0ビットを 0、0、0に設定してください。 

（2）リアルタイムな書き換えは、オーバラップさせた RAMを使
って行います。 

 

ユーザマットへの書き込み／消去実行においては、内蔵プログラム
のダウンロードを含む一連の手続きプログラムの実行が必要です。
このときに、オーバラップしていた RAM領域とダウンロードされ
る内蔵プログラムの領域が重複しないように、FTDARレジスタを
使用してダウンロード領域を設定してください。FTDARレジスタ
が初期値（H'00）のままですと、チューニング領域とダウンロー
ド領域が重複しますので、事前に未使用領域に確定した書き換えデ
ータの退避が必要になります。 

図 23.19に、エミューレーション完了後のデータをユーザマットの
EB0領域に書き込む例を示します。 

25.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

記述を修正 

図 25.18にフラッシュメモリのブロックエリア EB0～EB3をオー
バラップさせる例を示します。 

エミュレーション可能なフラッシュメモリの領域は、ユーザマット
の EB0～EB7の 8エリアから RAMERレジスタの RAM0ビットで
選択した 4エリアです。 

（1）リアルタイムな書き換えを必要とするエリア EB0～EB3に
RAMの一部をオーバラップさせるには、RAMERの RAMSビット
を 1、RAM0ビットを 0に設定してください。 

（2）リアルタイムな書き換えは、オーバラップさせた RAMを使
って行います。 

 

ユーザマットへの書き込み／消去実行においては、内蔵プログラム
のダウンロードを含む一連の手続きプログラムの実行が必要です。
このときに、オーバラップしていた RAM領域とダウンロードされ
る内蔵プログラムの領域が重複しているため注意が必要です。次の
ような方法で、確定した書き換えデータの破壊を防止してくださ
い。 

（1）エミュレーションされる 4エリアに対し、1度にチューニン
グを行い、確定した書き換えデータを未使用領域に退避する。 

（2）エミュレーションされる 4エリアに対し、1エリアのみチュ
ーニングを行い、確定した書き換えデータが格納されている領域と
重複しないように、FTDARレジスタを使用してダウンロード領域
を設定する。 

図 25.19に、エミュレーションされる 4エリアのうち、EB0領域
のチューニングを行い、確定したデータをユーザマットの EB0領
域に書き込む例を示します。 

図 23.19 チューニング完了データの書き込み 

23-52 

EB0～EB15 

H'00000 

H'01000 

H'02000 

H'03000 

H'04000 

H'05000 

H'06000 

H'07000 

H'08000 

… 

H'FFFFF 

 

<内蔵 RAM> 

 H'FFFF0000 

 H'FFFF0FFF 

 FTDAR指定 

  … 

 

 

 H'FFFFBFFF 

図 25.19 チューニング完了データの書き込み 

アドレスを修正 

EB0～EB15 

H'000000 

H'001000 

H'002000 

H'003000 

H'004000 

H'005000 

H'006000 

H'007000 

H'008000 

… 

H'17FFFF 

 

<内蔵 RAM> 

 H'FFFE8000 

 H'FFFE8FFF 

 FTDAR指定 

  … 

 H'FFFEBFFF 

 … 

 H'FFFFBFFF 

 

<内蔵 RAM>の H'FFFEBFFFから EB3と EB4への矢印を追加 
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23.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

23-52 

【注】 RAMSビットを 1にすると RAM2～0の値にかかわらず、
フラッシュメモリの全ブロックが書き込み／消去プロテクト状態
となります（エミュレーションプロテクト）。実際に書き込み／消
去を実施する場合は RAMSビットをクリアしてください。 

ユーザブートマット選択時にもRAMエミュレーションを行うこと
は可能ですが、ユーザブートマットの消去／書き込みはブートモー
ド、またはライタモードでしか行うことができません。 

25.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 

注を修正 

【注】 RAMSビットを 1にすると RAM0の値にかかわらず、フラ
ッシュメモリの全ブロックが書き込み／消去プロテクト状態とな
ります（エミュレーションプロテクト）。実際に書き込み／消去を
実施する場合は RAMSビットをクリアしてください。 

ユーザブートマット選択時にもRAMエミュレーションを行うこと
は可能ですが、ユーザブートマットの消去／書き込みはブートモー
ド、またはライタモードでしか行うことができません。 

23.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え 

23-53 

（2）確実に切り替えを行った後で切り替え後のマットのアクセス
をするために内蔵 RAM上での FMATSレジスタ書き換えの直後に
は、同じく内蔵 RAM上で 4個の NOP命令を実行してください。

（切り替えを行っている最中のフラッシュメモリをアクセスしな
いためです） 

 

（5）ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なり
ます。8kB以上の空間のユーザブートマットをアクセスしないよう
にしてください。8kB空間以上をアクセスした場合、不定値が読み
出されます。 

25.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え 

記述を修正 

（2）確実に切り替えを行った後で切り替え後のマットのアクセス
をするために内蔵 RAM上での FMATSレジスタ書き換えの直後に
は、同じく内蔵 RAM上で 8個の NOP命令を実行してください。

（切り替えを行っている最中のフラッシュメモリをアクセスしな
いためです） 

 

（5）ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なり
ます。12KB以上の空間のユーザブートマットをアクセスしないよ
うにしてください。12KB空間以上をアクセスした場合、不定値が
読み出されます。 

図 23.20 ユーザマット／ユーザブートマットの切り替え 

23-54 

ユーザブートマットへの切り替え手順 

（3）ユーザブートマットアクセス前には、4個の NOP命令を実
行 

 

ユーザマットへの切り替え手順 

（3）ユーザマットアクセス前には、4個の NOP命令を実行 

図 25.20 ユーザマット／ユーザブートマットの切り替え 

図を修正 

ユーザブートマットへの切り替え手順 

（3）ユーザブートマットアクセス前には、8個の NOP命令を実
行 

 

ユーザマットへの切り替え手順 

（3）ユーザマットアクセス前には、8個の NOP命令を実行 

23.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み 

（2）書き込み消去中の割り込み 

23-57 

①書き込み／消去中のフラッシュメモリは、ユーザマット／ユーザ
ブートマットともにアクセスできません。割り込みベクタテーブル
や割り込み処理ルーチンは、内蔵 RAMや外部メモリなどに準備し
てください。割り込み処理ルーチンの中でも、書き込み／消去中の
フラッシュメモリをアクセスしないでください。フラッシュメモリ
を読み出した場合、読み出した値の保証はできません。また、書き
込み／消去中にフラッシュメモリの当該バンクをアクセスすると、
エラープロテクトに遷移しますので、書き込み／消去処理は中断し
ます。当該バンク以外をアクセスした場合は、エラープロテクトに
遷移しませんが、読み出した値の保証はできません。 

 

⑤割り込み処理ルーチンで、スリープ状態やソフトウェアスタンバ
イ状態に遷移すると、エラープロテクト状態となり、書き込み／消
去は中断されます。また、リセット状態に遷移した場合は、フラッ
シュメモリへのダメージを低減するために、100μs以上のリセッ
ト状態の後で、リセットリリースしてください。 

25.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み 

（2）書き込み消去中の割り込み 

記述を修正 

①書き込み／消去中のフラッシュメモリは、ユーザマット／ユーザ
ブートマットともにアクセスできません。割り込みベクタテーブル
や割り込み処理ルーチンは、内蔵 RAMや外部メモリなどに準備し
てください。割り込み処理ルーチンの中でも、書き込み／消去中の
フラッシュメモリをアクセスしないでください。フラッシュメモリ
を読み出した場合、読み出した値の保証はできません。また、書き
込み／消去中にフラッシュメモリ をアクセスすると、エラープロ
テクトに遷移しますので、書き込み／消去処理は中断します。 

 
 
 

⑤割り込み処理ルーチンで、スリープ状態 に遷移すると、エラー
プロテクト状態となり、書き込み／消去は中断されます。また、リ
セット状態に遷移した場合は、フラッシュメモリへのダメージを低
減するために、100μs以上のリセット状態の後で、リセットリリ
ースしてください。 
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23.8.3 その他のご注意 

（1）内蔵プログラムのダウンロード実行時間 

（2）ユーザブランチ処理の間隔 

表 23.11 ユーザブランチ処理の起動間隔 

表 23.12 ユーザブランチ処理時間 

（4）AUD動作不可状態、割り込み無視状態 

（7）FWE端子の状態 

23-57、23-58 

（1） 

初期化ルーチンを含む書き込みプログラム、または初期化ルーチン
を含む消去プログラムのコードサイズはそれぞれ 2kB以内です。
よって、CPUクロック周波数が、40MHzの場合、それぞれ最大で
約 75μsのダウンロード時間となります。 

 

 

（2） 

ユーザブランチ処理が実行される間隔は、書き込み／消去で異なり
ます。また、処理フェーズによっても異なります。表 23.11に、
CPUクロック周波数 40MHzの場合の最大／最小起動間隔を示し
ます。 

 

表 23.11 
 最大間隔 最小間隔 

書き込み処理 約 1ms 約 19µs 

消去処理 約 5ms 約 19µs 

 
ただし、CPUクロック 40MHz動作時における最初のユーザブラ
ンチ処理までの時間の最大／最小値は表 23.12のようになります。

 

表 23.12 
 最大 最小 

書き込み処理 約 113µs 約 113µs 

消去処理 約 85µs 約 45µs 

 
（4） 

●ユーザブートモード起動直後のフラッシュ関連レジスタチェッ
ク中（リセットリリース後、40MHzの内部周波数で動作する場合、
約 100μsの期間） 

25.8.3 その他のご注意 

（1）内蔵プログラムのダウンロード実行時間 

（2）ユーザブランチ処理の間隔 

表 25.11 ユーザブランチ処理間隔 

表 25.12 ユーザブランチ処理までの起動間隔 

（4）AUD動作不可状態、割り込み無視状態 

（7）FWE端子の状態 

記述を修正 

（1） 

初期化ルーチンを含む書き込みプログラム、または初期化ルーチン
を含む消去プログラムのコードサイズはそれぞれ 3KB以内です。
よって、CPUクロック周波数が、80MHzの場合、それぞれ最大で
約 300μsのダウンロード時間となります。 

 

表タイトルおよび記述を修正 

（2） 

ユーザブランチ処理が実行される間隔は、書き込み／消去で異なり
ます。また、処理フェーズによっても異なります。表 25.11に、
CPUクロック周波数 80MHzの場合の最大／最小のユーザブラン
チ間隔を示します。 

 

 
最大間隔 最小間隔

書き込み処理 約 1ms 約 19μs

消去処理 約 5ms 約 19μs

 

ただし、CPUクロック 80MHz動作時における最初のユーザブラ
ンチ処理までの時間の最大／最小値は表 25.12のようになります。

 

表を修正 
最大 最小

書き込み処理 約 500μs 約 500μs

消去処理 約 2300μs 約 1000μs

 

記述を修正 

●ユーザブートモード起動直後のフラッシュ関連レジスタチェッ
ク中（リセットリリース後、80MHzの内部周波数で動作する場合、
約 100μsの期間） 

 

記述を追加 

（7）FWE端子の状態 

23.9 ライタモード 

23-59 

ライタモードでは、モード端子を表 23.13の設定とし、入力クロッ
クとして 6MHzを入力してください。これにより本 LSIは 24MHz
で動作します。 

25.9 ライタモード 

記述を修正 

ライタモードでは、モード端子を表 25.13の設定とし、入力クロッ
クとして 6MHzを入力してください。これにより本 LSIは 48MHz
で動作します。 
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23.9.1 ソケットアダプタの端子対応図 

図 23.24 内蔵フラッシュのメモリマップ 

23-59 

「内蔵 ROM空間ユーザマット」 

 内蔵 ROM空間ユーザマット 1MB 

MCUモードでのアドレス 

 H'0000,0000～H'000F,FFFF 

 ライタモードでのアドレス 

 H'0,0000～H'F,FFFF 

「内蔵 ROM空間ユーザブートマット」 

 内蔵 ROM空間ユーザブートマット 8kB 

MCUモードでのアドレス 

 H'0000,0000～H'0000,1FFF 

 ライタモードでのアドレス 

 H'0,0000～H'0,1FFF 

25.9.1 ソケットアダプタの端子対応図 

図 25.24 内蔵フラッシュのメモリマップ 

図を修正 

「内蔵 ROM空間ユーザマット」 

 内蔵 ROM空間ユーザマット 1.5MB 

MCUモードでのアドレス 

 H'0000,0000～H'0017,FFFF 

 ライタモードでのアドレス 

 H'00,0000～H'17,FFFF 

「内蔵 ROM空間ユーザブートマット」 

 内蔵 ROM空間ユーザブートマット 12KB 

MCUモードでのアドレス 

 H'0000,0000～H'0000,2FFF 

 ライタモードでのアドレス 

 H'0,0000～H'0,2FFF 

図 23.25 ソケットアダプタの端子対応図 

23-60 

 

図 25.25 ソケットアダプタの端子対応図 

図を修正 

BP-272を追加 

SH7059F 

FP-256Hのピン番号 33（A20）、34（A21）追加：（端子名）

HN27C4096HG 

 ピン番号 8（A20*1）の位置を変更、 

 9（A19*1）、10（A18*1）を修正：（端子名） 

 *1 HN27C4096HGを元に不足するとアドレス端子 

を未使用となる I/O端子に割り付けた例 

23.9.2 ライタモードの動作 

23-61 

• 自動書き込みモード 

自動書き込みモードでは、ユーザマットおよびユーザブートマット
への 128バイト同時書き込みをサポートします。自動書き込み終
了確認にステータスポーリング方式を採用しています。 

 

表 23.14 ライタモード時の各動作モードの設定方法 

 

ピン名 モード 

A19～0 
 

25.9.2 ライタモードの動作 

記述を修正 

• 自動書き込みモード 

自動書き込みモードでは、ユーザマットおよびユーザブートマット
への 128バイト自動書き込みをサポートします。自動書き込み終
了確認にステータスポーリング方式を採用しています。 

 

表 25.14 ライタモード時の各動作モードの設定方法 

表を修正 

ピン名 モード 

A20～0 
 

23.9.4 自動書き込みモード 

23-63 

（1）自動書き込みモードでは、128バイト同時書き込みを行いま
す。これは、バイトデータを 128回連続で転送してください。 

25.9.4 自動書き込みモード 

記述を修正 

（1）自動書き込みモードでは、128バイト自動書き込みを行いま
す。これは、バイトデータを 128回連続で転送してください。 

23.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様 

●書き込み消去ステータス 

23-77 

表 23.19 書き込み消去コマンド一覧 
コマンド コマンド名 機能

H'42 ユーザブートマット書き込み選択 ユーザブートマット書き込みプログラムの選択

H'43 ユーザマット書き込み選択 ユーザマット書き込みプログラムの選択

H'44 ユーザマット 2面同時書き込み選択 ユーザマット 2面同時書き込みプログラムの選択

H'50 128バイト書き込み 128バイト書き込み

H'48 消去選択 消去プログラムの選択

H'58 ブロック消去 ブロックデータの消去

H'52 メモリリード メモリの読み出し

H'4A ユーザブートマットのチェックサム ユーザブートマットのチェックサム

H'4B ユーザマットのチェックサム ユーザマットのチェックサム

H'4C ユーザブートマットのブランクチェック ユーザブートマットのブランクチェック

H'4D ユーザマットのブランクチェック ユーザマットのブランクチェック

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ

25.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様 

●書き込み消去ステータス 

表を修正 

表 25.19 書き込み消去コマンド一覧 
コマンド コマンド名 機能

H'42 ユーザブートマット書き込み選択 ユーザブートマット書き込みプログラムの選択

H'43 ユーザマット書き込み選択 ユーザマット書き込みプログラムの選択

H'50 128バイト書き込み 128バイト書き込み

H'48 消去選択 消去プログラムの選択

H'58 ブロック消去 ブロックデータの消去

H'52 メモリリード メモリの読み出し

H'4A ユーザブートマットのチェックサム ユーザブートマットのチェックサム

H'4B ユーザマットのチェックサム ユーザマットのチェックサム

H'4C ユーザブートマットのブランクチェック ユーザブートマットのブランクチェック

H'4D ユーザマットのブランクチェック ユーザマットのブランクチェック

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ



相違点-48 

SH7058（Rev.3, RJJ09B0019-0300H） SH7058S/SH7059 

23.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様 

●書き込み 

23-78 

（1）ユーザブートマット書き込み選択 

（2）ユーザマット書き込み選択 

（3）ユーザマット 2面同時書き込み選択 

図 23.30 書き込みシーケンス 

書き込み選択（H'42、H'43、H'44） 

25.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様 

●書き込み 

記述および図を修正 

（1）ユーザブートマット書き込み選択 

（2）ユーザマット書き込み選択 

  

図 25.30 書き込みシーケンス 

書き込み選択（H'42、H'43  ） 

(3) ユーザマット 2面同時書き込み選択 

23-79 

(3) ユーザマット 2面同時書き込み選択 

記述を削除 

●ユーザブートマットのサムチェック 

23-83 
　ユーザブートマットのサムチェックに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのデータを加算してその結果 
を応答します。

• コマンド「H'4A」（1バイト）：ユーザブートマットのサムチェック
コマンド

レスポンス サイズ マットのサムチェック

H'4A

H'5A SUM

• レスポンス「H'5A」（1バイト）：ユーザブートマットのサムチェックに対する応答
• サイズ（1バイト）：サムチェックデータの文字数（固定値で4）
• マットのサムチェック（4バイト）：ユーザブートマットのサムチェック値バイト単位で加算
• SUM（1バイト）：サムチェック（送信データの）

●ユーザブートマットのチェックサム 

記述を修正 
　ユーザブートマットのチェックサムに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのデータを加算してその結果 
を応答します。ユーザブートマットのチェックサム値は、16KBのエリアとして計算します。チェックサム値は、12KB 
のユーザブートマットと4KBのH'FFデータを加算した値になります。

• コマンド「H'4A」（1バイト）：ユーザブートマットのチェックサム
コマンド

レスポンス サイズ マットのチェックサム

H'4A

H'5A SUM

• レスポンス「H'5A」（1バイト）：ユーザブートマットのチェックサムに対する応答
• サイズ（1バイト）：チェックサムデータの文字数（固定値で4）
• マットのチェックサム（4バイト）：ユーザブートマットのチェックサム値をバイト単位で加算して、さらに4KB 
 のH'FFデータを加算 
• SUM（1バイト）：チェックサム（送信データの）

●ユーザマットのサムチェック 

23-83 
　ユーザマットのサムチェックに対して、ブートプログラムはユーザマットのデータを加算してその結果を応答します。 

• コマンド「H'4B」（1バイト）：ユーザマットのサムチェック
コマンド

レスポンス サイズ マットのサムチェック

H'4B

H'5B SUM

• レスポンス「H'5B」（1バイト）：ユーザマットのサムチェックに対する応答
• サイズ（1バイト）：サムチェックデータの文字数（固定値で4）
• マットのサムチェック（4バイト）：ユーザマットのサムチェック値 
 バイト単位で加算
• SUM（1バイト）：サムチェック（送信データの）

●ユーザマットのチェックサム 

記述を修正 
　ユーザマットのチェックサムに対して、ブートプログラムはユーザマットのデータを加算してその結果を応答します。 
ユーザマットのチェックサム値は、2MBのエリアとして計算します。チェックサム値は、1.5MBのユーザマットと512KB 
のH'FFデータを加算した値になります。

• コマンド「H'4B」（1バイト）：ユーザマットのチェックサム
コマンド

レスポンス サイズ マットのチェックサム

H'4B

H'5B SUM

• レスポンス「H'5B」（1バイト）：ユーザマットのチェックサムに対する応答
• サイズ（1バイト）：チェックサムデータの文字数（固定値で4）
• マットのチェックサム（4バイト）：ユーザマットのチェックサム値をバイト単位で加算して、さらに512KBの 
 H'FFデータを加算 
• SUM（1バイト）：チェックサム（送信データの）

23.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング 

図 23.32 コマンド書き込み後メモリ読み出しタイミング図 

図 23.33 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時のタイ
ミング波形 

図 23.34 CE,OEイネーブル状態リード時のタイミング波形 

図 23.35 CE,OEクロック方式リード時のタイミング波形 

図 23.36 自動書き込みモードのタイミング波形 

図 23.37 自動消去モードのタイミング波形 

図 23.38 ステータス読み出しモードのタイミング波形 

23-86～23-90 

A19-0 

25.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング 

図 25.32 コマンド書き込み後メモリ読み出しタイミング図 

図 25.33 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時のタイ
ミング波形 

図 25.34 CE,OEイネーブル状態リード時のタイミング波形 

図 25.35 CE,OEクロック方式リード時のタイミング波形 

図 25.36 自動書き込みモードのタイミング波形 

図 25.37 自動消去モードのタイミング波形 

図 25.38 ステータス読み出しモードのタイミング波形 

図を修正 

 A21-0 

23.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング 

表 23.25 自動書き込みモード時の AC特性 

23-88 
項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

メモリ書き込み時間 twrite 1 3000 ms  

25.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング 

表 25.25 自動書き込みモード時の AC特性 

表を修正 
項 目  記　号 MIN MAX 単 位  特 記

メモリ書き込み時間 twrite ― tP ms tPは「29.5 フラッシュメモリ特
性」を参照

表 23.26 自動消去モード時の AC特性 

23-89 
項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

メモリ消去時間 terase 100 40000 ms  

表 25.26 自動消去モード時の AC特性 

表を修正 
項 目  記　号 MIN MAX 単 位  特 記

メモリ消去時間  terase ― 6 tE s tEは「29.5 フラッシュメモリ特
性」を参照
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24.1.1 概要 

図 24.1 RAMのブロック図 

24-1 

SH7058は 48kバイトの RAMを内蔵しています。内蔵 RAMは、
32ビット幅のデータバスを通して、CPU、ダイレクトメモリアク
セスコントローラ（DMAC）、およびアドバンストユーザデバッガ
（AUD）に接続されています（図 24.1）。 

CPU、DMAC、AUDは 8、16または 32ビット幅で内蔵 RAMをア
クセスすることができます。内蔵 RAMのデータは、常にリード 1
サイクル、ライト 1サイクル（SYSCR2の CKSELビットが 0の
とき）／2サイクル（SYSCR2の CKSELビットが 1のとき）でア
クセスできます。したがって、高速アクセスが必要なプログラムエ
リア、あるいはスタックエリアやデータアクセスとしての使用に適
しています。内蔵 RAMの内容はスリープモード、ソフトウェアス
タンバイモードでは保持されます。後述の RAMEビットが 0に設
定されている場合、ハードウェアスタンバイモードでも保持されま
す。 

内蔵 RAMは、アドレス H'FFFF0000～H'FFFFBFFFに割り付けら
れています。 

 

図 24.1 

H'FFFFBFFC H'FFFFBFFD H'FFFFBFFE H'FFFFBFFF

H'FFFF0004 H'FFFF0005 H'FFFF0006 H'FFFF0007

H'FFFF0000 H'FFFF0001 H'FFFF0002 H'FFFF0003

内蔵RAM

26.1.1 概要 

図 26.1 RAMのブロック図 

記述を修正 

SH7058Sは 48Kバイト、SH7059は 80Kバイトの RAMを内蔵し
ています。内蔵 RAMは、32ビット幅のデータバスを通して、CPU、
ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）、およびアドバ
ンストユーザデバッガ（AUD）に接続されています（図 26.1）。

CPU、DMAC、AUDは 8、16または 32ビット幅で内蔵 RAMをア
クセスすることができます。内蔵 RAMのデータは、常にリード 1
サイクル、 ライト 2サイクル でアクセスできます。したがっ
て、高速アクセスが必要なプログラムエリア、あるいはスタックエ
リアやデータアクセスとしての使用に適しています。内蔵 RAMの
内容はスリープモード、ソフトウェアスタンバイモードでは保持さ
れます。後述の RAMEビットが 0に設定されている場合、ハード
ウェアスタンバイモードでも保持されます。 

内蔵 RAMは、アドレス H'FFFF0000～H'FFFFBFFF（SH7058S）
アドレス H'FFFE8000～H'FFFFBFFF（SH7059）に割り付けられ
ています。 

 

 

SH7059を追加 

H'FFFFBFFC H'FFFFBFFD H'FFFFBFFE H'FFFFBFFF

H'FFFE8004 H'FFFE8005 H'FFFE8006 H'FFFE8007

H'FFFE8000 H'FFFE8001 H'FFFE8002 H'FFFE8003

内蔵RAM

24.2 動作説明 

24-2 

SYSCR1の RAMEビットを 1にセットすると内蔵 RAMが有効に
なります。このときアドレス H'FFFF0000～H'FFFFBFFFをアクセ
スすると内蔵 RAMがアクセスされます。 

26.2 動作説明 

記述を修正 

SYSCR1の RAMEビットを 1にセットすると内蔵 RAMが有効に
なります。このときアドレス H'FFFFBFFF（SH7058S）アドレス
H'FFFE8000～H'FFFFBFFF（SH7059）をアクセスすると内蔵RAM
がアクセスされます。 

25. 低消費電力状態 

25.1.1 低消費電力モードの種類 

25-1 

（1）ハードウェアスタンバイモード 

RES、HSTBY端子の入力レベルによりハードウェアスタンバイモ
ードに遷移します。ハードウェアスタンバイ中は LSIの全機能が停
止します。この状態からは、パワーオンリセットにより復帰します。
 

（2）ソフトウェアスタンバイモード 

ソフトウェア（CPUの命令）によってソフトウェアスタンバイモ
ードに遷移します。ソフトウェアスタンバイ中は LSIの全機能が停
止します。この状態からは、パワーオンリセット、NMI割り込み
により復帰します。 

27. 低消費電力状態 

27.1.1 低消費電力モードの種類 

記述を修正 

（1）ハードウェアスタンバイモード 

RES、HSTBY端子の入力レベルによりハードウェアスタンバイモ
ードに遷移します。ハードウェアスタンバイ中は LSIの全機能が停
止し、LSI内部の大部分の電源を遮断します。この状態からは、パ
ワーオンリセットにより復帰します。 

（2）ソフトウェアスタンバイモード 

ソフトウェア（CPUの命令）によってソフトウェアスタンバイモ
ードに遷移します。ソフトウェアスタンバイ中は LSIの全機能が停
止し、LSI内部の大部分の電源を遮断します。この状態からは、パ
ワーオンリセット、NMI端子への立ち上がりエッジ入力により復
帰します。 
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25.1.1 低消費電力モードの種類 

表 25.1 低消費電力状態 

25-2 
モード 遷移条件 状態 解除方法 

  クロック CPU CPU 
レジスタ 

内蔵周辺 
モジュール 

RAM 端子  

ハード 
ウェア 
スタンバイ 

HSTBY端子にロ
ーレベルを入力 

停止 停止 不定 停止 保持*2 初期化 HSTBY端子にハイ
レベルを入力して、
パワーオンリセッ
ト 

ソフト 
ウェア 
スタンバイ 

SBYCRのSSBY
ビットが 1の状態
で SLEEP命令を
実行 

停止 停止 保持 停止*1 保持 保持または
ハイインピ
ーダンス*3 

(1)NMI割り込み 
(2)パワーオンリセ
ット 

スリープ SBYCRのSSBY
ビットが 0の状態
で SLEEP命令を
実行 

動作 停止 保持 動作 保持 保持 (1)割り込み 
(2)DMAアドレスエラ
ー 

(3)パワーオン 
リセット 

(4)マニュアル 
リセット 

【注】 

*1 内蔵周辺モジュールのレジスタの中には、ソフトウェアスタ
ンバイモードによって初期化されるものとされないものがありま
す。「表 25.4 ソフトウェアスタンバイモードでのレジスタの状
態」および各周辺モジュールの「レジスタの説明」の項を参照して
ください。 

*2 プログラム実行状態からハードウェアスタンバイモード状態
に遷移する場合には、事前に SYSCR1の RAMEビットを"0"にク
リアする必要があります。 

*3 スタンバイモード時の I/Oポートの状態は、SBYCRのポート
ハイインピーダンスビット（HIZ）で設定します。「25.2.1 スタ
ンバイコントロールレジスタ（SBYCR）」を参照してください。
端子状態は、「付録 B. 端子状態」を参照してください。 

27.1.1 低消費電力モードの種類 

表 27.1 低消費電力状態 

CPUレジスタ削除。表を修正。 
状態 モード 遷移条件 

PLL発振回路 CPU 内蔵周辺 
モジュール 

RAM 端子 

解除方法 

ハード 
ウェア 
スタンバイ 

HSTBY端子にローレ
ベルを入力 

停止 
（電源遮断） 

停止 
（電源遮
断） 

停止 
（電源遮断） 

保持*1 初期化 HSTBY端子にハイレ
ベルを入力して、パワ
ーオンリセット 

ソフト 
ウェア 
スタンバイ 

SBYCRのSSBYビッ
トが 1の状態で
SLEEP命令を実行 

停止 
（電源遮断） 

停止 
（電源遮
断） 

停止 
（電源遮断） 

保持 ハイインピーダ
ンス*2 

(1)NMI端子への立ち上
がりエッジ入力 
(2)パワーオンリセット 

スリープ SBYCRのSSBYビッ
トが 0の状態で
SLEEP命令を実行 

動作 停止 
レジスタ 
は保持 

動作 動作 動作 (1)割り込み 
(2)DMAアドレスエラー 
(3)パワーオン 
リセット 

(4)マニュアル 
リセット 

*1削除。注を修正 

【注】 *1 プログラム実行状態からハードウェアスタンバイ状
態に遷移する場合には、事前に SYSCR1の RAMEビットを”0”に
クリアする必要があります。 

*2 ソフトウェアスタンバイモードからの復帰する際、LSI内部は
リセット状態から起動するため、ピンファンクションコントローラ
および I/Oポート関連のレジスタは初期化されます。端子状態は、
「付録 B. 端子状態」を参照してください。 

25.1.2 端子構成 

表 25.2 端子構成 

25-3 

27.1.2 端子構成 

表 27.2 端子構成 

表を修正 

NMI入力端子を追加 

25.1.3 関連レジスタ 

表 25.3 レジスタ構成 

25-3 

略称*1 

【注】*1 内部クロック逓倍比が 4逓倍時のレジスタアクセスは、
SBYCRは内部クロック（φ）で 4サイクル、SYSCR1および
SYSCR2は内部クロック（φ）で 4～5サイクルです。 

27.1.3 関連レジスタ 

表 27.3 レジスタ構成 

表を修正 

略称  

【注】*1を削除 

25.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 

25-4 

000初期値：

RR/WR/WR/W：

SSBY HIZ

567ビット：

 
 

ビット 6：ポートハイインピーダンス（HIZ） 

ビット 5：予約ビット 

27.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 

ビットの表を修正 

000初期値：

RRR/WR/W：

SSBY SSBYF

567ビット：

 
ビット 6の説明を修正、およびビット 5の説明を追加 

ビット 6：予約ビット 

ビット 5：ソフトウェアスタンバイフラグ（SSBYF） 
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25.2.2 システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1） 

25-5 

00

OSCSTOP INOSCE

初期値：

R/WRR/W：

67ビット：

 
 

ビット 7、6：「5.4 水晶発振停止検出機能」を参照してください。

ビット 5～2：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にして
ください。 

27.2.2 システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1） 

ビットの表を修正 

00初期値：

RRR/W：

67ビット：

 
ビット説明を修正 

ビット 7～2：読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も
常に 0にしてください。 

25.2.3 システムコントロールレジスタ（SYSCR2） 

25-6 

0初期値：

R/WR/W：

7ビット：

CKSEL

 
ビット 7：内部クロック（φ）セレクト（CKSEL） 

「第 5章 クロック発振器（CPG）」を参照してください。 

27.2.3 システムコントロールレジスタ（SYSCR2） 

ビット 7の説明を修正 

0初期値：

RR/W：

7ビット：

 
ビット 7～4：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は無効です。 

25.3.1 ハードウェアスタンバイモードへの遷移 
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ハードウェアスタンバイモード中は LSIの全機能が停止するので、
消費電力は著しく低減されます。この機能は、外部端子入力により
ハードウェアスタンバイモードに遷移するため、現在の LSIの状態
にかかわらず非同期にこのモードに遷移します。このため、ハード
ウェアスタンバイモードに遷移する前の LSIの状態は保持しませ
ん。 

 

27.3.1 ハードウェアスタンバイモードへの遷移 

記述を修正 

ハードウェアスタンバイモード中は LSIの全機能が停止し、内蔵
RAMを除き内部電源を遮断するので、消費電力は著しく低減され
ます。この機能は、外部端子入力によりハードウェアスタンバイモ
ードに遷移するため、現在の LSIの状態にかかわらず非同期にこの
モードに遷移し、内蔵 RAMを除き内部電源を遮断するため、ハー
ドウェアスタンバイモードに遷移する前の LSIの状態は保持しま
せん。 

25.4.1 ソフトウェアスタンバイモードへの遷移 

25-9 

ソフトウェアスタンバイモードでは、CPUだけでなくクロック発
振器や内蔵周辺モジュールも停止するため、消費電力が著しく低減
されます。CPUのレジスタ内容と内蔵 RAMのデータは、規定の
電圧が与えられている限り保持されます。内蔵周辺モジュールのレ
ジスタの中には、初期化されるものとされないものがあります。レ
ジスタの状態については「付録 A.2 リセット、低消費電力状態で
のレジスタ状態」を参照してください。I/Oポートの状態は、SBYCR
のポートハイインピーダンスビット（HIZ）で、保持またはハイイ
ンピーダンスを選択することができます。その他の端子状態につい
ては「付録 B. 端子状態」を参照してください。 

27.4.1 ソフトウェアスタンバイモードへの遷移 

記述を修正 

ソフトウェアスタンバイモード中は LSIの全機能が停止し、内蔵
RAMを除き内部電源を遮断するので、消費電力が著しく低減され
ます。 内蔵 RAMのデータは、規定の電圧が与えられている限り
保持されます。内蔵周辺モジュールの レジスタの状態については
「付録 A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態」を参照
してください。 端子状態については「付録 B. 端子状態」を参
照してください。 

25.4.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除 

（1）NMI割り込み入力による解除 
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ソフトウェアスタンバイモードは NMI割り込み、パワーオンリセ
ットにより解除されます。 

 

 

（1）NMI割り込み入力による解 

27.4.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除 

（1）NMI割り込み入力による解除 

記述を修正 

ソフトウェアスタンバイモードは NMI端子への立ち上がりエッジ
入力、パワーオンリセットにより解除されます。 

 

差し替え 

（1）NMI端子への立ち上がりエッジ入力による削除 

（2）パワーオンリセットによる解除 

25-10 

RES端子をローレベルにすると、本 LSIはパワーオンリセット状
態に遷移し、ソフトウェアスタンバイモードは解除されます。 

（2）パワーオンリセットによる解除 

記述を追加 

RES端子をローレベルにすると、本 LSIはパワーオンリセット状
態に遷移し、ソフトウェアスタンバイモードは解除されます。この
ときソフトウェアスタンバイフラグ（SSBYF）を 0クリアします。
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25.4.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 

図 25.3 ソフトウェアスタンバイモード時の NMIミーティング
（応用例） 

25-10 

NMI信号の立ち下がりでソフトウェアスタンバイモードに遷移し、
NMI信号の立ち上がりで解除を行う例を説明します。この例のタ
イミングを図 25.3に示します。 

割り込みコントロールレジスタ（ICR）の NMIエッジセレクトビ
ット（NMIE）を 0（立ち下がりエッジ検出）にした状態で NMI端
子をハイレベルからローレベルに変化させると、NMI割り込みが
受け付けられます。NMI例外サービスルーチンで NMIEビットを 1
（立ち上がりエッジ検出）にセットし、スタンバイコントロールレ
ジスタ（SBYCR）のソフトウェアスタンバイビット（SSBY）を 1
にセットして SLEEP命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイ
モードに遷移します。その後、NMI端子をローレベルからハイレ
ベルに変化させると、ソフトウェアスタンバイモードが解除されま
す。 

27.4.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 

図 27.3 ソフトウェアスタンバイモード時の NMIミーティング
（応用例） 

記述を修正 

NMI信号への立ち下がりによる NMI例外処理にてソフトウェアス
タンバイモードに遷移し、NMI端子への立ち上がりで解除を行う
例を説明します。この例のタイミングを図 27.3に示します。 

割り込みコントロールレジスタ（ICR）の NMIエッジセレクトビ
ット（NMIE）を 0（立ち下がりエッジ検出）にした状態で NMI端
子をハイレベルからローレベルに変化させると、NMI割り込みが
受け付けられます。スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）
のソフトウェアスタンバイビット（SSBY）を 1にセットして
SLEEP命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードに遷移
し内部電源を遮断します。その後、NMI端子をローレベルからハ
イレベルに変化させると、ソフトウェアスタンバイモードが解除さ
れ、内部電源が供給されクロック発振を開始し、発振安定カウンタ
のオーバフロー後、パワーオンリセット例外処理が開始されます。

 

図を差し替え 

25.5.2 スリープモードの解除 

25-11 

27.5.2 スリープモードの解除 

注を追加 

【注】 パワーオンリセットによる解除を実施する場合、リセット
状態への遷移前に命令が実行されないよう、スリープ命令の直後
（8命令）には、RAM書き込み命令を配置しないでください。 

27.1 絶対最大定格 

27-1 
項目 記号 備考

VCC 

PLLVCC

VCC PLLCAP、EXTAL、XTAL、CK、H-UDI 
端子が該当。 
（VCCとPLLVCCは同一電圧）

電源電圧* 端子名

PVCC1 
PVCC2

PVCC PLLCAP、EXTAL、XTAL、CK、H-UDI 
端子およびアナログ入力を除く

入力電圧 EXTAL、H-UDI端子 Vin

Vin

単位

V

V

V

V

-0.3～+4.3

-0.3～+6.5

-0.3～VCC+0.3

-0.3～PVCC+0.3アナログ入力、EXTAL、 
H-UDI端子以外の全端子

表27.2 電源名と端子の対応を参照

29.1 絶対最大定格 

表を修正 
項目 記号 備考

VCC 

PLLVCC

VCC 　EXTAL、XTAL、CK、H-UDI端子が該 
当。 
（VCCとPLLVCCは同一電圧）

電源電圧* 端子名

PVCC1 
PVCC2

PVCC PLLCAP、EXTAL、XTAL、CK、H-UDI 
端子およびアナログ入力を除く

入力電圧 EXTAL、H-UDI端子 Vin

Vin

Vin

単位

V

V

V

V

V

-0.3～+4.3

-0.3～+6.5

-0.3～VCC+0.3

-0.3～PVCC+0.3

-0.3～+2.1

アナログ入力、EXTAL、PLLCAP、 
H-UDI端子以外の全端子
PLLCAP端子

表29.2 電源名と端子の対応を参照

27.2 DC特性 

表 27.2 電源名と端子の対応 

27-3、27-5、27-7 

45

46

143

144

160

164

135

136

137

138

167

168

223

230

231

ピン No. 

(FP-256H)
機能 3 機能 4

SCK2

IRQOUT
 

29.2 DC特性 

表 29.2 電源名と端子の対応 

表を修正 

ピン

No.

機能 3 機能 4

45 SCS0 

46 SCS1 

143 SSO0 

144 SSI0 

160 SSCK0 

164

135

136

137

138

SCK2

 

SSCK1 

ADTO0A 

ADTO0B 

ADTO1A 

ADTO1B 

167 SSO1 

168 SSI1 

223 SSCK1 

230 SCS0 

231 IRQOUT SCS1 
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27.2 DC特性 

表 27.4 DC特性 

27-9、27-10、27-11 
項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

入力ハイレベル電圧
（シュミットトリガ
入力端子を除く） 

RES、NMI、FWE、MD2～0、HSTBY VIH VCC－0.4 

VCC－0.5 

－ 

－ 

5.8 

5.8 

V 2.4V≦Vcc＜2.7V 

2.7V≦Vcc＜3.6V 

入力ローレベル電圧
（シュミットトリ 

ガ入力端子を除く） 

RES、NMI、FWE、MD2～0、HSTBY、
TRST、AUDRST、 AUDMD 

VIL -0.3 

-0.3 

－ 

－ 

0.4 
0.5 

V 2.4V≦Vcc＜2.7V 

2.7V≦Vcc＜3.6V 

 

29.2 DC特性 

表 29.4 DC特性 

表を修正 
項目 記号 min typ max 単位 測定条件

V
CC
－0.4 － 5.8 2.4V≦Vcc＜2.7VRES、NMI、FWE、MD2～0、HSTBY

V
CC
－0.5 － 5.8 

V

2.7V≦Vcc＜3.6V 
  

入力ハイレベル電圧（シ
ュミットトリガ入力端子
を除く）

VIH 

-0.3 － 0.4 2.4V≦Vcc＜2.7V RES、NMI、FWE、MD2～0、HSTBY、
TRST、AUDRST、 AUDMD -0.3 － 0.5 

V

2.7V≦Vcc＜3.6V 

入力ローレベル電圧（シ
ュミットトリガ入力端子
を除く）

VIL 

 

項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

消費電流 通常動作時 ICC － 100 150 mA f＝80MHz 

 スリープ時  － 80 130 mA  

－ － 300 μA Ta≦50℃ スタンバイ時（2.7V≦Vcc≦3.6V） 

－ － 750 μA 50℃<Ta≦105℃ 

 － － 1000 μA 105℃＜Ta≦125℃ 

－ － 600 μA Ta≦50℃ 

 

RAMスタンバイ時（2.4V≦Vcc＜2.7V） 

 

－ － 1000 μA 50℃<Ta≦105℃ 

   － － 1000 μA 105℃＜Ta≦125℃ 

 

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

－ 100 150 

130 180 

90 160 

f＝80MHz（SH7058SF）通常動作時

－ 

mA 

f＝80MHz（SH7059F）

－ 80 130 f＝80MHz（SH7058SF）スリープ時

－ 

mA 

f＝80MHz（SH7059F）

－ － 300 μA T
a
≦50℃

－ － 750 μA 50℃＜T
a
≦105℃

スタンバイ時（2.4V≦Vcc≦3.6V）

I
CC

－ － 1000 μA 105℃＜T
a
≦125℃

消費電流

 

項目 記号 min typ max 単位 測定条件 

消費電流 書き込み動作時 ICC － 80 130 mA VCC＝3.3V 

f＝40MHz 

アナログ電源電流 A/D変換中 AICC － 1.2 5 mA  

 A/D変換待機時、スタンバイ時  － 1.0 30 μA  

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

－ 110 170 V
CC
＝3.3V 

f＝80MHz（SH7058SF）

消費電流 書き込み動作時 I
CC

－ 140 200

mA 

V
CC
＝3.3V 

f＝80MHz（SH7059F）

A/D変換中 － 4.5 12 mA  アナログ電源電流

A/D変換待機時、スタンバイ時

AI
CC

－ 1.0 30 μA

27.3.5 アドバンストタイマユニットタイミング、アドバンストパ
ルスコントローラタイミング 

図 27.13 ATUクロック入力タイミング 

27-23 

VOL VOL

tTCKS tTCKS

tTCKWL tTCKWH

CK

TCLKA、TCLKB

29.3.5 アドバンストタイマユニットタイミング、アドバンストパ
ルスコントローラタイミング 

図 29.13 ATUクロック入力タイミング 

図を差し替え 

VOL VOL

tTCKS tTCKS

tTCKWL tTCKWH

CK

TCLKA、TCLKB

27.3.9 HCAN-II タイミング 

27-28 

29.3.9 HCAN-II タイミング 

【使用上の注意】を追加 

27.3.11 MTADタイミング 29.3.11 MTADタイミング 

新規追加 

27.3.15 SSUタイミング 29.3.15 SSUタイミング 

新規追加 

27.5 フラッシュメモリ特性 

表 27.20 フラッシュメモリ特性 

27-38 

項目 min typ max 

書き込み時間*1*2*4 - 3 200 

消去時間*1*3*5 - 2 20 

書き換え回数 100 - - 

 

*4 総書き換え時間（書き込み時間＋消去時間）は以下のように
なります。40s（typ）、参考値 60s、80s（max） 

ただし、参考値以内に入るのは 90％です。 

*5 tP、tEは typ値近傍を中心に分布します。 

29.5.1 SH7058S 

表 29.22 フラッシュメモリ特性 

表および注を修正 

項目 min typ max 

書き込み時間*1*2*4 － 1  20  

消去時間*1*3*5 － 1.3  3.5  

書き換え回数 100 － －  

 

*4 総書き換え時間（書き込み時間＋消去時間）は以下のように
なります。 

20s（typ）、35s（参考値）、50s（max） 

ただし、参考値以内に入るのは 90％です。 

*5  tEは typ値近傍を中心に分布します。 

 29.5.2 SH7059 

新規追加 
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付録 

付録-3、4、25、26、47、61、63、64 
ビット名アドレス レジスタ

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

モジュール

H'FFFFD082 TCR15 TCR14 TCR13 TCR12 TCR11 TCR10 TCR9 －

H'FFFFD083 

TCR

TCR7 － TPSC5 TPSC4 TPSC3 TPSC2 TPSC1 TPSC0 

HCAN0

（チャネル 0）

付録 

表および注を修正 
ビット名アドレス レジスタ

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

モジュール

H'FFFFD082 TCR15 TCR14 TCR13 TCR12 TCR11 TCR10 TCR9 －

H'FFFFD083 

TCR

TCR7 － TCR5 TCR4 TCR3 TCR2 TCR1 TCR0 

HCAN0

（チャネル 0）

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD10C MSG_DATA_4 

H'FFFFD10D 

MBx[11], 

[12] MSG_DATA_5 

HCAN0 

（チャネル 0） 

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD10C MSG_DATA_4 

H'FFFFD10D 

MB0[11], 

[12] MSG_DATA_5 

HCAN0 

（チャネル 0） 

ビット名アドレス レジスタ

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

モジュール

H'FFFFD882 TCR15 TCR14 TCR13 TCR12 TCR11 TCR10 TCR9 －

H'FFFFD883 

TCR

TCR7 － TPSC5 TPSC4 TPSC3 TPSC2 TPSC1 TPSC0 

HCAN1

（チャネル 1）

ビット名アドレス レジスタ

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

モジュール

H'FFFFD882 TCR15 TCR14 TCR13 TCR12 TCR11 TCR10 TCR9 －

H'FFFFD883 

TCR

TCR7 － TCR5 TCR4 TCR3 TCR2 TCR1 TCR0 

HCAN1

（チャネル 1）

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD90C MSG_DATA_4 

H'FFFFD90D 

MBx[11], 

[12] MSG_DATA_5 

HCAN1 

（チャネル 1） 

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD90C MSG_DATA_4 

H'FFFFD90D 

MB0[11], 

[12] MSG_DATA_5 

HCAN1 

（チャネル 1） 

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFEC14 SBYCR SSBY HIZ － － － － － － 低消費電力 

モード 

H'FFFFEC26 － － － － － － － － 

H'FFFFEC27 

RAMER 

－ － － － RAMS RAM2 RAM1 RAM0 

BSC 

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFEC14 SBYCR SSBY － SSBYF － － － － － 低消費電力 

モード 

H'FFFFEC26 － － － － － － － － 

H'FFFFEC27 

RAMER 

*2 － － － － RAMS RAM2 RAM1 RAM0 

H'FFFFEC26 － － － － － － － － 

H'FFFFEC27 

RAMER 

*3 － － － － RAMS － － RAM0 

BSC 

【注】 *2 ROM 1MB/RAM 48KB版 

*3 ROM 1.5MB/RAM 80KB版

ビット名 アドレス レジスタ

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF708 SYSCR1 OSCSTOP INOSCE － － － － AUDSRST RAME 

H'FFFFF70A SYCSR2*1 － － － － － － － － 

H'FFFFF70B SYCSR2*2 CKSEL － － － MSTOP3 MSTOP2 MSTOP1 MSTOP0 

低消費電力 

モード 

ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF708 SYSCR1 － － － － － － AUDSRST RAME 

H'FFFFF70A SYCSR2*1 － － － － － － － － 

H'FFFFF70B SYCSR2*2 － － － － MSTOP3 MSTOP2 MSTOP1 MSTOP0 

低消費電力 

モード 

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF722 － PA15MD － PA14MD － PA13MD － PA12MD 

H'FFFFF723 

PACRH 

PA11MD1 PA11MD0 PA10MD1 PA10MD0 PA10MD1 PA9MD0 PA8MD1 PA8MD0 

ポートＡ 

H'FFFFF732 PB15MD1 PB15MD0 PB14MD1 PB14MD0 － PB13MD PB12MD1 PB12MD0 

H'FFFFF733 

PBCRH 

PB11MD1 PB11MD0 PB10MD1 PB10MD0 PB9MD1 PB9MD0 PB8MD1 PB8MD0 

ポートＢ 

H'FFFFF73C － － － － － － － PC4MD 

H'FFFFF73D 

PCCR 

－ PC3MD － PC2MD － PC1MD － PC0MD 

ポートＣ 

ビット名        アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF722 PA15MD1 PA15MD0 PA14MD1 PA14MD0 － PA13MD － PA12MD 

H'FFFFF723 

PACRH 

PA11MD1 PA11MD0 PA10MD1 PA10MD0 PA9MD1 PA9MD0 PA8MD1 PA8MD0 

ポートＡ 

H'FFFFF732 PB15MD1 PB15MD0 PB14MD1 PB14MD0 PB13MD1 PB13MD0 PB12MD1 PB12MD0 

H'FFFFF733 

PBCRH 

PB11MD1 PB11MD0 PB10MD1 PB10MD0 PB9MD1 PB9MD0 PB8MD1 PB8MD0 

ポートＢ 

H'FFFFF73C － － － － － － － PC4MD 

H'FFFFF73D 

PCCR 

PC3MD1 PC3MD0 PC2MD1 PC2MD0 － PC1MD － PC0MD 

ポートＣ 

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF74A CKHIZ PF15MD － PF14MD － PF13MD － PF12MD 

H'FFFFF74B 

PFCRH 

－ PF11MD － PF10MD － PF9MD － PF8MD 

ポートＦ 

H'FFFFF758 － － － － PL13MD1 PL13MD0 － PL12MD 

H'FFFFF759 

PLCRH 

PL11MD1 PL11MD0 PL10MD1 PL10MD0 PL9MD1 PL9MD0 － PL8MD 

H'FFFFF75A － PL7MD － PL6MD － PL5MD － PL4MD 

H'FFFFF75B 

PLCRL 

－ PL3MD PL2MD1 PL2MD0 PL1MD1 PL1MD0 － PL0MD0 

ポートＬ 

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF74A CKHIZ PF15MD0 PF15MD1 PF14MD0 PF14MD1 PF13MD － PF12MD 

H'FFFFF74B 

PFCRH 

－ PF11MD － PF10MD － PF9MD － PF8MD 

ポートＦ 

H'FFFFF758 － － － － PL13MD1 PL13MD0 PL12MD1 PL12MD0 

H'FFFFF759 

PLCRH 

PL11MD1 PL11MD0 PL10MD1 PL10MD0 PL9MD1 PL9MD0 － PL8MD 

H'FFFFF75A PL7MD1 PL7MD0 － PL6MD － PL5MD － PL4MD 

H'FFFFF75B 

PLCRL 

－ PL3MD PL2MD1 PL2MD0 PL1MD1 PL1MD0 － PL0MD 

ポートＬ 

付録 

付録-65、68 
ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF76E ADTRG0 EXTRG － － － － － － － A/D 

H'FFFFF784 PD15PR PD14PR PD13PR PD12PR PD11PR PD10PR PD9PR PD8PR 

H'FFFFF785 

PDPR 

PD7PR PD6PR PD5PR PD4PR PD3PR PD2PR PD1PR PD0PR 

ポート D 

H'FFFFF788 PL15PR PL14PR PL13PR PL12PR PL11PR PL10PR PL9PR PL8PR 

H'FFFFF789 

PLPR 

PL7PR PL6PR PL5PR PL4PR PL3PR PL2PR PL1PR PL0PR 

ポート L 

付録 

表および注を修正 
ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF76E ADTRGR0 EXTRG － － － － － － － A/D 

H'FFFFF784 － － PD13PR PD12PR PD11PR PD10PR PD9PR PD8PR 

H'FFFFF785 

PDPR 

PD7PR PD6PR PD5PR PD4PR PD3PR PD2PR PD1PR PD0PR 

ポート D 

H'FFFFF788 － － PL13PR PL12PR PL11PR PL10PR PL9PR PL8PR 

H'FFFFF789 

PLPR 

PL7PR PL6PR PL5PR PL4PR PL3PR PL2PR PL1PR PL0PR 

ポート L 

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF86C ADTCR0 CKSEL1x CKSEL0x － － DTSELxB DTSELxA ADSELxB ADSELxA 

H'FFFFF86D ADTSR0 － TADFxB TADFxA ADDFxB ADDFxA ADCYLFx ADCMFxB ADCMFxA 

H'FFFFF86E ADTIER0 ADTRGx TADExB TADExA ADDExB ADDExA ADCYLEx ADCMExB ADCNExA 

H'FFFFF87C ADTCR1 CKSEL1x CKSEL0x － － DTSELxB DTSELxA ADSELxB ADSELxA 

H'FFFFF87D ADTSR1 － TADFxB TADFxA ADDFxB ADDFxA ADCYLFx ADCMFxB ADCMFxA 

H'FFFFF87E ADTIER1 ADTRGx TADExB TADExA ADDExB ADDExA ADCYLEx ADCMExB ADCNExA 

MTAD 

ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF86C ADTCR0 CKSEL10 CKSEL00 － － DTSEL0B DTSEL0A ADSEL0B ADSEL0A 

H'FFFFF86D ADTSR0 － TADF0B TADF0A ADDF0B ADDF0A ADCYLF0 ADCMF0B ADCMF0A 

H'FFFFF86E ADTIER0 ADTRG0 TADE0B TADE0A ADDE0B ADDE0A ADCYLE0 ADCME0B ADCNE0A 

H'FFFFF87C ADTCR1 CKSEL11 CKSEL01 － － DTSEL1B DTSEL1A ADSEL1B ADSEL1A 

H'FFFFF87D ADTSR1 － TADF1B TADF1A ADDF1B ADDF1A ADCYLF1 ADCMF1B ADCMF1A 

H'FFFFF87E ADTIER1 ADTRG1 TADE1B TADE1A ADDE1B ADDE1A ADCYLE1 ADCME1B ADCNE1A 

MTAD 

 

SSUのレジスタ表 

新規追加 
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A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態 

表 A.2 リセット、低消費電力状態から復帰後のレジスタ状態 

付録-69～付録 72 

 

 

 

表 A.2リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態 

 

低消費電力状態 分類 略称 

ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

R0～R15 

SR 

GBR 

VBR 

MACH,MACL 

PR 

CPU 

PC 

初期化 保持 

FR0～FR15 

FPUL 

FPU 

FPSCR 

初期化 保持 

IPRA～IPRL 

ICR 

割り込み 
コントローラ 
（INTC） ISR 

初期化 保持 

UBARH,UBARL 

UBAMRH,UBAMRL 

UBBR 

ユーザブレーク 
コントローラ 
（UBC） 

UBCR 

初期化 保持 

BCR1,BCR2 バスステート 
コントローラ（BSC） WCR 

初期化 保持 

A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態 

表 A.2 リセット、低消費電力状態から復帰後のレジスタ状態 

タイトルおよび表を修正 

シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）、 
マルチトリガ A/D（MTAD）を追加、注を削除。 

 

表 A.2リセット、低消費電力状態から復帰後のレジスタ状態 

表を修正 
低消費電力状態 分類 略称 

ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

R0～R15 

SR 

GBR 

VBR 

MACH,MACL 

PR 

CPU 

PC 

初期化 初期化 

FR0～FR15 

FPUL 

FPU 

FPSCR 

初期化 初期化 

IPRA～IPRL 

ICR 

割り込み 
コントローラ 
（INTC） ISR 

初期化 初期化 

UBARH,UBARL 

UBAMRH,UBAMRL 

UBBR 

ユーザブレーク 
コントローラ 
（UBC） 

UBCR 

初期化 初期化 

BCR1,BCR2 バスステート 
コントローラ（BSC） WCR 

初期化 初期化 

 

低消費電力状態 分類 略称 

ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

アドバンストパルス 
コントローラ（APC） 

POPCR 初期化 保持 

低消費電力状態 分類 略称 

ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

アドバンストパルス 
コントローラ（APC） 

POPCR 初期化 初期化 
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A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態 

表 A.2リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態 

 

低消費電力状態 分類 略称 

ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

SMR0～SMR4 

BRR0～BRR4 

SCR0～SCR4 

保持 

TDR0～TDR4 

SSR0～SSR4 

RDR0～RDR4 

初期化 

シリアルコミュニ 
ケーションインタ 
フェース（SCI） 

SDCR0～SDCR4 

初期化 

保持 

ADDR0（H/L）～ 
ADDR31（H/L） 

ADCSR0,ADCSR1 
ADCSR2 

ADCR0,ADCR1 
ADCR2 

初期化 A/D変換器  

ADTRGR0,ADTRGR1 
ADTRGR2 

初期化 

保持 

PAIOR,PBIOR,PCIOR 
PDIOR,PEIOR,PFIOR 

PGIOR,PHIOR,
 PJIOR  

PKIOR,PLIOR 

ピンファンクション 
コントローラ（PFC） 
  

PACRH,PACRL,PBCRH 
PBCRL,PBIR,PCCR 

PDCRH,PDCRL,PECR 
PFCRH,PFCRL,PGCR 
PHCR,PJCRH,PJCRL 
PKCRH,PKCRL,PKIR 
PLCRH,PLCRL,PLIR 

初期化 保持 

PADR,PBDR,PCDR 
PDDR,PEDR,PFDR 
PGDR,PHDR,PJDR 

PKDR,PLDR 

初期化 保持 I/Oポート  
  

PAPR,PBPR,PDPR 
PJPR,PLPR 

保持 保持 

RAMER 保持 

FCCS 初期化/保持* 

FPCS 

FECS 

FKEY 

初期化 

FMATS 保持 

フラッシュ ROM 

FTDAR 

初期化 

初期化 

 
リセット状態 低消費電力状態 分類 略称 

パワーオン ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

SBYCR 

SYSCR1、SYSCR2 

低消費電力状態関係
  

MSTCR 

初期化 初期化 保持 

コントローラ 
エリアネットワーク 
（HCAN） 

MB 不定 保持 保持 

SDIR 

SDSR 

ハイパフォーマンス 
ユーザデバッグ 
インタフェース 
（H-UDI） 

SDDRH,SDDRL 

保持 保持 保持 

【注】 * ビット 7（FLER）は保持、ビット 0（SCO）は初期化

A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態 

表 A.2リセット、低消費電力状態から復帰後のレジスタ状態 

表を修正 

低消費電力状態 分類 略称 

ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

SMR0～SMR4 

BRR0～BRR4 

SCR0～SCR4 

TDR0～TDR4 

SSR0～SSR4 

RDR0～RDR4 

シリアルコミュニ 
ケーションインタ 
フェース（SCI） 

SDCR0～SDCR4 

初期化 初期化 

ADDR0（H/L）～ 
ADDR31（H/L） 

ADCSR0,ADCSR1 
ADCSR2 

ADCR0,ADCR1 
ADCR2 

A/D変換器  

ADTRGR0,ADTRGR1 
ADTRGR2 

初期化 初期化 

PAIOR,PBIOR,PCIOR 
PDIOR,PEIOR,PFIOR 

PGIOR,PHIOR,
 PJIOR  

PKIOR,PLIOR 

ピンファンクション 
コントローラ（PFC） 
  

PACRH,PACRL,PBCRH 
PBCRL,PBIR,PCCR 

PDCRH,PDCRL,PECR 
PFCRH,PFCRL,PGCR 
PHCR,PJCRH,PJCRL 
PKCRH,PKCRL,PKIR 
PLCRH,PLCRL,PLIR 

初期化 初期化 

PADR,PBDR,PCDR 
PDDR,PEDR,PFDR 
PGDR,PHDR,PJDR 

PKDR,PLDR 

初期化 初期化 I/Oポート  
  

PAPR,PBPR,PDPR 
PJPR,PLPR 

端子の値 端子の値 

 
リセット状態 低消費電力状態 分類 略称 

パワーオン ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

RAMER 

FCCS 

FPCS 

FECS 

FKEY 

FMATS 

フラッシュ ROM 

FTDAR 

初期化 初期化 初期化 

SBYCR 低消費電力状態関係  

SYSCR1、SYSCR2 

初期化 初期化 初期化 

コントローラ 
エリアネットワーク 
（HCAN） 

MB 不定 不定 不定 

SDIR 

SDSR 

ハイパフォーマンス 
ユーザデバッグ 
インタフェース 
（H-UDI） 

SDDRH,SDDRL 

保持 不定 不定 
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B. 端子状態 

表 B.1 端子状態 

付録-73、付録-74 
端子状態 

リセット状態 低消費電力状態 

パワーオン 

ROMなし 

拡張 

分類 端子名 

8bit 16bit 

ROMあり 

拡張 

シングル 

チップ 

ハードウェア 

スタンバイ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

H-UDI 

モジュール 

スタンバイ 

AUD 

モジュール 

スタンバイ 

バス権 

解放状態 

CK*2 O Z H*1 O O O 

XTAL O L L O O O 

EXTAL I Z I I I I 

クロック 

PLLCAP I I I I I I 

RES I Z I I I I 

FWE I I I I I I 

HSTBY I I I I I I 

MD0 I I I I I I 

MD1 I I I I I I 

MD2 I I I I I I 

WDTOVF O Z O*1 O O O 

BREQ ― Z Z I I I 

システム制御 

BACK ― Z Z O O L 

NMI I Z I I I I 

IRQ0～IRQ7 ― Z Z I I I 

割り込み 

IRQOUT ― Z O*1 O O O 

アドレスバス A0～A21 O ― Z Z O O Z 

D0～D7 Z ― Z Z I/O I/O Z データバス 

D8～D15 ― Z ― Z Z I/O I/O Z 

WAIT I ― Z Z I I I 

WRH, WRL H ― Z Z O O Z 

RD H ― Z Z O O Z 

CS0 H ― Z Z O O Z 

バス制御 

CS1～CS3 ― Z Z O O Z 

ポート制御 POD ― Z Z I I I 

TI0A～TI0D ― Z Z I I I 

TIO1A～TIO1H ― Z K*1 I/O I/O I/O 

TIO2A～TIO2H ― Z K*1 I/O I/O I/O 

TIO3A～TIO3D ― Z K*1 I/O I/O I/O 

TIO4A～TIO4D ― Z K*1 I/O I/O I/O 

TIO5A～TIO5D ― Z K*1 I/O I/O I/O 

TO6A～TO6D ― Z O*1 O O O 

TO7A～TO7D ― Z O*1 O O O 

ATU-II 

TO8A～TO8P ― Z O*1 O O O 

 
端子状態 

リセット状態 低消費電力状態 

パワーオン 

ROMなし 

拡張 

分類 端子名 

8bit 16bit 

ROMあり 

拡張 

シングル 

チップ 

ハードウェア 

スタンバイ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

H-UDI 

モジュール 

スタンバイ 

AUD 

モジュール 

スタンバイ 

バス権 

解放状態 

TI9A～TI9F ― Z Z I I I 

TI10 ― Z Z I I I 

TIO11A,  

TIO11B 

― Z K*1 I/O I/O I/O 

ATU-II 

TCLKA,TCLKB ― Z Z I I I 

SCK0～SCK4 ― Z K*1 I/O I/O I/O 

TxD0～TxD4 ― Z O*1 O O O 

SCI 

RxD0～RxD4 ― Z Z I I I 

AN0～AN31 Z Z Z I I I 

ADTRG0, 

ADTRG1 

― Z Z I I I 

ADEND ― Z O*1 O O O 

A/D変換器 

AVref I I I I I I 

APC PULS0～ 

PULS7 

― Z O*1 O O O 

HTxD0, HTxD1 ― Z O*1 O O O HCAN 

HRxD0, HRxD1 ― Z Z I I I 

UBC UBCTRG ― Z O*1 O O O 

PA0～PA15 Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PB0～PB15 Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PC0～PC4 Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PD0～PD13 Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PE0～PE15 ― Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PF0～PF5 ― Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PF6～PF10 ― Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PF11～PF15 Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PG0～PG3 Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PH0～PH7 ― Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PH8～PH15 Z ― Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PJ0～PJ15 Z Z K*1 I/O I/O I/O 

PK0～PK15 Z Z K*1 I/O I/O I/O 

I/Oポート 

PL0～PL13 Z Z K*1 I/O I/O I/O 

B. 端子状態 

表 B.1 端子状態 

表を修正 
端子状態 

リセット状態 低消費電力状態 

パワーオン 

ROMなし 

拡張 

分類 端子名 

8bit 16bit 

ROMあり 

拡張 

シングル 

チップ 

ハードウェア 

スタンバイ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

H-UDI 

モジュール 

スタンバイ 

AUD 

モジュール 

スタンバイ 

バス権 

解放状態 

CK*1 O Z Z O O O 

XTAL I/O L L I/O I/O I/O 

EXTAL I Z Z I I I 

クロック 

PLLCAP I I I I I I 

RES I Z I I I I 

FWE I I I I I I 

HSTBY I I I I I I 

MD0 I I I I I I 

MD1 I I I I I I 

MD2 I I I I I I 

WDTOVF O Z Z O O O 

BREQ ― Z Z I I I 

システム制御 

BACK ― Z Z O O L 

NMI I Z I I I I 

IRQ0～IRQ7 ― Z Z I I I 

割り込み 

IRQOUT ― Z Z O O O 

アドレスバス A0～A21 O ― Z Z O O Z 

D0～D7 Z ― Z Z I/O I/O Z データバス 

D8～D15 ― Z ― Z Z I/O I/O Z 

WAIT I ― Z Z I I I 

WRH, WRL H ― Z Z O O Z 

RD H ― Z Z O O Z 

CS0 H ― Z Z O O Z 

バス制御 

CS1～CS3 ― Z Z O O Z 

ポート制御 POD ― Z Z I I I 

TI0A～TI0D ― Z Z I I I 

TIO1A～TIO1H ― Z Z I/O I/O I/O 

TIO2A～TIO2H ― Z Z I/O I/O I/O 

TIO3A～TIO3D ― Z Z I/O I/O I/O 

TIO4A～TIO4D ― Z Z I/O I/O I/O 

TIO5A～TIO5D ― Z Z I/O I/O I/O 

TO6A～TO6D ― Z Z O O O 

TO7A～TO7D ― Z Z O O O 

ATU-II 

TO8A～TO8P ― Z Z O O O 

 
端子状態 

リセット状態 低消費電力状態 

パワーオン 

ROMなし 

拡張 

分類 端子名 

8bit 16bit 

ROMあり 

拡張 

シングル 

チップ 

ハードウェア 

スタンバイ 

ソフトウェア 

スタンバイ 

H-UDI 

モジュール 

スタンバイ 

AUD 

モジュール 

スタンバイ 

バス権 

解放状態 

TI9A～TI9F ― Z Z I I I 

TI10 ― Z Z I I I 

TIO11A, TIO11B ― Z Z I/O I/O I/O 

ATU-II 

TCLKA,TCLKB ― Z Z I I I 

SCK0～SCK4 ― Z Z I/O I/O I/O 

TxD0～TxD4 ― Z Z O O O 

SCI 

RxD0～RxD4 ― Z Z I I I 

SSCK0, SSCK1 ― Z Z O O O 

SSI0, SSI1 ― Z Z I I I 

SSO0, SSO1 ― Z Z O O O 

SSU 

SCS0, SCS1 ― Z Z I/O I/O I/O 

AN0～AN31 Z Z Z I I I 

ADTRG0, 

ADTRG1 

― Z Z I I I 

ADEND ― Z Z O O O 

A/D変換器 

AVref I I I I I I 

ADTO0A ― Z Z O O O 

ADTO0B ― Z Z O O O 

ADTO1A ― Z Z O O O 

MTAD 

ADTO1B ― Z Z O O O 

APC PULS0～ 

PULS7 

― Z Z O O O 

HTxD0, HTxD1 ― Z Z O O O HCAN 

HRxD0, HRxD1 ― Z Z I O I 

UBC UBCTRG ― Z Z O O O 

PA0～PA15 Z Z Z I/O I/O I/O 

PB0～PB15 Z Z Z I/O I/O I/O 

PC0～PC4 Z Z Z I/O I/O I/O 

PD0～PD13 Z Z Z I/O I/O I/O 

PE0～PE15 ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PF0～PF5 ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PF6～PF10 ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PF11～PF15 Z Z Z I/O I/O I/O 

PG0～PG3 Z Z Z I/O I/O I/O 

PH0～PH7 ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PH8～PH15 Z ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PJ0～PJ15 Z Z Z I/O I/O I/O 

PK0～PK15 Z Z Z I/O I/O I/O 

I/Oポート 

PL0～PL13 Z Z Z I/O I/O I/O 
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B. 端子状態 

表 B.2 端子状態（2） 

付録-75 

端子状態 

低消費電力状態 

分類 端子名 

ソフトウェア 

スタンバイ 

TMS I 

TRST I 

TDI I 

TDO O/Z 

H-UDI 

TCK I 
 

B. 端子状態 

表 B.2 端子状態（2） 

表を修正 

端子状態 

低消費電力状態 

分類 端子名 

ソフトウェア 

スタンバイ 

TMS Z 

TRST Z 

TDI Z 

TDO Z 

H-UDI 

TCK Z 
 

表 B.3 端子状態（3） 

付録-75 

端子状態 分類 端子名 

ハードウェアスタンバイ 

AUDモジュールスタンバイ 

ソフトウェアスタンバイ 

AUDSRST＝1／通常動作 

AUDRST Z H入力 

AUDMD Z I 

AUDATA0～ 

AUDATA3 

Z AUDMD＝H時：I/O 

AUDMD＝L時：O 

AUDCK Z AUDMD＝H時：I 

AUDMD＝L時：O 

AUD 

AUDSYNC Z AUDMD＝H時：I 

AUDMD＝L時：O 

【注】*1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）のポート
インピーダンスビット（HIZ）を 1にすると、出力端子は、ハイイ
ンピーダンスになります。 

表 B.3 端子状態（3） 

表を修正 

端子状態 分類 端子名 

ハードウェアスタンバイ 

ソフトウェアスタンバイ 

AUDモジュールスタンバイ 

 

 

AUDSRST＝1／通常動作 

AUDRST Z H入力 

AUDMD Z I 

AUDATA0～ 

AUDATA3 

Z AUDMD＝H時：I/O 

AUDMD＝L時：O 

AUDCK Z AUDMD＝H時：I 

AUDMD＝L時：O 

AUD 

AUDSYNC Z AUDMD＝H時：I 

AUDMD＝L時：O 

【注】*1削除 

C. 型名一覧 

表 C.1 SH7058 F-ZTAT型名一覧 

付録-76 

 

 
製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ 動作温度（フラッシュ 

メモリのW/E除く） 

HD64F7058BF80L 64F7058F80 256ピン（FP-256H） －40℃～105℃ 

HD64F7058BF80K 64F7058F80 256ピン（FP-256H） －40℃～125℃ 

HD64F7058BP80L 64F7058BP80 272ピン（BP-272） －40℃～105℃ 

SH7058 F-ZTAT 

HD64F7058BP80K 64F7058BP80 272ピン（BP-272） －40℃～125℃ 

C. 型名一覧 

表 C.1 SH7059 F-ZTAT型名一覧 

新規追加 

 

表 C.2 SH7058S F-ZTAT 
製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ 動作温度（フラッシュ 

メモリのW/E除く） 

R4F70580SCL80FP R4F70580SC 256ピン（FP-256H） -40˚C～105˚C 

R4F70580SCK80FP R4F70580SC 256ピン（FP-256H） -40˚C～125˚C 

R4F70580SCL80BG R4F70580SC 272ピン（BP-272） -40˚C～105˚C 

SH7058S F-ZTAT 

R4F70580SCK80BG R4F70580SC 272ピン（BP-272） -40˚C～125˚C 
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1. 概要 

1.1 特長 
本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC方式の CPUをコアにして、システム構成に必要な周辺機能を集積したシング

ルチップ RISCマイコンです。 
本 LSIの CPUは、RISC方式の命令セットを持っており、基本命令は l命令 lステート（lシステムクロックサイクル）

で動作するので、命令実行速度が飛躍的に向上しています。また内部 32ビット構成を採用しており、データ処理能力を
強化しています。本 LSIの CPUによって、従来のマイコンでは実現が不可能だった、高速性が要求されるリアルタイム
制御などのアプリケーションでも、低コストでかつ高性能／高機能なシステムを組むことができるようになります。 
さらに本 LSIはシステム構成に必要な周辺機能として、浮動小数点演算ユニット（FPU）、ROM、RAM、ダイレクト

メモリアクセスコントローラ（DMAC）、タイマ、シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）、コントローラ
エリアネットワーク-II（HCAN-II）、A/D変換器、割り込みコントローラ（INTC）、I/Oポートなどを内蔵しています。 
また、外部メモリアクセスサポート機能により、ROMや SRAMと直接接続することができます。これらにより、シス

テムコストの大幅な低減が可能です。 
内蔵 ROMはフラッシュメモリを内蔵した F-ZTAT*（Flexible Zero Turn Around Time）版です。フラッシュメモリは本

LSIの書き込みをサポートしているライタを用いてプログラムの書き込みができるほか、ソフトウェアで書き込み／消去
することもできます。これにより、LSIをボードに組み込んだままユーザサイドで書き換えが可能です。 
本 LSIの特長を表 1.1に示します。 

【注】 * F-ZTATは、（株）ルネサス テクノロジの商標です。 

表 1.1 特長 
項目 特長 

CPU ●最高動作周波数：80MHz 

●ルネサスオリジナル SH-2E CPU 

●内部 32ビット構成 

●汎用レジスタマシン 

 一汎用レジスタ 32ビット×16本 

 一コントロールレジスタ 32ビット×3本 

 一システムレジスタ 32ビット×4本 

●命令実行時間 基本命令は 1命令／1ステート（80MHz動作時：12.5ns／命令） 

●アドレス空間 アーキテクチャ上は 4GB 

●パイプライン 5段パイプライン方式 

動作状態 ●動作モード 

 一シングルチップモード 

 一 8/16ビットバス拡張モード 

  ・内蔵 ROMありモード 

  ・内蔵 ROMなしモード 

●処理状態 

 一リセット状態 

 一プログラム実行状態 

 一例外処理状態 

 一バス権解放状態 

 一低消費電力状態 

●低消費電力機能 

 一スリープモード 

 一ソフトウェアスタンバイモード 

 一ハードウェアスタンバイモード 

 一モジュールスタンバイ 
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項目 特長 

乗算器 ●32×32→64の乗算を 2～4ステートで実行 

●32×32+64→64の積和演算を 2～4ステートで実行 

浮動小数点演算器（FPU） ●SuperHアーキテクチャのコプロセッサ 

●単精度浮動少数点演算サポート 

●IEEE規格で規定されているデータタイプのサブセットをサポート 

●無効演算（Invalid Operation）およびゼロによる除算の例外検出をサポート（IEEE規格のサブセッ
ト） 

●丸めモードとして、ゼロ方向への丸めをサポート（IEEE規格のサブセット） 

●16本の 32ビット浮動小数点データレジスタ 

●FMAC命令（積和演算命令）をサポート 

●FDIV命令（除算命令）をサポート 

●FLDI0/FLDI1命令（定数 0/1のロード命令）をサポート 

●命令遅延時間：FMAC/FADD/FSUB/FMULの各命令の場合、2サイクル 

●実行ピッチ：FMAC/FADD/FSUB/FMULの各命令の場合、1サイクル 

クロック発振器（CPG/PLL） ●内蔵発振回路（最大動作周波数：80MHz） 

●CPU用システムクロックと周辺モジュール用周辺クロックを独立に生成 

●内蔵 PLLによりクロック逓倍（×8）が可能 

●入力クロック周波数 5～10MHz 

割り込みコントローラ（INTC） ●外部割り込み端子×9本（NMI、IRQ0～IRQ7） 

●内部割り込み要因 123要因 

（ATU-II×75、SCI×20、DMAC×4、A/D×5、WDT×1、UBC×1、CMT×2、HCAN-II×8、 
H-UDI×1、SSU*×6） 

●16レベルの優先順位設定が可能 

ユーザブレークコントローラ 
（UBC） 

●CPUや DMACが、ある設定した条件のバスサイクルを生成すると割り込みを発生（割り込みマスク
も可能） 

●ブレーク条件でトリガパルス出力（UBCTRG）が可能 

 一トリガパルス幅選択可能（φ×1、×4、×8、×16） 

●オンチップデバッガの構築が容易 

バスステートコントローラ 
（BSC） 

●外部のメモリアクセスをサポート（SRAM、ROMをダイレクト接続可）：8/16ビットバス空間 

●3.3Vバスインタフェース 

●アドレス空間を 16MBの 4空間に分割、それぞれ以下の機能を選択可能 

 一バスサイズ：8/16ビット 
 一ウェイトサイクル数 
 一エリアに対応した選択信号（CS0～CS3）を出力 

●外部WAIT信号によるウェイトサイクルの挿入可 

●外部最小アクセスサイクル 2サイクル 

●バス衝突回避のためのアイドルサイクル挿入可 

ダイレクトメモリアクセス 
コントローラ（DMAC） 
×4チャネル 

●下記デバイス間の DMA転送が可能 

 一外部メモリ、内蔵メモリ、内蔵周辺モジュール（DMAC、UBC、BSC除く） 

●DMA転送要求可能な内蔵モジュール 

 一 SCI、A/D変換器、ATU-II、HCAN-II、SSU* 

●サイクルスチールモードまたはバーストモード転送可能 

●デュアルアドレスモード 

 一直接転送モード 

 一間接転送モード（チャネル 3のみ） 

●アドレスリロード機能（チャネル 2のみ） 

●転送データ幅：バイト／ワード／ロングワード 

【注】 * SSU：Synchronous Serial communication Unit 
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項目 特長 

アドバンストタイマ 
ユニット-II（ATU-II） 

●最大 65本の入出力が可能 

 一 32ビットインプットキャプチャ×4本 

 一 16ビットインプットキャプチャ／アウトプットコンペア×30本 

 一 16ビットワンショットパルス×16本 

 一 16ビット PWM×8本 

 一 8ビットイベントカウンタ×6本 

 一欠け歯検出機能×1本 

●入出力端子出力反転機能 

アドバンストパルス 
コントローラ（APC） 

●ATU-II（チャネル 11）のコンペアマッチ信号を受けて最大 8本のパルス出力に分配 

ウォッチドッグタイマ 
（WDT） 
×1チャネル 

●ウォッチドッグタイマ／インターバルタイマの切り替えが可能 

●カウンタオーバフロー時、内部リセット、外部信号、または割り込みを発生 

●2種類の内部リセット 

 一パワーオンリセット 

 一マニュアルリセット 

コンペアマッチタイマ 
（CMT） 
×2チャネル 

●4種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

●コンペアマッチ割り込みを各チャネル独立に要求可能 

シリアルコミュニケーション 
インタフェース（SCI） 
×5チャネル 

●調歩同期／クロック同期式モードの選択が可能 

●送受信を同時に行うことが可能（全二重） 

●複数のプロセッサとシリアルデータ通信が可能（調歩同期モード） 

●クロック反転機能 

●送信時 LSB/MSBファースト選択機能 

シンクロナスシリアルコミュ
ニケーションユニット（SSU） 
×2チャネル 

●マスタモードをサポート 

●クロック位相・極性の異なるデバイスと同時シリアル通信が可能 

●送受信データ長を 8/16/32ビットで選択可能 

●全二重通信が可能 

●連続シリアル通信が可能 

●LSB/MSBファースト方式が選択可能 

●クロックソースとして 7種類の内部クロックを選択可能 

●割り込み要因 5種類 

コントローラ 
エリアネットワーク-II 
（HCAN-II） 
×2チャネル 

●CANバージョン：Bosch 2.0B active対応 

●バッファサイズ（各チャネル）：送信／受信×31本、受信専用×1本 

●受信メッセージのフィルタリング可能 

A/D変換器 

 

●チャネル数：32チャネル 

●サンプル＆ホールドを 3系統搭載 

 一 12チャネル×2、8チャネル×1独立動作 

●2種類の変換モード選択可能 

 一単一変換モード 

 一スキャンモード 

  ・連続スキャンモード 

  ・1サイクルスキャンモード 

●外部トリガと ATU-IIのコンペアマッチによる起動も可能 

●10ビット分解能 

●精度：±2LSB 

マルチトリガ A/D（MTAD） ●特定の chのスキャン変換時に A/D内蔵タイマのコンペアマッチにより、要求があったチャネルを優
先的に A/D変換することが可能 
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項目 特長 

ハイパフォーマンス 
ユーザデバッグ 
インタフェース 
（H-UDI） 

●IEEE1149.1対応 

 ・5本のテスト信号（TCK、TDI、TDO、TMS、TRST） 

 ・TAPコントローラ 

 ・インストラクションレジスタ 

 ・データレジスタ 

 ・バイパスレジスタ 

●IEEE1149.1規格対応のテストモード 

 ・標準命令 ：BYPASS 、SAMPLE/PRELOAD、EXTEST 

 ・オプション命令 ：CLAMP、HIGHZ、IDCODE 

●H-UDI割り込み 

 ・INTCへの H-UDI割り込み要求 

アドバンストユーザデバッガ 
（AUD） 

●8本の専用端子 

●RAMモニタモード 

 一データ入出力周波数：内部動作周波数（φ）の 1/8以下 

 一内部／外部バスに接続されているモジュールのリード／ライトが可能 

●分岐アドレス出力モード 

I/Oポート（タイマ入出力端子、 
アドレス、データバスを含む） 

●入出力兼用端子：149本 

●シュミット入力端子：NMI、IRQn、RES、HSTBY、FWE、TCLK、IC、IC/OC、SCK、ADTRG 

●入力ポートの保護 

ROM ●1MBフラッシュメモリ（SH7058S）、1.5MBフラッシュメモリ（SH7059） 

●フラッシュメモリを 16ブロックに分割 

 SH7058S 

 一 4KB×8ブロック 

 一 96KB×1ブロック 

 一 128KB×7ブロック 

 SH7059 

 一 4KB×8ブロック 

 一 96KB×1ブロック 

 一 128KB×3ブロック 

 一 256KB×4ブロック 

●RAMエミュレーション機能（4KBブロックを使用） 

●フラッシュメモリプログラム方法 

 一ブートモード 

 一ユーザプログラムモード 

 一ユーザブートモード 

 一ライタモード 

RAM ●48Kバイト（SH7058S）、80Kバイト（SH7059） SRAM 
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1.2 ブロック図 
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図 1.1 ブロック図 
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1.3 端子説明 

1.3.1 ピン配置 
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図 1.2 ピン配置（FP-256H） 
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図 1.3 ピン配置（BP-272） 
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1.3.2 端子機能 
端子の機能について表 1.2に示します。 

表 1.2 端子の機能 
ピン番号 分類 記号 

FP-256H BP-272 

入出力 名称 機能 

VCC 11,49,52,75, 
139,187,203, 
237 

D5,D13,B14, 
F17,U16,U6, 
U4,J3 

入力 電源 LSI内部およびシステム系ポート（RES、
MD2～0、FWE、HSTBY、NMI、CK、
EXTAL、XTAL、H-UDIポート）用の電源
です。VCC端子は、すべてシステムのシス
テム系電源に接続してください。開放端
子があると動作しません。 

PVCC1 20,39,70,83 C6,C11,D16, 
F18 

入力 ポート電源 1 バス系ポート（ポートE、ポートF、ポート
H）用電源です。PVCC1端子は、すべてシス
テムのバス系電源に接続してください。開放
端子があると動作しません。 

PVCC2 128,148,172, 
194,212,247 

U19,V15,V9, 
V5,P3,H4 

 

入力 ポート電源 2 周辺モジュール系ポート（ポート A、ポ
ート B、ポート C、ポート D、ポート G、
ポート J、ポート K、ポート L、AUDポー
ト、WDTOVF）用電源です。PVCC2端子
は、すべてシステムの周辺モジュール系
電源に接続してください。開放端子があ
ると動作しません。 

VCL 30,161,225 B9,Y11,M2 入力 内部降圧電源端子 内部降圧電源の電圧安定用のコンデンサ
を接続する端子です。(0.33µF、0.47µF）
のコンデンサを介して VSSに接続してく
ださい（端子近くに配置）。外部電源に
接続しないでください。 

電源 

VSS 13,22,32,41, 
47,54,72,77, 
85,126,141, 
150,163,174, 
185,196,205, 
214,227,239, 
249 

A9,B13,B15, 
D7,D11,F19, 
G3,G17,J4, 
J9～12, 
K9～12, 
L9～12,M1, 
M9～12,P4, 
T18,U5,U9, 
V6,V16,W11 

入力 グランド グランドに接続します。VSS端子は、すべ
てシステムのグランドに接続してくださ
い。開放端子があると動作しません。 

フラッシュ 
メモリ 

FWE 56 D14 入カ フラッシュライト 
イネーブル 

通常動作時は、グランドに接続します。

オンボードプログラム時は、VCCを印加し
ます。 

PLLVCC 60 A17 入力 PLL用電源 内蔵 PLL発振器用の電源です。電源の接
続は「第 5章 クロック発振器（CPG）」
を参照してください。 

PLLVSS 62 A18 入力 PLL用グランド 内蔵 PLL発振器用のグランドです。 

電源の接続は「第 5章 クロック発振器
（CPG）」を参照してください。 

PLLCAP 61 B17 入力 PLL用容量 内蔵PLL発振器用の外付け容量端子です。
外付け容量の接続は「第5章 クロック発
振器（CPG）」を参照してください。 

EXTAL 51 A14 入力 外部クロック 水晶発振子を接続します。 

また、EXTAL端子は外部クロックを入力
することもできます。 

XTAL 53 A15 入出力 クリスタル 水晶発振子を接続します。 

クロック 

CK 48 A13 出力 周辺クロック 周辺デバイスに周辺クロックを供給します。

RES 58 B16 入力 パワーオン 
リセット 

この端子にローレベルを印加すると、パ
ワーオンリセット状態になります。 

WDTOVF 124 R17 出力 ウォッチドッグタイ
マオーバフロー 

WDTからのオーバフロー出力信号です。 

システム 
制御 

BREQ 46 C13 入力 バス権要求 外部デバイスがバス権の解放を要求する
ときにローレベルにします。 
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ピン番号 分類 記号 

FP-256H BP-272 

入出力 名称 機能 

システム 
制御 

BACK 45 D12 出力 バス権要求 
アクノリッジ 

バス権を外部デバイスに解放したことを
示します。BREQ信号を出力したデバイ
スは、BACK信号を受けて、バス権を獲
得したことを知ることができます。 

MD0～MD2 59,55,50 C16,C15,C14 入力 モード設定 動作モードを決める端子です。 

動作中は、入力値を変化させないでくだ
さい。 

動作モード 
制御 

HSTBY 57 A16 入力 ハードウェア 
スタンバイ 

この端子にローレベルを入力するとハー
ドウェアスタンバイ状態になります。 

NMI 84 E20 入力 ノンマスカブル割り
込み 

マスク不可能な割り込み要求端子です。

立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジの
どちらで受け付けるかを選択できます。

IRQ0～IRQ7 169,171,173, 
175,230,226, 
217,218 

V10,Y8,W9, 
W8,K2,L3, 
P2,P1 

入カ 割り込み要求 0～7 マスク可能な割り込み要求端子です。レベル
入力、エッジ入力の選択が可能です。 

割り込み 

IRQOUT 231 K1 出力 割り込み要求出力 割り込み要因が発生したことを示しま
す。 

バスリリース中にも割り込み発生を知る
ことができます。 

アドレス 
バス 

A0～A21 7～10,12, 
14～19,21, 
23～29,31,33, 
34 

B3,D4,C4,A3,
B4,A4,C5,B5,
A5,D6,B6,A6,
C7,B7,A7,D8,
C8,B8,A8,D9,
C9,C10 

出力 アドレスバス アドレスを出力します。 

データバス D0～D15 63～69,71,73, 
74,76,78～82 

D15,B18,A19,
C18,B19,B20,
C17,C19,D18,
D17,E17,E18,
D19,C20,E19,
D20 

入出力 データバス 16ビットの双方向データバスです。 

CS0～CS3 40,42～44 A11,A12, 
C12,B12 

出力 チップ 
セレクト 0～3 

外部メモリまたはデバイスのためのチッ
プセレクト信号です。 

RD 38 B11 出力 リード 外部のデバイスから読み出しすることを
示します。 

WRH 36 D10 出力 上位側ライト 外部の上位 8ビットに書き込みすること
を示します 

WRL 35 B10 出力 下位側ライト 外部の下位 8ビットに書き込みすること
を示します 

バス制御 

WAIT 37 A10 入力 ウェイト 外部空間をアクセスするときのバスサイ
クルにウェイトサイクルを挿入させる入
力です。 

TCLKA, 
TCLKB 

159,162,219 W12,Y10,N3 入力 ATU-IIタイマ 

クロック入力 

ATU-IIのカウンタへの外部クロック入力
端子です。 

TI0A～TI0D 125,127,129, 
130 

U18,T17, 
V20,V19 

入力 ATU-IIインプットキ
ャプチャ 

（チャネル 0） 

チャネル 0のインプットキャプチャ入力
端子です。 

TIO1A～TIO1H 248,250～256 C1,G4,E2,B1,
D2,F3,F4,E3 

入出力 ATU-IIインプットキ
ャプチャ／アウトプ
ットコンペア 
（チャネル 1） 

チャネル 1のインプットキャプチャ入力
／アウトプットコンペア出力端子です。

アドバンスト
タイマ 

ユニット-II
（ATU-II） 

TIO2A～TIO2H 176～183 Y7,Y6,V8,U8,
W7,Y5,W6,V7

入出力 ATU-IIインプットキ
ャプチャ／アウトプ
ットコンペア 
（チャネル 2） 

チャネル 2のインプットキャプチャ入力
／アウトプットコンペア出力端子です。
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ピン番号 分類 記号 

FP-256H BP-272 

入出力 名称 機能 

TIO3A～TIO3D 131～134 W20,V18,W19,
Y19 

入出力 ATU-IIインプットキ
ャプチャ／アウトプ
ットコンペア／
PWM出カ 
（チャネル 3） 

チャネル 3のインプットキャプチャ入力
／アウトプットコンペア／PWM出力端
子です。 

TIO4A～TIO4D 135～138 W18,U17,Y18,
V17 

入出力 ATU-IIインプットキ
ャプチャ／アウトプ
ットコンペア／
PWM出力 
（チャネル 4） 

チャネル 4のインプットキャプチャ入力
／アウトプットコンペア／PWM出力端
子です。 

TIO5A～TIO5D 140,142,184, 
186 

W17,W16,U7,
Y4 

入出力 ATU-IIインプットキ
ャプチャ／アウトプ
ットコンペア／
PWM出力 
（チャネル 5） 

チャネル 5のインプットキャプチャ入力
／アウトプットコンペア／PWM出力端
子です。 

TO6A～TO6D 145～147,149 U15,W15,Y15,
Y14 

出力 ATU -II PWM出力
（チャネル 6） 

チャネル 6の PWM出力端子です。 

TO7A～TO7D 151～154 U14,V14,W14,
Y13 

出力 ATU -II PWM出力
（チャネル 7） 

チャネル 7の PWM出力端子です。 

TO8A～TO8P 151～158,195, 
197～202,204, 
206～211,213, 
215 

U14,V14,W14,
Y13,W13,U13,
V13,V12,W1,
V3,W2,V2,V1,
U1,T4,U2,R4,
U3,T3,T2,R3,
T1,R2,R1 

出力 ATU-II 
ワンショット 
パルス 

（チャネル 8） 

チャネル 8のダウンカウンタのワンショ
ットパルス出力端子です。 

TI9A～TI9F 188～193 Y3,W5,Y2,W4,
W3,V4 

入力 ATU-II 
イベント入力 

（チャネル 9） 

チャネル 9イベントカウンタ入力 

TI10 162,216 Y10,N4 入力 ATU-II倍周 

クロック生成 

（チャネル 10） 

チャネル10の外部クロック入力端子です。

アドバンスト
タイマ 

ユニット-II
（ATU-II） 

TIO11A, 
TIO11B 

217,218 P2,P1 入出力 ATU-IIインプットキ
ャプチャ／アウトプ
ットコンペア出力 

チャネル11のインプットキャプチャ入力／
アウトプットコンペア出力端子です。 

アドバンスト
パルスコント
ローラ
（APC） 

PULS0～
PULS7 

1～6,164,170 E4,D3,C2,C3,
B2,A2,U12,Y9

出力 APCパルス出力 0～
7 

APCのパルス出力端子です。 

TxD0～TxD4 143,165,167, 
155, 157 

Y17,V11,W10,
W13,V13 

出力 送信データ 

（チャネル 0～4）

SCI0～SCI4の送信データ出力端子です。

RxD0～RxD4 144,166,168, 
156,158 

Y16,U11,U10,
U13,V12 

入力 受信データ 

（チャネル 0～4）

SCI0～SCI4の受信データ入力端子です。

シリアルコミ
ュニケーショ
ンインタ 
フェース
（SCI） 

SCK0～SCK4 160,162,223, 
224,226,164 

Y12,Y10,M3, 
L4,L3,U12 

入出力 シリアルクロック 

（チャネル 0～4）

SCI0～SCI4のクロック入出力端子です。

SSO0 

SSO1 

143 
167 

Y17 
W10 

出力 送信データ（チャネ
ル 0,1） 

SSU0,1の送信データ出力端子です。 

SSI0 

SSI1 

144 
168 

Y16 
U10 

入力 受信データ（チャネ
ル 0,1） 

SSU0,1の受信データ入力端子です。 

SSCK0 

SSCK1 

160 
164,223 

Y12 
U12,M3 

出力 SSUクロック（チャ
ネル 0,1） 

SSU0,1のクロック出力端子です。 

シンクロナス
シリアル 
コミュニ 
ケーション 
ユニット
（SSU） 

SCS0 
SCS1 

45,230 

46,231 

D12,K2 
C13,K1 

入出力 SSUチップセレク
ト（チャネル 0,1）

SSU0,1のチップセレクト入出力端子です。
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ピン番号 分類 記号 

FP-256H BP-272 

入出力 名称 機能 

HTxD0, HTxD1 157,228,6 V13,L1,A2 出力 送信データ CANバス送信データ出力端子です。 コントローラ
エリアネット 
ワーク-II 
（HCAN-II） 

HRxD0, 
HRxD1 

158,229,170 V12,L2,Y9 入力 受信データ CANバス受信データ入力端子です。 

AVCC 101,119 K20,T20 入力 アナログ電源 A/D変換器用の電源です。 

AVSS 99,121 J20,U20 入力 アナロググランド A/D変換器用の電源です。 

AVref 100,120 K19,T19 入力 アナログ 
リファレンス電源 

アナログリファレンス電源入力端子です。 

AN0～ 

AN31 

86～98, 
102～118, 
122,123 

H17,G18,G19,
F20,H18,G20,
J17,H19,H20,
J19,J18,K18,
K17,L19,L18,
L20,M20,L17,
M19,N20,M18,
P20,N19,P19,
R20,M17,N18,
P18,R19,N17,
P17,R18 

入力 アナログ入力 アナログ信号入力端子です。 

ADTRG0, 
ADTRG1 

175,220,221 W8,M4,N1 入力 A/D変換トリガ入力 A/D変換開始の外部トリガ入力です。 

ADEND 173,222 W9,N2 出力 ADEND出力 A/D2のチャネル 31変換タイミングモニ
タ出力端子 

ADTO0A 135 W18 出力 PWM出力 マルチトリガ A/D変換時の PWM出力端
子です。 

ADTO0B 136 U17 出力 PWM出力 マルチトリガ A/D変換時の PWM出力端
子です。 

ADTO1A 137 Y18 出力 PWM出力 マルチトリガ A/D変換時の PWM出力端
子です。 

A/D変換器 

ADTO1B 138 V17 出力 PWM出力 マルチトリガ A/D変換時の PWM出力端
子です。 

ユーザ 
ブレークコン
トローラ
（UBC） 

UBCTRG 159 W12 出力 ユーザブレーク 
トリガ出力 

UBC条件一致のトリガ出力端子です。 

TCK 236 J2 入力 テストクロック テストクロック入力端子です。 

TMS 232 K3 入力 テストモード 
セレクト 

テストモードセレクト信号入力端子です。 

TDI 234 K4 入力 テストデータ入力 インストラクションとデータのシリアル
入力端子です 

TDO 235 H1 出力 テストデータ出力 インストラクションとデータのシリアル
出力端子です。 

ハイパ 
フォーマンス
ユーザ 
デバッグ 
インタ 
フェース 
（H-UDI） 

TRST 233 J1 入力 テストリセット 初期化信号入力端子です。 

AUDATA0～
AUDATA3 

241～244 G1,F1,G2,E1 入出力 AUDデータ ブランチトレースモード： 

分岐先アドレス出力端子です。 

RAMモニタモード： 

モニタアドレス入力／データ入出力端子
です。 

AUDRST 238 H2 入力 AUDリセット リセット信号入力端子です。 

AUDMD 240 H3 入力 AUDモード モード選択信号入力端子です。 

ブランチトレースモード（L） 

RAMモニタモード（H） 

アドバンスト
ユーザデバッ
ガ（AUD） 

AUDCK 245 D1 入出力 AUDクロック ブランチトレースモード： 

同期クロック出力端子です。 

RAMモニタモード： 

同期クロック入力端子です。 
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ピン番号 分類 記号 

FP-256H BP-272 

入出力 名称 機能 

アドバンスト
ユーザデバッ
ガ（AUD） 

AUDSYNC 246 F2 入出力 AUD同期信号 ブランチトレースモード： 

データ先頭位置認識信号出力端子です。 

RAMモニタモード： 

データ先頭位置認識信号入力端子です。

POD 34 C10 入力 ポート 

アウトプット 

ディスエーブル 

汎用ポートが出力設定時に、ポート端子のド
ライブ制御をするための入力端子です。 

PA0～PA15 125,127,129～
138, 140, 
142～144 

U18,T17,V20,
V19,W20,V18,
W19,Y19,W18,
U17,Y18,V17,
W17,W16,Y17,
Y16 

入出力 ポート A 汎用入出力ポート端子です。1ビットごと
に入出力を指定できます。 

PB0～PB15 145～147,149, 
151～160, 
162,164 

U15,W15,Y15,
Y14,U14,V14,
W14,Y13,W13,
U13,V13,V12,
W12,Y12,Y10,
U12 

入出力 ポート B 汎用入出力ポート端子です。1ビットごと
に入出力を指定できます。 

PC0～PC4 165～169 V11,U11,W10,
U10,V10 

入出力 ポート C 汎用入出力ポート端子です。 

1ビットごとに入出力を指定できます。

PD0～PD13 248,250～256, 
1～6 

C1,G4,E2,B1,
D2,F3,F4,E3,
E4,D3,C2,C3,
B2,A2 

入出力 ポート D 汎用入出力ポート端子です。 

1ビットごとに入出力を指定できます。

PE0～PE15 7～10,12, 
14～19, 21, 
23～26 

B3,D4,C4,A3,
B4,A4,C5,B5,
A5,D6,B6,A6,
C7,B7,A7,D8 

入出力 ポート E 汎用入出力ポート端子です。 

1ビットごとに入出力を指定できます。

PF0～PF15 27～29,31, 
33～38,40, 
42～46 

C8,B8,A8,D9,
C9,C10,B10, 
D10,A10,B11,
A11,A12,C12,
B12,D12,C13

入出力 ポート F 汎用入出力ポート端子です。 

1ビットごとに入出力を指定できます。

PG0～PG3 170,171,173, 
175 

Y9,Y8,W9,W8 入出力 ポート G 汎用入出力ポート端子です。 

1ビットごとに入出力を指定できます。

PH0～PH15 63～69,71,73, 
74,76,78～82 

D15,B18,A19,
C18,B19,B20,
C17,C19,D18,
D17,E17,E18,
D19,C20,E19,
D20 

入出力 ポート H 汎用入出力ポート端子です。 

1ビットごとに入出力を指定できます。

PJ0～PJ15 176～184,186, 
188～193 

Y7,Y6,V8,U8,
W7,Y5,W6,V7,
U7,Y4,Y3,W5,
Y2,W4,W3,V4

入出力 ポート I 汎用入出力ポート端子です。 

1ビットごとに入出力を指定できます。

PK0～PK15 195,197～202, 
204,206～211, 
213,215 

W1,V3,W2,V2,
V1,U1,T4,U2,
R4,U3,T3,T2,
R3,T1,R2,R1 

入出力 ポート J 汎用入出力ポート端子です。 

1ビットごとに入出力を指定できます。

I/Oポート 

PL0～PL13 216～224,226, 
228～231 

N4,P2,P1, 
N3,M4,N1, 
N2,M3,L4,L3,
L1,L2,K2,K1 

入出力 ポート K 汎用入出力ポート端子です。 

1ビットごとに入出力を指定できます。



1. 概要 

Rev.5.00  2010.02.23  1-13 
RJJ09B0181-0500 

 

1.3.3 端子一覧 

表 1.3 端子一覧 
ピン番号 

FP-256H BP-272 

MCUモード ライタモード 

1 E4 PD8/PULS0 NC 

2 D3 PD9/PULS1 NC 

3 C2 PD10/PULS2 NC 

4 C3 PD11/PULS3 NC 

5 B2 PD12/PULS4 NC 

6 A2 PD13/PULS6/HTxD0/HTxD1 NC 

7 B3 PE0/A0 A0 

8 D4 PE1/A1 A1 

9 C4 PE2/A2 A2 

10 A3 PE3/A3 A3 

11 D5 VCC VCC 

12 B4 PE4/A4 A4 

13 * VSS VSS 

14 A4 PE5/A5 A5 

15 C5 PE6/A6 A6 

16 B5 PE7/A7 A7 

17 A5 PE8/A8 A8 

18 D6 PE9/A9 A9 

19 B6 PE10/A10 A10 

20 C6 PVcc1 VCC 

21 A6 PE11/A11 A11 

22 * VSS VSS 

23 C7 PE12/A12 A12 

24 B7 PE13/A13 A13 

25 A7 PE14/A14 A14 

26 D8 PE15/A15 A15 

27 C8 PF0/A16 A16 

28 B8 PF1/A17 A17 

29 A8 PF2/A18 A18 

30 B9 VCL VCL 

31 D9 PF3/A19 A19 

32 * VSS VSS 

33 C9 PF4/A20 A20 

34 C10 PF5/A21/POD A21 

35 B10 PF6/WRL NC 

36 D10 PF7/WRH NC 

37 A10 PF8/WAIT VCC 

38 B11 PF9/RD NC 

39 C11 PVCC1 VCC 

40 A11 PF10/CS0 NC 

41 * VSS VSS 

42 A12 PF11/CS1 VCC 

43 C12 PF12/CS2 VCC 

44 B12 PF13/CS3 VSS 

45 D12 PF14/BACK/SCS0 NC 

46 C13 PF15/BREQ/SCS1 VCC 

47 * VSS VSS 

48 A13 CK NC 

49 D13 VCC VCC 
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ピン番号 

FP-256H BP-272 

MCUモード ライタモード 

50 C14 MD2 VSS 

51 A14 EXTAL EXTAL 

52 B14 VCC VCC 

53 A15 XTAL XTAL 

54 * VSS VSS 

55 C15 MD1 VCC 

56 D14 FWE FWE 

57 A16 HSTBY VCC 

58 B16 RES RES 

59 C16 MD0 VCC 

60 A17 PLLVCC PLLVCC 

61 B17 PLLCAP PLLCAP 

62 A18 PLLVSS PLLVSS 

63 D15 PH0/D0 D0 

64 B18 PH1/D1 D1 

65 A19 PH2/D2 D2 

66 C18 PH3/D3 D3 

67 B19 PH4/D4 D4 

68 B20 PH5/D5 D5 

69 C17 PH6/D6 D6 

70 D16 PVCC1 VCC 

71 C19 PH7/D7 D7 

72 * VSS VSS 

73 D18 PH8/D8 NC 

74 D17 PH9/D9 NC 

75 F17 VCC VCC 

76 E17 PH10/D10 NC 

77 * VSS VSS 

78 E18 PH11/D11 NC 

79 D19 PH12/D12 NC 

80 C20 PH13/D13 NC 

81 E19 PH14/D14 NC 

82 D20 PH15/D15 NC 

83 F18 PVCC1 VCC 

84 E20 NMI VSS 

85 * VSS VSS 

86 H17 AN0 NC 

87 G18 AN1 NC 

88 G19 AN2 NC 

89 F20 AN3 NC 

90 H18 AN4 NC 

91 G20 AN5 NC 

92 J17 AN6 NC 

93 H19 AN7 NC 

94 H20 AN8 NC 

95 J19 AN9 NC 

96 J18 AN10 NC 

97 K18 AN11 NC 

98 K17 AN12 NC 

99 J20 AVSS VSS 

100 K19 AVref VCC 

101 K20 AVCC VCC 
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ピン番号 

FP-256H BP-272 

MCUモード ライタモード 

102 L19 AN13 NC 

103 L18 AN14 NC 

104 L20 AN15 NC 

105 M20 AN16 NC 

106 L17 AN17 NC 

107 M19 AN18 NC 

108 N20 AN19 NC 

109 M18 AN20 NC 

110 P20 AN21 NC 

111 N19 AN22 NC 

112 P19 AN23 NC 

113 R20 AN24 NC 

114 M17 AN25 NC 

115 N18 AN26 NC 

116 P18 AN27 NC 

117 R19 AN28 NC 

118 N17 AN29 NC 

119 T20 AVCC VCC 

120 T19 AVref VCC 

121 U20 AVSS VSS 

122 P17 AN30 NC 

123 R18 AN31 NC 

124 R17 WDTOVF NC 

125 U18 PA0/TI0A NC 

126 * VSS VSS 

127 T17 PA1/TI0B NC 

128 U19 PVCC2 VCC 

129 V20 PA2/TI0C NC 

130 V19 PA3/TI0D NC 

131 W20 PA4/TIO3A NC 

132 V18 PA5/TIO3B NC 

133 W19 PA6/TIO3C NC 

134 Y19 PA7/TIO3D NC 

135 W18 PA8/TIO4A/ADTO0A NC 

136 U17 PA9/TIO4B/ADTO0B NC 

137 Y18 PA10/TIO4C/ADTO1A NC 

138 V17 PA11/TIO4D/ADTO1B NC 

139 U16 VCC VCC 

140 W17 PA12/TIO5A NC 

141 * VSS VSS 

142 W16 PA13/TIO5B NC 

143 Y17 PA14/TxD0/SSO0 NC 

144 Y16 PA15/RxD0/SSI0 NC 

145 U15 PB0/TO6A NC 

146 W15 PB1/TO6B NC 

147 Y15 PB2/TO6C NC 

148 V15 PVCC2 VCC 

149 Y14 PB3/TO6D NC 

150 * VSS VSS 

151 U14 PB4/TO7A/TO8A NC 

152 V14 PB5/TO7B/TO8B NC 

153 W14 PB6/TO7C/TO8C NC 
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ピン番号 

FP-256H BP-272 

MCUモード ライタモード 

154 Y13 PB7/TO7D/TO8D NC 

155 W13 PB8/TxD3/TO8E NC 

156 U13 PB9/RxD3/TO8F NC 

157 V13 PB10/TxD4/HTxD0/TO8G NC 

158 V12 PB11/RxD4/HRxD0/TO8H NC 

159 W12 PB12/TCLKA/UBCTRG NC 

160 Y12 PB13/SCK0/SSCK0 NC 

161 Y11 VCL VCL 

162 Y10 PB14/SCK1/TCLKB/TI10 NC 

163 * VSS VSS 

164 U12 PB15/PULS5/SCK2/SSCK1 NC 

165 V11 PC0/TxD1 NC 

166 U11 PC1/RxD1 NC 

167 W10 PC2/TxD2/SSO1 NC 

168 U10 PC3/RxD2/SSI1 NC 

169 V10 PC4/IRQ0 NC 

170 Y9 PG0/PULS7/HRxD0/HRxD1 NC 

171 Y8 PG1/IRQ1 NC 

172 V9 PVCC2 VCC 

173 W9 PG2/IRQ2/ADEND NC 

174 * VSS VSS 

175 W8 PG3/IRQ3/ADTRG0 NC 

176 Y7 PJ0/TIO2A NC 

177 Y6 PJ1/TIO2B NC 

178 V8 PJ2/TIO2C NC 

179 U8 PJ3/TIO2D NC 

180 W7 PJ4/TIO2E NC 

181 Y5 PJ5/TIO2F NC 

182 W6 PJ6/TIO2G NC 

183 V7 PJ7/TIO2H NC 

184 U7 PJ8/TIO5C NC 

185 * VSS VSS 

186 Y4 PJ9/TIO5D NC 

187 U6 VCC VCC 

188 Y3 PJ10/TI9A NC 

189 W5 PJ11/TI9B NC 

190 Y2 PJ12/TI9C NC 

191 W4 PJ13/TI9D NC 

192 W3 PJ14/TI9E NC 

193 V4 PJ15/TI9F NC 

194 V5 PVCC2 VCC 

195 W1 PK0/TO8A NC 

196 * VSS VSS 

197 V3 PK1/TO8B NC 

198 W2 PK2/TO8C NC 

199 V2 PK3/TO8D NC 

200 V1 PK4/TO8E NC 

201 U1 PK5/TO8F NC 

202 T4 PK6/TO8G NC 

203 U4 VCC VCC 

204 U2 PK7/TO8H NC 

205 * VSS VSS 
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ピン番号 

FP-256H BP-272 

MCUモード ライタモード 

206 R4 PK8/TO8I NC 

207 U3 PK9/TO8J NC 

208 T3 PK10/TO8K NC 

209 T2 PK11/TO8L NC 

210 R3 PK12/TO8M NC 

211 T1 PK13/TO8N NC 

212 P3 PVCC2 VCC 

213 R2 PK14/TO8O NC 

214 * VSS VSS 

215 R1 PK15/TO8P NC 

216 N4 PL0/TI10 NC 

217 P2 PL1/TIO11A/IRQ6 NC 

218 P1 PL2/TIO11B/IRQ7 CE 

219 N3 PL3/TCLKB NC 

220 M4 PL4/ADTRG0 NC 

221 N1 PL5/ADTRG1  NC 

222 N2 PL6/ADEND NC 

223 M3 PL7/SCK2/SSCK1 NC 

224 L4 PL8/SCK3 NC 

225 M2 VCL VCL 

226 L3 PL9/SCK4/IRQ5 WE 

227 * VSS VSS 

228 L1 PL10/HTxD0/HTxD1/HTxD0&HTxD1 NC 

229 L2 PL11/HRxD0/HRxD1/HRxD0&HRxD1 NC 

230 K2 PL12/IRQ4/SCS0 OE 

231 K1 PL13/IRQOUT/SCS1 NC 

232 K3 TMS NC 

233 J1 TRST NC 

234 K4 TDI NC 

235 H1 TDO NC 

236 J2 TCK NC 

237 J3 VCC VCC 

238 H2 AUDRST NC 

239 * VSS VSS 

240 H3 AUDMD NC 

241 G1 AUDATA0 NC 

242 F1 AUDATA1 NC 

243 G2 AUDATA2 NC 

244 E1 AUDATA3 NC 

245 D1 AUDCK NC 

246 F2 AUDSYNC NC 

247 H4 PVCC2 VCC 

248 C1 PD0/TIO1A NC 

249 * VSS VSS 

250 G4 PD1/TIO1B NC 

251 E2 PD2/TIO1C NC 

252 B1 PD3/TIO1D NC 

253 D2 PD4/TIO1E NC 

254 F3 PD5/TIO1F NC 

255 F4 PD6/TIO1G NC 

256 E3 PD7/TIO1H NC 

— A1 NC NC 
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ピン番号 

FP-256H BP-272 

MCUモード ライタモード 

— A20 NC NC 

— Y1 NC NC 

— Y20 NC NC 

【注】 * VSSは基板でつながっています。 
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2. CPU 

2.1 レジスタ構成 
レジスタは、汎用レジスタ（32ビット×16本）、コントロールレジスタ（32ビット×3本）、システムレジスタ（32

ビット×4本）の 3種類があります。 
また、FPUのレジスタとして浮動小数点レジスタ(32ビット×16本)、浮動小数点システムレジスタ(32ビット×2本)

があり、これらは FPUに内蔵しています。 

2.1.1 汎用レジスタ（Rn） 
汎用レジスタ（Rn）は、32ビットの長さで、R0から R15までの 16本あります。汎用レジスタは、データ処理、アド

レス計算に使われます。R0は、インデックスレジスタとしても使用します。いくつかの命令では使用できるレジスタが
R0に固定されています。R15は、ハードウェアスタックポインタ（SP）として使われます。例外処理でのステータスレ
ジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）の退避、回復は R15を用いてスタックを参照し行います。 
 

31 0

R0*1

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15、SP（ハードウェアスタックポインタ）*2

【注】*1   インデックス付きレジスタ間接、インデックス付きGBR間接アドレッシング
　　　　   モードのインデックスレジスタとしても使用します。命令によってはソースまたは
　　　　   デスティネーションレジスタをR0に固定しているものがあります。
 　　  *2   R15は例外処理の中で、ハードウェアスタックポインタとして使用されます。

 
図 2.1 汎用レジスタ（Rn） 
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2.1.2 コントロールレジスタ 
コントロールレジスタは 32ビットの長さで、ステータスレジスタ（SR）、グローバルべースレジスタ（GBR）、ベク

タベースレジスタ（VBR）の 3本があります。SRは処理の状態を表します。GBRは GBR間接アドレッシングモードの
ベースアドレスとして使用し、内蔵周辺モジュールのレジスタのデータ転送などに使用します。VBR は割り込みを含む
例外処理ベクタ領域のベースアドレスとして使用します。 
 

SR：ステータスレジスタ

Tビット：以下の命令では、真 (1)、偽 (0) 
を表します。

MOVT、CMP/cond、TAS、
TST、BT(BT/S)、BF(BF/S)、
SETT、CLRT、FCMP/cond

以下の命令では、キャリ、ボロー、
オーバフロー、アンダフローな
どを表します。

ADDV、ADDC、SUBV、
SUBC、NEGC、DIV0U、
DIV0S、DIV1、SHAR、
SHAL、SHLR、SHLL、
ROTR、ROTL、ROTCR、
ROTCL

Sビット：積和命令で使います。

予約ビットです。0が読み出されます。
書き込みは必ず0を書き込んでください。

I3～I0ビット：割り込みマスクビットです。

M、Qビット：DIV0U、DIV0S、DIV1命令
で使います。

予約ビットです。0が読み出されます。書
き込みは必ず0を書き込んでください。

GBR：グローバルベースレジスタ
GBR間接アドレッシングモードの
ベースアドレスを示します。GBR
間接アドレッシングモードは、内
蔵周辺モジュールのレジスタ領域
などのデータ転送と論理演算に使
用します。

VBR：ベクタベースレジスタ
例外処理ベクタ領域のベースアド
レスを示します。

31 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0

0

31

M

GBR

31

VBR

Q I3 I2 I1 I0 S TSR

 
図 2.2 コントロールレジスタ 
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2.1.3 システムレジスタ 
システムレジスタは 32ビットの長さで、積和レジスタ（MACH、MACLの 2本）、プロシージャレジスタ（PR）、プ

ログラムカウンタ（PC）の 4本があります。MACH、MACLは乗算または積和演算の結果を格納します。PRはサブルー
チンプロシージャからの戻り先アドレスを格納します。PCは実行中のプログラムのアドレスを示し、処理の流れを制御
します。 
 

MACH、MACL：積和レジスタ(MAC)
乗算、積和演算の結果の
格納レジスタです。

31 0

MACH

31 0

PR

31 0

PC

MACL

PC：プログラムカウンタ
PCは現在実行中の命令の4バイト
（2命令）先を示しています。

PR：プロシージャレジスタ
サブルーチンプロシージャからの戻り
先アドレスの格納レジスタです。

 
図 2.3 システムレジスタ 

2.1.4 浮動小数点レジスタ 
浮動小数点レジスタ（FRn）は 32ビットの長さで、FR0～15までの 16本あります。浮動小数点レジスタは浮動小数点

命令で使用します。FR0は FMAC命令のインデックスレジスタとして機能します。これらのレジスタは浮動小数点演算
ユニット（FPU）に内蔵しています。 
詳しくは、「第 3章 浮動小数点演算ユニット（FPU）」を参照してください。 
 

31 0

FR0

FR1

FR2

FR3

FR4

FR5

FR6

FR7

FR8

FR9

FR10

FR11

FR12

FR13

FR14 

FR15

FR0はFMAC命令のインデックスレジスタ

として機能します。

 
 図 2.4 浮動小数点レジスタ 
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2.1.5 浮動小数点システムレジスタ 
浮動小数点システムレジスタは 32ビットの長さで、浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL）と浮動小数点

ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR）の 2本があります。FPULは CPUと浮動小数点ユニット（FPU）間の通信
レジスタです。 

FPSCRは FPU例外に関するステータス／コントロール情報を表示／格納します。 
これらのレジスタは浮動小数点演算ユニット（FPU）に内蔵されています。詳しくは、「第 3章 浮動小数点演算ユニ

ット（FPU）」を参照してください。 
 

0

0

31

FPUL

31

FPSCR

FPUL：浮動小数点コミュニケーションレジスタ
CPUとFPU間の通信レジスタ

FPSCR：浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ
FPU例外に関するステータス／コントロール情報を表示／格納。

 
図 2.5 浮動小数点システムレジスタ 

2.1.6 レジスタの初期値 
リセット後のレジスタの値を表 2.1に示します。 

表 2.1 レジスタの初期値 
区 分 レジスタ 初期値 

汎用レジスタ R0～R14 不定 

 R15（SP） ベクタアドレステーブル中の SPの値 

コントロールレジスタ SR I3～I0は 1111（H'F）、予約ビットは 0、その他は不定 

 GBR 不定 

 VBR H'00000000 

システムレジスタ MACH、MACL、PR 不定 

 PC ベクタアドレステーブル中の PCの値 

浮動小数点レジスタ FR0～FR15 不定 

FPUL 不定 浮動小数点 

システムレジスタ FPSCR H'00040001 
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2.2 データ形式 

2.2.1 レジスタのデータ形式 
レジスタオペランドのデータサイズは常にロングワード（32ビット）です。メモリ上のデータをレジスタヘロードす

るとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8ビット）、もしくはワード（16ビット）の場合は、ロングワード
に符号拡張し、レジスタに格納します。 
 

31 0

ロングワード
 

図 2.6 レジスタのデータ形式 

2.2.2 メモリ上でのデータ形式 
バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。 
バイトデータは任意番地に、ワードデータは 2n番地から、ロングワードデータは 4n番地から配置してください。そ

の境界以外からアクセスすると、アドレスエラーが発生します。このとき、アクセスした結果は保証されません。特に、
ハードウェアスタックポインタ（SP、R15）が指し示すスタックにはプログラムカウンタ（PC）とステータスレジスタ（SR）
をロングワードで保持しますので、ハードウェアスタックポインタの値が 4nになるように設定してください。 
 

2n番地→

4n番地→

バイト バイト バイト バイト

ワード ワード

ロングワード

31 23↓ 15 7↓ ↓ ↓

m番地 m＋1番地 m＋2番地 m＋3番地

～

～ ～

～

0

 
図 2.7 メモリ上でのデータ形式 

2.2.3 イミディエイトデータのデータ形式 
バイト（8ビット）のイミディエイトデータは命令コードの中に配置します。 
MOV、ADD、CMP/EQ命令ではイミディエイトデータを符号拡張後、ロングワードで演算します。一方、TST、AND、

OR、XOR命令ではイミディエイトデータをゼロ拡張後、ロングワードで演算します。したがって、AND命令でイミデ
ィエイトデータを用いると、デスティネーションレジスタの上位 24ビットは常にクリアされます。 
ワードとロングワードのイミディエイトデータは命令コードの中に配置せず、メモリ上のテーブルに配置します。メ

モリ上のテーブルは、ディスプレースメント付き PC相対アドレッシングモードを使ったイミディエイトデータのデータ
転送命令（MOV）で、参照します。 
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2.3 命令の特長 

2.3.1 RISC方式 
命令は RISC方式です。特長は次のとおりです。 

(1) 16ビット固定長命令 

命令長はすべて 16ビット固定長です。これによりプログラムのコード効率が向上します。 

(2) 1命令／1ステート 

パイプライン方式を採用し、基本命令は、1命令を 1ステートで実行できます。80MHz動作時、1ステートは 12.5ns
になります。 

(3) データサイズ 

演算の基本的なデータサイズはロングワードです。メモリのアクセスサイズは、バイト／ワード／ロングワードを選
択できます。メモリのバイトとワードのデータは符号拡張後、ロングワードで演算されます。イミディエイトデータは算
術演算では符号拡張後、論理演算ではゼロ拡張後、ロングワードで演算されます。 

表 2.2 ワードデータの符号拡張 
本 LSIの CPU 説  明 他の CPUの例 

MOV.W @(disp, PC), R1 

ADD R1, R0 

 ........ 

.DATA.W  H'1234 

32ビットに符号拡張され、R1はH'00001234
になります。 
次に ADD命令で演算されます。 

ADD.W #H'1234, R0 

【注】 @(disp, PC)でイミディエイトデータを参照します。 

 

(4) ロードストアアーキテクチャ 

基本演算はレジスタ間で実行します。メモリとの演算は、レジスタにデータをロードし実行します（ロードストアア
ーキテクチャ）。ただし、ANDなどのビットを操作する命令は直接メモリに対して実行します。 

(5) 遅延分岐 

無条件分岐命令は、遅延分岐命令です。遅延分岐命令の場合、遅延分岐命令の直後の命令を実行してから、分岐しま
す。これにより、分岐時のパイプラインの乱れを軽減しています。条件付き分岐命令には遅延分岐命令と通常分岐命令の
2通りがあります。 

表 2.3 遅延分岐命令 
本 LSI の CPU 説  明 他の CPUの例 

BRA TRGET 
ADD R1, R0 

TRGETに分岐する前に ADDを実行します。 ADD.W R1, R0 

BRA TRGET 

 

(6) 乗算／積和演算 

16×16→32の乗算を 1～2ステート、16×16＋64→64の積和演算を 2～3ステートで実行します。32×32→64の乗算や、
32×32＋64→64の積和演算を 2～4ステートで実行します。 

(7) Ｔビット 

比較結果は SRの Tビットに反映し、その真、偽によって条件分岐します。必要最小限の命令によってのみ Tビットを
変化させ、処理速度を向上させています。 

表 2.4 Ｔビット 
本 LSI の CPU 説  明 他の CPUの例 

CMP/GE R1, R0 

BT TRGET0 

BF TRGET1 

R0≧R1のとき Tビットがセットされます。 

R0≧R1のとき TRGET0へ分岐します。 

R0＜R1のとき TRGET1へ分岐します。 

CMP.W R1, R0 

BGE TRGET0 

BLT TRGET1 

ADD #1, R0 

CMP/EQ #0, R0 

BT TRGET 

ADDでは Tビットが変化しません。 

R0 = 0 のとき Tビットがセットされます。 

R0 = 0 のとき分岐します。 

SUB.W #1, R0 

BEQ TRGET 
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(8) イミディエイトデータ 

バイト（8ビット）のイミディエイトデータは命令コードの中に配置します。ワードとロングワードのイミディエイト
データは命令コードの中に配置せず、メモリ上のテーブルに配置します。メモリ上のテーブルは、ディスプレースメント
付き PC相対アドレッシングモードを使ったイミディエイトデータの転送命令（MOV）で参照します。 

表 2.5 イミディエイトデータによる参照 
区  分 本 LSIの CPU 他の CPUの例 

8ビットイミディエイト MOV #H'12, R0 MOV.B #H'12, R0 

 
16ビットイミディエイト 

MOV.W @(disp, PC), R0 

 …… 

.DATA.W H'1234 

 
MOV.W #H'1234, R0 

 
32ビットイミディエイト 

MOV.L @(disp, PC), R0 

 …… 

.DATA.L H'12345678 

 
MOV.L #H'12345678, R0 

【注】 @(disp, PC)でイミディエイトデータを参照します。 

 

(9) 絶対アドレス 

絶対アドレスでデータを参照するときは、あらかじめ絶対アドレスの値を、メモリ上のテーブルに配置しておきます。
命令実行時にイミディエイトデータをロードする方法で、この値をレジスタに転送し、レジスタ間接アドレッシングモー
ドでデータを参照します。 

表 2.6 絶対アドレスによる参照 
区  分 本 LSIの CPU 他の CPUの例 

絶対アドレス MOV.L @(disp, PC), R1 

MOV.B @ R1, R0 

 ....... 

.DATA.L H'12345678 

MOV.B  @ H'12345678, R0 

【注】 @(disp, PC)でイミディエイトデータを参照します。 

 

(10) 16ビット／32ビットディスプレースメント 

16ビット、または 32ビットディスプレースメントでデータを参照するときは、あらかじめディスプレースメントの値
をメモリ上のテーブルに配置しておきます。命令実行時にイミディエイトデータをロードする方法でこの値をレジスタに
転送し、インデックス付きレジスタ間接アドレッシングモードでデータを参照します。 

表 2.7 ディスプレースメントによる参照 
区  分 本 LSI の CPU 他の CPUの例 

16ビットディスプレース 
メント 

MOV.W @(disp，PC), R0 

MOV.W @(R0，R1), R2 

 ...... 

.DATA.W H'1234 

MOV.W @(H'1234, R1), R2 

【注】 @(disp，PC)でイミディエイトデータを参照します。 
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2.3.2 アドレッシングモード 
アドレッシングモードと実効アドレスの計算方法を表 2.8に示します。 

表 2.8 アドレッシングモードと実効アドレス 
アドレッシングモード 命令フォーマット 実行アドレスの計算方法 計算式 

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタ Rn です。 
（オペランドはレジスタ Rn の内容です） 

― 

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタ Rn の内容です。 

Rn Rn
 

Rn 

ポストインクリメント 
レジスタ間接 

@Rn + 実効アドレスはレジスタ Rn の内容です。命令実行後
Rn に定数を加算します。定数はオペランドサイズがバ
イトのとき 1、ワードのとき 2、ロングワードのとき 4
です。 

Rn Rn

1/2/4

＋
Rn＋1/2/4

 

Rn 命令実行後 
バイト：Rn + 1→ Rn 
ワード：Rn + 2→ Rn 
ロングワード： 
 Rn + 4→ Rn 

プリデクリメント 
レジスタ間接 

@－Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジスタ
Rn の内容です。定数はバイトのとき 1、ワードのとき
2、ロングワードのとき 4です。 

Rn

Rn－1/2/4

1/2/4

－
Rn－1/2/4

 

バイト：Rn－1→Rn 
ワード：Rn－2→Rn 
ロングワード： 
 Rn－4→Rn 
（計算後の Rn で命令実行）

ディスプレースメント付きレ
ジスタ間接 

@ (disp:4, Rn) 実効アドレスはレジスタRnに4ビットディスプレース
メント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、
オペランドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2
倍、ロングワードで 4倍します。 

Rn

Rn

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：Rn + disp 
ワード：Rn + disp× 2  
ロングワード： 
 Rn + disp×4 
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アドレッシングモード 命令フォーマット 実行アドレスの計算方法 計算式 

インデックス付き 
レジスタ間接 

@ (R0, Rn) 実効アドレスはレジスタ Rn に R0 を加算した内容で
す。 

＋

Rn

R0

Rn＋R0

 

Rn + R0 

ディスプレースメント 
付き GBR間接 

@(disp: 8, GBR) 実効アドレスはレジスタGBRに 8ビットディスプレー
スメント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、
オペランドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2
倍、ロングワードで 4倍します。 

GBR

GBR

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：GBR + disp 
ワード：GBR+ disp×2 
ロングワード： 
 GBR + disp×4 

インデックス付き GBR間
接 

@(R0, GBR) 実効アドレスはレジスタ GBRに R0 を加算した内容で
す。 

GBR

GBR＋R0

R0

＋

 

GBR + R0 

ディスプレースメント 
付き PC相対 

@ (disp: 8, PC) 実効アドレスはレジスタPCに8ビットディスプレース
メント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、
オペランドサイズによってワードで 2倍、ロングワード
で 4倍します。さらにロングワードのときは PCの下位
2ビットをマスクします。 

PC

PC＋disp×2
または
PC＆

H'FFFFFFFC
＋disp×4

H'FFFFFFFC
＋

＆

×

2/4

disp(ゼロ拡張)

*

*ロングワードのとき

 

ワード：PC + disp×2 
ロングワード： 
 PC & H'FFFFFFFC  
 + disp×4 
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アドレッシングモード 表 記 実行アドレスの計算方法 計算式 

PC相対 disp: 8 実効アドレスはレジスタPCに8ビットディスプレース
メント dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

PC

×

2

disp(符号拡張) ＋ PC＋disp×2

 

PC+ disp×2 

 disp: 12 実効アドレスはレジスタ PCに 12ビットディスプレー
スメント dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

PC

×

2

disp(符号拡張) ＋ PC＋disp×2

 

PC+ disp×2 

 Rn 実行アドレスはレジスタ PCに Rnを加算した内容で
す。 

PC

PC＋Rn

Rn

＋

 

PC + Rn 

イミディエイト #imm:8 TST, AND, OR, XOR命令の 8ビットイミディエイト
immはゼロ拡張します。 

― 

 #imm:8 MOV, ADD, CMP/EQ命令の 8ビットイミディエイト
immは符号拡張します。 

― 

 #imm:8 TRAPA命令の8ビットイミディエイト immはゼロ拡張
後、4倍します。 

― 
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2.3.3 命令形式 
命令形式とソースオペランドとデスティネーションオペランドの意味を示します。命令コードによりオペランドの意

味が異なります。記号は次のとおりです。 
xxxx：  命令コード 
mmmm： ソースレジスタ 
nnnn：  デスティネーションレジスタ 
iiii：  イミディエイトデータ 
dddd：  ディスプレースメント 

表 2.9 命令形式 
命令形式 ソースオペランド デスティネーション 

オペランド 
命令の例 

0形式 

xxxx xxxx xxxx xxxx
15 0

 

― ― NOP 

n形式 

xxxx nnnn xxxx xxxx
15 0

 

― nnnn: レジスタ直接 MOVT Rn 

  
 

コントロールレジスタまた
はシステムレジスタ 

nnnn: レジスタ直接 STS MACH, Rn 

  コントロールレジスタ 
またはシステムレジスタ 

nnnn: プリデクリメント 
レジスタ間接 

STC.L  SR, @-Rn 

 
m形式 xxxx mmmm xxxx xxxx

15 0

 

mmmm: レジスタ直接 コントロールレジスタ
またはシステムレジスタ 

LDC Rm, SR 

  mmmm: ポストインクリメ
ントレジスタ間接 

コントロールレジスタ 
またはシステムレジスタ 

LDC.L @Rm+, SR 

  mmmm: レジスタ直接 ― JMP @Rm 

  mmmm: Rm を用いた PC相
対 

― BRAF Rm 

nm形式 

xxxx nnnn mmmm xxxx
15 0

 

mmmm: レジスタ直接 nnnn: レジスタ直接 ADD Rm, Rn 

  mmmm: レジスタ直接 nnnn: レジスタ間接 MOV.L Rm, @Rn 

  
 
 
 
 

mmmm:  
ポストインクリメント 
レジスタ間接 
（積和演算） 
nnnn: * 
ポストインクリメント 
レジスタ間接 

（積和演算） 

MACH, MACL MAC.W @Rm+, @Rn+ 

  mmmm:  
ポストインクリメント 
レジスタ間接 

nnnn: レジスタ直接 MOV.L @Rm+, Rn 

  mmmm: レジスタ直接 nnnn: プリデクリメント 
レジスタ間接 

MOV.L Rm, @-Rn 

  mmmm: レジスタ直接 nnnn: インデックス付
きレジスタ間接 

MOV.L Rm, @(R0, Rn) 
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命令形式 

 

ソースオペランド デスティネーション 
オペランド 

命令の例 

md 形式 

xxxx xxxx mmmm dddd
15 0

 

mmmmdddd: 
ディスプレースメント 
付きレジスタ間接 

R0（レジスタ直接） MOV.B  @(disp, Rn), R0 

nd4形式 

xxxx xxxx nnnn dddd
15 0

 

R0（レジスタ直接） nnnndddd:  
ディスプレースメント 
付きレジスタ間接 

MOV.B R0, @(disp, Rn) 

nmd形式 

xxxx nnnn mmmm dddd
15 0

 

mmmm: レジスタ直接 nnnndddd:  
ディスプレースメント 
付きレジスタ間接 

MOV.L Rm, @(disp, Rn) 

  mmmmdddd:  
ディスプレースメント付き
レジスタ間接 

nnnn: レジスタ直接 MOV.L  @(disp, Rm), Rn 

d形式 

xxxx xxxx dddd dddd
15 0

 

dddddddd:  

ディスプレースメント付き
GBR間接 

R0（レジスタ直接） MOV.L  @(disp, GBR), R0 

  

 

R0（レジスタ直接） dddddddd:  
ディスプレースメント 
付き GBR間接 

MOV.L  R0, @(disp, GBR) 

  dddddddd:  

ディスプレースメント付き
PC相対 

R0（レジスタ直接） MOVA @(disp, PC), R0 

  ― dddddddd: PC相対 BF label 

d12形式 

xxxx dddd dddd dddd
15 0

 

― dddddddddddd:  

PC相対 

BRA label (label=disp+pc) 

nd8形式 

xxxx nnnn dddd dddd
15 0

 

dddddddd:  
ディスプレースメント 
付き PC相対 

nnnn: レジスタ直接 MOV.L  @(disp, PC), Rn 

i形式 

xxxx xxxx i i i i i i i i
15 0

 

i i i i i i i i:  

イミディエイト 

インデックス付き GBR
間接 

AND.B #imm, @(R0, GBR) 

  i i i i i i i i:  

イミディエイト 

R0（レジスタ直接） AND #imm, R0 

  i i i i i i i i:  

イミディエイト 

― TRAPA #imm 

ni形式 

xxxx nnnn i i i i i i i i
15 0

 

i i i i i i i i:  

イミディエイト 

nnnn: レジスタ直接 ADD #imm, Rn 

【注】 * 積和命令では nnnnは、ソースレジスタです。 
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2.4 命令セット 

2.4.1 分類順命令セット 
命令を分類順に表 2.10に示します。 

表 2.10 命令の分類 
分  類 命令の種類 オぺコード 機  能 命令数 

データ転送命令 5 MOV データ転送 
イミディエイトデータの転送 
周辺モジュールデータの転送 
構造体データの転送 

39 

  MOVA 実行アドレスの転送  

  MOVT Ｔビットの転送  

  SWAP 上位と下位の交換  

  XTRCT 連結レジスタの中央切り出し  

算術演算命令 21 ADD 2進加算 33 

  ADDC キャリ付き 2加算  

  ADDV オーバフロー付き 2進加算  

  CMP/cond 比較  

  DIV1 除算  

  DIV0S 符号付き除算の初期化  

  DIV0U 符号なし除算の初期化  

  DMULS 符号付き倍精度乗算  

  DMULU 符号なし倍精度乗算  

  DT デクリメントとテスト  

  EXTS 符号拡張  

  EXTU ゼロ拡張  

  MAC 積和演算、倍精度積和演算  

  MUL 倍精度乗算  

  MULS 符号付き乗算  

  MULU 符号なし乗算  

  NEG 符号反転  

  NEGC ボロー付き符号反転  

  SUB 2進減算  

  SUBC ボロー付き 2減算  

  SUBV アンダフロー付き 2進減算  

論理演算命令 6 AND 論理積演算 14 

  NOT ビット反転  

  OR 論理和演算  

  TAS メモリテストとビットセット  

  TST 論理積演算のＴビットセット  

  XOR 排他的論理和演算  

シフト命令 10 ROTL 1ビット左回転  

  ROTR 1ビット右回転  

  ROTCL Ｔビット付き 1ビット左回転  

  ROTCR Ｔビット付き 1ビット右回転  

  SHAL 算術的 1ビット左シフト  

  SHAR 算術的 1ビット右シフト  

  SHLL 論理的 1ビット左シフト  

  SHLLn 論理的ｎビット左シフト  

  SHLR 論理的 1ビット右シフト  

  SHLRn 論理的ｎビット右シフト  
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分  類 命令の種類 オぺコード 機  能 命令数 

分岐命令 9 BF 条件分岐、遅延付き条件分岐 
（Ｔ＝0で分岐） 

11 

  BT 条件分岐、遅延付き条件分岐 
（Ｔ＝1で分岐） 

 

  BRA 無条件分岐  

  BRAF 無条件分岐  

  BSR サブルーチンプロシージャへの分岐  

  BSRF サブルーチンプロシージャへの分岐  

  JMP 無条件分岐  

  JSR サブルーチンプロシージャへの分岐  

  RTS サブルーチンプロシージャからの復帰  

システム制御命令 11 CLRT Ｔビットのクリア 31 

  CLRMAC MACレジスタのクリア  

  LDC コントロールレジスタへのロード  

  LDS システムレジスタへのロード  

  NOP 無操作  

  RTE 例外処理からの復帰  

  SETT Ｔビットのセット  

  SLEEP 低消費電力状態への遷移  

  STC コントロールレジスタからのストア  

  STS システムレジスタからのストア  

  TRAPA トラップ例外処理  

15 FABS 浮動小数点数絶対値 22 浮動小数点演算命令 

 FADD 浮動小数点数加算  

  FCMP 浮動小数点数比較  

  FDIV 浮動小数点数除算  

  FLDI0 浮動小数点数ロードイミディエイト 0  

  FLDI1 浮動小数点数ロードイミディエイト 1  

  FLDS 

 

システムレジスタ FPULへの浮動小数点数ロー
ド 

 

  FLOAT 整数から浮動小数点数への変換  

  FMAC 浮動小数点数積和演算  

  FMOV 浮動小数点数転送  

  FMUL 浮動小数点数乗算  

  FNEG 浮動小数点数符号反転  

  FSTS 

 

システムレジスタ FPULからの浮動小数点数ス
トア 

 

  FSUB 浮動小数点数減算  

  FTRC 浮動小数点数の整数への切り捨て変換  

2 LDS 浮動小数点システムレジスタへのロード 8 FPUに関する CPU命令 

 STS 浮動小数点システムレジスタからのストア  

 計 79   172 
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命令の命令コード、動作、実行ステートを、以下の形式で分類順に説明します。 
 

命令 命令コード 動作の概略 実行 

ステート 

Ｔビット 

ニーモニックで表示しています。
 

記号の説明 
OP.Sz SRC, DEST 
 OP : オペコード 
 Sz : サイズ 
 SRC : ソース 
DEST : デスティネーション 
Rm : ソースレジスタ 
Rn : デスティネーション 

 レジスタ 
imm : イミディエイトデータ 
disp :  ディスプレース 

 メント*2 

MSB ←→ LSB の順で表示し
ています。 
 

記号の説明 
mmmm : ソース 

 レジスタ 
nnnn : デスティネーション 

 レジスタ 
   0000 :  R0 
   0001 :  R1 
   ……… 

   1111 :  R15 
i i i I : イミディエイト 
 データ 
dddd : ディスプレース 
 メント 

動作の概略を表示しています。
 

記号の説明 
→、← :  転送方向 
(xx) : メモリオペランド 
M/Q/T :  SR 内のフラグ 

 ビット 
& : ビットごとの論理積 

｜: ビットごとの論理和 

^ : ビットごとの排他的論 
 理和 

~: ビットごとの論理否定 
<<n : 左ｎビットシフト 
>>n : 右ｎビットシフト 

ノーウェイトのと
きの値です。*1 

命令実行後の、
Ｔビットの値を
表示していま
す。 
 
記号の説明 
― : 変化 
 しない 

【注】 *1 命令の実行ステートについて 

  表に示した実行ステートは最少値です。実際は、 

  （1）命令フェッチとデータアクセスの競合が起こる場合 

  （2）ロード命令（メモリ→レジスタ）のデスティネーションレジスタと、その直後の命令が使うレジスタが同一な場合 

  などの条件により、命令実行ステート数は増加します。 

 *2 命令のオペランドサイズなどに応じてスケーリング（×1、×2、×4）されます。 

  詳しくは「SH-2Eソフトウェアマニュアル」を参照してください。 
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(1) データ転送命令 

 
命  令 命令コード 動  作 実行 

ステート 
Ｔビット 

MOV #imm, Rn 1 1 1 0 n n n n i i i i i i i i  #imm → 符号拡張 → Rn 1 ― 

MOV.W @(disp, PC), Rn 1 0 0 1 n n n n d d d d d d d d  (disp×2+PC) → 符号拡張 → Rn 1 ― 

MOV.L @(disp, PC), Rn 1 1 0 1 n n n n d d d d d d d d  (disp×4+PC) → Rn 1 ― 

MOV Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 0 0 1 1  Rm → Rn 1 ― 

MOV.B Rm, @Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 0 0 0 0  Rm → (Rn) 1 ― 

MOV.W Rm, @Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 0 0 0 1  Rm → (Rn) 1 ― 

MOV.L Rm, @Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 0 0 1 0  Rm → (Rn) 1 ― 

MOV.B @Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 0 0 0 0  (Rm) → 符号拡張 → Rn 1 ― 

MOV.W @Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 0 0 0 1  (Rm) → 符号拡張 → Rn 1 ― 

MOV.L @Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 0 0 1 0  (Rm) → Rn 1 ― 

MOV.B Rm, @- Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 0 1 0 0  Rn-1 → Rn, Rm → (Rn) 1 ― 

MOV.W Rm, @- Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 0 1 0 1  Rn-2 → Rn, Rm → (Rn) 1 ― 

MOV.L Rm, @- Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 0 1 1 0  Rn-4 → Rn, Rm → (Rn) 1 ― 

MOV.B @Rm+, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 0 1 0 0  (Rm) → 符号拡張 → Rn,  Rm+1 → Rm 1 ― 

MOV.W @Rm+, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 0 1 0 1  (Rm) → 符号拡張 → Rn,  Rm+2 → Rm 1 ― 

MOV.L @Rm+, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 0 1 1 0  (Rm) → Rn,  Rm+4 → Rm 1 ― 

MOV.B R0, @(disp, Rn) 1 0 0 0 0 0 0 0 n n n n d d d d  R0 → (disp+Rn) 1 ― 

MOV.W R0, @(disp, Rn) 1 0 0 0 0 0 0 1 n n n n d d d d  R0 → (disp×2+Rn) 1 ― 

MOV.L Rm, @(disp, Rn) 0 0 0 1 n n n n m m m m d d d d  Rm → (disp×4+Rn) 1 ― 

MOV.B @(disp, Rm), R0 1 0 0 0 0 1 0 0 m m m m d d d d  (disp+Rm) → 符号拡張 → R0 1 ― 

MOV.W @(disp, Rm), R0 1 0 0 0 0 1 0 1 m m m m d d d d  (disp×2+Rm) → 符号拡張 → R0 1 ― 

MOV.L @(disp, Rm), R0 0 1 0 1 n n n n m m m m d d d d  (disp×4+Rm) → Rn 1 ― 

MOV.B Rm, @(R0, Rn) 0 0 0 0 n n n n m m m m 0 1 0 0  Rm → (R0+Rn) 1 ― 

MOV.W Rm, @(R0, Rn) 0 0 0 0 n n n n m m m m 0 1 0 1  Rm → (R0+Rn) 1 ― 

MOV.L Rm, @(R0, Rn) 0 0 0 0 n n n n m m m m 0 1 1 0  Rm → (R0+Rn) 1 ― 

MOV.B @(R0, Rm), Rn 0 0 0 0 n n n n m m m m 1 1 0 0  (R0+Rm) → 符号拡張 → Rn 1 ― 

MOV.W @(R0, Rm), Rn 0 0 0 0 n n n n m m m m 1 1 0 1  (R0+Rm) → 符号拡張 → Rn 1 ― 

MOV.L @(R0, Rm), Rn 0 0 0 0 n n n n m m m m 1 1 1 0  (R0+Rm) → Rn 1 ― 

MOV.B R0, @(disp, GBR) 1 1 0 0 0 0 0 0 d d d d d d d d  R0 → (disp+GBR) 1 ― 

MOV.W R0, @(disp, GBR) 1 1 0 0 0 0 0 1 d d d d d d d d  R0 → (disp×2+GBR) 1 ― 

MOV.L R0, @(disp, GBR) 1 1 0 0 0 0 1 0 d d d d d d d d  R0 → (disp×4+GBR) 1 ― 

MOV.B @(disp, GBR), R0 1 1 0 0 0 1 0 0 d d d d d d d d  (disp+GBR) → 符号拡張 → R0 1 ― 

MOV.W @(disp, GBR), R0 1 1 0 0 0 1 0 1 d d d d d d d d  (disp×2+GBR) → 符号拡張 → R0 1 ― 

MOV.L @(disp, GBR), R0 1 1 0 0 0 1 1 0 d d d d d d d d  (disp×4+GBR) → R0 1 ― 

MOVA @(disp, PC), R0 1 1 0 0 0 1 1 1 d d d d d d d d  disp×4+PC → R0 1 ― 

MOVT Rn 0 0 0 0 n n n n 0 0 1 0 1 0 0 1  T → Rn 1 ― 

SWAP.B Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 1 0 0 0  Rm → 下位 2バイトの上下バイト交換 → Rn 1 ― 

SWAP.W Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 1 0 0 1  Rm → 上下ワード交換 → Rn 1 ― 

XTRCT Rm, Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 1 1 0 1  Rm: Rn の中央 32ビット → Rn 1 ― 
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(2) 算術演算命令 

 
命  令 命令コード 動  作 実行  

ステート 
Ｔビット 

ADD Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 1 1 0 0  Rn+Rm→ Rn 1 ― 

ADD #imm, Rn 0 1 1 1 n n n n i i i i i i i i  Rn+imm→ Rn 1 ― 

ADDC Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 1 1 1 0  Rn+Rm+T→ Rn, キャリ→T 1 キャリ 

ADDV Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 1 1 1 1  Rn+Rm→ Rn, オーバフロー→T 1 オーバフロー

CMP/EQ #imm, R0 1 0 0 0 1 0 0 0 i i i i i i i i  R0=imm のとき 1→T 1 比較結果 

CMP/EQ Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 0 0 0 0  Rn=Rm のとき 1→T 1 比較結果 

CMP/HS Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 0 0 1 0  無符号で Rn ≧ Rm のとき 1→T 1 比較結果 

CMP/GE Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 0 0 1 1  有符号で Rn ≧ Rm のとき 1→T 1 比較結果 

CMP/HI Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 0 1 1 0  無符号で Rn > Rm のとき 1→T 1 比較結果 

CMP/GT Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 0 1 1 1  有符号で Rn > Rm のとき 1→T 1 比較結果 

CMP/PL Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 1 0 1 0 1  Rn > 0 のとき 1→T 1 比較結果 

CMP/PZ Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 1 0 0 0 1  Rn ≧ 0 のとき 1→T 1 比較結果 

CMP/STR Rm, Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 1 1 0 0  いずれかのバイトが等しいとき 1→T 1 比較結果 

DIV1 Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 0 1 0 0  1ステップ除算 (Rn ÷ Rm) 1 計算結果 

DIV0S Rm, Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 0 1 1 1  Rn の MSB→Q,  Rm の MSB→M, M^Q→T 1 計算結果 

DIV0U 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1  0→M/Q/T 1 0 

DMULS.L Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 1 1 0 1  符号付きで Rn×Rm→MACH,MACL 

32×32→64ビット 

2～4* ― 

DMULU.L  Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 0 1 0 1  符号なしで Rn×Rm→MACH,MACL 

32×32→64ビット 

2～4* ― 

DT Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 1 0 0 0 0  Rn－1→Rn, Rnが 0のとき 1→T 
Rn が 0以外のとき 0→T 

1 比較結果 

EXTS.B Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 1 1 1 0  Rm をバイトから符号拡張→ Rn 1 ― 

EXTS.W Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 1 1 1 1  Rm をワードから符号拡張→ Rn 1 ― 

EXTU.B Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 1 1 0 0  Rm をバイトからゼロ拡張→ Rn 1 ― 

EXTU.W Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 1 1 0 1  Rm をワードからゼロ拡張→ Rn 1 ― 

MAC.L @Rm+, @Rn+ 0 0 0 0 n n n n m m m m 1 1 1 1  符号付きで (Rn) × (Rm) + MAC → MAC 
32×32＋64→64ビット 

3/(2～4) * ― 

MAC.W @Rm+, @Rn+ 0 1 0 0 n n n n m m m m 1 1 1 1  符号付きで (Rn) × (Rm) + MAC → MAC 
16×16＋64→64ビット 

3/(2) * ― 

MUL.L Rm, Rn 0 0 0 0 n n n n m m m m 0 1 1 1  Rn × Rm → MACL 32×32→32ビット 2～4* ― 

MULS.W Rm, Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 1 1 1 1  符号付きで Rn × Rm → MACL 
16×16→32ビット 

1～3* ― 

MULU.W Rm, Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 1 1 1 0  符号なしで Rn × Rm → MACL 
16×16→32ビット 

1～3* ― 

NEG Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 1 0 1 1  0-Rm→ Rn 1 ― 

NEGC Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 1 0 1 0  0-Rm-T→ Rn, ボロー→T 1 ボロー 

SUB Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 1 0 0 0  Rn-Rm→ Rn 1 ― 

SUBC Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 1 0 1 0  Rn-Rm-T→ Rn, ボロー→T 1 ボロー 

SUBV Rm, Rn 0 0 1 1 n n n n m m m m 1 0 1 1  Rn-Rm→ Rn, アンダフロー→T 1 オーバフロー

【注】 * 通常実行ステートを示します。（ ）内の値は、前後の命令との競合関係による実行ステートです。 
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(3) 論理演算命令 

 
命  令 命令コード 動  作 実行  

ステート 
Ｔビット 

AND Rm, Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 1 0 0 1  Rn & Rm → Rn 1 ― 

AND #imm, R0 1 1 0 0 1 0 0 1 i i i i i i i i  R0 & imm → R0 1 ― 

AND.B #imm, @(R0, GBR) 1 1 0 0 1 1 0 1 i i i i i i i i  (R0+GBR) & imm → (R0+GBR) 3 ― 

NOT Rm, Rn 0 1 1 0 n n n n m m m m 0 1 1 1  ~Rm → Rn 1 ― 

OR Rm, Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 1 0 1 1  Rn ｜ Rm → Rn 1 ― 

OR #imm, R0 1 1 0 0 1 0 1 1 i i i i i i i i  R0 ｜ imm → R0 1 ― 

OR.B #imm, @(R0, GBR) 1 1 0 0 1 1 1 1 i i i i i i i i  (R0+GBR) ｜ imm → (R0+GBR) 3 ― 

TAS.B @Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 1 1 0 1 1  (Rn) が 0 のとき 1→T, 1→MSB of (Rn) 4 テスト結果

TST Rm, Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 1 0 0 0  Rn & Rm, 結果が 0のとき 1→T 1 テスト結果

TST #imm, R0 1 1 0 0 1 0 0 0 i i i i i i i i   R0 & imm, 結果が 0のとき 1→T 1 テスト結果

TST.B #imm, @(R0, GBR) 1 1 0 0 1 1 0 0 i i i i i i i i  (R0+GBR) & imm, 結果が 0のとき 1→T 3 テスト結果

XOR Rm, Rn 0 0 1 0 n n n n m m m m 1 0 1 0  Rn ^ Rm → Rn 1 ― 

XOR #imm, R0 1 1 0 0 1 0 1 0 i i i i i i i i  R0 ^ imm → R0 1 ― 

XOR.B #imm, @(R0, GBR) 1 1 0 0 1 1 1 0 i i i i i i i i  (R0+GBR) ^ imm → (R0+GBR) 3 ― 

 

(4) シフト命令 

 
命  令 命令コード 動  作 実行  

ステート 
Ｔビット 

ROTL Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 0 0 1 0 0  T ← Rn ← MSB 1 MSB 

ROTR Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 0 0 1 0 1  LSB → Rn → T 1 LSB 

ROTCL Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 1 0 0 1 0 0  T ← Rn ← T 1 MSB 

ROTCR Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 1 0 0 1 0 1  T → Rn → T 1 LSB 

SHAL Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 1 0 0 0 0 0  T ← Rn ←  0 1 MSB 

SHAR Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 1 0 0 0 0 1  MSB → Rn → T 1 LSB 

SHLL Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 0 0 0 0 0  T ← Rn ← 0 1 MSB 

SHLR Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 0 0 0 0 1  0 → Rn → T 1 LSB 

SHLL2 Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 0 1 0 0 0  Rn << 2 → Rn 1 ― 

SHLR2 Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 0 1 0 0 1  Rn >> 2 → Rn 1 ― 

SHLL8 Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 1 1 0 0 0  Rn << 8 → Rn 1 ― 

SHLR8 Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 1 1 0 0 1  Rn >> 8 → Rn 1 ― 

SHLL16 Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 1 0 1 0 0 0  Rn << 16 → Rn 1 ― 

SHLR16 Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 1 0 1 0 0 1  Rn >> 16 → Rn 1 ― 
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(5) 分岐命令 

 
命  令 命令コード 動  作 実行  

ステート 
Ｔビット 

BF label 1 0 0 0 1 0 1 1 d d d d d d d d  T=0 のとき disp×2+PC→PC, 
T=1 のとき nop 

3/1* ― 

BF/S label 1 0 0 0 1 1 1 1 d d d d d d d d  遅延分岐、T=0のとき disp×2+PC→PC, 

T=1のとき nop 

2/1* ― 

BT label 1 0 0 0 1 0 0 1 d d d d d d d d  T=1 のとき disp×2+PC→PC, 

T=0 のとき nop 

3/1* ― 

BT/S label 1 0 0 0 1 1 0 1 d d d d d d d d  遅延分岐、T=1のとき disp×2+PC→PC, 

T=0のとき nop 

2/1* ― 

BRA label 1 0 1 0 d d d d d d d d d d d d  遅延分岐、disp×2+PC→PC 2 ― 

BRAF Rm 0 0 0 0 m m m m 0 0 1 0 0 0 1 1  遅延分岐、Rm+PC→PC 2 ― 

BSR label 1 0 1 1 d d d d d d d d d d d d  遅延分岐、PC→PR, disp×2+PC→PC 2 ― 

BSRF Rm 0 0 0 0 m m m m 0 0 0 0 0 0 1 1  遅延分岐、PC→PR, Rm+PC→PC 2 ― 

JMP @Rm 0 1 0 0 m m m m 0 0 1 0 1 0 1 1  遅延分岐、Rm→PC 2 ― 

JSR @Rm 0 1 0 0 m m m m 0 0 0 0 1 0 1 1  遅延分岐、PC→PR, Rm→PC 2 ― 

RTS 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1  遅延分岐、PR→PC 2 ― 

【注】 * 分岐しないときは 1ステートになります。 
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(6) システム制御命令 

 
命  令 命令コード 動  作 実行  

ステート 
Ｔビット 

CLRT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0  0 → T 1 0 

CLRMAC 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0  0 → MACH, MACL 1 ― 

LDC Rm, SR 0 1 0 0 m m m m 0 0 0 0 1 1 1 0  Rm → SR 1 LSB 

LDC Rm, GBR 0 1 0 0 m m m m 0 0 0 1 1 1 1 0  Rm → GBR 1 ― 

LDC Rm, VBR 0 1 0 0 m m m m 0 0 1 0 1 1 1 0  Rm → VBR 1 ― 

LDC.L @Rm+, SR 0 1 0 0 m m m m 0 0 0 0 0 1 1 1  (Rm) → SR,  Rm+4 → Rm 3 LSB 

LDC.L @Rm+, GBR 0 1 0 0 m m m m 0 0 0 1 0 1 1 1  (Rm) → GBR,  Rm+4 → Rm 3 ― 

LDC.L @Rm+, VBR 0 1 0 0 m m m m 0 0 1 0 0 1 1 1  (Rm) → VBR,  Rm+4 → Rm 3 ― 

LDS Rm, MACH 0 1 0 0 m m m m 0 0 0 0 1 0 1 0  Rm → MACH 1 ― 

LDS Rm, MACL 0 1 0 0 m m m m 0 0 0 1 1 0 1 0  Rm → MACL 1 ― 

LDS Rm, PR 0 1 0 0 m m m m 0 0 1 0 1 0 1 0  Rm → PR 1 ― 

LDS.L @Rm+, MACH 0 1 0 0 m m m m 0 0 0 0 0 1 1 0  (Rm) → MACH,  Rm+4 → Rm 1 ― 

LDS.L @Rm+, MACL 0 1 0 0 m m m m 0 0 0 1 0 1 1 0  (Rm) → MACL,  Rm+4 → Rm 1 ― 

LDS.L @Rm+, PR 0 1 0 0 m m m m 0 0 1 0 0 1 1 0  (Rm) → PR,  Rm+4 → Rm 1 ― 

NOP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1  無操作 1 ― 

RTE 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1  遅延分岐、スタック領域 → PC/SR 4 ― 

SETT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0  1 → T 1 1 

SLEEP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1  スリープ 3* ― 

STC SR, Rn 0 0 0 0 n n n n 0 0 0 0 0 0 1 0  SR → Rn 1 ― 

STC GBR, Rn 0 0 0 0 n n n n 0 0 0 1 0 0 1 0  GBR → Rn 1 ― 

STC VBR, Rn 0 0 0 0 n n n n 0 0 1 0 0 0 1 0  VBR → Rn 1 ― 

STC.L SR, @- Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 0 0 0 1 1  Rn-4 → Rn,  SR → (Rn) 2 ― 

STC.L GBR, @- Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 1 0 0 1 1  Rn-4 → Rn,  GBR → (Rn) 2 ― 

STC.L VBR, @- Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 1 0 0 0 1 1  Rn-4 → Rn,  VBR → (Rn) 2 ― 

STS MACH, Rn 0 0 0 0 n n n n 0 0 0 0 1 0 1 0  MACH → Rn 1 ― 

STS MACL, Rn 0 0 0 0 n n n n 0 0 0 1 1 0 1 0  MACL → Rn 1 ― 

STS PR, Rn 0 0 0 0 n n n n 0 0 1 0 1 0 1 0  PR → Rn 1 ― 

STS.L MACH, @-Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 0 0 0 1 0  Rn-4 → Rn,  MACH → (Rn) 1 ― 

STS.L MACL, @-Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 0 1 0 0 1 0  Rn-4 → Rn,  MACL → (Rn) 1 ― 

STS.L PR, @-Rn 0 1 0 0 n n n n 0 0 1 0 0 0 1 0  Rn-4 → Rn,  PR → (Rn) 1 ― 

TRAPA #imm 1 1 0 0 0 0 1 1 i i i i i i i i  PC/SR→スタック領域、 
(imm×4+VBR)→PC 

8 ― 

【注】 * スリープ状態に遷移するまでのステート数です。 

 

 ・命令の実行ステートについて 

  表に示した実行ステートは最少値です。実際は、 

   （1）命令フェッチとデータアクセスの競合が起こる場合 

   （2）ロード命令（メモリ→レジスタ）のデスティネーションレジスタと、その直後の命令が使うレジスタが同一な場合 

  などの条件により、命令実行ステート数は増加します。 
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(7) 浮動小数点命令 

 
命  令 命令コード 動  作 実行  

ステート 
Ｔビット 

FABS FRn 1 1 1 1 n n n n 0 1 0 1 1 1 0 1  ｜FRn｜ → FRn 1 ― 

FADD FRm, FRn 1 1 1 1 n n n n m m m m 0 0 0 0  FRn＋FRm → FRn 1 ― 

FCMP/EQ  FRm, FRn  1 1 1 1 n n n n m m m m 0 1 0 0  (FRn=FRm)? 1:0→ T 1 比較結果 

FCMP/GT  FRm, FRn  1 1 1 1 n n n n m m m m 0 1 0 1  (FRn＞FRm)? 1:0→ T 1 比較結果 

FDIV  FRm, FRn 1 1 1 1 n n n n m m m m 0 0 1 1  FRn/FRm → FRn 13 ― 

FLDI0 FRn 1 1 1 1 n n n n 1 0 0 0 1 1 0 1  0x00000000  → FRn 1 ― 

FLDI1 FRn 1 1 1 1 n n n n 1 0 0 1 1 1 0 1  0x3F800000  → FRn 1 ― 

FLDS FRm, FPUL 1 1 1 1 m m m m 0 0 0 1 1 1 0 1  FRm  → FPUL 1 ― 

FLOAT FPUL,FRn 1 1 1 1 n n n n 0 0 1 0 1 1 0 1  (float)FPUL → FRn 1 ― 

FMAC FR0,FRm,FRn 1 1 1 1 n n n n m m m m 1 1 1 0  FR0×FRm+FRn  → FRn 1 ― 

FMOV  FRm, FRn 1 1 1 1 n n n n m m m m 1 1 0 0  FRm → FRn 1 ― 

FMOV.S  @(R0, Rm), FRn 1 1 1 1 n n n n m m m m 0 1 1 0  (R0+Rm) → FRn 1 ― 

FMOV.S  @Rm+, FRn 1 1 1 1 n n n n m m m m 1 0 0 1  (Rm) → FRn,Rm+=4 1 ― 

FMOV.S  @Rm, FRn 1 1 1 1 n n n n m m m m 1 0 0 0  (Rm) → FRn 1 ― 

FMOV.S  FRm, @( R0,Rn ) 1 1 1 1 n n n n m m m m 0 1 1 1  FRm →(R0+Rn) 1 ― 

FMOV.S  FRm, @-Rn 1 1 1 1 n n n n m m m m 1 0 1 1  Rn-=4,FRm  → (Rn) 1 ― 

FMOV.S  FRm, @Rn 1 1 1 1 n n n n m m m m 1 0 1 0  FRm → (Rn) 1 ― 

FMUL FRm, FRn 1 1 1 1 n n n n m m m m 0 0 1 0  FRn×FRm → FRn 1 ― 

FNEG FRn 1 1 1 1 n n n n 0 1 0 0 1 1 0 1  -FRn → FRn 1 ― 

FSTS FPUL,FRn 1 1 1 1 n n n n 0 0 0 0 1 1 0 1  FPUL → FRn 1 ― 

FSUB FRm, FRn 1 1 1 1 n n n n m m m m 0 0 0 1  FRn-FRm → FRn 1 ― 

FTRC FRm, FPUL 1 1 1 1 m m m m 0 0 1 1 1 1 0 1  (long)FRm → FPUL 1 ― 

 

(8) FPUに関する CPU命令 

 
命  令 命令コード 動  作 実行  

ステート 
Ｔビット 

LDS Rm,FPSCR 0 1 0 0 m m m m 0 1 1 0 1 0 1 0  Rm → FPSCR 1 ― 

LDS Rm,FPUL 0 1 0 0 m m m m 0 1 0 1 1 0 1 0  Rm → FPUL 1 ― 

LDS.L @Rm+, FPSCR 0 1 0 0 m m m m 0 1 1 0 0 1 1 0  @Rm → FPSCR,Rm+=4 1 ― 

LDS.L  @Rm+, FPUL  0 1 0 0 m m m m 0 1 0 1 0 1 1 0  @Rm → FPUL,Rm+=4 1 ― 

STS  FPSCR, Rn 0 0 0 0 n n n n 0 1 1 0 1 0 1 0  FPSCR → Rn 1 ― 

STS FPUL,Rn 0 0 0 0 n n n n 0 1 0 1 1 0 1 0  FPUL → Rn 1 ― 

STS.L FPSCR,@-Rn 0 1 0 0 n n n n 0 1 1 0 0 0 1 0  Rn-=4,FPCSR  → @Rn 1 ― 

STS.L FPUL,@-Rn 0 1 0 0 m m m m 0 1 0 1 0 0 1 0  Rn-=4,FPUL → @Rn 1 ― 
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2.5 処理状態 

2.5.1 状態遷移 
CPUの処理状態には、パワーオンリセット状態、例外処理状態、バス権解放状態、プログラム実行状態、低消費電力

状態の 5種類があります。状態間の遷移を図 2.8に示します。 
 

パワーオン
リセット状態

プログラム実行状態

バス権解放状態

ハードウェア
スタンバイモード

ソフトウェア
スタンバイモードスリープモード

例外処理状態

低消費電力状態

すべての状態から
RES＝0
HSTBY=1

すべての状態から
RES＝0
HSTBY＝0のとき

割り込み要因発生または
DMAアドレスエラー発生

バス権要求解除

バス権要求解除

バス権要求解除

バス権要求発生

バス権要求発生

バス権要求発生

例外処理要因発生 例外処理終了

SSBYビット
クリアで
SLEEP命令

SSBYビット
セットで
SLEEP命令

NMI端子
を0→1

RES＝0
HSTBY＝1

RES＝1

【注】WDTによる内部リセットはプログラム実行状態もしくはスリープモードから例外処理状態に遷移します。
 

図 2.8 処理状態の状態遷移図 
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(1) パワーオンリセット状態 

CPUがリセットされている状態です。HSTBY端子をハイレベルにして RES端子がローレベルに変わるとパワーオン
リセット状態になります。 

(2) 例外処理状態 

リセットや割り込みなどの例外処理要因によって、CPUが処理状態の流れを変えるときの過渡的な状態です。 
リセットの場合は、例外処理ベクタテーブルからプログラムカウンタ（PC）の初期値としての実行開始アドレスとス

タックポインタ（SP）の初期値を取り出しそれぞれ格納し、スタートアドレスに分岐してプログラムの実行を開始しま
す。 
割り込みなどの場合は、SPを参照して、PCとステータスレジスタ（SR）をスタック領域に退避します。例外処理ベク

タテーブルから例外サービスルーチンの開始アドレスを取り出し、そのアドレスに分岐してプログラムの実行を開始しま
す。 
その後処理状態はプログラム実行状態となります。 

(3) プログラム実行状態 

CPUが順次プログラムを実行している状態です。 

(4) 低消費電力状態 

CPUの動作が停止し消費電力が低い状態です。スリープ命令でスリープモード、またはソフトウェアスタンバイモー
ドになります。また、RES端子をローレベルにした状態で HSTBY端子をローレベルにするとハードウェアスタンバイモ
ードになります。 

(5) バス権解放状態 

CPUがバス権を要求したデバイスにバスを解放している状態です。 
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3. 浮動小数点演算ユニット（FPU） 

3.1 概要 
本 LSIは、浮動小数点演算ユニット（FPU）を内蔵しています。FPUのレジスタ構成を図 3.1に示します。 

 

31 0
FR0

浮動小数点レジスタ

FR1
FR2
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7
FR8
FR9
FR10
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

浮動小数点システムレジスタ

31 0 浮動小数点コミュニケーションレジスタ
CPUとFPU間の通信レジスタとしてバッファを指定*。FPUL

31 0 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ
FPU例外に関するステータス／コントロール情報を表示*。FPSCR

FR0はFMAC命令のインデックスレジスタとし
て機能します。

【注】*　 詳しくは「3.2　浮動小数点レジスタと浮動小数点システムレジスタ」を参照してください。
 

図 3.1 レジスタの構成の概要（浮動小数点レジスタ、浮動小数点システムレジスタ） 
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3.2 浮動小数点レジスタと浮動小数点システムレジスタ 

3.2.1 浮動小数点レジスタファイル 
本 LSIは 16本の 32ビット単精度浮動小数点レジスタを持っています。レジスタ指定は常に 4ビットで行います。ア

センブリ言語では、浮動小数点レジスタは、FR0、FR1、FR2、･･･などのように指定します。FR0は FMAC命令のインデ
ックスレジスタとして機能します。 

3.2.2 浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL） 
FPUと CPU間で転送される情報は、整数ユニットのMACL、MACHに類似した 1本の通信レジスタ FPULを介して転

送されます。整数形式と浮動小数点形式とは異なるため、本 LSIではこの通信レジスタを設けています。32ビット FPUL
はシステムレジスタで、CPU側からは LDS、STS命令によりアクセスされます。 

3.2.3 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
本 LSIは、浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR）を備えており、このレジスタは、LDS、STS命令

によりアクセスするシステムレジスタとして機能します（図 3.2）。FPSCRは、ユーザプログラムによる書き込みが可能
です。FPSCRは、プロセスコンテキストの一部であり、コンテキスト切り替え時にはセーブする必要があります。また、
プロシジャコール時にも、セーブする必要がある場合があります。 
 

FPSCRは、32ビットのレジスタで、丸めモード、漸近的なアンダフロー（非正規化数）、および FPU例外に関する詳
細情報の格納を制御します。FPU自体を無効とするモジュールストップビットはモジュールスタンバイコントロールレ
ジスタ（MSTCR）にあります。詳しくは「第 27章 低消費電力状態」を参照してください。FPUはリセットスタート
時は常にイネーブル状態です。 
 
表 3.1に起こりうる 5種類の FPU例外と対応するフラグを示します。さらに 6番目のフラグとして FPUエラーがあり、

これは浮動小数点ユニットが 5種類以外のエラー状態を知らせるものです。 
 

表 3.1 浮動小数点例外フラグ 
フラグ 意味 本 LSIでのサポート 

E FPUエラー － 

V 無効演算 ○ 

Z ゼロによる除算 ○ 

O オーバフロー（値は表現されない） － 

U アンダフロー（値は表現されない） － 

I 不正確（結果は表現されない） － 

 
要因フィールド中のビットは、そのとき実行中の命令の例外要因を示します。要因ビットは浮動小数点命令によって

変更されます。これらのビットは、単一の命令の実行期間中に例外状態が発生するか否かにより、1または 0になります。 
イネーブルフィールド中のビットは、イネーブルにする例外の種類を指定します。すなわち例外処理に流れを変更す

ることを可能にします。イネーブルビットと対応する要因ビットが、そのとき実行中の命令よりセットされれば、例外が
発生します。 
フラグフィールド中のビットは一連の命令の実行中に発生したすべての例外を、累積して格納するのに使用されます。

これらのビットは、いったん命令によってセットされると、その後の命令によってリセットされません。このフィールド
中のビットは、FPSCRに対して明示的にストア動作を行うことによってのみ、リセットすることができます。 
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DN：

CV：

CZ：

EV：

EZ：

FV：

FZ：

RM：

非正規化ビット

本LSIでは常に1で非正規化数のソースまたはデスティネーションオペランドは0に
なります。このビットはLDS命令でも書き込めません。

無効演算要因ビット

1のとき：現在の命令の実行中に無効演算例外が発生したことを示します。

0のとき：無効演算例外が発生していないことを示します。

0による除算要因ビット

1のとき：現在の命令の実行中に0による除算例外が発生したことを示します。

0のとき：0による除算例外が発生していないことを示します。

無効演算例外イネーブル

1のとき：無効演算例外を発生許可

0のとき：無効演算例外は発生せず、結果としてqNaNを返します。

0による除算イネーブル

1のとき：現在の命令の実行中に0による除算例外を発生許可

0のとき：0による除算例外は発生せず、結果として現在の式の符号（+もしくは-）

　　　　  を付けた無限値を返します。

無効演算例外フラグビット

1のとき：命令の実行中に無効演算例外が発生したことを示します。

0のとき：無効演算例外は発生していないことを示します。

0による除算例外フラグビット

1のとき：命令の実行中に0による除算例外が発生したことを示します。

0のとき：0による除算例外が発生していないことを示します。

丸めモードビット

本LSIでは、常に01でゼロ方向への丸めが（RZモード）行われていることを意味し
ます。このビットはLDS命令でも書き込めません。

【注】　本LSIでは、要因フィールドEOUI（CE、CO、CU、およびCI）イネーブルフィールドの
　　　　OUI（EO、EU、およびEI）、またフラグフィールド中のOUI（FO、FU、およびFI）の
　　　　各ビットとリザーブ領域は0にプリセットされており、LDS命令を使用しても変更できま
　　　　せん。

31 19

RMDN CE
リザーブ

フラグイネーブル要因

9 7 256101115161718 4 1 014 12 313 8

CZCV CU CICO EV EZ EO EU EI FV FZ FO FU FI

【記号説明】

 
図 3.2 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ 
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3.3 浮動小数点フォーマット 

3.3.1 浮動小数点数フォーマット 
本 LSIは単精度浮動小数点演算をサポートしています。さらに IEEE754小数点規格完全準拠です。 
浮動小数点数は、次の 3つのフィールドにより構成されます。 

• 符号部 s 
• 指数部 e 
• 仮数部 f 

指数はゲタばき表現（バイアス）されます。すなわち、 
e=E+bias 
の形式をとります。 
バイアスされていない指数 Eの範囲は、Emin-1から Emax+1となります。2つの値（Emin-1と Emax+1）は以下のように識別

されます。Emin-1は、ゼロ（符号は正負の双方とも）と非正規化数を表し、Emax+1は、正負の無限大と非数（NaN）を表
します。単精度演算では、バイアス値は 127、Eminは-126、そして Emaxは 127となります。 
 

31

s e f

30 23 22 0

 
図 3.3 浮動小数点数のフォーマット 

 
浮動小数点数の値 vは、次のように決定されます。 

 
E==Emax+1かつ f!=0ならば、符号 sに関係なく vは非数（NaN） 
E==Emax+1かつ f==0ならば、v=(-1) s (infinity)〔正または負の無限大〕 
Emin<=E<=Emaxならば、v=(-1) s 2E (1.f）〔正規化数〕 
E==Emin-1かつ f!=0ならば、v=(-1)s 2Emin (0.f)〔非正規化数〕 
E==Emin-1かつ f==0ならば、v=(-1)s 0〔正または負のゼロ〕 

 

3.3.2 非数（NaN） 
単精度演算値における非数（NaN）の表現では、ビット 22～0のうち少なくとも 1つのビットがセットされます。ビッ

ト 22がセットされていれば、シグナリング NaN（sNaN）を示します。ビット 22がリセットされていれば、その値はク
ワイアット NaN（qNaN）です。 
非数（NaN）のビットパターンを図 3.4に示します。図中のビット Nはシグナリング NaNではセットされ、クワイア

ット NaNではリセットされます。xは don't careのビットを示しています。ただし、ビット 22～0のうち少なくとも 1つ
のビットはセットされています。 
非数（NaN）では、符号ビットは、don't careとなります。 

 

31

x 11111111 Nxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

30 23 22 0

N=1：sNaN

N=0：qNaN
 

図 3.4 NaNビットパターン 

 
浮動小数点値を生成する演算に非数（sNaN）を入力した場合、 

•  FPSCRレジスタの EVビットがリセットされると、演算結果（出力）はクワイアット NaN（qNaN）となります。 
•  FPSCRレジスタの EVビットがセットされると、無効演算例外が発生します。この場合は、演算のデスティネー
ション側のレジスタの内容は変更されません。 
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浮動小数点値を生成する演算にクワイアット NaNを入力し、かつシグナリング NaNがその演算に入力されていない場
合、 FPSCRレジスタの EVビットのセットとは無関係に、出力は常にクワイアット NaNとなります。そしてこのとき例
外は発生しません。 
非数（NaN）が入力された場合の浮動小数点演算については、「SH-2Eソフトウェアマニュアル」を参照してくださ

い。 

3.3.3 非正規化数の値 
非正規化数の浮動小数点数の値は、バイアスされた指数が 0、仮数部がノン-ゼロでヒドゥンビットが 0として表現さ

れます。本 LSIの浮動小数点演算ユニットでは、非正規化数（オペランドソースまたは演算結果）は、値を生成する浮動
小数点演算（コピー以外の演算）では画一的に 0にフラッシュされます。 

3.3.4 その他の特殊な値について 
浮動小数点数の値の表現には、表 3.2に示すように 7種類の異なる種類の特殊な値があります。 

表 3.2 IEEE754規格で規定されている単精度における特殊な値の表現 
値 表現 

+0.0 0x00000000 

-0.0 0x80000000 

非正規化数 「3.3.3 非正規化数の値」で説明 

+INF 0x7F800000 

-INF 0xFF800000 

qNaN（クワイアット NaN） 「3.3.2 非数（NaN）」で説明 

sNaN（シグナリング NaN） 「3.3.2 非数（NaN）」で説明 
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3.4 浮動小数点例外モデル 

3.4.1 イネーブル状態の例外 
無効演算およびゼロによる除算例外の双方は、イネーブルビットをセットすることでイネーブル状態になります。FPU

により発生する例外はすべて、同一の例外事象としてマッピングされています。個々の例外の意味は、システムレジスタ
FPSCRを読み出し、そこに保持されている情報を解析して、ソフトウェアにより決定することになります。 

3.4.2 ディスイネーブル状態の例外 
イネーブルビットEVがセットされていなければ、無効演算は結果としてqNaNを生成します（FCMPとFTRCを除く）。

イネーブルビット EZがセットされていなければ、ゼロによる除算は現在の式の符号（+もしくは-）を付けた無限値を返
します。オーバフローは、フォーマットにおいて絶対値が表現可能な最大値となる有限数で、かつ正しい符号を持った数
を生成します。アンダフローは、正しい符号を持ったゼロを生成します。もし演算結果が不正確である場合は、デスティ
ネーションレジスタは、その不正確な結果を格納することになります。 

3.4.3 FPUの例外事象とコード 
すべての FPU例外は、同一の一般例外事象すなわち FPU例外として、H'00000034番地にベクターテーブルアドレスオ

フセットを持っています。 

3.4.4 メモリ内の浮動小数点データの配置 
単精度浮動小数点データは、4バイト境界のメモリ上に配置されます。すなわち、本 LSIのロング整数と同一の形式で

配置されます。 

3.4.5 特殊オペランドを伴う算術演算 
特殊オペランド（qNaN、sNaN、+INF、-INF、+0、-0）を伴う算術演算はすべて、IEEE754規格の規定に従っています。

詳しくは「SH-2Eソフトウェアマニュアル」を参照してください。 
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3.5 CPUとの同期化 
(1) CPUとの同期化 

浮動小数点演算命令と CPU命令は、プログラム順序に従って順番に実行されていきますが、実行サイクルの相違によ
り動作完了がプログラムの順番通りにならない場合があります。浮動小数点演算命令が FPUリソースのみをアクセスす
る場合は、CPUとの同期化は必要ありませんし、FPU命令に続く CPU命令は、FPU動作の完了以前に動作を終えること
ができます。それゆえ、最適化されたプログラムにおいては、Divideのような長い実行サイクルを要する浮動小数点演算
命令の実行サイクルを見かけ上隠すことが可能です。一方、CPUリソースにアクセスする Compareのような浮動小数点
演算命令は、プログラム順序を保証する同期化が必要になります。 

(2) 同期化を必要とする浮動小数点命令 

ロード、ストア、比較、および FPULや FPSCRにアクセスする命令は、CPUリソースにアクセスするため、同期化が
必要となります。ロード、ストア命令は、汎用レジスタを参照します。ポストインクリメントロードとプリデクリメント
ストアは、汎用レジスタの内容を変更します。比較は Tビットを変更します。FPULや FPSCRにアクセスする命令は FPUL
や FPSCRを参照するか、内容を変更します。これらの参照と変更は CPUと同期をとる必要があります。 
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3.6 使用上の注意 
本 FPUにおいて、特殊オペラントを伴う算術演算のうち、以下の 2パターンにおいて IEEE754規格の規定と符号が異

なる値が生成されます。 
（1） FADD FRm、FRn FRm＝–INF（0xFF800000） 

 FRn＝MAX（0x7F7FFFFF） 
このとき IEEE754における期待値が–INF（0xFF800000）に対し、結果は+INF（0xFF800000）になります。 

 
（2） FSUB FRm、FRn FRm＝+INF（0x7F800000） 

 FRn＝MAX（0x7F7FFFFF） 
このとき IEEE754における期待値が–INF（0xFF800000）に対し、結果は+INF（0x7F800000）になります。 
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4. 動作モード 

4.1 動作モードの種類と選択 
本 LSIには、5種類の動作モードがあります。動作モードは、MD2～MD0、FWE端子で設定します。モード設定端子

は、LSIの動作中には変化させないでください。また、表 4.1にない組み合わせは設定しないでください。 
PVcc1の電源電圧は表 4.1に示す範囲で使用してください。 

表 4.1 動作モードの選択 
端子設定 動作モード 

番号 FWE MD2 MD1 MD0

モード名 内蔵 

ROM 

エリア 0のバス幅 PVcc1電圧 

モード 0 0 1 0 0 8ビット 

モード 1 0 1 0 1 

無効 

16ビット 

モード 2 0 1 1 0 

MCU拡張モード 

有効 BCR1により設定 

3.3V±0.3V 

モード 3 0 1 1 1 MCUシングルチップ 
モード 

有効 ― 5.0V±0.5V 

モード 4 1 1 0 0 BCR1により設定 3.3V±0.3V 

モード 5 1 1 0 1 

ブートモード 有効 

― 5.0V±0.5V 

モード 6 1 1 1 0 BCR1により設定 3.3V±0.3V 

モード 7 1 1 1 1 

ユーザプログラム 
モード 

有効 

― 5.0V±0.5V 

モード 8 1 0 0 0 BCR1により設定 3.3V±0.3V 

モード 9 1 0 0 1 

ユーザブート 
モード 

有効 

― 5.0V±0.5V 

― 0/1 0 1 1 ライタモード ― ― 3.3V±0.3V 

 
MCU動作モードとして、MCU拡張モードとMCUシングルチップモードがあります。 
フラッシュメモリにプログラムを書き込むモードとして、オンボードプログラミングモードであるブートモード、ユ

ーザブートモード、ユーザプログラムモード、および EPROMライタ（本デバイスの書き込みをサポートしているライタ）
により書き込むライタモードがあります。 
なおライタモードについての詳細は「第 24章 ROM（SH7058SF）」および「第 25章 ROM（SH7059）」を参照

してください。 
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5. クロック発振器（CPG） 

5.1 概要 
クロック発振器（CPG）は、本 LSI内部と外部デバイスにクロックパルスを供給します。本 LSIの CPGは、発振回路

と PLL逓倍回路で構成されています。CPGでクロックを発生させる方法としては、水晶発振子を接続する方法と、外部
クロックを入力する方法の 2通りがあります。発振回路は入力クロックと同じ周波数で発振します。LSIの内部は内部ク
ロック（φ）と周辺クロック（Pφ）の 2種類のクロックがあります。 
内部クロック（φ）は、主にバスマスタ系のモジュールに供給され、その周波数は EXTAL端子からの入力クロック周

波数の 8逓倍です。 
周辺クロック（Pφ）は、主に周辺モジュールに供給され、その周波数は EXTAL端子からの入力クロック周波数の 2

逓倍となります。CK端子からは周辺クロック（Pφ）が出力されます。 
CPGはソフトウェアスタンバイモード、およびハードウェアスタンバイモードで停止します。 

5.1.1 ブロック図 
 

EXTAL

XTAL
PLLVss

PLLVcc

PLLcap

CK端子 
（システムクロック）

周辺クロック（Pφ）内部クロック（φ）

× 2 × 8

発振回路

PLL逓倍回路

CPG

 
図 5.1 CPGのブロック図 

5.1.2 端子構成 
クロック発振器に関連する端子を表 5.1に示します。 

表 5.1 端子構成 
名称 略称 入出力 機能 

外部クロック EXTAL 入力 水晶発振子または外部クロックの入力 

クリスタル XTAL 入出力 水晶発振子を接続 

システムクロック CK 出力 システムクロック出力 

PLL電源 PLLVCC 入力 PLL逓倍回路用電源 

PLLグランド PLLVSS 入力 PLL逓倍回路用グランド 

PLL容量 PLLCAP 入力 PLL逓倍回路発振用外付け容量端子 
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5.2 周波数範囲 

5.2.1 周波数範囲 
入力周波数と動作周波数の範囲を表 5.2に示します。 

表 5.2 入力周波数と動作周波数 
入力周波数範囲（MHz） PLL逓倍比 内部クロック（φ） 

周波数範囲（MHz） 
周辺クロック（Pφ） 
周波数範囲（MHz） 

システムクロック 
周波数範囲（MHz） 

5～10 ×8 40～80 10～20 10～20 

【注】 水晶発振子および外部クロック入力 

 
LSIの内部に供給されるクロックは、内部クロック（φ）と周辺クロック（Pφ）の 2種類のクロックがあります。 
内部クロック（φ）は、主に CPU、FPU、DMACなどのバスマスタ系のモジュールに供給され、入力周波数（EXTAL

端子）の 8倍です。 
周辺クロック（Pφ）は、主に内蔵周辺モジュールに供給され、入力周波数（EXTAL端子）の 2倍の周波数となりま

す。CK端子から出力するシステムクロックは、周辺クロック（Pφ）を出力します。 
 

入力クロック（EXTAL端子）

システムクロック（CK端子）

内部クロック（φ）

周辺クロック（Pφ）

【注】入力クロックとその他のクロック間の位相はPLL回路が逓倍しているため一意的に決まりません。

内部クロック（φ）＝ 入力クロック×8

 
図 5.2 各クロックの周波数と位相 
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5.3 クロックソース 
クロックソースとして、水晶発振子と外部クロックのどちらかを選ぶことができます。 

5.3.1 水晶発振子の接続方法 

(1) 回路構成 

図 5.3に水晶発振子の接続方法を示します。ダンピング抵抗 Rdは表 5.3に示すものを使用してください。水晶発振子
は、ATカット基本波仕様のものを使ってください。また、図のように、負荷容量（CL1、CL2）を必ず接続してくださ
い。 
水晶発振子と内部の発振器によって生成されたクロックパルスは、PLL逓倍回路に送られ、そこで逓倍された周波数

を選択し、本 LSIの内部と外部デバイスに供給されます。 
なお、水晶発振子と LSIの相性については、水晶発振子メーカとご相談ください。 

 

EXTAL

XTAL

CL2

CL1
推奨値
CL1、CL2：18～22pF

Rd
 

図 5.3 水晶発振子の接続例 

表 5.3 ダンピング抵抗値（推奨値） 
周波数（MHz） 5 10 

Rd（Ω） 500 0 

 

(2) 水晶発振子 

図 5.4に水晶発振子の等価回路を示します。水晶発振子は、表 5.4に示す特性のものを使ってください。 
 

L CL

Co

Rs

X
T
A
L

E
X
T
A
L

 
図 5.4 水晶発振子の等価回路 

表 5.4 水晶発振子の特性（推奨値） 
パラメータ 周波数（MHz） 

 5 10 

Rs max（Ω） 100 50 

Co max（pF） 7 

 
なお水晶発振子と LSIの相性については、水晶発振子メーカとご相談ください。 
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5.3.2 外部クロックの入力方法 
外部クロック入力の接続例を図 5.5に示します。 
XTAL端子をオープン状態にする場合は、寄生容量を 10pF以下としてください。 
外部クロックを入力する場合でも、PLL安定時間の確保のため、電源投入時や、スタンバイ解除時は、発振安定時間

以上待つようにしてください。 
 

XTAL

EXTAL

開放

外部クロック入力

 
図 5.5 外部クロックの入力方法 
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5.4 使用上の注意 
(1) ボード設計上の注意 

水晶発振子と負荷容量は、できるだけ EXTAL、XTAL端子の近くに置いてください。また、EXTAL、XTAL端子の信
号線に他の信号線を交差させないでください（図 5.6）。誘導のために正しい発振ができなくなることがあります。 
 

XTAL

EXTAL

CL1

CL2

信号線交差禁止

 
図 5.6 ボード設計上の注意 
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(2) PLL発振用電源 

PLLVCCと PLLVSSは、その他の VCC、VSSとはボードの電源供給元から分離し、端子の近くにバイパスコンデンサ CPBお
よび CBを必ず挿入してください。 
 

PLLCAP

PLLVCC

PLLVSS

VCC

VSS

推奨値
CPB、CB：0.1µF
Rp：200Ω

CPB

CB

Rp

 
図 5.7 PLL用電源接続時の注意 

 

PLLVSS

PLLCAP

XTAL

EXTAL

PLLVCC

Vcc

Vss

 
図 5.8 ボード設計の具体例 
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6.  例外処理 

6.1 概要 

6.1.1 例外処理の種類と優先順位 
例外処理は、表 6.1に示すようにリセット、アドレスエラー、割り込み、および命令の各要因によって起動されます。

例外要因には、表 6.1に示すように優先順位が設けられており、複数の例外要因が同時に発生した場合は、この優先順位
に従って受け付けられ、処理されます。 

表 6.1 例外要因の種類と優先順位 
 例外処理 優先順位

リセット パワーオンリセット 高 

 マニュアルリセット  

アドレスエラー CPUアドレスエラー  

 DMACアドレスエラー  

命令 FPU例外  

割り込み NMI  

 ユーザブレーク  

 H-UDI  

 IRQ  

 内蔵周辺 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）  

 モジュール アドバンストタイマユニット-II（ATU-II）  

  コンペアマッチタイマ 0（CMT0）  

  マルチトリガ A/D0（MTAD0）  

  A/D変換器チャネル 0（A/D0）  

  コンペアマッチタイマ 1（CMT1）  

  マルチトリガ A/D1（MTAD1）  

  A/D変換器チャネル 1（A/D1）  

  A/D変換器チャネル 2（A/D2）  

  シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）  

  シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）  

  コントローラエリアネットワーク-II（HCAN0）  

  ウォッチドッグタイマ（WDT）  

  コントローラエリアネットワーク-II（HCAN1）  

命令 トラップ命令（TRAPA命令）  

 一般不当命令（未定義コード）  

 スロット不当命令（遅延分岐命令*1直後に配置された未定義コードまたは PCを書き換
える命令*2） 

 

低 

【注】 *1 遅延分岐命令 : JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、RTE、BF/S、BT/S、BSRF、BRAF 

 *2 PC を書き換える命令 : JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、RTE、BT、BF、TRAPA、 BF/S、BT/S、BSRF、BRAF 
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6.1.2 例外処理の動作 
各例外要因は表 6.2に示すタイミングで検出され、処理が開始されます。 

表 6.2 例外要因検出と例外処理開始タイミング 
例外処理 要因検出および処理開始タイミング 

リセット パワーオンリセット RES端子のローレベルからハイレベルへの変化、またはWDTのオーバフローで開始される

 マニュアルリセット WDTのオーバフローで開始される 

アドレスエラー 

割り込み 

命令のデコード時に検出され、この前までに実行中の命令が完了後開始される 

命令 トラップ命令 TRAPA命令の実行により開始される 

 一般不当命令 遅延分岐命令（遅延スロット）以外にある未定義コードがデコードされると開始される 

 スロット不当命令 遅延分岐命令（遅延スロット）に配置された未定義コードまたは PCを書き換える命令がデ
コードされると開始される 

 浮動小数点演算命令 浮動小数点演算命令の無効演算例外（IEEE754規定）、またはゼロによる除算例外により開
始される。 

 
例外処理が起動されると、CPUは次のように動作します。 

(1) リセットによる例外処理 

プログラムカウンタ（PC）とスタックポインタ（SP）の初期値を例外処理ベクタテーブル（PC、SPをそれぞれ、パワ
ーオンリセット時に H'00000000番地、H'00000004番地、マニュアルリセット時に H'00000008番地、H'0000000C番地）
から取り出します。例外処理ベクタテーブルについては、「6.1.3 例外処理ベクタテーブル」を参照してください。次
にベクタベースレジスタ（VBR）を H'00000000に、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3～I0）を H'F
（1111）にセットします。例外処理ベクタテーブルから取り出した PCのアドレスからプログラムの実行を開始します。 

(2) アドレスエラー、割り込み、命令による例外処理 

SRと PCを R15で示すスタック上に退避します。割り込み例外処理の場合、割り込み優先レベルを SRの割り込みマ
スクビット（I3～I0）に書き込みます。アドレスエラー、命令による例外処理の場合、I3～I0ビットは影響を受けません。
次に例外処理ベクタテーブルからスタートアドレスを取り出し、そのアドレスからプログラムの実行を開始します。 
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6.1.3 例外処理ベクタテーブル 
例外処理実行前には、あらかじめ例外処理ベクタテーブルが、メモリ上に設定されている必要があります。例外処理

ベクタテーブルには、例外サービスルーチンの開始アドレスを格納しておきます（リセット例外処理のテーブルには、
PCと SPの初期値を格納しておきます）。 
各例外要因には、それぞれ異なるベクタ番号とベクタテーブルアドレスオフセットが割り当てられています。ベクタ

テーブルアドレスは、対応するベクタ番号やベクタテーブルアドレスオフセットから算出されます。例外処理では、この
ベクタテーブルアドレスが示す例外処理ベクタテーブルから、例外サービスルーチンのスタートアドレスが取り出されま
す。 
ベクタ番号とベクタテーブルアドレスオフセットを表 6.3に、ベクタテーブルアドレスの算出法を表 6.4に示します。 

表 6.3 例外処理ベクタテーブル 
例外要因 ベクタ番号 ベクタテーブルアドレスオフセット 

パワーオンリセット PC 0 H'00000000 ～ H'00000003 

 SP 1 H'00000004 ～ H'00000007 

マニュアルリセット PC 2 H'00000008 ～ H'0000000B 

 SP 3 H'0000000C ～ H'0000000F 

一般不当命令 4 H'00000010 ～ H'00000013 

（システム予約） 5 H'00000014 ～ H'00000017 

スロット不当命令 6 H'00000018 ～ H'0000001B 

（システム予約） 7 H'0000001C ～ H'0000001F 

 8 H'00000020 ～ H'00000023 

CPUアドレスエラー 9 H'00000024 ～ H'00000027 

DMACアドレスエラー 10 H'00000028 ～ H'0000002B 

割り込み NMI 11 H'0000002C ～ H'0000002F 

 ユーザブレーク 12 H'00000030 ～ H'00000033 

FPU例外 13 H'00000034 ～ H'00000037 

H-UDI 14 H'00000038～ H'0000003B 

（システム予約） 15 

： 

31 

H'0000003C ～ H'0000003F 

： 

H'0000007C ～ H'0000007F 

トラップ命令（ユーザベクタ） 32 

： 

63 

H'00000080 ～ H'00000083 

： 

H'000000FC ～ H'000000FF 

割り込み IRQ0 64 H'00000100 ～ H'00000103 

 IRQ1 65 H'00000104 ～ H'00000107 

 IRQ2 66 H'00000108 ～ H'0000010B 

 IRQ3 67 H'0000010C ～ H'0000010F 

 IRQ4 68 H'00000110 ～ H'00000113 

 IRQ5 69 H'00000114 ～ H'00000117 

 IRQ6 70 H'00000118 ～ H'0000011B 

 IRQ7 71 H'0000011C ～ H'0000011F 

内蔵周辺モジュール* 72 

： 

255 

H'00000120 ～ H'00000124 

： 

H'000003FC ～ H'000003FF 

【注】 * 各内蔵周辺モジュール割り込みのベクタ番号とベクタテーブルオフセットは表 7.3を参照してください。 
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表 6.4 例外処理ベクタテーブルアドレスの算出法 
例外要因 ベクタテーブルアドレス算出法 

リセット ベクタテーブルアドレス ＝ （ベクタテーブルアドレスオフセット） 

            ＝ （ベクタ番号）×4 

アドレスエラー、 
割り込み、命令 

ベクタテーブルアドレス ＝ VBR＋（ベクタテーブルアドレスオフセット） 

            ＝ VBR＋（ベクタ番号）×4 

【注】 VBR：ベクタベースレジスタ 

 ベクタテーブルアドレスオフセット：表 6.3を参照 

 ベクタ番号：表 6.3を参照 
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6.2 リセット 

6.2.1 リセットの種類 
リセットは最も優先順位の高い例外処理要因です。リセットには、パワーオンリセットとマニュアルリセットの 2種

類があります。表 6.5に示すように、パワーオンリセット、マニュアルリセットのどちらでも CPU状態は初期化されま
す。また、パワーオンリセットで内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されるのに対し、マニュアルリセットでは初期
化されません。 

表 6.5 例外要因検出と例外処理開始タイミング 
種類 リセット状態への遷移条件 内部状態 

 RES WDTオーバフロー CPU/MULT/ 

FPU/INTC 

内蔵周辺 

モジュール 

PFC、 
IOポート 

パワーオンリセット ロー － 初期化 初期化 初期化 

 ハイ パワーオン 初期化 初期化 初期化しない 

マニュアルリセット ハイ マニュアル 初期化 初期化しない 初期化しない 

 

6.2.2 パワーオンリセット 

(1) RES端子によるパワーオンリセット 

RES端子をローレベルにすると、本 LSIはパワーオンリセット状態になります。本 LSI を確実にリセットするために
最低、電源投入時またはスタンバイ時（クロックが停止している場合）は発振安定時間の間、クロックが動作している場
合は最低 10 tcycの間 RES端子をローレベルに保持してください。パワーオンリセット状態では、CPUの内部状態と内蔵
周辺モジュールのレジスタがすべて初期化されます。パワーオンリセット状態での各端子の状態は「付録 B. 端子状態」
を参照してください。 
パワーオンリセット状態で、RES端子を一定期間ローレベルに保持した後ハイレベルにすると、パワーオンリセット

例外処理が開始されます。このとき、CPUは次のように動作します。 
 
（a） プログラムカウンタ（PC）の初期値（実行開始アドレス）を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 
（b） スタックポインタ（SP）の初期値を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 
（c） ベクタベースレジスタ（VBR）をH'00000000にクリアし、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3

～I0）をH'F（1111）にセットします。 
（d） 例外処理ベクタテーブルから取り出した値をそれぞれPCとSPに設定し、プログラムの実行を開始します。 

 
なお、パワーオンリセット処理は、システムの電源投入時、必ず行うようにしてください。 

(2) WDTによるパワーオンリセット 

WDTのウォッチドッグタイマモードでパワーオンリセットを発生する設定にし、WDTの TCNTがオーバフローする
とパワーオンリセット状態になります。 
このとき、WDTによるリセット信号ではピンファンクションコントローラ（PFC）のレジスタおよび、I/Oポートのレ

ジスタは初期化されません（外部からのパワーオンリセットのみで初期化されます）。 
また、RES端子からの入力信号によるリセットとWDTのオーバフローによるリセットが同時に発生したときは RES

端子によるリセットが優先され、RSTCSRのWOVFビットは 0にクリアされます。WDTによるパワーオンリセット処理
が開始されると CPUは次のように動作します。 
 
（a） プログラムカウンタ（PC）の初期値（実行開始アドレス）を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 
（b） スタックポインタ（SP）の初期値を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 
（c） ベクタベースレジスタ（VBR）をH'00000000にクリアし、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3

～I0）をH'F（1111）にセットします。 
（d） 例外処理ベクタテーブルから取り出した値をそれぞれPCとSPに設定し、プログラムの実行を開始します。 
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6.2.3 マニュアルリセット 
WDTのウォッチドッグタイマモードでマニュアルリセットが発生する設定にしWDTの TCNTがオーバフローすると

マニュアルリセット状態になります。 
WDTによるマニュアルリセット処理が開始されると、CPUは次のように動作します。 

 
（1） プログラムカウンタ（PC）の初期値（実行開始アドレス）を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 
（2） スタックポインタ（SP）の初期値を、例外処理ベクタテーブルから取り出します。 
（3） ベクタベースレジスタ（VBR）をH'00000000にクリアし、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3

～I0）をH'F（1111）にセットします。 
（4） 例外処理ベクタテーブルから取り出した値をそれぞれPCとSPに設定し、プログラムの実行を開始します。 

 
マニュアルリセット発生時、バスサイクルは保持されます。バス権解放中や DMACバースト転送中にマニュアルリセ

ットが発生すると、CPUがバス権を獲得するまでマニュアルリセット例外処理は保留されます。ただし、マニュアルリ
セットが発生してからバスサイクルの終了までの期間が内部マニュアルリセット期間の 512サイクル以上であると、内部
マニュアルリセット要因は保留されずに無視され、マニュアルリセット例外処理は発生しません。 
 

6.3 アドレスエラー 

6.3.1 アドレスエラー発生要因 
アドレスエラーは、表 6.6に示すように命令フェッチ、データ読み出し／書き込み時に発生します。 

表 6.6 バスサイクルとアドレスエラー 
バスサイクル バスサイクルの内容 アドレスエラーの 

種類 バスマスタ  発生 

命令フェッチ CPU 偶数アドレスから命令をフェッチ なし（正常） 

  奇数アドレスから命令をフェッチ アドレスエラー発生 

  内蔵周辺モジュール空間*以外から命令をフェッチ なし（正常） 

  内蔵周辺モジュール空間*から命令をフェッチ アドレスエラー発生 

  シングルチップモード時に外部メモリ空間から命令をフェッチ アドレスエラー発生 

データ CPU ワードデータを偶数アドレスからアクセス なし（正常） 

読み出し／ または ワードデータを奇数アドレスからアクセス アドレスエラー発生 

書き込み DMAC ロングワードデータをロングワード境界からアクセス なし（正常） 

  ロングワードデータをロングワード境界以外からアクセス アドレスエラー発生 

  ワードデータ、バイトデータを内蔵周辺モジュール空間*でアクセス なし（正常） 

  ロングワードデータを 16ビットの内蔵周辺モジュール空間*でアクセス なし（正常） 

  ロングワードデータを 8ビットの内蔵周辺モジュール空間*でアクセス アドレスエラー発生 

  シングルチップモード時に外部メモリ空間をアクセス アドレスエラー発生 

【注】 * 内蔵周辺モジュール空間については、「第 9章 バスステートコントローラ（BSC）」を参照してください。 

 

6.3.2 アドレスエラー例外処理 
アドレスエラーが発生すると、アドレスエラーを起こしたバスサイクルが終了し、実行中の命令が完了してからアド

レスエラー例外処理が開始されます。このとき、CPUは次のように動作します。 
 
（1） ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 
（2） プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。退避するPCの値は、最後に実行した命令の次命令の先頭

アドレスです。 
（3） 発生したアドレスエラーに対応する例外処理ベクタテーブルから例外サービスルーチンスタートアドレスを取

り出し、そのアドレスからプログラムを実行します。このときのジャンプは遅延分岐ではありません。 
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6.4 割り込み 

6.4.1 割り込み要因 
割り込み例外処理を起動させる要因には、表 6.7に示すように NMI、ユーザブレーク、H-UDI、IRQ、内蔵周辺モジュ

ールがあります。 

表 6.7 割り込み要因 
種類 要求元 要因数 

NMI NMI端子（外部からの入力） 1 

ユーザブレーク ユーザブレークコントローラ 1 

H-UDI ハイパフォーマンスユーザデバッグインタフェース 1 

IRQ IRQ0～IRQ7端子（外部からの入力） 8 

内蔵周辺モジュール ダイレクトメモリアクセスコントローラ 4 

 アドバンストタイマユニット 75 

 コンペアマッチタイマ 2 

 A/D 変換器 3 

 シリアルコミュニケーションインタフェース 20 

 シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット 6 

 ウォッチドッグタイマ 1 

 コントローラエリアネットワーク 8 

 
各割り込み要因には、それぞれ異なるベクタ番号とベクタテーブルオフセットが割り当てられています。ベクタ番号

とベクタテーブルアドレスオフセットについては表 7.3を参照してください。 
 

6.4.2 割り込み優先順位 
割り込み要因には優先順位が設けられており、複数の割り込みが同時に発生した場合（多重割り込み）、割り込みコ

ントローラ（INTC）によって優先順位が判定され、その判定結果に従って例外処理が起動されます。 
割り込み要因の優先順位は、優先レベル 0～16の値で表され、優先レベル 0が最低で、優先レベル 16が最高です。NMI

割り込みは、優先レベル 16のマスクできない最優先の割り込みで、常に受け付けられます。ユーザブレーク割り込み、
および H-UDIの優先レベルは 15です。IRQ割り込みと内蔵周辺モジュール割り込みの優先レベルは、INTCの割り込み
優先レベル設定レジスタ A～L（IPRA～IPRL）で自由に設定することができます（表 6.8）。設定できる優先レベルは 0
～15で、優先レベル 16は設定できません。IPRA～IPRLについては「7.3.1  割り込み優先レベル設定レジスタ A～L（IPRA
～IPRL）」を参照してください。 

表 6.8 割り込み優先順位 
種類 優先レベル 備考 

NMI 16 優先レベル固定、マスク不可能 

ユーザブレーク 15 優先レベル固定 

H-UDI 15 優先レベル固定 

IRQ 0～15 割り込み優先レベル設定レジスタ A～L 

内蔵周辺モジュール  （IPRA～IPRL）により設定 

 

6.4.3 割り込み例外処理 
割り込みが発生すると、割り込みコントローラ（INTC）によって優先順位が判定されます。NMIは常に受け付けられ

ますが、それ以外の割り込みは、その優先レベルがステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3～I0）に設定
されている優先レベルより高い場合だけ受け付けられます。 
割り込みが受け付けられると割り込み例外処理が開始されます。割り込み例外処理では、CPUは SRとプログラムカウ

ンタ（PC）をスタックに退避し、受け付けた割り込みの優先レベル値を SRの I3～I0ビットに書き込みます。ただし、
NMIの場合優先レベルは 16ですが、I3～I0ビットに設定される値は H'F（レベル 15）です。次に、受け付けた割り込み
に対応する例外処理ベクタテーブルから例外サービスルーチン開始アドレスを取り出し、そのアドレスにジャンプして実
行を開始します。割り込み例外処理については「7.4 動作説明」を参照してください。 
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6.5 命令による例外 

6.5.1 命令による例外の種類 
例外処理を起動する命令には、表 6.9に示すように、トラップ命令、スロット不当命令、一般不当命令、浮動小数点演

算命令があります。 

表 6.9 命令による例外の種類 
種類 要因となる命令 備考 

トラップ命令 TRAPA  

スロット不当命令 遅延分岐命令直後（遅延スロット）に配置された未
定義コードまたは PCを書き換える命令 

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、RTE、
BF/S、BT/S、BSRF、BRAF 

PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、
RTE、BT、BF、TRAPA、BF/S、BT/S、BSRF、BRAF

一般不当命令 遅延スロット以外にある未定義コード  

浮動小数点演算命令 IEEE754規格で定義された無効演算例外またはゼ
ロによる除算例外を引き起こす命令 

FADD、FSUB、FMUL、FDIV、FMAC、FCMP/EQ、
FCMP/GT、FNEG、FABS、FTRC 

 

6.5.2 トラップ命令 
TRAPA命令を実行すると、トラップ命令例外処理が開始されます。このとき、CPUは次のように動作します。 

 
（1） ステータスレジスタ（SR）をスタックに退避します。 
（2） プログラムカウンタ（PC）をスタックに退避します。退避するPCの値は、TRAPA 命令の次命令の先頭アドレス

です。 
（3） 例外サービスルーチンスタートアドレスを、TRAPA命令で指定したベクタ番号に対応する例外処理ベクタテー

ブルから取り出し、そのアドレスにジャンプして、プログラムの実行を開始します。このときのジャンプは遅延
分岐ではありません。 

 

6.5.3 スロット不当命令 
遅延分岐命令の直後に配置された命令のことを「遅延スロットに配置された命令」と呼びます。遅延スロットに配置

された命令が未定義コードのとき、この未定義コードがデコードされるとスロット不当命令例外処理が開始されます。ま
た、遅延スロットに配置された命令が PCを書き換える命令のときも、この PCを書き換える命令がデコードされるとス
ロット不当命令例外処理が開始されます。スロット不当命令例外処理のとき、CPUは次のように動作します。 
 
（1） SRをスタックに退避します。 
（2） PCをスタックに退避します。退避するPCの値は、未定義コードまたはPCを書き換える命令の直前にある遅延分

岐命令の飛び先アドレスです。 
（3） 例外サービスルーチンスタートアドレスを、発生した例外に対応する例外処理ベクタテーブルから取り出し、そ

のアドレスにジャンプして、プログラムの実行を開始します。このときのジャンプは遅延分岐ではありません。 
 

6.5.4 一般不当命令 
遅延分岐命令の直後（遅延スロット）以外に配置された未定義コードをデコードすると、一般不当命令例外処理が開

始されます。このとき、CPUはスロット不当命令例外処理と同じ手順で動作します。ただし、退避する PCの値は、スロ
ット不当命令例外処理と異なり、この未定義コードの先頭アドレスになります。 
また、FPUをモジュールストップビットにより停止状態にしたときは、浮動小数点命令および FPUに関する CPU命令

は不当命令として扱われます。 
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6.5.5 浮動小数点演算命令 
FPSCRレジスタのイネーブルフィールド中の Vビットまたは Zビットがセットされているとき、FPU例外が発生しま

す。これは浮動小数点演算命令が IEEE754規格で定義された無効演算例外またはゼロによる除算例外を引き起こしたこ
とを示します。例外要因となる浮動小数点演算命令には以下のものがあります。 

FADD、FSUB、FMUL、FDIV、FMAC、FCMP/EQ、FCMP/GT、FNEG、FABS、 FTRC 
該当するイネーブルビットがセットされているときのみ、FPU例外は発生します。FPUが例外要因を検出すると、FPU

の動作は中断されて CPUに例外発生を通知します。CPUは例外処理を開始すると次のように動作します。SRの内容を
スタックに退避します。PCをスタックに退避します。退避する PCの値は最後に実行した命令の次の命令の先頭アドレ
スです。VBR+H'00000034に格納されているアドレスに分岐します。 

FPSCRの例外フラグビットは、FPU例外が受け付けられたか否かにかかわらず常に更新され、ユーザが明示的に命令
でクリアするまでセットされたままです。FPSCRの要因ビットは FPU命令が実行されるごとに変化します。 

IEEE754規格で定義された他の例外、すなわち、アンダフロー、オーバフロー、不正確例外については、FPUにより
検知されていますが、どのような例外も発生しません。また、FLOATなどのデータ転送に関する浮動小数点命令では、
FPU例外は発生しません。 
 

6.6 例外処理が受け付けられない場合 
FPU例外、アドレスエラーおよび割り込みは、表 6.10に示すように、遅延分岐命令、FPU命令や割り込み禁止命令の

直後に発生すると、すぐに受け付けられず保留される場合があります。この場合、例外を受け付けられる命令がデコード
されたときに受け付けられます。 

表 6.10 遅延分岐命令、割り込み禁止命令の直後の例外要因発生 
発生した時点 例外要因 

 バスエラー 割り込み FPU例外 

遅延分岐命令*1の直後 × × × 

割り込み禁止命令*2の直後 ×*4 × ◯ 

FPU命令の直後*3 × × ◯ 

【記号説明】 

◯：受け付けられる 

×：受け付けられない 

【注】 *1 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BSR、RTS、RTE、BF/S、BT/S、BSRF、BRAF 

 *2 割り込み禁止命令：LDC、LDC.L、STC、STC.L、LDS、LDS.L、STS、STS.L 

 *3 FPU命令：「2.4.1 分類順命令セット」の「(7) 浮動小数点命令」および「(8) FPUに関する CPU命令」 

 *4 SH2ではバスエラーは受け付けられます。 
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6.7 例外処理後のスタックの状態 
例外処理終了後のスタックの状態は、表 6.11に示すようになります。 

表 6.11 例外処理終了後のスタックの状態 
種類 スタックの状態 種類 スタックの状態 

アドレス 
エラー 

SP

SR

実行済み命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 

割り込み 

SP

SR

実行済み命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 
トラップ 
命令 

SP

SR

TRAPA命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 

スロット 
不当命令 

SP

SR

遅延分岐命令の
飛び先アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 
一般不当 
命令 

SP

SR

一般不当命令の
アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 

FPU例外 

SP

SR

実行済み命令の
次命令アドレス

（32ビット）

（32ビット）

 
 

6.8 使用上の注意 

6.8.1 スタックポインタ（SP）の値 
SPの値は必ず 4の倍数になるようにしてください。SPが 4の倍数以外のとき、例外処理でスタックがアクセスされる

とアドレスエラーが発生します。 
 

6.8.2 ベクタベースレジスタ（VBR）の値 
VBRの値は必ず 4の倍数になるようにしてください。VBRが 4の倍数以外のとき、例外処理でベクタテーブルがアク

セスされるとアドレスエラーが発生します。 
 

6.8.3 アドレスエラー例外処理のスタッキングで発生するアドレスエラー 
SPが 4の倍数になっていないと、例外処理（割り込みなど）のスタッキングでアドレスエラーが発生し、その例外処

理終了後、アドレスエラー例外処理に移ります。アドレスエラー例外処理でのスタッキングでもアドレスエラーが発生し
ますが、無限にアドレスエラー例外処理によるスタッキングが続かないように、そのときのアドレスエラーは受け付けな
いようになっています。これにより、プログラムの制御をアドレスエラー例外サービスルーチンに移すことができ、エラ
ー処理を行うことができます。 
なお、例外処理のスタッキングでアドレスエラーが発生した場合、スタッキングのバスサイクル（ライト）は実行さ

れます。SRと PCのスタッキングでは、SPがそれぞれ－4されるので、スタッキング終了後も SPの値は 4の倍数になっ
ていません。また、スタッキング時に出力されるアドレスの値は SPの値で、エラーの発生したアドレスそのものが出力
されます。このとき、スタッキングされたライトデータは不定です。 
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7. 割り込みコントローラ（INTC） 

7.1 概要 
割り込みコントローラ（INTC）は、割り込み要因の優先順位を判定し、CPUへの割り込み要求を制御します。INTC

には、各割り込みの優先順位を設定するためのレジスタがあり、これによりユーザが設定した優先順位に従って、割り込
み要求を処理させることができます。 
 

7.1.1 特長 
INTCには、次のような特長があります。 

 
■ 割り込み優先順位を16レベル設定可能 

12本の割り込み優先レベル設定レジスタにより、IRQ割り込みと内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位を要求
元別に16レベルまで設定することができます。 

■ NMIノイズキャンセラ機能 
NMI端子の状態を示すNMI入力レベルビットを持っています。割り込み例外サービスルーチンでこのビットを読
むことにより端子状態を確認でき、ノイズキャンセラ機能として使用できます。 

■ 割り込みが発生したことを外部へ出力可能（IRQOUT端子） 
たとえば、本LSIがバス権を解放しているときに、内蔵周辺モジュール割り込み要求が発生したことを外部バス
マスタに知らせ、バス権を要求することができます。 
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7.1.2 ブロック図 
INTCのブロック図を図 7.1に示します。 

 

IRQOUT

NMI
IRQ0

IRQ1

IRQ2

IRQ3

IRQ4

IRQ5

IRQ6

IRQ7

UBC
H-UDI
DMAC
ATU-II

CMT
A/D

MTAD
SCI

SSU
WDT

HCAN-II

(割り込み要求)

(割り込み要求)

(割り込み要求)

(割り込み要求)

(割り込み要求)

(割り込み要求)

(割り込み要求)

(割り込み要求)

(割り込み要求)

(割り込み要求)

(割り込み要求)

入
力
コ
ン
ト
ロ
｜
ル

優
先
順
位
判
定 比

較
器

割り込み要求

SR

CPU

I3 I2 I1 I0

内
部
バ
ス

バス
インタ
フェース

IPRA～IPRL

ICR

ISR

モジュールバス

INTC

UBC ：ユーザブレークコントローラ
H-UDI ：ハイパフォーマンスユーザデバッグインタフェース
DMAC ：ダイレクトメモリアクセスコントローラ
ATU-II ：アドバンストタイマユニット-II
CMT ：コンペアマッチタイマ
A/D ：A/D変換器
MTAD ：マルチトリガA/D

SCI ：シリアルコミュニケーションインタフェース
SSU ：シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット
WDT ：ウォッチドッグタイマ
HCAN-II ：コントローラエリアネットワーク-II
ICR ：割り込みコントロールレジスタ
ISR ：IRQステータスレジスタ
IPRA～IPRL ：割り込み優先レベル設定レジスタA～L
SR ：ステータスレジスタ

IPR

【記号説明】

C
P
U
／
D
M
A
C
要
求
判
定

 
図 7.1 INTCのブロック図 
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7.1.3 端子構成 
INTCの端子を表 7.1に示します。 

表 7.1 端子構成 
名称 略称 入出力 機能 

ノンマスカブル割り込み入力端子 NMI 入力 マスク不可能な割り込み要求信号を入力 

割り込み要求入力端子 IRQ0 ～ IRQ7 入力 マスク可能な割り込み要求信号を入力 

割り込み要求出力端子 IRQOUT 出力 割り込み要因の発生を知らせる信号を出力 

 

7.1.4 レジスタ構成 
INTCには、表 7.2に示すように 14本のレジスタがあります。これらのレジスタにより、割り込み優先順位の設定や、

外部割り込み入力信号の検出制御などを行います。 

表 7.2 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 

割り込み優先レベル設定レジスタ A IPRA R/W H'0000 H'FFFF ED00 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ B IPRB R/W H'0000 H'FFFF ED02 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ C IPRC R/W H'0000 H'FFFF ED04 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ D IPRD R/W H'0000 H'FFFF ED06 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ E IPRE R/W H'0000 H'FFFF ED08 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ F IPRF R/W H'0000 H'FFFF ED0A 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ G IPRG R/W H'0000 H'FFFF ED0C 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ H IPRH R/W H'0000 H'FFFF ED0E 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ I IPRI R/W H'0000 H'FFFF ED10 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ J IPRJ R/W H'0000 H'FFFF ED12 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ K IPRK R/W H'0000 H'FFFF ED14 8、16、32 

割り込み優先レベル設定レジスタ L IPRL R/W H'0000 H'FFFF ED16 8、16、32 

割り込みコントロールレジスタ ICR R/W *1 H'FFFF ED18 8、16、32 

IRQ ステータスレジスタ ISR R/(W)*2 H'0000 H'FFFF ED1A 8、16、32 

【注】 アクセスサイクルはバイトアクセス、ワードアクセス時には 4サイクル、ロングワードアクセス時には 8サイクルになります。 

 *1 NMI端子がハイレベルのとき : H'8000、ローレベルのとき : H'0000 

 *2 フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です 
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7.2 割り込み要因 
割り込み要因は、NMI、ユーザブレーク、H-UDI、IRQ、内蔵周辺モジュールの 5つに分類されます。各割り込みの優

先順位は優先レベル値（0～16）で表され、レベル 0が最低でレベル 16が最高です。レベル 0に設定すると、その割り込
みはマスクされます。 
 

7.2.1 NMI割り込み 
NMI 割り込みは、レベル 16の割り込みで、常に受け付けられます。NMI端子からの入力はエッジで検出され、検出

エッジは、割り込みコントロールレジスタ（ICR）の NMIエッジセレクトビット（NMIE）の設定によって立ち上がりエ
ッジまたは立ち下がりエッジを選択できます。 

NMI割り込み例外処理によって、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3～I0）は 15に設定されます。 
 

7.2.2 ユーザブレーク割り込み 
ユーザブレーク割り込みは、ユーザブレークコントローラ（UBC）で設定したブレーク条件が成立したときに発生す

る割り込みで、優先レベルは 15です。ユーザブレーク割り込み要求はエッジで検出され、受け付けられるまで保持され
ます。ユーザブレーク例外処理によって、SRの I3～I0は 15に設定されます。ユーザブレークについては、「第 8章 ユ
ーザブレークコントローラ（UBC）」を参照してください。 
 

7.2.3 H-UDI割り込み 
シリアルデバッグインターフェース（H-UDI）割り込みは、優先順位レベル 15を持ち、H-UDI割り込みのインストラ

クションをシリアル入力すると発生します。 H-UDI割り込み要求はエッジで検出され、受け付けられるまで保持されま
す。H-UDI例外処理により、SRの I3～I0は 15に設定されます。H-UDI割り込みについては、「第 20章 ハイパフォー
マンスユーザデバッグインタフェース（H-UDI）」を参照してください。 
 

7.2.4 IRQ割り込み 
IRQ 割り込みは IRQ0 ～IRQ7 端子からの入力による割り込みです。ICRの IRQセンスセレクトビット（IRQ0S～

IRQ7S）の設定によって、端子ごとにローレベル検出あるいは立ち下がりエッジ検出を選択できます。また、割り込み優
先レベル設定レジスタ A～B（IPRA～IPRB）によって、端子ごとに優先レベルを 0～15の範囲で設定できます。 

IRQ割り込みをローレベル検出に設定している場合、IRQ端子がローレベルの期間 INTCに割り込み要求信号が送られ
ます。IRQ端子がハイレベルになると、割り込み要求信号は INTCに送られません。IRQステータスレジスタ（ISR）の
IRQフラグ（IRQ0F～IRQ7F）をリードすることにより割り込み要求のレベルを確認できます。 

IRQ割り込みを立ち下がりエッジ検出に設定している場合、IRQ端子のハイレベルからローレベルの変化により割り込
み要求が検出され、INTCに割り込み要求信号が送られます。IRQ割り込み要求の検出結果は、その割り込み要求が受け
付けられるまで保持されます。また、ISRの IRQ0F～IRQ7Fをリードすることにより IRQ割り込み要求が検出されてい
るかどうかを確認でき、1リード後に 0をライトすることにより IRQ割り込み要求の検出結果を取り下げることができま
す。 

IRQ割り込み例外処理では、SRの I3～I0は、受け付けた IRQ割り込みの優先レベル値に設定されます。 
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7.2.5 内蔵周辺モジュール割り込み 
内蔵周辺モジュール割り込みは、以下に示す内蔵周辺モジュールで発生する割り込みです。 
 

• ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 
• アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 
• コンペアマッチタイマ（CMT） 
• A/D 変換器（A/D） 
• マルチトリガ A/D（MTAD） 
• シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 
• シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU） 
• ウォッチドッグタイマ（WDT） 
• コントローラエリアネットワーク-II（HCAN-II） 

 
要因ごとに異なる割り込みベクタが割り当てられているため、例外サービスルーチンで要因を判定する必要はありま

せん。優先順位は、割り込み優先レベル設定レジスタ C～L（IPRC～IPRL）によって、モジュールごとに優先レベル 0～
15の範囲で設定できます。内蔵周辺モジュール割り込み例外処理では、SRの I3～I0は、受け付けた内蔵周辺モジュール
割り込みの優先レベル値に設定されます。 
 

7.2.6 割り込み例外処理ベクタと優先順位 
表 7.3に、割り込み要因とベクタ番号、ベクタテーブルアドレスオフセット、割り込み優先順位を示します。 
各割り込み要因には、それぞれ異なるベクタ番号とベクタテーブルアドレスオフセットが割り当てられています。ベ

クタテーブルアドレスは、このベクタ番号やベクタテーブルアドレスオフセットから算出されます。割り込み例外処理で
は、このベクタテーブルアドレスが示すベクタテーブルから例外サービスルーチンの開始アドレスが取り出されます。ベ
クタテーブルアドレスの算出法は、表 6.4を参照してください。 

IRQ割り込みと内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位は、割り込み優先レベル設定レジスタ A～L（IPRA～IPRL）
によって、端子またはモジュールごとに、優先レベル 0～15の範囲で任意に設定できます。ただし、IPRC～IPRLに対応
する割り込み要因の優先順位は、表 7.3の「IPR設定単位内の優先順位」に示すように定められており、変更できません。
IRQ割り込みと内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位は、パワーオンリセットによって、優先レベル 0に設定されます。
複数の割り込み要因の優先順位を同じレベルに設定した場合、それらの割り込みが同時に発生したときは、表 7.3に示す
「デフォルト優先順位」に従って処理されます。 
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表 7.3 割り込み例外ベクタと優先順位 
 割り込みベクタ 割り込み 対応する IPR 設定 デフォルト

割り込み要因番号 

 

ベクタ 

 

ベクタテーブル 
アドレスオフセット 

優先順位
(初期値) 

IPR 
(ビット) 

単位内の 
優先順位 

優先順位 

NMI 11 H'0000002C ～ H'0000002F 16 － － 高 

UBC 12 H'00000030 ～ H'00000033 15 － －  

H-UDI 14 H'00000038 ～ H'0000003B 15 － ー  

IRQ0 64 H'00000100 ～ H'00000103 0～15 (0) IPRA(15～12) －  

IRQ1 65 H'00000104 ～ H'00000107 0～15 (0) IPRA(11～8) －  

IRQ2 66 H'00000108 ～ H'0000010B 0～15 (0) IPRA(7～4) －  

IRQ3 67 H'0000010C ～ H'0000010F 0～15 (0) IPRA(3～0) －  

IRQ4 68 H'00000110 ～ H'00000113 0～15 (0) IPRB(15～12) －  

IRQ5 69 H'00000114 ～ H'00000117 0～15 (0) IPRB(11～8) －  

IRQ6 70 H'00000118 ～ H'0000011B 0～15 (0) IPRB(7～4) －  

IRQ7 71 H'0000011C ～ H'0000011F 0～15 (0) IPRB(3～0) －  

DMAC0 DEI0 72 H'00000120 ～ H'00000123 0～15 (0) IPRC(15～12) 1  

DMAC1 DEI1 74 H'00000128 ～ H'0000012B   2  

DMAC2 DEI2 76 H'00000130 ～ H'00000133 0～15 (0) IPRC(11～8) 1  

DMAC3 DEI3 78 H'00000138 ～ H'0000013B   2  

ATU0 ATU01 ITV1 80 H'00000140 ～ H'00000143 0～15 (0) IPRC(7～4)  

  ITV2A        

  ITV2B        

 ATU02 ICI0A 84 H'00000150 ～ H'00000153 0～15 (0) IPRC(3～0) 1  

  ICI0B 86 H'00000158 ～ H'0000015B   2  

 ATU03 ICI0C 88 H'00000160 ～ H'00000163 0～15 (0) IPRD(15～12) 1  

  ICI0D 90 H'00000168 ～ H'0000016B   2  

 ATU04 OVI0 92 H'00000170 ～ H'00000173 0～15 (0) IPRD(11～8)  

ATU1 ATU11 IMI1A 

/ CMI1 

96 

 

H'00000180

 

～

 

H'00000183

 

0～15 (0) IPRD(7～4) 1  

  IMI1B 97 H'00000184 ～ H'00000187   2  

  IMI1C 98 H'00000188 ～ H'0000018B   3  

  IMI1D 99 H'0000018C ～ H'0000018F   4  

 ATU12 IMI1E 100 H'00000190 ～ H'00000193 0～15 (0) IPRD(3～0) 1  

  IMI1F 101 H'00000194 ～ H'00000197   2  

  IMI1G 102 H'00000198 ～ H'0000019B   3  

  IMI1H 103 H'0000019C ～ H'0000019F   4  

 ATU13 OVI1A 104 H'000001A0 ～ H'000001A3 0～15 (0) IPRE(15～12)  

  OVI1B        

ATU2 ATU21 IMI2A/CMI2A 108 H'000001B0 ～ H'000001B3 0～15 (0) IPRE(11～8) 1  

  IMI2B/CMI2B 109 H'000001B4 ～ H'000001B7   2  

  IMI2C/CMI2C 110 H'000001B8 ～ H'000001BB   3  

  IMI2D/CMI2D 111 H'000001BC ～ H'000001BF   4 低 
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 割り込みベクタ 割り込み 対応する IPR 設定 デフォルト

割り込み要因番号 

 

ベクタ 

 

ベクタテーブル 
アドレスオフセット 

優先順位
(初期値) 

IPR 
(ビット) 

単位内の 
優先順位 

優先順位 

ATU2 ATU22 IMI2E/CMI2E 112 H'000001C0 ～ H'000001C3 0～15 (0) IPRE(7～4) 1 高 

  IMI2F/CMI2F 113 H'000001C4 ～ H'000001C7   2  

  IMI2G/CMI2G 114 H'000001C8 ～ H'000001CB   3  

  IMI2H/CMI2H 115 H'000001CC ～ H'000001CF   4  

 ATU23 OVI2A 116 H'000001D0 ～ H'000001D3 0～15 (0) IPRE(3～0)  

  / OVI2B        

ATU3 ATU31 IMI3A 120 H'000001E0 ～ H'000001E3 0～15 (0) IPRF(15～12) 1  

  IMI3B 121 H'000001E4 ～ H'000001E7   2  

  IMI3C 122 H'000001E8 ～ H'000001EB   3  

  IMI3D 123 H'000001EC ～ H'000001EF   4  

 ATU32 OVI3 124 H'000001F0 ～ H'000001F3 0～15 (0) IPRF(11～8)  

ATU4 ATU41 IMI4A 128 H'00000200 ～ H'00000203 0～15 (0) IPRF(7～4) 1  

  IMI4B 129 H'00000204 ～ H'00000207   2  

  IMI4C 130 H'00000208 ～ H'0000020B   3  

  IMI4D 131 H'0000020C ～ H'0000020F   4  

 ATU42 OVI4 132 H'00000210 ～ H'00000213 0～15 (0) IPRF(3～0)  

ATU5 ATU51 IMI5A 136 H'00000220 ～ H'00000223 0～15 (0) IPRG(15～12) 1  

  IMI5B 137 H'00000224 ～ H'00000227   2  

  IMI5C 138 H'00000228 ～ H'0000022B   3  

  IMI5D 139 H'0000022C ～ H'0000022F   4  

 ATU52 OVI5 140 H'00000230 ～ H'00000233 0～15(0) IPRG(11～8)  

ATU6 CMI6A 144 H'00000240 ～ H'00000243 0～15 (0) IPRG(7～4) 1  

 CMI6B 145 H'00000244 ～ H'00000247   2  

 CMI6C 146 H'00000248 ～ H'0000024B   3  

 CMI6D 147 H'0000024C ～ H'0000024F   4  

ATU7 CMI7A 148 H'00000250 ～ H'00000253 0～15 (0) IPRG(3～0) 1  

 CMI7B 149 H'00000254 ～ H'00000257   2  

 CMI7C 150 H'00000258 ～ H'0000025B   3  

 CMI7D 151 H'0000025C ～ H'0000025F   4  

ATU8 ATU81 OSI8A 152 H'00000260 ～ H'00000263 0～15 (0) IPRH(15～12) 1  

  OSI8B 153 H'00000264 ～ H'00000267   2  

  OSI8C 154 H'00000268 ～ H'0000026B   3  

  OSI8D 155 H'0000026C ～ H'0000026F   4  

 ATU82 OSI8E 156 H'00000270 ～ H'00000273 0～15 (0) IPRH(11～8) 1  

  OSI8F 157 H'00000274 ～ H'00000277   2  

  OSI8G 158 H'00000278 ～ H'0000027B   3  

  OSI8H 159 H'0000027C ～ H'0000027F   4  

 ATU83 OSI8I 160 H'00000280 ～ H'00000283 0～15(0) IPRH(7～4) 1  

  OSI8J 161 H'00000284 ～ H'00000287   2  

  OSI8K 162 H'00000288 ～ H'0000028B   3  

  OSI8L 163 H'0000028C ～ H'0000028F   4 低 
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 割り込みベクタ 割り込み 対応する IPR 設定 デフォルト

割り込み要因番号 

 

ベクタ 

 

ベクタテーブル 
アドレスオフセット 

優先順位
(初期値) 

IPR 
(ビット) 

単位内の 
優先順位 

優先順位 

ATU8 ATU84 OSI8M 164 H'00000290 ～ H'00000293 0～15(0) IPRH(3～0) 1 高 

  OSI8N 165 H'00000294 ～ H'00000297   2  

  OSI8O 166 H'00000298 ～ H'0000029B   3  

  OSI8P 167 H'0000029C ～ H'0000029F   4  

ATU9 ATU91 CMI9A 168 H'000002A0 ～ H'000002A3 0～15 (0) IPRI(15～12) 1  

  CMI9B 169 H'000002A4 ～ H'000002A7   2  

  CMI9C 170 H'000002A8 ～ H'000002AB   3  

  CMI9D 171 H'000002AC ～ H'000002AF   4  

 ATU92 CMI9E 172 H'000002B0 ～ H'000002B3 0～15 (0) IPRI(11～8) 1  

  CMI9F 174 H'000002B8 ～ H'000002BB   2  

ATU10 ATU101 CMI10A 176 H'000002C0 ～ H'000002C3 0～15 (0) IPRI(7～4) 1  

  CMI10B 178 H'000002C8 ～ H'000002CB   2  

 ATU102 ICI10A 
/CMI10G 

180 H'000002D0 ～ H'000002D3 0～15(0) IPRI(3～0)  

ATU11 IMI11A 184 H'000002E0 ～ H'000002E3 0～15 (0) IPRJ(15～12) 1  

 IMI11B 186 H'000002E8 ～ H'000002EB   2  

 OVI11 187 H'000002EC ～ H'000002EF   3  

CMT0 CMTI0 188 H'000002F0 ～ H'000002F3 0～15 (0) I PRJ(11～8) 1  

MTAD0 ADT0 189 H'000002F4 ～ H'000002F7   2  

A/D0 ADI0 190 H'000002F8 ～ H'000002FB   3  

CMT1 CMTI1 192 H'00000300 ～ H'00000303 0～15 (0) IPRJ(7～4) 1  

MTAD1 ADT1 193 H'00000304 ～ H'00000307   2  

A/D1 ADI1 194 H'00000308 ～ H'0000030B   3  

A/D2 ADI2 196 H'00000310 ～ H'00000313 0～15 (0) IPRJ(3～0)  

SCI0/SSU0* ERI0/SSERI0 200 H'00000320 ～ H'00000323 0～15 (0) IPRK(15～12) 1  

 RXI0/SSRXI0 201 H'00000324 ～ H'00000327   2  

 TXI0/SSTSI0 202 H'00000328 ～ H'0000032B   3  

 TEI0 203 H'0000032C ～ H'0000032F   4  

SCI1 ERI1 204 H'00000330 ～ H'00000333 0～15 (0) IPRK(11～8) 1  

 RXI1 205 H'00000334 ～ H'00000337   2  

 TXI1 206 H'00000338 ～ H'0000033B   3  

 TEI1 207 H'0000033C ～ H'0000033F   4  

SCI2/SSU1* ERI2/SSERI1 208 H'00000340 ～ H'00000343 0～15 (0) IPRK(7～4) 1  

 RXI2/SSRXI1 209 H'00000344 ～ H'00000347   2  

 TXI2/SSTSI1 210 H'00000348 ～ H'0000034B   3  

 TEI2 211 H'0000034C ～ H'0000034F   4  

SCI3 ERI3 212 H'00000350 ～ H'00000353 0～15 (0) IPRK(3～0) 1  

 RXI3 213 H'00000354 ～ H'00000357   2  

 TXI3 214 H'00000358 ～ H'0000035B   3  

 TEI3 215 H'0000035C ～ H'0000035F   4 低 

【注】 * SSU：Synchronous Serial communication Unit 
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 割り込みベクタ 割り込み 対応する IPR 設定 デフォルト

割り込み要因番号 

 

ベクタ 

 

ベクタテーブル 
アドレスオフセット 

優先順位
(初期値) 

IPR 
(ビット) 

単位内の 
優先順位 

優先順位 

SCI4 ERI4 216 H'00000360 ～ H'00000363 0～15 (0) IPRL(15～12) 1 高 

 RXI4 217 H'00000364 ～ H'00000367   2  

 TXI4 218 H'00000368 ～ H'0000036B   3  

 TEI4 219 H'0000036C ～ H'0000036F   4  

HCAN0 ERS0 220 H'00000370 ～ H'00000373 0～15 (0) IPRL(11～8) 1  

 OVR0 221 H'00000374 ～ H'00000377   2  

 RM0 222 H'00000378 ～ H'0000037B   3  

 SLE0 223 H'0000037C ～ H'0000037F   4  

WDT ITI 224 H'00000380 ～ H'00000383 0～15 (0) IPRL(7～4)  

HCAN1 ERS1 228 H'00000390 ～ H'00000393 0～15 (0) IPRL(3～0) 1  

 OVR1 229 H'00000394 ～ H'00000397   2  

 RM1 230 H'00000398 ～ H'0000039B   3  

 SLE1 231 H'0000039C ～ H'0000039F   4 低 
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7.3 レジスタの説明 

7.3.1 割り込み優先レベル設定レジスタ A～L（IPRA～IPRL） 
 

0

ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W R/W

0

6 5 4 3 2 1

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

 
 
割り込み優先レベル設定レジスタ A～L（IPRA～IPRL）は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタ

で、IRQ割り込みと内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位（レベル 0～15）を設定します。割り込み要求元と IPRA～
IPRLの各ビットの対応を表 7.4に示します。 

表 7.4 割り込み要求元と IPRA～IPRL 
レジスタ ビット 

 15～12 11～8 7～4 3～0 

割り込み優先レベル設定レジスタ A IRQ0 IRQ1 IRQ2 IRQ3 

割り込み優先レベル設定レジスタ B IRQ4 IRQ5 IRQ6 IRQ7 

割り込み優先レベル設定レジスタ C DMAC0、1 DMAC2、3 ATU01 ATU02 

割り込み優先レベル設定レジスタ D ATU03 ATU04 ATU11 ATU12 

割り込み優先レベル設定レジスタ E ATU13 ATU21 ATU22 ATU23 

割り込み優先レベル設定レジスタ F ATU31 ATU32 ATU41 ATU42 

割り込み優先レベル設定レジスタ G ATU51 ATU52 ATU6 ATU7 

割り込み優先レベル設定レジスタ H ATU81 ATU82 ATU83 ATU84 

割り込み優先レベル設定レジスタ I ATU91 ATU92 ATU101 ATU102 

割り込み優先レベル設定レジスタ J ATU11 CMT0、A/D0、MTAD0 CMT1、A/D1、MTAD1 A/D2 

割り込み優先レベル設定レジスタ K SCI0/SSU0* SCI1 SCI2/SSU1* SCI3 

割り込み優先レベル設定レジスタ L SCI4 HCAN0 WDT HCAN1 

 
表 7.4に示すように、1本のレジスタに 4つの IRQ端子、または 4組の内蔵周辺モジュールが割り当てられています。

ビット 15～12、ビット 11～8、ビット 7～4、ビット 3～0の各 4ビットに H'0（0000）から H'F（1111）の範囲の値をセ
ットすることによって、それぞれに対応する割り込みの優先順位が設定されます。割り込み優先順位は、H'0をセットす
ると優先レベル 0（最低）に、H'Fをセットすると優先レベル 15（最高）になります。複数の内蔵周辺モジュールが同じ
ビットに割り当てられている場合（DMAC0と DMAC1、DMAC2と DMAC3、CMT0と A/D0とMTAD0、CMT1と A/D1
とMTAD1、SCI0と SSU0*、SCI2と SSU1*）その複数のモジュールは同じ優先順位に設定されます。 

IPRA～IPRLは、リセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化
されます。 
 
【注】 * SSU：Synchronous Serial communication Unit 
 



7. 割り込みコントローラ（INTC） 

Rev.5.00  2010.02.23  7-11 
RJJ09B0181-0500 

 

7.3.2 割り込みコントロールレジスタ（ICR） 
 

0

ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 0

R

*

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R/W

0

R/W R/W

0

6 5 4 3 2 1

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

【注】  *  NMI端子がハイレベルのとき1、ローレベルのとき0

IRQ0SNMIL ― ― ― ― ― ― NMIE IRQ7SIRQ1S IRQ2S IRQ3S IRQ4S IRQ5S IRQ6S

 
 
割り込みコントロールレジスタ（ICR）は、16ビットのレジスタで、外部割り込み入力端子 NMIと IRQ0～IRQ7の入

力信号検出モードを設定し、NMI端子への入力レベルを示します。ICRはリセット、ハードウェアスタンバイモードお
よびソフトウェアスタンバイモードで初期化されます。 
 

ビット 15：NMI入力レベル（NMIL） 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。このビットを読むことによって、NMI端子のレベルを知る
ことができます。書き込みは無効です。 
 

ビット 15 説   明 

NMIL  

0 NMI端子にローレベルが入力されている 
1 NMI端子にハイレベルが入力されている 

 

ビット 14～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：NMIエッジセレクト（NMIE） 

 
ビット 8 説   明 

NMIE  

0 NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を検出 （初期値） 

1 NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を検出 

 

ビット 7～0：IRQ0～IRQ7センスセレクト（IRQ0S～IRQ7S） 

IRQ0～IRQ7割り込み要求の検出モードを設定します。 
 

ビット 7～0 説   明 

IRQ0S～IRQ7S  

0 IRQ入力のローレベルで割り込み要求を検出 （初期値）

1 IRQ入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を検出 

 



7. 割り込みコントローラ（INTC） 

Rev.5.00  2010.02.23  7-12 
RJJ09B0181-0500 

 

7.3.3 IRQステータスレジスタ（ISR） 
 

0

ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R/W R/W

0

6 5 4 3 2 1

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

IRQ0F―― ― ― ― ― ― ― IRQ7FIRQ1F IRQ2F IRQ3F IRQ4F IRQ5F IRQ6F

 
 

IRQステータスレジスタ（ISR）は 16ビットのレジスタで、外部割り込み入力端子 IRQ0～IRQ7の割り込み要求のステ
ータスを示します。IRQ割り込みをエッジ検出に設定している場合、IRQnF=1をリード後 IRQnFに 0をライトすること
により、保持されている割り込み要求を取り下げることができます。 

ISRはリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで初期化されます。 
 

ビット 15～8：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 7～0：IRQ0～IRQ7フラグ（IRQ0F～IRQ7F） 

IRQ0～IRQ7割り込み要求のステータスを表示します。 
 

ビット 7～0 検出設定 説   明 

IRQ0F～IRQ7F   

0 レベル検出時 IRQn割り込み要求が存在しません。 

［クリア条件］ 

 IRQn入力がハイレベルのとき 

 エッジ検出時 IRQn割り込み要求が検出されていません。 （初期値）

［クリア条件］ 

（1）IRQnF=1の状態をリード後に 0をライトしたとき 

（2）IRQn割り込み例外処理を実行したとき 

1 レベル検出時 IRQn割り込み要求が存在します。 

［セット条件］ 

 IRQn入力がローレベルのとき 

 エッジ検出時 IRQn割り込み要求が検出されています。 

［セット条件］ 

 IRQn入力に立ち下がりエッジが発生したとき 
n＝7～0 
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7.4 動作説明 

7.4.1 割り込み動作の流れ 
割り込み発生時の動作の流れを以下に説明します。また、図 7.2に動作フローを示します。 

 
（1） 割り込みコントローラに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 
（2） 割り込みコントローラでは、送られた割り込み要求の中から、割り込み優先レベル設定レジスタA～L（IPRA～

IPRL）に従って最も優先順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは無視*されます。
このとき、同一優先順位に設定された割り込み、または同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、表
7.3に示す「デフォルト優先順位」と「IPR設定単位内の優先順位」に従って、最も優先順位の高い割り込みが選
択されます。 

（3） 割り込みコントローラで選択された割り込みの優先レベルとCPUのステータスレジスタ（SR）の割り込みマスク
ビット（I3～I0）とが比較されます。I3～I0ビットに設定されているレベルと同じか低い優先レベルの割り込み
は無視されます。I3～I0ビットのレベルより高い優先レベルの割り込みだけが受け付けられ、CPUへ割り込み要
求信号が送られます。 

（4） 割り込みコントローラが割り込みを受け付けると、IRQOUT端子からローレベルが出力されます。 
（5） 割り込みコントローラから送られた割り込み要求は、CPUが実行しようとしている命令のデコード時に検出さ

れ、その命令の実行が割り込み例外処理に置き換えられます（図7.4参照）。 
（6） SRとプログラムカウンタ（PC）がスタックに退避されます。 
（7） SRのI3～I0ビットに、受け付けられた割り込みの優先レベルが書き込まれます。 
（8） 受け付けられた割り込みがレベルセンスまたは内蔵周辺モジュールからの割り込みだった場合、IRQOUT端子か

らハイレベルが出力されます。なお、受け付けた割り込みがエッジセンスだった場合は、(5)でCPUが実行しよう
としていた命令を割り込み例外処理に置き換えた時点でIRQOUT端子からハイレベルが出力されます。ただし、
割り込みコントローラが受け付け中の割り込みよりレベルの高い他の割り込みを受け付けているときは、
IRQOUT端子はローレベルのままです。 

（9） 受け付けられた割り込みに対応する例外処理ベクタテーブルから、例外サービスルーチン開始アドレスが取り出
され、そのアドレスにジャンプして、プログラムの実行が開始されます。このときのジャンプは遅延分岐ではあ
りません。 

 
【注】  * エッジ検出に設定されている割り込み要求は受け付けられるまで保留されます。ただし IRQ割り込みの場合

は、IRQステータスレジスタ（ISR）のアクセスにより取り下げることができます。詳しくは「7.2.4 IRQ
割り込み」を参照してください。 
また、エッジ検出により保留されている割り込みはパワーオンリセットおよびマニュアルリセットでクリア
されます。 
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割り込み発生？

NMI?

ユーザブレーク？

レベル15の
割り込み？

I3～I0が
レベル14以下？

レベル14の
割り込み？

レベル1の
割り込み？I3～I0が

レベル13以下？

I3～I0が
レベル0？

No

Yes

No

No

No

No

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

IRQOUT=ローレベル *1

SRをスタックに退避

PCをスタックに退避

割り込みレベルを
I3～I0にコピー

IRQOUT=ハイレベル

例外処理ベクタ
テーブルをリード

例外サービス
ルーチンへ分岐

*2

【注】　I3～I0：CPU中のステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット
*1　IRQOUTは周辺クロックPφに同期して出力されるため、CPUへの割り込み要求に比べ遅れて出力される場合が
　　あります。
*2　受け付けた割り込みがエッジセンスだった場合は、CPUが実行しようとしていた命令を割り込み例外処理に置き
　　換えた時点（SRをスタックに退避する前）でIRQOUTはハイレベルになります。割り込みコントローラが他の
　　優先レベルが高い割り込みを受け付けていて、CPUへ割り込み要求を出力していた場合は、IRQOUT端子はロー
　　レベルのままです。

H-UDI割り込み？

No

Yes

プログラム実行状態

 
図 7.2 割り込み動作フロー 
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7.4.2 割り込み例外処理終了後のスタックの状態 
割り込み例外処理終了後のスタックの状態は、図 7.3に示すようになります。 

 

Address

4n-8

4n-4

4n

PC *1

SR

32ビット

32ビット

SP

【注】
  　 

   *1　PC：実行済み命令の次命令（戻り先命令）の先頭アドレス
   *2　SPは必ず4の倍数になるようにしてください。

*2

 
図 7.3 割り込み例外処理終了後のスタック状態 
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7.5 割り込み応答時間 
割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理が行われ、例外サービスルーチンの先頭命令のフェッチが開始され

るまでの時間（割り込み応答時間）を表 7.5に示します。また、IRQ割り込みを受け付けるときのパイプライン動作例を
図 7.4に示します。 

表 7.5 割り込み応答時間 
項目 ステート数備考 備考 

 周辺モジュール NMI IRQ  

周辺クロックPφから内部クロック
φへの同期化および DMAC判定 

0 または 6 1～4 6～9 割り込み要因ごとのステート数は*を
参照願います。 

優先順位判定および SRのマスクビ
ットとの比較時間 

2 2 2  

CPUが実行中のシーケンス終了ま
での待ち時間 

X（≧0） 

 

最も長いシーケンスは割り込み例外
処理またはアドレスエラー例外処理
で、X=4+m1+m2+m3+ 
m4。ただし割り込みをマスクする命
令が続く場合さらに長くなることも
あります。 

割り込み例外処理開始から、例外サ
ービスルーチンの先頭命令のフェ
ッチを開始するまでの時間 

5+m1+m2+m3 SR、PCの退避とベクタアドレスのフ
ェッチを行います。 

 合計 （7または 13）
+m1+m2+m3+X

（8から 11）
+m1+m2+m3+X

（13から 16）
+m1+m2+m3+X

 

応答時間 最小時 10 11 16  

 最大時 17+2(m1+m2+m3)
+m4 

15+2(m1+m2+m3)
+m4 

20+2(m1+m2+m3)
+m4 

 

【注】 * 同期化および DMAC判定に必要なステート数 

周辺クロック Pφから内部クロックφへの同期化および DMAC判定に必要なステート数とベクタ番号との関係は次のよ

うになります。 

  0ステート：9, 10, 12, 13, 14, 72, 74, 76, 78, 189, 193, 224 

  6ステート：上記以外の周辺モジュール割り込み。ただしベクタ 222(HCAN0/RM0)のみ異なります。 

  ベクタ 222(HCAN0/RM0)は DMAC起動ができる HCAN0のメールボックス 0とそれ以外の場合で異なります。 

 

 HCAN0のメールボックス 0：7ステート 

 上記以外：6ステート 

 

  また割り込み要因を取り下げるときも同じステート数が必要になります。 

  割り込み要因のフラグクリア後に必要ステート数を確保していない場合、再度割り込みが発生する場合があります。 

     m1～m4は下記のメモリアクセスに要するステート数です。 

     m1：SRの退避（ロングワードライト） 

     m2：PCの退避（ロングワードライト） 

     m3：ベクタアドレスリード（ロングワードリード） 

     m4：割り込みサービスルーチン先頭命令のフェッチ 

 



7. 割り込みコントローラ（INTC） 

Rev.5.00  2010.02.23  7-17 
RJJ09B0181-0500 

 

割り込み受け付け

命令（割り込み例外処理に
　　　置き換わる命令）

割り込みコントローラ処理

IRQの同期化

IRQ

2

6 9

3 m1 m2 1 m3 1

F D E E M M E M E E

F

F D E

5+m1+m2+m3

オーバランフェッチ

割り込みサービスルーチン
先頭命令

F：命令フェッチ　…プログラムが格納されているメモリから命令を取り込みます
D：命令デコード　…取り込んだ命令を解読します
E：命令実行　　　…解読結果に従い、データ演算やアドレス計算を行います
M：メモリアクセス…メモリのデータアクセスを行います

【記号説明】

 
図 7.4 IRQ割り込みを受け付けるときのパイプライン動作例 

7.6 割り込み要求信号によるデータ転送 
割り込み要求信号により、以下のデータ転送を行うことができます。 

 
• DMACを起動、CPU割り込みは発生しない 

 
割り込み要因の中で、DMAC起動要因に指定されているものは INTCに入力されずにマスクされます。マスク条件は

次のように表されます。 
 
マスク条件 = DME・(DE0・要因選択 0＋DE1・要因選択 1＋DE2・要因選択 2＋DE3・要因選択 3) 

 

7.6.1 割り込み要求信号を CPUの割り込み要因とし、DMACの起動要因としない場合 
 
（1） DMACで要因を選択しないか、またはDMEビットを"0"にクリアします。 
（2）  割り込みが発生すると、 CPUに割り込みを要求します。 
（3） CPUは割り込み処理ルーチンで、割り込み要因をクリアし、所要の処理をします。 

 

7.6.2 割り込み要求信号を DMACの起動要因とし、CPUの割り込み要因としない場合 
 
（1） DMACで要因を選択し、DME=1にセットします。割り込み優先レベルレジスタの設定によらずCPU割り込み要因

はマスクされます。 
（2） 割り込みが発生すると、DMACに起動要因が与えられます。 
（3） DMACは、転送時に起動要因をクリアします。 
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8. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

8.1 概要 
ユーザブレークコントローラ（UBC）は、ユーザのプログラムデバッグを容易にする機能を提供します。UBCにブレ

ーク条件を設定すると、CPUまたはDMACによるバスサイクルの内容に応じて、ユーザブレーク割り込みが発生します。
この機能を使用することによって、高機能のセルフモニタデバッガを容易に作成でき、大規模なインサーキットエミュレ
ータを使用しなくても、本 LSI単体で手軽にプログラムをデバッグできます。 
 

8.1.1 特長 
UBCには、次のような特長があります。 

 
■ 次のブレーク条件を設定可能 

•  アドレス 
•  CPUサイクルまたは DMAサイクル 
•  命令フェッチまたはデータアクセス 
•  読み出しまたは書き込み 
•  オペランドサイズ（ロングワード、ワード、バイト） 

■ ブレーク条件成立により、ユーザブレーク割り込みを発生 
ユーザが作成したユーザブレーク割り込み例外ルーチンを実行させることができます。 

■ CPUの命令フェッチにブレークをかけると、その命令の手前でブレーク 
■ ブレーク条件成立をUBCTRG端子に出力できます。 
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8.1.2 ブロック図 
UBCのブロック図を図 8.1に示します。 

 

モジュールバス

UBBR UBAMRH

UBAMRL

UBARH

UBARL

ブレーク条件コンパレータ

ユーザブレーク

割り込み

発生回路

バス

インタ

フェース

内

部

バ

ス

割り込み要求

割り込みコントローラ

　UBARH, UBARL：ユーザブレークアドレスレジスタH, L

　UBAMRH, UBAMRL：ユーザブレークアドレスマスクレジスタH, L

　UBBR：ユーザブレークバスサイクルレジスタ

　UBCR：ユーザブレークコントロールレジスタ

トリガ出力

発生回路

UBCR

UBCTRG端子出力

【記号説明】

 
図 8.1 UBCのブロック図 
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8.1.3 レジスタ構成 
UBCには、表 8.1に示すように 6本のレジスタがあります。これらのレジスタにより、ブレーク条件を設定します。 

表 8.1 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス* アクセス 

サイズ 

ユーザブレークアドレスレジスタ H UBARH R/W H'0000 H'FFFF EC00 8、16、32 

ユーザブレークアドレスレジスタ L UBARL R/W H'0000 H'FFFF EC02 8、16、32 

ユーザブレークアドレスマスクレジスタ H UBAMRH R/W H'0000 H'FFFF EC04 8、16、32 

ユーザブレークアドレスマスクレジスタ L UBAMRL R/W H'0000 H'FFFF EC06 8、16、32 

ユーザブレークバスサイクルレジスタ UBBR R/W H'0000 H'FFFF EC08 8、16、32 

ユーザブレークコントロールレジスタ UBCR R/W H'0000 H'FFFF EC0A 8、16、32 

【注】 * レジスタアクセスはバイトアクセス時、ワードアクセス時は 4サイクル、ロングワードアクセス時は 8サイクルとなりま

す。 

 

8.2 レジスタの説明 

8.2.1 ユーザブレークアドレスレジスタ（UBAR） 
 

ビット：

UBARH

初期値

R/W

15

UBA31

0

R/W

14

UBA30

0

R/W

13

UBA29

0

R/W

12

UBA28

0

R/W

11

UBA27

0

R/W

10

UBA26

0

R/W

9

UBA25

0

R/W

8

UBA24

0

R/W

7

UBA23

0

R/W

6

UBA22

0

R/W

5

UBA21

0

R/W

4

UBA20

0

R/W

3

UBA19

0

R/W

2

UBA18

0

R/W

1

UBA17

0

R/W

0

UBA16

0

R/W

ビット：

UBARL

初期値

R/W

15

UBA15

0

R/W

14

UBA14

0

R/W

13

UBA13

0

R/W

12

UBA12

0

R/W

11

UBA11

0

R/W

10

UBA10

0

R/W

9

UBA9

0

R/W

8

UBA8

0

R/W

7

UBA7

0

R/W

6

UBA6

0

R/W

5

UBA5

0

R/W

4

UBA4

0

R/W

3

UBA3

0

R/W

2

UBA2

0

R/W

1

UBA1

0

R/W

0

UBA0

0

R/W
 

 
ユーザブレークアドレスレジスタ（UBAR）は、ユーザブレークアドレスレジスタ H（UBARH）とユーザブレークア

ドレスレジスタ L（UBARL）の 2本で 1組となっています。UBARHと UBARLは、それぞれ読み出し／書き込み可能な
16ビットのレジスタで、UBARHはブレーク条件とするアドレスの上位側（ビット 31～16）を指定し、UBARLはアドレ
スの下位側（ビット 15～0）を指定します。UBARHと UBARLは、パワーオンリセット、モジュールスタンバイモード
またはソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されます。 
 

UBARH ビット 15～0：ユーザブレークアドレス 31～16（UBA31～UBA16） 

ブレーク条件とするアドレスの上位側（ビット 31～16）を格納します。 
 

UBARL ビット 15～0：ユーザブレークアドレス 15～0（UBA15～UBA0） 

ブレーク条件とするアドレスの下位側（ビット 15～0）を格納します。 
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8.2.2 ユーザブレークアドレスマスクレジスタ（UBAMR） 
 

ビット：

UBAMRH

初期値

R/W

15

UBM31

0

R/W

14

UBM30

0

R/W

13

UBM29

0

R/W

12

UBM28

0

R/W

11

UBM27

0

R/W

10

UBM26

0

R/W

9

UBM25

0

R/W

8

UBM24

0

R/W

7

UBM23

0

R/W

6

UBM22

0

R/W

5

UBM21

0

R/W

4

UBM20

0

R/W

3

UBM19

0

R/W

2

UBM18

0

R/W

1

UBM17

0

R/W

0

UBM16

0

R/W

ビット：

UBAMRL

初期値

R/W

15

UBM15

0

R/W

14

UBM14

0

R/W

13

UBM13

0

R/W

12

UBM12

0

R/W

11

UBM11

0

R/W

10

UBM10

0

R/W

9

UBM9

0

R/W

8

UBM8

0

R/W

7

UBM7

0

R/W

6

UBM6

0

R/W

5

UBM5

0

R/W

4

UBM4

0

R/W

3

UBM3

0

R/W

2

UBM2

0

R/W

1

UBM1

0

R/W

0

UBM0

0

R/W
 

 
ユーザブレークアドレスマスクレジスタ（UBAMR）は、ユーザブレークアドレスマスクレジスタ H（UBAMRH）と

ユーザブレークアドレスマスクレジスタ L（UBAMRL）の 2本で 1組となっています。UBAMRHと UBAMRLは、それ
ぞれ読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。UBAMRHは UBARHに設定されているブレークアドレスの
どのビットをマスクするかを指定し、UBAMRLは UBARLに設定されているブレークアドレスのどのビットをマスクす
るかを指定します。UBAMRHと UBAMRLは、パワーオンリセット、モジュールスタンバイモードまたはソフトウェア
スタンバイモードで H'0000に初期化されます。 
 

UBAMRH ビット 15～0 ：ユーザブレークアドレスマスク 31～16（UBM31～UBM16） 

UBARHに設定されているユーザブレークアドレス 31～16（UBA31～UBA16）の各ビットをマスクするかどうかを指
定します。 
 

UBAMRL ビット 15～0 ：ユーザブレークアドレスマスク 15～0（UBM15～UBM0） 

UBARLに設定されているユーザブレークアドレス 15～0（UBA15～UBA0）の各ビットをマスクするかどうかを指定
します。 
 

ビット 15～0 説   明 
UBMn  

0 ユーザブレークアドレス UBAnをブレーク条件に含む （初期値）

1 ユーザブレークアドレス UBAnをブレーク条件に含まない 
n＝31～0 
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8.2.3 ユーザブレークバスサイクルレジスタ（UBBR） 
 

ビット：

初期値

R/W

15

―

0

R

14

―

0

R

13

―

0

R

12

―

0

R

11

―

0

R

10

―

0

R

9

―

0

R

8

―

0

R

7

CP1

0

R/W

6

CP0

0

R/W

5

ID1

0

R/W

4

ID0

0

R/W

3

RW1

0

R/W

2

RW0

0

R/W

1

SZ1

0

R/W

0

SZ0

0

R/W
 

 
ユーザブレークバスサイクルレジスタ（UBBR）は読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ブレーク条件

のうち（1）CPUサイクル／DMAサイクル（2）命令フェッチ／データアクセス（3）読み出し／書き込み（4）オぺラン
ドサイズ（バイト、ワード、ロングワード）の 4条件を設定します。UBBRは、パワーオンリセット、モジュールスタン
バイモードまたはソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期化されます。 
 

ビット 15～8：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 7、6：CPUサイクル／DMAサイクルセレクト（CP1、CP0） 

CPUサイクルまたは DMAサイクルをブレーク条件に指定します。 
 

ビット 7 ビット 6 説   明 

CP1 CP0  

0 0 ユーザブレーク割り込みは発生させない （初期値）

 1 CPUサイクルをブレーク条件とする 

1 0 DMAサイクルをブレーク条件とする 

 1 CPUサイクルと DMAサイクルのどちらもブレーク条件とする 

 

ビット 5、4：命令フェッチ／データアクセスセレクト（ID1、ID0） 

命令フェッチサイクルまたはデータアクセスサイクルをブレーク条件に指定します。 
 

ビット 5  ビット 4 説   明 

ID1 ID0  

0 0 ユーザブレーク割り込みは発生させない （初期値）

 1 命令フェッチサイクルをブレーク条件とする 
1 0 データアクセスサイクルをブレーク条件とする 
 1 命令フェッチサイクルとデータアクセスサイクルのどちらもブレーク条件とする。 
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ビット 3、2：リード／ライトセレクト（RW1、RW0） 

リードサイクルまたはライトサイクルをブレーク条件に指定します。 
 

ビット 3  ビット 2 説   明 

RW1 RW0  

0 0 ユーザブレーク割り込みは発生させない （初期値） 

 1 リードサイクルをブレーク条件とする 

1 0 ライトサイクルをブレーク条件とする 

 1 リードサイクルとライトサイクルのどちらもブレーク条件とする 

 

ビット 1、0：オペランドサイズセレクト（SZ1、SZ0） 

ブレーク条件にするオペランドサイズを指定します。 
 

ビット 1 ビット 0 説   明 

SZ1 SZ0  

0 0 ブレーク条件にオペランドサイズを含まない （初期値）

 1 バイトアクセスをブレーク条件とする 

1 0 ワードアクセスをブレーク条件とする 

 1 ロングワードアクセスをブレーク条件とする 

【注】  命令フェッチでブレークをかける場合は、SZ0ビットを 0にしてください。すべての命令は、ワードサイズでア
クセスされるものとみなされます（内蔵メモリに命令があって、1回のバスサイクルで同時に 2命令フェッチす
る場合もワードでアクセスされるものとみなされます）。 

  オぺランドサイズは、命令の場合はワード、CPU/DMACのデータアクセスはその指定したオペランドサイズで
決まります。アクセスする空間のバス幅によって決まるものではありません。 
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8.2.4 ユーザブレークコントロールレジスタ（UBCR） 
 

ビット：

初期値

R/W

15

―

0

R

14

―

0

R

13

―

0

R

12

―

0

R

11

―

0

R

10

―

0

R

9

―

0

R

8

―

0

R

7

―

0

R

6

―

0

R

5

―

0

R

4

―

0

R

3

―

0

R

2

CKS1

0

R/W

1

CKS0

0

R/W

0

UBID

0

R/W
 

 
ユーザブレークコントロールレジスタ（UBCR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで（1）ユーザブ

レーク割り込みの禁止／許可、（2）ブレーク条件一致時の UBCTRG出力のパルス幅を設定します。 
UBCRは、パワーオンリセット、モジュールスタンバイモードまたはソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期

化されます。 
 

ビット 15～3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2、1：クロックセレクト 1、0（CKS1、CKS0） 

条件一致時に UBCTRGに出力するパルス幅を指定します。 
 

ビット 2 ビット 1 説   明 

CKS1 CKS0  

0 0 UBCTRGのパルス幅をφ/4にする （初期値）

 1 UBCTRGのパルス幅をφ/4にする 

1 0 UBCTRGのパルス幅をφ/8にする 

 1 UBCTRGのパルス幅をφ/16にする 

【注】 φ ：内部クロック 

 

ビット 0：ユーザブレークディスエーブル（UBID） 

ユーザブレーク条件一致時にユーザブレーク割り込み要求の禁止／許可を指定します。 
 

ビット 0 説   明 
UBID  

0 ユーザブレーク割り込み要求を許可する （初期値）

1 ユーザブレーク割り込み要求を禁止する 
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8.3 動作説明 

8.3.1 ユーザブレーク動作の流れ 
ブレーク条件の設定からユーザブレーク割り込み例外処理までの流れを以下に示します。 
（1） ブレーク条件のうち、ユーザブレークアドレスをユーザブレークアドレスレジスタ（UBAR）、アドレスの中の

マスクしたいビットをユーザブレークアドレスマスクレジスタ（UBAMR）、ブレークするバスサイクルの種類
をユーザブレークバスサイクルレジスタ（UBBR）に設定してください。UBBRのCPUサイクル／DMAサイクル
セレクトビット（CP1、CP0）、命令フェッチ／データアクセスセレクトビット（ID1、ID0）、リード／ライト
セレクトビット（RW1、RW0）のいずれか1組でも00（ユーザブレーク割り込みは発生させない）にセットされ
ていると、他の条件が一致してもユーザブレーク割り込みは発生しません。ユーザブレーク割り込みを使用した
いときは、必ずこれら3組のビットすべてに条件を設定してください。 

 
（2） UBCは、設定した条件が成立したかどうかを図8.2に示す方式で判定します。ブレーク条件が成立すると、UBC

は割り込みコントローラ（INTC）に、ユーザブレーク割り込み要求信号を送ります。同時に条件一致信号を
UBCTRG端子にCKS1,0ビットで設定されたパルス幅で出力します。 

 
（3） ユーザブレーク割り込み要求信号を受け取ると、INTCは優先順位の判定を行います。ユーザブレーク割り込み

は優先レベル15なので、ステータスレジスタ（SR）の割り込みマスクビット（I3～I0）がレベル14以下のとき、
受け付けられます。I3～I0ビットがレベル15のとき、ユーザブレーク割り込みは受け付けられませんが、受け付
けられるようになるまで保留されます。したがって、NMI例外処理では、I3～I0ビットはレベル15になりますの
で、NMI例外サービスルーチン中はユーザブレーク割り込みは受け付けられません。ただし、NMI例外サービス
ルーチンの先頭でI3～I0ビットをレベル14以下に変更すれば、それ以後ユーザブレーク割り込みが受け付けられ
るようになります。優先順位判定については、「第7章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

 
（4） INTCは、ユーザブレーク割り込みの要求信号をCPUに送ります。これを受け取ると、CPUはユーザブレーク割り

込み例外処理を開始します。割り込み例外処理については、「7.4 動作説明」を参照してください。 
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UBARH/UBARL UBAMRH/UBAMRL

内部アドレス

ビット31～0

CPUサイクル

DMAサイクル

命令フェッチ

データアクセス

リードサイクル

ライトサイクル

バイトサイズ

ワードサイズ

ロングワードサイズ

32

32

32

32

32

CP1 CP0

ID1 ID0

RW1 RW0

SZ1 SZ0

ユーザブレーク

割り込み

UBID

 
図 8.2 ブレーク条件判定方式 
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8.3.2 内蔵メモリの命令フェッチサイクルによるブレーク 
内蔵メモリ（内蔵 ROM、内蔵 RAM）は、常に 32ビットを 1回のバスサイクルでアクセスします。したがって、命令

を内蔵メモリからフェッチする場合、1回のバスサイクルで 2命令が取り込まれます。このとき、1回のバスサイクルし
か発生しませんが、両命令とも、それぞれの先頭アドレスをユーザブレークアドレスレジスタ（UBAR）に設定すること
によって、独立してブレークをかけることができます。言い換えると、1回のバスサイクルで取り込まれた 2命令のうち、
後半の命令でブレークをかけたいとき、UBARにはその命令の先頭アドレスを設定してください。これにより、前半の命
令を実行した後、ブレークがかかるようになります。 
 

8.3.3 退避するプログラムカウンタ（PC）の値 

(1) 命令フェッチをブレーク条件に設定した場合 

ユーザブレーク割り込み例外処理で退避されるプログラムカウンタ（PC）の値は、ブレーク条件に設定したアドレス
です。このとき、フェッチされた命令は実行されず、その手前でユーザブレーク割り込みが発生します。ただし、遅延分
岐命令直後（遅延スロット）に配置された命令のフェッチサイクルまたは割り込み禁止命令の次命令のフェッチサイクル
をブレーク条件に設定した場合、ユーザブレーク割り込みはすぐには受け付けられず、ブレーク条件を設定した命令は実
行されます。このとき、ユーザブレーク割り込みは、割り込みを受け付けられる命令が実行されてから受け付けられます。
この場合、退避される PCの値は、その割り込みを受け付けられる命令の次に実行されることになっていた命令の先頭ア
ドレスです。 

(2) データアクセス（CPU／DMA）をブレーク条件に設定した場合 

ユーザブレーク例外処理が起動した時点における実行済み命令の次命令の先頭アドレスが退避されます。データアク
セス（CPU／DMA）をブレーク条件に設定した場合、ブレークがかかる場所は特定することができません。ブレークす
るデータアクセスが発生した付近でフェッチしようとしていた命令がブレークされます。 
 

8.4 ユーザブレーク使用例 
(1) CPU命令フェッチサイクルへのブレーク条件設定 

（a） レジスタの設定： UBARH＝H'0000 
  UBARL＝H'0404 
  UBBR＝H'0054 
  UBCR＝H'0000 

 設定された条件： アドレス：H'00000404 
  バスサイクル： CPU、命令フェッチ、リード 
   （オペランドサイズは条件に含まない） 
   割り込み要求許可 

 
アドレスH'00000404にある命令の手前でユーザブレーク割り込みが発生します。アドレスH'00000402にある命令
が割り込み受け付け可能ならば、この命令実行後、ユーザブレーク例外処理を実行します。H'00000404にある命
令は実行されません。退避されるPCの値はH'00000404です。 

 
（b） レジスタの設定： UBARH＝H'0015 

  UBARL＝H'389C 
  UBBR＝H'0058 
  UBCR＝H'0000 

 設定された条件： アドレス：H'0015389C 
  バスサイクル： CPU、命令フェッチ、ライト 
    （オペランドサイズは条件に含まない） 
  割り込み要求許可 

 
命令フェッチサイクルはライトサイクルではないので、ユーザブレーク割り込みは発生しません。 

 
（c） レジスタの設定： UBARH＝H'0003 

  UBARL＝H'0147 
  UBBR＝H'0054 
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  UBCR＝H'0000 
 設定された条件： アドレス：H'00030147 
  バスサイクル： CPU、命令フェッチ、リード 
    （オペランドサイズは条件に含まない） 
  割り込み要求許可 

 
命令フェッチは偶数アドレスに対して行われるので、ユーザブレーク割り込みは発生しません。ただし、分岐後
初めて命令フェッチするアドレスがこの条件に設定した奇数アドレスの場合、アドレスエラー例外処理後、ユー
ザブレーク割り込み例外処理が行われます。 

 

(2) CPUデータアクセスサイクルへのブレーク条件設定 

（a） レジスタの設定： UBARH＝H'0012 
  UBARL＝H'3456 
  UBBR＝H'006A 
  UBCR＝H'0000 

 設定された条件： アドレス：H'00123456 
    バスサイクル：CPU、データアクセス、ライト、ワード 
  割り込み要求許可 

 
アドレスH'00123456にワードデータを書き込むと、ユーザブレーク割り込みが発生します。 

 
（b） レジスタの設定：   UBARH＝H'00A8 

  UBARL＝H'0391 
  UBBR＝H'0066 
  UBCR＝H'0000 

 設定された条件： アドレス：H'00A80391 
 バスサイクル：CPU、データアクセス、リード、ワード 
 割り込み要求許可 

 
ワードアクセスは偶数アドレスに対して行われるので、ユーザブレーク割り込みは発生しません。 

 

(3) DMAサイクルへのブレーク条件設定 

（a） レジスタの設定： UBARH＝H'0076 
  UBARL＝H'BCDC 
  UBBR＝H'00A7 
  UBCR＝H'0000 

 設定された条件： アドレス：H'0076BCDC 
 バスサイクル： DMA、データアクセス、リード、ロングワード 
 割り込み要求許可 

 
アドレスH'0076BCDCからロングワードデータを読み出すと、ユーザブレーク割り込みが発生します。 

 
（b） レジスタの設定： UBARH＝H'0023 

  UBARL＝H'45C8 
  UBBR＝H'0094  
  UBCR＝H'0000 

 設定された条件： アドレス：H'002345C8 
  バスサイクル： DMA、命令フェッチ、リード 
   （オペランドサイズは条件に含まない） 
  割り込み要求許可 

 
DMAサイクルでは命令フェッチは行われないので、ユーザブレーク割り込みは発生しません。 
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8.5 使用上の注意 

8.5.1 2命令同時フェッチ 
命令フェッチの際、2命令が同時に取り込まれる場合があります。このとき、この 2命令のうち、後半命令のフェッチ

をブレーク条件に設定していた場合、前半命令のフェッチ直後に UBCの各レジスタを書き換えてブレーク条件を変更し
ても、後半命令の手前でユーザブレーク割り込みが発生します。 
 

8.5.2 分岐時の命令フェッチ 
条件分岐命令、TRAPA命令で分岐する場合、命令フェッチと実行の順序は次のようになります。 
（1） 条件分岐命令で分岐する場合 ：BT、BF命令 

TRAPA命令で分岐する場合 ：TRAPA命令 
命令フェッチの順序＝当該命令フェッチ→次命令オーバランフェッチ 

→次々命令オーバランフェッチ→分岐先命令フェッチ 
命令実行の順序＝当該命令実行→分岐先命令実行 

 
（2） 遅延付き条件分岐命令で分岐する場合：BT/S、BF/S命令 

命令フェッチの順序＝当該命令フェッチ→次命令フェッチ（遅延スロット） 
→次々命令オーバランフェッチ→分岐先命令フェッチ 

命令実行の順序＝当該命令実行→遅延スロット命令実行→分岐先命令実行 
 

 このように、条件分岐命令、TRAPA命令で分岐する場合、次命令あるいは次々命令をオーバランフェッチしてから分
岐先命令をフェッチします。ただし、ブレークの対象となる命令は、命令がフェッチされ実行されることが確定したとき
に、はじめてブレークするので、上記のようにオーバランフェッチされた命令は、ブレークの対象となりません。 

 ただし、ブレーク条件として、命令フェッチブレーク以外にデータアクセスブレークも含めていた場合は、命令のオ
ーバランフェッチでもデータブレーク成立とみなしてブレークがかかります。 
 

8.5.3 ユーザブレークと例外処理の競合 
ある命令の命令フェッチにユーザブレークを設定した状態で、その命令（またはその次の命令）のデコードステージ

においてユーザブレークより優先度が高い例外処理が競合して受け付けられた場合、その例外処理サービスルーチンを終
了した（RTEで戻った）後にユーザブレーク例外処理が発生しない場合があります。 
すなわち、分岐(BRA、BRAF、BT、BF、BT/S、BF/S、BSR、BSRF、JMP、JSR、RTS、RTE、例外処理)後の分岐先命

令の命令フェッチにユーザブレーク条件をかけた状態で、その分岐先命令がユーザブレーク割り込みよりも優先度の高い
例外処理を受け付けると、その例外処理サービスルーチンを終了した後のユーザブレーク例外処理は発生しません。 
したがって、分岐後の分岐先命令のフェッチには、ユーザブレーク条件を設定しないでください。 

 

8.5.4 非遅延分岐命令の飛び先でのブレーク 
遅延スロットを持たない分岐命令（例外処理も含む）が、分岐を実行して飛び先命令にジャンプしたとき、その最初

の飛び先命令のフェッチにユーザブレーク条件をかけていても、ユーザブレークは発生しません。 
 

8.5.5 ユーザブレークトリガ出力 
UBCでモニタしている内部バスの条件一致情報を、UBCTRGとして出力します。トリガ幅は、ユーザブレークコント

ロールレジスタ（UBCR）のクロックセレクト 1,0（CKS1,0）ビットにより選択できます。 
トリガ出力中に、再度条件一致が発生した場合は UBCTRG端子はローレベルを出力し続け、最後の条件一致のあった

サイクルから CKS1、0ビットにより設定された長さのパルスを出力します。 
トリガ出力条件は、CPUの命令フェッチ条件の一致時には、ユーザブレーク割り込みでのそれと異なります。「8.5.2 

分岐時の命令フェッチ」で説明しているオーバランフェッチ命令で条件一致が発生すると、ユーザブレーク割り込みは要
求しませんが、UBCTRG端子からはトリガが出力されます。 
その他の CPUのデータアクセス、DMACのバスサイクルはユーザブレーク割り込み条件と同様の条件でパルス出力し

ます。 
また、UBCRのユーザブレークインタラプトディスエーブル（UBID）を 1セットすることにより、ユーザブレーク割

り込みを要求せず外部でトリガ出力モニタが可能となります。 
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8.5.6 モジュールスタンバイ 
UBCは、パワーオンリセット後、モジュールスタンバイ状態となっているので、クロック供給が停止されています。

UBCを使用する際は、UBCのレジスタ設定に先立ってモジュールスタンバイ状態を解除する必要があります。モジュー
ルスタンバイは、システムコントロールレジスタ 2(SYSCR2)で制御します。モジュールスタンバイについては、「27.2.3 
システムコントロールレジスタ 2（SYSCR2）」を参照してください。 
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9. バスステートコントローラ（BSC） 

9.1 概要 
バスステートコントローラ（BSC）はアドレス空間の分割、各種メモリに応じた制御信号の出力などを行います。これ

により、外付け回路なしに SRAM、ROMなどを本 LSIに直結することができますので、システム設計が容易になると同
時に、コンパクトなシステムで高速なデータ転送を行うことができます。 
 

9.1.1 特長 
BSCには、次のような特長があります。 

 
■ アドレス空間を4つに分割して管理 

• CS0空間は、内蔵 ROM有効モードでは最大リニア 2Mバイト、内蔵 ROM無効モードでは最大 4Mバイト 
• CS1空間、CS2空間および CS3空間はそれぞれ最大リニア 4Mバイト 
• 空間ごとに、バス幅（8ビットまたは 16ビット）を選択可能 
• 空間ごとに、ソフトウェアによるウェイトステートを挿入可能 
• 外部メモリ空間アクセス時にWAIT端子によるウェイトステートを挿入可能 
• 各空間に接続するメモリに対応した制御信号を出力 

■ 内蔵ROM、RAMインタフェース 
• 内蔵 ROMは 32ビットを 1ステートでアクセス 
• 内蔵 RAMは 32ビットをリード 1ステート、ライト 2ステートでアクセス 
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9.1.2 ブロック図 
BSCのブロック図を図 9.1に示します。 

RAMER

WCR

BCR1

BCR2

 

内
部
バ
ス

モ
ジ
ユ
ー
ル
バ
ス

バスインタフェース

内蔵メモリ
制御部

メモリ
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ウェイト
制御部

エリア
制御部

WRH, WRL

CS0～CS3

RD

WAIT

バスアービトレーション
制御部

BACK

BREQ

BSC

WCR：ウェイトコントロールレジスタ
BCR1：バスコントロールレジスタ1
BCR2：バスコントロールレジスタ2
RAMER：RAMエミュレーションレジスタ

 
図 9.1 BSCのブロック図 
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9.1.3 端子構成 
バスステートコントローラの端子構成を表 9.1に示します。 

表 9.1 端子構成 
名称 略称 入出力 機能 

アドレスバス A21～A0 出力 アドレス出力 

データバス D15～D0 入出力 16ビットのデータバス 

チップセレクト CS0～CS3 出力 アクセス中のエリアを示すチップセレクト信号 

リード RD 出力 リードサイクルを示すストローブ信号 

上位側ライト WRH 出力 上位 8ビット（D15～D8）へのライトサイクルを示すストローブ信号

下位側ライト WRL 出力 下位 8ビット（D7～D0）へのライトサイクルを示すストローブ信号

ウェイト WAIT 入力 ウェイトステート要求信号 

バス権要求 BREQ 入力 バス解放要求入力 

バス権要求アクノリッジ BACK 出力 バス使用許可出力 

【注】 外部空間 8ビットバス幅選択時はWRLが有効になります。 

  外部空間 16ビットバス幅選択時はWRH、WRLが有効になります。 
 

9.1.4 レジスタ構成 
バスステートコントローラには 4本のレジスタがあります。これらのレジスタにより、ウェイトステート、バス幅、

ROM、SRAMなどのメモリとのインタフェースの制御などを行います。レジスタ構成を表 9.2に示します。 
レジスタサイズはすべて 16ビットです。 
バスステートコントローラのレジスタはすべてパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモードおよびソ

フトウェアスタンバイモード時に初期化されます。また、マニュアルリセット時には値は保持されます。 

表 9.2 レジスタ構成 
名称 略 称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

バスコントロールレジスタ 1 BCR1 R/W H'000F H'FFFF EC20 8、16、32 

バスコントロールレジスタ 2 BCR2 R/W H'FFFF H'FFFF EC22 8、16、32 

ウェイトコントロールレジスタ WCR R/W H'7777 H'FFFF EC24 8、16、32 

RAMエミュレーションレジスタ RAMER R/W H'0000 H'FFFF EC26 8、16、32 

【注】 レジスタアクセスは、バイトアクセス時、ワードアクセス時は 4サイクル、ロングワードアクセス時は 8サイクルとなります。 

 

9.1.5 アドレスマップ 
図 9.2に、本 LSIで用いるアドレスのフォーマットを示します。 

出力アドレス：
アドレス端子から出力されます。

CS空間選択：
デコードされ、A31～A24＝0000 0000のときCS0～CS3を出力。

空間選択：
外部には出力されず、空間種類の選択に使用されます。
0000 0000(H'00)のとき＝内蔵ROM空間、CS0～CS3空間
0000 0001～1111 1110(H'01～H'FE)のとき＝予約（アクセスしないでください）
1111 1111(H'FF)のとき＝内蔵周辺モジュール空間、内蔵RAM空間

A31～A24 A23、A22 A21 A0

 
図 9.2 アドレスフォーマット 

本 LSIでは 32ビットのアドレスを用います。 
A31～A24ビットは空間種類の選択に使用されます。外部には出力されません。 
A23、A22ビットは A31～A24ビットが 0000 0000のときデコードされ、エリアに対応するチップセレクト信号（CS0

～CS3）となり、出力されます。 
A21～A0は外部に出力されます。 
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表 9.3にアドレスマップを示します。 

表 9.3 アドレスマップ（SH7058S） 
●内蔵 ROM有効モード時 

アドレス 空間種類 メモリ種類 サイズ バス幅 

H'0000 0000～H'000F FFFF 内蔵 ROM 内蔵 ROM 1MB 32 

H'0010 0000～H'001F FFFF 予約 予約   

H'0020 0000～H'003F FFFF CS0空間 外部空間 2MB 8、16 *1 

H'0040 0000～H'007F FFFF CS1空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'0080 0000～H'00BF FFFF CS2空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'00C0 0000～H'00FF FFFF CS3空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'0100 0000～H'FFFE FFFF 予約 予約   

H'FFFF 0000～H'FFFF BFFF 内蔵 RAM 内蔵 RAM 48KB 32 

H'FFFF C000～H'FFFF FFFF 内蔵周辺モジュール 内蔵周辺モジュール 16KB 8、16 

●内蔵 ROM無効モード時 

アドレス 空間種類 メモリ種類 サイズ バス幅 

H'0000 0000～H'003F FFFF CS0空間 外部空間 4MB 8、16 *2 

H'0040 0000～H'007F FFFF CS1空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'0080 0000～H'00BF FFFF CS2空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'00C0 0000～H'00FF FFFF CS3空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'0100 0000～H'FFFE FFFF 予約 予約   

H'FFFF 0000～H'FFFF BFFF 内蔵 RAM 内蔵 RAM 48KB 32 

H'FFFF C000～H'FFFF FFFF 内蔵周辺モジュール 内蔵周辺モジュール 16KB 8、16 

【注】 予約空間はアクセスしないでください。アクセスした場合、動作の保証はできません。 

 *1  内蔵レジスタ（BCR1）の設定で選択 
 *2 モード端子で選択 

表 9.4 アドレスマップ（SH7059） 
●内蔵 ROM有効モード時 

アドレス 空間種類 メモリ種類 サイズ バス幅 

H'0000 0000～H'0017 FFFF 内蔵 ROM 内蔵 ROM 1.5MB 32 

H'0018 0000～H'001F FFFF 予約 予約   

H'0020 0000～H'003F FFFF CS0空間 外部空間 2MB 8、16 *1 

H'0040 0000～H'007F FFFF CS1空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'0080 0000～H'00BF FFFF CS2空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'00C0 0000～H'00FF FFFF CS3空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'0100 0000～H'FFFE 7FFF 予約 予約   

H'FFFE 8000～H'FFFF BFFF 内蔵 RAM 内蔵 RAM 80KB 32 

H'FFFF C000～H'FFFF FFFF 内蔵周辺モジュール 内蔵周辺モジュール 16KB 8、16 

●内蔵 ROM無効モード時 

アドレス 空間種類 メモリ種類 サイズ バス幅 

H'0000 0000～H'003F FFFF CS0空間 外部空間 4MB 8、16 *2 

H'0040 0000～H'007F FFFF CS1空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'0080 0000～H'00BF FFFF CS2空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'00C0 0000～H'00FF FFFF CS3空間 外部空間 4MB 8、16 *1 

H'0100 0000～H'FFFE 7FFF 予約 予約   

H'FFFE 8000～H'FFFF BFFF 内蔵 RAM 内蔵 RAM 80KB 32 

H'FFFF C000～H'FFFF FFFF 内蔵周辺モジュール 内蔵周辺モジュール 16KB 8、16 

【注】 予約空間はアクセスしないでください。アクセスした場合、動作の保証はできません。 

 *1  内蔵レジスタ（BCR1）の設定で選択 
 *2 モード端子で選択 
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表 9.5 内蔵ブロックレジスタアクセスのサイクル数 
ブロック名 バス幅 アクセスサイクル数 

ROM 8 バイト：4 

UBC、WDT、BSC、DMAC、INTC 16 バイト・ワード：4、ロングワード：8 

SCI 8 バイト：8～11、ワード：16～19 

ATU、APC、CMT、PORT、H-UDI、CPG、低消費電力 16 バイト・ワード：8～11、ロングワード：16～19 

AD、MTAD 8 バイト：12～15、ワード：24～27 

SSU* 16 バイト・ワード：12～15、ロングワード：24～27 

HCAN 16 バイト・ワード：12～15+wait 

【注】 * SSU：Synchronous Serial communication Unit 

 

9.2 レジスタの説明 

9.2.1 バスコントロールレジスタ 1（BCR1） 

0000 0 0 0 0 1 1 1 10000初期値：
RRRR R R R R R/W R/W R/W R/WRRRRR/W：

A3SZ A2SZ A1SZ A0SZ

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415ビット：

 
バスコントロールレジスタ 1（BCR1）は読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、各 CS空間のバスサイズ

を指定します。 
BCR1の各ビットはパワーオンリセット後の初期設定時に書き込みを行い、以降は値を変更しないでください。内蔵

ROM有効モードの場合、レジスタの初期設定が終了するまで各 CS空間はアクセスしないでください。内蔵 ROM無効モ
ードの場合、レジスタの初期設定が終了するまで CS0空間以外の CS空間はアクセスしないでください。 

BCR1はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモード時に H'000F
に初期化されます。マニュアルリセット時には初期化されません。 

 

ビット 15～4：予約ビット 

書き込み時には、常に 0を書き込んでください。1を書き込んだ場合、動作の保証はできません。 
 

ビット 3：CS3 空間サイズ指定（A3SZ） 

CS3空間のバスサイズ指定を行います。0にするとバイト（8ビット）サイズ、1にするとワード（16ビット）サイズ
となります。 
 

ビット 3 

A3SZ 

説   明 

0 バイト（8ビット）サイズ 

1 ワード（16ビット）サイズ （初期値）

 

ビット 2：CS2空間サイズ指定（A2SZ） 

CS2空間のバスサイズ指定を行います。0にするとバイト（8ビット）サイズ、1にするとワード（16ビット）サイズ
となります。 
 

ビット 2 

A2SZ 

説   明 

0 バイト（8ビット）サイズ 

1 ワード（16ビット）サイズ （初期値）
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ビット 1：CS1空間サイズ指定（A1SZ） 

CS1空間のバスサイズ指定を行います。0にするとバイト（8ビット）サイズ、1にするとワード（16ビット）サイズ
となります。 
 

ビット 1 

A1SZ 

説   明 

0 バイト（8ビット）サイズ 

1 ワード（16ビット）サイズ （初期値）

 

ビット 0：CS0空間サイズ指定（A0SZ） 

CS0空間のバスサイズ指定を行います。0にするとバイト（8ビット）サイズ、1にするとワード（16ビット）サイズ
となります（内蔵 ROM有効モード時のみ有効）。 
 

ビット 0 

A0SZ 

説   明 

0 バイト（8ビット）サイズ 

1 ワード（16ビット）サイズ （初期値）

【注】  A0SZは内蔵 ROM有効モード時のみ有効であり、内蔵 ROM無効モード時は、CS0空間のバスサイズはモード端子によって指

定されます。 

 

9.2.2 バスコントロールレジスタ 2（BCR2） 

1111 1 1 1 1 1 1 1 11111初期値：
R/WR/WR/WR/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/WR/WR/W：

IW00IW01IW10IW11 CW3 CW2 CW1 CW0 SW3 SW2 SW1 SW0IW20IW21IW30IW31

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415ビット：

 
バスコントロールレジスタ 2（BCR2）は読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、各 CS空間のアイドルサ

イクル数や CS信号のアサート拡張を指定します。 
BCR2はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモード時にH'FFFF

に初期化されます。マニュアルリセット時には初期化されません。 
 

ビット 15～8：サイクル間アイドル指定（IW31、IW30、IW21、IW20、IW11、IW10、IW01、IW00） 

サイクル間アイドル指定はリードアクセス後に異なる CS空間を続けてアクセスする場合にアクセス間に挿入するア
イドルサイクルの指定を行います。これはリードデータのバッファオフの遅い ROM等と、高速なメモリ、I/Oインタフ
ェース等のデータの衝突を防止するために使用します。同一 CS空間に対するアクセスであっても、直前のアクセスがリ
ードで次のアクセスがライトの場合にはアイドルサイクルの挿入を行います。アイドルサイクルの指定は直前にアクセス
された CS空間のものが有効となります。詳しくは「9.4 アクセスサイクル間ウェイト」を参照してください。 

IW31、30が CS3空間のサイクル間アイドル、IW21、IW20が CS2空間のサイクル間アイドル、IW11、IW10が CS1
空間のサイクル間アイドル、IW01、IW00が CS0空間のサイクル間アイドルをそれぞれ指定します。 
 

ビット 15 ビット 14 

IW31 IW30 

説   明 

0 CS3空間アイドルサイクルなし 0 

1 CS3空間 1アイドルサイクル 

0 CS3空間 2アイドルサイクル 1 

1 CS3空間 3アイドルサイクル （初期値）
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ビット 13 ビット 12 

IW21 IW20 

説   明 

0 CS2空間アイドルサイクルなし 0 

1 CS2空間 1アイドルサイクル 

0 CS2空間 2アイドルサイクル 1 

1 CS2空間 3アイドルサイクル （初期値）

 
ビット 11 ビット 10 

IW11 IW10 

説   明 

0 CS1空間アイドルサイクルなし 0 

1 CS1空間 1アイドルサイクル 

0 CS1空間 2アイドルサイクル 1 

1 CS1空間 3アイドルサイクル （初期値）

 
ビット 9 ビット 8 

IW01 IW00 

説   明 

0 CS0空間アイドルサイクルなし 0 

1 CS0空間 1アイドルサイクル 

0 CS0空間 2アイドルサイクル 1 

1 CS0空間 3アイドルサイクル （初期値）

 

ビット 7～4：連続アクセス時アイドル指定（CW3、CW2、CW1、CW0） 

連続アクセス時アイドル指定は同一 CS空間を連続してアクセスする場合、CSn信号をいったんネゲートすることによ
りバスの切れ目をわかりやすくするために挿入します。ただし、リードの次にライトが続く場合、挿入されるアイドルサ
イクルは IWによって指定される値と CWによって指定される値のうち大きい方を選択します。詳しくは「9.4 アクセ
スサイクル間ウェイト」を参照してください。 

CW3が CS3空間の連続アクセス時アイドル、CW2が CS2空間の連続アクセス時アイドル、CW1が CS1空間の連続ア
クセス時アイドル、CW0が CS0空間の連続アクセス時アイドルをそれぞれ指定します。 
 

ビット 7 

CW3 

説   明 

0 CS3空間連続アクセス時アイドルサイクルなし 

1 CS3空間連続アクセス時 1アイドルサイクル （初期値）

 
ビット 6 

CW2 

説   明 

0 CS2空間連続アクセス時アイドルサイクルなし 

1 CS2空間連続アクセス時 1アイドルサイクル （初期値）

 
ビット 5 

CW1 

説   明 

0 CS1空間連続アクセス時アイドルサイクルなし 

1 CS1空間連続アクセス時 1アイドルサイクル （初期値）

 
ビット 4 

CW0 

説   明 

0 CS0空間連続アクセス時アイドルサイクルなし 

1 CS0空間連続アクセス時 1アイドルサイクル （初期値）
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ビット 3～0：CSアサート拡張指定（SW3、SW2、SW1、SW0） 

CSアサートサイクル拡張指定は RD信号、WRH信号、WRL信号のアサート期間が CSn信号のアサート期間からはみ
出すことを防止するために挿入します。拡張サイクルは、各バスサイクルの前後に 1サイクルずつ挿入されます。これに
より、外部 ICとのインタフェースが容易になります。また、ライトデータホールドを延ばす効果もあります。詳しくは、
「9.3.3 CSアサート期間拡張」を参照してください。 

SW3が CS3空間アクセス時の CSアサート拡張指定、SW2が CS2空間アクセス時の CSアサート拡張指定、SW1が CS1
空間アクセス時の CSアサート拡張指定、SW0が CS0空間アクセス時の CSアサート拡張指定をそれぞれ行います。 
 

ビット 3 

SW3 

説   明 

0 CS3空間 CSアサート拡張なし 

1 CS3空間 CSアサート拡張あり （初期値）

 
ビット 2 

SW2 

説   明 

0 CS2空間 CSアサート拡張なし 

1 CS2空間 CSアサート拡張あり （初期値）

 
ビット 1 

SW1 

説   明 

0 CS1空間 CSアサート拡張なし 

1 CS1空間 CSアサート拡張あり （初期値）

 
ビット 0 

SW0 

説   明 

0 CS0空間 CSアサート拡張なし 

1 CS0空間 CSアサート拡張あり （初期値）

 

9.2.3 ウェイトコントロールレジスタ（WCR） 

1110 0 1 1 1 0 1 1 11110初期値：
R/WR/WR/WR R R/W R/W R/W R R/W R/W R/WR/WR/WR/WRR/W：

W20W21W22― ― W12 W11 W10 ― W02 W01 W00W30W31W32―

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415ビット：

 
ウェイトコントロールレジスタ（WCR）は読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、各 CS空間のウェイト

サイクルを指定します。 
WCRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモード時に H'7777

に初期化されます。マニュアルリセット時には初期化されません。 
 

ビット 15：予約ビット 

 

ビット 14～12：CS3空間ウェイト指定（W32、W31、W30） 

CS3空間アクセス時のウェイト数を指定します。 
 
ビット 14 ビット 13 ビット 12 

W32 W31 W30 

説   明 

0 0 0 ノーウェイト外部ウェイト入力禁止 

0 0 1 1ウェイト外部ウェイト入力イネーブル 

～  

1 1 1 7ウェイト外部ウェイト入力イネーブル （初期値）
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ビット 11：予約ビット 

 

ビット 10～8：CS2空間ウェイト指定（W22、W21、W20） 

CS2空間アクセス時のウェイト数を指定します。 
 
ビット 10 ビット 9 ビット 8 

W22 W21 W20 

説   明 

0 0 0 ノーウェイト外部ウェイト入力禁止 

0 0 1 1ウェイト外部ウェイト入力イネーブル 

～  

1 1 1 7ウェイト外部ウェイト入力イネーブル （初期値）

 

ビット 7：予約ビット 

 

ビット 6～4：CS1空間ウェイト指定（W12、W11、W10） 

CS1空間アクセス時のウェイト数を指定します。 
 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 

W12 W11 W10 

説   明 

0 0 0 ノーウェイト外部ウェイト入力禁止 

0 0 1 1ウェイト外部ウェイト入力イネーブル 

～  

1 1 1 7ウェイト外部ウェイト入力イネーブル （初期値）

 

ビット 3：予約ビット 

 

ビット 2～0 ：CS0空間ウェイト指定（W02、W01、W00） 

CS0空間アクセス時のウェイト数を指定します。 

 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 

W02 W01 W00 

説   明 

0 0 0 ノーウェイト外部ウェイト入力禁止 

0 0 1 1ウェイト外部ウェイト入力イネーブル 

～  

1 1 1 7ウェイト外部ウェイト入力イネーブル （初期値）

 

9.2.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 

• SH7058S 

0000 0 0 0 0 0 0 0 00000初期値：
RRRR R R R R R/W R/W R/W R/WRRRRR/W：

RAMS RAM2 RAM1 RAM0

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415ビット：

 
RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）は読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、フラッシュメモリ

のリアルタイムな書き換えをエミュレートする際に使用する RAMエリアを選択するレジスタです。 
RAMERはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモード時に

H'0000に初期化されます。マニュアルリセット時には初期化されません。 
【注】  RAMエミュレーション機能を確実に働かせるため、本レジスタの書き換え直後に RAMエミュレーション対象の

ROMエリアをアクセスしないでください。 
  アクセスした場合、動作の保証はできません。 
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ビット 15～4：予約ビット 

書き込み時は常に 0を書き込んでください。1を書き込んだ場合、動作の保証はできません。 
 

ビット 3：RAMセレクト（RAMS） 

ビット 2～0と共に使用し、RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション選択／非選択を設定するビットです（表
9.6）。 

1ライト時は、フラッシュメモリ全プログラムの書き込み・消去プロテクト状態となります。本ビットは内蔵 ROMが
無効なモードでは無視されます。 
 

ビット 2～0：フラッシュメモリエリア指定（RAM2～RAM0） 

RAMSと共に使用し、RAMと重ね合わせるフラッシュメモリのエリアを設定します（表 9.6）。 

表 9.6 RAMエリアの設定方法（SH7058S） 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 RAMエリア 

RAMS RAM2 RAM1 RAM0 

H'FFFF0000～H'FFFF0FFF 0 * * * 

H'00000000～H'00000FFF 0 

H'00001000～H'00001FFF 

0 

1 

H'00002000～H'00002FFF 0 

H'00003000～H'00003FFF 

0 

1 

1 

H'00004000～H'00004FFF 0 

H'00005000～H'00005FFF 

0 

1 

H'00006000～H'00006FFF 0 

H'00007000～H'00007FFF 

1 

1 

1 

1 

*：Don't care 

• SH7059 

0000 0 0 0 0 0 0 0 00000初期値：
RRRR R R R R R/W R R R/WRRRRR/W：

RAMS RAM0

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415ビット：

 
RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）は読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、フラッシュメモリ

のリアルタイムな書き換えをエミュレートする際に使用する RAMエリアを選択するレジスタです。 
RAMERはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモード時に

H'0000に初期化されます。マニュアルリセット時には初期化されません。 
【注】  RAMエミュレーション機能を確実に働かせるため、本レジスタの書き換え直後に RAMエミュレーション対象の

ROMエリアをアクセスしないでください。 
  アクセスした場合、動作の保証はできません。 
 

ビット 15～4, 2, 1：予約ビット 

書き込み時は常に 0を書き込んでください。1を書き込んだ場合、動作の保証はできません。 
 

ビット 3：RAMセレクト（RAMS） 

ビット 0と共に使用し、RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション選択／非選択を設定するビットです（表 9.7）。 
1ライト時は、フラッシュメモリ全プログラムの書き込み・消去プロテクト状態となります。本ビットは内蔵 ROMが

無効なモードでは無視されます。 
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ビット 0：フラッシュメモリエリア指定（RAM0） 

RAMSと共に使用し、RAMと重ね合わせるフラッシュメモリのエリアを設定します（表 9.7）。 

表 9.7 RAMエリアの設定方法（SH7059） 
ビット 3 ビット 0 

RAMエリア 
RAMS RAM0 

H'FFFE8000～H'FFFEBFFF 0 * 

H'00000000～H'00003FFF*1*3 0 

H'00004000～H'00007FFF*2*3 
1 

1 

*：Don't care 

【注】 *1 同時に H'00100000～H'00103FFFに対しても同じ RAMエリアで重ね合わせが発生します。 

 *2 同時に H'00104000～H'00107FFFに対しても同じ RAMエリアで重ね合わせが発生します。 

 *3 RAMエリアの重複使用を回避したい場合は、一方のアドレス領域を未使用とするか、重ね合わせを発生させたくない側

のアドレス領域をアクセスする前に、一時的に RAMS＝0へ切り替えて RAMエミュレーション機能を無効にしてくださ

い。 
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9.3 外部空間アクセス 
外部空間では、主に SRAM、ROMの直結を想定してストロープ信号を出力します。 

 

9.3.1 基本タイミング 
外部空間アクセスのバスサイクルは、2ステートで行われます。図 9.3に外部空間アクセスの基本タイミングを示しま

す。 

ライト時
データ

WRH、WRL

データ

RD

CSn

アドレス

CK

リード時

T1 T2

 
図 9.3 外部空間アクセスの基本タイミング 

9.3.2 ウェイトステート制御 
WCRの設定により、外部空間アクセスのウェイトステートの挿入を制御できます。図 9.4に示すタイミングで、TW

のサイクルがソフトウェアサイクルとして指定サイクル数だけ挿入されます。 

ライト時
データ

WRH、WRL

データ

RD

CSn

アドレス

CK

リード時

T1 TW T2

 
図 9.4 外部空間アクセスのウェイトステートタイミング（ソフトウェアウェイトのみ） 
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WCRによってソフトウェアによるウェイトを指定したときには、外部からのウェイト入力WAIT信号もサンプリング
されます。WAIT信号のサンプリングを図 9.5に示します。WAIT信号のサンプリングは、TWステートから T2ステート
に移行する際にクロックの立ち上がりから 1サイクル前のクロックの立ち上がりで行われます。外部ウェイトを使用する
際、CSアサート拡張時にはソフトウェアウェイトを 1ステート以上、それ以外のときは 2ステート以上をWCRに設定
してください。 

ライト時
データ

WRH、WRL

WAIT

データ

RD

CSn

アドレス

CK

リード時

T1 TW TW TWo T2

 
図 9.5 外部空間アクセスのウェイトステートタイミング（ソフトウェアウェイト 2ステート＋WAIT信号によるウェイ

トステート） 

9.3.3 CSアサート期間拡張 
BCR2の SW3～SW0ビットの設定により、RD、WRH、WRLのアクティブとなる期間が CSnのアクティブとなる期間

からはみ出さないようにアイドルサイクルを挿入することができます。これにより、外付け回路とフレキシブルなインタ
フェースがとれます。タイミングを図 9.6に示します。Thおよび Tfサイクルが通常サイクルの前と後ろにそれぞれ付加
されています。このサイクルでは CSnのみアクティブとなり、RD、WRH、WRLはアクティブとなりません。また、ラ
イトデータは Tfサイクルまで延ばされるので、ライト動作の遅いゲートアレイに有効です。 

ライト時
データ

WRH、WRL

データ

RD

CSn

アドレス

CK

リード時

Th T1 T2 Tf

 
図 9.6 CSアサート期間拡張機能 
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9.4 アクセスサイクル間ウェイト 
低速なデバイスをリードしたとき、データバッファのオフが間に合わずに次アクセスのデータと衝突を起こすことが

あります。これを防止するため、メモリアクセスを起動する際に問題がある場合にはアクセスサイクル間にウェイトを挿
入することができます。 
また、同一 CS空間の連続アクセス時にいったん CSn信号をインアクティブとして、バスサイクル開始の検出を容易に

するために、アクセスサイクル間にウェイトを挿入することができます。 

9.4.1 データバス衝突防止 
（1）リードサイクル後のライトサイクル、（2）リードサイクル後の異なる CS空間に対するリードサイクル、の 2つ

の場合、BCR2の IW31～IW00ビットによって指定されたサイクル数だけアイドルサイクルが入るようウェイトを挿入し
ます。アクセスサイクル間にもともとアイドルサイクルが存在する場合は、指定されたアイドルサイクル数からその空き
サイクル数を除いたサイクルだけウェイトを挿入します。図 9.7にサイクル間アイドルの例を示します。この例では、CSn
空間のサイクル間アイドルに 1を指定した場合に、CSn空間のリードサイクルの直後に CSm空間のライトを行うとき、1
アイドルサイクルが挿入されることを示しています。 

データ

CSn空間のリード アイドル
サイクル

CSm空間のライト

WRH、WRL

CSm

RD

CSn

アドレス

CK

T1 T2 Tidle T1 T2

 
図 9.7 アイドルサイクル挿入例 

IW31、IW30では CS3空間をリードした後に、他の CS空間からリードする場合と本 LSI がライトアクセスを行う場
合に、必要なアイドルサイクル数を指定します。同様に IW21、IW20では CS2空間リード後の、IW11、IW10では CS1
空間リード後の、IW01、IW00では CS0空間リード後のアイドルサイクル数を指定します。アイドルサイクル数には 0～
3 サイクルを指定することができます。 
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9.4.2 バスサイクル開始検出の容易化 
同一 CS空間を連続してアクセスする場合、BCR2の CW3～CW0ビットによって指定されたサイクル数だけアイドル

サイクルが入るようにウェイトを挿入します。ただし、リード後のライトサイクルの場合、挿入されるアイドルサイクル
は IWビットと CWビットで指定されるアイドルサイクルのうち大きな値になります。アクセスサイクル間にもともとア
イドルサイクルが存在する場合はウェイト挿入を行いません。 
図 9.8に例を示します。この例では CSn空間を連続アクセスアイドル指定し、CSn空間を連続ライトアクセスした場

合を示しています。 

データ

CSn空間アクセス アイドル
サイクル

CSn空間アクセス

WRH、WRL

RD

CSn

アドレス

CK

T1 T2 Tidle T1 T2

 
図 9.8 同一空間連続アクセス時アイドルサイクル挿入例 
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9.5 バスアービトレーション 
本 LSIは、外部デバイスからバス権の要求があると、そのデバイスにバス権を与えることができます。また、本 LSI

内部にも CPUと DMACと AUDという 3つのバスマスタがあります。これらのバスマスタに対するバス権委譲の優先順
位は以下のとおりとなります。 
 
外部デバイスによるバス権要求 ＞ AUD ＞ DMAC ＞ CPU 

 
DMACによるバースト転送中であっても、外部デバイスによるバス権要求が発生すると、外部デバイスが優先されま

す。 
また、AUDは DMACのバースト転送中はバス権を獲得せず転送終了後バス権を獲得します。CPUがバス権を持って

いる状態では、AUDは DMACよりバス権委譲が優先されます。 
外部デバイスによるバス権要求は、BREQ端子に入力してください。バス権を解放したことを示す信号は BACK端子

から出力されます。 
図 9.9に、バス解放手順を示します。 

本LSI

BREQ受け付け

バス権解放応答

ストロープ端子：
ハイレベル出力

アドレス、データ、
ストロープ端子：
ハイインピーダンス

外部デバイス

バス権要求

バス権獲得

BACK確認

〈バス権解放状態〉

BREQ＝Low

BACK＝Low

 
図 9.9 バス権解放手順 
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9.6 メモリ接続例 

LSI

CSn

RD

A0 14

D0 7

CE

OE

A0 14

I/O0 7

32K 8bit
ROM

 
図 9.10 8ビットデータバス幅 ROM接続例 

本LSI

CSn

RD

A0

A1～18

D0～15

CE

OE

A0～17

I/O0～15

256K×16bit
ROM

 
図 9.11 16ビットデータバス幅 ROM接続例 

LSI

CSn

RD

A0 16

WRL

D0 7

CE

OE

A0 16

WE

I/O0 7

128K 8bit
SRAM

 
図 9.12 8ビットデータバス幅 SRAM接続例 
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本LSI

CSn

RD

A0

A1～17

WRH

D8～15

WRL

D0～7

CE

OE

A0～16

WE

I/O0～7

CE

OE

A0～16

WE

I/O0～7

128K×8bit
SRAM

 
図 9.13 16ビットデータバス幅 SRAM接続例 
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10. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

10.1 概要 
本 LSIは 4チャネルのダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）を内蔵しています。DMACは、外部メモリ、

メモリマップト外部デバイス、内蔵周辺モジュール（DMAC、BSC、UBCを除く）間のデータ転送を、CPUに代わって
高速に行うことができます。DMACを使うと CPUの負担を減らすと共に本 LSIの動作効率を上げることができます。 
 

10.1.1 特長 
DMACには次のような特長があります。 
■ チャネル数 ：4チャネル 
■ アドレス空間 ：アーキテクチャ上は4GByte 
■ 転送データ長 ：8ビット、16ビット、32ビットの中から選択可能 
■ 最大転送回数 ：16M（16,777,216）回 
■ アドレスモード 

転送元、転送先双方をアドレスアクセスします。転送モードには直接アドレス転送モードと間接アドレス転送モ
ードがあります。 

（a） 直接アドレス転送モード 
転送元、転送先とも、DMAC内部のレジスタに設定された値がアクセス対象のアドレスを指しています。 
1回のデータ転送に2バスサイクルを必要とします。 

（b） 間接アドレス転送モード 
DMAC内部の転送元レジスタに設定されたアドレスの先に格納されている値をアドレスとしてデータ転送を行
います。それ以外は直接アクセスと同じ動作です。この機能はチャネル3でのみ設定可能です。1回のデータ転
送に4バスサイクルを必要とします。 

■ チャネル機能：各チャネルともデュアルアドレスモードをサポートします。 
チャネル2では4回の転送ごとにソースアドレスをリロードする機能（ソースアドレスリロード機能）を備えてい
ます。チャネル3では直接アドレス転送モード、間接アドレス転送モード指定可能です。 

■ リロード機能 
4回のDMA転送終了ごとに、最初にソースアドレスレジスタに設定した値を自動的にリロードすることができま
す。この機能はチャネル2でのみ実行可能です。 

■ 転送要求 
DMACの転送起動要求には以下の種類があります。 

•  内蔵モジュール 
SCI、A/Dなど内蔵モジュールの転送要求です。すべてのチャネルが受け付け可能です。 

•  オートリクエスト 
転送要求をDMAC内部で自動的に発生します。 

■ バスモード 
バスモードではサイクルスチールモードとバーストモードの選択が可能です。 

■ 優先順位 
DMACのチャネル優先順位は固定です。 

■ 割り込み要求：指定した転送回数終了後、CPUに割り込み要求を発生可能です。 
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10.1.2 DMACブロック図 
図 10.1に DMACのブロック図を示します。 

内蔵ROM

内蔵周辺
モジュール

内蔵RAM
周
辺
バ
ス

内
部
バ
ス

外部ROM

HCAN0

ATU-II

SCI0、SCI1、SCI2、SCI3、SCI4

A/D変換器0、A/D変換器1、A/D変換器2

DEIn

外部RAM

外部入出力
（メモリマップト）

バス
インタフェース

バスステート
コントローラ

要求優先制御

起動制御

レジスタ制御

回数制御 SARn

DARn

DMATCRn

CHCRn

DMAOR

DMAOR ：DMAオペレーションレジスタ

SARn ：DMAソースアドレスレジスタ

DARn ：DMAデスティネーションアドレスレジスタ

DMATCRn：DMAトランスファカウントレジスタ

CHCRn ：DMAチャネルコントロールレジスタ

SSU0*、SSU1*

DMACモジュール

外
部
バ
ス

【記号説明】

【注】 n＝0、1、2、3

*  SSU：Synchronous Serial communication Unit
 

図 10.1 DMACブロック図 
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10.1.3 レジスタ構成 
表 10.1にレジスタ構成を示します。DMACでは 1チャネルにつき 4本のレジスタが割り当てられている他、DMAC全

体の制御用のレジスタが 1本あり、全体で計 17本のレジスタがあります。 

表 10.1 レジスタ構成 
チャネ
ル 

名称 略称 Read/ 

Write 

初期値 アドレス レジスタ 
サイズ 

アクセス
サイズ 

共通 DMAオペレーションレジスタ DMAOR R/W*1 H'0000 H'FFFFECB0 16 16*4 

DMAソースアドレスレジスタ 0 SAR0 R/W 不定 H'FFFFECC0 32 16、32*2 

DMAデスティネーションアドレスレ
ジスタ 0 

DAR0 R/W 不定 H'FFFFECC4 32 16、32*2 

DMAトランスファカウントレジスタ0 DMATCR0 R/W 不定 H'FFFFECC8 32 16、32*3

0 

DMAチャネルコントロールレジスタ0 CHCR0 R/W*1 H'0000 0000 H'FFFFECCC 32 16、32*2 

DMAソースアドレスレジスタ 1 SAR1 R/W 不定 H'FFFFECD0 32 16、32*2 

DMAデスティネーションアドレスレ
ジスタ 1 

DAR1 R/W 不定 H'FFFFECD4 32 16、32*2 

DMAトランスファカウントレジスタ1 DMATCR1 R/W 不定 H'FFFFECD8 32 16、32*3

1 

DMAチャネルコントロールレジスタ1 CHCR1 R/W*1 H'00000000 H'FFFFECDC 32 16、32*2 

DMAソースアドレスレジスタ 2 SAR2 R/W 不定 H'FFFFECE0 32 16、32*2 

DMAデスティネーションアドレスレ
ジスタ 2 

DAR2 R/W 不定 H'FFFFECE4 32 16、32*2 

DMAトランスファカウントレジスタ2 DMATCR2 R/W 不定 H'FFFFECE8 32 16、32*3

2 

DMAチャネルコントロールレジスタ2 CHCR2 R/W*1 H'00000000 H'FFFFECEC 32 16、32*2 

DMAソースアドレスレジスタ 3 SAR3 R/W 不定 H'FFFFECF0 32 16、32*2 

DMAデスティネーションアドレスレ
ジスタ 3 

DAR3 R/W 不定 H'FFFFECF4 32 16、32*2 

DMAトランスファカウントレジスタ3 DMATCR3 R/W 不定 H'FFFFECF8 32 16、32*3

3 

DMAチャネルコントロールレジスタ3 CHCR3 R/W*1 H'00000000 H'FFFFECFC 32 16、32*2 

【注】 1. レジスタアクセスは、ワードアクセス時 4サイクル、ロングワードアクセス時 8サイクルとなります。 

 2. 空きアドレスのアクセスはしないでください。空きアドレスをアクセスした場合の動作は保証されません。 

 *1 CHCR0～3のビット 1および DMAORのビット 1、ビット 2はフラグクリアのために 1リード後の 0ライトのみ可能。 

 *2 SAR0～3、DAR0～3、DMATCR0～3、CHCR0～3に 16ビットアクセスをした場合、アクセスされなかった側の 16ビッ

トの値は保持されます。 

 *3 DMATCRは 0～23ビットまでの 24ビット構成です。上位側 24～31ビットまでの 8ビットへの 1ライトは無効となり読

み出すと常に 0がリードされます。 

 *4 DMAORは 32ビットアクセスしないでください。 
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10.2 各レジスタの説明 

10.2.1 DMAソースアドレスレジスタ 0～3（SAR0～3） 
ビット：

初期値：

R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 0

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

 
DMAソースアドレスレジスタ 0～3（SAR0～3）は読み出し、書き込み可能な 32ビットのレジスタで、転送元のアド

レスを指定します。カウント機能を持ち、DMA動作中は次の転送元アドレスを示しています。 
16ビット、32ビット幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ 16ビット、32ビット境界のアドレスを指定してくださ

い。それ以外のアドレスを設定した場合の動作は保証されません。 
パワーオンリセット、スタンバイモード時には、値は不定になります。 

 

10.2.2 DMAデスティネーションアドレスレジスタ 0～3（DAR0～3） 
ビット：

初期値：

R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 0

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

R/W

―

 
DMAデスティネーションアドレスレジスタ 0～3（DAR0～3）は読み出し、書き込み可能な 32ビットのレジスタで、

転送先のアドレスを指定します。カウント機能を持ち、DMAC動作中は次の転送先アドレスを示しています。 
16ビット、32ビット幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ 16ビット、32ビット境界のアドレスを指定してくださ

い。それ以外のアドレスを設定した場合の動作は保証されません。 
パワーオンリセット、スタンバイモード時には、値は不定になります。 

 

10.2.3 DMAトランスファカウントレジスタ 0～3（DMATCR0～3） 

ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 0

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W R/W

ー

6 5 4 3 2 1

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ーー

ビット：

初期値：

R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 16

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R/W R/W

ー

22 21 20 19 28 17

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

R/W

ー

ー

ー

ーー ー ー ー ー ー

 
DMAトランスファカウントレジスタ 0～3（DMATCR0～3）は読み出し、書き込み可能な 24ビットのレジスタで、そ

のチャネルの転送回数（バイト数、ワード数またはロングワード数）を指定します。転送回数は H'000001を設定した場
合 1回ですが、H'000000を設定すると最大値を設定したことになり、16,777,216回実行されます。DMAC動作中は、残
りの転送回数を示しています。 

DMATCRの上位 8ビットは、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
パワーオンリセット、スタンバイモード時には、値は不定になります。 
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10.2.4 DMAチャネルコントロールレジスタ 0～3（CHCR0～3） 

ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 0

R

0

R

0

R/W

0

R/W

0

R

0

R

0

R/W

0

R/W

0

R R/W

0

6 5 4 3 2 1

R

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/(W)

0

－ － SM1 SM0 － － DM1 DM0 － DE－ TS1 TS0 TM IE TE

0

ビット：

初期値：

R/W：

31 30 29 28 27 26 25 24 23 16

R

0

R

0

R

0

R/W

0

R

0

R

0

R

0

R/W

0

R R/W

0

22 21 20 19 18 17

R

0

R

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

R/W

0

－ － － DI － － － RO － RS0－ － RS4 RS3 RS2 RS1

0

【注】1.  TEビットは、1リード後の0ライトのみ実行可能です。

　　　2.  DI、ROビットは、チャネルにより存在しないビットがあります。
 

DMAチャネルコントロールレジスタ 0～3（CHCR0～3）は読み出し、書き込み可能な 32ビットのレジスタで、各チ
ャネルの動作モード、転送方法等を指定します。 
パワーオンリセット、スタンバイモード時には、H'00000000に初期化されます。 
 

ビット 31～29、27～25、23～21、15、14、11、10、7、6：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 28：ダイレクト、インダイレクトセレクト（DI） 

チャネル 3のソースアドレスを直接アドレスモードで動作するか、間接アドレスモードで動作するかを指定するビッ
トです。 
このビットは CHCR3でのみ有効です。CHCR0、1、2では、このビットを読み出すと常に 0が読み出されます。書き

込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 28 

DI 

説   明 

0 チャネル 3を直接アドレスモードで動作させる （初期値）

1 チャネル 3を間接アドレスモードで動作させる 

 

ビット 24：ソースアドレスリロードビット（RO） 

チャネル 2の転送時、ソースアドレス初期値のリロードを行うか否かの選択ビットです。 
このビットは CHCR2でのみ有効です。CHCR0、1、3では、このビットを読み出すと常に 0が読み出されます。書き

込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 24 

RO 

説   明 

0 ソースアドレスをリロードしない （初期値）

1 ソースアドレスをリロードする 
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ビット 20～16：リソースセレクト 4、3、2、1、0（RS4、RS3、RS2、RS1、RS0） 

転送要求元を指定します。 
 
ビット 20 ビット 19 ビット 18 ビット 17 ビット 16 

RS4 RS3 RS2 RS1 RS0 

説   明 

0 要求なし*1 （初期値）0 

1 SCI0の送信 

0 SCI0の受信 

0 

1 

1 SCI1の送信 

0 SCI1の受信 0 

1 SCI2の送信 

0 SCI2の受信 

0 

1 

1 

1 SCI3の送信 

0 SCI3の受信 0 

1 SCI4の送信 

0 SCI4の受信 

0 

1 

1 内蔵 A/D0 

0 内蔵 A/D1 0 

1 内蔵 A/D2 

0 SSU0*2の送信 

0 

1 

1 

1 

1 HCAN0（RM0） 

0 SSU0*2の受信 0 

1 ATU-II（ICI0A） 

0 ATU-II（ICI0B） 

0 

1 

1 ATU-II（ICI0C） 

0 ATU-II（ICI0D） 0 

1 ATU-II（CMI6A） 

0 ATU-II（CMI6B） 

0 

1 

1 

1 ATU-II（CMI6C） 

0 ATU-II（CMI6D） 0 

1 ATU-II（CMI7A） 

0 ATU-II（CMI7B） 

0 

1 

1 ATU-II（CMI7C） 

0 ATU-II（CMI7D） 0 

1 SSU1*2の送信 

0 SSU1*2の受信 

1 

1 

1 

1 

1 オートリクエスト 

【注】 *1 「10.5 使用上の注意（12）」を参照してください。 

 *2 SSU：Synchronous Serial communication Unit 
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ビット 13、12：ソースアドレスモード 1、0（SM1、SM0） 

DMA転送元アドレスの増減を指定します。 
 

ビット 13 ビット 12 

SM1 SM0 

説   明 

0 ソースアドレスは固定 （初期値）0 

1 ソースアドレスは増加（8ビット転送時+1、16ビット転送時+2、32ビット転送時+4）

0 ソースアドレスは減少（8ビット転送時-1、16ビット転送時-2、32ビット転送時-4）1 

1 使用禁止 

 
転送元が間接アドレスに指定されている場合、ソースアドレスレジスタ 3（SAR3）には、実際に転送したいデータの

格納されているアドレスの値が、データとして保存されているアドレス（間接アドレス）を指定してください。 
間接アドレスモード時の SAR3の増減の指定も SM1、SM0に従いますが、この場合は TS1、TS0で指定した転送デー

タのサイズにかかわらず、SAR3の増減値は+4、-4または 0固定になります。 
 

ビット 9、8：デスティネーションアドレスモード 1、0（DM1、DM0） 

DMA転送先アドレスの増減を指定します。 
 

ビット 9 ビット 8 

DM1 DM0 

説   明 

0 デスティネーションアドレスは固定 （初期値）0 

1 デスティネーションアドレスは増加（8ビット転送時+1、16ビット転送時+2、32ビッ
ト転送時+4） 

0 デスティネーションアドレスは減少（8ビット転送時-1、16ビット転送時-2、32ビッ
ト転送時-4） 

1 

1 使用禁止 

 

ビット 5、4：トランスミットサイズ 1、0（TS1、TS0） 

転送するデータのサイズを指定するビットです。 
 

ビット 5 ビット 4 

TS1 TS0 

説   明 

0 バイトサイズ（8ビット）指定 （初期値）0 

1 ワードサイズ（16ビット）指定 

0 ロングワードサイズ（32ビット）指定 1 

1 使用禁止 

 

ビット 3：トランスミットモード（TM） 

転送時のバスモードを指定するビットです。 
 

ビット 3 

TM 

説   明 

0 サイクルスチールモード （初期値）

1 バーストモード 

 



10. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

Rev.5.00  2010.02.23  10-8 
RJJ09B0181-0500 

 

ビット 2：インターラプトイネーブル（IE） 

このビットを 1にセットすると、DMATCRに指定した回数のデータ転送が終了したとき（TE=1のとき）割り込み要
求を発生します。 
 

ビット 2 

IE 

説   明 

0 DMATCR指定転送回数終了時、割り込み要求を発生しない （初期値）

1 DMATCR指定転送回数終了時、割り込み要求を発生する 

 

ビット 1：トランスファエンド（TE） 

DMATCRで指定した回数の転送が終了したとき 1にセットされるビットです。このとき IEビットが 1にセットされて
いると、割り込み要求を発生します。 

TEが 1にセットされる前に NMI割り込み、アドレスエラーの発生、DEビットまたは DMAORの DMEビットのクリ
アなどで転送が終了された場合は、TEビットは 1にセットされません。このビットが 1にセットされた状態で DEビッ
トを 1にセットしても、転送許可状態には入りません。 
 

ビット 1 

TE 

説   明 

0 DMATCR指定回数転送未終了 （初期値）

［クリア条件］・TE=1のリード後、TE=0をライトしたとき 

・パワーオンリセット、スタンバイ時 

1 DMATCR指定回数転送終了 

 

ビット 0：DMACイネーブル（DE） 

対応するチャネルの動作を許可するビットです。 
 

ビット 0 

DE 

説   明 

0 対応チャネルの動作禁止 （初期値）

1 対応チャネルの動作許可 

 
オートリクエストを指定（RS4～0で指定）した場合、このビットに 1をセットすると転送に入ります。内蔵モジュー

ルリクエストでは、このビットに 1をセットした後に転送要求が発生すると転送に入ります。転送途中でこのビットをク
リアすると、転送を中断できます。 

DEビットをセットしても TEが 1の場合、DMAORの DMEが 0の場合、DMAORの NMIFまたは AEビットが 1の場
合は転送許可状態には入りません。 
 

10.2.5 DMAオペレーションレジスタ（DMAOR） 

0

ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R R/W

0

6 5 4 3 2 1

R

0

R

0

R

0

R

0

R/(W)*

0

R/(W)*

0

ー ー DMEAE NMIF

【注】*  AE、NMIFビットは、1リード後の0ライトのみ実行可能です。

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

 
DMAORは読み出し、書き込み可能な 16ビットのレジスタで、DMAC全体の動作を制御します。 
パワーオンリセット、スタンバイモード時には、H'0000に初期化されます。 

 

ビット 15～3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 2：アドレスエラーフラグ（AE） 

DMA転送中にアドレスエラーが発生したことを示すフラグです。転送途中にこのビットがセットされると、全チャネ
ルの転送が中断されます。CPUから AEに 1をライトすることはできません。クリアは、1リード後の 0ライトのみ有効
です。 
 

ビット 2 

AE 

説   明 

0 アドレスエラーなし。DMA転送許可状態。 （初期値）

［クリア条件］・AE=1リード後、AE=0をライトしたとき 

1 アドレスエラーあり。DMA転送禁止状態。 

［セット条件］・DMACによるアドレスエラーの発生時 

 

ビット 1：NMIフラグ（NMIF） 

NMIが入力されたことを示すフラグです。このビットのセットは DMAC動作中、停止中を問わず行われます。転送途
中にこのビットがセットされると、全チャネルの転送が中断されます。CPUから NMIFに 1をライトすることはできま
せん。クリアは、1リード後の 0ライトのみ有効です。 
 

ビット 1 

NMIF 

説   明 

0 NMI入力なし。DMA転送許可状態。 （初期値）

［クリア条件］・NMIF=1リード後、NMIF=0をライトしたとき 

1 NMI入力あり。DMA転送禁止状態。 

［セット条件］・NMI割り込みの発生時 

 

ビット 0：DMACマスタイネーブル（DME） 

DMAC全体の起動許可ビットです。DMEビットおよび各チャネルに対応するCHCRのDEビットを1にセットすると、
そのチャネルの転送が許可されます。転送途中でこのビットをクリアすると、全チャネルの転送を中断できます。 

DMEビットをセットしても CHCRの TEが 1、または DEが 0の場合、DMAORの NMIFまたは AEビットが 1の場合
は転送許可状態には入りません。 
 

ビット 0 

DME 

説   明 

0 全チャネルの動作禁止 （初期値）

1 全チャネルの動作許可 
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10.3 動作説明 
DMACは DMA転送要求があるとチャネルの優先順位に従って転送を開始し、転送終了条件が満たされると転送を終

了します。転送要求にはオートリクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストの 2種類のモードがあります。DMA転送は、
デュアルアドレスモードのみあります。デュアルアドレスモードは、直接アドレス転送モードと間接アドレス転送モード
があります。バスモードはバーストモードとサイクルスチールモードを選択することができます。 
 

10.3.1 動作説明 
DMAソースアドレスレジスタ（SAR）、DMAデスティネーションアドレスレジスタ（DAR）、DMAトランスファカ

ウントレジスタ（DMATCR）、DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR）、DMAオペレーションレジスタ（DMAOR）
に目的の転送条件設定後、DMACは以下の手順でデータ転送を実行します。 

 
（1） 転送許可状態かどうか（DE=1、DME=1、TE=0、NMIF=0、AE=0）をチェックします。 
（2） 転送許可状態で転送要求が発生すると1転送単位のデータ（TS0、TS1の設定により決定）を転送します。オート

リクエストモードの場合はDEおよびDMEが1にセットされると自動的に転送を開始します。1回の転送を行うご
とにDMATCRの値を1デクリメントします。具体的な転送フローは、アドレスモード、バスモードにより異なり
ます。 

（3） 指定された回数の転送を終える（DMATCRの値が0になる）と、転送を正常に終了します。このときCHCRのIE
ビットを1にセットしてあれば、CPUにDEI割り込みを発生します。 

（4） DMACによるアドレスエラーかNMI割り込みが発生した場合には、転送を中断します。またCHCRのDEビットか
DMAORのDMEビットが0にされても転送を中断します。図10.2に上記のフローチャートを示します。 
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開始

初期設定
（SAR、DAR、DMATCR、CHCR、DMAOR）

DE、DME=1 &
NMIF、AE、TE=0 ?

NO

NO

YES

YES

転送要求発生？
*1

*2

*3

転送（1転送単位）
DMATCR-1→DMATCR、SAR、DAR更新

DMATCR=0 ?
NO

YES

NO

DEI割り込み要求
（IE=1のとき）

NMIF or AE=1 or
DE=0 or DME=0 ?

転送終了 正常終了

NMIF or AE=1 or
DE=0 or DME=0 ?

YES

転送中断

バスモード

NO

YES

【注】*1  オートリクエストの場合、NMIF、AE、TEビットが0のときにDE, DMEが1にセットされると転送が開始されます。
　　　*2  サイクルスチールモード
　　　*3  バーストモード

 
図 10.2 DMAC転送フローチャート 
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10.3.2 DMA転送要求 
DMA転送要求はデータの転送元または転送先に発生させます。 
転送要求にはオートリクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストの 2種類があります。転送要求の選択は DMAチャネ

ルコントロールレジスタ 0～3（CHCR0～CHCR3）の RS4～RS0ビットによって行います。 

(1) オートリクエストモード 

オートリクエストモードはメモリ同士の転送や、転送要求を発生できない内蔵周辺モジュールとメモリとの転送のよ
うに、転送要求信号が外部から来ない場合に、DMAC内部で自動的に転送要求信号を発生するモードです。CHCR0～
CHCR3の DEビットおよび DMAオペレーションレジスタ（DMAOR）の DMEビットを 1にセットすると転送が開始さ
れます。ただし CHCR0～CHCR3の TEビット、DMAORの NMIFビット、AEビットがすべて 0である必要があります。 

(2) 内蔵周辺モジュールリクエストモード 

内蔵周辺モジュールリクエストモードは、本 LSIの内蔵周辺モジュールからの転送要求信号（割り込み要求信号）に
よって転送を開始させるモードです。転送要求信号には表 10.2に示すように、アドバンストタイマユニット（ATU-II）
からのコンペアマッチ割り込みおよびインプットキャプチャ割り込みの 12種類、5つのシリアルコミュニケーションイ
ンタフェース（SCI）からの受信データフル割り込み（RXI）、送信データエンプティ割り込み（TXI）、HCAN0からの
受信割り込み、3つの A/D変換器の A/D変換終了割り込み（ADI）2つのシンクロナスシリアルコミュニケーションユニ
ット（SSU*）からの受信データフル割り込み（SSRXI）、送信データエンプティまたは送信終了割り込み（SSTSI）の計
30本があります。DMA転送が許可されているとき（DE＝1、DME＝1、TE＝0、NMIF＝0、AE＝0）に転送要求信号が入
力されると DMA転送が開始されます。 
転送要求を RXI（SCIの受信データフルによる転送要求）に設定した場合は転送元は SCIのレシーブデータレジスタ

（RDR）でなければなりません。転送要求を TXI（SCIの送信データエンプティによる転送要求）に設定した場合は、転
送先は SCIのトランスミットデータレジスタ（TDR）でなければなりません。転送要求を A/D変換器にした場合は、デ
ータ転送元は A/D変換器のレジスタでなければなりません。転送要求を HCAN0にした場合は、転送元は HCAN0のメッ
セージデータでなければなりません。転送要求を SSRXI（SSU*の受信データフルによる転送要求）に設定した場合は転
送元は SSU*の SSレシーブデータレジスタ（SSRDR）でなければなりません。また、転送要求を SSTSI（SSU*の送信デ
ータエンプティまたは送信終了による転送要求）に設定した場合は、転送先は SSU*の SSトランスミットデータレジス
タ（SSTDR）でなければなりません。 
内蔵周辺モジュールリクエストによる転送では DMACが転送要求を受け付けるとサイクルスチールモードの場合は 1

回の転送が終了するまで、また、バーストモードの場合はすべての転送が終了するまでは、次の転送要求が来ても無視さ
れます。なおアドレスリロード機能を使用している場合に限り、バーストモードでは 4回の転送が終了するまで、次の転
送要求が無視されます。 
 
【注】 * SSU：Synchronous Serial communication Unit 
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表 10.2 RSビットによる内蔵周辺モジュールリクエストモードの選択 
RS4 RS3 RS2 RS1 RS0 DMAC転送 

要求元 
DMAC転送要求信号 転送元 転送先 バスモード 

0 1 SCI0送信部 TXI0（SCI0送信データエンプティによる転
送要求） 

任意* TDR0 サイクルスチール 

0 SCI0受信部 RXI0（SCI0受信データフルによる転送要
求） 

RDR0 任意* サイクルスチール 

0 

1 

1 SCI1送信部 TXI1（SCI1送信データエンプティによる転
送要求） 

任意* TDR1 サイクルスチール 

0 SCI1受信部 RXI1（SCI1受信データフルによる転送要
求） 

RDR1 任意* サイクルスチール 0 

1 SCI2送信部 TXI2（SCI2送信データエンプティによる転
送要求） 

任意* TDR2 サイクルスチール 

0 SCI2受信部 RXI2（SCI2受信データフルによる転送要
求） 

RDR2 任意* サイクルスチール 

0 

1 

1 

1 SCI3送信部 TXI3（SCI3送信データエンプティによる転
送要求） 

任意* TDR3 サイクルスチール 

0 SCI3受信部 RXI3（SCI3受信データフルによる転送要
求） 

RDR3 任意* サイクルスチール 0 

1 SCI4送信部 TXI4（SCI4送信データエンプティによる転
送要求） 

任意* TDR4 サイクルスチール 

0 SCI4受信部 RXI4（SCI4受信データフルによる転送要
求） 

RDR4 任意* サイクルスチール 

0 

1 

1 A/D0 ADI0（ADI0変換終了割り込み） ADDR0～11 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 A/D1 ADI1（ADI1変換終了割り込み） ADDR12～23 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 

1 A/D2 ADI2（ADI2変換終了割り込み） ADDR24～31 任意* バースト／サイクルス
チール 

1 0 SSU0送信部 SSTSI0（SSU0送信データエンプティ、ま
たは送信終了による転送要求） 

任意* SSTDR0_0
～3_0 

サイクルスチール 

0 

1 

1 

 1 HCAN0 RM0（HCAN0受信割り込み） MB0～31 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 SSU0受信部 SSRXI0（SSU0受信データフルによる転送
要求） 

SSRDR0_0～
3_0 

任意* サイクルスチール 0 

1 ATU-II ICI0A（ICI0Aのインプットキャプチャ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 ATU-II ICI0B（ICI0Bのインプットキャプチャ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 

1 

1 ATU-II  ICI0C（ICI0Cのインプットキャプチャ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 ATU-II ICI0D（ICI0Dのインプットキャプチャ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 

1 ATU-II  CMI6A（CYLR6Aとのコンペアマッチ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 ATU-II  CMI6B（CYLR6Bとのコンペアマッチ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 

1 

1 

1 ATU-II  CMI6C（CYLR6Cとのコンペアマッチ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 ATU-II  CMI6D（CYLR6Dとのコンペアマッチ発生）任意* 任意*  バースト／サイクルス
チール 

1 

1 0 0 

1 ATU-II  CMI7A（CYLR7Aとのコンペアマッチ発生）任意*  任意* バースト／サイクルス
チール 
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RS4 RS3 RS2 RS1 RS0 DMAC転送 
要求元 

DMAC転送要求信号 転送元 転送先 バスモード 

0 ATU-II CMI7B（CYLR7Bとのコンペアマッチ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 1 

1 ATU-II CMI7C（CYLR7Cとのコンペアマッチ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 0 ATU-II  CMI7D（CYLR7Dとのコンペアマッチ発生）任意* 任意* バースト／サイクルス
チール 

0 1 SSU1送信部 SSTSI1（SSU1送信データエンプティ、ま
たは送信終了による転送要求） 

任意* SSTDR0_1
～3_1 

サイクルスチール 

1 1 

1 

1 0 SSU1受信部 SSRXI1（SSU1受信データフルによる転送
要求） 

SSRDR0_1～
3_1 

任意* サイクルスチール 

【記号説明】 

SCI0、SCI1、SCI2、SCI3、SCI4：シリアルコミニュケーションインタフェースのチャネル 0～4 

A/D0、A/D1、A/D2：A/D変換器のチャネル 0～2 

HCAN0：コントローラエリアネットワーク-IIのチャネル 0 

ATU-II：アドバンストタイマユニット-II 

SSU0、SSU1：シンクロナスシリアルコミュニケーションユニットのチャネル 0～1 

TDR0、TDR1、TDR2、TDR3、TDR4：SCI0～4のトランスミットデータレジスタ 

RDR0、RDR1、RDR2、RDR3、RDR4：SCI0～4のレシーブデータレジスタ 

ADDR0～11：A/D0のデータレジスタ 

ADDR12～23：A/D1のデータレジスタ 

ADDR24～31：A/D2のデータレジスタ 

MB0～31：HCAN0のメッセージデータ（レジスタ名：MBx[7]～[14]、x=0～31） 

SSTDR0_0～3_0、SSTDR0_1～3_1：SSU0～1の SSトランスミットデータレジスタ 

SSRDR0_0～3_0、SSRDR0_1～3_1：SSU0～1の SSレシーブデータレジスタ 

【注】 * 外部メモリ、メモリマップト外部デバイス、内蔵メモリ、内蔵モジュール（DMAC、BSC、UBCを除く） 

 

10.3.3 チャネルの優先順位 
DMACは、同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、以下に示す優先順位に従って転送を行います。 
・CH0＞CH1＞CH2＞CH3 

 

10.3.4 DMA転送の種類 
DMACがサポートできる転送は表 10.3に示すとおりで、転送元と転送先の両方のアドレスを出力するデュアルアドレ

スモードです。デュアルアドレスモードには、出力したアドレスの値が、直接データ転送の対象アドレスとなる直接アド
レスモードと、出力したアドレスの値がデータ転送対象のアドレスとならず、出力したアドレスに格納されている値が、
転送対象のアドレスとなる間接アドレスモードがあります。具体的な転送動作タイミングはバスモードにより異なります。
バスモードには、サイクルスチールモードとバーストモードがあります。 

表 10.3 サポートできる DMA転送 
転送先 転送元 

外部メモリ メモリマップト 

外部デバイス 

内蔵メモリ 内蔵周辺 

モジュール 

外部メモリ ◯ ◯ ◯ ◯ 

メモリマップト外部デバイス ◯ ◯ ◯ ◯ 

内蔵メモリ ◯ ◯ ◯ ◯ 

内蔵周辺モジュール ◯ ◯ ◯ ◯ 
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(1) デュアルアドレスモード 

デュアルアドレスモードは転送元と転送先をともにアドレスによってアクセスする場合に使うモードです。転送元と
転送先は内部でも外部でもかまいません。デュアルアドレスモードには（a）直接アドレス転送モード、（b）間接アドレ
ス転送モードがあります。 

(a) 直接アドレス転送モード 

データ読み出しサイクルで転送元からデータを読み出し、データ書き込みサイクルで転送先にデータを書き込むため、
2つのバスサイクルで転送を行います。このとき転送データは一時的に DMACに格納されます。図 10.3のような外部メ
モリ同士の転送では、読み出しサイクルで一方の外部メモリからデータが DMACに読み出され、続く書き込みサイクル
でそのデータがもう一方の外部メモリに書き込まれます。また図 10.4にこの場合のタイミング例を示します。 

メモリ

転送元モジュール

デ
ー
タ
バ
ス

ア
ド
レ
ス
バ
ス

転送先モジュール

SAR

DAR

データ
バッファ

D
M
A
C

メモリ

転送元モジュール

デ
ー
タ
バ
ス

ア
ド
レ
ス
バ
ス

転送先モジュール

SAR

DAR

データ
バッファ

D
M
A
C

SARの値をアドレスとし、転送元モジュールからデータを読み込み、DMAC内部
に一時格納する。

1回目のバスサイクル

DARの値をアドレスとし、DMAC内に格納したデータバッファの値を転送先のモ
ジュールに書き込む。

2回目のバスサイクル
 

図 10.3 デュアルアドレスモード、直接アドレスの動作説明 
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CK

A21～A0

D15～D0

CSn

WRH、WRL

RD

転送元アドレス 転送先アドレス

 
図 10.4 デュアルアドレスモード、直接アドレスでのデータの流れ 

(b) 間接アドレス転送モード 

DMAC内部の転送元アドレスレジスタ（SAR3）に、実際に転送したいデータの格納されているメモリのアドレスが指
定されている転送モードです。したがって、間接アドレス転送モードでは、まず DMAC内部の転送元アドレスレジスタ
に指定されたアドレスの値を読み出します。この値は、いったん DMAC内部に格納されます。次に、読み出した値をア
ドレスとして出力し、そのアドレスに格納されている値を再び DMAC内部に格納します。最後に転送先アドレスレジス
タに指定されたアドレスに、後から読み出した値を書き込んで 1回の DMA転送が終了します。 
図 10.5に、間接アドレスモードで、転送先、転送元、間接アドレスの格納先すべてが 16ビット幅空間の外部メモリで

あり、転送データが 16ビットまたは 8ビットの場合の転送例を示します。また図 10.6にタイミング例を示します。 
間接アドレスモードでは、間接アドレスとして読み出したデータをアドレスバスに出力するまでに、1回の NOPサイ

クル（図 10.6の CK1サイクル分）を必要とします。 
なお転送データが 32ビットサイズの場合、図 10.6の 3回目と 4回目のバスサイクルが 2回ずつ必要となり、全体で 6

回のバスサイクルと 1回の NOPサイクルが必要になります。 
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SAR3の値をアドレスとし、メモリのデータを読み出して、その値をテンポラリバッファ
に格納します。このとき読み出す値はアドレスに使用されるため、必ず32ビットです。
なお、外部メモリ空間にアクセスするときにデータバスが16ビット幅の場合、2回のバス
サイクルが必要となります。

テンポラリバッファの値をアドレスとして、転送元モジュールからデータをデータ
バッファに読み込みます。

【注】ここではメモリ、転送元、転送先モジュールと示してありますが、実際にはアド
　　　レッシング空間であれば、ともに何を接続しても問題ありません。

1、2回目のバスサイクル

3回目のバスサイクル

DAR3の値をアドレスとし、転送先のモジュールにデータバッファの値を書き込みます。

4回目のバスサイクル

 
図 10.5 デュアルアドレスモード、間接アドレスの動作説明（外部メモリ空間が 16ビット幅の場合） 
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D15～D0
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RD

データ読み出し
　　サイクル

データ書き込み
　　サイクル

（1回目） （2回目）

内部
アドレスバス

内部
データバス

DMAC間接
アドレス
バッファ

DMAC
データバッファ

転送元アドレス（H） 転送元アドレス（L） NOP 間接アドレス 転送先アドレス

間接アドレス
　　（H）

間接アドレス
　　（L）

転送データ 転送データ

転送元アドレス
　　　*1

NOP
間接
アドレス

転送データ転送データ間接アドレス
　　　

間接アドレス

転送データ

（4回目）（3回目）

NOP
サイクルアドレス読み出しサイクル

*2

【注】　*1　内部のアドレスバスは変化せず、ポートで制御されます。
　　　　*2　内部のデータバスに32ビットのデータが出力されるまで、DMACは値を取り込みません。

 
図 10.6 デュアルアドレスモード、間接アドレスでの転送タイミング例（1） 
（外部メモリ空間→外部メモリ空間（外部メモリ空間は 16ビット幅）） 
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図 10.7に間接アドレスモードで、転送元、間接アドレスの格納先が内部メモリであり、転送先が 2サイクルアクセス
空間の内蔵周辺モジュールで、転送データが 8ビットの場合のタイミング例を示します。 
間接アドレスの格納先、転送元とも内部メモリなので、これらへのアクセスは 1サイクルで実行できます。転送先が 2

サイクルアクセス空間なので、データの書き込みサイクルが 2サイクル必要になります。この場合でも、間接アドレスと
して読み出したデータをアドレスバスに出力までに、1回の NOPサイクルを必要とします。 

CK

内部アドレスバス

内部データバス

DMAC間接
アドレスバッファ

DMAC
データバッファ

転送元アドレス NOP 間接アドレス 転送先アドレス

間接アドレス 転送データ

転送データ

転送データNOP

間接アドレス

アドレス読み出し
    サイクル
   （1回目）

NOPサイクル
　（2回目）

データ読み出し
　 サイクル
　（3回目）

データ書き込みサイクル
　　　（4回目）

 
図 10.7 デュアルアドレスモード、間接アドレスでの転送タイミング例（2） 

（内部メモリ空間→内部メモリ空間） 

10.3.5 バスモード 
バスモードにはサイクルスチールモードとバーストモードがあります。モードの選択は CHCR0～CHCR3の TMビット

によって行います。 

(1) サイクルスチールモード 

サイクルスチールモードでは、DMACは 1回の転送単位（8ビット、16ビット、32ビット）の転送を終了するたびに
バス権を他のバスマスタに渡します。その後転送要求があれば、他のバスマスタからバス権を取り戻し、再び 1転送単位
の転送を行い、その転送を終了するとまたバス権を他のバスマスタに渡します。これを転送終了条件が満たされるまで繰
り返します。 
サイクルスチールモードは、転送要求元、転送元、転送先の設定によって、転送可能領域が制限を受けることはあり

ません。 
図 10.8にサイクルスチールモードでの DMA転送タイミング例を示します。 

バスサイクル

バス権をいったんCPUに返す

読み出し／書き込み 読み出し／書き込み

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU CPU

 
図 10.8 サイクルスチールモードでの DMA転送例 

(2) バーストモード 

バーストモードでは DMACは一度バス権を取ると、転送終了条件が満たされるまでバス権を解放せずに転送を続けま
す。 
図 10.9にバーストモードでの DMA転送タイミングを示します。 

バスサイクル CPU CPU CPU DMAC DMAC DMAC DMAC DMAC DMAC CPU
読み出し/書き込み　読み出し/書き込み　読み出し/書き込み

 
図 10.9 バーストモードでの DMA転送例 
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(3) DMA転送区間とリクエストモード、バスモードの関係 

表 10.4に DMA転送区間とリクエストモード、バスモードなどの関連事項を示します。 

表 10.4 DMA転送区間とリクエストモード、バスモードなどの関連一覧 
アドレス 

モード 

転送区間 リクエスト
モード 

バス 
モード 

転送サイズ 
（ビット） 

使用可能 

チャネル 

外部メモリと外部メモリ すべて可*1 B/C 8/16/32 0、１、2、3

外部メモリとメモリマップト外部デバイス すべて可*1 B/C 8/16/32 0、１、2、3

外部マップト外部デバイスとメモリマップト外部デバイス すべて可*1 B/C 8/16/32 0、１、2、3

外部メモリと内蔵メモリ すべて可*1 B/C 8/16/32 0、１、2、3

外部メモリと内蔵周辺モジュール すべて可*2 B/C*3 8/16/32*4 0、１、2、3

メモリマップト外部デバイスと内蔵メモリ すべて可*1 B/C 8/16/32 0、１、2、3

メモリマップト外部デバイスと内蔵周辺モジュール すべて可*2 B/C*3 8/16/32*4 0、１、2、3

内蔵メモリと内蔵メモリ すべて可*1 B/C 8/16/32 0、１、2、3

内蔵メモリと内蔵周辺モジュール すべて可*2 B/C*3 8/16/32*4 0、１、2、3

デュアル 

内蔵周辺モジュールと内蔵周辺モジュール すべて可*2 B/C*3 8/16/32*4 0、１、2、3

【記号説明】 

B：バースト 

C：サイクルスチール 

【注】 *1 オートリクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれでも可能。ただし、内蔵周辺モジュールリクエストの場合に

は、SCI、HCAN0、SSU*5と A/D変換器を転送要求元に指定するものは不可。 

 *2 オートリクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれでも可能。ただし、転送要求元が SCI、HCAN0、SSU*5また

は A/D変換器の場合には、転送元または転送先が転送要求元と同じである必要があります。 

 *3 転送要求元が SCI、SSU*5の場合にはサイクルスチールのみ。 

 *4 転送元または転送先である内蔵周辺モジュールのレジスタで許されるアクセスサイズ。 

 *5 SSU：Synchronous Serial communication Unit 

(4) バスモードとチャネルの優先順位 

たとえばチャネル 1がバーストモードで転送中でも、それより優先順位の高いチャネル 0に転送要求が発生すると、
直ちにチャネル 0の転送を開始します。 
このとき、チャネル 0の設定がバーストモードならチャネル 0の転送がすべて終了してからチャネル 1の転送を継続

します。チャネル 0の設定がサイクルスチールならば、チャネル 0の転送要求が発生していないときのみチャネル 1の転
送を継続し、転送要求が発生したときは、直ちにチャネル 0の転送が開始されます。 
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10.3.6 ソースアドレスリロード機能 
チャネル 2はCHCR2の ROビットを 1にセットすることで、4回の転送ごとに、最初にソースアドレスレジスタ（SAR2）

に設定した値に復帰するリロード機能があります。この動作を図 10.10に示します。また図 10.11に、チャネル 2のみ使
用して、転送条件をバーストモード、オートリクエスト、転送データサイズ 16ビット、SAR2カウントアップ、DAR2
固定、リロード機能 ONとした場合のタイムチャートを示します。 

ROビット=1

カウント信号

リロード信号

リロード信号

CHCR2

DMATCR2

SAR2（初期値）

SAR2

転送要求

リロード制御

4回
カウント

DMAC

DMAC制御部

ア
ド
レ
ス
バ
ス

 
図 10.10 ソースアドレスリロード機能図 

CK

SAR2+2を出力
DAR2出力

SAR2+4を出力
DAR2出力

SAR2+6を出力
DAR2出力

SAR2+6を出力後
SAR2をリロードする

4回に1回バス権を帰す

（2回目）

SAR2出力
DAR2出力

チャネル2転送
（1回目） （3回目） （4回目）

内部アドレスバス SAR2 DAR2 SAR2+2 DAR2 SAR2+4 DAR2 SAR2+6 DAR2

SAR2出力
DAR2出力

（5回目）

DAR2SAR2

内部データバス SAR2データ SAR2+2データ SAR2+4データ SAR2+6データ SAR2データ

 
図 10.11 ソースアドレスリロード機能タイムチャート 

転送データサイズが 8ビット、16ビット、32ビットのいずれの場合でも、リロード機能は実行可能です。 
転送回数を指定する DMATCR2は、リロード機能のオン、オフにかかわらず、1転送データサイズの転送終了ごとに 1

カウントダウンします。このためリロード機能をオンで使用する場合は、DMATCRには、必ず 4の倍数を指定してくだ
さい。それ以外の値を設定した場合の動作は保証されません。 
またアドレスリロードのために 4回転送したことをカウントしているカウンタは、リセットやソフトウェアスタンバ

イの他、DMAORの DMEビットのクリア、CHCR2の DEビットのクリア、転送終了フラグ（CHCR2の TEビット）の
セット、NMI入力、AEフラグ（DMAC転送によるアドレスエラーの発生）のセットによって初期化されますが、SAR2、
DAR2、DMATCR2などのレジスタは初期化されません。このため、これらの要因が発生すると、DMAC内部に初期化さ
れたカウンタと、初期化されないレジスタが混在することになり、そのまま再スタートをかけると誤動作する場合があり
ます。以上の理由から、アドレスリロード機能使用中に TEのセット以外の上記の要因が発生した場合は、SAR2、DAR2、
DMATCR2の設定から実行しなおしてください。 
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10.3.7 DMA転送終了 
DMA転送終了条件は、1チャネルずつの終了と全チャネルの同時終了とで異なります。 

(1) チャネルごとの転送終了条件 

以下のいずれかの条件が満たされると、対応するチャネルだけが転送を終了します。 
• DMAトランスファカウントレジスタ（DMATCR）の値が 0になる。 
• DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR）の DEビットを 0にクリアする。 

(a) DMATCR=0による転送終了 

DMATCRの値が 0になると、対応するチャネルの DMA転送が終了し、CHCRのトランスファエンドフラグビット（TE）
がセットされます。このときインタラプトイネーブルビット（IE）がセットされていると、CPUに DMAC割り込み（DEI）
が要求されます。 

(b) CHCRの DE=0による転送終了 

CHCRの DMAイネーブルビット（DE）をクリアすると、対応するチャネルの DMA転送が中断されます。この場合に
は TEビットはセットされません。 

(2) 全チャネル同時の転送終了 

以下のいずれかの条件が満たされると、すべてのチャネルが同時に転送終了します。 
• DMAオペレーションレジスタ（DMAOR）の NMIフラグビット（NMIF）またはアドレスエラーフラグビット（AE）
が 1になる。 

• DMAORの DMAマスタイネーブルビット（DME）を 0にクリアする。 

(a) DMAORの NMIF=1または AE=1による転送終了 

NMI割り込みまたは DMACによるアドレスエラーが発生して、DMAORの NMIFビットまたは AEビットが 1になる
と、すべてのチャネルの DMA転送が中断されます。DMACがバス権を獲得し、転送を実行している間にこれらのフラ
グが 1にセットされた場合 DMACは実行中の転送処理を終了した時点で動作を中断し、バス権を他のバスマスタに渡し
ます。したがって転送中に NMIFビットまたは AEビットが 1になっても、DMAソースアドレスレジスタ（SAR）、DMA
デスティネーションアドレスレジスタ（DAR）、DMAトランスファカウントレジスタ（DMATCR）の値は更新されます。
この場合は TEビットはセットされません。NMI割り込み、アドレスエラー処理終了後に転送を再開するためには、NMIF
または AEフラグをクリアする必要があります。その際、再起動させたくないチャネルは、対応する CHCRの DEビット
をクリアしてください。 
転送の中断は、1転送単位の処理が終了したところで発生します。デュアルアドレスモードの直接アドレス転送で、読

み出し処理中にアドレスエラー、または NMIフラグがセットされても、続く書き込み処理が終了してから中断されます。
この場合も、SAR、DAR、DMATCRの値の更新は行われます。同様に間接アドレス転送でも、最後の書き込み処理が終
了してから中断されます。 

(b) DMAORの DME=0による転送終了 

DMAORの DMEビットを 0にクリアすると、全チャネルの DMA転送が中断されます。この場合には TEビットはセ
ットされません。 
 

10.3.8 CPUからの DMACアクセス 
DMACが割り付けられているアドレス空間は 4サイクル空間です。したがって、CPUがバスマスタとなって DMACを

アクセスする場合の 1バスサイクルは、最少でも内部クロック（φ）4サイクルを必要とします。また DMACはワード
空間に配置されています。したがって DMACに対しワードサイズのアクセスを行った場合は 1バスサイクルで終了しま
すが、ロングワードアクセスを行った場合は、自動的にワードアクセス 2回に分割され、2バスサイクル＝8内部クロッ
クを必要とします。なお、この分割された 2回のバスサイクルは連続で実行されます。ワードアクセスとワードアクセス
の間に別のバスサイクルが挿入されることはありません。これはリードアクセスの場合もライトアクセスの場合も同様で
す。 
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10.4 使用例 

10.4.1 内蔵 SCIと外部メモリとの DMA転送例 
内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース、チャネル 0（SCI0）の受信データを、DMACのチャネル 0を使っ

て外部メモリに転送する例を考えます。 
表 10.5に転送条件と、各レジスタの設定値を示します。 

表 10.5 内蔵 SCIと外部メモリ間転送の転送条件とレジスタ設定値 
転送条件 レジスタ 設定値 

転送元：内蔵 SCI0の RDR0 SAR0 H'FFFFF005 

転送先：外部メモリ DAR0 H'00400000 

転送回数：64回 DMATCR0 H'00000040 

転送元アドレス：固定 

転送先アドレス：増加 

転送要求元：SCI0（RDR0） 

バスモード：サイクルスチール 

転送単位：バイト 

転送終了時に割り込み要求発生 

CHCR0 H'00020105 

DMACマスタイネーブル ON DMAOR H'0001 

 

10.4.2 A/D変換器と内蔵メモリとの DMA転送例（アドレスリロードオン） 
内蔵 A/D変換器チャネル 1が転送元、内蔵メモリが転送先で、アドレスリロード機能オンの場合の例を考えます。表

10.6に転送条件と、各レジスタの設定値を示します。 

表 10.6 A/D変換器と内蔵メモリ間転送の転送条件とレジスタ設定値 
転送条件 レジスタ 設定値 

転送元：内蔵 A/D1 SAR2 H'FFFF F820 

転送先：内蔵メモリ DAR2 H'FFFF 6000 

転送回数：128回（リロード回数 32回） DMATCR2 H'0000 0080 

転送元アドレス：増加 

転送先アドレス：増加 

転送要求元：A/D1 

バスモード：バースト 

転送単位：バイト 

転送終了時に割り込み要求発生 

CHCR2 H'010C 110D 

DMACマスタイネーブル ON DMAOR H'0001 

 
アドレスリロードをオンにすると、4回の転送ごとに SAR2の値が最初に設定した値に戻ります。上記の例では、A/D1

から転送要求が入ると、まず内蔵 A/D1の H'FFFFF820のレジスタからバイトサイズのデータを読み出し、内部の
H'FFFF6000番地にそのデータを書き込みます。バイトサイズの転送を行ったので、この時点で SAR2、DAR2の値はそれ
ぞれ H'FFFFF821、H'FFFF6001 となっています。またバースト転送であるため、バス権を確保したままなので、データ
転送を連続して進めていきます。 

4回の転送が終了すると、アドレスリロードオフの場合はそのまま 5回目、6回目と転送を続けて実行し、SAR2の値
は H'FFFFF824→ H'FFFFF825 → H'FFFFF826 …と増加し続けますが、アドレスリロードオンの場合は 4回目が終了する
と DMAC転送を中止し、CPUへのバス権要求信号をクリアします。このとき SAR2内に格納されている値は H'FFFFF823
→ H'FFFFF824ではなく、H'FFFFF823 → H'FFFFF820と最初に設定したアドレスに戻っています。DAR2の値はアドレ
スリロードのオン／オフに関係なく、常に増加を続けます。 
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以上から DMAC内部は 4回目の転送が終了した時点で、アドレスリロードオンの場合とオフの場合では、以下の表に
示した状態となっています。 
 

 アドレスリロードオン アドレスリロードオフ 

SAR2 H'FFFFF820 H'FFFFF824 

DAR2 H'FFFF6004 H'FFFF6004 

DMATCR2 H'0000007C H'0000007C 

バス権 解放 保持 

DMAC動作 停止 処理続行中 

割り込み 未発 未発 

転送要求元フラグクリア 実行 未実行 

【注】 1. 割り込みは、DMATCR2の値が 0になるまで実行し、CHCR2の IEビットが 1にセットされていれば、アドレスリロード

のオン／オフに関係なく発生します。 

 2. 転送要求元フラグクリアは、DMATCR2の値が 0になるまで実行すれば、アドレスリロードのオン・オフに関係なく実行

されます。 

 3. アドレスリロード機能を使用する場合は、バーストモードを指定してください。サイクルスチールモードで実行すると正

常に動作しない場合があります。 

 4. アドレスリロード機能を使用する場合は、DMATCR2の値は 4の倍数を指定してください。それ以外を指定すると正常に

動作しない場合があります。 

アドレスリロードオンの状態で 5回目以後の転送を実行したい場合は、再び転送要求元から、転送要求信号を発生さ
せてください。 
 

10.4.3 外部メモリと SCI1送信側との DMA転送例（インダイレクトアドレスオン） 
DMACのチャネル 3を使用して、転送元が間接アドレス指定外部メモリで、転送先が SCI1の送信側の場合の例を考え

ます。 
表 10.7に転送条件と、各レジスタの設定値を示します。 

表 10.7 外部メモリと SCI1送信側間転送の転送条件とレジスタ設定値 
転送条件 レジスタ 設定値 

転送元：外部メモリ SAR3 H'00400000 

H'00400000番地に格納されている値 － H'00450000 

H'00450000番地に格納されている値 － H'55 

転送先：内蔵 SCI1 TDR1 DAR3 H'FFFFF00B 

転送回数：10回 DMATCR3 H'0000000A 

転送元アドレス：増加 

転送先アドレス：固定 

転送要求元：SCI1（TDR1） 

バスモード：サイクルスチール 

転送単位：バイト 

転送終了時に割り込み要求発生せず 

CHCR3 H'10031001 

DMACマスタイネーブル ON DMAOR H'0001 

 
インダイレクトアドレスをオンにすると、SARに設定したアドレスに格納されたデータは、転送元のデータとしては

使用されません。インダイレクトアドレスの場合、SARのアドレスに格納された値を読み出した後、その読み出した値
をもう一度アドレスとして使用し、そのとき読み出された値を転送元データとして使用し、その値を DARに指定された
アドレスに格納します。 
表の例では、SCI1の TDR1の転送要求が発生すると、まず SAR3にセットされている値である H'00400000番地のアド

レスを読み出しに行きます。この H'00400000番地には H'00450000が格納されており、DMACはまず H'00450000を読み
出してきます。次に DMACは、読み出した H'00450000を再びアドレスとして使用し、H'00450000番地に格納されてい
る H'55を読み出します。最後に DAR3に指定された H'FFFFF00B番地に H'55を書き込んで、1回のインダイレクトアド
レス転送が終了します。 
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インダイレクトアドレスでは、最初に実行する SAR3に設定されたアドレスからのデータ読み出しでは、転送データサ
イズの指定である TS0、TS1ビットの指定とは無関係に、常にロングワードサイズの転送となります。ただし転送元アド
レスの固定、増加、減少の指定は SM0、SM1ビットに従います。したがって今回の例では、転送データサイズの指定が
バイトサイズであるにもかかわらず、1回の転送が終了した時点で SAR3の値は H'00400004となります。書き込み動作
は通常のデュアルアドレス転送の書き込み動作の場合とまったく同じです。 
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10.5 使用上の注意 
（1） DMAオペレーションレジスタ（DMAOR）はワード（16ビット）単位のアクセスのみ可能です。DMAOR以外の

レジスタは、すべてワード（16ビット）またはロングワード（32ビット）単位のアクセスが可能です。 
（2） CHCR0～CHCR3のRS0～RS4ビット書き換える場合は、DEビットを0にしてから書き換えてください（CHCRを

書き換える場合は、あらかじめDEビットを0に設定しておいてください）。 
（3） DMACが動作していないときにNMI割り込みが入力されても、DMAORのNMIFビットはセットされます。 
（4） スタンバイモードにするときはDMAORのDMEビットを0にして、DMACが受け付けた転送要求分の処理がすべ

て終了してから行ってください。 
（5） 内蔵周辺モジュールのうちDMAC、BSC、UBCをDMACによりアクセスしないでください。 
（6） DMACに起動をかける場合は、CHCRの設定を最後に行ってください。それ以外のレジスタを最後に設定すると

正常に動作しない場合があります。 
（7） DMATCRのカウントが0となってDMA転送が正常終了した後、同じチャネルで最大転送回数を実行する場合で

も、必ずDMATCRに0書き込みを実行してください。そうでないと正常に動作しない場合があります。 
（8） アドレスリロード機能を使用する場合、転送モードはバーストモードを指定してください。サイクルスチールモ

ードでは正常に動作しない場合があります。 
（9） アドレスリロード機能を使用する場合、DMATCRの値は4の倍数を指定してください。それ以外を指定すると正

常に動作しない場合があります。 
（10） DMACのレジスタの空きアドレスをアクセスしないでください。空きアドレスをアクセスした場合の動作は保証

しません。 
（11） アドレスリロードオンでDMAC実行中にNMIF、AEのセットまたはDME、DEのクリアによりDMAC転送が中断

された場合は、SAR2、DAR2、DMATCR2の設定から実行しなおしてください。そうでないと正常に動作しない
場合があります。 

（12） CHCR0～CHCR3のRS0～RS4ビットを要求なしに設定したまま、DEビットを1に設定しないでください。 
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11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 

11.1 概要 
本 LSIは 1チャネルの 32ビットタイマ、11チャネルの 16ビットタイマにより構成されるアドバンストタイマユニッ

ト-II（ATU-II）を内蔵しています。 

11.1.1 特長 
ATU-IIには、次のような特長があります。 
 
■ 最大65本のパルス入出力処理が可能 
■ プリスケーラ 

• チャネル 0、10への入力クロックは 1段で分周、チャネル 1～8、11への入力クロックは 2段階で分周 
• チャネル 0～8、10、11の初段で 1/1～1/32のクロック分周が可能 
• チャネル 1～8、11は 2段目で 1/1、1/2、1/4、1/8、1/16、1/32の分周が可能 
• チャネル 1～5、11は外部クロック：TCLKA、TCLKBの選択も可能 
• チャネル 1～5は TI10端子入力および TI10端子入力の逓倍（補正）：AGCK、AGCKMの選択可能 

■ チャネル0は32ビットインプットキャプチャを4本持ち、次の動作が可能 
• 立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、両エッジ検出が選択可 
• キャプチャタイミングで DMAC起動可能 
• チャネル 10のコンペアマッチ信号をトリガとしてキャプチャ可能 
• インターバル割り込み生成機能を持ち、選択により 3本のインターバル割り込みを生成。CPU割り込み、A/D変
換器（AD0、1、2）起動可能 

• キャプチャ割り込み、カウンタオーバフロー割り込み発生可能 
■ チャネル1は16ビットアウトプットコンペアレジスタ1本、ジェネラルレジスタ8本とインプットキャプチャ専用

レジスタ1本を内蔵。アウトプットコンペアレジスタはチャネル8のダウンカウンタと組み合わせてワンショット
パルスのオフセット機能として使用可能 

• ジェネラルレジスタ（GR1A～H）はインプットキャプチャまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用可
能 

• コンペアマッチによる波形出力：0出力、1出力、トグル出力が選択可能 
• インプットキャプチャ機能：立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、両エッジ検出が可能 
チャネル 0の入力信号（TI0A）をトリガにキャプチャ可能 

• チャネル 8のダウンカウンタ（DCNT8A～H）の強制遮断可能 
• コンペアマッチ割り込み／キャプチャ割り込み、カウンタオーバフロー割り込み発生可能 

■ チャネル2は16ビットアウトプットコンペアレジスタを8本、ジェネラルレジスタ8本とインプットキャプチャ専
用レジスタ1本を内蔵。アウトプットコンペアレジスタはチャネル8のダウンカウンタと組み合わせてワンショッ
トパルスのオフセット機能として使用可能 

• ジェネラルレジスタ（GR2A～H）はインプットキャプチャまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用可
能 

• コンペアマッチによる波形出力：0出力、1出力、トグル出力が選択可能 
• インプットキャプチャ機能：立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、両エッジ検出が可能 
チャネル 0の入力信号（TI0A）をトリガにキャプチャ可能 

• チャネル 8のダウンカウンタ（DCNT8I～P）の強制遮断可能 
• コンペアマッチ割り込み／キャプチャ割り込み、カウンタオーバフロー割り込み発生可能 

■ チャネル3～5は、それぞれ4本のジェネラルレジスタを持ち次の動作が可能 
• インプットキャプチャ、アウトプットコンペア、PWMモードの選択が可能 
• コンペアマッチによる波形出力：0出力、1出力、トグル出力が選択可能。 
• インプットキャプチャ機能：立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、両エッジ検出が可能 
• チャネル 9のコンペアマッチ信号をトリガとしてキャプチャ可能（チャネル 3のみ） 
• コンペアマッチ割り込み／キャプチャ割り込み発生可能 
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■ チャネル6、7は16ビットデューティレジスタ4本、サイクルレジスタ4本、バッファレジスタ4本をそれぞれ持ち、
次の動作が可能 

• 周期、デューティ 0～100％を任意設定可能 
• デューティバッファレジスタの値を各周期ごとにデューティレジスタに転送 
• 周期ごとに割り込み発生可能 
• 相補 PWM出力設定可能（チャネル 6のみ） 

■ チャネル8は16ビットワンショットパルス出力用ダウンカウンタを16本持ち、次の動作が可能 
• ダウンカウンタによるワンショットパルス生成 
• ダウンカウンタはカウント中も書き換え可能 
• ダウンカウンタ終了時割り込み発生可能 
• オフセット付きワンショットパルス生成可能 
• チャネル 1、2のアウトプットコンペア機能と連動可能 
• 16ビットのダウンカウンタ（DCNT8I～P）8本にリロード設定可能 

■ チャネル9は6本のイベントカウンタと6本のジェネラルレジスタを持ち、次の動作が可能 
• イベントカウンタはコンペアマッチによりカウンタクリア 
• 外部入力は、立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、両エッジ検出が可能 
• コンペアマッチ信号をチャネル 3に入力可能 

■ チャネル10は32ビットアウトプットコンペア、インプットキャプチャレジスタ、フリーランカウンタ、16ビット
フリーランカウンタ、アウトプットコンペア/インプットキャプチャレジスタ、リロードレジスタ、8ビットイベ
ントカウンタ、アウトプットコンペアレジスタを各1本、16ビットリロードカウンタを1本持ち、次の動作が可能 

• 外部入力端子のエッジ入力でキャプチャ可能 
• キャプチャされた値の 1/32、1/64、1/128、1/256倍でリロードカウント可能 
• リロードカウンタのアンダフローで生成した内部クロックを 16ビットフリーランカウンタ入力として使用可能 
• チャネル 1、2のフリーランカウンタのクリア可能 

■ チャネル11は1本の16ビットフリーランカウンタと2本の16ビットジェネラルレジスタを持ち、次の動作が可能 
• 2本のジェネラルレジスタはインプットキャプチャ/アウトプットコンペアとして使用可能 
• コンペアマッチによる波形出力：0出力、1出力、トグル出力が選択可能  
• インプットキャプチャ機能：立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジ、両エッジ検出が可能 
• ジェネラルレジスタをアウトプットコンペアレジスタとして使用することにより、APCにコンペアマッチ信号出
力可能 

■ 内部16ビットバスに高速アクセス 
• タイマカウンタ、コンペアレジスタ、キャプチャレジスタの 16ビットレジスタに対し、16ビットバスによる高
速アクセスが可能。 

■ 75種類の割り込み要因 
• チャネル 0はインプットキャプチャ割り込み×4本、オーバフロー割り込み×1本、インターバル割り込み×1
本を要求可能 

• チャネル 1、2でインプットキャプチャ／コンペアマッチ兼用割り込み×16本、カウンタオーバフロー割り込み
×2本要求可能 

• チャネル 3～5でインプットキャプチャ／コンペアマッチ兼用割り込み×12本、カウンタオーバフロー割り込み
×3本要求可能 

• チャネル 6、7はコンペアマッチ割り込み×8本要求可能 
• チャネル 8はワンショットエンド割り込み×16本要求可能 
• チャネル 9はコンペアマッチ割り込み×6本要求可能 
• チャネル 10はコンペアマッチ割り込み×2本、インプットキャプチャ／コンペアマッチ兼用割り込み×1本要求
可能 

• チャネル 11はインプットキャプチャ／コンペアマッチ兼用割り込み×2本、オーバフロー割り込み×1本要求可
能 

■ ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）の起動可能 
• チャネル 0のインプットキャプチャ割り込み（ICI0A～D）により DMACの起動が可能 
• チャネル 6のサイクルレジスタ 6のコンペアマッチ割り込み（CMI6A～D）により DMACの起動が可能 
• チャネル 7のサイクルレジスタ 7のコンペアマッチ割り込み（CMI7A～D）により DMACの起動が可能 

■ A /D変換器の起動可能 
• チャネル 0のインターバルインタラプトリクエストレジスタ（ITVRR1、ITVRR2A、ITVRR2B）の ITVA6～13
の 1検出により A/D変換器の起動が可能 
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ATU-IIの機能一覧を表 11.1に表示します。 

表 11.1 ATU-IIの機能一覧表 
項目 チャネル 0 チャネル 1 チャネル 2 チャネル 3～5 

カ クロック Pφ～Pφ/32 （Pφ～Pφ/32）×（1/2n）（n=0～5）TCLKA、TCLKB、AGCK、AGCKM 

ウ カウンタ TCNT0H、TCNT0L TCNT1A、TCNT1B TCNT2A、TCNT2B TCNT3～5 

ジェネラルレ
ジスタ 

－ GR1A～ H GR2A～H GR3A～D、GR4A～D、 

GR5A～D 

ン 

タ 

構 

成 

 

インプットキ
ャプチャ専用 

ICR0AH、ICR0AL、 

ICR0BH、ICR0BL、 

ICR0CH、ICR0CL、 

ICR0DH、ICR0DL 

OSBR1 OSBR2 － 

 アウトプット
コンペア専用 

－ OCR1 OCR2A～H － 

 PWM 
出力用 

－ － － デューティ：GR3A～C、 
GR4A～C、GR5A～C、 

サイクル：GR3D、GR4D、GR5D

入力端子 TI0A～D － － － 

入出力端子 － TIO1A～H TIO2A～H TIO3A～D、TIO4A～D、 
TIO5A～D 

出力端子 － － － － 

カウンタ 
クリア機能 

－ － － ◯ 

割り込み要因 6要因 

インターバル×1、 

インプットキャプチャ×4 

オーバフロー×1 

9要因 

インプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ兼用×8、 

オーバフロー×1 

9要因 

インプットキャプチャ／コンペ
アマッチ兼用×8、 

オーバフロー×1* 
（* 同一ベクタ） 

15要因 

インプットキャプチャ／ 
コンペアマッチ兼用×12、 

オーバフロー×3 

チャネル、 
モジュール間連結信
号 

インターバルインタラプトリク
エストで A/D変換器起動 

インプットキャプチャ割り込み
で DMAC起動 

チャネル 10のコンペアマッチ信
号をキャプチャトリガ入力 

コンペアマッチ信号を 

チャネル 8 のワンショットパル
ス出力用ダウンカウンタにトリ
ガ出力、チャネル 10のコンペア
マッチ信号をカウンタクリア入
力 

コンペアマッチ信号を 

チャネル 8 のワンショットパル
ス出力用ダウンカウンタにトリ
ガ出力、チャネル 10のコンペア
マッチ信号をカウンタクリア入
力 

チャネル 9 のコンペアマッチ信
号をキャプチャのトリガに入力
（ch3のみ） 
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項目 チャネル 6～7 チャネル 8 チャネル 9 チャネル 10 チャネル 11 

カ 

ウ 

ン 

クロック （Pφ～Pφ/32）×（1/2n）
（n=0～5） 

（Pφ～Pφ/32）×（1/2n）
（n=0～5） 

－ （Pφ～Pφ/32） （Pφ～Pφ/32）×（1/2n）
（n=0～5） 

TCLKA、TCLKB 

タ 

構 

成 

カウンタ TCNT6A～D、 

TCNT7A～D 

DCNT8A～P ECNT9A～F TCNT10AH、 
TCNT10AL、 

TCNT10B～H 

TCNT11 

 

 

ジェネラルレ
ジスタ 

－ ー ー ー GR11A、GR11B 

 

 

インプットキ
ャプチャ専用 

－ ー － ICR10AH、ICR10AL － 

 アウトプット 

コンペア専用 

－ ー GR9A～F GR10G、 
OCR10AH、OCR10AL、

OCR10B、NCR10、
TCCLR10 

－ 

 

 

PWM 
出力用 

CYLR6A～D、 

CYLR7A～D、 

DTR6A～D、 

DTR7A～D、 

BFR6A～D、 

BFR7A～D 

－ ー ー ー 

入力端子 － － TI9A～F TI10 － 

入出力端子 － － － ー TIO11A、TIO11B 

出力端子 TO6A～D、TO7A～D TO8A～P － － － 

カウンタ 
クリア機能 

◯ ー ◯ ◯ － 

割り込み要因 8要因 

コンペアマッチ×8 

16要因 

アンダフロー×16 

6要因 

コンペアマッチ×6 

3要因 

コンペアマッチ×2、 

インプット 
キャプチャ／ 

コンペアマッチ兼用×1 

3要因 

インプット 
キャプチャ／ 

コンペアマッチ兼用×2、

オーバフロー×1 

チャネル、 
モジュール間連結信
号 

DMAC 起動用コンペアマ
ッチ信号出力 

チャネル 1、2のコンペア
マッチ信号をワンショッ
トパルス出力用ダウンカ
ウンタにトリガ入力 

コンペアマッチ信号をチ
ャネル 3 のキャプチャの
トリガ出力 

コンペアマッチ信号をチ
ャネル 0 のキャプチャト
リガ出力、チャネル 1、2
のカウンタクリア出力 

APC にコンペアマッチ信
号を出力 
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11.1.2 端子構成 
ATU-IIの端子構成を表 11.2に示します。これらの外部端子の機能を使用する際は、ATU-IIの設定に合わせてピンフ

ァンクションコントローラ(PFC)も設定してください。 
また、同機能の端子が複数ある場合は、1つの端子のみ使用するように設定してください。詳しくは、「第 22章 ピ

ンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 

表 11.2 ATU-IIの機能一覧表 
チャネル 名称 略称 入出力 機能 

共通 クロック入力 A TCLKA 入力 外部クロック A入力端子 

 クロック入力 B TCLKB 入力 外部クロック B入力端子 

0 インプットキャプチャ 0A TI0A 入力 ICR0AH、ICR0ALインプトキャプチャ入力端子 

 インプットキャプチャ 0B TI0B 入力 ICR0BH、ICR0BLインプトキャプチャ入力端子 

 インプットキャプチャ 0C TI0C 入力 ICR0CH、ICR0CLインプトキャプチャ入力端子 

 インプットキャプチャ 0D TI0D 入力 ICR0DH、ICR0DLインプトキャプチャ入力端子 

1 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 1A 

TIO1A 入出力 GR1Aのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 1B 

TIO1B 入出力 GR1Bのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 1C 

TIO1C 入出力 GR1Cのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 1D 

TIO1D 入出力 GR1Dのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 1E 

TIO1E 入出力 GR1Eのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 1F 

TIO1F 入出力 GR1Fのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 1G 

TIO1G 入出力 GR1Gのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 1H 

TIO1H 入出力 GR1Hのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

2 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 2A 

TIO2A 入出力 GR2Aのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 2B 

TIO2B 入出力 GR2Bのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 2C 

TIO2C 入出力 GR2Cのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 2D 

TIO2D 入出力 GR2Dのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 2E 

TIO2E 入出力 GR2Eのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 2F 

TIO2F 入出力 GR2Fのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 2G 

TIO2G 入出力 GR2Gのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 2H 

TIO2H 入出力 GR2Hのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 
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チャネル 名称 略称 入出力 機能 

3 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 3A 

TIO3A 入出力 GR3Aのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

PWM出力端子（PWMモード） 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 3B 

TIO3B 入出力 GR3Bのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

PWM出力端子（PWMモード） 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 3C 

TIO3C 入出力 GR3Cのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

PWM出力端子（PWMモード） 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 3D 

TIO3D 入出力 GR3Dのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

4 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 4A 

TIO4A 入出力 GR4Aのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

PWM出力端子（PWMモード） 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 4B 

TIO4B 入出力 GR4Bのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

PWM出力端子（PWMモード） 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 4C 

TIO4C 入出力 GR4Cのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

PWM出力端子（PWMモード） 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 4D 

TIO4D 入出力 GR4Dのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

5 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 5A 

TIO5A 入出力 GR5Aのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

PWM出力端子（PWMモード） 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 5B 

TIO5B 入出力 GR5Bのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

PWM出力端子（PWMモード） 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 5C 

TIO5C 入出力 GR5Cのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

PWM出力端子（PWMモード） 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 5D 

TIO5D 入出力 GR5Dのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

6 アウトプットコンペア 6A TO6A 出力 PWM出力端子 

 アウトプットコンペア 6B TO6B 出力 PWM出力端子 

 アウトプットコンペア 6C TO6C 出力 PWM出力端子 

 アウトプットコンペア 6D TO6D 出力 PWM出力端子 

7 アウトプットコンペア 7A TO7A 出力 PWM出力端子 

 アウトプットコンペア 7B TO7B 出力 PWM出力端子 

 アウトプットコンペア 7C TO7C 出力 PWM出力端子 

 アウトプットコンペア 7D TO7D 出力 PWM出力端子 
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チャネル 名称 略称 入出力 機能 

8 ワンショットパルス 8A TO8A 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8B TO8B 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8C TO8C 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8D TO8D 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8E TO8E 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8F TO8F 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8G TO8G 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8H TO8H 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8I TO8I 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8J TO8J 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8K TO8K 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8L TO8L 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8M TO8M 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8N TO8N 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8O TO8O 出力 ワンショットパルス出力端子 

 ワンショットパルス 8P TO8P 出力 ワンショットパルス出力端子 

9 イベント入力 9A TI9A 入力 GR9Aのイベント入力 

 イベント入力 9B TI9B 入力 GR9Bのイベント入力 

 イベント入力 9C TI9C 入力 GR9Cのイベント入力 

 イベント入力 9D TI9D 入力 GR9Dのイベント入力 

 イベント入力 9E TI9E 入力 GR9Eのイベント入力 

 イベント入力 9F TI9F 入力 GR9Fのイベント入力 

10 インプットキャプチャ TI10 入力 ICR10AH、ICR10ALのインプットキャプチャ入力 

11 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 11A 

TIO11A 入出力 GR11Aのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 

 インプットキャプチャ／ 
アウトプットコンペア 11B 

TIO11B 入出力 GR11Bのアウトプットコンペア出力／ 
インプットキャプチャ入力 
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11.1.3 レジスタ構成 
ATU-IIのレジスタ構成を表 11.3に示します。 

表 11.3 レジスタ構成 
チャネル 名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ 
章番号 

共通 タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 R/W H'00 H'FFFFF401 8、16、 11.2.1 

 タイマスタートレジスタ 2 TSTR2 R/W H'00 H'FFFFF400 32  

 タイマスタートレジスタ 3 TSTR3 R/W H'00 H'FFFFF402   

 プリスケーラレジスタ 1 PSCR1 R/W H'00 H'FFFFF404 8 11.2.2 

 プリスケーラレジスタ 2 PSCR2 R/W H'00 H'FFFFF406   

 プリスケーラレジスタ 3 PSCR3 R/W H'00 H'FFFFF408   

 プリスケーラレジスタ 4 PSCR4 R/W H'00 H'FFFFF40A   

0 フリーランニングカウンタ 0H TCNT0H R/W H'0000 H'FFFFF430 32 11.2.15 

 フリーランニングカウンタ 0L TCNT0L R/W H'0000    

 インプットキャプチャレジスタ 0AH ICR0AH R H'0000 H'FFFFF434  11.2.19 

 インプットキャプチャレジスタ 0AL ICR0AL R H'0000    

 インプットキャプチャレジスタ 0BH ICR0BH R H'0000 H'FFFFF438   

 インプットキャプチャレジスタ 0BL ICR0BL R H'0000    

 インプットキャプチャレジスタ 0CH ICR0CH R H'0000 H'FFFFF43C   

 インプットキャプチャレジスタ 0CL ICR0CL R H'0000    

 インプットキャプチャレジスタ 0DH ICR0DH R H'0000 H'FFFFF420   

 インプットキャプチャレジスタ 0DL ICR0DL R H'0000    

 タイマインターバルインタラプトリ
クエストレジスタ 1 

ITVRR1 R/W H'00 H'FFFFF424 8 11.2.7 

 タイマインターバルインタラプトリ
クエストレジスタ 2A 

ITVRR2A R/W H'00 H'FFFFF426   

 タイマインターバルインタラプトリ
クエストレジスタ 2B 

ITVRR2B R/W H'00 H'FFFFF428   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ TIOR0 R/W H'00 H'FFFFF42A  11.2.4 

 タイマステータスレジスタ 0 TSR0 R/(W)* H'0000 H'FFFFF42C 16 11.2.5 

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 0 

TIER0 R/W H'0000 H'FFFFF42E  11.2.6 

1 フリーランニングカウンタ 1A TCNT1A R/W H'0000 H'FFFFF440 16 11.2.15 

 フリーランニングカウンタ 1B TCNT1B R/W H'0000 H'FFFFF442   

 ジェネラルレジスタ 1A GR1A R/W H'FFFF H'FFFFF444  11.2.20 

 ジェネラルレジスタ 1B GR1B R/W H'FFFF H'FFFFF446   

 ジェネラルレジスタ 1C GR1C R/W H'FFFF H'FFFFF448   

 ジェネラルレジスタ 1D GR1D R/W H'FFFF H'FFFFF44A   

 ジェネラルレジスタ 1E GR1E R/W H'FFFF H'FFFFF44C   

 ジェネラルレジスタ 1F GR1F R/W H'FFFF H'FFFFF44E   

 ジェネラルレジスタ 1G GR1G R/W H'FFFF H'FFFFF450   

 ジェネラルレジスタ 1H GR1H R/W H'FFFF H'FFFFF452   

 アウトプットコンペアレジスタ 1 OCR1 R/W H'FFFF H'FFFFF454  11.2.18 

 オフセットベースレジスタ 1 OSBR1 R H'0000 H'FFFFF456  11.2.21 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 1A TIOR1A R/W H'00 H'FFFFF459 8、16 11.2.4 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 1B TIOR1B R/W H'00 H'FFFFF458   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 1C TIOR1C R/W H'00 H'FFFFF45B   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 1D TIOR1D R/W H'00 H'FFFFF45A   

 タイマコントロールレジスタ 1A TCR1A R/W H'00 H'FFFFF45D  11.2.3 

 タイマコントロールレジスタ 1B TCR1B R/W H'00 H'FFFFF45C   

 タイマステータスレジスタ 1A TSR1A R/(W)* H'0000 H'FFFFF45E 16 11.2.5 

 タイマステータスレジスタ 1B TSR1B R/(W)* H'0000 H'FFFFF460   
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チャネル 名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 
サイズ 

章番号 

1 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 1A 

TIER1A R/W H'0000 H'FFFFF462 16 11.2.6 

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 1B 

TIER1B R/W H'0000 H'FFFFF464   

 トリガモードレジスタ TRGMDR R/W H'00 H'FFFFF466 8 11.2.8 

2 フリーランニングカウンタ 2A TCNT2A R/W H'0000 H'FFFFF600 16 11.2.15 

 フリーランニングカウンタ 2B TCNT2B R/W H'0000 H'FFFFF602   

 ジェネラルレジスタ 2A GR2A R/W H'FFFF H'FFFFF604  11.2.20 

 ジェネラルレジスタ 2B GR2B R/W H'FFFF H'FFFFF606   

 ジェネラルレジスタ 2C GR2C R/W H'FFFF H'FFFFF608   

 ジェネラルレジスタ 2D GR2D R/W H'FFFF H'FFFFF60A   

 ジェネラルレジスタ 2E GR2E R/W H'FFFF H'FFFFF60C   

 ジェネラルレジスタ 2F GR2F R/W H'FFFF H'FFFFF60E   

 ジェネラルレジスタ 2G GR2G R/W H'FFFF H'FFFFF610   

 ジェネラルレジスタ 2H GR2H R/W H'FFFF H'FFFFF612   

 アウトプットコンペアレジスタ 2A OCR2A R/W H'FFFF H'FFFFF614  11.2.18 

 アウトプットコンペアレジスタ 2B OCR2B R/W H'FFFF H'FFFFF616   

 アウトプットコンペアレジスタ 2C OCR2C R/W H'FFFF H'FFFFF618   

 アウトプットコンペアレジスタ 2D OCR2D R/W H'FFFF H'FFFFF61A   

 アウトプットコンペアレジスタ 2E OCR2E R/W H'FFFF H'FFFFF61C   

 アウトプットコンペアレジスタ 2F OCR2F R/W H'FFFF H'FFFFF61E   

 アウトプットコンペアレジスタ 2G OCR2G R/W H'FFFF H'FFFFF620  11.2.18 

 アウトプットコンペアレジスタ 2H OCR2H R/W H'FFFF H'FFFFF622   

 オフセットベースレジスタ 2 OSBR2 R H'0000 H'FFFFF624  11.2.21 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 2A TIOR2A R/W H'00 H'FFFFF627 8、16 11.2.4 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 2B TIOR2B R/W H'00 H'FFFFF626   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 2C TIOR2C R/W H'00 H'FFFFF629   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 2D TIOR2D R/W H'00 H'FFFFF628   

 タイマコントロールレジスタ 2A TCR2A R/W H'00 H'FFFFF62B  11.2.3 

 タイマコントロールレジスタ 2B TCR2B R/W H'00 H'FFFFF62A   

 タイマステータスレジスタ 2A TSR2A R/(W)* H'0000 H'FFFFF62C 16 11.2.5 

 タイマステータスレジスタ 2B TSR2B R/(W)* H'0000 H'FFFFF62E   

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 2A 

TIER2A R/W H'0000 H'FFFFF630  11.2.6 

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 2B 

TIER2B R/W H'0000 H'FFFFF632   

3、4、5 
共通 

タイマステータスレジスタ 3 TSR3 R/(W)* H'0000 H'FFFFF480 16 11.2.5 

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 3 

TIER3 R/W H'0000 H'FFFFF482  11.2.6 

 タイマモードレジスタ TMDR R/W H'00 H'FFFFF484 8 11.2.9 

3 フリーランニングカウンタ３ TCNT3 R/W H'0000 H'FFFFF4A0 16 11.2.15 

 ジェネラルレジスタ 3A GR3A R/W H'FFFF H'FFFFF4A2  11.2.20 

 ジェネラルレジスタ 3B GR3B R/W H'FFFF H'FFFFF4A4   

 ジェネラルレジスタ 3C GR3C R/W H'FFFF H'FFFFF4A6   

 ジェネラルレジスタ 3D GR3D R/W H'FFFF H'FFFFF4A8   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 3A TIOR3A R/W H'00 H'FFFFF4AB 8、16 11.2.4 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 3B TIOR3B R/W H'00 H'FFFFF4AA   

 タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 R/W H'00 H'FFFFF4AC 8 11.2.3 

4 フリーランニングカウンタ 4 TCNT4 R/W H'0000 H'FFFFF4C0 16 11.2.15 

 ジェネラルレジスタ 4A GR4A R/W H'FFFF H'FFFFF4C2  11.2.20 

 ジェネラルレジスタ 4B GR4B R/W H'FFFF H'FFFFF4C4   
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チャネル 名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 
サイズ 

章番号 

4 ジェネラルレジスタ 4C GR4C R/W H'FFFF H'FFFFF4C6 16 11.2.20 

 ジェネラルレジスタ 4D GR4D R/W H'FFFF H'FFFFF4C8   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 4A TIOR4A R/W H'00 H'FFFFF4CB 8、16 11.2.4 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 4B TIOR4B R/W H'00 H'FFFFF4CA   

 タイマコントロールレジスタ 4 TCR4 R/W H'00 H'FFFFF4CC 8 11.2.3 

5 フリーランニングカウンタ 5 TCNT5 R/W H'0000 H'FFFFF4E0 16 11.2.15 

 ジェネラルレジスタ 5A GR5A R/W H'FFFF H'FFFFF4E2  11.2.20 

 ジェネラルレジスタ 5B GR5B R/W H'FFFF H'FFFFF4E4   

 ジェネラルレジスタ 5C GR5C R/W H'FFFF H'FFFFF4E6   

 ジェネラルレジスタ 5D GR5D R/W H'FFFF H'FFFFF4E8   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 5A TIOR5A R/W H'00 H'FFFFF4EB 8、16 11.2.4 

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 5B TIOR5B R/W H'00 H'FFFFF4EA   

 タイマコントロールレジスタ 5 TCR5 R/W H'00 H'FFFFF4EC 8 11.2.3 

6 フリーランニングカウンタ 6A TCNT6A R/W H'0001 H'FFFFF500 16 11.2.15 

 フリーランニングカウンタ 6B TCNT6B R/W H'0001 H'FFFFF502   

 フリーランニングカウンタ 6C TCNT6C R/W H'0001 H'FFFFF504   

 フリーランニングカウンタ 6D TCNT6D R/W H'0001 H'FFFFF506   

 サイクルレジスタ 6A CYLR6A R/W H'FFFF H'FFFFF508  11.2.22 

 サイクルレジスタ 6B CYLR6B R/W H'FFFF H'FFFFF50A   

 サイクルレジスタ 6C CYLR6C R/W H'FFFF H'FFFFF50C   

 サイクルレジスタ 6D CYLR6D R/W H'FFFF H'FFFFF50E   

 バッファレジスタ 6A BFR6A R/W H'FFFF H'FFFFF510  11.2.23 

 バッファレジスタ 6B BFR6B R/W H'FFFF H'FFFFF512   

 バッファレジスタ 6C BFR6C R/W H'FFFF H'FFFFF514   

 バッファレジスタ 6D BFR6D R/W H'FFFF H'FFFFF516   

 デューティレジスタ 6A DTR6A R/W H'FFFF H'FFFFF518  11.2.24 

 デューティレジスタ 6B DTR6B R/W H'FFFF H'FFFFF51A   

 デューティレジスタ 6C DTR6C R/W H'FFFF H'FFFFF51C   

 デューティレジスタ 6D DTR6D R/W H'FFFF H'FFFFF51E   

 タイマコントロールレジスタ 6A TCR6A R/W H'00 H'FFFFF521 8、16 11.2.3 

 タイマコントロールレジスタ 6B TCR6B R/W H'00 H'FFFFF520   

 タイマステータスレジスタ 6 TSR6 R/(W)* H'0000 H'FFFFF522 16 11.2.5 

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 6 

TIER6 R/W H'0000 H'FFFFF524  11.2.6 

 PWMモードレジスタ PMDR R/W H'00 H'FFFFF526 8 11.2.10 

7 フリーランニングカウンタ 7A TCNT7A R/W H'0001 H'FFFFF580 16 11.2.15 

 フリーランニングカウンタ 7B TCNT7B R/W H'0001 H'FFFFF582   

 フリーランニングカウンタ 7C TCNT7C R/W H'0001 H'FFFFF584   

 フリーランニングカウンタ 7D TCNT7D R/W H'0001 H'FFFFF586   

 サイクルレジスタ 7A CYLR7A R/W H'FFFF H'FFFFF588  11.2.22 

 サイクルレジスタ 7B CYLR7B R/W H'FFFF H'FFFFF58A   

 サイクルレジスタ 7C CYLR7C R/W H'FFFF H'FFFFF58C   

 サイクルレジスタ 7D CYLR7D R/W H'FFFF H'FFFFF58E   

 バッファレジスタ 7A BFR7A R/W H'FFFF H'FFFFF590  11.2.23 

 バッファレジスタ 7B BFR7B R/W H'FFFF H'FFFFF592   

 バッファレジスタ 7C BFR7C R/W H'FFFF H'FFFFF594   

 バッファレジスタ 7D BFR7D R/W H'FFFF H'FFFFF596   

 デューティレジスタ 7A DTR7A R/W H'FFFF H'FFFFF598  11.2.24 

 デューティレジスタ 7B DTR7B R/W H'FFFF H'FFFFF59A   

 デューティレジスタ 7C DTR7C R/W H'FFFF H'FFFFF59C   

 デューティレジスタ 7D DTR7D R/W H'FFFF H'FFFFF59E   
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チャネル 名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 
サイズ 

章番号 

7 タイマコントロールレジスタ 7A TCR7A R/W H'00 H'FFFFF5A1 8、16 11.2.3 

 タイマコントロールレジスタ 7B TCR7B R/W H'00 H'FFFFF5A0   

 タイマステータスレジスタ 7 TSR7 R/(W)* H'0000 H'FFFFF5A2 16 11.2.5 

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 7 

TIER7 R/W H'0000 H'FFFFF5A4  11.2.6 

8 ダウンカウンタ 8A DCNT8A R/W H'0000 H'FFFFF640 16 11.2.16 

 ダウンカウンタ 8B DCNT8B R/W H'0000 H'FFFFF642   

 ダウンカウンタ 8C DCNT8C R/W H'0000 H'FFFFF644   

 ダウンカウンタ 8D DCNT8D R/W H'0000 H'FFFFF646   

 ダウンカウンタ 8E DCNT8E R/W H'0000 H'FFFFF648   

 ダウンカウンタ 8F DCNT8F R/W H'0000 H'FFFFF64A   

 ダウンカウンタ 8G DCNT8G R/W H'0000 H'FFFFF64C   

 ダウンカウンタ 8H DCNT8H R/W H'0000 H'FFFFF64E   

 ダウンカウンタ 8I DCNT8I R/W H'0000 H'FFFFF650   

 ダウンカウンタ 8J DCNT8J R/W H'0000 H'FFFFF652   

 ダウンカウンタ 8K DCNT8K R/W H'0000 H'FFFFF654   

 ダウンカウンタ 8L DCNT8L R/W H'0000 H'FFFFF656   

 ダウンカウンタ 8M DCNT8M R/W H'0000 H'FFFFF658   

 ダウンカウンタ 8N DCNT8N R/W H'0000 H'FFFFF65A   

 ダウンカウンタ 8O DCNT8O R/W H'0000 H'FFFFF65C   

 ダウンカウンタ 8P DCNT8P R/W H'0000 H'FFFFF65E   

 リロードレジスタ 8 RLDR8 R/W H'0000 H'FFFFF660  11.2.25 

 タイマコネクションレジスタ TCNR R/W H'0000 H'FFFFF662  11.2.12 

 ワンショットパルスターミネートレ
ジスタ 

OTR R/W H'0000 H'FFFFF664  11.2.13 

 ダウンカウントスタートレジスタ DSTR R/W H'0000 H'FFFFF666  11.2.11 

 タイマコントロールレジスタ 8 TCR8 R/W H'00 H'FFFFF668 8 11.2.3 

 タイマステータスレジスタ 8 TSR8 R/(W)* H'0000 H'FFFFF66A 16 11.2.5 

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 8 

TIER8 R/W H'0000 H'FFFFF66C  11.2.6 

 リロードイネーブルレジスタ RLDENR R/W H'00 H'FFFFF66E 8 11.2.14 

9 イベントカウンタ 9A ECNT9A R/W H'00 H'FFFFF680 8 11.2.17 

 イベントカウンタ 9B ECNT9B R/W H'00 H'FFFFF682   

 イベントカウンタ 9C ECNT9C R/W H'00 H'FFFFF684   

 イベントカウンタ 9D ECNT9D R/W H'00 H'FFFFF686   

 イベントカウンタ 9E ECNT9E R/W H'00 H'FFFFF688   

 イベントカウンタ 9F ECNT9F R/W H'00 H'FFFFF68A   

 ジェネラルレジスタ 9A GR9A R/W H'FF H'FFFFF68C  11.2.20 

 ジェネラルレジスタ 9B GR9B R/W H'FF H'FFFFF68E   

 ジェネラルレジスタ 9C GR9C R/W H'FF H'FFFFF690   

 ジェネラルレジスタ 9D GR9D R/W H'FF H'FFFFF692   

 ジェネラルレジスタ 9E GR9E R/W H'FF H'FFFFF694   

 ジェネラルレジスタ 9F GR9F R/W H'FF H'FFFFF696   

 タイマコントロールレジスタ 9A TCR9A R/W H'00 H'FFFFF698  11.2.3 

 タイマコントロールレジスタ 9B TCR9B R/W H'00 H'FFFFF69A   

 タイマコントロールレジスタ 9C TCR9C R/W H'00 H'FFFFF69C   

 タイマステータスレジスタ 9 TSR9 R/(W)* H'0000 H'FFFFF69E 16 11.2.5 

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 9 

TIER9 R/W H'0000 H'FFFFF6A0  11.2.6 

10 フリーランニングカウンタ 10AH TCNT10AH R/W H'0000 H'FFFFF6C0 32 11.2.26 

 フリーランニングカウンタ 10AL TCNT10AL R/W H'0001    
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チャネル 名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 
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10 イベントカウンタ 10B TCNT10B R/W H'00 H'FFFFF6C4 8 11.2.26 

 リロードカウンタ 10C TCNT10C R/W H'0001 H'FFFFF6C6 16  

 補正カウンタ 10D TCNT10D R/W H'00 H'FFFFF6C8 8  

 補正カウンタ 10E TCNT10E R/W H'0000 H'FFFFF6CA 16  

 補正カウンタ 10F TCNT10F R/W H'0001 H'FFFFF6CC   

 フリーランニングカウンタ 10G TCNT10G R/W H'0000 H'FFFFF6CE   

 インプットキャプチャレジスタ 10AH ICR10AH R H'0000 H'FFFFF6D0 32  

 インプットキャプチャレジスタ 10AL ICR10AL R H'0000    

 アウトプットコンペアレジスタ 10AH OCR10AH R/W H'FFFF H'FFFFF6D4   

 アウトプットコンペアレジスタ 10AL OCR10AL R/W H'FFFF    

 アウトプットコンペアレジスタ 10B OCR10B R/W H'FF H'FFFFF6D8 8  

 リロードレジスタ 10C RLD10C R/W H'0000 H'FFFFF6DA 16  

 ジェネラルレジスタ 10G GR10G R/W H'FFFF H'FFFFF6DC   

 ノイズキャンセラカウンタ 10H TCNT10H R/W H'00 H'FFFFF6DE 8  

 ノイズキャンセラレジスタ 10 NCR10 R/W H'FF H'FFFFF6E0   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 10 TIOR10 R/W H'00 H'FFFFF6E2   

 タイマコントロールレジスタ 10 TCR10 R/W H'00 H'FFFFF6E4   

 補正カウンタクリアレジスタ 10 TCCLR10 R/W H'0000 H'FFFFF6E6 16  

 タイマステータスレジスタ 10 TSR10 R/(W)* H'0000 H'FFFFF6E8   

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 10 

TIER10 R/W H'0000 H'FFFFF6EA   

11 フリーランニングカウンタ 11 TCNT11 R/W H'0000 H'FFFFF5C0 16 11.2.15 

 ジェネラルレジスタ 11A GR11A R/W H'FFFF H'FFFFF5C2  11.2.20 

 ジェネラルレジスタ 11B GR11B R/W H'FFFF H'FFFFF5C4   

 タイマ I/Oコントロールレジスタ 11 TIOR11 R/W H'00 H'FFFFF5C6 8 11.2.4 

 タイマコントロールレジスタ 11 TCR11 R/W H'00 H'FFFFF5C8  11.2.3 

 タイマステータスレジスタ 11 TSR11 R/(W)* H'0000 H'FFFFF5CA 16 11.2.5 

 タイマインタラプトイネーブル 
レジスタ 11 

TIER11 R/W H'0000 H'FFFFF5CC  11.2.6 

【注】 * リード後に 0ライト可能 
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11.1.4 ブロック図 

(1) ATU-IIのブロック図（全体図） 

ATU-IIのブロック図（全体図）を図 11.1に示します。 
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R
1

T
S
T
R
2

T
S
T
R
3

モジュール内蔵データバス モジュール間
データバス

モジュール間
アドレスバス

外部ピン

モジュール間
連絡信号

割り込み

IC/OC
コントロール

I/O割り込み
コントロール

【記号説明】
TSTR1,2,3：タイマスタートレジスタ（8ビット）

　割り込み
ITV0～ITV2、OVI0、OVI1A、B、OVI2A、B、OVI3～OVI5、OVI11、ICI0A～ICI0D、IMI1A～IMI1H、CMI1、
IMI2A～IMI2H、CMI2A～CMI2H、IMI3A～IMI3D、IMI4A～IMI4D、IMI5A～IMI5D、CMI6A～CMI6D、
CMI7A～CMI7D、OSI8A～OSI8P、CMI9A～CMI9F、CMI10A、CMI10B、ICI10A、CMI10G、IMI11A、IMI11B

　外部ピン
TI0A～TI0D、TIO1A～TIO1H、TIO2A～TIO2H、　TIO3A～TIO3D、TIO4A～TIO4D、TIO5A～TIO5D、
TO6A～TO6D、TO7A～TO7D、TO8A～TO8P、TI9A～TI9F、TI10、TIO11A～TIO11B

　モジュール間連絡信号
A/D変換器への信号、ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）への信号、アドバンストパルス
コントローラ（APC）への信号

Pφ

TCLKA
TCLKB

・・・

 
図 11.1 ATU-IIのブロック図（全体図） 
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(2) チャネル 0のブロック図 

ATU-IIのチャネル 0のブロック図を図 11.2に示します。 
 

コントロール
ロジック

ICR0AH
ICR0BH
ICR0CH
ICR0DH
TCNT0H

ICR0AL
ICR0BL
ICR0CL
ICR0DL
TCNT0L

TIOR0
TIER0

ITVRR1
ITVRR2A
ITVRR2B

TSR0

OSBR(ch1,ch2)

内部データバス、アドレスバス

オーバフロー割り込み信号
インターバル割り込み

TRG0D(OCR10B
コンペアマッチ信号)

STR0
プリスケーラ1

TI0A
TI0B
TI0C
TI0D

I/Oコントロール

A/D変換器トリガ

 
図 11.2 チャネル 0 ブロック図 

(3) チャネル 1のブロック図 

ATU-IIのチャネル 1のブロック図を図 11.3に示します。 
 

コントロール
ロジック

比較器

GR1A
GR1B
GR1C
GR1D
GR1E
GR1F

TCR1A
TCR1B
TSR1A
TSR1B
TIER1A
TIER1B

TRGMDR

GR1G
GR1H

OSBR1
TCNT1A

OCR1

TCNT1B
TIOR1A
TIOR1B
TIOR1C
TIOR1D

TI0A
(ch0からのキャプチャ信号)

内部データバス、アドレスバス

オーバフロー割り込み×1
インプットキャプチャ／
アウトプットコンペア
　　　　　割り込み×8

ワンショット
ターミネートトリガ(ch8)

ワンショット
スタートトリガ(ch8)

TRG1A(ch10からの
カウンタクリアトリガ)

TRG1B(ch10からの
カウンタクリアトリガ)

STR1A/1B、2B

TIO1A
TIO1B
TIO1C
TIO1D
TIO1E
TIO1F
TIO1G
TIO1H

プリスケーラ1
TCLKA
TCLKB

TI10(AGCK)
TI10逓倍(AGCKM)

クロック選択
ロジック2系統(A,B)

I/Oコントロール

 
図 11.3 チャネル 1 ブロック図 



11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 

Rev.5.00  2010.02.23  11-15 
RJJ09B0181-0500 

 

(4) チャネル 2のブロック図 

ATU-IIのチャネル 2のブロック図を図 11.4に示します。 
 

コントロール
ロジック

比較器

GR2A
GR2B
GR2C
GR2D
GR2E
GR2F

TCR2A
TCR2B
TSR2A
TSR2B
TIER2A
TIER2B

GR2G
GR2H

OSBR2
TCNT2A

OCR2A
OCR2B
OCR2C
OCR2D
OCR2E
OCR2F

OCR2G

OCR2H
TCNT2B

TIOR2A
TIOR2B
TIOR2C
TIOR2D

TI0A
(ch0からのキャプチャ信号)

内部データバス、アドレスバス

オーバフロー割り込み×1
インプットキャプチャ／
アウトプットコンペア
 　　　　割り込み×8

ワンショット
ターミネートトリガ(ch8)

ワンショット
スタートトリガ(ch8)

STR2A/1B、2B

TIO2A
TIO2B
TIO2C
TIO2D
TIO2E
TIO2F
TIO2G
TIO2H

プリスケーラ1
TCLKA
TCLKB

TI10(AGCK)
TI10逓倍(AGCKM)

クロック選択
ロジック

I/Oコントロール

TRG2A(ch10からの
カウンタクリアトリガ)

TRG2B(ch10からの
カウンタクリアトリガ)

 
図 11.4 チャネル 2 ブロック図 



11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 

Rev.5.00  2010.02.23  11-16 
RJJ09B0181-0500 

 

(5) チャネル 3～5のブロック図 

ATU-IIのチャネル 3、4、5のブロック図を図 11.5に示します。 
 

コントロール
ロジック

比較器

TIOR3A
TIOR3B
TCR3

TIOR4A
TIOR4B
TCR4

TIOR5A
TIOR5B
TCR5

TMDR
TIER3
TSR3

内部データバス、アドレスバス

オーバフロー割り込み×3
インプットキャプチャ／
アウトプットコンペア
割り込み×12

チャネル9の
コンペアマッチトリガ

STR3～5

TIO3A
TIO3B
TIO3C
TIO3D
TIO4A
TIO4B
TIO4C
TIO4D
TIO5A
TIO5B
TIO5C
TIO5D

プリスケーラ1
TCLKA
TCLKB

TI10(AGCK)
TI10逓倍(AGCKM)

クロック選択ロジック
3系統(CH3,4,5)

I/Oコントロール

GR3A

GR3D
TCNT3

GR4D
TCNT4

GR5A

GR5D
TCNT5

GR4A

 
図 11.5 チャネル 3～5 ブロック図 
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(6) チャネル 6～7のブロック図 

ATU-IIのチャネル 6、7のブロック図を図 11.6に示します。 
 

コントロール
ロジック

比較器

BFR6A
CYLR6A
DTR6A

TCNT6A

BFR6B
CYLR6B
DTR6B
TCNT6B

BFR6C
CYLR6C
DTR6C

TCNT6C

BFR6D
CYLR6D
DTR6D

TCNT6D

TCR6A
TCR6B
TSR6
TIER6
PMDR

内部データバス、アドレスバス 注）チャネル7にはPMDR7が存在しない。

コンペアマッチ
割り込み×4

STR6x、7x

TO6A
TO6B
TO6C
TO6D

プリスケーラ2 クロック選択
ロジック(A･D独立)

I/Oコントロール

 
図 11.6 チャネル 6、7 ブロック図 

(7) チャネル 8のブロック図 

ATU-IIのチャネル 8のブロック図を図 11.7に示します。 
 

コントロール
ロジック

比較器

RLDR8
TCNR
OTR

DSTR

TCR8
TSR8
TIER8

RLDENR

内部データバス、アドレスバス

ダウンカウント
終了割り込み×16
 (OSI)

ワンショット
スタートトリガ(ch1,2)
ワンショット
ターミネートトリガ(ch1,2)

TO8O
TO8P

TO8A
TO8B

プリスケーラ1 クロック選択
2系統(A-H,I-P)

I/Oコントロール

DCNT8A
DCNT8B
DCNT8C
DCNT8D

DCNT8M
DCNT8N
DCNT8O
DCNT8P

 
図 11.7 チャネル 8 ブロック図 
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(8) チャネル 9のブロック図 

ATU-IIのチャネル 9のブロック図を図 11.8に示します。 
 

コントロール
ロジック

比較器

TCR9A
TCR9B
TCR9C
TSR9

TIER9

内部データバス、アドレスバス

コンペアマッチ割り込み×6

チャネル3へのキャプチャトリガ×4 TI9A
TI9B
TI9C
TI9D
TI9E
TI9F

I/Oコントロール

GR9A
ECNT9A

GR9B
ECNT9B

GR9C
ECNT9C

GR9D
ECNT9D

GR9E
ECNT9E

GR9F
ECNT9F

 
図 11.8 チャネル 9 ブロック図 
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(9) チャネル 10のブロック図 

ATU-IIのチャネル 10のブロック図を図 11.9に示します。 
 

コントロール
ロジック

ICR10AH
OCR10AH
TCNT10AH

ICR10AL
OCR10AL
TCNT10AL

TCCLR10
TIOR10
TCR10
TIER10
TSR10

TCNT10D
TCNT10E
TCNT10F

OCR10B
TCNT10B

RLD10C
TCNT10C

GR10G
TCNT10G

NCR10
TCNT10H

TRG0D(OCR10B
コンペアマッチ信号)

TRG1A、1B、2A、2B
(カウンタクリアトリガ)

内部データバス、アドレスバス

アウトプット
コンペア割り込み×2

倍周クロック
倍周補正クロック

インプットキャプチャ／
アウトプットコンペア
割り込み×1

STR10
プリスケーラ4

TI10 I/Oコントロール

 
図 11.9 チャネル 10 ブロック図 

(10) チャネル 11のブロック図 

ATU-IIのチャネル 11のブロック図を図 11.10に示します。 
 

コントロール
ロジック

比較器

GR11A
GR11B
TCNT11

TIOR11
TCR11
TSR11
TIER11

内部データバス、アドレスバス

オーバフロー割り込み×1
インプットキャプチャ／
アウトプットコンペア割り込み×2

APC用アウトプットコンペアマッチ
タイミング信号×2

STR11

TIO11A
TIO11B

プリスケーラ1
TCLKA
TCLKB

クロック選択
ロジック

I/Oコントロール

 
図 11.10 チャネル 11 ブロック図 
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11.1.5 チャネル間およびモジュール間信号連絡図 
ATU-IIでチャネル間およびモジュール間の連結のあるものを図 11.11に示します。 

 

ICR0A
ICR0B

TI0A

ICR0C
ICR0D

ITVRR1
ITVRR2A
ITVRR2B

DCNT8A
DCNT8B
DCNT8C
DCNT8D
DCNT8E
DCNT8F
DCNT8G
DCNT8H

DCNT8I
DCNT8J
DCNT8K
DCNT8L
DCNT8M
DCNT8N
DCNT8O
DCNT8P

GR3A
GR3B
GR3C
GR3D

GR9C
GR9D
GR9E
GR9F

OSBR1

OCR1
GR1H

OCR10B

channel 10

channel 0

channel 1

channel 2

channel 8

channel 3

channel 4

channel 5

channel 9 channel 6 、7

channel 11

A/D変換器起動

TCNT10F

GR2H

TCNT1A
TCNT1B

OSBR2
TCNT2A
TCNT2B

GR2A
GR2B

OCR2H

TCNT11

TCNT6x 、7x

X：A,B,C,D

アドバンストパルスコントローラ
(APC)にコンペアマッチ信号送信

DMAC起動
（コンペアマッチ）

TI10（AGCK）
TI10逓倍（AGCKM）

TI10（AGCK）
TI10逓倍（AGCKM）

TI10（AGCK）
TI10逓倍（AGCKM）

TI10（AGCK）
TI10逓倍（AGCKM）

TI10（AGCK）
TI10逓倍（AGCKM）

GR11A
GR11B

CYLR6x、7x
DTR6x、7x
BFR6x、7x

OCR2A
OCR2B

GR9A
GR9B

GR1A
GR1B

カウンタクリアトリガ

キャプチャトリガ

キャプチャ
トリガ

ワンショット
スタート
ワンショット
ターミネート

キャプチャ
トリガ

DMAC起動

 
図 11.11 モジュール間連絡信号 
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11.1.6 プリスケーラ図 
ATU-IIのプリスケーラ図を図 11.12に示します。 

 

入力クロック
    Pφ

TCLKA

TCLKB

TI10

TI9A
TI9B
TI9C
TI9D
TI9E
TI9F

エッジ検出

チャネル10

チャネル0

チャネル1

チャネル2

チャネル3

チャネル4

チャネル5

チャネル8

チャネル6

チャネル7

チャネル11

チャネル9

プリスケーラ1

タイマコントロールレジスタ

プリスケーラ2

プリスケーラ3

プリスケーラ4

 
図 11.12 プリスケーラ図 
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11.2 レジスタの説明 

11.2.1 タイマスタートレジスタ（TSTR） 
タイマスタートレジスタ（TSTR）は 8ビットのレジスタです。ATU-IIには 3本のレジスタがあります。 

 
チャネル 略称 機   能 

0、1、2、3、4、5、10 TSTR1 フリーランニングカウンタの動作／停止設定 

6、7 TSTR2  

11 TSTR3  

 

(1) タイマスタートレジスタ 1（TSTR1） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 STR10 STR5 STR4 STR3 STR1B,2B STR2A STR1A STR0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
タイマスタートレジスタ 1（TSTR1）は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 0～5、10のフリ

ーランニングカウンタ（TCNT）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
TSTRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
 

ビット 7：カウンタスタート 10（STR10） 

チャネル 10のカウンタ（TCNT10A、10C、10D、10E、10F、10G）を動作させるか、停止させるかを設定します。TCNT10B、
10Hは停止しません。 
 

ビット 7 説   明 

STR10  

0 TCNT10のカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT10のカウント動作 

 

ビット 6：カウンタスタート 5（STR5） 

フリーランニングカウンタ 5（TCNT5）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 6 説   明 

STR5  

0 TCNT5のカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT5のカウント動作 

 

ビット 5：カウンタスタート 4（STR4） 

フリーランニングカウンタ 4（TCNT4）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 5 説   明 

STR4  

0 TCNT4のカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT4のカウント動作 
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ビット 4：カウンタスタート 3（STR3） 

フリーランニングカウンタ 3（TCNT3）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 4 説   明 

STR3  

0 TCNT3のカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT3のカウント動作 

 

ビット 3：カウンタスタート 1B、2B（STR1B, 2B） 

フリーランニングカウンタ 1B、2B（TCNT1B、2B）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 3 説   明 

STR1B, 2B  

0 TCNT1B、2Bのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT1B、2Bのカウント動作 

 

ビット 2：カウンタスタート 2A（STR2A） 

フリーランニングカウンタ 2A（TCNT2A）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 2 説   明 

STR2A  

0 TCNT2Aのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT2Aのカウント動作 

 

ビット 1：カウンタスタート 1A（STR1A） 

フリーランニングカウンタ 1A（TCNT1A）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 1 説   明 

STR1A  

0 TCNT1Aのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT1Aのカウント動作 

 

ビット 0：カウンタスタート 0（STR0） 

フリーランニングカウンタ 0（TCNT0）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 0 説   明 

STR0  

0 TCNT0のカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT0のカウント動作 

 

(2) タイマスタートレジスタ 2（TSTR2） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 STR7D STR7C STR7B STR7A STR6D STR6C STR6B STR6A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
タイマスタートレジスタ 2（TSTR2）は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 6、7のフリーラ

ンニングカウンタ（TCNT）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
TSTRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
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ビット 7：カウンタスタート 7D（STR7D） 

フリーランニングカウンタ 7D（TCNT7D）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 7 説   明 

STR7D  

0 TCNT7Dのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT7Dのカウント動作 

 

ビット 6：カウンタスタート 7C（STR7C） 

フリーランニングカウンタ 7C（TCNT7C）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 6 説   明 

STR7C  

0 TCNT7Cのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT7Cのカウント動作 

 

ビット 5：カウンタスタート 7B（STR7B） 

フリーランニングカウンタ 7B（TCNT7B）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 5 説   明 

STR7B  

0 TCNT7Bのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT7Bのカウント動作 

 

ビット 4：カウンタスタート 7A（STR7A） 

フリーランニングカウンタ 7A（TCNT7A）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 4 説   明 

STR7A  

0 TCNT7Aのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT7Aのカウント動作 

 

ビット 3：カウンタスタート 6D（STR6D） 

フリーランニングカウンタ 6D（TCNT6D）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 3 説   明 

STR6D  

0 TCNT6Dのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT6Dのカウント動作 

 

ビット 2：カウンタスタート 6C（STR6C） 

フリーランニングカウンタ 6C（TCNT6C）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 2 説   明 

STR6C  

0 TCNT6Cのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT6Cのカウント動作 
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ビット 1：カウンタスタート 6B（STR6B） 

フリーランニングカウンタ 6B（TCNT6B）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 1 説   明 

STR6B  

0 TCNT6Bのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT6Bのカウント動作 

 

ビット 0：カウンタスタート 6A（STR6A） 

フリーランニングカウンタ 6A（TCNT6A）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 0 説   明 

STR6A  

0 TCNT6Aのカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT6Aのカウント動作 

 

(3) タイマスタートレジスタ 3（TSTR3） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― ― ― ― ― STR11 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/W 

 
タイマスタートレジスタ 3（TSTR3）は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 11のフリーラン

ニングカウンタ（TCNT11）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
TSTR3はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
 

ビット 7～1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：カウンタスタート 11（STR11） 

フリーランニングカウンタ 11（TCNT11）を動作させるか、停止させるかを設定します。 
 

ビット 0 説   明 

STR11  

0 TCNT11のカウント動作を停止 （初期値）

1 TCNT11のカウント動作 

 

11.2.2 プリスケーラレジスタ（PSCR） 
プリスケーラレジスタ（PSCR）は 8ビットのレジスタです。ATU-IIには 4本のレジスタがあります。 

 
チャネル 略  称 機   能 

0、1、2、3、4、5、8、11 PSCR1 各チャネルのプリスケーラの設定 

6 PSCR2  

7 PSCR3  

10 PSCR4  
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PSCRxは 8ビットの書き込み可能なレジスタで、各チャネルに入力される 1段目のカウンタクロックφ'を Pφ/1～Pφ
/32の値を任意に設定することができます。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― PSCxE PSCxD PSCxC PSCxB PSCxA 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R/W R/W R/W R/W R/W 

【注】 x＝1～4 

 
入力カウンタクロックφ'は、PSCxA～PSCxEを設定することで決まり、設定値が H'00のときは Pφ/1で、H'1Fのとき

は Pφ/32となります。 
PSCRxはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
本レジスタで設定した内部クロックφ'はチャネル 1～8、11において、タイマコントロールレジスタ（TCR）で 2段目

の分周φ"の設定が可能です。 
 

ビット 7～5：予約ビット 

書き込みは無効です。 
 

ビット 4～0：プリスケーラ（PSCxE、PSCxD、PSCxC、PSCxB、PSCxA） 

対応するチャネルに入力される 1段目のカウンタクロックφ'の分周を設定します。 
 

11.2.3 タイマコントロールレジスタ（TCR） 
タイマコントロールレジスタ（TCR）は 8ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 1、2に各 2本、チャネル 3

～5、8、11に各 1本、チャネル 6、7に各 2本、チャネル 9に 3本、計 16本のレジスタがあります。チャネル 10につい
ては「11.2.26 チャネル 10のレジスタ」を参照してください。 
 

チャネル 略  称 機   能 

1 TCR1A、TCR1B  

2 TCR2A、TCR2B  

3 TCR3 内部クロック／外部クロック／TI10の入力クロックの選択 

4 TCR4  

5 TCR5  

6 TCR6A、TCR6B  

7 TCR7A、TCR7B 内部クロック選択 

8 TCR8  

9 TCR9A、TCR9B、TCR9C 外部クロックの選択／コンペアマッチ時のチャネル 3のトリガ設定 

11 TCR11 内部クロック／外部クロックの選択 

 
TCRは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、カウントクロックの選択を行います。チャネル 1～5、11で

は内部クロックを使用するか、外部クロックを使用するかの選択を行います。チャネル 6～8では内部クロックの選択を
行います。チャネル 9では外部クロックの選択を行います。 
内部クロックを選択した場合、プリスケーラレジスタ（PSCR）で分周したクロックφ'をさらに分周する値φ"を選択

します。分周クロックφ"はチャネル 1～8、11でのみ使用可能でφ'、φ'/2、φ'/4、φ'/8、φ'/16、φ'/32より選択します
（チャネル 0ではφ'のみ）。エッジ検出は立ち上がりで行います。 
外部クロックを選択した場合、TCLKA、TCLKB（チャネル 1～5、11）、TI10端子入力（チャネル 1～5のみ）、TI10

端子入力の逓倍クロック（チャネル 1～5のみ）の選択を行います。さらにエッジ検出の選択を行います。 
TCRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化されま

す。 
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(1) タイマコントロールレジスタ 1A、1B、2A、2B（TCR1A、TCR1B、TCR2A、TCR2B） 

 
TCR1A、TCR2A        

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― CKEGA1 CKEGA0 CKSELA3 CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
TCR1B、TCR2B        

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― CKEGB1 CKEGB0 CKSELB3 CKSELB2 CKSELB1 CKSELB0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 7、6：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 5、4：クロックエッジ 1、0（CKEGx1、CKEGx0） 

外部クロック TCLKA、B入力のカウントエッジを選択します。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

CKEGx1 CKEGx0  

0 0 立ち上がりエッジでカウント （初期値）

 1 立ち下がりエッジでカウント 

1 0 立ち上がり／立ち下がりの両エッジでカウント 

 1 カウント禁止 

【注】 x＝Aまたは B 

 

ビット 3～0：クロックセレクト A3～A0、B3～B0（CKSELA3～A0、CKSELB3～B0） 

内部クロックを使用するか、外部クロックを使用するかを選択します。 
内部クロック選択時は、分周φ"をφ'、φ'/2、φ'/4、φ'/8、φ'/16、φ'/32より選択します。外部クロック選択時は、TCLKA、

TCLKB、TI10端子入力、TI10端子入力の逓倍クロックより選択します。 
TI10端子入力および TI10端子入力クロックの逓倍を選択した場合、TCR10の CKEG1、0を TI10入力が可能な状態に

設定してください。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKSELx3 CKSELx2 CKSELx1 CKSELx0  

0 0 0 0 内部クロックφ"：φ'でカウント （初期値）

   1 内部クロックφ"：φ'/2でカウント 

  1 0 内部クロックφ"：φ'/4でカウント 

   1 内部クロックφ"：φ'/8でカウント 

 1 0 0 内部クロックφ"：φ'/16でカウント 

   1 内部クロックφ"：φ'/32でカウント 

  1 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

   1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 0 0 0 TI10端子入力（AGCK）でカウント 

   1 TI10端子入力クロックの逓倍（補正）（AGCKM）でカウント 

  1 * 設定禁止 

 1 * * 設定禁止 

【記号説明】 *：don't care 

【注】 x＝Aまたは B  
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(2) タイマコントロールレジスタ 3～5（TCR3、TCR4、TCR5） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― CKEG1 CKEG0 CKSEL3 CKSEL2 CKSEL1 CKSEL0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 7、6：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 5、4：クロックエッジ 1、0（CKEG1、CKEG0） 

外部クロック TCLKA、B入力のカウントエッジを選択します。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

CKEG1 CKEG0  

0 0 立ち上がりエッジでカウント （初期値）

 1 立ち下がりエッジでカウント 

1 0 立ち上がり／立ち下がりの両エッジでカウント 

 1 カウント禁止 

 

ビット 3～0：クロックセレクト 3～0（CKSEL3～0） 

内部クロックを使用するか、外部クロックを使用するかを選択します。 
内部クロック選択時は、分周φ"をφ'、φ'/2、φ'/4、φ'/8、φ'/16、φ'/32より選択します。外部クロック選択時は、TCLKA、

TCLKB、TI10端子入力、TI10端子入力の逓倍クロックより選択します。 
TI10端子入力および TI10端子入力クロックの逓倍を選択した場合、TCR10の CKEG1、0を TI10入力が可能な状態に

設定してください。 
 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKSEL3 CKSEL2 CKSEL1 CKSEL0  

0 0 0 0 内部クロックφ"：φ'でカウント （初期値）

   1 内部クロックφ"：φ'/2でカウント 

  1 0 内部クロックφ"：φ'/4でカウント 

   1 内部クロックφ"：φ'/8でカウント 

 1 0 0 内部クロックφ"：φ'/16でカウント 

   1 内部クロックφ"：φ'/32でカウント 

  1 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

   1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

1 0 0 0 TI10端子入力（AGCK）でカウント 

   1 TI10端子入力クロックの逓倍（補正）（AGCKM）でカウント 

  1 * 設定禁止 

 1 * * 設定禁止 

【記号説明】 *：don't care 
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(3) タイマコントロールレジスタ 6A、6B、7A、7B（TCR6A、TCR6B、TCR7A、TCR7B） 

 
TCR6A、TCR7A        

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― CKSELB2 CKSELB1 CKSELB0 ― CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TCR6B、TCR7B        

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― CKSELD2 CKSELD1 CKSELD0 ― CKSELC2 CKSELC1 CKSELC0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6～4：クロックセレクト B2～B0、D2～D0（CKSELB2～B0、CKSELD2～D0） 

内部クロックの分周φ"をφ'、φ'/2、φ'/4、φ'/8、φ'/16、φ'/32より選択します。 
 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

CKSELx2 CKSELx1 CKSELx0  

0 0 0 内部クロックφ"：φ'でカウント （初期値）

  1 内部クロックφ"：φ'/2でカウント 

 1 0 内部クロックφ"：φ'/4でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/8でカウント 

1 0 0 内部クロックφ"：φ'/16でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/32でカウント 

 1 0 設定禁止 

  1 設定禁止 

【注】 x＝Bまたは D 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2～0：クロックセレクト A2～A0、C2～C0（CKSELA2～A0、CKSELC2～C0） 

内部クロックの分周φ"をφ'、φ'/2、φ'/4、φ'/8、φ'/16、φ'/32より選択します。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKSELx2 CKSELx1 CKSELx0  

0 0 0 内部クロックφ"：φ'でカウント （初期値）

  1 内部クロックφ"：φ'/2でカウント 

 1 0 内部クロックφ"：φ'/4でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/8でカウント 

1 0 0 内部クロックφ"：φ'/16でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/32でカウント 

 1 0 設定禁止 

  1 設定禁止 

【注】 x＝Aまたは C 



11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 

Rev.5.00  2010.02.23  11-30 
RJJ09B0181-0500 

 

(4) タイマコントロールレジスタ 8（TCR8） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― CKSELB2 CKSELB1 CKSELB0 ― CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
CKSELAxは DCNT8A～Hに対応し、CKSELBxは DCNT8I～Pに対応しています。 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6～4：クロックセレクト B2～B0（CKSELB2～B0） 

DCNT8I～Pのカウンタに対応しており、内部クロックの分周φ"をφ'、φ'/2、φ'/4、φ'/8、φ'/16、φ'/32より選択し
ます。 
 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

CKSELB2 CKSELB1 CKSELB0  

0 0 0 内部クロックφ"：φ'でカウント （初期値）

  1 内部クロックφ"：φ'/2でカウント 

 1 0 内部クロックφ"：φ'/4でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/8でカウント 

1 0 0 内部クロックφ"：φ'/16でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/32でカウント 

 1 0 設定禁止 

  1 設定禁止 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2～0：クロックセレクト A2～A0（CKSELA2～A0） 

DCNT8A～Hのカウンタに対応しており、内部クロックの分周φ"をφ'、φ'/2、φ'/4、φ'/8、φ'/16、φ'/32より選択し
ます。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0  

0 0 0 内部クロックφ"：φ'でカウント （初期値）

  1 内部クロックφ"：φ'/2でカウント 

 1 0 内部クロックφ"：φ'/4でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/8でカウント 

1 0 0 内部クロックφ"：φ'/16でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/32でカウント 

 1 0 設定禁止 

  1 設定禁止 
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(5) タイマコントロールレジスタ 9A、9B、9C（TCR9A、TCR9B、TCR9C） 

 
TCR9A         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― TRG3BEN EGSELB1 EGSELB0 ― TRG3AEN EGSELA1 EGSELA0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TCR9B         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― TRG3DEN EGSELD1 EGSELD0 ― TRG3CEN EGSELC1 EGSELC0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TCR9C         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― EGSELF1 EGSELF0 ― ― EGSELE1 EGSELE0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R R R/W R/W 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：トリガチャネル 3BEN、3DEN（TRG3BEN、TRG3DEN） 

チャネル 9のイベントカウンタのコンペアマッチ信号をチャネル 3のインプットキャプチャトリガとして使用するか
を選択します。 
 

ビット 6 説   明 

TRG3xEN  

0 チャネル 9のコンペアマッチ時（ECNT9x＝GR9x）のチャネル 3へのインプットキャプチャトリガを禁止
 （初期値）

1 チャネル 9のコンペアマッチ時（ECNT9x＝GR9x）のチャネル 3へのインプットキャプチャトリガを許可

【注】 x＝Bまたは D 

 

ビット 5、4：エッジセレクト B1、B0、D1、D0、F1、F0（EGSELB1、EGSELB0、EGSELD1、EGSELD0、EGSELF1、
EGSELF0） 

イベントカウンタのカウントエッジを選択します。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

EGSELx1 EGSELx0  

0 0 カウント動作禁止 （初期値）

 1 立ち上がりエッジでカウント 

1 0 立ち下がりエッジでカウント 

 1 立ち上がり／立ち下がり両エッジでカウント 

【注】 x＝B、Dまたは F 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 2：トリガチャネル 3AEN、3CEN（TRG3AEN、TRG3CEN） 

チャネル 9のイベントカウンタのコンペアマッチ信号をチャネル 3のインプットキャプチャトリガとして使用するか
を選択します。 
 

ビット 2 説   明 

TRG3xEN  

0 チャネル 9のコンペアマッチ時（ECNT9x＝GR9x）のチャネル 3へのインプットキャプチャトリガを禁止
 （初期値）

1 チャネル 9のコンペアマッチ時（ECNT9x＝GR9x）のチャネル 3へのインプットキャプチャトリガを許可

【注】 x＝Aまたは C 

 

ビット 1、0：エッジセレクト A1、A0、C1、C0、E1、E0（EGSELA1、EGSELA0、EGSELC1、EGSELC0、EGSELE1、
EGSELE0） 

イベントカウンタのカウントエッジを選択します。 
 

ビット 1 ビット 0 説   明 

EGSELx1 EGSELx0  

0 0 カウント動作禁止 （初期値）

 1 立ち上がりエッジでカウント 

1 0 立ち下がりエッジでカウント 

 1 立ち上がり／立ち下がり両エッジでカウント 

【注】 x＝A、Cまたは E 

 

(6) タイマコントロールレジスタ 11（TCR11） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― CKEG1 CKEG0 ― CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R R/W R/W R/W 

 

ビット 7、6、3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 5、4：エッジセレクト 

外部クロック TCLKA、B入力のカウントエッジを選択します。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

CKEG1 CKEG0  

0 0 立ち上がりエッジでカウント （初期値）

 1 立ち下がりエッジでカウント 

1 0 立ち上がり／立ち下がりの両エッジでカウント 

 1 カウント禁止 
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ビット 2～0：クロックセレクト A2～A0（CKSELA2～A0） 

内部クロックの分周φ"をφ'、φ'/2、φ'/4、φ'/8、φ'/16、φ'/32より選択します。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0  

0 0 0 内部クロックφ"：φ'でカウント （初期値）

  1 内部クロックφ"：φ'/2でカウント 

 1 0 内部クロックφ"：φ'/4でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/8でカウント 

1 0 0 内部クロックφ"：φ'/16でカウント 

  1 内部クロックφ"：φ'/32でカウント 

 1 0 外部クロック：TCLKA端子入力でカウント 

  1 外部クロック：TCLKB端子入力でカウント 

 

11.2.4 タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR） 
タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR）は 8ビットレジスタです。ATU-IIには、チャネル 0に 1本、チャネル 1、2

に各 4本、チャネル 3～5に各 2本、チャネル 11に 1本、計 16本の TIORがあります。チャネル 10については「11.2.26 
チャネル 10のレジスタ」を参照してください。 
 

チャネル 略  称 機   能 

0 TIOR0 ICR0のエッジ検出の設定 

1 TIOR1A～1D 

2 TIOR2A～2D 

GRのインプットキャプチャ／コンペアマッチの切り替え、エッジ検出/出力値の設定

3 TIOR3A、TIOR3B 

4 TIOR4A、TIOR4B 

5 TIOR5A、TIOR5B 

GRのインプットキャプチャ／コンペアマッチの切り替え、エッジ検出／出力値の設
定、TCNT3～5のクリア許可／禁止の設定 

11 TIOR11 GRのインプットキャプチャ／コンペアマッチの切り替え、エッジ検出／出力値の設定

 
TIORは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、インプットキャプチャ専用レジスタおよびジェネラルレジ

スタの機能の選択を行います。 
インプットキャプチャ専用レジスタ（ICR）ではエッジ検出の設定を行います。 
ジェネラルレジスタ（GR）ではインプットキャプチャとして使用するか、アウトプットコンペアとして使用するかの

選択、エッジ検出の設定を行います。チャネル 3～5に関してはさらに、コンペアマッチ時にフリーランニングカウンタ
（TCNT）のクリア許可／禁止の選択を行います。 
 

(1) タイマ I/Oコントロールレジスタ 0（TIOR0） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IO0D1 IO0D0 IO0C1 IO0C0 IO0B1 IO0B0 IO0A1 IO0A0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
TIOR0は、インプットキャプチャ ICR0A～ICR0Dのエッジ検出を設定します。 
TIORはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
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ビット 7、6：I/Oコントロール 0D1、0D0（IO0D1、IO0D0） 

TI0D端子のインプットキャプチャ信号のエッジ検出を選択します。 
 

ビット 7 ビット 6 説   明 

IO0D1 IO0D0  

0 0 インプットキャプチャ禁止（TCNT10Bのコンペアマッチではインプットキャプチャ可
能） （初期値）

 1 立ち上がりエッジで ICR0Dへインプットキャプチャ 

1 0 立ち下がりエッジで ICR0Dへインプットキャプチャ 

 1 立ち上がり／立ち下がりの両エッジで ICR0Dへインプットキャプチャ 

 

ビット 5、4：I/Oコントロール 0C1、0C0（IO0C1、IO0C0） 

TI0C端子のインプットキャプチャ信号のエッジ検出を選択します。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

IO0C1 IO0C0  

0 0 インプットキャプチャ禁止 （初期値）

 1 立ち上がりエッジで ICR0Cへインプットキャプチャ 

1 0 立ち下がりエッジで ICR0Cへインプットキャプチャ 

 1 立ち上がり／立ち下がりの両エッジで ICR0Cへインプットキャプチャ 

 

ビット 3、2：I/Oコントロール 0B1、0B0（IO0B1、IO0B0） 

TI0B端子のインプットキャプチャ信号のエッジ検出を選択します。 
 

ビット 3 ビット 2 説   明 

IO0B1 IO0B0  

0 0 インプットキャプチャ禁止 （初期値）

 1 立ち上がりエッジで ICR0Bへインプットキャプチャ 

1 0 立ち下がりエッジで ICR0Bへインプットキャプチャ 

 1 立ち上がり／立ち下がりの両エッジで ICR0Bへインプットキャプチャ 

 

ビット 1、0：I/Oコントロール 0A1、0A0（IO0A1、IO0A0） 

TI0A端子のインプットキャプチャ信号のエッジ検出を選択します。 
 

ビット 1 ビット 0 説   明 

IO0A1 IO0A0  

0 0 インプットキャプチャ禁止 （初期値）

 1 立ち上がりエッジで ICR0Aへインプットキャプチャ 

1 0 立ち下がりエッジで ICR0Aへインプットキャプチャ 

 1 立ち上がり／立ち下がりの両エッジで ICR0Aへインプットキャプチャ 

 



11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 

Rev.5.00  2010.02.23  11-35 
RJJ09B0181-0500 

 

(2) タイマ I/Oコントロールレジスタ 1A～1D（TIOR1A～1D） 

 
TIOR1A         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― IO1B2 IO1B1 IO1B0 ― IO1A2 IO1A1 IO1A0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TIOR1B         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― IO1D2 IO1D1 IO1D0 ― IO1C2 IO1C1 IO1C0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TIOR1C         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― IO1F2 IO1F1 IO1F0 ― IO1E2 IO1E1 IO1E0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TIOR1D         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― IO1H2 IO1H1 IO1H0 ― IO1G2 IO1G1 IO1G0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TIOR1A～1Dはジェネラルレジスタ（GR1A～GR1H）をインプットキャプチャとして使用するか、コンペアマッチと

して使用するかを設定します。またエッジ検出／出力値の設定を行います。 
TIORはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6～4：I/Oコントロール 1B2～1B0、1D2～1D0、1F2～1F0、1H2～1H0（IO1B2～IO1B0、IO1D2～IO1D0、IO1F2
～IO1F0、IO1H2～IO1H0） 

ジェネラルレジスタ（GR）の機能の選択をします。 
 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IO1x2 IO1x1 IO1x0  

0 0 0 GRは コンペアマッチ禁止、端子出力不定 （初期値）

  1 アウトプット GRのコンペアマッチで 0出力 

 1 0 コンペア GRのコンペアマッチで 1出力 

  1 レジスタ GRのコンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 GRは インプットキャプチャ禁止 

  1 インプット 

キャプチャ 

TIO1x端子立ち上がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

 1 0 レジスタ TIO1x端子立ち下がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

  1  TIO1x端子立ち上がり／立ち下がりの両エッジで GR
へインプットキャプチャ（GRへライト不可） 

【注】 x＝B、D、Fまたは H 
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ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2～0：I/Oコントロール 1A2～1A0、1C2～1C0、1E2～1E0、1G2～1G0（IO1A2～IO1A0、IO1C2～IO1C0、IO1E2
～IO1E0、IO1G2～IO1G0） 

ジェネラルレジスタ（GR）の機能を選択します。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IO1x2 IO1x1 IO1x0  

0 0 0 GRは コンペアマッチ禁止、端子出力不定 （初期値）

  1 アウトプット GRのコンペアマッチで 0出力 

 1 0 コンペア GRのコンペアマッチで 1出力 

  1 レジスタ GRのコンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 GRは インプットキャプチャ禁止 

  1 インプット 

キャプチャ 

TIO1x端子立ち上がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

 1 0 レジスタ TIO1x端子立ち下がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

  1  TIO1x端子立ち上がり／立ち下がりの両エッジで GR
へインプットキャプチャ（GRへライト不可） 

【注】 x＝A、C、Eまたは G 

 

(3) タイマ I/Oコントロールレジスタ 2A～2D（TIOR2A～2D） 

 
TIOR2A         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― IO2B2 IO2B1 IO2B0 ― IO2A2 IO2A1 IO2A0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TIOR2B         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― IO2D2 IO2D1 IO2D0 ― IO2C2 IO2C1 IO2C0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TIOR2C         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― IO2F2 IO2F1 IO2F0 ― IO2E2 IO2E1 IO2E0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TIOR2D         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― IO2H2 IO2H1 IO2H0 ― IO2G2 IO2G1 IO2G0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TIOR2A～2Dはジェネラルレジスタ（GR2A～GR2H）をインプットキャプチャとして使用するか、コンペアマッチと

して使用するかを設定します。またエッジ検出／出力値の設定を行います。 
TIORはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
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ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6～4：I/Oコントロール 2B2～2B0、2D2～2D0、2F2～2F0、2H2～2H0（IO2B2～IO2B0、IO2D2～IO2D0、IO2F2
～IO2F0、IO2H2～IO2H0） 

ジェネラルレジスタ（GR）の機能を選択します。 
 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IO2x2 IO2x1 IO2x0  

0 0 0 GRは コンペアマッチ禁止、端子出力不定 （初期値）

  1 アウトプット GRのコンペアマッチで 0出力 

 1 0 コンペア GRのコンペアマッチで 1出力 

  1 レジスタ GRのコンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 GRは インプットキャプチャ禁止 

  1 インプット 

キャプチャ 

TIO2x端子立ち上がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

 1 0 レジスタ TIO2x端子立ち下がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

  1  TIO2x端子立ち上がり／立ち下がりの両エッジで GR
へインプットキャプチャ（GRへライト不可） 

【注】 x＝B、D、Fまたは H 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2～0：I/Oコントロール 2A2～2A0、2C2～2C0、2E2～2E0、2G2～2G0（IO2A2～IO2A0、IO2C2～IO2C0、IO2E2
～IO2E0、IO2G2～IO2G0） 

ジェネラルレジスタ（GR）の機能を選択します。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IO2x2 IO2x1 IO2x0  

0 0 0 GRは コンペアマッチ禁止、端子出力不定 （初期値）

  1 アウトプット GRのコンペアマッチで 0出力 

 1 0 コンペア GRのコンペアマッチで 1出力 

  1 レジスタ GRのコンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 GRは インプットキャプチャ禁止 

  1 インプット 

キャプチャ 

TIO2x端子立ち上がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

 1 0 レジスタ TIO2x端子立ち下がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

  1  TIO2x端子立ち上がり／立ち下がりの両エッジで GR
へインプットキャプチャ（GRへライト不可） 

【注】 x＝A、C、Eまたは G 
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(4) タイマ I/Oコントロールレジスタ 3A、3B、4A、4B、5A、5B（TIOR3A、TIOR3B、TIOR4A、TIOR4B、TIOR5A、 
 TIOR5B） 

 
TIOR3A、TIOR4A、TIOR5A       

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 CCIxB IOxB2 IOxB1 IOxB0 CCIxA IOxA2 IOxA1 IOxA0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
TIOR3B、TIOR4B、TIOR5B       

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 CCIxD IOxD2 IOxD1 IOxD0 CCIxC IOxC2 IOxC1 IOxC0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

【注】 X=3～5 

 
TIOR3A、3B、4A、4B、5A、5Bはジェネラルレジスタ（GR3A～3D、GR4A～4D、GR5A～5D）をインプットキャプ

チャとして使用するか、コンペアマッチとして使用するかを設定し、エッジ検出／出力値の設定を行います。またコンペ
アマッチ時のフリーランニングカウンタ（TCNT3～5）のクリアを許可／禁止を選択します。 

TIORはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時にH'00に初期化されます。 
 

ビット 7：クリアカウンタイネーブルフラグ 3B、4B、5B、3D、4D、5D（CCI3B、CCI4B、CCI5B、CCI3D、CCI4D、
CCI5D） 

フリーランニングカウンタ（TCNT）クリアを許可するか、禁止するかを選択します。 
 

ビット 7 説   明 

CCIxx  

0 TCNTのクリアを禁止 （初期値）

1 GRのコンペアマッチで TCNTをクリア 

【注】 xx＝3B、4B、5B、3D、4Dまたは 5D 

 
GRがアウトプットコンペアレジスタとして機能しているときのみ、コンペアマッチにより TCNTがクリアされます。 

 

ビット 6～4：I/Oコントロール 3B2～3B0、4B2～4B0、5B2～5B0、3D2～3D0、4D2～4D0、5D2～5D0（IO3B2～IO3B0、
IO4B2～IO4B0、IO5B2～IO5B0、IO3D2～IO3D0、IO4D2～IO4D0、IO5D2～IO5D0） 

ジェネラルレジスタ（GR）の機能を選択します。 
 

ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IOxx2 IOxx1 IOxx0  

0 0 0 GRは コンペアマッチ禁止、端子出力不定 （初期値）

  1 アウトプット GRのコンペアマッチで 0出力 

 1 0 コンペア GRのコンペアマッチで 1出力 

  1 レジスタ GRのコンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 GRは 
インプット 

インプットキャプチャ禁止（GRへライト ch3のみ不
可） 

  1 TIOxx端子立ち上がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

 1 0 TIOxx端子立ち下がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

  1 

キャプチャ 
レジスタ 

（チャネル 3
はチャネル 9
のコンペアマ
ッチによりイ
ンプットキャ
プチャ許可）

TIOxx端子立ち上がり／立ち下がりの両エッジで GR
へインプットキャプチャ（GRへライト不可） 

【注】 xx＝3B、4B、5B、3D、4Dまたは 5D 
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ビット 3：クリアカウンタイネーブルフラグ 3A、4A、5A、3C、4C、5C（CCI3A、CCI4A、CCI5A、CCI3C、CCI4C、
CCI5C） 

フリーランニングカウンタ（TCNT）クリアを許可するか、禁止するかを選択します。 
 

ビット 3 説   明 

CCIxx  

0 TCNTのクリアを禁止 （初期値）

1 GRのコンペアマッチで TCNTをクリア 

【注】 xx＝3A、4A、5A、3C、4Cまたは 5C 

 
GRがアウトプットコンペアレジスタとして機能しているときのみ、コンペアマッチにより TCNTがクリアされます。 

 

ビット 2～0：I/Oコントロール 3A2～3A0、4A2～4A0、5A2～5A0、3C2～3C0、4C2～4C0、5C2～5C0（IO3A2～IO3A0、
IO4A2～IO4A0、IO5A2～IO5A0、IO3C2～IO3C0、IO4C2～IO4C0、IO5C2～IO5C0） 

ジェネラルレジスタ（GR）の機能を選択します。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IOxx2 IOxx1 IOxx0  

0 0 0 GRは コンペアマッチ禁止、端子出力不定 （初期値） 

  1 アウトプット GRのコンペアマッチで 0出力 

 1 0 コンペア GRのコンペアマッチで 1出力 

  1 レジスタ GRのコンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 GRは 
インプット 

インプットキャプチャ禁止（GRへライト ch3のみ不
可） 

  1 TIOxx端子立ち上がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

 1 0 TIOxx端子立ち下がりエッジでGRへインプットキャ
プチャ（GRへライト不可） 

  1 

キャプチャ 
レジスタ 

（チャネル 3
はチャネル 9
のコンペアマ
ッチによりイ
ンプットキャ
プチャ許可）

TIOxx端子立ち上がり／立ち下がりの両エッジで GR
へインプットキャプチャ（GRへライト不可） 

【注】 xx＝3A、4A、5A、3C、4Cまたは 5C 

 

(5) タイマ I/Oコントロールレジスタ 11（TIOR11） 

 
TIOR11         

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― IO11B2 IO11B1 IO11B0 ― IO11A2 IO11A1 IO11A0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 
TIOR11はジェネラルレジスタ（GR11A、GR11B）をインプットキャプチャとして使用するか、コンペアマッチとして

使用するかを設定し、エッジ検出／出力値の設定を行います。 
TIORはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6～4：I/Oコントロール 11B2～11B0（IO11B2～IO11B0） 

ジェネラルレジスタ（GR）の機能を選択します。 
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ビット 6 ビット 5 ビット 4 説   明 

IO11B2 IO11B1 IO11B0  

0 0 0 GRは コンペアマッチ禁止、端子出力不定 （初期値）

  1 アウトプット GRのコンペアマッチで 0出力 

 1 0 コンペア GRのコンペアマッチで 1出力 

  1 レジスタ GRのコンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 GRは インプットキャプチャ禁止 

  1 インプット 
キャプチャ 

TIO11B端子立ち上がりエッジで GRへインプットキ
ャプチャ（GRへライト不可） 

 1 0 レジスタ TIO11B端子立ち下がりエッジで GRへインプットキ
ャプチャ（GRへライト不可） 

  1  TIO11B端子立ち上がり／立ち下がりの両エッジで
GRへインプットキャプチャ（GRへライト不可） 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2～0：I/Oコントロール 11A2～11A0（IO11A2～IO11A0） 

ジェネラルレジスタ（GR）の機能を選択します。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IO11A2 IO11A1 IO11A0  

0 0 0 GRは コンペアマッチ禁止、端子出力不定 （初期値）

  1 アウトプット GRのコンペアマッチで 0出力 

 1 0 コンペア GRのコンペアマッチで 1出力 

  1 レジスタ GRのコンペアマッチでトグル出力 

1 0 0 GRは インプットキャプチャ禁止 

  1 インプット 
キャプチャ 

TIO11A端子立ち上がりエッジで GRへインプットキ
ャプチャ（GRへライト不可） 

 1 0 レジスタ TIO11A端子立ち下がりエッジで GRへインプットキ
ャプチャ（GRへライト不可） 

  1  TIO11A端子立ち上がり／立ち下がりの両エッジで
GRへインプットキャプチャ（GRへライト不可） 

 

11.2.5 タイマステータスレジスタ（TSR） 
タイマステータスレジスタ（TSR）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 0、6～9、11に各 1本、チャ

ネル 1、2に各 2本、チャネル 3～5に 1本、計 11本のレジスタがあります。チャネル 10については「11.2.26 チャネ
ル 10のレジスタ」を参照してください。 
 

チャネル 略  称 機   能 

0 TSR0 インプットキャプチャ、インターバルインタラプト、およびオーバフローのステータス
を示します 

1 TSR1A、TSR1B 

2 TSR2A、TSR2B 

インプットキャプチャ、コンペアマッチ、およびオーバフローのステータスを示します

3 TSR3 

4  

インプットキャプチャ、コンペアマッチ、およびオーバフローのステータスを示します

5   

6 TSR6 サイクルレジスタとのコンペアマッチのステータスを示します 

7 TSR7  

8 TSR8 ダウンカウンタの出力終了（Low）のステータスを示します 

9 TSR9 イベントカウンタのコンペアマッチのステータスを示します 

11 TSR11 インプットキャプチャ、コンペアマッチ、およびオーバフローのステータスを示します
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TSRは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、フリーランニングカウンタ（TCNT）のオーバフローの発
生、チャネル 0のインプットキャプチャの発生およびインターバルインタラプトの発生、チャネル 3～5、11のジェネラ
ルレジスタのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生、チャネル 6、7のコンペアマッチの発生、チャネル 8のダ
ウンカウンタの出力終了、チャネル 9のイベントカウンタのコンペアマッチの発生を示します。 
これらのフラグは割り込み要因であり、タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の対応するビットにより割

り込みが許可されていれば、CPUに割り込みを要求します。 
TSRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化され

ます。 
 

(1) タイマステータスレジスタ 0（TSR0） 

TSR0はチャネル 0のインターバルインタラプト、インプットキャプチャおよびオーバフローのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― ― 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IIF2B IIF2A IIF1 OVF0 ICF0D ICF0C ICF0B ICF0A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 

ビット 15～8：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 7：インターバルインタラプトフラグ 2B（IIF2B） 

インターバル割り込みの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 7 説   明 

IIF2B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IIF2B＝1の状態で、IIF2Bを読み出した後、IIF2Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ITVRR2Bで選択のインターバル割り込みが発生したとき 

 

ビット 6：インターバルインタラプトフラグ 2A（IIF2A） 

インターバル割り込みの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 6 説   明 

IIF2A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IIF2A＝1の状態で、IIF2Aを読み出した後、IIF2Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ITVRR2Aで選択のインターバル割り込みが発生したとき 
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ビット 5：インターバルインタラプトフラグ 1（IIF1） 

インターバル割り込みの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 5 説   明 

IIF1  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IIF1＝1の状態で、IIF1を読み出した後、IIF1に 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ITVRR1で選択のインターバル割り込みが発生したとき 

 

ビット 4：オーバフローフラグ 0（OVF0） 

TCNT0のオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 説   明 

OVF0  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OVF0＝1の状態で、OVF0を読み出した後、OVF0に 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT0の値がオーバフロー（H'FFFFFFFF →H'00000000）したとき 

 

ビット 3：インプットキャプチャフラグ 0D（ICF0D） 

ICR0Dのインプットキャプチャの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 説   明 

ICF0D  

0 ［クリア条件］ （初期値）

ICF0D＝1の状態で、ICF0Dを読み出した後、ICF0Dに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

インプットキャプチャ信号により TCNT0の値がインプットキャプチャレジスタに転送されたときチャネル
10のコンペアマッチをトリガとしたインプットキャプチャでもセットされます 

 

ビット 2：インプットキャプチャフラグ 0C（ICF0C） 

ICR0Cのインプットキャプチャの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 2 説   明 

ICF0C  

0 ［クリア条件］ （初期値）

ICF0C＝1の状態で、ICF0Cを読み出した後、ICF0Cに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

インプットキャプチャ信号により TCNT0の値がインプットキャプチャレジスタに転送されたとき 

 

ビット 1：インプットキャプチャフラグ 0B（ICF0B） 

ICR0Bのインプットキャプチャの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

ICF0B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

ICF0B＝1の状態で、ICF0Bを読み出した後、ICF0Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

インプットキャプチャ信号により TCNT0の値がインプットキャプチャレジスタに転送されたとき 
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ビット 0：インプットキャプチャフラグ 0A（ICF0A） 

ICR0Aのインプットキャプチャの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

ICF0A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

ICF0A＝1の状態で、ICF0Aを読み出した後、ICF0Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

インプットキャプチャ信号により TCNT0の値がインプットキャプチャレジスタに転送されたとき 

 

(2) タイマステータスレジスタ 1A、1B（TSR1A、TSR1B） 

(a) TSR1A 

TSR1Aはチャネル 1のインプットキャプチャ、コンペアマッチとオーバフローのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVF1A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/(W)* 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IMF1H IMF1G IMF1F IMF1E IMF1D IMF1C IMF1B IMF1A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 

ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：オーバフローフラグ 1A（OVF1A） 

TCNT1Aのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 8 説   明 

OVF1A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OVF1A＝1の状態で、OVF1Aを読み出した後、OVF1Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT1Aの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

 

ビット 7：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 1H（IMF1H） 

GR1Hのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 7 説   明 

IMF1H  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF1H＝1の状態で、IMF1Hを読み出した後、IMF1Hに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR1Hがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT1Aの値が GR1Hに転送されたとき 

（2）GR1Hがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT1A＝GR1Hになったとき 
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ビット 6：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 1G（IMF1G） 

GR1Gのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 6 説   明 

IMF1G  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF1G＝1の状態で、IMF1Gを読み出した後、IMF1Gに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR1Gがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT1Aの値が GR1Gに転送されたとき 

（2）GR1Gがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT1A＝GR1Gになったとき 

 

ビット 5：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 1F（IMF1F） 

GR1Fのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 5 説   明 

IMF1F  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF1F＝1の状態で、IMF1Fを読み出した後、IMF1Fに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR1Fがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT1Aの値が GR1Fに転送されたとき 

（2）GR1Fがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT1A＝GR1Fになったとき 

 

ビット 4：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 1E（IMF1E） 

GR1Eのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 説   明 

IMF1E  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF1E＝1の状態で、IMF1Eを読み出した後、IMF1Eに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR1Eがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT1Aの値が GR1Eに転送されたとき 

（2）GR1Eがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT1A＝GR1Eになったとき 

 

ビット 3：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 1D（IMF1D） 

GR1Dのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 説   明 

IMF1D  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF1D＝1の状態で、IMF1Dを読み出した後、IMF1Dに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR1Dがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT1Aの値が GR1Dに転送されたとき 

（2）GR1Dがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT1A＝GR1Dになったとき 
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ビット 2：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 1C（IMF1C） 

GR1Cのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 2 説   明 

IMF1C  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF1C＝1の状態で、IMF1Cを読み出した後、IMF1Cに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR1Cがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT1Aの値が GR1Cに転送されたとき 

（2）GR1Cがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT1A＝GR1Cになったとき 

 

ビット 1：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 1B（IMF1B） 

GR1Bのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

IMF1B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF1B＝1の状態で、IMF1Bを読み出した後、IMF1Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR1Bがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT1Aの値が GR1Bに転送されたとき 

（2）GR1Bがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT1A＝GR1Bになったとき 

 

ビット 0：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 1A（IMF1A） 

GR1Aのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

IMF1A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF1A＝1の状態で、IMF1Aを読み出した後、IMF1Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR1Aがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT1Aの値が GR1Aに転送されたとき 

（2）GR1Aがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT1A＝GR1Aになったとき 

 

(b) TSR1B 

TSR1Bはチャネル 1のコンペアマッチとオーバフローのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVF1B 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/(W)* 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― ― ― ― ― CMF1 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 
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ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：オーバフローフラグ 1B（OVF1B） 

TCNT1Bのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 8 説   明 

OVF1B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OVF1B＝1の状態で、OVF1Bを読み出した後、OVF1Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT1Bの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

 

ビット 7～1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：コンペアマッチフラグ 1（CMF1） 

OCR1のコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

CMF1  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF1＝1の状態で、CMF1を読み出した後、CMF1に 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT1B＝OCR1になったとき 

 

(3) タイマステータスレジスタ 2A、2B（TSR2A、TSR2B） 

(a) TSR2A 

TSR2Aはチャネル 2インプットキャプチャ、コンペアマッチとオーバフローのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVF2A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/(W)* 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IMF2H IMF2G IMF2F IMF2E IMF2D IMF2C IMF2B IMF2A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 

ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 8：オーバフローフラグ 2A（OVF2A） 

TCNT2Aのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 8 説   明 

OVF2A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OVF2A＝1の状態で、OVF2Aを読み出した後、OVF2Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2Aの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

 

ビット 7：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 2H（IMF2H） 

GR2Hのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 7 説   明 

IMF2H  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF2H＝1の状態で、IMF2Hを読み出した後、IMF2Hに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR2Hがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT2Aの値が GR2Hに転送されたとき 

（2）GR2Hがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT2A＝GR2Hになったとき 

 

ビット 6：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 2G（IMF2G） 

GR2Gのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 6 説   明 

IMF2G  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF2G＝1の状態で、IMF2Gを読み出した後、IMF2Gに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR2Gがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT2Aの値が GR2Gに転送されたとき 

（2）GR2Gがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT2A＝GR2Gになったとき 

 

ビット 5：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 2F（IMF2F） 

GR2Fのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 5 説   明 

IMF2F  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF2F＝1の状態で、IMF2Fを読み出した後、IMF2Fに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR2Fがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT2Aの値が GR2Fに転送されたとき 

（2）GR2Fがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT2A＝GR2Fになったとき 
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ビット 4：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 2E（IMF2E） 

GR2Eのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 説   明 

IMF2E  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF2E＝1の状態で、IMF2Eを読み出した後、IMF2Eに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR2Eがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT2Aの値が GR2Eに転送されたとき 

（2）GR2Eがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT2A＝GR2Eになったとき 

 

ビット 3：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 2D（IMF2D） 

GR2Dのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 説   明 

IMF2D  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF2D＝1の状態で、IMF2Dを読み出した後、IMF2Dに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR2Dがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT2Aの値が GR2Dに転送されたとき 

（2）GR2Dがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT2A＝GR2Dになったとき 

 

ビット 2：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 2C（IMF2C） 

GR2Cのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 2 説   明 

IMF2C  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF2C＝1の状態で、IMF2Cを読み出した後、IMF2Cに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR2Cがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT2Aの値が GR2Cに転送されたとき 

（2）GR2Cがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT2A＝GR2Cになったとき 

 

ビット 1：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 2B（IMF2B） 

GR2Bのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

IMF2B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF2B＝1の状態で、IMF2Bを読み出した後、IMF2Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR2Bがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT2Aの値が GR2Bに転送されたとき 

（2）GR2Bがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT2A＝GR2Bになったとき 
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ビット 0：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 2A（IMF2A） 

GR2Aのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

IMF2A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF2A＝1の状態で、IMF2Aを読み出した後、IMF2Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR2Aがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT2Aの値が GR2Aに転送されたとき 

（2）GR2Aがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT2A＝GR2Aになったとき 

 

(b) TSR2B 

TSR2Bはチャネル 2のコンペアマッチとオーバフローのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVF2B 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/(W)* 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 CMF2H CMF2G CMF2F CMF2E CMF2D CMF2C CMF2B CMF2A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 

ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：オーバフローフラグ 2B（OVF2B） 

TCNT2Bのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 8 説   明 

OVF2B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OVF2B＝1の状態で、OVF2Bを読み出した後、OVF2Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2Bの値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

 

ビット 7：コンペアマッチフラグ 2H（CMF2H） 

OCR2Hのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 7 説   明 

CMF2H  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF2H＝1の状態で、CMF2Hを読み出した後、CMF2Hに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2B＝OCR2Hになったとき 
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ビット 6：コンペアマッチフラグ 2G（CMF2G） 

OCR2Gのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 6 説   明 

CMF2G  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF2G＝1の状態で、CMF2Gを読み出した後、CMF2Gに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2B＝OCR2Gになったとき 

 

ビット 5：コンペアマッチフラグ 2F（CMF2F） 

OCR2Fのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 5 説   明 

CMF2F  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF2F＝1の状態で、CMF2Fを読み出した後、CMF2Fに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2B＝OCR2Fになったとき 

 

ビット 4：コンペアマッチフラグ 2E（CMF2E） 

OCR2Eのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 説   明 

CMF2E  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF2E＝1の状態で、CMF2Eを読み出した後、CMF2Eに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2B＝OCR2Eになったとき 

 

ビット 3：コンペアマッチフラグ 2D（CMF2D） 

OCR2Dのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 説   明 

CMF2D  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF2D＝1の状態で、CMF2Dを読み出した後、CMF2Dに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2B＝OCR2Dになったとき 

 

ビット 2：コンペアマッチフラグ 2C（CMF2C） 

OCR2Cのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 2 説   明 

CMF2C  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF2C＝1の状態で、CMF2Cを読み出した後、CMF2Cに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2B＝OCR2Cになったとき 
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ビット 1：コンペアマッチフラグ 2B（CMF2B） 

OCR2Bのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

CMF2B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF2B＝1の状態で、CMF2Bを読み出した後、CMF2Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2B＝OCR2Bになったとき 

 

ビット 0：コンペアマッチフラグ 2A（CMF2A） 

OCR2Aのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

CMF2A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF2A＝1の状態で、CMF2Aを読み出した後、CMF2Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT2B＝OCR2Aになったとき 

 

(4) タイマステータスレジスタ 3（TSR3） 

TSR3はチャネル 3～5のインプットキャプチャ、コンペアマッチとオーバフローのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― OVF5 IMF5D IMF5C IMF5B IMF5A OVF4 IMF4D 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IMF4C IMF4B IMF4A OVF3 IMF3D IMF3C IMF3B IMF3A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 14：オーバフローフラグ 5（OVF5） 

TCNT5のオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 14 説   明 

OVF5  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OVF5＝1の状態で、OVF5を読み出した後、OVF5に 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT5の値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 
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ビット 13：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 5D（IMF5D） 

GR5Dのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 13 説   明 

IMF5D  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF5D＝1の状態で、IMF5Dを読み出した後、IMF5Dに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR5Dがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT5の値が GR5Dに転送されたとき 

（2）GR5Dがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT5＝GR5Dになったとき 

（3）GR5Dが PWMモードで周期レジスタとして機能している場合、TCNT5＝GR5Dになったとき 

 

ビット 12：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 5C（IMF5C） 

GR5Cのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。PWMモードではフラグは
セットされません。 
 

ビット 12 説   明 

IMF5C  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF5C＝1の状態で、IMF5Cを読み出した後、IMF5Cに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR5Cがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT5の値が GR5Cに転送されたとき 

（2）GR5Cがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT5＝GR5Cになったとき 

 

ビット 11：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 5B（IMF5B） 

GR5Bのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。PWMモードではフラグは
セットされません。 
 

ビット 11 説   明 

IMF5B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF5B＝1の状態で、IMF5Bを読み出した後、IMF5Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR5Bがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT5の値が GR5Bに転送されたとき 

（2）GR5Bがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT5＝GR5Bになったとき 

 

ビット 10：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 5A（IMF5A） 

GR5Aのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。PWMモードではフラグは
セットされません。 
 

ビット 10 説   明 

IMF5A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF5A＝1の状態で、IMF5Aを読み出した後、IMF5Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR5Aがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT5の値が GR5Aに転送されたとき 

（2）GR5Aがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT5＝GR5Aになったとき 
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ビット 9：オーバフローフラグ 4（OVF4） 

TCNT4のオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 9 説   明 

OVF4  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OVF4＝1の状態で、OVF4を読み出した後、OVF4に 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT4の値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

 

ビット 8：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 4D（IMF4D） 

GR4Dのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 8 説   明 

IMF4D  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF4D＝1の状態で、IMF4Dを読み出した後、IMF4Dに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR4Dがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT4の値が GR4Dに転送されたとき 

（2）GR4Dがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT4＝GR4Dになったとき 

（3）GR4Dが PWMモード周期レジスタとして機能している場合、TCNT4＝GR4Dになったとき 

 

ビット 7：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 4C（IMF4C） 

GR4Cのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。PWMモードではフラグは
セットされません。 
 

ビット 7 説   明 

IMF4C  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF4C＝1の状態で、IMF4Cを読み出した後、IMF4Cに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR4Cがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT4の値が GR4Cに転送されたとき 

（2）GR4Cがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT4＝GR4Cになったとき 

 

ビット 6：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 4B（IMF4B） 

GR4Bのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。PWMモードではフラグは
セットされません。 
 

ビット 6 説   明 

IMF4B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF4B＝1の状態で、IMF4Bを読み出した後、IMF4Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR4Bがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT4の値が GR4Bに転送されたとき 

（2）GR4Bがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT4＝GR4Bになったとき 
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ビット 5：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 4A（IMF4A） 

GR4Aのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。PWMモードではフラグは
セットされません。 
 

ビット 5 説   明 

IMF4A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF4A＝1の状態で、IMF4Aを読み出した後、IMF4Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR4Aがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT4の値が GR4Aに転送されたとき 

（2）GR4Aがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT4＝GR4Aになったとき 

 

ビット 4：オーバフローフラグ 3（OVF3） 

TCNT3のインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 説   明 

OVF3  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OVF3＝1の状態で、OVF3を読み出した後、OVF3に 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT3の値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

 

ビット 3：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 3D（IMF3D） 

GR3Dのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 説   明 

IMF3D  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF3D＝1の状態で、IMF3Dを読み出した後、IMF3Dに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR3Dがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT3の値が GR3Dに転送されたとき 
ただし、チャネル 9のコンペアマッチをトリガとしたインプットキャプチャではセットされません 

（2）GR3Dがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT3＝GR3Dになったとき 

（3）GR3Dが PWMモードで周期レジスタとして機能している場合、TCNT3＝GR3Dになったとき 

 

ビット 2：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 3C（IMF3C） 

GR3Cのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。PWMモードではフラグは
セットされません。 
 

ビット 2 説   明 

IMF3C  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF3C＝1の状態で、IMF3Cを読み出した後、IMF3Cに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR3Cがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT3の値が GR3Cに転送されたとき 
ただし、チャネル 9のコンペアマッチをトリガとしたインプットキャプチャではセットされません 

（2）GR3Cがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT3＝GR3Cになったとき 
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ビット 1：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 3B（IMF3B） 

GR3Bのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。PWMモードではフラグは
セットされません。 
 

ビット 1 説   明 

IMF3B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF3B＝1の状態で、IMF3Bを読み出した後、IMF3Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR3Bがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT3の値が GR3Bに転送されたとき 
ただし、チャネル 9のコンペアマッチをトリガとしたインプットキャプチャではセットされません 

（2）GR3Bがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT3＝GR3Bになったとき 

 

ビット 0：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 3A（IMF3A） 

GR3Aのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。PWMモードではフラグは
セットされません。 
 

ビット 0 説   明 

IMF3A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF3A＝1の状態で、IMF3Aを読み出した後、IMF3Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR3Aがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT3の値が GR3Aに転送されたとき 
ただし、チャネル 9のコンペアマッチをトリガとしたインプットキャプチャではセットされません 

（2）GR3Aがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT3＝GR3Aになったとき 

 

(5) タイマステータスレジスタ 6、7（TSR6、TSR7） 

TSR6、TSR7はチャネル 6、7のフリーランニングカウンタのアップカウント、ダウンカウントのステータスおよびサ
イクルレジスタコンペアのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― ― 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 UDxD UDxC UDxB UDxA CMFxD CMFxC CMFxB CMFxA 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 x＝6、7 

 
UDxA～Dは TSR6のみ対応しています。TSR7で対応するビットは常に 0がリードされます。 

 

ビット 15～8：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 7：カウントアップカウントダウンフラグ 6D（UD6D） 

TCNT6Dのカウント動作を示すステータスフラグです。 
 

ビット 7 説   明 

UD6D  

0 フリーランニングカウンタ TCNT6Dはアップカウント動作 

1 フリーランニングカウンタ TCNT6Dはダウンカウント動作 

 

ビット 6：カウントアップカウントダウンフラグ 6C（UD6C） 

TCNT6Cのカウント動作を示すステータスフラグです。 
 

ビット 6 説   明 

UD6C  

0 フリーランニングカウンタ TCNT6Cはアップカウント動作 

1 フリーランニングカウンタ TCNT6Cはダウンカウント動作 

 

ビット 5：カウントアップカウントダウンフラグ 6B（UD6B） 

TCNT6Bのカウント動作を示すステータスフラグです。 
 

ビット 5 説   明 

UD6B  

0 フリーランニングカウンタ TCNT6Bはアップカウント動作 

1 フリーランニングカウンタ TCNT6Bはダウンカウント動作 

 

ビット 4：カウントアップカウントダウンフラグ 6A（UD6A） 

TCNT6Aのカウント動作を示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 説   明 

UD6A  

0 フリーランニングカウンタ TCNT6Aはアップカウント動作 

1 フリーランニングカウンタ TCNT6Aはダウンカウント動作 

 

ビット 3：サイクルレジスタコンペアマッチフラグ 6D、7D（CMF6D、CMF7D） 

CYLRxDのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 説   明 

CMFxD  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMFxD＝1の状態で、CMFxDを読み出した後、CMFxDに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNTxD＝CYLRxDになったとき（非相補 PWMモード時） 

ダウンカウントで TCNT6D＝H'0000になったとき（相補 PWMモード時） 

【注】 x＝6、7 
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ビット 2：サイクルレジスタコンペアマッチフラグ 6C、7C（CMF6C、CMF7C） 

CYLRxCのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 2 説   明 

CMFxC  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMFxC＝1の状態で、CMFxCを読み出した後、CMFxCに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNTxC＝CYLRxCになったとき（非相補 PWMモード時） 

ダウンカウントで TCNT6C＝H'0000になったとき（相補 PWMモード時） 

【注】 x＝6、7 

 

ビット 1：サイクルレジスタコンペアマッチフラグ 6B、7B（CMF6B、CMF7B） 

CYLRxBのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

CMFxB  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMFxB＝1の状態で、CMFxBを読み出した後、CMFxBに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNTxB＝CYLRxBになったとき（非相補 PWMモード時） 

ダウンカウントで TCNT6B＝H'0000になったとき（相補 PWMモード時） 

【注】 x＝6、7 

 

ビット 0：サイクルレジスタコンペアマッチフラグ 6A、7A（CMF6A、CMF7A） 

CYLRxAのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

CMFxA  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMFxA＝1の状態で、CMFxAを読み出した後、CMFxAに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNTxA＝CYLRxAになったとき（非相補 PWMモード時） 

ダウンカウントで TCNT6A＝H'0000になったとき（相補 PWMモード時） 

【注】 x＝6、7 

 

(6) タイマステータスレジスタ 8（TSR8） 

TSR8はチャネル 8のワンショットパルスのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 OSF8P OSF8O OSF8N OSF8M OSF8L OSF8K OSF8J OSF8I 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 OSF8H OSF8G OSF8F OSF8E OSF8D OSF8C OSF8B OSF8A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 
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ビット 15：ワンショットパルスフラグ 8P（OSF8P） 

DCNT8Pのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 15 説   明 

OSF8P  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8P＝1の状態で、OSF8Pを読み出した後、OSF8Pに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Pがアンダフローしたとき 

 

ビット 14：ワンショットパルスフラグ 8O（OSF8O） 

DCNT8Oのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 14 説   明 

OSF8O  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8O＝1の状態で、OSF8Oを読み出した後、OSF8Oに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Oがアンダフローしたとき 

 

ビット 13：ワンショットパルスフラグ 8N（OSF8N） 

DCNT8Nのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 13 説   明 

OSF8N  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8N＝1の状態で、OSF8Nを読み出した後、OSF8Nに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Nがアンダフローしたとき 

 

ビット 12：ワンショットパルスフラグ 8M（OSF8M） 

DCNT8Mのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 12 説   明 

OSF8M  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8M＝1の状態で、OSF8Mを読み出した後、OSF8Mに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Mがアンダフローしたとき 

 

ビット 11：ワンショットパルスフラグ 8L（OSF8L） 

DCNT8Lのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 11 説   明 

OSF8L  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8L＝1の状態で、OSF8Lを読み出した後、OSF8Lに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Lがアンダフローしたとき 
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ビット 10：ワンショットパルスフラグ 8K（OSF8K） 

DCNT8Kのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 10 説   明 

OSF8K  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8K＝1の状態で、OSF8Kを読み出した後、OSF8Kに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Kがアンダフローしたとき 

 

ビット 9：ワンショットパルスフラグ 8J（OSF8J） 

DCNT8Jのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 9 説   明 

OSF8J  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8J＝1の状態で、OSF8Jを読み出した後、OSF8Jに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Jがアンダフローしたとき 

 

ビット 8：ワンショットパルスフラグ 8I（OSF8I） 

DCNT8Iのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 8 説   明 

OSF8I  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8I＝1の状態で、OSF8Iを読み出した後、OSF8Iに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Iがアンダフローしたとき 

 

ビット 7：ワンショットパルスフラグ 8H（OSF8H） 

DCNT8Hのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 7 説   明 

OSF8H  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8H＝1の状態で、OSF8Hを読み出した後、OSF8Hに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Hがアンダフローしたとき 

 

ビット 6：ワンショットパルスフラグ 8G（OSF8G） 

DCNT8Gのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 6 説   明 

OSF8G  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8G＝1の状態で、OSF8Gを読み出した後、OSF8Gに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Gがアンダフローしたとき 
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ビット 5：ワンショットパルスフラグ 8F（OSF8F） 

DCNT8Fのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 5 説   明 

OSF8F  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8F＝1の状態で、OSF8Fを読み出した後、OSF8Fに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Fがアンダフローしたとき 

 

ビット 4：ワンショットパルスフラグ 8E（OSF8E） 

DCNT8Eのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 説   明 

OSF8E  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8E＝1の状態で、OSF8Eを読み出した後、OSF8Eに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Eがアンダフローしたとき 

 

ビット 3：ワンショットパルスフラグ 8D（OSF8D） 

DCNT8Dのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 説   明 

OSF8D  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8D＝1の状態で、OSF8Dを読み出した後、OSF8Dに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Dがアンダフローしたとき 

 

ビット 2：ワンショットパルスフラグ 8C（OSF8C） 

DCNT8Cのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 2 説   明 

OSF8C  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8C＝1の状態で、OSF8Cを読み出した後、OSF8Cに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Cがアンダフローしたとき 

 

ビット 1：ワンショットパルスフラグ 8B（OSF8B） 

DCNT8Bのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

OSF8B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8B＝1の状態で、OSF8Bを読み出した後、OSF8Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Bがアンダフローしたとき 
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ビット 0：ワンショットパルスフラグ 8A（OSF8A） 

DCNT8Aのワンショットパルスを示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

OSF8A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OSF8A＝1の状態で、OSF8Aを読み出した後、OSF8Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

DCNT8Aがアンダフローしたとき 

 

(7) タイマステータスレジスタ 9（TSR9） 

TSR9はチャネル 9のイベントカウンタのコンペアマッチのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― ― 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― CMF9F CMF9E CMF9D CMF9C CMF9B CMF9A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 

ビット 15～6：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 5：コンペアマッチフラグ 9F（CMF9F） 

GR9Fのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 5 説   明 

CMF9F  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF9F＝1の状態で、CMF9Fを読み出した後、CMF9Fに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ECNT9F＝GR9Fの状態で次エッジが入力されたとき 

 

ビット 4：コンペアマッチフラグ 9E（CMF9E） 

GR9Eのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 説   明 

CMF9E  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF9E＝1の状態で、CMF9Eを読み出した後、CMF9Eに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ECNT9E＝GR9Eの状態で次エッジが入力されたとき 
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ビット 3：コンペアマッチフラグ 9D（CMF9D） 

GR9Dのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 説   明 

CMF9D  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF9D＝1の状態で、CMF9Dを読み出した後、CMF9Dに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ECNT9D＝GR9Dの状態で次エッジが入力されたとき 

 

ビット 2：コンペアマッチフラグ 9C（CMF9C） 

GR9Cのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 2 説   明 

CMF9C  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF9C＝1の状態で、CMF9Cを読み出した後、CMF9Cに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ECNT9C＝GR9Cの状態で次エッジが入力されたとき 

 

ビット 1：コンペアマッチフラグ 9B（CMF9B） 

GR9Bのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

CMF9B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF9B＝1の状態で、CMF9Bを読み出した後、CMF9Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ECNT9B＝GR9Bの状態で次エッジが入力されたとき 

 

ビット 0：コンペアマッチフラグ 9A（CMF9A） 

GR9Aのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

CMF9A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF9A＝1の状態で、CMF9Aを読み出した後、CMF9Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ECNT9A＝GR9Aの状態で次エッジが入力されたとき 

 

(8) タイマステータスレジスタ 11（TSR11） 

TSR11はチャネル 11のインプットキャプチャ、コンペアマッチやオーバフローのステータスを示します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVF11 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/(W)* 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― ― ― ― IMF11B IMF11A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 
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ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：オーバフローフラグ 11（OVF11）  

TCNT11Fのオーバフローの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 8 説   明 

OVF11  

0 ［クリア条件］ （初期値）

OVF11＝1の状態で、OVF11を読み出した後、OVF11に 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT11の値がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）したとき 

 

ビット 7～2：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 1：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 11B（IMF11B） 

GR11Bのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

IMF11B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF11B=1の状態で、IMF11Bを読み出した後、IMF11Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR11Bがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT11の値が GR11Bに転送されたとき 

（2）GR11Bがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT11=GR11Bになったとき

 

ビット 0：インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ 11A（IMF11A） 

GR11Aのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

IMF11A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

IMF11A=1の状態で、IMF11Aを読み出した後、IMF11Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

（1）GR11Aがインプットキャプチャレジスタとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により
TCNT11の値が GR11Aに転送されたとき 

（2）GR11Aがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT11=GR11Aになったとき
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11.2.6 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER） 
タイマインタラプトレジスタ（TIER）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 0、6～9、11に各 1本、

チャネル 1、2に各 2本、チャネル 3～5に 1本、計 11本のレジスタがあります。チャネル 10については「11.2.26 チ
ャネル 10のレジスタ」を参照してください。 
 

チャネル 略  称 機   能 

0 TIER0 インプットキャプチャとオーバフローの割り込みの要求の許可／禁止を制御します。

1 TIER1A、TIER1B 

2 TIER2A、TIER2B 

インプットキャプチャ、コンペアマッチとオーバフローの割り込みの要求の許可／禁止
を制御します。 

3 TIER3 

4  

5  

インプットキャプチャ、コンペアマッチとオーバフローの割り込みの要求の許可／禁止
を制御します。 

6 TIER6 

7 TIER7 

サイクルレジスタとのコンペアマッチの割り込みの要求の許可／禁止を制御します。

8 TIER8 ダウンカウンタの出力終了（Low）の割り込みの要求の許可／禁止を制御します。 

9 TIER9 イベントカウンタのコンペアマッチの割り込みの要求の許可／禁止を制御します。 

11 TIER11 インプットキャプチャ、コンペアマッチやオーバフローの割り込みの要求の許可／禁止
を制御します。 

 
TIERは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、フリーランニングカクンタ（TCNT）のオーバフロー割り

込み要求、チャネル 0のインプットキャプチャ割り込み要求、チャネル 1～5、11のジェネラルレジスタのインプットキ
ャプチャ／コンペアマッチ割り込み要求、チャネル 6、7のコンペアマッチ割り込み要求、チャネル 8のダウンカウンタ
の出力終了割り込み要求、チャネル 9のイベントカウンタのコンペアマッチ割り込み要求の許可／禁止を制御します。 

TIERはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に、H'0000に初期化さ
れます。 

(1) タイマインタラプトイネーブルレジスタ 0（TIER0） 

TIER0はチャネル 0のインプットキャプチャおよびオーバフローの割り込み要求の許可／禁止を制御します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― ― 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― OVE0 ICE0D ICE0C ICE0B ICE0A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 15～5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：オーバフローインタラプトイネーブル 0（OVE0） 

TSR0のオーバフローフラグ（OVF0）が 1にセットされたとき、OVF0による割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 4 説   明 

OVE0  

0 OVF0による割り込み要求（OVI0）を禁止 （初期値）

1 OVF0による割り込み要求（OVI0）を許可 
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ビット 3：インプットキャプチャインタラプトイネーブル 0D（ICE0D） 

TSR0のインプットキャプチャフラグ（ICF0D）がセットされたとき、ICF0Dによる割り込み要求を許可または禁止し
ます。また、割り込み要求許可状態で DMACを設定することにより、割り込み要求による DMACの起動が行えます。 
 

ビット 3 説   明 

ICE0D  

0 ICF0Dによる割り込み要求（ICI0D）を禁止 （初期値）

1 ICF0Dによる割り込み要求（ICI0D）を許可 

 

ビット 2：インプットキャプチャインタラプトイネーブル 0C（ICE0C） 

TSR0のインプットキャプチャフラグ（ICF0C）が 1にセットされたとき、ICF0Cによる割り込み要求を許可または禁
止します。また、割り込み要求許可状態で DMACを設定することにより、割り込み要求による DMACの起動が行えます。 
 

ビット 2 説   明 

ICE0C  

0 ICF0Cによる割り込み要求（ICI0C）を禁止 （初期値）

1 ICF0Cによる割り込み要求（ICI0C）を許可 

 

ビット 1：インプットキャプチャインタラプトイネーブル 0B（ICE0B） 

TSR0のインプットキャプチャフラグ（ICF0B）が 1にセットされたとき、ICF0Bによる割り込み要求を許可または禁
止します。また、割り込み要求許可状態で DMACを設定することにより、割り込み要求による DMACの起動が行えます。 
 

ビット 1 説   明 

ICE0B  

0 ICF0Bによる割り込み要求（ICI0B）を禁止 （初期値）

1 ICF0Bによる割り込み要求（ICI0B）を許可 

 

ビット 0：インプットキャプチャインタラプトイネーブル 0A（ICE0A） 

TSR0のインプットキャプチャフラグ（ICF0A）が 1にセットされたとき、ICF0Aによる割り込み要求を許可または禁
止します。また、割り込み要求許可状態で DMACを設定することにより、割り込み要求による DMACの起動が行えます。 
 

ビット 0 説   明 

ICE0A  

0 ICF0Aによる割り込み要求（ICI0A）を禁止 （初期値）

1 ICF0Aによる割り込み要求（ICI0A）を許可 

 

(2) タイマインタラプトイネーブルレジスタ 1A、1B（TIER1A、TIER1B） 

(a) TIER1A 

TIER1Aはチャネル 1のインプットキャプチャ、コンペアマッチとオーバフローの割り込み要求の許可／禁止を制御し
ます。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVE1A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/W 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IME1H IME1G IME1F IME1E IME1D IME1C IME1B IME1A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 
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ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：オーバフローインタラプトイネーブル 1A（OVE1A） 

TSR1Aの OVF1Aが 1にセットされたとき、OVF1Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 8 説   明 

OVE1A  

0 OVF1Aによる割り込み要求（OVI1A）を禁止 （初期値）

1 OVF1Aによる割り込み要求（OVI1A）を許可 

 

ビット 7：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 1H（IME1H） 

TSR1Aの IMF1Hが 1にセットされたとき、IMF1Hによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 7 説   明 

IME1H  

0 IMF1Hによる割り込み要求（IMI1H）を禁止 （初期値）

1 IMF1Hによる割り込み要求（IMI1H）を許可 

 

ビット 6：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 1G（IME1G） 

TSR1 Aの IMF1Gが 1にセットされたとき、IMF1Gによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 6 説   明 

IME1G  

0 IMF1Gによる割り込み要求（IMI1G）を禁止 （初期値）

1 IMF1Gによる割り込み要求（IMI1G）を許可 

 

ビット 5：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 1F（IME1F） 

TSR1 Aの IMF1Fが 1にセットされたとき、IMF1Fによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 5 説   明 

IME1F  

0 IMF1Fによる割り込み要求（IMI1F）を禁止 （初期値）

1 IMF1Fによる割り込み要求（IMI1F）を許可 

 

ビット 4：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 1E（IME1E） 

TSR1 Aの IMF1Eが 1にセットされたとき、IMF1Eによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 4 説   明 

IME1E  

0 IMF1Eによる割り込み要求（IMI1E）を禁止 （初期値）

1 IMF1Eによる割り込み要求（IMI1E）を許可 

 

ビット 3：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 1D（IME1D） 

TSR1 Aの IMF1Dが 1にセットされたとき、IMF1Dによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 3 説   明 

IME1D  

0 IMF1Dによる割り込み要求（IMI1D）を禁止 （初期値）

1 IMF1Dによる割り込み要求（IMI1D）を許可 
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ビット 2：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 1C（IME1C） 

TSR1 Aの IMF1Cが 1にセットされたとき、IMF1Cによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 2 説   明 

IME1C  

0 IMF1Cによる割り込み要求（IMI1C）を禁止 （初期値）

1 IMF1Cによる割り込み要求（IMI1C）を許可 

 

ビット 1：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 1B（IME1B） 

TSR1 Aの IMF1Bが 1にセットされたとき、IMF1Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 1 説   明 

IME1B  

0 IMF1Bによる割り込み要求（IMI1B）を禁止 （初期値）

1 IMF1Bによる割り込み要求（IMI1B）を許可 

 

ビット 0：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 1A（IME1A） 

TSR1 Aの IMF1Aが 1にセットされたとき、IMF1Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 0 説   明 

IME1A  

0 IMF1Aによる割り込み要求（IMI1A）を禁止 （初期値）

1 IMF1Aによる割り込み要求（IMI1A）を許可 

 

(b) TIER1B 

TIER1Bはチャネル 1のコンペアマッチとオーバフローの割り込み要求の許可／禁止を制御します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVE1B 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/W 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― ― ― ― ― CME1 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/W 

 

ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：オーバフローインタラプトイネーブル 1B（OVE1B） 

TSR1Bのオーバフローフラグ（OVF1B）が 1にセットされたとき、OVF1Bによる割り込み要求を許可または禁止しま
す。 
 

ビット 8 説   明 

OVE1B  

0 OVF1Bによる割り込み要求（OVI1B）を禁止 （初期値）

1 OVF1Bによる割り込み要求（OVI1B）を許可 

 

ビット 7～1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 0：コンペアマッチインタラプトイネーブル 1（CME1） 

TSR1Bの CMF1が 1にセットされたとき、CMF1による割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 0 説   明 

CME1  

0 CMF1による割り込み要求（CMI1）を禁止 （初期値）

1 CMF1による割り込み要求（CMI1）を許可 

 

(3) タイマインタラプトイネーブルレジスタ 2A、2B（TIER2A、TIER2B） 

(a) TIER2A 

TIER2Aはチャネル 2のインプットキャプチャ、コンペアマッチとオーバフローの割り込み要求の許可／禁止を制御し
ます。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVE2A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/W 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IME2H IME2G IME2F IME2E IME2D IME2C IME2B IME2A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：オーバフローインタラプトイネーブル 2A（OVE2A） 

TSR2Aの OVF2Aが 1にセットされたとき、OVF2Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 8 説   明 

OVE2A  

0 OVF2Aによる割り込み要求（OVI2A）を禁止 （初期値）

1 OVF2Aによる割り込み要求（OVI2A）を許可 

 

ビット 7：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 2H（IME2H） 

TSR2 Aの IMF2Hが 1にセットされたとき、IMF2Hによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 7 説   明 

IME2H  

0 IMF2Hによる割り込み要求（IMI2H）を禁止 （初期値）

1 IMF2Hによる割り込み要求（IMI2H）を許可 

 

ビット 6：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 2G（IME2G） 

TSR2 Aの IMF2Gが 1にセットされたとき、IMF2Gによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 6 説   明 

IME2G  

0 IMF2Gによる割り込み要求（IMI2G）を禁止 （初期値）

1 IMF2Gによる割り込み要求（IMI2G）を許可 

 



11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 

Rev.5.00  2010.02.23  11-69 
RJJ09B0181-0500 

 

ビット 5：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 2F（IME2F） 

TSR2 Aの IMF2Fが 1にセットされたとき、IMF2Fによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 5 説   明 

IME2F  

0 IMF2Fによる割り込み要求（IMI2F）を禁止 （初期値）

1 IMF2Fによる割り込み要求（IMI2F）を許可 

 

ビット 4：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 2E（IME2E） 

TSR2 Aの IMF2Eが 1にセットされたとき、IMF2Eによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 4 説   明 

IME2E  

0 IMF2Eによる割り込み要求（IMI2E）を禁止 （初期値）

1 IMF2Eによる割り込み要求（IMI2E）を許可 

 

ビット 3：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 2D（IME2D） 

TSR2 Aの IMF2Dが 1にセットされたとき、IMF2Dによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 3 説   明 

IME2D  

0 IMF2Dによる割り込み要求（IMI2D）を禁止 （初期値）

1 IMF2Dによる割り込み要求（IMI2D）を許可 

 

ビット 2：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 2C（IME2C） 

TSR2Aの IMF2Cが 1にセットされたとき、IMF2Cによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 2 説   明 

IME2C  

0 IMF2Cによる割り込み要求（IMI2C）を禁止 （初期値）

1 IMF2Cによる割り込み要求（IMI2C）を許可 

 

ビット 1：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 2B（IME2B） 

TSR2 Aの IMF2Bが 1にセットされたとき、IMF2Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 1 説   明 

IME2B  

0 IMF2Bによる割り込み要求（IMI2B）を禁止 （初期値）

1 IMF2Bによる割り込み要求（IMI2B）を許可 

 

ビット 0：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 2A（IME2A） 

TSR2 Aの IMF2Aが 1にセットされたとき、IMF2Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 0 説   明 

IME2A  

0 IMF2Aによる割り込み要求（IMI2A）を禁止 （初期値）

1 IMF2Aによる割り込み要求（IMI2A）を許可 
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(b) TIER2B 

TIER2Bはチャネル 2のコンペアマッチとオーバフローの割り込み要求の許可／禁止を制御します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVE2B 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/W 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 CME2H CME2G CME2F CME2E CME2D CME2C CME2B CME2A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：オーバフローインタラプトイネーブル 2B （OVE2B） 

TSR2Bの OVF2Bが 1にセットされたとき、OVF2Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 8 説   明 

OVE2B  

0 OVF2Bによる割り込み要求（OVI2B）を禁止 （初期値）

1 OVF2Bによる割り込み要求（OVI2B）を許可 

 

ビット 7：コンペアマッチインタラプトイネーブル 2H （CME2H） 

TSR2Bの CMF2Hが 1にセットされたとき、CMF2Fによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 7 説   明 

CME2H  

0 CMF2Hによる割り込み要求（CMI2H）を禁止 （初期値）

1 CMF2Hによる割り込み要求（CMI2H）を許可 

 

ビット 6：コンペアマッチインタラプトイネーブル 2G （CME2G） 

TSR2Bの CMF2Gが 1にセットされたとき、CMF2Gによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 6 説   明 

CME2G  

0 CMF2Gによる割り込み要求（CMI2G）を禁止 （初期値）

1 CMF2Gによる割り込み要求（CMI2G）を許可 

 

ビット 5：コンペアマッチインタラプトイネーブル 2F （CME2F） 

TSR2Bの CMF2Fが 1にセットされたとき、CMF2Fによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 5 説   明 

CME2F  

0 CMF2Fによる割り込み要求（CMI2F）を禁止 （初期値）

1 CMF2Fによる割り込み要求（CMI2F）を許可 
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ビット 4：コンペアマッチインタラプトイネーブル 2E （CME2E） 

TSR2Bの CMF2Eが 1にセットされたとき、CMF2Eによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 4 説   明 

CME2E  

0 CMF2Eによる割り込み要求（CMI2E）を禁止 （初期値）

1 CMF2Eによる割り込み要求（CMI2E）を許可 

 

ビット 3：コンペアマッチインタラプトイネーブル 2D （CME2D） 

TSR2Bの CMF2Dが 1にセットされたとき、CMF2Dによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 3 説   明 

CME2D  

0 CMF2Dによる割り込み要求（CMI2D）を禁止 （初期値）

1 CMF2Dによる割り込み要求（CMI2D）を許可 

 

ビット 2：コンペアマッチインタラプトイネーブル 2C（CME2C） 

TSR2Bの CMF2Cが 1にセットされたとき、CMF2Cによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 2 説   明 

CME2C  

0 CMF2Cによる割り込み要求（CMI2C）を禁止 （初期値）

1 CMF2Cによる割り込み要求（CMI2C）を許可 

 

ビット 1：コンペアマッチインタラプトイネーブル 2B （CME2B） 

TSR2Bの CMF2Bが 1にセットされたとき、CMF2Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 1 説   明 

CME2B  

0 CMF2Bによる割り込み要求（CMI2B）を禁止 （初期値）

1 CMF2Bによる割り込み要求（CMI2B）を許可 

 

ビット 0：コンペアマッチインタラプトイネーブル 2A （CME2A） 

TSR2Bの CMF2Aが 1にセットされたとき、CMF2Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 0 説   明 

CME2A  

0 CMF2Aによる割り込み要求（CMI2A）を禁止 （初期値）

1 CMF2Aによる割り込み要求（CMI2A）を許可 
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(4) タイマインタラプトイネーブルレジスタ 3（TIER3） 

TIER3はチャネル 3～5のインプットキャプチャ、コンペアマッチとオーバフローの割り込み要求の許可／禁止を制御
します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― OVE5 IME5D IME5C IME5B IME5A OVE4 IME4D 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IME4C IME4B IME4A OVE3 IME3D IME3C IME3B IME3A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 14：オーバフローインタラプトイネーブル 5（OVE5） 

TSR3の OVF5が 1にセットされたとき、OVF5による割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 14 説   明 

OVE5  

0 OVF5による割り込み要求（OVI5）を禁止 （初期値）

1 OVF5による割り込み要求（OVI5）を許可 

 

ビット 13：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 5D（IME5D） 

TSR3の IMF5Dが 1にセットされたとき、IMF5Dによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 13 説   明 

IME5D  

0 IMF5Dによる割り込み要求（IMI5D）を禁止 （初期値）

1 IMF5Dによる割り込み要求（IMI5D）を許可 

 

ビット 12：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 5C（IME5C） 

TSR3の IMF5Cが 1にセットされたとき、IMF5Cによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 12 説   明 

IME5C  

0 IMF5Cによる割り込み要求（IMI5C）を禁止 （初期値）

1 IMF5Cによる割り込み要求（IMI5C）を許可 

 

ビット 11：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 5B（IME5B） 

TSR3の IMF5Bが 1にセットされたとき、IMF5Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 11 説   明 

IME5B  

0 IMF5Bによる割り込み要求（IMI5B）を禁止 （初期値）

1 IMF5Bによる割り込み要求（IMI5B）を許可 
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ビット 10：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 5A（IME5A） 

TSR3の IMF5Aが 1にセットされたとき、IMF5Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 10 説   明 

IME5A  

0 IMF5Aによる割り込み要求（IMI5A）を禁止 （初期値）

1 IMF5Aによる割り込み要求（IMI5A）を許可 

 

ビット 9：オーバフローインタラプトイネーブル 4（OVE4） 

TSR3の OVF4が 1にセットされたとき、OVF4による割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 9 説   明 

OVE4  

0 OVF4による割り込み要求（OVI4）を禁止 （初期値）

1 OVF4による割り込み要求（OVI4）を許可 

 

ビット 8：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 4D（IME4D） 

TSR3の IMF4Dが 1にセットされたとき、IMF4Dによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 8 説   明 

IME4D  

0 IMF4Dによる割り込み要求（IMI4D）を禁止 （初期値）

1 IMF4Dによる割り込み要求（IMI4D）を許可 

 

ビット 7：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 4C（IME4C） 

TSR3の IMF4Cが 1にセットされたとき、IMF4Cによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 7 説   明 

IME4C  

0 IMF4Cによる割り込み要求（IMI4C）を禁止 （初期値）

1 IMF4Cによる割り込み要求（IMI4C）を許可 

 

ビット 6：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 4B（IME4B） 

TSR3の IMF4Bが 1にセットされたとき、IMF4Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 6 説   明 

IME4B  

0 IMF4Bによる割り込み要求（IMI4B）を禁止 （初期値）

1 IMF4Bによる割り込み要求（IMI4B）を許可 

 

ビット 5：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 4A（IME4A） 

TSR3の IMF4Aが 1にセットされたとき、IMF4Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 5 説   明 

IME4A  

0 IMF4Aによる割り込み要求（IMI4A）を禁止 （初期値）

1 IMF4Aによる割り込み要求（IMI4A）を許可 
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ビット 4：オーバフローインタラプトイネーブル 3（OVE3） 

TSR3の OVF3が 1にセットされたとき、OVF3による割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 4 説   明 

OVE3  

0 OVF3による割り込み要求（OVI3）を禁止 （初期値）

1 OVF3による割り込み要求（OVI3）を許可 

 

ビット 3：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 3D（IME3D） 

TSR3の IMF3Dが 1にセットされたとき、IMF3Dによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 3 説   明 

IME3D  

0 IMF3Dによる割り込み要求（IMI3D）を禁止 （初期値）

1 IMF3Dによる割り込み要求（IMI3D）を許可 

 

ビット 2：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 3C（IME3C） 

TSR3の IMF3Cが 1にセットされたとき、IMF3Cによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 2 説   明 

IME3C  

0 IMF3Cによる割り込み要求（IMI3C）を禁止 （初期値）

1 IMF3Cによる割り込み要求（IMI3C）を許可 

 

ビット 1：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 3B（IME3B） 

TSR3の IMF3Bが 1にセットされたとき、IMF3Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 1 説   明 

IME3B  

0 IMF3Bによる割り込み要求（IMI3B）を禁止 （初期値）

1 IMF3Bによる割り込み要求（IMI3B）を許可 

 

ビット 0：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 3A（IME3A） 

TSR3の IMF3Aが 1にセットされたとき、IMF3Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 0 説   明 

IME3A  

0 IMF3Aによる割り込み要求（IMI3A）を禁止 （初期値）

1 IMF3Aによる割り込み要求（IMI3A）を許可 
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(5) タイマインタラプトイネーブルレジスタ 6、7（TIER6、TIER7） 

TIER6、7はチャネル 6、7のサイクルレジスタコンペアの割り込み要求の許可／禁止を制御します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― ― 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― ― CMExD CMExC CMExB CMExA 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R/W R/W R/W R/W 

【注】 x＝6、7 

 

ビット 15～4：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 3：サイクルレジスタコンペアマッチインタラプトイネーブル 6D、7D（CME6D、CME7D） 

TSR6、7の CMFxDが 1にセットされたとき、CMFxDによる割り込み要求を許可または禁止します。また、割り込み
要求許可状態で DMACを設定することにより、割り込み要求による DMACの起動が行えます。 
 

ビット 3 説   明 

CMExD  

0 CMFxDによる割り込み要求（CMIxD）を禁止 （初期値）

1 CMFxDによる割り込み要求（CMIxD）を許可 

【注】 x＝6、7 

 

ビット 2：サイクルレジスタコンペアマッチインタラプトイネーブル 6C、7C（CME6C、CME7C） 

TSR6、7の CMFxCが 1にセットされたとき、CMFxCによる割り込み要求を許可または禁止します。また、割り込み
要求許可状態で DMACを設定することにより、割り込み要求による DMACの起動が行えます。 
 

ビット 2 説   明 

CMExC  

0 CMFxCによる割り込み要求（CMIxC）を禁止 （初期値）

1 CMFxCによる割り込み要求（CMIxC）を許可 

【注】 x＝6、7 

 

ビット 1：サイクルレジスタコンペアマッチインタラプトイネーブル 6B、7B（CME6B、CME7B） 

TSR6、7の CMFxBが 1にセットされたとき、CMFxBによる割り込み要求を許可または禁止します。また、割り込み
要求許可状態で DMACを設定することにより、割り込み要求による DMACの起動が行えます。 
 

ビット 1 説   明 

CMExB  

0 CMFxBによる割り込み要求（CMIxB）を禁止 （初期値）

1 CMFxBによる割り込み要求（CMIxB）を許可 

【注】 x＝6、7 
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ビット 0：サイクルレジスタコンペアマッチインタラプトイネーブル 6A、7A（CME6A、CME7A） 

TSR6、7の CMFxAが 1にセットされたとき、CMFxAによる割り込み要求を許可または禁止します。また、割り込み
要求許可状態で DMACを設定することにより、割り込み要求による DMACの起動が行えます。 
 

ビット 0 説   明 

CMExA  

0 CMFxAによる割り込み要求（CMIxA）を禁止 （初期値）

1 CMFxAによる割り込み要求（CMIxA）を許可 

【注】 x＝6、7 

 

(6) タイマインタラプトイネーブルレジスタ 8（TIER8） 

TIER8はチャネル 8のワンショットパルスの割り込み要求の許可／禁止を制御します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 OSE8P OSE8O OSE8N OSE8M OSE8L OSE8K OSE8J OSE8I 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 OSE8H OSE8G OSE8F OSE8E OSE8D OSE8C OSE8B OSE8A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 15：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8P（OSE8P） 

TSR8の OSF8Pが 1にセットされたとき、OSF8Pによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 15 説   明 

OSE8P  

0 OSF8Pによる割り込み要求（OSI8P）を禁止 （初期値）

1 OSF8Pによる割り込み要求（OSI8P）を許可 

 

ビット 14：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8O（OSE8O） 

TSR8の OSF8Oが 1にセットされたとき、OSF8Oによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 14 説   明 

OSE8O  

0 OSF8Oによる割り込み要求（OSI8O）を禁止 （初期値）

1 OSF8Oによる割り込み要求（OSI8O）を許可 

 

ビット 13：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8N（OSE8N） 

TSR8の OSF8Nが 1にセットされたとき、OSF8Nによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 13 説   明 

OSE8N  

0 OSF8Nによる割り込み要求（OSI8N）を禁止 （初期値）

1 OSF8Nによる割り込み要求（OSI8N）を許可 
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ビット 12：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8M（OSE8M） 

TSR8の OSF8Mが 1にセットされたとき、OSF8Mによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 12 説   明 

OSE8M  

0 OSF8Mによる割り込み要求（OSI8M）を禁止 （初期値）

1 OSF8Mによる割り込み要求（OSI8M）を許可 

 

ビット 11：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8L（OSE8L） 

TSR8の OSF8Lが 1にセットされたとき、OSF8Lによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 11 説   明 

OSE8L  

0 OSF8Lによる割り込み要求（OSI8L）を禁止 （初期値）

1 OSF8Lによる割り込み要求（OSI8L）を許可 

 

ビット 10：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8K（OSE8K） 

TSR8の OSF8Kが 1にセットされたとき、OSF8Kによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 10 説   明 

OSE8K  

0 OSF8Kによる割り込み要求（OSI8K）を禁止 （初期値）

1 OSF8Kによる割り込み要求（OSI8K）を許可 

 

ビット 9：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8J（OSE8J） 

TSR8の OSF8Jが 1にセットされたとき、OSF8Jによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 9 説   明 

OSE8J  

0 OSF8Jによる割り込み要求（OSI8J）を禁止 （初期値）

1 OSF8Jによる割り込み要求（OSI8J）を許可 

 

ビット 8：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8I（OSE8I） 

TSR8の OSF8Iが 1にセットされたとき、OSF8Iによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 8 説   明 

OSE8I  

0 OSF8Iによる割り込み要求（OSI8I）を禁止 （初期値）

1 OSF8Iによる割り込み要求（OSI8I）を許可 

 

ビット 7：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8H（OSE8H） 

TSR8の OSF8Hが 1にセットされたとき、OSF8Hによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 7 説   明 

OSE8H  

0 OSF8Hによる割り込み要求（OSI8H）を禁止 （初期値）

1 OSF8Hによる割り込み要求（OSI8H）を許可 
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ビット 6：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8G（OSE8G） 

TSR8の OSF8Gが 1にセットされたとき、OSF8Gによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 6 説   明 

OSE8G  

0 OSF8Gによる割り込み要求（OSI8G）を禁止 （初期値）

1 OSF8Gによる割り込み要求（OSI8G）を許可 

 

ビット 5：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8F（OSE8F） 

TSR8の OSF8Fが 1にセットされたとき、OSF8Fによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 5 説   明 

OSE8F  

0 OSF8Fによる割り込み要求（OSI8F）を禁止 （初期値）

1 OSF8Fによる割り込み要求（OSI8F）を許可 

 

ビット 4：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8E（OSE8E） 

TSR8の OSF8Eが 1にセットされたとき、OSF8Eによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 4 説   明 

OSE8E  

0 OSF8Eによる割り込み要求（OSI8E）を禁止 （初期値）

1 OSF8Eによる割り込み要求（OSI8E）を許可 

 

ビット 3：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8D（OSE8D） 

TSR8の OSF8Dが 1にセットされたとき、OSF8Dによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 3 説   明 

OSE8D  

0 OSF8Dによる割り込み要求（OSI8D）を禁止 （初期値）

1 OSF8Dによる割り込み要求（OSI8D）を許可 

 

ビット 2：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8C（OSE8C） 

TSR8の OSF8Cが 1にセットされたとき、OSF8Cによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 2 説   明 

OSE8C  

0 OSF8Cによる割り込み要求（OSI8C）を禁止 （初期値）

1 OSF8Cによる割り込み要求（OSI8C）を許可 

 

ビット 1：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8B（OSE8B） 

TSR8の OSF8Bが 1にセットされたとき、OSF8Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 1 説   明 

OSE8B  

0 OSF8Bによる割り込み要求（OSI8B）を禁止 （初期値）

1 OSF8Bによる割り込み要求（OSI8B）を許可 
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ビット 0：ワンショットパルスインタラプトイネーブル 8A（OSE8A） 

TSR8の OSF8Aが 1にセットされたとき、OSF8Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 0 説   明 

OSE8A  

0 OSF8Aによる割り込み要求（OSI8A）を禁止 （初期値）

1 OSF8Aによる割り込み要求（OSI8A）を許可 

 

(7) タイマインタラプトイネーブルレジスタ 9（TIER9） 

TIER9はチャネル 9のコンペアマッチの割り込み要求の許可／禁止を制御します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― ― 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― CME9F CME9E CME9D CME9C CME9B CME9A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 15～6：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 5：コンペアマッチインタラプトイネーブル 9F（CME9F） 

TSR9の CMF9Fが 1にセットされたとき、CMF9Fによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 5 説   明 

CME9F  

0 CMF9Fによる割り込み要求（CMI9F）を禁止 （初期値）

1 CMF9Fによる割り込み要求（CMI9F）を許可 

 

ビット 4：コンペアマッチインタラプトイネーブル 9E（CME9E） 

TSR9の CMF9Eが 1にセットされたとき、CMF9Eによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 4 説   明 

CME9E  

0 CMF9Eによる割り込み要求（CMI9E）を禁止 （初期値）

1 CMF9Eによる割り込み要求（CMI9E）を許可 

 

ビット 3：コンペアマッチインタラプトイネーブル 9D（CME9D） 

TSR9の CMF9Dが 1にセットされたとき、CMF9Dによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 3 説   明 

CME9D  

0 CMF9Dによる割り込み要求（CMI9D）を禁止 （初期値）

1 CMF9Dによる割り込み要求（CMI9D）を許可 
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ビット 2：コンペアマッチインタラプトイネーブル 9C（CME9C） 

TSR9の CMF9Cが 1にセットされたとき、CMF9Cによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 2 説   明 

CME9C  

0 CMF9Cによる割り込み要求（CMI9C）を禁止 （初期値）

1 CMF9Cによる割り込み要求（CMI9C）を許可 

 

ビット 1：コンペアマッチインタラプトイネーブル 9B（CME9B） 

TSR9の CMF9Bが 1にセットされたとき、CMF9Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 1 説   明 

CME9B  

0 CMF9Bによる割り込み要求（CMI9B）を禁止 （初期値）

1 CMF9Bによる割り込み要求（CMI9B）を許可 

 

ビット 0：コンペアマッチインタラプトイネーブル 9A（CME9A） 

TSR9の CMF9Aが 1にセットされたとき、CMF9Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 0 説   明 

CME9A  

0 CMF9Aによる割り込み要求（CMI9A）を禁止 （初期値）

1 CMF9Aによる割り込み要求（CMI9A）を許可 

 

(8) タイマインタラプトイネーブルレジスタ 11（TIER11） 

TIER11はチャネル 11のインプットキャプチャ、コンペアマッチとオーバフローの割り込み要求の許可／禁止を制御
します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― OVE11 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/W 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― ― ― ― IME11B IME11A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R/W R/W 

 

ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：オーバフローインタラプトイネーブル 11（OVE11） 

TSR11の OVF11が 1にセットされたとき、OVF11による割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 8 説   明 

OVE11  

0 OVF11による割り込み要求（OVI11）を禁止 （初期値）

1 OVF11による割り込み要求（OVI11）を許可 
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ビット 7～2：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 1：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 11B（IME11B） 

TSR11の IMF11Bが 1にセットされたとき、IMF11Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 1 説   明 

IME11B  

0 IMF11Bによる割り込み要求（IMI11B）を禁止 （初期値）

1 IMF11Bによる割り込み要求（IMI11B）を許可 

 

ビット 0：インプットキャプチャ／コンペアマッチインタラプトイネーブル 11A（IME11A） 

TSR11の IMF11Aが 1にセットされたとき、IMF11Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 0 説   明 

IME11A  

0 IMF11Aによる割り込み要求（IMI11A）を禁止 （初期値）

1 IMF11Aによる割り込み要求（IMI11A）を許可 

 

11.2.7 インターバルインタラプトリクエストレジスタ（ITVRR） 
インターバルインタラプトリクエストレジスタ（ITVRR）は 8ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 0に 3

本のレジスタがあります。 
 

チャネル 略  称 機   能 

0 ITVRR1 TCNT0のビット 6～9にインターバル割り込み発生および A/D2変換器起動 

 ITVRR2A TCNT0のビット 10～13にインターバル割り込み発生および A/D0変換器起動 

 ITVRR2B TCNT0のビット 10～13にインターバル割り込み発生および A/D1変換器起動 

 

(1) インターバルインタラプトレジスタ 1（ITVRR1） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ITVA9 ITVA8 ITVA7 ITVA6 ITVE9 ITVE8 ITVE7 ITVE6 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
インターバルインタラプトリクエストレジスタ 1（ITVRR1）は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チ

ャネル 0のフリーランニングカウンタ（TCNT0）の対応するビットの立ち上がりを検出して周期的な割り込み出力や A/D2
変換の起動を制御します。 

ITVRR1はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化さ
れます。 
 

ビット 7：A/D2変換器インターバル起動ビット 9（ITVA9） 

TCNT0のビット 9に対応した A/D2変換器への起動の設定ビットです。TCNT0のビット 9の立ち上がりと ITVA9で
ANDをとり、A/D2変換器へ起動信号として出力します。 
 

ビット 7 説   明 

ITVA9  

0 TCNT0のビット 9の立ち上がりで A/D2変換器の起動を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 9の立ち上がりで A/D2変換器の起動を許可 
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ビット 6：A/D2変換器インターバル起動ビット 8（ITVA8） 

TCNT0のビット 8に対応した A/D2変換器への起動の設定ビットです。TCNT0のビット 8の立ち上がりと ITVA8で
ANDをとり、A/D2変換器へ起動信号として出力します。 
 

ビット 6 説   明 

ITVA8  

0 TCNT0のビット 8の立ち上がりで A/D2変換器の起動を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 8の立ち上がりで A/D2変換器の起動を許可 

 

ビット 5：A/D2変換器インターバル起動ビット 7（ITVA7） 

TCNT0のビット 7に対応した A/D2変換器への起動の設定ビットです。TCNT0のビット 7の立ち上がりと ITVA7で
ANDをとり、A/D2変換器へ起動信号として出力します。 
 

ビット 5 説   明 

ITVA7  

0 TCNT0のビット 7の立ち上がりで A/D2変換器の起動を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 7の立ち上がりで A/D2変換器の起動を許可 

 

ビット 4：A/D2変換器インターバル起動ビット 6（ITVA6） 

TCNT0のビット 6に対応した A/D2変換器への起動の設定ビットです。TCNT0のビット 6の立ち上がりと ITVA6で
ANDをとり、A/D2変換器へ起動信号として出力します。 
 

ビット 4 説   明 

ITVA6  

0 TCNT0のビット 6の立ち上がりで A/D2変換器の起動を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 6の立ち上がりで A/D2変換器の起動を許可 

 

ビット 3：インターバルインタラプトビット 9（ITVE9） 

TCNT0のビット 9に対応した INTCへのインターバル割り込みの設定ビットです。TCNT0のビット 9の立ち上がりと
ITVE9で ANDをとり、結果を TSR0の IIF1に格納し、CPUへ割り込みを要求します。 
 

ビット 3 説   明 

ITVE9  

0 TCNT0のビット 9の立ち上がりで割り込み要求（ITV1）を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 9の立ち上がりで割り込み要求（ITV1）を許可 

 

ビット 2：インターバルインタラプトビット 8（ITVE8） 

TCNT0のビット 8に対応した INTCへのインターバル割り込みの設定ビットです。TCNT0のビット 8の立ち上がりと
ITVE8で ANDをとり、結果を TSR0の IIF1に格納し、 CPUへ割り込みを要求します。 
 

ビット 2 説   明 

ITVE8  

0 TCNT0のビット 8の立ち上がりで割り込み要求（ITV1）を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 8の立ち上がりで割り込み要求（ITV1）を許可 
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ビット 1：インターバルインタラプトビット 7（ITVE7） 

TCNT0のビット 7に対応した INTCへのインターバル割り込みの設定ビットです。TCNT0のビット 7の立ち上がりと
ITVE7で ANDをとり、結果を TSR0の IIF1に格納し、 CPUへ割り込みを要求します。 
 

ビット 1 説   明 

ITVE7  

0 TCNT0のビット 7の立ち上がりで割り込み要求（ITV1）を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 7の立ち上がりで割り込み要求（ITV1）を許可 

 

ビット 0：インターバルインタラプトビット 6（ITVE6） 

TCNT0のビット 6に対応した INTCへのインターバル割り込みの設定ビットです。TCNT0のビット 6の立ち上がりと
ITVE6で ANDをとり、結果を TSR0の IIF1に格納し、 CPUへ割り込みを要求します。 
 

ビット 0 説   明 

ITVE6  

0 TCNT0のビット 6の立ち上がりで割り込み要求（ITV1）を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 6の立ち上がりで割り込み要求（ITV1）を許可 

 

(2) インターバルインタラプトレジスタ 2A､2B（ITVRR2A､ITVRR2B） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ITVA13x ITVA12x ITVA11x ITVA10x ITVE13x ITVE12x ITVE11x ITVE10x 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

【注】 x=A、B 

 

ビット 7：A/D0､1変換器インターバル起動ビット 13A、13B（ITVA13A、13B） 

TCNT0のビット 13に対応した A/D0、1（ITVRR2A=A/D0、ITVRR2B=A/D1）変換器への起動の設定ビットです。TCNT0
のビット 13の立ち上がりと ITVA13xで ANDをとり、A/D0、1変換器へ起動信号として出力します。 
 

ビット 7 説   明 

ITVA13x  

0 TCNT0のビット 13の立ち上がりで A/D0、1変換器の起動を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 13の立ち上がりで A/D0、1変換器の起動を許可 

【注】 x=A、B 

 

ビット 6：A/D0､1変換器インターバル起動ビット 12A、12B（ITVA12A、12B） 

TCNT0のビット 12に対応した A/D0、1（ITVRR2A=A/D0、ITVRR2B=A/D1）変換器への起動の設定ビットです。TCNT0
のビット 12の立ち上がりと ITVA12xで ANDをとり、A/D0、1変換器へ起動信号として出力します。 
 

ビット 6 説   明 

ITVA12x  

0 TCNT0のビット 12の立ち上がりで A/D0、1変換器の起動を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 12の立ち上がりで A/D0、1変換器の起動を許可 

【注】 x=A、B 
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ビット 5：A/D0､1変換器インターバル起動ビット 11A、11B（ITVA11A、11B） 

TCNT0のビット 11に対応した A/D0、1（ITVRR2A=A/D0、ITVRR2B=A/D1）変換器への起動の設定ビットです。TCNT0
のビット 11の立ち上がりと ITVA11xで ANDをとり、A/D0、1変換器へ起動信号として出力します。 
 

ビット 5 説   明 

ITVA11x  

0 TCNT0のビット 11の立ち上がりで A/D0、1変換器の起動を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 11の立ち上がりで A/D0、1変換器の起動を許可 

【注】 x=A、B 

 

ビット 4：A/D0､1変換器インターバル起動ビット 10A、10B（ITVA10A、10B） 

TCNT0のビット 10に対応した A/D0、1（ITVRR2A=A/D0、ITVRR2B=A/D1）変換器への起動の設定ビットです。TCNT0
のビット 10の立ち上がりと ITVA10xで ANDをとり、A/D0、1変換器へ起動信号として出力します。 
 

ビット 4 説   明 

ITVA10x  

0 TCNT0のビット 10の立ち上がりで A/D0、1変換器の起動を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 10の立ち上がりで A/D0、1変換器の起動を許可 

【注】 x=A、B 

 

ビット 3：インターバルインタラプトビット 13A、13B（ITVE13A、13B） 

TCNT0のビット 13に対応した INTCへのインターバル割り込みの設定ビットです。TCNT0のビット 13の立ち上がり
と ITVE13xで ANDをとり、結果を TSR0の IIF2xに格納し、CPUへの割り込みを要求します。 
 

ビット 3 説   明 

ITVE13x  

0 TCNT0のビット 13の立ち上がりで割り込み要求（ITV2x）を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 13の立ち上がりで割り込み要求（ITV2x）を許可 

【注】 x=A、B 

 

ビット 2：インターバルインタラプトビット 12A、12B（ITVE12A、12B） 

TCNT0のビット 12に対応した INTCへのインターバル割り込みの設定ビットです。TCNT0のビット 12の立ち上がり
と ITVE12xで ANDをとり、結果を TSR0の IIF2xに格納し、 CPUへの割り込みを要求します。 
 

ビット 2 説   明 

ITVE12x  

0 TCNT0のビット 12の立ち上がりで割り込み要求（ITV2x）を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 12の立ち上がりで割り込み要求（ITV2x）を許可 

【注】 x=A、B 

 

ビット 1：インターバルインタラプトビット 11A、11B（ITVE11A、11B） 

TCNT0のビット 11に対応した INTCへのインターバル割り込みの設定ビットです。TCNT0のビット 11の立ち上がり
と ITVE11xで ANDをとり、結果を TSR0の IIF2xに格納し、 CPUへの割り込みを要求します。 
 

ビット 1 説   明 

ITVE11x  

0 TCNT0のビット 11の立ち上がりで割り込み要求（ITV2x）を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 11の立ち上がりで割り込み要求（ITV2x）を許可 

【注】 x=A、B 
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ビット 0：インターバルインタラプトビット 10A、10B（ITVE10A、10B） 

TCNT0のビット 10に対応した INTCへのインターバル割り込みの設定ビットです。TCNT0のビット 10の立ち上がり
と ITVE10xで ANDをとり、結果を TSR0の IIF2xに格納し、CPUへの割り込みを要求します。 
 

ビット 0 説   明 

ITVE10x  

0 TCNT0のビット 10の立ち上がりで割り込み要求（ITV2x）を禁止 （初期値）

1 TCNT0のビット 10の立ち上がりで割り込み要求（ITV2x）を許可 

【注】 x=A、B 

 
詳細は「11.3.7 インターバルタイマ機能」を参照してください。 

 

11.2.8 トリガモードレジスタ（TRGMDR） 
トリガモードレジスタ（TRGMDR）は 8ビットのレジスタです。ATU-IIには 1本のレジスタがあります。 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TRGMD ― ― ― ― ― ― ― 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R R R R R R R 

 
TRGMDRは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 1とチャネル 8を連結して使用する場合のチ

ャネル1のコンペアマッチをチャネル8のワンショットパルススタートトリガとして使用するかワンショットパルスのタ
ーミネートトリガとして使用するかを選択します。 

TRGMDRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化さ
れます。 
 

ビット 7：トリガモードセレクションレジスタ（TRGMD） 

チャネル 8のワンショットパルスのスタートトリガ／ワンショットパルスターミネートトリガの設定を選択します。 
 

ビット 7 説   明 

TRGMD  

0 ワンショットパルススタートトリガ（TCNT1B＝OCR1） （初期値）

ワンショットパルスターミネートトリガ（TCNT1A＝GR1A～H） 

1 ワンショットパルススタートトリガ（TCNT1A＝GR1A～H） 

ワンショットパルスターミネートトリガ（TCNT1B＝OCR1） 

 

ビット 6～0：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

11.2.9 タイマモードレジスタ（TMDR） 
タイマモードレジスタ（TMDR）は 8ビットのレジスタです。ATU-IIには 1本のレジスタがあります。 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― ― ― T5PWM T4PWM T3PWM 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R/W R/W R/W 

 
TMDRは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 3～5をインプットキャプチャ／アウトプットコ

ンペアモードとして使用するか、PWMモードとして使用するかの設定を行います。 
TMDRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
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ビット 7～3：予約ビット 

ビット 7～3を読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2：PWMモード 5（T5PWM） 

チャネル 5をインプットキャプチャ／アウトプットコンペアモードで動作させるか、PWMモードで動作させるかを選
択します。 
 

ビット 2 説   明 

T5PWM  

0 チャネル 5はインプットキャプチャ／アウトプットコンペアモードを選択 （初期値）

1 チャネル 5は PWMモード機能を選択 

 
T5PWMビットを 1にセットして PWMモードにすると、TIO5A～TIO5C端子は PWM出力端子となり、ジェネラルレ

ジスタ 5D（GR5D）がサイクルレジスタで、ジェネラルレジスタ 5A～5C（GR5A～GR5C）はデューティレジスタとなり
ます。タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR5A、B）の設定は無効となり、ジェネラルレジスタ（GR5A～D）への書
き込みが可能です。TIO5D端子はタイマ出力として使用しないでください。 
 

ビット 1：PWMモード 4（T4PWM） 

チャネル 4をインプットキャプチャ／アウトプットコンペアモードで動作させるか、PWMモードで動作させるかを選
択します。 
 

ビット 1 説   明 

T4PWM  

0 チャネル 4はインプットキャプチャ／アウトプットコンペアモードを選択 （初期値）

1 チャネル 4は PWMモード機能を選択 

 
T4PWMビットを 1にセットして PWMモードにすると、TIO4A～TIO4C端子は PWM出力端子となり、ジェネラルレ

ジスタ 4D（GR4D）がサイクルレジスタで、ジェネラルレジスタ 4A～4C（GR4A～GR4C）はデューティレジスタとなり
ます。タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR4A、B）の設定は無効となり、ジェネラルレジスタ（GR4A～D）への書
き込みが可能です。TIO4D端子はタイマ出力として使用しないでください。 
 

ビット 0：PWMモード 3（T3PWM） 

チャネル 3をインプットキャプチャ／アウトプットコンペアモードで動作させるか、PWMモードで動作させるかを選
択します。 
 

ビット 0 説   明 

T3PWM  

0 チャネル 3はインプットキャプチャ／アウトプットコンペアモードを選択 （初期値）

1 チャネル 3は PWMモード機能を選択 

 
T3PWMビットを 1にセットして PWMモードにすると、TIO3A～TIO3C端子は PWM出力端子となり、ジェネラルレ

ジスタ 3D（GR3D）がサイクルレジスタで、ジェネラルレジスタ 3A～3C（GR4A～GR4C）はデューティレジスタとなり
ます。タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR3A、B）の設定は無効となり、ジェネラルレジスタ（GR3A～D）への書
き込みが可能です。TIO3D端子はタイマ出力として使用しないでください。 
 

11.2.10 PWMモードレジスタ（PMDR） 
PWMモードレジスタ（PMDR）は 8ビットのレジスタです。ATU-IIには 1本のレジスタがあります。 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 DTSELD DTSELC DTSELB DTSELA CNTSELD CNTSELC CNTSELB CNTSELA

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 
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PMDRは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 6を PWM出力をオンデューディ／オフデューテ
ィに設定するかまたは非相補 PWMモード／相補 PWMモードに設定するか選択します。 

PMDRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され
ます。 
 

ビット 7：デューティセレクションレジスタ D（DTSELD） 

チャネル 6Dの TO6D出力 PWMをオンデューティに設定するかオフデューティに設定するかを選択します。 
 

ビット 7 説   明 

DTSELD  

0 TO6Dの PWM出力はオンデューティ （初期値）

1 TO6Dの PWM出力はオフデューティ 

 

ビット 6：デューティセレクションレジスタ C（DTSELC） 

チャネル 6Cの TO6C出力 PWMをオンデューティに設定するかオフデューティに設定するかを選択します。 
 

ビット 6 説   明 

DTSELC  

0 TO6Cの PWM出力はオンデューティ （初期値）

1 TO6Cの PWM出力はオフデューティ 

 

ビット 5：デューティセレクションレジスタ B（DTSELB） 

チャネル 6Bの TO6B出力 PWMをオンデューティに設定するかオフデューティに設定するかを選択します。 
 

ビット 5 説   明 

DTSELB  

0 TO6Bの PWM出力はオンデューティ （初期値）

1 TO6Bの PWM出力はオフデューティ 

 

ビット 4：デューティセレクションレジスタ A（DTSELA） 

チャネル 6Aの TO6A出力 PWMをオンデューティに設定するかオフデューティに設定するかを選択します。 
 

ビット 4 説   明 

DTSELA  

0 TO6Aの PWM出力はオンデューティ （初期値）

1 TO6Aの PWM出力はオフデューティ 

 

ビット 3：カウンタセレクションレジスタ D（CNTSELD） 

チャネル 6Dの PWMを非相補 PWMモードとして設定するか相補 PWMモードとして設定するかを選択します。 
 

ビット 3 説   明 

CNTSELD  

0 TCNT6Dは非相補 PWMモード （初期値）

1 TCNT6Dは相補 PWMモード 
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ビット 2：カウンタセレクションレジスタ C（CNTSELC） 

チャネル 6Cの PWMを非相補 PWMモードとして設定するか相補 PWMモードとして設定するかを選択します。 
 

ビット 2 説   明 

CNTSELC  

0 TCNT6Cは非相補 PWMモード （初期値）

1 TCNT6Cは相補 PWMモード 

 

ビット 1：カウンタセレクションレジスタ B（CNTSELB） 

チャネル 6Bの PWMを非相補 PWMモードとして設定するか相補 PWMモードとして設定するかを選択します。 
 

ビット 1 説   明 

CNTSELB  

0 TCNT6Bは非相補 PWMモード （初期値）

1 TCNT6Bは相補 PWMモード 

 

ビット 0：カウンタセレクションレジスタ A（CNTSELA） 

チャネル 6Aの PWMを非相補 PWMモードとして設定するか相補 PWMモードとして設定するかを選択します。 
 

ビット 0 説   明 

CNTSELA  

0 TCNT6Aは非相補 PWMモード （初期値）

1 TCNT6Aは相補 PWMモード 

 

11.2.11 ダウンカウントスタートレジスタ（DSTR） 
ダウンカウントスタートレジスタ（DSTR）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 8に 1本のレジスタ

があります。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 DST8P DST8O DST8N DST8M DST8L DST8K DST8J DST8I 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 DST8H DST8G DST8F DST8E DST8D DST8C DST8B DST8A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* 

【注】 * 1のみ書き込み可能です。 

 
ダウンカウントスタートレジスタ（DSTR）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 8のダウ

ンカウンタ（DCNT）の動作開始を選択します。 
ワンショットパルス機能の場合は、ユーザプログラムにより任意に DST8xに 1のみを設定することができます。ただ

し、対応する DCNT8xが H'0000の場合は 1を設定することはできません。また、DCNTの値がアンダフローするタイミ
ングで自動的に DST8xは 0にクリアされます。 
オフセット付きワンショットパルス機能の場合は、対応するタイマコネクションレジスタ（TCNR）のビットが 1の状

態で、チャネル 1、2のフリーランニングカウンタ（TCNT）とジェネラルレジスタ（GR）またはアウトプットコンペア
レジスタ（OCR1）のコンペアマッチが発生すると、DST8xは自動的に 1にセットされます。ただし、DCNT8xの値が
H'0000の場合はセットされません。また DST8I～Pについては、リロードイネーブルレジスタ（RLDENR）の RLDENビ
ットが 1に設定されており、かつリロードレジスタ（RLDR8）が H'0000でなければ、対応する DCNT8xにリロードが行
われ、DST8xビットに 1がセットされます。また、DST8xのクリアの場合は DCNT8xの値がアンダフローするタイミン
グで自動的に 0にクリアされるか、対応するワンショットパルスターミネートレジスタ（OTR）のビットが 1の状態でト
リガモードレジスタ（TRGMDR）で設定したチャネル 1、2のワンショットターミネートトリガ信号が入力されるかいず
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れか先に発生した方でクリアされます。 
なお、DCNT8xはアンダフローするタイミングで H'0000にクリアされます。 
DSTRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化さ

れます。 
 
詳細は「11.3.5 ワンショットパルス機能」、および「11.3.6 オフセット付きワンショットパルス機能と出力遮断機

能」を参照してください。 
 

ビット 15：ダウンカウントスタート 8P（DST8P） 

ダウンカウンタ 8P（DCNT8P）の動作開始を選択します。 
 

ビット 15 説   明 

DST8P  

0 DCNT8Pのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8P値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 2（GR2H）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Pはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8P≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR2Hのコンペアマッチ発生時 
（DCNT8P≠H'0000またはリロード可能） 
 およびユーザプログラムにより設定 
（DCNT8P≠H'0000） 

 

ビット 14：ダウンカウントスタート 8O（DST8O） 

ダウンカウンタ 8O（DCNT8O）の動作開始を選択します。 
 

ビット 14 説   明 

DST8O  

0 DCNT8Oのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8O値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 2（GR2G）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Oはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8O≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR2Gのコンペアマッチ発生時 
（DCNT8O≠H'0000またはリロード可能） 
およびユーザプログラムにより設定 
（DCNT8O≠H'0000） 
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ビット 13：ダウンカウントスタート 8N（DST8N） 

ダウンカウンタ 8N（DCNT8N）の動作開始を選択します。 
 

ビット 13 説   明 

DST8N  

0 DCNT8Nのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8N値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 2（GR2F）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Nはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8N≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR2Fのコンペアマッチ発生時 
（DCNT8N≠H'0000またはリロード可能） 
およびユーザプログラムにより設定 
（DCNT8N≠H'0000） 

 

ビット 12：ダウンカウントスタート 8M（DST8M） 

ダウンカウンタ 8M（DCNT8M）の動作開始を選択します。 
 

ビット 12 説   明 

DST8M  

0 DCNT8Mのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8M値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 2（GR2E）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Mはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8M≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR2Eのコンペアマッチ発生時 
（DCNT8M≠H'0000またはリロード可能） 
およびユーザプログラムにより設定 
（DCNT8M≠H'0000） 

 

ビット 11：ダウンカウントスタート 8L（DST8L） 

ダウンカウンタ 8L（DCNT8L）の動作開始を選択します。 
 

ビット 11 説   明 

DST8L  

0 DCNT8Lのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8L値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 2（GR2D）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Lはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8L≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR2Dのコンペアマッチ発生時 
（DCNT8L≠H'0000またはリロード可能） 
およびユーザプログラムにより設定 
（DCNT8L≠H'0000） 
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ビット 10：ダウンカウントスタート 8K（DST8K） 

ダウンカウンタ 8K（DCNT8K）の動作開始を選択します。 
 

ビット 10 説   明 

DST8K  

0 DCNT8Kのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8K値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 2（GR2C）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Kはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8K≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR2Cのコンペアマッチ発生時 
（DCNT8K≠H'0000またはリロード可能） 
およびユーザプログラムにより設定 
（DCNT8K≠H'0000） 

 

ビット 9：ダウンカウントスタート 8J（DST8J） 

ダウンカウンタ 8J（DCNT8J）の動作開始を選択します。 
 

ビット 9 説   明 

DST8J  

0 DCNT8Jのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8J値がアンダフローするタイミングおよび 

チャネル 2（GR2B）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Jはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 

  （ただし、DCNT8J≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能 ：OCR2Bのコンペアマッチ発生時 

  （DCNT8J≠H'0000またはリロード可能） 

  およびユーザプログラムにより設定 

  （DCNT8J≠H'0000） 

 

ビット 8：ダウンカウントスタート 8I（DST8I） 

ダウンカウンタ 8I（DCNT8I）の動作開始を選択します。 
 

ビット 8 説   明 

DST8I  

0 DCNT8Iのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8I値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 2（GR2A）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Iはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8I≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR2Aのコンペアマッチ発生時 
（DCNT8I≠H'0000またはリロード可能） 
およびユーザプログラムにより設定 
（DCNT8I≠H'0000） 
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ビット 7：ダウンカウントスタート 8H（DST8H） 

ダウンカウンタ 8H（DCNT8H）の動作開始を選択します。 
 

ビット 7 説   明 

DST8H  

0 DCNT8Hのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8H値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 1（GR1Hまたは OCR1）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Hはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8H≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR1のコンペアマッチ発生時 
または GR1Hのコンペアマッチ発生時 
 およびユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8H≠H'0000） 

 

ビット 6：ダウンカウントスタート 8G（DST8G） 

ダウンカウンタ 8G（DCNT8G）の動作開始を選択します。 
 

ビット 6 説   明 

DST8G  

0 DCNT8Gのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8G値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 1（GR1Gまたは OCR1）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Gはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8G≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR1のコンペアマッチ発生時 
または GR1Gのコンペアマッチ発生時 
およびユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8G≠H'0000） 

 

ビット 5：ダウンカウントスタート 8F（DST8F） 

ダウンカウンタ 8F（DCNT8F）の動作開始を選択します。 
 

ビット 5 説   明 

DST8F  

0 DCNT8Fのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8F値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 1（GR1Fまたは OCR1）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Fはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8F≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR1のコンペアマッチ発生時 
または GR1Fのコンペアマッチ発生時 
およびユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8F≠H'0000） 
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ビット 4：ダウンカウントスタート 8E（DST8E） 

ダウンカウンタ 8E（DCNT8E）の動作開始を選択します。 
 

ビット 4 説   明 

DST8E  

0 DCNT8Eのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8E値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 1（GR1Eまたは OCR1）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Eはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8E≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR1のコンペアマッチ発生時 
または GR1Eのコンペアマッチ発生時 
およびユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8E≠H'0000） 

 

ビット 3：ダウンカウントスタート 8D（DST8D） 

ダウンカウンタ 8D（DCNT8D）の動作開始を選択します。 
 

ビット 3 説   明 

DST8D  

0 DCNT8Dのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8D値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 1（GR1Dまたは OCR1）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Dはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8D≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR1のコンペアマッチ発生時 
または GR1Dのコンペアマッチ発生時 
およびユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8D≠H'0000） 

 

ビット 2：ダウンカウントスタート 8C（DST8C） 

ダウンカウンタ 8C（DCNT8C）の動作開始を選択します。 
 

ビット 2 説   明 

DST8C  

0 DCNT8Cのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8C値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 1（GR1Cまたは OCR1）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Cはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8C≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR1のコンペアマッチ発生時 
または GR1Cのコンペアマッチ発生時 
およびユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8C≠H'0000） 
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ビット 1：ダウンカウントスタート 8B（DST8B） 

ダウンカウンタ 8B（DCNT8B）の動作開始を選択します。 
 

ビット 1 説   明 

DST8B  

0 DCNT8Bのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8B値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 1（GR1Bまたは OCR1）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Bはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 

  （ただし、DCNT8B≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR1のコンペアマッチ発生時 
または GR1Bのコンペアマッチ発生時 
およびユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8B≠H'0000） 

 

ビット 0：ダウンカウントスタート 8A（DST8A） 

ダウンカウンタ 8A（DCNT8A）の動作開始を選択します。 
 

ビット 0 説   明 

DST8A  

0 DCNT8Aのカウント停止 （初期値）

［クリア条件］ 

DCNT8A値がアンダフローするタイミングおよびチャネル 1（GR1Aまたは OCR1）のコンペアマッチ 

1 DCNT8Aはカウント動作 

［セット条件］ 

ワンショットパルス機能 ：ユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8A≠H'0000） 

オフセット付きワンショットパルス機能：OCR1のコンペアマッチ発生時 
または GR1Aのコンペアマッチ発生時 
およびユーザプログラムにより設定 
（ただし、DCNT8A≠H'0000） 

 

11.2.12 タイマコネクションレジスタ（TCNR） 
タイマコネクションレジスタ（TCNR）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 8に 1本のレジスタがあ

ります。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 CN8P CN8O CN8N CN8M CN8L CN8K CN8J CN8I 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 CN8H CN8G CN8F CN8E CN8D CN8C CN8B CN8A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
タイマコネクションレジスタ（TCNR）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 8のダウンカ

ウントスタートレジスタ（DSTR）とチャネル 1、2のコンペアマッチ信号（ダウンカウントスタートトリガ）との接続
許可／禁止を設定します。チャネル 1のダウンカウントスタートトリガ A～Hはチャネル 1の OCR1のコンペアマッチ信
号または GR1xのコンペアマッチ信号（TRGMDRで設定）です。チャネル 2のダウンカウントスタートトリガ A～Hは
チャネル 2の OCR2xのコンペアマッチ信号です。 

GR1xのコンペアマッチを使用する場合は、TIOR1A～Dをコンペアマッチ可能に設定してください。 
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TCNRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化さ
れます。 
 
詳細は「11.3.5 ワンショットパルス機能」、および「11.3.6 オフセット付きワンショットパルス機能と出力遮断機

能」を参照してください。 
 

ビット 15：コネクションフラグ 8P（CN8P） 

DST8Pとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 15 説   明 

CN8P  

0 DST8Pとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Hとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Pとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Hとの接続を許可 

 

ビット 14：コネクションフラグ 8O（CN8O） 

DST8Oとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 14 説   明 

CN8O  

0 DST8Oとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Gとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Oとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Gとの接続を許可 

 

ビット 13：コネクションフラグ 8N（CN8N） 

DST8Nとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 13 説   明 

CN8N  

0 DST8Nとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Fとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Nとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Fとの接続を許可 

 

ビット 12：コネクションフラグ 8M（CN8M） 

DST8Mとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 12 説   明 

CN8M  

0 DST8Mとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Eとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Mとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Eとの接続を許可 

 

ビット 11：コネクションフラグ 8L（CN8L） 

DST8Lとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 11 説   明 

CN8L  

0 DST8Lとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Dとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Lとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Dとの接続を許可 
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ビット 10：コネクションフラグ 8K（CN8K） 

DST8Kとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 10 説   明 

CN8K  

0 DST8Kとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Cとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Kとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Cとの接続を許可 

 

ビット 9：コネクションフラグ 8J（CN8J） 

DST8Jとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 9 説   明 

CN8J  

0 DST8Jとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Bとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Jとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Bとの接続を許可 

 

ビット 8：コネクションフラグ 8I（CN8I） 

DST8Iとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 8 説   明 

CN8I  

0 DST8Iとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Aとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Iとチャネル 2のダウンカウントスタートトリガ Aとの接続を許可 

 

ビット 7：コネクションフラグ 8H（CN8H） 

DST8Hとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 7 説   明 

CN8H  

0 DST8Hとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Hとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Hとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Hとの接続を許可 

 

ビット 6：コネクションフラグ 8G（CN8G） 

DST8Gとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 6 説   明 

CN8G  

0 DST8Gとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Gとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Gとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Gとの接続を許可 

 

ビット 5：コネクションフラグ 8F（CN8F） 

DST8Fとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 5 説   明 

CN8F  

0 DST8Fとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Fとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Fとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Fとの接続を許可 
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ビット 4：コネクションフラグ 8E（CN8E） 

DST8Eとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 4 説   明 

CN8E  

0 DST8Eとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Eとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Eとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Eとの接続を許可 

 

ビット 3：コネクションフラグ 8D（CN8D） 

DST8Dとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 3 説   明 

CN8D  

0 DST8Dとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Dとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Dとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Dとの接続を許可 

 

ビット 2：コネクションフラグ 8C（CN8C） 

DST8Cとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 2 説   明 

CN8C  

0 DST8Cとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Cとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Cとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Cとの接続を許可 

 

ビット 1：コネクションフラグ 8B（CN8B） 

DST8Bとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 1 説   明 

CN8B  

0 DST8Bとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Bとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Bとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Bとの接続を許可 

 

ビット 0：コネクションフラグ 8A（CN8A） 

DST8Aとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガとの接続許可／禁止を選択します。 
 

ビット 0 説   明 

CN8A  

0 DST8Aとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Aとの接続を禁止 （初期値）

1 DST8Aとチャネル 1のダウンカウントスタートトリガ Aとの接続を許可 
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11.2.13 ワンショットパルスターミネートレジスタ（OTR） 
ワンショットパルスターミネートレジスタ（OTR）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 8に 1本のレ

ジスタがあります。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 OTEP OTEO OTEN OTEM OTEL OTEK OTEJ OTEI 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 OTEH OTEG OTEF OTEE OTED OTEC OTEB OTEA 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
ワンショットパルスターミネートレジスタ（OTR）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 1、

2のコンペアマッチ信号によりチャネル 8のワンショットパルス強制終了を許可／禁止するかを設定します。ワンショッ
トパルスを強制終了した場合、対応する DSTRのビットおよびダウンカウンタがクリアされます。また、対応する TSR8
のビットがセットされます。チャネル 1のワンショットパルスターミネート信号は GR1A～Hのコンペアマッチおよび
OCR1のコンペアマッチにより発生します（TRGMDRを参照ください）。チャネル 2のワンショットパルスターミネー
ト信号は GR2A～Hのコンペアマッチにより発生します。GR1A～H、GR2A～Hでターミネート信号を発生させるには、
それぞれ TIOR1A～D、TIOR2A～Dでコンペアマッチを選択してください。 

OTRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化され
ます。 
 

ビット 15：ワンショットパルスターミネートイネーブル P（OTEP） 

チャネル 2のダウンカウンタターミネートトリガ Hで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 15 説   明 

OTEP  

0 TO8Pをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Pをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 14：ワンショットパルスターミネートイネーブル O（OTEO） 

チャネル 2のダウンカウンタターミネートトリガ Gで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 14 説   明 

OTEO  

0 TO8Oをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Oをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 13：ワンショットパルスターミネートイネーブル N（OTEN） 

チャネル 2のダウンカウンタターミネートトリガ Fで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 13 説   明 

OTEN  

0 TO8Nをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Nをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 
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ビット 12：ワンショットパルスターミネートイネーブルM（OTEM） 

チャネル 2のダウンカウンタターミネートトリガ Eで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 12 説   明 

OTEM  

0 TO8Mをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Mをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 11：ワンショットパルスターミネートイネーブル L（OTEL） 

チャネル 2のダウンカウンタターミネートトリガ Dで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 11 説   明 

OTEL  

0 TO8Lをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Lをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 10：ワンショットパルスターミネートイネーブル K（OTEK） 

チャネル 2のダウンカウンタターミネートトリガ Cで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 10 説   明 

OTEK  

0 TO8Kをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Kをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 9：ワンショットパルスターミネートイネーブル J（OTEJ） 

チャネル 2のダウンカウンタターミネートトリガ Bで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 9 説   明 

OTEJ  

0 TO8Jをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Jをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 8：ワンショットパルスターミネートイネーブル I（OTEI） 

チャネル 2のダウンカウンタターミネートトリガ Aで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 8 説   明 

OTEI  

0 TO8Iをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Iをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 7：ワンショットパルスターミネートイネーブル H（OTEH） 

チャネル 1のダウンカウンタターミネートトリガ Hで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 7 説   明 

OTEH  

0 TO8Hをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Hをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 
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ビット 6：ワンショットパルスターミネートイネーブル G（OTEG） 

チャネル 1のダウンカウンタターミネートトリガ Gで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 6 説   明 

OTEG  

0 TO8Gをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Gをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 5：ワンショットパルスターミネートイネーブル F（OTEF） 

チャネル 1のダウンカウンタターミネートトリガ Fで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 5 説   明 

OTEF  

0 TO8Fをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Fをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 4：ワンショットパルスターミネートイネーブル E（OTEE） 

チャネル 1のダウンカウンタターミネートトリガ Eで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 4 説   明 

OTEE  

0 TO8Eをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Eをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 3：ワンショットパルスターミネートイネーブル D（OTED） 

チャネル 1のダウンカウンタターミネートトリガ Dで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 3 説   明 

OTED  

0 TO8Dをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Dをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 2：ワンショットパルスターミネートイネーブル C（OTEC） 

チャネル 1のダウンカウンタターミネートトリガ Cで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 2 説   明 

OTEC  

0 TO8Cをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Cをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

ビット 1：ワンショットパルスターミネートイネーブル B（OTEB） 

チャネル 1のダウンカウンタターミネートトリガ Bで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 1 説   明 

OTEB  

0 TO8Bをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Bをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 
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ビット 0：ワンショットパルスターミネートイネーブル A（OTEA） 

チャネル 1のダウンカウンタターミネートトリガ Aで出力の強制終了許可／禁止を選択します。 
 

ビット 0 説   明 

OTEA  

0 TO8Aをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を禁止 （初期値）

1 TO8Aをダウンカウンタターミネートトリガによる強制終了を許可 

 

11.2.14 リロードイネーブルレジスタ（RLDENR） 
リロードイネーブルレジスタ（RLDENR）は 8ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 8に 1本のレジスタが

あります。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 RLDEN ― ― ― ― ― ― ― 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R R R R R R R 

 
RLDENRは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、リロードレジスタ 8（RLDR8）の値をダウンカウ

ンタ（DCNT8I～P）へロードの許可／禁止を選択します。ロードはチャネル 2のコンペアマッチ信号のワンショットパ
ルススタートトリガ発生で行います。ただし、チャネル 2と連結せず（ワンショットパルス機能）使用した場合、および
ダウンカウンタ（DCNT8I～P）がダウンカウント中はリロードは実行されません。 

RLDENRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化さ
れます。 
 

ビット 7：リロードイネーブル（RLDEN） 

RLDRの値を DCNT8I～Pへロードする許可／禁止を選択します。 
 

ビット 7 説   明 

RLDEN  

0 リロードレジスタの値をダウンカウンタへロード禁止 （初期値）

1 リロードレジスタの値をダウンカウンタへロード許可 

 

ビット 6～0：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

11.2.15 フリーランニングカウンタ（TCNT） 
フリーランニングカウンタ（TCNT）は 32ビットまたは 16ビットのアップカウンタです。ATU-IIには、チャネル 0

に 32ビットの TCNTを 1本、チャネル 1～7、11に 16ビットの TCNTを 16本、計 17本の TCNTがあります。チャネル
10については「11.2.26 チャネル 10のレジスタ」を参照してください。 
 

チャネル 略  称 機   能 

0 TCNT0H、TCNT0L 32ビットのアップカウンタ（初期値 H'00000000） 

1 TCNT1A、TCNT1B 16ビットのアップカウンタ（初期値 H'0000） 

2 TCNT2A、TCNT2B  

3 TCNT3  

4 TCNT4  

5 TCNT5  

6 TCNT6A～D 16ビットのアップ／ダウンカウンタ（初期値 H'0001） 

7 TCNT7A～D 16ビットのアップカウンタ（初期値 H'0001） 

11 TCNT11 16ビットのアップカウンタ（初期値 H'0000） 
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(1) フリーランニングカウンタ 0H、L（TCNT0H、TCNT0L） 

フリーランニングカウンタ 0H、L（TCNT0H、TCNT0L）は 32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで入力し
たクロックによりカウント動作を行います。タイマスタートレジスタ（TSTR1）の対応するビットを 1にセットするとカ
ウントを開始します。入力するクロックはプリスケーラレジスタ 1（PSCR1）により選択します。 
 
ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
TCNT0がオーバフロー（H'FFFFFFFF→H'00000000）すると、タイマステータスレジスタ（TSR0）のオーバフローフ

ラグ（OVF0）が 1にセットされます。 
TCNT0はロングワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。ワード単位での読み出し／書き込みは行わないで

ください。 
TCNT0はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00000000に初期

化されます。 
 

(2) フリーランニングカウンタ 1A、1B、2A、2B、3～5、11（TCNT1A、1B、2A、2B、3～5、11） 

フリーランニングカウンタ 1A、1B、2A、2B、3～5、11（TCNT1A、1B、2A、2B、3～5、11）は 16ビットの読み出
し／書き込み可能なレジスタで入力したクロックによりカウント動作を行います。タイマスタートレジスタ（TSTR1、3）
の対応するビットを 1にセットするとカウントを開始します。入力するクロックはプリスケーラレジスタ 1（PSCR1）、
タイマコントロールレジスタ（TCR）により選択します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
TCNT1A、1B、2A、2Bはチャネル 10からのカウンタクリアトリガが入力中にカウントアップするときにカウンタク

リアします。 
TCNT3～5は TIORの設定により、対応する GRとのコンペアマッチで、カウンタクリアします。 
TCNT1A、1B、2A、2B、3～5、11がオーバフロー（H'FFFF→H'0000）するとタイマステータスレジスタ（TSR）の対

応するチャネルのオーバフローフラグ（OVF）が 1にセットされます。 
TCNT1A、1B、2A、2B、3～5、11はワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
TCNT1A、1B、2A、2B、3～5、11はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタン

バイ時に H'0000に初期化されます。 
TCNT1A、1B、2A、2B、3～5は外部クロック入力（TCLKA、TCLKB）によりカウントが可能です。 
TCNT1A、1B、2A、2B、3～5はチャネル 10で生成した外部入力（TI10）（AGCK）およびチャネル 10の逓倍クロッ

ク（AGCKM）によりカウントが可能です。 
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(3) フリーランニングカウンタ 6A～D、7A～D（TCNT6A～D、7A～D） 

フリーランニングカウンタ 6A～D、7A～D（TCNT6A～D、7A～D）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジス
タでチャネル 6、7はタイマスタートレジスタ（TSTR2）によりカウント開始します。 
チャネル 6、7へ入力するクロックはプリスケーラレジスタ 2、3（PSCR2、3）、タイマコントロールレジスタ 6、7（TCR6、

7）により選択します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
TCNT6A～D（非相補 PWM時）および TCNT7A～Dはサイクルレジスタ（CYLR）とコンペアマッチしたとき、カウ

ンタクリアします。 
TCNT6A～D（相補 PWM時）はゼロとサイクルレジスタ値の範囲でカウントアップとダウンを行います。 
TCNT6A～D、7A～Dは CPUと内部 16ビットバスで接続されており、ワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能で

す。 
TCNT6A～D、7A～Dはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に

H'0001に初期化されます。 
 

11.2.16 ダウンカウンタ（DCNT） 
ダウンカウンタ（DCNT）は 16ビットのダウンカウンタです。ATU-IIには、チャネル 8に 16本のレジスタがありま

す。 
 

チャネル 略  称 機   能 

8 DCNT8A、DCNT8B 
DCNT8C、DCNT8D 
DCNT8E、DCNT8F 
DCNT8G、DCNT8H 
DCNT8I、DCNT8J 
DCNT8K、DCNT8L 
DCNT8M、DCNT8N 
DCNT8O、DCNT8P 

16ビットのダウンカウンタ 

 

(1) ダウンカウンタ 8A～P（DCNT8A～P） 

ダウンカウンタ 8A～8P（DCNT8A～P）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、入力したクロックによ
りカウント動作を行います。入力するクロックはプリスケーラレジスタ 1（PSCR1）、タイマコントロールレジスタ（TCR）
により選択します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
DCNT8xがワンショットパルス機能のときは、DCNT8xの値を設定した後ユーザプログラムにより DSTRを 1にセッ

トすることによりダウンカウントを開始します。DCNT8xの値がアンダフローするタイミングで、DSTRと DCNT8xが自
動的に 0にクリアされてカウント動作を終了します。同時に、対応するチャネル 8のタイマステータスレジスタ 8（TSR8）
のステータスフラグが 1にセットされます。 

DCNTがオフセット付きワンショットパルス機能のときは、タイマコネクションレジスタ（TCNR）が 1の状態でチャ
ネル 1、2のジェネラルレジスタ（GR）、アウトプットコンペアレジスタ（OCR）とのコンペアマッチ（コンペアマッチ
の設定はトリガモードレジスタ（TRGMDR）で設定（チャネル 1のみ対応））で、自動的に対応するダウンカウンタス
タートレジスタ（DSTR）のビットが 1にセットされてダウンカウント動作を開始します。ダウンカウントの終了は、
DCNT8xの値がアンダフローするタイミングで DSTRと DCNT8xが自動的に 0にクリアされて、カウント動作終了と共
に出力を反転します。または、ワンショットターミネートレジスタ（OTR）がトリガにより出力を強制終了と設定されて
いる場合はチャネル 1、2の GR、OCRでコンペアマッチ発生により DSTRを 0にクリアして、カウント動作終了すると
共に出力を反転します。いずれか早い方で出力が反転します。また出力が反転すると同時に、対応するチャネル 8の TSR8
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のステータスフラグが 1にセットされます。 
DCNT8xはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
DCNT8xはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化

されます。 
 
詳しくは、「11.3.5 ワンショットパルス機能」、および「11.3.6 オフセット付きワンショットパルス機能と出力遮

断機能」を参照してください。 
 

11.2.17 イベントカウンタ（ECNT） 
イベントカウンタ（ECNT）は 8ビットのアップカウンタです。ATU-IIには、チャネル 9に 6本の ECNTがあります。 

 
チャネル 略  称 機   能 

9 ECNT9A、ECNT9B 
ECNT9C、ECNT9D 
ECNT9E、ECNT9F 

8ビットのイベントカウンタ 

 
ECNTは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、TI9A～Fの入力端子からの入力信号のエッジを検出してカ

ウント動作を行います。エッジ検出は立ち上がり、立ち下がり、立ち上がり／立ち下がり両エッジ選択可能です。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
ECNT9xが対応する GR9とコンペアマッチを発生するとタイマステータスレジスタ（TSR9）のコンペアマッチフラグ

（CMF9）が 1にセットされます。このとき自動的に ECNT9xはカウンタクリアされます。 
ECNT9xはバイト単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
ECNT9xはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化さ

れます。 
 

11.2.18 アウトプットコンペアレジスタ（OCR） 
アウトプットコンペアレジスタ（OCR）は 16ビットのレジスタで、ATU-IIには、チャネル 1に 1本、チャネル 2に 8

本、計 9本のレジスタがあります。チャネル 10については「11.2.26 チャネル 10のレジスタ」を参照してください。 
 

チャネル 略  称 機   能 

1 OCR1 アウトプットコンペアレジスタ 

2 OCR2A、OCR2B 
OCR2C、OCR2D 
OCR2E、OCR2F 
OCR2G、OCR2H 

 

 

(1) アウトプットコンペアレジスタ 1、2A～H（OCR1、OCR2A～H） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
OCRは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、アウトプットコンペアレジスタの機能を持っています。 
OCRの値とフリーランニングカウンタ（TCNT1B、2B）の値は常に比較されています。両者の値が一致すると、タイ

マステータスレジスタ（TSR）の CMFビットが 1にセットされます。同時にタイマコネクションレジスタ（TCNR）で
チャネル 1、2とチャネル 8を連結した場合は対応するチャネル 8のダウンカウンタ（DCNT）のダウンカウントを開始
します。 

OCRはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
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OCRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期化され
ます。 
 

11.2.19 インプットキャプチャレジスタ（ICR） 
インプットキャプチャレジスタ（ICR）は 32ビットのレジスタで、ATU-IIには、チャネル 0に 32ビットのレジスタが

4本あります。チャネル 10については「11.2.26 チャネル 10のレジスタ」を参照してください。 
 

チャネル 略  称 機   能 

0 ICR0AH、ICR0AL 
ICR0BH、ICR0BL 
ICR0CH、ICR0CL 
ICR0DH、ICR0DL 

インプットキャプチャ専用レジスタ 

 

(1) インプットキャプチャレジスタ 0AH、L～DH、L（ICR0AH、ICR0AL～ICR0DH、ICR0DL） 

 
ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ICRは 32ビットの読み出し可能なレジスタで、インプットキャプチャ専用レジスタです。 
インプットキャプチャ専用レジスタは、外部からのインプットキャプチャ信号を検出して、TCNT0の値を格納します。

このとき対応する TSR0のビットが 1にセットされます。インプットキャプチャ信号の検出エッジはタイマ I/Oコントロ
ールレジスタ（TIOR）の TIOR0により設定します。ICR0DH、ICR0DLは、TCR10の TRG0DENビットを設定すること
で、TCNT10Bと OCR10Bのコンペアマッチによるインプットキャプチャも行えます。 

ICRはロングワード単位でのみ読み出しが可能です。ワード単位での読み出しは行わないでください。 
ICRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00000000に初期化

されます。 
 

11.2.20 ジェネラルレジスタ（GR） 
ジェネラルレジスタ（GR）は 16ビットのレジスタで、ATU-IIには、チャネル 1、2に各 8本、チャネル 3～5に各 4

本、チャネル 9に 6本、チャネル 11に 2本、計 36本のレジスタがあります。チャネル 10については「11.2.26 チャネ
ル 10のレジスタ」を参照してください。 
 

チャネル 略  称 機   能 

1 GR1A～GR1H インプットキャプチャ、アウトプットコンペア兼用レジスタ 

2 GR2A～GR2H  

3 GR3A～GR3D  

4 GR4A～GR4D  

5 GR5A～GR5D  

9 GR9A～GR9F アウトプットコンペア用レジスタ 

11 GR11A、GR11B インプットキャプチャ、アウトプットコンペア兼用レジスタ 
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(1) ジェネラルレジスタ 1A～H、2A～H（GR1A～H、GR2A～H） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
GRは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、インプットキャプチャレジスタとアウトプットコンペアレ

ジスタの両方の機能を持っています。機能の切り替えはタイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR）により行います。 
インプットキャプチャレジスタとして使用しているときは、外部からのインプットキャプチャ信号を検出して、

TCNT1A、TCNT2Aの値を格納します。このとき対応する TSRの IMFビットが 1にセットされます。インプットキャプ
チャ信号の検出エッジは対応する TIORにより設定します。 
アウトプットコンペアレジスタとして使用しているときは、GRの値とフリーランニングカウンタ（TCNT1A、

TCNT2A）の値は常に比較されています。両者の値が一致すると、タイマステータスレジスタ（TSR）の IMFビットが 1
にセットされます。同時にタイマコネクションレジスタ（TCNR）でチャネル 1、2とチャネル 8を連結した場合は、対
応するチャネル 8のダウンカウンタ（DCNT）のダウンカウントを開始します。コンペアマッチ出力は対応する TIORに
より設定します。 

GRはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
GRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期化され

ます。 
 

(2) ジェネラルレジスタ 3A～D、4A～D、5A～D、11A、B（GR3A～D、GR4A～D、GR5A～D、GR11A、B） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
GRは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、インプットキャプチャレジスタとアウトプットコンペアレ

ジスタの両方の機能を持っています。機能の切り替えはタイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR）より行います。 
インプットキャプチャレジスタとして使用しているときは、外部からのインプットキャプチャ信号を検出して、対応

する TCNTの値を格納します。このとき対応する TSRの IMFビットが 1にセットされます。インプットキャプチャ信号
の検出エッジは対応する TIORにより設定します。また、GR3A～Dはチャネル 9のコンペアマッチをトリガとしてイン
プットキャプチャが行えます。このとき対応する TSRの IMFビットはセットされません。 
アウトプットコンペアレジスタとして使用しているときは、GRの値とフリーランニングカウンタ（TCNT）の値は常

に比較されています。両者の値が一致すると、タイマステータスレジスタ（TSR）の IMFビットが 1にセットされます。
コンペアマッチ出力は対応する TIORにより設定します。 
また、GR11A、Bのコンペアマッチ信号をアドバンストパルスコントローラ（APC）に送信します。詳しくは、「第

12章 アドバンストパルスコントローラ（APC）」を参照してください。 
GRはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
GRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期化され

ます。 
 

(3) ジェネラルレジスタ 9A～9F（GR9A～GR9F） 

 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
GRは 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、コンペアマッチレジスタの機能を持っています。 
本レジスタは常にイベントカウンタ（ECNT）と比較されており、両者が一致するとコンペアマッチ信号が発生し、次

のエッジが入力されると対応する TSRの CMFビットが 1にセットされます。 
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また、GR9A～Dのコンペアマッチにより、チャネル 3（GR3A～D）のインプットキャプチャを発生することができま
す。本機能はタイマコントロールレジスタ（TCR）の TRG3xENにより設定をします。 

GRはバイト単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
GRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFに初期化されま

す。 
 

11.2.21 オフセットベースレジスタ（OSBR） 
オフセットベースレジスタ（OSBR）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 1、2に各 1本のレジスタが

あります。 
 

チャネル 略  称 機  能 

1 OSBR1 

2 OSBR2 

チャネル 0の ICR0Aと同じ信号を入力トリガとしたインプットキャプチャ専用レジス
タ 

 

(1) オフセットベースレジスタ 1、2（OSBR1、2） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
OSBR1、2は 16ビットの読み出し可能なレジスタで、インプットキャプチャ専用レジスタです。OSBR1、2はチャネ

ル 0のインプットキャプチャレジスタ（ICR0A）と同じ TI0Aの入力をトリガ信号とし、エッジを検出すると TCNT1A、
2Aの値を格納します。 

OSBRはワード単位のみ読み出しが可能です。 
OSBRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に、H'0000に初期化

されます。 
 
詳しくは、「11.3.8 ツインキャプチャ機能」を参照してください。 

 

11.2.22 サイクルレジスタ（CYLR） 
サイクルレジスタ（CYLR）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 6、7に各 4本、計 8本のレジスタが

あります。 
 

チャネル 略  称 機   能 

6 CYLR6A～D 16ビット PWM用サイクルレジスタ 

7 CYLR7A～D  

 

(1) サイクルレジスタ（CYLR6A～D、CYLR7A～D） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
CYLRは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、PWMの周期格納レジスタです。 
CYLRの値と対応するフリーランニングカウンタ（TCNT6A～D、TCNT7A～D）の値は常に比較されています。両者

の値が一致すると、対応するタイマステータスレジスタ（TSR）の CMF6A～D、CMF7A～Dビットが 1にセットされ、
TCNT6A～D、TCNT7A～Dはクリアされます。同時にバッファレジスタ（BFR）の値はデューティレジスタ（DTR）に
転送されます。また、対応するチャネルの出力端子（T06A～D、T07A～D）は、BFRの値が H'0000の場合は 0出力、そ
れ以外の場合は 1出力になります。 

CYLRはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
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CYLRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期化さ
れます。 
 

CYLR、BFR、DTRについては、「11.3.9 PWMタイマ機能」を参照してください。 
 

11.2.23 バッファレジスタ（BFR） 
バッファレジスタ（BFR）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 6、7に各 4本、計 8本のレジスタが

あります。 
 

チャネル 略  称 機   能 

6 BFR6A～D 

 

7 BFR7A～D 

16ビット PWM用バッファレジスタ 

対応するサイクルレジスタ（CYLR）のコンペアマッチによりバッファレジスタ（BFR）
の値をデューティレジスタ（DTR）に転送 

 

(1) バッファレジスタ（BFR6A～D、BFR7A～D） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
BFRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、サイクルレジスタ（CYLR）のコンペアマッチ時にデュ

ーティレジスタ（DTR）に転送する値をバッファに格納しておきます。 
BFRはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
BFRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期化され

ます。 
 

11.2.24 デューティレジスタ（DTR） 
デューティレジスタ（DTR）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 6、7に各 4本、計 8本のレジスタ

があります。 
 

チャネル 略  称 機   能 

6 DTR6A～D 

7 DTR7A～D 

16ビット PWM用デューティレジスタ 

 

(1) デューティレジスタ（DTR6A～D、7A～D） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
DTRは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、PWMのデューティ格納レジスタです。 
DTRの値と対応するフリーランニングカウンタ（TCNT6A～D、TCNT7A～D）の値は常に比較されています。両者の

値が一致すると、対応するチャネルの出力端子（TO6A～D、TO7A～D）は 0出力になります。 
また、CYLRと対応するフリーランニングカウンタが一致すると、対応する BFRの値がロードされます。DTRは 0～

CYLRの範囲の値を設定し、CYLRより大きい値は設定しないでください。 
DTRはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
DTRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期化され

ます。 
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11.2.25 リロードレジスタ（RLDR） 
リロードレジスタ（RLDR）は 16ビットのレジスタです。ATU-IIには、チャネル 8に 1本のレジスタがあります。 

(1) リロードレジスタ 8（RLDR8） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
RLDR8は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。リロード有効時（RLDENRにて設定）に、チャネル

2のコンペアマッチ信号のワンショットパルススタートトリガにより DSTR8I～Pが 1にセットされると、リロードレジ
スタの値を DCNT8I～Pに転送後ダウンカウントを開始します。チャネル 2と接続せずワンショットパルス機能単独で使
用した場合、およびダウンカウンタ DCNT8I～Pがダウンカウント中の場合は、リロードレジスタの値の転送は行われま
せん。 

RLDR8はワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
RLDR8はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化さ

れます。 
 

11.2.26 チャネル 10のレジスタ 

(1) カウンタ（TCNT） 

チャネル 10には 32ビットの TCNTが 1本、16ビットの TCNTが 4本、8ビットの TCNTが 2本、計 7本の TCNTが
あります。 
入力するクロックはプリスケーラレジスタ 4（PSCR4）により選択します。 
タイマスタートレジスタ 1（TSTR1）の STR10を 1にセットすることでカウント動作を行います。 

 
チャネル 略  称 機   能 

10 TCNT10AH、AL 32ビットのフリーランニングカウンタ（初期値 H'00000001） 

 TCNT10B 8ビットのイベントカウンタ（初期値 H'00） 

 TCNT10C 16ビットのリロードカウンタ（初期値 H'0001） 

 TCNT10D 8ビットの補正カウンタ（初期値 H'00） 

 TCNT10E 16ビットの補正カウンタ（初期値 H'0000） 

 TCNT10F 16ビットの補正カウンタ（初期値 H'0001） 

 TCNT10G 16ビットのフリーランニングカウンタ（初期値 H'0000） 

 

(a) フリーランニングカウンタ 10AH、AL（TCNT10AH、TCNT10AL） 

フリーランニングカウンタ 10AH、AL（TCNT10AH、TCNT10AL）は 32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタ
で、入力したクロックによりカウント動作を行います。また、インプットキャプチャ入力（TI10）（AGCK）のタイミン
グで初期値にクリアされます。 
 
ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
TCNT10Aはロングワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。ワード単位での読み出し／書き込みは行わない

でください。 
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TCNT10Aはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00000001に
初期化されます。 

(b) イベントカウンタ 10B（TCNT10B） 

イベントカウンタ 10B（TCNT10B）は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで外部クロック入力（TI10）
（AGCK）でカウント動作を行います。このとき、TCR10の CKEG1、0で TI10の入力を設定してください。また、TSTR1
の STR10ビットが、カウント動作停止に設定されていても、TI10入力があるとカウントされます。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
TCNT10Bはバイト単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
TCNT10Bはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化さ

れます。 

(c) リロードカウンタ 10C（TCNT10C） 

リロードカウンタ 10C（TCNT10C）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
TCNT10Cはダウンカウント動作で TCNT10C＝H'0001のとき、リロードレジスタ（RLD10C）の値を TCNT10Cに転送

し、倍周クロック（AGCK1）を生成します。 
TCNT10Cは CPUと内部 16ビットバスで接続されており、ワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
TCNT10Cはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0001に初期

化されます。 

(d) 補正カウンタ 10D（TCNT10D） 

補正カウンタ 10D（TCNT10D）は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、外部クロック入力（TI10）によ
り、カウンタ値を補正カウンタ E（TCNT10E）に転送後、カウント動作を行います。このとき、TCR10の CKEG1、0に
より TI10の入力が可能な設定にしてください。また、TSTR1の STR10ビットがカウンタ動作に設定されていなければ
TI10入力があっても転送およびカウントは行いません。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
本カウンタの値はタイマ I/Oコントロールレジスタ 10（TIOR10）の PIM1、0で設定した逓倍率に従い、外部クロック

入力（TI10）（AGCK）のタイミングで逓倍された値が補正カウンタ E（TCNT10E）に転送されます。 
TCNT10Dはバイト単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
TCNT10Dはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化

されます。 
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(e) 補正カウンタ 10E（TCNT10E） 

補正カウンタ 10E（TCNT10E）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、 TCNT10Eは外部入力（TI10）
のタイミングで TCNT10Dのシフト値をロードします。リロードカウンタ 10C（TCNT10C）が出力する倍周クロック
（AGCK1）でカウント動作を行います。ただし、タイマ I/Oコントロールレジスタ 10（TIOR10）の CCSビットが 1の
場合は TCNT10Dの逓倍された値に達すると、カウント動作を停止します。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
TCNT10Eはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
TCNT10Eはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化

されます。 

(f) 補正カウンタ 10F（TCNT10F） 

補正カウンタ 10F（TCNT10F）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、TSTR1の STR10ビットがカウ
ンタ動作に設定してあるとき、補正カウンタ 10E（TCNT10E）よりもカウンタ値が小さい場合に Pφクロックサイクルで
カウントアップ動作を行います。ただし、補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）との一致でカウント動作を停止し
ます。また、TCNT10D=H'00のときに TI10が入力されると TCNT10Fは初期化され、補正動作を行います。
TCNT10F=TCCLR10のときは、TCNT10Fは H'0001にクリアされます。TCNT10F≠TCCLR10のときは、TCNT10Fは
TCCLR10の値まで自動的にカウントアップし、H'0001にクリアされます。 
なお、本カウンタのカウントアップごとに補正後の補正クロック（AGCKM）を出力します。 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
TCNT10Fはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
TCNT10Fはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0001に初期化

されます。 

(g) フリーランニングカウンタ 10G（TCNT10G） 

フリーランニングカウンタ 10G（TCNT10G）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、倍周クロック
（AGCK1）でカウントアップ動作を行います。また、外部入力（TI10）（AGCK）の入力により H'0000に初期化されま
す。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
TCNT10Gはワード単位でのみ読み出し／書き込みが可能です。 
TCNT10Gはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期

化されます。 
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(2) レジスタ 

チャネル 10には 32ビットの ICR、OCRが各 1本、16ビットの GR、RLD、TCCLRが各 1本、8ビットの OCRが 1本、
計 6本のレジスタがあります。 
 

チャネル 略  称 機   能 

10 ICR10AH、AL 32ビットのインプットキャプチャレジスタ（初期値 H'00000000） 

 OCR10AH、AL 32ビットのアウトプットコンペアレジスタ（初期値 H'FFFFFFFF） 

 OCR10B 8ビットのアウトプットコンペアレジスタ（初期値 H'FF） 

 RLD10C 16ビットのリロードレジスタ（初期値 H'0000） 

 GR10G 16ビットのジェネラルレジスタ（初期値 H'FFFF） 

 TCCLR10 16ビットの補正カウンタクリアレジスタ（初期値 H'0000） 

 

(a) インプットキャプチャレジスタ 10AH、AL（ICR10AH、ICR10AL） 

インプットキャプチャレジスタ 10AH、AL（ICR10AH、ICR10AL）は 32ビットの読み出し専用レジスタで、外部入力
（TI10）（AGCK）で TCNT10AH、ALの値が転送されます。 
同時にタイマステータスレジスタ 10（TSR10）の ICF10Aが 1にセットされます。 

 
ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ICR10はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00000000に初期

化されます。 

(b) アウトプットコンペアレジスタ 10AH、AL（OCR10AH、OCRAL） 

アウトプットコンペアレジスタ 10AH、AL（OCR10AH、OCRAL）は 32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタ
で、常にフリーランニングカウンタ 10AH、AL（TCNT10AH、AL）と比較されています。 
両者の値が一致するとタイマステータスレジスタ 10（TSR10）の CMF10Aが 1にセットされます。 

 
ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
OCR10はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFFFFFに初

期化されます。 
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(c) アウトプットコンペアレジスタ 10B（OCR10B） 

アウトプットコンペアレジスタ 10B（OCR10B）は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、常にフリーラン
ニングカウンタ 10B（TCNT10B）と比較されています。 
両者の値が一致した状態で AGCKが入力されると、タイマステータスレジスタ 10（TSR10）の CMF10Bが 1にセット

されます。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
OCRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFに初期化されま

す。 

(d) リロードレジスタ 10C（RLD10C） 

リロードレジスタ 10C（RLD10C）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。タイマスタートレジスタ 1
（TSTR1）の STR10が 1かつ、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR10）の RLDENが 0のとき、インプットキャプ
チャレジスタ 10A（ICR10A）に TCNT10Aの値をキャプチャ時に、RLD10Cに ICR10Aのキャプチャ値を TIOR10の PIM1、
0ビットで設定した逓倍率で割った値が転送されます。また、リロードレジスタ 10C（RLD10C）の内容はリロードカウ
ンタ 10C（TCNT10C）が H'0001に達すると TCNT10Cにロードされます。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
RLD10Cはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化

されます。 

(e) ジェネラルレジスタ 10G（GR10G） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
GR10Gは 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、アウトプットコンペアレジスタとしての機能を持ってい

ます。設定はタイマ I/Oコントロールレジスタ 10（TIOR10）により行います。 
GR10Gの値はフリーランニングカウンタ 10G（TCNT10G）の値と常に比較されています。両者が一致した状態で、

AGCK1が入力されると、タイマステータスレジスタ 10（TSR10）の CMF10Gが 1にセットされます。 
GR10Gはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期化

されます。 

(f) 補正カウンタクリアレジスタ 10（TCCLR10） 

補正カウンタクリアレジスタ 10（TCCLR10）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 
TCCLR10は TCNT10Fと常に比較されています。両者が一致すると TCNT10Fは停止します。このとき、TCR10の

TRGxxEN（xx＝1A、1B、2A、2B）を設定することにより、TCNTxxをクリアすることが可能です。その後、TCNT10D
が H'00かつ TI10が入力されたとき TCNT10Fは H'0001にクリアされます。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
TCCLR10はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化

されます。 
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(3) ノイズキャンセラ用レジスタ 

チャネル 10には 8ビットの TCNT10H、NCRの計 2本のレジスタがあります。 
 

チャネル 略  称 機   能 

10 TCNT10H ノイズキャンセラ用カウンタ（初期値 H'00） 

 NCR10 ノイズキャンセラ用コンペアマッチレジスタ（初期値 H'FF） 

 

(a) ノイズキャンセラカウンタ 10H（TCNT10H） 

ノイズキャンセラカウンタ 10H（TCNT10H）は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。ノイズキャンセ
ラ機能が有効時、外部入力（TI10）（AGCK）からの信号をトリガとして Pφ×10でカウントアップします。タイマスタ
ートレジスタ（TSTR1）の STR10が 0でも動作します。カウンタ動作中は TI10の入力をマスクします。カウント値がノ
イズキャンセラレジスタ（NCR10）と一致するとカウンタをクリアして TI10の入力のマスクを解除します。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
TCNT10Hはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化

されます。 

(b) ノイズキャンセラレジスタ 10（NCR10） 

ノイズキャンセラレジスタ（NCR10）は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ノイズキャンセラカウン
タ 10（TCNT10H）のカウンタの上限値を設定します。TCNT10Hがカウント動作中 NCR10と常時比較をしており、コン
ペアマッチが発生すると TCNT10Hの動作を停止させて入力信号のマスク解除を行います。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

         

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 
NCR10はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFに初期化され

ます。 

(4) チャネル 10コントロールレジスタ 

チャネル 10に 4本のレジスタがあります。 
 

チャネル 略  称 機   能 

10 TIOR10 リロードの設定、カウンタ補正の設定、外部入力（TI10）エッジ間の逓倍率の設定、
GRのコンペアマッチの設定（初期値 H'00） 

 TCR10 TCCLR10のカウンタクリア要因 

ノイズキャンセラ機能の有効／無効の選択 

外部入力（TI10）のエッジ選択（初期値 H'00） 

 TSR10 インプットキャプチャ／コンペアマッチの状態（初期値 H'0000） 

 TIER10 インプットキャプチャ／コンペアマッチの割り込みの要求の許可／禁止の選択（初期
値 H'0000） 
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(a) タイマ I/Oコントロールレジスタ 10（TIOR10） 

TIOR10は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、外部入力（TI10）のエッジ間を逓倍する値を選択します。
また、ジェネラルレジスタ（GR10G）をアウトプットコンペアとして使用するための設定、エッジ検出の設定を行います。 

TIOR10はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化さ
れます。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 RLDEN CCS PIM1 PIM0 ― IO10G2 IO10G1 IO10G0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W 

 

ビット 7：リロードイネーブル（RLDEN） 

インプットキャプチャレジスタ 10A（ICR10A）の値をインプットキャプチャ時にリロードレジスタ 10C（RLD10C）
への転送許可／禁止を選択します。 
 

ビット 7 説   明 

RLDEN  

0 インプットキャプチャ時に ICR10Aの値を RLD10Cへ転送を許可 （初期値）

1 インプットキャプチャ時に ICR10Aの値を RLD10Cへ転送を禁止 

 

ビット 6：カウンタコレクションセレクト（CCS） 

補正カウンタ 10E（TCNT10E）の動作を選択します。逓倍率は、TIOR10の PIM1、0ビットで設定してください。 
 

ビット 6 説   明 

CCS  

0 TCNT10D×逓倍率=TCNT10E*のとき TCNT10Eのカウント動作を停止しない  （初期値）

1 TCNT10D×逓倍率=TCNT10E*のとき TCNT10Eのカウント動作を停止する 

【注】 * TCNT10D×逓倍率が、TCNT10Eの 8～0ビットをマスクした値と一致したとき。 

 

ビット 5、4：パルスインターバルマルチプライヤ（PIM1、PIM0） 

外部入力（TI10）周期の逓倍率を選択します。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

PIM1 PIM0  

0 0 外部入力周期×32でカウント （初期値） 

 1 外部入力周期×64でカウント 

1 0 外部入力周期×128でカウント 

 1 外部入力周期×256でカウント 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2～0：I/Oコントロール 10G2～10G0（IO10G2～IO10G0） 

ジェネラルレジスタ 10G（GR10G）の機能を選択します。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

IO10G2 IO10G1 IO10G  

0 0 0 GRはアウトプット コンペアマッチ禁止 （初期値）

  1 コンペアレジスタ GR10G＝TCNT10Gのコンペアマッチ 

 1 *  設定禁止 

1 * * 設定禁止 

*：don't care 
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(b) タイマコントロールレジスタ 10（TCR10） 

TCR10は 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）のコンペアマ
ッチによるカウンタクリア要因の選択、ノイズキャンセラ機能の有効／無効の選択、外部入力（TI10）のエッジ選択を行
います。 

TCR10はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され
ます。 
 
ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TRG2BEN TRG1BEN TRG2AEN TRG1AEN TRG0DEN NCE CKEG1 CKEG0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 7：トリガ 2Bイネーブル（TRG2BEN） 

チャネル 2の TCNT2Bのカウンタクリア許可／禁止を選択します。 
クリア許可時には、TCNT2Bのカウントクロックは補正アングルクロック（AGCKM）に設定してください。 
クリア条件成立中に TCNT2Bがカウントアップしたときに、TCNT2Bはクリアされます。 

 
ビット 7 説   明 

TRG2BEN  

0 補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）＝補正カウンタ（TCNT10F）でチャネル 2のカウンタ B
（TCNT2B）をクリア禁止 （初期値）

1 補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）＝補正カウンタ（TCNT10F）でチャネル 2のカウンタ B
（TCNT2B）をクリア許可 

 

ビット 6：トリガ 1Bイネーブル（TRG1BEN） 

チャネル 1の TCNT1Bのカウンタクリア許可／禁止を選択します。 
クリア許可時には、TCNT1Bのカウントクロックは補正アングルクロック（AGCKM）に設定してください。 
クリア条件成立中に TCNT1Bがカウントアップしたときに、TCNT1Bはクリアされます。 

 
ビット 6 説   明 

TRG1BEN  

0 補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）＝補正カウンタ（TCNT10F）でチャネル 1のカウンタ B
（TCNT1B）をクリア禁止 （初期値）

1 補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）＝補正カウンタ（TCNT10F）でチャネル 1のカウンタ B
（TCNT1B）をクリア許可 

 

ビット 5：トリガ 2Aイネーブル（TRG2AEN） 

チャネル 2の TCNT2Aのカウンタクリア許可／禁止を選択します。 
クリア許可時には、TCNT2Aのカウントクロックは補正アングルクロック（AGCKM）に設定してください。 
クリア条件成立中に TCNT2Aがカウントアップしたときに、TCNT2Aはクリアされます。 

 
ビット 5 説   明 

TRG2AEN  

0 補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）＝補正カウンタ（TCNT10F）でチャネル 2のカウンタ 2A
（TCNT2A）をクリア禁止 （初期値）

1 補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）＝補正カウンタ（TCNT10F）でチャネル 2のカウンタ 2A
（TCNT2A）をクリア許可 
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ビット 4：トリガ 1Aイネーブル（TRG1AEN） 

チャネル 1の TCNT1Aのカウンタクリア許可／禁止を選択します。 
クリア許可時には、TCNT1Aのカウントクロックは補正アングルクロック（AGCKM）に設定してください。 
クリア条件成立中に TCNT1Aがカウントアップしたときに、TCNT1Aはクリアされます。 

 
ビット 4 説   明 

TRG1AEN  

0 補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）＝補正カウンタ（TCNT10F）でチャネル 1のカウンタ 1A
（TCNT1A）をクリア禁止 （初期値）

1 補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）＝補正カウンタ（TCNT10F）でチャネル 1のカウンタ 1A
（TCNT1A）をクリア許可 

 

ビット 3：トリガ 0Dイネーブル（TRG0DEN） 

チャネル 0の ICR0Dへのインプットキャプチャ信号要求の許可／禁止を選択します。 
 

ビット 3 説   明 

TRG0DEN  

0 イベントカウンタ（TCNT10B）のコンペアマッチでチャネル 0のインプットキャプチャレジスタ（ICR0D）
に対してキャプチャ要求を禁止 （初期値）

1 イベントカウンタ（TCNT10B）のコンペアマッチでチャネル 0のインプットキャプチャレジスタ（ICR0D）
に対してキャプチャ要求を許可 

 

ビット 2：ノイズキャンセライネーブル（NCE） 

ノイズキャンセラ機能の有効／無効を選択します。 
 

ビット 2 説   明 

NCE  

0 ノイズキャンセラ機能を無効 （初期値）

1 ノイズキャンセラ機能を有効 

 

ビット 1、0：クロックエッジ 1、0（CKEG1、CKEG0） 

チャネル 10の外部入力（TI10）のエッジ選択します。 
検出したエッジによりクロック（AGCK）を生成します。 

 
ビット 1 ビット 0 説   明 

CKEG1 CKEG0  

0 0 TI10入力禁止 （初期値）

 1 TI10入力の立ち上がりエッジを検出 

1 0 TI10入力の立ち下がりエッジを検出 

 1 TI10入力の立ち上がり／立ち下がり両エッジを検出 
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(c) タイマステータスレジスタ 10（TSR10） 

TSR10は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 10のインプットキャプチャ／コンペアマッチ
の発生を示します。 
これらのフラグは割り込み要因であり、タイマインタラプトイネーブルレジスタ 10（TIER10）の対応するビットによ

り割り込み許可されていれば、CPUへ割り込みを要求します。 
TSR10はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化さ

れます。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― ― 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R 

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― ― CMF10G CMF10B ICF10A CMF10A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* 

【注】 * フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。 

 

ビット 15～4：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 3：コンペアマッチフラグ 10G（CMF10G） 

GR10Gのコンペアマッチフラグの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 説   明 

CMF10G  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF10G＝1の状態で、CMF10Gを読み出した後、CMF10Gに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT10G＝GR10Gになったとき 

 

ビット 2：コンペアマッチフラグ 10B（CMF10B） 

OCR10Bのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 2 説   明 

CMF10B  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF10B＝1の状態で、CMF10Bを読み出した後、CMF10Bに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT10B＝OCR10Bの状態で TCNT10Bがカウントアップしたとき 

 

ビット 1：インプットキャプチャフラグ 10A（ICF10A） 

ICR10Aのインプットキャプチャの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 説   明 

ICF10A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

ICR10A＝1の状態で、ICR10Aを読み出した後、ICR10Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

インプットキャプチャ信号により TCNT10Aの値が ICR10Aに転送されたとき 
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ビット 0：コンペアマッチフラグ 10A（CMF10A） 

OCR10Aのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 説   明 

CMF10A  

0 ［クリア条件］ （初期値）

CMF10A＝1の状態で、CMF10Aを読み出した後、CMF10Aに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

TCNT10A＝OCR10Aになったとき 

 

(d) タイマインタラプトイネーブルレジスタ 10（TIER10） 

TIER10は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 10のインプットキャプチャ／コンペアマッチ
の割り込み要求の許可／禁止を制御します。 

TIER10はパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0000に初期化さ
れます。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 

 ― ― ― ― ― ― ― ― 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R 

ビット： 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ― ― ― IREG CME10G CME10B ICE10A CME10A 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R/W R/W R/W R/W R/W 

 

ビット 15～5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：インタラプトイネーブルエッジ G（IREG） 

TSR10の CMF10Gの割り込みタイミング生成します。 
 

ビット 4 説   明 

IREG  

0 CMF10Gが 1になったタイミングで割り込みを要求 （初期値）

1 CMF10Gが 1になった次の外部入力（TI10）（AGCK）で割り込み要求 

 

ビット 3： コンペアマッチインタラプトイネーブル 10G（CME10G） 

TSR10の CMF10Gが 1にセットされたとき、CMF10Gによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 3 説   明 

CME10G  

0 CMF10Gによる割り込み要求（CMI10G）を禁止 （初期値）

1 CMF10Gによる割り込み要求（CMI10G）を許可 

 

ビット 2：コンペアマッチインタラプトイネーブル 10B（CME10B） 

TSR10の CMF10Bが 1にセットされたとき、CMF10Bによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 2 説   明 

CME10B  

0 CMF10Bによる割り込み要求（CMI10B）を禁止 （初期値）

1 CMF10Bによる割り込み要求（CMI10B）を許可 
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ビット 1：インプットキャプチャインタラプトイネーブル 10A（ICE10A） 

TSR10の ICF10Aが 1にセットされたとき、ICF10Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 1 説   明 

ICE10A  

0 ICF10Aによる割り込み要求（ICI10A）を禁止 （初期値）

1 ICF10Aによる割り込み要求（ICI10A）を許可 

 

ビット 0：コンペアマッチインタラプトイネーブル 10A（CME10A） 

TSR10の CMF10Aが 1にセットされたとき、CMF10Aによる割り込み要求を許可または禁止します。 
 

ビット 0 説   明 

CME10A  

0 CMF10Aによる割り込み要求（CMI10A）を禁止 （初期値）

1 CMF10Aによる割り込み要求（CMI10A）を許可 
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11.3 動作説明 

11.3.1 概要 
ATU-IIはチャネル 0からチャネル 11の 8種 12体のタイマで構成されています。また ATU-IIは入力クロックを生成す

るプリスケーラを内蔵し、ATU-II外部とは独立に、必要な周波数の内部クロックを生成または選択することができます。 
以下に各チャネルおよびプリスケーラの動作概要を説明します。 

(1) チャネル 0 

チャネル 0は 32ビットフリーランニングカウンタ（TCNT0）と 4本の 32ビットインプットキャプチャレジスタ（ICR0A
～D）を内蔵しています。TCNT0はアップカウンタで、フリーランニング動作を行います。カウンタのオーバフロー時
に割り込み要求が可能です。 

4本のインプットキャプチャレジスタ（ICR0A～D）は、おのおのに対応する外部信号入力端子（TI0A～D）からの入
力によりフリーランニングカウンタ（TCNT0）の値をキャプチャします。外部信号入力端子からの入力によるキャプチ
ャは、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR0）により立ち上がり／立ち下がり／両エッジから選択できます。インプ
ットキャプチャレジスタ 0D（ICR0D）のみ、タイマコントロールレジスタ 10（TCR10）の設定によりフリーランニング
カウンタ 10B（TCNT10B）とコンペアマッチレジスタ 10B（OCR10B）のコンペアマッチによるキャプチャが行えます。
このとき、TIOR0がインプットキャプチャ禁止に設定されていてもキャプチャは行われます。それぞれ、キャプチャす
るタイミングで DMACの起動、および割り込み要求が可能です。 
また、チャネル 0にはインターバルインタラプトリクエストレジスタ（ITVRR1、ITVRR2A、ITVRR2B）が内蔵されて

います。ITVRRの ITVA6～13を 1に設定すると A/D変換器（AD0～2）の起動が、ITVE6～13を 1に設定すると CPUへ
の割り込み要求が設定できます。これらは TCNT0のビット 6～13の対応するビットが 1に変化したとき行われ、インタ
ーバルタイマ機能として使用できます。 

(2) チャネル 1 

チャネル 1は 2本の 16ビットフリーランニングカウンタ（TCNT1A、B）と 8本の 16ビットジェネラルレジスタ（GR1A
～H）および 16ビットアウトプットコンペアレジスタ（OCR1）を内蔵しています。 

TCNT1A、Bはアップカウンタで、フリーランニング動作を行います。また後述のチャネル 10の TCR10を設定するこ
とにより、チャネル 10からカウンタをクリアすることができます。おのおののカウンタはオーバフロー時に割り込み要
求が可能です。 

8本のジェネラルレジスタ（GR1A～H）は、おのおのに対応する外部信号入出力端子（TIO1A～H）を持ち、インプッ
トキャプチャまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用することができます。インプットキャプチャとして使用す
る場合、おのおのに対応する外部信号入出力端子（TIO1A～H）からの入力により、フリーランニングカウンタ（TCNT1A）
の値をキャプチャします。インプットキャプチャ信号は、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR1A～D）により立ち
上がり／立ち下がり／両エッジから選択できます。アウトプットコンペアとして使用する場合、フリーランニングカウン
タ（TCNT1A）とコンペアマッチを行います。コンペアマッチによる外部信号入出力端子からの出力は、タイマ I/Oコン
トロールレジスタ（TIOR1A～D）により、0出力／1出力／トグル出力から選択できます。また、アウトプットコンペア
レジスタとして使用しているときは、チャネル 8のタイマコネクションレジスタ（TCNR）、ワンショットパルスターミ
ネートレジスタ（OTR）を設定し、ダウンカウンタ（DCNT8A～H）と組み合わせることにより、コンペアマッチをワン
ショットパルスのスタート／ターミネートトリガとして使用することができます。スタート／ターミネートトリガの選択
はトリガモードレジスタ（TRGMDR）によって行います。 
アウトプットコンペアレジスタ（OCR1）は、ジェネラルレジスタと同様にチャネル 8のダウンカウンタ（DCNT8A～

H）と組み合わせることにより、TCNT1Bとのコンペアマッチをワンショットパルスのスタート／ターミネートトリガと
して使用することができます。それぞれインプットキャプチャまたはコンペアマッチ発生時に割り込み要求が可能です。 
その他チャネル 1には 16ビットインプットキャプチャ専用レジスタ（OSBR1）を内蔵しています。チャネル 0の入力

端子（TI0A）が、同時に OSBR1のトリガとして入力されるため、ツインキャプチャ機能として使用することができます。 

(3) チャネル 2 

チャネル 2は 2本の 16ビットフリーランニングカウンタ（TCNT2A、B）と 8本の 16ビットジェネラルレジスタ（GR1A
～H）および 8本の 16ビットアウトプットコンペアレジスタ（OCR2A～H）を内蔵しています。 

TCNT2A、Bはアップカウンタで、フリーランニング動作を行います。また後述のチャネル 10の TCR10を設定するこ
とにより、チャネル 10からカウンタをクリアすることができます。おのおののカウンタはオーバフロー時に割り込み要
求が可能です。 

8本のジェネラルレジスタ（GR2A～H）は、おのおのに対応する外部信号入出力端子（TIO2A～H）を持ち、インプッ
トキャプチャまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用することができます。インプットキャプチャとして使用す
る場合、おのおのに対応する外部信号入出力端子（TIO2A～H）からの入力により、フリーランニングカウンタ（TCNT2A）
の値をキャプチャします。インプットキャプチャ信号は、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR2A～D）により立ち
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上がり／立ち下がり／両エッジから選択できます。アウトプットコンペアとして使用する場合、フリーランニングカウン
タ（TCNT2A）とコンペアマッチを行います。コンペアマッチによる外部信号入出力端子からの出力は、タイマ I/Oコン
トロールレジスタ（TIOR2A～D）により、0出力／1出力／トグル出力から選択できます。また、アウトプットコンペア
レジスタとして使用しているときは、チャネル 8のワンショットパルスターミネートレジスタ（OTR）を設定し、ダウン
カウンタ（DCNT8I～P）と組み合わせることにより、コンペアマッチをワンショットパルスターミネートトリガとして
使用することができます。 
アウトプットコンペアレジスタ（OCR2A～H）は、チャネル 8のタイマコネクションレジスタ（TCNR）を設定し、ダ

ウンカウンタ（DCNT8I～P）と組み合わせることにより、TCNT2Bとコンペアマッチをワンショットパルスのスタート
トリガとして使用することができます。それぞれインプットキャプチャまたはコンペアマッチ発生時に割り込み要求が可
能です。 
その他チャネル 2は 16ビットインプットキャプチャ専用レジスタ（OSBR2）を内蔵しています。チャネル 0の入力端

子（TI0A）が、同時に OSBR2のトリガとして入力されるため、ツインキャプチャ機能として使用することができます。 

(4) チャネル 3～5 

チャネル 3～5は、おのおの 16ビットフリーランニングカウンタ（TCNT3～5）と 4本の 16ビットジェネラルレジス
タ（GR3A～D、GR4A～D、GR5A～D）を内蔵しています。TCNT3～5はアップカウンタで、フリーランニング動作を行
います。また、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR3A、3B、4A、4B、5A、5B）を設定することにより、コンペア
マッチによるカウンタのクリアを行うことができます。おのおののカウンタはオーバフロー時に割り込み要求が可能です。 

4本のジェネラルレジスタ（GR3A～D、GR4A～D、GR5A～D）は、おのおのに対応する外部信号入出力端子（TIO3A
～D、TIO4A～D、TIO5A～D）を持ち、インプットキャプチャまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用すること
ができます。インプットキャプチャとして使用する場合、おのおのに対応する外部信号入出力端子（TIO3A～D、TIO4A
～D、TIO5A～D）からの入力により、フリーランニングカウンタ（TCNT3～5）の値をキャプチャします。インプットキ
ャプチャ信号は、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR3A、3B、4A、4B、5A、5B）により立ち上がり／立ち下がり
／両エッジから選択できます。また、インプットキャプチャとして使用する場合、後述するチャネル 9のイベントカウン
タ（ECNT9A～D）とジェネラルレジスタ（GR9A～D）のコンペアマッチをトリガとしてインプットキャプチャを行えま
す（チャネル 3のみ）。このとき、TIOR3A～Dがインプットキャプチャ禁止に設定されていてもキャプチャは行われま
す。アウトプットコンペアとして使用する場合、フリーランニングカウンタ（TCNT3～5）とコンペアマッチを行います。
コンペアマッチによる外部信号入出力端子からの出力は、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR3A、3B、4A、4B、5A、
5B）により、0出力／1出力／トグル出力から選択できます。それぞれインプットキャプチャまたはコンペアマッチ発生
時に割り込み要求が可能です。ただし、チャネル 9をトリガとしたインプットキャプチャの場合は、チャネル 3からの割
り込み要求は行えません。 
また、タイマモードレジスタ（TMDR）に PWMモードを設定することにより、それぞれ 3本の出力を持つ PWM出力

が得られます。このとき、自動的に GR3D、GR4D、GR5Dがサイクルレジスタとして使用され GR3A～C、GR4A～C、
GR5A～Cはデューティレジスタとして使用されます。TCNT3～5はそれぞれ GR3D、GR4D、GR5Dとのコンペアマッチ
によりクリアされます。 

(5) チャネル 6、7 

チャネル 6、7はそれぞれ 16ビットフリーランニングカウンタ（TCNT6A～D、TCNT7A～D）、16ビットサイクルレ
ジスタ（CYLR6A～D、CYLR7A～D）、16ビットデューティレジスタ（DTR6A～D、DTR7A～D）、および 16ビットバ
ッファレジスタ（BFR6A～D、BFR7A～D）を内蔵しています。また、チャネル 6、7はおのおのに対応する外部出力端
子（TO6A～D、TO7A～D）を持ち、バッファ機能付き PWMタイマとして使用することができます。 

TCNTはアップカウンタで、DTR値（DTR≠CYLRのとき）と一致すると外部出力端子に 0を出力します。さらに、
CYLR値（DTR≠H'0000のとき）と一致すると外部出力端子に 1を出力すると同時に TCNTを H'0001にクリアし、BFR
値を DTRに転送します。すなわち、チャネル 6、7は CYLR値をサイクル、DTR値をデューティとする波形の出力を行
うことができ、しかも DTRへのデータ設定タイミングと、コンペアマッチタイミングのタイムラグを BFRで吸収できる
構成になっています。 
なお、DTR＝CYLRのときは外部出力端子に 1を出力し続け、デューティは 100％となります。DTR＝H'0000のときは

外部出力端子に 0を出力し続け、デューティは 0%となります。DTRにはDTR＞CYLRとなる値は設定しないでください。
また、DTRに H'0000を設定する場合は、DTRに直接 H'0000を書き込みせず、BFRに H'0000を設定し、BFRから DTR
への転送により H'0000設定してください。直接 DTRに H'0000を書き込むとデューティ 0％にならない場合があります。 
さらにチャネル 6は PWMモードレジスタ（PMDR）によって TCNTはアップ／ダウンカウンタとなり相補 PWM出力

が可能です。対応する TSTRを 1に設定すると TCNTはアップカウントを行い、CYLRとの一致でダウンカウントに切り
替わります。TCNTが H'0000になると再びアップカウントを行います。このとき TCNT＝DTRで対応する外部出力端子
TO6A～Dの出力が変化します。TCNTがアップカウント中かダウンカウント中かはタイマステータスレジスタ(TSR6）
により知ることができます。 
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また非相補 PWMモード時は TCNT＝CYLRのとき､相補 PWMモード時は TCNT＝H'0000のとき、それぞれ DMACの
起動、および割り込み要求が可能です。 

(6) チャネル 8 

チャネル 8は、16本の 16ビットダウンカウンタ（DCNT8A～P）を内蔵しています。ダウンカウンタはおのおのに対
応する外部信号出力端子を持ち､ワンショットパルスを生成することができます。DCNTに値を設定し、ダウンカウント
スタートレジスタ（DSTR）の対応するビットを 1に設定することにより、DCNTはダウンカウントを開始し、同時に対
応する外部出力端子に 1を出力します。ダウンカウントにより DCNTが H'0000に達したら、DCNTは動作を停止し外部
出力端子に 0を出力します。DCNTがアンダフロー時、割り込み要求が可能です。 
ダウンカウンタはタイマコネクションレジスタ（TCNR）、ワンショットパルスターミネートレジスタ（OTR）を設定

することにより、それぞれチャネル 1、チャネル 2のアウトプットコンペア機能と連動させることができ、チャネル 1か
ら DCNT8A～H、チャネル 2から DCNT8I～Pのカウント動作のスタート／ストップが行えます。 

DCNT8I～Pはリロードレジスタ（RLDR）を持っており、リロードイネーブルレジスタ（RLDENR）の設定により、
おのおのがスタートするときにリロードレジスタから値を読み込んでからカウント動作を開始します。 

(7) チャネル 9 

チャネル 9は、6本の 8ビットイベントカウンタ（ECNT9A～F）と 6本の 8ビットジェネラルレジスタ（GR9A～F）
を内蔵しています。イベントカウンタ（ECNT9A～F）はアップカウンタで外部入力端子（TI9A～F）を持ち、おのおの
に対応する外部入力端子からの入力により、イベントカウンタの値がアップカウントされます。カウントアップは、タイ
マコントロールレジスタ（TCR9A～C）の設定により立ち上がり／立ち下がり／両エッジから選択できます。イベントカ
ウンタは対応するジェネラルレジスタと一致した後にエッジが入力されるとクリアされます。イベントカウンタがクリア
されるとき、割り込み要求が可能です。 
イベントカウンタのうち ECNT9A～Dはタイマコントロールレジスタ（TCR9A、TCR9B）を設定することにより、ジ

ェネラルレジスタ（GR9A～D）と一致時にコンペアマッチ信号がチャネル 3に送られ、チャネル 3でインプットキャプ
チャを行えます。これによりパルスが入力される期間を計測することができます。 

(8) チャネル 10 

チャネル 10は、外部入力をベースにした倍周クロックを生成し、チャネル 1～5に供給します。チャネル 10は、（a）
エッジ間計測ブロック、（b）倍周クロック生成ブロック、（c）倍周クロック補正ブロックに分かれます。 

(a) エッジ間計測ブロック 

このブロックは、32ビットフリーランニングカウンタ（TCNT10A）、32ビットインプットキャプチャレジスタ（ICR10A）、
32ビットアウトプットコンペアレジスタ（OCR10A）、8ビットイベントカウンタ(TCNT10B）および 8ビットアウトプ
ットコンペアレジスタ（OCR10B）、8ビットノイズキャンセラ用カウンタ（TCNT10H）および 8ビットノイズキャンセ
ラ用コンペアマッチレジスタ（NCR10）を内蔵しています。 

32ビットフリーランニングカウンタ 10A（TCNT10A）はアップカウンタでフリーランニング動作を行います。また、
TI10入力によりインプットキャプチャが行われると H'00000001にクリアされます。また、フリーランニングカウンタ 10A
（TCNT10A）がアウトプットコンペアレジスタ（OCR10A）に設定された値に達すると、コンペアマッチによる割り込
み要求が可能です。 
インプットキャプチャレジスタ（ICR10A）は外部信号入力端子（TI10）を持ち、TI10からの入力によりフリーランニ

ングカウンタ（TCNT10A）の値をキャプチャ可能です。キャプチャはタイマコントロールレジスタ（TCR10）の CKEG1、
CKEG0ビットの設定により、立ち上がり／立ち下がり／両エッジから選択ができます。また、TI10入力にはノイズキャ
ンセラ機能があり、タイマコントロールレジスタ（TCR10）の NCEビットを設定することにより、ノイズキャンセラを
有効にすることができます。キャプチャ時に TCNT10Aは H'00000001にクリアされ、かつ割り込み要求が可能です。キ
ャプチャした値は倍周クロック生成ブロックのリロードレジスタ（RLD10C）に転送することができます。 

8ビットイベントカウンタ（TCNT10B）はアップカウンタで TI10入力によりカウントアップを行います。イベントカ
ウンタ（TCNT10B）の値がアウトプットコンペアレジスタ（OCR10B）に設定された値に達すると、コンペアマッチによ
る割り込み要求が可能です。また、タイマコントロールレジスタ（TCR10）の TRG0DENビットを設定することにより、
コンペアマッチ発生時にチャネル 0のインプットキャプチャレジスタ 0D（ICR0D）に対してキャプチャ要求が可能です。 

8ビットノイズキャンセラ用カウンタ（TCNT10H）と 8ビットノイズキャンセラ用コンペアマッチレジスタ（NCR10）
はノイズキャンセラが機能する時間を設定します。ノイズキャンセラはノイズキャンセラ用コンペアマッチレジスタ
（TCNT10H）に値を設定し、タイマコントロールレジスタ（TCR10）の NCEビットを設定することにより、TI10入力が
あると TI10入力をマスクします。TI10入力をマスクすると同時にノイズキャンセラ用カウンタ（TCNT10H）が PΦ×10
のクロックでカウントアップを開始します。ノイズキャンセラ用カウンタ（TCNT10H）がノイズキャンセラ用コンペア
マッチレジスタ（NCR10）と一致するとノイズキャンセラ用カウンタ（TCNT10H）は H'0000にクリアされ、TI10入力の
マスクを解除します。 
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(b) 倍周クロック生成ブロック 

このブロックは、16ビットリロードカウンタ（TCNT10C、RLD10C）と 16ビットフリーランニングカウンタ（TCNT10G）
および 16ビットジェネラルレジスタ（GR10G）を内蔵しています。 

16ビットリロードカウンタ 10C（RLD10C）は、32ビットインプットキャプチャレジスタ 10A（ICR10A）でキャプチ
ャされ、かつタイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR10）の RLDENが 0のとき、インプットキャプチャレジスタ 10A
にキャプチャされた値が、倍周クロック生成ブロックのリロードレジスタ（RLD10C）に転送されます。転送される値は
TIOR10の PIM1、PIM0で設定により、1/32、1/64、1/128、1/256倍のうち、選択された値が転送されます。 

16ビットリロードカウンタ 10C（TCNT10C）は、ダウンカウント動作を行います。TCNT10Cは H'0001になると自動
的にリロードバッファ（RLD10C）から値を読み込み、内部クロック AGCK1を生成し、再度ダウンカウント動作を繰り
返します。内部で生成した AGCK1は、倍周クロック補正ブロックの 16ビット補正カウンタ（TCNT10E）および 16ビッ
トフリーランニングカウンタ 10G（TCNT10G）にクロックとして入力されます。 

16ビットフリーランニングカウンタ 10G（TCNT10G）は TCNT10Cが生成する AGCK1によってカウントされます。
また、TI10からの外部入力により H'0000に初期化されます。 

16ビットジェネラルレジスタ（GR10G）は、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR10）の IO10G2～0を設定するこ
とにより、フリーランニングカウンタ 10G（TCNT10G）とのコンペアマッチを行えます。コンペアマッチ発生時に割り
込み要求が可能です。また、タイマインタラプトイネーブルレジスタ 10（TIER10）を設定することにより、コンペマッ
チ後に TI10入力があった場合に割り込み要求を行うことが可能です。 

(c) 倍周クロック補正ブロック 

このブロックは、3本の 16ビット補正カウンタ（TCNT10D、TCNT10E、TCNT10F）と、16ビット補正カウンタクリ
アレジスタ（TCCLR10）を内蔵しています。 

16ビット補正カウンタ 10D（TCNT10D）は、外部入力端子 TI10からの入力により、32ビットインプットキャプチャ
レジスタ 10A（ICR10A）がキャプチャ動作をするタイミングで TCNT10Eへ TCNT10Dの値を転送し、カウントアップし
ます。TCNT10Eに転送される値は、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR10）の PIM1、PIM0ビットによって設定さ
れた値により、TCNT10Dの値が 32、64、128、256倍されて TCNT10Eに転送されます。 

16ビット補正カウンタ 10E（TCNT10E）は、倍周クロック生成ブロックのリロードカウンタ 10C（TCNT10C、RLD10C）
で生成される AGCK1によりカウントアップします。ただし、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR10）の CCSビッ
トの設定することにより、フリーランニングカウンタ 10D（TCNT10D）の PIM1、PIM0による逓倍値とフリーランニン
グカウンタ 10E（TCNT10E）の値が一致している場合、フリーランニングカウンタ 10E（TCNT10E）のカウント動作を
停止することができます。また、TI10の入力によりインプットキャプチャレジスタ 10A（ICR10A）がキャプチャ動作を
するタイミングで TCNT10Dが逓倍された値が転送されます。 

16ビット補正カウンタ 10F（TCNT10F）は Pφが入力されており、常に 16ビット補正カウンタ 10E（TCNT10E）と比
較されています。16ビット補正カウンタ 10F（TCNT10F）は、16ビット補正カウンタ 10E（TCNT10E）より小さいとき
にカウントアップされ、カウントアップ信号 AGCKMを生成します。補正カウンタ 10F（TCNT10F）が 16ビット補正カ
ウンタ 10E（TCNT10E）の値を上回ったときには、カウントアップ動作をしません。TCNT10Fがカウントアップ時に生
成する TI10逓倍信号（AGCKM）はチャネル 1～5のフリーランニングカウンタ（TCNT1A、1B、2A、2B、3、4、5）に
出力され、各チャネルでカウンタクロックとして設定することにより AGCKMでカウントアップすることができます。
また TCNT10Fは 16ビット補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）と常に比較されており、フリーランニングカウン
タ 10F（TCNT10F）と補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）が一致すると、TCNT10Fのカウントアップが停止しま
す。このとき、タイマコントロールレジスタ（TCR10）の TRG1AEN、TRG1BEN、TRG2AEN、TRG2BENを設定するこ
とにより、チャネル 1、2のフリーランニングカウンタ（TCNT1A、1B、2A、2B）をクリアすることができます。また、
TCNT10D=H'0000のときに TI10が入力されると初期化、補正動作を行います。TCNT10F=TCCLR10のときは、TCNT10F
は H'0001にクリアされます。TCNT10F≠TCCLR10のときは、TCNT10Fは TCCLR10の値まで自動的にカウントアップ
し、一致時に H'0001にクリアされます。 

(9) チャネル 11 

チャネル 11は、1本の 16ビットフリーランニングカウンタ（TCNT11）と 2本の 16ビットジェネラルレジスタ（GR11A、
B）を内蔵しています。TCNT11はアップカウンタでフリーランニング動作を行います。カウンタはオーバフロー時に割
り込み要求が可能です。 

2本のジェネラルレジスタ（GR11A、B）はおのおのに対応する外部入出力端子（TIO11A、B）を持ち、インプットキ
ャプチャまたはアウトプットコンペアレジスタとして使用することができます。キャプチャとして使用する場合、おのお
のに対応する外部信号入出力端子（TIO11A、B）からの入力により、フリーランニングカウンタ（TCNT11）の値をキャ
プチャします。インプットキャプチャ信号は、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR11）により立ち上がり／立ち下
がり／両エッジから選択できます。アウトプットコンペアとして使用する場合、フリーランニングカウンタ（TCNT11）
とコンペアマッチを行います。コンペアマッチによる外部信号入出力端子からの出力は、タイマ I/Oコントロールレジス
タ（TIOR11）により、0出力／1出力／トグル出力から選択できます。それぞれインプットキャプチャまたはコンペアマ
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ッチ発生時に割り込み要求が可能です。また、2本のジェネラルレジスタを（GR11A、B）をコンペアマッチに設定する
と、アドバンストパルスコントローラ（APC）にコンペアマッチ信号を出力できます。 

(10) プリスケーラ 

ATU-IIは専用のプリスケーラを内蔵しています。このプリスケーラは 2段構成になっています。初段はクロック Pφ
に対して、m分の 1クロック（m=1～32）を生成する 5ビットのプリスケーラ（PSCR1～4）です。2段目はそれぞれの
チャネルのタイマコントロールレジスタ（TCR1A、B、TCR2A、B、TCR3～5、TCR6A、B、TCR7A、B、TCR8、TCR11）
により初段からのクロックをさらに 2n（n=0～5）に分周したクロックの選択が可能です。 
ただし、チャネル 1～8、11のプリスケーラは 2段構成、チャネル 0、10のプリスケーラは初段のみとなっています。

また、初段のプリスケーラはチャネル 0～5、8、11が共通になっており、初段の分周比をそれぞれ異なるように設定する
ことができません。チャネル 6、7、10はそれぞれのチャネルごとに初段のプリスケーラを持っており、初段の分周比を
それぞれ異なるように設定することができます。 
 

11.3.2 フリーランニングカウンタ動作と周期カウンタ動作 
チャネル 0～5、11のフリーランニングカウンタ（TCNT）は、タイマスタートレジスタ（TSTR）の対応するビットを

1にセットするとフリーランニングカウンタとしてアップカウント動作を開始します。TCNTがオーバフロー（チャネル
0：H'FFFFFFFF→H'00000000、チャネル 1～5、11：H'FFFF→H'0000）するとタイマステータスレジスタ（TSR）の OVF
ビットが 1にセットされます。このとき、対応するタイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の OVEビットが 1
ならば CPUに割り込みを要求します。TCNTはオーバフロー後、 H'00000000または H'0000から再びアップカウントを
継続します。 

TCNTの動作中に TSTR値を 0にすると、対応する TCNTは動作を停止します。このとき TCNTはリセットされませ
ん。対応する TCNTの GRから外部出力している場合には、出力値は変化しません。 
図 11.13にチャネル 0のフリーランニングカウンタ動作を示します。 

 

Pφ

TSTR1
STR0

TCNT0
Clock

TCNT0

TSR0
OVF0

ソフトでクリア

0000000200000001 00000003 00000004 00000005 00000006 FFFFFFFD FFFFFFFE FFFFFFFF 00000000 00000001 00000002

 
図 11.13 フリーランニングカウンタ動作およびオーバフロータイミング 

 
チャネル 6、7のフリーランニングカウンタ（TCNT）は、無条件で周期カウント動作を行います。また、チャネル 3

～5のフリーランニングカウンタ（TCNT）は、タイマモードレジスタ（TMDR）の T3PWM～T5PWMビットに 1をセッ
トすると、あるいは T3PWM～T5PWMが 0のとき、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR）の対応する CCIビットを
1にセットすると当該チャネルのカウンタは周期カウント動作を行います。チャネル 3～5の場合は GR3D、4D、5Dが、
チャネル 6、7の場合は CYLRが、カウンタ TCNTとコンペアマッチすると当該 TCNTがクリアされます（カウンタクリ
ア機能）。TMDR設定後、TSTRの対応する STRビットを 1にセットすると、周期カウンタとしてカウントアップを開
始します。カウント値が GR3D、4D、5Dあるいは CYLR値と一致すると、タイマステータスレジスタ（TSR）の IMF3D、
4D、5D、チャネル 6、7の場合は TSR6、7の CMFの対応するビットに 1がセットされ、TCNTは H'0000、チャネル 6、
7の場合は H'0001にクリアされます。 
このとき、TIERの対応するビットが 1ならば、CPUに割り込み要求をします。TCNTはコンペアマッチ後、H'0000、

チャネル 6、7の場合は H'0001から再びアップカウント動作を継続します。 
チャネル 3を周期カウンタとして（周期を H'0008に設定）使用したときの動作を図 11.14に示します。 
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Pφ

TCNT3
Clock

TCNT3

GR3D
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TSR3
IMF3D

ソフトでクリアソフトでクリア

0008 0008

00010008 0000 0002 0003 0007 0008 0000 0001 0002 0003 0004 0005

 
図 11.14 周期カウント動作例 

11.3.3 コンペアマッチ機能 
チャネル 1～5とチャネル 11のジェネラルレジスタ（GR1A～GR1H、GR2A～GR2H、GR3A～GR3D、GR4A～GR4D、

GR5A～GR5D、GR11A、GR11B）は、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR1～TIOR5、TIOR11）にコンペアマッチ
動作を指定することにより、対応する外部端子（TIO1A～TIO1H、TIO2A～TIO2H、TIO3A～TIO3D、TIO4A～TIO4D、
TIO5A～TIO5D、TIO11A、TIO11B）からコンペアマッチ出力を行います。 
タイマスタートレジスタ（TSTR）への設定によりフリーランニングカウンタ（TCNT）がカウントアップを開始しま

す。あらかじめ GRに値を設定し、TCNTが GRに一致すると、GRに対応するタイマステータスレジスタ（TSR）のビ
ットをセットし、GRに対応する端子から波形を出力します。出力は TIORへの設定により 1出力／0出力／トグル出力
から選択できます。また、インタラプトイネーブルレジスタ（TIER）への設定によりコンペアマッチ発生時に CPUへの
割り込み要求が可能です。 
コンペアマッチ出力を行わず、コンペアマッチによる内部割り込み、またはコンペアマッチフラグのポーリング処理

を行いたい場合、対応するコンペアマッチ出力端子を汎用入出力に、TIORをコンペアマッチによる 1出力／0出力／ト
グル出力のいずれかに設定してください。 
また、チャネル 1、2のコンペアマッチレジスタ（OCR1、OCR2A～OCR2H）は無条件でコンペアマッチ動作を行いま

す。ただし出力端子はありません。コンペアマッチ発生時に TIERへの設定により CPUへの割り込み要求が可能です。 
さらにチャネル 1、2の GRと OCRは、コンペアマッチ時にチャネル 8にトリガ／ターミネート信号を送信することが

できます。このときは、トリガモードレジスタ（TRGMDR）タイマコネクションレジスタ（TCNR）とワンショットパル
スターミネートレジスタ（OTR）で設定してください。 
図 11.15にコンペアマッチ動作を示します。 
図 11.15はチャネル 1を起動し、GR1Aをトグル出力、GR1Bを 1出力、GR1Cを 0出力に設定し外部出力をさせたと

きの例です。 
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図 11.15 コンペアマッチ動作 
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11.3.4 インプットキャプチャ機能 
チャネル 0～5とチャネル 11のインプットキャプチャレジスタ（ICR0A～ICR0D）とジェネラルレジスタ（GR1A～GR1H、

GR2A～GR2H、GR3A～GR3D、GR4A～GR4D、GR5A～GR5D、GR11A、GR11B）は、タイマ I/Oコントロールレジスタ
（TIOR0～TIOR5、TIOR11）にインプットキャプチャ動作を指定することにより、対応する外部端子（TI0A～TI0D、TIO1A
～TIO1H、TIO2A～TIO2H、TIO3A～TIO3D、TIO4A～TIO4D、TIO5A～TIO5D）からエッジが入力されるとインプットキ
ャプチャ動作します。 
タイマスタートレジスタ（TSTR）への設定によりフリーランニングカウンタ（TCNT）がカウントアップを開始しま

す。ICRまたは GRの対応する外部端子のエッジが入力されると、対応するタイマステータスレジスタ（TSR）のビット
がセットされ、TCNT値が ICRまたは GRに転送されます。入力されるエッジは、立ち上がり／立ち下がり／両エッジか
ら選択できます。また、インタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の設定により CPUに割り込み要求をすることができ
ます。 
図 11.16にインプットキャプチャ動作を示します。 
図 11.16はチャネル 1を起動し、TIO1Aは両エッジ、TIO1Bは立ち上がり、TIO1Cは立ち下がり指定で動作させたと

きの例です。 
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図 11.16 インプットキャプチャ動作 
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11.3.5 ワンショットパルス機能 
チャネル 8は、16本のダウンカウンタ（DCNT8A～DCNT8P）と、それぞれに対応する外部端子（TO8A～TO8P）を持

っており、ワンショットパルス出力が可能です。 
あらかじめ DCNTに値を設定し、ダウンカウントスタートレジスタ（DSTR）の対応するビットを設定すると DCNT

はダウンカウントを開始します。ダウンカウントを開始すると同時に外部端子から 1を出力します。DCNTが H'0000に
達すると、ダウンカウント動作を停止し、タイマステータスレジスタ（TSR）の対応するビットをセットします。対応す
る外部端子からは 0を出力します。DSTRの対応するビットは自動的にクリアされます。またこのときインタラプトイネ
ーブルレジスタ（TIER）への設定により CPUへの割り込み要求が可能です。 
ワンショットパルス出力動作例を図 11.17に示します。 
図 11.17は、H'0005を DCNTに設定しダウンカウントを開始したときの例です。 
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図 11.17 ワンショットパルス出力動作 
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11.3.6 オフセット付きワンショットパルス機能と出力遮断機能 
チャネル 8のダウンカウンタ（DCNT8A～DCNT8P）は、タイマコネクションレジスタ（TCNR）への設定によりチャ

ネル 1のジェネラルレジスタ（GR1A～GR1H）またはチャネル 1、2のコンペアマッチレジスタ（OCR1、OCR2A～OCR2H）
からのコンペアマッチ信号を用いてダウンカウントをスタートさせることができます。DCNT8A～DCNT8Hはチャネル 1
の OCR1または GR1A～GR1Hと、DCNT8I～DCNT8Pはチャネル 2の OCR2A～OCR2Hまたは GR2A～GR2Hと接続さ
れます。DCNTに対応した外部端子（TO8A～TO8P）からはワンショットパルス出力が可能です。またワンショットパル
スターミネートレジスタ（OTR）への設定によりダウンカウントを強制的に停止することができます。チャネル 1に関し
ては、GR、OCRのコンペアマッチでダウンカウントスタート／ターミネートの選択がトリガモードレジスタ（TRGMDR）
により可能です。 
タイマスタートレジスタ（TSTR）への設定によりチャネル 1、2のフリーランニングカウンタ（TCNT）はカウントア

ップ動作を開始します。TCNRで接続を許可した状態で、TCNTが GRまたは OCRと一致すると、それぞれに対応する
DSTRが自動的にセットされ、DCNTがダウンカウントを開始します。同時に外部端子（TO8A～TO8P）からは 1を出力
します。インタラプトイネーブルレジスタ（TIER）への設定により CPUへの割り込み要求が可能です。 
また、OTRでチャネル 1、2のコンペアマッチ信号でチャネル 8のワンショットパルス終了を許可した状態で、TCNT1

が GRまたは OCRと、TCNT2が GRと一致すると、それぞれに対応する DSTRが自動的にクリアされ、DCNTがダウン
カウントを停止します。このとき DCNT値は、H'0000にクリアされます。再びダウンカウントが開始される前に書き換
えてください。 

DCNT8I～DCNT8Pには、リロードレジスタ（RLDR8）が接続されており、ワンショットパルススタートトリガにより
DCNT8I～DCNT8Pに対応する DSTRがセットされると DCNT8I～DCNT8Pは RLDR8をロードしてからダウンカウント
を開始します。 
オフセット付きワンショットパルス出力機能および出力遮断機能の動作例を図 11.18に示します。 
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ダウンカウンタ
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ワンショットエンド
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ワンショット終了
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図 11.18 オフセット付きワンショットパルス出力機能と出力遮断機能動作 
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11.3.7 インターバルタイマ機能 
インターバルインタラプトリクエストレジスタ（ITVRR1、ITVRR2A、ITVRR2B）は、チャネル 0のフリーランニング

カウンタ（TCNT0）のビット 6～9とビット 10～13と接続されています。ITVRRは 8ビットのレジスタで上位 4ビット
（ITVA）は A/D変換器の起動用で、下位 4ビット（ITVE）は割り込み要求用です。ITVRR1は A/D変換器 2（AD2）に
接続され、ITVRR2Aは A/D変換器 0（AD0）、ITVRR2Bは A/D変換器 1（AD1）に接続されます。 
所望のタイミングの ITVAビットをセットすると、TCNT0の対応するビットが 1に変化したときに A/D変換器が起動

されます。 
所望のタイミングの ITVEビットをセットすると、TCNT0の対応するビットが 1に変化したときに割り込み要求が可

能です。このときタイマステータスレジスタ（TSR0）の該当するビットがセットされます。割り込みはそれぞれの ITVRR
で 4要因ありますが、割り込みベクタは ITVRRに対して 1つです。 
割り込みおよび A/D変換器の起動を行わない場合は、ITVRRは 0に設定してください。 
インターバルタイマ機能の動作例を図 11.19に示します。 
図 11.19は ITVRR1の ITVEに 1を設定して、TCNT0を起動したときの例です。 

 

Pφ

TCNT0
Clock

TCNT0

インターバル
検出信号

AD起動
トリガ

0000003E0000003C 0000003D 0000003F 00000040 000000850000007F 00000080 00000081 00000082 00000083 00000084

ビット6検出の場合 ビット7検出の場合

0000007E

 
図 11.19 インターバルタイマ機能 

11.3.8 ツインキャプチャ機能 
チャネル 0のインプットキャプチャレジスタ（ICR0A）と、チャネル 1のオフセットベースレジスタ 1（OSBR1）およ

びチャネル 2のオフセットベースレジスタ 2（OSBR2）は、タイマ I/Oコントロールレジスタ 0（TIOR0）への設定によ
り同じトリガでインプットキャプチャ動作を行うことができます。 
タイマスタートレジスタ（TSTR）への設定によりチャネル 0、チャネル 1、チャネル 2のTCNT0、TCNT1AおよびTCNT2A

をスタートさせ、TI0Aの入力をトリガ信号とし、エッジを検出すると、OSBR1には TCNT1Aの値が、OSBR2には TCNT2A
の値が転送されます。エッジの検出は「11.3.4  インプットキャプチャ機能」で述べたとおりです。 
図 11.20にツインキャプチャ動作例を示します。 

 

Pφ

TCNT1A
Clock

TCNT1A

エッジ検出信号
（チャネル0より）

OSBR1

00020000 0001 0003

0003 ････ 567A

0004 0005 567E5678 5679 567A 567B 567C 567D

 
図 11.20 ツインキャプチャ動作 
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11.3.9 PWMタイマ機能 
チャネル 6、7は無条件で、外部端子（TO6A～TO6D、TO7A～TO7D）を使用した PWMタイマとして使用できます。 
チャネル 6、7は、タイマスタートレジスタ（TSTR）の対応するビットをセットしてフリーランニングカウンタ（TCNT）

を起動すると、対応するサイクルレジスタ（CYLR）に一致するまでカウントアップ動作をします。TCNTは CYLRと一
致すると H'0001にクリアされ、そこから再びアップカウントします。対応する外部端子は、このとき 1を出力します。
またタイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の対応するビットを設定することにより CPUに割り込みを要求す
ることができます。デューティレジスタ（DTR）に値が設定されており、TCNTが DTRに一致すると、対応する外部端
子に 0を出力します。DTRが H'0000の場合には、出力は変化しません（デューティ 0％）。ただし、DTRに H'0000を設
定する場合は、DTRに直接 H'0000を書き込みせず、BFRに H'0000を設定し、BFRから DTRへの転送により設定してく
ださい。直接 DTRに H'0000を書き込むとデューティ 0％にならない場合があります。デューティを 100％にするには DTR
＝CYLRに設定してください。DTRには DTR＞CYLRとなる値を設定しないでください。 
チャネル 6、7にはバッファ（BFR）を持っており、TCNTが CYLRと一致すると BFR値が DTRに転送されます。BFR

に書き込まれたデューティ値が出力値に反映されるのは、BFRが書き込まれた周期の次の周期になります。 
図 11.21に PWMタイマ動作例を示します。 
図 11.21はチャネル 6の CYLR6Aに H'0004、BFR6Aに H'0002、H'0000（0％）、H'0004（100％）、H'0001を設定し

たときの動作例です。 
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*

 
図 11.21 PWMタイマ動作 

 
また、チャネル 6は PWMモードコントロールレジスタ（PMDR）への設定により、相補 PWMモードとして使用でき

ます。また、PMDRへの設定によりオンデューティ／オフデューティの選択も可能です。 
TSTRへの設定により TCNT6を起動すると、TCNT6はカウントアップを開始します。TCNT6が CYLR6に達すると、

TCNT6はダウンカウントを開始し、H'0000に達すると再びアップカウント動作をします。このときカウンタのステータ
スを TSR6にて示しますが、TCNT6がアンダフローしたとき、TIERの対応するビットを設定することにより CPUに割
り込みを要求することができます。TCNT6がデューティレジスタ（DTR6）に一致すると出力を反転します。一致前の出
力は PMDRの設定に依存します。DTR6にデッドタイムを含んで値を設定すると、最大 4相の PWM出力が可能です。
BFR6から DTR6へのデータ転送は、アンダフローしたときに行われます。 
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図 11.22にチャネル 6の相補 PWMモード動作例を示します。 
図 11.22はチャネル 6の CYLR6Aに H'0004、BFR6Aに H'0002、H'0003、H'0004（100％）、H'0000（0％）を設定した

ときの動作例です。 
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図 11.22 相補 PWMモード動作 
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11.3.10 チャネル 3～5の PWM機能 
チャネル 3～5は、タイマモードレジスタ（TMDR）の対応するビットに 1を設定することにより、PWMモードとな

り、周期が同じ PWMタイマとして動作させることができます。 
PWMモードでは、ジェネラルレジスタ D（GR3D、GR4D、GR5D）が周期レジスタとして、またジェネラルレジスタ

A～C（GR3A～GR3C、GR4A～GR4C、GR5A～GR5C）がデューティレジスタとして使用されます。デューティレジスタ
に使用される GRそれぞれに対応する外部端子（TIO3A～TIO3C、TIO4A～TIO4C、TIO5A～TIO5C）は PWM出力として
使用します。このとき外部端子（TIO3D、 TIO4D、 TIO5D）はタイマ出力として使用しないでください。 
タイマスタートレジスタ（TSTR）への設定によりフリーランニングカウンタ（TCNT）を動作させ、TCNTが周期レジ

スタ（GR3D、GR4D、GR5D）に達するとコンペアマッチを発生し、TCNTはクリアされ再び H'0000からカウントアッ
プします。このときタイマステータスレジスタ（TSR）の該当するビットをセットすると共に、同時に外部端子から 1を
出力します。TCNTがデューティレジスタ（GR3A～GR3C、GR4A～GR4C、GR5A～GR5C）に達すると、外部端子に 0
を出力します。対応するステータスフラグはセットされません。フリーランニングカウンタ初期値（H'0000）からカウン
タを起動して PWM動作を行うと、1周期間 PWM出力は行いません。すぐに PWM出力を行うには、フリーランニング
カウンタに周期レジスタと同じ値をセットしてカウンタを起動してください。また、周期レジスタに H'FFFFを設定して
PWM動作を行うと、周期レジスタのコンペアマッチフラグとオーバフローのフラグが同時にセットされます。 
チャネル 3～5の PWMモードでは 0％、100％デューティを出力することはできません。 
図 11.23にチャネル 3～5の PWMモード動作例を示します。 
図 11.23は、GR3Dに H'0008、GR3A、GR3B、GR3Cに H'0002を設定してチャネル 3を起動し、途中で GR3A、GR3B、

GR3Cに H'0000を設定し外部端子（TIOA3～TIOC3）に出力した場合の例です。H'0000を設定してもデューティ 0％出力
はできません。 
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図 11.23 チャネル 3～5の PWMモード動作 
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11.3.11 イベントカウント機能とイベント周期計測 
チャネル 9は 6本の 8ビットイベントカウンタ（ECNT9A～ECNT9F）と、それぞれにジェネラルレジスタ（GR9A～

GR9F）を持っています。それぞれのイベントカウンタは外部端子（TI9A～TI9F）を持っています。 
ECNT9は無条件にイベントカウンタとして動作します。外部端子からエッジが入力されると、ECNT9がカウントアッ

プされます。ECNT9は GR9に設定された値に一致した後にエッジが入力されるとクリアされ、再び外部端子にエッジが
入力されるとカウントアップします。タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の対応するビットをセットして
おくと、コンペアマッチで CPUに割り込み要求ができます。 
また、ECNT9A～ECNT9Dはコンペアマッチしたときにそのトリガをチャネル 3に送信することができます。チャネル

3において、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR）でチャネル 9のトリガ入力に設定し、タイマスタートレジスタ
（TSTR）の当該ビットを 1に設定すると、ECNT9A～ECNT9Dでコンペアマッチ発生時ジェネラルレジスタ（GR3A～
GR3D）に TCNT3値がキャプチャされます。これによりイベント周期計測が可能です。 
図 11.24にイベントカウント動作を示します。両エッジ、立ち下がり、立ち上がりで ECNT9Aをカウントアップし、

GR9Aは H'10を設定してコンペアマッチさせた例です。 
図 11.25にはイベント周期計測動作を示します。チャネル 9からのトリガでチャネル 3の GR3Aが TCNT3をキャプチ

ャする例です。 
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図 11.24 イベントカウント動作 
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図 11.25 イベント周期計測動作 



11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 

Rev.5.00  2010.02.23  11-135 
RJJ09B0181-0500 

 

11.3.12 チャネル 10の機能 

(1) エッジ間計測機能およびエッジ入力停止検出機能 

チャネル 10の 32ビットインプットキャプチャレジスタ 10A（ICR10A）および 32ビットアウトプットコンペアレジス
タ 10A（OCR10A）は、無条件でそれぞれインプットキャプチャ／コンペアマッチ動作を行います。これらは 32ビット
フリーランニングカウンタ（TCNT10A）に接続されています。 
タイマスタートレジスタ（TSTR）の当該ビットを設定すると、チャネル 10全体が動作を開始します。ICR10Aは外部

入力端子（TI10）を持っており、本入力端子にエッジが入力されると ICR10Aは TCNT10Aの値をキャプチャします。こ
のとき TCNT10Aは H'00000001にクリアされます。キャプチャされた値は、倍周クロック生成ブロックのリロードレジ
スタ（RLD10C）に転送されます。このときタイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の設定により CPUへの割
り込みの要求ができます。これによりエッジ間計測が可能です。 
また、TCNT10Aが OCR10Aに設定された値に達すると、コンペアマッチによる割り込み発生が可能です。これにより

OCR10Aに設定された時間以上エッジ入力が停止したことを検出することができます。 
TI10からの入力エッジは内部で同期化され、内部信号 AGCKとなります。TI10に入力されるエッジは、タイマコント

ロールレジスタ（TCR10）の NCEビットの設定によりタイマ 10H（TCNT10H）での入力キャンセル機能を使用してノイ
ズをキャンセルすることができます。TI10にエッジが入力されると TCNT10Hが起動し、コンペアマッチレジスタ
（NCR10）に到達するまで入力を禁止します。 
図 11.26にエッジ入力動作（ノイズキャンセルなし）、図 11.27にエッジ入力動作（ノイズキャンセルあり）、図 11.28

に TCNT10Aのキャプチャ動作とコンペアマッチ動作を示します。 
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図 11.26 エッジ入力動作（ノイズキャンセルなし） 
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図 11.27 エッジ入力動作（ノイズキャンセルあり） 
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図 11.28 TCNT10Aのキャプチャ動作とコンペアマッチ動作 

 
内部で同期化された AGCKは、イベントカウンタ 10B（TCNT10B）でカウントされ、あらかじめコンペアマッチレジ

スタ 10B（OCR10B）に値を設定しておくと TCNT10Bが一致したときにコンペアマッチを発生します。このときコンペ
アマッチトリガ信号をチャネル 0に送信します。また、TIERの該当するビットをセットしておくと CPUの割り込み要求
が可能です。 
図 11.29に TCNT10Bのコンペアマッチ動作を示します。 
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図 11.29 TCNT10Bのコンペアマッチ動作 

(2) 倍周クロック生成機能 

チャネル 10の 16ビットリロードカウンタ（TCNT10C、RLD10C）と 16ビットフリーランニングカウンタ（TCNT10G）
は外部端子（TI10）から入力されたエッジ間を 32/64/128/256倍に倍周することができます。 
上記 ICR10Aでキャプチャされた値は、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR10）で設定された値により 1/32、1/64、

1/128、1/256倍されてリロードバッファ（RLD10C）に転送されます。これと同時に 16ビットリロードカウンタ 10C
（TCNT10C）にも同値が転送されダウンカウント動作を開始します。このカウンタはH'0001に達すると自動的に RLD10C
から値を読み込み再度ダウンカウント動作を繰り返します。このリロードが発生すると倍周クロック信号（AGCK1）を
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生成します。AGCK1は次項で説明する倍周クロック補正機能により補正クロック（AGCKM）に変換されます。 
また、チャネル 10は、ジェネラルレジスタ（GR10G）と、16ビットフリーランカウンタ 10G（TCNT10G）を用いて

倍周クロック（AGCK1）によるコンペアマッチ動作が可能です。TCNT10Gは無条件で AGCK1でカウントアップされま
す。TCNT10Gが GR10Gと一致したときにタイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の設定により、CPUへの割
り込みを要求することができます。この割り込みタイミングは、TIERの IREGビットによりコンペアマッチ発生時、ま
たはコンペアマッチ発生後最初の TI10エッジ入力時の選択ができます。 
図 11.30に TCNT10C動作、図 11.31に TCNT10Gのコンペアマッチ動作を示します。 
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図 11.30 TCNT10Cの動作 
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図 11.31 TCNT10Gのコンペアマッチ動作 
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(3) 倍周クロック補正機能 

チャネル 10の 3本の 16ビット補正カウンタ（TCNT10D、TCNT10E、TCNT10F）と、補正カウンタクリアレジスタ
（TCCLR10）は、TI10から入力されるエッジ間を TIOR10で設定された倍周値にするように補正機能を持っています。 

AGCKが入力されると、TIOR10で設定された逓倍率で TCNT10Dを逓倍した値が TCNT10Eに転送されます。それと
同時に、TCNT10Dはカウントアップを行います。 

TCNT10Eは、AGCK1によりカウントアップします。TCNT10Eは、AGCKで TCNT10Dをロードし、再度 AGCK1に
よりカウントアップします。このとき、TIOR10のカウンタコレクションセレクト（CCS）により TCNT10D＝TCNT10E
で TCNT10Eを停止するかしないかを選択できます。 

TCNT10Fは、周辺クロック（Pφ）が入力されており、常に TCNT10Eと比較されています。TCNT10Fは、TCNT10E
より小さいときにカウントアップされ倍周補正クロック信号（AGCKM）を出力します。 

TCNT10F が TCNT10Eの値を上回ったときには、カウントアップ動作をしません。この AGCKMは、チャネル 1～5
のフリーランカウンタ（TCNT1～5）に出力されます。 
また、チャネル 10は補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）を持っており、TCNT10Fが TCCLR10に設定された値

に一致すると、補正カウンタ（TCNT10D、TCNT10E、TCNT10F）とチャネル 1、2のフリーランカウンタ（TCNT1、2）
をクリアすることができます。 
図 11.32に TCNT10Dの動作、図 11.33に TCNT10Eの動作、図 11.34に TCNT10Fの動作（起動時）、図 11.35に TCNT10F

の動作（サイクル終了、補正あり）、図 11.36に TCNT10Fの動作（サイクル終了、補正なし）を示します。 
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図 11.32 TCNT10Dの動作 
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図 11.33 TCNT10Eの動作 
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図 11.34 TCNT10Fの動作（起動時） 
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図 11.35 TCNT10Fの動作（サイクル終了、加速、減速） 
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図 11.36 TCNT10Fの動作（サイクル終了、定常時） 
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11.4 割り込み 
ATUの割り込み要因には、インプットキャプチャ割り込み、コンペアマッチ割り込み、オーバフロー割り込み、アン

ダフロー割り込み、インターバルインタラプト割り込みの 5種類 75要因の割り込みがあります。 

11.4.1 ステータスフラグのセットタイミング 

(1) インプットキャプチャ時の IMF（ICF）のセットタイミング 

インプットキャプチャ信号の発生によりタイマステータスレジスタ（TSR）の IMF、ICFビットは 1にセットされ、同
時に TCNTの値が対応する GR、ICR、OSBRに転送されます。 
このタイミングを図 11.37に示します。 
図 11.37は、外部端子から信号を入力し、立ち上がりエッジによりインプットキャプチャを行ったときの例です。 

 

CK

インプットキャプチャ
入力

TCNT N

GR（ICR） N

内部インプット
キャプチャ信号

割り込みステータスフラグ
IMF（ICF）

割り込み要求信号
IMI（ICI）

tTICS（インプットキャプチャ入力セットアップ時間）

 
図 11.37 インプットキャプチャ時の IMF（ICF）のセットタイミング 
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(2) コンペアマッチ時の IMF（CMF）のセットタイミング 

タイマステータスレジスタ（TSR）の IMF、CMFビットは、ジェネラルレジスタ（GR）、アウトプットコンペアレジ
スタ（OCR）またはサイクルレジスタ（CYLR）とタイマカウンタ（TCNT）が一致したときに発生するコンペアマッチ
信号により 1にセットされます。コンペアマッチ信号は、一致した最後のステート（TCNTが一致したカウント値を更新
するタイミング）で発生します。 
このタイミングを図 11.38に示します。 
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図 11.38 コンペアマッチ時の IMF（CMF）のセットタイミング 

(3) オーバフロー時の OVFのセットタイミング 

TCNTがオーバフロー（H'FFFF→H'0000または H'FFFFFFFF→H'00000000）したとき、タイマステータスレジスタ（TSR）
の OVFビットは 1にセットされます。 
このときのタイミングを図 11.39に示します。 
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図 11.39 オーバフロー時の OVFのセットタイミング 
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(4) アンダフロー時の OSFのセットタイミング 

DCNT入力クロックの入力によりダウンカウンタ（DCNT）が H'0001から H'0000にカウントダウンし、さらに次の
DCNT入力クロックが入力されるタイミング（アンダフローするタイミング）でタイマステータスレジスタ（TSR）の
OSFビットは 1にセットされます。 
このときのタイミングを図 11.40に示します。 
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図 11.40 アンダフロー時の OSFのセットタイミング 

(5) インターバルタイマによる IIFのセットタイミング 

フリーランニングカウンタ（TCNT0L）のビット 10～13の立ち上がりとインターバルインタラプトリクエストレジス
タ（ITVRR）の ITVE0～3で ANDをとり、1が発生したときにタイマステータスレジスタ（TSR）の IIFビットは 1にセ
ットされます。 
このときのタイミングを図 11.41に示します。図中の TCNT0の Nは、TCNT0Lのビット 6～13が 1に変化したときの

カウンタ値です。（たとえば、ビット 10のときは N=H'00000400、ビット 11のときは H'00000800等） 
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図 11.41 インターバルタイマによる IIFのセットタイミング 
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11.4.2 ステータスフラグのクリア 

(1) CPUプログラムによるクリア 

割り込みステータスフラグは CPUが 1の状態を読み出した後、0に書き込むとクリアされます。 
この手順とタイミングを図 11.42に示します。 
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図 11.42 CPUプログラムによるクリア手順とタイミング 

 

(2) DMACによるクリア 

割り込みステータスフラグ（ICF0A～D、CMF6A～D、CMF7A～D）は、インプットキャプチャまたはコンペアマッチ
の発生により DMACを起動すると、データ転送中、自動的にクリアされます。 
この手順とタイミングを図 11.43に示します。 
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図 11.43 DMACによるクリア手順とタイミング 
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11.5 CPUとのインタフェース 

11.5.1 32ビットアクセスのみ可能なレジスタ 
フリーランニングカウンタ 0、10A（TCNT0、10A）インプットキャプチャレジスタ 0A～D、10A（ICR0A～D、10A）、

およびアウトプットコンペアレジスタ 10A（OCR10A）は 32ビットのレジスタです。これらのレジスタは CPUと内部 16
ビットのデータバスで接続されているため、自動的に 16ビットづつ 2回に分割して読み出し、または書き込みを行いま
す（ICR0A～D、10Aはリードのみ）。 
図 11.44に TCNT0からの読み出し動作を、図 11.45に TCNT0への書き込み動作を示します。 
TCNT0からの読み出しの場合は、まず 1回目の読み出しで、TCNT0H（上位 16ビット）値を内部データバスに出力し、

同時に TCNT0L（下位 16ビット）値を内部バッファレジスタに出力します。そして 2回目の読み出しで、内部バッファ
レジスタ内の TCNT0L（下位 16ビット）値を内部データバスに出力します。 

TCNT0への書き込みの場合は、まず 1回目の書き込みで、上位データ 16ビットを内部バッファレジスタに出力します。
そして 2回目の書き込みで、下位データ 16ビットを TCNT0Lに出力し、同時に内部バッファレジスタ内の上位データ 16
ビットを TCNT0Hに出力し、書き込みます。以上の方法により、32ビットデータの同時読み出し、同時書き込みを行っ
て、カウントアップとの競合を防止しています。 
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図 11.44 TCNT0からの読み出し動作 
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図 11.45 TCNT0への書き込み動作 
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11.5.2 8ビット、16ビットおよび 32ビットアクセス可能なレジスタ 
タイマスタートレジスタ 1、2、3（TSTR1、2、3）は 8ビットのレジスタです。これらのレジスタは CPUと内部 16ビ

ットのデータバスで接続されているため、TSTR1、2、3を 32ビットで同時にアクセスする場合には自動的に 16ビット
づつ 2回に分割して読み出し、または書き込みを行います。 
図 11.46に TSTRからの読み出し動作を、図 11.47に TSTRへの書き込み動作を示します。 
TSTRからの読み出しの場合は、まず 1回目の読み出しで、TSTR1、2（上位 16ビット）値を内部データバスに出力し

ます。そして 2回目の読み出しで、TSTR3（下位 16ビット）値を内部データバスに出力します。 
TSTRへの書き込みの場合は、まず 1回目の書き込みで、上位データ 16ビットを TSTR1、2に書き込みます。そして 2

回目の書き込みで、下位データ16ビットをTSTR3に書き込みます。以上の方法により、32ビットでの書き込みは、TSTR1、
2と TSTR3は同じタイミングで書き込まれないことに注意してください。 

8ビットおよび 16ビットのアクセスにつきましては「11.5.4 8ビットおよび 16ビットアクセス可能なレジスタ」を
参照してください。 
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図 11.46 TSTR1、2、3からの読み出し動作 
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図 11.47 TSTR1、2、3への書き込み動作 
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11.5.3 16ビットアクセスのみ可能なレジスタ 
フリーランニングカウンタ（TCNT、ただし TCNT0、10A、10B、10D、10Hを除く）、ジェネラルレジスタ（GR、た

だし GR9A～Dを除く）、ダウンカウンタ（DCNT）、オフセットベースレジスタ（OSBR）、サイクルレジスタ（CYLR）、
バッファレジスタ（BFR）、デューティレジスタ（DTR）、タイマコネクションレジスタ（TCNR）、ワンショットパル
スターミネートレジスタ（OTR）、ダウンカウントスタートレジスタ（DSTR）、アウトプットコンペアレジスタ（OCR、
ただし OCR10Bを除く）、リロードレジスタ（RLDR8、RLD10C）、補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR10）、タイ
マインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）、およびタイマステータスレジスタ（TSR）は 16ビットのレジスタです。
これらのレジスタは CPUと内部 16ビットのデータバスで接続されており、ワード単位の読み出し／書き込みが可能です
（OSBRは読み出しのみ可能）。 

TCNT1Aに対してワード単位の読み出し／書き込みを行った場合の動作を図 11.48に示します。 
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図 11.48 TCNT1Aへの書き込み／読み出し動作 

11.5.4 8ビットおよび 16ビットアクセス可能なレジスタ 
タイマコントロールレジスタ（TCR1A、1B、2A、2B、6A、6B、7A、7B）、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR1A

～D、2A～D、3A、3B、4A、4B、5A、5B）、およびタイマスタートレジスタ（TSTR1、2、3）は 8ビットのレジスタで
す。これらのレジスタは、CPUと内部 16ビットのデータバス上位 8ビットまたは下位 8ビットと接続されており、バイ
ト単位の読み出し／書き込みが可能です。 
また、タイマ I/Oコントロールレジスタ 1A（TIOR1A）とタイマ I/Oコントロールレジスタ 1B（TIOR1B）のように、

アドレスの最下位ビットのみ異なる、2本の 8ビットレジスタは、組み合せてワード単位の読み出し／書き込みも可能で
す。 

TIOR1AまたはTIOR1Bに対して、おのおのバイト単位の読み出し／書き込みを行った場合の動作を図11.49と図11.50
に示します。また、TIOR1Aと TIOR1Bを同時にワード単位で読み出し／書き込みを行った場合の動作を図 11.51に示し
ます。 
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図 11.49 TIOR1Bへのバイト書き込み／読み出し動作 
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図 11.50 TIOR1Aへのバイト書き込み／読み出し動作 
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図 11.51 TIOR1A、Bへのワード書き込み／読み出し動作 
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11.5.5 8ビットのみアクセス可能なレジスタ 
タイマモードレジスタ（TMDR）、プリスケーラレジスタ（PSCR）、タイマ I/Oコントロールレジスタ（TIOR0、10、

11）、トリガモードレジスタ（TRGMDR）、インターバルインタラプトリクエストレジスタ（ITVRR）、タイマコント
ロールレジスタ（TCR3、4、5、8、9A～C、10、11）、PWMモードレジスタ（PMDR）、リロードイネーブルレジスタ
（RLDENR）、フリーランニングカウンタ（TCNT10B、10D、10H）、イベントカウンタ（ECNT）、ジェネラルレジス
タ（GR9A～F）、アウトプットコンペアレジスタ（OCR10B）、およびノイズキャンセラレジスタ（NCR）は 8ビットの
レジスタです。これらのレジスタは、CPUと内部 16ビットのデータバス上位 8ビットと接続されており、バイト単位の
読み出し／書き込みが可能です。 

ITVRR1レジスタに対して、バイト単位の読み出し／書き込みを行った場合の動作を図 11.52に示します。 
 

バス
インタフェース

Ｃ
Ｐ
Ｕ

内部データバス

上位8ビットのみ使用 上位8ビットのみ使用

ITVRR1

モジュール
データバス

 
図 11.52 ITVRR1へのバイト書き込み／読み出し動作 
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11.6 設定手順例 
以下に ATU-IIの各機能起動の際の設定手順例を記します。 

(1) インプットキャプチャ動作の設定手順例 

インプットキャプチャ動作の設定手順を図 11.53に示します。 
 

開始

カウンタクロックの選択 （1）

ポートとATU-IIの接続設定 （2）

入力波形のエッジ検出設定 （3）

カウント動作開始 （4）

インプットキャプチャ動作

（1）プリスケーラレジスタ（PSCR）で1段目のカウンタ
クロック幅φ 'を、タイマコントロールレジスタ
（TCR）のCKSELビットで2段目のカウンタクロッ
クφ"を選択してください。外部クロックを選択す
る場合は、TCRのCKEGビットで外部クロックのエ
ッジタイプも選択してください。

（2）インプットキャプチャトリガとして信号入力するポ
ートに対応するポートコントロールレジスタをATU
インプットキャプチャ入力に設定してください。

（3）タイマI/Oコントロールレジスタ（TIOR）により、
インプットキャプチャ信号の入力エッジを立ち上が
りエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジの3種類か
ら選択してください。
さらに必要ならば、タイマインタラプトイネーブル
レジスタ（TIER）への設定により、インプットキ
ャプチャ時に、CPUへ割り込み要求ができます。チ
ャネル0ではDMACを設定することにより、DMAC
を起動できます。

（4）タイマスタートレジスタ（TSTR）の対応するビッ
トを1にセットして、各チャネルのフリーランニン
グカウンタ（TCNT）のカウント動作を開始してく
ださい。

　 なお、インプットキャプチャが発生すると、フリ
ーランニングカウンタ（TCNT）起動の有無にか
かわらず、常にカウンタの値をキャプチャします。

【注】

 
図 11.53 インプットキャプチャ動作の設定手順例 
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(2) アウトプットコンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 

アウトプットコンペアマッチによる波形出力動作の設定手順を図 11.54に示します。 
 

開始

カウンタクロックの選択 （1）

ポートとATU-IIの接続設定 （2）

波形出力モードの選択 （3）

出力タイミングの設定 （4）

カウント動作開始 （5）

波形出力

（1）プリスケーラレジスタ（PSCR）で1段目のカウ
ンタクロックφ 'を、タイマコントロールレジス
タ（TCR）のCKSELビットで2段目のカウンタ
クロックφ"を選択してください。外部クロック
を選択する場合は、TCRのCKEGビットで外部
クロックのエッジタイプも選択してください。

（2）波形出力するポートに対応するポートコントロール
レジスタをATUアウトプットコンペアマッチ出力に
設定してください。また、ポートIOレジスタの対応
するビットを1に設定してポートを出力属性にして
ください。

（3）タイマI/Oコントロールレジスタ（TIOR）により、
アウトプットコンペアマッチ出力を0出力／1出力／
トグル出力の3種類から選択してください。さらに、
必要ならばタイマインタラプトイネーブルレジス
タ（TIER）への設定により、アウトプットコンペ
アマッチ時に、CPUへ割り込み要求ができます。

（4）（2）で設定したポートに対応するATUのジェネラ
ルレジスタ（GR）にコンペアマッチを発生させる
タイミングを設定してください。

（5）タイマスタートレジスタ（TSTR）の対応するビ
ットを1にセットして、フリーランニングカウン
タ（TCNT）のカウント動作を開始してください。
TCNT値とGR値が一致したとき、対応するポート
から波形出力されます。

 
図 11.54 アウトプットコンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例 
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(3) チャネル 10のコンペアマッチトリガによるチャネル 0のインプットキャプチャ設定手順例 

コンペアマッチ信号の送信動作の設定手順を図 11.55に示します。 
 

コンペアマッチの設定 （1）

TCR10の設定 （2）

カウント動作開始 （3）

信号送信

（1）チャネル10のアウトプットコンペアレジスタ
（OCR10B）にコンペアマッチを発生させる
タイミングを設定してください。

（ 2）チャネル 1 0のタイマコントロールレジスタ
（TCR10）のTRG0DENビットを1に設定して
ください。

（3）タイマスタートレジスタ（TSTR）の対応する
ビットを1にセットして、チャネル10のフリー
ランニングカウンタ（TCNT10B）のカウント
動 作 を 開 始 し て く だ さ い 。 T C N T 1 0 Bと
OCR10Bがコンペアッチしたとき、コンペア
マッチ信号がチャネル0の ICR0Dへのインプッ
トキャプチャ信号として、チャネル0に送信さ
れます。

開始

 
図 11.55 コンペアマッチ信号の送信動作の設定手順例 
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(4) ワンショットパルス出力動作の設定手順例 

ワンショットパルス出力動作の設定手順を図 11.56に示します。 
 

開始

カウンタクロックの選択 （1）

ポートとATUの接続設定 （2）

パルス幅の設定 （3）

ダウンカウント動作開始 （4）

ワンショットパルス出力

（1）プリスケーラレジスタ1（PSCR1）に1段目のカウ
ンタクロックφ'を設定してください。さらに、タ
イマコントロールレジスタ8（TCR8）のCKSELビ
ットで2段目のカウンタクロックφ"を選択してくだ
さい。

（2）波形出力するポートに対応する、ポートKコントロ
ールレジスタH、L（PKCRH、L）をATUワンショ
ットパルス出力に設定してください。また、ポート
K・IOレジスタ（PKIOR）の対応するビットを1に
設定して出力属性にしてください。

 　
（3）（2）で設定したポートに対応するダウンカウンタ

（DCNT）にワンショットパルス幅を設定してく
ださい。さらに、必要ならばタイマインタラプト
イネーブルレジスタ（TIER8）への設定により、
ダウンカウンタがアンダフローするタイミングで
CPUへ割り込み要求ができます。

（4）ダウンカウントスタートレジスタ（DSTR）の対応
するビット（DST8A～P）を1にセットして、ダウ
ンカウンタ（DCNT）のダウンカウント動作を開始
してください。

 
図 11.56 ワンショットパルス出力動作の設定手順例 
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(5) オフセット付きワンショットパルス出力／遮断動作の設定手順例 

オフセット付きワンショットパルス出力動作の設定手順を図 11.57に示します。 
 

開始

カウンタクロックの選択 （1）

ポートとATUの接続設定 （2）

パルス幅の設定 （3）

オフセット幅の設定 （4）

「オフセット付き」動作指定（5）

カウント動作開始 （6）

オフセット付き
ワンショットパルス出力

（1）プリスケーラレジスタ1（PSCR1）に1段目のカウ
ンタクロック幅φ'を設定してください。さらに、
タイマコントロールレジスタ（TCR1、TCR2、TCR8）
のCKSELビットで2段目のカウンタクロック幅φ"
を設定してください。

 
（2）波形出力するポートに対応する、ポートKコントロ

ールレジスタH、L（PKCRH、L）をATUワンショ
ットパルス出力に設定してください。また、ポート
K・IOレジスタ（PKIOR）の対応するビットを1に
設定して出力属性にしてください。

（3）（2）で設定したポートに対応するダウンカウンタ
（DCNT）にワンショットパルス幅を設定してくだ
さい。さらに、必要ならばタイマインタラプトイネ
ーブルレジスタ（TIER8）への設定により、ダウン
カウンタがアンダフローするタイミングでCPUへ割
り込み要求ができます。

（4）（2）で設定したポートに対応するダウンカウンタ
（DCNT）に接続されているチャネル1、2のジェネ
ラルレジスタ（GR1A～GR1H、GR2A～GR2H）、
およびアウトプットコンペアレジスタ（OCR1、
OCR2A～H）にオフセット幅を設定してください。
また、タイマI/Oコントロールレジスタ（TIOR1A～
D、TIOR2A～D）をコンペアマッチ可能に設定して
ください。

（5）（2）で設定したポートに対応するように、トリガ
モードレジスタ（TRGMDR）、タイマコネクショ
ンレジスタ（TCNR）、ワンショットパルスターミ
ネートレジスタ（OTR）により、スタート／ターミ
ネートトリガを設定してください。

（6）タイマスタートレジスタ（TSTR）の対応するビッ
トを1にセットして、チャネル1、2のフリーランニ
ングカウンタ（TCNT1、2）のカウント動作を開始
してください。TCNT値がGR値またはOCR値に一
致したとき、対応するDCNTがダウンカウント動作
を開始または強制的にクリアされ、ワンショットパ
ルス出力されます。

 
図 11.57 オフセット付きワンショットパルス出力動作の設定手順例 



11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 

Rev.5.00  2010.02.23  11-154 
RJJ09B0181-0500 

 

(6) インターバルタイマ動作の設定手順例 

インターバルタイマ動作の設定手順を図 11.58に示します。 
 

開始

カウンタクロックの選択 （1）

インターバルの設定 （2）

カウント動作開始 （3）

CPUへの割り込み要求
または

A/Dサンプリング起動

（1）プリスケーラレジスタ1（PSCR1）に1段目のカウ
ンタクロックφ'を設定してください。

（2）インターバルインタラプトリクエストレジスタ
（ ITVRR）のITVEの使用したいビットを1に設定
してください。チャネル0のフリーランニングカウ
ンタ（TCNT0）の対応するビットが1に変化したと
き、CPUへ割り込み要求ができます。 また、A/D変
換器のサンプリングを起動させたい場合は、ITVRR
のITVAの使用したいビットを1に設定してください。

（3）タイマスタートレジスタ（TSTR）のビット0を1に
設定して、TCNT0のカウント動作を開始してくだ
さい。

 
図 11.58 インターバルタイマ動作の設定手順例 
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(7) PWMタイマ（ch3～5）動作の設定手順例 

PWMタイマ（ch3～5）動作の設定手順を図 11.59に示します。 
 

開始

カウンタクロックの選択 （1）

ポートとATUの接続設定 （2）

PWMタイマの設定 （3）

GRの設定 （4）

カウント動作開始 （5）

PWM波形出力

（1）プリスケーラレジスタ1（PSCR1）に1段目のカウ
ンタクロックφ'を設定してください。タイマコン
トロールレジスタ（TCR）のCKSELビットで2段目
のカウンタクロックφ"を選択してください。外部
クロックを選択する場合は、同時にTCRのCKEGビ
ットで外部クロックのエッジタイプを選択してくだ
さい。

（2）波形出力するポートに対応する、ポートコントロー
ルレジスタ（PxCRH、L）をATUアウトプットコン
ペアマッチ出力に設定してください。また、ポート
IOレジスタ（PxIOR）のビットを1に設定して出力
属性にしてください。

（3）タイマモードレジスタ（TMDR）のT3PWM～
T5PWMビットをPWMモードに設定してください。
PWMモードに設定すると、タイマI/Oコントロール
レジスタ（TIOR）の内容にかかわらずPWMモード
として動作し、ジェネラルレジスタ（GR3A～D、
GR4A～D、GR5A～D）へ書き込みできます。

（4）GR3A～GR3C、GR4A～GR4C、GR5A～5CのATUの
ジェネラルレジスタがデューティレジスタ（DTR）
に、GR3D、GR4D、GR5DのATUのジェネラルレ
ジスタがサイクルレジスタ（CYLR）になります。
DTRにPWM波形出力の0出力タイミングを設定し、
CYLRにPWM波形出力の1出力タイミングを設定し
てください。さらに必要ならば、タイマインタラプ
トイネーブルレジスタ（TIER）への設定により、
0/1出力のタイミングでCPUへ割り込み要求ができ
ます。

（5）タイマスタートレジスタ（TSTR）の対応するビッ
トを1にセットして、各チャネルのフリーランニン
グカウンタ（TCNT）のカウント動作を開始してく
ださい。

 
図 11.59 PWMタイマ（ch3～5）動作の設定手順例 
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(8) PWMタイマ（ch6、7）動作の設定手順例 

PWMタイマ（ch6、7）動作の設定手順を図 11.60に示します。 
 

開始

カウンタクロックの選択 （1）

ポートとATUの接続設定 （2）

CYLR, BFR, DTRの設定 （3）

カウント動作開始 （4）

PWM波形出力

（1）プリスケーラレジスタ2、3（PSCR2、3）に1段目
のカウンタクロック幅φ'を設定してください。さ
らに、タイマコントロールレジスタ（TCR6A、6B、
7A、7B）のCKSELビットで2段目のカウンタクロ
ック幅φ"を選択してください。

（2）波形出力するポートに対応する、ポートBコント
ロールレジスタL（PBCRL）をATUのPWM出力
に設定してください。

（3）サイクルレジスタ（CYLR6A～D、7A～D）にPWM
波形出力の1出力タイミングを設定してください。
バッファレジスタ（BFR6A～D、7A～D）とデュー
ティレジスタ（DTR6A～D、7A～D）にPWM波形
出力の0出力タイミングを設定してください。さらに、
必要ならば、タイマインタラプトイネーブルレジス
タ（TIER）への設定により、CYLR値とフリーラン
ニングカウンタ（TCNT）値のコンペアマッチ時に、
CPUへ割り込み要求ができます。さらにDMACを設
定することにより、DMACを起動できます。

（4）タイマスタートレジスタ（TSTR）の対応するビッ
トを1にセットして、各チャネルのTCNTのカウン
ト動作を開始してください。

カウンタスタート後、DTRへの設定を行わないでください。
DTRの設定はBFRで行ってください。
デューティを0％に設定する場合は、デューティレジスタ
（DTR）にH'0000と設定してください。また、デューテ
ィを100％に設定する場合は、バッファレジスタ（BFR）
＝サイクルレジスタ（CYLR）と設定してください。
BFR＞CYLRは設定しないでください。

【注】 1.

2.

 
図 11.60 PWMタイマ（ch6、7）動作の設定手順例 
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(9) イベントカウンタ動作の設定手順例 

イベントカウンタ動作の設定手順を図 11.61に示します。 
 

開始

カウンタクロックの選択

（1）イベント回数の設定

（2）ポートとATU-IIの接続設定

（3）

イベント入力開始 （4）

イベントカウンタ動作

（1）ジェネラルレジスタ（GR9A～D）にカウントする
イベントの回数を設定してください。さらに、必要
ならばタイマインタラプトイネーブルレジスタ

      （TIER）への設定により、コンペアマッチ時にCPU
への割り込み要求ができます。

（2）イベントカウンタに信号入力するポートに対応する
ポートコントロールレジスタをATUイベントカウン
タ入力に設定してください。

（3）チャネル9のタイマコントロールレジスタ（TCR9A～
9C）のEGSELビットでイベントカウンタのカウン
トエッジを選択してください。

（4）イベントカウンタ入力端子に信号を入力してくださ
い。

 
図 11.61 イベントカウンタ動作の設定手順例 
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(10) チャネル 9のコンペアマッチトリガによるチャネル 3のインプットキャプチャ動作の設定手順例 

コンペアマッチ信号の送信動作の設定手順を図 11.62に示します。 
 

（1）イベントカウンタに信号入力するポートに対応する
ポートコントロールレジスタをATUイベントカウン
タ入力に設定してください。

（2）チャネル3のタイマ I / Oコントロールレジスタ
（TIOR3A、B）を設定し、ジェネラルレジス
タ（GR3A～D）をインプットキャプチャ禁止
に設定してください。TIO3A～D端子からの入
力をマスクします。

（3）チャネル9のタイマコントロールレジスタ（TCR9A、
B）のEGSELビットでイベントカウンタのカウント
エッジを選択し、TRG3xENビットを1に設定してく
ださい。また、ジェネラルレジスタ（GR9A～D）
にキャプチャを発生させるタイミングを設定してく
ださい。

（4）タイマスタートレジスタ（TSTR）のSTR3ビットを
1にセットして、チャネル3のフリーランニングカウ
ンタ（TCNT3）のカウント動作を開始してください。

（5）イベントカウンタ入力端子に信号を入力してくださ
い。

なお、タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）
を設定することにより、チャネル9のコンペアマッチによ
るCPUへの割り込み要求はできますが、チャネル3のイン
プットキャプチャによるCPUへの割り込み要求はできませ
ん。

 【注】

開始

（1）

インプットキャプチャの設定（2）

ポートとATU-IIの接続設定

（3）

カウント動作開始 （4）

イベント入力開始 （5）

インプットキャプチャ動作

コンペアマッチの設定

 
図 11.62 コンペアマッチ信号の送信動作の設定手順例 
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(11) チャネル 10の欠け歯検出動作の設定手順例 

欠け歯検出動作の設定手順を図 11.63に示します。 
 

（1）外部信号（欠け歯信号）を入力するポートに対応す
る、ポートBコントロールレジスタH（PBCRH）ま
たはポートLコントロールレジスタL（PLCRL）を
ATUエッジ入力（TI10）に設定してください。

（2）プリスケーラレジスタ4（PSCR4）に1段目のカウ
ンタクロックφ'を設定してください。また、タイ
マI/Oコントロールレジスタ10（TIOR10）のPIMビ
ットで外部入力（TI10）周期の逓倍率を設定し、
RLDENビットでリロードレジスタ10C（RLD10C）
の更新を許可に設定してください。さらに、タイマ
コントロールレジスタ10（TCR10）のCKEGビット
で外部入力のエッジタイプも選択してください。

（3）TIOR10のIO10Gビットにより、ジェネラルレジス
タ10G（GR10G）をコンペアマッチ機能に設定し
てください。さらにインタラプトイネーブルレジス
タ10（TIER10）への設定により、コンペアマッチ
時にCPUへの割り込み要求ができます。

（4）（1）で設定した逓倍率および欠け歯期間の欠け歯
数に従い、GR10Gにコンペアマッチを発生させる
タイミングを設定してください。

（5）タイマスタートレジスタ1（TSTR1）の対応するビ
ットを1にセットして、チャネル10のカウント動作
を開始してください。フリーランニングカウンタ
10G（TCNT10G）値とGR10G値の一致により、コ
ンペアマッチが発生します。

なお、TCNT10Gのカウンタクロックは、（1）で選択され
た外部入力エッジ間隔および逓倍率により生成され、さら
に外部入力エッジによりH'0000にクリアされます。

 【注】

開始

（1）ポートとATU-IIの接続設定

（2）

コンペアマッチの設定 （3）

欠け歯タイミングの設定 （4）

カウント動作開始 （5）

CPUへの割り込み要求

カウンタクロックの選択

 
図 11.63 欠け歯検出動作の設定手順例 
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11.7 使用上の注意 
ATU動作中、次のような競合や動作が起こりますので、注意してください。 

(1) TCNTの書き込みとコンペアマッチによるクリアの競合 

チャネル 3～7のフリーランニングカウンタ（TCNT3～5、6A～D、7A～D）は、コンペアマッチによるカウンタクリ
アを設定した場合、または PWMモード使用時に CPUライトサイクル中の T2ステートにコンペアマッチが発生しても
TCNTのクリアは行われず、TCNTへの書き込みが優先されます。 
なお、コンペアマッチは有効のままであり、割り込みステータスフラグへの 1ライトや、外部への波形出力は、通常

のコンペアマッチ同様に行われます。 
このタイミングを図 11.64に示します。 

 

Pφ

T1

アドレス TCNTアドレス

CPU書き込み値

内部ライト信号

コンペアマッチ信号

カウンタクリア信号

TCNT

割り込みステータスフラグ

外部出力信号
（1出力）

T2

 
図 11.64 TCNTの書き込みとクリアの競合 



11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II） 

Rev.5.00  2010.02.23  11-161 
RJJ09B0181-0500 

 

(2) TCNTの書き込みとカウントアップの競合 

チャネル 0～11のフリーランニングカウンタ（TCNT0、1A、1B、2A、2B、3～5、6A～6D、7A～7D、10A～10H、11）、
ダウンカウンタ（DCNT8A～8P）、およびイベントカウンタ 9（ECNT9A～9F）のカウントアップ／ダウン中に当該カウ
ンタへ書き込みを行うと、カウントせずにカウンタへの書き込みが優先されます。 
このタイミングを図 11.65に示します。これは TCNTが、H'1001から H'1002にカウントアップするタイミングで CPU

から H'5555を書き込んだときの動作例です。 
 

Pφ

T1

TCNTアドレス

5555
（CPU書き込み値）

内部ライト信号

TCNT入力クロック

アドレス

TCNT

T2

1001 5556

 
図 11.65 TCNTの書き込みとカウントアップの競合 
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(3) TCNTの書き込みとオーバフローによるカウンタクリアの競合 

チャネル 0～5、11のフリーランニングカウンタ（TCNT0、1A、1B、2A、2B、3～5、11）は、CPUライトサイクル中
の T2ステートでオーバフローが発生しても TCNTはクリアされず、TCNTへの書き込みが優先されます。 
なお、オーバフローによる割り込みステータスフラグ（OVF）への 1ライトは、通常のオーバフローと同様に行われ

ます。 
このタイミングを図 11.66に示します。これは TCNTにオーバフローのタイミングで H'5555を書き込んだときの動作

例です。 
 

Pφ

T1

TCNTアドレス

5555
（CPU書き込み値）

内部ライト信号

オーバフロー信号

割り込みステータスフラグ
(OVF)

TCNT入力クロック

アドレス

TCNT

T2

FFFF 5556

 
図 11.66 TCNTの書き込みとオーバフローの競合 
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(4) 割り込みステータスフラグの 0クリアと割り込み発生時の 1セットの競合 

CPUから割り込みステータスフラグへの 0ライトサイクル中の T2ステートで、インプットキャプチャ／コンペアマッ
チやオーバフロー／アンダフローなどのイベントが発生すると、0ライトによる 0クリアが優先され、割り込みステータ
スフラグはクリアされます。 
このタイミングを図 11.67に示します。 

 

Pφ

T1

TSRアドレス

N+1N

TSRに0を
書き込み

N

内部ライト信号

コンペアマッチ
信号

割り込みステータスフラグ
IMF

アドレス

TCNT

GR

T2

TSRライトサイクル

 
図 11.67 コンペアマッチによる割り込みステータスフラグのセットとクリアの競合 
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(5) DTRへの書き込みとバッファ機能による BFR値の転送の競合 

チャネル 6、7では、サイクルレジスタ（CYLR）のコンペアマッチ発生により、バッファレジスタ（BFR）値が対応
するデューティレジスタ（DTR）に転送されるタイミングと、CPUから DTRへの書き込みが競合すると、CPUから書き
込む値が DTRに書き込まれます。 
図 11.68に BFRが H'AAAA、DTRへ書き込む値が H'5555の場合で競合が発生するときの動作例を示します。 

 

Pφ

DTRアドレス

DTRに
H'5555を
書き込み

H'AAAA

H'5555

内部ライト
信号

コンペアマッチ
信号

アドレス

DTR

BFR

 
図 11.68 DTRへの書き込みとバッファ機能による BFR値の転送の競合 

 

(6) 割り込みステータスフラグの DMACによるクリアとインプットキャプチャ／コンペアマッチによるセットの 
 競合 

割り込みステータスフラグ（ICF0A～D、CMF6A～D、CMF7A～D）がインプットキャプチャ（ICR0A～D）／コンペ
アマッチ（CYLR6A～D、CYLR7A～D）によりセットされるときに、DMACによるクリアが発生すると、割り込みステ
ータスフラグはセットされず、DMACによるクリアが優先されます。 
このタイミングを図 11.69に示します。 

 

Pφ

インプットキャプチャ
／コンペアマッチ信号

割り込みステータスフラグ
ICF0A～D, CMF6A～D, CMF7A～D

割り込みステータス
フラグクリア信号

DMACクリア
要求信号

 
図 11.69 割り込みステータスフラグの DMACによるクリアと 
インプットキャプチャ／コンペアマッチによるセットの競合 
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(7) CPUからのダウンカウンタ停止方法と動作 

ダウンカウンタ（DCNT）のカウント動作を停止したいときは、DCNTに H'0000を書き込んでください。CPUからダ
ウンカウントスタートレジスタ（DSTR）に直接 0を書き込めないため、DCNTを H'0000にすることで、結果として DSTR
の対応するビットが 0になりカウントが停止します。ただし、アンダフローするタイミングでタイマステータスレジスタ
（TSR）の OSFビットが立ちます。 
なお、特に注意することは、DCNTに H'0000を書き込むと、即時に DSTRの対応するビットが 0になるのではなく、

H'0000書き込み後にアンダフローするタイミングで DSTRの対応するビットが 0になり、ダウンカウンタが停止すると
いうことです。 
このタイミングを図 11.70に示します。 

 

Pφ

DCNTに
H'0000を
書き込み

H'0000H'0000N

内部ライト信号

DCNT

DCNT入力
クロック

PORT出力
（ワンショットパルス）

TSR

DSTR

 
図 11.70 CPUからのダウンカウンタ停止方法と動作 
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(8) フリーランニングカウンタ停止時のインプットキャプチャ動作 

チャネル 0～5、10、11では、フリーランニングカウンタ（TCNT）の起動／停止にかかわらず、インプットキャプチ
ャ設定を行い、入力端子からトリガ信号を入力すると、TCNT値が対応するジェネラルレジスタ（GR）またはインプッ
トキャプチャレジスタ（ICR）に転送され、かつ、タイマステータスレジスタ（TSR）の IMFまたは ICFビットが立ちま
す。 
このタイミングを図 11.71に示します。 

 

Pφ

N

内部インプット
キャプチャ信号

割り込みステータス
フラグ

IMF(ICF)

タイマスタート
レジスタ

STR

TCNT

GR(ICR)

N

 
図 11.71 フリーランニングカウンタを動作させる前のインプットキャプチャ動作 
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(9) DCNTの書き込みとアンダフローによるカウンタ 0クリアの競合 

チャネル 8のダウンカウンタ（DCNT8A～8P）は、ダウンカウンタへの CPUライトサイクル中の T2ステートで、ア
ンダフローが発生した場合、DCNTへの CPUからの書き込みが優先され、それにより DCNTのダウンカウントは継続さ
れます。 
このタイミングを図 11.72に示します。これは DCNTにアンダフローのタイミングで H'5555の書き込みを行ったとき

の動作例です。 
【注】  SH7055の場合は、DCNTへの CPUからの書き込みは行われず、H'0000保持を優先していました。動作が異な

るので注意してください。 
 

Pφ

T1

DCNTアドレス

内部ライト信号

DCNT入力クロック

アンダフロー信号

アドレス

5555書き込みデータ

DCNT

割り込みステータスフラグ
（OSF）

T2

0000 55550001

DCNTの書き込み優先により
H'5555ライト

 
図 11.72 DCNTの書き込みとアンダフローの競合 
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(10) CPUからの DSTRの 1セットとアンダフローによる 0クリア競合 

CPUからダウンカウントスタートレジスタ（DSTR）への 1ライトサイクル中の T2ステートで、アンダフローが発生
すると、DSTRの対応するビットには 1ライトされず、そのアンダフローによる 0クリアが優先されます。 
このタイミングを図 11.73に示します。 

 

Pφ

T1

DSTRアドレス

DSTRライトサイクル

DSTRに1
を書き込み

内部ライト信号

アンダフロー信号

アドレス

ダウンカウント
スタートレジスタ

T2

DCNT 0000 00000001

 
図 11.73 CPUからの DSTRの 1セットとアンダフローによる 0クリア競合 

(11) プリスケーラレジスタ（PSCR）、タイマコントロールレジスタ（TCR）およびタイマモードレジスタ（TMDR）
の設定タイミング 

プリスケーラレジスタ（PSCR）、タイマコントロールレジスタ（TCR）およびタイマモードレジスタ（TMDR）への
設定は、カウンタを起動する以前に行ってください。カウンタ起動中に PSCR、TCRあるいは TMDRを変更すると、動
作は保証できません。 
また、PSCR1～4設定後は Pφが 32回入力されるまでカウンタを起動しないでください。 

(12) 割り込みステータスフラグのクリア手順 

割り込みステータスフラグを CPUから 0クリアする際には、必ず一度リードしてから 0を書き込んでください。リー
ドせずに 0書き込みを行うと、動作は保証できません。 

(13) フリーランニングカウンタ 6A～6D、7A～7D（TCNT6A～6D、7A～7D）への H'0000設定 

チャネル 6、7のフリーランニングカウンタ（TCNT6A～6D、7A～7D）に H'0000を書き込み、カウンタスタートする
と、サイクルレジスタ（CYLR）およびデューティレジスタ（DTR）との最初のコンペアマッチまでの間隔が、TCNT入
力クロックで最大 1クロック分、設定値より長くなります。それ以降のコンペアマッチでは、CYLR値および DTR値に
対し正確な波形を出力します。 

(14) フリーランニングカウンタ（TCNT）のカウント停止時の各レジスタ値 

タイマスタートレジスタ（TSTR）値を途中で 0に設定すると、対応するフリーランニングカウンタ（TCNT）のカウ
ントアップが停止するのみであり、当該フリーランニングカウンタ（TCNT）および ATUの全レジスタの初期化は行わ
れません。なお、外部出力値は TSTRを 0に設定した時点の値を出力し続けます。 

(15) TCNT0の書き込み時とインターバルタイマ動作 

インターバルインタラプトリクエストレジスタ（ITVRR）を 1に設定したビットと対応する、フリーランニングカウ
ンタ 0（TCNT0）のビットが 0のときに、CPUプログラムから TCNT0の当該ビットに 1を書き込むと、結果として TCNT0
のビット 6～13が 0から 1に変化したことを検出し、INTCへの割り込み発生や A/Dのサンプリングの起動を行います。
このとき、タイマスタートレジスタ 1（TSTR1）の STR0ビットが 0でカウント停止中でも、ビットが 0から 1に変化し
たことを検出します。 
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(16) ATUからの DMAC起動による TSR自動クリア動作 

TSRの自動クリアは、DMACがバーストモードのときは転送終了後、サイクルスチールの場合は DMACがバス権を返
すたびにクリアを行います。 

(17) 割り込みステータスフラグのセット／リセット動作 

TSRは、ある特定のビットをクリアするために一度 1リードした後に 0ライトする前に、同ビットに重複してイベン
トが発生した場合でも、当ビットへの 0ライトができます（重複して発生したイベントは受け付けません）。 

(18) ソフトウェアスタンバイ時の外部出力値とソフトウェアスタンバイ解除後の外部端子 

ソフトウェアスタンバイによって ATUのレジスタと外部出力値は初期化されます。ただし、端子状態はハイインピー
ダンスとなります。 
また、ソフトウェアスタンバイにより、ピンファンクションコントローラ（PFC）の設定も初期化されるため、ソフト

ウェアスタンバイ解除後に ATU-IIの外部端子の機能を使用する際は、再度、ピンファンクションコントローラ（PFC）
の設定をしてください。 

(19) チャネル 10からの TCNTクリアと TCNTオーバフローの競合 

チャネル 1、2のフリーランニングカウンタ（TCNT1A～B、TCNT2A～B）は、オーバフローが発生すると H'0000にク
リアされます。このときチャネル 10の補正カウンタクリアレジスタ（TCCLR）からのクリア信号が同時に入ってもオー
バフローによる割り込みステータスフラグ（OVF）の 1セットは、通常のオーバフローと同様に行われます。 

(20) チャネル 10のリロードレジスタへの転送タイミングと書き込みの競合 

チャネル 10のリロードレジスタ（RLDR10C）に対し、インプットキャプチャレジスタ（ICR10A）からの逓倍出力転
送と、当該レジスタへの CPUライトタイミングが競合したとき、CPUライトが優先され、逓倍出力は無視されます。 

(21) チャネル 10のリロードタイミングと TCNT10Cへの書き込みの競合 

チャネル 10のリロードレジスタ（RLDR10C）に対し、インプットキャプチャレジスタ（ICR10A）からの逓倍出力転
送と、リロードカウンタ（TCNT10C）への CPUライトが競合した場合、CPUライトが優先され、逓倍出力は無視されま
す。 

(22) ATU端子の設定 

ポートを ATU端子機能に設定するときインプットキャプチャまたはカウント動作が発生する場合があるため、以下の
ことに注意して設定してください。 
インプットキャプチャ入力として使用するときは、対応する TIORレジスタをインプットキャプチャ禁止の状態で、ポ

ートを設定してください。チャネル 10の TI10入力については、TCR10が TI10入力禁止の状態でポートを設定してくだ
さい。外部クロック入力として使用するときは、対応するチャネルの STRビットがカウント動作停止の状態でポートを
設定してください。イベント入力として使用する場合、対応する TCRレジスタがカウント動作禁止の状態でポートを設
定してください。 
また、TCLKB、TI10入力については複数端子に割り当てがありますが、TCLKB、TI10入力を使用する場合は、1つの

端子のみ有効にして使用してください。 

(23) ATUレジスタライト直後の ROM領域へのライト 

ATUレジスタのライトサイクルの直後に、アドレスのビット 11＝0かつビット 12＝1の ROMアドレス（H'00001000
～H'000017FF、H'00003000～H'000037FF、H'00005000～H'000057FF、･･････、H'000FF000～H'000FF7FF）へのライトサ
イクルが発生すると、ROMへライトした値またはその一部が ATUレジスタに書き込まれます。これを回避するため、
以下の対策をお願いいたします。 

(a) ATUレジスタのライトサイクルの直後に CPUによる ROMアドレスへの書き込みを行わないでください。 
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11.8 ATU-IIのレジスタおよび端子の一覧表 

表 11.4 レジスタおよび端子の一覧表 
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12. アドバンストパルスコントローラ（APC） 

12.1 概要 
本 LSIは、アドバンストタイマユニット-II（ATU-II）をタイムベースとして最大 8本のパルス出力を行うアドバンス

トパルスコントローラ（APC）を内蔵しています。 

12.1.1 特長 
APCには、次のような特長があります。 

 
■ 最大8本のパルス出力 

パルス出力する端子を8つの端子から選択できます。複数設定が可能です。 
■ 出力トリガはアドバンストタイマユニット-II（ATU-II）のチャネル11 

ATU-IIのチャネル11のコンペアマッチレジスタから発生したコンペアマッチ信号をトリガとしてパルスの0出
力、1出力を行います。 
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12.1.2 ブロック図 
APCのブロック図を図 12.1に示します。 

内部／外部クロック
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ッ
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R
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APC

TCNT11 GR11A

GR11B

Reset

Set

Reset

Set

Reset

Set

Reset

Set

Reset

Set

Reset

Set

Reset

Set

Reset

Set

PULS0

PULS1

PULS2

PULS3

PULS5

PULS4

PULS6

PULS7

POPCR：パルスアウトプットポートコントロールレジスタ
 

図 12.1 APCのブロック図 

12.1.3 端子構成 
APCの端子構成を表 12.1に示します。 

表 12.1 端子構成 
名称 入出力 機能説明 

PULS0 出力 APCパルス出力 0 

PULS1 出力 APCパルス出力 1 

PULS2 出力 APCパルス出力 2 

PULS3 出力 APCパルス出力 3 

PULS4 出力 APCパルス出力 4 

PULS5 出力 APCパルス出力 5 

PULS6 出力 APCパルス出力 6 

PULS7 出力 APCパルス出力 7 
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12.1.4 レジスタ構成 
APCのレジスタ構成を表 12.2に示します。 

表 12.2 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

パルスアウトプットポートコントロール 

レジスタ 

POPCR R/W H'0000 H'FFFFF700 8、16 

 

12.2 レジスタの説明 

12.2.1 パルスアウトプットポートコントロールレジスタ（POPCR） 
パルスアウトプットポートコントロールレジスタ（POPCR）は読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。 
POPCRはパワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモード時に、H'0000に

初期化されます。 

0000 0 0 0 0 0 0 0 00000初期値：

R/WR/WR/WR/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/WR/WR/W：

PULS0
ROE

PULS1
ROE

PULS2
ROE

PULS3
ROE

PULS7
SOE

PULS6
SOE

PULS5
SOE

PULS4
SOE

PULS3
SOE

PULS2
SOE

PULS1
SOE

PULS0
SOE

PULS4
ROE

PULS5
ROE

PULS6
ROE

PULS7
ROE

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415ビット：

 
ビット 15～8：PULS7～0リセットアウトプットイネーブル（PULS7～0ROE） 

APCパルス出力端子（PULS7～0）への 0出力の許可／禁止をビット単位で選択します。 
 

ビット 15～8 

PULS7～0ROE 

説   明 

0 APCパルス出力端子（PULS7～0）への 0出力を禁止 （初期値）

1 APCパルス出力端子（PULS7～0）への 0出力を許可 

 
本ビットを 1に設定すると、GR11Bと TCNT11の値がコンペアマッチしたとき、対応する端子から 0が出力されます。 

 

ビット 7～0：PULS7～0セットアウトプットイネーブル（PULS7～0SOE） 

APCパルス出力端子（PULS7～0）への 1出力の許可／禁止をビット単位で選択します。 
 

ビット 7～0 

PULS7～0SOE 

説   明 

0 APCパルス出力端子（PULS7～0）への 1出力を禁止 （初期値）

1 APCパルス出力端子（PULS7～0）への 1出力を許可 

 
本ビットを 1に設定すると、GR11Aと TCNT11の値がコンペアマッチしたとき、対応する端子から 1が出力されます。 
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12.3 動作説明 

12.3.1 概要 
APCパルス出力は、ピンファンクションコントローラ（PFC）でマルチプレクス端子を APCパルス出力に設定し、パ

ルスアウトプットポートコントロールレジスタ（POPCR）の対応するビットを 1 にすることで許可状態になります。 
その後、アドバンストタイマユニット-II（ATU-II）のジェネラルレジスタ 11A（GR11A）がコンペアマッチ信号を発

生すると、POPCRのビット 7～0で 1に設定された端子から 1が出力されます。また、ジェネラルレジスタ 11B（GR11B）
がコンペアマッチ信号を発生すると、POPCRのビット 15～8で 1に設定された端子から 0が出力されます。 
出力許可状態から最初のコンペアマッチが発生するまでは 0が出力されます。 
APC出力動作を図 12.2に示します。 

CR

ポート機能
選　択

POPCRの
上位8ビット

POPCRの
下位8ビット

リセット信号

セット信号APC出力端子
（PULS0～7）

コンペアマッチ信号

コンペアマッチ信号

GR11B

GR11A

 
図 12.2 APC出力動作 
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12.3.2 APC出力動作 

(1) APC出力動作の設定手順例 

APC出力動作の設定手順例を図 12.3に示します。 

GRの機能選択

GRの設定

カウント動作の設定

割り込み要求の選択

立ち上げ／立ち下げポートの設定

ポート出力設定

カウント動作開始

GRの設定

立ち上げ／立ち下げポートの設定

APC出力動作

コンペアマッチ

ATU-IIの設定

ポートの設定

ATU-IIの設定

ATU-IIの設定

APCの設定

APCの設定

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

No

Yes

（1）タイマI/Oコントロールレジスタ（TIOR）でジェネラルレジスタ（GR11A、GR11B）をアウトプ
ットコンペアレジスタに設定してください。

（2）GR11Aでパルス立ち上げ時点を、GR11Bでパルス立ち下げ時点を設定してください。
（3）タイマプリスケールレジスタ（PSCR）でタイマカウンタ11（TCNT11）のカウンタクロックを選

択してください。なお、TCNT11はオーバフローでしかクリアできません。
（4）タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）で各種割り込みを許可してください。
（5）POPCRで1 出力する端子、0出力する端子を設定してください。
（6）APCで使用する入出力ポートのコントロールレジスタをAPC出力端子機能にセットしてください。
（7）タイマスタートレジスタ（TSTR）のSTRビットを1にセットしてタイマカウント11（TCNT11）

のカウント動作を開始してください。
（8）コンペアマッチ割り込みが発生するごとにGRの値を更新し、次のパルス出力時間を設定してくださ

い。
（9）コンペアマッチ割り込みが発生するごとにPOPCRの値を更新し、次にパルス出力する端子を設定

してください。
 

図 12.3 APC出力動作の設定手順例 
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(2) APC出力動作例 

APC出力動作例を図 12.4に示します。 

GR11B
GR11A

H'0000

POPCR

PULS0

PULS1

PULS2

PULS3

PULS4

PULS5

PULS6

PULS7

TCNTの値

オーバフローでクリア

E0E0

書き換え
書き換え

書き換え
書き換え

書き換え
書き換え

書き換え
書き換え

書き換え

書き換え

0101 0202 0404 0808 1010

(1)出力トリガとするATUのGR11A、GR11Bをアウトプットコンペアレジスタに設定します。GR11Aに
は立ち上げ時点、GR11Bには立ち下げ時点を設定し、それぞれのコンペアマッチによる割り込みを
許可します。

(2)POPCR にH'0101を書き込みます。
(3)TCNT11のカウント動作を開始し、GR11Aのコンペアマッチが発生するとPULS0端子から1が出力さ
れます。GR11Bのコンペアマッチが発生するとPULS0端子から0が出力されます。

(4)コンペアマッチ割り込みでGR11A、GR11B、POPCRを書き換えていくことで、パルス出力幅、出力
端子を変化させていくことができます。

(5)POPCRをH'E0E0などと設定することで、1回のコンペアマッチで複数の端子（最大8本）から出力で
きます。

 
図 12.4 APC出力動作例 
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12.4 使用上の注意 
(1) コンペアマッチ信号の競合 

GR11Aと GR11Bを同じ値に設定し、POPCRの設定で同一端子の 0出力、1出力をともに許可した場合、コンペアマ
ッチ時の PULS0～7端子は 0出力が優先されます。 

H'8000GR11A

H'8000

H'FFFF

H'8000GR11B

H'0101POPCR

PULS0端子

TCNTの値

端子出力は0です。
 

図 12.5 コンペアマッチ競合例 
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13. ウォッチドッグタイマ（WDT） 

13.1 概要 
ウォッチドッグタイマ（WDT）は 1チャネルのタイマで、システムの監視を行うことができます。WDTは、システム

の暴走などによりカウンタの値を CPUが正しく書き換えられずにオーバフローすると、外部にオーバフロー信号
（WDTOVF）を出力します。同時に、本 LSIの内部リセット信号を発生することもできます。 
ウォッチドッグタイマとして使用しないときは、インターバルタイマとして使用することもできます。インターバル

タイマとして使用した場合は、カウンタがオーバフローするごとにインターバルタイマ割り込みを発生します。 

13.1.1 特長 
WDTには次のような特長があります。 
 
■ ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替え可能 
■ ウォッチドッグタイマモード時、WDTOVFを出力 

カウンタがオーバフローすると、外部にWDTOVF信号を出力します。このとき、同時に本LSI内部をリセットす
るかどうか選択できます。この内部リセットは、パワーオンリセットまたは、マニュアルリセットを選択できま
す。 

■ インターバルタイマモード時、割り込みを発生 
カウンタがオーバフローすると、インターバルタイマ割り込みが発生します。 

■ 8種類のカウンタ入力クロックを選択可能 
 

13.1.2 ブロック図 
WDTのブロック図を図 13.1に示します。 

割り込み

コントロール

リセット

コントロール

オーバフロー

クロック クロック

選択

ITI

（割り込み要求信号）

WDTOVF

内部リセット信号*

RSTCSR TCNT TCSR

モジュールバス

内部クロック

内
部
バ
ス

バス

インタ

フェース

φ/2

φ/64

φ/128

φ/256

φ/512

φ/1024

φ/4096

φ/8192

WDT

TCSR：タイマコントロール／ステータスレジスタ
TCNT：タイマカウンタ
RSTCSR：リセットコントロール／ステータスレジスタ

【注】* 内部リセット信号は、レジスタの設定により発生させることができます。

【記号説明】

 
図 13.1 WDTのブロック図 
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13.1.3 端子構成 
WDTの端子を表 13.1に示します。 

表 13.1 端子構成 
名称 略称 入出力 機能 

ウォッチドッグタイマオーバフロー WDTOVF 出力 ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバフ
ロー信号出力 

 

13.1.4 レジスタ構成 
WDTには、表 13.2に示すように 3本のレジスタがあります。これらのレジスタにより、クロックの選択、WDTのモ

ードの切り替え、リセット信号の制御などを行います。 

表 13.2 レジスタ構成 
アドレス 名称 略称 R/W 初期値 

書き込み*1 読み出し*2 

タイマコントロール／ 
ステータスレジスタ 

TCSR R/(W)*3 H'18 H'FFFFEC10 

タイマカウンタ TCNT R/W H'00 

H'FFFFEC10 

H'FFFFEC11 

リセットコントロール／ 
ステータスレジスタ 

RSTCSR R/(W)*3 H'1F H'FFFFEC12 H'FFFFEC13 

【注】 レジスタアクセスはバイトアクセス時、ワードアクセス時ともに 4サイクルです。 

 *1 書き込みは、ワード単位で行ってください。バイトおよびロングワード単位 では書き込むことができません。 

 *2 読み出しは、バイト単位で行ってください。ワードおよびロングワード単位 では正しい値を読み出すことができません。 

 *3 ビット 7には、フラグをクリアするために、0のみ書き込むことができます。 
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13.2 レジスタの説明 

13.2.1 タイマカウンタ（TCNT） 

00 0 0 0 000初期値：
R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/W：

45 3 2 1 067ビット：

 
タイマカウンタ（TCNT）は、読み出し／書き込み可能な*8ビットのアップカウンタです。タイマコントロール／ステ

ータスレジスタ（TCSR）のタイマイネーブルビット（TME）を 1にすると、TCSRの CKS2～CKS0ビットで選択した内
部クロックにより、TCNTはカウントアップを開始します。TCNTの値がオーバフロー（H'FF→H'00）すると、TCSRの
WT/ITビットで選択したモードによって、ウォッチドッグタイマオーバフロー信号（WDTOVF）またはインターバルタ
イマ割り込み（ITI）が発生します。 

TCNTは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモード、または TME ビッ
トが 0のとき、H'00に初期化されます。 
【注】 * TCNTは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳しくは、

「13.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
 

13.2.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR） 

10 1 0 0 000初期値：
RR/W R R/W R/W R/WR/WR/(W)*R/W：

OVF WT/IT TME CKS1CKS2 CKS0

45 3 2 1 067ビット：

 
【注】 * OVFビットは、1リード後の 0ライトのみ実行可能です。 
タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）は、読み出し／書き込み可能な*8ビットのレジスタで、タイマカ

ウンタ（TCNT）に入力するクロック、モードの選択などを行います。 
TCSRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモード時に H'00に初

期化されます。 
【注】 * TCSRは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳しくは、

「13.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

ビット 7：オーバフローフラグ（OVF） 

インターバルタイマモードで、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示します。ウォッチドッグタイマモー
ドではセットされません。 
 

ビット 7 

OVF 

説   明 

0 インターバルタイマモードで TCNTのオーバフローなし （初期値）

［クリア条件］ 

OVFを読み出してから 0を書き込む 

1 インターバルタイマモードで TCNTのオーバフロー発生 
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ビット 6：タイマモードセレクト（WT/IT） 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用するかを選択します。この選択によって、
TCNTがオーバフローしたとき、インターバルタイマ割り込み（ITI）が発生するか、WDTOVF信号が発生するかが決ま
ります。 
 

ビット 6 

WT/IT 

説   明 

0 インターバルタイマモード：TCNTがオーバフローしたとき CPUへインターバルタイマ割り込み（ITI）を
要求 （初期値）

1 ウォッチドッグタイマモード：TCNTがオーバフローしたときWDTOVF信号を外部へ出力* 

【注】 * ウォッチドッグタイマモードのとき、TCNTがオーバフローした場合についての詳しくは、「13.2.3 リセットコントロ

ール／ステータスレジスタ（RSTCSR）」を参照してください。 

 

ビット 5：タイマイネーブル（TME） 

タイマ動作の開始または停止を設定します。 
 

 
ビット 5 

TME 

説   明 

0 タイマディスエーブル：TCNTをH'00に初期化し、カウントアップを停止 （初期値）

1 タイマイネーブル：TCNTはカウントアップを開始。TCNTがオーバフローすると、WDTOVF信号または
割り込みを発生。 

 

ビット 4、3：予約ビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
 

ビット 2～0：クロックセレクト 2～0（CKS2～CKS0） 

内部クロック（φ）を分周して得られる 8種類のクロックから、TCNTに入力するクロックを選択します。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKS2 CKS1 CKS0 クロック オーバフロー周期*（φ=80MHzの場合） 

0 φ/2（初期値） 6.4μs 0 

1 φ/64 204.8μs 

0 φ/128 409.6μs 

0 

1 

1 φ/256 0.8ms 

0 φ/512 1.6 ms 0 

1 φ/1024 3.3 ms 

0 φ/4096 13.1 ms 

1 

1 

1 φ/8192 26.2 ms 

【注】 * オーバフロー周期は、TCNTが H'00からカウントアップを開始し、オーバフローするまでの時間です。 
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13.2.3 リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR） 

10 1 1 1 100初期値：
RR/W R R R RR/WR/(W)*R/W：

WOVF RSTE

45 3 2 1 067ビット：

RSTS

 
【注】 * ビット７には、フラグをクリアするために、０のみ書き込むことができます。 

 
リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）は、読み出し／書き込み可能な*8ビットのレジスタで、タ

イマカウンタ（TCNT）のオーバフローによる内部リセット信号の発生を制御します。 
RSTCSRは、RES端子からのリセット信号で H'1Fに初期化されますが、WDTのオーバフローによる内部リセット信

号では初期化されません。ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモード時には、H'1Fに初期化
されます。 
【注】 * RSTCSRは容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳しくは、

「13.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
 

ビット 7：ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF） 

ウォッチドッグタイマモードで、TCNTがオーバフロー（H'FF→H'00）したことを示します。インターバルタイマモー
ドではセットされません。 
 

ビット 7 

WOVF 

説   明 

0 ウォッチドッグタイマモードで TCNTのオーバフローなし （初期値）

［クリア条件］ 

WOVFを読み出してからWOVFに 0を書き込む 

1 ウォッチドッグタイマモードで TCNTのオーバフロー発生 

 

ビット 6：リセットイネーブル（RSTE） 

ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフローしたとき、本 LSI 内部をリセットする信号を発生するかどうか
を選択します。 
 

ビット 6 

RSTE 

説   明 

0 TCNTがオーバフローしたとき、内部リセットしない* （初期値）

1 TCNTがオーバフローしたとき、内部リセットする 

【注】 * 本 LSI内部はリセットされませんが、WDT内の TCNT、TCSRはリセットされます。 

 

ビット 5：リセットセレクト(RSTS) 

ウォッチドッグタイマモードで TCNTがオーバフローして発生する内部リセットの種類を選択します。 
 

ビット 5 

RSTS 

説   明 

0 パワーオンリセット （初期値）

1 マニュアルリセット 

 

ビット 4～0：予約ビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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13.2.4 レジスタアクセス時の注意 
タイマカウンタ（TCNT）、タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）、リセットコントロール／ステータ

スレジスタ（RSTCSR）は、容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。次の方
法で、読み出し／書き込みを行ってください。 

(1) TCNT、TCSRへの書き込み 

TCNT、TCSRへ書き込むときは、必ずワード転送命令を使用してください。バイト転送命令では、書き込めません。 
書き込み時は、TCNTと TCSRが同一アドレスに割り当てられています。このため、図 13.2に示すように、TCNTへ

書き込むときは上位バイトを H'5Aにし、下位バイトを書き込みデータにして転送してください。TCSRへ書き込むとき
は上位バイトを H'A5にし、下位バイトを書き込みデータにして転送してください。このように転送すると、下位バイト
のデータが TCNTまたは TCSRへ書き込まれます。 

15 8 7 0

15 8 7 0

H'5A

H'A5

ライトデータ

ライトデータ

アドレス：

＜TCNTへ書き込むとき＞

＜TCSRへ書き込むとき＞

H'FFFFEC10

アドレス： H'FFFFEC10

 
図 13.2 TCNT、TCSRへの書き込み 

(2) RSTCSRへの書き込み 

RSTCSRへ書き込むときは、アドレス H'FFFFEC12に対してワード転送を行ってください。バイト転送命令では、書き
込めません。 

WOVFビット（ビット 7）へ 0を書き込む場合と、RSTEビット（ビット 6）と RSTSビット（ビット 5）に書き込む
場合では、図 13.3に示すように、書き込みの方法が異なります。 

WOVFビットへ 0を書き込むときは、上位バイトを H'A5にし、下位バイトを H'00にして転送してください。このよ
うにすると、WOVFビットが 0にクリアされます。このとき、RSTE、RSTSビットは影響を受けません。RSTE、RSTS
ビットに書き込むときは、上位バイトを H'5Aにし、下位バイトを書き込みデータにして転送してください。このように
すると、下位バイトのビット 6と 5の値が RSTEビットと RSTSビットにそれぞれ書き込まれます。このとき、WOVF
ビットは影響を受けません。 

15 8 7 0

15 8 7 0

H'A5

H'5A ライトデータ

アドレス：

＜WOVFビットへ0を書き込むとき＞

＜RSTE、RSTSビットへ書き込むとき＞

H'FFFFEC12

アドレス： H'FFFFEC12

H'00

 
図 13.3 RSTCSRへの書き込み 

(3) TCNT、TCSR、RSTCSRからの読み出し 

読み出しは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。TCSRは、アドレス H'FFFFEC10に、TCNTは、ア
ドレス H'FFFFEC11に、RSTCSRは、アドレス H'FFFFEC13に割り当てられています。読み出すときは、必ずバイト転送
命令を使用してください。 
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13.3 動作説明 

13.3.1 ウォッチドッグタイマモード時の動作 
ウォッチドッグタイマとして使用するときは、タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）のWT/ITビットと

TMEビットの両方を 1に設定してください。また、タイマカウンタ（TCNT）がオーバフローする前に必ず TCNTの値
を書き換えて（通常は H'00を書き込む）、オーバフローを発生させないようにプログラムしてください。このようにす
ると、システムが正常に動作している間は、TCNTのオーバフローが発生しませんが、システムの暴走などにより TCNT
の値が書き換えられずオーバフローすると、WDTOVF信号が外部に出力されます。これを図 13.4に示します。この
WDTOVF信号を用いて、システムをリセットすることができます。WDTOVF信号は、128φクロックの間出力されます。 
リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）の RSTEビットを 1にセットしておくと、TCNTがオーバフ

ローしたときに、WDTOVF信号と同時に、本 LSIの内部をリセットする信号が発生します。このリセットは、RSTCSR
の RSTSビットの設定によってパワーオンリセットまたはマニュアルリセットが選択できます。内部リセット信号は、512
φクロックの間出力されます。 

RES端子からの入力信号によるリセットとWDTのオーバフローによるリセットが同時に発生したときは、RES端子に
よるリセットが優先され、RSTCSRのWOVFビットは 0にクリアされます。 
なお、WDTによるリセット信号により、（1）ピンファンクションコントローラ（PFC）のレジスタ、（2）I/Oポート

のレジスタは初期化されません（外部からのパワーオンリセットのみで初期化されます）。 

TCNTの値

H'FF

H'00

WDTOVF信号

内部リセット信号 *

オーバフロー

TCNTにH'00
を書き込み

WT/IT = 1
TME = 1

TCNTにH'00
を書き込み

WT/IT = 1
TME = 1

WOVF = 1

WDTOVFと内部
リセットを発生

128φ

512φ

クロック

クロック

WT/IT：タイマモードセレクトビット
TME：タイマイネーブルビット

【注】*

【記号説明】

内部リセット信号は、RSTEビットが1にセットされているときだけ発生します。

時間

 
図 13.4 ウォッチドッグタイマモード時の動作 
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13.3.2 インターバルタイマモード時の動作 
インターバルタイマとして使用するときは、タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）のWT/ITビットを 0

に、TMEビットを 1に設定してください。インターバルタイマとして動作しているときは、図 13.5に示すように、タイ
マカウンタ（TCNT）がオーバフローするごとにインターバルタイマ割り込み（ITI）が発生します。したがって、一定時
間ごとに、割り込みを発生させることができます。 

TCNTの値

H'FF

H'00

オーバフロー

WT/IT = 0
TME = 1

オーバフロー オーバフロー オーバフロー

ITI ITI ITI ITI

時間

ITI：インターバルタイマ割り込み要求発生
【記号説明】

 
図 13.5 インターバルタイマモード時の動作 

13.3.3 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 
インターバルタイマモードでタイマカウンタ（TCNT）がオーバフローすると、タイマコントロール／ステータスレジ

スタ（TCSR）の OVFビットが 1にセットされ、同時にインターバルタイマ割り込み（ITI）が要求されます。このタイ
ミングを図 13.6に示します。 

CK

TCNT

オーバフロー信号
（内部信号）

OVF

H'FF H'00

 
図 13.6 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング 
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13.3.4 ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF）のセットタイミング 
ウォッチドッグタイマモードでタイマカウンタ（TCNT）がオーバフローすると、リセットコントロール／ステータス

レジスタ（RSTCSR）のWOVFビットが 1にセットされ、WDTOVF信号が外部に出力されます。また、RSTCSRの RSTE
ビットが 1にセットしてあると、TCNTがオーバフローしたとき、本 LSI全体に対して内部リセット信号を発生します。
これらのタイミングを図 13.7に示します。 

CK

TCNT

オーバフロー信号
（内部信号）

WOVF

H'FF H'00

 
図 13.7 ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF）のセットタイミング 

13.4 使用上の注意 

13.4.1 タイマカウンタ（TCNT）の書き込みとカウントアップの競合 
タイマカウンタ（TCNT）のライトサイクル中の T3ステートでカウントアップが発生しても、TCNTへのデータ書き

込みが優先され、カウントアップされません。これを図 13.8に示します。 

T1 T2 T3

CK

アドレス

TCNTライトサイクル

TCNTアドレス

内部ライト信号

TCNT入力クロック

TCNT N M

カウンタ書き込みデータ
 

図 13.8 TCNTの書き込みとカウントアップの競合 
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13.4.2 CKS2～CKS0ビットの書き換え 
WDT の動作中にタイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）の CKS2～CKS0ビットを書き換えると、カウン

トアップが正しく行われない場合があります。CKS2～CKS0ビットを書き換えるときは、必ずWDTを停止させてから
（TMEビットを 0にクリアしてから）行ってください。 

13.4.3 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替え 
WDTの動作中にウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替えると、正しい動作が行われない

場合があります。タイマモードの切り替えは、必ずWDTを停止させてから（TMEビットを 0にクリアしてから）行っ
てください。 

13.4.4 WDTOVF信号によるシステムのリセット 
WDTOVF出力信号を本 LSIの RES端子に入力すると、本 LSIを正しく初期化できません。 
WDTOVF信号は、本 LSIの RES端子に論理的に入力しないようにしてください。WDTOVF信号でシステム全体をリ

セットするときは、図 13.9に示すような回路で行ってください。 

リセット入力

システム全体へのリセット信号

本LSI 

RES

WDTOVF

 
図 13.9 WDTOVF信号によるシステムリセット回路例 

13.4.5 ウォッチドッグタイマモードでの内部リセット 
ウォッチドッグタイマモード時に RSTEビットを 0にしておくと、TCNTがオーバフローしても本 LSI内部をリセット

しませんが、WDT内の TCNT、TCSRはリセットされます。 
このとき周辺クロック（Pφ）を分周したクロックもリセットされるため、このクロックを使用している SCI、A/D、

CMTが正常に動作しない場合があります。そのため、これらを引き続き使用する場合は初期化してから使用してくださ
い。 

13.4.6 ウォッチドッグタイマモードでのマニュアルリセット 
ウォッチドッグタイマモードで TCNTのオーバフローにより、内部リセットしたとき、マニュアルリセット発生時の

バスサイクル終了を待ってから、マニュアルリセット例外処理に移行します。したがって、マニュアルリセットによりバ
スサイクルは保持されますが、バス権解放中や DMACバースト転送中等にマニュアルリセットが発生すると CPUがバス
権を獲得するまでマニュアルリセット例外処理は保留されます。ただし、マニュアルリセットが発生してから CPUがバ
ス権を獲得するまでの期間が内部マニュアルリセット期間である 512サイクル以上であると内部マニュアルリセット要
因は保留されずに無視され、マニュアルリセット例外処理は発生しません。 
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14. コンペアマッチタイマ（CMT） 

14.1 概要 
本 LSIは、2チャネルの 16ビットタイマにより構成されるコンペアマッチタイマ（CMT）を内蔵しています。CMTは

16ビットのカウンタを持ち、設定した周期ごとに割り込みを発生させることができます。 

14.1.1 特長 
CMTには、次のような特長があります。 
 
■ 4種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

4種類の内部クロック（Pφ／8、Pφ／32、Pφ／128、Pφ／512）の中から各チャネル独立に選択できます。 
■ 割り込み要因 

コンペアマッチ割り込みを各チャネル独立に要求することができます。 

14.1.2 ブロック図 
CMTのブロック図を図 14.1に示します。 
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図 14.1 CMTのブロック図 
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14.1.3 レジスタ構成 
CMTのレジスタ構成を表 14.1に示します。 

表 14.1 レジスタ構成 
チャネル   名称 略称 R/W     初期値 アドレス アクセスサイズ 

（ビット） 

共通 コンペアマッチタイマ 

スタートレジスタ 

CMSTR R/W H'0000 H'FFFFF710 8、16、32 

 コンペアマッチタイマ 

コントロール／ 

ステータスレジスタ 0 

CMCSR0 R/(W)* H'0000 H'FFFFF712 8、16、32 

コンペアマッチタイマ 

カウンタ 0 

CMCNT0 R/W H'0000 H'FFFFF714 8、16、32 

0 

コンペアマッチタイマ 

コンスタントレジスタ 0 

CMCOR0 R/W H'FFFF H'FFFFF716 8、16、32 

 コンペアマッチタイマ 

コントロール／ 

ステータスレジスタ 1 

CMCSR1 R/(W)* H'0000 H'FFFFF718 8、16、32 

コンペアマッチタイマ 

カウンタ 1 

CMCNT1 R/W H'0000 H'FFFFF71A 8、16、32 

1 

コンペアマッチタイマ 

コンスタントレジスタ 1 

CMCOR1 R/W H'FFFF H'FFFFF71C 8、16、32 

【注】 * CMCSR0、1の CMFビットは、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

14.2 レジスタの説明 

14.2.1 コンペアマッチタイマスタートレジスタ（CMSTR） 
コンペアマッチタイマスタートレジスタ（CMSTR）はチャネル 0、1のカウンタ（CMCNT）を動作させるか、停止さ

せるかの設定を行います。CMSTRレジスタは 16ビットのレジスタです。パワーオンリセットまたはスタンバイモード
時に H'0000に初期化されます。 

0000 0 0 0 0 0 0 0 00000初期値：

R/W R/WR/W：

STR1 STR0― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

R R R R R R R R R R R R R R

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415ビット：

 
 

ビット 15～2：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 1：カウントスタート 1（STR1） 

コンペアマッチタイマカウンタ 1を動作させるか、停止させるかを選択します。 
 

ビット 1 
STR1  

説   明 

0 CMCNT1のカウント動作は停止 （初期値）

1 CMCNT1はカウント動作 
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ビット 0：カウントスタート 0（STR0） 

コンペアマッチタイマカウンタ 0を動作させるか、停止させるかを選択します。 
 

ビット 0 
STR0  

説   明 

0 CMCNT0のカウント動作は停止 （初期値）

1 CMCNT0はカウント動作 

 

14.2.2 コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ（CMCSR） 
コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ（CMCSR）はコンペアマッチ発生の表示、割り込みの許可

／禁止の設定、カウントアップに用いられるクロックの設定を行います。CMCSRレジスタは 16ビットのレジスタです。
パワーオンリセットまたはスタンバイモード時に H'0000に初期化されます。 

0000 0 0 0 0 0 0 0 00000初期値：

R/W R/WR/W：

CKS1 CKS0― ― ― ― ― ― ― ― CMF CMIE ― ― ― ―

R R R R R R R R R/(W)* R/W R R R R

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415ビット：

 
【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
 

ビット 15～8、5～2：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 7：コンペアマッチフラグ（CMF） 

コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）とコンペアマッチタイマコンスタントレジスタ（CMCOR）の値が一致し
たかどうかを示すフラグです。 
 

ビット 7 
CMF  

説   明 

0 CMCNTと CMCORの値が一致していない 

［クリア条件］CMFの 1を読み出してから 0を書き込む （初期値）

1 CMCNTと CMCORの値が一致した 

 

ビット 6：コンペアマッチ割り込みイネーブル（CMIE） 

CMCNTと CMCORの値が一致したとき（CMF=1）、コンペアマッチ割り込み（CMI）の発生を許可するか禁止する
かを選択します。 
 

ビット 6 
CMIE 

説   明 

0 コンペアマッチ割り込み（CMI）を禁止 （初期値）

1 コンペアマッチ割り込み（CMI）を許可 
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ビット 1、0：クロックセレクト 1、0（CKS1、CKS0） 

周辺クロック（Pφ）を分周して得られる 4種類の内部クロックから CMCNTに入力するクロックを選択します。CMSTR
の STRビットを 1にセットすると、CKS1、CKS0で選択されたクロックにより CMCNTがカウントアップを開始します。 
 

ビット 1 ビット 0 
CKS1 CKS0 

説   明 

0 Pφ／8 （初期値） 0 

1 Pφ／32 
0 Pφ／128 1 

1 Pφ／512 

 

14.2.3 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT） 
コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）は割り込み要求を発生させるためのアップカウンタとして使用します。 
CMCSRレジスタの CKS1、CKS0ビットで内部クロックを選択して CMSTRの STRビットを 1にセットすると、その

クロックによって CMCNTはカウントアップを開始します。CMCNTの値がコンペアマッチタイマコンスタントレジスタ
（CMCOR）の値と一致すると、CMCNTは H'0000にクリアされ、CMCSRの CMFフラグが 1にセットされます。この
とき、CMCSRの CMIEビットが 1に設定されていると、コンペアマッチ割り込み（CMI）を要求します。 

CMCNTレジスタは 16ビットのレジスタです。パワーオンリセットまたはスタンバイモード時に H'0000に初期化され
ます。マニュアルリセットでは初期化されません。 

0000 0 0 0 0 0 0 0 00000初期値：

R/W R/WR/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415ビット：

 

14.2.4 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ（CMCOR） 
コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ（CMCOR）は CMCNTとのコンペアマッチ周期を設定します。 
CMCORレジスタは 16ビットのレジスタです。パワーオンリセットまたはスタンバイモード時に H'FFFFに初期化さ

れます。マニュアルリセットでは初期化されません。 

1111 1 1 1 1 1 1 1 11111

R/W R/WR/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

891011 7 6 5 4 3 2 1 012131415
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14.3 動作説明 

14.3.1 周期カウント動作 
CMCSRレジスタの CKS1、CKS0ビットで内部クロックを選択して CMSTRレジスタの STRビットを 1にセットする

と、選択したクロックによって CMCNTカウンタはカウントアップを開始します。CMCNTカウンタの値がコンペアマッ
チコンスタントレジスタ（CMCOR）の値と一致すると、CMCNTカウンタは H'0000にクリアされ、CMCSRレジスタの
CMFフラグが 1にセットされます。このとき、CMCSRレジスタの CMIEビットが 1に設定されていると、コンペアマッ
チ割り込み（CMI）を要求します。CMCNTカウンタは H'0000から再びカウントアップ動作を再開します。 
コンペアマッチカウンタの動作を図 14.2に示します。 

時間

CMCORのコンペアマッチで
カウンタクリア

CMCNTの値

CMCOR

H'0000

 
図 14.2 カウンタの動作 

14.3.2 CMCNTのカウントタイミング 
CMCSRの CKS1、CKS0ビットにより、周辺クロック（Pφ）を分周した 4種類の内部クロック（Pφ／8、Pφ／32、P

φ／128、Pφ／512）が選択できます。このときのタイミングを図 14.3に示します。 

Pφ

内部クロック

CMCNT入力クロック

CMCNT N N+1N-1

 
図 14.3 カウントタイミング 
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14.4 割り込み 

14.4.1 割り込み要因 
CMTは各チャネルごとにコンペアマッチ割り込みを持ち、それぞれ独立なベクタアドレスが割り当てられています。

割り込み要求フラグ CMFが 1にセットされ、かつ割り込み許可ビット CMIEが 1にセットされているとき、該当する割
り込み要求が出力されます。 
割り込み要求により CPU割り込みを起動する場合、チャネル間の優先順位は割り込みコントローラの設定により変更

可能です。詳しくは「第 7章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

14.4.2 コンペアマッチフラグのセットタイミング 
CMCSRレジスタの CMFビットは、CMCORレジスタと CMCNTカウンタが一致したときに発生するコンペアマッチ

信号により 1にセットされます。コンペアマッチ信号は、一致した最後のステート（CMCNTカウンタが一致したカウン
ト値を更新するタイミング）で発生します。したがって、CMCNTカウンタと CMCORレジスタが一致した後、CMCNT
カウンタ入力クロックが発生するまでコンペアマッチ信号は発生しません。CMFビットのセットタイミングを図 14.4に
示します。 

Pφ

CMCNT入力クロック

CMCNT

CMCOR

コンペアマッチ信号

CMF

CMI

N

N

0

 
図 14.4 CMFのセットタイミング 

14.4.3 コンペアマッチフラグのクリアタイミング 
CMCSRレジスタの CMFビットは、1の状態を読み出したあとに 0を書き込むことによりクリアされます。CPUによ

る CMFビットのクリアタイミングを図 14.5に示します。 

Pφ

CMF

CMCSRライトサイクル
T1 T2

 
図 14.5 CPUによる CMFのクリアタイミング 
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14.5 使用上の注意 
CMTの動作中、次のような競合や動作が発生するので注意してください。 

14.5.1 CMCNTの書き込みとコンペアマッチの競合 
CMCNTカウンタのライトサイクル中の T2ステートでコンペアマッチ信号が発生すると、CMCNTカウンタへの書き

込みは行われず CMCNTカウンタのクリアが優先されます。このタイミングを図 14.6に示します。 

Pφ

アドレス

内部ライト信号

コンペアマッチ信号

CMCNT

CMCNTライトサイクル
T1 T2

CMCNT

H'0000N
 

図 14.6 CMCNTの書き込みとコンペアマッチの競合 

14.5.2 CMCNTのワード書き込みとカウントアップの競合 
CMCNTカウンタのワードライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされずに

カウンタ書き込みが優先されます。このタイミングを図 14.7に示します。 

Pφ

アドレス

内部ライト信号

CMCNT入力クロック

CMCNT

CMCNTライトサイクル
T1 T2

CMCNT

MN

CMCNT書き込みデータ
 

図 14.7 CMCNTのワード書き込みとカウントアップの競合 
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14.5.3 CMCNTのバイト書き込みとカウントアップの競合 
CMCNTのバイトライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生しても、書き込みを行った側のライトデー

タはカウントアップされず、カウンタ書き込みが優先されます。書き込みを行わなかった側のバイトデータもカウントア
ップされず、書き込む前の内容となります。 

CMCNTHライトサイクル中の T2ステートでカウントアップが発生した場合のタイミングを図 14.8に示します。 

Pφ

アドレス

内部ライト信号

CMCNT入力クロック

CMCNTH

CMCNTライトサイクル
T1 T2

CMCNTH

MN

CMCNTL XX

CMCNTH書き込みデータ

 
図 14.8 CMCNTのバイト書き込みとカウントアップの競合 
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15. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

15.1 概要 
本 LSIは、独立した 5チャネルのシリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）を備えています。 
SCIは、調歩同期式通信とクロック同期式通信の 2方式でシリアル通信ができます。複数のプロセッサ間のシリアル通

信機能（マルチプロセッサ通信機能）、クロック反転入出力機能を備えています。 
 

15.1.1 特長 
SCIには次のような特長があります。 
 
■ シリアル通信モードを調歩同期式モード、またはクロック同期式モードから選択可能 

•  調歩同期式モード 
キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 
Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter （ACIA）など標準の調歩同期式通
信用LSIとのシリアルデータ通信が可能です。また、複数のプロセッサとシリアルデータ通信ができるマルチプ
ロセッサ間通信機能を備えています。 
シリアルデータ通信フォーマットを12種類のフォーマットから選択できます。 

−     データ長：7ビット、または 8ビット 
−  ストップビット長：1ビット、または 2ビット 
− パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 
− マルチプロセッサビット：1または 0 
− 受信エラーの検出： 
パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラーを検出 

− ブレークの検出： 
フレーミングエラー発生時にRxD端子のレベルを直接読み出すことによりブレークを検出できます。 

•  クロック同期式モード 
クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデー
タ通信が可能です。 
シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。 

− データ長：8ビット 
− 受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 
− 同期クロック反転入出力 

■ 全二重通信が可能 
独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部、および受
信部ともにダブルバッファ構造になっていますのでシリアルデータの連続送信、連続受信ができます。 

■ 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 
■ 送受信クロックソースを、ボーレートジェネレータからの内部クロック、またはSCK端子からの外部クロックか

ら選択可能 
■ 4種類の割り込み要因 

送信データエンプティ、送信終了、受信データフル、受信エラーの4種類の割り込み要因があり、それぞれ独立
に要求することができます。また、送信データエンプティ割り込みと受信データフル割り込みによりダイレクト
メモリアクセスコントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

■ LSBファースト方式/MSBファースト方式の選択可能（8ビット長） 
通信モードによらず選択可能。* 

【注】 * 本章では、LSBファースト方式の例について説明しています。 
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15.1.2 ブロック図 
図 15.1に SCIのブロック図を示します。 
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図 15.1 SCIのブロック図 

15.1.3 端子構成 
SCIは、チャネルごとに表 15.1に示すシリアル端子を持っています。 

表 15.1 端子構成 
チャネル 名 称 略 称 入出力 機 能 

0 シリアルクロック端子 SCK0 入出力 SCI0のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 RxD0 入力 SCI0の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 TxD0 出力 SCI0の送信データ出力 

1 シリアルクロック端子 SCK1 入出力 SCI1のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 RxD1 入力 SCI1の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 TxD1 出力 SCI1の送信データ出力 

2 シリアルクロック端子 SCK2 入出力 SCI2のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 RxD2 入力 SCI2の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 TxD2 出力 SCI2の送信データ出力 

3 シリアルクロック端子 SCK3 入出力 SCI3のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 RxD3 入力 SCI3の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 TxD3 出力 SCI3の送信データ出力 

4 シリアルクロック端子 SCK4 入出力 SCI4のクロック入出力 

 レシーブデータ端子 RxD4 入力 SCI4の受信データ入力 

 トランスミットデータ端子 TxD4 出力 SCI4の送信データ出力 

【注】 本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SCK、RxD、TxDと略称します。 
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15.1.4 レジスタ構成 
SCIには、表 15.2に示す内部レジスタがあります。これらのレジスタにより調歩同期式モード／クロック同期式モー

ドの指定、データフォーマットの指定、ビットレートの指定、および送信部／受信部の制御を行うことができます。 

表 15.2 レジスタ構成 
チャネル 名 称 略 称 R/W 初期値 アドレス*2 アクセス 

サイズ 

0 シリアルモードレジスタ 0 SMR0 R/W H'00 H'FFFFF000 8、16 

 ビットレートレジスタ 0 BRR0 R/W H'FF H'FFFFF001 8、16 

 シリアルコントロールレジスタ 0 SCR0 R/W H'00 H'FFFFF002 8、16 

 トランスミットデータレジスタ 0 TDR0 R/W H'FF H'FFFFF003 8、16 

 シリアルステータスレジスタ 0 SSR0 R/(W)*1 H'84 H'FFFFF004 8、16 

 レシーブデータレジスタ 0 RDR0 R H'00 H'FFFFF005 8、16 

 シリアルディレクション 

コントロールレジスタ 0 

SDCR0 R/W H'F2 H'FFFFF006 8 

1 シリアルモードレジスタ 1 SMR1 R/W H'00 H'FFFFF008 8、16 

 ビットレートレジスタ 1 BRR1 R/W H'FF H'FFFFF009 8、16 

 シリアルコントロールレジスタ 1 SCR1 R/W H'00 H'FFFFF00A 8、16 

 トランスミットデータレジスタ 1 TDR1 R/W H'FF H'FFFFF00B 8、16 

 シリアルステータスレジスタ 1 SSR1 R/(W)*1 H'84 H'FFFFF00C 8、16 

 レシーブデータレジスタ 1 RDR1 R H'00 H'FFFFF00D 8、16 

 シリアルディレクション 

コントロールレジスタ 1 

SDCR1 R/W H'F2 H'FFFFF00E 8 

2 シリアルモードレジスタ 2 SMR2 R/W H'00 H'FFFFF010 8、16 

 ビットレートレジスタ 2 BRR2 R/W H'FF H'FFFFF011 8、16 

 シリアルコントロールレジスタ 2 SCR2 R/W H'00 H'FFFFF012 8、16 

 トランスミットデータレジスタ 2 TDR2 R/W H'FF H'FFFFF013 8、16 

 シリアルステータスレジスタ 2 SSR2 R/(W)*1 H'84 H'FFFFF014 8、16 

 レシーブデータレジスタ 2 RDR2 R H'00 H'FFFFF015 8、16 

 シリアルディレクション 

コントロールレジスタ 2 

SDCR2 R/W H'F2 H'FFFFF016 8 

3 シリアルモードレジスタ 3 SMR3 R/W H'00 H'FFFFF018 8、16 

 ビットレートレジスタ 3 BRR3 R/W H'FF H'FFFFF019 8、16 

 シリアルコントロールレジスタ 3 SCR3 R/W H'00 H'FFFFF01A 8、16 

 トランスミットデータレジスタ 3 TDR3 R/W H'FF H'FFFFF01B 8、16 

 シリアルステータスレジスタ 3 SSR3 R/(W)*1 H'84 H'FFFFF01C 8、16 

 レシーブデータレジスタ 3 RDR3 R H'00 H'FFFFF01D 8、16 

 シリアルディレクション 

コントロールレジスタ 3 

SDCR3 R/W H'F2 H'FFFFF01E 8 

4 シリアルモードレジスタ 4 SMR4 R/W H'00 H'FFFFF020 8、16 

 ビットレートレジスタ 4 BRR4 R/W H'FF H'FFFFF021 8、16 

 シリアルコントロールレジスタ 4 SCR4 R/W H'00 H'FFFFF022 8、16 

 トランスミットデータレジスタ 4 TDR4 R/W H'FF H'FFFFF023 8、16 

 シリアルステータスレジスタ 4 SSR4 R/(W)*1 H'84 H'FFFFF024 8、16 

 レシーブデータレジスタ 4 RDR4 R H'00 H'FFFFF025 8、16 

 シリアルディレクション 

コントロールレジスタ 4 

SDCR4 R/W H'F2 H'FFFFF026 8 

【注】 *1 フラグをクリアするために０のみ書き込むことができます。 

 *2 空きアドレスはアクセスしないでください。 
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15.2 レジスタの説明 

15.2.1 レシーブシフトレジスタ（RSR） 

R/W：

45 3 2 1 067ビット：

 
 
レシーブシフトレジスタ（RSR）は、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 
SCIは、RSRに RxD 端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、パラレルデ

ータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に RDRへ転送されます。 
CPUから直接 RSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 

 

15.2.2 レシーブデータレジスタ（RDR） 

初期値： 0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

R

0

RR/W：

45 3 2 1 067ビット：

 
 
レシーブデータレジスタ（RDR）は受信したシリアルデータを格納するレジスタです。 
SCIは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、レシーブシフトレジスタ（RSR）から RDRへ受信したシリ

アルデータを転送して格納し、受信動作を完了します。この後、RSRは受信可能になります。 
このように、RSRと RDRはダブルバッファのため、連続した受信動作が可能です。 
RDRは、読み出し専用レジスタですので CPUから書き込むことはできません。 
RDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバイモードで H'00に初期

化されます。マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

15.2.3 トランスミットシフトレジスタ（TSR） 

R/W：

45 3 2 1 067ビット：

 
 
トランスミットシフトレジスタ（TSR）はシリアルデータを送信するためのレジスタです。 
SCIは、トランスミットデータレジスタ（TDR）から送信データをいったん TSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に

TxD端子に送り出すことでシリアルデータ送信を行います。 
1バイトのデータ送信を終了すると自動的に TDRから TSRへ次の送信データを転送し、送信を開始します。ただし、

シリアルステータスレジスタ（SSR）の TDREビットが 1にセットされている場合には、TDRから TSRへのデータ転送
は行いません。 

CPUから、直接 TSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
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15.2.4 トランスミットデータレジスタ（TDR） 

初期値： 1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/WR/W：

45 3 2 1 067ビット：

 
 
トランスミットデータレジスタ（TDR）は、シリアル送信するデータを格納する 8ビットのレジスタです。 
SCIは、トランスミットシフトレジスタ（TSR）の空を検出すると、TDRに書き込まれた送信データを TSRに転送し

てシリアル送信を開始します。TSRのシリアルデータ送信中に TDRに次の送信データを書き込んでおくと、連続シリア
ル送信ができます。 

TDRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
TDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバイモードで H'FFに初期

化されます。マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

15.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR） 

00 0 0 0 000初期値：

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/W：

C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0

45 3 2 1 067ビット：

 
 
シリアルモードレジスタ（SMR）は、SCIのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロック

ソースを選択するための 8ビットのレジスタです。 
SMRは、常に CPUによる読み出しが可能です。CPUによる書き込みは初期設定時のみとし、送信、受信、および送

受信時は書き込みを行わないでください。 
SMRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモードで H'00に初期化されます。ソフトウェアスタン

バイモードでは、値は保持されず、復帰後に初期化されます。マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

ビット 7：コミュニケーションモード（C/A） 

SCIの動作モードを調歩同期式モードとクロック同期式モードのいずれかから選択します。 
 

ビット 7 説   明 

C/A  

0 調歩同期式モード （初期値）

1 クロック同期式モード 

 

ビット 6：キャラクタレングス（CHR） 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから選択します。 
クロック同期式モードでは CHRの設定にかかわらず、データ長は 8ビットデータ固定です。 

 
ビット 6 説   明 

CHR  

0 8ビットデータ （初期値）

1 7ビットデータ* 

【注】 * 7ビットデータを選択した場合、トランスミットデータレジスタ（TDR）のMSB（ビット 7）は送信されません。また、 

MSBファーストの選択は行わないでください。 
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ビット 5：パリティイネーブル（PE） 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリティビットのチェックを行うかどうかを選
択します。クロック同期式モードとマルチプロセッサフォーマットでは、PEビットの設定にかかわらずパリティビット
の付加、およびチェックは行いません。 
 

ビット 5 説   明 

PE  

0 パリティビットの付加、およびチェックを禁止 （初期値）

1 パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】 * PEビットに 1をセットすると、送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを送信データに付加して
送信します。受信時には、受信したパリティビットが O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティになっているかど
うかをチェックします。 

 

ビット 4：パリティモード（O/E） 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、または奇数パリティのいずれかで行うかを選択します。O/Eビットの設定
は、調歩同期式モードで PEビットに 1を設定しパリティビットの付加やチェックを許可したときのみ有効になります。
クロック同期式モードや、調歩同期式モードでパリティの付加やチェックを禁止している場合とマルチプロセッサフォー
マットでは、O/Eビットの指定は無効です。 
 

ビット 4 説   明 

O/E  

0 偶数パリティ*1 （初期値）

1 奇数パリティ*2 

【注】 *1 偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が偶数にな

るようにパリティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックしま

す。 

 *2 奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が奇数にな

るようにパリティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、その中の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックしま

す。 

 

ビット 3：ストップビットレングス（STOP） 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいずれかから選択します。STOPビットの設定は
調歩同期式モードでのみ有効になります。クロック同期式モードに設定した場合にはストップビットは付加されませんの
で、このビットの設定は無効です。 
 

ビット 3 説   明 

STOP  

0 1ストップビット*1 （初期値）

1 2ストップビット*2 

【注】 *1 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストップビット）を付加して送信します。 

 *2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストップビット）を付加して送信します。 

 
なお、受信時には STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビットの 1ビット目のみをチェックします。ス

トップビットの 2ビット目が 1の場合は、ストップビットとして扱いますが、0の場合は、次の送信キャラクタのスター
トビットとして扱います。 
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ビット 2：マルチプロセッサモード（MP） 

マルチプロセッサフォーマットを選択します。マルチプロセッサフォーマットを選択した場合、PEビット、および O/E
ビットにおけるパリティの設定は無効になります。また、MPビットの設定は、調歩同期式モードのときのみ有効です。
クロック同期式モードでは、MPビットの設定は無効です。 
マルチプロセッサ通信機能については、「15.3.3 マルチプロセッサの通信機能」を参照してください。 

 
ビット 2 説   明 

MP  

0 マルチプロセッサ機能を禁止 （初期値）

1 マルチプロセッサフォーマットを選択 

 

ビット 1、0：クロックセレクト 1、0（CKS1、CKS0） 

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。CKS1、CKS0ビットの設定で Pφ、Pφ/4、Pφ/16、Pφ
/64の 4種類からクロックソースを選択できます。Pφは周辺クロックです。 
クロックソースと、ビットレートレジスタの設定値、およびボーレートの関係については、「15.2.8 ビットレートレ

ジスタ（BRR）」を参照してください。 
 

ビット 1 ビット 0 説   明 

CKS1 CKS0  

0 0 Pφクロック （初期値）

 1 Pφ／4クロック 

1 0 Pφ／16クロック 

 1 Pφ／64クロック 

 

15.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR） 

00 0 0 0 000初期値：
R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/W：

TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0

45 3 2 1 067ビット：

 
 
シリアルコントロールレジスタ（SCR）は、SCIの送信／受信動作、調歩同期式モードでのシリアルクロック出力、割

り込み要求の許可／禁止、および送信／受信クロックソースの選択を行うレジスタです。 
SCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
SCRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモードで H'00に初期化されます。ソフトウェアスタン

バイモードでは、値は保持されず、復帰後に初期化されます。マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

ビット 7：トランスミットインタラプトイネーブル（TIE） 

トランスミットデータレジスタ（TDR）からトランスミットシフトレジスタ（TSR）へシリアル送信データが転送され
シリアルステータスレジスタ（SSR）の TDREビットが 1にセットされたときに、送信データエンプティ割り込み（TXI）
要求の発生を許可／禁止します。 
 

ビット 7 説   明 

TIE  

0 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止* （初期値）

1 送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を許可 

【注】 * TXIの解除は、TDREビットの 1を読み出した後、０にクリアするか、または TIEを０にクリアすることで行うことがで

きます。 
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ビット 6：レシーブインタラプトイネーブル（RIE） 

シリアル受信データがレシーブシフトレジスタ（RSR）からレシーブデータレジスタ（RDR）へ転送されて SSRの RDRF
ビットが 1にセットされたとき、受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求の発生
を許可／禁止します。 
 

ビット 6 説   明 

RIE  

0 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）要求を禁止* 
 （初期値）

1 受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI） 

要求を許可 

【注】 * RXI、および ERI割り込み要求の解除は、RDRFビット、または FER、PER、ORERビットの 1を読み出した後、0にク

リアするか、RIEビットを 0にクリアすることで行えます。 

 

ビット 5：トランスミットイネーブル（TE） 

SCIのシリアル送信動作の開始を許可／禁止します。 
 

ビット 5 説   明 

TE  

0 送信動作を禁止*1 （初期値）

1 送信動作を許可*2 

【注】 *1 SSRの TDREビットは 1に固定されます。 

 *2 この状態で、TDRに送信データを書き込んで、SSRの TDREビットを 0にクリアするとシリアル送信を開始します。 

  なお、TEビットを 1にセットする前に必ずシリアルモードレジスタ（SMR）の設定を行い送信フォーマットを決定して

ください。 

ビット 4：レシーブイネーブル（RE） 

SCIのシリアル受信動作の開始を許可／禁止します。 
 

ビット 4 説   明 

RE  

0 受信動作を禁止*1 （初期値）

1 受信動作を許可*2 

【注】 *1 REビットを 0にクリアしても RDRF、FER、PER、ORERの各ビットは影響を受けず、状態を保持しますので注意して

ください。 

 *2 この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同期式モードの場合は同期クロック入力をそれぞれ検

出すると、シリアル受信を開始します。 

  なお、REビットを 1にセットする前に必ず SMRの設定を行い、受信フォーマットを決定してください。 
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ビット 3：マルチプロセッサインタラプトイネーブル（MPIE） 

マルチプロセッサ割り込みを許可／禁止します。MPIEビットの設定は、調歩同期式モードで、かつ、SMRのMPビッ
トが 1に設定されている受信時にのみ有効です。 
クロック同期式モードのとき、あるいはMPビットが 0のときにはMPIEビットの設定は無効です。 

 
ビット 3 説   明 

MPIE  

0 マルチプロセッサ割り込み禁止状態（通常の受信動作をします） （初期値）

［クリア条件］ 

（1）MPIEビットを 0にクリア 

（2）MPB＝1のデータを受信したとき 

1 マルチプロセッサ割り込み許可状態* 

マルチプロセッサビットが 1のデータを受け取るまで受信割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）
要求、および SSRの RDRF、FER、ORERの各フラグのセットを禁止します。 

【注】 * MPB=0を含む受信データを受信しているときは RSRから RDRへの受信データの転送、および受信エラーの検出と SSR

の RDRF、FER、ORERの各フラグのセットは行いません。MPB＝1を含む受信データを受信すると、SSRのMPBビッ

トを 1にセットし、MPIEビットを自動的に 0にクリアし、RXI、ERI の発生（SCRの TIE、RIEビットが 1にセットさ

れている場合）と FER、ORERフラグのセットが許可されます。 

 

ビット 2：トランスミットエンドインタラプトイネーブル（TEIE） 

MSBデータ送出時に有効な送信データが TDRにないとき、送信終了割り込み（TEI）要求の発生を許可／禁止します。 
 

ビット 2 説   明 

TEIE  

0 送信終了割り込み（TEI）要求を禁止* （初期値）

1 送信終了割り込み（TEI）要求を許可* 

【注】 * TEIの解除は、SSRの TDREビットの 1を読み出した後、0にクリアして TENDビットを 0にクリアするか、TEIEビッ

トを 0にクリアすることで行うことができます。 

 

ビット 1、0：クロックイネーブル 1、0（CKE1、CKE0） 

SCIのクロックソースの選択、および SCK端子からのクロック出力の許可／禁止を設定します。CKE1ビットと CKE0
ビットの組み合わせによって SCK端子をシリアルクロック出力端子にするか、またはシリアルクロック入力端子にする
かが決まります。このとき、ピンファンクションコントローラ（PFC）で、SCK端子の機能を選択しておいてください。 
ただし、CKE0ビットの設定は調歩同期式モードで内部クロック動作（CKE1＝0）時のみ有効です。クロック同期式モ

ードのとき、および外部クロック動作（CKE1＝1）の場合は CKE0ビットの設定は無効です。 
SCIのクロックソースの選択については表 15.9を参照してください。 

 
ビット 1 ビット 0 説   明*1 

CKE1 CKE0  

0 0 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子は入力端子（入力信号は無視）ま
たは出力端子（出力レベルは不定）*2 

  クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は同期クロック出力*2 

 1 調歩同期式モード 内部クロック／SCK端子はクロック出力*3 

  クロック同期式モード 内部クロック／SCK端子は同期クロック出力 

1 0 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子はクロック入力*4 

  クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

 1 調歩同期式モード 外部クロック／SCK端子はクロック入力*4 

  クロック同期式モード 外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

【注】 *1 SCK端子は他の機能とマルチプレクスされています。この端子を SCKの機能とし、かつその入出力方向を選択するため

には、ピンファンクションコントローラ（PFC）を設定してください。 

 *2 初期値 

 *3 ビットレートと同じ周波数のクロックを出力 

 *4 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 
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15.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR） 

00 0 1 0 001初期値：

R/(W)*R/(W)* R/(W)* R R R/WR/(W)*R/(W)*R/W：

TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT

45 3 2 1 067ビット：

 
【注】 * 1を読み出すと書き込み可能状態となり、0を読み出すと書き込み不可能状態となります。 

 
シリアルステータスレジスタ（SSR）は、SCIの動作状態を示すステータスフラグと、マルチプロセッサフラグを内蔵

した 8ビットのレジスタです。 
SSRは常に CPUから読み出し／書き込みができます。ただし、TDRE、RDRF、ORER、PER、PEFの各ビットは、1

を読み出すと書き込み可能状態となり、0を読み出すと書き込み不可能状態となります。書き込みによる意図しないフラ
グセットを抑制したい場合の例として、1を読み出してから次に 0を読み出すまでの間、1書き込みを禁止するか、また
は、0クリア後にすぐ 0を読み出し、フラグクリア処理のとき以外は常に書き込み不可能状態にしておくことで、抑制で
きます。また、TENDビット、およびMPBビットは読み出し専用であり、書き込むことはできません。 

SSRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバイモードで H'84に初期
化されます。マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

ビット 7：トランスミットデータレジスタエンプティ（TDRE） 

トランスミットデータレジスタ（TDR）からトランスミットシフトレジスタ（TSR）にデータ転送が行われ、TDRに
次のシリアル送信データを書き込むことが可能になったことを示します。 
 

ビット 7 説   明 

TDRE  

0 TDRに有効な送信データが書き込まれていることを表示 

［クリア条件］ 

（1）TDRE＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

（2）DMACで TDRへデータを書き込んだとき 

1 TDRに有効な送信データがないことを表示 （初期値）

［セット条件］ 

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、およびソフトウェアスタンバイモード時 

（2）SCRの TEビットが 0のとき 

（3）TDRから TSRにデータ転送が行われ TDRにデータの書き込みが可能になったとき 

（4）クリア条件の（1）の後、1を書き込んだとき 

 

ビット 6：レシーブデータレジスタフル（RDRF） 

受信したデータがレシーブデータレジスタ（RDR）に格納されていることを示します。 
 

ビット 6 説   明 

RDRF  

0 RDRに有効な受信データが格納されていないことを表示 （初期値）

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時 

（2）RDRF＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

（3）DMACで RDRのデータを読み出したとき 

1 RDRに有効な受信データが格納されていることを表示 

［セット条件］ 

（1）シリアル受信が正常終了し、RSRから RDRへ受信データが転送されたとき 

（2）クリア条件の（2）の後、1を書き込んだとき 

【注】  受信時にエラーを検出したとき、およびシリアルコントロールレジスタ（SCR）の REビットを 0にクリアしたときには RDR

および RDRFビットは影響を受けず以前の状態を保持します。RDRFフラグが 1にセットされたまま次のデータを受信完了す

るとオーバランエラーを発生し、受信データが失われますので注意してください。 
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ビット 5：オーバランエラー（ORER） 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 
 

ビット 5 説   明 

ORER  

0 受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 （初期値）

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時 

（2）ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1 受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*2 

［セット条件］ 

（1）RDRF＝1の状態で次のシリアル受信を完了したとき 

（2）クリア条件の（2）の後、1を書き込んだとき 

【注】 *1 SCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態  を保持します。 

 *2 RDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータ  が失われます。さらに、ORER

＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続け  ることはできません。なお、クロック同期式モードでは、シリア

ル送信を続けることも  できません。 
 

ビット 4：フレーミングエラー（FER） 

調歩同期式モードで受信時にフレーミングエラーが発生して異常終了したことを示します。 
 

ビット 4 説   明 

FER  

0 受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 （初期値）

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時 

（2）FER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1 受信時にフレーミングエラーが発生したことを表示*2 

［セット条件］ 

（1）SCIが受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかどうかをチェックし、ストッ
プビットが 0であったとき*2 

（2）クリア条件の（2）の後、1を書き込んだとき 

【注】 *1  SCRの REビットを 0にクリアしたときには、FERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *2 2ストップビットモードのときは、1ビット目のストップビットが 1であるかどうかのみを判定し、2ビット目のストップ

ビットはチェックしません。なお、フレーミングエラーが発生したときの受信データは RDRに転送されますが、RDRF

フラグはセットされません。さらに、FERフラグが 1にセットされた状態においては、以降のシリアル受信を続けること

はできません。 
 

ビット 3：パリティエラー（PER） 

調歩同期式モードで、パリティを付加した受信時にパリティエラーが発生して異常終了したことを示します。 
 

ビット 3 説   明 

PER  

0 受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 （初期値）

［クリア条件］ 

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時 

（2）PER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1 受信時にパリティエラーが発生したことを表示*2 

［セット条件］ 

（1）受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が、シリアルモードレジスタ（SMR）の O/E
ビットで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設定と一致しなかったとき 

（2）クリア条件の（2）の後、1を書き込んだとき 

【注】 *1 SCRの REビットを 0にクリアしたときには、PERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *2 パリティエラーが発生したときの受信データは RDRに転送されますが、RDRFフラグはセットされません。なお、PER

フラグが 1にセットされた状態では、以降のシリアル受信を続けることはできません。 
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ビット 2：トランスミットエンド（TEND） 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に TDRに有効なデータがなく、送信を終了したことを示します。 
TENDビットは読み出し専用ですので、書き込むことはできません。 

 
ビット 2 説   明 

TEND  

0 送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

（1）TDRE＝1の状態を読み出した後、TDREフラグに 0を書き込んだとき 

（2）DMACで TDRへデータを書き込んだとき 

1 送信を終了したことを表示 （初期値）

［セット条件］ 

（1）パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモード、またはソフトウェアスタンバイモード時 

（2）SCRの TEビットが 0のとき 

（3）1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に TDRE＝1であったとき 

 

ビット 1：マルチプロセッサビット（MPB） 

調歩同期式モードで受信をマルチプロセッサフォーマットで行うときに、受信データ中のマルチプロセッサビットを
格納します。 

MPBビットは、読み出し専用ですので、書き込むことはできません。 
 

ビット 1 説   明 

MPB  

0 マルチプロセッサビットが 0のデータを受信したことを表示* （初期値）

1 マルチプロセッサビットが 1のデータを受信したことを表示 

【注】 * マルチプロセッサフォーマットで SCRの REビットを 0にクリアしたときには、以前の状態を保持します。 

 

ビット 0：マルチプロセッサビットトランスファ（MPBT） 

調歩同期式モードで送信をマルチプロセッサフォーマットで行うときに、送信データに付加するマルチプロセッサビ
ットを格納します。 
クロック同期式モードやマルチプロセッサフォーマットでないとき、あるいは送信でないときにはMPBTビットの設

定は無効です。 
 

ビット 0 説   明 

MPBT  

0 マルチプロセッサビットが 0のデータを送信 （初期値）

1 マルチプロセッサビットが 1のデータを送信 

 

15.2.8 ビットレートレジスタ（BRR） 

初期値： 1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/W

1

R/WR/W：

45 3 2 1 067ビット：

 
 
ビットレートレジスタ（BRR）は、シリアルモードレジスタ（SMR）の CKS1、CKS0ビットで選択されるボーレート

ジェネレータの動作クロックと合わせて、シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 
BRRは、常に CPUによる読み出しが可能です。CPUによる書き込みは初期設定時のみとし、送信、受信、および送受

信時は書き込みを行わないでください。 
BRRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモードで H'FFに初期化されます。ソフトウェアスタン

バイモードでは、値は保持されず、復帰後に初期化されます。マニュアルリセットでは初期化されません。 
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なお、チャネルごとにボーレートジェネレータの制御が独立していますので、それぞれ異なる値を設定することがで
きます。 
表 15.3に調歩同期式モードの BRRの設定例を、表 15.4にクロック同期式モードの BBRの設定例を示します。 

表 15.3 ビットレートに対する BRRの設定例〔調歩同期式モード〕 

n N 誤差
（％）

n N 誤差
（％）

10 11.0592

110
150
300
600

1200
2400
4800
9600

14400
19200
28800
31250
38400

2
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

177
129
64

129
64

129
64
32
21
15
10
9
7

-0.25
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16

-1.36
-1.36
1.73

-1.36
0.00
1.73

2
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

195
143
71

143
71

143
71
35
23
19
11
10
8

0.19
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.54
0.00

ビット

レート(bit/s)

12
n N 誤差

（％）
n N 誤差

（％）

12.288

2
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

212
155

77
155

77
155

77
28
25
19
12
11

9

0.03
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16

-2.34
0.16
0.00

-2.34

2
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

217
159

79
159

79
159

79
39
26
19
12
11

9

0.08
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

-1.23
0.00
2.56
2.40
0.00

n N 誤差
（％）

n N 誤差
（％）

14 14.7456

110
150
300
600

1200
2400
4800
9600

14400
19200
28800
31250
38400

2
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

248
181

90
181

90
181

90
45
29
22
14
13
10

-0.17
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16

-0.93
1.27

-0.93
1.27
0.00
3.57

3
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

64
191

95
191

95
191

95
47
31
23
15
14
11

0.70
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

-1.70
0.00

Pφ(MHz)

Pφ(MHz)

ビット

レート(bit/s)

16
n N 誤差

（％）
n N 誤差

（％）

17.2032

3
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

70
207
103
207
103
207
103

51
34
25
16
15
12

0.03
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16

-0.79
0.16
2.12
0.00
0.16

3
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

75
223
111
223
111
223
111

55
36
27
18
16
13

0.48
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.90
0.00

-1.75
1.20
0.00  
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19.6608
n N 誤差

（％）
n N 誤差

（％）

20

3
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

86
255
127
255
127
255
127

63
42
31
20
19
15

0.31
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00

-0.78
0.00
1.59

-1.70
0.00

3
3
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0

88
64

129
64

129
64

129
64
42
32
21
19
15

-0.25
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.94

-1.36
-1.36
0.00
1.73

n N 誤差
（％）

n N 誤差
（％）

18 18.432

110
150
300
600

1200
2400
4800
9600

14400
19200
28800
31250
38400

Pφ(MHz)

ビット

レート(bit/s)

3
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

79
233
116
233
116
233
116
58
38
28
19
17
14

-0.12
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16
0.16

-0.69
0.16
1.02

-2.34
0.00

-2.34

3
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0

81
239
119
239
119
239
119

59
39
29
19
17
14

-0.22
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
0.00
2.40
0.00

 

表 15.4 ビットレートに対する BRRの設定例〔クロック同期式モード〕 
10 12 16 20

250

500

1k

2.5k

5k

10k

25k

50k

100k

250k

500k

1M

2.5M

5M

n N n N n N n N

1

1

0

0

0

0

0

0

0

249

124

249

99

49

24

9

4

0

3

3

2

2

1

1

0

0

0

0

0

0

0

187

93

187

74

149

74

119

59

29

11

5

2

0

3

3

2

2

1

1

0

0

0

0

0

0

-

249

124

249

99

199

99

159

79

39

15

7

3

-

2

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

124

249

124

199

99

49

19

9

4

1

0

Pφ(MHz)
ビット
レート(bit/s)

* *

*
 

【記号説明】 

空欄 ：設定できません。 

－ ：設定可能ですが誤差がでます。 

* ：連続送信／受信はできません。 

【注】 誤差は、なるべく 1％以内になるように設定してください。 
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BRRの設定値は以下の計算式で求められます。 
 〔調歩同期式モード〕 

N=         Pφ        ×106−1      ⎯⎯⎯⎯⎯⎯

       

64×22n−1×B

 
 〔クロック同期式モード〕 

N=        Pφ      ×106
−1      ⎯⎯⎯⎯⎯

       

8×22n−1
×B

 
B ：ビットレート（bit/s） 
N ：ボーレートジェネレータの BRRの設定値（0≦Ｎ≦255） 

 
Pφ ：周辺モジュール動作周波数（MHz） 
n ：ボーレートジェネレータ入力クロック（ｎ＝0、1、2、3） 
 （nとクロックの関係は下表を参照してください。） 

 
n クロック SMRの設定値 

  CKS1 CKS0 

0 Pφ 0 0 

1 Pφ／4 0 1 

2 Pφ／16 1 0 

3 Pφ／64 1 1 

 
調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

{           Pφ×106          −1} ×100  ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

     

(N+1)×B×64×22n−1誤差（％）＝
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表 15.5にボーレートジェネレータを使用する場合の調歩同期式モードの各周波数における最大ビットレートを示しま
す。また、表 15.6と表 15.7に外部クロック入力時の最大ビットレートを示します。 

表 15.5 ボーレートジェネレータを使用する場合の各周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） 
Pφ(MHZ) 最大ビットレート(bit/s) 設定値 

  n N 

10 312500 0 0 

11.0592 345600 0 0 

12 375000 0 0 

12.288 384000 0 0 

14 437500 0 0 

14.7456 460800 0 0 

16 500000 0 0 

17.2032 537600 0 0 

18 562500 0 0 

18.432 576000 0 0 

19.6608 614400 0 0 

20 625000 0 0 

表 15.6 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） 
Pφ(MHz) 外部入力クロック(MHz) 最大ビットレート(bit/s) 

10 2.5000 156250 

11.0592 2.7648 172800 

12 3.0000 187500 

12.288 3.0720 192000 

14 3.5000 218750 

14.7456 3.6864 230400 

16 4.0000 250000 

17.2032 4.3008 268800 

18 4.5000 281250 

18.432 4.6080 288000 

19.6608 4.9152 307200 

20 5.0000 312500 

 

表 15.7 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード） 
Pφ(MHz) 外部入力クロック(MHz) 最大ビットレート(bit/s) 

10 1.6667 1666666.7 

12 2.0000 2000000.0 

14 2.3333 2333333.3 

16 2.6667 2666666.7 

18 3.0000 3000000.0 

20 3.3333 3333333.3 
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15.2.9 シリアルディレクションコントロールレジスタ（SDCR） 

11 0 0 1 011初期値：

RR R/W R R RRRR/W：

－ － － － DIR － － －

45 3 2 1 067ビット：

 
 

SDCRは、DIRビットにより、LSBファースト／MSBファーストの選択を行います。シリアル通信モードによらず、8
ビット長の場合 LSBファースト／MSBファーストの選択が可能です。7ビット長の場合 LSBファーストを選択し、MSB
ファーストの選択は行わないでください。本章の説明では、LSBファーストの場合について説明しています。 

SDCRは、常に CPUによる読み出しが可能です。CPUによる書き込みは初期設定時のみとし、送信、受信、および送
受信時は書き込みを行わないでください。 

SDCRは、パワーオンリセット、およびハードウェアスタンバイモードで H'F2に初期化されます。ソフトウェアスタ
ンバイモードでは、値は保持されず、復帰後に初期化されます。マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

ビット 7～4：予約ビット 

書き込む値は常に 1にしてください。0を書き込んだ場合、動作の保証はできません。 
 

ビット 3：データトランスファディレクション （DIR） 

シリアル／パラレル変換フォーマットを選択します。送信／受信フォーマットが 8ビットの場合に有効です。 
 

ビット 3 説   明 

DIR  

0 TDRの内容を LSBファーストで送信 （初期値）

受信データを LSBファーストとして RDRに格納 

1 TDRの内容をMSBファーストで送信 

受信データをMSBファーストで RDRに格納 

 

ビット 2：予約ビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合、動作の保証はできません。 
 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込みは無効です。 
 

ビット 0：予約ビット 

書き込む値は常に 0にしてください。1を書き込んだ場合、動作の保証はできません。 
 

15.2.10 SCK端子信号の反転 
SCK端子より入力される信号および SCK端子より出力される信号は、ポートコントロールレジスタの設定により反転

させることができます。詳細は「第 22章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 
 



15. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

Rev.5.00  2010.02.23  15-18 
RJJ09B0181-0500 

 

15.3 動作説明 

15.3.1 概要 
SCIは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同期をとりながら通

信するクロック同期式モードの 2方式で、シリアル通信ができます。 
調歩同期式モードと、クロック同期式モードの選択および送信フォーマットの選択は、シリアルモードレジスタ

（SMR）で行います。これを表 15.8に示します。また、SCIのクロックソースは、SMRの C/Aビットおよびシリアルコ
ントロールレジスタ（SCR）の CKE1、CKE0ビットの組み合わせで決まります。これを表 15.9に示します。 
 
（1） 調歩同期式モード 

•  データ長：7ビット／8ビットから選択可能 
•  パリティの付加、マルチプロセッサビットの付加、および 1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可
能（これらの組み合わせにより送信／受信フォーマットおよび、キャラクタ長を決定） 

•  受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、オーバランエラー、およびブレークの検出が可能 
•  SCIのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

− 内部クロックを選択した場合： 
SCIはボーレートジェネレータのクロックで動作し、ビットレートと同じ周波数のクロックを出力することが可
能 

− 外部クロックを選択した場合： 
ビットレートの16倍の周波数のクロックを入力することが必要（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 

（2） クロック同期式モード 
• 送信／受信フォーマット：８ビットデータ固定 
• 受信時にオーバランエラーの検出可能 
• SCIのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

− 内部クロックを選択した場合： 
SCIはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロックを外部へ出力 

− 外部クロックを選択した場合： 
内部ボーレートジェネレータを使用せず、入力された同期クロックで動作 

表 15.8 SMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット 
SMRの設定値 モード SCIの送信／受信フォーマット 

ビット 7 ビット 6 ビット 2 ビット 5 ビット 3  データ長 マルチプロ パリティ ストップ 

C/A CHR MP PE STOP   セッサビット ビット ビット長 

0 0 0 0 0 調歩同期式 8ビット なし なし 1ビット 

    1 モード データ   2ビット 

   1 0    あり 1ビット 

    1     2ビット 

 1  0 0  7ビット  なし 1ビット 

    1  データ   2ビット 

   1 0    あり 1ビット 

    1     2ビット 

 0 1 * 0 調歩同期式 8ビット あり なし 1ビット 

   * 1 モード データ   2ビット 

 1  * 0 （マルチプロセッ 7ビット   1ビット 

   * 1 サフォーマット） データ   2ビット 

1 * * * * クロック同期式
モード 

8ビット

データ 

なし  なし 

【記号説明】 

*：Don't care 
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表 15.9 SMR、SCRの設定と SCIのクロックソースの選択 
SMR SCRの設定 モード SCIの送信／受信クロック 

ビット 7 ビット 1 ビット 0  クロック SCK端子の機能* 

C/A CKE1 CKE0  ソース  

0 0 0 調歩同期式 内部 SCIは、SCK端子を使用しません 

  1 モード  ビットレートと同じ周波数のクロックを出力 

 1 0  外部 ビットレートの 16倍の周波数のクロックを入力 

  1    

1 0 0 クロック同期式 内部 

  1 モード  

同期クロックを出力、または同期クロック反転出力 

 1 0  外部 

  1   

同期クロックを入力、または同期クロックを反転入力

【注】 * ピンファンクションコントローラ（PFC）と合わせ、設定してください。 

 

15.3.2 調歩同期式モード時の動作 
調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに付加し

たキャラクタを送信／受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードです。 
SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と受信部が共

にダブルバッファ構造になっていますので、送信／受信中にデータの読み出し／書き込みができるので、連続送信／受信
が可能です。 
調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 15.2に示します。 
調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常、マーク状態（ハイレベル）に保たれています。SCIは通信回線を監視

し、スペース（ローレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。 
シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下位ビッ

トから）、パリティビット（ハイ／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成されています。 
調歩同期式モードでは、SCIは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また SCIは、データ

を 1ビット期間の 16倍の周波数のクロックの８番目でサンプリングしますので、各ビットの中央で通信データが取り込
まれます。 
 

シリアル
データ

（LSB）

7ビットまたは8ビット

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

パリティ
ビット

1ビット
または
なし

1ビット
または
2ビット

ストップ
ビット

1 1

0 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

アイドル状態（マーク状態）

スタート
ビット

1ビット

（MSB）

送信／受信データ

 
図 15.2 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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(1) 送信／受信フォーマット 

調歩同期式モードで設定できる送信／受信フォーマットを、表 15.10に示します。 
送信／受信フォーマットは 12種類あり、シリアルモードレジスタ（SMR）の設定により選択できます。 

表 15.10 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 
SMRの設定 シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長 

CHR PE MP STOP 21 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

 
0 0 0 0 

S 8ビットデータ STOP
 

0 0 0 1 
S 8ビットデータ STOP STOP

 
0 1 0 0 

S 8ビットデータ P STOP
 

0 1 0 1 
S 8ビットデータ P STOP STOP

 
1 0 0 0 

S 7ビットデータ STOP
 

1 0 0 1 
S 7ビットデータ STOP STOP

 
1 1 0 0 

S 7ビットデータ P STOP
 

1 1 0 1 
S 7ビットデータ P STOP STOP

 
0 * 1 0 

S 8ビットデータ MPB STOP
 

0 * 1 1 
S 8ビットデータ MPB STOP STOP

 
1 * 1 0 

S 7ビットデータ MPB STOP
 

1 * 1 1 
S 7ビットデータ MPB STOP STOP

 
【記号説明】 

S ：スタートビット 

STOP ：ストップビット 

P ：パリティビット 

MPB ：マルチプロセッサビット 

*：Don't care 
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(2) クロック 

SCIの送受信クロックは、SMRの C/Aビットとシリアルコントロールレジスタ（SCR）の CKE1、CKE0ビットの設定
により、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロックまたは、SCK端子から入力された外部クロックの 2種類
から選択できます。SCIのクロックソースの選択については表 15.9を参照してください。 
外部クロックをSCK端子に入力する場合には、使用するビットレートの16倍の周波数のクロックを入力してください。 
内部クロックで動作させるとき、SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出力されるクロックの

周波数はビットレートと等しく、位相は図 15.3に示すように送信データの中央にクロックの立ち上がりエッジがくるよ
うになります。 
 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

1フレーム

0

 
図 15.3 出力クロックと通信データの位相関係（調歩同期式モード） 
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(3) データの送信／受信動作 

(a) SCIの初期化（調歩同期式） 

データの送信／受信前には、まず SCRの TEビットおよび、REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIを初期化
してください。 
動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合にも必ず、TEビットおよび REビットを 0にクリアしてから

次の手順で変更を行ってください。TEビットを０にクリアすると TDREビットは、1にセットされ、トランスミットシ
フトレジスタ（TSR）が初期化されます。REビットを 0にクリアしても、RDRF、PER、FER、ORERの各ビットおよび、
レシーブデータレジスタ（RDR）の内容は保持されますので注意してください。 
外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので初期化を含めた動作中にクロックを止めないで

ください。 
図 15.4に SCIの初期化フローチャートの例を示します。 

 

初期化

1ビット期間経過？
No

Yes

ウェイト

初期化終了

SCRのTE、REビットを0にクリア

SMR、SDCR送信／
受信フォーマットを設定

（1）

（2）

（3）

（4）

SCRにクロックの選択を設定してください。
なお、RIE、TIE、TEIE、MPIE、およびTE、
REビットは必ず0にクリアしてください。
調歩同期式モードでクロックを選択した場合に
は、SCRの設定後、直ちに出力されます。

SMR、SDCRに送信／受信フォーマットを設定
します。

BRRにビットレートに対応する値をライトしま
す。ただし、外部クロックを使用する場合には
必要ありません。

少なくとも1ビット期間待ってから、SCRのTE
ビットまたはREビットを1にセットします。
また、RIE、TIE、TEIE、MPIEビットを設定し
てください。
TE、REビットを設定することによりTxD、
RxD端子が使用可能となります。

（4）

（3）

（2）

（1）

SCRのTE、REビットを1にセット、および、
RIE、TIE、TEIE、MPIEビットを設定

BRRに値を設定

SMRに送信／受信フォーマットを設定
（TE、REはビット0）

*

*

【注】*　送受信同時動作の場合は、TEビット、
REビットの0クリア、1セットの設定は、
同時に行ってください。

 
図 15.4 SCIの初期化フローチャートの例 
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(b) シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 15.5にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ送信は以下の手順に従い行ってください。 

 

送信開始

SSRのTDREビットを読み出し

TDRE = 1?

TDRに送信データを書き込み、
SSRのTDREビットを0にクリア

全データ送信？

SSRのTENDビットを読み出し

Yes

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

TEND = 1?

ブレーク出力？

ポートのDRを0にクリア

SCRのTEビットを0にクリア
PFCでTxD端子を出力ポートに設定

送信終了

初期化

（3）

（5）

（4）

（2）

（1） （1）

（2）

（3）

（4）

【注】

SCIの初期化：
TxD端子はPFCで設定してください。
TEビットを1にセットした後、1フレーム分の1
を出力して送信可能状態になります。
SCIの状態を確認して、送信データを書き込み：
シリアルステータスレジスタ（SSR）を読み出
して、TDREビットが1であることを確認した後、
トランスミットデータレジスタ（TDR）に送信
データを書き込み、TDREビットを0にクリア
します。
シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、TDREビット
の1を読み出して書き込み可能であることを確
認した後にTDRにデータを書き込み、続いて
TDREビットを0にクリアしてください。ただし、
送信データエンプティ割り込み（TXI）要求で
DMACを起動し、TDRにデータを書き込む場合
にはTDREビットのチェック、およびクリアは
自動的に行われます。
シリアル転送時にブレークを出力するときには、
ポートのデータレジスタ（DR）を0にクリアし
た後にシリアルコントロールレジスタ（SCR）
のTEビットを0にクリアし、PFCでTxD端子を
出力ポートに設定します。

送信開始から送信終了までの間は、SMR、SCR、
BRR、SDCRへの書き込みは行わないでくださ
い。ただし、（5）の処理は除きます。

 
図 15.5 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 
（1） SCIは、シリアルステータスレジスタ（SSR）のTDREビットを監視し、0であるとトランスミットデータレジス

タ（TDR）にデータが書き込まれたと認識し、TDRからトランスミットシフトレジスタ（TSR）にデータを転送
します。 

（2） TDRからTSRへデータを転送した後にTDREビットを1にセットし、送信を開始します。 
このとき、シリアルコントロールレジスタ（SCR）のTIEビットが1にセットされていると送信データエンプティ
割り込み（TXI）要求を発生します。 

 
シリアル送信データは、以下の順に TxD端子から送り出されます。 

 
（a） スタートビット：1ビットの0が出力されます。 
（b） 送信データ：8ビット、または7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 
（c） パリティビットまたはマルチプロセッサビット：1ビットのパリティビット（偶数パリティ、または奇数パリテ

ィ）、または1ビットのマルチプロセッサビットが出力されます。 
なお、パリティビット、またはマルチプロセッサビットを出力しないフォーマットも選択できます。 

（d） ストップビット：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 
（e） マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 
（3） SCIは、ストップビットを送出するタイミングでTDREビットをチェックします。 

TDREビットが0であるとTDRからTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリア
ル送信を開始します。 
TDREビットが1であるとシリアルステータスレジスタ（SSR）のTENDビットに1をセットし、ストップビットを
送り出した後、1を出力するマーク状態になります。このときSCRのTEIEビットが1にセットされているとTEI割
り込み要求を発生します。 

 
調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 15.6に示します。 

 

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1
パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データスタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

TDRE

TEND

TXI割り込み処理ルーチンで
TDRにデータを書き込み、
TDREビットを0にクリア

TXI割り込み
要求の発生 TEI割り込み

要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

1フレーム
 

図 15.6 調歩同期式モードでの送信時の動作例 
    （8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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(c) シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図 15.7、図 15.8にシリアル受信フローチャートの例を示します。 
シリアルデータ受信は以下の手順に従い行ってください。 

 

受信開始

SSRのRDRFビットを読み出し

RDRF = 1?

RDRの受信データを読み出し、
SSRのRDRFビットを0にクリア

PER、FER、ORER = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

SCRのREビットを0にクリア

SSRのORER、PER、
FERビットを読み出し

受信終了

エラー処理

初期化 SCIの初期化：
RxD端子はPFCで設定してください。
受信エラー処理とブレークの検出：
受信エラーが発生したときには、SSRのORER、
PER、FERの各ビットを読み出してエラー
を判定し、所定のエラー処理を行った後、必
ず、ORER、PER、FERビットをすべて0に
クリアしてください。ORER、PER、FERビ
ットのどれかが1にセットされた状態では受
信を再開できません。また、フレーミングエ
ラー時にRxD端子の値を読み出すことでブレ
ークの検出ができます。
SCIの状態を確認して受信データを読み出し：
シリアルステータスレジスタ（SSR）を読
み出して、RDRF＝1であることを確認した後、
レシーブデータレジスタ（RDR）の受信デ
ータを読み出し、RDRFビットを0にクリア
します。RDRFビットが0から1に変化したこ
とは、RXI 割り込みによっても知ることがで
きます。
シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、現在のフレ
ームのストップビットを受信する前に、
RDRFビットとRDRの読み出し、RDRFビッ
トの0クリアを終了しておいてください。た
だし、RXIでDMACを起動し、RDRの値をリ
ードする場合には、RDRFビットのクリアは
自動的に行われますので必要ありません。

受信開始から受信終了までの間は、SMR、SCR、
BRR、SDCRへの書き込みは行わないでくだ
さい。ただし、（5）の処理は除きます。

（2）

（1）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（3）

（4）

【注】

 
図 15.7 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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オーバランエラー処理

FER = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

PER = 1?

パリティエラー処理

終　　了

ORER = 1?

ブレーク?

フレーミングエラー処理

SSRのORER, PER, FER
ビットを0にクリア

SCRのREビットを0にクリア （5）

No

Yes

エラー処理

【注】受信開始から受信終了までの間は、 
 SMR、SCR、BRR、SDCRへの書き込みは
 行わないでください。 
 ただし、（5）の処理は除きます。

 
図 15.8 シリアル受信のフローチャートの例（2） 
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SCIは受信時に以下のように動作します。 
 
（1） SCIは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 
（2） 受信したデータをRSRのLSBからMSBの順に格納します。 
（3） パリティビットおよび、ストップビットを受信します。 

 
受信後、SCIは以下のチェックを行います。 

 
（a） パリティチェック：受信データの1の数をチェックし、これがシリアルモードレジスタ（SMR）のO/Eビットで

設定した偶数／奇数パリティになっているかをチェックします。 
（b） ストップビットチェック：ストップビットが1であるかをチェックします。 

ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 
（c） ステータスチェック：RDRFビットが0であり、受信データをレシーブシフトレジスタ（RSR）からRDRに転送

できる状態であるかをチェックします。 
 
以上のチェックがすべてパスしたとき、RDRFビットが 1にセットされ、RDRに受信データが格納されます。 
エラーチェックで受信エラーを発生すると表 15.11のように動作します。 

 
【注】  受信エラーが発生した状態では、以後の受信動作ができません。 

また、受信時に RDRFビットが 1にセットされませんので、必ずエラーフラグを 0にクリアしてください。 
 
（4） RDRFビットが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受信データフル割り込み（RXI）要求

を発生します。 
また、ORER、PER、FERビットのどれかが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受信エラ
ー割り込み（ERI）要求を発生します。 

表 15.11 受信エラーと発生条件 
受信エラー 略称 発生条件 データ転送 

オーバラン 
エラー 

ORER SSRのRDRFフラグが 1にセットされたまま次
のデータ受信を完了したとき 

RSRから RDRに受信データは転送されま
せん。 

フレーミング 
エラー 

FER ストップビットが 0のとき RSRから RDRに受信データが転送されま
す。 

パリティエラー PER SMRで設定した偶数／奇数パリティの設定と
受信したデータが異なるとき 

RSRから RDRに受信データが転送されま
す。 

 
調歩同期式モード受信時の動作例を図 15.9に示します。 

 

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1

RDRF

FER

RXI割り込み
要求の発生 フレーミングエラー

でERI割り込み要求
の発生

アイドル状態
（マーク状態）

1フレーム

RXI割り込み処理ルーチンで
データを読み出し、RDRF
ビットを0にクリア

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データスタート
ビット

データ パリティ
ビット

ストップ
ビット

 
図 15.9 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 
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15.3.3 マルチプロセッサ通信機能 
マルチプロセッサ通信機能とは、調歩同期式モードでマルチプロセッサビットを付加したフォーマット（マルチプロ

セッサフォーマット）でシリアル通信をする機能です。この機能を使用すると、複数のプロセッサ間でシリアル通信回線
を共有したデータの送受信ができます。 
マルチプロセッサ通信を行うとき、受信局はおのおの固有の IDコードでアドレッシングされています。 
シリアル通信サイクルは、受信局を指定する ID送信サイクルとデータ送信サイクルの 2つから構成されます。この ID

送信サイクルとデータ送信サイクルの区別は、マルチプロセッサビットで行います。 
送信局は、まず、シリアル通信を行いたい受信局の IDを、マルチプロセッサビット 1を付加したデータにして送信し

ます。続いて、送信データを、マルチプロセッサビット 0を付加したデータにして送信します。 
受信局は、マルチプロセッサビット 1のデータが送信されるまでは、データを読み飛ばします。 
マルチプロセッサビット 1のデータを受信したとき、受信局は自局の IDと比較します。そして、一致した局は続いて

送信されるデータを受信します。一方一致しなかった局は、再びマルチプロセッサビット 1のデータが送信されるまでは、
データを読み飛ばします。このようにして複数のプロセッサ間のデータ送受信が行われます。 
図 15.10にマルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例を示します。 

(1) 送信／受信フォーマット 

送信／受信フォーマットは４種類です。 
マルチプロセッサフォーマットを指定した場合は、パリティビットの指定は無効です。 
詳細は表 15.8を参照してください。 

(2) クロック 

調歩同期式モードの項を参照してください。 
 

送  信  局

受 信 局 Ａ 受 信 局 Ｂ 受 信 局 Ｃ 受 信 局 Ｄ

(ID = 01) (ID = 02) (ID = 03) (ID = 04)

シリアル通信回線

シリアル
データ

ID送信サイクル
＝受信局の指定

データ送信サイクル
＝IDで指定した受信
　局へのデータ送信

(MPB = 1) (MPB = 0)

H’ 01 H’ AA

【記号説明】
　MPB：マルチプロセッサビット

 
図 15.10 マルチプロセッサフォーマットを使用したプロセッサ間通信の例 

    （受信局Ａへのデータ H'AAの送信の例） 
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(3) データの送信／受信動作 

(a) マルチプロセッサシリアルデータ送信 

図 15.11にマルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例を示します。 
マルチプロセッサシリアルデータ送信は、以下の手順に従い行ってください。 

 

送 信 開 始

SSRのTDREビットを読み出し

TDRE = 1?

TDRに送信データを書き込み、
SSRのMPBTビットを設定

送信終了？

SSRのTENDビットを読み出し

Yes

No

No

No

No

Yes

Yes

Yes

TEND = 1?

ブレーク出力？

ポートのDRを0にクリア

SCRのTEビットを0にクリア
PFCでTxD端子を出力ポートに設定

TDREビットを0にクリア

送信終了

初期化 （1）

（2）

（3）

（4）

（5）

SCIの初期化：
TxD 端子はPFCで設定してください。
TEビットを1にセットした後、1フレーム分の1を
出力して送信可能状態になります。
SCIの状態を確認して、送信データを書き込み：
シリアルステータスレジスタ（SSR）を読み出
して、TDREビットが1であることを確認した後、
トランスミットデータレジスタ（TDR）に送信
データを書き込みます。
また、SSRのMPBTビットを0、または1に設定し
ます。
最後にTDREビットを0にクリアしてください。
シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、必ずTDREビッ
トの1を読み出して書き込み可能であることを確
認した後にTDRにデータを書き込み、続いて
TDREビットを0にクリアしてください。
ただし、送信データエンプティ割り込み（TXI）
要求でDMACを起動しTDRにデータを書き込む
場合にはTDREビットのチェック、およびクリア
は自動的に行われます。
シリアル送信の終了時にブレークを出力：
シリアル送信時にブレークを出力するときには、
ポートのデータレジスタ（DR）を0にクリアし
た後にシリアルコントロールレジスタ（SCR）
のTEビットを0にクリアし、PFCでTxD端子を出
力ポートに設定します。

送信開始から送信終了までの間は、SMR、SCR、
BRR、SDCRへの書き込みは行わないでください。
ただし、（5）の処理は除きます。

（1）

（2）

（3）

（4）

【注】

 
図 15.11 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例 



15. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI） 

Rev.5.00  2010.02.23  15-30 
RJJ09B0181-0500 

 

SCIは、シリアル送信時に以下のように動作します。 
 
（1） SCIは、SSRのTDREビットを監視し、0であるとTDRにデータが書き込まれたと認識し、TDRからトランスミッ

トシフトレジスタ（TSR）にデータを転送します。 
 
（2） TDRからTSR へデータを転送した後にTDREビットを1にセットし、送信を開始します。 

このとき、SCRの送信データエンプティ割り込みイネーブルビット（TIE）が1にセットされていると送信データ
エンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

 
シリアル送信データは、以下の順に TxD 端子から送りだされます。 

 
（a） スタートビット：1ビットの0が出力されます。 
（b） 送信データ：8ビット、または7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 
（c） マルチプロセッサビット：1ビットのマルチプロセッサビット（MPBTの値）が出力されます。 
（d） ストップビット：1ビット、または2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 
（e） マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

 
（3） SCIは、ストップビットを送り出すタイミングでTDREビットをチェックします。 

TDREビットが0であるとTDRからTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次のフレームのシリ
アル送信を開始します。 

 TDREビットが1であるとSSRのTENDビットを1にセットし、ストップビットを送り出した後、1を出力するマー
ク状態になります。このときSCRの送信終了割り込みイネーブルビット（TEIE）が1にセットされていると送信
終了割り込み（TEI）要求を発生します。 

図 15.12にマルチプロセッサフォーマットの SCIの送信時の動作例を示します。 
 

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1

TDRE

TEND

TXI割り込み処理ルーチンで
TDRにデータを書き込み、
TDREビットを0にクリア

TXI割り込み
要求の発生 TEI割り込み

要求の発生

アイドル状態
（マーク状態）

TXI割り込み
要求の発生

1フレーム

マルチ
プロセッサ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

データスタート
ビット

データ
マルチ
プロセッサ
ビット

ストップ
ビット

 
図 15.12 SCIの送信時の動作例（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） 
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(b) マルチプロセッサシリアルデータ受信 

図 15.13、図 15.14にマルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例を示します。 
マルチプロセッサシリアルデータ受信は、以下の手順に従い行ってください。 

 

受 信  開  始

SCRのMPIEビットを1にセット

自局のID？

SSRのORER, FERビットを読み出し

Yes

No

No

No

Yes

Yes

FER = 1?
or

ORER = 1
?

RDRF = 1?

SSRのORER, FERビットを読み出し

初期化

RDRの受信データを読み出し

受信終了

SSRのRDRFビットを読み出し

RDRの受信データを読み出し

SSRのRDRFビットを読み出し

全 数 受 信 ？

SCRのREビットを0にクリア

エラー処理

FER = 1?
or

ORER = 1
?

No

Yes

No

Yes

RDRF = 1?
No

Yes

（1）

（2）

（3）

（4）

（6）

（5）

SCIの初期化：
RxD端子はPFCで設定してください。
ID受信サイクル：
SCRのMPIEビットを1にセットしておきま
す。
SCIの状態を確認して、IDの受信と比較：
SSRを読み出して、RDRFビットが1であ
ることを確認した後、レシーブデータレジ
スタ（RDR）のデータを読み出し、自局の
IDと比較します。
自局のIDでないときには、再びMPIEビッ
トを1にセットし、RDRFビットを0にクリ
アします。
自局のIDのときには、RDRFビットを0に
クリアします。
受信エラー処理とブレークの検出：
受信エラーが発生したときには、SSRの
ORER、FERビットを読み出してエラーを
判定します。所定のエラー処理を行った後、
必ずORER、FERビットをすべて0にクリ
アしてください。
ORER、FERビットのいずれかが1にセッ
トされた状態では受信を再開できません。
また、フレーミングエラー時にRxD 端子の
値を読み出すことでブレークの検出ができ
ます。
SCIの状態を確認してデータの受信：
SSRを読み出して、RDRFビットが1であ
ることを確認した後、RDRのデータを読み
出します。

受信開始から受信終了までの間は、SMR、
SCR、BRR、SDCRへの書き込みは行わな
いでください。ただし、（6）の処理は除
きます。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

【注】

 
図 15.13 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（1） 
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ORER = 1 ?

FER = 1 ?

フレーミングエラー処理

No

No

Yes

オーバランエラー処理

SSRのORER、FERビットを0にクリア

終　了

No

Yes

Yes

（6）

ブレーク？

SCRのREビットを0にクリア

エラー処理

【注】受信開始から受信終了までの間は、 
 SMR、SCR、BRR、SDCRへの書き込みは 
 行わないでください。 
 ただし、（6）の処理は除きます。

 
図 15.14 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（2） 
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図 15.15にマルチプロセッサフォーマットの SCIの受信時の動作例を示します。 
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ストップ
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スタート
ビットデータ(ID2)

スタート
ビット データ(Data2) MPB

ストップ
ビット

RXI割り込み要求（マルチ
プロセッサ割り込み）の
発生　MPIE = 0

自局のIDでない
ので、再びMPIE
ビットを1にセット

アイドル状態
（マーク状態）

RXI割り込み処理ルーチンで
RDRのデータを読み出し、
RDRFビットを0にクリア

RXI割り込み要求は発生
しません。またRDRは
状態を保持します。

MPB

MPIE

RDRF

RDRの値 ID1

（a）自局のIDと一致しないとき

（b）自局のIDと一致したとき

シリアル
データ

1

0 D0 D1 D7 1 1 0 D0 D1 D7 0 1

1

RXI割り込み要求（マルチ
プロセッサ割り込み）の
発生　MPIE = 0

自局のIDなので、そのまま受信
を続け、RXI割り込み処理
ルーチンでデータを受信

アイドル状態
（マーク状態）

RXI割り込み処理ルーチンで
RDRのデータを読み出し、
RDRFビットを0にクリア

再び、MPIEビット
を1にセット

MPB

MPIE

RDRF

RDRの値 ID1 ID2 Data2

 
図 15.15 SCIの受信時の動作例（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップビットの例） 
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15.3.4 クロック同期式モード時の動作 
クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信／受信するモードで、高速シリアル通信に適して

います。 
SCI内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができます。 
また、送信部と受信部が共にダブルバッファ構造になっていますので送信／受信中にデータの読み出し／書き込みが

でき、連続送信／受信が可能です。 
クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 15.16に示します。 
 

通信データの1単位（キャラクタ、または、フレーム）

同期クロック

シリアルデータ

LSB

ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

MSB

転送方向

* *

【注】*　連続送信／受信のとき以外はハイレベル
 

図 15.16 クロック同期式通信のデータフォーマット 

 
クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出力され

ます。また、同期クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 
シリアル通信の 1キャラクタは、データの LSBから始まり最後にMSBが出力されます。MSB出力後の通信回線の状

態はMSBの状態を保ちます。 
クロック同期式モードでは、SCIは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 

(1) 送信／受信フォーマット 

8ビットデータ固定です。 
パリティビットやマルチプロセッサビットの付加はできません。 

(2) クロック 

SMRのC/Aビットと SCRのCKE1、CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロック、
または、SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できます。SCIのクロックソースの選択については
表 15.9を参照してください。 
内部クロックで動作させるとき、SCK端子から同期クロックが出力されます。 
同期クロックは 1キャラクタの送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときにはハイレベルに固定されま

す。ただし、受信のみの動作のときは、オーバランエラーが発生するか、REビットを 0にクリアするまで同期クロック
は出力されます。1キャラクタ単位の受信動作を行いたいときは、クロックソースは外部クロックを選択してください。 

(3) データの送信／受信動作 

(a) SCIのイニシャライズ（クロック同期式） 

データの送信／受信前にシリアルコントロールレジスタ（SCR）の TE、および REビットを 0にクリアした後、以下
の手順で SCIを初期化してください。 
 
モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合にも必ず、TE、および REビットを 0にクリアしてから下記手順

で変更してください。TEビットを 0にクリアすると TDREビットは 1にセットされ、トランスミットシフトレジスタ
（TSR）が初期化されます。 

REビットを 0にクリアしても RDRF、PER、FER、ORERの各ビット、およびレシーブデータレジスタ（RDR）の内
容は保持されますので注意してください。 
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図 15.17に SCIの初期化フローチャートの例を示します。 
 

SCRのCKE1、CKE0ビットを設定（RIE、
TIE、TEIE、MPIE、TE、REビットは0）

送受信同時動作の場合は、TEビッ
ト、REビットの0クリア、1セット
の設定は同時に行ってください。

【注】*1ビット期間経過？
No

Yes

SCRのTE, REビットを1にセットまた、
RIE, TIE, TEIE, MPIEビットを設定

初期化終了

SCRのTE、REビットを0にクリア

SMR、SDCRに送信／受信フォーマット
を設定

BRRに値を設定

Wait

初期化開始

（1）

（2）

（3）

（4）

SCRにクロックの選択を設定してくだ
さい。なお、RIE、TIE、TEIE、MPIE、
TE、REビットには必ず0を設定してく
ださい*。
シリアルモードレジスタ（SMR）、シ
リアルディレクションコントロールレジ
スタ（SDCR）に送信／受信フォーマッ
トを設定します。
ビットレートレジスタ（BRR）にビッ
トレートに対応する値を書き込みます。
ただし、外部クロックを使用する場合に
はこの作業は必要ありません。
少なくとも1ビット期間待ってから、
SCRのTEまたは、REビットを1にセッ
トします。
また、RIE、TIE、TEIE、MPIEビットを
設定してください。ピンファンクション
コントローラ（PFC）の対応するビット、
TE、REビットの設定でTxD、RxD端子
が使用可能になります。

（1）

（2）

（3）

（4）

*

 
図 15.17 SCIの初期化フローチャートの例 
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(b) シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 15.18にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ送信は以下の手順で行ってください。 

 

送信開始

SSRのTDREビットを読み出し

TDRE = 1?

TDRに送信データを書き込み、
SSRのTDREビットを0にクリア

全データ送信？

SSRのTENDビットを読み出し

Yes

No

No

No

Yes

TEND = 1?

Yes

送信終了

SCRのTEビットを0にクリア

初期化 （1）

（4）

（2）

（3）

SCIの初期化：
TxD端子はPFCで設定してください。
SCIの状態を確認して、送信データを書
き込み：
SSRを読み出して、TDREビットが1で
あることを確認した後、トランスミッ
トデータレジスタ（TDR）に送信デー
タを書き込み、TDREビットを0にクリ
アします。
シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、必ず
TDREビットの1を読み出して書き込み
可能であることを確認した後にTDRに
データを書き込み、続いてTDREビット
を0にクリアしてください。
ただし、送信データエンプティ割り込
み（TXI）要求でDMACを起動しTDRに
データを書き込む場合には、TDREフラ
グのチェック、およびクリアは自動的
に行われます。

送信開始から送信終了までの間は、SMR、
SCR、BRR、SDCRへの書き込みは行
わないでください。ただし、（4）の処
理は除きます。

（1）

（2）

（3）

【注】

 
図 15.18 シリアル送信のフローチャートの例 
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図 15.19に SCIの送信時の動作例を示します。 
 

同期クロック

シリアルデータ

LSB

ビット0 ビット1 ビット7 ビット6 ビット7

転送方向

ビット0 ビット1

MSB

TXI割り込み処理ルーチンで
TDRにデータを書き込み、
TDREビットを0にクリア

TXI割り込み
要求の発生

TEIの割り込み
要求の発生

TXI割り込み
要求の発生

1フレーム

TDRE

TEND

 
図 15.19 SCIの送信時の動作例 

 
SCIはシリアル送信時に以下のように動作します。 

 
（1） SCIは、シリアルステータスレジスタ（SSR）のTDREビットを監視し、0であるとトランスミットデータレジス

タ（TDR）にデータが書き込まれたと認識し、TDRからトランスミットシフトレジスタ（TSR）にデータを転送
します。 

（2） TDRからTSR へデータを転送した後にTDREビットを1にセットし、送信を開始します。 
 このとき、シリアルコントロールレジスタ（SCR）の送信データエンプティ割り込みイネーブルビット（TIE）

が1にセットされていると送信データエンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。 
 クロック出力モードに設定したときには、SCIは同期クロックを8パルス出力します。 
 外部クロックに設定したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。 
 シリアル送信データは、LSB（ビット0）～MSB（ビット7）の順にTxD端子から送り出されます。 
（3） SCIは、MSB（ビット7）を送り出すタイミングでTDREビットをチェックします。 
 TDREビットが0であるとTDRからTSRにデータを転送し、次フレームのシリアル送信を開始します。 
 TDREビットが1であるとシリアルステータスレジスタ（SSR）のTENDビットを1にセットし、MSB（ビット7）

を送り出した後、トランスミットデータ端子（TxD端子）は状態を保持します。 
 このときSCR の送信終了割り込みイネーブルビット（TEIE）が1にセットされていると送信終了割り込み要求

（TEI）を発生します。 
（4） シリアル送信終了後は、SCK端子はハイレベル固定になります。 
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(c) シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 15.20、図 15.21にシリアル受信のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ受信は以下の手順に従い行ってください。 
動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、必ず、ORER、PER、FERの各ビット

が 0にクリアされていることを確認してください。 
FER、PERビットが 1にセットされていると RDRFビットがセットされません。また、送信／受信動作が行えません。 

 

受信開始

SSRのORERビットを読み出し

RDRF = 1?

ORER = 1?

Yes

No

No

No

Yes

Yes

全数受信？

SCRのREビットを0にクリア

SSRのRDRFビットを読み出し

受信終了

エラー処理

初期化

RDRの受信データを読み出し、
SSRのRDRFビットを0にクリア

（1）

（5）

（3）

（2）

（4）

SCIの初期化：
RxD端子はPFCで設定してください。
受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SSRの
ORERビットを読み出してから、所定の
エラー処理を行った後、ORERビットを
0にクリアしてください。
ORERビットが1にセットされた状態で
は送信／受信を再開できません。
SCIの状態を確認して受信データを読み
出し：
SSRを読み出して、RDRFビットが1で
あることを確認した後、RDRの受信デー
タを読み出し、RDRFビットを0にクリ
アします。RDRFビットが0から1に変化
したことは、RXI割り込みによっても知
ることができます。
シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、現在の
フレームのMSB（ビット7）を受信する
前に、レシーブデータレジスタ（RDR）
の読み出し、RDRFビットの０クリアを
終了しておいてください。ただし、受信
データフル割り込み（RXI）要求で
DMACを起動し、RDRの値を読み出す場
合には、RDRFビットのクリアは自動的
に行われますので必要ありません。

受信開始から受信終了までの間は、SMR、
SCR、BRR、SDCRへの書き込みは行わ
ないでください。ただし、（5）の処理
は除きます。

（1）

（2）

（3）

（4）

【注】

 
図 15.20 シリアルデータ受信フローチャートの例（1） 
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SSRのORERビットを0クリア

オーバランエラー処理

終　了

エラー処理

 
図 15.21 シリアルデータ受信フローチャートの例（2） 

 
図 15.22に SCIの受信時の動作例を示します。 

 

同期クロック

シリアルデータ ビット7 ビット0 ビット7 ビット6 ビット7

転送方向

ビット0 ビット1

RXI割り込み処理ルーチンで
RDRのデータを読み出し、
RDRFビットを0にクリア

RXI割り込み
要求の発生

オーバランエラーで
ERIの割り込み要求
の発生

RXI割り込み
要求の発生

1フレーム

RDRF

ORER

 
図 15.22 SCIの受信時の動作例 

 
SCIは受信時に以下のように動作します。 

 
（1） SCIは同期クロックの入力または出力に同期して内部を初期化します。 
（2） 受信したデータをレシーブシフトレジスタ（RSR）のLSBからMSBの順に格納します。 
 受信後、SCIはRDRFビットが0であり、受信データをRSRからレシーブデータレジスタ（RDR）に転送できる状

態であるかをチェックします。 
このチェックがパスしたときRDRFビットが1にセットされ、RDRに受信データが格納されます。 
エラーチェックで受信エラーを発生すると表15.11のように動作し、この状態では以後の送信、受信動作ができ
ません。 
また、エラーフラグが1にセットされていると、RDRFビットが0にクリアしてあっても、受信時にRDRFビットが
1にセットされません。受信を再開する際は必ずエラーフラグを0にクリアしてください。 

（3） RDRFビットが1になったとき、シリアルコントロールレジスタ（SCR）のRIEビットが1にセットされていると受
信データフル割り込み（RXI）要求を発生します。 
また、ORERビットが1になったとき、SCRのRIEビットが1にセットされていると受信エラー割り込み（ERI）要
求を発生します。 
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(d) シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 15.23にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 
シリアルデータ送受信同時動作は、以下の手順に従い行ってください。 

 

送受信開始

SSRのTDREビットを読み出し

TDRE = 1?

TDRに送信データを書き込み
SSRのTDREビットを0にクリア

RDRF = 1?

Yes

No

Yes

SSRのORERビットを読み出し

SSRのRDRFビットを読み出し

送受信終了

RDRの受信データを読み出し
SSRのRDRFビットを0にクリア

ORER = 1?

全数送受信？

SCRのTE、REビットを0にクリア

エラー処理
No

No

Yes

Yes

初期化

No

【注】 送信、または受信動作から同時送受信に切り替えるときには、TEビットとREビットを0に
 クリアしてからTEビットとREビットを同時に1にセットしてください。
 送受信開始から送受信終了までの間は、SMR、SCR、BRR、SDCRへの書き込みは行わな 
 いでください。ただし、（6）の処理は除きます。

（1）

（6）

（2）

（4）

（3）

（5）

SCIの初期化：
TxD端子、RxD端子はPFCで設定して
ください。
SCIの状態確認と送信データの書き込み：
SSRをリードしてTDREが1であるこ
とを確認した後、TDRに送信データを
書き込み、TDREビットを0にクリア
します。
TDREビットが0から1に変化したこと
は、TXI割り込みによっても知ること
ができます。
受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SSR
のORERビットを読み出してから、所
定のエラー処理を行った後、ORERビ
ットを0にクリアしてください。
ORERビットが1にセットされた状態
では送信／受信を再開できません。
SCIの状態を確認して受信データの読
み出し：
SSRを読み出して、RDRFビットが1
であることを確認した後、RDRの受信
データを読み出し、RDRFビットを0
にクリアします。
RDRFビットが0から1に変化したこと
は、RXI割り込みによっても知ること
ができます。
シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、現
在のフレームのMSB（ビット7）を受
信する前に、RDRFビットとRDRの読
み出し、RDRFビットの0クリアを終
了しておいてください。また、現在の
フレームのMSB（ビット7）を送信す
る前にTDREビットの1を読み出して
書き込み可能であることを確認してく
ださい。さらにTDRにデータを書き込
み、TDREビットを0にクリアしてお
いてください。
ただし、送信データエンプティ割り込
み（TXI）要求でDMACを起動し、
TDRにデータを書き込む場合には、
TDREビットのチェック、およびクリ
アは自動的に行われます。また、受信
データフル割り込み（RXI）要求で
DMACを起動し、RDRの値を読み出す
場合にはRDRFビットのクリアは自動
的に行われます。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

 
図 15.23 シリアルデータ送受信フローチャートの例 
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15.4 SCIの割り込み要因と DMAC 
SCIは、送信終了割り込み（TEI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、受信データフル割り込み（RXI）要求、送

信データエンプティ割り込み（TXI）要求の 4種類の割り込み要因を持っています。 
表 15.12に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCRの TIE、RIE、TEIEビットで、許可また

は禁止できます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 
シリアルステータスレジスタ（SSR）の TDREビットが 1にセットされると、TXI割り込み要求が発生します。TXI割

り込み要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。TDREビットは DMACによるトランスミットデー
タレジスタ（TDR）への書き込みが行われると自動的に 0にクリアされます。 

SSRの RDRFビットが 1にセットされると、RXI割り込み要求が発生します。RXI割り込み要求で、DMACを起動し
て、データ転送を行うことができます。 

RDRFビットは DMACによるレシーブデータレジスタ（RDR）の読み出しが行われると、自動的に 0にクリアされま
す。 
また、SSRの ORER、FERビットまたは PERが 1にセットされると、ERI 割り込み要求が発生します。この ERI割り

込み要求で DMACの起動はできません。 
さらに、SSRの TENDビットが 1にセットされると、TEI割り込み要求が発生します。この TEI割り込み要求で、DMAC

の起動はできません。 
なお、TXI割り込みは送信データを書き込み可能なことを示し、TEI割り込みは送信動作が終了したことを示していま

す。 

表 15.12 SCI割り込み要因 
割り込み要因 内     容 DMACの起動 優先順位 

ERI 受信エラー（ORER、FER、PER）による割り込み 不可 高 

RXI 受信データフル（RDRF）による割り込み 可  

TXI 送信データエンプティ（TDRE）による割り込み 可  

TEI 送信終了（TEND）による割り込み 不可 低 
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15.5 使用上の注意 
SCIを使用する際は、以下のことに注意してください。 

15.5.1 TDRへの書き込みと TDREフラグの関係について 
シリアルステータスレジスタ（SSR）の TDREビットはトランスミットデータレジスタ（TDR）からトランスミットシ

フトレジスタ（TSR）に送信データの転送が行われたことを示すステータスフラグです。SCIが TDRから TSRにデータ
を転送すると、TDREビットが 1にセットされます。 

TDRへのデータの書き込みは、TDREビットの状態にかかわらず行うことができます。しかし、TDREビットが 0の状
態で新しいデータを TDRに書き込むと、TDRに格納されていたデータは、まだ TSRに転送されていないため失われてし
まいます。したがって TDRへの送信データの書き込みは、必ず TDREビットが 1にセットされていることを確認してか
ら行ってください。 
 

15.5.2 複数の受信エラーが同時に発生した場合の動作について 
複数の受信エラーが同時に発生した場合、SSRの各ステータスフラグの状態は、表 15.13のようになります。また、

オーバランエラーが発生した場合にはレシーブシフトレジスタ（RSR）からレシーブデータレジスタ（RDR）へのデータ
転送は行われず、受信データは失われます。 

表 15.13 SSRのステータスフラグの状態と受信データの転送 
受信エラーの状態 SSRのステータスフラグ 受信データ転送 

 RDRF ORER FER PER RSR→RDR 

オーバランエラー 1 1 0 0 × 

フレーミングエラー 0 0 1 0 ○ 

パリティエラー 0 0 0 1 ○ 

オーバランエラー＋フレーミングエラー 1 1 1 0 × 

オーバランエラー＋パリティエラー 1 1 0 1 × 

フレーミングエラー＋パリティエラー 0 0 1 1 ○ 

オーバランエラー＋フレーミングエラー 1 1 1 1 × 

＋パリティエラー      

【記号説明】 

○：RSR→RDRに受信データを転送します。 

×：RSR→RDRに受信データを転送しません。 

 

15.5.3 ブレークの検出と処理について（調歩同期式モードのみ） 
フレーミングエラー（FER）検出時に RxD端子の値を直接読み出すことで、ブレークを検出できます。ブレークでは、

RxD端子からの入力がすべて 0になりますので FERビットがセットされ、またパリティエラー（PER）もセットされる
場合があります。 

SCIは、ブレークを受信した後も受信動作を続けますので、FERビットを 0にクリアしても再び 1にセットされますの
で、注意してください。 
 

15.5.4 ブレークの送り出し（調歩同期式モードのみ） 
TxD端子は、I/Oポートのデータレジスタ（DR）とピンファンクションコントローラ（PFC）のコントロールレジスタ

（CR）により入出力方向とレベルが決まる汎用入出力端子になります。これを利用してブレークの送り出しができます。 
PFCの設定を行うまではマーク状態を DRの値で代替します。このため、最初は 1を出力する出力ポートに設定してお

きます。 
シリアル送信時にブレークを送り出したいときは DRを 0にクリアした後、PFCで TxD端子を出力ポートに設定しま

す。 
TEビットを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化されます。 
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15.5.5 受信エラーフラグと送信動作について（クロック同期式モードのみ） 
受信エラーフラグ（ORER、PER、FER）が 1にセットされた状態では、TDREフラグを 0にクリアしても送信を開始

できません。必ず送信開始時には、受信エラーフラグを 0にクリアしておいてください。 
また、REビットを 0にクリアしても受信エラーフラグは 0にクリアできませんので注意してください。 

 

15.5.6 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 
調歩同期式モードでは、SCIは転送レートの 16倍の周波数の基本クロックで動作しています。 
受信時に SCIは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。また、受

信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。 
これを図 15.24に示します。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 0 1 2 3 4 5

基本クロック

16クロック

8クロック

-7.5クロック +7.5クロック

スタートビット D0 D1受信データ
（RXD）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング

 
図 15.24 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング 

 
したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 

 

M= (0.5– 　　) – (L–0.5)F –　　　　(1+F) ×100%D-0.5
N2N

1
……式（1）

 
 

M：受信マージン（%） 
N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 
D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 
L：フレーム長（L＝9～12） 
F：クロック周波数の偏差の絶対値 

 
式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875%となります。 

 
D ＝0.5、F＝0 のとき 
M ＝(0.5－1/(2×16))×100% 
 ＝46.875%   ……式（2） 

 
ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30%の余裕を持たせてください。 
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15.5.7 DMACの使用上の注意事項 
（a） 同期クロックに外部クロックソースを使用する場合、DMACによるTDR の更新後、周辺クロック（Pφ）で5ク

ロック以上経過した後に、送信クロックを入力してください。TDR の更新後4クロック以内に送信クロックを入
力すると、誤動作することがあります。（図15.25） 

（b） DMACにより、RDRの読み出しを行うときは必ず起動要因を当該SCIの受信データフル割り込み（RXI）に設定
してください。 

 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

t

SCK

TDRE

外部クロック動作時には、上図のt≦4Pφクロックのとき誤動作が発生します。
 

図 15.25 DMACによるクロック同期式送信時の例 

15.5.8 クロック同期外部クロックモード時の注意事項 
（a） TE＝RE＝1に設定するのは、必ず外部クロックSCKが1のときにしてください。 
（b） TE＝1、RE＝1に設定するのは、外部クロックSCKを0→1にしてから4Pφクロック以上経過してからにしてくだ

さい。  
（c） 受信時において、RxDのD7ビットのSCK入力の立ち上がりエッジから2.5～3.5Pφクロック後にRE＝0にすると

RDRF＝1になりますが、RDRへのコピーができませんので注意してください。 
 

15.5.9 クロック同期内部クロックモード時の注意事項 
受信時において、RxDの D7ビットの SCK出力の立ち上がりエッジから 1.5Pφクロック後に RE＝0にすると RDRF＝

1になりますが、RDRへのコピーができませんので注意してください。 
 

15.5.10 送信、受信、送受信中のレジスタ書き込みの注意事項 
送信、受信、送受信を開始するために、SCRの TE、REビットを 1にセットした後は、SMR、SCR、BRR、SDCRへ

の書き込みは行わないでください。レジスタ値と同値の上書きも行わないでください。ただし、送信、受信、送受信終了
時の SCRの TE、REビットの 0クリアのための書き込みは除きます。 
読み出しについては常に可能です。 
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16. シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU） 

本 LSIは独立した 2チャネルのシンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU：Synchronous Serial 
communication Unit）を備えています。SSUには、本 LSIがマスタデバイスとして外部にクロックを出力し同期シリアル
通信を行うマスタモードがあります。また、クロック極性とクロック位相の異なるデバイス間との同期シリアル通信が可
能です。図 16.1に SSUのブロック図を示します。 
 

16.1 特長 
• マスタモードをサポート 
• クロック位相とクロック極性の異なる他のデバイスとの同期シリアル通信が可能 
• 送受信データ長を 8ビット／16ビット／32ビットで選択可能 
• 全二重通信が可能 
送信と受信を同時に実行可能なシフトレジスタを装備 

• 連続シリアル通信が可能 
• LSBファースト方式／MSBファースト方式が選択可能 
• クロックソースとして 7種類の内部クロック（Pφ/4、Pφ/8、Pφ/16、Pφ/32、Pφ/64、Pφ/128、Pφ/256）を選
択可能 

• 割り込み要因：5種類 
送信終了、送信データエンプティ、受信データフル、オーバランエラー、コンフリクトエラーの5種類の割り込
み要因 

 

モジュールデータバス

SSTRSR

セレクタ

SSO SCS SSCK（外部クロック）SSI
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SSCRL
SSMR
SSER
SSSR
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SSRDR 0～3
SSTRSR

：SSコントロールレジスタH
：SSコントロールレジスタL
：SSモードレジスタ
：SSイネーブルレジスタ
：SSステータスレジスタ
：SSトランスミットデータレジスタ0～3
：SSレシーブデータレジスタ0～3
：SSシフトレジスタ
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SSER

SSSR

制御回路

内部データバス
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【記号説明】

SSTDR0

SSTDR1

SSTDR2

SSTDR3

SSRDR0

SSRDR1

SSRDR2

SSRDR3

 
図 16.1 SSUのブロック図 
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16.2 入出力端子 
SSUには、表 16.1の入出力端子があります。 
これらの外部端子の機能を使用する際は、SSUの設定に合わせてピンファンクションコントローラ（PFC）も設定して

ください。 
 

表 16.1 端子構成 
チャネル 端子名* 入出力 機   能 

0 SSCK0 出力 チャネル 0の SSUクロック出力端子 

 SSI0 入力 チャネル 0の SSUデータ入力端子 

 SSO0 出力 チャネル 0の SSUデータ出力端子 

 SCS0 入出力 チャネル 0の SSUチップセレクト入出力端子 

1 SSCK1 出力 チャネル 1の SSUクロック出力端子 

 SSI1 入力 チャネル 1の SSUデータ入力端子 

 SSO1 出力 チャネル 1の SSUデータ出力端子 

 SCS1 入出力 チャネル 1の SSUチップセレクト入出力端子 

【注】 *  本文中ではチャネルを省略し、それぞれ SSCK、SSI、SSO、SCSと略称します。 

 

16.3 レジスタの説明 
SSUには以下のレジスタがあります。 

(1) チャネル 0 

• SSコントロールレジスタ H_0（SSCRH_0） 
• SSコントロールレジスタ L_0（SSCRL_0） 
• SSモードレジスタ_0（SSMR_0） 
• SSイネーブルレジスタ_0（SSER_0） 
• SSステータスレジスタ_0（SSSR_0） 
• SSトランスミットデータレジスタ 0_0（SSTDR0_0） 
• SSトランスミットデータレジスタ 1_0（SSTDR1_0） 
• SSトランスミットデータレジスタ 2_0（SSTDR2_0） 
• SSトランスミットデータレジスタ 3_0（SSTDR3_0） 
• SSレシーブデータレジスタ 0_0（SSRDR0_0） 
• SSレシーブデータレジスタ 1_0（SSRDR1_0） 
• SSレシーブデータレジスタ 2_0（SSRDR2_0） 
• SSレシーブデータレジスタ 3_0（SSRDR3_0） 
• SSシフトレジスタ_0（SSTRSR_0） 

 

(2) チャネル 1 

• SSコントロールレジスタ H_1（SSCRH_1） 
• SSコントロールレジスタ L_1（SSCRL_1） 
• SSモードレジスタ_1（SSMR_1） 
• SSイネーブルレジスタ_1（SSER_1） 
• SSステータスレジスタ_1（SSSR_1） 
• SSトランスミットデータレジスタ 0_1（SSTDR0_1） 
• SSトランスミットデータレジスタ 1_1（SSTDR1_1） 
• SSトランスミットデータレジスタ 2_1（SSTDR2_1） 
• SSトランスミットデータレジスタ 3_1（SSTDR3_1） 
• SSレシーブデータレジスタ 0_1（SSRDR0_1） 
• SSレシーブデータレジスタ 1_1（SSRDR1_1） 
• SSレシーブデータレジスタ 2_1（SSRDR2_1） 
• SSレシーブデータレジスタ 3_1（SSRDR3_1） 
• SSシフトレジスタ_1（SSTRSR_1） 
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表 16.2 レジスタ構成 
CH レジスタ名称 略称 アドレス ビット数 データバス幅 初期値

SSコントロールレジスタ H_0 SSCRH_0 H'FFFFFC00 8bit 16bit H'08 

SSコントロールレジスタ L_0 SSCRL_0 H'FFFFFC01 ↑ ↑ H'00 

SSモードレジスタ_0 SSMR_0 H'FFFFFC02 ↑ ↑ H'00 

SSイネーブルレジスタ_0 SSER_0 H'FFFFFC03 ↑ ↑ H'00 

SSトランスミットデータレジスタ 0_0 SSTDR0_0 H'FFFFFC04 ↑ ↑ H'00 

SSトランスミットデータレジスタ 1_0 SSTDR1_0 H'FFFFFC05 ↑ ↑ H'00 

SSトランスミットデータレジスタ 2_0 SSTDR2_0 H'FFFFFC06 ↑ ↑ H'00 

SSトランスミットデータレジスタ 3_0 SSTDR3_0 H'FFFFFC07 ↑ ↑ H'00 

SSレシーブデータレジスタ 0_0 SSRDR0_0 H'FFFFFC08 ↑ ↑ H'00 

SSレシーブデータレジスタ 1_0 SSRDR1_0 H'FFFFFC09 ↑ ↑ H'00 

SSレシーブデータレジスタ 2_0 SSRDR2_0 H'FFFFFC0A ↑ ↑ H'00 

SSレシーブデータレジスタ 3_0 SSRDR3_0 H'FFFFFC0B ↑ ↑ H'00 

CH0 

SSステータスレジスタ_0 SSSR_0 H'FFFFFC0C ↑ ↑ H'04 

SSコントロールレジスタ H_1 SSCRH_1 H'FFFFFC10 8bit 16bit H'08 

SSコントロールレジスタ L_1 SSCRL_1 H'FFFFFC11 ↑ ↑ H'00 

SSモードレジスタ_1 SSMR_1 H'FFFFFC12 ↑ ↑ H'00 

SSイネーブルレジスタ_1 SSER_1 H'FFFFFC13 ↑ ↑ H'00 

SSトランスミットデータレジスタ 0_1 SSTDR0_1 H'FFFFFC14 ↑ ↑ H'00 

SSトランスミットデータレジスタ 1_1 SSTDR1_1 H'FFFFFC15 ↑ ↑ H'00 

SSトランスミットデータレジスタ 2_1 SSTDR2_1 H'FFFFFC16 ↑ ↑ H'00 

SSトランスミットデータレジスタ 3_1 SSTDR3_1 H'FFFFFC17 ↑ ↑ H'00 

SSレシーブデータレジスタ 0_1 SSRDR0_1 H'FFFFFC18 ↑ ↑ H'00 

SSレシーブデータレジスタ 1_1 SSRDR1_1 H'FFFFFC19 ↑ ↑ H'00 

SSレシーブデータレジスタ 2_1 SSRDR2_1 H'FFFFFC1A ↑ ↑ H'00 

SSレシーブデータレジスタ 3_1 SSRDR3_1 H'FFFFFC1B ↑ ↑ H'00 

CH1 

SSステータスレジスタ_1 SSSR_1 H'FFFFFC1C ↑ ↑ H'04 

 

16.3.1 SSコントロールレジスタ H（SSCRH） 
SSCRHは、SSO端子の出力値選択、SSCK端子選択、SCS端子選択を設定します。 

 
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

7

MSS

0

R/W

6

ー 

0 

R/W

5

ー 

0

R/W

4

SOL

0 

R/W

3

SOLP

1

R/W

2

SCKS 

0

R/W

1

CSS1

0

R/W

0

CSS0 

0

R/W  
 

ビット 7：マスタセット（MSS） 

SSUを使用する際には本ビットを 1にセットする必要があります。SSSRの CEビットがセットされた場合、このビッ
トは自動的にクリアされます。通信を再開する場合は、再度、本ビットを 1にセットしてください。 
 

ビット 7 

MSS 

説   明 

0 リザーブ （初期値）

1 マスタモードに設定 

 

ビット 6、5：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 
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ビット 4：シリアルデータ出力値選択（SOL） 

送信完了後のシリアルデータ出力は、送信データの最終ビットの値を保持しますが、送信前または、送信後にシリア
ルデータの出力レベルを変更できます。出力レベルを変更する場合は、SOLPビットに 0を書き込んでください。変更し
た出力レベルは次の送信開始まで保持します。なおデータ送信中にこのビットにライトすると誤動作の原因となりますの
で、送信中は操作しないでください。 
 

ビット 4 

SOL 

説   明 

0 シリアルデータの出力を Lowレベルに変更 （初期値）

1 シリアルデータの出力を Highレベルに変更 

 

ビット 3：SOLビットライトプロテクト（SOLP） 

シリアルデータの出力レベルを変更する場合には、SOL=1かつ SOLP=0、または SOL=0かつ SOLP=0を書き込んでく
ださい。 
 

ビット 3 

SOLP 

説   明 

0 SOLの値によって出力レベルを変更可能 

1 SOLの値によって出力レベルを変更不可能。リード時は常に１が読み出されます。 （初期値）

 

ビット 2：SSCK出力選択（SCKS） 

SSCK端子をシリアルクロック端子として機能させるためには、ピンファンクションコントローラ（PFC）を SSCK機
能に設定した上で、本ビットを 1にセットしてください。 
 

ビット 2 

SCKS 

説   明 

0 Highレベルを出力 （初期値）

1 シリアルクロックを出力 

 

ビット 1、0：SCS端子選択 1、0（CSS1、CSS0） 

SCS端子をポートとして機能させるか、SCS入力または SCS出力として機能させるかを選択します。 
 

ビット 1 ビット 0 

CSS1 CSS0 

説   明 

0 リザーブ （初期値）0 

1 SCS入力として機能 

0 SCS自動入出力機能（通信前、通信後は SCS入力、通信中は Low出力） 1 

1 SCS自動出力機能（通信前、通信後は High出力、通信中は Low出力） 

 
SSCRHはパワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで初期化されま

す。マニュアルリセットでは初期化されません。 
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16.3.2 SSコントロールレジスタ L（SSCRL） 
SSCRLは、ソフトウェアリセット、送受信データのデータ長を選択します。 

 
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

7

ー

0

R/W

6

ー 

0 

R/W

5

SRES 

0

R/W

4

ー

0 

R/W

3

ー

0

R/W

2

ー 

0

R/W

1

DATS1

0

R/W

0

DATS0 

0

R/W  
 

ビット 7、6：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 
 

ビット 5：ソフトウェアリセット（SRES） 

本ビットを１にセットすると SSU内部シーケンサを強制的にリセットします。その後、本ビットは自動的にクリアさ
れ、SSSRの ORER、TEND、TDRE、RDRF、CEの各ビットおよび、SSERの TE、REビットが初期化されます。その他
の SSU内部レジスタ値は保持されます。 
なお、通信を途中で中断したい場合には、本ビットに 1を書き込んで、内部シーケンサをリセットしてください。 

 

ビット 4～2：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 
 

ビット 1、0：送受信データ長選択 1、0（DATS1、DATS0） 

シリアルデータのデータ長を選択します。 
 

ビット 1 ビット 0 

DATS1 DATS0 

説   明 

0 8ビットデータ長 （初期値）0 

1 16ビットデータ長 

0 32ビットデータ長 1 

1 設定無効 

 
SSCRLはパワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで初期化されま

す。マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

16.3.3 SSモードレジスタ（SSMR） 
SSMRは、MSBファースト／LSBファースト選択、クロック極性選択、クロック位相選択、通信クロックレートを選

択します。 
 

ビット

ビット名

初期値：

R/W：

7

MLS

0

R/W

6

CPOS 

0 

R/W

5

CPHS 

0

R/W

4

ー

0 

R/W

3

ー

0

R/W

2

CKS2 

0

R/W

1

CKS1

0

R/W

0

CKS0 

0

R/W  
 

ビット 7：MSBファースト／LSBファースト選択（MLS） 

シリアルデータをMSBファーストで通信するか、LSBファーストで通信するかを選択します。 
 

ビット 7 

MLS 

説   明 

0 LSBファースト （初期値）

1 MSBファースト 
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ビット 6：クロック極性選択（CPOS） 

SSCKクロックの極性を選択します。 
 

ビット 6 

CPOS 

説   明 

0 アイドル時に High出力、アクティブ時に Low出力 （初期値）

1 アイドル時に Low出力、アクティブ時に High出力 

 

ビット 5：クロック位相選択（CPHS） 

SSCKクロックの位相を選択します。 
 

ビット 5 

CPHS 

説   明 

0 最初のエッジでデータ変化 （初期値）

1 最初のエッジでデータラッチ 

 

ビット 4、3：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 
 

ビット 2～0：通信クロックレート選択（CKS2～CKS0） 

内部クロックを選択した場合の通信クロックレート（プリスケーラ分周比）を選択します。 
 

ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

CKS2 CKS1 CKS0  

0 0 0 リザーブ （初期値）

  1 Pφ/4 

 1 0 Pφ/8 

  1 Pφ/16 

1 0 0 Pφ/32 

  1 Pφ/64 

 1 0 Pφ/128 

  1 Pφ/256 

 
SSMRはパワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで初期化されます。

マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

16.3.4 SSイネーブルレジスタ（SSER） 
SSERは、トランスミットイネーブル、レシーブイネーブル、および割り込み要求イネーブルを設定します。 

 
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

7

TE

0

R/W

6

RE 

0 

R/W

5

ー 

0

R/W

4

ー

0 

R/W

3

TEIE

0

R/W

2

TIE 

0

R/W

1

RIE

0

R/W

0

CEIE 

0

R/W  
 

ビット 7：トランスミットイネーブル（TE） 

このビットを１にセットすると、送信動作が可能になります。 
 

ビット 6：レシーブイネーブル（RE） 

このビットを１にセットすると、受信動作が可能になります。 
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ビット 5、4：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 
 

ビット 3：トランスミットエンドインタラプトイネーブル（TEIE） 

このビットを 1にセットすると TEI割り込み要求がイネーブルになります。 
 

ビット 2：トランスミットインタラプトイネーブル（TIE） 

このビットを１にセットすると TXI割り込み要求がイネーブルになります。 
 

ビット 1：レシーブインタラプトイネーブル（RIE） 

このビットを１にセットすると RXI割り込みおよび、OEI割り込み要求がイネーブルになります。 
 

ビット 0：コンフリクトエラーインタラプトイネーブル（CEIE） 

このビットを１にセットすると CEI割り込み要求がイネ－ブルになります。 
 

SSERはパワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモードで H'00に初期化されます。ソフトウェアスタンバ
イモードでは値は保持されず、復帰後に初期化されます。マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

16.3.5 SSステータスレジスタ（SSSR） 
SSSRは、各種割り込みのステータスフラグレジスタです。 

 
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

【注】*　フラグをクリアするために0のみ書き込むことができます。

7

ー

0

R/W

6

ORER 

0 

R/(W)*

5

ー 

0

R/W

4

ー

0 

R/W

3

TEND

0

R/(W)*

2

TDRE 

1

R/(W)*

1

RDRF

0

R/(W)*

0

CE 

0

R/(W)*

 
 

ビット 7：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 
 

ビット 6：オーバランエラー（ORER） 

RDRF=1の状態で、次のデータを受信するとオーバランエラーが発生し、異常終了したことを示します。SSRDRは、
オーバランエラーが発生する前の 1フレーム分の受信データを保持し、後から受信したデータは失われます。さらに
ORER=1にセットされた状態でそれ以降のシリアル受信を続けることはできません。またシリアル送信も続けることはで
きません。 
 

ビット 6 説   明 

ORER  

0 ［クリア条件］ （初期値）

1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

RDRF=1の状態で、次のシリアル受信が完了したとき 

 

ビット 5、4：リザーブビット 

リードすると常に 0が読み出されます。ライトする値は常に 0にしてください。 
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ビット 3：トランスミットエンド（TEND） 

 
ビット 3 説   明 

TEND  

0 ［クリア条件］ （初期値）

TEND=1の状態をリードした後、TENDフラグに 0をライトしたとき 

SSTDRへデータをライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

TDRE=1の状態で、送信データの最後尾ビットの送信時 

 

ビット 2：トランスミットデータエンプティ（TDRE） 

 
ビット 2 説   明 

TDRE  

0 ［クリア条件］ 

TDRE=1の状態をリードした後、TDREフラグに 0をライトしたとき 

TE=1で、SSTDRへデータをライトしたとき 

1 ［セット条件］ （初期値）

SSERの TEが 0のとき 

SSTDRから SSTRSRにデータが転送され、SSTDRにデータライトが可能になったとき 

 

ビット 1：レシーブデータレジスタフル（RDRF） 

SSRDR内のデータの有無を表示します。 
 

ビット 1 説   明 

RDRF  

0 ［クリア条件］ （初期値）

RDRF=1の状態をリードした後、RDRFフラグに 0をライトしたとき 

SSRDRから受信データをリードしたとき 

1 ［セット条件］ 

シリアル受信が正常終了し、SSTRSRから SSRDRへ受信データが転送されたとき 

 

ビット 0：コンフリクトエラー（CE） 

MSS=1（マスタデバイス）の状態で、外部より SCSから 0が入力されたとき、コンフリクトエラーが発生したことを
示します。CE=1にセットされた状態で、それ以降のシリアル受信を続けることはできません。また、シリアル送信を続
けることもできません。再通信を開始する前に必ず SSCRLの SRESを 1にセットして、内部シーケンサをリセットの上、
図 16.4の初期設定を行ってください。 
 

ビット 0 説   明 

CE  

0 ［クリア条件］ （初期値）

1の状態をリードした後、0をライトしたとき 

1 ［セット条件］ 

マスタデバイス（SSCRHのMSS=1）のとき SCS端子に Lowレベルが入力されたとき 

 
SSSRはパワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで初期化されます。

マニュアルリセットでは初期化されません。 
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16.3.6 SSトランスミットデータレジスタ 0～3（SSTDR0～SSTDR3） 
SSTDRは、送信データを格納するための 8ビットレジスタです。SSCRLの DATS1、DATS0ビットの設定により、8

ビットデータ長を選択した場合は SSTDR0、16ビットデータ長を選択した場合は SSTDR0、SSTDR1、32ビットデータ長
を選択した場合は SSTDR0、SSTDR1、SSTDR2、SSTDR3が有効になります。有効になっていない SSTDRへはアクセス
しないでください。 

SSUは、SSTRSRの空きを検出すると、SSTDRにライトされた送信データを SSTRSRに転送してシリアル送信を開始
します。SSTRSRのシリアルデータ送信中に SSTDRに次のデータをライトしておくと、連続シリアル送信ができます。 

SSTDRは CPUと DMACから常にリード／ライト可能ですが、シリアル通信を確実に行うためには、SSTDRへのライ
トは、必ず SSSRの TDREが１にセットされていることを確認し、ライトデータサイズは、DATS1、DATS0のデータ長
に合ったサイズで行ってください。 
 

SSTDR0
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

7 

0

R/W

6

0 

R/W

5 

0 

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0 

0 

R/W

7 

0

R/W

6

0 

R/W

5 

0 

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0 

0 

R/W

7 

0

R/W

6

0 

R/W

5 

0 

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0 

0 

R/W

7 

0

R/W

6

0 

R/W

5 

0 

R/W

4

0

R/W

3

0

R/W

2

0

R/W

1

0

R/W

0 

0 

R/W

SSTDR1 
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

SSTDR2
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

SSTDR3
ビット

ビット名

初期値：

R/W：  
 

表 16.3 DATSビットの設定と SSTDRの対応表 
 DATS[1:0](SSCRL[1:0]) 

SSTDR 00 01 10 11（設定無効） 

0 有効 有効 有効 無効 

1 無効 有効 有効 無効 

2 無効 無効 有効 無効 

3 無効 無効 有効 無効 

 
SSTDRはパワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで初期化されま

す。マニュアルリセットでは初期化されません。 
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16.3.7 SSレシーブデータレジスタ 0～3（SSRDR0～SSRDR3） 
SSRDRは、受信データを格納するための 8ビットレジスタです。SSCRLの DATS1、DATS0ビットの設定により、8

ビットデータ長を選択した場合は SSRDR0、16ビットデータ長を選択した場合は SSRDR0、SSRDR1、32ビットデータ長
を選択した場合は SSRDR0、SSRDR1、SSRDR2、SSRDR3が有効になります。有効になっていない SSRDRへはアクセス
しないでください。 

SSUは、1バイトのデータ受信を完了すると、SSTRSRから SSRDRへ受信したシリアルデータを転送して格納します。
この後、SSTRSRは受信可能となります。このように、SSTRSRと SSRDRはダブルバッファになっているため、連続受
信動作が可能です。 

SSRDRのリードは、SSSRレジスタの RDRFビットが１にセットされていることを確認し、リードデータサイズは、
DATS1、DATS0のデータ長に合ったサイズで行ってください。 

SSRDRはリード専用レジスタです。CPUからライトすることはできません。 
 

SSRDR0
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

7 

0

R

6

0 

R

5 

0 

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R

0 

0 

R

7 

0

R

6

0 

R

5 

0 

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R

0 

0 

R

7 

0

R

6

0 

R

5 

0 

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R

0 

0 

R

7 

0

R

6

0 

R

5 

0 

R

4

0

R

3

0

R

2

0

R

1

0

R

0 

0 

R

SSRDR1 
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

SSRDR2
ビット

ビット名

初期値：

R/W：

SSRDR3
ビット

ビット名

初期値：

R/W：  
 

表 16.4 DATSビットの設定と SSRDRの対応表 
 DATS[1:0](SSCRL[1:0]) 

SSRDR 00 01 10 11（設定無効） 

0 有効 有効 有効 無効 

1 無効 有効 有効 無効 

2 無効 無効 有効 無効 

3 無効 無効 有効 無効 
 

SSRDRはパワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで初期化されま
す。マニュアルリセットでは初期化されません。 
 

16.3.8 SSシフトレジスタ（SSTRSR） 
SSTRSRは、シリアルデータを送受信するためのシフトレジスタです。 
SSTDRから SSTRSRに送信データが転送される際のビット 0には、SSMRのMLS=0のとき SSTDRのビット 0が転送

され（LSBファースト通信）、MLS=1のとき SSTDRのビット 7が転送されます（MSBファースト通信）。その後、SSTRSR
の LSB（ビット 0）から順に SSO端子にデータを送り出すことでシリアルデータ送信を行います。 
また、受信時は、SSI端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順に SSTRSRにセットしま

す。1バイトのデータ受信を完了すると、SSTRSRのデータを自動的に SSRDRへ転送します。SSTRSRは CPUから直接
アクセスすることはできません。 
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16.4 動作説明 

16.4.1 通信クロック 
通信クロックは 7種類の内部クロックから選択できます。まず、本モジュールを使用する場合は SSUの設定に合わせ

てピンファンクションコントローラ（PFC）を設定した後、SSCRHの SCKSを１にセットしてシリアルクロック出力と
して選択しておく必要があります。通信が開始されると SSMRの CKS2～CKS0に設定された通信レートのクロックが
SSCK端子から出力されます。 
 

16.4.2 クロックの位相、極性とデータの関係 
SSMRの CPOSと CPHSの組み合わせでクロックの位相、極性および通信データの関係が変わります。これらの関係を

図 16.2に示します。 
なお、SSMRのMLSの設定により、MSBファーストで通信するか LSBファーストで通信するかを選択できます。MLS=0

のときは LSBからMSBの順で通信されます。また、MLS=1のときは、MSBから LSBの順で通信されます。 

(1)CPHS＝0のとき

(2)CPHS＝1のとき

SSCK
（CPOS＝0）

SSCK
（CPOS＝1）

SSI、SSO

SCS

ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

SSCK
（CPOS＝0）

SSCK
（CPOS＝1）

SSI、SSO

SCS

ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

 
図 16.2 クロックの位相、極性とデータの関係 

 

16.4.3 データ入出力端子とシフトレジスタの関係 
SSUは、SSO端子からシリアルデータを送信し、SSI端子からシリアルデータを受信します。 
データ入出力端子と SSシフトレジスタ（SSTRSR）接続関係を図 16.3に示します。 

TE＝1、RE＝1のとき

SSCK

シフトレジスタ
（SSTRSR）

SSO

SSI

 
図 16.3 データ入出力端子とシフトレジスタの関係 
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16.4.4 データ入出力端子とポート IOレジスタの設定 
SSUを使用する際は、初期設定時に各データ入出力端子について、ポートコントロールレジスタにより SSU機能を選

択すると共に、各モードに従ってポート IOレジスタにより入出力方向を設定する必要があります。表 16.5に各モードに
おけるポート IOレジスタの設定を示します。 

表 16.5 SSU使用時のポート IOレジスタ設定 
IOポート設定 

チャネル 0 チャネル 1 レジスタ状態 

SSCK0 SSI0 SSO0 SSCK1 SSI1 SSO1 

TE RE PB13IOR PA15IOR PA14IOR PB15IOR or PL7IOR PC3IOR PC2IRO 

0 * * * * 0 

1 0 0 

0 1 

1 

1 

0 

1 

1 

0 

1 

【記号説明】*：Don't care 

 

16.4.5 データの送信／受信動作 
SSUは、クロックライン（SSCK）、データ入力ライン（SSI）、データ出力ライン（SSO）、チップセレクト（SCS）

を使用してデータ通信を行います。 

(1) SSUの初期設定 

SSUの初期設定例を図 16.4に示します。データの送信/受信前には、SSERの TEおよび REを 0にクリアして初期設
定を行ってください。 
【注】 動作モード、通信フォーマットを変更する場合は、必ず TEおよび REを 0にクリアしてから行ってください。TE

を 0にクリアすると TDREは 1にセットされますが、REを 0にクリアしても RDRF、ORERの各フラグおよび
SSRDRの内容は保持されていますので注意してください。 

初期設定開始

［1］

使用するSSCK端子、SSI端子、SSO端子の入力、出
力の設定をします。

マスタ設定、SSO端子出力値選択、SSCK出力選択、
SCS端子選択を設定します。

送受信データ長を設定します。

MSBファースト／LSBファースト選択、クロック極性
選択、クロック位相選択、通信クロックレートを設定
します。

 CPUへの割り込み許可、禁止を設定します。
 

SSERのTE、REを0にクリア

［2］

［3］

［4］

［5］

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

PFCレジスタの設定

 SSCRLのDATS1、DATS0を設定

 SSCRHのMSS、SOL、SCKS、
CSS1、CSS0の各ビットを設定

 SSMRのMLS、CPOS、CPHS、CKS2、
CKS1、CKS0の各ビットを設定

 SSERのTE、RE、TEIE、TIE、RIE、
CEIEの各ビットを同時に設定

 終了

 
図 16.4 SSUモードの初期設定例 

(2) データ送信 

図 16.5に送信時の動作例を、図 16.6にデータ送信のフローチャートの例を示します。 
データ送信時に SSUは以下のように動作します。 
SSUは、SSERの TEを 1にセットした後、SSTDRに送信データをライトすると、自動的に SSSRの TDREが 0にクリ
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アされ、SSTDRから SSTRSRにデータが転送されます。その後、TDREを１にセットして送信を開始します。このとき、
SSERの TIEが１にセットされていると TXI割り込み要求を発生します。 

TDRE=0の状態で 1フレームのデータ通信が終了すると、SSTDRから SSTRSRにデータが転送され、次のフレームの
送信を開始します。TDRE=1の状態で 8ビット目が送出されると、SSSRの TENDが 1にセットされ、状態を保持します。
このとき SSERの TEIEが 1にセットされていると TEI割り込みを発生します。送信終了後は、SSCK端子は SSMRの
CPOS=0のとき Highレベルに固定され、CPOS=1のときには Lowレベルに固定されます。 
なお、SSSRの ORERが 1にセットされた状態では送信は行えません。送信の前に ORERが 0にクリアされていること

を確認してください。 

（1）　CPOS=0、CPHS=0、8ビットデータ長選択時（SSTDR0が有効）

1フレーム 1フレーム
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（2）　CPOS=0、CPHS=0、16ビットデータ長選択時（SSTDR0、SSTDR1が有効）
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（3）　CPOS=0、CPHS=0、32ビットデータ長選択時（SSTDR0、SSTDR1、SSTDR2、SSTDR3が有効）

 
図 16.5 送信時の動作例 
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開始

［1］

［2］

［3］

［4］

初期設定

SSSRのTDREをリード

TDRE=1？

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

データ送信の継続？

TEND=1？

SSTDRに送信データをライト

TDREは自動的に0にクリア

SSTDRからSSTRSRにデータ転送

TDREを1にセットし送信開始 

SSSRのTENDをリード

TENDを0にクリア

SSERのTEを0にクリア

送信終了

［1］初期設定：
         送信データフォーマットを決定します。

［2］SSUの状態を確認して送信データをライト：
     SSSRをリードしてTDREが1であることを確認
     した後、SSTDRに送信データをライトします。
         SSTDRにデータをライトするとTDREは自動的
     に0にクリアされます。また、SSTDRにデータ
　　 をライトするとデータの送信が開始されます。

［3］データ送信継続手順：
         データ送信を継続するときには、必ずTDREの
         1をリードしてSSTDRへ書き込み可能である
     ことを確認した後にSSTDRにデータをライト
     してください。SSTDRにデータをライトする
     とTDREは自動的に0にクリアされます。

［4］データ送信終了手順：
         データ送信を終了するには、最終ビットが完全
         に送信されてからTEを0にクリアしてください。

【注】綱掛け部はSSU内部動作

No
1ビット期間経過

 
図 16.6 データ送信のフローチャート例 
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(3) データ受信 

図 16.7に受信時の動作例を、図 16.8にデータ受信のフローチャートの例を示します。データ受信時に SSUは以下の
ように動作します。 

SSUは、SSERの REを 1にセットし、SSRDRをダミーリードすることにより受信動作を開始します。 
1フレームのデータを受信した後は、SSSRの RDRFが 1にセットされ、SSRDRに受信データが格納されます。このと

き、SSERの RIEが 1にセットされていると RXI割り込み要求を発生します。SSRDRをリードすると自動的に RDRFは
0にクリアされます。 

RDRF=1の状態で 8クロック目が立ち上がると、SSSRの ORERが 1にセットされ、オーバランエラー（OEI）が発生
し、受信を停止します。ORER=1の状態では受信できませんので、受信を再開する場合は ORERを 0にクリアしてくだ
さい。 

（1）　CPOS=0、CPHS=0、8ビットデータ長選択時（SSRDR0が有効）

1フレーム 1フレーム
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（2）　CPOS=0、CPHS=0、16ビットデータ長選択時（SSRDR0、SSRDR1が有効）
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（3）　CPOS=0、CPHS=0、32ビットデータ長選択時（SSRDR0、SSRDR1、SSRDR2、SSRDR3が有効）

 
図 16.7 受信時の動作例 
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［1］
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［3］

［4］

［5］

［6］

SSRDRの受信データをリード

SSSRのORERを0にクリア

開始

初期設定

SSRDRのダミーリード

SSSRをリード

Yes

No
No

Yes

Yes

No

RDRFは自動的に0にクリア

SSRDRの受信データをリード

RDRF=1？

ORER=1？

継続受信？

RE=0

受信終了

オーバランエラー処理

受信終了

［1］初期設定：
         受信データフォーマットを決定します。

［2］受信動作の開始：
         RE=1の状態で、SSRDRをダミーリードする
     と、受信動作を開始します。
 
［3］［6］受信エラー処理：
         受信エラーが発生したときには、SSSRの
         ORERフラグをリードしてから、所定のエラー
     処理を行った後、ORERフラグを０にクリア
     してください。ORERフラグが１にセットさ
     れた状態では、送信／受信を再開できません。

［4］シングル受信動作の継続：
         シングル受信を続けるときには、RDRFフラグ
　　 が1にセットされた状態で、tSUcyc待ってから　
　   SSRDRの受信データをリードしてください。　
　　 SSRDRの受信データをリードしてから、次のシ
　　 ングル受信動作が開始します。

［5］受信動作の終了：
         受信動作を終了するときには、REを0にクリ
     アしてから受信データをリードしてください。
         REを0にクリアせずにSSRDRをリードすると、
     受信動作が再び開始されます。

【注】綱掛け部はSSU内部動作
 

図 16.8 データ受信のフローチャート例 
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(4) データ送受信 

図 16.9にデータ送受信同時動作のフローチャートの例を示します。データ送受信は、データ送信とデータ受信の複合
動作となります。データ送受信は、TE=RE=1の状態で、SSTDRに送信データをライトすることで開始されます。 
なお、送信モード（TE=1）あるいは受信モード（RE=1）から送受信モード（TE=RE=1）に切り替える場合は、一度

TE、REを 0にクリアしてから行ってください。また、TEND、RDRF、ORERが 0にクリアされていることを確認した後、
TEおよび REを 1にセットしてください。 

開始
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［3］

［4］

［5］

初期設定

SSSRのTDREをリード

TDRE=1？

Yes

Yes

Yes

No

Yes

No

Yes

No

No

No

データ送受信の継続？

RDRF=1?

ORER=1?

SSTDRに送信データをライト

TDREは自動的に0にクリア

SSRDRの受信データをリード

RDRFは自動的に0にクリア

1ビット期間経過?

SSTDRからSSTRSRにデータ転送

TDREを1にセットし送信開始

SSSRをリード

SSSRのTENDを0にクリア

SSERのTE、REビットを0にクリア

エラー処理

送受信終了

［1］初期設定：
 　　送受信データフォーマットを決定します。

 ［2］SSUの状態を確認して送信データをライト：
          SSSRをリードしてTDREが１であることを
      　確認した後、SSTDRに送信データをライト
         します。SSTDRにデータをライトすると
         TDREは自動的に0にクリアされます。また、
          SSTDRにデータをライトするとデータの送
         受信が開始されます。

 ［3］SSUの状態を確認：
          SSSRをリードしてRDRFフラグが１である
          ことを確認します。
          RDRFフラグが0から1に変化したことはRXI
          割り込みでも知ることができます。

 ［4］受信エラーの処理：
          受信エラーが発生したときには、SSSRの 
          ORERフラグをリードしてから、所定のエラー
          処理を行った後、ORERフラグを0にクリア
          してください。ORERフラグが１にセットさ
          れた状態では、送信／受信を再開できません。

 ［5］シリアル送受信継続手順：
          シリアル送受信を継続するときには、必ず
          TDREの１をリードして書き込み可能である
         ことを確認した後にSSTDRにデータをライト
         してください。SSTDRにデータをライトする
         とTDREは自動的に0にクリアされます。

【注】綱掛け部はSSU内部動作

Yes

No
TEND=1?

SSSRのTENDをリード

 
図 16.9 データ送受信同時動作のフローチャート例 
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16.4.6 SCS端子制御とコンフリクトエラー 
SSCRHの CSS1、CSS0=10に設定した場合、SSCRHのMSSを１にセットしてからシリアル通信を開始する前と通信

終了後に SCS端子は入力（Hi-Z）となり、コンフリクトエラーを検出します。この期間に SCS端子から Lowレベルが入
力されるとコンフリクトエラーとなり、SSSRの CEがセットされ、MSSはクリアされます。 
【注】  コンフリクトエラーがセットされた状態では、以後の通信動作はできません。通信を開始する前には、必ず CE

を 0にクリアしてください。また、SSCRLの SRESを 1にセットして内部シーケンサをリセットの上、図 16.4
の初期設定を行ってください。 

外部からのSCS入力

内部同期化SCS

MSS

通信許可内部信号

CE

SCS出力 （Hi-Z）

SCS内部同期化最大時間
コンフリクトエラー

検出期間

SSTDRにデータライト

 
図 16.10 コンフリクトエラー検出タイミング（通信前） 

Pφ

SCS

MSS

通信許可内部信号

通信終了
CE

（Hi-Z）

コンフリクトエラー

検出期間
 

図 16.11 コンフリクトエラー検出タイミング（通信終了後） 
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16.5 割り込み要求 
SSUの割り込み要求には、オーバランエラー、コンフリクトエラー、受信データフル、送信データエンプティ、送信

終了割り込みがあります。また、受信データフル、送信データエンプティ、送信終了の割り込み要求で DMACを起動し
データ転送を行うことができます。 
オーバランエラー、コンフリクトエラーの割り込み要求が SSERI、送信データエンプティ、送信終了の割り込み要求

が SSTXIのベクタアドレスに割り付けられているため、フラグによる要因の判別が必要です。表 16.6に割り込み要因を
示します。 
表 16.6の割り込み条件が成立すると、割り込み要求が発生します。CPUまたは DMACによるデータ転送で割り込み

要因をクリアしてください。 

表 16.6 SSU割り込み要因 
チャネル 名称 割り込み要因 略称 割り込み条件 DMACの起動 

0 SSERI0 オーバランエラー OEI0 （RIE=1）・（ORER=1） ― 

  コンフリクトエラー CEI0 （CEIE=1）・（CE=1） ― 

 SSRXI0 受信データフル RXI0 （RIE=1）・（RDRF=1） ○ 

 SSTXI0 送信データエンプティ TXI0 （TIE=1）・（TDRE=1） ○ 

  送信終了 TEI0 （TEIE=1）・（TEND=1） ○ 

1 SSERI1 オーバランエラー OEI1 （RIE=1）・（ORER=1） ― 

  コンフリクトエラー CEI1 （CEIE=1）・（CE=1） ― 

 SSRXI1 受信データフル RXI1 （RIE=1）・（RDRF=1） ○ 

 SSTXI1 送信データエンプティ TXI1 （TIE=1）・（TDRE=1） ○ 

  送信終了 TEI1 （TEIE=1）・（TEND=1） ○ 

 

16.6 使用上の注意事項 

16.6.1 SSU使用時の注意事項 
本 LSIの SSUを使用する際に、スレーブおよびマルチマスタとして使用することはできません。 

 

16.6.2 端子設定時の注意事項 
SCS0、SCS1、SSCK1については複数端子に割り当てがありますが、これらを使用する場合はそれぞれ 1つの端子のみ

有効にして使用してください。 
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17. コントローラエリアネットワーク-Ⅱ（HCAN-Ⅱ） 

17.1 概要 
コントローラエリアネットワーク-Ⅱ（HCAN-Ⅱ）は自動車、および産業機器システム等でのリアルタイム通信を目的

とした CAN（Controller Area Network）を制御するためのモジュールです。CANインプリメンテーションを行うエンジニ
アにとって設計しやすくなるように、ハードウェアやソフトウェアのインタフェースを簡略化しております。 
このドキュメントでは、CANのデータリンクコントローラ機能は説明していません。以下の CAN仕様ドキュメント

を参照してください。CANコントローラのインタフェースについてはユーザインタフェースに関連することに限り、説
明しています。 
 
参考文献 

1. CAN License Specification, Robert Bosch GmbH, 1992 
2. CAN Specification Version 2.0, Robert Bosch GmbH, 1991 
3. Implementation Guide for the CAN Protocol, CAN Specification 2.0 Addendum, CAN In Automation, Erlangen, Germany 
4. OSEK Communication Specification, Version 2.1 revision 1, OSEK /VDX, 17th June 1998  

 

17.1.1 特長 
• CAN仕様 2.0A/2.0Bおよび ISO-11898-1をサポート 
• 31個の送信／受信プログラマブルメールボックス、1個の受信専用メールボックス（メールボックス 31のみ使
用制限あり） 

• 低消費電力のスリープモード、CANバスアクティブを検出して自動でスリープモード解除 
• すべてのメールボックスでプログラマブルな受信フィルタマスク（スタンダード ID、拡張 ID） 
• プログラマブルな CANデータレート最大 500kビット／秒（使用制限付き 1Mビット／秒） 
• リアルタイムアプリケーションにおける優先度の反転の問題に対する内蔵優先ソート機能付き送信メッセージ
キュー 

• 柔軟な割り込み構成 
• 章末の「17.8 使用上の注意事項」を必ずよくお読みください。 

 
HCAN-Ⅱで追加された機能について以下に示します。 

• ソフトウェアリセットとホルトを通知する IRR0機能 
• GSRにホルトモードステータスビットとエラーパッシブステータスビットの追加 
• 種々のテストモードのサポート 
• データフレームとリモートフレームが独立（IRR2と IRR1が独立、RXPRと RFRRが独立） 
• 送信時、メールボックス 31からメールボックス 1まで最優先の検索 
• 受信時、メールボックス 31からメールボックス 0まで一致 ID検索および 1受信メッセージは 1メールボックス
に格納 

• より柔軟な BCR 
• バスオフ／バスオフ復帰割り込み（IRR6） 

その他 
• HCAN-Ⅱ接続方法：2種類の使用方法を選択可能 

32バッファHCAN-Ⅱ × 2チャネル（送信端子×2本、受信端子×2本） 
64バッファHCAN-Ⅱ（Wire AND）× 1チャネル 
（送信端子×1本、受信端子×1本） 

• メールボックス（HCAN0のメールボックス 0のみ）の受信メッセージにより DMAC起動可能 
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17.2 構成 

17.2.1 ブロック図 
HCAN-Ⅱデバイスは、CAN 2.0B Activeと ISO-11898をサポートする CANフレームを構成、制御する柔軟で洗練され

た方法を提供します。HCAN-Ⅱモジュールは機能的に 5種類のブロックからなります。これは、マイクロプロセッサイ
ンタフェース（MPI: Micro Processor Interface）および、メールボックス、メールボックスコントロール、タイマ、CAN
インタフェースです。図 17.1に、HCAN-Ⅱモジュールのブロック図を示します。バスインタフェースタイミングは SuperH
周辺バスインタフェース（P-Bus）に従っています。 

CANインタフェース 

BCR

HTxDnHRxDn

6666

TCNTR

IRR

GSR

MCR

IMR

TXPR0/1

TXCR0/1

RXPR0/1

TXACK0/1

ABACK0/1

MBIMR0/1

TECREC

TCR

TSR

TDCR

LOSR

ICRi

RFPR0/1

TCMRi

UMSR0/1

CCR

CCMAX TMR

16
ビ
ッ
ト
バ
ス

【注】　n：0～1

送信バッファ 受信バッファ コント
ロール
信号

ステータス
信号

メールボックス0～31（RAM）

メールボックス24

メールボックス25

メールボックス26

メールボックス27

メールボックス28

メールボックス29

メールボックス30

メールボックス31

メールボックス16

メールボックス17

メールボックス18

メールボックス19

メールボックス20

メールボックス21

メールボックス22

メールボックス23

メールボックス8

メールボックス9

メールボックス10

メールボックス11

メールボックス12

メールボックス13

メールボックス14

メールボックス15

メールボックス0

メールボックス1

メールボックス2

メールボックス3

メールボックス4

メールボックス5

メールボックス6

メールボックス7

16ビットタイマ

メールボックスコントロール

マイクロプロセッサ
インタフェース

周
辺
ア
ド
レ
ス
バ
ス

周
辺
デ
ー
タ
バ
ス

 
図 17.1 HCAN-Ⅱブロック図 (1チャンネル当たり) 

【注】  HCAN-Ⅱは 16ビットバスシステムに基づいて設計されているため、ロングワード（32ビット）アクセスは禁止
されます。したがって、すべてのレジスタはワードでアクセスしなければなりません。メールボックスのデータ
エリアへはワードまたはバイトでアクセスしてください。 

 

17.2.2 各ブロックの機能 

(1) マイクロプロセッサインタフェース（MPI） 

MPIによってホスト CPUと HCANのレジスタやメールボックスと通信し、メモリインタフェース、データコントロー

ラなどを制御することができます。また、MPIは CANバスの状態を検出し、MPIや HCANの他のモジュールにも CAN

バスの状態を通知する起動コントロールロジックを持っているので、HCANを自動的にスリープモードから解除するこ

とができます。 
MCR、IRR、GSR、IMRなどのレジスタがあります。 
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(2) メールボックス 

メールボックスは RAMで構成したメッセージバッファです。32個のメールボックスがあり各メールボックスは以下

の情報を格納します。 
• CANメッセージコントロール（StdID、RTR、DLC、IDEなど） 
• CANメッセージデータ（CANデータフレーム用） 
• 受信時のローカルアクセプタンスフィルタマスク(LAFM) 
• 3ビットのメールボックスコンフィグレーション、リモートリクエスト用自動送信ビット、新着メッセージコン
トロールビット 

 

(3) メールボックスコントロール 

メールボックスコントロールには以下のような機能があります。 

メッセージ受信時は、IDを比較し CANインタフェースからのメッセージをメールボックスに格納するための RAMア

ドレスを生成し対応するレジスタをセット／クリアします。 

メッセージ送信時は、内部アービトレーションを動作させてイベントトリガによる正しい優先順位のメッセージを選

択し、メールボックスから CANインタフェースの Txバッファにメッセージをロードします。その後、対応するレジス

タをセット／クリアします。 

ホスト CPUと CANインタフェースおよび、メールボックスコントロール間のメールボックスのアービトレーション

を行います。 

レジスタは TXPR、TXCR、TXACK、ABACK、RXPR、RFPR、MBIMRなどがあります。 
 

(4) タイマ 

タイマは、特定のタイムフレームでメッセージを送受信し、その結果を記録する機能を持つブロックです。タイマは

ホスト CPUに制御される 16ビットのフリーランニングアップカウンタです。3本の 16ビットコンペアマッチレジスタ

があります。その他、割り込みの生成、ローカルオフセット値にカウンタ値をセット／クリア、送信キューの送信メッセ

ージをクリアする機能もあります。また、2本の 16ビットインプットキャプチャレジスタは、CANメッセージのタイム

スタンプを記録し、CANシステム内でグローバルにタイマ値の同期をとっています。 

タイマのクロック周期は周辺クロックから生成され、幅広い選択肢があります。 

レジスタは、TCNTR、TCR、TPSR、TDCR、LOSR、ICR0_tm、ICR0_cc、ICR0_buf、ICR1、TCMR0、TCMR1、TCMR2、

TMR、CCR、CCR_buf、CMAXなどがあります。 
【重要】SH7059/7058Sではタイマ機能はサポートしておりません 
 

(5) CANインタフェース 

CANインタフェースは、CAN仕様 2.0A/2.0B（参考文献[2]）で定義された CANバスデータリンクコントローラ仕様を

サポートしています。これは、OSI参照モデル 7層で規定されるデータリンク層（DLC層）の機能を満足します。また、

CANバス仕様に対応する受信エラーカウンタや送信エラーカウンタ、ビットタイミング設定レジスタ、各種テストモー

ドなどを提供します。さらに、CANデータリンクコントローラの送受信データを格納する機能もあります。 
 

17.2.3 端子構成 
表 17.1に端子構成とその機能を示します。 

表 17.1 端子構成 
名称 入出力 機   能 

HRxD0 入力 チャネル 0の CANバス受信信号 

HTxD0 出力 チャネル 0の CANバス送信信号 

HRxD1 入力 チャネル 1の CANバス受信信号 

HTxD1 出力 チャネル 1の CANバス送信信号 
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17.2.4 メモリマップ 
ソフトウェアからアクセスできるレジスタのメモリマップを図 17.2（1）、（2）に示します。 
ベースアドレス：チャネル 0は H'FFFFD000、チャネル 1は H'FFFFD800です。 

H'000

H'002

H'004

H'006

H'008

H'00A

H'00C

H'020

H'022

H'028

H'02A

H'030

H'032

H'038

H'03A

H'040

H'042

H'048

H'04A

H'050

H'052

H'058

H'05A

H'080

H'082

H'084

H'086

H'088

H'08A

H'08C

H'08E

H'090

H'092

H'094

H'096

H'098

H'09A

H'09C

H'09E

H'100

H'106

H'108

H'10A

H'10C

H'10E

H'110

H'120

H'140

H'160

H'2E0

H'2F3

H'300

H'4A0

H'4C0

H'4E0

H'4F3

Bit15 Bit0

マスタコントロールレジスタ_0（MCR_0）

ジェネラルステータスレジスタ0（GSR_0）

HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタ1_0（HCANⅡ_BCR1_0）

HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタ0_0（HCANⅡ_BCR0_0）

インタラプトレジスタ_0（IRR_0）

インタラプトマスクレジスタ_0（IMR_0）

メールボックス0_0 タイムスタンプ

メールボックス0_0 コントロール
（StdID、ExtID、RTR、IDE、DLC、ATX、DART、MBC）

メールボックス0_0 LAFM／メールボックス0_0 TTT

メールボックス1_0 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス0_0 データ
（8バイト）

メールボックス2_0 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス3_0 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス15_0 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス16_0 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

送信待ちレジスタ1_0（TXPR1_0）

送信待ちレジスタ0_0（TXPR0_0）

送信待ち取り消しレジスタ1_0（TXCR1_0）

送信待ち取り消しレジスタ0_0（TXCR0_0）

送信アクノレッジレジスタ1_0（TXACK1_0）

送信アクノレッジレジスタ0_0（TXACK0_0）

取り消しアクノレッジレジスタ1_0（ABACK1_0）

取り消しアクノレッジレジスタ0_0（ABACK0_0）

受信完了レジスタ1_0（RXPR1_0）

受信完了レジスタ0_0（RXPR0_0）

リモートリクエストレジスタ1_0（RFPR1_0）

リモートリクエストレジスタ0_0（RFPR0_0）

タイマカウンタレジスタ0（TCNTR0）

タイマコントロールレジスタ_0（TCR_0）

タイマステータスレジスタ_0（TSR_0）

タイマドリフトコレクションレジスタ0（TDCR0）

ローカルオフセットレジスタ0（LOSR0）

CCRインプットキャプチャレジスタ0（ICR0_cc_0）

TCNTRインプットキャプチャレジスタ0（ICR0_tm_0）

インプットキャプチャレジスタ1_0（ICR1_0）

タイマコンペアマッチレジスタ0_0（TCMR0_0）

タイマコンペアマッチレジスタ1_0（TCMR1_0）

タイマコンペアマッチレジスタ2_0（TCMR2_0）

サイクルカウンタレジスタ0（CCR0）

サイクルマキシマムレジスタ0（CMAX0）

タイマモードレジスタ_0（TMR_0）

サイクルカウンタレジスタダブルバッファ0（CCR_buf0）

インプットキャプチャレジスタダブルバッファ0（ICR0_buf0）

メールボックスインタラプトマスクレジスタ1_0（MBIMR1_0）

メールボックスインタラプトマスクレジスタ0_0（MBIMR0_0）

未読メッセージステータスレジスタ1_0（UMSR1_0）

未読メッセージステータスレジスタ0_0（UMSR0_0）

送信エラー
カウンタ_0（TEC_0）

受信エラー
カウンタ_0（REC_0）

0

2

4

6

1

3

5

7

メールボックス29_0 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス30_0 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス31_0 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

 
図 17.2（1） HCAN-Ⅱチャネル 0（HCAN0）メモリマップ 
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H'800

H'802

H'804

H'806

H'808

H'80A

H'80C

H'820

H'822

H'828

H'82A

H'830

H'832

H'838

H'83A

H'840

H'842

H'848

H'84A

H'850

H'852

H'858

H'85A

H'880

H'882

H'884

H'886

H'888

H'88A

H'88C

H'88E

H'890

H'892

H'894

H'896

H'898

H'89A

H'89C

H'89E

H'900

H'906

H'908

H'90A

H'90C

H'90E

H'910

H'920

H'940

H'960

H'AE0

H'AF3

H'B00

H'CA0

H'CC0

H'CE0

H'CF3

Bit15 Bit0

マスタコントロールレジスタ_1（MCR_1）

ジェネラルステータスレジスタ1（GSR_1）

HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタ1_1（HCANⅡ_BCR1_1）

HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタ0_1（HCANⅡ_BCR0_1）

インタラプトレジスタ_1（IRR_1）

インタラプトマスクレジスタ_1（IMR_1）

メールボックス0_1 タイムスタンプ

メールボックス0_1 コントロール
（StdID、ExtID、RTR、IDE、DLC、ATX、DART、MBC）

メールボックス0_1 LAFM／メールボックス0_1 TTT

メールボックス1_1 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス0_1 データ
（8バイト）

メールボックス2_1 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス3_1 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス15_1 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス16_1 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

送信待ちレジスタ1_1（TXPR1_1）

送信待ちレジスタ0_1（TXPR0_1）

送信待ち取り消しレジスタ1_1（TXCR1_1）

送信待ち取り消しレジスタ0_1（TXCR0_1）

送信アクノレッジレジスタ1_1（TXACK1_1）

送信アクノレッジレジスタ0_1（TXACK0_1）

取り消しアクノレッジレジスタ1_1（ABACK1_1）

取り消しアクノレッジレジスタ0_1（ABACK0_1）

受信完了レジスタ1_1（RXPR1_1）

受信完了レジスタ0_1（RXPR0_1）

リモートリクエストレジスタ1_1（RFPR1_1）

リモートリクエストレジスタ0_1（RFPR0_1）

タイマカウンタレジスタ1（TCNTR1）

タイマコントロールレジスタ_1（TCR_1）

タイマステータスレジスタ_1（TSR_1）

タイマドリフトコレクションレジスタ1（TDCR1）

ローカルオフセットレジスタ1（LOSR1）

CCRインプットキャプチャレジスタ1（ICR1_cc_1）

TCNTRインプットキャプチャレジスタ1（ICR1_tm_1）

インプットキャプチャレジスタ1_1（ICR1_1）

タイマコンペアマッチレジスタ0_1（TCMR0_1）

タイマコンペアマッチレジスタ1_1（TCMR1_1）

タイマコンペアマッチレジスタ2_1（TCMR2_1）

サイクルカウンタレジスタ1（CCR1）

サイクルマキシマムレジスタ1（CMAX1）

タイマモードレジスタ_1（TMR_1）

サイクルカウンタレジスタダブルバッファ1（CCR_buf1）

インプットキャプチャレジスタダブルバッファ1（ICR0_buf1）

メールボックスインタラプトマスクレジスタ1_1（MBIMR1_1）

メールボックスインタラプトマスクレジスタ0_1（MBIMR0_1）

未読メッセージステータスレジスタ1_1（UMSR1_1）

未読メッセージステータスレジスタ0_1（UMSR0_1）

送信エラー
カウンタ_1（TEC_1）

受信エラー
カウンタ_1（REC_1）

0

2

4

6

1

3

5

7

メールボックス29_1 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス30_1 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

メールボックス31_1 コントロール／タイムスタンプ／データ／LAFM

 
図 17.2（2） HCAN-Ⅱチャネル 1（HCAN1）メモリマップ 

 



17. コントローラエリアネットワーク-Ⅱ（HCAN-Ⅱ） 

Rev.5.00  2010.02.23  17-6 
RJJ09B0181-0500 

 

17.3 メールボックス 

17.3.1 メールボックスの構成 
メールボックスは CANフレームを送受信するためのメッセージバッファとして動作します。各メールボックスは 4個

の格納フィールドからなります。これらは、メッセージコントロール、メッセージデータ、タイムスタンプ、ローカルア
クセプタンスフィルタマスク（LAFM）／送信トリガタイムの 4個です。表 17.2に各メールボックスに対するメモリマ
ップを示します。 
【注】  メッセージコントロール（STDID/EXTID/RTR/IDE）、タイムスタンプ、LAFM／送信トリガタイムフィールドは

16ビットサイズでのみアクセスできます。メッセージコントロール（NMC/ATX/MBC/DLC）メッセージデータ
エリアは 16ビットまたは 8ビットでアクセスできます。未使用のメールボックスは、RAMの構成に影響がある
ので、MBC設定がインアクティブの状態で MBC以外を“0”に初期化する必要があります。LAFMがメッセー
ジを受信するために使用されないときはクリア（“0”に設定）する必要があります。 

表 17.2 メールボックス構成 
アドレス 

コントロール タイムスタンプ データ LAFM/トリガタイム 

メールボックス 

6バイト 2バイト 8バイト 4バイト 

0（受信のみ） 100 – 105 106 – 107 108 – 10F 110 – 113 

1 120 – 125 126 – 127 128 – 12F 130 – 133 

2 140 – 145 146 – 147 148 – 14F 150 – 153 

3 160 – 165 166 – 167 168 – 16F 170 - 173 

4 180 – 185 186 – 187 188 – 18F 190 – 193 

5 1A0 – 1A5 1A6 – 1A7 1A8 – 1AF 1B0 – 1B3 

6 1C0 – 1C5 1C6 – 1C7 1C8 – 1CF 1D0 – 1D3 

7 1E0 – IE5 1E6 – 1E7 1E8 – 1EF 1F0 – 1F3 

8 200 – 205 206 – 207 208 – 20F 210 – 213 

9 220 – 225 226 – 227 228 – 22F 230 – 233 

10 240 – 245 246 – 247 248 – 24F 250 – 253 

11 260 – 265 266 – 267 268 – 26F 270 – 273 

12 280 – 285 286 – 287 288 – 28F 290 – 293 

13 2A0 – 2A5 2A6 – 2A7 2A8 – 2AF 2B0 – 2B3 

14 2C0 – 2C5 2C6 – 2C7 2C8 – 2CF 2D0 – 2D3 

15 2E0 – 2E5 2E6 – 2E7 2E8 – 2EF 2F0 – 2F3 

16 300 – 305 306 – 307 308 – 30F 310 – 313 

17 320 – 325 326 – 327 328 – 32F 330 – 333 

18 340 – 345 346 – 347 348 – 34F 350 –353 

19 360 – 365 366 – 367 368 – 36F 370 – 373 

20 380 – 385 386 – 387 388 – 38F 390 – 393 

21 3A0 – 3A5 3A6 – 3A7 3A8 – 3AF 3B0 – 3B3 

22 3C0 – 3C5 3C6 – 3C7 3C8 – 3CF 3D0 – 3D3 

23 3E0 – 3E5 3E6 – 3E7 3E8 – 3EF 3F0 – 3F3 

24 400 – 405 406 – 407 408 – 40F 410 – 413 

25 420 – 425 426 – 427 428 – 42F 430 – 433 

26 440 – 445 446 – 447 448 – 44F 450 – 453 

27 460 – 465 466 – 467 468 – 46F 470 – 473 

28 480 – 485 486 – 487 488 – 48F 490 – 493 

29 4A0 – 4A5 4A6 – 4A7 4A8 – 4AF 4B0 – 4B3 

30 4C0 – 4C5 4C6 – 4C7 4C8 – 4CF 4D0 – 4D3 

31 4E0 – 4E5 4E6 – 4E7 4E8 – 4EF 4F0 – 4F3 
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メールボックス 0は受信専用で他のメールボックス 1～31は、メッセージコントロールのMBC（メールボックス設定）
の設定によって送信受信ともに動作可能です。メールボックスの詳細を図 17.3に示します。 
【重要】メールボックス 31を送信バッファとして使用するとき使用制限があります。章末の「17.8  使用上の注意事項」

を必ずよくお読みください。 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 RTR IDE

CCM TTE NMC ATX DART 0 TCT CBE CLE DLC[3:0]

EXTID[15:0]

STDID[10:0] EXIDT[17:16]

MBC[2:0]

MSG_DATA_1

MSG_DATA_3

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

MSG_DATA_0 （最初のRx/Tx バイト）

MSG_DATA_2

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

【注】1. グレー表示のビットは予約ビットで書き込む値は0 にしてください。初期値の読み出し値は保証されません。
 2. ATX とDART とCLE はメールボックス0 ではサポートされていません。また、メールボックス0 のMBC 設定値は限られています。
 3. CAN バスがリトルエンディアンに設定されている場合（MCR4=1 ）、送信はMSG_DATA_0 の代わりにMSG_DATA_1 から始まります。
  （順番はMSG_DATA_1 、MSG_DATA_0 、MSG_DATA_3 、MSG_DATA_2 、MSG_DATA_5 、MSG_DATA_4 、MSG_DATA_7 、MSG_DATA_6 と続きます。）
 4. x／N：0 ～31 メールボックス番号を表します。

レジスタ名
アドレス データバス

タイムスタンプ［15：0 ］

アクセス
サイズ

フィールド
ネーム

MBx[0]～[1] 

MBx[2]～[3] 

MBx[4]～[5] 

MBx[6] 

MBx[7]～[8] 

MBx[9]～[10] 

MBx[11]～[12] 

MBx[13]～[14] 

MBx[15]～[16] 

MBx[17]～[18]

HCAN0

 H'100+N×32 

H'102+*N×32 

H'104+N×32 

H'106+N×32 

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32 

H'110+N×32 

H'112+N×32

HCAN1 

H'900+N×32

 H'902+N×32 

H'904+N×32 

H'906+N×32 

H'908+N×32 

H'90A+N×32 

H'90C+N×32 

H'90E+N×32 

H'910+N×32 

H'912+N×32

ローカルアクセプタンスフィルタマスク0（LAFM0）/Txトリガタイム0 （TTT0）

ローカルアクセプタンスフィルタマスク1（LAFM1）/Txトリガタイム1 （TTT1）

16 ビット

16 ビット

8/16 ビット

16 ビット

8/16 ビット

8/16 ビット

8/16 ビット

8/16 ビット

16 ビット

16 ビット

コントロール

タイムスタンプ

データ

LAFM/

Txトリガ

コントロール

 
図 17.3 メールボックス Nの構成 
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17.3.2 メッセージコントロールフィールド 
 
レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

15 ⎯ リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。 

14～4 STDID 
[10:0] 

スタンダード ID 

データフレームとリモートフレームの ID（スタンダード ID）を設定し
ます。 

3 RTR リモート送信リクエスト 

データフレームとリモートフレームを区別します。 

データフレームかリモートフレームかによって受信 CANフレームが
このビットを書き換えます。 

【重要】MBC＝001で ATXをセットすると RTRはセットできません。
リモートフレームを受信するとホスト CPUは RFPRまたは IRR2（リ
モートフレームリクエスト割り込み）によって通知されますが、HCAN
は現在のメッセージをデータフレームとして送信する必要があるので
RTRは 0に保持されます。 

0：データフレーム 

1：リモートフレーム 

2 IDE IDエクステンション 

CANデータフレームとリモートフレームがスタンダード形式か拡張
形式かを区別します。 

0：スタンダードフォーマット 

1：エクステンデットフォーマット 

MBx[0]~[1]* H'100 + N×32 

1、0 EXTID 
[17:16] 

MBx[2]~[3]* H'102 + N×32 15～0 EXTID 
[15:0] 

エクステンデット ID 

データフレームとリモートフレームの ID（エクステンデット ID）を設
定します。 

15 CCM CAN-IDコンペアマッチ 

本ビットがセットされると、対応するメールボックスへのメッセージ
受信によって 2つのトリガが発生します。 

TCR9が 1の場合、TCR14をクリアして ICR0をフリーズします。 

TCR10が 1の場合、TCNTR（タイマカウンタレジスタ）を自動的に
クリアし、さらに LOSR（ローカルオフセットレジスタ）の値を設定
します。 

【重要】本機能は本 LSIではサポートしておりません。したがって、
書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値は保証されませ
ん。 

MBx[4]~[5]* H'104 + N×32 

14 TTE タイムトリガイネーブル 

本ビットがセットされると、TXPRがすでにセットされているメール
ボックスが Txトリガタイムフィールドで設定された時刻にメッセー
ジを送信します。 

【重要】本ビットをセットするとメッセージ送信に不具合が起こりま
す。設定禁止。書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値
は保証されません。 
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レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

13 NMC ニューメッセージコントロール 

本ビットがクリアされると、RXPR/RFPRがすでにセットされている
メールボックスは新しいメッセージを格納せず、前のメッセージを保
持し UMSRの対応するビットをセットします。 

本ビットがセットされるとRXPR/RFPRがすでにセットされているメ
ールボックスは新しいメッセージを格納し UMSRの対応するビット
をセットします。 

書き換えモード（NMC＝1）でメールボックスがメッセージを受信す
ると、ホスト CPUはメールボックスからのデータ読み出しの最後に追
加チェックを実行しなければなりません。これは、別の受信メッセー
ジによってメールボックスが破壊されなかったことを保証するためで
す。この、メールボックスへのアクセスの最後に実施される追加チェ
ックでは、UMSRの関連ビットがセットされていないことをチェック
して書き換えが行われなかったことを確認します。もし、UMSRの関
連ビットがセットされていれば、データは壊れているため、メッセー
ジを破棄しなければなりません。 

12 ATX データフレーム自動送信 

本ビットが 1にセットされ、リモートフレームがメールボックスで受
信されると現在のメッセージデータを使って同じメールボックスか
ら、データフレームが自動的に送信されます。送信のスケジューリン
グは CANIDによって制御されます。本機能を使用するにはMBC[2:0]
を 001にしてください。この方法で送信する場合、DLC（データ長コ
ード）は受信されたものが使用されます。 

【重要】本機能を使用する場合、リモートフレームを受信した場合で
も RTRはセットされません。リモートフレームを受信するとホスト
CPUは RFPRまたは IRR2（リモートフレームリクエスト割り込み）
によって通知されますが、HCANは現在のメッセージをデータフレー
ムとして送信する必要があるので RTRは 0に保持されます。 

11 DART 自動再送信無効 

本ビットがセットされると、CANバス上でエラーのイベントが発生し
た場合や、または CANバスのアービトレーションでロストした場合メ
ッセージ自動再送信を無効にします。本機能が使用されるときは、対
応する TXCRビットが送信の最初に自動的にセットされます。このビ
ットがクリアされると、HCANは送信が正常終了されるまで、または
TXCRで送信取り消しされるまでメッセージを繰り返し送ります。 

【重要】本機能は本 LSIではサポートしておりません。したがって、
書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値は保証されませ
ん。 

MBx[4]~[5]* H'104 + N×32 

10～8 MBC[2:0] メールボックスコンフィグレーション 

表 17.3のとおりにメールボックスの機能を設定します。 

MBC＝111はメールボックスがインアクティブ（TXPRなどの設定に
かかわらず送受信しない）を示し、 

MBC＝000で TTEが設定されると Txトリガタイムフィールドが使用
可能になります。 

MBC＝110,011は設定禁止です。 

MBCがこれ以外の値に設定されているとき、LAFMフィールドは使用
可能になります。 

【重要】MB0は受信専用（MBC＝010）としてお使いください。 
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レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

7 ⎯ リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値は保証されませ
ん。 

6 TCT タイマカウンタ送信 

本ビットがセットされ、メールボックスが送信に設定されている場合
で、DLCが 4に設定されると SOFで TCNTRがMSG_DATA_2と
MSG_DATA_3の代わりにメッセージデータの 2バイト目と 3バイト
目に埋め込まれます。 

また、メールボックスの送信開始時に MSG_DATA_0[3:0]の代わりに
CYCLE_COUNTが 1バイト目に埋め込まれます。 

本機能はHCANがタイムマスタでタイムリファレンスメッセージを送
信するときに便利です。 

たとえば、2個の HCANコントローラが同じネットワークにつながり、
レシーバがメールボックス Nにメッセージを格納している場合、デー
タ形式は CANバスのエンディアンの設定（MCR4）によって図 17.4
のようになります。 

【重要】本機能は本 LSIではサポートしておりません。したがって、
書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。 

5 CBE CANバスエラー 

外部のフォールトトレラントな CANトランシーバを、HCANモジュ
ールに接続して使うことができます。そのエラー出力端子（通常はロ
ーアクティブ）が本 LSIの CAN_NERR端子に接続されている場合、
CAN_NERRの値は各送受信の最後（CBEビット）で本ビットに格納
されます（ただし、メッセージが格納されるとき）。CBEのビットは、
CAN_NERRの反転値が設定されます。ハイアクティブ端子を持つ場
合は逆になります。このビットがセットされると、CANバスに物理エ
ラーがある可能性を示します。CAN_NERRは対応するメールボック
スの送受信後に更新されるので、この機能は割り込みなし専用です。
送信正常終了割り込み（IRR6）、受信正常終了割り込み（IRR2）が代
わる手段です 。 

【重要】本機能は本 LSIではサポートしておりません。したがって、
書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値は保証されませ
ん。 

4 CLE 送信クリアイネーブル 

本ビットがセットされると、対応するメールボックスへのメッセージ
受信によって、送信キューの送信待ちメッセージが取り消しされます。
また、IRR8と ABACKによって、この送信待ち取り消し動作が通知さ
れます。 

【重要】本機能は本 LSIではサポートしておりません。したがって、
書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値は保証されませ
ん。 

MBx[4]~[5]* H'104 + N×32 

3～0 DLC[3:0] データ長コード 

データフレームで送信されるデータのバイト数を示します 

DLC[3:0] データ長 
0000 0バイト 
0001 1バイト 
0010 2バイト 
0011 3バイト 
0100 4バイト 
0101 5バイト 
0110 6バイト 
0111 7バイト 
1xxx 8バイト 

【記号説明】ｘ：Don't care 

【注】 * x／N：0～31 メールボックス番号を表します。 
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表 17.3 メールボックスコンフィグレーション ビット（MBC[2:0]）の設定 
MBC[2] MBC[1] MBC[0] データ 

フレーム 
送信 

リモート 
フレーム 
送信 

データ 
フレーム 
受信 

リモート 
フレーム 
受信 

説 明 

0 0 0 可 可 不可 不可 メールボックス 0は使用禁止 

0 0 1 可 可 不可 可 ATXで使用可能 

メールボックス 0は使用禁止 

LAFMは使用可能 

0 1 0 不可 不可 可 可 メールボックス 0使用可能 

LAFM使用可能 

0 1 1 設定禁止 

1 0 0 不可 可 可 可 メールボックス 0は使用禁止 

LAFM使用可能 

1 0 1 不可 可 可 不可 メールボックス 0は使用禁止 

LAFM使用可能 

1 1 0 設定禁止 

1 1 1 メールボックスインアクティブ 

 
【重要】メールボックス 31を送信バッファとして使用するとき使用制限があります。章末の「17.8  使用上の注意事

項」を必ずよくお読みください。 
 

• TCT=1のときのメッセージデータフィールド 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MBx[7]～[8] 

MBx[9]～[10] 

MBx[11]～[12] 

MBx[13]～[14]

Cycle_Counter（最初のRx/Tx バイト）

TCNTR[7:0]

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

MSG_DATA_1

TCNTR[15:8]

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

8/16 ビット

8/16 ビット

8/16 ビット

8/16 ビット

MSG_DATA_1

TCNTR[15:8]

MSG_DATA_5

MSG_DATA_7

Cycle_Counter（最初のRx/Tx バイト）

TCNTR[7:0]

MSG_DATA_4

MSG_DATA_6

MBx[7]～[8] 

MBx[9]～[10] 

MBx[11]～[12] 

MBx[13]～[14]

H'108+N×32 

H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32

H'908+N×32 

H'90A+N×32 

H'90C+N×32 

H'90E+N×32

レジスタ名
アドレス データバス

ビッグエンディアン

リトルエンディアン

アクセス
サイズ

フィールド
ネームHCAN0

 H'108+N×32

 H'10A+N×32 

H'10C+N×32 

H'10E+N×32

HCAN1 

H'908+N×32 

H'90A+N×32 

H'90C+N×32 

H'90E+N×32

データ

8/16 ビット

8/16 ビット

8/16 ビット

8/16 ビット

データ

 
図 17.4 メッセージデータフィールド 
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• メールボックスタイムスタンプフィールド 

送受信のメッセージ上のタイムスタンプを記録します。タイムスタンプ機能は、期待するスケジュールでメッセージ
が送受信されているか、適切な順序で送信するメッセージをスケジューリングしているかどうかなどをモニタするのに便
利です。 
 
レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MBx[6]* H'106+N×32 15～0 TimeStamp

[15:0] 

【メッセージ受信】 

メッセージ受信時には、SOFあるいは EOFを検出したとき、ICR1（イ
ンプットキャプチャレジスタ 1）に TCNTR（タイマカウンタレジスタ
値）または Cycle_Counter＋TCNTR[15:4]をキャプチャします。 

どちらをキャプチャするかは、TMR（タイマモードレジスタ）のビッ
ト 3の値により決まります。 

SOFが検出されたときか EOFが検出されたときかは、TCR13（タイ
マコントロールレジスタ）の値に依存します。 

このキャプチャされた ICR1の値は、対応するメールボックスのタイ
ムスタンプフィールドに格納されます。 

【重要】本 LSIにおいては SOF時におけるキャプチャはサポートされ
ておりません。したがって、本機能をご使用の際は TCR13の設定は
EOF検出モード設定にしてください。 

【メッセージ送信】 

メッセージ送信時には、TXPRビットまたは TXACKビットがセット
されたとき、TCNTR（タイマカウンタレジスタ値）または
Cycle_Counter＋TCNTR[15:4]をキャプチャします。 

どちらをキャプチャするかは、TMR（タイマモードレジスタ）のビッ
ト 3の値によって決まります。 

TXPRビットがセットされたときか TXACKビットがセットされたと
きかは、TCR12の値に依存します。 

キャプチャした値は対応するメールボックスのタイムスタンプフィー
ルドに格納します。 

【重要】本 LSIにおいては TXPRにおけるキャプチャはサポートされ
ておりません。 

本 LSIにおいて TCNTR（タイマ）の起動により不具合があります。
（タイマ使用禁止） 

したがって、タイムスタンプ機能はサポートしておりません。書き込
む値は 0にしてください。 

初期値の読み出しは保証されません。 

【注】 * x／N：0～31 メールボックス番号を表します。 

 

17.3.3 メッセージデータフィールド 
 
レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MBx[7]~[8]* H'108+N×32 15～8 

7～0 

MSG_DATA_0 

MSG_DATA_1 

MBx[9]~[10]* H'10A+N×32 15～8 

7～0 

MSG_DATA_2 

MSG_DATA_3 

MBx[11]~[12]* H'10C+N×32 15～8 

7～0 

MSG_DATA_4 

MSG_DATA_5 

MBx[13]~[14]* H'10E+N×32 15～8 

7～0 

MSG_DATA_6 

MSG_DATA_7 

送受信される CANメッセージを格納します。 

MSG_DATA_0は送受信される最初のデータバイトに
対応します。 

【注】 * x／N：0～31 メールボックス番号を表します。 
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17.3.4 ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM）／Txトリガタイム（TTT） 
このエリアは受信ボックスのローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM）としてまたは送信ボックスの Txトリ

ガタイム（TTT）として使用されます。 
• LAFM 

MBCが001、010、011、100、101の場合このフィールドはLAFMフィールドになります。LAFMは2つの16ビット
のリードライト可能なエリアから成ります。これはメールボックスが複数の受信IDを受け入れることを許可しま
す。 

15

0 STDID[10:0]

EXTID[15:0]

0 0 EXTID[17:16]

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MBx[15] ～[16] 

MBx[17] ～[18]

16 ビット

16 ビット

レジスタ名
アドレス データバス

アクセス
サイズ

フィールド
ネームHCAN0

H'110+N×32 

H'112+N×32

HCAN1 

H'910+N×32 

H'912+N×32

LAFM
フィールド

x／N：0～31メールボックス番号を表します。
 

図 17.5 アクセプタンスフィルタ 

ビットがLAFMにセットされている場合、HCANが一致するCANIDでメールボックスを検索するとき受信されたCAN
の IDの対応するビットは無視されます。ビットがクリアされている場合、受信された CANの IDの対応するビットは格
納されるメールボックスに設定されている STD_ID/EXT_IDと一致していなければなりません。LAFMの構造はメールボ
ックスのメッセージコントロールと同じです。この機能を使用しない場合は 0で埋める必要があります。 
【注】 1. LAFMを使用する場合、HCANはメールボックス 31～メールボックス 0まで一致する IDの検索を開始しま

す。HCANは IDを見つけるとすぐに検索を終了しメッセージをメールボックスに格納します。これは、受信
されたメッセージは 1つのメールボックスにのみ格納されることを示します。 

 2. メッセージが受信され一致するメールボックスが見つかるとメッセージ全体がメールボックスに格納されま
す。LAFMが使用されている場合、STD_ID、RTR、IDE、EXT_IDは受信されたメッセージの STD_ID、RTR、
IDE、EXT_IDで更新されるので、受信前に設定されていたものとは異なります。 

 3. 一度設定を行った LAFMレジスタの設定を変更する際はHCANをHALTモードにセットしてから設定を変更
してください。また、動作中に LAFMにアクセスすることはしないでください。 

 4. 未定義のアドレスにはアクセスしないでください。動作の保証ができません。 
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• LAFMフィールド 
レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

15 ⎯ リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値は保証されま
せん。 

14～4 STDID_LAFM
[10:0] 

CANベース ID[10:0]のフィルタマスクビット[10:0] 

0： メールボックス 0に設定されている CANベース IDの対応す
るビットが有効です。 

1： メールボックス 0に設定されている CANベース IDの対応す
るビットが無効です。 

3、2 ⎯ リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値は保証されま
せん。 

MBx[15]～[16]* H'110 + N×32 

1、0 EXTID_LAFM
[17:16] 

CAN拡張 ID[17:16]のフィルタマスクビット[17:16] 

0：拡張 CANベース IDの対応するビットが有効です。 

1：拡張 CANベース IDの対応するビットが無効です。 

MBx[17]～[18]* H'112 + N×32 15～0 EXTID_LAFM
[15:0] 

CAN拡張 ID[15:0]のフィルタマスクビット[15:0] 

0：拡張 CANベース IDの対応するビットが有効です。 

1：拡張 CANベース IDの対応するビットが無効です。 

【注】 * x／N：0～31 メールボックス番号を表します。 

 
• TTT 

MBCが000に設定されているとこのフィールドはTxトリガタイム（TTT）フィールドになります。TTTは2つの16
ビットリードライト可能なエリアから成ります。 

15

0 0 0 0 0 0 0 0

Txトリガタイム（絶対値）

Offset[3:0] Rep_Count[3:0]

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

MBx[15] ～[16] 

MBx[17] ～[18]

16ビット

16ビット

レジスタ名
アドレス データバス

アクセス
サイズ

フィールド
ネームHCAN0

H'110+N×32 

H'112+N×32

HCAN1 

H'910+N×32 

H'912+N×32

Tx トリガ
コントロール
フィールド

 
図 17.6 Txトリガコントロールフィールド 

 
• Txトリガタイムフィ－ルド 

レジスタ名 アドレス ビット ビット名 説   明 

MBx[15]～[16]* H'110+N×32 15～0 TTT Txトリガタイム 

メッセージ送信のトリガとなる時間を絶対値で設定。 

15～12 ― リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値は保障されま
せん。 

11～8 Offset オフセット 

7～4 ― リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。初期値の読み出し値は保障されま
せん。 

MBx[17]～[18]* H'112+N×32 

3～0 Rep_Count[3:0] リピートカウンタ 

送信の周期を設定します。 

【注】 * x／N：0～31 メールボックス番号を表します。 
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最初の 16ビットでメッセージ送信のトリガとなる時間を絶対値で設定します。次の 16ビットでは送信が開始すべき
場所（オフセット）と周期的送信の周波数などのシステムマトリックスにおける基本サイクルを設定します。TXPRがセ
ットされた場合、対応する Txトリガタイム（TTT）、リピートカウンタ、オフセットは内部レジスタにダウンロードさ
れます。内部 TTTレジスタが TCNTRに一致し、内部オフセットがサイクルカウンタレジスタ（CCR）に一致する場合、
対応するメールボックスは自動的に送信を開始します。本機能を使用するには、TTE（タイムトリガイネーブル）ビット
が有効（1に設定）で、タイマ（TCNTR）が動作していること（TCR15＝1）が必要です。TTEが 0にクリアされていて
対応する TXPRビットがセットされると、直ちに送信キューをつなげます。リピートカウンタが 0でない場合、送信は
CCR＝オフセットから CCR＝MAX_CYCLEまで Rep_Countの基本サイクルを周期にして行われます。このように一度
TXPRがソフトウェアによって設定されると、周期的送信を続けるために HCANは対応する TXPRをクリアしません。
周期的送信を停止させるには TXPRが TXCRによってクリアされるか Rep_Countフィールドがクリアされる必要があり
ます。リピートカウンタが 0の場合プログラムされた基本サイクル（CCR＝Offsetで TCNTR＝TTT）での送信は 1回し
か発生しません。 

コンペアマッチタイマクリア／セット機能が使用されている場合（TCMR0または CCMによって）、Txトリガタイム

は TCNTRサイクル以外では設定しないでください。タイムトリガ送信中は 1回のトリガ送信ならトリガすることができ、

それらの間隔の最小値が 200周辺クロックサイクルなら可能です。 
 

17.4 HCANコントロールレジスタ 
この章では、HCANコントロールレジスタについて説明します。表 17.4にアドレスマップを示します。 

【注】 これらのレジスタは 16ビットサイズでのみアクセスできます。 

表 17.4 HCANコントロールレジスタ 
チャネル アドレス レジスタ名 略称 アクセスサイズ 

（ビット） 

H'FFFFD000 マスタコントロールレジスタ_0 MCR_0 16 

H'FFFFD002 ジェネラルステータスレジスタ_0 GSR_0 16 

H'FFFFD004 HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタ 1_0 HCANⅡ_BCR1_0 16 

H'FFFFD006 HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタ 0_0 HCANⅡ_BCR0_0 16 

H'FFFFD008 インタラプトレジスタ_0 IRR_0 16 

H'FFFFD00A インタラプトマスクレジスタ_0 IMR_0 16 

0 

H'FFFFD00C 送信エラーカウンタ_0／受信エラーカウンタ_0 TEC_0/REC_0 16 

H'FFFFD800 マスタコントロールレジスタ_1 MCR_1 16 

H'FFFFD802 ジェネラルステータスレジスタ_1 GSR_1 16 

H'FFFFD804 HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタ 1_1 HCANⅡ_BCR1_1 16 

H'FFFFD806 HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタ 0_1 HCANⅡ_BCR0_1 16 

H'FFFFD808 インタラプトレジスタ_1 IRR_1 16 

H'FFFFD80A インタラプトマスクレジスタ_1 IMR_1 16 

1 

H'FFFFD80C 送信エラーカウンタ_1／受信エラーカウンタ_1 TEC_1/REC_1 16 

 

17.4.1 レジスタの説明 
レジスタ説明で使用される記号は以下を意味しています。 
初期値 ：リセット後のレジスタ値 
― ： 不定値 
R/W ： リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 
R ： リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 
R/WC0 ： リードおよびライト可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 
R/WC1 ： リードおよびライト可。1を書き込むとビットは初期化されますが、0の書き込みは無視されます。 
W ： ライトのみ可。リードは禁止されています。予約ビットの場合、書き込む値は常に 0にしてください。 
―/W ： ライトのみ可。読み出し値は不定です。 
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17.4.2 マスタコントロールレジスタ_n（MCR_n）（n＝0、1） 
マスタコントロールレジスタ（MCR）は 16ビットのリードライト可能なレジスタで、HCANを制御します。 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TST7 TST6 TST5 TST4 TST3 TST2 TST1 TST0 MCR7  MCR5 MCR4  MCR2 MCR1 MCR0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W – R/W R/W – R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 TST7 0 R/W テストモード 

本ビットは、TST[6:0]によって設定されるテストモードを有
効／無効にします。このビットをセットすると、以下の
TST[6:0]が有効になります。 

0：HCANはノーマルモード 

1：HCANはテストモード 

14 TST6 0 R/W ライト CANエラーカウンタ 

本ビットは TEC（送信エラーカウンタ）REC（受信エラーカ
ウンタ）をライト可能にします。同じ値が、同時に TECと
RECにライトされます。TEC/RECにライトできる最大値は
D'255（H'FF）です。これは HCANを強制的にバスオフ状態
にできないことを示しています。TEC/RECにライトする前に
HCANをホルトモードにする必要があります。また、
TEC/RECにライトするときは、TST7（MCR15）を 1にセッ
トしてください。TECに書いた値が RECに使用されます。

0：TEC/RECライト不可、リードオンリ 

1：TEC/REC同時に同じデータをライト可能 

13 TST5 0 R/W 強制エラーパッシブ 

本ビットは、HCANをエラーカウンタにかかわらず強制的に
エラーパッシブノードにします。 

0： HCANの状態は、エラーカウンタによって決まります。

1： HCANはエラーカウンタにかかわらずエラーパッシブ
ノードとなります。 

12 TST4 0 R/W 自動アクノレッジモード 

セルフテストを有効にするためにHCANが自分自身のアクノ
レッジビットを生成することを許可します。セルフテストモ
ードを行うために、送信されたメッセージはリードバックさ
れる必要があり、このための 2つの設定方法があります。1
つ目は（Enable Internal Loop＝1 & Disable Tx Output＝1 & 
Disable Rx Input＝1）を設定し、Txは内部で Rxに供給され
ます。2つ目は（Enable Internal Loop＝0 & Disable Tx Output
＝0 & Disable Rx Input＝0）を設定して CANバス上で Txと
Rxを接続し、送信されたデータは CANバスを利用して受信
することができます。 

0：HCANは自分自身のアクノレッジを生成しません。 

1：HCANは自分自身のアクノレッジを生成します。 

11 TST3 0 R/W エラーカウンタ無効 

エラーカウンタ（TEC/REC）を有効／無効にします。このビ
ットを無効にすると、エラーカウンタ(TEC/REC)は変化せず
値を保持します。このビットを有効にすると、エラーカウン
タ(TEC/REC)は CAN仕様に従って動作します。 

0： エラーカウンタ（TEC/REC）は CAN仕様に従って動作
します。 

1： エラーカウンタ（TEC/REC）は変化せず値を保持しま
す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 TST2 0 R/W Rx入力無効 

CANインタフェースブロックに供給されるRxを制御します。
本ビットが有効に設定されると、Rx端子の値が CANインタ
フェースブロックに供給されます。無効に設定されると CAN
ブロックの Rx値は常にその値が保持されるか、Enable 
Internal Loop＝1の場合は内部で接続された Txの値になりま
す。 

0： 外部 Rx端子の値が CANインタフェースブロックに供
給される。 

1： Enable Internal Loop＝0の場合：CANインタフェース
ブロックに対して Rxの値を保持します。 

 Enable Internal Loop＝1の場合：CANインタフェース
ブロックに対して内部で Txの値を供給します。 

9 TST1 0 R/W Tx出力無効 

送信データ出力または保持データのための Txを制御します。
本ビットが有効に設定されると、内部の送信出力端子の値が
Tx端子上に現れます。無効に設定されると Tx値は常に値が
保持されているデータになります。 

0： 外部 Tx端子の値が CANインタフェースブロックから
供給される。 

1： 内部ループ有効＝0の場合：Txの値を保持します。 

 内部ループ有効＝1の場合：Txは内部 Rxへ供給されま
す。 

8 TST0 0 R/W 内部ループ有効 

内部 TXから内部 Rxへのループバックを有効／無効にしま
す。詳細は「17.7.1 テストモード設定」を参照してくださ
い。 

0：Rxは Rx端子から供給されます。 

1：Rxは内部 Txから供給されます。 

7 MCR7 0 R/W HCAN-Ⅱスリープモード解除 

MCR7は自動解除モードを有効／無効にします。本ビットが
セットされると、HCANは CANバスのアクティブ（ドミナン
トビット）を検出して自動的にスリープモード（MCR5）を
解除します。MCR7がセットされていないとき HCANは自動
的にスリープモードを解除しません。 

0：CANバスのアクティブによる自動解除を無効 

1：CANバスのアクティブによる自動解除を有効 

6 ⎯ 0 R リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されませ
ん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 MCR5 0 R/W HCAN-Ⅱスリープモード 

スリープモードへの遷移を有効／無効にします。本ビットが
セットされるとスリープモードが有効になります。HCANは、
スリープモードになる前に現在のバスアクセスの終了を待ち
ます。このモードが終了するまで HCANは CANバスの動作
を無視します。2つのエラーカウンタ（REC、TEC）はスリ
ープモード中とその後で値は同じです。スリープモードを解
除するには 2つの方法があります。 

このビットに 0をライトする。 

MCR7が有効の場合、CANバス上のドミナントビットを検出

スリープモードを解除するとき HCANは再起動前に 11のリ
セッシブビットをチェックすることで CANバスと同期を取
ります。これは 2番目の方法が使用されているときに HCAN
が最初のメッセージを受信できないことを意味しますが、
CANトランシーバも同じ特長を持ち、ソフトウェアはこの方
法で設計される必要があります。 

【注】 このモードはモジュールをホルトモードにしたりク
ロックを停止するのと同じです。これは、スリープモ
ードに遷移するときに割り込みは IRR0から生成され
ることを意味します。スリープモード中は MPIブロッ
ク、すなわち、MCR/GSR/IRR/IMRだけがアクセス可
能です。しかし、IRR1はスリープモード中にクリア
することはできません。なぜならば、IRR1は RXPR
というスリープモード中にクリアすることができな
い信号と ORをとっているからです。したがって、必
ず最初にホルトモードを設定してからスリープモー
ドに設定してください。 

0：HCANスリープモードが解除されています。 

1：HCANスリープモードへの遷移が有効です。 

【重要】 

スリープモード中 MBにはアクセスしないでください。ス
リープモードを使用するとき、使用制限があります。 

章末の「17.8 使用上の注意事項」を必ずお読みください。

4 MCR4 0 R/W CANエンディアンモード 

本ビットはHCANがメッセージをリトルエンディアンで送信
するかビッグエンディアンで送信するかを制御します。つま
り、このビットを使用することで HCANと外部のネットワー
クで異なるエンディアンにすることもできます。このビット
はデータフィールドが送受信するときのみ有効であることに
留意してください。 

0：データフィールドがビッグエンディアンで送受信 

1：データフィールドがリトルエンディアンで送受信 

3 ⎯ 0 R/W リザーブビットです。 

初期値を保持してください。 

2 MCR2 0 R/W メッセージ送信方式選択 

本ビットはメールボックスが送信用に設定されている送信待
ちの送信データの送信順序を選択します。 

このビットをセットした場合、送信データは送信待ちレジス
タ（TXPR）の送信設定ビットに対応するMB番号の大きい順
（メールボックス 31 → メールボックス 1）に送信されます。

【重要】 

タイマトリガ送信中この機能は使用できません。 

このビットがクリアされると、送信メッセージは送信待ちレ
ジスタ（TXPR）の送信設定ビットに対応するメッセージボッ
クスに設定されたメッセージ IDに RTRビットと IDEビット
を含めたアービトレーションフィールド値の小さい順に送信
キューに入ります。 

0：メッセージ ID優先順に送信 

1：メールボックス番号順（メールボックス 31→メールボッ
クス 1）に送信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 MCR1 0 R/W ホルトリクエスト 

本ビットをセットすると CANコントローラは現在の動作を
終了し CANバスを切り離します。HCANは、本ビットがクリ
アされるまでホルトモードのままになります。ホルトモード
中 CANインタフェースは CANバス動作に関係せず、メッセ
ージの格納や送信も行いません。すべてのレジスタとメール
ボックスの内容は保持されます。HCANが送信や受信を行っ
ている場合、その動作を終了しホルトモードになります。CAN
バスがアイドルまたはインタミッション状態の場合、HCAN
は直ちにホルトモードになります。ホルトモードになると
IRR0と GSR4によって通知されます。バスオフ中にホルト
がリクエストされると HCAN-Ⅱは 128 × 11のリセッシブビ
ット後でもバスオフのまま保持します。この状態を解除する
にはホルト状態がソフトウェアによって解除される必要があ
ります。 

ホルトモード中、HCANはバス動作に関係しないため、HCAN
構成を変更することができます。CANバス動作に再び参加す
るには、このビットが 0にクリアされる必要があります。ク
リア後、CANインタフェースは 11のリセッシブビットが検
出されるまで待ち、CANバスに参加します。 

0：通常動作モード 

1：ホルトモード遷移リクエスト 

0 MCR0 1 R/W リセットリクエスト 

HCANモジュールのリセットを制御します。リセットリクエ
ストを検出後、HCANコントローラはリセットルーチンに入
り、内部ロジックを再び初期化して、リセットモードを通知
するため GSR3と IRR0をセットして、リセットモードとな
ります。再初期化中、すべてのレジスタがクリアされます。

このビットは CANバスに参加するためには、0をライトして
クリアされなければなりません。クリア後、HCANを再構成
する必要があり 11のリセッシブビットの検出を待たねばな
らず、それから CANバスに参加できます。 

パワーオンリセット後、このビットと GSR3は常にセットさ
れます。これは、リセットがリクエストされ HCANが再構成
モードに入ったことを示します。 

0：CANインタフェースノーマルモード（MCR0＝0 & GSR3
＝0） 

設定条件：HCANリセット後 0がライトされたとき 

1：CANインタフェースのリセットモード遷移リクエスト
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17.4.3 ジェネラルステータスレジスタ_n（GSR_n）（n＝0、1） 
 
ジェネラルステータスレジスタ（GSR）は 16ビットのリードオンリレジスタで、HCANの状態を示します。 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

           GSR5 GSR4 GSR3 GSR2 GSR1 GSR0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 

R/W： – – – – – – – – – – R R R R R R 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～6 ⎯ すべて 0 ⎯ リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されませ
ん。 

5 GSR5 0 R エラーパッシブステータス 

CANインタフェースがエラーパッシブかどうかを示します。
本ビットはHCANがエラーパッシブ状態になるとすぐにセッ
トされ、エラーアクティブ状態になるとクリアされます。こ
れは、エラーパッシブ中とバスオフ中は本ビットがハイレベ
ルを保持することを意味します。したがって、正確な状態を
知るには GSR5と GSR0の両方を調べてください。 

0：HCANはエラーパッシブではありません。 

設定条件：HCANがエラーアクティブ状態の間 

1：HCANがエラーパッシブです。（ただし、GSR0＝0の
場合） 

設定条件：TEC ≥ 128または REC ≥ 128のとき 

4 GSR4 0 R ホルト／スリープステータス 

CANインタフェースがホルト／スリープ状態かどうかを示し
ます。 

0： HCANはホルトステートでもスリープ状態でもありま
せん。 

1： ホルトモード（MCR1＝1の場合）またはスリープモー
ド（MCR5＝1の場合）です。 

設定条件： MCR1がセットされ、CANバスがインタミッシ
ョンかアイドル状態の場合 

3 GSR3 1 R リセットステータス 

CANインタフェースがリセットステート（コンフィギュレー
ションモード）かどうかを示します。 

0：通常動作 

設定条件：HCAN内部リセット後 

1：リセットステート（コンフィギュレーションモード） 

2 GSR2 1 R メッセージ送信終了フラグ 

HCANが送信リクエスト処理中か終了しているかをホスト
CPUに示します。本ビットは TXPRのすべてのビットの OR
です。IRR8（スロットエンプティ）は TXACK/ABACKのビ
ットの ORであることに注意してください。 

0：送信処理中です。 

1：送信リクエスト中のメッセージはありません。 

1 GSR1 0 R 送信／受信ワーニングフラグ 

エラーワーニングを示します。 

0： リセット条件：TEC < 96かつ REC < 96または TEC ≥ 
256のとき 

1： 96 ≤ TEC < 256または 96 ≤ RECのとき 

0 GSR0 0 R バスオフフラグ 

HCANがバスオフ状態であることを示します。 

0：リセット条件：バスオフ状態から復帰 

1：TEC ≥ 256（バスオフ状態） 
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17.4.4 HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタ n（HCANⅡ_BCR0_n、HCANⅡ_BCR1_n）
（n＝0、1） 

 
ビットタイミング設定レジスタ（以下、BCR0、BCR1と表記）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、CAN

ビットタイミングパラメータと CANインタフェースのボーレートプリスケーラを設定します。 
以下、タイムクォンタムを以下のとおり定義します。 

 
タイムクォンタム＝｛ BRP［7：0］＋ 1 ｝／ fclk 

 
ここで、BRP（ボーレートプリデバイダ）は BCR0に格納されている値、fclkは PΦ（周辺クロック）とします。 

 

BCR1 

TSEG1と TSEG2の設定については、表 17.4を参照してください。 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TSEG1[3:0]  TSEG2[2:0]   SJW[1:0]   EG BSP

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W – R/W R/W R/W – – R/W R/W – – R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

12 

 

TSEG1[3] 

TSEG1[2] 

TSEG1[1] 

TSEG1[0] 

0 

0 

0 

0 

 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

タイムセグメント 1(TSEG1[3:0] = BCR1[15:12]) 

出力バッファアブソービング、CANバス、入力バッファ遅延の
セグメントを設定します。4～16 タイムクォンタムが設定でき
ます。 

0000：設定禁止 

0001：設定禁止 

0010：設定禁止 

0011：PRSEG + PHSEG1 = 4 タイムクォンタム 

0100：PRSEG + PHSEG1 = 5 タイムクォンタム 

  ： 

1111：PRSEG + PHSEG1 = 16 タイムクォンタム 

11 ⎯ 0 ⎯ リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。

10 

9 

8 

TSEG2[2] 

TSEG2[1] 

TSEG2[0] 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

タイムセグメント 2(TSEG2[2:0] = BCR1[10:8]) 

1ビットタイムエラー訂正のセグメントを設定します。2～8タ
イムクォンタムが設定できます。 

000：設定禁止 

001：PHSEG2 = 2 タイムクォンタム（条件によっては設定
禁止です。表 17.5を参照してください。） 

010：PHSEG2 = 3 タイムクォンタム 

011：PHSEG2 = 4 タイムクォンタム 

100：PHSEG2 = 5 タイムクォンタム 

101：PHSEG2 = 6 タイムクォンタム 

110：PHSEG2 = 7 タイムクォンタム 

111：PHSEG2 = 8 タイムクォンタム 

7、6 ⎯ すべて 0 ⎯ リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。

5 

4 

SJW[1] 

SJW[0] 

0 

0 

R/W 

R/W 

再同期ジャンプ幅 (SJW[1:0] = BCR0[5:4]) 

同期ジャンプ幅を設定します。 

00：1 タイムクォンタム 

01：2 タイムクォンタム 

10：3 タイムクォンタム 

11：4 タイムクォンタム 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 ⎯ すべて 0 ⎯ リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。

1 EG 0 R/W エッジ選択（EG=BCR1[1]） 

再同期に使用するエッジを選択します。スタンダード CANに
従う場合 0を選択してください。 

0： 再同期は Rxの立ち下がりエッジで行われます。 

1： 再同期は Rxの立ち下がりと立ち上がりの両エッジで行
われます。 

0 BSP 0 R/W ビットサンプルポイント（BSP=BCR1[0]） 

データがサンプリングされるポイントを設定します。 

【重要】 

BRP[7:0]が 4未満の場合のみ、3箇所のサンプリングも使用可
能です。 

0： 1箇所でビットサンプリングが行われます。（タイムセ
グメント 1の最後） 

1： 3箇所でビットサンプリングが行われます。（タイムセ
グメント 1の 最後とその前後 1 タイムクォンタム） 

 

BCR0 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

         BRP7 BRP6 BRP5 BRP4 BRP3 BRP2 BRP1 BRP0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： – – – – – – – – R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 ⎯ すべて 0 ⎯ リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されません。

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

BRP[7] 

BRP[6] 

BRP[5] 

BRP[4] 

BRP[3] 

BRP[2] 

BRP[1] 

BRP[0] 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

ボーレートプリスケール(BRP[7:0] = BCR0[7:0]) 

1タイムクォンタムを設定します。 

00000000：1 × PΦ（周辺クロック） 

00000001：2 × PΦ（周辺クロック） 

00000010：3 × PΦ（周辺クロック） 

    ：    (BRP + 1)  × PΦ（周辺クロック） 

11111111：256 × PΦ（周辺クロック） 

 
ビットコンフィグレジスタについて 

1ビットタイム（9～25 タイムクォンタム）

SYNC_SEG PRSEG PHSEG1

TSEG1

1 4-16 2-8

TSEG2

PHSEG2

タイムクォンタム
 

SYNC_SEG ： CANバス上のノードの同期を確立するセグメント（通常のビットエッジ遷移がこのセグメントで発生
します。） 

PRSEG ： ネットワーク間での物理的な遅延を調整するセグメント 
PHSEG1 ： フェーズドリフト（正方向）のバッファセグメント（同期または再同期の際、拡張されます。） 
PHSEG2 ： フェーズドリフト（負方向）のバッファセグメント（同期または再同期の際、縮小されます。） 

 
CANバスビットレートは以下のとおり計算されます。 
ビットレート算出式① 

ビットレート ＝ fclk ／｛（BRP［7：0］＋1）× （ （TSEG1［3：0］＋1）+ （TSEG2［2：0］＋1）+  SYNC_SEG ）｝ 
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SYNC_SEGは、1タイムクォンタムに固定されています。 
fclk＝Pφ （周辺クロック） 

BCR設定は以下を満足するように設定してください。 
TSEG1 > TSEG2 ≥ SJW（SJW＝1～4） 
TSEG1 + TSEG2 + 3＝8～25タイムクォンタム 

ビットタイミング設定レジスタで TSEG1と TSEG2は表 17.5に示される設定値が上述の設定を満足します。 

表 17.5 TSEG1, TSEG2設定 
TSEG2(BCR[10:8]) 

001 010 011 100 101 110 111 

 

2 3 4 5 6 7 8 

0011 4 No Yes No No No No No 

0100 5 Yes Yes Yes No No No No 

0101 6 Yes Yes Yes Yes No No No 

0110 7 Yes Yes Yes Yes Yes No No 

0111 8 Yes Yes Yes Yes Yes Yes No 

1000 9 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

1001 10 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

1010 11 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

1011 12 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

1100 13 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

1101 14 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

1110 15 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

TSEG1 

(BCR 

[15:12]) 

1111 16 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 

 
例： 
1. Pφ（周辺クロック）周波数 fclkが 20MHzでビットレートを 1Mbpsとする場合、ビットレート算出式①より BRP[7：

0]＝1、TSEG1[3：0]＝5、TSEG2[2：0]＝2の条件を満たします。この場合、BCR1には H'5200、BCR0には H'0001
をライトすることになります。 

2. 周辺クロック周波数 fclkが 16MHzでビットレートを 500kbpsの場合、BRP[7：0]＝1、TSEG1[3：0]＝9、TSEG2[2：
0]＝4が条件を満たします。この場合、BCR1には H'9400、BCR0には H'0001をライトすることになります。 

 
【重要】BRP[7：0]＝H'00000000設定時 
    TSEG2[2：0] ≠ H'001 
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17.4.5 インタラプトレジスタ_n (IRR_n)（n＝0、1） 
インタラプトレジスタ（IRR）は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、各種の割り込みのステータスフラグ

です。 
 

• IRR 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IRR15 IRR14 IRR13 IRR12 IRR11 IRR10 IRR9 IRR8 IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 IRR15 0 R/W タイマコンペアマッチ割り込みフラグ 1 

タイマコンペアマッチレジスタ 1（TCMR1）のコンペアマッ
チ条件が発生したことを示します。TCMR1に設定された値が
タイマ値に一致する（TCMR1＝TCNTR）と本ビットがセッ
トされます。TCMR1が H'0000のときこのビットはセットさ
れません。 

0：タイマコンペアマッチが TCMR1に発生していません。

クリア条件：1をライト 

1：タイマコンペアマッチが TCMR1に発生しています。 

セット条件：TMR1=0のとき、TCMR1がタイマ値に一致
（TCMR1＝TCNTR）。または、TMR1 = 1
のとき、TCMR1が Cycle_Count + 
TCNTR[15:4]に一致。 

14 IRR14 0 R/W タイマコンペアマッチ割り込みフラグ 0 

タイマコンペアマッチレジスタ 0（TCMR0）のコンペアマッ
チ条件が発生したことを示します。TCMR0に設定された値
が、タイマ値に一致（TCMR0＝TCNTR）すると、本ビット
がセットされます。TCMR0が H'0000のときこのビットはセ
ットされません。 

0：タイマコンペアマッチが TCMR0に発生していません。

クリア条件：1をライト 

1：タイマコンペアマッチが TCMR0に発生しています。 

セット条件：TCMR0がタイマ値に一致（TCMR0＝TCNTR）

13 IRR13 0 R/W タイマオーバラン割り込みフラグ 

タイマがオーバランし、LOSR（ローカルオフセットレジスタ）
の値にリセットされたことを示します。TCMR0がタイマ値を
クリアセットすることが有効にされているときと H'FFFFに
セットされるときも本ビットはセットされます。 

0：タイマはオーバランしていません。 

クリア条件：1をライト 

1：タイマがオーバランしています。 

セット条件：タイマ（TCNTR）が H'FFFFから H'0000に
変化 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 IRR12 0 R/W バス動作割り込みフラグ 

CANバスアクティビティの存在を示します。HCANがスリー
プモードで、リセッシブからドミナントへのビット遷移が
CANバス上で行われると、本ビットはセットされます。マス
タコントロールレジスタで割り込み動作は設定されます
（MCR7が自動起動モード）。このビットに 1をライトする
と割り込みがクリアされます。0をライトすると無視されま
す。 

0：バスアイドル状態 

クリア条件：1をライト 

1：CANバスアクティビティが HCANスリープモードで検
出 

セット条件： スリープモード中にリセッシブからドミナン
トへのビット遷移を検出 

11 IRR11 0 R/W タイマコンペアマッチ割り込みフラグ 2 

タイマコンペアマッチレジスタ 2（TCMR2）のコンペアマッ
チ条件が発生したことを示します。TMCR2に設定された値が
タイマ値に一致（TCMR2＝TCNTR）、または、Cycle_Count 
+ TCNTR[15:4]に一致すると本ビットがセットされます。ど
ちらに一致するかは TMR2（タイマモードレジスタ）の設定
によって決まります。TCMR2が H'0000のときこのビットは
セットされません。 

0：タイマコンペアマッチが TCMR2に発生していません。

クリア条件：1をライト 

1：タイマコンペアマッチが TCMR2に発生しています。 

セット条件： TMR2＝0のとき TCMR2がタイマ値に一致
（TCMR2＝TCNTR） 

 TMR2＝1のとき TCMR2が Cycle_Count + 
TCNTR[15:4]に一致 

10 IRR10 0 R/W サイクルカウンタオーバラン割り込みフラグ 

Cycle_Counterが最大値（CMAX）に達したことを示します。
CCRカウンタが CMAX値に一致したとき（CCR＝CMAX）、
本ビットはセットされ CCRがクリアされます。CMAX＝0を
設定することによって Cycle_Counterが無効とされ、割り込
みが生成されないことに注意してください。 

0：サイクルカウンタは CMAXに達していないか CMAX＝0
です。 

クリア条件：1をライト 

1：サイクルカウンタは CMAXに達していて CMAXが 0以
外です。 

セット条件：CCRが CMAXに一致（CCR＝CMAX） 

9 IRR9 0 R メッセージオーバラン／オーバライト割り込みフラグ 

メールボックスに存在しているメッセージが読まれていない
状態で新しいメッセージが受信されたことを示すステータス
フラグです。（RXPRまたは RFPRが 1にセットされている
ために起こります。）新しく受信されたメッセージは NMC（ニ
ューメッセージコントロール）の設定によって捨てられる（オ
ーバラン）かまたは上書き（オーバライト）されます。本ビ
ットは UMSR（未読メッセージステータスレジスタ）の対応
するビットに 1をライトすることでクリアされます。0をラ
イトすると無視されます。 

0： オーバラン／オーバライトのメッセージはありません。

クリア条件：UMSRのすべてのビットをクリア 

1： 受信メッセージがオーバランし格納が拒否されたかメ
ッセージが上書きされました。 

セット条件： RXPRかRFPRが 1にセットされMBIMR＝0
のときにメッセージ受信 

 



17. コントローラエリアネットワーク-Ⅱ（HCAN-Ⅱ） 

Rev.5.00  2010.02.23  17-26 
RJJ09B0181-0500 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 IRR8 0 R メールボックス空き割り込みフラグ 

メッセージが送信または送信取り消しが正常終了し、メール
ボックスが次の送信用メッセージデータを受け入れる準備が
できていることを示します。本ビットは TXPRビットのうち
少なくとも 1ビットがクリアされるとセットされます。本ビ
ットはTXACKとABACKビットのORによってセットされま
す。したがって TXACKと ABACKのすべてのビットがクリア
されると自動的に本ビットもクリアされます。0をライトす
ると無視されます。本ビットは GSR2と異なり、すべての
TXPRビットがリセットされることを意味しないことに注意
してください。 

0： 送信または送信待ち取り消しするメッセージが処理中
ではありません。 

クリア条件：TXACKと ABACKのすべてのビットがクリア

1： メッセージが送信またはアボートされ新しいメッセー
ジが格納可能です。 

セット条件： 送信完了または送信取り消し完了（MBIMR＝
0の場合TXACKまたはABACKのビットがセ
ット）により TXPRの 1つのビットがクリア
されたとき。 

7 IRR7 0 R/W オーバロードフレーム割り込みフラグ 

HCANがオーバロードフレームを送信したことを示します。
本ビットの位置に 1をライトすることでリセットされるまで
ラッチされた状態を保持します。0をライトすると無視され
ます。 

0：クリア条件：1をライト 

1：セット条件：オーバロードフレームを送信 

6 IRR6 0 R/W バスオフ／バスオフ復帰割り込みフラグ 

HCANがバスオフ状態になったとき、または、バスオフ状態
を解除しエラーアクティブに戻ったとき本ビットはセットさ
れます。ノードの TEC ≥ 256またはバスオフの状態で 11リ
セッシブビットを 128回受信したという条件が存在している
ためです。本ビットは HCANノードがバスオフを解除しても
ラッチされ続けるので、ソフトウェアでクリアする必要があ
ります。HCANがバスオフかエラーアクティブかを判定する
には GSR0をリードしてください。たとえバスオフ状態でも
1をライトするとクリアされます。0をライトすると無視され
ます。 

0： クリア条件：1をライト 

1： 送信エラーによるバスオフ状態またはバスオフから復
帰したエラーアクティブ状態 

セット条件： TEC ≥ 256またはバスオフの状態で連続 11
レセシブビットを 128回受信したとき 

5 IRR5 0 R/W エラーパッシブ割り込みフラグ 

送信または受信エラーカウンタによるエラーパッシブ状態を
示します。1をライトするとクリアされます。0をライトする
と無視されます。本ビットをクリアしてもノードはエラーパ
ッシブのままになります。 

0：クリア条件：1をライト 

1：送受信エラーによるエラーパッシブ状態 

セット条件 TEC ≥ 128または REC ≥ 128のとき 

4 IRR4 0 R/W 受信ワーニング割り込みフラグ 

受信エラーカウンタ（REC）が 96を超えた場合、本ビットは
セットされラッチされます。1をライトするとクリアされま
す。0をライトすると無視されます。割り込みがクリアされ
るとき RECは 96より大きい値を保持します。 

0：クリア条件：1をライト 

1：受信エラーによるエラーワーニング状態 

セット条件：REC ≥ 96のとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 IRR3 0 R/W 送信ワーニング割り込みフラグ 

送信エラーカウンタ（TEC）が 96を超えた場合、本ビットは
セットされラッチされます。1をライトするとクリアされま
す。0をライトすると無視されます。割り込みがクリアされ
るとき TECは 96より大きい値を保持します。 

0：クリア条件：1をライト 

1：送信エラーによるエラーワーニング状態 

セット条件：TEC ≥ 96のとき 

2 IRR2 0 R リモートフレームリクエスト割り込みフラグ 

リモートフレームがメールボックスに受信されたことを示し
ます。本ビットは少なくとも 1つの受信メールボックスにリ
モートフレーム送信リクエストがある場合にセットされま
す。リモートリクエスト待ちレジスタ（RFPR）のすべてのビ
ットがクリアされることによってこのビットもクリアされま
す。ライトすると無視されます。 

0：クリア条件：RFPRのすべてのビットをクリア 

1：少なくとも 1つのリモートリクエストがペンディング 

セット条件：リモートフレームが受信され対応する MBIMR
が 0 

1 IRR1 0 R 受信メッセージ割り込みフラグ 

受信されたペンディングデータフレームがあることを示しま
す。少なくとも 1つの受信メールボックスにペンディングメ
ッセージがある場合、本ビットはセットされます。受信メッ
セージ待ちレジスタ（RXPR）のすべてのビットがクリアさ
れると（どの受信メールボックスにもペンディングメッセー
ジがない）、本ビットもクリアされます。設定された各受信
メールボックスの論理 ORです。ライトすると無視されます。

0：クリア条件：RXPRのすべてのビットをクリア 

1：データフレームが受信されメールボックスに格納 

セット条件：データが受信され対応するMBIMRが 0 

0 IRR0 1 R/W リセット／ホルト／スリープ割り込みフラグ 

CANインタフェースがリセットまたはホルトされていて、現
在HCANがコンフィギュレーションモードかスリープモード
であることを示します。MCR0（ソフトウェアリセット）ま
たは、MCR1（ホルト）、MCR5（スリープ）リクエストが発
生する場合ホスト CPUに HCANの状態の変化を通知するた
め割り込みが本ビットを使用して生成されます。HCANの状
態を知るためにこのビットがセットされた後に GSRをリー
ドすることもできます。 

【重要】スリープモードリクエストが必要な場合、あらかじ
めホルトモードを使用してください。詳細はMCR5を参照し
てください。 

0： クリア条件：1をライト 

1： ソフトウェアリセットモード、または、ホルトモード、
ホルトモードなしのスリープモードへの遷移 

セット条件： MCR0（ソフトウェアリセット）または、
MCR1（ホルト）、MCR5（スリープ）がリ
クエストされてから、リセット／ホルト処理
が終了したとき 
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17.4.6 インタラプトマスクレジスタ_n（IMR_n）（n＝0、1） 
インタラプトマスクレジスタ（IMR）は 16ビットのレジスタで、インタラプトレジスタ（IRR）の対応する割り込み

要求が出力されるのをマスクします。対応するビットが 1に設定されていると割り込みリクエストはマスクされます。本
レジスタはいつでもリード/ライトできます。IMRは割り込み要求の生成を制御しますが IRRの対応するビットの設定を
制御するわけではありません。 
 

• IMR 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 IMR15 IMR14 IMR13 IMR12 IMR11 IMR10 IMR9 IMR8 IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 IMR0

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

IMR15 

IMR14 

IMR13 

IMR12 

IMR11 

IMR10 

IMR9 

IMR8 

IMR7 

IMR6 

IMR5 

IMR4 

IMR3 

IMR2 

IMR1 

IMR0 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

対応する IRR[15:0]の割り込みをマスクします。本ビットがセ
ットされると、IRRの設定は保持されますが割り込みはマス
クされます。 

0： 対応する IRRはマスクされません。（割り込み要求が
条件に従って生成されます。） 

1：対応する IRRの割り込みがマスクされます。 
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17.4.7 送信エラーカウンタ_n（TEC_n）（n＝0、1）／ 
受信エラーカウンタ_n（REC_n）（n＝0、1） 

送信エラーカウンタ（TEC）／受信エラーカウンタ（REC）は 16ビットのリード（ライト）レジスタで CANインタ
フェース上の送受信メッセージエラーの数を示すカウンタです。カウント値は CANプロトコル仕様（参考文献[2][3]）に
規定されています。通常のモードではレジスタはリードオンリで CANインタフェースによってのみ書き換えられます。
また、リセットリクエスト（MCR0）またはバスオフによってクリアすることができます。 
テストモード（MCR[15] = MCR[14] = 1）では、このレジスタに書き込むことができます。TECと RECには同じ値し

か書き込むことができません。TECに設定した値が TECと RECに書き込まれます。このレジスタに書き込むとき、HCAN
はホルトモードでなければなりません。この機能はテスト用に限定されます。 
【重要】HCAN-IIのステータスがバスオフ中は、TEC、RECの値は不定となります。 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TEC7 TEC6 TEC5 TEC4 TEC3 TEC2 TEC1 TEC0 REC7 REC6 REC5 REC4 REC3 REC2 REC1 REC0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

 

• TEC/REC 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 TEC7 0 R/W* 

14 TEC6 0 R/W* 

13 TEC5 0 R/W* 

12 TEC4 0 R/W* 

11 TEC3 0 R/W* 

10 TEC2 0 R/W* 

9 TEC1 0 R/W* 

8 TEC0 0 R/W* 

送信エラーカウンタ 

CAN仕様（CAN仕様ドキュメントを参照してください）に基
づく送信中にエラーが検出されると本レジスタ値がインクリ
メントされます。 

7 REC7 0 R/W* 

6 REC6 0 R/W* 

5 REC5 0 R/W* 

4 REC4 0 R/W* 

3 REC3 0 R/W* 

2 REC2 0 R/W* 

1 REC1 0 R/W* 

0 REC0 0 R/W* 

受信エラーカウンタ 

CAN仕様（CAN仕様ドキュメントを参照してください）に基
づく受信中にエラーが検出されると本レジスタ値がインクリ
メントされます。 

【注】 * MCR15＝MCR14＝1でテストモードのときのみライトすることができます。 
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17.5 HCANメールボックスレジスタ 
HCANメールボックスレジスタは各メールボックスを制御します。アドレスは以下に示します。 

 
【注】 HCANメールボックスレジスタはワードサイズ（16ビット）でのみアクセスできます。 
 

表 17.6 HCANメールボックスレジスタ 
チャネル アドレス(バイト) レジスタ名 略称 R/Ｗ アクセスサイズ

（ビット） 

H'D020 送信待ちレジスタ 1_0 TXPR1_0 R/W 

H'D022 送信待ちレジスタ 0_0 TXPR0_0 R/W 

16 

H'D024     

H'D026     

H'D028 送信待ち取り消しレジスタ 1_0 TXCR1_0 R/W 

H'D02A 送信待ち取り消しレジスタ 0_0 TXCR0_0 R/W 

16 

H'D02C     

H'D02E     

H'D030 送信アクノレッジレジスタ 1_0 TXACK1_0 R/W 

H'D032 送信アクノレッジレジスタ 0_0 TXACK0_0 R/W 

16 

H'D034     

H'D036     

H'D038 取り消しアクノレッジレジスタ 1_0 ABACK1_0 R/W 

H'D03A 取り消しアクノレッジレジスタ 0_0 ABACK0_0 R/W 

16 

H'D03C     

H'D03E     

H'D040 受信完了レジスタ 1_0 RXPR1_0 R/W 

H'D042 受信完了レジスタ 0_0 RXPR0_0 R/W 

16 

H'D044     

H'D046     

H'D048 リモートリクエストレジスタ 1_0 RFPR1_0 R/W 

H'D04A リモートリクエストレジスタ 0_0 RFPR0_0 R/W 

16 

H'D04C     

H'D04E     

H'D050 メールボックスインタラプトマスクレジスタ 1_0 MBIMR1_0 R/W 

H'D052 メールボックスインタラプトマスクレジスタ 0_0 MBIMR0_0 R/W 

16 

H'D054     

H'D056     

H'D058 未読メッセージステータスレジスタ 1_0 UMSR1_0 R/W 

H'D05A 未読メッセージステータスレジスタ 0_0 UMSR0_0 R/W 

16 

H'D05C     

0 

H'D05E     
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チャネル アドレス(バイト) レジスタ名 略称 R/Ｗ アクセスサイズ
（ビット） 

H'D820 送信待ちレジスタ 1_1 TXPR1_1 R/W 

H'D822 送信待ちレジスタ 0_1 TXPR0_1 R/W 

16 

H'D824     

H'D826     

H'D828 送信待ち取り消しレジスタ 1_1 TXCR1_1 R/W 

H'D82A 送信待ち取り消しレジスタ 0_1 TXCR0_1 R/W 

16 

H'D82C     

H'D82E     

H'D830 送信アクノレッジレジスタ 1_1 TXACK1_1 R/W 

H'D832 送信アクノレッジレジスタ 0_1 TXACK0_1 R/W 

16 

H'8034     

H'D836     

H'D838 取り消しアクノレッジレジスタ 1_1 ABACK1_1 R/W 

H'D83A 取り消しアクノレッジレジスタ 0_1 ABACK0_1 R/W 

16 

H'D83C     

H'D83E     

H'D840 受信完了レジスタ 1_1 RXPR1_1 R/W 

H'D842 受信完了レジスタ 0_1 RXPR0_1 R/W 

16 

H'D844     

H'D846     

H'D848 リモートリクエストレジスタ 1_1 RFPR1_1 R/W 

H'D84A リモートリクエストレジスタ 0_1 RFPR0_1 R/W 

16 

H'D84C     

H'D84E     

H'D850 メールボックスインタラプトマスクレジスタ 1_1 MBIMR1_1 R/W 

H'D852 メールボックスインタラプトマスクレジスタ 0_1 MBIMR0_1 R/W 

16 

H'D854     

H'D856     

H'D858 未読メッセージステータスレジスタ 1_1 UMSR1_1 R/W 

H'D85A 未読メッセージステータスレジスタ 0_1 UMSR0_1 R/W 

16 

H'D85C     

1 

H'D85E     
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17.5.1 送信待ちレジスタ n（TXPR0n、TXPR1n）（n＝0、1） 
TXPR1と TXPR0は 16ビットのリード／条件付きライトレジスタで CANモジュールの送信待ちフラグを含みます。

TXPR1はメールボックス 31～16を制御し、TXPR0はメールボックス 15～1を制御します。ホスト CPUは対応するビッ
トに 1をライトすることでメールボックスに格納した送信メッセージを送信待ち状態にします。0をライトすると無視さ
れます。TXPRは 0をライトしてもクリアされません。対応する TXCRを設定してクリアしてください。送信待ち状態か
どうかをホスト CPUが判断するために TXPRをリードすることもあります。メールボックス 0以外にはすべてのメール
ボックスに対して送信待ちビットがあります。メールボックスが受信に設定されているとき 1をライトしても無視されま
す。送信のための内部アービトレーションが行われるときに自動的にクリアされます。 

対応するメッセージの送信が正常終了後または、送信待ち取り消しが TXCRから正常にリクエストされるとき、HCAN

が送信待ちフラグをクリアします。CANノードがアービトレーション処理をロストするか、または CANバス上のエラー

によってメッセージが送信されない場合、TXPRはクリアされず、対応するメールボックスのメッセージコントロールの

DART（自動再送信無効）ビットがセットされるまで、HCANは自動的に再送しようとします。DARTビットがセットさ

れると送信待ちはクリアされ、メールボックスエンプティ割り込みフラグ（IRR8）と取り消しアクノレッジレジスタ

（ABACK）の対応するビットを使用して通知されます。 
TXPRが変化する場合、バスアービトレーションをロストしたり CANバス上にエラーがあっても、IDの優先順位

（MCR[2]＝0）で設定されたとおりに最優先のメッセージが常に正しい方法で送信用に与えられることを HCANは確実
に行います。詳細は「17.7 動作説明」を参照してください。 

HCANが TXPRを 0に変更する場合、メールボックス空き割り込み（IRR8）が生成されることがあります。これはメ
ールボックスの送信が正常終了したか送信取り消しされたことを示します。メッセージ送信が正常終了した場合は、
TXACKレジスタに示され、メッセージ送信が取り消された場合は ABACKレジスタに示されます。これらのレジスタを
確認することによって、対応するメールボックスのメッセージデータの内容が次の送信用の準備のために書き換えられま
す。 
【重要】メールボックス 31を送信バッファとして使用するとき使用制限があります。章末の「17.8  使用上の注意事項」

を必ずよくお読みください。 
 

• TXPR1n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TXPR1[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TXPR1 
[15:0] 

すべて 0 R/W* 対応するメールボックスへ CANフレームを送信するようにリ
クエストを出します。ビット 15～0がメールボックス 31～16
にそれぞれ対応します。複数のビットをセットすると、送信順
は MCR2（CAN-IDまたはメールボックス番号順）によって決
まります。 

0：対応するメールボックスが送信メッセージアイドル状態

クリア条件：メッセージ送信またはメッセージ送信待ち
取り消しが完了したとき（自動クリア） 

1：対応するメールボックスに送信リクエストする 

【注】 * メールボックスを送信に設定する 1のみライトすることができます。 
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• TXPR0n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TXPR0[15:1]  

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 TXPR0 
[15:1] 

すべて 0 R/W* CANフレームを送信するように対応するメールボックスへリ
クエストを出します。ビット 15～1がメールボックス 15～1
に対応します。複数のビットをセットすると、送信順はMCR2
（CAN_IDまたはメールボックス番号順）によって決まりま
す。 

0：対応するメールボックスが送信メッセージアイドル状態

クリア条件：メッセージ送信またはメッセージ送信待ち
取り消しが完了したとき（自動クリア） 

1：対応するメールボックスの送信リクエスト 

0 ⎯ 0 R リザーブビットです。 

メールボックスが受信のみなので本ビットは常に 0です。1を
ライトしても無視されます。読み出し値は保証されません。 

【注】 * メールボックスを送信に設定する 1のみライトすることができます。 

 

17.5.2 送信待ち取り消しレジスタ n（TXCR1、TXCR0）（n＝0、1） 
TXCR1と TXCR0は 16ビットのリード／条件付きライトレジスタです。TXCR1はメールボックス 31～16を制御し、

TXCR0はメールボックス 15～1を制御します。このレジスタは、ホスト CPUが TXPRにある送信待ちメッセージを送信
待ち取り消しするために使用されます。TXPRの対応するビットをクリアするためには、ホスト CPUから対応する TXCR
のビットに 1をライトしてください。0をライトすると無視されます。 
送信取り消しが正常に行われると、CANコントローラは対応する TXPRと TXCRのビットをクリアし、ABACKのビ

ットをセットします。しかし、いったん、メールボックスが送信を開始すると、このビットで送信待ち取り消しすること
はできません。この場合、送信が正常終了すると CANコントローラは TXPRと TXCRのビットをクリアし、TXACKの
ビットを設定します。バスのアービトレーションロストやバス上のエラーによって送信が失敗すると、CANコントロー
ラは対応する TXPRと TXCRのビットをクリアし、ABACKのビットをセットします。ホスト CPUによって送信待ちで
はないメールボックス送信を取り消そうとしても無視され、送信のための内部アービトレーションが動作するとき自動的
にクリアされます。 
【重要】送信待ち取り消し方法の詳細は「17.7 動作説明」を参照してください。 
【重要】メールボックス 31を送信バッファとして使用するとき使用制限があります。章末の「17.8  使用上の注意事項」

を必ずよくお読みください。 
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• TXCR1n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TXCR1[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TXCR1 
[15:0] 

すべて 0 R/W* 送信キューにあるメールボックスの送信待ち取り消しをリク
エストします。ビット 15～0がメールボックス 31～16、
TXPR1[15:0]にそれぞれ対応します。 

0： 対応するメールボックスが送信メッセージ取り消しアイ
ドル状態 

クリア条件：送信待ち取り消しが完了したとき（自動クリア）

1：対応するメールボックスの送信待ち取り消しリクエスト

【注】 * 送信リクエストされたまたは送信用に設定されたメールボックスにのみ 1をライトすることができます。送信用に設定さ

れたメールボックスに 1をライトしたときのみです。 

 

• TXCR0n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TXCR0[15:1]  

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 TXCR0 
[15:1] 

すべて 0 R/W* 送信キューにあるメールボックスの送信待ち取り消しをリク
エストします。ビット 15～1がメールボックス 15～1、
TXPR0[15:1]に対応します。 

0： 対応するメールボックスが送信メッセージ取り消しアイ
ドル状態 

クリア条件：送信待ち取り消しが完了したとき（自動ク
リア） 

1： 対応するメールボックスの送信待ち取り消しリクエスト

0 0 0 R メールボックスが受信のみなので本ビットは常に 0です。1を
ライトしても無視されます。読み出し値は常に 0です。 

【注】 * 送信リクエストされたまたは送信用に設定されたメールボックスにのみ 1をライトすることができます。送信用に設定さ

れたメールボックスに 1をライトしたときのみです。 
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17.5.3 送信アクノレッジレジスタ n（TXACK1n、TXACK0n）（n＝0、1） 
TXACK1と TXACK0は 16ビットのリード／条件付きライトレジスタです。このレジスタはメールボックスの送信が

正常に行われたことをホスト CPUに通知します。送信が正常終了したときに HCANが TXACKレジスタの対応するビッ
トをセットします。ホスト CPUは 1をライトすることで TXACKのビットをクリアすることができます。0をライトす
ると無視されます。 
 

• TXACK1n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TXACK1[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TXACK1 
[15:0] 

すべて 0 R/WC1 対応するメールボックスのリクエストされた送信が正常に終
了したことを通知します。ビット 15～0がメールボックス 31
～16に対応します。 

0： クリア条件：1をライト 

1： 対応するメールボックスがメッセージ（データまたはリ
モートフレーム）を正常送信しました。 

セット条件：対応するメールボックスのメッセージ送信終了

 

• TXACK0n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TXACK0[15:1]  

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 TXACK0 
[15:1] 

すべて 0 R/WC1 対応するメールボックスのリクエストされた送信が正常に終
了したことを通知します。ビット 15～1がメールボックス 15
～1にそれぞれ対応します。 

0： クリア条件：1をライト 

1： 対応するメールボックスがメッセージ（データまたはリ
モートフレーム）を正常送信しました。 

セット条件：対応するメールボックスのメッセージ送信終了

0 TXACK0 
[0] 

0 R メールボックスが受信のみなので本ビットは常に 0です。1を
ライトしても無視されます。読み出し値は常に 0です。 
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17.5.4 取り消しアクノレッジレジスタ n（ABACK1n、ABACK0n）（n＝0、1） 
ABACK1と ABACK0は 16ビットのリード／条件付きライトレジスタです。このレジスタはメールボックスの送信が

取り消されたことをそのリクエストごとに CPUに通知します。送信取り消しが正常終了したときに HCANが ABACKレ
ジスタの対応するビットをセットします。ホスト CPUは 1を対応するビットにライトすることで ABACKのビットをク
リアすることができます。0をライトすると無視されます。対応する TXCRのビットによって TXPRのビットがクリアさ
れたことを HCANがアクノレッジするために ABACKビットが使用されます。 
 

• ABACK1n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ABACK1[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 ABACK1 
[15:0] 

すべて 0 R/WC1 対応するメールボックスへリクエストされた送信待ち取り消
しが正常に終了したことを通知します。ビット 15～0がメール
ボックス 31～16にそれぞれ対応します。 

0： クリア条件：1をライト 

1： 対応するメールボックスのメッセージ（データまたはリ
モートフレーム）が正常に送信待ち取り消しされました。

セット条件： 対応するメールボックスの送信待ち取り消し
終了 

 

• ABACK0n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ABACK0[15:1]  

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 ABACK0 
[15:1] 

すべて 0 R/WC1 対応するメールボックスへリクエストされた送信待ち取り消
しが正常に終了したことを通知します。ビット 15～1がメール
ボックス 15～1に対応します。 

0： クリア条件：1をライト 

1： 対応するメールボックスのメッセージ（データまたはリ
モートフレーム）が正常に送信待ち取り消しされました。

セット条件： 対応するメールボックスの送信待ち取り消し
終了 

0 0 0 R メールボックスが受信のみなので本ビットは常に 0です。1を
ライトしても無視されます。読み出し値は常に 0です。 
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17.5.5 受信完了レジスタ n（RXPR1n、RXPR0n）（n＝0、1） 
RXPR1と RXPR0は 16ビットのリード／条件付きライトレジスタです。RXPRは受信用に設定されたメールボックス

に関連したデータフレーム受信完了フラグです。CANデータフレームが正常に受信メールボックスに格納されると、
RXPRの対応するビットがセットされます。1をライトすると対応するビットがクリアされます。0をライトすると無視
されます。しかし、メールボックスがMBC（メールボックスコンフィギュレーション）によって受信データフレーム用
に設定されている場合のみこのビットはセットされます。RXPRがセットされると、MBIMR（メールボックスインタラ
プトマスクレジスタ）がセットされていない場合 IRR1（データフレーム受信割り込みフラグ）もセットされ、IMR1が
セットされていなければ割り込み信号が生成されます。これらのビットはデータフレームの受信によってのみセットされ、
リモートフレーム受信ではセットされません。 
もし、あるデータフレームがリモートフレームによりオーバラン/オーバライトされたときまたその逆のときには、

UMSR, RXPR, そして RFPRは同一のメールボックスに対してセットされます。この場合、アプリケーションはメールボ
ックスの性質を理解するためにメールボックスコントロールフィールド内の RTR ビットをチェックする必要があります。
結果として UMSRがセットされたときは RXPRと RFPRもチェックされなければならず、必要であればクリアされなけ
ればなりません 
 

• RXPR1n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 RXPR1[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RXPR1 
[15:0] 

すべて 0 R/WC1 メールボックス 31～16に対応する受信メールボックスを設定
できます。 

0： クリア条件：1をライト 

1： 対応するメールボックスが CANデータフレームを受信
しました。 

セット条件： 対応するメールボックスにデータフレームを
受信完了 

 

• RXPR0n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 RXPR0[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RXPR0 
[15:0] 

すべて 0 R/WC1 メールボックス 15～0に対応する受信メールボックスを設定
できます。 

0： クリア条件：1をライト 

1： 対応するメールボックスが CANデータフレームを受信
しました。 

セット条件： 対応するメールボックスにデータフレームを
受信完了 
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17.5.6 リモートリクエストレジスタ n（RFPR1n、RFPR0n）（n＝0、1） 
RFPR1と RFPR0は 16ビットのリード／条件付きライトレジスタです。RFPRは設定された受信メールボックスに関連

したリモートリクエストフラグです。CANリモートフレームが正常に受信メールボックスに格納されると、RFPRの対
応するビットがセットされます。1をライトすると対応するビットがクリアされます。0をライトすると無視されます。
すべてのメールボックスに対応してビットがあります。しかし、メールボックスがMBC（メールボックスコンフィギュ
レーション）によって受信リモートフレームに設定されている場合のみこのビットはセットされます。RFPRがセットさ
れると、MBIMR（メールボックスインタラプトマスクレジスタ）がセットされていない場合 IRR2（リモートフレームリ
クエスト割り込みフラグ）もセットされ、IMR2がセットされていなければ割り込み信号が生成されます。これらのビッ
トはリモートフレームの受信によってのみセットされ、データフレーム受信ではセットされません。 
もし、あるデータフレームがリモートフレームによりオーバラン/オーバライトされたときまたその逆のときには、

UMSR, RXPR, そして RFPRは同一のメールボックスに対してセットされます。この場合、アプリケーションはメールボ
ックスの性質を理解するためにメールボックスコントロールフィールド内の RTR ビットをチェックする必要があります。
結果として UMSRがセットされたときは RXPRと RFPRもチェックされなければならず、必要であればクリアされなけ
ればなりません。 
 

• RFPR1n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 RFPR1[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RFPR1 
[15:0] 

すべて 0 R/WC1 受信メールボックス 31～16に対応するリモートリクエスト待
ちフラグ 

0： クリア条件：1をライト 

1： 対応するメールボックスがリモートフレームを受信しま
した。 

セット条件： 対応するメールボックスにリモートフレーム
を受信終了 

 

• RFPR0n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 RFPR0[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 RFPR0 
[15:0] 

すべて 0 R/WC1 受信メールボックス 15～0に対応するリモートリクエスト待
ちフラグ 

0：クリア条件：1をライト 

1：対応するメールボックスがリモートフレームを受信しま
した。 

セット条件： 対応するメールボックスにリモートフレーム
を受信終了 
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17.5.7 メールボックスインタラプトマスクレジスタ n（MBIMR1n、MBIMR0n） 
（n＝0、1） 

MBIMR1とMBIMR0は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。MBIMRはメールボックスの動作に関連する
IRRのみ（IRR1：データフレーム受信割り込み、IRR2：リモートフレームリクエスト割り込み、IRR8：メールボックス
エンプティ割り込み、IRR9：メッセージオーバフロー割り込み）をマスクします。メールボックスが受信に設定されて
いる場合、受信割り込み（IRR1、IRR2、IRR9）の生成をマスクしますが、RXPR、RFPR、UMSRの設定値を書き換える
わけではありません。同様に、メールボックスが送信に設定されている場合、送信や送信待ち取り消し（IRR8）の正常
終了による割り込み信号の生成やメールボックスエンプティ割り込みの設定をマスクします。しかし、正常送信による
TXPR/TXCRのビットクリアと TXACKのビットのセット、正常送信アボートによる TXPR/TXCRのビットクリアと
ABACKのビットのセットはマスクしません。 
マスクするメールボックスの動作に対応するビットに 1をライトすることでマスクがセットされます。リセット時は

すべてのメールボックス割り込みがマスクされます。 
 

• MBIMR1n（n＝0、1） 

  
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 MBIMR1[15:0] 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 MBIMR1 
[15:0] 

すべて 1 R/W メールボックス 31～16の各割り込みリクエストを有効／無効
にします。 

0： IRR1/IRR2/IRR8/IRR9からの割り込みリクエストを有
効にします。 

1： IRR1/IRR2/IRR8/IRR9からの割り込みリクエストを無
効にします。 

 

• MBIMR0n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 MBIMR0[15:0] 

初期値： 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 MBIMR0 
[15:0] 

すべて 1 R/W メールボックス 15～0の各割り込みリクエストを有効／無効
にします。 

0： IRR1/IRR2/IRR8/IRR9からの割り込みリクエストを有
効にします。 

1： IRR1/IRR2/IRR8/IRR9からの割り込みリクエストを無
効にします。 
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17.5.8 未読メッセージステータスレジスタ n（UMSR1n、UMSR0n）（n＝0、1） 
UMSR1と UMSR0は 16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、新規メッセージの受信前にホスト CPUによって

内容がアクセスされていない受信メールボックスを記録します。あるメールボックスに新規メッセージを受信するとき、
ホスト CPUが RXPR/RFRRの対応するビットをクリアしていない場合、UMSRのビットがセットされます。1をライト
するとクリアされます。0をライトすると無視されます。 
メールボックスが送信ボックスに設定されている場合、対応する UMSRのビットはセットできません。 

 

• UMSR1n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 UMSR1[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 UMSR1 
[15:0] 

すべて 0 R/WC1 メールボックス 31～16の未読メッセージが上書きまたはオー
バランされたことを示します。 

0： クリア条件：1をライト 

1： 未読メッセージが新しいメッセージに上書きまたはオー
バランされました。 

セット条件： RXPR/RFPRをクリアする前に新しいメッセ
ージを受信 

 

• UMSR0n（n＝0、1） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 UMSR0[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1 R/WC1

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 UMSR0 
[15:0] 

すべて 0 R/WC1 メールボックス 15～0の未読メッセージが上書きまたはオー
バランされたことを示します。 

0：クリア条件：1をライト 

1：未読メッセージが新しいメッセージに上書きされました。

セット条件： RXPR/RFPRをクリアする前に新しいメッセ
ージを受信 
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17.6 タイマレジスタ 
タイマは HCAN-Ⅱでの新機能です。16ビットでいくつかのクロックソースをサポートしています。それらは、クロッ

クスピードを抑えるためプリスケールカウンタによって分周されています。また、2本のインプットキャプチャレジスタ
（ICR1、ICR0）、3本のコンペアマッチレジスタ（TCMR2、TCMR1、TCMR0）もサポートしています。アドレスマッ
プを以下に示します。 
【注】 レジスタはワードサイズ（16ビット）でのみアクセスできます。 
 

表 17.7 HCANタイマレジスタ 
チャネル アドレス(バイト) レジスタ名 略称 アクセスサイズ

（ビット） 

H'D080 タイマカウンタレジスタ 0 TCNTR 0 16 

H'D082 タイマコントロールレジスタ_0 TCR_0 16 

H'D084 タイマステータスレジスタ_0 TSR_0 16 

H'D086 タイマドリフトコレクションレジスタ 0 TDCR 0 16 

H'D088 ローカルオフセットレジスタ 0 LOSR 0 16 

H'D08A サイクルカウンタインプットキャプチャレジスタ 0 ICR0-cc 0 16 

H'D08C タイマカウンタインプットキャプチャレジスタ 0 ICR0-tm 0 16 

H'D08E インプットキャプチャレジスタ 1_0 ICR1_0 16 

H'D090 タイマコンペアマッチレジスタ 0_0 TCMR0_0 16 

H'D092 タイマコンペアマッチレジスタ 1_0 TCMR1_0 16 

H'D094 タイマコンペアマッチレジスタ 2_0 TCMR2_0 16 

H'D096 サイクルカウンタレジスタ 0 CCR 0 16 

H'D098 サイクルマキシマムレジスタ 0 CMAX 0 16 

H'D09A タイマモードレジスタ_0 TMR_0 16 

H'D09C サイクルカウンタダブルバッファ 0 CCR_buf 0 16 

0 

H'D09E インプットキャプチャダブルバッファ 0 ICR0_buf 0 16 

H'D880 タイマカウンタレジスタ 1 TCNTR 1 16 

H'D882 タイマコントロールレジスタ_1 TCR_1 16 

H'D884 タイマステータスレジスタ_1 TSR_1 16 

H'D886 タイマドリフトコレクションレジスタ 1 TDCR 1 16 

H'D8D8 ローカルオフセットレジスタ 1 LOSR 1 16 

H'D88A サイクルカウンタインプットキャプチャレジスタ 1 ICR0-cc 1 16 

H'D88C タイマカウンタインプットキャプチャレジスタ 1 ICR0-tm 1 16 

H'D88E インプットキャプチャレジスタ 1_1 ICR1_1 16 

H'D890 タイマコンペアマッチレジスタ 0_1 TCMR0_1 16 

H'D892 タイマコンペアマッチレジスタ 1_1 TCMR1_1 16 

H'D894 タイマコンペアマッチレジスタ 2_1 TCMR2_1 16 

H'D896 サイクルカウンタレジスタ 1 CCR 1 16 

H'D898 サイクルマキシマムレジスタ 1 CMAX 1 16 

H'D89A タイマモードレジスタ_1 TMR_1 16 

H'D89C サイクルカウンタダブルバッファ 1 CCR_buf 1 16 

1 

H'D89E インプットキャプチャダブルバッファ 1 ICR0_buf 1 16 

【注】 タイマに関するレジスタの設定を変えるときはタイマを無効（TCR15＝0）にすることを推奨します。 
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17.6.1 タイマカウンタレジスタ n（TCNTRn）（n＝0、1） 
タイマカウンタレジスタ（TCNTR）は、16ビットのリード／ライト可能なレジスタでフリーランニングタイマカウン

タの値をモニタしたり書き換えたりすることができます。タイマが、TCMR0（タイマコンペアマッチレジスタ 0）と一
致し、TCR11が 1にセットされているとき TCNTRが LOSR（ローカルオフセットレジスタ）に設定され再びカウントを
開始します。 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TCNTR[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TCNTR 
[15:0] 

すべて 0 R/W* フリーランニングタイマの値です。 

【注】 * 本レジスタはコンペアマッチ条件によってクリアされます。 

 

17.6.2 タイマコントロールレジスタ_n（TCR_n）（n＝0、1） 
タイマコントロールレジスタ（TCR）は、16ビットのリード／ライト可能なレジスタでタイマの動作を制御します。

各周期的送信またはデッドラインモニタレジスタが設定されタイマが開始される前に、本レジスタは設定される必要があ
ります。 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TCR15 TCR14 TCR13 TCR12 TCR11 TCR10 TCR9  TCR7  TCR5 TCR4 TCR3 TCR2 TCR1 TCR0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W – R/W – R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 TCR15 0 R/W イネーブルタイマ 

本ビットがセットされるとタイマが動作します。本ビットがク
リアされると、タイマは現在のサイクルを終了し（タイマオー
バランまたは TCMR0のコンペアマッチによって通知されま
す。）タイマ値を 0にクリアします。 

0： タイマが動作を停止し、現在のサイクルの最後でクリア
されます。 

1： タイマが動作中です。 

【重要】本 LSIにおいては、タイマ機能に不具合あります。
タイマを起動させないように、必ず 0をライトしてくださ
い。 

14 

 

TCR14 

 

0 

 

R/W 

 

ICR0無効 

インプットキャプチャレジスタ 0（ICR0）を無効／有効にしま
す。有効に設定されると、HCANが送信受信にかかわらず Start 
Of Frame（SOF）が CANバスに出力されると、タイマ値が常
にキャプチャされます。無効に設定されると、ICR0はラッチ
された値を保持します。 

0：ICR0は無効で現在の値を保持します。 

クリア条件： TCR9＝1で受信メッセージの CAN-IDに対応
し、かつ CCMがセットされているメールボッ
クスに受信したとき 

1：ICR0が有効で SOFごとにタイマ値をキャプチャします。

 



17. コントローラエリアネットワーク-Ⅱ（HCAN-Ⅱ） 

Rev.5.00  2010.02.23  17-43 
RJJ09B0181-0500 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 TCR13 0 R/W 受信タイムスタンプコントロール 

メッセージが受信されるときに、各メールボックスのメッセー
ジコントロール内のタイムスタンプが Start Of Frame（SOF）
で記録されるか End Of Frame（EOF）で記録されるかを設定
します。送信メールボックスのタイムスタンプに使用されるイ
ンプットキャプチャレジスタ 1（ICR1）のトリガを選択します。

0： SOF受信ごとにタイムスタンプが記録されます。 

1： EOF受信ごとにタイムスタンプが記録されます。 

【重要】 

本 LSIでは SOF受信ごとのタイムスタンプはサポートしてお
りません。受信タイムスタンプ使用時は本ビットに“1”を設
定してください。 

12 TCR12 0 R/W 送信タイムスタンプコントロール 

各メールボックス送信のタイムスタンプが記録されるのが、送
信リクエストが生成され、TXPRのビットがセットされたとき
か TXACKがセットされたときかを設定します。受信メールボ
ックスのタイムスタンプに使用されるインプットキャプチャ
レジスタ 1（ICR1）のトリガを選択します。ICR0が無効でも
有効でもインプットキャプチャ 1（ICR1）はタイムスタンプに
使用されます。 

0： メッセージ送信のTXPRビットがセットされるときタイ
ムスタンプが記録されます。 

1： メッセージ送信の TXACKビットがセットされるときタ
イムスタンプが記録されます。 

11 TCR11 0 R/W TCMR0によるタイマクリア／セットコントロール 

TCMR0が TCNTRに一致したときタイマがクリアされ、LOSR
に設定されるかどうかを指定します。TCMR0は IRR15を使用
して、ホスト CPUに対し割り込みを発生することもできます。

0：タイマは TCMR0でクリアされません。 

1：タイマは TCMR0でクリアされます。 

10 TCR10 0 R/W CCMによるタイマクリア／セットコントロール 

受信メールボックスの CAN-IDコンペアマッチによってタイ
マがクリアされ LOSRに設定されるかどうかを指定します。
CCMのビットと本ビットがセットされている場合、メールボ
ックスが受信メッセージを格納するときにタイマカウンタ
（TCNTR）は自動的にクリアされ LOSRに設定されます。こ
れは、メッセージ受信割り込み（IRR1）またはリモートフレ
ームリクエスト割り込み（IRR2）によって行われるので、CCM
は割り込みを生成できません。 

0：タイマは CCMによってクリア／セットされません。 

1：タイマは CCMによって LOSRにクリア／セットされま
す。 

9 TCR9 0 R/W CCMによる ICR0自動無効 

受信メールボックスの CAN-IDコンペアマッチ（CCM）によ
って ICR0が無効にされるかどうかを設定します。対応するメ
ールボックスのCCMのビットと本ビットがセットされている
場合、メールボックスが受信メッセージを格納するときに本レ
ジスタのビット 14（TCR14）が自動的にクリアされ、ICR0の
値が維持されます。 

0：TCR14は CCMによってクリアされません。 

1：TCR14は CCMによって自動的にクリアされます。 

8 ⎯ 0 ⎯ リザーブビットです。 

0をライトしても無視されます。読み出し値は保証されませ
ん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 TCR7 0 R/W ドリフトコレクションコントロール 

TCNTRが、TDCRで指定されるサイクルに達するごとに 2ず
つインクリメントされるか 0ずつインクリメントされるかを
設定します。この機能が必要でないとき TDCRは H'0000（16
進数）に設定してください。 

0： タイマは TDCRで設定されたサイクルごとに 0ずつ（1
クロックサイクルで同じ値を保持）インクリメントされ
ます。 

1： タイマはTDCRで設定されたサイクルごとに2ずつイン
クリメントされます（TDCRの説明を参照ください）。

6 ⎯ 0 ⎯ リザーブビットです。 

0をライトしても無視されます。読み出し値は保証されませ
ん。 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

TCR5 

TCR4 

TCR3 

TCR2 

TCR1 

TCR0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 
R/W 
R/W 
R/W 

HCAN-Ⅱタイマプリスケーラ 

タイマで使用される前にソースクロック（2 × PΦ）を分周し
ます。ソースクロックとタイマの関係は以下のとおりです。 

000000： 1 × ソースクロック 

000001： 2 × ソースクロック 

000010： 4 × ソースクロック 

000011： 6 × ソースクロック 

000100： 8 × ソースクロック 

     ： 

111111： 126 × ソースクロック 

 

17.6.3 タイマステータスレジスタ_n（TSR_n）（n＝0、1） 
タイマステータスレジスタ（TSR）は、16ビットのリードオンリレジスタで、ホスト CPUがタイマコンペアマッチや

タイマオーバランステータスをモニタするのに使用できます。 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

            TSR4 TSR3 TSR2 TSR1 TSR0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： – – – – – – – – – – – R R R R R 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 ⎯ すべて 0 ⎯ リザーブビットです。 

0をライトしても無視されます。読み出し値は保証されませ
ん。 

4～0 TSR[4:0] すべて 0 R これらのビットはリードオンリーです。CPUがサイクルカウ
ンタ、タイマ、コンペアマッチレジスタをモニタするのに使用
します。ライトしても意味を持ちません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 TSR4 0 R サイクルカウンタオーバフローフラグ 

サイクルカウンタが最大値に達し H'0にリセットされたこと
を示します。CMAX＝0を設定することでサイクルカウンタが
無効になり TSR4は常にクリアされます。 

0：サイクルカウンタはオーバフローしていません。 

クリア条件： 1を IRR10にライト（サイクルカウンタオー
バフロー割り込み） 

1：サイクルカウンタがオーバフローしました。 

セット条件：サイクルカウンタが最大値（CMAX）から H'0
に変化 

3 TSR3 0 R タイマコンペアマッチフラグ 2 

コンペアマッチ条件がタイマコンペアマッチレジスタ 2
（TCMR2）に発生したことを示します。TCMR2に設定された
値がタイマ値に一致すると（TCMR2 ＝ TCNTR）、本ビット
がセットされます。TCMR2が H'0000のときはセットされま
せん。また、本ビットはリードオンリで、IRR11（タイマコン
ペアマッチ割り込み 2）がクリアされるとき本ビットもクリアさ
れます。 

0：タイマコンペアマッチが TCMR2に発生していません。

クリア条件： 1を IRR11（タイマコンペアマッチ割り込み 2）
にライト 

1：タイマコンペアマッチが TCMR2に発生しています。 

セット条件：TCMR2がタイマ値に一致（TCMR2＝TCNTR）

2 TSR2 0 R タイマコンペアマッチフラグ 1 

コンペアマッチ条件がタイマコンペアマッチレジスタ 1
（TCMR1）に発生したことを示します。TCMR1に設定された
値がタイマ値に一致すると（TCMR1＝TCNTR）、本ビットが
セットされます。TCMR1が H'0000のときはセットされませ
ん。また、本ビットはリードオンリで、IRR15（タイマコンペ
アマッチ割り込み 1）がクリアされるとき本ビットもクリアさ
れます。 

0：タイマコンペアマッチが TCMR1に発生していません。

クリア条件： 1を IRR15（タイマコンペアマッチ割り込み 1）
にライト 

1：タイマコンペアマッチが TCMR1に発生しています。 

セット条件：TCMR1がタイマ値に一致（TCMR1＝TCNTR）

1 TSR1 0 R タイマコンペアマッチフラグ 0 

コンペアマッチ条件がタイマコンペアマッチレジスタ 0
（TCMR0）に発生したことを示します。TCMR0に設定された
値がタイマ値に一致すると（TCMR0＝TCNTR）、本ビットが
セットされます。TCMR0が H'0000のときはセットされませ
ん。また、本ビットはリードオンリで、IRR14（タイマコンペ
アマッチ割り込み 0）がクリアされるとき本ビットもクリアさ
れます。 

0：タイマコンペアマッチが TCMR0に発生していません。

クリア条件： 0を IRR14（タイマコンペアマッチ割り込み 0）
にライト 

1：タイマコンペアマッチが TCMR0に発生しています。 

セット条件：TCMR0がタイマ値に一致（TCMR0＝TCNTR）

0 TSR0 0 R タイマオーバランフラグ 

タイマがオーバランし、H'0000にリセットされることを示し
ます。TCMR0が H'FFFFに設定されタイマ値をクリアできる
ように設定されていても、本ビットはセットされます。 

0：タイマはオーバランしていません。 

クリア条件：IRR13（タイマオーバラン割り込み）に 1をラ
イト 

1：タイマがオーバランしています。 

セット条件：タイマ値が H'FFFFから H'0000に変化 
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17.6.4 タイマモードレジスタ_n（TMR_n）（n＝0、1） 
タイマモードレジスタ（TMR）は、16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。タイマに関する値を設定します。 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             TMR3 TMR2 TMR1  

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： – – – – – – – – – – – – R/W R/W R/W – 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 ⎯ すべて 0 ⎯ リザーブビットです。 

0をライトしても無視されます。読み出し値は保証されませ
ん。 

3 TMR3 0 R/W タイムスタンプ値 

送受信のタイムスタンプがタイマ値（TCNTR）か
Cycle_Counter + TCNTR[15:4]かを設定します。本機能はタイ
ムトリガ送信機能で利用できます。 

0：TCNTR[15:0]がタイムスタンプに使用されます。 

1：Cycle_Counter + TCNTR[15:4]がタイムスタンプに使用さ
れます。 

2 TMR2 0 R/W TCMR2コントロール 

タイマコンペアマッチ 2とコンペアするのはタイマ値
（TCNTR）か Cycle_Counter + TCNTR[15:4]かを設定します。

0：TCNTR[15:0]がコンペアマッチに使用されます。 

1：Cycle_Counter + TCNTR[15:4]がコンペアマッチに使用さ
れます。 

1 TMR1 0 R/W TCMR1コントロール 

タイマコンペアマッチ 1とコンペアするのはタイマ値
（TCNTR）か Cycle_Counter + TCNTR[15:4]かを設定します。

0：TCNTR[15:0]がコンペアマッチに使用されます。 

1：Cycle_Counter + TCNTR[15:4]がコンペアマッチに使用さ
れます。 

0 ⎯ 0 ⎯ リザーブビットです。 

0をライトしても無視されます。読み出し値は保証されませ
ん。 

 

17.6.5 タイマドリフトコレクションレジスタ n（TDCRn）（n＝0、1） 
タイマドリフトコレクションレジスタ（TDCR）は、16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。同一システムの

他の CANノードで動作する異なるクロックによって発生するタイマのドリフトを調整するためのレジスタです。TCNTR
が本レジスタで設定したサイクルに達したとき、タイマ値が 2または 0（同じ値を保持）ずつインクリメントされます。
このレジスタは特定の時刻やサイクルを示すものではありません。これは、TCNTR /2 > TDCRの場合、ドリフト補正は 2
回以上行われることを意味します（ただし、2回目のサイクルに達する前に TCMR0が TCNTRをクリアするために使用
されない限り）。TDCRが H'0000(16進数)に設定されると、ドリフトコレクションは行われません。 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TDCR[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TDCR 
[15:0] 

すべて 0 R/W タイマドリフト補正レジスタ 

タイマのドリフト調整サイクル値を設定します。 

【重要】 

タイマの正常動作のためには、TDCRの値を TDCR <= 
8000(16進数）にする必要があります。  
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17.6.6 ローカルオフセットレジスタ n（LOSRn）（n＝0、1） 
ローカルオフセットレジスタ（LOSR）は、16ビットのリード／ライト可能なレジスタです。TCNTRにローカルオフ

セット値を設定します。TCNTRがオーバフローまたは、タイマコンペアマッチ、CAN-IDコンペアマッチでクリアされ
たときは、TCNTRは本レジスタに設定された値で動作を開始します。 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 LOSR[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 LOSR 
[15:0] 

すべて 0 R/W ローカルオフセットレジスタ 

TCNTRが動作を開始するローカルオフセット値を示します。

 

17.6.7 サイクルカウンタレジスタ n（CCRn）（n＝0、1） 
サイクルカウンタレジスタ（CCR）は、4ビットのリード／ライト可能なレジスタです。タイムトリガ送信の基本サイ

クル数を格納します。TCMR0のコンペアマッチによってフリーランニングカウンタ（TCNTR）がクリアされるごとに 1
ずつインクリメントされます。 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             CCR[3:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビットです。 

3～0 CCR[3:0] すべて 0 R/W サイクルカウンタ 

タイマトリガ送信のマトリックスサイクルの現在の基本サイ
クル数を示します。 

 

17.6.8 サイクルカウンタダブルバッファレジスタ n（CCR_ buf n）（n＝0、1） 
サイクルカウンタダブルバッファレジスタ（CCR_buf）は、4ビットのリード／ライト可能なレジスタです。このレジ

スタは同一の基本サイクルを常に参照するために、サイクルカウンタ（CCR）とタイマカウンタ（TCNTR）を同時読み
出し、同時書き込みするときに使用します。（CPUアクセス中の 20ビットカウンタ値の更新を避けるための一時保持レ
ジスタとして使用します。） 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             CCR_buf[3:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビットです。 

3～0 CCR_buf 
[3:0] 

すべて 0 R/W サイクルカウンタダブルバッファ 

タイマトリガ送信のマトリックスサイクルの基本サイクル
（CCR）とタイマカウンタ（TCNTR）の同時アクセス時の一
時保持バッファです。CCR_bufの値は、CCRレジスタへの書
き込みデータあるいは読み出しデータと同一値を示します。 
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サイクルカウンタダブルバッファ（CCR_buf）を使用したサイクルカウンタ（CCR）とタイマカウンタ（TCNTR）の
アクセス手順を下記に示します。 

• 読み出し動作 
タイマカウンタ（TCNTR）の読み出し。（同時に、サイクルカウンタ（CCR）の値はサイクルカウンタダブル
バッファ（CCR_buf）に書き込まれる。） 
その後、サイクルカウンタダブルバッファ（CCR_buf）の読み出し。 

 

CCR-buf

CCR TCNTR

CCR-buf

CCR TCNTR

Step 1 Step 2

周辺データバス 周辺データバス

 
 

• 書き込み動作 
サイクルカウントダブルバッファ（CCR_buf）にデータ書き込み 
タイマカウンタ（TCNTR）にデータ書き込み（同時にサイクルカウンタダブルバッファ（CCR_buf）の値がサイ
クルカウンタ（CCR）に書き込まれる。） 

 

CCR-buf

CCR TCNTR

CCR-buf

CCR TCNTR

Step 1 Step 2

周辺データバス 周辺データバス

 
 

17.6.9 サイクルマキシマムレジスタ n（CMAXn）（n＝0、1） 
サイクルマキシマムレジスタ（CMAX）は、4ビットのリード／ライト可能なレジスタです。マトリクスシステムで基

本サイクル数を設定するため、サイクルカウンタ（CCR）のタイマトリガ送信の最大値を格納します。サイクルカウンタ
が最大値に達する（CCR＝CMAX）と、サイクルカウンタは 0にクリアされ、IRR10の割り込みが生成されます。 
 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             CMAX[3:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビットです。 

3～0 CMAX 
[3:0] 

すべて 0 R/W サイクル最大値 

CCRの最大値を格納します。CMAXの初期値は 0でサイクル
カウンタを無効にします。タイムトリガの設定中にリクエスト
された値をプログラムしてください。 
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17.6.10 インプットキャプチャレジスタ n（ICR0_cc n、ICR0_buf、ICR0_tm n、ICR1 n）
（n＝0、1） 

インプットキャプチャレジスタは 1本の 4ビットのリード/ライト可能なレジスタ(ICR0_cc)と 2本の 16ビットリード/
ライト可能なレジスタ（ICR0_tm、ICR1）から成ります。 
 

• ICR0_cc n（n＝0、1） 

ICR0_ccは ICR0_tmと合わせてグローバル同期に使用できます。TCRのビット 14でインプットキャプチャレジスタが
有効に設定されていると、現在の基本サイクル値（サイクルカウンタ値）が SOFごとにキャプチャされます。これは、
受信メッセージが受信メールボックスに設定された IDと一致するかどうかにかかわらず行われます。また、TCRのビッ
ト 14でインプットキャプチャレジスタが無効に設定されていると、ICR0_ccは現在の値を保持します。 
 

• ICR0_buf n（n＝0、1）インプットキャプチャダブルバッファレジスタ 

ICR0_ccと ICR0_tmを同時アクセスするための一時保持バッファです。ICR0_bufの値は ICR0_ccと同じになります。 
 

• ICR0_tm n（n＝0、1） 

ICR0_tmは ICR0_ccと合わせてグローバル同期に使用できます。TCRのビット 14が有効に設定されていると、タイマ
値が SOFごとにキャプチャされます。これは、受信メッセージが受信メールボックスに設定された IDと一致するかどう
かにかかわらず行われます。また、TCRのビット 14が無効に設定されていると、ICR0_tmは現在の値を保持します。 
 

• ICR0_cc、ICR0_buf、ICR0_tmの読み出し動作 

インプットキャプチャレジスタ（ICR0_tm）の読み出し。（同時に、ICR0_ccの値はインプットキャプチャダブルバ
ッファレジスタ（ICR0_buf）に書き込まれる。） 
その後、インプットキャプチャダブルバッファ（ICR0_buf）の読み出し。 

ICR0-buf

ICR0_cc ICR0_tm

ICR0-buf

ICR0_cc ICR0_tm

Step 1 Step 2

周辺データバス 周辺データバス

 
 

• ICR0_cc、ICR0_buf、ICR0_tmの書き込み動作 

インプットキャプチャダブルバッファ（ICR0_buf）にデータ書き込み 
インプットキャプチャレジスタ（ICR0_tm）にデータ書き込み（同時にインプットキャプチャダブルバッファ

（ICR0_buf）の値が ICR0_ccに書き込まれる。） 

ICR0-buf

ICR0_cc ICR0_tm

ICR0-buf

ICR0_cc ICR0_tm

Step 1 Step 2

周辺データバス 周辺データバス

 
 

• ICR1 n（n＝0、1） 

ICR1は送受信メッセージのタイムスタンプを記録します。TCRのビット 13（受信用）とビット 12（送信用）がタイ
ムスタンプ記録されるポイントを制御します。ICR0との違いは、メッセージ上に記録されたタイムスタンプが常に正し
くなるよう ICR1は無効にできないことです。 
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• ICR0_cc／ICR0_buf 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             ICR0_cc[3:0]／ 

ICR0_buf[3:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R/W* R/W* R/W* R/W*

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビットです。 

書き込む値は 0にしてください。読み出し値は保証されませ
ん。 

3 

2 

1 

0 

ICR0_cc 
[3：0]／ 

ICR0_buf 
[3：0] 

0 

0 

0 

0 

R/W* 

R/W* 

R/W* 

R/W 

TCR[14]によって有効とされたとき、本レジスタは CANバス
上の SOFごとにサイクルカウンタレジスタ（CCR）の値をサ
ンプルします。 

【注】 * ライト可能ですが無視されます。 

 

• ICR0_tm / ICR1 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 ICR0_tm[15:0]、ICR1[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 ICR0_tm 
[15:0] 

すべて 0 R/W* TCR[14]によって有効とされたとき、本レジスタは CANバス
上の SOFごとにタイマ（TCNTR）の値をサンプルします。 

 ICR1[15:0] すべて 0 R/W* TCRコントロールレジスタのビット 13（受信用）とビット 12
（送信用）の条件によって、タイマ（TCNTR）の値をサンプ
ルします。 

【注】 * ライト可能ですが無視されます。 
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17.6.11 タイマコンペアマッチレジスタ n（TCMR0n、TCMR1n、TCMR2n）（n＝0、1） 

• TCMR0、TCMR1、TCMR2 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TCMR0[15:0]、TCMR1[15:0]、TCMR2[15:0] 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TCMR0 
[15:0] 

TCMR1 
[15:0] 

TCMR2 
[15:0] 

すべて 0 R/W タイマコンペアマッチレジスタ（TCMR0、TCMR1、TCMR2）
は、16ビットのリード／ライト可能なレジスタで、割り込み
信号の生成または、タイマ値のクリア／セット（TCMR0のみ）、
キュー内の送信メッセージのクリア（TCMR2のみ）機能を持
っています。（タイマクリアと送信クリアを除き同じ機能を持
っています）。コンペアに使用される値は、各レジスタで独立
に設定することができます。その値は TMR（タイマモードレ
ジスタ）のビット 1、2、3の設定でタイマ値（TCNTR[15:0]）
か Cycle_Count + TCNTR[15:4]の値になります。 

割り込みは、コンペアマッチが発生すると IRRのビット 15、
14、11にフラグがたちます。これらのビットは TCMRが
H'0000のときを除き、IRRに設定されるのをマスクすること
はできません。割り込み信号の生成は、IMRのビット 15また
は 14、11によってマスクすることができます。コンペアマッ
チが発生し、IRR15（または IRR14、IRR11）がセットされる
と TSR（HCANタイマステータスレジスタ）のビット 2また
は 1、3もセットされます。IRRのビットをクリアすると TSR
の対応するビットもクリアされます。 

TCRのビット 11がイネーブルに設定されている場合、TCMR0
にコンペアマッチが発生するとタイマがクリアされ LOSRが
設定されます（タイマクリア／セット機能）。TCMR1とTCMR2
にこの機能はありません。 

送信キュー内のメッセージは TCMR2のコンペアマッチが発
生したときのみクリアされます（送信キューの送信待ち取り消
し機能）。TCMR1と TCMR0にこの機能はありません。 

【重要】 

本 LSIでは TCMR0と TCMR2はサポートされておりません。
設定は必ず H'0000にしてください。 
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17.7 動作説明 

17.7.1 テストモード設定 
HCANは種々のテストモードを持っています。TST[7:0]レジスタ（MCR[15:8]）で HCAN-Ⅱテストモードを選択します。

初期値は HCANが通常動作（ノーマルモード）をするようになっています。テストモードの例を下表に示します。 

表 17.8 テストモード一覧 
ビット 15 

TST7 
ビット 14 

TST6 
ビット 13 

TST5 
ビット 12 

TST4 
ビット 11

TST3 
ビット 10

TST2 
ビット 9

TST1 
ビット 8

TST0 
説  明 

0 0 0 0 0 0 0 0 ノーマルモード（初期値） 

1 0 0 0 1 0 1 0 リスンオンリモード（受信のみ）

1 0 0 1 0 0 0 0 セルフテストモード 1（外部）

1 0 0 1 0 1 1 1 セルフテストモード 2（内部）

1 1 0 0 0 0 0 0 エラーパッシブモード 1 

1 0 1 0 0 0 0 0 エラーパッシブモード 2 

 

• ノーマルモード 

HCANが通常の動作をします。 

• リスンオンリモード 

ボーレート検出用などに ISO-11898で要求されています。エラーカウンタが無効とされ TEC/RECがインクリメントし
ないようになっています。また、Tx出力が無効とされ HCANがエラーフレームを生成しないようになっています。 

• セルフテストモード 1 

HCANが自分自身のアクノレッジビットを生成します。Rx/Tx端子は CANバスに接続してください。 

• セルフテストモード 2 

HCANが自分自身のアクノレッジビットを生成します。Rx/Tx端子は CANバスや外部デバイスに接続する必要はあり
ません。内部の Txがループバックされて内部の Rxに接続されています。 
【重要】 
セルフテストモード 1および 2では、送信したデータは内部のメールボックスには受信されません。 

• エラーパッシブモード 1 

エラーカウンタに 127より大きい値をライトすることにより強制的に HCANをエラーパッシブノードにすることがで
きます。（エラーカウンタにライト時MCR1は 1にしてください。）TECにライトされた値は RECにライトするために
も使用されます。したがって、同じ値がこれらのレジスタに設定されます。また、TEC/RECにライトするときは、HCAN
をホルトモードにする必要があります。 

• エラーパッシブモード 2 

TST5をセットすることにより強制的に HCANをエラーパッシブノードにすることができます。 
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17.7.2 HCANの設定 

• リセットシーケンス 

ソフトウェアまたはハードウェアリセット後の HCANの設定例を以下に示します。リセット後すべてのレジスタは初
期化されます。したがって、HCANは CANバスアクティビティに参加する前に設定される必要があります。【注】があ
りますのでそちらを参照してください。 

コンフィグレーションモード

パワーオン／ソフトウェアリセット*1

MCR［0］クリア GSR3＝0？

11レセッシブビットを検出し
てCANバス通信に参加

HCAN-Ⅱがノーマルモード
TXPRを設定して送信開始
または、受信のためのアイ
ドル状態保持

IRR［0］をクリア

必要なIMRをクリア

LAFMを設定

ビットコンフィグ（BCR）を設定

メールボックス設定
（STD-ID,EXT-ID,DLC,RTR,IDE,MBC,MBIMR,

ATX,NMC,LAFM,メッセージデータ）

送信方式・エンディアン設定

全メッセージボックスのクリア*2

（MSGコントロール／データ／
タイムスタンプ／LAFM／Txトリガ）

No

Yes

ノーマルモード

受信*3 送信*3

【注】 *1 ソフトウェアリセットは､MCR [0]=1を設定することによりいつでも実行できます。
 *2 メールボックスはRAMで構成されていますので、未使用であってもすべてのメールボックスを最
  初に初期化してください。
 *3 TXPRが設定されていない場合、HCAN-Ⅱはメッセージの受信をします。TXPRがセットされてい
  る場合は、HCAN-Ⅱはメッセージの送信を開始し、CANバスによってアービトレーションされま
  す。アービトレーションをロストすると受信になります。

 
図 17.7 リセットシーケンス 
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17.7.3 メッセージ送信シーケンス 

(1) イベントトリガ送信 

• メッセージ送信リクエスト 

図 17.8は CANフレームをバス上に送信する例です。レジスタ説明の章で述べたとおり、TXACKまたは ABACKのビ
ットが設定されるときに IRR8がセットされることに留意してください。これは、1つのメールボックスが送信または送
信アボートを終了し、今は次の送信のために更新されるのを待っている状態であることを意味しています。一方、GSR2
は現在送信リクエストが発生していないこと（TXPR＝H'0000）を意味しています。 

No

No

No

Yes

Yes

HCAN がノーマルモード
MBC[x]=0x000 または0x001,

TTT=0)

メールボックス[x]の
メッセージデータ更新

TXPR[x]に1をライト
任意のタイミングで

内部
アービトレーション

が最優先？

送信開始

メールボックス[x]が
次の送信に対して
更新可能状態

TXACK[x]をクリア

再割り込み監視

再割り込み監視

TXACK[x]=1?

IRR8=1?

CANバス
アービトレーション

End Of Frame

CANバス
 

図 17.8 送信リクエスト 
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• 送信内部アービトレーション 
HCANが、CAN-IDに従った正しい順序でどのように送信リクエストされたメッセージをスケジューリングする
かを図17.9に示します。「内部アービトレーション」は、送信リクエストされたメッセージ中で最優先のメッセ
ージを取り出します。 

 

SOFEOF IntermSOF SOFEOF Interm

HCAN
スケジューラ状態

スケジューラ
スタートポイント

TXPR/TXCR/
Error/アービトレ
ーションロスト
セットポイント

Interm：インタミッションフィールド
SOF：Start Of Frame
EOF：End Of Frame
メッセージ：アービトレーション+コントロール+データ+CRC+Ackフィール

フレーム-1 フレーム-2 フレーム-3

メッセージバスアイドルCANバス
状態

メッセージ

Txアービト
レーション
フレーム-1

Txアービト
レーション
フレーム-2

Txアービト
レーション
フレーム-3

Txアービト
レーション
フレーム-4Rxマッチング Rxマッチング

1-1 2-1 2-2 3-1 3-2 3-3 3-4

 
図 17.9 送信内部アービトレーション 

 
HCANスケジューラは内部アービトレーションを行い、Txアービトレーション状態と Rxマッチング状態の 2つの状

態があります。CANバスが EOFかインタミッションサイクルなら、HCANスケジューラは Rxマッチング状態で、それ
以外は Txアービトレーション状態です。送信または送信アボートリクエストが Txアービトレーション状態で発生する
と、内部アービトレーションをすぐ開始します。送信または送信アボートリクエストがRxマッチング状態で発生すると、
内部アービトレーションは Rxマッチング状態（インタミッションフィールド）が終了するまで待ち状態になります。そ
の後、HCANスケジューラが Txアービトレーション状態になるとすぐに内部アービトレーションを開始します。 
内部アービトレーションが動作する 5種類の要因を以下に示します。 

• TXPRがセットされた。 
• TXCRがセットされた。（送信中のメッセージにTXCRをセットすると、HCANは送信を停止せずに終了します。
メッセージがバスアービトレーションをロストしたりバス上にエラーを発生させると、HCANは送信リクエスト
を取り消しします。） 

• CANバスにエラーが発生した。 
• 送信中メッセージが CANバス上のアービトレーションをロストした。 
• MBC＝001のメールボックスがリモートフレームを受信した。 

これらの要因が発生すると、内部アービトレーションは動作を開始し、最優先のメッセージが常に最初に送信される
ようにします。図 17.9の説明を以下に示します。 
 
1-1 ： TXPRのビットが CANバスアイドル中にセットされると、内部アービトレーションが動作を開始し、送信も

開始されます。 
2-1、2-2 ： この期間中（フレーム 2Txアービトレーション中）に上述の 5要因が発生すると、内部アービトレーション

が開始し、次に送信されるフレーム（フレーム 2）がスケジューリングされます。 
3-1、3-2 ： この期間中（Rxマッチング中）内部アービトレーションは動作が許可されていません。次のフレーム（フレ

ーム 2）の SOFでスケジュールされます。送信リクエストされたメッセージが最優先の場合、送信はフレー
ム 3で行われます。 

3-3、3-4 ： 2-1、2-2と同じです。 
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17.7.4 メッセージ送信取り消しシーケンス 
TXPRによってセットされたメッセージ送信リクエストを取り消すときの取り消しシーケンスは図 17.10に示します。 

TXPR送信取り消し
シーケンス

MB[N]送信中 MB[N]送信完

ABACK[N]がセット ABACK[N]がセット*2

TXPR 送信取り消し
シーケンス完了

TXPR 送信取り消し
シーケンス完了

TXCR[N] をセット*1

TXPRをリード(①)*1

TXCR[N]をリード(②)*1

②の値＆(NOT(①の値))を
TXPR にライト*1

：ハードによる処理

：ユーザによる設定

Yes

No

 
図 17.10 送信取り消しシーケンス 

【重要】*1 本操作はメールボックスが送信中、未送信にかかわらず送信取り消しを行うときには必ず設定してください。 
 *2 送信中のメッセージに対し、本送信取り消し操作を EOF付近で行うと TXACKが正常にセットされるにもか

かわらず、ABACKもセットされる場合があります（フラグ不正）。このときは、ABACKをクリアしてくだ
さい。 
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17.7.5 メッセージ受信シーケンス 
メッセージ受信シーケンスの概略を図 17.11に示します。 

CAN Bus

HCAN

End Of Arbitration Field End Of Frame

アイドル

有効なCAN-IDを受信

IDをメールボックス[n]+
LAFM[N]とコンペア
(MBCが受信設定)

メールボックスナンバ[N]を
格納し､アイドル状態に戻る。

･メッセージの格納(オーバライト)

･UMSR設定
･IRR9セット(MBIMR[N]=0の場合)

･割り込み信号生成
(IMR9=0の場合)

･メッセージを拒否
･UMSR設定
･IRR9セット(MBIMR[N]=0の場合)

･割り込み信号生成
(IMR9=0の場合)

･メッセージを格納
･RXPR[N](RFPR[N])をセット
･IRR1(IRR2)をセット(MBIMR[N]=0の場合)

･割り込み信号生成
(IMR1(IMR2)=0の場合)

有効なCANフレーム受信 IRR1（IRR2）=0
をリード

RXPR[N] (RFPR[N])
=0をリード

RXPR[N] (RFPR[N])
に1をライト

メールボックス[N]
をリード

RXPR[N] (RFPR[N])
=1をリード

IRR1(IRR2)
が1？

IRRをリード

再割り込み監視

RXPR[N] (RFPR[N])
=1？

割り込み信号 割り込み信号 割り込み信号

NMC[N]
=1？

MBC/LAFM/CAN-IDを
チェック

Loop (N=31; N>0; N=N-1)

Yes：オーバライト

No：オーバラン

ID一致？ N=0?

N=N-1

No

No

No

No

Yes

不正

正

Yes

Yes

Yes

Yes

CPU受信割り込み
 

図 17.11 メッセージ受信シーケンス 

HCANが、メッセージ受信中にアービトレーションフィールドの最後を認識すると、HCANはメールボックス 31から
メールボックス 0まで受信した IDとメールボックスに設定された IDをコンペアします。受信ボックスに設定されてい
る場合、最初にメールボックス 31のMBCをチェックし、LAFMをリードし、CAN-IDをリードし、そして最後に受信し
た IDとそれらをコンペアします。一致しない場合、メールボックス 30に対して同じチェックをします（メールボック
ス 30が受信ボックスに設定されている場合）。IDが一致するとメールボックス nの番号を内部バッファに格納し検索を
終了します。そして、アイドル状態に戻り End Of Frame（EOF）がくるのを待ちます。EOFが CANインタフェースロジ
ックによって通知されると、HCANはメールボックス nのMBC、LAFM、CAN-IDをリードして一致条件を再度確認し
ます（メールボックス nの設定は変わっていません）。この再確認によって、メッセージ受信中にメールボックスが再設
定されてもデータの一貫性が保たれることを保証します。一致が確認されると、メッセージは NMCビットの値の設定に
よりライトまたは読み捨てられます。ライトの場合は、CAN-IDも含めて対応するメールボックスにライトされるので、
使われている LAFMによってはもとの CAN-IDが受信したメッセージの異なる CAN-IDによって上書きされる可能性が
あります。これは、受信したメッセージの IDが複数の ID + LAFMに一致する場合、常にメールボックス番号の大きい方
がメッセージを格納し、メールボックス番号の小さい方はメッセージを受信できないことを意味します。したがって、ID
と LAFMの設定は注意して選択することが必要です。 
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17.7.6 メールボックスの再設定 
メールボックスの再設定が必要な場合は以下の手順に従ってください。 

• 送信ボックスの IDを変更または送信ボックスを受信ボックスに変更する場合 

対応する TXPRがセットされていないことを確認してください。ID、対応するMBCビットはいつでも変更することが
できます。両方を変更する場合は、IDを変更してからMBCビットを変更してください。 

• 受信ボックスの IDを変更または受信ボックスを送信ボックスに変更する場合 

• 方法 1：ホルトモードを使用する 
この方法の利点は、メッセージがCANバス上にありHCANが受信状態でもメッセージをロスしないことです。
HCAN-Ⅱは受信が終了したあとでホルトモードになります。 
欠点は、HCANがメッセージを受信するのに時間がかかること（受信が終了するまでホルトモードへの遷移は遅
延します） 
ホルトモード中はメッセージを送受信できないことです。 

• 方法 2：ホルトモードを使用しない 
この方法の利点は、再設定がすぐ行われ、割り込みがないのでソフトウェアのオーバーヘッドがより少ないこと
です。 
RXPRが再設定の前後でリードされる必要があります。それは、この期間中にメッセージが受信されるかどうか
をチェックするためです。 
MBIMRはIRR1がセットされるのをマスクするのではなく、割り込みの生成をマスクするだけであることに注意
してください。 
この方法の欠点は、メッセージが受信される場合、受信されたメッセージはもとのメッセージか新しいメッセー
ジか、わからないことです。したがって、この期間中にメッセージを受信する場合はメッセージを読み捨てるの
が良いでしょう。 
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メールボックスの再設定

方法1：ホルトモード使用

HCANがノーマルモード

MCR[1] をセット
（ホルトモード）

HCAN は
送信中？受信中？
バスオフ中？

割り込み生成（IRR0 ）

IRR0とGSR4が1であること
をリード

HCANがホルト

メールボックスのID 、MBCを
変更

MCR1をクリア

HCANがノーマルモード

方法2：ホルトモード非使用

HCANがノーマルモード

対応するMBIMRを
セット

対応するRXPR（RFPR）
0をリード？

IDまたはメールボックスの
MBCレジスタの変更

対応するRXPR（RFPR）
をリード

受信メッセージを捨てる

対応するMBIMRをクリア

HCAN がノーマルモード
でレディ状態

：ハードによる処理

：ユーザによる設定

Yes Yes

No No

1

0

 
図 17.12 受信ボックスの ID変更／送信ボックスから受信ボックスへの変更 
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17.7.7 レジスタ一覧 

表 17.9 レジスタ一覧 
記号 レジスタ名 説  明 

MCR マスタコントロールレジスタ HCAN一般設定、テストモード設定 

GSR ジェネラルステータスレジスタ HCANステータスレジスタ 

HCANII_BCR0/1 ビットコンフィグレジスタ ボーレート設定用タイミング設定 

IRR インタラプトレジスタ 割り込みリクエストステータス 

IMR インタラプトマスクレジスタ 割り込みリクエストのマスク 

TXPR0/1 送信待ちレジスタ 送信リクエスト 

TXCR0/1 送信待ち取り消しレジスタ 送信リクエストのアボート 

TXACK0/1 送信アクノレッジレジスタ 送信成功レジスタ 

ABACK0/1 取り消しアクノレッジレジスタ 送信アボートフラグ 

RXPR0/1 受信完了レジスタ データフレーム受信フラグ 

RFPR0/1 リモートリクエストレジスタ リモートフレーム受信フラグ 

MBIMR0/1 メールボックスインタラプトマスクレジスタ メールボックス関連割り込みのマスク 

UMSR0/1 未読メッセージステータスレジスタ オーバライトメッセージフラグ 

TCNTR タイマカウンタレジスタ 現在のタイマ値 

TCR タイマコントロールレジスタ 汎用タイマ設定 

TSR タイマステータスレジスタ タイマ用ステータスフラグ 

TMR タイマモードレジスタ タイムスタンプと TCMRのレジスタ設定 

TDCR タイマドリフトコレクションレジスタ ネットワークとの同期用タイマ補正 

LOSR ローカルオフセットレジスタ タイマのオフセット 

CCR サイクルカウンタレジスタ タイムトリガ送信用現在のサイクルカウンタ値 

CMAX サイクルマキシマムレジスタ 基本サイクル数 

ICR0/1 インプットキャプチャレジスタ インプットキャプチャ値 

TCMR0-2 タイマコンペアマッチレジスタ タイマ用コンペア値 

MB メールボックス メールボックスの設定 
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17.7.8 割り込み要因 
HCAN-Ⅱには次に示す表のように割り込み要因があります。これらの要因は、メールボックスインタラプトレジスタ

（MBIMR）、およびインタラプトマスクレジスタ（IMR）を利用してマスクすることができます。各割り込み要求の割
り込みベクタについては「第 7章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

表 17.10 割り込み要因一覧 
割り込みベクタ DMACの起動 

HCAN0 HCAN1 

説明 割り込みフラグ
（IRRビット） HCAN0 HCAN1 

エラーパッシブ割り込み（TEC≧128または REC≧128） IRR5 

バスオフ割り込み（TEC≧256）/バスオフからの復帰 

（11レセッシブビット×128回受信） 

IRR6 

エラーワーニング割り込み（TEC≧96） IRR3 

ERS0 ERS1 

エラーワーニング割り込み（REC≧96） IRR4 

パワーオンリセットによるリセット処理割り込み IRR0 

  

オーバロードフレーム送信 IRR7  

未読メッセージのオーバライト／オーバラン IRR9 不可 

サイクルカウンタオーバフロー IRR10 

TCMR2コンペアマッチ IRR11 

HCAN-Ⅱスリープ中 CANバス動作検出 IRR12 

タイマオーバラン IRR13 

TCMR0コンペアマッチ IRR14 

OVR0 OVR1 

TCMR1コンペアマッチ IRR15 

不可 

データフレーム受信 IRR1 RM0 RM1 

リモートフレーム受信 IRR2 

 
可 

SLE0 SLE1 メールボックスエンプティ IRR8 不可 
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17.7.9 DMACインタフェース 
HCAN-Ⅱはチャネル 0のメールボックス 0のみ、メッセージを受信すると DMACを起動することができます。 
DMAC起動の諸設定を行い。メールボックス 0による割り込みが発生し、DMACによる転送が終了すると自動的に

RXPR0と RFPR0のフラグはクリアされます。このとき、HCAN-Ⅱからの受信割り込みは CPUへは発生しません。下図
に DMACの転送フローチャートを示します。 
なお、DMACの起動についての設定は「第 10章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）」を参照くださ

い。 
 

DMAC初期設定
起動要因の設定
ソース、デスティネーションアドレスの設定
送信回数の設定、割り込みの設定

HCAN0のメールボックス0に
メッセージ受信

DMAC起動

DMAC転送終了？

DMAC割り込みイネーブル

DMAC割り込みフラグクリア

終了

CPUへ割り込み

DMAC転送終了ビットのセット
RXPR，RFPRのクリア

：ハードによる処理

：ユーザによる設定

Yes

No

Yes

No

 
図 17.13 DMACの転送フローチャート 
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17.7.10 HCAN-Ⅱ端子ポート設定 
HCAN-Ⅱポート設定は必ず、コンフィグレーションモード中またはそれ以前に行ってください。ポート設定方法の詳

細は「第 22章 ピンファンクションコントローラ（PFC）」を参照してください。 
本 LSIは 2チャネルの HCAN-Ⅱを内蔵しており、2種類の使用方法があります。 

(1) 2チャネルの 32バッファの HCAN-Ⅱ 

(2) 1チャネルの 64バッファの HCAN-Ⅱ* 

下図に 2チャネルの 32バッファ独立と 1チャネルの 64バッファの例を示します。 
 

HCAN0
（32バッファ）

HCAN1
（32バッファ）

HTxD0
PB10

PB11

PL10

PL11

HRxD0

HTxD1

HRxD1

 
図 17.14 2チャネル 32バッファ独立の例 

 

HCAN0
（32バッファ）

HCAN1
（32バッファ）

HTxD0

PL10

PL11

HRxD0

HTxD1

HRxD1

 
図 17.15 1チャネル 64バッファ独立の例 

【注】 * 1チャネル 64バッファ設定の使用には注意が必要です。章末の「17.8 使用上の注意事項」を必ずよくお読
みください。 



17. コントローラエリアネットワーク-Ⅱ（HCAN-Ⅱ） 

Rev.5.00  2010.02.23  17-64 
RJJ09B0181-0500 

 

17.7.11 CANバスインタフェース 
本 LSIと CANバスを接続するためにはバストランシーバ ICが必要になります。トランシーバ ICは NXPセミコンダ

クターズ社 PCA82C250デバイスを推奨します。PCA82C250以外の製品を使用する場合は、PCA82C250とコンパチブル
な製品を使用してください。図 17.16に接続例を示します。 
 

RS

RxD

TxD

Vref

Vcc

CANH

CANL

GND

HRxD1

NC

NC：No Connection

HTxD1

本LSI

CANバス

124Ω

124Ω

Vcc

PCA82C250

【記号説明】

 
図 17.16 PCA82C250を用いたハイスピードインタフェース 
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17.8 使用上の注意事項 

17.8.1 受信中の TXPRの設定について 
HCAN-Ⅱモジュールをボーレート、1Mbpsでご使用になる際、メッセージデータを受信中に送信設定を行うとき送信

設定メールックス（MB）数とメールボックスへのアクセス数に以下の使用制限がございます。なお、ボーレート、500kbps
では制限はありません。 
【重要】受信中における TXPRセットに関する制限 
TXPRのメールボックスのセット数とメールボックスへのアクセス数に制限があります。 

表 17.11 受信中における TXPRセットに関する制限 
PΦ ボーレート 同時に設定する送信 MB数 MBのワードアクセス回数の上限

25 36 

30 30 

1.0Mbps 

31 29 

20MHz 

0.5Mbps 31 制限なし 

10 34 

20 24 

25 18 

30 12 

1.0Mbps 

31 11 

16MHz 

0.5Mbps 31 制限なし 

 

17.8.2 バスアイドル時の送信設定直後の送信取り消し設定について 
HCAN-Ⅱモジュールがバスアイドル時のときに送信設定を行い、その直後において送信取り消し（TXCR）設定を行う

際、以下の仕様制限があります。 
【重要】バスアイドル時における送信設定直後の送信取り消し設定の制限 

SOFバスアイドルCANバス ID

A t1 t2
送信取り消し禁止時間

 
上図のおいて Ａ のポイントにおいてメールボックスの送信設定（TXPR）を行った際 ｔ1 とｔ2 間のタイミングに

おいて送信取り消し設定（TXCR）を行ったとき、取り消しアクノレッジレジスタにフラグがセットされているにもかか
わらず CANバスに送信されてしまうことがあります。（送信されたメールボックスの送信アクノレッジ（TXACK）は
設定されます） 
ｔ1 と ｔ2 のタイミングは送信設定（TXPR）を行ってから以下のタイミングになります。 

表 17.12 送信取り消し設定禁止時間 
PΦ ボーレート  t1 t2 

MB順 1.90μs 6.30μs 20MHz 1Mbps 

ID順 5.05μs 13.55μs 

MB順 2.55μs 7.65μs 20MHz 0.5Mbps 

ID順 5.45μs 13.55μs 

 

17.8.3 メールボックス 31の送信取り消し不具合について 
メールボックス 31を送信バッファとして使用するとき TXCRによる送信取り消し時に以下の不具合が起こることがあ

ります。 
なお、本不具合は、バスオフ中には起きません。 

• メッセージ送信中（メールボックス 31以外）にメールボックス 31を TXCRによって送信取り消しをするとき取
り消しアクノリッジレジスタ（ABACK）がセットされているにもかかわらず、メッセージ送信され、送信アク
ノリッジレジスタ（TXACK）がセットされることがあります。 
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• メールボックス 31のメッセージ送信中のときにメールボックス 31を TXCRをによって送信取り消しを行うとき。
送信中のメールボックス 31が送信終了しても TXPRがクリアされず、内部アービトレーションシーケンスに従
って、再送信されることがあります。 

 

17.8.4 送信中における TXPR設定について 
HCAN-Ⅱモジュールをボーレート、1Mbpsでご使用になる際、送信中において TXPR設定を行い送信が完了するまで

の期間に送信設定メールボックス（MB）数とメールボックスへのアクセス数に以下の制限事項があります。なお、ボー
レート、500kbpsでは制限はありません。 
【重要】送信中における送信設定の制限 

表 17.13 送信設定時のアクセス制限 
同時に設定する送信MB数 MBのワードアクセス回数の上限 

1 36 

2 34 

3 34 

4 32 

5 32 

6 30 

7 30 

8 28 

9 28 

10 26 

11 26 

12 24 

13 24 

14 22 

15 22 

16 22 

17 22 

18 20 

19 20 

20 20 

21 18 

22 18 

23 16 

24 16 

25 14 

26 12 

27 12 

28 10 

29 8 

30 8 

 

17.8.5 タイムトリガ送信設定／タイマ動作禁止について 

• メッセージボックス設定の TTEビット（タイムトリガ送信設定）は、必ず 0を書き込んでください。イベントトリ
ガ送信に不具合が発生する可能性があります。 

• イベントトリガ送信時にはタイマは動作させないでください。（TCR15ビット＝0）イベントトリガ送信に不具合
が発生する可能性があります。 
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17.8.6 HCANスリープ中のメールボックスアクセスについて 
HCANスリープ中にメールボックスにアクセスしないでください。HCANスリープ中にメールボックスをアクセスす

ると CPUが停止する場合があります。HCANスリープ中のレジスタアクセスでは CPUは停止しません。また、HCAN
スリープ以外でメールボックスをアクセスしても CPUは停止しません。 

 

MCR1 = 1

MCR1 = 0 & MCR5 = 1

CLK停止

IRR12 = 1

MCR5 = 0

Yes

No

Yes

Yes

Yes

No

No

No

Yes

No

GSR4 = 1？

バス動作あり？

IMR12 = 1？

MCR7 = 0？

MCR5 = 0

スリープモード解除

ユーザ監視

手動解除 自動解除

この間はメールボックスへ
アクセスしないでください

 
図 17.17 HCANスリープモードのフローチャート 
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17.8.7 1チャネル 64バッファ ポート設定についての注意事項 
本 LSIは 2チャネルの HCAN-IIを内蔵しており、1チャネルの 64バッファのポート設定で使用する際、以下の注意事

項があります。 
 

HCAN-II   ch0
（HCAN-II:32buffer）

HCAN-II   ch1
（HCAN-II:32buffer）

HTxD0

PL10

PL11

HRxD0

HTxD1

HRxD1

 
 
（1） CANバスに他ノードを接続しない状態でメッセージを送信した場合、ACKエラーが発生しません。 

例として上図のch0からメッセージを送信した場合、ACKフィールドでch1がACKを送信するためです。 
ch1はCANバス上のメッセージを受信しており、CANプロトコルに従いACKフィールドでACKを送信し、その
ACKをch0が受信します 
対応方法は、メッセージを送信しないchをリセット状態（MCR0=1 設定）にしてください。これにより、メッセ
ージを送信しないchからACKを送信しません。 

（2） 送信順位を決定する内部アービトレーションは、それぞれch0とch1で独立に実施します。 
送信可能バッファは、HCAN-IIが31バッファ/chありますが、HCAN-IIは62バッファの範囲で内部アービトレーシ
ョンは実施しません。 

（3） 同一送信メッセージIDをch0とch1に設定しないでください。 
CANバス上でのアービトレーション実施後、2つのchからメッセージを送信することになります。 
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18. A/D変換器 

18.1 概要 
本 LSIは、逐次比較方式の 10ビット A/D変換器を内蔵しています。 
A/D変換器は、ソフトウェアにより最大 32チャネルのアナログ入力の選択ができます。 
A/D変換器は、独立した 3つのモジュール（A/D0、A/D1、A/D2）より構成されています。さらに A/D0は 3つのグル

ープ、A/D1は 3つのグループ、A/D2は 2つのグループで構成されています。 
 

モジュール アナロググループ チャネル 

A/D0 アナロググループ 0 AN0～3 

 アナロググループ 1 AN4～7 

 アナロググループ 2 AN8～11 

A/D1 アナロググループ 3 AN12～15 

 アナロググループ 4 AN16～19 

 アナロググループ 5 AN20～23 

A/D2 アナロググループ 6 AN24～27 

 アナロググループ７ AN28～31 

 

18.1.1 特長 
A/D変換器の特長を以下に示します。 

 

■10ビットの分解能 

入力チャネル 32チャネル（A/D0：12チャネル、A/D1：12チャネル、AD2：8チャネル） 

■高速変換 

変換時間 ：1チャネル当たり最小 13.3μs（fop＝20MHz動作時） 

■2種類の変換モード 

•   単一モード ：1チャネルの A/D変換 
•  スキャンモード  ：連続スキャンモード、1サイクルスキャンモード（AN0～3、AN4～7、AN8～11、AN12～15、

AN16～19、AN20～23、AN24～27、AN28～31） 
1～12チャネルの連続A/D変換（A/D0） 
1～12チャネルの連続A/D変換（A/D1） 
1～8チャネルの連続A/D変換（A/D2） 

■32本の 10ビット A/Dデータレジスタ 

32本の 10ビット A/Dデータレジスタがあります。A/D変換した結果は、各チャネルに対応した A/Dデータレジスタ
に転送され、保持されます。 

■サンプル＆ホールド機能内蔵（3個） 

サンプル＆ホールド回路をおのおのの A/D変換器（A/D0、A/D1、A/D2）に内蔵していますので、外部アナログ入力回
路が簡単に構成できます。 

■A/D変換割り込みと DMA機能をサポート 

A/D変換終了時に、CPUに対して A/D変換割り込み要求（ADI）を発生することができます（ADI0：A/D0の割り込み
要求、ADI1：A/D1の割り込み要求、ADI2：A/D2の割り込み要求）。 
また、ADIで DMACの起動ができます。 

■2種類の変換の開始 

•  ソフトウェア／外部トリガ（ADTRG0、ATU-II(ITVRR2A)）の選択が可能（A/D0） 
•  ソフトウェア／外部トリガ（ADTRG0、ATU-II(ITVRR2B)）の選択が可能（A/D1） 
•  ソフトウェア／外部トリガ（ADTRG1、ATU-II(ITVRR1)）の選択が可能（A/D2） 
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■ADEND出力 

ADEND出力端子によって、チャネル 31をスキャンモードで使用する場合の変換タイミングをモニタすることができ
ます。 
 

18.1.2 ブロック図 
図 18.1に A/D変換器のブロック図を示します。 
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【記号説明】

 
図 18.1 A/D変換器のブロック図 

18.1.3 端子構成 
表 18.1に A/D変換器の入力端子の構成を示します。 
アナログ入力端子は AN0～AN31の 32本あります。AN0～AN11の 12本は A/D0のアナログ入力です。この 12本のア

ナログ入力は、AN0～AN3（グループ 0）、AN4～AN7（グループ 1）、AN8～AN11（グループ 2）の 3グループに分類
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されます。AN12～AN23の 12本は A/D1のアナログ入力です。AN12～AN15（グループ 3）、AN16～19（グループ 4）、
AN20～23（グループ 5）の 3グループに分類されます。AN24～31の 8本は A/D2のアナログ入力です。AN24～27（グ
ループ 6）、AN28～31（グループ 7）の 2グループに分類されます。 

ADTRG0、ADTRG1端子は、LSI外部から、A/D変換開始タイミングを与えるための端子です。ADTRG0、ADTRG1端
子に Lowレベルのパルスを印加すると、A/D0～2は A/D変換を開始します。 

ADEND端子は、チャネル 31をスキャンモードで使用する場合の変換タイミングをモニタする出力端子です。 
AVCC、AVSS端子は、A/D0～2変換器内のアナログ部の電源電圧です。AVref端子は、A/D0～2変換の基準電圧端子です。 
なお、LSIの信頼性確保のため、AVCC、AVSSと VCC、VSSとの関係は、通常動作時は、AVCC＝5V±0.5V、AVSS＝VSSとし、

さらに、A/D変換器を使用しないときも AVCC、AVSS端子を決してオープンにしないでください。 
また、アナログ入力端子に印加する電圧は AVSS≦ANn≦AVrefの範囲としてください。 

表 18.1 A/D変換器の端子構成 
端子名 略称 入出力 機能 

アナログ電源端子 AVCC 入力 A/D0～2のアナログ部の電源 

アナロググランド端子 AVSS 入力 A/D0～2のアナログ部のグランドおよび基準電圧 

アナログリファレンス電源端子 AVref 入力 A/D0～2のアナログ部の基準電圧 

アナログ入力端子 0 AN0 入力  

アナログ入力端子 1 AN1 入力 A/D0のアナログ入力端子 0～3 

アナログ入力端子 2 AN2 入力 （アナロググループ 0） 

アナログ入力端子 3 AN3 入力  

アナログ入力端子 4 AN4 入力  

アナログ入力端子 5 AN5 入力 A/D0のアナログ入力端子 4～7 

アナログ入力端子 6 AN6 入力 （アナロググループ 1） 

アナログ入力端子 7 AN7 入力  

アナログ入力端子 8 AN8 入力  

アナログ入力端子 9 AN9 入力 A/D0のアナログ入力端子 8～11 

アナログ入力端子 10 AN10 入力 （アナロググループ 2） 

アナログ入力端子 11 AN11 入力  

アナログ入力端子 12 AN12 入力  

アナログ入力端子 13 AN13 入力 A/D1のアナログ入力端子 12～15 

アナログ入力端子 14 AN14 入力 （アナロググループ 3） 

アナログ入力端子 15 AN15 入力  

アナログ入力端子 16 AN16 入力  

アナログ入力端子 17 AN17 入力 A/D1のアナログ入力端子 16～19 

アナログ入力端子 18 AN18 入力 （アナロググループ 4） 

アナログ入力端子 19 AN19 入力  

アナログ入力端子 20 AN20 入力  

アナログ入力端子 21 AN21 入力 A/D1のアナログ入力端子 20～23 

アナログ入力端子 22 AN22 入力 （アナロググループ 5） 

アナログ入力端子 23 AN23 入力  

アナログ入力端子 24 AN24 入力  

アナログ入力端子 25 AN25 入力 A/D2のアナログ入力端子 24～27 

アナログ入力端子 26 AN26 入力 （アナロググループ 6） 

アナログ入力端子 27 AN27 入力  

アナログ入力端子 28 AN28 入力  

アナログ入力端子 29 AN29 入力 A/D2のアナログ入力端子 27～31 

アナログ入力端子 30 AN30 入力 （アナロググループ 7） 

アナログ入力端子 31 AN31 入力  

A/D変換トリガ入力端子 0 ADTRG0 入力 A/D0、1の A/D変換トリガ入力端子 

A/D変換トリガ入力端子 1 ADTRG1 入力 A/D2の A/D変換トリガ入力端子 

ADEND出力端子 ADEND 出力 A/D2のチャネル 31の変換タイミング 

モニタ出力端子 
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18.1.4 レジスタ構成 
表 18.2に A/D変換器のレジスタ構成を示します。 

表 18.2 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス 

サイズ*1 

A/Dデータレジスタ 0（H/L） ADDR0（H/L） R H'0000 H'FFFFF800 8、16 

A/Dデータレジスタ 1（H/L） ADDR1（H/L） R H'0000 H'FFFFF802 8、16 

A/Dデータレジスタ 2（H/L） ADDR2（H/L） R H'0000 H'FFFFF804 8、16 

A/Dデータレジスタ 3（H/L） ADDR3（H/L） R H'0000 H'FFFFF806 8、16 

A/Dデータレジスタ 4（H/L） ADDR4（H/L） R H'0000 H'FFFFF808 8、16 

A/Dデータレジスタ 5（H/L） ADDR5（H/L） R H'0000 H'FFFFF80A 8、16 

A/Dデータレジスタ 6（H/L） ADDR6（H/L） R H'0000 H'FFFFF80C 8、16 

A/Dデータレジスタ 7（H/L） ADDR7（H/L） R H'0000 H'FFFFF80E 8、16 

A/Dデータレジスタ 8（H/L） ADDR8（H/L） R H'0000 H'FFFFF810 8、16 

A/Dデータレジスタ 9（H/L） ADDR9（H/L） R H'0000 H'FFFFF812 8、16 

A/Dデータレジスタ 10（H/L） ADDR10（H/L） R H'0000 H'FFFFF814 8、16 

A/Dデータレジスタ 11（H/L） ADDR11（H/L） R H'0000 H'FFFFF816 8、16 

A/Dデータレジスタ 12（H/L） ADDR12（H/L） R H'0000 H'FFFFF820 8、16 

A/Dデータレジスタ 13（H/L） ADDR13（H/L） R H'0000 H'FFFFF822 8、16 

A/Dデータレジスタ 14（H/L） ADDR14（H/L） R H'0000 H'FFFFF824 8、16 

A/Dデータレジスタ 15（H/L） ADDR15（H/L） R H'0000 H'FFFFF826 8、16 

A/Dデータレジスタ 16（H/L） ADDR16（H/L） R H'0000 H'FFFFF828 8、16 

A/Dデータレジスタ 17（H/L） ADDR17（H/L） R H'0000 H'FFFFF82A 8、16 

A/Dデータレジスタ 18（H/L） ADDR18（H/L） R H'0000 H'FFFFF82C 8、16 

A/Dデータレジスタ 19（H/L） ADDR19（H/L） R H'0000 H'FFFFF82E 8、16 

A/Dデータレジスタ 20（H/L） ADDR20（H/L） R H'0000 H'FFFFF830 8、16 

A/Dデータレジスタ 21（H/L） ADDR21（H/L） R H'0000 H'FFFFF832 8、16 

A/Dデータレジスタ 22（H/L） ADDR22（H/L） R H'0000 H'FFFFF834 8、16 

A/Dデータレジスタ 23（H/L） ADDR23（H/L） R H'0000 H'FFFFF836 8、16 

A/Dデータレジスタ 24（H/L） ADDR24（H/L） R H'0000 H'FFFFF840 8、16 

A/Dデータレジスタ 25（H/L） ADDR25（H/L） R H'0000 H'FFFFF842 8、16 

A/Dデータレジスタ 26（H/L） ADDR26（H/L） R H'0000 H'FFFFF844 8、16 

A/Dデータレジスタ 27（H/L） ADDR27（H/L） R H'0000 H'FFFFF846 8、16 

A/Dデータレジスタ 28（H/L） ADDR28（H/L） R H'0000 H'FFFFF848 8、16 

A/Dデータレジスタ 29（H/L） ADDR29（H/L） R H'0000 H'FFFFF84A 8、16 

A/Dデータレジスタ 30（H/L） ADDR30（H/L） R H'0000 H'FFFFF84C 8、16 

A/Dデータレジスタ 31（H/L） ADDR31（H/L） R H'0000 H'FFFFF84E 8、16 

A/Dコントロールステータス 

レジスタ 0 

ADCSR0 R/(W)*2 H'00 H'FFFFF818 8、16 

A/Dコントロールレジスタ 0 ADCR0 R/W H'0F H'FFFFF819 8、16 

A/Dトリガレジスタ 0 ADTRGR0 R/W H'FF H'FFFFF76E 8 

A/Dコントロールステータス 

レジスタ 1 

ADCSR1 R/(W)*2 H'00 H'FFFFF838 8、16 

A/Dコントロールレジスタ 1 ADCR1 R/W H'0F H'FFFFF839 8、16 

A/Dトリガレジスタ 1 ADTRGR1 R/W H'FF H'FFFFF72E 8 

A/Dコントロールステータス 

レジスタ 2 

ADCSR2 R/(W)*2 H'08 H'FFFFF858 8、16 

A/Dコントロールレジスタ 2 ADCR2 R/W H'0F H'FFFFF859 8、16 

A/Dトリガレジスタ 2 ADTRGR2 R/W H'FF H'FFFFF72F 8 

【注】 *1 16ビットのアクセスはワード境界のみ可能です。 

 *2 ビット 7は、フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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18.2 レジスタの説明 

18.2.1 A/Dデータレジスタ 0～31（ADDR0～31） 
A/Dデータレジスタ 0～31（ADDR0～31）はアナログ入力を A/D変換した結果を格納する 16ビットの読み出し専用レ

ジスタです。 
アナログ入力 0～31（AN0～31）に対応するレジスタは 32本あります。 
ADDRはパワーオンリセット、ソフトウェアスタンバイモード、およびハードウェアスタンバイモード時に H'0000に

初期化されます。 

00 0 0 0 000初期値：

RR R R R RRRR/W：

AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2

45 3 2 1 067ビット：

ADDRnH
（上位バイト）

 

00 0 0 0 000初期値：

RR R R R RRRR/W：

AD1 AD0

45 3 2 1 067ビット：

ADDRnL
（下位バイト）

（n＝0～15）
 

 
A/D変換器はアナログ入力を 10ビットのデジタル値に変換します。この 10ビットデータのうち、上位 8ビットが選択

されたチャネルに対応する ADDRの上位バイトに、下位 2ビットが ADDRの下位バイトにそれぞれ格納されます。ADDR
の下位バイトのデータは上位 2ビットのみが有効です。 
表 18.3にアナログ入力チャネルと ADDRの対応を示します。 

表 18.3 アナログ入力チャネルと ADDRの対応 
アナログ入力 

チャネル 

A/Dデータ 

レジスタ 

アナログ入力 

チャネル 

A/Dデータ

レジスタ 

アナログ入力

チャネル 

A/Dデータ

レジスタ 

アナログ入力 

チャネル 

A/Dデータ

レジスタ 

AN0 ADDR0 AN8 ADDR8 AN16 ADDR16 AN24 ADDR24 

AN1 ADDR1 AN9 ADDR9 AN17 ADDR17 AN25 ADDR25 

AN2 ADDR2 AN10 ADDR10 AN18 ADDR18 AN26 ADDR26 

AN3 ADDR3 AN11 ADDR11 AN19 ADDR19 AN27 ADDR27 

AN4 ADDR4 AN12 ADDR12 AN20 ADDR20 AN28 ADDR28 

AN5 ADDR5 AN13 ADDR13 AN21 ADDR21 AN29 ADDR29 

AN6 ADDR6 AN14 ADDR14 AN22 ADDR22 AN30 ADDR30 

AN7 ADDR7 AN15 ADDR15 AN23 ADDR23 AN31 ADDR31 
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18.2.2 A/Dコントロールステータスレジスタ 0、1（ADCSR0、1） 
A/Dコントロールステータスレジスタ 0、1（ADCSR0、1）は、A/D0、1の A/D変換モードの選択などを行う 8ビット

の読み出し／書き込み可能なレジスタです。 
ADCSR0、1は、パワーオンリセット、ソフトウェアスタンバイモード、およびハードウェアスタンバイモード時に

H'00に初期化されます。 

00 0 0 0 000初期値：

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/(W)*R/W：

ADF ADIE ADM1 ADM0 CH3 CH2 CH1 CH0

45 3 2 1 067ビット：

【注】 *  フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。
 

 

ビット 7：A/Dエンドフラグ（ADF） 

A/Dエンドフラグ（ADF）は、A/D変換の終了を示すフラグです。 
 

ビット 7 説   明 

ADF  

0 A/D0、1が A/D変換実行中、またはアイドル状態であることを示します。 （初期値）

［クリア条件］ 

（1）ADF＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

（2）ADI0、1により DMACが起動されたとき 

1 A/D0、1が A/D変換を終了し、デジタル値を ADDRに転送したことを示します。 

［セット条件］ 

（1）単一モード：A/D変換終了時 

（2）スキャンモード：設定されたすべてのアナログ変換が終了したとき 

 
単一モードと、スキャンモードでは、ADFが 1にセットされた後の A/D変換器の動作が異なります。 
単一モードのとき、A/D変換器はデジタル値を ADDRに転送した後、ADFを 1にセットしてアイドル状態になります。 
スキャンモードのときには、設定されたすべての変換が終了した後に ADFを 1にセットします。たとえば、12チャネ

ルスキャンの場合、AN8～AN11（グループ 2）または、AN20～AN23（グループ 5）の変換終了直後に ADFが 1にセッ
トされます。ADFが 1にセットされた後、連続スキャンでは、さらに変換を続けます。1サイクルスキャンでは、変換を
終了します。 
なお、ADFに 1を書き込むことはできません。 

 

ビット 6：A/Dインタラプトイネーブル（ADIE） 

A/Dインタラプトイネーブル（ADIE）は、A/D割り込み（ADI）の発生を許可／禁止するビットです。 
なお、誤動作を防ぐため、動作モードの切り替えは、必ず A/Dコントロールレジスタ 0、1（ADCR0、1）の ADSTが

0の状態で行ってください。 
 

ビット 6 説   明 

ADIE  

0 A/D割り込み（ADI0、1）の発生を禁止 （初期値）

1 A/D割り込み（ADI0、1）の発生を許可 

 
A/D変換を終了して ADFが 1にセットされたとき、ADIEが 1にセットされていると A/D0、1の A/D割り込み（ADI0、

1）が発生します。ADFを 0にクリアするか、ADIEを 0にクリアすることで、ADI0、1のクリアが可能です。 
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ビット 5、4：A/Dモード 1、0（ADM1、0） 

A/Dモード 1、0（ADM1、0）は、A/D変換を単一モード、4チャネルスキャンモード、8チャネルスキャンモード、
12チャネルスキャンモードから選択するビットです。 
なお、誤動作を防ぐため、動作モードの切り替えは、必ず A/Dコントロールレジスタ 1、0（ADCR1、0）の ADSTが

0の状態で行ってください。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

ADM1 ADM0  

0 0 単一モード （初期値）

 1 4チャネルスキャンモード（アナロググループ 0、1、2、3、4、5） 

1 0 8チャネルスキャンモード（アナロググループ 0、1、3、4） 

 1 12チャネルスキャンモード（アナロググループ 0、1、2、3、4、5） 

 
ADM1、0を 00に設定すると、単一モードになります。単一モードでは、ADCSRの CH3～0で選択されたアナログチ

ャネルを 1回 A/D変換して動作終了します。 
ADM1、0を 01に設定すると、4チャネルスキャンモードになります。スキャンモードは、複数チャネルの A/D変換

を連続して行うモードです。スキャンモードで A/D変換を行うチャネルは ADCSR1、0の CH3～0で設定します。4チャ
ネルスキャンモードでは、アナロググループ 0（AN0～3）、グループ 1（AN4～7）、グループ 2（AN8～11）、または
グループ 3（AN12～15）、グループ 4（AN16～19）、グループ 5（AN20～23）のうちのいずれかのグループのチャネル
を連続して変換します。ADCSビットを 0に設定してグループ内全チャネルスキャンを選択（AN0～3、AN4～7、AN8～
11または、AN12～15、AN16～19、AN20～23）した場合は一度グループ内のチャネルを連続スキャンし、最後のチャネ
ル（最も番号の大きい）の A/D変換終了後、動作を停止します。 

ADM1、0を 10に設定すると、8チャネルスキャンモードになります。8チャネルスキャンモードでは、アナロググル
ープ 0（AN0～3）とグループ 1（AN4～7）または、アナロググループ 3（AN12～15）とグループ 4（AN16～19）の 8チ
ャネルの A/D変換を行います。ADCSビットを 0に設定してグループ内全チャネルスキャンを選択（AN0～7）または、
（AN12～19）した場合は一度グループ内のチャネルを連続スキャンし、最後のチャネル（最も番号の大きい）の A/D変
換終了後、動作を停止します。 

ADM1、0を 11に設定すると、12チャネルスキャンモードになります。12チャネルスキャンモードでは、アナロググ
ループ 0（AN0～3）とグループ 1（AN4～7）とグループ 2（AN8～11）または、アナロググループ 3（AN12～15）とグ
ループ 4（AN16～19）とグループ 5（AN20～23）の 12チャネルの A/D変換を行います。 ADCSビットを 0に設定して
グループ内全チャネルスキャンを選択（AN0～11または、AN12～19）した場合は一度グループ内のチャネルを連続スキ
ャンし、最後のチャネル（最も番号の大きい）の A/D変換終了後、動作を停止します。 
なお、単一モード／スキャンモードの動作については「18.4 動作説明」を参照してください。 
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ビット 3～0：チャネルセレクト 3～0（CH3～0） 

チャネルセレクト 3～0（CH3～0）は、ADM1、0との組み合わせでアナログ入力チャネルを選択するビットです。 
誤動作を防ぐためアナログ入力チャネル選択の切り替えは、必ず、A/Dコントロールレジスタ 1、0（ADCR1、0）の

ADSTが 0の状態で行ってください。 
 

 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 アナログ入力チャネル 

CH3 CH2 CH1 CH0 単一モード 4チャネルスキャンモード 

    A/D0 A/D1 A/D0 A/D1 

0 0 0 0 AN0 

（初期値） 

AN12 

（初期値） 

AN0 AN12 

   1 AN1 AN13 AN0、1 AN12、13 

  1 0 AN2 AN14 AN0～2 AN12～14 

   1 AN3 AN15 AN0～3 AN12～15 

 1 0 0 AN4 AN16 AN4 AN16 

   1 AN5 AN17 AN4、5 AN16、17 

  1 0 AN6 AN18 AN4～6 AN16～18 

   1 AN7 AN19 AN4～7 AN16～19 

1 0*1 0 0 AN8 AN20 AN8 AN20 

   1 AN9 AN21 AN8、9 AN20、21 

  1 0 AN10 AN22 AN8～10 AN20～22 

   1 AN11 AN23 AN8～11 AN20～23 

 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 アナログ入力チャネル 

CH3 CH2 CH1 CH0 8チャネルスキャンモード 12チャネルスキャンモード 

    A/D0 A/D1 A/D0 A/D1 

0 0 0 0 AN0、4 AN12、16 AN0、4、8 AN12、16、20

   1 AN0、1、 
4、5 

AN12、13、16、
17 

AN0、1、4、5、8、
9 

AN12、13、16、
17、20、21 

  1 0 AN0～2、 
4～6 

AN12～14、 
16～18 

AN0～2、4～6、8
～10 

AN12～14、 
16～18、20～22

   1 AN0～7 AN12～19 AN0～11 AN12～23 

 1 0 0 AN0、4 AN12、16 AN0、4、8 AN12、16、20

   1 AN0、1、 
4、5 

AN12、13、16、
17 

AN0、1、4、5、8、
9 

AN12、13、16、
17、20、21 

  1 0 AN0～2、 
4～6 

AN12～14、 
16～18 

AN0～2、4～6、 
8～10 

AN12～14、 
16～18、 

20～22 

   1 AN0～7 AN12～19 AN0～11 AN12～23 

1 0*1 0 0 リザーブ*2 リザーブ*2 AN0、4、8 AN12、16、20

   1   AN0、1、4、5、8、
9 

AN12、13、16、
17、20、21 

  1 0   AN0～2、4～6、 
8～10 

AN12～14、 
16～18、 

20～22 

   1   AN0～11 AN12～23 

【注】 *1 必ず 0に設定してください。 

 *2 将来の拡張のためのモードです。使用しないでください。 
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18.2.3 A/Dコントロールレジスタ 0、1、2（ADCR0、1、2） 
A/Dコントロールレジスタ 0、1、2（ADCR0、1、2）は、A/D0、1、2の A/D変換の開始制御、および動作クロックの

選択を行う 8ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 
ADCR0、1、2は、パワーオンリセット、ソフトウェアスタンバイモード、およびハードウェアスタンバイモード時に

H'0Fに初期化されます。 
なお、ADCR0、1、2のビット 3～0は予約ビットです。ビット 3～0への書き込みはできません。また、読み出すと常

に 1が読み出されます。 

0 1 1 1 100初期値：

R/W R/W R R R RR/WR/WR/W：

TRGE CKS ADST

45 3 2 1 067ビット：

ADCS

0

 
 

ビット 7：トリガイネーブル（TRGE） 

トリガイネーブル（TRGE）は、外部トリガ入力あるいは ATU-IIトリガによる A/D変換の開始を許可／禁止するビッ
トです。 
 

ビット 7 説   明 

TRGE  

0 外部トリガまたは ATU-IIトリガによる A/D変換の開始を禁止 （初期値）

1 外部トリガまたは ATU-IIトリガによる A/D変換の開始を許可 

 
外部トリガあるいは ATU-IIトリガの選択は、「18.2.5 A/Dトリガレジスタ 0、1、2（ADTRGR0、1、2）」を参照

してください。 
ATU-IIトリガに設定した場合、ADTRGR0、1、2レジスタのビット 7を 0にしてください。 
外部トリガに設定した場合、TRGEを 1にセットした後、ADTRG0、ADTRG1端子に Lowレベルのパルスを入力する

と、A/D変換はパルスの立ち下がりエッジを検出し、ADCRの ADSTビットを 1にセットします。この後は、ソフトウ
ェアで ADSTビットに 1をライトしたときと同じ動作をします。ただし、外部トリガ入力による A/D変換の開始機能は
ADSTビットが 0にクリアされているときのみ有効です。 
なお、外部トリガ開始機能を使用するとき、ADTRG0、ADTRG1端子に入力する Lowパルス幅は 1.5 Pφクロック以上

であることが必要です。詳しくは「18.4.4 外部トリガによる A/D変換器の起動」を参照してください。 
 

ビット 6：クロックセレクト（CKS） 

クロックセレクト（CKS）は、A/D変換時間の設定を行うビットです。 
CKSが 0のとき 266ステート（MAX）で、CKSが 1のとき 134ステート（MAX）で A/D変換を行います。なお、誤動
作を防ぐため A/D変換時間の切り替えは、必ず、A/Dコントロールレジスタ 0、1、2（ADCR0、1、2）の ADSTが 0の
状態で行ってください。詳しくは、「18.4.3 アナログ入力のサンプリングと A/D変換時間」を参照してください。 

 
ビット 6 説   明 

CKS  

0 変換時間＝266ステート（MAX） （初期値）

1 変換時間＝134ステート（MAX） 
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ビット 5：A/Dスタート（ADST） 

A/Dスタート（ADST）は、A/D変換の開始／停止を制御するビットです。ADSTを 1にセットすると A/D変換を開始
し、0にクリアすると停止します。 
 

ビット 5 説   明 

ADST  

0 A/D変換停止 （初期値）

1 A/D変換実行中 

［クリア条件］ 

（1）単一モード：A/D変換終了時に自動的に 0クリア 

（2）スキャンモード：設定した全チャネルを一度変換終了後すると、自動的に 0クリア（1サイクルスキ
ャン） 

 
単一モードとスキャンモードでは、ADSTビットの動きが異なりますので注意してください。 
単一モードでは、1チャネルの A/D変換終了時に自動的に ADSTを 0にクリアします。また、スキャンモード（連続

スキャン）では、選択したアナログ入力すべての変換が終わると、再度全チャネルの A/D変換を始めるため、ADSTビ
ットは 1のままです。したがって、スキャンモード（連続スキャン）では、変換時間の変更、アナログ入力チャネルの選
択を変更するときには、ADSTビットを 0にクリアして A/D変換を停止させてください。ただし、スキャンモード（1サ
イクルスキャン）では設定した全チャネルを一度変換終了すると、自動的に ADSTビットを 0にクリアして A/D変換を
停止します。動作モードの切り替えは、必ず A/Dコントロールレジスタ 0、1、2（ADCR0、1、2）の ADSTビットが 0
の状態で行ってください。なお、A/Dインタラプトイネーブル（ADCSR0、1、2の ADIEビット）の変更、A/D変換時間
の変更（ADCR0、1、2の CKSビット）、動作モードの変更（ADCSR0、1、2の ADM1、0ビット）、およびアナログ入
力チャネル選択の変更（ADCSR0、1、2の CH3～0）を行う前に、必ず、 A/D変換が停止していること（ADSTが 0）を
確認してください。これらの変更を A/D変換器の動作中（ADSTが 1）に行った場合、 A/Dデータレジスタの内容は、
保証されません。 
 

ビット 4：A/Dコンティニュアススキャン（ADCS） 

 
ビット 4 説   明 

ADCS  

0 1サイクルスキャン （初期値）

1 連続スキャン 

 
A/Dコンティニュアススキャン（ADCS）は、スキャンモード時の 1サイクルスキャン／連続スキャンを選択するビッ

トです。スキャンモード時のみ有効です。なお、詳しくは「18.4.2 スキャンモード」を参照してください。 
 

ビット 3～0：予約ビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 



18. A/D変換器 

Rev.5.00  2010.02.23  18-11 
RJJ09B0181-0500 

 

18.2.4 A/Dコントロールステータスレジスタ 2（ADCSR2） 
A/Dコントロールステータスレジスタ 2（ADCSR2）は、A/D2の A/D変換モードの選択などを行う 8ビットの読み出

し／書き込み可能なレジスタです。 
ADCSR2は、パワーオンリセット、ソフトウェアスタンバイモード、およびハードウェアスタンバイモード時に H'08

に初期化されます。 

00 01 0 000初期値：

R/WR/W R R/W R/W R/WR/WR/(W)*R/W：

ADF ADIE ADM1 CH1 CH0

45 3 2 1 067ビット：

【注】*  フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。

CH2ADM0

 
 

ビット 7：A/Dエンドフラグ（ADF） 

A/Dエンドフラグ(ADF)は、A/D変換終了を示すフラグです。 
 

ビット 7 説   明 

ADF  

0 A/D2が A/D変換実行中、またはアイドル状態であることを示します。 （初期値）

［クリア条件］ 

（1）ADF＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

（2）ADI2により DMACが起動されたとき 

1 A/D2が A/D変換を終了し、デジタル値を ADDRに転送したことを示します。 

［セット条件］ 

（1）単一モード：A/D変換終了時 

（2）スキャンモード：設定されたすべてのアナログ変換が終了したとき 

 
単一モードとスキャンモードでは、ADFが 1にセットされた後の A/D変換器の動作が異なります。 
単一モードのとき、A/D変換器はデジタル値を ADDRに転送した後、ADFを 1にセットしてアイドル状態になります。 
スキャンモードのときには、設定されたすべての変換が終了した後に ADFを 1にセットします。たとえば、8チャネ

ルスキャンの場合、AN28～AN31（グループ 7）の変換終了直後に ADFが 1にセットされます。ADFが 1にセットされ
た後、連続スキャンではさらに変換を続けます。1サイクルスキャンでは変換を終了します。 
なお、ADFに 1を書き込むことはできません。 

 

ビット 6：A/Dインタラプトイネーブル（ADIE） 

A/Dインタラプトイネーブル（ADIE）は、A/D割り込み（ADI）の発生を許可／禁止するビットです。 
なお、誤動作を防ぐため、動作モードの切り替えは、必ず A/Dコントロールレジスタ 2（ADCR2）の ADSTが 0の状

態で行ってください。 
 

ビット 6 説   明 

ADIE  

0 A/D割り込み（ADI2）の発生を禁止 （初期値）

1 A/D割り込み（ADI2）の発生を許可 

 
A/D変換を終了して ADCSR2の ADFが 1にセットされたとき、ADIEが 1にセットされていると A/D2の A/D割り込

み（ADI2）が発生します。ADFを 0にクリアするか、ADIEを 0にクリアすることで、ADI2のクリアが可能です。 
 



18. A/D変換器 

Rev.5.00  2010.02.23  18-12 
RJJ09B0181-0500 

 

ビット 5、4：A/Dモード 1、0（ADM1、0） 

A/Dモード 1、0（ADM1、0）は、A/D変換を単一モード、4チャネルスキャンモード、8チャネルスキャンモードか
ら選択するビットです。 
なお、誤動作を防ぐため、動作モードの切り替えは、必ず A/Dコントロールレジスタ 2（ADCR2）の ADSTが 0の状

態で行ってください。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

ADM1 ADM0  

0 0 単一モード （初期値）

 1 4チャネルスキャンモード（アナロググループ 6、7） 

1 0 8チャネルスキャンモード（アナロググループ 6、7） 

 1 予約 

 
ADM1、0を 00に設定すると、単一モードになります。単一モードでは、ADCSRの CH2～0で選択されたアナログチ

ャネルを 1回 A/D変換して動作終了します。 
ADM1、0を 01に設定すると、4チャネルスキャンモードになります。スキャンモードは、複数チャネルの A/D変換

を連続して行うモードです。スキャンモードで A/D変換を行うチャネルは ADCSR2の CH2～0で設定します。4チャネ
ルスキャンモードでは、アナロググループ 6（AN24～27）またはグループ 7（AN28～31）のうちいづれかのグループの
チャネルを連続して変換します。ADCSビットを 0に設定してグループ内全チャネルスキャンを選択（AN24～27、AN28
～31）した場合は一度グループ内のチャネルを連続スキャンし、最後のチャネル（最も番号の大きい）の A/D変換終了
後変換を停止します。 

ADM1、0を 10に設定すると、8チャネルスキャンモードになります。8チャネルスキャンモードでは、アナロググル
ープ 6（AN24～27）とグループ 7（AN28～31）の 8チャネルの A/D変換を行います。 ADCSビットを 0に設定してグル
ープ内全チャネルスキャンを選択（AN24～31）した場合は一度グループ内のチャネルを連続スキャンし、最後のチャネ
ル（最も番号の大きい）の A/D変換終了後変換を停止します。 
なお、単一モード／スキャンモードの動作については「18.4 動作説明」を参照してください。 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
 

ビット 2～0：チャネルセレクト 2～0（CH2～0） 

チャネルセレクト 2～0（CH2～0）は、ADM1、0との組み合わせでアナログ入力チャネルを選択するビットです。 
誤動作を防ぐためアナログ入力チャネル選択の切り替えは、必ず、A/Dコントロールレジスタ 2（ADCR2）の ADST

が 0の状態で行ってください。 
 
ビット 2 ビット 1 ビット 0 アナログ入力チャネル 

CH2 CH1 CH0 単一モード 4チャネルスキャンモード 8チャネルスキャンモード 

0 0 0 AN24（初期値） AN24 AN24、28 

  1 AN25 AN24、25 AN24、25、28、29 

 1 0 AN26 AN24～26 AN24～26、AN28～30 

  1 AN27 AN24～27 AN24～31 

1 0 0 AN28 AN28 AN24、28 

  1 AN29 AN28、29 AN24、25、28、29 

 1 0 AN30 AN28～30 AN24～26、AN28～30 

  1 AN31 AN28～31 AN24～31 
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18.2.5 A/Dトリガレジスタ 0、1、2（ADTRGR0、1、2） 
A/Dトリガレジスタ（ADTRGR0、1、2）は、A/D0、1、2のトリガの選択を行う 8ビットの読み出し／書き込み可能

なレジスタです。外部端子（ADTRG0、ADTRG1）か、ATU-II（ATU-IIのインターバルタイマ A/D変換要求トリガ）の
どちらかを選択します。 

ADTRGR0、1、2は、パワーオンリセット、ソフトウェアスタンバイモード、およびハードウェアスタンバイモード時
に H'FFに初期化されます。 

11 1 1 1 111初期値：

R/W R R R R R R RR/W：

EXTRG

45 3 2 1 067ビット：

 
 

ビット 7：トリガイネーブル（EXTRG） 

外部端子（ADTRG0、ADTRG1）か、ATU-IIのインターバルタイマ A/D変換要求のどちらかを選択します。 
 

ビット 7 説   明 

EXTRG  

0 ATU-IIのチャネル 0のインターバルタイマ A/D変換要求による起動を行います。 

1 外部端子（ADTRG）による起動を行います。 （初期値）

 
外部トリガあるいは ATU-IIトリガの選択は、ADCR0、1、2の TRGEビットを 1に設定する必要があります。詳しく

は、「18.2.3 A/Dコントロールレジスタ 0、1、2（ADCR0、1、2）」を参照してください。 
 

ビット 6～0：予約ビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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18.3 CPUとのインタフェース 
A/Dデータレジスタ 0～31（ADDR0～31）は 16ビットのレジスタですが、CPUと結合しているチップ内バスは、8ビ

ット幅です。このため ADDRの上位／下位のデータは別々にしか読み出せません。 
ADDRの上位／下位の 2バイトのデータを読み出す間にデータが変化するのを避けるため、下位バイトのデータの読

み出しは、テンポラリレジスタ（TEMP）を介して行います。なお、上位バイトの読み出しは直接行えます。 
ADDRからのデータの読み出しは、次のようにして行います。まず、ADDRのデータの上位バイトを読み出します。

このとき、上位バイトのデータは直接CPUに読み込まれ、下位バイトのデータはA/D変換器内の TEMPへ転送されます。
次に下位バイトを読み出すと TEMPの内容が CPUに読み込まれます。 

ADDRをバイトサイズで読み出す場合には、必ず上位バイト、下位バイトの順で行ってください。また、上位バイト
のみの読み出しは可能ですが、下位バイトのみの読み出しでは内容が保証されませんので注意してください。なお、ADDR
をワードサイズで読み出すと、自動的に上位バイト、下位バイトの順で読み出されます。 
図 18.2に ADDRのリード時のデータの流れを示します。 

 

CPU
（H'AA）

TEMP
（H'40）

ADDRnL
（H'40）

ADDRnH
（H'AA）

バスインタ
フェース

モジュールデータバス

＜上位バイトの読み出し＞

CPU
（H'40）

TEMP
（H'40）

ADDRnL
（H'40）

ADDRnH
（H'AA）

バスインタ
フェース

モジュールデータバス

＜下位バイトの読み出し＞

 
図 18.2 ADDRのアクセス動作（（H'AA40）読み出し時） 
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18.4 動作説明 
A/D変換器は、逐次比較方式で動作し、10ビットの分解能を持っています。 
A/D変換の動作モードには、単一モードとスキャンモードの 2種類の動作モードがあります。スキャンモードは連続

スキャンモードと、1サイクルスキャンモードがあります。単一モードは指定した 1チャネルを 1回変換して終了するモ
ードです。連続スキャンモードは指定した 1チャネル以上の A/D変換を ADSTビットが 0にクリアされるまで繰り返し
行うモードです。1サイクルスキャンは、1チャネル以上の A/D変換を 1回行って終了するモードです。 
 

18.4.1 単一モード 
単一モードは、1チャネルのみの A/D変換を 1回行うときに選択するモードです。 
単一モードの選択は、A/Dコントロールステータスレジスタ（ADCSR）の ADM1、0ビットを 00にすることで行いま

す。この状態で A/Dコントロールスレジスタ（ADCR）の ADSTビットを 1にセットすると単一モードで A/D変換を開
始します。 

ADSTビットは、 A/D変換中は 1を保持しており、変換が終了すると自動的に 0にクリアされます。 
また、変換が終了すると ADCSRの ADFが 1にセットされます。このとき、ADCSRの ADIEビットが 1にセットされ

ていると ADI割り込み要求を発生します。ADFを 0にクリアするときには、あらかじめ ADFの 1を読んだ後、0を書き
込んでください。ただし、ADI割り込みで DMACを起動した場合には、自動的にクリアされます。 
アナログ入力 1チャネル（AN1）を選択して、単一モードで A/D変換を行う場合の動作例を次に示します。また、図

18.3に動作タイミングを示します。 
 
（1） 動作モードを単一モードに（ADM1＝ADM0＝0）、入力チャネルをAN1に（CH3＝CH2＝CH1＝0、CH0＝1）、

A/D割り込み要求許可（ADIE＝1）を設定して、A/D変換を開始（ADST＝1）します。 
（2） A/D変換が終了すると、A/D変換結果がADDR1に転送されます。同時に、ADF＝1、ADST＝0となり、A/D変換器

は変換待機となります。 
（3） ADF＝1、ADIE＝1となっているため、ADI割り込みを発生します。 
（4） A/D割り込み処理ルーチンが開始されます。 
（5） ADF＝1を読み出した後、ADFに0を書き込みます。 
（6） A/D変換結果（ADDR1）を読み出して、処理します。 
（7） A/D割り込み処理ルーチンの実行を終了します。 

 
この後、ADSTビットを 1にセットすると A/D変換が開始され（2）～（7）を行います。 
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変換待機

セット＊

セット＊
A/D変換開始 セット＊

クリア＊ クリア＊

変換待機 変換待機 変換待機A/D変換 A/D変換

変換待機

変換待機

変換結果の読み出し 変換結果の読み出し

A/D変換結果(1) A/D変換結果(2)

チャネル0（AN0）
動作状態　

ADF

ADST

ADIE

チャネル1（AN1）
動作状態　

チャネル2（AN2）
動作状態　

チャネル3（AN3）
動作状態　

ADDR0

ADDR1

ADDR2

ADDR3

【注】　*　  　は、ソフトウェアによる命令実行を示します。

(1) (2)

 
図 18.3 A/D変換器の動作例（単一モード チャネル 1選択時） 
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18.4.2 スキャンモード 
スキャンモードは、1チャネル以上の複数チャネルの A/D変換を繰り返すとき（常時モニタしたいときなど）に選択

するモードです。 
スキャンモードの選択は、A/D0、１の場合、A/Dコントロールステータスレジスタ（ADCSR0、１）の ADM1、0ビッ

トを 01、10、または 11にすることで行います。ADM1、0ビットを 01にすると 4チャネルスキャンモードに、10にす
ると 8チャネルスキャンモードに、11にすると 12チャネルスキャンモードになります。また、A/D2の場合は A/Dコン
トロールステータスレジスタ 2（ADCSR2）の ADM1、0 ビットを 01、10にすることで行います。ADM1、0ビットを 01
にすると 4チャネルスキャンモードに、10にすると 8チャネルスキャンモードになります。この状態で A/Dコントロー
ルレジスタ（ADCR）の ADCSビットを 0、ADSTビットを 1に設定すると 1サイクルスキャンを行います。ADCSビッ
トを 1、ADSTビットを 1に設定すると連続スキャンを行います。 
アナログ入力チャネル番号の小さい順（AN0、AN1…11、AN12、AN13…23、AN24、AN25…31）から A/D変換を行

います。 
1サイクルスキャンの場合、設定した全チャネルを一度変換終了すると ADCSRの ADFを 1にセットして、ADSTビッ

トが自動的に 0クリアされます。 
連続スキャンの場合、設定した全チャネルを変換終了すると、ADSCRの ADFを 1にセットします。A/D変換を停止

する場合、ADSTビットに 0を書き込んでください。 
ADFが 1にセットされたとき、ADCSRの ADIEビットが 1にセットされていると ADI割り込み要求(ADI0、1、2)を発

生します。ADFを 0クリアするときには、ADFの 1を読み出した後、0を書き込んでください。ただし、ADI割り込み
で DMACを起動した場合には自動的に 0クリアされます。 
 
アナログ入力 0～11(AN0～11)を選択して、12チャネルスキャンモードで A/D変換を 1サイクルスキャンを行う場合の

動作例を次に示します。また、図 18.4に動作タイミングを示します。 
 
（1） 動作モードを12チャネルスキャンモードに（ADM1＝1、ADM0＝1）、スキャンサイクルを1サイクル（ADCS=0）、

アナログ入力チャネルをAN0～AN11（CH3=0、CH2＝0、CH1＝1、CH0＝1）に設定して、A/D変換を開始しま
す。 

（2） 第0チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDR0に転送します。 
次に、第1チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 

（3） 同様に第11チャネル（AN11）まで、変換を行います。 
（4） 設定した全チャネル（AN0～AN11）の変換が終了すると、ADF＝1をセットして、自動的にADSTビットを0にク

リアし、A/D変換を停止します。このとき、ADIEビットが1にセットされていると、A/D変換終了後、ADI割り込
みを発生します。 

 
アナログ入力 0～2、4～6(AN0～2、AN4～6)を選択して、8チャネルスキャンモードで A/D変換を連続スキャンを行う

場合の動作例を次に示します。また、図 18.5に動作タイミングを示します。 
 
（1） 動作モードを8チャネルスキャンモードに（ADM1＝1、ADM0＝0）、スキャンサイクルを連続スキャン

（ADCS=1）、アナログ入力チャネルをAN0～2、AN4～6（CH3=0、CH2＝0、CH1＝1、CH0＝0）に設定して、
A/D変換を開始します。 

（2） 第0チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDR0に転送します。 
次に、第1チャネル（AN1）が自動的に選択され、変換を開始します。 

（3） 同様に第2チャネル（AN2）まで、変換を行います。 
（4） さらに第4チャネル（AN4）が自動的に選択され、変換が行われます。 
（5） 同様に第6チャネル（AN6）まで、変換を行います。 
（6） 設定した全チャネル（AN0～2、AN4～6）の変換が終了すると、ADF=1となります。このとき、ADIEビットが1

にセットされていると、A/D変換終了後、ADI割り込みを発生します。 
（7） ADSTビットが1にセットされている間は、（2）～（6）を繰り返します。 

ADSTビットを0にクリアすると、A/D変換が停止します。この後、ADSTビットを1にセットすると再びA/D変換
を開始し、第0チャネル（AN0）から、変換が行われます。 
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A/D変換連続実行

ADST

ADF

ADDR0

ADDO1

ADDR2

ADDR9

ADDR10

ADDR11

チャネル0（AN0）
動作状態

セット*

変換待機 変換待機A/D変換

（1）

変換待機 変換待機A/D変換

（2）

変換待機 変換待機A/D変換

（3）

変換待機 変換待機A/D変換

（9）

変換待機 変換待機A/D変換

（10）

変換待機 変換待機

A/D変換結果（0）

A/D変換結果（1）

A/D変換結果（2）

A/D変換結果（9）

A/D変換結果（10）

A/D変換結果（11）

【注】*  ソフトウェアによる命令実行を示します。

A/D変換

（11）

クリア

クリア*

チャネル1（AN1）
動作状態

チャネル2（AN2）
動作状態

チャネル9（AN9）
動作状態

チャネル10（AN10）
動作状態

チャネル11（AN11）
動作状態

 
図 18.4 A/D変換器の動作例 （スキャンモード（1サイクルスキャン） チャネル AN0～11の選択時） 
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A/D変換連続実行

セット*1

ADST

ADF

ADDR0

ADDR1

ADDR2

ADDR3

ADDR4

ADDR5

ADDR6

ADDR7

クリア*1

クリア*1

*2

チャネル0（AN0）
動作状態　

チャネル1（AN1）
動作状態　

チャネル2（AN2）
動作状態　

チャネル3（AN3）
動作状態　

チャネル4（AN4）
動作状態　

チャネル5（AN5）
動作状態　

チャネル6（AN6）
動作状態　

チャネル7（AN7）
動作状態　

変換待機 変換待機 変換待機

変換待機

A/D変換

A/D変換

A/D変換

変換待機 変換待機 A/D変換

変換待機A/D変換変換待機変換待機

変換待機

変換待機 変換待機 変換待機

変換待機 変換待機 変換待機

変換待機

変換待機

A/D変換

A/D変換

A/D変換

変換待機A/D変換

A/D変換

A/D変換

A/D変換結果（1） A/D変換結果（7）

A/D変換結果（2） A/D変換結果（8）

A/D変換結果（4） A/D変換結果（10）

A/D変換結果（5）

A/D変換結果（6）

A/D変換結果（3） A/D変換結果（9）

（2）

（1）

（3）

（4）

（5）

（8）

（7）

（9）

（10）

（11）

（6）

【注】  *1　ソフトウェアによる命令実行を示します。
  *2　変換中のデータは無視されます。

 
図 18.5 A/D変換器の動作例 （スキャンモード（連続スキャン） チャネル AN0～2、AN4～6の選択時） 
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18.4.3 アナログ入力のサンプリングと A/D変換時間 
A/D変換器には、A/D0、A/D1と A/D2にそれぞれ、サンプル＆ホールド回路が内蔵されています。A/D変換は、ADST

ビットを 1にセットしてから、A/D変換開始遅延時間（tD）後に、アナログ入力のサンプリングを行い、この後に、開始
されます。図 18.6に A/D変換のタイミングを示します。 

A/D変換時間（tCONV）は tDとアナログ入力サンプリング時間（tSPL）を含めた時間となります。なお、tDには、A/D変換
器動作を同期化するために要する時間が含まれますので一定時間にはなりません。このため、変換時間は表 18.4に示す
範囲で変化します。 
スキャンモードの場合、表 18.4に示す tCONVは 1回目の変換時間に相当します。2回目以降は CKS＝0の場合 tCONV＝256

ステート（固定）に、CKS＝1の場合 tCONV＝128ステート（固定）になります。 

表 18.4 A/D変換時間（単一モード） 
項目 記号 CKS＝0：fop＝10～20MHz CKS＝1：fop＝10MHz 単位 

  min typ max min typ max  

A/D変換開始遅延時間 tD 10 － 17 6 － 9 ステート 

入力サンプリング時間 tSPL － 64 － － 32 － （CK基準 

A/D変換時間 tCONV 259 － 266 131 － 134 換算） 

 

A/D変換実行サンプル＆ホールド待機状態

A/D変換終了

A/D変換時間（tCONV）

 アナログ入力サンプリング（tSPL）
A/D変換開始遅延時間（tD）

ライトサイクルA/D同期化時間
（3ステート）（～14ステート）

ADSTのライトタイミング

CK

アドレス

内部ライト信号

A/D変換器

ADF

アナログ入力
サンプリング信号

 
図 18.6 A/D変換タイミング 
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18.4.4 外部トリガによる A/D変換器の起動 
外部 A/D変換開始トリガの入力で、A/D変換器を起動することができます。 
外部トリガで A/D変換器を起動するときには、PFC（ピンファンクションコントローラ）で端子機能を設定したのち、

A/Dコントロールレジスタ（ADCR）の TRGEビットを 1にセットします。さらに A/Dトリガレジスタ（ADTRGR）の
EXTRGビットを 1にします。この状態で ADTRG端子に Lowレベルを入力すると、A/D変換器は、パルスの立ち下がり
エッジを検出して ADSTビットを 1にセットします。図 18.7に外部トリガ入力タイミングを示します。 

ADSTが 1にセットされるタイミングは、A/D変換器が ADTRG端子の立ち下がりエッジをサンプリングしてから 2ス
テートです。ADSTビットが 1にセットされてから、A/D変換が開始されるまでのタイミングは、ソフトウェアで ADST
ビットに 1を書き込んだ場合と同じです。 
 

ADTRG端子サンプリングタイミング

ADTRG入力

ADSTビット

CK

ADST＝1
 

図 18.7 外部トリガ入力タイミング 

18.4.5 ATU-IIによる A/D変換器の起動 
ATU-IIのチャネル 0のインターバルタイマの A/D変換要求によって、A/D0、1、2変換器を独立に起動することがで

きます。 
ATU-IIで A/D変換器を起動するときには、A/Dコントロールレジスタ（ADCR）の TRGEビットを 1にセットします。

さらに A/Dトリガレジスタ（ADTRGR）の EXTRGビットを 0にします。この状態で ATU-IIのチャネル 0のインターバ
ルタイマの A/D変換要求が発生すると、ADSTビットを 1にセットします。ADSTビットが 1にセットされてから、A/D
変換が開始されるまでのタイミングは、ソフトウェアで ADSTビットに 1を書き込んだ場合と同じです。 
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18.4.6 ADEND出力端子 
ADEND出力端子によって、チャネル 31をスキャンモードで使用する場合の変換タイミングをモニタすることができ

ます。 
スキャンモードでチャネル 31のアナログ電圧取り込み終了して変換を開始した後に、ADEND端子がHighになります。

その後、チャネル 31の変換が終了した時点で、ADEND端子が Lowになります。 
 

変換待機 A/D変換 A/D変換変換待機 変換待機

変換待機 A/D変換 A/D変換変換待機

A/D変換 変換待機変換待機

A/D変換変換待機 変換待機A/D変換

ADEND

チャネル28（AN28）
動作状態

チャネル29（AN29）
動作状態

チャネル30（AN30）
動作状態

チャネル31（AN31）
動作状態

 
図 18.8 ADEND出力タイミング 

18.5 割り込み要因と DMA転送要求 
A/D変換器は、A/D変換終了割り込み要求（ADI0、ADI1または ADI2）を発生することができます。A/Dコントロー

ルステータスレジスタ（ADCSR）の ADIEビットを 1にセットすると ADIを許可、0にクリアすると ADIを禁止するこ
とができます。 
また、ADI発生時に DMACを起動することができます。このとき、CPUへの割り込みは発生しません。 
ADIで DMACを起動する場合、DMACによるデータ転送時に ADCSRの ADFビットは自動的にクリアされます。 
使用例は「10.4.2 A/D変換器と内蔵メモリとの DMA転送例（アドレスリロードオン）」を参照してください。 
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18.6 使用上の注意 
A/D変換器を使用する際は、以下のことに注意してください。 

（1）アナログ入力電圧の範囲 

A/D変換中、アナログ入力端子に印加する電圧は AVSS≦ANn≦AVrefの範囲としてください。 

（2）AVSS、AVCCと VSS、VCCの関係 

A/D変換器を使用する場合、AVSS、AVCCと VSS、VCCの関係は、AVCC＝5.0V±0.5V、AVSS＝VSSとしてください。また、
A/D変換器を使用しないときは、AVSS＝VSS、AVSS≦AVCC≦5.5Vの範囲としてください。 

（3）AVref端子の設定範囲 

AVref＝4.5～AVCC（A/D使用時）、AVCC－1.0V≦AVref≦AVCCかつ AVSS≦AVref（A/D未使用時） 
以上のことが守られない場合、LSIの信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 

（4）ボード設計上の注意 

ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してレイアウトしてください。 
また、デジタル回路の信号配線とアナログ回路の信号配線を交差させたり、近接させるようなレイアウトは極力避け

てください。誘導などにより、アナログ回路の誤動作や、A/D変換値に悪影響を及ぼします。 
なお、アナログ入力信号（ANn）、アナログ基準電圧（AVref）、アナログ電源（AVCC）は、アナロググランド（AVSS）

で、デジタル回路を必ず分離してください。さらに AVSSは、ボード上の安定したデジタルグランド（VSS）に一点接続し
てください。 

（5）ノイズ対策上の注意 

アナログ入力端子（ANn）、アナログ基準電圧（AVref）に、過大なサージなど異常電圧による破壊を防ぐために接続す
る保護回路は、図 18.9に示すように AVCC－AVSS間に接続してください。 
また、AVCC、AVrefに接続するバイパスコンデンサ、ANnに接続するフィルタのコンデンサは、必ず AVssに接続してく

ださい。なお、図 18.9のようにフィルタ用のコンデンサを接続するとアナログ入力端子（ANn）の入力電流が平均化さ
れるため、誤差を生じることがあります。したがって、回路定数の決定については、十分ご検討ください。 
 

AVcc

AVref

AN0～AN31

AVss

本LSI

【注】*1

10μF 0.01μF

Rin*2

*1 *1

0.1μF

100Ω

 *2　Rin：入力インピーダンス
 

図 18.9 アナログ入力端子の保護回路例 

表 18.5 アナログ端子の規格 
項目 min max 単位 

アナログ入力容量 － 20 pF 

許容信号源インピーダンス － 3 kΩ 
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18.6.1 A/D変換精度の定義 
以下に、A/D変換精度の定義を示します。 
・分解能 ····························A/D変換器のデジタル変換出力コード数 
・オフセット誤差·············デジタル出力が最小電圧値 0000000000から 0000000001に変化するときのアナログ入力電圧

値の理想 A/D変換特性からの偏差。ただし、量子化誤差を含まない（図 18.10）。 
・フルスケール誤差·········デジタル出力が 1111111110から 1111111111に変化するときのアナログ入力電圧値の理想

A/D変換特性からの偏差。ただし、量子化誤差を含まない（図 18.10）。 
・量子化誤差·····················A/D変換器が本質的に有する誤差であり、1/2LSBで与えられる（図 18.10）。 
・非直線性誤差·················ゼロ電圧からフルスケール誤差までのあいだの理想 A/D変換特性からの誤差。ただし、オフ

セット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差を含まない。 
・絶対精度·························デジタル値とアナログ入力値との偏差。オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差お

よび非直線性誤差を含む。 
 

デジタル出力

111

110

101

100

011

010

001

000
1/8 2/8 3/8 4/8 5/8 6/8 7/8 FS0

アナログ入力電圧

量子化誤差

理想A/D変換特性

デジタル出力

FS
アナログ入力電圧オフセット誤差

理想A/D変換特性

実際のA/D変換特性

フルスケール誤差

非直線性誤差

 
図 18.10 A/D変換精度の定義 
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19. MTAD（マルチトリガ A/D） 

19.1 概要 
MTADは、独立した 2つのモジュール（A/D0、A/D1）より構成されています。 

 
モジュール アナロググループ チャネル 

AD0 アナロググループ 2 AN8～11 

AD1 アナロググループ 5 AN20～23 

 

19.1.1 特長 
マルチトリガ A/D変換の特長を以下に示します。 

 
■マルチトリガA/D変換モード 

特定のchのスキャン変換時にA/D内蔵タイマのコンペアマッチにより、要求があったチャネルを優先的にA/D変
換することができます。 
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19.1.2 マルチトリガ A/Dブロック図 
下図にMTADのブロック図を示します。 
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図 19.1 A/D変換器の簡易ブロック図（MTAD） 
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19.1.3 端子構成 
マルチトリガ ADの端子構成を表 19.1に示します。これらの外部端子の機能を使用する際は、ADの設定に合わせてピ

ンファンクションコントローラ（PFC）も設定してください。 

表 19.1 機能一覧表 
チャネル 名称 略称 入出力 機能 

0 A/Dタイマアウトプット 0A ADTO0A 出力 PWM出力端子 

0 A/Dタイマアウトプット 0B ADTO0B 出力 PWM出力端子 

1 A/Dタイマアウトプット 1A ADTO1A 出力 PWM出力端子 

1 A/Dタイマアウトプット 1B ADTO1B 出力 PWM出力端子 

 

19.1.4 レジスタ構成 
チャネル 名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセス

サイズ 

0 A/Dフリーランニングカウンタ 0 ADCNT0 R/W H'0001 H'FFFFF860（上位バイト） 
H'FFFFF861（下位バイト） 

16 

0 A/Dサイクルレジスタ 0 ADCYLR0 R/W H'FFFF H'FFFFF862（上位バイト） 
H'FFFFF863（下位バイト） 

16 

0 A/Dデューティレジスタ 0A ADDR0A R/W H'FFFF H'FFFFF864（上位バイト） 
H'FFFFF865（下位バイト） 

16 

0 A/Dデューティレジスタ 0B ADDR0B R/W H'FFFF H'FFFFF866（上位バイト） 
H'FFFFF867（下位バイト） 

16 

0 A/Dジェネラルレジスタ 0A ADGR0A R/W H'FFFF H'FFFFF868（上位バイト） 
H'FFFFF869（下位バイト） 

16 

0 A/Dジェネラルレジスタ 0B ADGR0B R/W H'FFFF H'FFFFF86A（上位バイト） 
H'FFFFF86B（下位バイト） 

16 

0 A/Dトリガコントロールレジスタ 0 ADTCR0 R/W H'00 H'FFFFF86C 8 

0 A/Dトリガステータスレジスタ 0 ADTSR0 R/(W)* H'00 H'FFFFF86D 8 

0 A/D トリガインタラプトイネーブルレジ
スタ 0 

ADTIER0 R/W H'00 H'FFFFF86E 8 

1 A/Dフリーランニングカウンタ 1 ADCNT1 R/W H'0001 H'FFFFF870（上位バイト） 
H'FFFFF871（下位バイト） 

16 

1 A/Dサイクルレジスタ 1 ADCYLR1 R/W H'FFFF H'FFFFF872（上位バイト） 
H'FFFFF873（下位バイト） 

16 

1 A/Dデューティレジスタ 1A ADDR1A R/W H'FFFF H'FFFFF874（上位バイト） 
H'FFFFF875（下位バイト） 

16 

1 A/Dデューティレジスタ 1B ADDR1B R/W H'FFFF H'FFFFF876（上位バイト） 
H'FFFFF877（下位バイト） 

16 

1 A/Dジェネラルレジスタ 1A ADGR1A R/W H'FFFF H'FFFFF878（上位バイト） 
H'FFFFF879（下位バイト） 

16 

1 A/Dジェネラルレジスタ 1B ADGR1B R/W H'FFFF H'FFFFF87A（上位バイト） 
H'FFFFF87B（下位バイト） 

16 

1 A/Dトリガコントロールレジスタ 1 ADTCR1 R/W H'00 H'FFFFF87C 8 

1 A/Dトリガステータスレジスタ 1 ADTSR1 R/(W)* H'00 H'FFFFF87D 8 

1 A/D トリガインタラプトイネーブルレジ
スタ 1 

ADTIER1 R/W H'00 H'FFFFF87E 8 

【注】 * 0ライトのみ 
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19.2 レジスタ説明 

19.2.1 A/Dトリガコントロールレジスタ 0､1（ADTCR0、1） 
A/Dトリガコントロールレジスタ 0､1は（ADTCR0、1）はプリスケーラの選択などを行う 8ビットの読み出し／書き

込み可能なレジスタです。 
ADTCRはパワーオンリセット、ソフトウェアスタンバイモード、およびハードウェアスタンバイモード時に H'00に

初期化されます。 
 

00 0 0 0 000初期値：

RR R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/W：

ADSELxA

45 3 2 1 067ビット：

DTSELxBCKSEL1x CKSEL0x DTSELxA ADSELxB

【注】ｘ=0または1  
 

ビット 7、6：クロックセレクト 1、0（CKSEL1、CKSEL0） 

内部クロックの分周φ"を停止、Pφ/2、Pφ/5、Pφ/10より選択します。 
 
ビット 7 ビット 6 

CKSEL1x CKSEL0x 

説明 

0 カウンタ停止 0 

1 内部クロックφ"：Pφ/2でカウント 

0 内部クロックφ"：Pφ/5でカウント 1 

1 内部クロックφ"：Pφ/10でカウント 

【注】ｘ=0または 1 

 

ビット 5、4：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 3：デューティセレクト 1B、0B（DTSEL1B、DTSEL0B） 

チャネル xBの ADTOxB出力 PWMをオンデューティに設定するかオフデューティに設定するかを選択します。 
 

ビット 3 

DTSELxB 

説明 

0 ADTOxBの PWM出力はオンデューティ （初期値）

1 ADTOxBの PWM出力はオフデューティ 

【注】ｘ=0または 1 

 

ビット 2：デューティセレクト 1A、0A（DTSEL1A、DTSEL0A） 

チャネル xAの ADTOxA出力 PWMをオンデューティに設定するかオフデューティに設定するかを選択します。 
 

ビット 2 

DTSELxA 

説明 

0 ADTOxAの PWM出力はオンデューティ （初期値）

1 ADTOxAの PWM出力はオフデューティ 

【注】ｘ=0または 1 
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ビット 1：A/Dデータセレクト 1B（ADSEL1B） 

マルチトリガ A/Dで変換した変換値を格納するレジスタを選択します。 
本ビットは、マルチトリガ A/D変換による ADDRレジスタ更新時に反転します。 
なお、マルチトリガ A/D動作中の設定切り替えは、TADF1B（ADTSR1レジスタ）が"1"のときに行ってください。 
 

ビット 1 

ADSEL1B 

説明 

0 変換結果は、ADDR22に格納 （初期値）

1 変換結果は、ADDR23に格納 

 

ビット 1：A/Dデータセレクト 0B（ADSEL0B） 

マルチトリガ A/Dで変換した変換値を格納するレジスタを選択します。 
本ビットは、マルチトリガ A/D変換による ADDRレジスタ更新時に反転します。 
なお、マルチトリガ A/D動作中の設定切り替えは、TADF0B（ADTSR0レジスタ）が"1"のときに行ってください。 
 

ビット 1 

ADSEL0B 

説明 

0 変換結果は、ADDR10に格納  （初期値）

1 変換結果は、ADDR11に格納 

 

ビット 0：A/Dデータセレクト 1A（ADSEL1A） 

マルチトリガ A/Dで変換した変換値を格納するレジスタを選択します。 
本ビットは、マルチトリガ A/D変換による ADDRレジスタ更新時に反転します。 
なお、マルチトリガ A/D動作中の設定切り替えは、TADF1A（ADTSR1レジスタ）が"1"のときに行ってください。 
 

ビット 0 

ADSEL1A 

説明 

0 変換結果は、ADDR20に格納 （初期値）

1 変換結果は、ADDR21に格納 

 

ビット 0：A/Dデータセレクト 0A（ADSEL0A） 

マルチトリガ A/Dで変換した変換値を格納するレジスタを選択します。 
本ビットは、マルチトリガ A/D変換による ADDRレジスタ更新時に反転します。 
なお、マルチトリガ A/D動作中の設定切り替えは、TADF0A（ADTSR0レジスタ）が"1"のときに行ってください。 
 

ビット 0 

ADSEL0A 

説明 

0 変換結果は、ADDR8に格納 （初期値）

1 変換結果は、ADDR9に格納 
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19.2.2 A/Dトリガステータスレジスタ 0､1（ADTSR0、1） 
ADTSR0、1はチャネル 0、1のコンペアマッチおよびマルチトリガ A/Dのステータスを示します。 
ADTSRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化され

ます。 
 

00 0 0 0 000初期値：

R/(W)*R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)*R/(W)*R/W：

ADCMFxA

45 3 2 1 067ビット：

ADDFxAADDFxBTADFxB TADFxA ADCYLFx ADCMFxB

 
 
【注】 ｘ=0、1 

 * フラグをクリアする 0ライトのみ可能です。 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：トリガ A/Dフラグ B（TADFxB） 

トリガ A/Dフラグ B（TADFxB）は、マルチトリガ A/D Bの A/D変換終了を示すフラグです。 
 

ビット６ 

TADFxB 

説明 

0 マルチトリガ A/D B変換が実行中、またはアイドル状態であることを示します。 

  （初期値）

［クリア条件］ 

TADFxB = 1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1 マルチトリガ A/D  B変換が終了し、デジタル値を ADDRに転送したことを示します。 

［セット条件］ 

マルチトリガ A/D Bのアナログ変換が終了したとき 

【注】ｘ=0、1 

 

ビット 5：トリガ A/Dフラグ A（TADFxA） 

割り込み A/Dフラグ A（TADFxA）は、マルチトリガ A/D Aの A/D変換終了を示すフラグです。 
 

ビット５ 

TADFxA 

説明 

0 マルチトリガ A/D  A変換が実行中、またはアイドル状態であることを示します。 

 （初期値）

［クリア条件］ 

TADFxA = 1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1 割り込み A/D  A変換が終了し、デジタル値を ADDRに転送したことを示します。  

［セット条件］ 

マルチトリガ A/D Aのアナログ変換が終了したとき 

【注】ｘ=0、1 

 



19. MTAD（マルチトリガ A/D） 

Rev.5.00  2010.02.23  19-7 
RJJ09B0181-0500 

 

ビット 4：A/Dデューティフラグ B 

ADDRxBのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 4 

ADDFxB 

説明 

0 ［クリア条件］ （初期値）

ADDFxB=１の状態で、ADDFxBを読み出した後、ADDFxBに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ADCNTx=ADDRxBになったとき 

【注】ｘ=0、1 

 

ビット 3：A/Dデューティフラグ A 

ADDRxAのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 3 

ADDFxA 

説明 

0 ［クリア条件］ （初期値）

ADDFxA=１の状態で、ADDFxAを読み出した後、ADDFxAに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ADCNTx=ADDRxAになったとき 

【注】ｘ=0、1 

 

ビット 2：A/Dサイクルコンペアマッチフローフラグ 

ADCYLRxのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 2 

ADCYLFX 

説明 

0 ［クリア条件］ （初期値）

ADCYLFx=１の状態で、ADCYLFxを読み出した後、ADCYLFxに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ADCNTx=ADCYLRxになったとき 

【注】ｘ=0、1 

 

ビット 1：A/Dコンペアマッチフラグ 

ADGRxBのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 1 

ADCMFxB 

説明 

0 ［クリア条件］ （初期値）

ADCMFxB=１の状態で、ADCMFxBを読み出した後、ADCMFxBに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ADCNTx=ADGRxBになったとき 

【注】ｘ=0、1 
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ビット 0：A/Dコンペアマッチフラグ 

ADGRxAのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。 
 

ビット 0 

ADCMFxA 

説明 

0 ［クリア条件］ （初期値）

ADCMFxA=１の状態で、ADCMFxAを読み出した後、ADCMFxAに 0を書き込んだとき 

1 ［セット条件］ 

ADCNTx=ADGRxAになったとき 

【注】ｘ=0、1 

 

19.2.3 A/Dタイマインタラプトイネーブルレジスタ（ADTIER0、1） 
ADTIER0、1はチャネル 0、1のコンペアマッチ、マルチトリガ A/Dの変換終了の割り込み要求許可／禁止およびマル

チトリガ A/Dの動作許可/禁止を制御します。 
ADTIERはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'00に初期化さ

れます。 
 

00 0 0 0 000初期値：

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/W：

ADCMExA

45 3 2 1 067ビット：

ADDExAADTRGx TADExB TADExA ADDExB ADCYLEx ADCMExB

 
【注】ｘ=0、1 

 

ビット 7：ADTトリガ（ADTRGx） 

ADCNTxと ADGRxA,BのコンペアによるMTAD変換の許可／禁止するビットです。 
なお、誤動作を防ぐため、設定の切り替えは、ADCRレジスタの ADSTが'0'の状態で行ってください 
 

ビット 7 

ADTRGx 

説明 

0 ADGRxA,BによるMTAD変換の開始を禁止 （初期値）

1 ADGRxA,BによるMTAD変換の開始を許可                              

【注】ｘ=0、1 

 
【注】  ADTRGx =1は、以下の変換設定の場合のみ有効です。他の設定時は必ず ADTRGx=0に設定してください。 

変換モード（ADCR）：連続スキャン 

変換チャネル（ADCSRx） 

ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 アナログ入力チャネル 

ADM1 ADM0 CH3 CH2 CH1 CH0 A/D0 A/D1 

0 1 0 0 1 1 AN0～3 AN12～15 

1 0 0 0 1 1 AN0～7 AN12～19 

0 1 0 1 1 1 AN4～7 AN16～19 

【注】ｘ=0、1 

 ADCR、ADCSRxの設定は｢第 18章 A/D変換器｣をご参照ください。 
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ビット 6：トリガ A/Dインタラプトイネーブル B（TADExB） 

ADTSRのトリガ A/Dフラグ xB（TADFxB）が 1にセットされたとき、TADFxBによる割り込み要求を許可または禁
止します。 
なお、誤動作を防ぐため、動作モードの切り替えは、必ず A/Dタイマインタラプトイネーブルレジスタ（ADTIER0、1）

の ADTRGが 0の状態で行ってください。 
 

ビット 6 

TADExB 

説明 

0 TADFxBによる割り込み要求（TADIxB）を禁止 （初期値）

1 TADFxBによる割り込み要求（TADIxB）を許可  

 
マルチトリガ A/D変換 Bを終了して TADFxB=1にセットされたとき、TADExBが 1にセットされていると A/D0、1

のトリガA/Dの割り込みが発生します。TADFxBまたは TADExBを 0にクリアすることで TADIxBのクリアが可能です。 
 

ビット 5：トリガ A/Dインタラプトイネーブル A（TADExA） 

ADTSRのトリガ A/Dフラグ xA（TADFxA）が 1にセットされたとき、TADFxAによる割り込み要求を許可または禁
止します 
なお、誤動作を防ぐため、動作モードの切り替えは、必ず A/Dタイマインタラプトイネーブルレジスタ（ADTIER 0、

1）の ADTRGが 0の状態で行ってください。 
 

ビット 5 

TADExA 

説明 

0 TADFxAによる割り込み要求（TADIxA）を禁止 （初期値）

1 TADFxAによる割り込み要求（TADIxA）を許可  

 
マルチトリガ A/D変換 Aを終了して TADFxA=1にセットされたとき、TADExAが 1にセットされていると A/D0、1

のトリガA/Dの割り込みが発生します。TADFxAまたはTADExAを 0にクリアすることでTADIxAのクリアが可能です。 
 

ビット 4：ADデューティインタラプトイネーブル B（ADDExB） 

ADDRxBのコンペアマッチフラグ（ADDFxB）が 1にセットされたとき、ADDFxBによる割り込み要求を許可または
禁止します。 

 
ビット 4 

ADDExB 

説明 

0 ADDExBによる割り込み要求（ADDIxB）を禁止 （初期値）

1 ADDExBによる割り込み要求（ADDIxB）を許可 

【注】ｘ=0、1 

 

ビット 3：ADデューティインタラプトイネーブル A（ADDExA） 

ADDRxAのコンペアマッチフラグ（ADDFxA）が 1にセットされたとき、ADDFxAによる割り込み要求を許可または
禁止します。 

 
ビット 3 

ADDExA 

説明 

0 ADDExAによる割り込み要求（ADDIxA）を禁止 （初期値）

1 ADDExAによる割り込み要求（ADDIxA）を許可 

【注】ｘ=0、1 
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ビット 2：ADサイクルインタラプトイネーブル（ADCYLFx） 

ADTSRxのサイクルフラグ（ADCYLFx）が 1にセットされたとき、ADCYLFxによる割り込み要求を許可または禁止
します。 

 
ビット 2 

ADCYLFx 

説明 

0 ADCYLFxによる割り込み要求（ADCYIx）を禁止 （初期値）

1 ADCYLFxによる割り込み要求（ADCYIx）を許可 

【注】ｘ=0、1 

 

ビット 1：ADコンペアマッチインタラプトイネーブル B（ADCMFxB） 

ADDRxBのコンペアマッチフラグ（ADCMFxB）が 1にセットされたとき、ADCMFxBによる割り込み要求を許可ま
たは禁止します。 

 
ビット 1 

ADCMExB 

説明 

0 ADCMFxBによる割り込み要求（ADDIxB）を禁止 （初期値）

1 ADCMFxBによる割り込み要求（ADDIxB）を許可 

【注】ｘ=0、1 

 

ビット 0：ADコンペアマッチインタラプトイネーブル A（ADCMExA） 

ADDRxAのコンペアマッチフラグ（ADCMFxA）が 1にセットされたとき ADCMFxAによる割り込み要求を許可また
は禁止します。 

 
ビット 0 

ADCMExA 

説明 

0 ADCMFxAによる割り込み要求（ADDIxA）を禁止 （初期値）

1 ADCMFxAによる割り込み要求（ADDIxA）を許可 

【注】ｘ=0、1 

 

19.2.4 A/Dフリーランニングカウンタ（ADCNT0、1） 
A/Dフリーランニングカウンタ 0、1（ADCNT0、1）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで A/Dトリガ

コントロールレジスタによりカウントを開始します。 
入力するクロックはプリスケーラ（ADTCR0、1）により選択します。ADCNTはワード単位のみ読み出し／書き込み

が可能です。  
ADCNTはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'0001に初期化

されます。 
 

00 0 0 0 100初期値：

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/W：

810 6 4 2 01214

00 0 0 0 000

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/W

911 7 5 3 11315ビット：
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19.2.5 A/Dジェネラルレジスタ A、B（ADGR0A、B、ADGR1A、B） 
A/Dジェネラルレジスタ（ADGR）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 0、1に各 2本、計

4本のレジスタがあります。 
ADGRの値と対応するフリーランニングカウンタ（ADCNT0、ADCNT1）の値は常に比較されています。両者の値が

一致すると、対応する A/Dトリガコントロールレジスタ （ADTCR）の ADCMF0、ADCMF1ビットが 1にセットされマ
ルチトリガ A/Dの起動が要求されます。ADGRはワード単位のみ読み出し／書き込みが可能です。 

ADGRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期化さ
れます。 

 

11 1 1 1 111初期値：

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/W：

810 6 4 2 01214

11 1 1 1 111

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/W

911 7 5 3 11315ビット：

 
 

19.2.6 A/Dサイクルレジスタ A、B（ADCYLR0、ADCYLR1） 
A/Dサイクルレジスタ（ADCYLR）は 16ビットのレジスタで、チャネル 0、1に各 1本、計 2本のレジスタがありま

す。 
ADCYLRの値と対応するフリーランニングカウンタ（ADCNT0、ADCNT1）の値は常に比較されています。両者の値

が一致すると、対応するタイマステータスレジスタ（ADTSR）のADCYLF0、ADCYLF1ビットが 1にセットされ、ADCNT0、
ADCNT1は H'0001にクリアされます。ADCYLRはワード単位のみ読み出し／書き込みが可能です。 

ADCYLRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期
化されます。 

 

11 1 1 1 111初期値：

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/W：

810 6 4 2 01214

11 1 1 1 111

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/W

911 7 5 3 11315ビット：

 
 

19.2.7 A/Dデューティレジスタ A、B（ADDR0A、B、ADDR1A、B） 
A/Dデューティレジスタ（ADDR）は 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、チャネル 0、1に各 2本、計

4本のレジスタがあります。 
ADDRの値と対応するフリーランニングカウンタ（ADCNT0、ADCNT1）の値は常に比較されています。両者の値が

一致すると、対応するA/Dトリガステータスレジスタ （ADTSR）のADDF0、ADDF1ビットが 1にセットされます。 ADDR
はワード単位のみ読み出し/書き込みが可能です。 

ADDRはパワーオンリセット、またはハードウェアスタンバイおよびソフトウェアスタンバイ時に H'FFFFに初期化さ
れます。 

 

11 1 1 1 111初期値：

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/WR/W：

810 6 4 2 01214

11 1 1 1 111

R/WR/W R/W R/W R/W R/WR/WR/W

911 7 5 3 11315ビット：
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19.3 動作説明 

19.3.1 概要 
タイマ部と A/D部に分かれています。タイマ部はチャネル 0、チャネル 1の 2体のタイマで構成されています。また

入力クロックを生成するプリスケーラを内蔵し、必要な周波数の内部クロックを生成または選択することができます。以
下にチャネルおよびプリスケーラの動作概要を説明します。 

 

(1) チャネル 0、1 

チャネル 0、1はそれぞれ 16ビットフリーランニングカウンタ（ADCNT0、ADCNT1）16ビットサイクルレジスタ
（ADCYLR0、ADCYLR1）、16ビットデューティレジスタ（ADDR0A、B、ADDR1A、B）、および 16ビットジェネラ
ルレジスタ（ADGR0A、B、ADGR1A、B）を内蔵しています。チャネル 0、1はおのおのに対応する外部出力端子（ADTO0A、
B、ADTO1A、B）を持ち、PWMタイマとして使用することができます。 

ADCNTはアップカウンタで、ADDR値（ADDR≠ADCYLRのとき）と一致すると外部出力端子に 0（1）*を出力しま
す。さらに、ADCYLR値（ADDR≠H'0000のとき）と一致すると外部出力端子に 1（0）*を出力すると同時に ADCNT
を H'0001にクリアします。すなわち、チャネル 0、1は ADCYLR値をサイクル、ADDR値をデューティとする波形の出
力を行うことができます。 
なお、ADDR＝ADCYLRのときは外部出力端子に 1（0）*を出力し続け、デューティは 100％となります。ADDR＝H'0000

のときは外部出力端子に 0（1）*を出力し続け、デューティは 0%となります。ADDRには ADDR＞ADCYLRとなる値は
設定しないでください。 
さらにチャネル 0、1は、あらかじめ ADGR0A，B、ADGR1A，Bに値を設定し、ADCNTが ADGRに一致するとコン

ペアマッチ動作を行います。ただし出力端子はありません。また、コンペアマッチをトリガとしてマルチトリガ A/D変
換の起動が可能です。 

ADCNT0、ADCNT1はそれぞれ ADGR0A，B、ADGR1A，Bとのコンペアマッチによりクリアされることはありませ
ん。 
【注】 * A/Dトリガコントロールレジスタ（ADTCR） 

 

(2) プリスケーラ 

専用のプリスケーラを内蔵しています。このプリスケーラはそれぞれのチャネルで A/Dトリガコントロールレジスタ
（ADTCR0、ADTCR1）により停止、Pφを 2、5、10に分周したクロックから選択が可能です。 

 

19.3.2 PWM機能 
チャネル 0、1は無条件で、外部端子（ADTO0A、B、ADTO1A、B）を使用した PWMタイマとして使用できます。 
チャネル 0、1は A/Dトリガコントロールレジスタ（ADTCR）のプリスケーラを設定してフリーランニングカウンタ

（ADCNT）を起動すると、対応するサイクルレジスタ （ADCYLR）に一致するまでカウントアップ動作をします。ADCNT
は ADCYLRと一致すると H'0001にクリアされ、そこから再びアップカウントします。対応する外部端子は、このとき 1
（0）*を出力します。デューティレジスタ（ADDR）に値が設定されており、ADCNTが ADDRに一致すると、対応する
外部端子に 0（1）*を出力します。ADDRが H'0000の場合には、出力は変化しません（デューティ 0%）。デューティを
100%にするにはADDR=ADCYLRに設定してください。ADDRにはADDR＞ADCYLRとなる値を設定しないでください。 
【注】 * A/Dトリガコントロールレジスタ（ADTCR）の DTSEL0A、B、DTSEL1A、Bの値が反映されます。 

 

19.3.3 コンペアマッチ機能 
チャネル 0、1の A/Dジェネラルレジスタ（ADGR0A、B、ADGR1A、B）を持っており、対応するマルチトリガ A/D

変換器の起動が可能です。 
A/Dトリガコントロールレジスタ（ADTCR）への設定によりフリーランニングカウンタ（ADCNT）がカウントアップ

を開始します。あらかじめ ADGRに値を設定し、ADCNTが ADGRに一致するとコンペアマッチを発生し、対応するマ
ルチトリガ A/Dへの起動要求が可能です。ただし、出力端子はありません。 
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19.3.4 マルチトリガ A/D機能 
マルチトリガ A/Dは、連続スキャンモード実行時に特定のチャネルを優先して A/D変換する場合に選択するモードで

す。ただし、連続スキャンモードで可能な設定は下表のとおりです。それ以外は設定しないでください。 

変換チャネル（ADCRx） 

ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 アナログ入力チャネル 

ADM1 ADM0 CH3 CH2 CH1 CH0 A/D0 A/D1 

0 1 0 0 1 1 AN0～3 AN12～15 

1 0 0 0 1 1 AN0～7 AN12～19 

0 1 0 1 1 1 AN4～7 AN16～19 

【注】ｘ=0、1 

 
A/Dトリガステータスレジスタ 0、1（ADTSR0、1）の ADCMFxB、ADCMFxAは、必ず'0'の状態で起動してください。

また、マルチトリガ A/Dによる A/D変換終了時に、ADCMFxB,ADCMFxAをクリアしてください。 
マルチトリガ A/Dの選択は、A/Dトリガイネーブルレジスタ 0、1（ADTIER0、1）の ADTRGを 1にすることで行い

ます。 
A/Dトリガレジスタ（ADTIER）の ADTRGがセットされた状態で特定のスキャンモード中 A/Dカウンタ（ADCNT）

と A/Dジェネラルレジスタ（ADGR）のコンペアマッチが発生するとマルチトリガ A/Dが起動します。マルチトリガ A/D
は、連続スキャンモードで変換中のチャネルの変換終了後、要求のあったチャネルを優先して変換します。その後、停止
していたチャネルから変換を再開します。 
要求のあったチャネルの A（AN8、9、20、21）、B（AN10、11、22、23）の変換が終了するとマルチトリガ A/D起動

時の A/Dトリガコントロールレジスタ（ADTCR）の A/Dセレクト（ADSEL）の設定に従い ADDRにデータが格納され
ADTSRの TADFxA、xBビットが 1にセットされます。このとき、ADTIERの TADExA、xBが１にセットされていると
TADIxA、xB割り込み要求を発生します。TADFxA、ｘBを 0にクリアするときには、あらかじめ TADFxA、xBの１を
読み込んだ後、0を書き込んでください。 
アナログ入力 0～7（AN0～7）を選択して、8チャネルスキャンモードで、割り込み A/D変換を行う場合の動作例を次

に示します。また、図 19.2に動作フローチャートを示します。 
（1） 動作モードを8チャネルスキャンモードに（ADM1=1、ADM0=0）、スキャンサイクルを連続スキャン（ADCS=1）、

アナログ入力チャネルをAN0～7（CH3=0、CH2=0、CH1=1、CH0=1）、A/D0モジュールをマルチトリガA/Dの起
動許可（ADTRG=1）、マルチトリガA/D終了の割り込み許可（TADExA、xB=1）に設定して、A/D変換を開始し
ます。 

（2） 第0チャネル（AN0）のA/D変換が開始され、A/D変換が終了すると、変換結果をADDR0に転送します。 
（3） 同様に第7チャネル（AN7）まで、変換を行います。 
（4） 設定した全チャネル（AN0～7）の変換が終了すると、ADF=1となります。このとき、ADIE=1にセットされてい

ると、A/D変換終了後、ADI割り込みを発生します。 
（5） その間に、A/Dカウンタ（ADCNT）とA/Dジェネラルレジスタ（ADGR）のコンペアマッチが発生すると、その

変換中チャネルの終了後に要求のあったマルチトリガA/Dを起動します。 
（6） 要求のあったチャネルのマルチトリガA/D変換が開始され、マルチトリガA/D変換が終了すると、変換結果を

ADDRxに転送し、A/Dデータセレクト（ADSELx）が反転されます。このとき、TADIExA、xBが1にセットされ
ているとA/D変換が終了したチャネルのそれぞれTADIA、B割り込みが発生します。 

（7）（6）が終了すると（5）で停止していたチャネルから変換を再開します。 
ADST=1の間は、（2）～（7）を繰り返します。 
【注】  同時に２要因のマルチトリガ A/D起動要求があった場合、優先順位が高いマルチトリガ A/Dが実行された後で

優先順位が低いマルチトリガ A/Dが起動します。 
優先順位高   優先順位低 

CMFxA  ＞  CMFxB 
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変換待機
チャネル0（AN0）

チャネル1（AN1）

チャネル8（AN8）

チャネル2（AN2）

チャネル11（AN10）

チャネル3（AN3）

変換待機 変換待機

変換待機

変換待機

変換待機

A/D 変 換（6）

A/D 変 換（5）

A/D 変 換（4）

A/D 変 換（3）

A/D 変 換（2）

A/D 変 換（1）

変換待機

変換待機

変換待機

変換待機

A/D 変 換 結 果（1）

A/D 変 換 結 果（2）

A/D 変 換 結 果（4）

A/D 変 換 結 果（3）

A/D 変 換 結 果（5）

ADST

ADF

ADCMFxA

ADCMFxB

TADFxA

TADFxB

ク リ ア *

ク リ ア *

ク リ ア *

ク リ ア *

ADDR0

ADDR1

ADDR2

ADDR3

ADDR8

ADDR10

【注】 *　ソフトウェアによる命令実行を示します。  

図 19.2 マルチトリガ A/D動作例 
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マルチトリガA/Dモード

A/D変換設定

MTAD設定

TADFxB、A、ADCMFxB、A
フラグクリア

連続スキャン開始

ANxのA/D変換

データをADDRxに転送

ADST=1？

MTAD

要求あり？

要求のANxをA/D変換

データをADDRxに転送

TADFxを1にセット

A/D終了

No

Yes

Yes

Yes

No

No
ADCMFxB、A
は'0'か

 

図 19.3 マルチトリガ A/D変換器の動作フローチャート 
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19.3.5 割り込み 
割り込みはチャネル 0、1で各チャネル 7要因、合計 14要因の割り込みがあります。 
 
モジュール IPRビット ベクタ ベクタ番号 発生条件 

マルチトリガ A/D変換終了時 

TADE0Aで割り込みが許可されているとき 

マルチトリガ A/D変換終了時 

TADE0Bで割り込みが許可されているとき 

ADCNT0と ADCYLR0のコンペアマッチ発生時 

CYE0で割り込みが許可されているとき 

ADCNT0と ADDR0Aのコンペアマッチ発生時 

ADDE0Aで割り込みが許可されているとき 

ADCNT0と ADDR0Bのコンペアマッチ発生時 

ADDE0Bで割り込みが許可されているとき 

ADCNT0と ADGR0Aのコンペアマッチ発生時 

ADCME0Aで割り込みが許可されているとき 

ADT0 IPRJ 
（11～8） 

 

ADI0 189 

ADCNT0と ADGR0Bのコンペアマッチ発生時 

ADCME0Bで割り込みが許可されているとき 

ADT1 IPRJ 
（7～4） 

ADI1 193 マルチトリガ A/D変換終了時 

TADE1Aで割り込みが許可されているとき 

    マルチトリガ A/D変換終了時 

TADE1Bで割り込みが許可されているとき 

    ADCNT1が ADCYLR1のコンペアマッチ発生時 

CYE1で割り込みが許可されているとき 

    ADCNT1が ADDR1Aのコンペアマッチ発生時 

ADDE1Aで割り込みが許可されているとき 

    ADCNT1が ADDR1Bのコンペアマッチ発生時 

ADDE1Bで割り込みが許可されているとき 

    ADCNT1と ADGR1Aのコンペアマッチ発生時 

ADCME1Aで割り込みが許可されているとき 

    ADCNT1と ADGR1Bのコンペアマッチ発生時 

ADCME1Bで割り込みが許可されているとき 

 

19.3.6 使用上の注意 
（1） ADCNTの書き込みとコンペアマッチによるクリア競合 

ADCNTの書き込みとコンペアによるカウンタのクリアが競合した場合、ADCNT書き込みのCPUライトサイクル
中のT2ステートにコンペアマッチが発生してもADCNTのクリアは行われず、ADCNTへの書き込みが優先されま
す。 
なお、コンペアマッチは有効なままであり、割り込みステータスフラグへの１ライトや、外部への波形出力は、
通常のコンペアマッチ同様行われます。 

（2） ADCNTの書き込みとカウントアップの競合 
ADCNTのカウントアップ中に当該カウンタへ書き込みを行うと、カウントせずにカウンタへの書き込みが優先
されます。 

（3） 割り込みステータスフラグの０クリアと割り込み発生時の1セットの競合 
CPUからの割り込みステータスフラグへの0ライトサイクル中のT2ステートで、コンペアマッチ／オーバフロー
などのイベントが発生すると、コンペアマッチ／オーバフローが優先され、割り込みステータスフラグはセット
されます。 

（4） マルチトリガA/D変換中の連続スキャンA/D変換データの読み出し 
DMAによりリード処理を行ってください。割り込みのタイミングにより、下記問題が発生します。 
連続スキャン割り込みにより、最初のチャネル（最も番号の小さい）のADDRレジスタをリードするとき、次の
最初のチャネルのA/D変換を行っており、タイミングによっては、取得するデータが上書きされてしまいます。 
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19.3.7 動作波形例 

（A）： 

●ハード処理 

（1） コンペアマッチが発生し要因に対するステータスがセットされます。 
（2） A/Dトリガインタラプトイネーブルレジスタ（ADTIER）のA/Dトリガ（ADTRG）でマルチトリガA/D動作が許

可されているとマルチトリガA/D変換が起動します。 
マルチトリガA/D変換終了後 
（3） マルチトリガA/Dの変換結果をマルチトリガA/D起動時にA/Dトリガコントロールレジスタ（ADTCR）のA/Dセ

レクト（ADSEL）で指定されていたA/Dデータレジスタ（ADDR）に格納します。 
（4） マルチトリガA/Dの変換終了割り込みが許可されていれば割り込みが発生します。 

●ソフト処理 

（1） コンペアマッチフラグをクリアします。 
（2） A/Dジェネラルレジスタ（ADGR）の値を変更します。 
（3） A/Dトリガコントロールレジスタ（ADTCR）のA/Dセレクト（ADSEL）を変更します。 
マルチトリガA/D変換終了後 
（4） マルチトリガA/Dの終了フラグをクリアします。 
（5） 変換データの取り込みをします。 
 

（B）： 

●ハード処理 

（1） コンペアマッチが発生し要因に対するステータスがセットされます。 
（2） A/Dトリガインタラプトイネーブルレジスタ（ADTIER）のA/Dデューティイネーブル（ADDE）がセットされ

ていると割り込みを発生します。 
（3） 出力端子に対する出力レベルを変更します。 

●ソフト処理 

（1） デューティコンペアマッチフラグをクリア 
 

（C）： 

●ハード処理 

（1） コンペアマッチが発生し要因に対するステータスがセットされます。 
（2） A/Dトリガインタラプトイネーブルレジスタ（ADTIER）のA/Dサイクルイネーブル（ADCYLR）がセットされ

ていると割り込み発生します。 
（3） 出力端子に対する出力レベルを変更します。 
（4） ADCNTをH'0001にクリア 

●ソフト処理 

（1） サイクルコンペアマッチフラグをクリア 
（2） A/Dデューティレジスタ（ADDR）およびA/Dサイクルレジスタ（ADCYLR）の値を変更します。 
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DTSEL xA、xB=0（PWM出力はオンデューティ）

ADCYLRx

ADGRxA

ADGRxB

ADDRxA

ADDRxB

ADGRxB

ADGRxA

ADTOxA

(A) (A) (A) (A) (A) (A)(B) (B) (C)

ADTOxB

【注】x=0,1
 

図 19.4 MTAD PWM波形出力例 
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20. ハイパフォーマンスユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

20.1 概要 
ハイパフォーマンスユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、データ転送と割り込み要求、およびバウンダリスキ

ャンの機能を備えています。H-UDIは、外部信号の制御でシリアル転送を行います。 
 

20.1.1 特長 
H-UDIは IEEE 1149.1規格に対応した次の特長を持っています。 

•  5本のテスト信号（TCK、TDI、TDO、TMS、および TRST） 
•  TAPコントローラ 
•  インストラクションレジスタ 
•  データレジスタ 
•  バイパスレジスタ 
•  バウンダリスキャンレジスタ 

 
H-UDIは 7つのインストラクションを備えています。 

•  BYPASSモード 
IEEE 1149.1に対応したテストモード 

•  EXTESTモード 
IEEE 1149.1に対応したテストモード 

•  SAMPLE/PRELOADモード 
IEEE 1149.1に対応したテストモード 

•  CLAMPモード 
IEEE 1149.1に対応したテストモード 

•  HIGHZモード 
IEEE 1149.1に対応したテストモード 

•  IDCODEモード 
IEEE 1149.1に対応したテストモード 

•  H-UDI割り込み 
INTCへのH-UDI割り込みを要求 
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20.1.2 H-UDIブロック図 
 

TCK

TMS

TRST

TDI

TAP
コントローラ

内部バス
コントローラ H-UDI

割り込み信号

SDSR

SDDRH

SDDRL

SDIDR

シ
フ
ト
レ
ジ
ス
タ

S
D

B
P

R

S
D

B
S

R

Mux

TDO

周
辺
バ
ス

SDIR：
SDSR：
SDDRH：
SDDRL：
SDBPR：
SDBSR：

デコーダ

TCK：
TMS：
TRST：
TDI：
TDO：
SDIDR：

インストラクションレジスタ
ステータスレジスタ
データレジスタH
データレジスタL
バイパスレジスタ
バウンダリスキャンレジスタ

テストクロック
テストモードセレクト
テストリセット
テストデータ入力
テストデータ出力
IDコードレジスタ

16

SDIR

【記号説明】

 
図 20.1 H-UDIブロック図 
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20.1.3 端子構成 
表 20.1に H-UDIの端子構成を示します。 

表 20.1 端子構成 
名称 略称 入出力 機能 

テストクロック TCK 入力 テストクロック入力 

テストモードセレクト TMS 入力 テストモードセレクト入力信号 

テストデータ入力 TDI 入力 シリアルデータ入力 

テストデータ出力 TDO 出力 シリアルデータ出力 

テストリセット TRST 入力 テストリセット入力信号 

 

20.1.4 レジスタ構成 
表 20.2に H-UDIのレジスタを示します。 

表 20.2 レジスタ構成 
レジスタ 略称 R/W*1 初期値*2 アドレス アクセスサイズ（ビット） 

インストラクションレジスタ SDIR R H'E000 H'FFFFF7C0 8／16／32 

H'5001 (SH7058SF) ステータスレジスタ SDSR R/W 

H'0F01 (SH7059F) 

H'FFFFF7C2 8／16／32 

データレジスタ H SDDRH R/W 不定 H'FFFFF7C4 8／16／32 

データレジスタ L SDDRL R/W 不定 H'FFFFF7C6 8／16／32 

バイパスレジスタ SDBPR — — — — 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR — — — — 

H'08016447 
(SH7058SF) 

IDコードレジスタ SDIDR — 

H'0800B447 (SH7059F)

— — 

【注】 *1 CPUによる読み出し／書き込みが可能であるかどうかを示します。 

 *2 TRST信号入力時の初期値。リセット（パワーオンリセット／マニュアルリセット）では初期化されません。 

 
インストラクションとデータは、テストデータ入力端子（TDI）からシリアル転送によりインストラクションレジスタ

（SDIR）とデータレジスタ（SDDR）へ入力できます。SDIR、ステータスレジスタ（SDSR）、SDDRからのデータはテ
ストデータ出力端子（TDO）を通じて出力できます。バイパスレジスタ（SDBPR）は 1ビットのレジスタで、BYPASS
モード、CLAMPモード、および HIGHZモード時、TDIと TDOはこのレジスタに接続されます。また、バウンダリスキ
ャンレジスタ（SDBSR）は 474ビットのレジスタで、SAMPLE/PRELOADモード、および EXTESTモード時 TDIと TDO
はこのレジスタに接続されます。IDコードレジスタ（SDIDR）は 32ビットのレジスタで IDCODEモード時、TDOを通
じて固定コードが出力できます。SDBPR、SDBSR、SDIDRを除くすべてのレジスタは CPUによるアクセスが可能です。 
表 20.3に H-UDIの各レジスタで可能なシリアル転送の種類を示します。 

表 20.3 H-UDIレジスタのシリアル転送 
レジスタ シリアル入力 シリアル出力 

SDIR 可能 可能 

SDSR 不可 可能 

SDDRH 可能 可能 

SDDRL 可能 可能 

SDBPR 可能 可能 

SDBSR 可能 可能 

SDIDR 不可 可能 
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20.2 外部信号 

20.2.1 テストクロック（TCK） 
テストクロック端子（TCK）は、H-UDIに独立にクロックを供給します。TCKへの入力クロックはそのまま H-UDIへ

供給しているため、デューティ比 50%に近いクロック波形を入力してください（詳細については「第 29章 電気的特性」
を参照してください）。何も入力されないと TCKは内部プルアップにより 1に固定されます。 
 

20.2.2 テストモードセレクト（TMS） 
テストモードセレクト端子（TMS）は、TCKの立ち上がりでサンプリングされます。TMSは TAPコントローラの内

部ステートを制御します。何も入力されないと TMSは内部プルアップにより 1に固定されます。 
 

20.2.3 テストデータ入力（TDI） 
テストデータ入力端子（TDI）は、H-UDIレジスタに対するインストラクションとデータのシリアル入力を行います。

TDIはTCKの立ち上がりでサンプリングされます。何も入力されないとTDIは内部プルアップにより 1に固定されます。 
 

20.2.4 テストデータ出力（TDO） 
テストデータ出力端子（TDO）は H-UDIレジスタからのインストラクションとデータのシリアル出力を行います。転

送は TCKに同期して行われます。TDOは出力していない場合、ハイインピーダンス状態です。 
 

20.2.5 テストリセット（TRST） 
テストリセット端子（TRST）は H-UDIを非同期に初期化する信号です。何も入力されないと TRSTは内部プルアップ

により 1に固定されます。 
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20.3 レジスタ 

20.3.1 インストラクションレジスタ（SDIR） 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

：

ビット

初期値

R/W

：

：

：

：

15

TS3

1

R

14

TS2

1

R

13

TS1

1

R

12

TS0

0

R

11

―

0

R

10

―

0

R

9

―

0

R

8

―

0

R

7

―

0

R

6

―

0

R

5

―

0

R

4

―

0

R

3

―

0

R

2

―

0

R

1

―

0

R

0

―

0

R
 

インストラクションレジスタ（SDIR）は、CPUによる読み出し専用の 16ビットのレジスタです。H-UDIのインスト
ラクションは、TDIからのシリアル入力によって SDIRに転送することができます。SDIRは TRST信号またはソフトウ
ェアスタンバイモードで初期化されますが、リセットでは初期化されません。 

SDIRで定義されるインストラクションの長さは、4ビットです。4ビットを超えるインストラクションを入力すると
SDIRにはシリアルデータの最後の 4ビットを格納します。 
本レジスタに予約となっているインストラクションをセットした場合の動作は保証しません。 

 

ビット 15～12：テストセットビット（TS3～TS0） 

表 20.4にインストラクション構成を示します。 
 

表 20.4 インストラクション構成 
ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12  

TS3 TS2 TS1 TS0 インストラクション 

0 0 0 0  EXTESTモード 

   1 予約 

  1 0 CLAMPモード 

   1 HIGHZモード 

 1 0 0  SAMPLE/PRELOADモード 

   1 予約 

  1 0 予約 

   1 予約 

1 0 0 0 予約 

   1 予約 

  1 0 H-UDI割り込み 

   1 予約 

 1 0 0 予約 

   1 予約 

  1 0 IDCODEモード （初期値） 

   1 BYPASSモード 

 

ビット 11～0：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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20.3.2 ステータスレジスタ（SDSR） 

(SH7058SF) 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

：

ビット

初期値

R/W

：

：

：

：

15

―

0

R

14

―

1

R

13

―

0

R

12

―

1

R

11

―

0

R

10

―

0

R

9

―

0

R

8

―

0

R

7

―

0

R

6

―

0

R

5

―

0

R

4

―

0

R

3

―

0

R

2

―

0

R

1

―

0

R

0

SDTRF

1

R/W  
(SH7059F) 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

：

ビット

初期値

R/W

：

：

：

：

15

―

0

R

14

―

0

R

13

―

0

R

12

―

0

R

11

―

1

R

10

―

1

R

9

―

1

R

8

―

1

R

7

―

0

R

6

―

0

R

5

―

0

R

4

―

0

R

3

―

0

R

2

―

0

R

1

―

0

R

0

SDTRF

1

R/W
 

ステータスレジスタ（SDSR）は、CPUによる読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタです。SDSRは TDOから
出力可能ですが、シリアルデータは TDIを通じて SDSRに書き込むことはできません。SDTRFビットは 1ビットシフト
によって出力されます。2ビットシフトの場合、SDTRFビットがまず出力され、続いて予約ビットが出力されます。 

SDSRは TRST信号またはソフトウェアスタンバイモードで初期化されますが、リセットでは初期化されません。 
 

ビット 15～1：予約ビット 

(SH7058SF) 

ビット 15、13、11～1は、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み値は常に 0にしてください。 
ビット 14、12は読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み値は常に 1にしてください。 

(SH7059F) 

ビット 15～12、7～1は、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み値は常に 0にしてください。 
ビット 11～8は読み出すと常に 1が読み出されます。書き込み値は常に 1にしてください。 

 

ビット 0：シリアルデータ転送制御フラグ（SDTRF） 

H-UDIレジスタに対して CPUからアクセスできるかどうかを示します。SDTRFビットは TRST信号によってリセット
されますが、リセットまたはソフトウェアスタンバイモードでは初期化されません。 
 

ビット 0 説   明 

SDTRF  

0 SDDRへのシリアル転送終了。SDDRへのアクセス可能 

1 SDDRへのシリアル転送中。 （初期値） 
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20.3.3 データレジスタ（SDDR） 
データレジスタ（SDDR）は、データレジスタ H（SDDRH）とデータレジスタ L（SDDRL）から構成され、それぞれ

のレジスタは次のような構成を持っています。 

ビット

初期値

R/W

：

：

：

ビット

初期値

R/W

：

：

：

15

―

R/W

14

―

R/W

13

―

R/W

12

―

R/W

11

―

R/W

10

―

R/W

9

―

R/W

8

―

R/W

7

―

R/W

6

―

R/W

5

―

R/W

4

―

R/W

3

―

R/W

2

―

R/W

1

―

R/W

0

―

R/W
 

SDDRHと SDDRLは、CPUによる読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタです。SDDRは外部とのシリアルデ
ータの転送のため TDOおよび TDIに接続されます。 

32ビットデータはシリアルデータ転送時に入力および出力されます。32ビットより大きなデータが入力されると
SDDRには最後の 32ビットのみ格納されます。シリアルデータは SDDRのMSB（SDDRHの 15ビット）から入力され、
LSB（SDDRLの 0ビット）から出力されます。 
このレジスタはリセット、および TRST信号によって初期化されません。 
 

20.3.4 バイパスレジスタ（SDBPR） 
バイパスレジスタ（SDBPR）は 1ビットシフトレジスタです。BYPASSモード、CLAMPモード、および HIGHZモー

ドでは、SDBPRは TDIと TDOの間に接続されます。SDBPRは CPUによる読み出し／書き込みは行えません。 
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20.3.5 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 
バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR）は、本 LSIの入出力端子の制御を行うために PAD上に配置されたシフトレジ

スタです。 
EXTESTモード、および SAMPLE/PRELOADモードを用いて、IEEE1149.1規格に準拠したバウンダリスキャンテスト

を行うことができます。 
また、SDBSRは CPUによる読み出し／書き込みは行えません。 

 
表 20.5に本 LSIの端子とバウンダリスキャンレジスタの対応を示します。 

表 20.5 端子とバウンダリスキャンレジスタの対応 
端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

from TDI 

238 AUDRST 入力 473 

240 AUDMD 入力 472 

241 AUDATA0 入力 471 

  出力 470 

  出力イネーブル 469 

242 AUDATA1 入力 468 

  出力 467 

  出力イネーブル 466 

243 AUDATA2 入力 465 

  出力 464 

  出力イネーブル 463 

244 AUDATA3 入力 462 

  出力 461 

  出力イネーブル 460 

245 AUDCK 入力 459 

  出力 458 

  出力イネーブル 457 

246 AUDSYNC 入力 456 

  出力 455 

  出力イネーブル 454 

248 PD0/TIO1A 入力 453 

  出力 452 

  出力イネーブル 451 

250 PD1/TIO1B 入力 450 

  出力 449 

  出力イネーブル 448 

251 PD2/TIO1C 入力 447 

  出力 446 

  出力イネーブル 445 

252 PD3/TIO1D 入力 444 

  出力 443 

  出力イネーブル 442 

253 PD4/TIO1E 入力 441 

  出力 440 

  出力イネーブル 439 

254 PD5/TIO1F 入力 438 

  出力 437 

  出力イネーブル 436 
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端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

255 PD6/TIO1G 入力 435 

  出力 434 

  出力イネーブル 433 

256 PD7/TIO1H 入力 432 

  出力 431 

  出力イネーブル 430 

1 PD8/PULS0 入力 429 

  出力 428 

  出力イネーブル 427 

2 PD9/PULS1 入力 426 

  出力 425 

  出力イネーブル 424 

3 PD10/PULS2 入力 423 

  出力 422 

  出力イネーブル 421 

4 PD11/PULS3 入力 420 

  出力 419 

  出力イネーブル 418 

5 PD12/PULS4 入力 417 

  出力 416 

  出力イネーブル 415 

6 PD13/PULS6/HTxD0/ 入力 414 

 HTxD1 出力 413 

  出力イネーブル 412 

7 PE0/A0 入力 411 

  出力 410 

  出力イネーブル 409 

8 PE1/A1 入力 408 

  出力 407 

  出力イネーブル 406 

9 PE2/A2 入力 405 

  出力 404 

  出力イネーブル 403 

10 PE3/A3 入力 402 

  出力 401 

  出力イネーブル 400 

12 PE4/A4 入力 399 

  出力 398 

  出力イネーブル 397 

14 PE5/A5 入力 396 

  出力 395 

  出力イネーブル 394 

15 PE6/A6 入力 393 

  出力 392 

  出力イネーブル 391 

16 PE7/A7 入力 390 

  出力 389 

  出力イネーブル 388 
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端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

17 PE8/A8 入力 387 

  出力 386 

  出力イネーブル 385 

18 PE9/A9 入力 384 

  出力 383 

  出力イネーブル 382 

19 PE10/A10 入力 381 

  出力 380 

  出力イネーブル 379 

21 PE11/A11 入力 378 

  出力 377 

  出力イネーブル 376 

23 PE12/A12 入力 375 

  出力 374 

  出力イネーブル 373 

24 PE13/A13 入力 372 

  出力 371 

  出力イネーブル 370 

25 PE14/A14 入力 369 

  出力 368 

  出力イネーブル 367 

26 PE15/A15 入力 366 

  出力 365 

  出力イネーブル 364 

27 PF0/A16 入力 363 

  出力 362 

  出力イネーブル 361 

28 PF1/A17 入力 360 

  出力 359 

  出力イネーブル 358 

29 PF2/A18 入力 357 

  出力 356 

  出力イネーブル 355 

31 PF3/A19 入力 354 

  出力 353 

  出力イネーブル 352 

33 PF4/A20 入力 351 

  出力 350 

  出力イネーブル 349 

34 PF5/A21/POD 入力 348 

  出力 347 

  出力イネーブル 346 

35 PF6/WRL 入力 345 

  出力 344 

  出力イネーブル 343 

36 PF7/WRH 入力 342 

  出力 341 

  出力イネーブル 340 

 

 



20. ハイパフォーマンスユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

Rev.5.00  2010.02.23  20-11 
RJJ09B0181-0500 

 

端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

37 PF8/WAIT 入力 339 

  出力 338 

  出力イネーブル 337 

38 PF9/RD 入力 336 

  出力 335 

  出力イネーブル 334 

40 PF10/CS0 入力 333 

  出力 332 

  出力イネーブル 331 

42 PF11/CS1 入力 330 

  出力 329 

  出力イネーブル 328 

43 PF12/CS2 入力 327 

  出力 326 

  出力イネーブル 325 

44 PF13/CS3 入力 324 

  出力 323 

  出力イネーブル 322 

45 PF14/BACK/SCS0 入力 321 

  出力 320 

  出力イネーブル 319 

46 PF15/BREQ/SCS1 入力 318 

  出力 317 

  出力イネーブル 316 

50 MD2 入力 315 

55 MD1 入力 314 

56 FWE 入力 313 

59 MD0 入力 312 

63 PH0/D0 入力 311 

  出力 310 

  出力イネーブル 309 

64 PH1/D1 入力 308 

  出力 307 

  出力イネーブル 306 

65 PH2/D2 入力 305 

  出力 304 

  出力イネーブル 303 

66 PH3/D3 入力 302 

  出力 301 

  出力イネーブル 300 

67 PH4/D4 入力 299 

  出力 298 

  出力イネーブル 297 

68 PH5/D5 入力 296 

  出力 295 

  出力イネーブル 294 

69 PH6/D6 入力 293 

  出力 292 

  出力イネーブル 291 
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端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

71 PH7/D7 入力 290 

  出力 289 

  出力イネーブル 288 

73 PH8/D8 入力 287 

  出力 286 

  出力イネーブル 285 

74 PH9/D9 入力 284 

  出力 283 

  出力イネーブル 282 

76 PH10/D10 入力 281 

  出力 280 

  出力イネーブル 279 

78 PH11/D11 入力 278 

  出力 277 

  出力イネーブル 276 

79 PH12/D12 入力 275 

  出力 274 

  出力イネーブル 273 

80 PH13/D13 入力 272 

  出力 271 

  出力イネーブル 270 

81 PH14/D14 入力 269 

  出力 268 

  出力イネーブル 267 

82 PH15/D15 入力 266 

  出力 265 

  出力イネーブル 264 

84 NMI 入力 263 

124 WDTOVF 出力 262 

  出力イネーブル 261 

125 PA0/TI0A 入力 260 

  出力 259 

  出力イネーブル 258 

127 PA1/TI0B 入力 257 

  出力 256 

  出力イネーブル 255 

129 PA2/TI0C 入力 254 

  出力 253 

  出力イネーブル 252 

130 PA3/TI0D 入力 251 

  出力 250 

  出力イネーブル 249 

131 PA4/TIO3A 入力 248 

  出力 247 

  出力イネーブル 246 

132 PA5/TIO3B 入力 245 

  出力 244 

  出力イネーブル 243 
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端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

133 PA6/TIO3C 入力 242 

  出力 241 

  出力イネーブル 240 

134 PA7/TIO3D 入力 239 

  出力 238 

  出力イネーブル 237 

135 PA8/TIIO4A/ADTO0A 入力 236 

  出力 235 

  出力イネーブル 234 

136 PA9/TIO4B/ADTO0B 入力 233 

  出力 232 

  出力イネーブル 231 

137 PA10/TIO4C/ADTO1A 入力 230 

  出力 229 

  出力イネーブル 228 

138 PA11/TIO4D/ADTO1B 入力 227 

  出力 226 

  出力イネーブル 225 

140 PA12/TIO5A 入力 224 

  出力 223 

  出力イネーブル 222 

142 PA13/TIO5B 入力 221 

  出力 220 

  出力イネーブル 219 

143 PA14/TxD0/SSO0 入力 218 

  出力 217 

  出力イネーブル 216 

144 PA15/RxD0/SSI0 入力 215 

  出力 214 

  出力イネーブル 213 

145 PB0/TO6A 入力 212 

  出力 211 

  出力イネーブル 210 

146 PB1/TO6B 入力 209 

  出力 208 

  出力イネーブル 207 

147 PB2/TO6C 入力 206 

  出力 205 

  出力イネーブル 204 

149 PB3/TO6D 入力 203 

  出力 202 

  出力イネーブル 201 

151 PB4/TO7A/TO8A 入力 200 

  出力 199 

  出力イネーブル 198 

152 PB5/TO7B/TO8B 入力 197 

  出力 196 

  出力イネーブル 195 
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端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

153 PB6/TO7C/TO8C 入力 194 

  出力 193 

  出力イネーブル 192 

154 PB7/TO7D/TO8D 入力 191 

  出力 190 

  出力イネーブル 189 

155 PD8/TxD3/TO8E 入力 188 

  出力 187 

  出力イネーブル 186 

156 PB9/RxD3/TO8F 入力 185 

  出力 184 

  出力イネーブル 183 

157 PB10/TxD4/HTxD0/ 入力 182 

 TO8G 出力 181 

  出力イネーブル 180 

158 PB11/RxD4/HRxD0/ 入力 179 

 TO8H 出力 178 

  出力イネーブル 177 

159 PB12/TCLKA/ 入力 176 

 UBCTRG 出力 175 

  出力イネーブル 174 

160 PB13/SCK0/SSCK0 入力 173 

  出力 172 

  出力イネーブル 171 

162 PB14/SCK1/TCLKB/ 入力 170 

 TI10 出力 169 

  出力イネーブル 168 

164 PB15/PULS5/SCK2/SSCK1 入力 167 

  出力 166 

  出力イネーブル 165 

165 PC0/TxD1 入力 164 

  出力 163 

  出力イネーブル 162 

166 PC1/RxD1 入力 161 

  出力 160 

  出力イネーブル 159 

167 PC2/TxD2/SSO1 入力 158 

  出力 157 

  出力イネーブル 156 

168 PC3/RxD2/SSI1 入力 155 

  出力 154 

  出力イネーブル 153 

169 PC4/IRQ0 入力 152 

  出力 151 

  出力イネーブル 150 

170 PG0/PULS7/HRxD0/ 入力 149 

 HRxD1 出力 148 

  出力イネーブル 147 
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端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

171 PG1/IRQ1 入力 146 

  出力 145 

  出力イネーブル 144 

173 PG2/IRQ2/ADEND 入力 143 

  出力 142 

  出力イネーブル 141 

175 PG3/IRQ3/ADTRG0 入力 140 

  出力 139 

  出力イネーブル 138 

176 PJ0/TIO2A 入力 137 

  出力 136 

  出力イネーブル 135 

177 PJ1/TIO2B 入力 134 

  出力 133 

  出力イネーブル 132 

178 PJ2/TIO2C 入力 131 

  出力 130 

  出力イネーブル 129 

179 PJ3/TIO2D 入力 128 

  出力 127 

  出力イネーブル 126 

180 PJ4/TIO2E 入力 125 

  出力 124 

  出力イネーブル 123 

181 PJ5/TIO2F 入力 122 

  出力 121 

  出力イネーブル 120 

182 PJ6/TIO2G 入力 119 

  出力 118 

  出力イネーブル 117 

183 PJ7/TIO2H 入力 116 

  出力 115 

  出力イネーブル 114 

184 PJ8/TIO5C 入力 113 

  出力 112 

  出力イネーブル 111 

186 PJ9/TIO5D 入力 110 

  出力 109 

  出力イネーブル 108 

188 PJ10/TI9A 入力 107 

  出力 106 

  出力イネーブル 105 

189 PJ11/TI9B 入力 104 

  出力 103 

  出力イネーブル 102 

190 PJ12/TI9C 入力 101 

  出力 100 

  出力イネーブル 99 
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端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

191 PJ13/TI9D 入力 98 

  出力 97 

  出力イネーブル 96 

192 PJ14/TI9E 入力 95 

  出力 94 

  出力イネーブル 93 

193 PJ15/TI9F 入力 92 

  出力 91 

  出力イネーブル 90 

195 PK0/TO8A 入力 89 

  出力 88 

  出力イネーブル 87 

197 PK1/TO8B 入力 86 

  出力 85 

  出力イネーブル 84 

198 PK2/TO8C 入力 83 

  出力 82 

  出力イネーブル 81 

199 PK3/TO8D 入力 80 

  出力 79 

  出力イネーブル 78 

200 PK4/TO8E 入力 77 

  出力 76 

  出力イネーブル 75 

201 PK5/TO8F 入力 74 

  出力 73 

  出力イネーブル 72 

202 PK6/TO8G 入力 71 

  出力 70 

  出力イネーブル 69 

204 PK7/TO8H 入力 68 

  出力 67 

  出力イネーブル 66 

206 PK8/TO8I 入力 65 

  出力 64 

  出力イネーブル 63 

207 PK9/TO8J 入力 62 

  出力 61 

  出力イネーブル 60 

208 PK10/TO8K 入力 59 

  出力 58 

  出力イネーブル 57 

209 PK11/TO8L 入力 56 

  出力 55 

  出力イネーブル 54 

210 PK12/TO8M 入力 53 

  出力 52 

  出力イネーブル 51 
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端子 NO. 端子名 入出力 ビット NO. 

211 PK13/TO8N 入力 50 

  出力 49 

  出力イネーブル 48 

213 PK14/TO8O 入力 47 

  出力 46 

  出力イネーブル 45 

215 PK15/TO8P 入力 44 

  出力 43 

  出力イネーブル 42 

216 PL0/TI10 入力 41 

  出力 40 

  出力イネーブル 39 

217 PL1/TIO11A/IRQ6 入力 38 

  出力 37 

  出力イネーブル 36 

218 PL2/TIO11B/IRQ7 入力 35 

  出力 34 

  出力イネーブル 33 

219 PL3/TCLKB 入力 32 

  出力 31 

  出力イネーブル 30 

220 PL4/ADTRG0 入力 29 

  出力 28 

  出力イネーブル 27 

221 PL5/ADTRG1 入力 26 

  出力 25 

  出力イネーブル 24 

222 PL6/ADEND 入力 23 

  出力 22 

  出力イネーブル 21 

223 PL7/SCK2/SSCK1 入力 20 

  出力 19 

  出力イネーブル 18 

224 PL8/SCK3 入力 17 

  出力 16 

  出力イネーブル 15 

226 PL9/SCL4/IRQ5 入力 14 

  出力 13 

  出力イネーブル 12 

228 PL10/HTxD0/HTxD1/ 入力 11 

 HTxD0&HTxD1 出力 10 

  出力イネーブル 9 

229 PL11/HRxD0/HRxD1/ 入力 8 

 HRxD0&HRxD1 出力 7 

  出力イネーブル 6 

230 PL12/IRQ4/SCS0 入力 5 

  出力 4 

  出力イネーブル 3 

231 PL13/IRQOUT/SCS1 入力 2 

  出力 1 

  出力イネーブル 0 

to TDO 
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20.3.6 IDコードレジスタ（SDIDR） 
IDコードレジスタ（SDIDR）は、32ビットのレジスタです。 
IDCODEモード時、SDIDRは TDOから固定コードを出力可能です。固定コードは SH7058SFで H'08016447、SH7059F

で H'0800B447になります。TDIを通じて SDIDRに書き込むことはできません。 
また、SDIDRは CPUによる読み出し／書き込みは行えません。 

 

(SH7058SF) 

31     28 27                               12 11                     1 0 

0000 1000   0000   0001   0110 0100   0100   011 1  

Version 
（4ビット） 

Part Number 
（16ビット） 

Manufacture Identify 
（11ビット） 

固定コード 
（1ビット） 

(SH7059F) 

31     28 27                               12 11                     1 0 

0000 1000   0000   0000   1011 0100   0100   011 1  

Version 
（4ビット） 

Part Number 
（16ビット） 

Manufacture Identify 
（11ビット） 

固定コード 
（1ビット） 

 



20. ハイパフォーマンスユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

Rev.5.00  2010.02.23  20-19 
RJJ09B0181-0500 

 

20.4 動作 

20.4.1 TAPコントローラ 
図 20.2に TAPコントローラの内部状態を示します。IEEE1149.1で規定されている状態遷移に準拠しています。 
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図 20.2 TAPコントローラ状態遷移図 

20.4.2 H-UDI割り込みとシリアル転送 
SDIRへ H-UDI割り込みのインストラクションが、TDIを経由して転送されると割り込みが発生します。H-UDI割り込

みのサービスルーチンにより、データ転送を制御することが可能です。転送は SDDRを介して、行うことができます。 
外部と H-UDIの間のデータ入出力制御は、外部と内部で SDSRの SDTRFビットを観測することで行います。内部での

SDTRFビットの観測は、CPUで SDSRを読み出して行うことになります。 
 

H-UDI割り込みおよびシリアル転送の手順は次のとおりです。 
（1） インストラクションがシリアル転送によりSDIRへ入力され、H-UDI割り込み要求が発生します。 
（2） H-UDI割り込み要求が発行された後、外部でSDSRのSDTRFビットを観測します。SDTRF＝1がTDOから出力され

たことを観測した後、SDDRにシリアルデータを転送します。 
（3） SDDRへのシリアル転送が完了すると、SDTRFビットが0にクリアされ、CPUによるSDDRへのアクセスが可能と

なります。SDDRへのアクセス終了後、SDSRのSDTRFビットを1に設定することで、SDDRのシリアル転送が可
能となります。 

（4） 外部と内部で、常にSDSRのSDTRFビットを観測することにより、外部とH-UDIのシリアルデータ転送が可能と
なります。 
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図 20.3、図 20.4、図 20.5に外部と H-UDI間のデータ転送のタイミングを示します。 
 

SDTRF
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SDSR SDDR SDSR SDDR

シフト CPU シフト CPU

入出力
シリアルデータ

H-UDI割り込み要求
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SDDR　MUX*2
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ラクション 入力

シフト
ディスエーブル

シフト
イネーブル

SDSRのシリアル転送（観測）

シフト
イネーブル

【注】*1（SDSRの）SDTRFフラグ：CPUのSDDRアクセスまたはSDDRへのシリアル
　　　　　　　　　　　　　　　　　転送データ入出力可能かを示します。
　　　　

　　　*2   SDSRおよびSDDR（Update-DRステート）の内部MUX切り替えタイミング
　　　　　・ SDSRからSDDRへの切り替え：SDTRF＝1がTDOから出力されるシリアル転送が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   完了したとき
　　　　　・ SDDRからSDSRへの切り替え：SDDRへシリアル転送が完了したとき

SDDRはシフトディスエーブルです。 CPUによるSDDRアクセスはイネーブル
状態です。

SDDRはシフトイネーブルです。SDTRF＝0になるまでSDDRへのアクセスは
行わないでください。

0

1

　　　　　条件：
　　　　　　・ SDTRF=1
　　　　　　　－　TRST=0のとき
　　　　　　　－　CPUが1を書き込んだとき
　　　　　　　－　BYPASSモード時
　　　　　　・ SDTRF=0
　　　　　　　－　シリアル転送でのSDDRシフトアクセスの終了

 
図 20.3 データ入出力タイミングチャート（1） 
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図 20.4 データ入出力タイミングチャート（2） 
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図 20.5 データ入出力タイミングチャート（3） 

20.4.3 H-UDIのリセット 
H-UDIは以下のときにリセットできます。 

•  TRST信号を 0に保持すると H-UDIがリセットされます。 
•  H-UDIは TRST =1のとき、TMS=1の状態で 5クロック以上の TCKを入力することによってリセットできま
す。 

• SYSCR2レジスタのMSTOP2を 1にセットする。（「27.2.3 システムコントロールレジスタ 2（SYSCR2）」
参照） 

• ハードウェアスタンバイ時 
• ソフトウェアスタンバイ時 
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20.5 バウンダリスキャン 
SDIRにコマンドを設定することにより、H-UDI端子を IEEE1149.1で規定されているバウンダリスキャンモードに設

定できます。 
 

20.5.1 サポートする命令 
IEEE1149.1で定義される 3つの必須命令（BYPASS、SAMPLE/PRELOAD、EXTEST）、およびオプション命令（CLAMP、

HIGHZ、IDCODE）をサポートします。 
 

(1) BYPASS 

BYPASS命令は、バイパスレジスタを動作させる必須の標準命令です。この命令はシフトパスを短縮してプリント基
板上の他の LSIのシリアルデータを転送高速化するためのものです。この命令の実行中、テスト回路はシステム回路に何
も影響を与えません。命令コードは 1111です。 
 

(2) SAMPLE/PRELOAD 

SAMPLE/PRELOAD命令は本 LSIの内部回路からバウンダリスキャンレジスタに値を入力し、スキャンパスから出力
したり、スキャンパスにデータをロードする命令です。本命令実行中本 LSIの入力ピンはそのまま内部回路に伝達され、
内部回路の値はそのまま出力ピンから外部へ出力されます。本命令の実行により本 LSIのシステム回路は何の影響も受け
ません。命令コードは 0100です。 

SAMPLE動作では、入力ピンから内部回路へ転送される値や内部回路から出力ピンへ転送される値のスナップショッ
トをバウンダリスキャンレジスタに取り込み、スキャンパスから読み出します。スナップショットの取り込みは本 LSI
の通常動作を妨げずに行われます。 

PRELOAD動作では、EXTEST命令に先立ちスキャンパスからバウンダリスキャンレジスタのパラレル出力ラッチに初
期値を設定します。PRELOAD動作がないと、EXTEST命令を実行するとき、最初のスキャンシーケンスが完了する（出
力ラッチへの転送）までの間出力ピンから不定値が出力される（EXTEST命令では出力ピンに常にパラレル出力ラッチを
出力する）ことになります。 
 

(3) EXTEST 

本命令では、本 LSIをプリント基板に実装したとき、外部回路をテストするためのものです。本命令の実行時、出力
ピンはバウンダリスキャンレジスタからテストデータ（SAMPLE/PRELOAD命令ですでに設定されています）をプリン
ト基板へ出力するために使用され、入力ピンはプリント基板からバウンダリスキャンレジスタにテスト結果を取り込むた
めに使用されます。EXTEST命令を N回用いてテストを行うとき、N回目のテストデータは（N-1）回目のスキャンアウ
トのときにスキャンインされます。 
本命令の Capture-DR状態で出力ピンのバウンダリスキャンレジスタにロードされたデータは外部回路のテストには使

用されません。（シフト動作で入れ替えます）。 
命令コードは、0000です 

 

(4) CLAMP 

CLAMP命令が選択されると、出力ピンはあらかじめ SAMPLE/PRELOAD命令によって設定されたバウンダリスキャ
ンレジスタの値を出力します。CLAMP命令が選択されている間、バウンダリスキャンレジスタの状態は TAPコントロ
ーラの状態に関係なく前の状態が保持されます。 

TDI、TDO間にはバイパスレジスタが接続され、BYPASS命令が選択されたときと同様の動作をします。 
命令コードは 0010です。 

(5) HIGHZ 

HIGHZ命令が選択されると、すべての出力ピンはハイインピーダンス状態となります。HIGHZ命令が選択されている
間、バウンダリスキャンレジスタの状態は TAPコントローラの状態に関係なく前の状態が保持されます。 

TDI、TDO間にはバイパスレジスタが接続され、BYPASS命令が選択されたときと同様の動作をします。 
命令コードは 0011です。 
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(6) IDCODE 

IDCODE命令が選択されると、TAPコントローラの Shift-DR状態時に IDコードレジスタの値を LSBより TDOから出
力します。この命令の実行中テスト回路はシステム回路に何も影響を与えません。 

TAPコントローラの Test-Logic-Reset状態時、インストラクションレジスタは IDCODE命令に初期化されます。 
命令コードは 1110です。 

 

20.5.2 注意事項 
（1） クロック関連信号（EXTAL、XTAL、CK、PLLCAP）はバウンダリスキャンの対象外です。 
（2） リセット関連信号（RES、HSTBY）はバウンダリスキャンの対象外です。 
（3） H-UDI関連信号（TCK、TDI、TDO、TMS、TRST）はバウンダリスキャンの対象外です。 
（4） A/D変換器関連信号（AN0～31）はバウンダリスキャンの対象外です。 
（5） AUD関連端子（AUDATA3～0、AUDCK、AUDSYNC）はHIGHZ命令を実行中でもPull Up/Downが有効です。 
（6） AUDリセット中（AUDRST=Lの状態）のSAMPLE/PRELOAD実行時は、AUDSYNC, AUDATA0-3端子の入力取り

組み値はH固定となります。 
（7） I/Oポート端子はリセット中（RES=Lの状態）でのSAMPLE/PRELOAD実行時に下記の制限があります。 

ポートE、F、H端子は入力の取り組みが可能です。ただしMCU拡張モード時はPF6,7,9,10端子はH出力になりま
す。それ以外の端子の入力の取り組み値はH固定となります。 

（8） I/Oポート端子はリセット中（RES=Lの状態）でのEXTEST実行時に下記の制限があります。 
PE0-15,PF0-7,9,10端子のみ出力可能です。また、ポートE,F,H端子のみ入力可能です。ただしMCU拡張モード時
はPF6,7,9,10端子はH出力固定となります。それ以外の端子への出力設定は無効となり､入力取り組み値はH固定
となります。 

（9） I/Oポート端子はリセット中（RES=Lの状態）でのCLAMP実行時に下記の制限があります。 
PE0-15、PF0-7,9,10端子のみ出力可能です。ただしMCU拡張モード時はPF6,7,9,10端子はH出力固定となります。
それ以外の端子への出力設定は無効となります｡ 

（10） I/Oポート端子はリセット中（RES=Lの状態）でのHIGHZ実行時に下記の制限があります｡ 
MCU拡張モード時はPF6,7,9,10端子はH出力固定でHIGHZ命令は無効となります｡ 
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20.6 使用上の注意事項 
（1） H-UDIを起動する／しないにかかわらず、必ずTRST信号を0にしてリセットしてください。この際、TRSTはTCK

に対して20クロック分、Lowレベルに保持してください。詳細は「第29章 電気的特性」を参照してください。 
（2） ソフトウェアスタンバイモードではレジスタは初期化されません。ソフトウェアスタンバイモード後にH-UDIを

使用するときは、H-UDIのリセットを行ってから使用してください。 
（3） TCKの周波数は周辺モジュールクロック（Pφ）の周波数よりも低くなければなりません。詳細は「第29章 電

気的特性」を参照してください。 
（4） シリアル転送時のデータ入出力はLSBから開始します。図20.6にシリアルデータ入出力を示します。 
（5） TDI、TDO間に接続されるレジスタのビット数を超えてシリアル転送した場合、レジスタのビット数を超えてTDO

から出力されるシリアルデータは、TDIから入力されたデータとなります。 
（6） H-UDIシリアル転送シーケンスがくずれた場合、必ずTRSTのリセットを行ってください。このとき、転送動作

にかかわらず、再度転送し直してください。 
（7） TDOの出力タイミングは、IEEE1149.1で規定する6命令を選択したときはTCKの立ち下がりから、その他の命令

を選択したときはTCKの立ち上がりからになります。 
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図 20.6 シリアルデータ入出力（1） 
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●SDIDRのシリアルデータ入出力
IDCODEモード時、Capture-DR時にSDIDRがシフトレジスタへ取り込まれ、Shift-DRでTDOよりSDIDRのビット0か
らビット31の順に出力されます。
Update-DR時、TDIから入力したデータは、どのレジスタへも書き込まれません。
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H-UDI割り込みモード時、H-UDI割り込みが発生し、TDOからSDTRF=1が読み出された後、Capture-DRでSDDRHと
SDDRLがシフトレジスタへ取り込まれ、Shift-DRでTDOよりSDDRLのビット0からビット15、SDDRHのビット0か
らビット15の順に出力されます。
TDIより出力されたデータは、Update-DRでSDDRHとSDDRLへ書き込まれます。
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H-UDI割り込みモード時、H-UDI割り込みが発生し、TDOからSDTRF=1が読み出されるまでは、Capture-DRで
SDSRとSDIRがシフトレジスタへ取り込まれ、Shift-DRでTDOよりSDSRのビット0からビット15、SDIRのビット0
からビット15の順に出力されます。
Update-DR時、TDI入力データは、どのレジスタへも書き込まれません。
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図 20.6 シリアルデータ入出力（2） 
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21. アドバンストユーザデバッガ（AUD） 

21.1 概要 
本 LSIは、アドバンストユーザデバッガ（AUD）を搭載しています。AUDを用いてブランチトレースデータ取得や内

蔵 RAMデータのモニタリング／チューニング等簡易エミュレータを構築することが可能です。 
 

21.1.1 特長 
AUDには次のような特長があります。 
 
■ 8本の入出力端子 

データバス（AUDATA3～0） 
AUDリセット（AUDRST） 
AUD同期信号（AUDSYNC） 
AUDクロック（AUDCK） 
AUDモード（AUDMD） 

 
■ 2つのモード 

AUDMDを切り替えることで次の2つのモードが使用できます。 
• ブランチトレースモード 
• RAMモニタモード 

 
（1） ブランチトレースモード 

ユーザプログラムにおいてブランチ命令実行や割り込み発生によりPCが分岐すると、AUDはこれを検出し、
AUDATAから分岐先アドレスを出力します。アドレスは前回出力したアドレスと比較され、上位アドレスの一
致具合により、4/8/16/32ビット出力が自動的に選択されます。 

（2） RAMモニタモード 
外部からAUDATAにアドレスを書き込むと、そのアドレスに対応したデータを出力します。また、AUDATAに
アドレスとデータを書き込むと、そのアドレスにデータが転送されます。 

 

21.1.2 ブロック図 
図 21.1に AUDのブロック図を示します。 
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図 21.1 AUDブロック図 
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21.2 端子構成 
AUDは、表 21.1に示す入出力端子を持っています。 

表 21.1 端子構成 
機  能 名称 略称 

ブランチトレースモード RAMモニタモード 

AUDデータ AUDATA3～0 分岐先アドレス出力 モニタアドレス／データ入出力 

AUDリセット AUDRST AUDリセット入力 AUDリセット入力 

AUDモード AUDMD モード選択入力（L） モード選択入力（H） 

AUDクロック AUDCK 同期クロック（Pφ）出力 同期クロック入力 

AUD同期信号 AUDSYNC データ先頭位置認識信号出力 データ先頭位置認識信号入力 

 

21.2.1 端子説明 

(1) 共通に使用する端子 

 
端子 説  明 

AUDMD 本端子への入力レベルを切り替えることにより、モードを選択します。 

L：ブランチトレースモード 

H：RAMモニタモード 

本端子の入力切り替えは AUDRSTが Lの状態で実施してください。また、何も接続されないときは内部
でプルアップします。 

AUDRST 本端子に Lを入力することで AUD内のバッファ、ロジックの初期化を行います。 

L入力時は AUDがリセット状態となり、AUD内のバッファおよびロジックはリセットされます。AUDMD
のレベル確定後 Hに戻すと選択されたモードで動作します。また、何も接続しないとき内部でプルダウ
ンします。 

 

(2) ブランチトレースモードでの端子説明 

 
端子 説  明 

AUDCK 本端子は周辺モジュール動作周波数 Pφを出力します。 

AUDATAの同期をとるためのクロックです。 

AUDSYNC 本端子は AUDATAからの出力が有効かそうでないかを示します。 

H：有効なデータを出力していないとき 

L：アドレスを出力しているとき 

AUDATA3～AUDATA0 （1）AUDSYNC＝Lのとき 

内部でプログラム分岐または割り込み分岐が発生するとAUDはAUDSYNCをアサートし分岐先ア
ドレスを出力します。出力は A3～0、A7～4、A11～8、A15～12、A19～16、A23～20、A27～24、
A31～28の順です。 

（2）AUDSYNC＝Hのとき 

分岐先アドレス出力待ち状態時は常に 0011を出力します。 

分岐発生時は AUDATA3、2＝10を出力し、前回フル出力したアドレスと今回出力するアドレスと
の比較により、4/8/16/32ビットのどれだけのアドレスを出力するかを示します（下表参照）。 

AUDATA1、0

00
アドレスのA31～A4までが一致したことを示し、以下A3～0の4ビットの
アドレスを出力することを示します。つまり出力回数は1回です。

アドレスのA31～A8までが一致したことを示し、以下A3～0、A7～4
の8ビットのアドレスを出力することを示します。つまり出力回数は
2回です。
アドレスのA31～A16までが一致したことを示し、以下A3～0、A7～4、
A11～8、A15～12の16ビットのアドレスを出力することを示します。
つまり出力回数は4回です。
上記のいずれにも該当しなかったを示し、以下A3～0、A7～4、A11～8、
A15～12、A19～16、A23～20、A27～24、A31～28の32ビットのアド
レスを出力することを示します。つまり出力回数は8回です。

01

10

11
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(3) RAMモニタモードでの端子説明 

 
端子 説  明 

AUDCK 本端子は外部クロック入力です。デバッグに使用するクロックを入力してください。入力できる周波数
は内部動作周波数φの 1/8以下です。また、何も接続されないときは内部でプルアップします。 

AUDSYNC 本端子は外部から AUDATAにコマンドが入力されて、必要なデータが準備できるまでアサートしないで
ください。詳しくは後述のプロトコルを参照してください。また、何も接続されないときは内部でプル
アップします。 

AUDATA3～AUDATA0 外部からコマンドを入力すると Ready送信後データを出力します。出力は AUDSYNCがネゲートされて
から開始します。詳しくは後述のプロトコルを参照してください。また、なにも接続されないときは内
部でプルアップします。 
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21.3 ブランチトレースモード 

21.3.1 概要 
本モードは、ユーザプログラムにおいて分岐が発生したときに、分岐先アドレスを出力する機能です。分岐には分岐

命令実行と割り込み／例外処理による分岐がありますが、本機能はこれらを区別しません。 
 

21.3.2 動作説明 
AUDRSTをアサートしてAUDMDを Lに設定してから AUDRSTをネゲート*するとブランチトレースモードで動作を

開始します。 
図 21.2にデータ出力例を示します。 
ユーザプログラムが分岐なしで実行されている場合、AUDATAは AUDCKに同期して常に 0011を出力します。 
分岐が発生した場合には、PCが分岐先アドレスから実行開始後、前回フル出力（途中で後に発生した分岐によって出

力の中断がなかった場合の出力）したアドレスと今回の分岐アドレスの比較によって、AUDATAから 1000（4ビット出
力時）or 1001（8ビット出力時）or 1010（16ビット出力時）or 1011（32ビット出力時）を AUDCK基準で 1クロック分
出力してからAUDSYNCをアサートして分岐先アドレスを出力します。なお、比較アドレスの初期値はH'00000000です。 
アドレスを出力するサイクルが終了すると、AUDSYNCをネゲートし、同時に AUDATAから 0011を出力します。 
分岐先アドレス出力中に次の分岐が発生した場合には、後に発生した分岐を優先して出力します。このとき AUDSYNC

をネゲートし AUDATAは再度 10xxを出力してからアドレスを出力します（図 21.3）。比較されるアドレスは前回フル
出力されたアドレスであり、中断されたアドレスではないので注意してください。これは、中断されたアドレスでは上位
アドレスを知ることができないためです。 
なお、PCが分岐先アドレスの実行開始の AUDATAが 10xxを出力するまでの期間は AUDCK基準で 1.5 or 2cycです。 

AUDCK

0011 0011 1011 A3～0 A7～4 A11～8 A15～12 A19～16 A23～20 A27～24 A31～28 0011

AUDSYNC

AUDATA[3:0]

PCが分岐先アドレスから実行開始

 
図 21.2 データ出力例（32ビット出力）* 

AUDCK

0011 0011 1011 A3～0 0011 0011A3～0 A7～4 1010 A7～4 A11～8 A15～12

AUDSYNC

AUDATA[3:0]

PCが分岐先アドレスから実行開始（1）
PCが分岐先アドレスから実行開始（2）

 

図 21.3 分岐が連続した場合の出力例* 

【注】 * AUDリセットタイミングおよび、ブランチトレース時のタイミングの詳細については、「29.3.13 AUDタ
イミング」を参照してください。 
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21.4 RAMモニタモード 

21.4.1 概要 
本モードは、本 LSI内部／外部バスに接続されているすべてのモジュールを読み出し／書き込みする機能です。本機

能により RAMモニタ／チューニングができます。 
 

21.4.2 通信プロトコル 
AUDは AUDSYNCがアサートされると AUDATAを取り込みます。AUDATAは以下のフォーマットで入力してくださ

い。 

0000 DIR A3～A0 A31～A28 D3～D0 Dn～Dn-3

入力フォーマット

予備ビット（4ビット）：b'0000

コマンド

1固定 0：読み出し
1：書き込み

00：バイト
01：ワード
10：ロングワード

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0

･･････ ･･････

アドレス データ（書き込み時のみ）
B書き込み時：n=7
W書き込み時：n=15
L書き込み時：n=31

 
図 21.4 AUDATA入力フォーマット 

21.4.3 動作説明 
AUDRSTをアサートした状態で AUDMDを Hにして AUDRSTをネゲート*すると、RAMモニタモードで動作を開始

します。 
図 21.5にリード動作の例を、図 21.6にライト動作の例を示します。 
AUDSYNCがアサートされると、AUDATAから入力を開始します。図 21.4に示すフォーマットでコマンド、アドレス、

データ（書き込み時のみ）が入力されると、指定されたアドレスの読み出し／書き込みの実行を開始します。内部実行中
は AUDは Not Ready（0000）を返します。実行が完了すると、Readyフラグ（0001）を返します（図 21.5、図 21.6）。
表 21.2に Readyフラグのフォーマットを示します。 
読み出し時は、このフラグの検出後、AUDSYNCをネゲートすると指定されたサイズのデータを出力します（図 21.5）。 
DIRに上記以外のコマンドが入力された場合、AUDはコマンドエラーとして処理を無効にし、Readyフラグ内のビッ

ト 1を 1にセットします。また、DIR内で指定されたコマンドによる読み出し／書き込み動作がバスエラーを起こすとき、
処理を無効にし Readyフラグ内ビット 2を 1にセットします（図 21.7）。 

 
以下にバスエラー条件を示します。 
（1） 4n+1、4n+3番地にワードアクセス 
（2） 4n+1、4n+2、4n+3番地にロングワードアクセス 
（3） 内蔵I/O 8bit空間をロングワードでアクセス 
（4） シングルチップモード時に外部空間をアクセス 

表 21.2 Readyフラグフォーマット 
ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

0：正常状態 0：正常状態 0：not Ready 0固定 

1：バスエラー発生 1：コマンドエラー発生 1：Ready 
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AUDCK

Not RedyDIR Ready Ready Ready

0001000100000000 1000 0001A31～A28 D7～D4D3～D0A3～A0

AUDSYNC

AUDATAn

入出力切り替え

入力  出力
 

図 21.5 リード動作例（バイトリード）* 

AUDCK

Not Redy ReadyDIR Ready Ready

00000000 1110 0001 0001 0001A31～A28 D3～D0 D31～D28A3～A0

AUDSYNC

AUDATAn

入出力切り替え

入力  出力
 

図 21.6 ライト動作例（ロングワードライト）* 

AUDCK

Not RedyDIR Ready Ready Ready
0101010100000000 1010 0101A31～A28A3～A0

AUDSYNC

AUDATAn

入出力切り替え

（バスエラー）（バスエラー）（バスエラー）

入力  出力
 

図 21.7 エラー発生例（ロングワードリード）* 

【注】 * AUDリセットタイミングおよび、RAMモニタ時のタイミングの詳細については、「29.3.13 AUDタイミン
グ」を参照してください。 

 

21.5 使用上の注意事項 

21.5.1 初期化 
本デバッガに内蔵しているバッファおよび処理状態は、以下の条件に入ると初期化されます。 
（1） パワーオンリセット 
（2） ハードウェアスタンバイ 
（3） ソフトウェアスタンバイ 
（4） AUDRST端子にLレベル印加 
（5） SYSCR1レジスタのAUDSRSTビットに1をセットしたとき（27.2.2参照） 
（6） SYSCR2レジスタのMSTOP3ビットに1をセットしたとき（27.2.3参照） 
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22. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

22.1 概要 
ピンファンクションコントローラ（PFC）は、マルチプレクス端子の機能とその入出力の方向を選ぶためのレジスタで

構成されています。表 22.1に本 LSIのマルチプレクス端子を示します。 

表 22.1 マルチプレクス端子 
256ピン 

ポート 機能 1 
（関連モジュール） 

機能 2 
（関連モジュール） 

機能 3 
（関連モジュール） 

機能 4 
（関連モジュール） 

A PA0入出力（ポート） TI0A入力（ATU-II）   

A PA1入出力（ポート） TI0B入力（ATU-II）   

A PA2入出力（ポート） TI0C入力（ATU-II）   

A PA3入出力（ポート） TI0D入力（ATU-II）   

A PA4入出力（ポート） TIO3A入出力（ATU-II）   

A PA5入出力（ポート） TIO3B入出力（ATU-II）   

A PA6入出力（ポート） TIO3C入出力（ATU-II）   

A PA7入出力（ポート） TIO3D入出力（ATU-II）   

A PA8入出力（ポート） TIO4A入出力（ATU-II）  ADTO0A出力（MTAD） 

A PA9入出力（ポート） TIO4B入出力（ATU-II）  ADTO0B出力（MTAD） 

A PA10入出力（ポート） TIO4C入出力（ATU-II）  ADTO1A出力（MTAD） 

A PA11入出力（ポート） TIO4D入出力（ATU-II）  ADTO1B出力（MTAD） 

A PA12入出力（ポート） TIO5A入出力（ATU-II）   

A PA13入出力（ポート） TIO5B入出力（ATU-II）   

A PA14入出力（ポート） TxD0出力（SCI） SSO0出力（SSU*）  

A PA15入出力（ポート） RxD0入力（SCI） SSI0入力（SSU*）  

B PB0入出力（ポート） TO6A出力（ATU-II）   

B PB1入出力（ポート） TO6B出力（ATU-II）   

B PB2入出力（ポート） TO6C出力（ATU-II）   

B PB3入出力（ポート） TO6D出力（ATU-II）   

B PB4入出力（ポート） TO7A出力（ATU-II） TO8A出力（ATU-II）  

B PB5入出力（ポート） TO7B出力（ATU-II） TO8B出力（ATU-II）  

B PB6入出力（ポート） TO7C出力（ATU-II） TO8C出力（ATU-II）  

B PB7入出力（ポート） TO7D出力（ATU-II） TO8D出力（ATU-II）  

B PB8入出力（ポート） TxD3出力（SCI） TO8E出力（ATU-II）  

B PB9入出力（ポート） RxD3入力（SCI） TO8F出力（ATU-II）  

B PB10入出力（ポート） TxD4出力（SCI） HTxD0出力（HCAN-II） TO8G出力（ATU-II） 

B PB11入出力（ポート） RxD4入力（SCI） HRxD0入力（HCAN-II） TO8H出力（ATU-II） 

B PB12入出力（ポート） TCLKA入力（ATU-II） UBCTRG出力（UBC）  

B PB13入出力（ポート） SCK0入出力（SCI） SSCK0出力（SSU*）  

B PB14入出力（ポート） SCK1入出力（SCI） TCLKB入力（ATU-II） TI10入力（ATU-II） 

B PB15入出力（ポート） PULS5出力（APC） SCK2入出力（SCI） SSCK1出力（SSU*） 

C PC0入出力（ポート） TxD1出力（SCI）   

C PC1入出力（ポート） RxD1入力（SCI）   

C PC2入出力（ポート） TxD2出力（SCI） SSO1出力（SSU*）  

C PC3入出力（ポート） RxD2入力（SCI） SSI1入力（SSU*）  

C PC4入出力（ポート） IRQ0入力（INTC）   

D PD0入出力（ポート） TIO1A入出力（ATU-II）   

D PD1入出力（ポート） TIO1B入出力（ATU-II）   

D PD2入出力（ポート） TIO1C入出力（ATU-II）   
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256ピン 

ポート 機能 1 
（関連モジュール） 

機能 2 
（関連モジュール） 

機能 3 
（関連モジュール） 

機能 4 
（関連モジュール） 

D PD3入出力（ポート） TIO1D入出力（ATU-II）   

D PD4入出力（ポート） TIO1E入出力（ATU-II）   

D PD5入出力（ポート） TIO1F入出力（ATU-II）   

D PD6入出力（ポート） TIO1G入出力（ATU-II）   

D PD7入出力（ポート） TIO1H入出力（ATU-II）   

D PD8入出力（ポート） PULS0出力（APC）   

D PD9入出力（ポート） PULS1出力（APC）   

D PD10入出力（ポート） PULS2出力（APC）   

D PD11入出力（ポート） PULS3出力（APC）   

D PD12入出力（ポート） PULS4出力（APC）   

D PD13入出力（ポート） PULS6出力（APC） HTxD0出力（HCAN-II） HTxD1出力（HCAN-II） 

E PE0入出力（ポート） A0出力（BSC）   

E PE1入出力（ポート） A1出力（BSC）   

E PE2入出力（ポート） A2出力（BSC）   

E PE3入出力（ポート） A3出力（BSC）   

E PE4入出力（ポート） A4出力（BSC）   

E PE5入出力（ポート） A5出力（BSC）   

E PE6入出力（ポート） A6出力（BSC）   

E PE7入出力（ポート） A7出力（BSC）   

E PE8入出力（ポート） A8出力（BSC）   

E PE9入出力（ポート） A9出力（BSC）   

E PE10入出力（ポート） A10出力（BSC）   

E PE11入出力（ポート） A11出力（BSC）   

E PE12入出力（ポート） A12出力（BSC）   

E PE13入出力（ポート） A13出力（BSC）   

E PE14入出力（ポート） A14出力（BSC）   

E PE15入出力（ポート） A15出力（BSC）   

F PF0入出力（ポート） A16出力（BSC）   

F PF1入出力（ポート） A17出力（BSC）   

F PF2入出力（ポート） A18出力（BSC）   

F PF3入出力（ポート） A19出力（BSC）   

F PF4入出力（ポート） A20出力（BSC）   

F PF5入出力（ポート） A21出力（BSC） POD入力（ポート）  

F PF6入出力（ポート） WRL出力（BSC）   

F PF7入出力（ポート） WRH出力（BSC）   

F PF8入出力（ポート） WAIT入力（BSC）   

F PF9入出力（ポート） RD出力（BSC）   

F PF10入出力（ポート） CS0出力（BSC）   

F PF11入出力（ポート） CS1出力（BSC）   

F PF12入出力（ポート） CS2出力（BSC）   

F PF13入出力（ポート） CS3出力（BSC）   

F PF14入出力（ポート） BACK出力（BSC） SCS0入出力（SSU*）  

F PF15入出力（ポート） BREQ入力（BSC） SCS1入出力（SSU*）  

G PG0入出力（ポート） PULS7出力（APC） HRxD0入力（HCAN-II） HRxD1入力（HCAN-II） 

G PG1入出力（ポート） IRQ1入力（INTC）   

G PG2入出力（ポート） IRQ2入力（INTC） ADEND出力（A/D）  

G PG3入出力（ポート） IRQ3入力（INTC） ADTRG0入力（A/D）  

H PH0入出力（ポート） D0入出力（BSC）   

H PH1入出力（ポート） D1入出力（BSC）   

H PH2入出力（ポート） D2入出力（BSC）   

H PH3入出力（ポート） D3入出力（BSC）   
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256ピン 

ポート 機能 1 
（関連モジュール） 

機能 2 
（関連モジュール） 

機能 3 
（関連モジュール） 

機能 4 
（関連モジュール） 

H PH4入出力（ポート） D4入出力（BSC）   

H PH5入出力（ポート） D5入出力（BSC）   

H PH6入出力（ポート） D6入出力（BSC）   

H PH7入出力（ポート） D7入出力（BSC）   

H PH8入出力（ポート） D8入出力（BSC）   

H PH9入出力（ポート） D9入出力（BSC）   

H PH10入出力（ポート） D10入出力（BSC）   

H PH11入出力（ポート） D11入出力（BSC）   

H PH12入出力（ポート） D12入出力（BSC）   

H PH13入出力（ポート） D13入出力（BSC）   

H PH14入出力（ポート） D14入出力（BSC）   

H PH15入出力（ポート） D15入出力（BSC）   

J PJ0入出力（ポート） TIO2A入出力（ATU-II）   

J PJ1入出力（ポート） TIO2B入出力（ATU-II）   

J PJ2入出力（ポート） TIO2C入出力（ATU-II）   

J PJ3入出力（ポート） TIO2D入出力（ATU-II）   

J PJ4入出力（ポート） TIO2E入出力（ATU-II）   

J PJ5入出力（ポート） TIO2F入出力（ATU-II）   

J PJ6入出力（ポート） TIO2G入出力（ATU-II）   

J PJ7入出力（ポート） TIO2H入出力（ATU-II）   

J PJ8入出力（ポート） TIO5C入出力（ATU-II）   

J PJ9入出力（ポート） TIO5D入出力（ATU-II）   

J PJ10入出力（ポート） TI9A入力（ATU-II）   

J PJ11入出力（ポート） TI9B入力（ATU-II）   

J PJ12入出力（ポート） TI9C入力（ATU-II）   

J PJ13入出力（ポート） TI9D入力（ATU-II）   

J PJ14入出力（ポート） TI9E入力（ATU-II）   

J PJ15入出力（ポート） TI9F入力（ATU-II）   

K PK0入出力（ポート） TO8A出力（ATU-II）   

K PK1入出力（ポート） TO8B出力（ATU-II）   

K PK2入出力（ポート） TO8C出力（ATU-II）   

K PK3入出力（ポート） TO8D出力（ATU-II）   

K PK4入出力（ポート） TO8E出力（ATU-II）   

K PK5入出力（ポート） TO8F出力（ATU-II）   

K PK6入出力（ポート） TO8G出力（ATU-II）   

K PK7入出力（ポート） TO8H出力（ATU-II）   

K PK8入出力（ポート） TO8I出力（ATU-II）   

K PK9入出力（ポート） TO8J出力（ATU-II）   

K PK10入出力（ポート） TO8K出力（ATU-II）   

K PK11入出力（ポート） TO8L出力（ATU-II）   

K PK12入出力（ポート） TO8M出力（ATU-II）   

K PK13入出力（ポート） TO8N出力（ATU-II）   

K PK14入出力（ポート） TO8O出力（ATU-II）   

K PK15入出力（ポート） TO8P出力（ATU-II）   

L PL0入出力（ポート） TI10入力（ATU-II）   

L PL1入出力（ポート） TIO11A入出力（ATU-II） IRQ6入力（INTC）  

L PL2入出力（ポート） TIO11B入出力（ATU-II） IRQ7入力（INTC）  

L PL3入出力（ポート） TCLKB入力（ATU-II）   

L PL4入出力（ポート） ADTRG0入力（A/D）   

L PL5入出力（ポート） ADTRG1入力（A/D）   

L PL6入出力（ポート） ADEND出力（A/D）   



22. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

Rev.5.00  2010.02.23  22-4 
RJJ09B0181-0500 

 

256ピン 

ポート 機能 1 
（関連モジュール） 

機能 2 
（関連モジュール） 

機能 3 
（関連モジュール） 

機能 4 
（関連モジュール） 

L PL7入出力（ポート） SCK2入出力（SCI） SSCK1出力（SSU*）  

L PL8入出力（ポート） SCK3入出力（SCI）   

L PL9入出力（ポート） SCK4入出力（SCI） IRQ5入力（INTC）  

L PL10入出力（ポート） HTxD0出力（HCAN-II） HTxD1出力（HCAN-II） HTxD0&HTxD1(HCAN-II) 

L PL11入出力（ポート） HRxD0入力（HCAN-II） HRxD1入力（HCAN-II） HRxD0&HRxD1(HCAN-II) 

L PL12入出力（ポート） IRQ4入力（INTC） SCS0入出力（SSU*）  

L PL13入出力（ポート） IRQOUT出力（INTC） IRQOUT出力（INTC） SCS1入出力（SSU*） 

【注】 * SSU：Synchronous Serial communication Unit 
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22.2 レジスタ構成 
PFCのレジスタを表 22.2に示します。 

表 22.2 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート A・IOレジスタ PAIOR R/W H'0000 H'FFFFF720 8、16 

ポート Aコントロールレジスタ H PACRH R/W H'0000 H'FFFFF722 8、16 

ポート Aコントロールレジスタ L PACRL R/W H'0000 H'FFFFF724 8、16 

ポート B・IOレジスタ PBIOR R/W H'0000 H'FFFFF730 8、16 

ポート Bコントロールレジスタ H PBCRH R/W H'0000 H'FFFFF732 8、16 

ポート Bコントロールレジスタ L PBCRL R/W H'0000 H'FFFFF734 8、16 

ポート Bインバートレジスタ PBIR R/W H'0000 H'FFFFF736 8、16 

ポート C・IOレジスタ PCIOR R/W H'0000 H'FFFFF73A 8、16 

ポート Cコントロールレジスタ PCCR R/W H'0000 H'FFFFF73C 8、16 

ポート D・IOレジスタ PDIOR R/W H'0000 H'FFFFF740 8、16 

ポート Dコントロールレジスタ H PDCRH R/W H'0000 H'FFFFF742 8、16 

ポート Dコントロールレジスタ L PDCRL R/W H'0000 H'FFFFF744 8、16 

ポート E・IOレジスタ PEIOR R/W H'0000 H'FFFFF750 8、16 

ポート Eコントロールレジスタ PECR R/W H'0000 H'FFFFF752 8、16 

ポート F・IOレジスタ PFIOR R/W H'0000 H'FFFFF748 8、16 

ポート Fコントロールレジスタ H PFCRH R/W H'0015 H'FFFFF74A 8、16 

ポート Fコントロールレジスタ L PFCRL R/W H'5000 H'FFFFF74C 8、16 

ポート G・IOレジスタ PGIOR R/W H'0000 H'FFFFF760 8、16 

ポート Gコントロールレジスタ PGCR R/W H'0000 H'FFFFF762 8、16 

ポート H・IOレジスタ PHIOR R/W H'0000 H'FFFFF728 8、16 

ポート Hコントロールレジスタ PHCR R/W H'0000 H'FFFFF72A 8、16 

ポート J・IOレジスタ PJIOR R/W H'0000 H'FFFFF766 8、16 

ポート Jコントロールレジスタ H PJCRH R/W H'0000 H'FFFFF768 8、16 

ポート Jコントロールレジスタ L PJCRL R/W H'0000 H'FFFFF76A 8、16 

ポート K・IOレジスタ PKIOR R/W H'0000 H'FFFFF770 8、16 

ポート Kコントロールレジスタ H PKCRH R/W H'0000 H'FFFFF772 8、16 

ポート Kコントロールレジスタ L PKCRL R/W H'0000 H'FFFFF774 8、16 

ポート Kインバートレジスタ PKIR R/W H'0000 H'FFFFF776 8、16 

ポート L・IOレジスタ PLIOR R/W H'0000 H'FFFFF756 8、16 

ポート Lコントロールレジスタ H PLCRH R/W H'0000 H'FFFFF758 8、16 

ポート Lコントロールレジスタ L PLCRL R/W H'0000 H'FFFFF75A 8、16 

ポート Lインバートレジスタ PLIR R/W H'0000 H'FFFFF75C 8、16 
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22.3 レジスタ説明 

22.3.1 ポート A・IOレジスタ（PAIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PA15 
IOR 

PA14 
IOR 

PA13
IOR 

PA12 
IOR 

PA11 
IOR 

PA10
IOR

PA9
IOR

PA8
IOR

PA7
IOR

PA6
IOR

PA5
IOR

PA4 
IOR

PA3 
IOR 

PA2 
IOR 

PA1
IOR

PA0
IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート A・IOレジスタ（PAIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Aにある 16本の端

子の入出力方向を選びます。PA15IOR～PA0IORビットが、それぞれ、PA15/RxD0/SSI0～PA0/TI0A端子に対応していま
す。PAIORはポート Aの端子機能が汎用入出力（PA15～PA0）か ATU-IIの入出力か SSU*の送受信データの入出力
（SSI0,SSO0）の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。ただし、ビット 3～0については、ATU-IIのインプットキャ
プチャ入力を選択した場合には、PAIORのビットを 0にしてください。 
ポート Aの端子機能は、PA15～PA0か ATU-IIの入出力か SSU*の送受信データの入出力（SSI0,SSO0）の場合、PAIOR

のビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入力になります。 
PAIORは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000

に初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初
期化されません。 
 
【注】 * SSU：Synchronous Serial communication Unit 
 

22.3.2 ポート Aコントロールレジスタ H、L（PACRH、PACRL） 
ポート Aコントロールレジスタ H、L（PACRH、PACRL）は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジス

タで、ポート Aにある 16本のマルチプレクス端子の機能を選びます。PACRHはポート Aの上位 8ビットの端子の機能
を、PACRLはポート Aの下位 8ビットの端子の機能を選びます。 

PACRH、PACRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで
H'0000に初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットで
は、初期化されません。 
 

(1) ポート Aコントロールレジスタ H（PACRH） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PA15 
MD1 

PA15 
MD0 

PA14
MD1 

PA14 
MD0 

－ PA13
MD

－ PA12
MD

PA11
MD1

PA11
MD0

PA10
MD1

PA10 
MD0 

PA9 
MD1 

PA9 
MD0 

PA8
MD1

PA8
MD0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 

ビット 15、14：PA15モードビット 1、0（PA15MD1、PA15MD0） 

PA15/RxD0/SSI0端子の機能を選びます。 
 
ビット 15 ビット 14 説   明 

PA15MD1 PA15MD0  

0 0 汎用入出力（PA15） （初期値）

 1 受信データ入力（RxD0） 

1 0 受信データ入力（SSI0） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定はしないでください。 
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ビット 13、12：PA14モードビット 1、0（PA14MD1、PA14MD0） 

PA14/TxD0/SSO0端子の機能を選びます。 
 
ビット 13 ビット 12 説   明 

PA14MD1 PA14MD0  

0 0 汎用入出力（PA14） （初期値）

 1 送信データ出力（TxD0） 

1 0 送信データ出力（SSO0） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定はしないでください。 

 

ビット 11：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 10：PA13モードビット（PA13MD） 

PA13/TIO5B端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PA13MD  

0 汎用入出力（PA13） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO5B） 

 

ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PA12モードビット（PA12MD） 

PA12/TIO5A端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PA12MD  

0 汎用入出力（PA12） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO5A） 

 

ビット 7、6：PA11モードビット 1、0（PA11MD1、PA11MD0） 

PA11/TIO4D/ADTO1B端子の機能を選びます。 
 

ビット 7 ビット 6 説   明 

PA11MD1 PA11MD0  

0 0 汎用入出力（PA11） （初期値）

 1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO4D） 

1 0 設定禁止 

 1 アウトプットコンペア 1B出力（ADTO1B） 
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ビット 5、4：PA10モードビット 1、0（PA10MD1、PA10MD0） 

PA10/TIO4C/ADTO1A端子の機能を選びます。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

PA10MD1 PA10MD0  

0 0 汎用入出力（PA10） （初期値）

 1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO4C） 

1 0 設定禁止 

 1 アウトプットコンペア 1A出力（ADTO1A） 

 

ビット 3、2：PA9モードビット 1、0（PA9MD1、PA9MD0） 

PA9/TIO4B/ADTO0B端子の機能を選びます。 
 

ビット 3 ビット 2 説   明 

PA9MD1 PA9MD0  

0 0 汎用入出力（PA9） （初期値）

 1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO4B） 

1 0 設定禁止 

 1 アウトプットコンペア 0B出力（ADTO0B） 

 

ビット 1、0：PA8モードビット 1、0（PA8MD1、PA8MD0） 

PA8/TIO4A/ADTO0A端子の機能を選びます。 
 

ビット 1 ビット 0 説   明 

PA8MD1 PA8MD0  

0 0 汎用入出力（PA8） （初期値）

 1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO4A） 

1 0 設定禁止 

 1 アウトプットコンペア 0A出力（ADTO0A） 

 

(2) ポート Aコントロールレジスタ L（PACRL） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － PA7 

MD 

－ PA6 

MD 

－ PA5
MD

－ PA4

MD

－ PA3
MD

－ PA2 
MD

－ PA1 
MD 

－ PA0
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 14：PA7モードビット（PA7MD） 

PA7/TIO3D端子の機能を選びます。 
 

ビット 14 説   明 

PA7MD  

0 汎用入出力（PA7） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO3D） 
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ビット 13：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 12：PA6モードビット（PA6MD） 

PA6/TIO3C端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PA6MD  

0 汎用入出力（PA6） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO3C） 

 

ビット 11：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 10：PA5モードビット（PA5MD） 

PA5/TIO3B端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PA5MD  

0 汎用入出力（PA5） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO3B） 

 

ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PA4モードビット（PA4MD） 

PA4/TIO3A端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PA4MD  

0 汎用入出力（PA4） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO3A） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PA3モードビット（PA3MD） 

PA3/TI0D端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PA3MD  

0 汎用入出力（PA3） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力（TI0D） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 4：PA2モードビット（PA2MD） 

PA2/TI0C端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PA2MD  

0 汎用入出力（PA2） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力（TI0C） 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2：PA2モードビット（PA1MD） 

PA1/TI0B端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PA1MD  

0 汎用入出力（PA1） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力（TI0B） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：PA0モードビット（PA0MD） 

PA0/TI0A端子の機能を選びます。 
 

ビット 1 説   明 

PA0MD  

0 汎用入出力（PA0） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力（TI0A） 

 

22.3.3 ポート B・IOレジスタ（PBIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PB15 
IOR 

PB14 
IOR 

PB13
IOR 

PB12 
IOR 

PB11 
IOR 

PB10
IOR

PB9
IOR

PB8
IOR

PB7
IOR

PB6
IOR

PB5
IOR

PB4 
IOR

PB3 
IOR 

PB2 
IOR 

PB1
IOR

PB0
IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート B・IOレジスタ（PBIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Bにある 16本の端

子の入出力方向を選びます。PB15IOR～PB0IORビットが、それぞれ、PB15/PULS5/SCK2/SSCK1端子～PB0/TO6A端子
に対応しています。PBIORはポート Bの端子機能が汎用入出力（PB15～PB0）かシリアルクロック（SCK0、SCK1、SCK2、
SSCK0、SSCK1）の場合に有効で、それ以外の場合は無効です。 
ポート Bの端子機能が PB15～PB0か SCK0、SCK1、SCK2、SSCK0、SSCK1の場合、PBIORのビットを 1にすると、

対応する端子は出力になり、0にすると入力になります。 
PBIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
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22.3.4 ポート Bコントロールレジスタ H、L（PBCRH、PBCRL） 
ポート Bコントロールレジスタ H、L（PBCRH、PBCRL）は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジス

タで、ポート Bにある 16本のマルチプレクス端子の機能を選びます。PBCRHはポート Bの上位 8ビットの端子の機能
を、PBCRLはポート Bの下位 8ビットの端子の機能を選びます。 

PBCRH、PBCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで
H'0000に初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットで
は、初期化されません。 
 

(1) ポート Bコントロールレジスタ H（PBCRH） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PB15 
MD1 

PB15 
MD0 

PB14
MD1 

PB14 
MD0 

PB13 
MD1 

PB13
MD0

PB12
MD1

PB12
MD0

PB11
MD1

PB11
MD0

PB10
MD1

PB10 
MD0 

PB9 
MD1 

PB9 
MD0 

PB8
MD1

PB8
MD0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 

ビット 15、14：PB15モードビット 1、0（PB15MD1、PB15MD0） 

PB15/PULS5/SCK2/SSCK1端子の機能を選びます。 
 

ビット 15 ビット 14 説   明 

PB15MD1 PB15MD0  

0 0 汎用入出力（PB15） （初期値）

 1 APCパルス出力（PULS5） 

1 0 シリアルクロック入出力（SCK2） 

 1 シリアルクロック出力（SSCK1） 

 

ビット 13、12：PB14モードビット 1、0（PB14MD1、PB14MD0） 

PB14/SCK1/TCLKB/TI10端子の機能を選びます。 
 

ビット 13 ビット 12 説   明 

PB14MD1 PB14MD0  

0 0 汎用入出力（PB14） （初期値）

 1 シリアルクロック入出力（SCK1） 

1 0 ATU-IIクロック入力（TCLKB） 

 1 ATU-IIエッジ入力（TI10） 

 

ビット 11、10：PB13モードビット 1、0（PB13MD1、PB13MD0） 

PB13/SCK0/SSCK0端子の機能を選びます。 
 

ビット 11 ビット 10 説   明 

PB13MD1 PB13MD0  

0 0 汎用入出力（PB13） （初期値）

 1 シリアルクロック入出力（SCK0） 

1 0 シリアルクロック出力（SSCK0） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定はしないでください。 
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ビット 9、8：PB12モードビット 1、0（PB12MD1、PB12MD0） 

PB12/TCLKA/UBCTRG端子の機能を選びます。 
 

ビット 9 ビット 8 説   明 

PB12MD1 PB12MD0  

0 0 汎用入出力（PB12） （初期値）

 1 ATU-IIクロック入力（TCLKA） 

1 0 トリガ用パルス出力（UBCTRG） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定はしないでください。 
 

ビット 7、6：PB11モードビット 1、0（PB11MD1、PB11MD0） 

PB11/RxD4/HRxD0/TO8H端子の機能を選びます。 
 

ビット 7 ビット 6 説   明 

PB11MD1 PB11MD0  

0 0 汎用入出力（PB11） （初期値）

 1 受信データ入力（RxD4） 

1 0 HCAN-II受信データ入力（HRxD0） 

 1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8H） 

 

ビット 5、4：PB10モードビット 1、0（PB10MD1、PB10MD0） 

PB10/TxD4/HTxD0/TO8G端子の機能を選びます。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

PB10MD1 PB10MD0  

0 0 汎用入出力（PB10） （初期値）

 1 送信データ出力（TxD4） 

1 0 HCAN-II送信データ出力（HTxD0） 

 1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8G） 

 

ビット 3、2：PB9モードビット 1、0（PB9MD1、PB9MD0） 

PB9/RxD3/TO8F端子の機能を選びます。 
 

ビット 3 ビット 2 説   明 

PB9MD1 PB9MD0  

0 0 汎用入出力（PB9） （初期値）

 1 受信データ入力（RxD3） 

1 0 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8F） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 
 

ビット 1、0：PB8モードビット 1、0（PB8MD1、PB8MD0） 

PB8/TxD3/TO8E端子の機能を選びます。 
 

ビット 1 ビット 0 説   明 

PB8MD1 PB8MD0  

0 0 汎用入出力（PB8） （初期値）

 1 送信データ出力（TxD3） 

1 0 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8E） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 
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(2) ポート Bコントロールレジスタ L（PBCRL） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PB7 
MD1 

PB7 
MD0 

PB6 
MD1 

PB6 
MD0 

PB5 
MD1 

PB5
MD0

PB4
MD1

PB4
MD0

－ PB3
MD

－ PB2 
MD

－ PB1 
MD 

－ PB0
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

 

ビット 15、14：PB7モードビット 1、0（PB7MD1、PB7MD0） 

PB7/TO7D/TO8D端子の機能を選びます。 
 

ビット 15 ビット 14 説   明 

PB7MD1 PB7MD0  

0 0 汎用入出力（PB7） （初期値）

 1 ATU-IIの PWM出力（TO7D） 

1 0 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8D） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 13、12：PB6モードビット 1、0（PB6MD1、PB6MD0） 

PB6/TO7C/TO8C端子の機能を選びます。 
 

ビット 13 ビット 12 説   明 

PB6MD1 PB6MD0  

0 0 汎用入出力（PB6） （初期値）

 1 ATU-IIの PWM出力（TO7C） 

1 0 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8C） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 11、10：PB5モードビット 1、0（PB5MD1、PB5MD0） 

PB5/TO7B/TO8B端子の機能を選びます。 
 

ビット 11 ビット 10 説   明 

PB5MD1 PB5MD0  

0 0 汎用入出力（PB5） （初期値）

 1 ATU-IIの PWM出力（TO7B） 

1 0 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8B） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 9、8：PB4モードビット 1、0（PB4MD1、PB4MD0） 

PB4/TO7A/TO8A端子の機能を選びます。 
 

ビット 9 ビット 8 説   明 

PB4MD1 PB4MD0  

0 0 汎用入出力（PB4） （初期値）

 1 ATU-IIの PWM出力（TO7A） 

1 0 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8A） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 
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ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PB3モードビット（PB3MD） 

PB3/TO6D端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PB3MD  

0 汎用入出力（PB3） （初期値）

1 ATU-IIの PWM出力（TO6D） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：PB2モードビット（PB2MD） 

PB2/TO6C端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PB2MD  

0 汎用入出力（PB2） （初期値）

1 ATU-IIの PWM出力（TO6C） 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2：PB1モードビット（PB1MD） 

PB1/TO6B端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PB1MD  

0 汎用入出力（PB1） （初期値）

1 ATU-IIの PWM出力（TO6B） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：PB0モードビット（PB0MD） 

PB0/TO6A端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PB0MD  

0 汎用入出力（PB0） （初期値）

1 ATU-IIの PWM出力（TO6A） 
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22.3.5 ポート Bインバートレジスタ（PBIR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PB15 
IR 

PB14 
IR 

PB13
IR 

－ PB11 
IR 

PB10
IR 

PB9
IR 

PB8
IR 

PB7
IR 

PB6
IR 

PB5
IR 

PB4 
IR 

PB3 
IR 

PB2 
IR 

PB1
IR 

PB0
IR 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Bインバートレジスタ（PBIR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Bの反転機能

を設定します。PB15IR～PB13IR、PB11IR～PB0IRビットが、それぞれ、PB15/PULS5/SCK2/SSCK1～PB13/SCK0/SSCK0、
PB11/RxD4/HRxD0/TO8H～PB0/TO6A端子に対応しています。PBIRはポート Bの端子機能が ATU-IIの出力かシリアル
クロックの場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 
ポート Bの端子機能が ATU-IIの出力かシリアルクロックの場合、PBIRのビットを 1にすると、対応する端子の値は

反転します。 
PBIRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期

化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化さ
れません。 
 

PBnIR 説   明 

0 値を反転しない （初期値）

1 値を反転する 

【注】 n=15～13、11～0 

 

22.3.6 ポート C・IOレジスタ（PCIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － － － － － － － － － － PC4 
IOR

PC3 
IOR 

PC2 
IOR 

PC1
IOR

PC0
IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート C・IOレジスタ（PCIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Cにある 5本の端子

の入出力方向を選びます。PC4IOR～PC0IORビットが、それぞれ、PC4/IRQ0～PC0/TxD1端子に対応しています。PCIOR
はポート Cの端子機能が汎用入出力（PC4～PC0）か SSU*の送受信データの入出力（SSI1,SSO1）の場合に有効でそれ以
外の場合は無効です。 
ポート Cの端子機能が PC4～PC0か SSU*の送受信データの入出力（SSI1,SSO1）の場合、PCIORのビットを 1にする

と、対応する端子は出力になり、0にすると入力になります。 
PCIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 
【注】 * SSU：Synchronous Serial communication Unit 
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22.3.7 ポート Cコントロールレジスタ（PCCR） 
ポート Cコントロールレジスタ（PCCR）は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Cにある 5

本のマルチプレクス端子の機能を選びます。 
PCCRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － － － － － － PC4
MD

PC3
MD1

PC3
MD0

PC2
MD1

PC2 
MD0 

－ PC1 
MD 

－ PC0
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W

 

ビット 15～9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PC4モードビット（PC4MD） 

PC4/IRQ0端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PC4MD  

0 汎用入出力（PC4） （初期値）

1 割り込み要求入力（IRQ0） 

 

ビット 7、6：PC3モードビット 1、0（PC3MD1、PC3MD0） 

PC3/RxD2/SSI1端子の機能を選びます。 
 

ビット 7 ビット 6 説   明 

PC3MD1 PC3MD0  

0 0 汎用入出力（PC3） （初期値）

 1 受信データ入力（RxD2） 

1 0 受信データ入力（SSI1） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 5、4：PC2モードビット 1、0（PC2MD1、PC2MD0） 

PC2/TxD2/SSO1端子の機能を選びます。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

PC2MD1 PC2MD0  

0 0 汎用入出力（PC2） （初期値）

 1 送信データ出力（TxD2） 

1 0 送信データ出力（SSO1） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 



22. ピンファンクションコントローラ（PFC） 

Rev.5.00  2010.02.23  22-17 
RJJ09B0181-0500 

 

ビット 2：PC1モードビット（PC1MD） 

PC1/RxD1端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PC1MD  

0 汎用入出力（PC1） （初期値）

1 受信データ入力（RxD1） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：PC0モードビット（PC0MD） 

PC0/TxD1端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PC0MD  

0 汎用入出力（PC0） （初期値） 

1 送信データ出力（TxD1） 

 

22.3.8 ポート D・IOレジスタ（PDIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － PD13
IOR 

PD12 
IOR 

PD11 
IOR 

PD10
IOR

PD9
IOR

PD8
IOR

PD7
IOR

PD6
IOR

PD5
IOR

PD4 
IOR

PD3 
IOR 

PD2 
IOR 

PD1
IOR

PD0
IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート D・IOレジスタ（PDIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Dにある 14本の端

子の入出力方向を選びます。PD13IOR～PD0IORビットが、それぞれ、PD13/PULS6/HTxD0/ HTxD1～PD0/TIO1A端子に
対応しています。PDIORはポート Dの端子機能が汎用入出力（PD13～PD0）およびタイマの入出力の場合に有効でそれ
以外の場合は無効です。 
ポート Dの端子機能が PD13～PD0かタイマの入出力の場合、PDIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力に

なり、0にすると入力になります。 
PDIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 

22.3.9 ポート Dコントロールレジスタ H、L（PDCRH、PDCRL） 
ポート Dコントロールレジスタ H、L（PDCRH、PDCRL）は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジス

タで、ポート Dにある 14本のマルチプレクス端子の機能を選びます。PDCRHはポート Dの上位 6ビットの端子の機能
を、PDCRLはポート Dの下位 8ビットの端子の機能を選びます。 

PDCRH、PDCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで
H'0000に初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、
初期化されません。 
 

(1) ポート Dコントロールレジスタ H（PDCRH） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － － － PD13 
MD1 

PD13
MD0

－ PD12
MD

－ PD11
MD

－ PD10 
MD

－ PD9 
MD 

－ PD8
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R/W R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W
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ビット 15～12：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 11、10：PD13モードビット 1、0（PD13MD1、PD13MD0） 

PD13/PULS6/HTxD0/ HTxD1端子の機能を選びます。 
 

ビット 11 ビット 10 説   明 

PD13MD1 PD13MD0  

0 0 汎用入出力（PD13） （初期値） 

 1 APCパルス出力（PULS6） 

1 0 HCAN-II送信データ出力（HTxD0） 

 1 HCAN-II送信データ出力（HTxD1） 

 

ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PD12モードビット（PD12MD） 

PD12/PULS4端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PD12MD  

0 汎用入出力（PD12） （初期値） 

1 APCパルス出力（PULS4） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PD11モードビット（PD11MD） 

PD11/PULS3端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PD11MD  

0 汎用入出力（PD11） （初期値） 

1 APCパルス出力（PULS3） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：PD10モードビット（PD10MD） 

PD10/PULS2端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PD10MD  

0 汎用入出力（PD10） （初期値） 

1 APCパルス出力（PULS2） 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 2：PD9モードビット（PD9MD） 

PD9/PULS1端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PD9MD  

0 汎用入出力（PD9） （初期値） 

1 APCパルス出力（PULS1） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：PD8モードビット（PD8MD） 

PD8/PULS0端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PD8MD  

0 汎用入出力（PD8） （初期値） 

1 APCパルス出力（PULS0） 

 

(2) ポート Dコントロールレジスタ L（PDCRL） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － PD7 

MD 

－ PD6 

MD 

－ PD5
MD

－ PD4
MD

－ PD3
MD

－ PD2 
MD

－ PD1 
MD 

－ PD0
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 14：PD7モードビット（PD7MD） 

PD7/TIO1H端子の機能を選びます。 
 

ビット 14 説   明 

PD7MD  

0 汎用入出力（PD7） （初期値） 

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO1H） 

 

ビット 13：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 12：PD6モードビット（PD6MD） 

PD6/TIO1G端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PD6MD  

0 汎用入出力（PD6） （初期値） 

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO1G） 
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ビット 11：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 10：PD5モードビット（PD5MD） 

PD5/TIO1F端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PD5MD  

0 汎用入出力（PD5） （初期値） 

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO1F） 

 

ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PD4モードビット（PD4MD） 

PD4/TIO1E端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PD4MD  

0 汎用入出力（PD4） （初期値） 

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO1E） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PD3モードビット（PD3MD） 

PD3/TIO1D端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PD3MD  

0 汎用入出力（PD3） （初期値） 

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO1D） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：PD2モードビット（PD2MD） 

PD2/TIO1C端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PD2MD  

0 汎用入出力（PD2） （初期値） 

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO1C） 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 2：PD1モードビット（PD1MD） 

PD1/TIO1B端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PD1MD  

0 汎用入出力（PD1） （初期値） 

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO1B） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：PD0モードビット（PD0MD） 

PD0/TIO1A端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PD0MD  

0 汎用入出力（PD0） （初期値） 

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO1A） 

 

22.3.10 ポート E・IOレジスタ（PEIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PE15 

IOR 

PE14 

IOR 

PE13

IOR 

PE12 

IOR 

PE11 

IOR 

PE10

IOR

PE9

IOR

PE8

IOR

PE7

IOR

PE6

IOR

PE5

IOR

PE4 

IOR

PE3 

IOR 

PE2 

IOR 

PE1

IOR

PE0

IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート E・IOレジスタ（PEIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Eにある 16本の端

子の入出力方向を選びます。PE15IOR～PE0IORビットが、それぞれ、PE15/A15端子～PE0/A0端子の対応しています。
PEIORはポート Eの端子機能が汎用入出力（PE15～PE0）の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 
ポート Eの端子機能が PE15～PE0の場合、PEIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入

力になります。 
PEIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 

22.3.11 ポート Eコントロールレジスタ（PECR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PE15 

MD 

PE14 

MD 

PE13

MD 

PE12 

MD 

PE11 

MD 

PE10

MD

PE9

MD

PE8

MD

PE7

MD

PE6

MD

PE5

MD

PE4 

MD

PE3 

MD 

PE2 

MD 

PE1

MD

PE0

MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Eコントロールレジスタ（PECR）は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Eにある 16

本のマルチプレクス端子の機能を選びます。動作モードによっては、このレジスタの設定は無効になります。 
（a） 内蔵ROM無効拡張モード 

ポートEの端子はアドレス出力端子となり、PECRの設定は無効です。 
（b） 内蔵ROM有効拡張モード 

ポートEの端子はアドレス出力と汎用入出力の兼用端子となります。 
PECRの設定は有効です。 
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（c） シングルチップモード 
ポートEの端子は汎用入出力端子となり、PECRの設定は無効です。 

PECRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 

ビット 15：PE15モードビット（PE15MD） 

PE15/A15端子の機能を選びます。 
 

ビット 15 説   明 

PE15MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A15）  （初期値）汎用入出力（PE15）  （初期値）汎用入出力（PE15）  （初期値）

1 アドレス出力（A15） アドレス出力（A15） 汎用入出力（PE15） 

 

ビット 14：PE14モードビット（PE14MD） 

PE14/A14端子の機能を選びます。 
 

ビット 14 説   明 

PE14MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A14）  （初期値）汎用入出力（PE14）  （初期値）汎用入出力（PE14）  （初期値）

1 アドレス出力（A14） アドレス出力（A14） 汎用入出力（PE14） 

 

ビット 13：PE13モードビット（PE13MD） 

PE13/A13端子の機能を選びます。 
 

ビット 13 説   明 

PE13MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A13）  （初期値）汎用入出力（PE13）  （初期値）汎用入出力（PE13）  （初期値）

1 アドレス出力（A13） アドレス出力（A13） 汎用入出力（PE13） 

 

ビット 12：PE12モードビット（PE12MD） 

PE12/A12端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PE12MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A12）  （初期値）汎用入出力（PE12）  （初期値）汎用入出力（PE12）  （初期値）

1 アドレス出力（A12） アドレス出力（A12） 汎用入出力（PE12） 

 

ビット 11：PE11モードビット（PE11MD） 

PE11/A11端子の機能を選びます。 
 

ビット 11 説   明 

PE11MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A11）  （初期値）汎用入出力（PE11）  （初期値）汎用入出力（PE11）  （初期値）

1 アドレス出力（A11） アドレス出力（A11） 汎用入出力（PE11） 
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ビット 10：PE10モードビット（PE10MD） 

PE10/A10端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PE10MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A10）  （初期値）汎用入出力（PE10）  （初期値）汎用入出力（PE10）  （初期値）

1 アドレス出力（A10） アドレス出力（A10） 汎用入出力（PE10） 

 

ビット 9：PE9モードビット（PE9MD） 

PE9/A9端子の機能を選びます。 
 

ビット 9 説   明 

PE9MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A9）  （初期値）汎用入出力（PE9）  （初期値）汎用入出力（PE9）  （初期値）

1 アドレス出力（A9） アドレス出力（A9） 汎用入出力（PE9） 

 

ビット 8：PE8モードビット（PE8MD） 

PE8/A8端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PE8MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A8）  （初期値）汎用入出力（PE8）  （初期値）汎用入出力（PE8）  （初期値）

1 アドレス出力（A8） アドレス出力（A8） 汎用入出力（PE8） 

 

ビット 7：PE7モードビット（PE7MD） 

PE7/A7端子の機能を選びます。 
 

ビット 7 説   明 

PE7MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A7）  （初期値）汎用入出力（PE7）  （初期値）汎用入出力（PE7）  （初期値）

1 アドレス出力（A7） アドレス出力（A7） 汎用入出力（PE7） 

 

ビット 6：PE6モードビット（PE6MD） 

PE6/A6端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PE6MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A6）  （初期値）汎用入出力（PE6）  （初期値）汎用入出力（PE6）  （初期値）

1 アドレス出力（A6） アドレス出力（A6） 汎用入出力（PE6） 

 

ビット 5：PE5モードビット（PE5MD） 

PE5/A5端子の機能を選びます。 
 

ビット 5 説   明 

PE5MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A5）  （初期値）汎用入出力（PE5）  （初期値）汎用入出力（PE5）  （初期値）

1 アドレス出力（A5） アドレス出力（A5） 汎用入出力（PE5） 
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ビット 4：PE4モードビット（PE4MD） 

PE4/A4端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PE4MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A4）  （初期値）汎用入出力（PE4）  （初期値）汎用入出力（PE4）  （初期値）

1 アドレス出力（A4） アドレス出力（A4） 汎用入出力（PE4） 

 

ビット 3：PE3モードビット（PE3MD） 

PE3/A3端子の機能を選びます。 
 

ビット 3 説   明 

PE3MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A3）  （初期値）汎用入出力（PE3）  （初期値）汎用入出力（PE3）  （初期値）

1 アドレス出力（A3） アドレス出力（A3） 汎用入出力（PE3） 

 

ビット 2：PE2モードビット（PE2MD） 

PE2/A2端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PE2MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A2）  （初期値）汎用入出力（PE2）  （初期値）汎用入出力（PE2）  （初期値）

1 アドレス出力（A2） アドレス出力（A2） 汎用入出力（PE2） 

 

ビット 1：PE1モードビット（PE1MD） 

PE1/A1端子の機能を選びます。 
 

ビット 1 説   明 

PE1MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A1）  （初期値）汎用入出力（PE1）  （初期値）汎用入出力（PE1）  （初期値）

1 アドレス出力（A1） アドレス出力（A1） 汎用入出力（PE1） 

 

ビット 0：PE0モードビット（PE0MD） 

PE0/A0端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PE0MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A0）  （初期値）汎用入出力（PE0）  （初期値）汎用入出力（PE0）  （初期値）

1 アドレス出力（A0） アドレス出力（A0） 汎用入出力（PE0） 

 

22.3.12 ポート F・IOレジスタ（PFIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PF15 

IOR 

PF14 

IOR 

PF13

IOR 

PF12 

IOR 

PF11 

IOR 

PF10

IOR

PF9

IOR

PF8

IOR

PF7

IOR

PF6

IOR

PF5

IOR

PF4

IOR

PF3 

IOR 

PF2 

IOR 

PF1

IOR

PF0

IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート F・IOレジスタ（PFIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Fにある 16本の端

子の入出力方向を選びます。PF15IOR～PF0IORビットが、それぞれ、PF15/BREQ/SCS1端子～PF0/A16端子に対応して
います。PFIORはポート Fの端子機能が汎用入出力（PF15～PF0）の場合に有効で、それ以外の場合は無効です。 
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ポート Fの端子機能が PF15～PF0の場合、PFIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入
力になります。 

PFIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 

22.3.13 ポート Fコントロールレジスタ H、L（PFCRH、PFCRL） 
ポート Fコントロールレジスタ H、L（PFCRH、PFCRL）は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジス

タで、ポート Fにある 16本のマルチプレクス端子の機能および CK端子の機能を選びます。PFCRHはポート Fの上位 8
ビットの端子の機能を、PFCRLはポート Fの下位 8ビットの端子の機能を選びます。 

PFCRH、PFCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードでそ
れぞれ、H'0015、H'5000に初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワ
ーオンリセットでは、初期化されません。 
 

(1) ポート Fコントロールレジスタ H（PFCRH） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 CKHIZ PF15 

MD0 

PF15

MD1 

PF14 

MD0 

PF14 

MD1 

PF13

MD

－ PF12

MD

－ PF11

MD

－ PF10 

MD

－ PF9 

MD 

－ PF8

MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

 

ビット 15：CKHIZビット 

CK端子の機能を選びます。 
 

ビット 15 説   明 

CKHIZ  

0 CK端子出力 （初期値）

1 CK端子 Hi-Z 

 

ビット 14、13：PF15モードビット 0、1（PF15MD0、PF15MD1） 

PF15/BREQ/SCS1端子の機能を選びます。 
 
ビット 14 ビット 13 説   明 

PF15MD0 PF15MD1 拡張モード シングルチップモード 

0 0 汎用入出力（PF15） （初期値） 汎用入出力（PF15） （初期値）

1 0 バス権要求入力（BREQ） 汎用入出力（PF15） 

0 1 予約* チップセレクト入出力（SCS1） 

1 1 予約*  

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 12、11：PF14モードビット 0、1（PF14MD0、PF14MD1） 

PF14/BACK/SCS0端子の機能を選びます。 
 
ビット 12 ビット 11 説   明 

PF14MD0 PF14MD1 拡張モード シングルチップモード 

0 0 汎用入出力（PF14） （初期値）汎用入出力（PF14） （初期値）

1 0 バス権要求アクノリッジ出力（BACK） 汎用入出力（PF14） 

0 1 予約* チップセレクト入出力（SCS0） 

1 1 予約*  

【注】 * 予約は設定しないでください。 
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ビット 10：PF13モードビット（PF13MD） 

PF13/CS3端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PF13MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF13） （初期値） 汎用入出力（PF13） （初期値）

1 チップセレクト出力（CS3） 汎用入出力（PF13） 

 

ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PF12モードビット（PF12MD） 

PF12/CS2端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PF12MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF12） （初期値） 汎用入出力（PF12） （初期値）

1 チップセレクト出力（CS2） 汎用入出力（PF12） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PF11モードビット（PF11MD） 

PF11/CS1端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PF11MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF11） （初期値） 汎用入出力（PF11） （初期値）

1 チップセレクト出力（CS1） 汎用入出力（PF11） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：PF10モードビット（PF10MD） 

PF10/CS0端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PF10MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF10） 汎用入出力（PF10） 

1 チップセレクト出力（CS0） （初期値） 汎用入出力（PF10） （初期値）

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 2：PF9モードビット（PF9MD） 

PF9/RD端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PF9MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF9） 汎用入出力（PF9） 

1 リード出力（RD） （初期値） 汎用入出力（PF9） （初期値）

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：PF8モードビット（PF8MD） 

PF8/WAIT端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PF8MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF8） 汎用入出力（PF8） 

1 ウエイトステート入力（WAIT） （初期値） 汎用入出力（PF8） （初期値）

 

(2) ポート Fコントロールレジスタ L（PFCRL） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － PF7 

MD 

－ PF6 

MD 

PF5 

MD1 

PF5

MD0

－ PF4

MD

－ PF3

MD

－ PF2

MD

－ PF1 

MD 

－ PF0

MD

初期値： 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R R/W R/W R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 14：PF7モードビット（PF7MD） 

PF7/WRH端子の機能を選びます。 
 

ビット 14 説   明 

PF7MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF7） 汎用入出力（PF7） 

1 上位側ライト出力（WRH） （初期値） 汎用入出力（PF7） （初期値）

 

ビット 13：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 12：PF6モードビット（PF6MD） 

PF6/WRL端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PF6MD 拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PF6） 汎用入出力（PF6） 

1 下位側ライト出力（WRL） （初期値） 汎用入出力（PF6） （初期値）
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ビット 11、10：PF5モードビット 1、0（PF5MD1、PF5MD0） 

PF5/A21/POD端子の機能を選びます。 
 

ビット 11 ビット 10 説   明 

PF5MD1 PF5MD0 ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 0 アドレス出力（A21） 

 （初期値）

汎用入出力（PF5） 

 （初期値） 

汎用入出力（PF5） 

 （初期値）

 1 アドレス出力（A21） アドレス出力（A21） 汎用入出力（PF5） 

1 0 アドレス出力（A21） ポートアウトプットディスエ
ーブル入力（POD） 

ポートアウトプットディスエ
ーブル入力（POD） 

 1 予約* 予約* 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PF4モードビット（PF4MD） 

PF4/A20端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PF4MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A20） 

 （初期値）

汎用入出力（PF4） 

 （初期値）

汎用入出力（PF4） 

 （初期値）

1 アドレス出力（A20） アドレス出力（A20） 汎用入出力（PF4） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PF3モードビット（PF3MD） 

PF3/A19端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PF3MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A19） 

 （初期値）

汎用入出力（PF3） 

 （初期値）

汎用入出力（PF3） 

 （初期値）

1 アドレス出力（A19） アドレス出力（A19） 汎用入出力（PF3） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：PF2モードビット（PF2MD） 

PF2/A18端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PF2MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A18） 

 （初期値）

汎用入出力（PF2） 

 （初期値）

汎用入出力（PF2） 

 （初期値）

1 アドレス出力（A18） アドレス出力（A18） 汎用入出力（PF2） 
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ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2：PF1モードビット（PF1MD） 

PF1/A17端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PF1MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A17） 

 （初期値）

汎用入出力（PF1） 

 （初期値）

汎用入出力（PF1） 

 （初期値）

1 アドレス出力（A17） アドレス出力（A17） 汎用入出力（PF1） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：PF0モードビット（PF0MD） 

PF0/A16端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PF0MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 アドレス出力（A16） 

 （初期値）

汎用入出力（PF0） 

 （初期値）

汎用入出力（PF0） 

 （初期値）

1 アドレス出力（A16） アドレス出力（A16） 汎用入出力（PF0） 

 

22.3.14 ポート G・IOレジスタ（PGIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － － － － － － － － － － － PG3 
IOR 

PG2 
IOR 

PG1
IOR

PG0
IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

 
ポート G・IOレジスタ（PGIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Gにある 4本の端子

の入出力方向を選びます。PG3IOR～PG0IORビットが、それぞれ、PG3/IRQ3/ADTRG0～PG0/PULS7/HRxD0/HRxD1端子
に対応しています。 

PGIORはポート Gの端子機能が PG3～PG0の場合、PGIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0に
すると入力になります。 

PGIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 

22.3.15 ポート Gコントロールレジスタ（PGCR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － － － － － － － PG3
MD1

PG3
MD0

PG2
MD1

PG2 
MD0 

－ PG1 
MD 

PG0
MD1

PG0
MD0

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

 
ポート Gコントロールレジスタ（PGCR）は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Gにある 4

本のマルチプレクス端子の機能を選びます。 
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PGCRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードでおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に
初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 
 

ビット 15～8：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 7、6：PG3モードビット 1、0（PG3MD1、PG3MD0） 

PG3/IRQ3/ADTRG0端子の機能を選びます。 
 

ビット 7 ビット 6 説   明 

PG3MD1 PG3MD0  

0 0 汎用入出力（PG3） （初期値）

 1 割り込み要求入力（IRQ3） 

1 0 A/D変換トリガ入力（ADTRG0） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 5、4：PG2モードビット 1、0（PG2MD1、PG2MD0） 

PG2/IRQ2/ADEND端子の機能を選びます。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

PG2MD1 PG2MD0  

0 0 汎用入出力（PG2） （初期値）

 1 割り込み要求入力（IRQ2） 

1 0 A/D変換終了出力（ADEND） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2：PG1モードビット（PG1MD） 

PG1/IRQ1端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PG1MD  

0 汎用入出力（PG1） （初期値）

1 割り込み要求入力（IRQ1） 

 

ビット 1、0：PG0モードビット 1、0（PG0MD1、PG0MD0） 

PG0/PULS7/HRxD0/HRxD1端子の機能を選びます。 
 

ビット 1 ビット 0 説   明 

PG0MD1 PG0MD0  

0 0 汎用入出力（PG0） （初期値）

 1 APCパルス出力（PULS7） 

1 0 HCAN-II受信データ入力（HRxD0） 

 1 HCAN-II受信データ入力（HRxD1） 
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22.3.16 ポート H・IOレジスタ（PHIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PH15 
IOR 

PH14 
IOR 

PH13
IOR 

PH12 
IOR 

PH11 
IOR 

PH10
IOR

PH9
IOR

PH8
IOR

PH7
IOR

PH6
IOR

PH5
IOR

PH4 
IOR

PH3 
IOR 

PH2 
IOR 

PH1
IOR

PH0
IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート H・IOレジスタ（PHIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Hにある 16本の端

子の入出力方向を選びます。PH15IOR～PH0IORビットが、それぞれ、PH15/D15端子～PH0/D0端子に対応しています。
PHIORはポート Hの端子機能が汎用入出力（PH15～PH0）の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 
ポート Hの端子機能が PH15～PH0の場合、PHIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入

力になります。 
PHIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 

22.3.17 ポート Hコントロールレジスタ（PHCR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PH15 
MD 

PH14 
MD 

PH13
MD 

PH12 
MD 

PH11 
MD 

PH10
MD

PH9
MD

PH8
MD

PH7
MD

PH6
MD

PH5
MD

PH4 
MD

PH3 
MD 

PH2 
MD 

PH1
MD

PH0
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Hコントロールレジスタ（PHCR）は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポート Hにある 16

本のマルチプレクス端子の機能を選びます。動作モードによっては、このレジスタの設定は無効になります。 
（a） 内蔵ROM無効拡張モード（エリア0：8ビットバス） 

ポートHの端子のうちD0～D7はデータ入出力端子となり、PHCRの設定は無効です。 
（b） 内蔵ROM無効拡張モード（エリア0：16ビットバス） 

ポートHの端子はデータ入出力端子となり、PHCRの設定は無効です。 
（c） 内蔵ROM有効拡張モード 

ポートHの端子はデータ入出力と汎用入出力の兼用端子となります。 
PHCRの設定は有効です。 

（d） シングルチップモード 
ポートHの端子は汎用入出力端子となり、PHCRの設定は無効です。 

 
PHCRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 

ビット 15：PH15モードビット（PH15MD） 

PH15/D15端子の機能を選びます。 
 

ビット 15 説   明 

PH15MD ROM無効拡張モード 
エリア 0：8ビット 

ROM無効拡張モード 
エリア 0：16ビット 

ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PH15） 

 （初期値） 

データ入出力（D15） 

 （初期値）

汎用入出力（PH15） 

 （初期値） 

汎用入出力（PH15） 

 （初期値）

1 データ入出力（D15） データ入出力（D15） データ入出力（D15） 汎用入出力（PH15） 
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ビット 14：PH14モードビット（PH14MD） 

PH14/D14端子の機能を選びます。 
 

ビット 14 説   明 

PH14MD ROM無効拡張モード 
エリア 0：8ビット 

ROM無効拡張モード 
エリア 0：16ビット 

ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PH14） 

 （初期値） 

データ入出力（D14） 

 （初期値）

汎用入出力（PH14） 

 （初期値） 

汎用入出力（PH14） 

 （初期値）

1 データ入出力（D14） データ入出力（D14） データ入出力（D14） 汎用入出力（PH14） 

 

ビット 13：PH13モードビット（PH13MD） 

PH13/D13端子の機能を選びます。 
 

ビット 13 説   明 

PH13MD ROM無効拡張モード 
エリア 0：8ビット 

ROM無効拡張モード 
エリア 0：16ビット 

ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PH13） 

 （初期値） 

データ入出力（D13） 

 （初期値）

汎用入出力（PH13） 

 （初期値） 

汎用入出力（PH13） 

 （初期値）

1 データ入出力（D13） データ入出力（D13） データ入出力（D13） 汎用入出力（PH13） 

 

ビット 12：PH12モードビット（PH12MD） 

PH12/D12端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PH12MD ROM無効拡張モード 
エリア 0：8ビット 

ROM無効拡張モード 
エリア 0：16ビット 

ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PH12） 

 （初期値） 

データ入出力（D12） 

 （初期値）

汎用入出力（PH12） 

 （初期値） 

汎用入出力（PH12） 

 （初期値）

1 データ入出力（D12） データ入出力（D12） データ入出力（D12） 汎用入出力（PH12） 

 

ビット 11：PH11モードビット（PH11MD） 

PH11/D11端子の機能を選びます。 
 

ビット 11 説   明 

PH11MD ROM無効拡張モード 
エリア 0：8ビット 

ROM無効拡張モード 
エリア 0：16ビット 

ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PH11） 

 （初期値） 

データ入出力（D11） 

 （初期値）

汎用入出力（PH11） 

 （初期値） 

汎用入出力（PH11） 

 （初期値）

1 データ入出力（D11） データ入出力（D11） データ入出力（D11） 汎用入出力（PH11） 

 

ビット 10：PH10モードビット（PH10MD） 

PH10/D10端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PH10MD ROM無効拡張モード 
エリア 0：8ビット 

ROM無効拡張モード 
エリア 0：16ビット 

ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PH10） 

 （初期値） 

データ入出力（D10） 

 （初期値）

汎用入出力（PH10） 

 （初期値） 

汎用入出力（PH10） 

 （初期値）

1 データ入出力（D10） データ入出力（D10） データ入出力（D10） 汎用入出力（PH10） 
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ビット 9：PH9モードビット（PH9MD） 

PH9/D9端子の機能を選びます。 
 

ビット 9 説   明 

PH9MD ROM無効拡張モード 
エリア 0：8ビット 

ROM無効拡張モード 
エリア 0：16ビット 

ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PH9） 

 （初期値） 

データ入出力（D9） 

 （初期値）

汎用入出力（PH9） 

 （初期値） 

汎用入出力（PH9） 

 （初期値）

1 データ入出力（D9） データ入出力（D9） データ入出力（D9） 汎用入出力（PH9） 

 

ビット 8：PH8モードビット（PH8MD） 

PH8/D8端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PH8MD ROM無効拡張モード 
エリア 0：8ビット 

ROM無効拡張モード 
エリア 0：16ビット 

ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 汎用入出力（PH8） 

 （初期値） 

データ入出力（D8） 

 （初期値）

汎用入出力（PH8） 

 （初期値） 

汎用入出力（PH8） 

 （初期値）

1 データ入出力（D8） データ入出力（D8） データ入出力（D8） 汎用入出力（PH8） 

 

ビット 7：PH7モードビット（PH7MD） 

PH7/D7端子の機能を選びます。 
 

ビット 7 説   明 

PH7MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 データ入出力（D7） （初期値） 汎用入出力（PH7）  （初期値） 汎用入出力（PH7）  （初期値）

1 データ入出力（D7） データ入出力（D7） 汎用入出力（PH7） 

 

ビット 6：PH6モードビット（PH6MD） 

PH6/D6端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PH6MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 データ入出力（D6） （初期値） 汎用入出力（PH6）  （初期値） 汎用入出力（PH6）  （初期値）

1 データ入出力（D6） データ入出力（D6） 汎用入出力（PH6） 

 

ビット 5：PH5モードビット（PH5MD） 

PH5/D5端子の機能を選びます。 
 

ビット 5 説   明 

PH5MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 データ入出力（D5） （初期値） 汎用入出力（PH5）  （初期値） 汎用入出力（PH5）  （初期値）

1 データ入出力（D5） データ入出力（D5） 汎用入出力（PH5） 

 

ビット 4：PH4モードビット（PH4MD） 

PH4/D4端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PH4MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 データ入出力（D4） （初期値） 汎用入出力（PH4）  （初期値） 汎用入出力（PH4） （初期値）

1 データ入出力（D4） データ入出力（D4） 汎用入出力（PH4） 
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ビット 3：PH3モードビット（PH3MD） 

PH3/D3端子の機能を選びます。 
 

ビット 3 説   明 

PH3MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 データ入出力（D3） （初期値） 汎用入出力（PH3） （初期値） 汎用入出力（PH3） （初期値）

1 データ入出力（D3） データ入出力（D3） 汎用入出力（PH3） 

 

ビット 2：PH2モードビット（PH2MD） 

PH2/D2端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PH2MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 データ入出力（D2） （初期値） 汎用入出力（PH2） （初期値） 汎用入出力（PH2） （初期値）

1 データ入出力（D2） データ入出力（D2） 汎用入出力（PH2） 

 

ビット 1：PH1モードビット（PH1MD） 

PH1/D1端子の機能を選びます。 
 

ビット 1 説   明 

PH1MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 データ入出力（D1） （初期値） 汎用入出力（PH1） （初期値） 汎用入出力（PH1） （初期値）

1 データ入出力（D1） データ入出力（D1） 汎用入出力（PH1） 

 

ビット 0：PH0モードビット（PH0MD） 

PH0/D0端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PH0MD ROM無効拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード 

0 データ入出力（D0） （初期値） 汎用入出力（PH0） （初期値） 汎用入出力（PH0） （初期値）

1 データ入出力（D0） データ入出力（D0） 汎用入出力（PH0） 

 

22.3.18 ポート J・IOレジスタ（PJIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PJ15 
IOR 

PJ14 
IOR 

PJ13 
IOR 

PJ12 
IOR 

PJ11 
IOR 

PJ10
IOR

PJ9
IOR

PJ8
IOR

PJ7
IOR

PJ6
IOR

PJ5
IOR

PJ4
IOR

PJ3 
IOR 

PJ2 
IOR 

PJ1
IOR

PJ0
IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート J・IOレジスタ（PJIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Jにある 16本の端子

の入出力方向を選びます。PJ15IOR～PJ0IORビットが、それぞれ、PJ15/TI9F端子～PJ0/TIO2A端子に対応しています。
PJIORはポート Jの端子機能が汎用入出力（PJ15～PJ0）および ATU-IIの入出力の場合に有効でそれ以外の場合は無効で
す。ただし、ビット 15～10については、ATU- IIのイベントカウンタ入力を選択した場合には、PJIORのビットを 0にし
てください。 
ポート Jの端子機能が PJ15～PJ0か ATU-IIの入出力の場合、PJIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力にな

り、0にすると入力になります。 
PJIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
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22.3.19 ポート Jコントロールレジスタ H、L（PJCRH、PJCRL） 
ポート Jコントロールレジスタ H、L（PJCRH、PJCRL）は、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ポー

ト Jにある 16本のマルチプレクス端子の機能を選びます。PJCRHは、ポート Jの上位 8ビットの端子の機能を、PJCRL
はポート Jの下位 8ビットの端子の機能を選びます。 

PJCRH、PJCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで
H'0000に初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットで
は、初期化されません。 
 

(1) ポート Jコントロールレジスタ H（PJCRH） 

ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － PJ15 
MD 

－ PJ14 
MD 

－ PJ13
MD

－ PJ12
MD

－ PJ11
MD

－ PJ10 
MD

－ PJ9 
MD 

－ PJ8
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 14：PJ15モードビット（PJ15MD） 

PJ15/TI9F端子の機能を選びます。 
 

ビット 14 説   明 

PJ15MD  

0 汎用入出力（PJ15） （初期値）

1 ATU-IIイベントカウンタ入力（TI9F） 

 

ビット 13：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 12：PJ14モードビット（PJ14MD） 

PJ14/TI9E端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PJ14MD  

0 汎用入出力（PJ14） （初期値）

1 ATU-IIイベントカウンタ入力（TI9E） 

 

ビット 11：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 10：PJ13モードビット（PJ13MD） 

PJ13/TI9D端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PJ13MD  

0 汎用入出力（PJ13） （初期値）

1 ATU-IIイベントカウンタ入力（TI9D） 

 

ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 8：PJ12モードビット（PJ12MD） 

PJ12/TI9C端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PJ12MD  

0 汎用入出力（PJ12） （初期値）

1 ATU-IIイベントカウンタ入力（TI9C） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PJ11モードビット（PJ11MD） 

PJ11/TI9B端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PJ11MD  

0 汎用入出力（PJ11） （初期値）

1 ATU-IIイベントカウンタ入力（TI9B） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：PJ10モードビット（PJ10MD） 

PJ10/TI9A端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PJ10MD  

0 汎用入出力（PJ10） （初期値）

1 ATU-IIイベントカウンタ入力（TI9A） 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2：PJ9モードビット（PJ9MD） 

PJ9/TIO5D端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PJ9MD  

0 汎用入出力（PJ9） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO5D） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 0：PJ8モードビット（PJ8MD） 

PJ8/TIO5C端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PJ8MD  

0 汎用入出力（PJ8） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO5C） 

 

(2) ポート Jコントロールレジスタ L（PJCRL） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － PJ7 
MD 

－ PJ6 
MD 

－ PJ5
MD

－ PJ4
MD

－ PJ3
MD

－ PJ2
MD

－ PJ1 
MD 

－ PJ0
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 14：PJ7モードビット（PJ7MD） 

PJ7/TIO2H端子の機能を選びます。 
 

ビット 14 説   明 

PJ7MD  

0 汎用入出力（PJ7） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO2H） 

 

ビット 13：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 12：PJ6モードビット（PJ6MD） 

PJ6/TIO2G端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PJ6MD  

0 汎用入出力（PJ6） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO2G） 

 

ビット 11：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 10：PJ5モードビット（PJ5MD） 

PJ5/TIO2F端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PJ5MD  

0 汎用入出力（PJ5） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO2F） 
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ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PJ4モードビット（PJ4MD） 

PJ4/TIO2E端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PJ4MD  

0 汎用入出力（PJ4） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO2E） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PJ3モードビット（PJ3MD） 

PJ3/TIO2D端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PJ3MD  

0 汎用入出力（PJ3） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO2D） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：PJ2モードビット（PJ2MD） 

PJ2/TIO2C端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PJ2MD  

0 汎用入出力（PJ2） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO2C） 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2：PJ1モードビット（PJ1MD） 

PJ1/TIO2B端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PJ1MD  

0 汎用入出力（PJ1） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO2B） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 0：PJ0モードビット（PJ0MD） 

PJ0/TIO2A端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PJ0MD  

0 汎用入出力（PJ0） （初期値）

1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO2A） 

 

22.3.20 ポート K・IOレジスタ（PKIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PK15 
IOR 

PK14 
IOR 

PK13
IOR 

PK12 
IOR 

PK11 
IOR 

PK10
IOR

PK9
IOR

PK8
IOR

PK7
IOR

PK6
IOR

PK5
IOR

PK4 
IOR

PK3 
IOR 

PK2 
IOR 

PK1
IOR

PK0
IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート K・IOレジスタ（PKIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Kにある 16本の端

子の入出力方向を選びます。PK15IOR～PK0IORビットが、それぞれ、PK15/TO8P端子～PK0/TO8A端子に対応していま
す。PKIORはポート Kの端子機能が汎用入出力（PK15～PK0）の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 
ポート Kの端子機能が PK15～PK0の場合、PKIORのビットを 1にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入

力になります。 
PKIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 

22.3.21 ポート Kコントロールレジスタ H、L（PKCRH、PKCRL） 
ポート Kコントロールレジスタ H、L（PKCRH、PKCRL）は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジス

タで、ポート Kにある 16本のマルチプレクス端子の機能を選びます。PKCRHはポート Kの上位 8ビットの端子の機能
を、PKCRLはポート Kの下位 8ビットの端子の機能を選びます。 

PKCRH、PKCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで
H'0000に初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットで
は、初期化されません。 
 

(1) ポート Kコントロールレジスタ H（PKCRH） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － PK15 
MD 

－ PK14 
MD 

－ PK13
MD

－ PK12
MD

－ PK11
MD

－ PK10
MD

－ PK9 
MD 

－ PK8
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W 

 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 14：PK15モードビット（PK15MD） 

PK15/TO8P端子の機能を選びます。 
 

ビット 14 説   明 

PK15MD  

0 汎用入出力（PK15） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8P） 
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ビット 13：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 12：PK14モードビット（PK14MD） 

PK14/TO8O端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PK14MD  

0 汎用入出力（PK14） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8O） 

 

ビット 11：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 10：PK13モードビット（PK13MD） 

PK13/TO8N端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PK13MD  

0 汎用入出力（PK13） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8N） 

 

ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PK12モードビット（PK12MD） 

PK12/TO8M端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PK12MD  

0 汎用入出力（PK12） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8M） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PK11モードビット（PK11MD） 

PK11/TO8L端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PK11MD  

0 汎用入出力（PK11） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8L） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 4：PK10モードビット（PK10MD） 

PK10/TO8K端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PK10MD  

0 汎用入出力（PK10） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8K） 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2：PK9モードビット（PK9MD） 

PK9/TO8J端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PK9MD  

0 汎用入出力（PK9） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8J） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：PK8モードビット（PK8MD） 

PK8/TO8I端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PK8MD  

0 汎用入出力（PK8） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8I） 

 

(2) ポート Kコントロールレジスタ L（PKCRL） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － PK7 
MD 

－ PK6 
MD 

－ PK5
MD

－ PK4
MD

－ PK3
MD

－ PK2 
MD

－ PK1 
MD 

－ PK0
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

 

ビット 15：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 14：PK7モードビット（PK7MD） 

PK7/TO8H端子の機能を選びます。 
 

ビット 14 説   明 

PK7MD  

0 汎用入出力（PK7） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8H） 
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ビット 13：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 12：PK6モードビット（PK6MD） 

PK6/TO8G端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PK6MD  

0 汎用入出力（PK6） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8G） 

 

ビット 11：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 10：PK5モードビット（PK5MD） 

PK5/TO8F端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PK5MD  

0 汎用入出力（PK5） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8F） 

 

ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PK4モードビット（PK4MD） 

PK4/TO8E端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PK4MD  

0 汎用入出力（PK4） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8E） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PK3モードビット（PK3MD） 

PK3/TO8D端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PK3MD  

0 汎用入出力（PK3） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8D） 

 

ビット 5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 4：PK2モードビット（PK2MD） 

PK2/TO8C端子の機能を選びます。 
 

ビット 4 説   明 

PK2MD  

0 汎用入出力（PK2） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8C） 

 

ビット 3：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 2：PK1モードビット（PK1MD） 

PK1/TO8B端子の機能を選びます。 
 

ビット 2 説   明 

PK1MD  

0 汎用入出力（PK1） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8B） 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：PK0モードビット（PK0MD） 

PK0/TO8A端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PK0MD  

0 汎用入出力（PK0） （初期値）

1 ATU-IIワンショットパルス出力（TO8A） 

 

22.3.22 ポート Kインバートレジスタ（PKIR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PK15 
IR 

PK14 
IR 

PK13
IR 

PK12 
IR 

PK11 
IR 

PK10
IR 

PK9
IR 

PK8
IR 

PK7
IR 

PK6
IR 

PK5
IR 

PK4 
IR 

PK3 
IR 

PK2 
IR 

PK1
IR 

PK0
IR 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Kインバートレジスタ（PKIR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Kの反転機能

を設定します。PK15IR～PK0IRビットが、それぞれ、PK15/TO8P～PK0/TO8A端子に対応しています。PKIRはポート K
の端子機能が ATU-IIの出力の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 
ポート Kの端子機能が ATU-IIの出力の場合、PKIRのビット 1にすると、対応する端子の値は反転します。 
PKIRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初期

化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化さ
れません。 
 

PKnIR 説   明 

0 値を反転しない （初期値）

1 値を反転する 
n＝15～0 
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22.3.23 ポート L・IOレジスタ（PLIOR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － PL13
IOR 

PL12 
IOR 

PL11 
IOR 

PL10
IOR

PL9
IOR

PL8
IOR

PL7
IOR

PL6
IOR

PL5
IOR

PL4
IOR

PL3 
IOR 

PL2 
IOR 

PL1
IOR

PL0
IOR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート L・IOレジスタ（PLIOR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Lにある 14本の端

子の入出力方向を選びます。PL13IOR～PL0IORビットが、それぞれ、PL13/IRQOUT/SCS1端子～PL0/TI10端子に対応し
ています。PLIORはポート Lの端子機能が汎用入出力（PL13～PL0）かタイマの入出力（TIO11A、TIO11B）かシリアル
クロック（SCK2、SCK3、SCK4、SSCK1）の場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 
ポート Lの端子機能が PL13～PL0か TIO11A、TIO11Bか SCK2、SCK3、SCK4、SSCK1の場合、PLIORのビットを 1

にすると、対応する端子は出力になり、0にすると入力になります。 
PLIORは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初

期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期化
されません。 
 

22.3.24 ポート Lコントロールレジスタ H、L（PLCRH、PLCRL） 
ポート Lコントロールレジスタ H、L（PLCRH、PLCRL）は、それぞれ 16ビットの読み出し／書き込み可能なレジス

タで、ポート Lにある 14本のマルチプレクス端子の機能を選びます。PLCRHはポート Lの上位 6ビットの端子の機能
を、PLCRLはポート Lの下位 8ビットの端子の機能を選びます。 

PLCRH、PLCRLは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで
H'0000に初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットで
は、初期化されません。 
 

(1) ポート Lコントロールレジスタ H（PLCRH） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － － － PL13 
MD1 

PL13
MD0

PL12
MD1

PL12
MD0

PL11
MD1

PL11
MD0

PL10
MD1

PL10 
MD0 

PL9 
MD1 

PL9 
MD0 

－ PL8
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W

 

ビット 15～12：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 11、10：PL13モードビット 1、0（PL13MD1、PL13MD0） 

PL13/IRQOUT/SCS1端子の機能を選びます。 
 

ビット 11 ビット 10 説   明 

PL13MD1 PL13MD0  

0 0 汎用入出力（PL13） （初期値）

 1 IRQOUTは常にハイレベル（IRQOUT） 

1 0 IRQOUTは INTCの割り込み要求で出力（IRQOUT） 

 1 チップセレクト入出力（SCS1） 
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ビット 9、8：PL12モードビット 1、0（PL12MD1、PL12MD0） 

PL12/IRQ4/SCS0端子の機能を選びます。 
 

ビット 9 ビット 8 説   明 

PL12MD1 PL12MD0  

0 0 汎用入出力（PL12） （初期値） 

 1 割り込み要求入力（IRQ4） 

1 0 チップセレクト入出力（SCS0） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 7、6：PL11モードビット 1、0（PL11MD1、 PL11MD0） 

PL11/HRxD0/HRxD1端子の機能を選びます。 
 

ビット 7 ビット 6 説   明 

PL11MD1 PL11MD0  

0 0 汎用入出力（PL11） （初期値）

 1 HCAN-II受信データ入力（HRxD0） 

1 0 HCAN-II受信データ入力（HRxD1） 

 1 HCAN-II受信データ入力（HRxD0と HRxD1の両方に入力） 

 

ビット 5、4：PL10モードビット 1、0（PL10MD1、 PL10MD0） 

PL10/HTxD0/HTxD1端子の機能を選びます。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

PL10MD1 PL10MD0  

0 0 汎用入出力（PL10） （初期値）

 1 HCAN-II送信データ出力（HTxD0） 

1 0 HCAN-II送信データ出力（HTxD1） 

 1 HCAN-II送信データ出力（HTxD0と HTxD1の AND） 

 

ビット 3、2：PL9モードビット 1、0（PL9MD1、PL9MD0） 

PL9/SCK4/IRQ5端子の機能を選びます。 
 

ビット 3 ビット 2 説   明 

PL9MD1 PL9MD0  

0 0 汎用入出力（PL9） （初期値）

 1 シリアルクロック入出力（SCK4） 

1 0 割り込み要求入力（IRQ5） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 0：PL8モードビット（PL8MD） 

PL8/SCK3端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PL8MD  

0 汎用入出力（PL8） （初期値）

1 シリアルクロック入出力（SCK3） 

 

(2) ポート Lコントロールレジスタ L（PLCRL） 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PL7 
MD1 

PL7 
MD0 

－ PL6 
MD 

－ PL5
MD

－ PL4
MD

－ PL3
MD

PL2
MD1

PL2
MD0 

PL1 
MD1 

PL1 
MD0 

－ PL0
MD

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R R/W

 

ビット 15、14：PL7モードビット 1、0（PL7MD1、PL7MD0） 

PL7/SCK2/SSCK1端子の機能を選びます。 
 

ビット 15 ビット 14 説   明 

PL7MD1 PL7MD0  

0 0 汎用入出力（PL7） （初期値）

 1 シリアルクロック入出力（SCK2） 

1 0 シリアルクロック出力（SSCK1） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 13：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 12：PL6モードビット（PL6MD） 

PL6/ADEND端子の機能を選びます。 
 

ビット 12 説   明 

PL6MD  

0 汎用入出力（PL6） （初期値）

1 A/D変換終了出力（ADEND） 

 

ビット 11：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 10：PL5モードビット（PL5MD） 

PL5/ADTRG1端子の機能を選びます。 
 

ビット 10 説   明 

PL5MD  

0 汎用入出力（PL5） （初期値）

1 A/D変換トリガ入力（ADTRG1） 
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ビット 9：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 8：PL4モードビット（PL4MD） 

PL4/ADTRG0端子の機能を選びます。 
 

ビット 8 説   明 

PL4MD  

0 汎用入出力（PL4） （初期値）

1 A/D変換トリガ入力（ADTRG0） 

 

ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 6：PL3モードビット（PL3MD） 

PL3/TCLKB端子の機能を選びます。 
 

ビット 6 説   明 

PL3MD  

0 汎用入出力（PL3） （初期値）

1 ATU-IIクロック入力（TCLKB） 

 

ビット 5、4：PL2モードビット 1、0（PL2MD1、PL2MD0） 

PL2/TIO11B/IRQ7端子の機能を選びます。 
 

ビット 5 ビット 4 説   明 

PL2MD1 PL2MD0  

0 0 汎用入出力（PL2） （初期値）

 1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO11B） 

1 0 割り込み要求入力（IRQ7） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 3、2：PL1モードビット 1、0（PL1MD1、PL1MD0） 

PL1/TIO11A/IRQ6端子の機能を選びます。 
 

ビット 3 ビット 2 説   明 

PL1MD1 PL1MD0  

0 0 汎用入出力（PL1） （初期値）

 1 ATU-IIインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力（TIO11A） 

1 0 割り込み要求入力（IRQ6） 

 1 予約* 

【注】 * 予約は設定しないでください。 

 

ビット 1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット 0：PL0モードビット（PL0MD） 

PL0/TI10端子の機能を選びます。 
 

ビット 0 説   明 

PL0MD  

0 汎用入出力（PL0） （初期値）

1 ATU-IIエッジ入力（TI10） 

 

22.3.25 ポート Lインバートレジスタ（PLIR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － － － － － PL9
IR 

PL8
IR 

PL7
IR 

－ － － － － － － 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R/W R/W R/W R R R R R R R 

 
ポート Lインバートレジスタ（PLIR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Lの反転機能を

設定します。PL9IR～PL7IRビットが、それぞれ、PL9/SCK4/IRQ5～PL7/SCK2/SSCK1端子に対応しています。PLIRはポ
ート Lの端子機能がシリアルクロックの場合に有効でそれ以外の場合は無効です。 
ポート Lの端子機能がシリアルクロックの場合、PLIRのビットを 1にすると、対応する端子の値は反転します。 
PLIRは、パワーオンリセットおよびハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000

に初期化されます。しかし、スリープモード時には初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初
期化されません。 
 

PLnIR 説   明 

0 値を反転しない （初期値）

1 値を反転する 
n＝9～7 
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23. I/Oポート 

23.1 概要 
ポートは、A、B、C、D、E、F、G、H、J、K、Lの 11本から構成されています。 
ポート A、B、E、F、H、J、Kは 16ビット、ポート Cは 5ビット、ポート D、Lは 14ビット、ポート Gは 4ビット

の入出力サポートです。 
それぞれのポートの端子は、すべて、汎用入出力と、その他の機能とを兼ねているマルチプレクス端子です。マルチ

プレクス端子の機能の選択は、ピンファンクションコントローラ（PFC）で行います。 
ポートはそれぞれ、端子のデータを格納するためのデータレジスタを 1本ずつ持っています。 
また、ポート A、B、D、J、Lは、端子の値をリードするためのポートレジスタを 1本ずつ持っています。 
 

23.2 ポート A 
ポート Aは、図 23.1に示すような、16本の端子を持つ入出力ポートです。 

PA15（入出力）／ RxD0（入力）／ SSI0（入力） 

PA14（入出力）／ TxD0（出力）／ SSO0（出力） 

PA13（入出力）／ TIO5B（入出力） 

PA12（入出力）／ TIO5A（入出力） 

PA11（入出力）／ TIO4D（入出力）／ ADTO1B（出力） 

PA10（入出力）／ TIO4C（入出力）／ ADTO1A（出力） 

PA9（入出力）／ TIO4B（入出力）／ ADTO0B（出力） 

PA8（入出力）／ TIO4A（入出力）／ ADTO0A（出力） 

PA7（入出力）／ TIO3D（入出力） 

PA6（入出力）／ TIO3C（入出力） 

PA5（入出力）／ TIO3B（入出力） 

PA4（入出力）／ TIO3A（入出力） 

PA3（入出力）／ TI0D（入力） 

PA2（入出力）／ TI0C（入力） 

PA1（入出力）／ TI0B（入力） 

PA0（入出力）／ TI0A（入力） 

ポ
　
ト
A

｜

 
図 23.1 ポート A 
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23.2.1 レジスタ構成 
ポート Aのレジスタ構成を表 23.1に示します。 

表 23.1 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Aデータレジスタ PADR R/W H'0000 H'FFFFF726 8、16 

ポート Aポートレジスタ PAPR R ポート A端子の値 H'FFFFF780 8、16 

 

23.2.2 ポート Aデータレジスタ（PADR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PA15 

DR 

PA14 

DR 

PA13

DR 

PA12 

DR 

PA11 

DR 

PA10

DR

PA9

DR

PA8

DR

PA7

DR

PA6

DR

PA5

DR

PA4 

DR

PA3 

DR 

PA2 

DR 

PA1

DR

PA0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Aデータレジスタ（PADR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Aのデータを格納

します。PA15DR～PA0DRビットは、それぞれ、PA15/RxD0/SSI0～PA0/TI0A端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PADRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PADRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PADRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PADRに値を書き込むと、PADRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.2にポート Aデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PADRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 

表 23.2 ポート Aデータレジスタ（PADR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 15～0 

PAIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PADRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PADRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PADRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PADRの値 PADRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 

23.2.3 ポート Aポートレジスタ（PAPR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PA15 

PR 

PA14 

PR 

PA13

PR 

PA12 

PR 

PA11 

PR 

PA10

PR

PA9

PR

PA8

PR

PA7

PR

PA6

PR

PA5

PR

PA4 

PR

PA3 

PR 

PA2 

PR 

PA1

PR

PA0

PR

初期値： PA15 PA14 PA13 PA12 PA11 PA10 PA9 PA8 PA7 PA6 PA5 PA4 PA3 PA2 PA1 PA0

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ポート Aポートレジスタ（PAPR）は、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、常にポート Aの端子の値を格納しま

すので、CPUから書き込むことはできません。PA15PR～PA0PRビットは、それぞれ、PA15/RxD0/SSI0～PA0/TIOA端子
に対応しています。PAPRは読み出すと端子の値が読み出されます。 
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23.3 ポート B 
ポート Bは、図 23.2に示すような、16本の端子を持つ入出力ポートです。 

PB15（入出力）／ PULS5（出力）／ SCK2（入出力）／SSCK1（出力）

PB14（入出力）／ SCK1（入出力）／ TCLKB（入力）／TI10（入力）

PB13（入出力）／ SCK0（入出力）／SSCK0（出力）

PB12（入出力）／ TCLKA（入力）／ UBCTRG（出力） 

PB11（入出力）／ RxD4（入力） ／ HRxD0（入力）／ TO8H（出力）

PB10（入出力）／ TxD4（出力）／ HTxD0（出力）／ TO8G（出力） 

PB9（入出力）／ RxD3（入力） ／ TO8F（出力）

PB8（入出力）／ TxD3（出力）／ TO8E（出力） 

PB7（入出力）／ TO7D（出力）／ TO8D（出力） 

PB6（入出力）／ TO7C（出力）／ TO8C（出力） 

PB5（入出力）／ TO7B（出力） ／ TO8B（出力）

PB4（入出力）／ TO7A（出力） ／ TO8A（出力）

PB3（入出力）／ TO6D（出力） 

PB2（入出力）／ TO6C（出力） 

PB1（入出力）／ TO6B（出力） 

PB0（入出力）／ TO6A（出力） 

ポ
　
ト
B

｜

 
図 23.2 ポート B 

23.3.1 レジスタ構成 
ポート Bのレジスタ構成を表 23.3に示します。 

表 23.3 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Bデータレジスタ PBDR R/W H'0000 H'FFFFF738 8、16 

ポート Bポートレジスタ PBPR R ポート B端子の値 H'FFFFF782 8、16 

 

23.3.2 ポート Bデータレジスタ（PBDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PB15 

DR 

PB14 

DR 

PB13

DR 

PB12 

DR 

PB11 

DR 

PB10

DR

PB9

DR

PB8

DR

PB7

DR

PB6

DR

PB5

DR

PB4 

DR

PB3 

DR 

PB2 

DR 

PB1

DR

PB0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Bデータレジスタ（PBDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Bのデータを格納

します。PB15DR～PB0DRビットは、それぞれ、PB15/PULS5/SCK2/SSCK1～PB0/TO6A端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PBDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PBDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PBDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PBDRに値を書き込むと、PBDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.4にポート Bデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PBDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 
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表 23.4 ポート Bデータレジスタ（PBDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 15～0 

PBIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PBDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PBDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PBDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PBDRの値 PBDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 

23.3.3 ポート Bポートレジスタ（PBPR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PB15 

PR 

PB14 

PR 

PB13

PR 

PB12 

PR 

PB11 

PR 

PB10

PR

PB9

PR

PB8

PR

PB7

PR

PB6

PR

PB5

PR

PB4 

PR

PB3 

PR 

PB2 

PR 

PB1

PR

PB0

PR

初期値： PB15 PB14 PB13 PB12 PB11 PB10 PB9 PB8 PB7 PB6 PB5 PB4 PB3 PB2 PB1 PB0

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ポート Bポートレジスタ（PBPR）は、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、常にポート Bの端子の値を格納しま

すので、CPUから書き込むことはできません。PB15PR～PB0PRビットは、それぞれ、PB15/PULS5/SCK2/SSCK1～
PB0/TO6A端子に対応しています。PBPRは読み出すと端子の値が読み出されます。 
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23.4 ポート C 
ポート Cは、図 23.3に示すような、5本の端子を持つ入出力ポートです。 

PC4（入出力）／ IRQ0（入力）

PC3（入出力）／ RxD2（入力）／ SSI1（入力）

PC2（入出力）／ TxD2（出力）／ SSO1（出力）

PC1（入出力）／ RxD1（入力） 

PC0（入出力）／ TxD1（出力） 

ポ
　
ト
C

｜

 
図 23.3 ポート C 

 

23.4.1 レジスタ構成 
ポート Cのレジスタ構成を表 23.5に示します。 

表 23.5 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Cデータレジスタ PCDR R/W H'0000 H'FFFFF73E 8、16 

 

23.4.2 ポート Cデータレジスタ（PCDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － － － － － － － － － － PC4 

DR

PC3 

DR 

PC2 

DR 

PC1

DR

PC0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Cデータレジスタ（PCDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Cのデータを格納

します。PC4DR～PC0DRビットは、それぞれ、PC4/IRQ0～PC0/TxD1端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PCDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PCDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PCDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PCDRに値を書き込むと、PCDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.6にポート Cデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PCDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 

 

ビット 15～5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

表 23.6 ポート Cデータレジスタ（PCDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 4～0 

PCIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PCDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PCDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PCDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PCDRの値 PCDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 
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23.5 ポート D 
ポート Dは、図 23.4に示すような、14本の端子を持つ入出力ポートです。 

PD13（入出力）／ PULS6（出力）／ HTxD0（出力）／HTxD1（出力） 

PD12（入出力）／ PULS4（出力）

PD11（入出力）／ PULS3（出力） 

PD10（入出力）／ PULS2（出力）

PD9（入出力）／ PULS1（出力） 

PD8（入出力）／ PULS0（出力）

PD7（入出力）／ TIO1H（入出力）

PD6（入出力）／ TIO1G（入出力）

PD5（入出力）／ TIO1F（入出力）

PD4（入出力）／ TIO1E（入出力） 

PD3（入出力）／ TIO1D（入出力） 

PD2（入出力）／ TIO1C（入出力） 

PD1（入出力）／ TIO1B（入出力） 

PD0（入出力）／ TIO1A（入出力） 

ポ
ー
ト
D

 
図 23.4 ポート D 

23.5.1 レジスタ構成 
ポート Dのレジスタ構成を表 23.7に示します。 

表 23.7 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Dデータレジスタ PDDR R/W H'0000 H'FFFFF746 8、16 

ポート Dポートレジスタ PDPR R ポート D端子の値 H'FFFFF784 8、16 

 

23.5.2 ポート Dデータレジスタ（PDDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － PD13

DR 

PD12 

DR 

PD11 

DR 

PD10

DR

PD9

DR

PD8

DR

PD7

DR

PD6

DR

PD5

DR

PD4 

DR

PD3 

DR 

PD2 

DR 

PD1

DR

PD0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Dデータレジスタ（PDDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Dのデータを格納

します。PD13DR～PD0DRビットは、それぞれ、PD13/PULS6/HTxD0/HTxD1～PD0/TIO1A端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PDDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PDDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PDDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PDDRに値を書き込むと、PDDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.8にポート Dデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PDDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 
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ビット 15、14：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

表 23.8 ポート Dデータレジスタ（PDDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 13～0 

PDIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PDDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PDDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PDDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PDDRの値 PDDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 

23.5.3 ポート Dポートレジスタ（PDPR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － PD13

PR 

PD12 

PR 

PD11 

PR 

PD10

PR

PD9

PR

PD8

PR

PD7

PR

PD6

PR

PD5

PR

PD4 

PR

PD3 

PR 

PD2 

PR 

PD1

PR

PD0

PR

初期値： 0 0 PD13 PD12 PD11 PD10 PD9 PD8 PD7 PD6 PD5 PD4 PD3 PD2 PD1 PD0

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ポート Dポートレジスタ（PDPR）は、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、常にポート Dの端子の値を格納しま

すので、CPUから書き込むことはできません。PD13PR～PD0PRビットは、それぞれ、PD13/PULS6/HTxD0/HTxD1～
PD0/TIO1A端子に対応しています。PDPRは読み出すと端子の値が読み出されます。 
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23.6 ポート E 
ポート Eは、図 23.5に示すような、16本の端子を持つ入出力ポートです。 

A15（出力）

A14（出力）

A13（出力）

A12（出力）

A11（出力）

A10（出力）

A9（出力）

A8（出力）

A7（出力）

A6（出力）

A5（出力）

A4（出力）

A3（出力）

A2（出力）

A1（出力）

A0（出力）

ポ
　
ト
E

｜

PE15（入出力）／ A15（出力）

PE14（入出力）／ A14（出力） 

PE13（入出力）／ A13（出力） 

PE12（入出力）／ A12（出力） 

PE11（入出力）／ A11（出力） 

PE10（入出力）／ A10（出力）

PE9（入出力）／ A9（出力） 

PE8（入出力）／ A8（出力）

PE7（入出力）／ A7（出力）

PE6（入出力）／ A6（出力）

PE5（入出力）／ A5（出力） 

PE4（入出力）／ A4（出力） 

PE3（入出力）／ A3（出力） 

PE2（入出力）／ A2（出力） 

PE1（入出力）／ A1（出力） 

PE0（入出力）／ A0（出力） 

PE15（入出力）

PE14（入出力）

PE13（入出力）

PE12（入出力）

PE11（入出力）

PE10（入出力）

PE9（入出力）

PE8（入出力）

PE7（入出力）

PE6（入出力）

PE5（入出力）

PE4（入出力）

PE3（入出力）

PE2（入出力）

PE1（入出力）

PE0（入出力）

ROM無効
拡張モード ROM有効拡張モード

シングル
チップモード

 
図 23.5 ポート E 

23.6.1 レジスタ構成 
ポート Eのレジスタ構成を表 23.9に示します。 

表 23.9 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Eデータレジスタ PEDR R/W H'0000 H'FFFFF754 8、16 
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23.6.2 ポート Eデータレジスタ（PEDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PE15 

DR 

PE14 

DR 

PE13

DR 

PE12 

DR 

PE11 

DR 

PE10

DR

PE9

DR

PE8

DR

PE7

DR

PE6

DR

PE5

DR

PE4 

DR

PE3 

DR 

PE2 

DR 

PE1

DR

PE0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Eデータレジスタ（PEDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Eのデータを格納

します。PE15DR～PE0DRビットは、それぞれ、PE15/A15～PE0/A0端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PEDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PEDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。なお、POD端子をローにしたときには、汎用出力は PEDRの値にかか
わらずハイインピーダンスになります。POD端子をハイにしたときは、書き込んだ値が端子から出力されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PEDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PEDRに値を書き込むと、PEDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.10にポート Eデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PEDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 

表 23.10 ポート Eデータレジスタ（PEDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 15～0 

PEIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PEDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PEDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

書き込み値が端子から出力される（POD端子=ハイ） 汎用出力 PEDRの値 

PEDRの値にかかわらずハイインピーダンス（POD端子=ロー） 

1 

汎用出力以外 PEDRの値 PEDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 
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23.7 ポート F 
ポート Fは、図 23.6に示すような、16本の端子を持つ入出力ポートです。 

A21（出力）

A20（出力）

A19（出力）

A18（出力）

A17（出力）

A16（出力）

ポ
　
ト
F

｜

PF15（入出力）／ BREQ（入力）

PF14（入出力）／ BACK（出力）

PF13（入出力）／ CS3（出力） 

PF12（入出力）／ CS2（出力） 

PF11（入出力）／ CS1（出力） 

PF10（入出力）／ CS0（出力）

PF9（入出力）／ RD（出力） 

PF8（入出力）／ WAIT（入力）

PF7（入出力）／ WRH（出力）

PF6（入出力）／ WRL（出力）

PF5（入出力）／ A21（出力）／ POD（入力） 

PF4（入出力）／ A20（出力） 

PF3（入出力）／ A19（出力） 

PF2（入出力）／ A18（出力） 

PF1（入出力）／ A17（出力） 

PF0（入出力）／ A16（出力） 

PF15（入出力）／ SCS1（入出力）

PF14（入出力）／ SCS0（入出力）

PF13（入出力）

PF12（入出力）

PF11（入出力）

PF10（入出力）

PF9（入出力）

PF8（入出力）

PF7（入出力）

PF6（入出力）

PF5（入出力）／ POD（入力）

PF4（入出力）

PF3（入出力）

PF2（入出力）

PF1（入出力）

PF0（入出力）

ROM無効
拡張モード ROM有効拡張モード シングルチップモード

 
図 23.6 ポート F 

23.7.1 レジスタ構成 
ポート Fのレジスタ構成を表 23.11に示します。 

表 23.11 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Fデータレジスタ PFDR R/W H'0000 H'FFFFF74E 8、16 
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23.7.2 ポート Fデータレジスタ（PFDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PF15 

DR 

PF14 

DR 

PF13

DR 

PF12 

DR 

PF11 

DR 

PF10

DR

PF9

DR

PF8

DR

PF7

DR

PF6

DR

PF5

DR

PF4

DR

PF3 

DR 

PF2 

DR 

PF1

DR

PF0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Fデータレジスタ（PFDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Fのデータを格納

します。PF15DR～PF0DRビットは、それぞれ、PF15/BREQ/SCS1～PF0/A16端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PFDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PFDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。なお、PF0～PF4は、POD端子をローにしたときには、汎用出力は PFDR
の値にかかわらずハイインピーダンスになります。POD端子をハイにしたときは、書き込んだ値が端子から出力されま
す。 
端子機能が汎用入力の場合には、PFDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PFDRに値を書き込むと、PFDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.12にポート Fデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PFDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 

表 23.12 ポート Fデータレジスタ（PFDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 15～5 

PFIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PFDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PFDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PFDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PFDRの値 PFDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 
ビット 4～0 

PFIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PFDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PFDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

書き込み値が端子から出力される（POD端子=ハイ） 汎用出力 PFDRの値 

PFDRの値にかかわらずハイインピーダンス（POD端子=ロー） 

1 

汎用出力以外 PFDRの値 PFDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 
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23.8 ポート G 
ポート Gは、図 23.7に示すような、4本の端子を持つ入出力ポートです。 

ポ
　
ト
G

｜

PG3（入出力）／ IRQ3（入力）／ ADTRG0（入力）

PG2（入出力）／ IRQ2（入力）／ ADEND（出力） 

PG1（入出力）／ IRQ1（入力） 

PG0（入出力）／ PULS7（出力）／ HRxD0（入力）／HRxD1（入力） 
 

図 23.7 ポート G 

23.8.1 レジスタ構成 
ポート Gのレジスタ構成を表 23.13に示します。 

表 23.13 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Gデータレジスタ PGDR R/W H'0000 H'FFFFF764 8、16 

 

23.8.2 ポート Gデータレジスタ（PGDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － － － － － － － － － － － PG3 

DR 

PG2 

DR 

PG1

DR

PG0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

 
ポート Gデータレジスタ（PGDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Gのデータを格納

します。PG3DR～PG0DRビットは、それぞれ、PG3/IRQ3/ADTRG0～PG0/PULS7/HRxD0/HRxD1端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PGDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PGDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PGDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PGDRに値を書き込むと、PGDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.14にポート Gデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PGDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 

ビット 15～4：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

表 23.14 ポート Gデータレジスタ（PGDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 3～0 

PGIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PGDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PGDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PGDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PGDRの値 PGDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 
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23.9 ポート H 
ポート Hは、図 23.8に示すような、16本の端子を持つ入出力ポートです。 

ポ
　
ト
H

｜

PH15（入出力）

／ D15（入出力）

PH14（入出力）

／ D14（入出力） 

PH13（入出力）

／ D13（入出力） 

PH12（入出力）

／ D12（入出力） 

PH11（入出力）

／ D11（入出力） 

PH10（入出力）

／ D10（入出力）

PH9（入出力）

／ D9（入出力） 

PH8（入出力）

／ D8（入出力）

D7（入出力）

D6（入出力）

D5（入出力）

D4（入出力）

D3（入出力）

D15（入出力）

D14（入出力）

D13（入出力）

D12（入出力）

D11（入出力）

D10（入出力）

D9（入出力）

D8（入出力）

D2（入出力）

D1（入出力）

D0（入出力）

PH15（入出力）

／ D15（入出力）

PH14（入出力）

／ D14（入出力） 

PH13（入出力）

／ D13（入出力） 

PH12（入出力）

／ D12（入出力） 

PH11（入出力）

／ D11（入出力） 

PH10（入出力）

／ D10（入出力）

PH9（入出力）

／ D9（入出力） 

PH8（入出力）

／ D8（入出力）

PH7（入出力）

／ D7（入出力） 

PH6（入出力）

／ D6（入出力） 

PH5（入出力）

／ D5（入出力） 

PH4（入出力）

／ D4（入出力） 

PH3（入出力）

／ D3（入出力）

PH2（入出力）

／ D2（入出力） 

PH1（入出力）

／ D1（入出力）

PH0（入出力）

／ D0（入出力）

PH15（入出力）

PH14（入出力）

PH13（入出力）

PH12（入出力）

PH11（入出力）

PH10（入出力）

PH9（入出力）

PH8（入出力）

PH7（入出力）

PH6（入出力）

PH5（入出力）

PH4（入出力）

PH3（入出力）

PH2（入出力）

PH1（入出力）

PH0（入出力）

ROM無効拡張モード
(エリア0:8ビット)(エリア0:16ビット)

ROM有効
拡張モード

シングル
チップモード

 
図 23.8 ポート H 
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23.9.1 レジスタ構成 
ポート Hのレジスタ構成を表 23.15に示します。 

表 23.15 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Hデータレジスタ PHDR R/W H'0000 H'FFFFF72C 8、16 

 

23.9.2 ポート Hデータレジスタ（PHDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PH15 

DR 

PH14 

DR 

PH13

DR 

PH12 

DR 

PH11 

DR 

PH10

DR

PH9

DR

PH8

DR

PH7

DR

PH6

DR

PH5

DR

PH4 

DR

PH3 

DR 

PH2 

DR 

PH1

DR

PH0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Hデータレジスタ（PHDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Hのデータを格納

します。PH15DR～PH0DRビットは、それぞれ、PH15/D15～PH0/D0端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PHDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PHDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。なお、POD端子をローにしたときには、汎用出力は PHDRの値にかか
わらずハイインピーダンスになります。POD端子をハイにしたときは、書き込んだ値が端子から出力されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PHDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PHDRに値を書き込むと、PHDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.16にポート Hデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PHDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 

表 23.16 ポート Hデータレジスタ（PHDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 15～0 

PHIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PHDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PHDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

書き込み値が端子から出力される（POD端子=ハイ） 汎用出力 PHDRの値 

PHDRの値にかかわらずハイインピーダンス（POD端子=ロー） 

1 

汎用出力以外 PHDRの値 PHDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 
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23.10 ポート J 
ポート Jは、図 23.9に示すような、16本の端子を持つ入出力ポートです。 

PJ15（入出力）／ TI9F（入力）

PJ14（入出力）／ TI9E（入力）

PJ13（入出力）／ TI9D（入力） 

PJ12（入出力）／ TI9C（入力）

PJ11（入出力）／ TI9B（入力） 

PJ10（入出力）／ TI9A（入力）

PJ9（入出力）／ TIO5D（入出力） 

PJ8（入出力）／ TIO5C（入出力）

PJ7（入出力）／ TIO2H（入出力）

PJ6（入出力）／ TIO2G（入出力）

PJ5（入出力）／ TIO2F（入出力） 

PJ4（入出力）／ TIO2E（入出力）

PJ3（入出力）／ TIO2D（入出力） 

PJ2（入出力）／ TIO2C（入出力） 

PJ1（入出力）／ TIO2B（入出力） 

PJ0（入出力）／ TIO2A（入出力） 

ポ
　
ト
J

｜

 
図 23.9 ポート J 

23.10.1 レジスタ構成 
ポート Jのレジスタ構成を表 23.17に示します。 

表 23.17 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Jデータレジスタ PJDR R/W H'0000 H'FFFFF76C 8、16 

ポート Jポートレジスタ PJPR R ポート J端子の値 H'FFFFF786 8、16 
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23.10.2 ポート Jデータレジスタ（PJDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PJ15 

DR 

PJ14 

DR 

PJ13 

DR 

PJ12 

DR 

PJ11 

DR 

PJ10

DR

PJ9

DR

PJ8

DR

PJ7

DR

PJ6

DR

PJ5

DR

PJ4

DR

PJ3 

DR 

PJ2 

DR 

PJ1

DR

PJ0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Jデータレジスタ（PJDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Jのデータを格納し

ます。PJ15DR～PJ0DRビットは、それぞれ、PJ15/TI9F～PJ0/TIO2A端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PJDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PJDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PJDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PJDRに値を書き込むと、PJDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.18にポート Jデータレ
ジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PJDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 

表 23.18 ポート Jデータレジスタ（PJDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 15～0 

PJIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PJDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PJDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PJDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PJDRの値 PJDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 

23.10.3 ポート Jポートレジスタ（PJPR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PJ15 

PR 

PJ14 

PR 

PJ13 

PR 

PJ12 

PR 

PJ11 

PR 

PJ10

PR

PJ9

PR

PJ8

PR

PJ7

PR

PJ6

PR

PJ5

PR

PJ4

PR

PJ3 

PR 

PJ2 

PR 

PJ1

PR

PJ0

PR

初期値： PJ15 PJ14 PJ13 PJ12 PJ11 PJ10 PJ9 PJ8 PJ7 PJ6 PJ5 PJ4 PJ3 PJ2 PJ1 PJ0

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ポート Jポートレジスタ（PJPR）は、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、常にポート Jの端子の値を格納します

ので、CPUから書き込むことはできません。PJ15PR～PJ0PRビットは、それぞれ、PJ15/TI9F～PJ0/TIO2A端子に対応し
ています。PJPRは読み出すと端子の値が読み出されます。 
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23.11 ポート K 
ポート Kは、図 23.10に示すような、16本の端子を持つ入出力ポートです。 

PK15（入出力）／ TO8P（出力）

PK14（入出力）／ TO8O（出力）

PK13（入出力）／ TO8N（出力） 

PK12（入出力）／ TO8M（出力）

PK11（入出力）／ TO8L（出力） 

PK10（入出力）／ TO8K（出力）

PK9（入出力）／ TO8J（出力） 

PK8（入出力）／ TO8I（出力）

PK7（入出力）／ TO8H（出力）

PK6（入出力）／ TO8G（出力）

PK5（入出力）／ TO8F（出力） 

PK4（入出力）／ TO8E（出力）

PK3（入出力）／ TO8D（出力） 

PK2（入出力）／ TO8C（出力） 

PK1（入出力）／ TO8B（出力） 

PK0（入出力）／ TO8A（出力） 

ポ
　
ト
K

｜

 
図 23.10 ポート K 

23.11.1 レジスタ構成 
ポート Kのレジスタ構成を表 23.19に示します。 

表 23.19 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Kデータレジスタ PKDR R/W H'0000 H'FFFFF778 8、16 
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23.11.2 ポート Kデータレジスタ（PKDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PK15 

DR 

PK14 

DR 

PK13

DR 

PK12 

DR 

PK11 

DR 

PK10

DR

PK9

DR

PK8

DR

PK7

DR

PK6

DR

PK5

DR

PK4 

DR

PK3 

DR 

PK2 

DR 

PK1

DR

PK0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Kデータレジスタ（PKDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Kのデータを格納

します。PK15DR～PK0DRビットは、それぞれ、PK15/TO8P～PK0/TO8A端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PKDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PKDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PKDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PKDRに値を書き込むと、PKDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.20にポート Kデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PKDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 

表 23.20 ポート Kデータレジスタ（PKDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 15～0 

PKIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PKDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PKDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PKDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PKDRの値 PKDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 
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23.12 ポート L 
ポート Lは、図 23.11に示すような、14本の端子を持つ入出力ポートです。 

PL13（入出力）／ IRQOUT（出力）／ SCS1（入出力） 

PL12（入出力）／ IRQ4（入力）／ SCS0（入出力） 

PL11（入出力）／ HRxD0（入力）／ HRxD1（入力） 

PL10（入出力）／ HTxD0（出力）／ HTxD1（出力）

PL9（入出力）／ SCK4（入出力）／ IRQ5（入力） 

PL8（入出力）／ SCK3（入出力）

PL7（入出力）／ SCK2（入出力）／ SSCK1（出力） 

PL6（入出力）／ ADEND（出力）

PL5（入出力）／ ADTRG1（入力）

PL4（入出力）／ ADTRG0（入力） 

PL3（入出力）／ TCLKB（入出力） 

PL2（入出力）／ TIO11B（入出力）／ IRQ7（入力） 

PL1（入出力）／ TIO11A（入出力）／ IRQ6（入力） 

PL0（入出力）／ TI10（入力） 

ポ
　
ト
L

｜

 
図 23.11 ポート L 

23.12.1 レジスタ構成 
ポート Lのレジスタ構成を表 23.21に示します。 

表 23.21 レジスタ構成 
名称 略称 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

ポート Lデータレジスタ PLDR R/W H'0000 H'FFFFF75E 8、16 

ポート Lポートレジスタ PLPR R ポート L端子の値 H'FFFFF788 8、16 
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23.12.2 ポート Lデータレジスタ（PLDR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － PL13

DR 

PL12 

DR 

PL11 

DR 

PL10

DR

PL9

DR

PL8

DR

PL7

DR

PL6

DR

PL5

DR

PL4

DR

PL3 

DR 

PL2 

DR 

PL1

DR

PL0

DR

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

 
ポート Lデータレジスタ（PLDR）は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、ポート Lのデータを格納

します。PL13DR～PL0DRビットは、それぞれ、PL13/IRQOUT/SCS1～PL0/TI10端子に対応しています。 
端子機能が汎用出力の場合には、PLDRに値を書き込むと端子からその値が出力され、PLDRを読み出すと端子の状態

に関係なくレジスタの値が直接読み出されます。 
端子機能が汎用入力の場合には、PLDRを読み出すとレジスタの値ではなく端子の状態が直接読み出されます。また

PLDRに値を書き込むと、PLDRにその値を書き込めますが、端子の状態には影響しません。表 23.22にポート Lデータ
レジスタの読み出し／書き込み動作を示します。 

PLDRは、パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードおよびソフトウェアスタンバイモードで H'0000に初
期化されます。しかし、スリープモード時には、初期化されません。また、WDTによるパワーオンリセットでは、初期
化されません。 
 

ビット 15、14：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

表 23.22 ポート Lデータレジスタ（PLDR）の読み出し／書き込み動作 
ビット 13～0 

PLIOR 端子機能 読み出し 書き込み 

汎用入力 端子の状態 PLDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 0 

汎用入力以外 端子の状態 PLDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

汎用出力 PLDRの値 書き込み値が端子から出力される 1 

汎用出力以外 PLDRの値 PLDRに書き込めるが、端子の状態に影響しない 

 

23.12.3 ポート Lポートレジスタ（PLPR） 
 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 － － PL13

PR 

PL12 

PR 

PL11 

PR 

PL10

PR

PL9

PR

PL8

PR

PL7

PR

PL6

PR

PL5

PR

PL4

PR

PL3 

PR 

PL2 

PR 

PL1

PR

PL0

PR

初期値： 0 0 PL13 PL12 PL11 PL10 PL9 PL8 PL7 PL6 PL5 PL4 PL3 PL2 PL1 PL0

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ポート Lポートレジスタ（PLPR）は、読み出し専用の 16ビットのレジスタで、常にポート Lの端子の値を格納しま

すので、CPUから書き込むことはできません。PL13PR～PL0PRビットは、それぞれ、PL13/IRQOUT/SCS1～PL0/TI10端
子に対応しています。PLPRは読み出すと端子の値が読み出されます。 
 

23.13 POD（ポートアウトプットディスエーブル） 
POD（ポートアウトプットディスエーブル）端子の入力レベルにより、アドレスバス端子（A20～A0）およびデータ

バス端子（D15～D0）の出力ポートのドライブバッファを制御できます。ただし、この機能はアドレスバス端子（A20～
A0）およびデータバス端子（D15～D0）が汎用出力ポートに設定されているときのみに有効です。 

PODによる出力バッファの制御はバスサイクルとは非同期に行います。 
 

POD アドレスバス（A20～A0）端子とデータバス（D15～D0）端子（出力ポート設定時） 

0 有効（ハイインピーダンス） 

1 無効（汎用出力） 
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24. ROM（SH7058SF） 

24.1 特長 
本 LSIは 1MBのフラッシュメモリを内蔵しています。フラッシュメモリの特長を以下に示します。 
 
■LSI起動モードに合わせた2種類のフラッシュメモリマット 

内蔵しているフラッシュメモリには、同一アドレス空間に配置される2種類のメモリ空間（以下メモリマットと
呼びます）があり、起動時のモード設定により、どちらのメモリマットから起動するかを選択できます。また、
起動後もバンク切り替え方式でマットを切り替えることも可能です。 
• ユーザモードでパワーオンリセット時に起動するユーザマット：1MB 
• ユーザブートモードでパワーオンリセット時に起動するユーザブートマット：12KB 

■3種類のオンボードプログラミングモードと、1種類のオフボードプログラミングモード 
• オンボードプログラミングモード 
 ブートモード 

内蔵SCIインタフェースを使用するプログラムモードで、ユーザマットとユーザブートマットの書き換えがで
きます。本モードでは、ホストと本LSI間のビットレートを自動で合わせることができます。 

 ユーザプログラムモード 
任意のインタフェースで、ユーザマットの書き換えができます。 

 ユーザブートモード 
任意のインタフェースのユーザブートプログラム作成が可能で、ユーザマットの書き換えが可能です。 

• オフボードプログラミングモード 
 ライタモード 

PROMライタを用いたライタモードで、ユーザマットとユーザブートマットの書き換えが可能です。 
■内蔵プログラムのダウンロードによる書き込み／消去インタフェース 

本LSIでは専用の書き込み／消去プログラムを内蔵しています。このプログラムを内蔵RAMにダウンロードした
後、引数パラメータを設定するだけで書き込み／消去が可能です。さらに、ユーザブランチをサポートしていま
す。 

 ユーザブランチ 
書き込み処理は128バイト単位で実施しますが、書き込みパルス印加、ベリファイ読み出しなどいくつかのス
テップから構成されています。消去も1分割ブロック単位で実施しますが、いくつかの処理ステップから構成
されています。このステップの合間にユーザ処理ルーチンの実行が可能な設定を行うことができ、この設定を
ユーザブランチ付きと呼びます。 

■内蔵RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション機能 
フラッシュメモリと内蔵RAMの一部を重ね合わせることで、フラッシュメモリの書き換えをリアルタイムにエ
ミュレートすることができます。 

■プロテクトモード 
レジスタ設定によるソフトウェアプロテクトと、FWE端子によるハードウェアプロテクトの2種類のモードがあ
り、フラッシュメモリの書き込み／消去に対するプロテクト状態を設定することができます。 
また、書き込み／消去中の暴走などの異常発生を検出した場合、エラープロテクト状態に遷移し、書き込み／消
去処理を中断する機能があります。 

■書き込み／消去時間 
フラッシュメモリの書き込み時間は、128バイト同時書き込みにてtPms（typ）、1バイト当たり換算にてtP/128ms、
消去時間はブロック当たりtEs（typ）です。 

■書き換え回数 
フラッシュメモリの書き換えは、NWECまで可能です。 

■書き込み／消去時の動作周波数 
書き込み／消去時の動作周波数は最大80MHzです。 
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24.2 概要 

24.2.1 ブロック図 
 

モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス

メモリマット部制御部

内部アドレスバス

内部データバス（32ビット）

FCCS
FPCS
FECS
FKEY
FMATS
FTDAR
RAMER

：フラッシュコードコントロール・ステータスレジスタ
：フラッシュプログラムコードセレクトレジスタ
：フラッシュイレースコードセレクトレジスタ
：フラッシュキーコードレジスタ
：フラッシュマットセレクトレジスタ
：フラッシュトランスファデスティネーションアドレスレジスタ
：RAMエミュレーションレジスタ

【記号説明】

FCCS

FPCS

FECS

FKEY

FMATS

FTDAR

RAMER フラッシュメモリ

ユーザマット：1MB
ユーザブートマット：12KB

動作モードFWE端子
モード端子

 
図 24.1 フラッシュメモリのブロック図 
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24.2.2 動作モード 
リセット状態で各モード端子と FWE端子を設定しリセットリリースすると、マイコンは図 24.2に示すような各動作

モードへ遷移します。各モード端子と FWE端子の設定は、表 24.1をご覧ください。 
（1） ROM無効モードではフラッシュメモリの読み出し／書き込み／消去はできません。 

また、書き込み／消去インタフェースレジスタの書き込みはできません。読み出すと常にH'00が読み出されます。 
（2） ユーザモードではフラッシュメモリの読み出しはできますが、書き込み／消去はできません。 
（3） オンボードでフラッシュメモリの読み出し／書き込み／消去ができるのは、ユーザプログラムモード、ユーザブ

ートモード、ブートモードです。 
（4） ライタモードでは、PROMライタを利用してフラッシュメモリの読み出し／書き込み／消去を行います。 
 

ユーザ
ブート
モード

オンボードプログラミングモードRAMエミュレーション可能

ユーザ
プログラム
モード

ユーザモード

リセット状態ROM無効モード ライタモード

ブートモード

RES=0 RES=0

RES=0

ROM無効
モード設定

ユー
ザモ
ード
設定

FWE=0

FWE=1

RES=0

R
E

S=0
ライタモード設定

ブートモード設定

ユ
ー
ザ
ブ
ー
ト
モ
ー
ド
設
定ユ

ー
ザ
プ
ロ
グ
ラ
ム

モ
ー
ド
設
定

R
E

S
=0

 
図 24.2 フラッシュメモリに関するモード遷移図 

表 24.1 FWE端子、MD端子設定と動作モード 
モード  

端子 リセット 
状態 

ROM無効 
モード 

ユーザ 
モード 

ユーザプログラ
ムモード 

ユーザブートモ
ード 

ブート 
モード 

ライタ 
モード 

RES 0 1 1 1 1 1 1 

FWE 0／1 0 0 1 1 1 0／1 

MD0 0／1 0／1*1 0／1*2 0／1*2 0／1*2 0／1*2 1 

MD1 0／1 0 1 1 0 0 1 

MD2 0／1 1 1 1 0 1 0 

【注】 *1 MD0＝0：幅 8 bitの外部バス、MD0＝1：幅 16 bitの外部バス 

 *2 MD0＝0：外部バス使用可能、MD0＝1：シングルチップモード（外部バス使用不可） 
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24.2.3 モード比較 
ブートモード、ユーザプログラムモード、ユーザブートモード、ライタモードについての書き込み／消去関連項目の

比較表を表 24.2に示します。 

表 24.2 プログラミングモードの比較 
 ブートモード ユーザプログラム 

モード 
ユーザブート 
モード 

ライタモード 

書き込み／消去環境 オンボードプログラミング オフボード 

プログラミング 

書き込み／消去可能マット ユーザマット 
ユーザブートマット 

ユーザマット ユーザマット ユーザマット 
ユーザブートマット 

書き込み／消去制御 コマンド方式 書き込み／消去 
インタフェース 

書き込み／消去 
インタフェース 

コマンド方式 

全面消去 ○（自動） ○ ○ ○（自動） 

ブロック分割消去 ○*1 ○ ○ × 

書き込みデータ転送 ホストから 
SCI経由 

任意のデバイス 
から RAM経由 

任意のデバイス 
から RAM経由 

ライタ経由 

ユーザブランチ機能 × ○ ○ × 

RAMエミュレーション × ○ × × 

リセットスタート時の起動マット 組み込みプログラム
格納マット 

ユーザマット ユーザブート 
マット*2 

組み込みプログラム
格納マット 

ユーザモードへの遷移 モード設定変更＆ 
リセット 

FWE設定変更 モード設定変更＆ 
リセット 

― 

【注】 *1 いったん全面消去が行われます。その後、特定ブロックの消去を行うことができます。 

 *2 いったん組み込みプログラム格納マットから起動し、フラッシュ関連レジスタのチェックが実行された後、ユーザブート

マットのリセットベクタから起動します。 

 
• ユーザブートマットの書き込み／消去は、ブートモードとライタモードでのみ可能です。 
• ブートモードでは、いったんユーザマットとユーザブートマットが全面消去されます。その後、コマンド方式で
ユーザマットまたはユーザブートマットの書き込みができますが、この状態になるまではマット内容の読み出し
はできません。 

• ユーザブートマットだけ書き込んでユーザマットの書き換えはユーザブートモードで実施する、あるいは、ユー
ザブートモードは使用しないためユーザマットだけ書き換えるなどの使い方が可能です。 

• ユーザブートモードでは、ユーザプログラムモードと異なるモード端子設定で、任意のインタフェースのブート
動作を実現できます。 
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24.2.4 フラッシュメモリ構成 
本 LSIのフラッシュメモリは、1MBのユーザマットと 12KBのユーザブートマットから構成されています。 
ユーザマットとユーザブートマットは先頭アドレスが同じアドレスに割り当てられていますので、2つのマット間でプ

ログラム実行またはデータアクセスがまたがる場合は、FMATSレジスタによるマット切り替えが必要です。また、ユー
ザマットは、512KB単位の 2つのバンク（バンク 0／バンク 1）に分けられています。 
ユーザマット／ユーザブートマットの読み出しは ROM有効モードであればどのモードでも可能ですが、ユーザブート

マットの書き換えはブートモードとライタモードでのみ可能です。 
 

〈ユーザマット〉

バンク0

バンク1

〈ユーザブートマット〉
アドレス H'00,0000

アドレス H'00,2FFF

アドレス H'00,0000

アドレス H'07,FFFF
アドレス H'08,0000

アドレス H'0F,FFFF

12KB

51
2K

B
51

2K
B

 
図 24.3 フラッシュメモリ構成図 

ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。12KB以上の空間のユーザブートマットをアクセス
しないようにしてください。12KBを超えるユーザブートマットを読み出した場合、不定値が読み出されます。 
 

24.2.5 ブロック分割 
ユーザマットは、図 24.4に示すように 128KB（7ブロック）、96KB（1ブロック）、4KB（8ブロック）に分割され

ています。この分割ブロック単位に消去ができ、消去時に EB0～EB15の消去ブロック番号で指定します。 
4KB分割の 8ブロックが RAMエミュレーション可能な領域です。 
 

アドレス H'00,0000

アドレス H'07,FFFF
128KB

51
2K

B

96KB

128KB

128KB

【注】* 4KB分割の8ブロックは、RAMエミュレーション可能です。

EB0

EB7

EB8

EB9

EB10

EB11

～ *4KB×8

〈ユーザマット：バンク0〉
消去
ブロック

アドレス H'08,0000

アドレス H'0F,FFFF

51
2K

B

128KB

128KB

128KB

128KB

EB12

EB13

EB14

EB15

〈ユーザマット：バンク1〉
消去
ブロック

 
図 24.4 ユーザマットのブロック分割 
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24.2.6 書き込み／消去インタフェース 
書き込み／消去の実行は内蔵されているプログラムを内蔵 RAM上にダウンロードし、書き込みアドレス／データ、消

去ブロックなどをインタフェースレジスタ／パラメータで指定して行います。 
ユーザプログラムモード／ユーザブートモードでは、これらの一連の手続きプログラムはユーザで作成していただき

ます。手順の概要を以下に示します。なお、詳細は「24.5.2 ユーザプログラムモード」で説明します。 
 

書き込み／消去のユーザ
手続きプログラムの開始

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択と、
ダウンロード先の指定

VBR、FKEY、SCOビットを
設定し、内蔵プログラム
のダウンロード実施

初期化の実行
（ダウンロードプログラムの実行）

ユーザ手続き
プログラムの終了

・書き込み実行（128バイト単位）
　　　　　　または
・消去実行（1ブロック単位）
　（ダウンロードプログラムの実行）

書き込み／消去の完了？
No

Yes

 
図 24.5 ユーザ手続きプログラムの概要 
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(1) ダウンロードする内蔵プログラムの選択とダウンロード先の指定 

本 LSIには、書き込み関係／消去関係のプログラムが内蔵されており、内蔵 RAM上へのダウンロードが可能です。ダ
ウンロードする内蔵プログラムの選択は、書き込み／消去インタフェースレジスタの対応ビットをセットすることで行い
ます。また、ダウンロード先のアドレスは FTDARレジスタで指定することができます。 

(2) 内蔵プログラムのダウンロード 

内蔵プログラムのダウンロードは、CPUの VBRレジスタを H'00000000に設定後、書き込み／消去インタフェースレ
ジスタのフラッシュキーレジスタ FKEYとフラッシュコードコントロールステータスレジスタ FCCSの SCOビットの設
定を行うことで自動的に行われます。 
ダウンロード中はフラッシュメモリマットが組み込みプログラム格納領域と入れ替わります。また、書き込み／消去

時はフラッシュメモリの読み出しはできないため、ダウンロード以降書き込み／消去完了までの一連の手続きプログラム
はフラッシュメモリ以外（内蔵 RAM上など）で実行するようにしてください。 
ダウンロードの結果は、書き込み／消去インタフェースパラメータに戻されますので、正常にダウンロードできたか

の確認ができます。 
なお、VBRは、ダウンロード終了後には、変更可能です。 

(3) 書き込み／消去の初期化 

書き込み／消去の実行前に、動作周波数とユーザブランチの設定を行います。ユーザブランチ先は内蔵フラッシュメ
モリ領域以外かつダウンロードされた内蔵プログラム領域以外としてください。これらの設定は書き込み／消去インタフ
ェースパラメータで行います。 

(4) 書き込み／消去の実行 

書き込み／消去を実施するためには、FWE端子をハイレベルに設定しユーザプログラムモードにする必要があります。 
書き込みでは書き込みデータ／書き込み先アドレスの指定を 128バイト単位で行います。 
消去では消去ブロックの指定を 1消去ブロック単位で行います。 
これらの指定を書き込み／消去インタフェースパラメータで設定し、内蔵プログラムを起動します。内蔵プログラム

は、内蔵 RAM上の特定アドレスを JSR命令または BSR命令でサブルーチンコールすることで実行します。実行結果は、
書き込み／消去インタフェースパラメータに戻されます。 
フラッシュメモリの書き込みにおいては事前に対象領域が消去されている必要があります。 
書き込み／消去処理中の割り込み処理については、制限・注意点があります。詳細は「24.8.2 書き込み／消去手続き

実行中の割り込み」をご覧ください。 

(5) 引き続き、書き込み／消去を実行する場合 

128バイトの書き込み、1ブロックの消去で処理が終わらない場合、書き込みアドレス／データ、消去ブロック番号を
更新して書き込み／消去を連続して行う必要があります。 
ダウンロードした内蔵プログラムは処理終了後も内蔵 RAM上に残っていますので、引き続き同じ処理を実行する場合

はダウンロードと初期化の必要はありません。 
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24.3 端子構成 
フラッシュメモリは表 24.3に示す端子により制御されます。 

表 24.3 端子構成 
端子名 略称 入出力 機能 

パワーオンリセット RES 入力 リセット 

フラッシュライトイネーブル FWE 入力 フラッシュ書き換えのハードウェアプロテクト 

モード 2 MD2 入力 本 LSIの動作モードを設定 

モード 1 MD1 入力 本 LSIの動作モードを設定 

モード 0 MD0 入力 本 LSIの動作モードを設定 

トランスミットデータ TxD1 出力 シリアル送信データ出力（ブートモードで使用） 

レシーブデータ RxD1 入力 シリアル受信データ入力（ブートモードで使用） 

【注】 ライタモードの端子構成は「24.9 ライタモード」をご覧ください。 

 

24.4 レジスタ構成 

24.4.1 レジスタ一覧 
内蔵フラッシュメモリが有効のときのフラッシュメモリをコントロールするレジスタ／パラメータを表 24.4に示しま

す。 
フラッシュメモリのアクセスには読み出しモード／書き込みモードなどいくつかの動作モードがあります。また、メ

モリマットもユーザマットとユーザブートマットがあり、それぞれの動作モード、マット選択で専用のレジスタ／パラメ
ータが割り当てられています。動作モードと使用レジスタ／パラメータの対応表を表 24.5に示します。 

表 24.4（1） レジスタ構成 
レジスタ名称 略 称*4 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

フラッシュコードコントロール 
ステータスレジスタ 

FCCS R、W*1 H'00*2 
H'80*2 

H'FFFFE800 8 

フラッシュプログラムコードセレクト 
レジスタ 

FPCS R/W H'00 H'FFFFE801 8 

フラッシュイレースコードセレクトレジスタ FECS R/W H'00 H'FFFFE802 8 

フラッシュキーコードレジスタ FKEY R/W H'00 H'FFFFE804 8 

フラッシュマットセレクトレジスタ FMATS R/W H'00*3 

H'AA*3 

H'FFFFE805 8 

フラッシュトランスファデスティネーション
アドレスレジスタ 

FTDAR R/W H'00 H'FFFFE806 8 

RAMエミュレーションレジスタ RAMER R/W H'0000 H'FFFFEC26 8、16、32 

【注】 *1 SCOビット以外は、読み出し専用です。SCOビットは、書き込み専用です（読み出しは、常に 0）。 

 *2 FWE端子にローレベルが入力されているときの初期値は H'00です。 

  FWE端子にハイレベルが入力されているときの初期値は H'80です。 

 *3 ユーザモード、ユーザプログラムモードで起動時の初期値は H'00です。 

  ユーザブートモードで起動時の初期値は H'AAです。 

 *4 RAMERレジスタを除くレジスタは、バイトアクセスのみ有効で、4サイクルとなります。 

  RAMERレジスタは BSC内にあるため、バイトアクセス時、ワードアクセス時は 4サイクル、ロングワードアクセス時は

8サイクルアクセスとなります。 
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表 24.4（2） パラメータ構成 
パラメータ名称 略 称 R/W 初期値 割り当て アクセスサイズ 

ダウンロードパス・フェイルリザルト DPFR R/W 不定 内蔵 RAM* 8、16、32 

フラッシュパス・フェイルリザルト FPFR R/W 不定 CPUの R0 8、16、32 

フラッシュマルチパーパスアドレスエリア FMPAR R/W 不定 CPUの R5 8、16、32 

フラッシュマルチパーパスデータ 

デスティネーションエリア 

FMPDR R/W 不定 CPUの R4 8、16、32 

フラッシュイレースブロック 

セレクト 

FEBS R/W 不定 CPUの R4 8、16、32 

フラッシュプログラム・イレース 

周波数コントロール 

FPEFEQ R/W 不定 CPUの R4 8、16、32 

フラッシュユーザブランチアドレスセット FUBRA R/W 不定 CPUの R5 8、16、32 

【注】 * FTDARレジスタで指定した内蔵 RAMエリアの先頭アドレスの 1バイトが有効です。 

表 24.5 使用レジスタ／パラメータと対象モード 
 ダウン 

ロード 
初期化 書き込み 消去 読み出し RAMエミュ

レーション

FCCS ○ ― ― ― ― ― 

FPCS ○ ― ― ― ― ― 

PECS ○ ― ― ― ― ― 

FKEY ○ ― ○ ○ ― ― 

FMATS ― ― ○（*1） ○（*1） ○（*2） ― 

書き込み／消去 

インタフェース 

レジスタ 

FTDAR ○ ― ― ― ― ― 

DPFR ○ ― ― ― ― ― 

FPFR ― ○ ○ ○ ― ― 

FPEFEQ ― ○ ― ― ― ― 

FUBRA ― ○ ― ― ― ― 

FMPAR ― ― ○ ― ― ― 

FMPDR ― ― ○ ― ― ― 

書き込み／消去 

インタフェース 

パラメータ 

FEBS ― ― ― ○ ― ― 

RAM 

エミュレー 
ション 

RAMER ― ― ― ― ― ○ 

【注】 *1 ユーザブートモードでの、ユーザマットへの書き込み／消去時に設定が必要です。 

 *2 起動モードと読み出し対象マットの組み合わせで設定が必要な場合があります。 
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24.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ 
書き込み／消去インタフェースレジスタについて説明します。すべて 8ビットのレジスタでバイトアクセスのみ可能

です。これらのレジスタはパワーオンリセットとハードウェアスタンバイモード／ソフトウェアスタンバイモードで初期
化されます。 

(1) フラッシュコードコントロール・ステータスレジスタ（FCCS） 

FCCSは、FWE端子状態のモニタ、フラッシュメモリの書き込み／消去実行中のエラー発生のモニタ、および内蔵プ
ログラムのダウンロードを要求するビットから構成されています。 

 
7

FWE

1/0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

FLER

0

R

3

－

0

R

0

SCO

0

（R）W

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 7：フラッシュライトイネーブルビット（FWE） 

FWEビットは、フラッシュメモリの書き込み／消去をハードウェアプロテクトする FWE端子に入力されているレベ
ルをモニタするビットです。初期値は、FWE端子状態により 0または 1になります。 

 
ビット 7 

FWE 

説   明 

0 FWE端子にローレベルが入力されているとき（ハードウェアプロテクト状態） 

1 FWE端子にハイレベルが入力されているとき 

 

ビット 6～5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：フラッシュメモリエラー（FLER） 

フラッシュメモリへの書き込み／消去実行中にエラーが発生したことを示すビットです。 
FLER＝1にセットさせると、フラッシュメモリはエラープロテクト状態に遷移します。 
パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード遷移で初期化されます。 
なお、FLER＝1になった場合は、フラッシュメモリ内部に高電圧が印加されていますので、フラッシュメモリへのダ

メージを低減するために、通常より長い 100μsのリセット入力期間の後にリセットリリースしてください。 
 

ビット 4 

FLER 

説   明 

0 フラッシュメモリは正常に動作しています。 （初期値）

フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）は無効 

［クリア条件］パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードのとき 

1 フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生したことを示します。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が有効 

［セット条件］「24.6.3 エラープロテクト」を参照してください。 
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ビット 3～1：予約ビット 

値 0を設定してください。 
 

ビット 0：ソースプログラムコピーオペレーション（SCO） 

内蔵の書き換え／消去プログラムを、内蔵 RAMにダウンロードする要求ビットです。 
本ビットに 1を書き込むと、FPCS／FECSレジスタで選択した内蔵プログラムが、FTDARレジスタで指定された内蔵

RAMの領域に自動的にダウンロードされます。 
本ビットに 1を書き込むためには、RAMエミュレーション状態の解除、FKEYレジスタへの H'A5の書き込み、およ

び内蔵 RAM上での実行が必要です。 
本ビットに 1を書き込んだ直後には、8個の NOP命令を必ず実行するようにしてください。 
ダウンロード中の割り込みについては「24.8.2 書き込み／消去手続き中の割り込み」、ダウンロード時間については

「24.8.3 その他のご注意」を参照ください。 
なお、ダウンロード完了時点では本ビットは 0クリアされているため、本ビットの 1状態を読み出すことはできませ

ん。 
SCOビットによるダウンロードは、内蔵プログラム格納領域へのバンク切り替えを伴った特殊な割り込み処理を行い

ますので、ダウンロード要求（SCO = 1にする）前に、VBRの値を H'00000000に設定してください。VBRの設定を行わ
ないと暴走します。ダウンロード完了が確認できたら、VBRの変更は可能です。 

 
ビット 0 

SCO 

説   明 

0 内蔵されている書き込み／消去プログラムの内蔵 RAMへのダウンロードは行いません。 

（初期値）

［クリア条件］ダウンロードが完了するとクリアされます。 

1 内蔵されている書き込み／消去プログラムの内蔵 RAMへのダウンロードリクエストを発生します。

［セット条件］以下の条件がすべて満足されている状態で、1を書き込んだとき 

（1）FKEYレジスタに H'A5が書かれていること 

（2）内蔵 RAM上で実行中であること 

（3）RAMエミュレーションモードではないこと（RAMERの RAMS＝0であること） 

 

(2) フラッシュプログラムコードセレクトレジスタ（FPCS） 

FPCSは、書き込み関係の内蔵プログラムのダウンロードを選択するレジスタです。 
 

7

－

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

－

0

R

0

PPVS

0

R/W

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 7～1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：プログラムパルスシングル（PPVS） 

書き込みプログラムを選択します。 
 

ビット 0 

PPVS 

説   明 

0 内蔵の書き込みプログラムを選択しません。 （初期値）

［クリア条件］転送が終了するとクリアされます。 

1 内蔵の書き込みプログラムを選択します。 
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(3) フラッシュイレースコードセレクトレジスタ（FECS） 

FECSは、消去関係の内蔵プログラムのダウンロードを選択するレジスタです。 
 

7

－

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

－

0

R

0

EPVB

0

R/W

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 7～1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：イレースパルスベリファイブロック（EPVB） 

消去プログラムを選択します。 
 

ビット 0 

EPVB 

説   明 

0 内蔵の消去プログラムを選択しません。 （初期値）

［クリア条件］転送が終了するとクリアされます。 

1 内蔵の消去プログラムを選択します。 

 

(4) フラッシュキーコードレジスタ（FKEY） 

FKEYは、内蔵プログラムのダウンロードとフラッシュメモリの書き込み／消去を許可するソフトウェアプロテクトの
レジスタです。内蔵プログラムのダウンロード実施のための SCOビットへの 1書き込み前、およびダウンロードした書
き込み／消去プログラム実行前に、キーコードを書き込まないとそれぞれの処理が実行できません。 

 
7

K7
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R/W
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R/W
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K5
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K4

0
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0
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R/W
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0

R/W

1

K1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 7～0：キーコード（K7～K0） 

H'A5を書き込んだ場合にのみ、SCOビットの書き込みが有効になります。H'A5以外の値が FKEYレジスタに書かれ
ている場合、SCOビットに 1を書き込むことができないため、内蔵 RAMへのダウンロードができません。 

H'5Aを書き込んだ場合のみ、フラッシュメモリの書き込み／消去が可能になります。内蔵の書き込み／消去プログラ
ムを実行しても、H'5A以外の値が FKEYレジスタに書かれている場合はフラッシュメモリの書き込み／消去はできませ
ん。 

 
ビット 7～0 

K7～K0 

説   明 

H'A5 SCOビットの書き込みを許可します。（H'A5以外では SCOビットのセットはできません） 

H'5A 書き込み／消去を許可します。（H'5A以外ではソフトウェアプロテクト状態） 

H'00 初期値 
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(5) フラッシュマットセレクトレジスタ（FMATS） 

FMATSは、ユーザマット／ユーザブートマットのどちらを選択するかを指定するレジスタです。 
 

7

MS7

0

1

R/W

6

MS6

0

0

R/W

5

MS5

0

1

R/W

4

MS4

0

0

R/W

3

MS3

0

1

R/W

0

MS0

0

0

R/W

（ユーザブートモード以外の場合）

（ユーザブートモードの場合）

2

MS2

0

0

R/W

1

MS1

0

1

R/W

ビット

初期値

初期値

R/W

：

：

：

：  
 

ビット 7～0：マットセレクト（MS7～MS0） 

H'AA以外の場合はユーザマット選択状態、H'AAが書かれている状態はユーザブートマット選択状態です。 
内蔵 RAM上での命令で FMATSに値を書き込むことによりマット切り替えが発生します。 
マット切り替えは、必ず「24.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え」に従ってください。 
（ユーザプログラムモードでのユーザブートマットの書き換えは、FMATSでユーザブートマットを選択してもできま

せん。ユーザブートマットの書き換えは、ブートモードかライタモードで実施してください） 
 

ビット 7～0 

MS7～MS0 

説   明 

H'AA ユーザブートマットを選択します。（H'AA以外ではユーザマット選択状態となります） 

ユーザブートモードで起動した場合の初期値です。 

H'00 ユーザブートモード以外で起動した場合の初期値です。（ユーザマット選択状態です） 

【注】 ［書き込み可能条件］内蔵 RAM上での実行状態であること 

 

(6) フラッシュトランスファデスティネーションアドレスレジスタ（FTDAR） 

FTDARは、内蔵プログラムのダウンロード先の内蔵 RAM上のアドレスを指定するレジスタです。 
FCCSレジスタの SCOビットに 1を書き込む前に、本レジスタの設定を行ってください。初期値は H'00で、内蔵 RAM

の先頭アドレス（H'FFFF0000）を示しています。 
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：
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ビット 7：トランスファデスティネーションアドレス設定エラー（TDER） 

ビット 6～0（TDA6～TDA0）で指定するダウンロード先頭アドレス指定にエラーがあった場合、1がセットされます。
アドレス指定のエラー判定は、FCCSレジスタの SCOビットを 1にして、ダウンロード処理が実行されたときに、TDA6
～TDA0の値が H'00～H'05の範囲にあるかどうかを判定します。SCOビットを 1に設定する前に、FTDARレジスタの値
を本ビットの値を 0にすることも含めて、H'00～H'05の範囲に設定してください。 

 
ビット 7 

TDER 

説明（ダウンロード後の戻り値） 

0 TDA6～TDA0の設定は、正常値 （初期値）

1 TDER、TDA6～TDA0の設定値が H'06～H'FFであり、ダウンロードは中断したことを示します。 

 



24. ROM（SH7058SF） 

Rev.5.00  2010.02.23  24-14 
RJJ09B0181-0500 

 

ビット 6～0：トランスファデスティネーションアドレス（TDA6～TDA0） 

ダウンロード先頭アドレスを指定します。設定可能な値は H'00～H'05で、2KB単位で内蔵 RAM上のダウンロード先
頭アドレスを指定できます。 

H'06～H'7Fの値を設定しないでください。この値が設定された場合、ダウンロード処理において、本レジスタのビッ
ト 7：TDERを 1に設定し、内蔵プログラムのダウンロードは実行されません。 

 
ビット 6～0 

TDA6～TDA0 

説   明 

H'00 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF0000に設定 （初期値）

H'01 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF0800に設定 

H'02 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF1000に設定 

H'03 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF1800に設定 

H'04 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF2000に設定 

H'05 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFF2800に設定 

H'06～H'7F 設定しないでください。設定された場合、ダウンロードにおいてビット 7：TDERが 1になり、ダウ
ンロード処理は中断されます。 

 

24.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ 
書き込み／消去インタフェースパラメータは、ダウンロードした内蔵プログラムに対して動作周波数、ユーザブラン

チ先アドレス、書き込みデータの格納場所、書き込み先アドレス、消去ブロックなどの指定および処理結果をやりとりす
るものです。このパラメータは、CPUの汎用レジスタ（R4、R5と R0）や内蔵 RAM領域を使用します。パワーオンリセ
ット、ハードウェアスタンバイ／ソフトウェアスタンバイでの初期値は不定です。 
ダウンロードではすべての CPUのレジスタは保存され、初期化、内蔵プログラム実行では、R0以外の CPUのレジス

タが保存されます。R0は、処理結果の戻り値が記入されます。レジスタの保存やワーク領域としてスタック領域を使用
しますので、処理開始においてはスタック領域の確保をお願いします。（使用スタック領域サイズは、最大 128バイトで
す） 
書き込み／消去インタフェースパラメータは、次の 4項目で使用します。 
（1） ダウンロード制御 
（2） 書き込み／消去実行前の初期化実行 
（3） 書き込み実行 
（4） 消去実行 
それぞれごとに使用するパラメータは異なります。対応表を、表 24.6に示します。 
ここで、FPFRパラメータは初期化処理、書き込み処理、消去処理において処理結果が戻されますが、処理内容により

ビットの意味が異なります。各処理ごとの FPFR説明の部分をご覧ください。 

表 24.6 使用パラメータと対象モード 
パラメータ名 略称 ダウン

ロード
初期化 書き 

込み 
消去 R/W 初期値 割り当て 

ダウンロードパス・フェイルリ
ザルト 

DPFR ○ ― ― ― R/W 不定 内蔵 RAM* 

フラッシュパス・フェイル 
リザルト 

FPFR ― ○ ○ ○ R/W 不定 CPUの R0 

フラッシュプログラム 
イレース周波数コントロール 

FPEFEQ ― ○ ― ― R/W 不定 CPUの R4 

フラッシュユーザブランチ 
アドレスセット 

FUBRA ― ○ ― ― R/W 不定 CPUの R5 

フラッシュマルチパーパス 
アドレスエリア 

FMPAR ― ― ○ ― R/W 不定 CPUの R5 

フラッシュマルチパーパス 
データデスティネーション 
エリア 

FMPDR ― ― ○ ― R/W 不定 CPUの R4 

フラッシュイレースブロックセ
レクト 

FEBS ― ― ― ○ R/W 不定 CPUの R4 

【注】 * FTDARレジスタで指定したダウンロード先の先頭アドレス 1バイト 
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(1) ダウンロード制御 

内蔵プログラムのダウンロードは、SCOビットを 1にセットすることで自動的に行われます。ダウンロードされる内
蔵 RAMの領域は、FTDARレジスタで指定した先頭アドレスから 3KB分の領域です。内蔵 RAMのアドレスマップにつ
いては、図 24.10を参照してください。 
ダウンロード制御は先述の書き込み／消去インタフェースレジスタで設定し、戻り値は DPFRパラメータで渡されま

す。 
 

ダウンロードパスフェイルリザルトパラメータ（DPFR：FTDARレジスタで指定した内蔵 RAMの先頭アドレス 1バイ
ト） 

ダウンロード結果の戻り値です。ダウンロードが実行できたかどうかは、本パラメータの値で判断してください。SCO
ビットを 1にできたかの確認ができないため、ダウンロード開始前（SCOビットを 1にセットする前）に、FTDARレジ
スタで指定した内蔵 RAMの先頭アドレスの 1バイトをダウンロードの戻り値以外（H'FFなど）にして、確実な判断がで
きるようにしてください。ダウンロード結果のチェック方法については「24.5.2（2.5）」項もご覧ください。 

 
7

0

6

0

5

0

4

0

3

0

0

SF

2

SS

1

FK

ビット：

 
 

ビット 7～3：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 2：ソースセレクトエラー検出ビット（SS） 

1回の操作では、ダウンロード可能な内蔵プログラムは 1種類のみ指定できます。2種類以上の選択を行った場合、選
択されていない場合、およびマッピングされていない選択の場合にはエラーとなります。 

 
ビット 2 

SS 

説   明 

0 ダウンロードプログラムの選択は正常 

1 ダウンロードエラー発生（多重選択または、マッピングされていない選択が行われた） 

 

ビット 1：フラッシュキーレジスタエラー検出ビット（FK） 

FKEYレジスタの値が、H'A5であるかどうかをチェックした結果を返すビットです。 
 

ビット 1 

FK 

説   明 

0 FKEYレジスタの設定値は正常（FKEY＝H'A5） 

1 FKEYレジスタの設定値エラー（FKEYは、H'A5以外の値） 

 

ビット 0：サクセス／フェイルビット（SF） 

ダウンロードが正常に終了したかどうかを戻すビットです。 
 

ビット 0 

SF 

説   明 

0 ダウンロードは正常終了（エラーなし） 

1 ダウンロードが異常終了（エラーが発生している） 
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(2) 書き込み／消去の初期化 

ダウンロードされる書き込み／消去の内蔵プログラムには、初期化プログラムも含まれています。 
書き込み／消去では決められた時間幅のウェイトループを CPU命令で構成しています。このため、CPUの動作周波数

を設定する必要があります。また、ユーザブランチ機能をサポートしていますので、ユーザブランチ先アドレスの設定も
必要です。 
これらの設定をダウンロードした書き込み／消去プログラムのパラメータとして設定するのが初期化プログラムです。 
 

（2.1） フラッシュプログラムイレース周波数コントロールパラメータ（FPEFEQ：CPUの汎用レジスタ R4） 

CPUの動作周波数を設定するパラメータです。 
本 LSIの動作周波数範囲は、「29.3.2 クロックタイミング」をご覧ください。 
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ビット 31～16：未使用ビット 

値 0を設定してください。 
 

ビット 15～0：周波数設定ビット（F15～F0） 

CPUの動作周波数を設定します。設定値は以下のように算出してください。 
① MHz単位で表現した動作周波数を小数点第3位で四捨五入し、小数点第2位までとする。 
② 100倍した値を2進数に変換し、FPEFEQパラメータ（汎用レジスタR4）に書き込む。 

具体例として、CPUの動作周波数が28.882MHzの場合には、以下のようになります。 
③ 28.882の小数点第3位を四捨五入し、28.88。 
④ 28.88×100＝2888を2進数変換し、b'0000,1011,0100,1000（H'0B48）をR4に設定。 
 

（2.2） フラッシュユーザブランチアドレスセットパラメータ（FUBRA：CPUの汎用レジスタ R5） 

ユーザブランチ先のアドレスを設定するパラメータです。書き込み／消去実行時のある決まった処理単位ごとに、設
定したユーザプログラムを実行することができます。 
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15

UA15

14

UA14

13

UA13

12

UA12

11

UA11

8

UA8

10

UA10

9

UA9

ビット：

7

UA7

6

UA6

5

UA5

4

UA4

3

UA3

0

UA0

2

UA2

1

UA1

ビット：
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ビット 31～0：ユーザブランチ先アドレス（UA31～UA0） 

ユーザブランチが必要ない場合には、0番地（H'00000000）を設定してください。 
ユーザブランチ先は、内蔵フラッシュメモリ以外または内蔵プログラムが転送されている RAM領域以外または外部バ

ス空間としてください。 
実行コードのない領域にブランチして暴走しないように注意し、内蔵プログラムのダウンロード領域やスタック領域

を破壊しないようにしてください。暴走やダウンロード領域／スタック領域の破壊が発生した場合フラッシュメモリの値
の保証ができません。 
ユーザブランチ先の処理では、内蔵プログラムのダウンロード、初期化、書き込み／消去プログラムを起動しないで

ください。ユーザブランチ先から復帰時の書き込み／消去の保証ができません。また、すでに準備していた書き込みデー
タを書き換えないでください。 
汎用レジスタ R8から R15とコントロールレジスタ GBRは保存してください。汎用レジスタ R0から R7は保存せずに

使うことができます。 
さらに、ユーザブランチ先の処理で書き込み／消去インタフェースレジスタの書き換えや、RAMエミュレーションモ

ードへの遷移を行わないでください。 
ユーザブランチ処理終了後は、RTS命令で書き込み／消去プログラムに戻ってください。 
ユーザブランチ処理の実行間隔については「24.8.3（2）ユーザブランチ処理の間隔」をご覧ください。 

 

（2.3） フラッシュパスフェイルリザルトパラメータ（FPFR：CPUの汎用レジスタ R0） 

ここでは初期化処理結果の戻り値としての FPFRについて説明します。 
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ビット 31～3：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 2：ユーザブランチエラー検出ビット（BR） 

指定されたユーザブランチ先アドレスが、ダウンロードされている書き込み／消去関係プログラムの格納領域以外で
あるかをチェックした結果を戻します。 

 
ビット 2 

BR 

説   明 

0 ユーザブランチアドレス設定は正常値 

1 ユーザブランチアドレス設定が異常値 

ビット 1：周波数エラー検出ビット（FQ） 

指定された CPU動作周波数が、サポートしている動作周波数の範囲にあるかをチェックした結果を戻します。 
 

ビット 1 

FQ 

説   明 

0 動作周波数の設定は正常値 

1 動作周波数の設定が異常値 
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ビット 0：サクセス／フェイルビット（SF） 

初期化が正常に終了したかどうかを戻すビットです。 
 

ビット 0 

SF 

説   明 

0 初期化は正常終了（エラーなし） 

1 初期化が異常終了（エラーが発生している） 

 

(3) 書き込み実行 

フラッシュメモリへの書き込み実行においては、ユーザマット上の書き込み先アドレスと書き込みデータをダウンロ
ードした書き込みプログラムに渡すことが必要です。 
① ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスを汎用レジスタR5に設定してください。このパラメータをFMPAR

（フラッシュマルチパーパスアドレスエリアパラメータ）と呼びます。 
書き込みデータは常に128バイト単位ですので、ユーザマット上の書き込み先頭アドレスの境界はアドレスの下
位8ビット（A7～A0）が、H'00またはH'80のいずれかとしてください。 

② ユーザマットへの書き込みデータを連続領域に準備してください。書き込みデータはCPUのMOV.B命令でアクセ
ス可能な連続空間で、内蔵フラッシュメモリ空間以外としてください。 
書き込みたいデータが128バイトに満たない場合でも、ダミーコード（H'FF）を埋め込んで128バイトの書き込み
データを準備してください。 
準備した書き込みデータが格納されている領域の先頭アドレスを、汎用レジスタR4に設定してください。このパ
ラメータをFMPDR（フラッシュマルチパーパスデータデスティネーションエリアパラメータ）と呼びます。 

書き込み処理のための手続きの詳細については、「24.5.2 ユーザプログラムモード」で述べます。 
 

（3.1） フラッシュマルチパーパスアドレスエリアパラメータ（FMPAR：CPUの汎用レジスタ R5） 

ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスを設定します。 
フラッシュメモリ空間以外のアドレスが設定されている場合、エラーとなります。 
また、書き込み先の先頭アドレスは 128バイト境界である必要があります。この境界条件になっていない場合も、エ

ラーとなります。これらのエラーは FPFRパラメータのビット 1：WAビットに反映されます。 
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ビット 31～0：MOA31～MOA0 

ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスを格納します。ここで指定されたユーザマットの先頭アドレスから連続
128バイトの書き込みが行われます。よって、指定する書き込み先の先頭アドレスは128バイト境界となり、MOA6～MOA0
は常に 0になります。 

 

（3.2） フラッシュマルチパーパスデータデスティネーションエリアパラメータ（FMPDR： CPUの汎用レジスタ R4） 

ユーザマットに書き込むデータが格納されている領域の先頭アドレスを設定します。書き込みデータの格納先がフラ
ッシュメモリ内の場合には、エラーとなります。このエラーは、FPFRパラメータのビット 2：WDビットに反映されま
す。 
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ビット 31～0：MOD31～MOD0 

ユーザマットへの書き込みデータが格納されている領域の先頭アドレスを格納します。ここで指定された先頭アドレ
スから連続 128バイトのデータが、ユーザマットに書き込まれます。 

 

（3.3） フラッシュパスフェイルパラメータ（FPFR：CPUの汎用レジスタ R0） 

ここでは書き込み処理結果の戻り値としての FPFRについて説明します。 
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ビット 31～7：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 6：書き込みモード関連設定エラー検出ビット（MD） 

FWE端子への入力値がハイレベルであることと、エラープロテクト状態でないことのチェック結果を返します。 
FWE端子がローレベルであったり、エラープロテクト状態になっている場合、1が書き込まれます。これらの状態は、

FCCSレジスタのビット 7：FWEや、ビット 4：FLERの各ビットで確認できます。なお、エラープロテクト状態への遷
移条件につきましては、「24.6.3 エラープロテクト」を参照してください。 

 
ビット 6 

MD 

説   明 

0 FWE、FLER状態は正常（FWE=1、FLER=0） 

1 FWE=0、または FLER=1であり、書き込みできない状態 
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ビット 5：書き込み実行時エラー検出ビット（EE） 

ユーザマットが消去されていないために、指定データを書き込めなかったり、ユーザブランチ処理から戻った時点で、
フラッシュ関連レジスタの一部が書き換えられている場合に、本ビットには 1が返されます。 
これらが原因で、本ビットが 1になった場合、ユーザマットは途中まで書き換えられている可能性が高いため、エラ

ーになる原因を取り除いた後、消去から実施しなおしてください。 
また、FMATSレジスタの値が H'AAとなっており、ユーザブートマット選択状態のときに書き込みを実施しても、書

き込み実行時エラーとなります。この場合は、ユーザマット／ユーザブートマットともに、書き換えられてはいません。 
ユーザブートマットの書き込みは、ブートモードまたはライタモードで実施してください。 
 

ビット 5 

EE 

説   明 

0 書き込み処理は正常終了 

1 書き込み処理が異常終了（書き込み結果は保証できない） 

 

ビット 4：フラッシュキーレジスタエラー検出ビット（FK） 

書き込み処理開始前に FKEYレジスタの値をチェックした結果を戻します。 
 

ビット 4 

FK 

説   明 

0 FKEYレジスタの設定値は正常（FKEY＝H'5A） 

1 FKEYレジスタの設定値エラー（FKEYは、H'5A以外の値） 

 

ビット 3：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 2：ライトデータアドレスエラー検出ビット（WD） 

書き込みデータの格納先の先頭アドレスとして、フラッシュメモリ領域のアドレスが指定された場合にはエラーとな
ります。 

 
ビット 2 

WD 

説   明 

0 書き込みデータアドレス設定は正常値 

1 書き込みデータアドレス設定が異常値 

 

ビット 1：ライトアドレスエラー検出ビット（WA） 

書き込み先の先頭アドレスとして、以下が指定された場合にはエラーとなります。 
① フラッシュメモリの領域以外が書き込み先アドレスとして指定された場合 
② 指定されたアドレスが、128バイト境界でない（A6～A0が0でない）場合 
 

ビット 1 

WA 

説   明 

0 書き込み先アドレスの設定は正常値 

1 書き込み先アドレスの設定が異常値 

 

ビット 0：サクセス／フェイルビット（SF） 

書き込み処理が正常に終了したかどうかを戻すビットです。 
 

ビット 0 

SF 

説   明 

0 正常終了（エラーなし） 

1 異常終了（エラーが発生している） 



24. ROM（SH7058SF） 

Rev.5.00  2010.02.23  24-21 
RJJ09B0181-0500 

 

(4) 消去実行 

フラッシュメモリの消去実行においては、ユーザマット上の消去ブロック番号をダウンロードした消去プログラムに
渡すことが必要です。これを、FEBSパラメータ（汎用レジスタ R4）に設定します。 

0～15のブロック番号から 1ブロックを指定します。 
消去処理のための手続きの詳細については、「24.5.2 ユーザプログラムモード」で述べます。 
 

（4.1） フラッシュイレースブロックセレクトパラメータ（FEBS：CPUの汎用レジスタ R4） 

消去ブロック番号を指定します。複数のブロック番号の指定はできません。 
 

31

0

30

0

29

0

28

0

27

0

24

0

26

0

25

0

ビット：

23

0

22

0

21

0

20

0

19

0

16

0

18

0

17

0

ビット：

15

0

14

0

13

0

12

0

11

0

8

0

10

0

9

0

ビット：

7

EBS7

6

EBS6

5

EBS5

4

EBS4

3

EBS3

0

EBS0

2

EBS2

1

EBS1

ビット：

 
 

ビット 31～8：未使用ビット 

値 0を設定してください。 
 

ビット 7～0：イレースブロック（EBS7～EBS0） 

0～15の範囲で消去ブロック番号を設定します。0は EB0ブロック、15は EB15ブロックに対応します。0～15（H'00
～H'0F）以外の設定ではエラーになります。 

 

（4.2） フラッシュパスフェイルリザルトパラメータ（FPFR：CPUの汎用レジスタ R0） 

ここでは消去処理結果の戻り値としての FPFRについて説明します。 
 

31

0

30

0

29

0

28

0

27

0

24

0

26

0

25

0

ビット：

23

0

22

0

21

0

20

0

19

0

16

0

18

0

17

0

ビット：

15

0

14

0

13

0

12

0

11

0

8

0

10

0

9

0

ビット：

7

0

6

MD

5

EE

4

FK

3

EB

0

SF

2

0

1

0

ビット：

 
 

ビット 31～7：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
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ビット 6：消去モード関連設定エラー検出ビット（MD） 

FWE端子への入力値がハイレベルであることと、エラープロテクト状態でないことのチェック結果を返します。 
FWE端子がローレベルであったり、エラープロテクト状態になっている場合、1が書き込まれます。これらの状態は、

FCCSレジスタのビット 7：FWEや、ビット 4：FLERの各ビットで確認できます。なお、エラープロテクト状態への遷
移条件につきましては、「24.6.3 エラープロテクト」を参照してください。 

 
ビット 6 

MD 

説   明 

0 FWE、FLER状態は正常（FWE=1、FLER=0） 

1 FWE=0、または FLER=1であり、消去できない状態 

 

ビット 5：消去実行時エラー検出ビット（EE） 

ユーザマットの消去ができなかったり、ユーザブランチ処理から戻った時点で、フラッシュ関連レジスタの一部が書
き換えられている場合に、本ビットには 1が返されます。 
これらが原因で、本ビットが 1になった場合、ユーザマットは途中まで消去されている可能性が高いため、エラーに

なる原因を取り除いた後、再度消去を実施しなおしてください。 
また、FMATSレジスタの値が H'AAとなっており、ユーザブートマット選択状態のときに消去を実施しても、消去実

行時エラーとなります。この場合は、ユーザマット／ユーザブートマットともに、消去されてはいません。 
ユーザブートマットの消去は、ブートモードまたはライタモードで実施してください。 
 

ビット 5 

EE 

説   明 

0 消去処理は正常終了 

1 消去処理が異常終了（消去結果は保証できない） 

 

ビット 4：フラッシュキーレジスタエラー検出ビット（FK） 

消去処理開始前に FKEYレジスタの値をチェックした結果を戻します。 
 

ビット 4 

FK 

説   明 

0 FKEYレジスタの設定値は正常（FKEY＝H'5A） 

1 FKEYレジスタの設定値エラー（FKEYは、H'5A以外の値） 

 

ビット 3：イレースブロックセレクトエラー検出ビット（EB） 

指定された消去ブロック番号が、ユーザマットのブロック範囲内であるかのチェック結果です。 
 

ビット 3 

EB 

説   明 

0 消去ブロック番号の設定は正常値 

1 消去ブロック番号の設定が異常値 

 

ビット 2～1：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 0：サクセス／フェイルビット（SF） 

消去処理が正常に終了したかどうかを戻すビットです。 
 

ビット 0 

SF 

説   明 

0 正常終了（エラーなし） 

1 異常終了（エラーが発生している） 
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24.4.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 
ユーザマットのリアルタイムな書き換えをエミュレートするときに、内蔵 RAMの一部と重ね合わせるユーザマットの

エリアを設定するレジスタです。パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードまたはソフトウェアスタンバイモ
ードのときに H'0000に初期化されます。RAMエミュレーションはユーザモード、ユーザプログラムモードで行ってくだ
さい。 
ユーザマットエリアの分割法は、表 24.7を参照してください。なお、エミュレーション機能を確実に動作させるため

に、本レジスタの書き換え直後に RAMエミュレーションの対象マットをアクセスしないでください。直後にアクセスし
た場合には正常なアクセスは保証されません。 

 
15

－

0

R

14

－

0

R

13

－

0

R
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－

0

R

11

－

0

R

8

－

0

R

10

－

0

R

9

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

－

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

RAMS

0

R/W

0

RAM0

0

R/W

2

RAM2

0

R/W

1

RAM1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 15～4：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 3：RAMセレクト（RAMS） 

RAMによるユーザマットのエミュレーション選択／非選択を設定するビットです。RAMS＝1のときは、ユーザマッ
ト全ブロックが書き込み／消去プロテクト状態となります。 

 
ビット 3 

RAMS 

説   明 

0 エミュレーション非選択 （初期値）

ユーザマット全ブロックの書き込み／消去プロテクト無効 

1 エミュレーション選択 

ユーザマット全ブロックの書き込み／消去プロテクト有効 

 

ビット 2、1、0：ユーザマットエリア選択 

ビット 3と共に使用し、内蔵 RAMと重ね合わせるユーザマットのエリアを選択します。（表 24.7参照） 

表 24.7 RAMエリアとユーザマットエリアの重ね合わせ 
RAMエリア ブロック名 RAMS RAM2 RAM1 RAM0 

H'FFFF0000～H'FFFF0FFF RAMエリア 4KB 0 * * * 

H'00000000～H'00000FFF EB0（4KB） 1 0 0 0 

H'00001000～H'00001FFF EB1（4KB） 1 0 0 1 

H'00002000～H'00002FFF EB2（4KB） 1 0 1 0 

H'00003000～H'00003FFF EB3（4KB） 1 0 1 1 

H'00004000～H'00004FFF EB4（4KB） 1 1 0 0 

H'00005000～H'00005FFF EB5（4KB） 1 1 0 1 

H'00006000～H'00006FFF EB6（4KB） 1 1 1 0 

H'00007000～H'00007FFF EB7（4KB） 1 1 1 1 

【記号説明】 *：Don't care 
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24.5 オンボードプログラミングモード 
オンボードプログラミングモードに端子を設定しリセットスタートすると、内蔵フラッシュメモリへの書き込み／消

去を行うことができるオンボードプログラミング状態へ遷移します。オンボードプログラミングモードにはユーザプログ
ラミングモードとユーザブートモード、ブートモードの 3種類の動作モードがあります。 
各モードへ遷移する端子の設定方法は、表 24.1をご覧ください。また、フラッシュメモリに対する各モードへの状態

遷移図は図 24.2を参照してください。 

24.5.1 ブートモード 
ブートモードは、内蔵の SCIを使用してホストから制御コマンドや書き込みデータを送信する方式でユーザマットや

ユーザブートマットへの書き込み／消去を実行するモードです。ホスト上に制御コマンドを送信するためのツールと書き
込みデータを準備しておく必要があります。使用する SCI通信モードは調歩同期式モードに設定されています。本 LSI
の端子をブートモードに設定後、リセットスタートするとあらかじめマイコン内部に組み込まれているブートプログラム
を起動し、SCIビットレートの自動調整実施後、制御コマンド方式でホストとの通信を行います。 
ブートモードが使用する RAM容量は H'FFFF0000番地から 3Kバイトと、H'FFFFB000番地からの 4Kバイト、またス

タックとして使用する H'FFFFBF80～H'FFFFBFFF番地の 128バイト分です。 
図 24.6にブートモード時のシステム構成図を示します。なお、ブートモードの端子設定は表 24.1をご覧ください。ブ

ートモードでの NMIおよびその他の割り込みは無視されますが、発生させないようにしてください。また、ブートモー
ド動作中は AUDは使用できませんのでご注意ください。 

 

ホスト

ブート書き込み
ツールおよび
書き込みデータ

制御コマンド
解析実行ソフト
（内蔵）

フラッシュ
メモリ

内蔵RAM内蔵SCI1

RxD1

TxD1

本LSI

制御コマンド、書き込みデータ

返信レスポンス

 
図 24.6 ブートモード時のシステム構成図 
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(1) ホストの SCIインタフェース設定 

ブートモードが起動すると、本 LSIはホストより連続送信される調歩同期式 SCI通信のデータ（H'00）の Low期間を
測定します。このときの SCI送信／受信フォーマットは「8ビットデータ、1ストップビット、パリティなし」に設定し
てください。本 LSIは、測定した Low期間よりホストの送信するビットレートを計算し、ビット調整終了合図（H'00を
1バイト）をホストへ送信します。ホストは、この調整終了合図（H'00）を正常に受信したことを確認し、本 LSIへ H'55
を 1バイト送信してください。受信が正常に行われなかった場合は、再度ブートモードを起動し（リセット）、上述の操
作を行ってください。ホストが送信するビットレート、および本 LSIのシステムクロックの周波数によってホストと本
LSIのビットレートに誤差が生じます。正常に SCIを動作させるために、ホストの転送ビットレートを 9,600bpsまたは
19,200bpsに設定してください。 
ホストの転送ビットレートと本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周波数を表 24.8に

示します。このシステムクロックの範囲内でブートモードを起動してください。 
 

START
BIT

STOP
BIT

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

Low期間（9ビット分）を測定（データH'00） 1ビット以上
のHigh期間

 
図 24.7 SCIビットレートの自動合わせ込み動作 

表 24.8 本 LSIの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周波数 
ホストのビットレート 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能な 

システムクロックの周波数 

9,600bps 40～80MHz（入力周波数 5～10MHz） 

19,200bps 40～80MHz（入力周波数 5～10MHz） 

 

(2) 状態遷移図 

ブートモード起動後の、状態遷移図の概要を図 24.8に示します。ブートモードについての詳細は、「24.10.1 ブート
モードの標準シリアル通信インタフェース仕様」をご覧ください。 
① ビットレート合わせ込み 

ブートモード起動後、ホストとのSCIインタフェースのビットレート合わせ込みを行います。 
② 問い合わせ設定コマンド待ち 

ユーザマットサイズ、ユーザマット構成、マット先頭アドレス、サポート状況などの問い合わせに対して、必要
情報をホストに送信します。 

③ 全ユーザマットおよびユーザブートマットの自動消去 
問い合わせ設定が完了し、書き込み消去ステータス遷移コマンドを送信すると、すべてのユーザマットとユーザ
ブートマットを自動消去します。 

④ 書き込み／消去コマンド待ち 
• 「書き込み選択コマンド」を受信すると、書き込みデータ待ち状態に遷移します。書き込みコマンドに続けて書
き込み先頭アドレス、書き込みデータを送信してください。書き込み終了時は、書き込み先頭アドレスを
H'FFFFFFFFと設定して送信してください。これにより書き込みデータ待ち状態から、書き込み／消去コマンド
待ち状態に戻ります。 

• 「消去選択コマンド」を受信すると、消去ブロックデータ待ち状態に遷移します。消去コマンドに続けて消去ブ
ロック番号を送信してください。消去終了時は、消去ブロック番号を H'FFと設定して送信してください。これ
により消去ブロックデータ待ち状態から、書き込み／消去コマンド待ち状態に戻ります。なお、消去の実行はブ
ートモードでいったん書き込んだ後に、リセットスタートせずに特定のブロックのみを書き換える場合に使用し
てください。1回の操作で書き込みができる場合には、書き込み／消去／他コマンド待ち状態に遷移する前に全
ブロックの消去が行われていますので、本消去操作は必要ありません。 

• 書き込み／消去以外に、ユーザマット／ユーザブートマットのチェックサム、ユーザマット／ユーザブートマッ
トのブランクチェック（消去チェック）、ユーザマット／ユーザブートマットのメモリリード、および現在のス
テータス情報の取得のコマンドがあります。 
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ユーザマット／ユーザブートマットのメモリ読み出しは、すべてのユーザマット／ユーザブートマットを自動消去し
た後に書き込んだデータについての読み出ししかできませんので、ご注意ください。 
 

ブートモード起動
（ブートモードでリセット）

全ユーザマットおよび
全ユーザブートマット
の消去実行

ビットレート
合わせ込み

問い合わせ設定
コマンド待ち

書き込み／消去
コマンド待ち

問い合わせ設定
コマンド処理実行

リード／チェック等
コマンド処理実行

消去ブロックデータ待ち

書き込みデータ待ち

書き込みデータ送信

消去ブロック指定

問い合わせコマンド受信

問い合わせコマンド応答

リード／チェックなどの
コマンド受信

コマンド応答

書き込み終了 書き込み選択コマンド受信

消去終了
消去選択コマンド受信

①

②

③

④

（ビットレート合わせ込み）
H'00,..,H'00受信

H'55受信

 
図 24.8 ブートモードの状態遷移の概略図 
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24.5.2 ユーザプログラムモード 
ユーザプログラムモードでは、ユーザマットの書き込み／消去ができます。（ユーザブートマットの書き込み／消去

はできません。） 
あらかじめマイコン内に内蔵されているプログラムをダウンロードして書き込み／消去を実施します。 
概略フローを図 24.9に示します。 
なお、書き込み／消去処理中はフラッシュメモリ内部には高電圧が印加されていますので、書き込み／消去処理中に

はリセット、ハードウェアスタンバイへの遷移は行わないようにしてください。フラッシュメモリにダメージを与え破壊
する可能性があります。誤って、リセットしてしまった場合は、100μsの通常より長いリセット入力期間のあとにリセ
ットリリースしてください。 
書き込み手順につきましては、後述「（2）ユーザプログラムモードでの書き込み手順」を、消去手順につきましては

「（3）ユーザプログラムモードでの消去手順」をご覧ください。 
また、FTDARレジスタを使用して、書き込み／消去プログラムを別々の内蔵 RAM領域にダウンロードして、消去と

書き込みをくり返す処理についての概略を「（4）ユーザプログラムモードでの消去／書き込み手順」で説明します。 
 

書き込み／消去開始

書き込み／消去終了

書き込みの場合は、
書き込みデータ準備

FWE=1 ?

書き込み／消去手続き
プログラムを内蔵RAM
上に転送し、実行

（1）RAMエミュレーションモードは、事前に解除してください。 
エミュレーションモードではダウンロードできません。

（2）エミュレーションで書き込みデータを作成する場合は、
FTDARレジスタでダウンロード先を変更してください。

 初期状態のFTDAR（H'00）では、ダウンロード領域とエミュ
レーション領域は重複しますので、ご注意ください。

（3）FWE端子にハイレベルを入力することで、FWEビットを１に
します。

（4）書き込み／消去は内蔵RAM上でしか実行できません。
 ただし、書き込みデータは連続した領域で、SRAM/ROMのよ

うにCPUのMOV.B命令でアクセスできるものなら外部空間に
あってもかまいません。

（5）書き込み／消去終了後は、FWE端子にローレベルを入力し、
プロテクトしてください。

Yes

No

 

図 24.9 書き込み／消去概略フロー 
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(1) 書き込み／消去実行時の内蔵 RAMのアドレスマップ 

ダウンロードの要求、書き込み／消去の手順、結果の判定などのユーザで作成してもらう手続きプログラムの一部は
必ず内蔵 RAM上で実行する必要があります。また、ダウンロードされる内蔵プログラムはすべて内蔵 RAM上に存在し
ます。これらが重複することのないように、内蔵 RAM上の領域管理に気を付けてください。 
図 24.10にダウンロードされるプログラムの領域を示します。 
 

RAMTOP（H'FFFF0000）　

RAMEND（H'FFFFBFFF）　

FTDAR指定のアドレス

FTDAR指定+16番地

FTDAR指定+32番地

FTDAR指定+3072番地

システム領域
（15バイト）

書き込み／消去の
エントリー

初期化処理の
エントリー

初期化＋書き込み
プログラム
または

初期化＋消去
プログラム

ユーザ使用可能領域

書き込み／消去処理を
行う期間は使用できま
せん。

ダウンロード
される領域

（サイズ：3KB）

＜内蔵RAM＞ アドレス

DPFR（戻り値：1バイト）

RAMエミュレーション
領域、またはユーザ
使用可能領域

 
図 24.10 ダウンロード後の内蔵 RAMマップ 
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(2) ユーザプログラムモードでの書き込み手順 

ダウンロード、初期化、書き込みの手順を図 24.11に示します。 
 

書き込み手続き
プログラムの開始

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択と

FTDARのダウンロード先指定

FKEYレジスタに
H'A5を設定

VBRのクリア後、SCO=1に
設定しダウンロード実施

FKEYレジスタを
クリア

FPEFEQ、FUBRA
パラメータの設定

初期化実行
JSR FTDAR指定+32

DPFR=0 ?

FPFR=0 ?

ダウンロードエラー処理

FPFR=0 ?

必要データの
書き込み完了 ?

FKEYレジスタクリア
書き込みエラー処理

初期化エラー処理

1

1

書き込み手続き
プログラムの終了

FKEYレジスタに
H'5Aを設定

FKEYレジスタを
クリア

R4、R5にパラメータ設定
（FMPAR、FMPDR）

書き込み実行
JSR FTDAR指定+16

（2.1）

（2.9）

（2.10）

（2.11）

（2.12）

（2.13）

（2.14）

（2.2）

（2.3）

（2.4）

（2.5）

（2.6）

（2.7）

（2.8）
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ド
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図 24.11 書き込み手順 

書き込み手順の詳細を説明します。手続きプログラムは、書き込み対象のフラッシュメモリ以外で実行してください。
特に、ダウンロードのために FCCSレジスタの SCOビットを 1に設定する部分は、必ず内蔵 RAM上で実行するように
してください。 
ユーザの手続きプログラムのステップごとの実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット、外部空間など）を「24.10.3 

手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
以下の説明は、ユーザマット上の書き込み対象領域は消去されており、書き込みデータも連続領域に準備できている

という前提です。消去ができていない場合は、書き込み前に消去を実施してください。 
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1回の書き込み処理では 128バイトの書き込みを行います。128バイトを超える書き込みを行う場合は、書き込み先ア
ドレス／書き込みデータのパラメータを 128バイト単位で更新して書き込みを繰り返します。 

128バイト未満の書き込みの場合も無効データを埋め込んで 128バイトにそろえる必要があります。埋め込む無効デー
タを H'FFにすると書き込み処理時間を短縮できます。 

 

（2.1） ダウンロードする内蔵プログラムの選択とダウンロード先を指定します。 

FPCSレジスタの PPVSビットを 1に設定すると書き込みプログラムが選択されます。 
書き込み／消去プログラムを複数選択することはできません。複数設定した場合は、ダウンロードの実行は行われず、

DPFRパラメータのソースセレクト検出ビット（SS）にダウンロードエラーが報告されます。 
FTDARレジスタにて、ダウンロード先の先頭アドレスを指定します。 
 

（2.2） FKEYレジスタに H'A5を書き込みます。 

プロテクトのために FKEYレジスタに H'A5を書き込まないとダウンロード要求の SCOビットに 1を書き込むことが
できません。 

 

（2.3） VBRレジスタの 0クリアと、FCCSレジスタの SCOビットに 1を書き込んで、ダウンロードを実行します。 

SCOビットのセットの前に必ず VBRレジスタを H'00000000にクリアしてください。 
SCOビットに 1を書き込むためには、以下の条件がすべて満足されている必要があります。 
① RAMエミュレーションモードが解除されていること。 
② FKEYレジスタにH'A5が書き込まれていること。 
③ SCOビット書き込みが内蔵RAM上で実行されていること。 
SCOビットが 1になると自動的にダウンロードが開始され、ユーザの手続きプログラムに戻ってきた時点では、SCO

＝0にクリアされていますので、ユーザ手続きプログラムでは SCO＝1の確認ができません。 
ダウンロード結果の確認は、DPFRパラメータの戻り値での確認のみとなりますので、SCO＝1にする前に、 DPFRパ

ラメータとなる FTDARで指定した内蔵 RAMの先頭の 1バイトを戻り値以外（H'FFなど）に設定して誤判定の発生を防
いでください。 
ダウンロードの実行においては、マイコン内部処理として以下に示すようなバンク切り替えを伴った特殊な割り込み

処理を行いますので、VBRは 0クリアされている必要があります。また SCO＝1を設定する命令の直後には 8個の NOP
命令を実行してください。 
① ユーザマット空間を内蔵プログラム格納領域に切り替えます。 
② ダウンロードプログラム選択条件と、FTDARでの指定アドレスなどをチェック後、 FTDARで指定された内蔵

RAMへの転送処理を行います。 
③ FPCSレジスタ、FECSレジスタ、FCCSレジスタのSCOビットを0クリアします。 
④ DPFRパラメータに戻り値を設定します。 
⑤ 内蔵プログラム格納領域をユーザマット空間に戻した後、ユーザ手続きプログラムに戻ります。 
ダウンロードが完了し、ユーザ手続きプログラムに戻った後は、VBRの再設定は可能です。 
ダウンロードにおける注意事項について以下に述べます。 
ダウンロード処理では、CPUの汎用レジスタは値が保存されます。 
ダウンロード処理中は、割り込み処理は実行されませんが、NMI、UBC、H-UDIの割り込み要求は保持されています

ので、ユーザ手続きプログラムに戻った時点で、割り込み処理が発生することになります。ダウンロードと割り込みにつ
きましては「24.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み」をご覧ください。 
最大 128バイトのスタック領域を使用しますので、SCO＝1にする前に 128バイト以上のスタック領域を確保しておい

てください。 
ダウンロード中に DMAC、AUDによるアクセスが発生した場合は、動作保証ができませんので、DMAC、AUDによ

るアクセスが発生しないようにご注意ください。 
 

（2.4） プロテクトのために、FKEYレジスタを H'00にクリアします。 
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（2.5） DPFRパラメータの値をチェックしダウンロード結果を確認します。 

ダウンロード結果の確認方法は、以下を推奨いたします。 
① DPFRパラメータ（FTDARで指定したダウンロード先の先頭アドレスの1バイト）の値をチェックします。値が

H'00ならば、ダウンロードは正常に行われています。H'00以外の場合は、以下の手順でダウンロードが行われな
かった原因を調査することができます。 

② DPFRパラメータの値が、ダウンロード実行前に設定した値（H'FFなど）と同じであった場合は、FTDARのダウ
ンロード先アドレス設定の異常が考えられますので、FTDARのビット7：TDERビットを確認してください。 

③ DPFRパラメータの値が、ダウンロード実行前の設定値と異っている場合は、DPFRパラメータのビット2：SSビ
ットや、ビット1：FKビットにて、ダウンロードプログラムの選択やFKEYレジスタ設定が正常であったかの確
認をしてください。 

 

（2.6） 初期化のために FPEFEQと FUBRAパラメータに動作周波数とユーザブランチ先を設定します。 

① FPEFEQパラメータ（汎用レジスタ：R4）に、現在のCPUクロックの周波数を設定します。FPEFEQパラメータ
の設定可能範囲は、「29.3.2 クロックタイミング」をご覧ください。 
この範囲以外の周波数が設定された場合、初期化プログラムのFPFRパラメータにエラーが報告され初期化は行
われません。周波数の設定方法は、「24.4.3（2.1） フラッシュプログラムイレース周波数コントロールパラメ
ータ（FPEFEQ）」の説明をご覧ください。 

② FUBRAパラメータ（汎用レジスタ：R5）に、ユーザブランチ先の先頭アドレスを設定します。 
ユーザブランチ処理が必要ない場合、FUBRAには値0を設定してください。 
ユーザブランチを行う場合、ブランチ先は書き込み対象のフラッシュメモリ以外で実行するようにしてくださ
い。また、ダウンロードされた内蔵プログラムの領域への設定もできません。 
ユーザブランチ処理からはRTS命令で書き込み処理に戻ってください。 
「24.4.3（2.2） フラッシュユーザブランチアドレスセットパラメータ（FUBRA）」の説明をご覧ください。 

 

（2.7） 初期化の実行 

初期化プログラムは書き込みプログラムのダウンロード時にいっしょに内蔵 RAM上にダウンロードされています。
FTDAR設定のダウンロード先頭アドレス＋32バイトからの領域に、初期化プログラムのエントリーポイントがあります
ので、以下のような方法でサブルーチンコールして実行してください。 

 

MOV.L #DLTOP+32,R1 ; エントリーアドレスを R1に設定 

JSR @R1 ; 初期化ルーチンをコール 

NOP 

 
① 初期化プログラムではR0以外の汎用レジスタは保存されます。 
② R0はFPFRパラメータの戻り値です。 
③ 初期化プログラムではスタック領域を使用しますので、128バイト以上のスタック領域をRAM上に確保しておい

てください。 
④ 初期化プログラム実行中の割り込み受け付けは可能です。ただし、内蔵RAM上のプログラム格納領域やスタッ

ク領域、レジスタの値を破壊しないようにしてください。 
 

（2.8） 初期化プログラムの戻り値 FPFR（汎用レジスタ R0）を判定します。 

 

（2.9） FKEYレジスタに H'5Aを設定し、ユーザマットへの書き込みができるようにしてください。 
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（2.10） 書き込みに必要なパラメータの設定を行います。 

ユーザマットの書き込み先の先頭アドレス（FMPAR）を汎用レジスタ R5に、書き込みデータ格納領域の先頭アドレ
ス（FMPDR）を汎用レジスタの R4に設定します。 
① FMPAR設定 

FMPARは書き込み先頭アドレスの指定ですので、ユーザマットエリア以外のアドレスが指定された場合、書き
込みプログラムを実行しても書き込みは実行されず、戻り値パラメータFPFRにはエラーが報告されます。また、
128バイト単位ですので下位8ビット（MOA7～MOA0）が、H'00かH'80の128バイト境界である必要があります。 

 
② FMPDR設定 

書き込みデータの格納先がフラッシュメモリ上の場合、書き込み実行ルーチンを実行しても書き込みは行われ
ず、FPFRパラメータにエラーが報告されます。この場合はいったん内蔵RAMに転送してから書き込むようにし
てください。 

 

（2.11） 書き込み処理の実行 

FTDARで指定したダウンロード先の先頭アドレス＋16バイトからの領域に、書き込みプログラムのエントリー
ポイントがありますので、以下のような方法でサブルーチンコールして実行してください。 

 

MOV.L #DLTOP+16,R1 ; エントリーアドレスを R1に設定 

JSR @R1 ; 書き込みルーチンをコール 

NOP 

 
① 書き込みプログラムではR0以外の汎用レジスタは保存されます。 
② R0はFPFRパラメータの戻り値です。 
③ 書き込みプログラムではスタック領域を使用しますので、128バイト以上のスタック領域をRAM上に確保してお

いてください。 
 

（2.12） 書き込みプログラムの戻り値 FPFR（汎用レジスタ R0）を判定します。 

 

（2.13） 必要データの書き込みが完了したかを判断します。 

128バイトを超えるデータを書き込む場合、128バイト単位で FMPAR、FMPDRの設定更新を行い上記（2.10）～（2.13）
の処理を繰り返します。書き込み先アドレスの 128バイトのインクリメント、書き込みデータポインタの更新を正しく行
ってください。書き込み済みのアドレスへの重複書き込みになると、書き込みエラーになるばかりでなく、フラッシュメ
モリにダメージを与えてしまいます。 
 

（2.14） 書き込みが終了したら FKEYレジスタをクリアして、ソフトウェアプロテクトをかけてください。 

ユーザマットへの書き込み完了直後、パワーオンリセットで再起動する場合は通常より長い 100μs以上のリセット実
施期間（RES＝0の期間）を設けてください。 
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(3) ユーザプログラムモードでの消去手順 

ダウンロード、初期化、消去の手順を図 24.12に示します。 
 

消去手続き
プログラムの開始

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択と

FTDARのダウンロード先指定

FKEYレジスタに
H'A5を設定

VBRのクリア後、SCO=1に
設定しダウンロード実施

FKEYレジスタを
クリア

FPEFEQ、FUBRA
パラメータの設定

初期化実行
JSR FTDAR指定+32

DPFR=0?

FPFR=0 ?

ダウンロードエラー処理

FPFR=0 ?

必要ブロックの
消去完了 ?

FKEYレジスタクリア
消去エラー処理

初期化エラー処理

1

1

消去手続き
プログラムの終了

FKEYレジスタに
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（3.1）
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図 24.12 消去手順 

消去手順の詳細を説明します。手順プログラムは、消去対象のフラッシュメモリ以外で実行してください。 
特に、ダウンロードのために FCCSレジスタの SCOビットを 1に設定する部分は、必ず内蔵 RAM上で動作するよう

にしてください。 
ユーザの手続きプログラムのステップごとの実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット、外部空間など）を「24.10.3 

手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
ダウンロードされる内蔵プログラムの領域については、図24.10のダウンロード後の内蔵RAMマップを参照ください。 
1回の消去処理では 1分割ブロックの消去を行います。ブロック分割については、図 24.4を参照してください。2ブ

ロック以上の消去を行う場合は、消去ブロック番号を更新して消去を繰り返します。 
 

（3.1） ダウンロードする内蔵プログラムの選択とダウンロード先アドレスを指定します。 

FECSレジスタの EPVBビットを 1に設定します。 
書き込み／消去プログラムを複数選択することはできません。複数設定した場合は、ダウンロードの実行は行われず、

DPFRパラメータのソースセレクトエラー検出ビット（SS）にダウンロードエラーが報告されます。 
FTDARレジスタにて、ダウンロード先の先頭アドレスを指定します。 
FKEYレジスタの設定以降のダウンロード、初期化などの手続きは、書き込み手順と同じですので、「24.5.2（2） ユ

ーザプログラムモードでの書き込み手順」をご覧ください。 
消去プログラム用のパラメータ設定以降を以下に示します。 
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（3.2） 消去に必要な FEBSパラメータの設定を行います。 

ユーザマットの消去ブロック番号をフラッシュイレースブロックセレクトパラメータ FEBS（汎用レジスタ R4）に設
定します。ユーザマットの分割ブロック番号以外の値が設定された場合、消去処理プログラムを実行しても消去はされず、
戻り値パラメータ FPFRにエラーが報告されます。 

 

（3.3） 消去処理の実行 

書き込みと同様に、FTDARで指定したダウンロード先の先頭アドレス＋16バイトからの領域に、消去プログラムのエ
ントリーポイントがありますので、以下のような方法でサブルーチンコールして実行してください。 

 

MOV.L #DLTOP+16,R1 ; エントリーアドレスを R1に設定 

JSR @R1 ; 消去ルーチンをコール 

NOP 

 
① 消去プログラムではR0以外の汎用レジスタは保存されます。 
② R0はFPFRパラメータの戻り値です。 
③ 消去プログラムではスタック領域を使用しますので、128バイト以上のスタック領域をRAM上に確保しておいて

ください。 
 

（3.4） 消去プログラムの戻り値 FPFR（汎用レジスタ R0）を判定します。 

 

（3.5） 必要ブロックの消去が完了したかを判断します。 

複数ブロックの消去を実施する場合、FEBSパラメータの更新設定を行い上記（3.2）～（3.5）の処理を繰り返します。
消去済みブロックに対しての消去は可能です。 

 

（3.6） 消去が終了したら FKEYレジスタをクリアして、ソフトウェアプロテクトをかけてください。 

ユーザマットの消去完了直後、パワーオンリセットで再起動する場合は通常より長い 100μs以上のリセット実施期間
（RES＝0の期間）を設けてください。 
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(4) ユーザプログラムモードでの消去／書き込み手順 

FTDARレジスタで、ダウンロード先の内蔵 RAMアドレスを変更することで、消去プログラムと書き込みプログラム
を別々の内蔵 RAM領域にダウンロードしておくことが可能です。 

RAMエミュレーション、消去、書き込みを繰り返し実行する場合の使用例を図 24.13に示します。 
 

手続きプログラムの開始

FTDAR=H'02に設定
（ダウンロード先を

H'FFFF1000に設定）

消去プログラムの初期化実施
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FTDAR=H'04に設定
（ダウンロード先を

H'FFFF2000に設定）

書き込みプログラムの
初期化実施

書き込みプログラムの
ダウンロード実施

終了？

1

1
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プログラムの終了
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（消去プログラム実行）
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図 24.13 RAMエミュレーション、消去、書き込みの繰り返し例（概要） 

本例では、RAMエミュレーションを実施するため、内蔵 RAM先頭からの 4KB（H'FFFF0000～H'FFFF0FFF）を避けて、
消去／書き込みプログラムをダウンロードしています。 
また、ダウンロードと初期化は最初の 1回だけ実施するようにしています。 
本例のような手続きを行う場合、以下にご注意ください。 
① 内蔵RAM領域の重複破壊にご注意ください。 

RAMエミュレーション領域、消去プログラム領域、書き込みプログラム領域以外に、ユーザに作成していただ
く手順プログラムや、作業領域、スタック領域などが、内蔵RAM上に存在しますので、これらの領域を破壊し
ないようにしてください。 

② 消去プログラムの初期化、書き込みプログラムの初期化を行ってください。 
FPEFEQパラメータ、FUBRAパラメータを設定する初期化は、必ず、消去プログラム／書き込みプログラムの両
方に実行してください。初期化のエントリーアドレスは、消去プログラムのダウンロード先頭＋32番地（本例で
は、H'FFFF1020）、書き込みプログラムのダウンロード先頭＋32番地（本例では、H'FFFF2020）の両方に対して
初期化してください。 
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24.5.3 ユーザブートモード 
本 LSIにはユーザプログラムモード、ブートモードとは異なるモード端子設定で起動するユーザブートモードがあり

ます。内蔵 SCIを使用するブートモードとは異なるユーザ任意のブートモードが実現できます。 
ユーザブートモードで書き込み／消去が可能なマットはユーザマットだけです。ユーザブートマットの書き込み／消

去は、ブートモードまたはライタモードで行ってください。 
 

(1) ユーザブートモードでの起動 

ユーザブートモード起動のためのモード端子の設定は表 24.1をご覧ください。 
ユーザブートモードでリセットスタートすると、フラッシュ関連レジスタのチェックルーチンが走行します。このル

ーチンが使用する RAM容量は H'FFFFB000番地からの約 3Kバイト分とスタックとして使用する H'FFFFBF80～
H'FFFFBFFF番地からの 128バイト分です。この間の NMIおよびその他の割り込みは受け付けられません。また、この
間は AUDは使用できません。本期間は、80MHzの内部周波数で動作する場合、約 100μsです。 
その後、ユーザブートマット上のリセットベクタの実行開始アドレスから処理を開始します。この時点で、実行マッ

トはユーザブートマットになっていますので、フラッシュマットセレクトレジスタ FMATSには H'AAが設定されていま
す。 

 

(2) ユーザブートモードでのユーザマットの書き込み 

ユーザブートモードでユーザマットへの書き込みを行う手続きでは、FMATSレジスタによるユーザブートマット選択
状態からユーザマット選択状態への切り替え、および書き込み終了後にユーザマット選択状態から再びユーザブートマッ
ト選択状態に戻す手続きの追加が必要です。 
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ユーザブートモードでのユーザマットの書き込み手続きを図 24.14に示します。 
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ダウンロードエラー処理

FPFR=0?

必要データの
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【注】* 書き込みエラー処理をユーザブートマット
上で行う場合は、FAMTSによるマット切り
替えが必要です

マット
切り替え

マット
切り替え

 
図 24.14 ユーザブートモードでのユーザマットへの書き込み手順 

図 24.14に示したように、ユーザプログラムモードとユーザブートモードでの書き込み手続きの違いは、マット切り
替えを行うか否かです。 
ユーザブートモードでは、フラッシュメモリ空間にユーザブートマットが見えていて、ユーザマットは「裏」に隠れ

ている状態です。ユーザマットに書き込む処理の間だけ、ユーザマットとユーザブートマットを切り替えます。書き込み
処理中は、ユーザブートマットは隠れており、かつユーザマットは書き込み状態ですので、手続きプログラムはフラッシ
ュメモリ以外の領域で実行させる必要があります。書き込み処理が終了したら、最初の状態に戻すために再度マット切り
替えを行います。 
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マット切り替えは、FMATSレジスタへ規定の値を書き込むことで実現できますが、完全にマット切り替えが完了する
まではアクセスできず、また、割り込みが発生した場合に割り込みベクタをどちらのマットから読み出すかなど不安定状
態が存在します。マット切り替えについては、「24.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え」の説明に従っ
てください。 
マット切り替え以外の書き込み手順は、ユーザプログラムモードの手順と同じです。 
ユーザ手続きプログラムのステップごとの、実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット、外部空間など）については

「24.10.3 手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
 

(3) ユーザブートモードでのユーザマットの消去 

ユーザブートモードでユーザマットの消去を行う手続きでは、FMATSレジスタによるユーザブートマット選択状態か
らユーザマット選択状態への切り替え、および消去終了後にユーザマット選択状態から再びユーザブートマット選択状態
に戻す手続きの追加が必要です。 
ユーザブートモードでのユーザマットの消去手続きを図 24.15に示します。 
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図 24.15 ユーザブートモードでのユーザマットの消去手順 

 
図 24.15に示したように、ユーザプログラムモードとユーザブートモードでの消去手続きの違いは、マット切り替え

を行うか否かです。 
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マット切り替えは、FMATSレジスタへ規定の値を書き込むことで実現できますが、完全にマット切り替えが完了する
まではアクセスできず、また、割り込みが発生した場合に割り込みベクタをどちらのマットから読み出すかなど不安定状
態が存在します。マット切り替えについては、「24.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え」の説明に従っ
てください。 
マット切り替え以外の消去手順は、ユーザプログラムモードの手順と同じです。 
ユーザ手続きプログラムのステップごとの、実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット、外部空間など）については

「24.10.3 手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
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24.6 プロテクト 
フラッシュメモリに対する書き込み／消去プロテクトは、ハードウェアプロテクトとソフトウェアプロテクトとエラ

ープロテクトの 3種類あります。 
 

24.6.1 ハードウェアプロテクト 
ハードウェアプロテクトとは、フラッシュメモリに対する書き込み／消去が強制的に禁止、中断された状態のことで

す。FWE端子プロテクトでは、内蔵プログラムのダウンロードと初期化の実行はできますが、書き込み／消去プログラ
ムを起動してもユーザマットの書き込み／消去はできず、書き込み／消去エラーが FPFRパラメータで報告されます。 
 

表 24.9 ハードウェアプロテクト 

プロテクトが 
有効な機能 

項 目 説 明 
ダウン 
ロード 

書き込みと消
去 

FWE端子 

プロテクト 

• FWE端子に Lowレベルが入力されているときには、FCCSレジスタの
FWEビットがクリアされ、書き込み／消去プロテクト状態になります。

― ○ 

リセット、 

スタンバイ 

プロテクト 

• パワーオンリセット（WDTによるパワーオンリセットも含む）およびス
タンバイ時は、書き込み／消去インタフェースレジスタが初期化され、書
き込み／消去プロテクト状態になります。 

• RES端子によるリセットでは、電源投入後発振が安定するまで RES端子
を Lowレベルに保持しないとリセット状態になりません。また、動作中
のリセットは AC特性に規定した RESパルス幅の間 RES端子を Lowレ
ベルに保持してください。書き込み／消去動作中のフラッシュメモリの値
は、保証しません。この場合は、消去を実施してから再度書き込みを実施
してください。 

○ ○ 

 

24.6.2 ソフトウェアプロテクト 
ソフトウェアプロテクトは、内蔵の書き込み／消去プログラムのダウンロードからのプロテクト、キーコードによる

プロテクト、RAMエミュレーションレジスタによるプロテクトがあります。 
 

表 24.10 ソフトウェアプロテクト 

プロテクトが 
有効な機能 

項 目 説 明 
ダウン 
ロード 

書き込みと消
去 

SCOビットプロテ
クト 

• FCCSレジスタの SCOビットを 0にクリアすることにより、書き込み／
消去のプログラムのダウンロードができないため、書き込み／消去プロテ
クト状態になります。 

○ ○ 

FKEY 
レジスタ 
プロテクト 

• FKEYレジスタにキーコードを書き込まないと、ダウンロードと書き込み
／消去ができません。ダウンロードと書き込み／消去では、異なったキー
コードの設定が必要です。 

○ ○ 

エミュレーション
プロテクト 

• RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）の RAMSビットを 1にセッ
トすることにより、書き込み／消去プロテクト状態になります。 

○ ○ 
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24.6.3 エラープロテクト 
エラープロテクトは、フラッシュメモリへの書き込み／消去中のマイコンの暴走や規定の書き込み／消去手順に沿っ

ていない動作をした場合に発生する異常を検出し、書き込み／消去動作を強制的に中断するプロテクトです。書き込み／
消去動作を中断することで、過剰書き込みや過剰消去によるフラッシュメモリへのダメージを防止します。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去中にマイコンが異常動作すると、FCCSレジスタの FLERビットが 1にセットさ

れエラープロテクト状態に遷移し、書き込み／消去は中断されます。 
FLERビットのセット条件を以下に示します。 
（1） 書き込み／消去中にフラッシュメモリを読み出したとき（ベクタリードおよび命令フェッチを含む） 
（2） 書き込み／消去中にSLEEP命令を実行したとき 
 
エラープロテクトの解除（FLERビットのクリア）は、パワーオンリセットまたはソフトウェアスタンバイ／ハードウ

ェアスタンバイで行われます。 
なお、この場合のリセット入力期間は、通常より長い 100μsの期間のあとにリセットリリースしてください。フラッ

シュメモリには書き込み／消去中には高電圧が印加されているため、エラープロテクト状態への遷移時に、印加電圧が抜
けきれない恐れがあります。このため、リセット期間を延長して印加電圧を抜くことにより、フラッシュメモリへのダメ
ージを低減する必要があります。 
図 24.16にエラープロテクト状態への状態遷移図を示します。 

 

書き込み実行中
消去実行中

通常読み出し不可
書き込み／消去可

FLER=0

エラープロテクト
モード

読み出し可
書き込み／消去不可

FLER=1

（ソフトウェアスタンバイ）

読み出し不可
書き込み／消去不可

FLER=不定

リセットまたはスタンバイ
（ハードウェアプロテクト）

読み出し可
書き込み／消去不可

FLER=0

RES=0またはHSTBY=0

RES=0、
HSTBY=0

または、ソフトウェアスタンバイモード解除

RES=0ま
たは

HSTBY=0

エラー発生

（ソフトウェアスタンバイ）

ソフトウェア
スタンバイモード

エラー発生

書き込み／消去インタ
フェースレジスタは、
初期化状態

LSI内部電源OFF
 

図 24.16 エラープロテクト状態への状態遷移図 
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24.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 
RAMでフラッシュメモリに書き換えるデータをリアルタイムにエミュレートするために、RAMエミュレーションレ

ジスタ（RAMER）で設定したフラッシュメモリ（ユーザマット）のエリアに RAMの一部を重ね合わせて使うことがで
きます。RAMERの設定後、ユーザマットのエリアとここに重ね合わせた RAMエリアの 2エリアからアクセスできます。
エミュレーション可能なモードは、ユーザモードおよびユーザプログラムモードです。 
図 24.17にユーザマットのリアルタイムな書き換えをエミュレートする例を示します。 
 

エミュレーションプログラム開始

エミュレーションプログラム終了

RAMERの設定

RAMERのクリア

アプリケーションプログラムの実行

チューニングOK ?

ユーザマットの
エミュレーションブロックへの

書き込み

オーバラップRAMへ
チューニングデータ書き込み

Yes

No

 
図 24.17 RAMによるエミュレーション 
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H'0FFFFF

H'008000

H'007000
H'FFFF0000
H'FFFF0FFF

H'FFFFBFFF

H'006000

H'005000

H'004000

H'003000

H'002000

H'001000

H'000000 EB0

EB1

EB2

EB3

EB5

EB6

EB7

EB4

フラッシュメモリ
ユーザマット

EB8～EB15

内蔵RAM

このエリアは、RAM／フラッシュメモリ
の両エリアからアクセスできます

 
図 24.18 RAMのオーバラップ動作例 

 
図 24.18にフラッシュメモリのブロックエリア EB0をオーバラップさせる例を示します。 
エミュレーション可能なフラッシュメモリの領域は、ユーザマットの EB0～EB7の 8エリアから RAMERレジスタの

RAM2～0ビットで選択した 1エリアです。 
（1） リアルタイムな書き換えを必要とするエリアEB0にRAMの一部をオーバラップさせるには、RAMERのRAMSビ

ットを1、RAM2～0ビットを 0、0、0に設定してください。 
（2） リアルタイムな書き換えは、オーバラップさせたRAMを使って行います。 
 
ユーザマットへの書き込み／消去実行においては、内蔵プログラムのダウンロードを含む一連の手続きプログラムの

実行が必要です。このときに、オーバラップしていた RAM領域とダウンロードされる内蔵プログラムの領域が重複しな
いように、FTDARレジスタを使用してダウンロード領域を設定してください。FTDARレジスタが初期値（H'00）のまま
ですと、チューニング領域とダウンロード領域が重複しますので、事前に未使用領域に確定した書き換えデータの退避が
必要になります。 
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図 24.19に、エミュレーション完了後のデータをユーザマットの EB0領域に書き込む例を示します。 
 

H'0FFFFF

H'008000

H'007000 H'FFFF0000
H'FFFF0FFF
FTDAR指定

H'FFFFBFFF

H'006000

H'005000

H'004000

H'003000

H'002000

H'001000

H'000000 EB0

EB1

EB2

EB3

EB5

EB6

EB7

EB4

フラッシュメモリ
ユーザマット

EB8～EB15
書き込み／消去手続き
プログラム、他領域

（1）エミュレーションモードを解除します。
（2）ユーザ作成の、書き込み／消去手続きプロ

グラムを転送します。
（3）内蔵の書き込み／消去プログラムをFTDAR

設定でチューニング完了データ領域を避け
てダウンロードします。

（4）消去処理後、書き込みを行います。

ダウンロード領域

チューニング
完了データ

〈内蔵RAM〉

 
図 24.19 チューニング完了データの書き込み 

 
（1） 書き換えデータ確定後、RAMSビットをクリアしてRAMのオーバラップを解除します。エミュレーションモード

が解除され、エミュレーションプロテクトも解除されます。 
（2） ユーザ作成の書き込み／消去手続きプログラムをRAM上に転送します。 
（3） RAM上の書き込み／消去手続きプログラムを起動し、マイコン内蔵の書き込み／消去プログラムをRAM上にダ

ウンロードします。 
このとき、FTDARレジスタ設定により、チューニング完了データ領域とダウンロード領域が重複しないように
ダウンロード先頭アドレスを指定してください。 

（4） ユーザマットのEB0エリアが消去されていない場合は、消去処理を行った後に書き込みを行ってください。書き
込み処理のパラメータ FMPAR、FMPDRにチューニング完了データを指定して書き込み処理を行います。 

 
【注】  RAMSビットを 1にすると RAM2～0の値にかかわらず、フラッシュメモリの全ブロックが書き込み／消去プロ

テクト状態となります（エミュレーションプロテクト）。実際に書き込み／消去を実施する場合は RAMSビッ
トをクリアしてください。 

  ユーザブートマット選択時にも RAMエミュレーションを行うことは可能ですが、ユーザブートマットの消去／
書き込みはブートモード、またはライタモードでしか行うことができません。 
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24.8 使用上のご注意 

24.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え 
ユーザマットとユーザブートマットを切り替えて使うことができます。ただし、同じ 0番地からのアドレスに割り当

てられているため、以下の手順が必要です。 
（ユーザブートマットに切り替えた状態での書き込み／消去はできません。ユーザブートマットの書き換えは、ブー

トモードまたはライタモードで実施してください。） 
（1） FMATSレジスタによるマット切り替えは、必ず内蔵RAM上で実行してください。 

SHマイコンでは実行命令のプリフェッチを行いますので、たとえばユーザマット上でプログラム実行中にマッ
ト切り替えを行った場合、ユーザマット上の命令コードをプリフェッチするか、切り替え後のユーザブートマッ
ト上の命令をプリフェッチするかで不安定動作になることがあります。 

（2） 確実に切り替えを行った後で切り替え後のマットのアクセスをするために内蔵RAM上でのFMATSレジスタ書き
換えの直後には、同じく内蔵RAM上で8個のNOP命令を実行してください。 
（切り替えを行っている最中のフラッシュメモリをアクセスしないためです） 

（3） 切り替えの最中に割り込みが発生した場合、どちらのメモリマットがアクセスされるか保証できません。 
マット切り替え実行前に、マスク可能な割り込みはマスクするようにしてください。また、可能ならばマット切
り替え中には、NMI割り込みが発生しないようなシステムとしてください。 

（4） マット切り替え完了後は、各種割り込みのベクターテーブルエリアも切り替わっていますので注意してくださ
い。 
マット切り替え前後で同じ割り込み処理を実施する場合や、割り込み発生を禁止できない場合は、内蔵RAM上
に割り込み処理ルーチンを転送しておき、かつ割り込みベクターテーブルもVBRレジスタの設定により内蔵
RAM上に設定するなどをお願いします。この場合、VBRレジスタの変更と割り込み発生の競合についてもご注
意ください。 

（5） ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。12KB以上の空間のユーザブートマットをア
クセスしないようにしてください。12KB空間以上をアクセスした場合、不定値が読み出されます。 

 

＜ユーザマット＞ ＜内蔵RAM＞ ＜ユーザブートマット＞

ユーザブート
マットへの切り
替え手順

ユーザマット
への切り替え
手順

ユーザブートマットへの切り替え手順
（1）割り込みを禁止（マスク）
（2）FMATSレジスタにH'AAを書き込む
（3）ユーザブートマットアクセス前には、8個のNOP命令を実行

ユーザマットへの切り替え手順
（1）割り込みを禁止（マスク）
（2）FMATSレジスタにH'AA以外の値を書き込む
（3）ユーザマットアクセス前には、8個のNOP命令を実行

 
図 24.20 ユーザマット／ユーザブートマットの切り替え 
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24.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み 

(1) 内蔵プログラムのダウンロード実行 

（1.1） VBRの変更 

内蔵プログラムをダウンロードする前に、VBRレジスタを H'00000000（初期値）にする必要があります。VBRを初期
値以外の設定で使用している場合、VBRを初期化すると割り込みベクタテーブルがユーザマット（FMATS≠H'AA時）
またはユーザブートマット（FMATS＝H'AA時）になります。 
また、VBR変更と割り込み発生が競合した場合、VBR変更前後のどちらのベクタテーブルが参照されるかで問題が発

生する可能性があります。 
よって、割り込みとの競合が発生する可能性のある場合、ユーザマットまたはユーザブートマットの先頭部分にも、

VBR＝H'00000000のときに参照されるベクタテーブルを準備してください。 
 

（1.2） SCOダウンロード要求と割り込み要求 

内蔵の書き込み／消去プログラムを、FCCSレジスタの SCOビットを 1にしてダウンロードする操作は、マット切り
替えを伴った特殊な割り込みを発生させます。SCOダウンロード要求と割り込み要求の競合時の動作について説明しま
す。 
① SCOダウンロード要求と割り込み要求の競合 

FCCSレジスタのSCOビットを1に設定する命令の実行と、割り込み受け付けの競合タイミングを図24.21に示し
ます。 

 

n n+1 n+2 n+3 n+4

フェッチ デコード 実行 実行 実行

（a） （b） （c）

CPUサイクル
SCO=1設定命令の
CPU動作

（a）割り込み受け付けが、n+1サイクル以前のケース
割り込み処理が完了後、SCO=1の設定が実行され、ダウンロードが行われます。

（b）割り込み受け付けが、n+2サイクルのケース
割り込みとSCOダウンロード要求が競合します。
本ケースの場合の動作については、「２ 競合動作」にて後述します。

（c）割り込み受け付けが、n+3サイクル以降のケース
SCOダウンロード要求が先に発生しますので、ダウンロードが実行されます。
ダウンロード中は、他の割り込み処理は発生しません。
ダウンロード完了後に割り込み要求が残っていれば、割り込み処理が発生します。
ダウンロード中の割り込み要求については、「 3  ダウンロード中に発生した割り込み
要求」にて後述します。

割り込み
受け付け

 
図 24.21 SCOダウンロード要求と割り込み要求の競合タイミング 
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②競合動作 
競合した割り込みの種類によって、動作が異なります。 

• NMI、UBC、H-UDIの割り込み要求 
これらの割り込みと、SCOダウンロード要求が競合した場合は、以下の動作となります。 

 

SCOと
割り込み
の競合

メイン処理

SCOダウン
ロード処理

NMIなどの割り込み処理

 
図 24.22 NMIなどの割り込みとの競合 

• NMI、UBC、H-UDIの割り込み処理が開始され、SR、PCの退避とベクタフェッチ、割り込み処理ルーチンの
先頭命令のフェッチまで行われます。 

• この時点で、優先順位の高い SCOダウンロード要求が発生しているため、SCOダウンロード処理が実行され
ます。 

• ダウンロード処理が完了次第、以前の NMIなどの割り込み処理ルーチン先頭の命令フェッチから再開されま
す。 

• NMI等の割り込み処理が完了し、メイン処理に戻ります。 
• IRQ、内蔵周辺モジュールからの割り込み要求 

これらの割り込みと、SCOダウンロード要求が競合した場合は、以下の動作となります。 
 

SCOと
割り込み
の競合

メイン処理

SCOダウン
ロード処理

IRQなどの
割り込み処理

 
図 24.23 IRQなどの割り込みとの競合 

• IRQ、内蔵周辺モジュールからの割り込みに、SCOダウンロード要求が差し替えられて、ダウンロードが実行
されます。 

• ダウンロード処理が完了した時点で、IRQ、内蔵周辺モジュールからの割り込み要求が続いていれば、それら
の割り込み処理が実行されます。ダウンロード処理中にこれらの割り込み要求が取り消されていると、メイン
処理に戻ります。 
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• 割り込み要求が取り消されるケースは、IRQをローレベル検出で使用する場合で、ダウンロード終了前にハイ
レベルに戻してしまったケースがあてはまります。後述の「③ダウンロード中に発生した割り込み要求」もご
覧ください。 

③ダウンロード中に発生した割り込み要求 
SCOダウンロード実行中に、割り込み要求が発生しても、ダウンロード完了までそれらの割り込み処理が実行さ
れることはありません。ただし、割り込み要求は基本的に保持されていますので、ダウンロード完了後に、これ
らの割り込み処理が発生します。複数種類の割り込み要求があった場合は、割り込みコントローラ（INTC）に
て優先順位判定が行われ、優先順位の高い割り込みから処理されます。 

• NMI、UBC、H-UDIの割り込み要求 
SCOダウンロード中に、これらの割り込み要求が発生した場合は、要因が保持されます。 

• IRQ割り込み 
IRQ割り込みは、立ち下がりエッジ検出とローレベル検出が選択できます。 

• SCOダウンロード中の IRQの立ち下がりエッジ検出は、要因保持されます。 
• SCOダウンロード中の IRQのローレベル検出の場合は、ダウンロード終了時点でも、ローレベル入力が保持
されていれば、割り込み処理が開始されます。ダウンロード終了時点で、ハイレベルが入力されていると、要
因は取り消されたことになります。 

•内蔵周辺モジュールからの割り込み 
内蔵周辺モジュールからの割り込みは、レベル割り込みですが、フラグクリアなどの操作を行わない限り、割
り込み信号を出しつづけるので割り込み要因は保持されていることになります。 

(2) 書き込み／消去処理中の割り込み 

ダウンロードした内蔵プログラムでの書き込み／消去実行中の割り込み処理は、リアルタイムで可能ですが、以下の
制限事項や注意事項があります。 
① 書き込み／消去中のフラッシュメモリは、ユーザマット／ユーザブートマットともにアクセスできません。割り

込みベクタテーブルや割り込み処理ルーチンは、内蔵RAMや外部メモリなどに準備してください。割り込み処
理ルーチンの中でも、書き込み／消去中のフラッシュメモリをアクセスしないでください。フラッシュメモリを
読み出した場合、読み出した値の保証はできません。また、書き込み／消去中にフラッシュメモリをアクセスす
ると、エラープロテクトに遷移しますので、書き込み／消去処理は中断します。 

② FMPDRパラメータで指定している書き込みデータを変更しないでください。書き込みデータを割り込み処理で
準備する場合は、別領域に準備し、書き込み完了の確認後にFMPDRの領域に移すかFMPDRを準備した別領域に
変更する手順としてください。 

③ 割り込み処理ルーチンの中では、本章のフラッシュ関連レジスタや、ダウンロードした内蔵プログラム領域を破
壊しないようにしてください。また、割り込み処理でRAMエミュレーションにしたり、SCO要求による内蔵プロ
グラムのダウンロードや、書き込み／消去を多重実行しないでください。 

④ 割り込み処理ルーチンの先頭で、CPUのレジスタを退避し、戻る前に復帰させてください。 
⑤ 割り込み処理ルーチンで、スリープ状態に遷移すると、エラープロテクト状態となり、書き込み／消去は中断さ

れます。 
また、リセット状態に遷移した場合は、フラッシュメモリへのダメージを低減するために、100μs以上のリセッ
ト状態の後で、リセットリリースしてください。 

 

24.8.3 その他のご注意 

(1) 内蔵プログラムのダウンロード実行時間 

初期化ルーチンを含む書き込みプログラム、または初期化ルーチンを含む消去プログラムのコードサイズはそれぞれ
3KB以内です。よって、CPUクロック周波数が、80MHzの場合、それぞれ最大で約 305μsのダウンロード時間となりま
す。 

(2) ユーザブランチ処理の間隔 

ユーザブランチ処理が実行される間隔は、書き込み／消去で異なります。また、処理フェーズによっても異なります。
表 24.11に、CPUクロック周波数 80MHzの場合の最大／最小のユーザブランチ間隔を示します。 

表 24.11 ユーザブランチ処理間隔 
 最大間隔 最小間隔 

書き込み処理 約 1ms 約 19μs 

消去処理 約 5ms 約 19μs 
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ただし、CPUクロック 80MHz動作時における最初のユーザブランチ処理までの時間の最大／最小値は表 24.12のよう
になります。 
 

表 24.12 ユーザブランチ処理までの起動間隔 
 最大 最小 

書き込み処理 約 500μs 約 500μs 

消去処理 約 2300μs 約 1000μs 

 

(3) AUD、DMACでのフラッシュ関連レジスタへの書き込み 

ダウンロード要求の FCCSレジスタの SCOビットや、マット切り替えの FMATSレジスタは、内蔵 RAM上で命令実
行中ならば、AUD、DMACからでも書き込みができてしまいます。不用意にこれらのレジスタへの書き込みが行われる
と、ダウンロードが実行され RAMを破壊したり、マット切り替えが発生して暴走するなどの危険性がありますので、ご
注意ください。 

(4) AUD動作不可状態、割り込み無視状態 

以下のモード、または期間では、AUDはモジュールスタンバイ状態となり動作できません。また、NMIやマスカブル
割り込みが発生しても無視され、実行も割り込み要因の保持もされません。 

• ブートモード動作中 
• ライタモード動作中 
• ユーザブートモード起動直後のフラッシュ関連レジスタチェック中 
（リセットリリース後、80MHzの内部周波数で動作する場合、約100μsの期間） 

(5) 従来の F-ZTAT SHマイコンとの書き込み／消去プログラムの互換性 

SCO転送要求による内蔵プログラムのダウンロード方式をサポートしていない、従来の F-ZTAT SHマイコンで使用
していたフラッシュメモリの書き込み／消去プログラムは、本 LSIでは動作しません。 
本 LSIでのフラッシュメモリへの書き込み／消去は、必ず内蔵プログラムをダウンロードして実施してください。 

(6) WDTによる暴走などのモニタ 

従来の F-ZTAT SHマイコンと異なり、ダウンロードされる内蔵プログラムによる書き込み／消去中はWDTによる
暴走などへの対応は、実施していません。 
必要に応じて、書き込み／消去の実行時間を考慮したWDTでの対応を実施してください。（ユーザブランチルーチン

の使用、定期的なタイマ割り込みの使用など） 

(7) FWE端子の状態 

書き換え実行中に FWE端子が変化しないようご注意ください。また、ノイズなどによる瞬間的なローレベルにもご注
意ください。書き換え実行中に FWEが変化すると書き込み／消去の結果が保証されません。 
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24.9 ライタモード 
プログラム／データの書き込み／消去が可能なモードとして、オンボードプログラミングモード以外にライタモード

があります。ライタモードではフラッシュメモリ読み出しモード、自動書き込みモード、自動消去モード、ステータス読
み出しモードをサポートしております。書き込み／消去対象マットは、ユーザマットとユーザブートマットです。 
自動書き込み／自動消去／ステータス読み出しのモードではステータスポーリング方式を採用しており、また、ステ

ータス読み出しモードでは自動書き込み／自動消去を実行した後に、その詳細な内部状態を出力します。 
ライタモードでは、モード端子を表 24.13の設定とし、入力クロックとして 6MHzを入力してください。これにより

本 LSIは 48MHzで動作します。 

表 24.13 ライタモードの端子 
端子名 設定 

モード端子： MD2、MD1、MD0 0、1、1 

FWE端子 ハイレベルを入力（自動書き込み、自動消去時） 

RES端子 パワーオンリセット回路 

EXTAL、XTAL、PLLVCC、PLLVSS、PLLCAP端子 発振回路、PLL回路 

VCL端子 内部降圧安定用コンデンサ 

 

24.9.1 ソケットアダプタの端子対応図 
図 24.25に示すようなソケットアダプタを LSIに取り付けてください。これによって、40ピンにピン変換することが

できます。内蔵 ROMのメモリマップを図 24.24に、ソケットアダプタの端子対応図を図 24.25に示します。 
 

H'0000,0000 H'00,0000 H'0000,0000 H'0,0000

H'0000,2FFF H'0,2FFF

H'000F,FFFF H'0F,FFFF

内蔵ROM空間

ユーザマット
1MB

内蔵ROM空間

ユーザブートマット
12KB

MCUモードでの
アドレス

ライタモード
でのアドレス

MCUモードでの
アドレス

ライタモード
でのアドレス

 
図 24.24 内蔵フラッシュのメモリマップ 
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SH7058SF

端子名FP-256H ピン番号

7 A0

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

A9

A10

A11

A12

A13

A14

A15

A16

A17

A18

D0

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

CE

OE

WE

FWE

Vcc

Vss

34 A21

RES

XTAL

EXTAL

PLLVcc

PLLCAP

PLLVss

VCL

NC (OPEN)

8

9

10

12

14

15

16

17

18

19

21

23

24

25

26

27

28

29

63

64

65

66

67

68

69

71

218

230

226

56

11,20,37,39,42,43,46,49,52,55,
57,59,70,75,83,100,101,119,
120,128,139,148,172,187,194,
203,212,237,247
13,22,32,41,44,47,50,54,72,77, 
84,85,99,121,126,141,150,163, 
174,185,196,205,214,227,239, 
249

HN27C4096HG（40ピン）

端子名

21 A0

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

A9

A10

A11

A12

A13

A14

A15

A16

A17

A18*

I/00

I/01

I/02

I/03

I/04

I/05

I/06

I/07

CE

OE

WE

FWE

Vss

Vcc

NC

A20*

22

23

24

25

26

27

28

29

31

32

33

34

35

36

37

38

39

10

19

A1931

A2033

A19*9

18

17

16

15

14

13

12

2

20

3

4

1,40

11,30

5,6,7

【注】*  HN27C4069HGを元に
　　　  不足するアドレス端子
　　　  を未使用となるI/O端子
　　　  に割り付けた例

8

58

53

51

60

61

62

30,161,225

上記以外

BP-272

B3

D4

C4

A3

B4

A4

C5

B5

A5

D6

B6

A6

C7

B7

A7

D8

C8

B8

A8

D15

B18

A19

C18

B19

B20

C17

C19

P1

K2

L3

D14

C10

D5,C6,A10,C11,A12,C12,C13, 
D13,B14,C15,A16,C16,D16,F17,
F18,K19,K20,T20,T19,U19,U16,
V15,V9,U6,V5,U4,P3,J3,H4

A9,B13,B15,D7,B12,D11,C14,F19,
G3,G17,E20,J4,J20,U20,J9～12,
K9～12,L9～12,M1,M9～12,P4,
T18,U5,U9,V6,V16,W11

D9

C9

B16

A15

A14

A17

B17

A18

B9,Y11,M2

上記以外

パワーオン
リセット回路

発振回路

PLL回路

コンデンサ

FWE ： フラッシュライト
  イネーブル
I/07～0 ： データ入出力
A21～0 ： アドレス入力
CE ： チップイネーブル
OE ： 出力イネーブル
WE ： ライトイネーブル

ソケットアダプタ
（40ピン変換）

【記号説明】

 
図 24.25 ソケットアダプタの端子対応図 
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24.9.2 ライタモードの動作 
表 24.14にライタモード時の各動作モードの設定方法、表 24.15にライタモード時の各コマンドを示します。また、

各モードの詳細情報を下記に示します。 
 

• メモリ読み出しモード 
メモリ読み出しモードは、ユーザマットおよびユーザブートマットのバイト読み出しをサポートします。 

• 自動書き込みモード 
自動書き込みモードでは、ユーザマットおよびユーザブートマットへの128バイト自動書き込みをサポートしま
す。自動書き込み終了確認にステータスポーリング方式を採用しています。 

• 自動消去モード 
自動消去モードでは、ユーザマットおよびユーザブートマットの全面自動消去のみサポートします。自動消去終
了確認にステータスポーリング方式を採用しています。 

• ステータス読み出しモード 
自動書き込み／自動消去方式はステータスポーリング方式を採用しており、正常終了の確認はI/O6の信号をリー
ドすることで行えます。ステータス読み出しモードはエラーが発生したときのエラー情報を出力します。 

表 24.14 ライタモード時の各動作モードの設定方法 
ピン名 モード 

FWE CE OE WE I/O7～0 A20～0 

リード H or L L L H データ出力 Ain 

出力ディスエーブル H or L L H H Hi-Z X 

コマンド書き込み H or L L H L データ入力 *Ain 

チップディスエーブル H or L H X X Hi-Z X 

【注】 1. チップディスエーブルは、スタンバイ状態ではありません。内部は動作状態です。 

 2. 自動書き込み／消去モードに遷移するときのコマンド書き込みは、FWE端子にハイレベルを入力してください。 

 * Ainは、自動書き込みモードにおいてアドレスの入力もあることを示しています。 

 

表 24.15 ライタモード時の各コマンド 
第 1サイクル 第 2サイクル コマンド名 サイ 

クル数 

対象メモリ 

マット モード アドレス コマンド モード アドレス データ 

ユーザマット write X H'00 read RA Dout メモリ読み出しコマンド 1+n 

ユーザブートマ
ット 

write X H'05    

ユーザマット write X H'40 write WA Din 自動書き込みコマンド 129 

ユーザブートマ
ット 

write X H'45    

ユーザマット write X H'20 write X H'20 自動消去コマンド 2 

ユーザブートマ
ット 

write X H'25   H'25 

ステータス読み出し 

コマンド 

2 両マット共通 write X H'71 write X H'71 

【注】 1. 自動書き込みモードでは、128バイト同時書き込みにより、コマンド書き込みが 129サイクル必要となります。 

 2. メモリ読み出しモードでは、アドレス書き込みサイクル数（n）によって、サイクル数が変化します。 

 3. 自動消去コマンドは、第 1サイクル、第 2サイクルともに同じコマンドコードを入力してください。（ユーザブートマッ

トの消去の場合、第 1サイクル、第 2サイクルともに H'25） 
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24.9.3 メモリ読み出しモード 
（1） 自動書き込み／自動消去／ステータス読み出し終了時は、コマンド待ち状態に遷移しています。メモリの内容を

読み出す場合はコマンド書き込みでメモリ読み出しモードに遷移させた後に、メモリの内容を読み出す必要があ
ります。 

（2） メモリ読み出しモードでは、コマンド待ち状態と同様にコマンド書き込みが行えます。 
（3） 一度メモリ読み出しモードに遷移させた後は、連続リードが可能です。 
（4） 電源投入後は、ユーザマットのメモリ読み出しモードに遷移します。 

メモリ読み出しモード時のAC特性については、「24.10.2 ライタモードのAC特性、タイミング」をご覧くださ
い。 

 

24.9.4 自動書き込みモード 
（1） 自動書き込みモードでは、128バイト自動書き込みを行います。これは、バイトデータを128回連続で転送してく

ださい。 
（2） 128バイト以下の書き込みでも128バイトのデータ転送を行う必要があります。必要ないアドレスへのメモリ書き

込みは、データをH'FFにして書き込みを行う必要があります。 
（3） 転送するアドレスの下位7ビットは、ロー状態にしてください。有効アドレス以外を入力した場合は、メモリ書

き込み動作に移行しますが、書き込みエラーとなります。 
（4） メモリアドレスの転送は、第2サイクルで行います。第3サイクル以降では転送しないでください。 
（5） 書き込み動作中は、コマンド書き込みを行わないでください。 
（6） 書き込みは、各アドレスの128バイト単位のブロックに対して、1回の自動書き込みで行ってください。すでに書

き込まれたアドレスブロックへの2回以上の追加書き込みは行えません。 
（7） 自動書き込み終了の確認には、I/O6を調べることにより行います。または、ステータス読み出しモードを使用し

ても確認することができます。（I/O7のステータスポーリングは、自動書き込み終了判定用端子です）。 
（8） ステータスポーリングのI/O6、I/O7端子情報は、次のコマンド書き込みまで保持されます。次のコマンド書き込

みが行われてなければ、CE、OEをイネーブルにすることにより読み出し可能となります。 
自動書き込みモード時のAC特性については、「24.10.2 ライタモードのAC特性、タイミング」をご覧ください。 

 

24.9.5 自動消去モード 
（1） 自動消去モードでは、メモリ全面消去のみサポートします。 
（2） 自動消去中はコマンド書き込みを行わないでください。 
（3） 自動消去正常終了の確認は、I/O6を調べることにより行います。または、ステータス読み出しモードを使用して

も確認することができます。（I/O7のステータスポーリングは、自動消去終了判定用端子です）。 
（4） ステータスポーリングのI/O6、I/O7端子情報は、次のコマンド書き込みまで保持されます。次のコマンド書き込

みが行われてなければ、CE、OEをイネーブルにすることにより読み出し可能となります。 
 
自動消去モード時の AC特性については、「24.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング」をご覧ください。 
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24.9.6 ステータス読み出しモード 
（1） ステータス読み出しモードは、異常終了の種類を特定させるためのモードです。自動書き込み／自動消去モード

で異常終了が起きた場合に使用してください。 
（2） リターンコードは、ステータス読み出しモード以外のコマンド書き込みが行われるまで保持されます。 

 
ステータス読み出しモードのリターンコードを表 24.16に示します。 
ステータス読み出しモード時の AC特性については、「24.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング」をご覧くだ

さい。 

表 24.16 ステータス読み出しモードのリターンコード 
ピン名 I/O7 I/O6 I/O5 I/O4 I/O3 I/O2 I/O1 I/O0 

属性 正常終了 

判定 

コマンド 

エラー 

書き込み 

エラー 

消去エラー － － 書き込み 

or 

消去回数 

オーバ 

有効 

アドレス 

エラー 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

内容 正常終了：0 

異常終了：1 

コマンド 

エラー：1 

その他：0 

書き込み 

エラー：1 

その他：0 

消去 

エラー：1 

その他：0 

－ － 回数オーバ
時：1 

その他：0 

有効アドレス 

エラー：1 

その他：0 

【注】 I/O2、3は未定義です 

 

24.9.7 ステータスポーリング 
（1） I/O7のステータスポーリングは、自動書き込み／自動消去モード時の動作状態を示すフラグです。 
（2） I/O6のステータスポーリングは、自動書き込み／自動消去モード時の正常／異常終了を示すフラグです。 

表 24.17 ステータスポーリング出力の真理値表 
端子名 内部動作中 異常終了 － 正常終了 

I/O7 0 1 0 1 

I/O6 0 0 1 1 

I/O0～5 0 0 0 0 

 

24.9.8 ライタモードへの遷移時間 
発振安定時間、ライタモードセットアップ時間は、コマンドを受け付けることができません。ライタモードセットア

ップ時間後、メモリ読み出しモードに遷移します。「24.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング」をご覧ください。 
 

24.9.9 メモリ書き込み注意事項 
（1） すでに書き込まれたアドレスへの書き換えは、自動消去を行った後に自動書き込みをしてください。 
（2） オンボードプログラミングモードにて書き込み／消去を行ったチップに対して、ライタモードを用いて書き換え

を行う場合には、自動消去を行った後に自動書き込みを行うことを推奨します。 
（3） 書き込み／消去実行中に、SHマイコンチップをPROMライタから取り外したり、リセットを入力することはやめ

てください。書き込み／消去実行中はフラッシュメモリに高電圧が印加されているため、フラッシュメモリの永
久破壊の可能性があります。 
もし、誤ってリセット入力してしまった場合は、100μsの通常より長いリセット期間の後にリセットリリースし
てください。 

 
【注】 1. ルネサス テクノロジ出荷品の初期状態は、消去状態です。これ以外の消去来歴不明チップに対して、初期化

（消去）レベルをチェック、補正するために自動消去実施を推奨します。 
 2. 同一アドレスブロックへの自動書き込みは、1回のみとします。すでに書き込まれたアドレスブロックへの

追加書き込みは行えません。 
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24.10 付録 

24.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様 
ブートモードで起動するブートプログラムは、ホストと LSI内蔵の SCIを使って送受信を行います。ホストとブート

プログラムのシリアル通信インタフェース仕様を以下に示します。 

●ステータス 

ブートプログラムは 3つのステータスを持ちます。 
（1） ビットレート合わせ込みステータス 

ホストと送受信するビットレートを合わせ込むステータスです。ブートモードで起動するとブートプログラムが
起動し、ビットレート合わせ込みステータスになり、ホストからのコマンドを受信しビットレートの合わせ込み
を行います。合わせ込みが終了すると、問い合わせ選択ステータスに遷移します。 

（2） 問い合わせ選択ステータス 
ホストからの問い合わせコマンドに応答するステータスです。このステータスで、デバイスとクロックモードと
ビットレートを選択します。選択が完了したら、書き込み消去ステータス遷移コマンドで書き込み消去ステータ
スに遷移します。書き込み消去ステータスに遷移する前に、ブートプログラムは消去プログラムをRAM上に転
送し、ユーザマットとユーザブートマットを消去します。 

（3） 書き込み消去ステータス 
書き込み消去を行うステータスです。ホストからのコマンドに従って、書き込み／消去プログラムをRAMに転
送し、書き込み／消去を行います。コマンドにより、チェックサム、ブランクチェックを行います。 

 
ブートプログラムの処理フローを図 24.26に示します。 

 

書き込み消去
選択待ち

ユーザマット
ユーザブートマット

消去処理

ビットレート合わせ込み

問い合わせ選択
待ち

選択処理問い合わせ
処理

書き込み
処理

消去
処理

チェック
処理

書き込み 消去 チェック

リセット

問い合わせ 

書き込み消去
ステータス遷移

選択

ビットレート合わせ込みステータス

問い合わせ選択ステータス

書き込み消去ステータス

 
図 24.26 ブートプログラムの処理フロー 
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●ビットレート合わせ込みステータス 

ビットレート合わせ込みは、ホストから送信された H'00のローレベルの区間を測定してビットレートを計算します。
このビットレートは新ビットレート選択コマンドで変更することができます。ビットレート合わせ込みが終了すると、ブ
ートプログラムは問い合わせ選択ステータスに遷移します。ビットレート合わせ込みのシーケンスを図 24.27に示します。 
 

ホスト ブートプログラム

H'00（MAX30回）

H'00（合わせ込み完了）

H'55

H'E6（ブートのレスポンス）

「H'FF（エラー）」

1ビット長測定

 
図 24.27 ビットレート合わせ込みのシーケンス 
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●通信プロトコル 

ビットレート合わせ込みが完了した後の、ホストとブートプログラムとのシリアル通信プロトコルは以下のとおりで
す。 
（1） 1文字コマンドまたは1文字レスポンス 

コマンドまたはレスポンスが1文字だけのもので、問い合わせと、正常終了のACKがあります。 
（2） n文字コマンドまたはn文字レスポンス 

コマンド、レスポンスにnバイトのデータを必要とするもので、選択コマンドと、問い合わせに対応するレスポ
ンスがあります。 
書き込みデータについては、データ長を別途定めるので、データのサイズは省略します。 

（3） エラーレスポンス 
コマンドに対するエラーレスポンスです。エラーレスポンスと、エラーコードの2バイトです。 

（4） 128バイト書き込み 
サイズのないコマンドです。データのサイズは書き込みサイズ問い合わせのレスポンスで知ることができます。 

（5） メモリリードのレスポンス 
サイズが4バイトのレスポンスです。 

 

コマンドまたはレスポンス

データ

データ（nバイト）アドレス

データのサイズ チェックサム

コマンドまたはレスポンス

コマンド

エラーコード

エラーレスポンス

チェックサム

データデータのサイズ

レスポンス チェックサム

1文字コマンドまたは
1文字レスポンス

n文字コマンドまたは
n文字レスポンス

エラーレスポンス

128バイト書き込み

メモリリードの
レスポンス

 
図 24.28 通信プロトコルフォーマット 

• コマンド（1バイト）：問い合わせ、選択、書き込み、消去、チェックなどのコマンド 
• レスポンス（1バイト）：問い合わせに対する応答 
• サイズ（1バイトまたは 2バイト）：コマンド、サイズ、チェックサムを除いた送受信データのサイズ 
• データ（nバイト）：コマンド、レスポンスの詳細データ 
• チェックサム（1バイト）：コマンドから SUMまで加算し、H'00となるように設定 
• エラーレスポンス（1バイト）：コマンドに対するエラーレスポンス 
• エラーコード（1バイト）：発生したエラーの種類 
• アドレス（4バイト）：書き込みアドレス 
• データ（nバイト）：書き込みデータ。nは書き込みサイズ問い合わせコマンドのレスポンスで知る 
• データのサイズ（4バイト）：メモリリードのレスポンスで 4バイト長 
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●問い合わせ選択ステータス 

問い合わせ選択ステータスでは、ブートプログラムはホストからの問い合わせコマンドに対してフラッシュ ROMの情
報を応答し、選択コマンドに対してデバイス、クロックモード、ビットレートを選択します。 
問い合わせ選択コマンド一覧を表 24.18に示します。 

 

表 24.18 問い合わせ選択コマンド一覧 
コマンド コマンド名 機能 

H'20 サポートデバイス問い合わせ デバイスコードと品名の問い合わせ 

H'10 デバイス選択 デバイスコードの選択 

H'21 クロックモード問い合わせ クロックモード数とそれぞれの値の問い合わせ 

H'11 クロックモード選択 選択されているクロックモードの通知 

H'22 逓倍比問い合わせ 逓倍比または分周比の種類数とそれぞれの個数とその値
の問い合わせ 

H'23 動作周波数問い合わせ メインクロックとペリフェラルクロックの最小値最大値
の問い合わせ 

H'24 ユーザブートマット情報問い合わせ ユーザブートマットの個数とそれぞれの先頭アドレスと
最終アドレスの問い合わせ 

H'25 ユーザマット情報問い合わせ ユーザマットの個数とそれぞれの先頭アドレスと最終ア
ドレスの問い合わせ 

H'26 消去ブロック情報問い合わせ ブロック数とそれぞれの先頭アドレスと最終アドレスの
問い合わせ 

H'27 書き込みサイズ問い合わせ 書き込み時のデータ長の問い合わせ 

H'28 2面同時書き込み情報問い合わせ 2面同時書き込み可否の問い合わせ 

H'3F 新ビットレート選択 新ビットレートの選択 

H'40 書き込み消去ステータス遷移 ユーザマット、ユーザブートマットを消去し、書き込み
消去ステータスに遷移 

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ 

 
選択コマンドは、デバイス選択（H'10）、クロックモード選択（H'11）、新ビットレート選択（H'3F）の順にホストか

ら送信してください。これらのコマンドは必ず必要です。同一選択コマンドが 2つ以上送信されたときは、後に送信され
た選択コマンドが有効になります。 
これらのコマンドは、ブートプログラムステータス問い合わせ（H'4F）を除いて、書き込み消去ステータス遷移（H'40）

を受け付けるまでは有効であり、ホスト側は上記のコマンド中、ホストが必要なものを、選択して問い合わせを行うこと
ができます。ブートプログラムステータス問い合わせ（H'4F）は書き込み消去ステータス遷移（H'40）を受け付け後も有
効です。 
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(1) サポートデバイス問い合わせ 

サポートデバイス問い合わせに対して、ブートプログラムはサポート可能なデバイスのデバイスコードと品名を応答
します。 
コマンド H'20        

•  コマンド「H'20」（1バイト）：サポートデバイス問い合わせ 
レスポンス H'30 サイズ デバイス数      

 文字数 デバイスコード 品名     

 ...       

 SUM        

•  レスポンス「H'30」（1バイト）：サポートデバイス問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：コマンド、サイズ、チェックサムを除いた送受信データのサイズ。ここではデバイス数、
文字数、デバイスコード、品名の合計サイズ 

•  デバイス数（1バイト）：マイコン内のブートプログラムがサポートする品種数 
•  文字数（1バイト）：デバイスコードとブートプログラム品名の文字数 
•  デバイスコード（4バイト）：サポートする品名の ASCIIコード 
•  品名（nバイト）：ブートプログラム型名（ASCIIコード） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
コマンドからSUMまで加算し、H'00となるように設定 

(2) デバイス選択 

デバイス選択に対して、ブートプログラムはサポートデバイスを指定されたサポートデバイスに設定します。その後
の問い合わせに対して選択されたデバイスの情報を応答します。 
コマンド H'10 サイズ デバイスコード SUM    

•  コマンド「H'10」（1バイト）：デバイス選択 
•  サイズ（1バイト）：デバイスコードの文字数（固定値で 2） 
•  デバイスコード（4バイト）：サポートデバイス問い合わせで応答したデバイスコード（ASCIIコード） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：デバイス選択に対する応答 
デバイスコードが一致したときACK 

エラー         

レスポンス H'90 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'90」（1バイト）：デバイス選択に対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'21：デバイスコード不一致エラー 

(3) クロックモード問い合わせ 

クロックモード問い合わせに対して、ブートプログラムは選択可能なクロックモードを応答します。 
コマンド H'21        

• コマンド「H'21」（1バイト）：クロックモード問い合わせ 
レスポンス H'31 サイズ モード数 モード ... SUM   

•  レスポンス「H'31」（1バイト）：クロックモード問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：モード数、モードの合計サイズ 
• モード数（1バイト）：デバイスで選択可能なクロックモード数 

H'00の場合はクロックモードなし、またはデバイスがクロックモード読み取り可を示す 
•  モード（1バイト）：選択可能なクロックモード（例：H'01 クロックモード 1） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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(4) クロックモード選択 

クロックモード選択に対して、ブートプログラムはクロックモードを指定されたクロックモードに設定します。その
後の問い合わせに対して、選択されたクロックモードの情報を応答します。 
クロックモード選択コマンドはデバイス選択コマンド送信後に送信してください。 

コマンド H'11 サイズ モード SUM    

•  コマンド「H'11」（1バイト）：クロックモード選択 
•  サイズ（1バイト）：モードの文字数（固定値で 1） 
•  モード（1バイト）：クロックモード問い合わせで応答されたクロックモード 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：クロックモード選択に対する応答 
クロックモードが一致したときACK 

エラー         

レスポンス H'91 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'91」（1バイト）：クロックモード選択に対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'22：クロックモード不一致エラー 

クロックモード問い合せでクロックモード数が H'00、H'01の場合もそれぞれその値で、クロックモード選択をしてく
ださい。 

(5) 逓倍比問い合わせ 

逓倍比問い合わせに対して、ブートプログラムは選択可能な逓倍比または分周比を応答します。 
コマンド H'22        

• コマンド「H'22」（1バイト）：逓倍比問い合わせ 
レスポンス H'32 サイズ 種別数      

 逓倍比数 逓倍比 ...      

 ...        

 SUM        

•  レスポンス「H'32」（1バイト）：逓倍比問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：種別数、逓倍比数、逓倍比の合計サイズ 
•  種別数（1バイト）：デバイスで選択可能な逓倍比の種別の数 
（メイン動作周波数と周辺モジュール動作周波数の 2種類なら H'02） 

•  逓倍比数（1バイト）：各動作周波数で選択可能な逓倍比数 
メインモジュール、周辺モジュールで選択可能な逓倍比数 

•  逓倍比（1バイト） 
逓倍比： 逓倍する数値（例 4逓倍：H'04） 
分周比： 分周する数値、負の数（例 2分周：H'FE[－2]） 
逓倍比を逓倍比数の数だけ繰り返し、逓倍比数と逓倍比の組み合わせを種別数の数だけ繰り返す。 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 



24. ROM（SH7058SF） 

Rev.5.00  2010.02.23  24-61 
RJJ09B0181-0500 

 

(6) 動作周波数問い合わせ 

動作周波数問い合わせに対して、ブートプログラムは動作周波数の数とその最小値、最大値を応答します。 
コマンド H'23        

•  コマンド「H'23」（1バイト）：動作周波数問い合わせ 
レスポンス H'33 サイズ 周波数の種類数     

 動作周波数最小値 動作周波数最大値     

 ...      

 SUM        

•  レスポンス「H'33」（1バイト）：動作周波数問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：動作周波数の種類数、動作周波数最小値、動作周波数最大値の合計サイズ 
•  周波数の種類数 （1バイト）：デバイスで必要な動作周波数の種類数 
たとえば、メイン動作周波数と周辺モジュール動作周波数の場合は2 

•  動作周波数最小値（2バイト）：逓倍あるいは分周されたクロックの最小値 
動作周波数最小値、最大値は周波数（MHz）の小数点 2位までの値を 100倍した値（たとえば、20.00MHzのと
きは 100倍して 2000とし、H'07D0とする） 

•  動作周波数最大値（2バイト）：逓倍あるいは分周されたクロックの最大値 
動作周波数最大値、動作周波数最大値のデータが周波数の種類数だけ続く 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

(7) ユーザブートマット情報問い合わせ 

ユーザブートマット情報問い合わせに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのエリア数とアドレスを応答
します。 
コマンド H'24        

•  コマンド「H'24」（1バイト）：ユーザブートマット情報問い合わせ 
レスポンス H'34 サイズ エリア数      

 エリア先頭アドレス エリア最終アドレス 

 ...  

 SUM        

•  レスポンス「H'34」（1バイト）：ユーザブートマット情報問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：エリア数、エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスの合計サイズ 
•  エリア数 （1バイト）：連続したユーザブートマットのエリアの数 
ユーザブートマットのエリアが連続の場合は H'01  

•  エリア先頭アドレス（4バイト）：エリアの先頭アドレス 
•  エリア最終アドレス（4バイト）：エリアの最終アドレス 
エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスのデータがエリア数分続く 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

(8) ユーザマット情報問い合わせ 

ユーザマット情報問い合わせに対して、ブートプログラムはユーザマットのエリア数とアドレスを応答します。 
コマンド H'25        

• コマンド「H'25」（1バイト）：ユーザマット情報問い合わせ 
レスポンス H'35 サイズ エリア数      

 エリア先頭アドレス エリア最終アドレス 

 ...  

 SUM        

•  レスポンス「H'35」（1バイト）：ユーザマット情報問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：エリア数、エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスの合計サイズ 
•  エリア数 （1バイト）：連続したユーザマットのエリアの数 
ユーザマットのエリアが連続の場合は H'01 

•  エリア先頭アドレス（4バイト）：エリアの先頭アドレス 
•  エリア最終アドレス（4バイト）：エリアの最終アドレス 
エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスのデータがエリア数分続く 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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(9) 消去ブロック情報問い合わせ 

消去ブロック情報問い合わせに対して、ブートプログラムはユーザマットの消去ブロックのブロック数とそのアドレ
スを応答します。 
コマンド H'26        

•  コマンド「H'26」（1バイト）：消去ブロック情報問い合わせ 
レスポンス H'36 サイズ ブロック数     

 ブロック先頭アドレス ブロック最終アドレス 

 ...  

 SUM        

•  レスポンス「H'36」（1バイト）：消去ブロック情報問い合わせに対する応答 
•  サイズ（2バイト）：ブロック数、ブロック先頭アドレス、ブロック最終アドレスの合計サイズ 
•  ブロック数 （1バイト）：フラッシュメモリ消去ブロック数 
•  ブロック先頭アドレス（4バイト）：ブロックの先頭アドレス 
•  ブロック最終アドレス（4バイト）：ブロックの最終アドレス 
ブロック先頭アドレス、ブロック最終アドレスのデータがブロック数分続く 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

(10) 書き込みサイズ問い合わせ 

書き込みサイズ問い合わせに対して、ブートプログラムは書き込みデータの書き込み単位を応答します。 
コマンド H'27        

•  コマンド「H'27」（1バイト）：書き込みサイズ問い合わせ 
レスポンス H'37 サイズ 書き込みサイズ SUM    

•  レスポンス「H'37」（1バイト）：書き込みサイズ問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：書き込み単位のサイズの文字数（固定値で 2） 
•  書き込みサイズ（2バイト）：書き込み単位のサイズ 
このサイズで書き込みデータを受け取る 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

(11) 2面同時書き込み情報問い合わせ 

2面同時書き込み情報問い合わせに対して、ブートプログラムは 2面同時書き込み可能可否とその先頭アドレスを応答
します。 
コマンド H'28        

• コマンド「H'28」（1バイト）：2面同時書き込み情報問い合わせ 
レスポンス H'38 サイズ 書き込み方式  

 1面目マット先頭アドレス 2面目マット先頭アドレス 

 SUM    

• レスポンス「H'38」（1バイト）：2面同時書き込み情報問い合わせに対する応答 
• サイズ（1バイト）：書き込み方式、マット先頭アドレスの合計サイズ 
書き込み方式が 1面書き込みのとき 5バイト、2面同時書き込みのとき 9バイト 

• 書き込み方式（1バイト）： H'01=1面書き込み 
H'02=2面同時書き込み可能 

•  1面目マット先頭アドレス（4バイト）：1面目マットの先頭アドレス 
•  2面目マット先頭アドレス（4バイト）：2面目マットの先頭アドレス 

2面目マット先頭アドレスのデータは 2面同時書き込み可能のときのみ 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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(12) 新ビットレート選択 

新ビットレート選択に対して、ブートプログラムは指定されたビットレートに選択変更し、確認に対して新ビットレ
ートで応答します。 
新ビットレート選択コマンドはクロックモード選択コマンド送信後に送信してください。 

コマンド H'3F サイズ ビットレート 入力周波数   

 逓倍比数 逓倍比 1 逓倍比 2      

 SUM        

•  コマンド「H'3F」（1バイト）：新ビットレート選択 
•  サイズ（1バイト）：ビットレート、入力周波数、逓倍比数、逓倍比の合計サイズ 
•  ビットレート（2バイト）：新ビットレート 

1/100の値とする（たとえば、19200bpsのときは 192とし、H'00C0とする） 
•  入力周波数（2バイト）：ブートプログラムに入力されるクロック周波数 
周波数（MHz）の小数点 2位までの値とする（たとえば、28.882MHzのときは小数点 2位までを 100倍して 2888
とし、H'0B48とする） 

•  逓倍比数（1バイト）：デバイスで選択可能な逓倍比数 
通常はメイン動作周波数と周辺モジュール動作周波数で 2 

•  逓倍比 1（1バイト）：メイン動作周波数の逓倍比または分周比 
逓倍比：逓倍する数値（例 4逓倍：H'04） 
分周比：分周する数値、負の数値（例 2分周：H'FE[－2]） 

•  逓倍比 2（1バイト）：周辺動作周波数の逓倍比または分周比 
逓倍比：逓倍する数値（例 4逓倍：H'04） 
分周比：分周する数値、負の数値（例 2分周：H'FE[－2]） 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：新ビットレート選択に対する応答 
選択可能なときACK 

エラー         

レスポンス H'BF ERROR       

• エラーレスポンス「H'BF」（1バイト）：新ビットレート選択に対するエラー応答 
• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'24： ビットレート選択不可エラー 

指定されたビットレートが選択できない 
H'25： 入力周波数エラー 

入力周波数が最小値と最大値の範囲にない 
H'26：逓倍比エラー 

逓倍比が一致しない 
H'27： 動作周波数エラー 

動作周波数が最小値と最大値の範囲にない 
受信したデータのチェック方法を以下に示します。 
（1） 入力周波数 

受信した入力周波数の値が、すでに選択されたデバイスのクロックモードに対する入力周波数の最小値と最大値
の範囲内にあるかどうかをチェックします。範囲内になければ入力周波数エラーです。 

（2） 逓倍比 
受信した逓倍比または分周比の値が、すでに選択されたデバイスのクロックモードに対する逓倍比または分周比
と一致するかどうかをチェックします。一致しなければ逓倍比エラーです。 

（3） 動作周波数 
受信した入力周波数と逓倍比または分周比とから動作周波数を計算します。入力周波数はLSIに供給される周波
数で、動作周波数は実際にLSIが動作する周波数です。計算式を以下に示します。 
 動作周波数 ＝ 入力周波数 × 逓倍比、または、 
 動作周波数 ＝ 入力周波数 ÷ 分周比 
 この計算した動作周波数が、すでに選択されたデバイスのクロックモードに対する動作周波数の最小値と最大
値の範囲内にあるかどうかをチェックします。範囲内になければ動作周波数エラーです。 
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（4） ビットレート 
ペリフェラル動作周波数（φ）とビットレート（B）から、シリアルモードレジスタ（SMR）のクロックセレク
ト（CKS）の値（n）とビットレートレジスタ（BRR）の値（N）を求め、誤差を計算し、誤差が4％未満である
かどうかをチェックします。誤差が4％以上ならばビットレート選択エラーです。誤差の計算は下記のとおりで
す。 

誤差（％）＝｛[ φ×106 ]－1｝×100 

 （N＋1）×B×64×22n－1 

 
新ビットレート選択が可能な場合は、ACKを応答した後で、新ビットレートの値にレジスタを選択します。新ビット

レートでホストが ACKを送信し、ブートプログラムが新ビットレートで応答します。 
確認 H'06        

• 確認「H'06」（1バイト）：新ビットレートの確認 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：新ビットレートの確認に対する応答 
新ビットレート選択のシーケンスを図 24.29に示します。 
 

ホスト ブートプログラム

新ビットレート設定

H'06（ACK）

H'06（ACK）新ビットレート

H'06（ACK）新ビットレート

新ビットレート設定

設定ビットレート
の1ビット期間WAIT

新ビットレート設定

 
図 24.29 新ビットレート選択のシーケンス 

●書き込み消去ステータス遷移 

書き込み消去ステータス遷移に対して、ブートプログラムは、消去プログラムを転送し、ユーザマット、ユーザブー
トマットの順にデータを消去します。消去が完了すると、ACKを応答し、書き込み消去ステータスになります。 
ホストは、書き込み選択コマンドと書き込みデータを送る前に、デバイス選択コマンド、クロックモード選択コマン

ド、新ビットレート選択コマンドで LSIのデバイス、クロックモード、新ビットレートを選択し、書き込み消去ステータ
ス遷移コマンドをブートプログラムへ送ってください。 
コマンド H'40        

• コマンド「H'40」（1バイト）：書き込み消去ステータス遷移 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：書き込み消去ステータス遷移に対する応答。消去プログラムを転送した後、
ユーザブートマット、ユーザマットが正常にデータを消去できたとき ACK 

エラー         

レスポンス H'C0 H'51       

•  エラーレスポンス「H'C0」（1バイト）：書き込み消去ステータス遷移に対するエラー応答 
•  エラーコード「H'51」（1バイト）：消去エラー 
エラーが発生し消去できなかった 
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●コマンドエラー 

コマンドが未定義のとき、コマンドの順序が正しくないとき、あるいはコマンドを受け付けることができないとき、
コマンドエラーとなります。たとえば、デバイス選択の前のクロックモード選択コマンド、書き込み消去ステータス遷移
コマンドの後での問い合わせコマンドは、コマンドエラーになります。 
エラー         

レスポンス H'80 H'xx       

•  エラーレスポンス「H'80」（1バイト）：コマンドエラー 
•  コマンド「H'xx」（1バイト）：受信したコマンド 

●コマンドの順序 

問い合わせ選択ステータスでのコマンドの順序の例は以下のとおりです。 
（1） サポートデバイス問い合わせ（H'20）で、サポートデバイスを問い合わせてください。 
（2） 応答されたデバイス情報からデバイスを選んで、デバイス選択（H'10）をしてください。 
（3） クロックモード問い合わせ（H'21）で、クロックモードを問い合わせてください。 
（4） 応答されたクロックモードからクロックモードを選んで、クロックモード選択（H'11）をしてください。 
（5） デバイス選択、クロックモード選択が終わったら、逓倍比問い合わせ（H'22）、動作周波数問い合わせ（H'23）

で新ビットレート選択に必要な情報を問い合わせてください。 
（6） 逓倍比、動作周波数の情報に従って、新ボーレート選択（H'3F）をしてください。 
（7） デバイス選択、クロックモード選択が終わったら、ユーザブートマット情報問い合わせ（H'24）、ユーザマット

情報問い合わせ（H'25）、消去ブロック情報問い合わせ（H'26）、書き込みサイズ問い合わせ（H'27）、2面同時
書き込み情報問い合わせ（H'28） で、ユーザブートマット、ユーザマットへの書き込み消去情報を問い合わせ
てください。 

（8） 問い合わせと新ビットレート選択が終わったら、書き込み消去ステータス遷移（H'40）を実行してください。書
き込み消去ステータスに遷移します。 

●書き込み消去ステータス 

書き込み消去ステータスでは、ブートプログラムは書き込み選択コマンドで書き込み方法を選択し、128バイト書き込
みコマンドでデータを書き込み、消去選択コマンドとブロック消去コマンドでブロックを消去します。書き込み消去コマ
ンド一覧を表 24.19に示します。 

表 24.19 書き込み消去コマンド一覧 
コマンド コマンド名 機能 

H'42 ユーザブートマット書き込み選択 ユーザブートマット書き込みプログラムの選択 

H'43 ユーザマット書き込み選択 ユーザマット書き込みプログラムの選択 

H'50 128バイト書き込み 128バイト書き込み 

H'48 消去選択 消去プログラムの選択 

H'58 ブロック消去 ブロックデータの消去 

H'52 メモリリード メモリの読み出し 

H'4A ユーザブートマットのチェックサム ユーザブートマットのチェックサム 

H'4B ユーザマットのチェックサム ユーザマットのチェックサム 

H'4C ユーザブートマットのブランクチェック ユーザブートマットのブランクチェック 

H'4D ユーザマットのブランクチェック ユーザマットのブランクチェック 

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ 
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●書き込み 

書き込みは書き込み選択コマンドと 128バイト書き込みコマンドで行います。 
最初に、ホストは書き込み選択コマンドを送信し、書き込み方式と書き込みマットを選択します。書き込み選択コマ

ンドは書き込みエリアと書き込み方式により以下の 3つがあります。 
（1） ユーザブートマット書き込み選択 
（2） ユーザマット書き込み選択 
次に 128バイト書き込みコマンドを送信します。選択コマンドに続く 128バイト書き込みコマンドはそれぞれ選択コ

マンドで指定された書き込み方式の書き込みデータと解釈します。128バイトを超えるデータを書き込むときは 128バイ
ト書き込みコマンドを繰り返してください。書き込みを終了させたいときはアドレスが H'FFFFFFFFの 128バイト書き込
みコマンドをホストから送信してください。書き込みが終了すると書き込み消去選択待ちになります。 
続けて他の方式、他のマットの書き込みを行うときは書き込み選択コマンドから開始します。 
書き込み選択コマンドと 128バイト書き込みコマンドのシーケンスを図 24.30に示します。 
 

ホスト ブートプログラム

書き込み選択（H'42、H'43）

ACK

128バイト書き込み（アドレス、データ）

ACK

128バイト書き込み（H'FFFFFFFF）

ACK

書き込みプログラム
転送

書き込み繰り返し

 
図 24.30 書き込みシーケンス 

(1) ユーザブートマット書き込み選択 

ユーザブートマット書き込み選択に対して、ブートプログラムは、書き込みプログラムを転送します。書き込みは転
送した書き込みプログラムで、ユーザブートマットに書き込みます。 
コマンド H'42        

• コマンド「H'42」（1バイト）：ユーザブートマット書き込み選択 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザブートマット書き込み選択に対する応答。書き込みプログラムを転送
したとき ACK 

エラー         

レスポンス H'C2 ERROR       

• エラーレスポンス「H'C2」（1バイト）：ユーザブートマット書き込み選択に対するエラー応答 
• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'54：選択処理エラー（転送エラーが発生し処理が完了しない） 
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(2) ユーザマット書き込み選択 

ユーザマット書き込み選択に対して、ブートプログラムは、書き込みプログラムを転送します。書き込みは転送した
書き込みプログラムで、ユーザマットに書き込みます。 
コマンド H'43        

• コマンド「H'43」（1バイト）：ユーザマット書き込み選択 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザマット書き込み選択に対する応答。書き込みプログラムを転送したと
き ACK 

エラー         

レスポンス H'C3 ERROR       

• エラーレスポンス「H'C3」（1バイト）：ユーザプログラム書き込み選択に対するエラー応答 
• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'54：選択処理エラー（転送エラーが発生し処理が完了しない） 

(3) 128バイト書き込み 

128バイト書き込みに対して、ブートプログラムは書き込み選択で転送した書き込みプログラムで、ユーザブートマッ
ト、またはユーザマットに書き込みます。選択コマンドが 2面同時書き込みの場合は、2面のデータを受信した後書き込
みを開始します。 
コマンド H'50 書き込みアドレス    

 データ ...       

 ...        

 SUM        

• コマンド「H'50」（1バイト）：128バイト書き込み 
• 書き込みアドレス（4バイト）：書き込み先頭アドレス 
｢書き込みサイズ問い合わせ｣で応答したサイズの倍数、具体的には128バイト境界 
例）H'00, H'01, H'00, H'00：H'01000000 

• 書き込みデータ（n バイト）：書き込みデータ 
書き込みデータのサイズは｢書き込みサイズ問い合わせ｣で応答したサイズ 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 
レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：128バイト書き込みに対する応答 
書き込みが完了したときACK、ただし2面書き込みでは最初の1面はデータを受信したときACK 

エラー         

レスポンス H'D0 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'D0」（1バイト）：128バイト書き込みに対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'2A：アドレスエラー（アドレスが指定のマットの範囲にない） 
H'53：書き込みエラー（書き込みエラーが発生し書き込めない） 

データ書き込みサイズに従った境界のアドレスを指定してください。たとえば、データ書き込みサイズが 128バイト
のときは、アドレスの下位バイトを H'00か H'80にしてください。 
ホストは、128バイト中に書き込みデータがない部分を H'FFに埋めて送信してください。 
2面同時書き込みのときは、1面目マットアドレスのデータと 2面目マットアドレスのデータを交互に送信してくださ

い。 
 
書き込み処理を終了するときは、アドレス H'FFFFFFFFの 128バイト書き込みコマンドを送信してください。アドレス

H'FFFFFFFFの 128バイト書き込みコマンドに対して、ブートプログラムはデータが終了したと判断し、書き込み消去選
択コマンド待ちになります。ただし、2面同時書き込みの場合は、最後に受け取ったデータが書き込まれていないときは
書き込んでから書き込み処理を終了します。 
コマンド H'50 書き込みアドレス SUM   

•  コマンド「H'50」（1バイト）：128バイト書き込み 
•  書き込みアドレス（4バイト）：終了コード（H'FF、H'FF、H'FF、H'FF） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：128バイト書き込みに対する応答 
書き込み処理が完了したときACK、ただし2面書き込みで最後の1面が書き込み未完のときは書き込み完了のとき
ACK 

エラー         

レスポンス H'D0 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'D0」（1バイト）：128バイト書き込みに対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'53：書き込みエラー 

書き込みエラーが発生し書き込めない 
（ただし2面書き込みで最後の1面が書き込み未完のとき） 

●消去 

消去は消去選択コマンドとブロック消去コマンドで行います。 
最初に消去選択コマンドで消去を選択し、次にブロック消去コマンドで指定されたブロックを消去します。消去ブロ

ックが複数あるときはブロック消去コマンドを繰り返します。消去処理を終了するときはブロック番号 H'FFのブロック
消去コマンドをホストから送信してください。消去が終了すると書き込み消去選択待ちになります。 
消去選択コマンドと消去データのシーケンスを図 24.31に示します。 

ACK

消去（H'FF）

消去選択（H'48）

消去（消去ブロック番号）

ACK

ACK

消去

消去プログラム
転送

ブートプログラムホスト

繰り返し

 
図 24.31 消去シーケンス 

(1) 消去選択 

消去選択に対して、ブートプログラムは、消去プログラムを転送します。消去は転送した消去プログラムで、ユーザ
マットのデータを消去します。 
コマンド H'48        

•  コマンド「H'48」（1バイト）：消去選択 
レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：消去選択に対する応答 
消去プログラムを転送したときACK 

エラー         

レスポンス H'C8 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'C8」（1バイト）：消去選択に対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'54：選択処理エラー（転送エラーが発生し処理が完了しない） 
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(2) ブロック消去 

消去に対して、ブートプログラムは指定されたユーザマットのブロックを消去します。 
コマンド H'58 サイズ ブロック番号 SUM    

•  コマンド「H'58」（1バイト）：消去 
•  サイズ（1バイト）：消去ブロック番号の文字数（固定値で 1） 
•  ブロック番号（1バイト）：データを消去する消去ブロック番号 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：消去に対する応答 
消去が完了したときACK 

エラー         

レスポンス H'D8 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'D8」（1バイト）：消去に対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'29：ブロック番号エラー 

ブロック番号が正しくない 
H'51：消去エラー 

消去中にエラー発生 
 
ブロック番号が H'FFに対して、ブートプログラムは消去処理を終了し、選択コマンド待ち状態になります。 

コマンド H'58 サイズ ブロック番号 SUM    

•  コマンド「H'58」（1バイト）：消去 
•  サイズ（1バイト）：消去ブロック番号の文字数（固定値で 1） 
•  ブロック番号（1バイト）：H'FF（消去処理の終了コード） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：消去終了に対する応答 ACK 
 
ブロック番号を H'FFで指定した後、再度、消去を行う場合は、消去選択から実行します。 

●メモリリード 

メモリリードに対して、ブートプログラムは指定されたアドレスのデータを応答します。 
コマンド H'52 サイズ エリア 読み出し先頭アドレス  

 読み出しサイズ SUM    

•  コマンド「H'52」（1バイト）：メモリリード 
•  サイズ（1バイト）：エリア、読み出しアドレス、読み出しサイズの合計サイズ（固定値で 9） 
•  エリア（1バイト） 

H'00：ユーザブートマット 
H'01：ユーザマット 
エリアの指定が正しくないときはアドレスエラー 

•  読み出し先頭アドレス（4バイト）：読み出す先頭アドレス 
•  読み出しサイズ（4バイト）：読み出すデータのサイズ 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'52 読み出しサイズ    

 データ ...       

 SUM        

•  レスポンス「H'52」（1バイト）：メモリリードに対する応答 
•  読み出しサイズ（4バイト）：読み出すデータのサイズ 
•  データ（nバイト）読み出しアドレスからの読み出しサイズ分のデータ 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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エラー         

レスポンス H'D2 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'D2」（1バイト）：メモリリードに対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'2A：アドレスエラー 

読み出し先頭アドレスがマットの範囲にない 
H'2B：サイズエラー 

読み出しサイズがマットの範囲を超えている、または読み出し先頭アドレスと読み出しサイズから
計算された読み出し最終アドレスがマットの範囲にない、または読み出しサイズが0 

●ユーザブートマットのチェックサム 

ユーザブートマットのチェックサムに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのデータを加算してその結果
を応答します。ユーザブートマットのチェックサム値は、16KBのエリアとして計算します。チェックサム値は、12KB
のユーザブートマットと 4KBの H'FFを加算した値になります。 
コマンド H'4A        

•  コマンド「H'4A」（1バイト）：ユーザブートマットのチェックサム 
レスポンス H'5A サイズ マットのチェックサム SUM  

•  レスポンス「H'5A」（1バイト）：ユーザブートマットのチェックサムに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：チェックサムデータの文字数（固定値で 4） 
•  マットのチェックサム（4バイト）：ユーザブートマットのチェックサム値をバイト単位で加算して、さらに 4KB
の H'FFデータを加算 

• SUM（1バイト）：チェックサム（送信データの） 

●ユーザマットのチェックサム 

ユーザマットのチェックサムに対して、ブートプログラムはユーザマットのデータを加算してその結果を応答します。 
コマンド H'4B        

•  コマンド「H'4B」（1バイト）：ユーザマットのチェックサム 
レスポンス H'5B サイズ マットのチェックサム SUM  

•  レスポンス「H'5B」（1バイト）：ユーザマットのチェックサムに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：チェックサムデータの文字数（固定値で 4） 
•  マットのチェックサム（4バイト）：ユーザマットのチェックサム値 
バイト単位で加算 

•  SUM（1バイト）：チェックサム（送信データの） 

●ユーザブートマットのブランクチェック 

ユーザブートマットのブランクチェックに対して、ブートプログラムはユーザブートマットがすべてブランクである
ことをチェックしその結果を応答します。 
コマンド H'4C        

•  コマンド「H'4C」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェック 
レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェックに対する応答。エリアがすべてブラ
ンク（H'FF）のとき ACK 

エラー         

レスポンス H'CC H'52       

•  エラーレスポンス「H'CC」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェックに対するエラー応答 
•  エラーコード「H'52」（1バイト）：未消去エラー 

●ユーザマットのブランクチェック 

ユーザマットのブランクチェックに対して、ブートプログラムはユーザマットがすべてブランクであることをチェッ
クしその結果を応答します。 
コマンド H'4D        

•  コマンド「H'4D」（1バイト）：ユーザマットのブランクチェック 
レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザマットのブランクチェックに対する応答。エリアがすべてブランク（H'FF）
のとき ACK 



24. ROM（SH7058SF） 

Rev.5.00  2010.02.23  24-71 
RJJ09B0181-0500 

 

エラー         

レスポンス H'CD H'52       

•  エラーレスポンス「H'CD」（1バイト）：ユーザマットのブランクチェックに対するエラー応答 
•  エラーコード「H'52」（1バイト）：未消去エラー 

●ブートプログラムステータス問い合わせ 

ブートプログラムステータス問い合わせに対して、ブートプログラムは現在のステータスとエラー状態を応答します。
この問い合わせは、問い合わせ選択ステータス、書き込み消去ステータス、いずれでも有効です。 
コマンド H'4F        

•  コマンド「H'4F」（1バイト）：ブートプログラムステータス問い合わせ 
レスポンス H'5F サイズ STATUS ERROR SUM    

•  レスポンス「H'5F」（1バイト）：ブートプログラムステータス問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：データの文字数（固定値で 2） 
•  STATUS（1バイト）：標準ブートプログラムのステータス 

表24.20をご覧ください。 
•  ERROR（1バイト）：エラー状態 

ERROR＝0で正常 
ERRORが0以外で異常 
表24.21をご覧ください。 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

表 24.20 ステータスコード 
コード 内容 

H'11 デバイス選択待ち 

H'12 クロックモード選択待ち 

H'13 ビットレート選択待ち 

H'1F 書き込み消去ステータス遷移待ち（ビットレート選択完了） 

H'31 ユーザマット、ユーザブートマット消去中 

H'3F 書き込み消去選択待ち（消去完了） 

H'4F 書き込みデータ受信待ち（書き込み完了） 

H'5F 消去ブロック指定待ち（消去完了） 

 

表 24.21 エラーコード 
コード 内容 

H'00 エラーなし 

H'11 チェックサムエラー 

H'21 デバイスコード不一致エラー 

H'22 クロックモード不一致エラー 

H'24 ビットレート選択不可エラー 

H'25 入力周波数エラー 

H'26 逓倍比エラー 

H'27 動作周波数エラー 

H'29 ブロック番号エラー 

H'2A アドレスエラー 

H'2B データ長エラー 

H'51 消去エラー 

H'52 未消去エラー 

H'53 書き込みエラー 

H'54 選択処理エラー 

H'80 コマンドエラー 

H'FF ビットレート合わせ込み確認エラー 
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24.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング 

表 24.22 メモリ読み出しモード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  

 

CE

A21-0

I/O7-0

OE

WE

コマンド書き込み

tceh

tds tdh

tf tr

tnxtc

【注】　データのラッチタイミングは、WEの立ち上がりエッジで行います。

tces

twep

メモリ読み出しモード

ADDRESS STABLE

 
図 24.32 コマンド書き込み後メモリ読み出しタイミング図 

表 24.23 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  
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CE

A21-0

I/O7-0

OE

WE

他モードコマンド書き込み

tceh

tds tdh

tf tr

tnxtc

【注】　WE、OEを同時にイネーブルしないでください。

tces

twep

メモリ読み出しモード

ADDRESS STABLE

 
図 24.33 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時のタイミング波形 

表 24.24 メモリ読み出しモード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

アクセス時間 tacc ― 20 μs  

CE出力遅延時間 tce ― 150 ns  

OE出力遅延時間 toe ― 150 ns  

出力ディスエーブル遅延時間 tdf ― 100 ns  

データ出力ホールド時間 toh 5 ― ns  

 

CE

A21-0

I/O7-0

OE

WE
VIH

VIL

VIL

tacc
tohtoh

tacc

ADDRESS STABLE ADDRESS STABLE

 
図 24.34 CE、OEイネーブル状態リード時のタイミング波形 
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CE

A21-0

I/O7-0

VIH

OE

WE

tce

tacc

toe

toh
toh

tdf

tce

tacc

toe

ADDRESS STABLE ADDRESS STABLE

tdf

 
図 24.35 CE、OEクロック方式リード時のタイミング波形 

表 24.25 自動書き込みモード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

ステータスポーリング開始時間 twsts 1 ― ms  

ステータスポーリングアクセス時間 tspa ― 150 ns  

アドレスセットアップ時間 tas 0 ― ns  

アドレスホールド時間 tah 60 ― ns  

メモリ書き込み時間 twrite ― tP ms tPは「29.5 フラッシュメモリ特
性」を参照 

書き込みセットアップ時間 tpns 100 ― ns  

書き込み終了セットアップ時間 tpnh 100 ― ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  

 

ADDRESS  STABLE

CE

FWE

A21-0

I/O5-0

I/O6

I/O7

OE

WE

tas tah

tdhtds

tf tr
twep twsts

twrite

tspa

tpns

tpnh

tnxtc tnxtctcehtces

書き込み動作終了判定信号

データ転送
1byte…128byte

書き込み正常終了判定信号

H'40 or
H'45  H'00

1バイト目
Din

128バイト目
Din

 
図 24.36 自動書き込みモードのタイミング波形 
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表 24.26 自動消去モード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

ステータスポーリング開始時間 tests 1 ― ms  

ステータスポーリングアクセス時間 tspa ― 150 ns  

メモリ消去時間 terase ― 8×tE s tEは「29.5 フラッシュメモリ特
性」を参照 

消去セットアップ時間 tens 100 ― ns  

消去終了セットアップ時間 tenh 100 ― ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  

 

CE

FWE

A21-0

I/O5-0

I/O6

I/O7

OE

WE

tests

terase

tspa

tdhtds

tf tr
twep

tens

tenh

tnxtc tnxtctcehtces

消去終了判定信号

消去正常終了
判定信号

H'20 or 
H'25 

H'20 or 
H'25 H'00

 
図 24.37 自動消去モードのタイミング波形 

表 24.27 ステータス読み出しモード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込み後読み出し時間 tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

OE出力遅延時間 toe ― 150 ns  

ディスエーブル遅延時間 tdf ― 100 ns  

CE出力遅延時間 tce ― 150 ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  
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CE

A21-0

I/O7-0

OE

WE

tdh
tdftds

tf tr
twep

tnxtc tnxtc

tf tr
twep

tds tdh

tnxtctceh tceh

toe

tces tces

tce

H'71 H'71

【注】 I/O3-2は未定義です。  
図 24.38 ステータス読み出しモードのタイミング波形 

表 24.28 コマンド待ち状態までの遷移時間規定 
項 目 記号 MIN MAX 単 位 特 記 

スタンバイ解除（発振安定時間） tosc1 30 ― ms  

ライタモードセットアップ時間 tbmv 10 ― ms  

VCCホールド時間 tdwn 0 ― ms  

 

VCC

RES

FWE

メモリ読み出しモード

コマンド待ち状態

コマンド待ち状態

正常異常終了判定
自動書き込みモード

自動消去モードtosc1 tbmv tdwn

【注】　FWE入力端子のレベルは、自動書き込みモード、自動消去モード以外は、Low状態としてください。
 

図 24.39 発振安定時間、ライタモードセットアップ時間、電源立ち下げシーケンス 

24.10.3 手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域 
本文中での書き込み／消去手順プログラムおよび書き込みデータの格納可能領域は、内蔵 RAM上に準備している例で

示しましたが、以下の条件を守れば他の領域（外部空間領域など）で実行することができます。 
（1） 内蔵の書き込み／消去実行プログラムはFTDARレジスタで指定された内蔵RAMのアドレスからダウンロードさ

れ、実行されるのでここは使用不可能です。 
（2） 内蔵の書き込み／消去実行プログラムでは、スタック領域を128バイト以上使用するので、確保してください。 
（3） SCOビットを1にしてダウンロードの要求を行う処理では、マット切り替えが発生するので内蔵RAM上で実施し

てください。 
（4） 書き込み／消去を開始する前（ダウンロード結果の判定まで）は、フラッシュメモリはアクセス可能です。シン

グルチップモードのように外部空間アクセスができないモードでは、この時点までに必要な手続きプログラム、
割り込みベクタと割り込み処理ルーチン、ユーザブランチ処理プログラムなどを内蔵RAMに転送してください。 

（5） 書き込み／消去処理中は、フラッシュメモリのアクセスはできませんので、内蔵RAM上のダウンロードされた
プログラムで実行します。これを起動させる手続きプログラム、書き込み／消去中のユーザブランチ先のユーザ
プログラム、および割り込みのベクタテーブルと割り込み処理プログラムの実行領域も、フラッシュメモリ以外
の内蔵RAMや、外部バス空間にある必要があります。 

（6） 書き込み／消去完了後のFKEYレジスタのクリアまでの期間は、フラッシュメモリのアクセスは禁止とします。 
書き込み／消去完了直後に、LSIモードを変更してリセット動作をさせる場合には、100μs以上のリセット期間
（RES＝0とする期間）を設けてください。 
なお、書き込み／消去処理中のリセット状態、ハードウェアスタンバイ状態への遷移は禁止ですが、誤ってリセ
ットを入れてしまった場合は、100μsの通常より長いリセット期間の後に、リセットリリースしてください。 
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（7） ユーザブートモードでのユーザマットへの書き込み／消去処理では、FMATSによるマット切り替えが必要です。
マット切り替えの実行は内蔵RAM上で実施してください。（「24.8.1  ユーザマットとユーザブートマットの切
り替え」を参照ください） 
マットの切り替えにおいては、現在どちらのマットが選択されているかにご注意ください。 

（8） 書き込み処理のパラメータFMPDRが示す書き込みデータ格納領域がフラッシュメモリ上にあると、エラーと判
断しますので、いったん内蔵RAMに転送してFMPDRの示すアドレスはフラッシュメモリ空間以外としてくださ
い。 

 
これらの条件を考慮し、各動作モード／処理内容ごとの組み合わせでの、書き込みデータ格納エリアおよび実行が可

能なエリアをあらわす表を示します。 

表 24.29 実行可能マットまとめ 
起動モード 

処理 
ユーザプログラムモード ユーザブートモード* 

書き込み 表 24.30（1） 表 24.30（3） 

消去 表 24.30（2） 表 24.30（4） 

【注】 * ユーザマットに対しての書き込み／消去が可能です。 
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表 24.30（1） ユーザプログラムモードでの書き込み処理で使用可能なエリア 
格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

項目 内蔵 RAM ユーザマット 外部空間 
（MD0＝0の 
拡張時） 

ユーザマット 組み込み 
プログラム 
格納マット 

書き込みデータの格納
領域 

○ ×* ○ － － 

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択処理 

○ ○ ○ ○  

キーレジスタへの H'A5
書き込み 
処理 

○ ○ ○ ○  

FCCSのSCO＝1書き込
み実行 
（ダウンロード） 

○ × ×  ○ 

キーレジスタ 
クリア処理 

○ ○ ○ ○  

ダウンロード結果の判
定 

○ ○ ○ ○  

ダウンロード 
エラー処理 

○ ○ ○ ○  

初期化パラメータの設
定処理 

○ ○ ○ ○  

初期化実行 ○ × × ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○ ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○ ○  

割り込み処理 

ルーチン 

○ × ○ ○  

キーレジスタへの H'5A
書き込み 
処理 

○ ○ ○ ○  

書き込みパラメータの
設定処置 

○ × ○ ○  

書き込み実行 ○ × × ○  

書き込み結果の 
判定 

○ × ○ ○  

書き込みエラー 
処理 

○ × ○ ○  

キーレジスタ 
クリア処理 

○ × ○ ○  

【注】 * 事前に内蔵 RAMに転送しておけば可能です。 

 

書
き
込
み
手
順 



24. ROM（SH7058SF） 

Rev.5.00  2010.02.23  24-79 
RJJ09B0181-0500 

 

表 24.30（2） ユーザプログラムモードでの消去処理で使用可能なエリア 
格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 項目 

内蔵 RAM ユーザマット 外部空間 
（MD0＝0の 
拡張時） 

ユーザマット 組み込み 
プログラム 
格納マット 

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択処理 

○ ○ ○ ○  

キーレジスタへの H'A5
書き込み処理 

○ ○ ○ ○  

FCCSのSCO＝1書き込
み実行 
（ダウンロード） 

○ × ×  ○ 

キーレジスタ 

クリア処理 

○ ○ ○ ○  

ダウンロード結果の判
定 

○ ○ ○ ○  

ダウンロード 

エラー処理 

○ ○ ○ ○  

初期化パラメータの設
定処理 

○ ○ ○ ○  

初期化実行 ○ × × ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○ ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○ ○  

割り込み処理 

ルーチン 

○ × ○ ○  

キーレジスタへの H'5A
書き込み処理 

○ ○ ○ ○  

消去パラメータの設定
処置 

○ × ○ ○  

消去実行 ○ × × ○  

消去結果の判定 ○ × ○ ○  

消去エラー処理 ○ × ○ ○  

キーレジスタ 

クリア処理 

○ × ○ ○  

 

消
去
手
順 
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表 24.30（3） ユーザブートモードでの書き込み処理で使用可能なエリア 
格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

項目 内蔵 RAM ユーザ 
ブート 
マット 

外部空間（MD0
＝0の拡張時）

ユーザ 
マット 

ユーザ 
ブート 
マット 

組み込み 
プログラム 
格納マット 

書き込みデータの格納
領域 

○ ×*1 ○ － － － 

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択処理 

○ ○ ○  ○  

キーレジスタへの H'A5
書き込み処理 

○ ○ ○  ○  

FCCSの SCO＝1書き
込み実行 
（ダウンロード） 

○ × ×   ○ 

キーレジスタ 
クリア処理 

○ ○ ○  ○  

ダウンロード 
結果の判定 

○ ○ ○  ○  

ダウンロード 
エラー処理 

○ ○ ○  ○  

初期化パラメータの設
定処理 

○ ○ ○  ○  

初期化実行 ○ × ×  ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○  ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○  ○  

割り込み処理 

ルーチン 

○ × ○  ○  

FMATSによる 
マット切り替え 

○ × × ○   

キーレジスタへの H'5A
書き込み処理 

○ × ○ ○   

書き込みパラメータの
設定処置 

○ × ○ ○   

書き込み実行 ○ × × ○   

書き込み結果の 
判定 

○ × ○ ○   

書き込みエラー 
処理 

○ ×*2 ○ ○   

キーレジスタ 
クリア処理 

○ × ○ ○   

FMATSによる 
マット切り替え 

○ × ×  ○  

【注】 *1 事前に内蔵 RAMに転送しておけば可能です。 

 *2 内蔵 RAM上で FMATSを切り替えた後なら可能です。 
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表 24.30（4） ユーザブートモードでの消去処理で使用可能なエリア 
格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

項目 内蔵 RAM ユーザ 
ブート 
マット 

外部空間（MD0
＝0の拡張時）

ユーザ 
マット 

ユーザ 
ブート 
マット 

組み込みプログ
ラム格納マット

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択処理 

○ ○ ○  ○  

キーレジスタへの H'A5
書き込み処理 

○ ○ ○  ○  

FCCSの SCO＝1書き
込み実行 
（ダウンロード） 

○ × ×   ○ 

キーレジスタ 
クリア処理 

○ ○ ○  ○  

ダウンロード結果の判
定 

○ ○ ○  ○  

ダウンロード 
エラー処理 

○ ○ ○  ○  

初期化パラメータの設
定処理 

○ ○ ○  ○  

初期化実行 ○ × ×  ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○  ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○  ○  

割り込み処理 

ルーチン 

○ × ○  ○  

FMATSによる 
マット切り替え 

○ × ×  ○  

キーレジスタへの H'5A
書き込み処理 

○ × ○ ○   

消去パラメータの設定
処理 

○ × ○ ○   

消去実行 ○ × × ○   

消去結果の判定 ○ × ○ ○   

消去エラー処理 ○ ×* ○ ○   

キーレジスタ 
クリア処理 

○ × ○ ○   

FMATSによる 
マット切り替え 

○ × ×  ○  

【注】 * 内蔵 RAM上で FMATSを切り替えた後なら可能です。 
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25. ROM（SH7059） 

25.1 特長 
本 LSIは 1.5MBのフラッシュメモリを内蔵しています。フラッシュメモリの特長を以下に示します。 

 
■LSI起動モードに合わせた2種類のフラッシュメモリマット 

内蔵しているフラッシュメモリには、同一アドレス空間に配置される2種類のメモリ空間（以下メモリマットと
呼びます）があり、起動時のモード設定により、どちらのメモリマットから起動するかを選択できます。また、
起動後もバンク切り替え方式でマットを切り替えることも可能です。 
• ユーザモードでパワーオンリセット時に起動するユーザマット：1.5MB 
• ユーザブートモードでパワーオンリセット時に起動するユーザブートマット：12KB 

■3種類のオンボードプログラミングモードと、1種類のオフボードプログラミングモード 
• オンボードプログラミングモード 
 ブートモード 

内蔵SCIインタフェースを使用するプログラムモードで、ユーザマットとユーザブートマットの書き換えがで
きます。本モードでは、ホストと本LSI間のビットレートを自動で合わせることができます。 

 ユーザプログラムモード 
任意のインタフェースで、ユーザマットの書き換えができます。 

 ユーザブートモード 
任意のインタフェースのユーザブートプログラム作成が可能で、ユーザマットの書き換えが可能です。 

• オフボードプログラミングモード 
 ライタモード 

PROMライタを用いたライタモードで、ユーザマットとユーザブートマットの書き換えが可能です。 
■内蔵プログラムのダウンロードによる書き込み／消去インタフェース 

本LSIでは専用の書き込み／消去プログラムを内蔵しています。このプログラムを内蔵RAMにダウンロードした
後、引数パラメータを設定するだけで書き込み／消去が可能です。さらに、ユーザブランチをサポートしていま
す。 

 ユーザブランチ 
書き込み処理は128バイト単位で実施しますが、書き込みパルス印加、ベリファイ読み出しなどいくつかのス
テップから構成されています。消去も1分割ブロック単位で実施しますが、いくつかの処理ステップから構成
されています。このステップの合間にユーザ処理ルーチンの実行が可能な設定を行うことができ、この設定を
ユーザブランチ付きと呼びます。 

■内蔵RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション機能 
フラッシュメモリと内蔵RAMの一部を重ね合わせることで、フラッシュメモリの書き換えをリアルタイムにエ
ミュレートすることができます。 

■プロテクトモード 
レジスタ設定によるソフトウェアプロテクトと、FWE端子によるハードウェアプロテクトの2種類のモードがあ
り、フラッシュメモリの書き込み／消去に対するプロテクト状態を設定することができます。 
また、書き込み／消去中の暴走などの異常発生を検出した場合、エラープロテクト状態に遷移し、書き込み／消
去処理を中断する機能があります。 

■書き込み／消去時間 
フラッシュメモリの書き込み時間は、128バイト同時書き込みにてtPms（typ）、1バイト当たり換算にてtP/128ms、
消去時間はブロック当たりtEs（typ）です。 

■書き換え回数 
フラッシュメモリの書き換えは、NWECまで可能です。 

■書き込み／消去時の動作周波数 
書き込み／消去時の動作周波数は最大80MHzです。 
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25.2 概要 

25.2.1 ブロック図 
 

モ
ジ
ュ
ー
ル
バ
ス

メモリマット部制御部

内部アドレスバス

内部データバス（32ビット）

FCCS
FPCS
FECS
FKEY
FMATS
FTDAR
RAMER

：フラッシュコードコントロール・ステータスレジスタ
：フラッシュプログラムコードセレクトレジスタ
：フラッシュイレースコードセレクトレジスタ
：フラッシュキーコードレジスタ
：フラッシュマットセレクトレジスタ
：フラッシュトランスファデスティネーションアドレスレジスタ
：RAMエミュレーションレジスタ

【記号説明】

FCCS

FPCS

FECS

FKEY

FMATS

FTDAR

RAMER フラッシュメモリ

ユーザマット：1.5MB
ユーザブートマット：12KB

動作モードFWE端子
モード端子

 
図 25.1 フラッシュメモリのブロック図 
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25.2.2 動作モード 
リセット状態で各モード端子と FWE端子を設定しリセットリリースすると、マイコンは図 25.2に示すような各動作

モードへ遷移します。各モード端子と FWE端子の設定は、表 25.1をご覧ください。 
（1） ROM無効モードではフラッシュメモリの読み出し／書き込み／消去はできません。 

また、書き込み／消去インタフェースレジスタの書き込みはできません。読み出すと常にH'00が読み出されます。 
（2） ユーザモードではフラッシュメモリの読み出しはできますが、書き込み／消去はできません。 
（3） オンボードでフラッシュメモリの読み出し／書き込み／消去ができるのは、ユーザプログラムモード、ユーザブ

ートモード、ブートモードです。 
（4） ライタモードでは、PROMライタを利用してフラッシュメモリの読み出し／書き込み／消去を行います。 
 

ユーザ
ブート
モード

オンボードプログラミングモードRAMエミュレーション可能

ユーザ
プログラム
モード

ユーザモード

リセット状態ROM無効モード ライタモード

ブートモード

RES=0 RES=0

RES=0

ROM無効
モード設定

ユー
ザモ
ード
設定

FWE=0

FWE=1

RES=0

R
E

S
=0

ライタモード設定

ブ
ー
ト
モ
ー
ド
設
定

ユ
ー
ザ
ブ
ー
ト
モ
ー
ド
設
定ユ

ー
ザ
プ
ロ
グ
ラ
ム

モ
ー
ド
設
定

R
E

S
=0

 
図 25.2 フラッシュメモリに関するモード遷移図 

表 25.1 FWE端子、MD端子設定と動作モード 
モード  

端子 リセット 
状態 

ROM無効 
モード 

ユーザ 
モード 

ユーザプログラ
ムモード 

ユーザブートモ
ード 

ブート 
モード 

ライタ 
モード 

RES 0 1 1 1 1 1 1 

FWE 0／1 0 0 1 1 1 0／1 

MD0 0／1 0／1*1 0／1*2 0／1*2 0／1*2 0／1*2 1 

MD1 0／1 0 1 1 0 0 1 

MD2 0／1 1 1 1 0 1 0 

【注】 *1 MD0＝0：幅 8 bitの外部バス、MD0＝1：幅 16 bitの外部バス 

 *2 MD0＝0：外部バス使用可能、MD0＝1：シングルチップモード（外部バス使用不可） 
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25.2.3 モード比較 
ブートモード、ユーザプログラムモード、ユーザブートモード、ライタモードについての書き込み／消去関連項目の

比較表を表 25.2に示します。 

表 25.2 プログラミングモードの比較 
 ブートモード ユーザプログラム 

モード 
ユーザブート 
モード 

ライタモード 

書き込み／消去環境 オンボードプログラミング オフボード 

プログラミング 

書き込み／消去可能マット ユーザマット 
ユーザブートマット 

ユーザマット ユーザマット ユーザマット 
ユーザブートマット 

書き込み／消去制御 コマンド方式 書き込み／消去 
インタフェース 

書き込み／消去 
インタフェース 

コマンド方式 

全面消去 ○（自動） ○ ○ ○（自動） 

ブロック分割消去 ○*1 ○ ○ × 

書き込みデータ転送 ホストから 
SCI経由 

任意のデバイス 
から RAM経由 

任意のデバイス 
から RAM経由 

ライタ経由 

ユーザブランチ機能 × ○ ○ × 

RAMエミュレーション × ○ × × 

リセットスタート時の起動マット 組み込みプログラム
格納マット 

ユーザマット ユーザブート 
マット*2 

組み込みプログラム
格納マット 

ユーザモードへの遷移 モード設定変更＆ 
リセット 

FWE設定変更 モード設定変更＆ 
リセット 

― 

【注】 *1 いったん全面消去が行われます。その後、特定ブロックの消去を行うことができます。 

 *2 いったん組み込みプログラム格納マットから起動し、フラッシュ関連レジスタのチェックが実行された後、ユーザブート

マットのリセットベクタから起動します。 

 
• ユーザブートマットの書き込み／消去は、ブートモードとライタモードでのみ可能です。 
• ブートモードでは、いったんユーザマットとユーザブートマットが全面消去されます。その後、コマンド方式で
ユーザマットまたはユーザブートマットの書き込みができますが、この状態になるまではマット内容の読み出し
はできません。 

• ユーザブートマットだけ書き込んでユーザマットの書き換えはユーザブートモードで実施する、あるいは、ユー
ザブートモードは使用しないためユーザマットだけ書き換えるなどの使い方が可能です。 

• ユーザブートモードでは、ユーザプログラムモードと異なるモード端子設定で、任意のインタフェースのブート
動作を実現できます。 
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25.2.4 フラッシュメモリ構成 
本 LSIのフラッシュメモリは、1.5MBのユーザマットと 12KBのユーザブートマットから構成されています。 
ユーザマットとユーザブートマットは先頭アドレスが同じアドレスに割り当てられていますので、2つのマット間でプ

ログラム実行またはデータアクセスがまたがる場合は、FMATSレジスタによるマット切り替えが必要です。また、ユー
ザマットは、512KB単位の 3つのバンク（バンク 0／バンク 1／バンク 2）に分けられています。 
ユーザマット／ユーザブートマットの読み出しは ROM有効モードであればどのモードでも可能ですが、ユーザブート

マットの書き換えはブートモードとライタモードでのみ可能です。 
 

バンク2

アドレス H'10,0000

アドレス H'17,FFFF

51
2K

B

〈ユーザマット〉

バンク0

バンク1

〈ユーザブートマット〉
アドレス H'00,0000

アドレス H'00,2FFF

アドレス H'00,0000

アドレス H'07,FFFF
アドレス H'08,0000

アドレス H'0F,FFFF

12KB

51
2K

B
51

2K
B

 
図 25.3 フラッシュメモリ構成図 

ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。12KB以上の空間のユーザブートマットをアクセス
しないようにしてください。12KBを超えるユーザブートマットを読み出した場合、不定値が読み出されます。 
 

25.2.5 ブロック分割 
ユーザマットは、図 25.4に示すように 256KB（4ブロック）128KB（3ブロック）、96KB（1ブロック）、4KB（8ブ

ロック）に分割されています。この分割ブロック単位に消去ができ、消去時に EB0～EB15の消去ブロック番号で指定し
ます。 

4KB分割の 8ブロックが RAMエミュレーション可能な領域です。 
 

アドレス H'00,0000

アドレス H'07,FFFF
128KB

51
2K

B

96KB

128KB

128KB

【注】* 4KB分割の8ブロックは、RAMエミュレーション可能です。

EB0

EB7

EB8

EB9

EB10

EB11

～ *4KB×8

〈ユーザマット：バンク0〉
消去
ブロック

アドレス H'08,0000

アドレス H'0F,FFFF

51
2K

B

256KB

256KB EB12

EB13

〈ユーザマット：バンク1〉
消去
ブロック

アドレス H'10,0000

アドレス H'17,FFFF

51
2K

B

256KB

256KB EB14

EB15

〈ユーザマット：バンク2〉
消去
ブロック

 
図 25.4 ユーザマットのブロック分割 
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25.2.6 書き込み／消去インタフェース 
書き込み／消去の実行は内蔵されているプログラムを内蔵 RAM上にダウンロードし、書き込みアドレス／データ、消

去ブロックなどをインタフェースレジスタ／パラメータで指定して行います。 
ユーザプログラムモード／ユーザブートモードでは、これらの一連の手続きプログラムはユーザで作成していただき

ます。手順の概要を以下に示します。なお、詳細は「25.5.2 ユーザプログラムモード」で説明します。 
 

書き込み／消去のユーザ
手続きプログラムの開始

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択と、
ダウンロード先の指定

VBR、FKEY、SCOビットを
設定し、内蔵プログラム
のダウンロード実施

初期化の実行
（ダウンロードプログラムの実行）

ユーザ手続き
プログラムの終了

・書き込み実行（128バイト単位）
　　　　　　または
・消去実行（1ブロック単位）
　（ダウンロードプログラムの実行）

書き込み／消去の完了？
No

Yes

 
図 25.5 ユーザ手続きプログラムの概要 
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(1) ダウンロードする内蔵プログラムの選択とダウンロード先の指定 

本 LSIには、書き込み関係／消去関係のプログラムが内蔵されており、内蔵 RAM上へのダウンロードが可能です。ダ
ウンロードする内蔵プログラムの選択は、書き込み／消去インタフェースレジスタの対応ビットをセットすることで行い
ます。また、ダウンロード先のアドレスは FTDARレジスタで指定することができます。 

(2) 内蔵プログラムのダウンロード 

内蔵プログラムのダウンロードは、CPUの VBRレジスタを H'00000000に設定後、書き込み／消去インタフェースレ
ジスタのフラッシュキーレジスタ FKEYとフラッシュコードコントロールステータスレジスタ FCCSの SCOビットの設
定を行うことで自動的に行われます。 
ダウンロード中はフラッシュメモリマットが組み込みプログラム格納領域と入れ替わります。また、書き込み／消去

時はフラッシュメモリの読み出しはできないため、ダウンロード以降書き込み／消去完了までの一連の手続きプログラム
はフラッシュメモリ以外（内蔵 RAM上など）で実行するようにしてください。 
ダウンロードの結果は、書き込み／消去インタフェースパラメータに戻されますので、正常にダウンロードできたか

の確認ができます。 
なお、VBRは、ダウンロード終了後には、変更可能です。 

(3) 書き込み／消去の初期化 

書き込み／消去の実行前に、動作周波数とユーザブランチの設定を行います。ユーザブランチ先は内蔵フラッシュメ
モリ領域以外かつダウンロードされた内蔵プログラム領域以外としてください。これらの設定は書き込み／消去インタフ
ェースパラメータで行います。 

(4) 書き込み／消去の実行 

書き込み／消去を実施するためには、FWE端子をハイレベルに設定しユーザプログラムモードにする必要があります。 
書き込みでは書き込みデータ／書き込み先アドレスの指定を 128バイト単位で行います。 
消去では消去ブロックの指定を 1消去ブロック単位で行います。 
これらの指定を書き込み／消去インタフェースパラメータで設定し、内蔵プログラムを起動します。内蔵プログラム

は、内蔵 RAM上の特定アドレスを JSR命令または BSR命令でサブルーチンコールすることで実行します。実行結果は、
書き込み／消去インタフェースパラメータに戻されます。 
フラッシュメモリの書き込みにおいては事前に対象領域が消去されている必要があります。 
書き込み／消去処理中の割り込み処理については、制限・注意点があります。詳細は「25.8.2 書き込み／消去手続き

実行中の割り込み」をご覧ください。 

(5) 引き続き、書き込み／消去を実行する場合 

128バイトの書き込み、1ブロックの消去で処理が終わらない場合、書き込みアドレス／データ、消去ブロック番号を
更新して書き込み／消去を連続して行う必要があります。 
ダウンロードした内蔵プログラムは処理終了後も内蔵 RAM上に残っていますので、引き続き同じ処理を実行する場合

はダウンロードと初期化の必要はありません。 
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25.3 端子構成 
フラッシュメモリは表 25.3に示す端子により制御されます。 

表 25.3 端子構成 
端子名 略称 入出力 機能 

パワーオンリセット RES 入力 リセット 

フラッシュライトイネーブル FWE 入力 フラッシュ書き換えのハードウェアプロテクト 

モード 2 MD2 入力 本 LSIの動作モードを設定 

モード 1 MD1 入力 本 LSIの動作モードを設定 

モード 0 MD0 入力 本 LSIの動作モードを設定 

トランスミットデータ TxD1 出力 シリアル送信データ出力（ブートモードで使用） 

レシーブデータ RxD1 入力 シリアル受信データ入力（ブートモードで使用） 

【注】 ライタモードの端子構成は「25.9 ライタモード」をご覧ください。 

 

25.4 レジスタ構成 

25.4.1 レジスタ一覧 
内蔵フラッシュメモリが有効のときのフラッシュメモリをコントロールするレジスタ／パラメータを表 25.4に示しま

す。 
フラッシュメモリのアクセスには読み出しモード／書き込みモードなどいくつかの動作モードがあります。また、メ

モリマットもユーザマットとユーザブートマットがあり、それぞれの動作モード、マット選択で専用のレジスタ／パラメ
ータが割り当てられています。動作モードと使用レジスタ／パラメータの対応表を表 25.5に示します。 

表 25.4（1） レジスタ構成 
レジスタ名称 略 称*4 R/W 初期値 アドレス アクセスサイズ 

フラッシュコードコントロール 
ステータスレジスタ 

FCCS R、W*1 H'00*2 
H'80*2 

H'FFFFE800 8 

フラッシュプログラムコードセレクト 
レジスタ 

FPCS R/W H'00 H'FFFFE801 8 

フラッシュイレースコードセレクトレジスタ FECS R/W H'00 H'FFFFE802 8 

フラッシュキーコードレジスタ FKEY R/W H'00 H'FFFFE804 8 

フラッシュマットセレクトレジスタ FMATS R/W H'00*3 

H'AA*3 

H'FFFFE805 8 

フラッシュトランスファデスティネーション
アドレスレジスタ 

FTDAR R/W H'00 H'FFFFE806 8 

RAMエミュレーションレジスタ RAMER R/W H'0000 H'FFFFEC26 8、16、32 

【注】 *1 SCOビット以外は、読み出し専用です。SCOビットは、書き込み専用です（読み出しは、常に 0）。 

 *2 FWE端子にローレベルが入力されているときの初期値は H'00です。 

  FWE端子にハイレベルが入力されているときの初期値は H'80です。 

 *3 ユーザモード、ユーザプログラムモードで起動時の初期値は H'00です。 

  ユーザブートモードで起動時の初期値は H'AAです。 

 *4 RAMERレジスタを除くレジスタは、バイトアクセスのみ有効で、4サイクルとなります。 

  RAMERレジスタは BSC内にあるため、バイトアクセス時、ワードアクセス時は 4サイクル、ロングワードアクセス時は

8サイクルアクセスとなります。 
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表 25.４（2） パラメータ構成 
パラメータ名称 略 称 R/W 初期値 割り当て アクセスサイズ 

ダウンロードパス・フェイルリザルト DPFR R/W 不定 内蔵 RAM* 8、16、32 

フラッシュパス・フェイルリザルト FPFR R/W 不定 CPUの R0 8、16、32 

フラッシュマルチパーパスアドレスエリア FMPAR R/W 不定 CPUの R5 8、16、32 

フラッシュマルチパーパスデータ 

デスティネーションエリア 

FMPDR R/W 不定 CPUの R4 8、16、32 

フラッシュイレースブロック 

セレクト 

FEBS R/W 不定 CPUの R4 8、16、32 

フラッシュプログラム・イレース 

周波数コントロール 

FPEFEQ R/W 不定 CPUの R4 8、16、32 

フラッシュユーザブランチアドレスセット FUBRA R/W 不定 CPUの R5 8、16、32 

【注】 * FTDARレジスタで指定した内蔵 RAMエリアの先頭アドレスの 1バイトが有効です。 

表 25.5 使用レジスタ／パラメータと対象モード 
 ダウン 

ロード 
初期化 書き込み 消去 読み出し RAMエミュ

レーション

FCCS ○ ― ― ― ― ― 

FPCS ○ ― ― ― ― ― 

PECS ○ ― ― ― ― ― 

FKEY ○ ― ○ ○ ― ― 

FMATS ― ― ○（*1） ○（*1） ○（*2） ― 

書き込み／消去 

インタフェース 

レジスタ 

FTDAR ○ ― ― ― ― ― 

DPFR ○ ― ― ― ― ― 

FPFR ― ○ ○ ○ ― ― 

FPEFEQ ― ○ ― ― ― ― 

FUBRA ― ○ ― ― ― ― 

FMPAR ― ― ○ ― ― ― 

FMPDR ― ― ○ ― ― ― 

書き込み／消去 

インタフェース 

パラメータ 

FEBS ― ― ― ○ ― ― 

RAM 

エミュレー 
ション 

RAMER ― ― ― ― ― ○ 

【注】 *1 ユーザブートモードでの、ユーザマットへの書き込み／消去時に設定が必要です。 

 *2 起動モードと読み出し対象マットの組み合わせで設定が必要な場合があります。 
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25.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ 
書き込み／消去インタフェースレジスタについて説明します。すべて 8ビットのレジスタでバイトアクセスのみ可能

です。これらのレジスタはパワーオンリセットとハードウェアスタンバイモード／ソフトウェアスタンバイモードで初期
化されます。 

(1) フラッシュコードコントロール・ステータスレジスタ（FCCS） 

FCCSは、FWE端子状態のモニタ、フラッシュメモリの書き込み／消去実行中のエラー発生のモニタ、および内蔵プ
ログラムのダウンロードを要求するビットから構成されています。 

 
7

FWE

1/0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

FLER

0

R

3

－

0

R

0

SCO

0

(R)W

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 7：フラッシュライトイネーブルビット（FWE） 

FWEビットは、フラッシュメモリの書き込み／消去をハードウェアプロテクトする FWE端子に入力されているレベ
ルをモニタするビットです。初期値は、FWE端子状態により 0または 1になります。 

 
ビット 7 

FWE 

説   明 

0 FWE端子にローレベルが入力されているとき（ハードウェアプロテクト状態） 

1 FWE端子にハイレベルが入力されているとき 

 

ビット 6～5：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 4：フラッシュメモリエラー（FLER） 

フラッシュメモリへの書き込み／消去実行中にエラーが発生したことを示すビットです。 
FLER＝1にセットさせると、フラッシュメモリはエラープロテクト状態に遷移します。 
パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモード遷移で初期化されます。 
なお、FLER＝1になった場合は、フラッシュメモリ内部に高電圧が印加されていますので、フラッシュメモリへのダ

メージを低減するために、通常より長い 100μsのリセット入力期間の後にリセットリリースしてください。 
 

ビット 4 

FLER 

説   明 

0 フラッシュメモリは正常に動作しています。 （初期値）

フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）は無効 

［クリア条件］パワーオンリセットまたはハードウェアスタンバイモードのとき 

1 フラッシュメモリへの書き込み／消去中にエラーが発生したことを示します。 

フラッシュメモリへの書き込み／消去プロテクト（エラープロテクト）が有効 

［セット条件］「25.6.3 エラープロテクト」を参照してください。 
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ビット 3～1：予約ビット 

値 0を設定してください。 
 

ビット 0：ソースプログラムコピーオペレーション（SCO） 

内蔵の書き換え／消去プログラムを、内蔵 RAMにダウンロードする要求ビットです。 
本ビットに 1を書き込むと、FPCS／FECSレジスタで選択した内蔵プログラムが、FTDARレジスタで指定された内蔵

RAMの領域に自動的にダウンロードされます。 
本ビットに 1を書き込むためには、RAMエミュレーション状態の解除、FKEYレジスタへの H'A5の書き込み、およ

び内蔵 RAM上での実行が必要です。 
本ビットに 1を書き込んだ直後には、8個の NOP命令を必ず実行するようにしてください。 
ダウンロード中の割り込みについては「25.8.2 書き込み／消去手続き中の割り込み」、ダウンロード時間については

「25.8.3 その他のご注意」を参照ください。 
なお、ダウンロード完了時点では本ビットは 0クリアされているため、本ビットの 1状態を読み出すことはできませ

ん。 
SCOビットによるダウンロードは、内蔵プログラム格納領域へのバンク切り替えを伴った特殊な割り込み処理を行い

ますので、ダウンロード要求（SCO = 1にする）前に、VBRの値を H'00000000に設定してください。VBRの設定を行わ
ないと暴走します。ダウンロード完了が確認できたら、VBRの変更は可能です。 

 
ビット 0 

SCO 

説   明 

0 内蔵されている書き込み／消去プログラムの内蔵 RAMへのダウンロードは行いません。 

（初期値）

［クリア条件］ダウンロードが完了するとクリアされます。 

1 内蔵されている書き込み／消去プログラムの内蔵 RAMへのダウンロードリクエストを発生します。

［セット条件］以下の条件がすべて満足されている状態で、1を書き込んだとき 

（1）FKEYレジスタに H'A5が書かれていること 

（2）内蔵 RAM上で実行中であること 

（3）RAMエミュレーションモードではないこと（RAMERの RAMS＝0であること） 

 

(2) フラッシュプログラムコードセレクトレジスタ（FPCS） 

FPCSは、書き込み関係の内蔵プログラムのダウンロードを選択するレジスタです。 
 

7

－

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

－

0

R

0

PPVS

0

R/W

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 7～1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：プログラムパルスシングル（PPVS） 

書き込みプログラムを選択します。 
 

ビット 0 

PPVS 

説   明 

0 内蔵の書き込みプログラムを選択しません。 （初期値）

［クリア条件］転送が終了するとクリアされます。 

1 内蔵の書き込みプログラムを選択します。 
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(3) フラッシュイレースコードセレクトレジスタ（FECS） 

FECSは、消去関係の内蔵プログラムのダウンロードを選択するレジスタです。 
 

7

－

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

－

0

R

0

EPVB

0

R/W

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 7～1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 0：イレースパルスベリファイブロック（EPVB） 

消去プログラムを選択します。 
 

ビット 0 

EPVB 

説   明 

0 内蔵の消去プログラムを選択しません。 （初期値）

［クリア条件］転送が終了するとクリアされます。 

1 内蔵の消去プログラムを選択します。 

 

(4) フラッシュキーコードレジスタ（FKEY） 

FKEYは、内蔵プログラムのダウンロードとフラッシュメモリの書き込み／消去を許可するソフトウェアプロテクトの
レジスタです。内蔵プログラムのダウンロード実施のための SCOビットへの 1書き込み前、およびダウンロードした書
き込み／消去プログラム実行前に、キーコードを書き込まないとそれぞれの処理が実行できません。 

 
7

K7

0

R/W

6

K6
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R/W
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K5

0

R/W

4

K4

0

R/W

3

K3

0

R/W

0

K0

0

R/W

2

K2

0

R/W

1

K1

0

R/W

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 7～0：キーコード（K7～K0） 

H'A5を書き込んだ場合にのみ、SCOビットの書き込みが有効になります。H'A5以外の値が FKEYレジスタに書かれ
ている場合、SCOビットに 1を書き込むことができないため、内蔵 RAMへのダウンロードができません。 

H'5Aを書き込んだ場合のみ、フラッシュメモリの書き込み／消去が可能になります。内蔵の書き込み／消去プログラ
ムを実行しても、H'5A以外の値が FKEYレジスタに書かれている場合はフラッシュメモリの書き込み／消去はできませ
ん。 

 
ビット 7～0 

K7～K0 

説   明 

H'A5 SCOビットの書き込みを許可します。（H'A5以外では SCOビットのセットはできません） 

H'5A 書き込み／消去を許可します。（H'5A以外ではソフトウェアプロテクト状態） 

H'00 初期値 
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(5) フラッシュマットセレクトレジスタ（FMATS） 

FMATSは、ユーザマット／ユーザブートマットのどちらを選択するかを指定するレジスタです。 
 

7

MS7

0

1

R/W

6

MS6

0

0

R/W

5

MS5

0

1

R/W

4

MS4

0

0

R/W

3

MS3

0

1

R/W

0

MS0

0

0

R/W

（ユーザブートモード以外の場合）

（ユーザブートモードの場合）

2

MS2

0

0

R/W

1

MS1

0

1

R/W

ビット

初期値

初期値

R/W

：

：

：

：  
 

ビット 7～0：マットセレクト（MS7～MS0） 

H'AA以外の場合はユーザマット選択状態、H'AAが書かれている状態はユーザブートマット選択状態です。 
内蔵 RAM上での命令で FMATSに値を書き込むことによりマット切り替えが発生します。 
マット切り替えは、必ず「25.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え」に従ってください。 
（ユーザプログラムモードでのユーザブートマットの書き換えは、FMATSでユーザブートマットを選択してもできま

せん。ユーザブートマットの書き換えは、ブートモードかライタモードで実施してください） 
 

ビット 7～0 

MS7～MS0 

説   明 

H'AA ユーザブートマットを選択します。（H'AA以外ではユーザマット選択状態となります） 

ユーザブートモードで起動した場合の初期値です。 

H'00 ユーザブートモード以外で起動した場合の初期値です。（ユーザマット選択状態です） 

【注】 ［書き込み可能条件］内蔵 RAM上での実行状態であること 

 

(6) フラッシュトランスファデスティネーションアドレスレジスタ（FTDAR） 

FTDARは、内蔵プログラムのダウンロード先の内蔵 RAM上のアドレスを指定するレジスタです。 
FCCSレジスタの SCOビットに 1を書き込む前に、本レジスタの設定を行ってください。初期値は H'00で、内蔵 RAM

の先頭アドレス（H'FFFE8000）を示しています。 
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ビット

初期値
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：

：

：  
 

ビット 7：トランスファデスティネーションアドレス設定エラー（TDER） 

ビット 6～0（TDA6～TDA0）で指定するダウンロード先頭アドレス指定にエラーがあった場合、1がセットされます。
アドレス指定のエラー判定は、FCCSレジスタの SCOビットを 1にして、ダウンロード処理が実行されたときに、TDA6
～TDA0の値が H'00～H'05の範囲にあるかどうかを判定します。SCOビットを 1に設定する前に、FTDARレジスタの値
を本ビットの値を 0にすることも含めて、H'00～H'05の範囲に設定してください。 

 
ビット 7 

TDER 

説明（ダウンロード後の戻り値） 

0 TDA6～TDA0の設定は、正常値 （初期値）

1 TDER、TDA6～TDA0の設定値が H'06～H'FFであり、ダウンロードは中断したことを示します。 
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ビット 6～0：トランスファデスティネーションアドレス（TDA6～TDA0） 

ダウンロード先頭アドレスを指定します。設定可能な値は H'00～H'05で、2KB単位で内蔵 RAM上のダウンロード先
頭アドレスを指定できます。 

H'06～H'7Fの値を設定しないでください。この値が設定された場合、ダウンロード処理において、本レジスタのビッ
ト 7：TDERを 1に設定し、内蔵プログラムのダウンロードは実行されません。 

 
ビット 6～0 

TDA6～TDA0 

説   明 

H'00 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFE8000に設定 （初期値）

H'01 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFE8800に設定 

H'02 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFE9000に設定 

H'03 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFE9800に設定 

H'04 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFEA000に設定 

H'05 ダウンロード先頭アドレスを H'FFFEA800に設定 

H'06～H'7F 設定しないでください。設定された場合、ダウンロードにおいてビット 7：TDERが 1になり、ダウ
ンロード処理は中断されます。 

 

25.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ 
書き込み／消去インタフェースパラメータは、ダウンロードした内蔵プログラムに対して動作周波数、ユーザブラン

チ先アドレス、書き込みデータの格納場所、書き込み先アドレス、消去ブロックなどの指定および処理結果をやりとりす
るものです。このパラメータは、CPUの汎用レジスタ（R4、R5と R0）や内蔵 RAM領域を使用します。パワーオンリセ
ット、ハードウェアスタンバイ／ソフトウェアスタンバイでの初期値は不定です。 
ダウンロードではすべての CPUのレジスタは保存され、初期化、内蔵プログラム実行では、R0以外の CPUのレジス

タが保存されます。R0は、処理結果の戻り値が記入されます。レジスタの保存やワーク領域としてスタック領域を使用
しますので、処理開始においてはスタック領域の確保をお願いします。（使用スタック領域サイズは、最大 128バイトで
す） 
書き込み／消去インタフェースパラメータは、次の 4項目で使用します。 
（1） ダウンロード制御 
（2） 書き込み／消去実行前の初期化実行 
（3） 書き込み実行 
（4） 消去実行 
それぞれごとに使用するパラメータは異なります。対応表を、表 25.6に示します。 
ここで、FPFRパラメータは初期化処理、書き込み処理、消去処理において処理結果が戻されますが、処理内容により

ビットの意味が異なります。各処理ごとの FPFR説明の部分をご覧ください。 

表 25.6 使用パラメータと対象モード 
パラメータ名 略称 ダウン

ロード
初期化 書き 

込み 
消去 R/W 初期値 割り当て 

ダウンロードパス・フェイルリ
ザルト 

DPFR ○ ― ― ― R/W 不定 内蔵 RAM* 

フラッシュパス・フェイル 
リザルト 

FPFR ― ○ ○ ○ R/W 不定 CPUの R0 

フラッシュプログラム 
イレース周波数コントロール 

FPEFEQ ― ○ ― ― R/W 不定 CPUの R4 

フラッシュユーザブランチ 
アドレスセット 

FUBRA ― ○ ― ― R/W 不定 CPUの R5 

フラッシュマルチパーパス 
アドレスエリア 

FMPAR ― ― ○ ― R/W 不定 CPUの R5 

フラッシュマルチパーパス 
データデスティネーション 
エリア 

FMPDR ― ― ○ ― R/W 不定 CPUの R4 

フラッシュイレースブロックセ
レクト 

FEBS ― ― ― ○ R/W 不定 CPUの R4 

【注】 * FTDARレジスタで指定したダウンロード先の先頭アドレス 1バイト 
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(1) ダウンロード制御 

内蔵プログラムのダウンロードは、SCOビットを 1にセットすることで自動的に行われます。ダウンロードされる内
蔵 RAMの領域は、FTDARレジスタで指定した先頭アドレスから 3KB分の領域です。内蔵 RAMのアドレスマップにつ
いては、図 25.10を参照してください。 
ダウンロード制御は先述の書き込み／消去インタフェースレジスタで設定し、戻り値は DPFRパラメータで渡されま

す。 
 

ダウンロードパスフェイルリザルトパラメータ（DPFR：FTDARレジスタで指定した内蔵 RAMの先頭アドレス 1バイ
ト） 

ダウンロード結果の戻り値です。ダウンロードが実行できたかどうかは、本パラメータの値で判断してください。SCO
ビットを 1にできたかの確認ができないため、ダウンロード開始前（SCOビットを 1にセットする前）に、FTDARレジ
スタで指定した内蔵 RAMの先頭アドレスの 1バイトをダウンロードの戻り値以外（H'FFなど）にして、確実な判断がで
きるようにしてください。ダウンロード結果のチェック方法については「25.5.2（2.5）」項もご覧ください。 

 
7

0

6

0

5

0

4

0

3

0

0

SF

2

SS

1

FK

ビット：

 
 

ビット 7～3：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 2：ソースセレクトエラー検出ビット（SS） 

1回の操作では、ダウンロード可能な内蔵プログラムは 1種類のみ指定できます。2種類以上の選択を行った場合、選
択されていない場合、およびマッピングされていない選択の場合にはエラーとなります。 

 
ビット 2 

SS 

説   明 

0 ダウンロードプログラムの選択は正常 

1 ダウンロードエラー発生（多重選択または、マッピングされていない選択が行われた） 

 

ビット 1：フラッシュキーレジスタエラー検出ビット（FK） 

FKEYレジスタの値が、H'A5であるかどうかをチェックした結果を返すビットです。 
 

ビット 1 

FK 

説   明 

0 FKEYレジスタの設定値は正常（FKEY＝H'A5） 

1 FKEYレジスタの設定値エラー（FKEYは、H'A5以外の値） 

 

ビット 0：サクセス／フェイルビット（SF） 

ダウンロードが正常に終了したかどうかを戻すビットです。 
 

ビット 0 

SF 

説   明 

0 ダウンロードは正常終了（エラーなし） 

1 ダウンロードが異常終了（エラーが発生している） 
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(2) 書き込み／消去の初期化 

ダウンロードされる書き込み／消去の内蔵プログラムには、初期化プログラムも含まれています。 
書き込み／消去では決められた時間幅のウェイトループを CPU命令で構成しています。このため、CPUの動作周波数

を設定する必要があります。また、ユーザブランチ機能をサポートしていますので、ユーザブランチ先アドレスの設定も
必要です。 
これらの設定をダウンロードした書き込み／消去プログラムのパラメータとして設定するのが初期化プログラムです。 
 

（2.1） フラッシュプログラムイレース周波数コントロールパラメータ（FPEFEQ：CPUの汎用レジスタ R4） 

CPUの動作周波数を設定するパラメータです。 
本 LSIの動作周波数範囲は、「29.3.2 クロックタイミング」をご覧ください。 
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7

F7

6

F6

5
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4

F4

3

F3

0

F0

2

F2

1

F1

ビット：

 
 

ビット 31～16：未使用ビット 

値 0を設定してください。 
 

ビット 15～0：周波数設定ビット（F15～F0） 

CPUの動作周波数を設定します。設定値は以下のように算出してください。 
① MHz単位で表現した動作周波数を小数点第3位で四捨五入し、小数点第2位までとする。 
② 100倍した値を2進数に変換し、FPEFEQパラメータ（汎用レジスタR4）に書き込む。 

具体例として、CPUの動作周波数が28.882MHzの場合には、以下のようになります。 
③ 28.882の小数点第3位を四捨五入し、28.88。 
④ 28.88×100＝2888を2進数変換し、b'0000,1011,0100,1000（H'0B48）をR4に設定。 
 

（2.2） フラッシュユーザブランチアドレスセットパラメータ（FUBRA：CPUの汎用レジスタ R5） 

ユーザブランチ先のアドレスを設定するパラメータです。書き込み／消去実行時のある決まった処理単位ごとに、設
定したユーザプログラムを実行することができます。 
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ビット 31～0：ユーザブランチ先アドレス（UA31～UA0） 

ユーザブランチが必要ない場合には、0番地（H'00000000）を設定してください。 
ユーザブランチ先は、内蔵フラッシュメモリ以外または内蔵プログラムが転送されている RAM領域以外または外部バ

ス空間としてください。 
実行コードのない領域にブランチして暴走しないように注意し、内蔵プログラムのダウンロード領域やスタック領域

を破壊しないようにしてください。暴走やダウンロード領域／スタック領域の破壊が発生した場合フラッシュメモリの値
の保証ができません。 
ユーザブランチ先の処理では、内蔵プログラムのダウンロード、初期化、書き込み／消去プログラムを起動しないで

ください。ユーザブランチ先から復帰時の書き込み／消去の保証ができません。また、すでに準備していた書き込みデー
タを書き換えないでください。 
汎用レジスタ R8から R15とコントロールレジスタ GBRは保存してください。汎用レジスタ R0から R7は保存せずに

使うことができます。 
さらに、ユーザブランチ先の処理で書き込み／消去インタフェースレジスタの書き換えや、RAMエミュレーションモ

ードへの遷移を行わないでください。 
ユーザブランチ処理終了後は、RTS命令で書き込み／消去プログラムに戻ってください。 
ユーザブランチ処理の実行間隔については「25.8.3（2）ユーザブランチ処理の間隔」をご覧ください。 

 

（2.3） フラッシュパスフェイルリザルトパラメータ（FPFR：CPUの汎用レジスタ R0） 

ここでは初期化処理結果の戻り値としての FPFRについて説明します。 
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ビット 31～3：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 2：ユーザブランチエラー検出ビット（BR） 

指定されたユーザブランチ先アドレスが、ダウンロードされている書き込み／消去関係プログラムの格納領域以外で
あるかをチェックした結果を戻します。 

 
ビット 2 

BR 

説   明 

0 ユーザブランチアドレス設定は正常値 

1 ユーザブランチアドレス設定が異常値 

ビット 1：周波数エラー検出ビット（FQ） 

指定された CPU動作周波数が、サポートしている動作周波数の範囲にあるかをチェックした結果を戻します。 
 

ビット 1 

FQ 

説   明 

0 動作周波数の設定は正常値 

1 動作周波数の設定が異常値 
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ビット 0：サクセス／フェイルビット（SF） 

初期化が正常に終了したかどうかを戻すビットです。 
 

ビット 0 

SF 

説   明 

0 初期化は正常終了（エラーなし） 

1 初期化が異常終了（エラーが発生している） 

 

(3) 書き込み実行 

フラッシュメモリへの書き込み実行においては、ユーザマット上の書き込み先アドレスと書き込みデータをダウンロ
ードした書き込みプログラムに渡すことが必要です。 
① ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスを汎用レジスタR5に設定してください。このパラメータをFMPAR

（フラッシュマルチパーパスアドレスエリアパラメータ）と呼びます。 
書き込みデータは常に128バイト単位ですので、ユーザマット上の書き込み先頭アドレスの境界はアドレスの下
位8ビット（A7～A0）が、H'00またはH'80のいずれかとしてください。 

② ユーザマットへの書き込みデータを連続領域に準備してください。書き込みデータはCPUのMOV.B命令でアクセ
ス可能な連続空間で、内蔵フラッシュメモリ空間以外としてください。 
書き込みたいデータが128バイトに満たない場合でも、ダミーコード（H'FF）を埋め込んで128バイトの書き込み
データを準備してください。 
準備した書き込みデータが格納されている領域の先頭アドレスを、汎用レジスタR4に設定してください。このパ
ラメータをFMPDR（フラッシュマルチパーパスデータデスティネーションエリアパラメータ）と呼びます。 

書き込み処理のための手続きの詳細については、「25.5.2 ユーザプログラムモード」で述べます。 
 

（3.1） フラッシュマルチパーパスアドレスエリアパラメータ（FMPAR：CPUの汎用レジスタ R5） 

ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスを設定します。 
フラッシュメモリ空間以外のアドレスが設定されている場合、エラーとなります。 
また、書き込み先の先頭アドレスは 128バイト境界である必要があります。この境界条件になっていない場合も、エ

ラーとなります。これらのエラーは FPFRパラメータのビット 1：WAビットに反映されます。 
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ビット 31～0：MOA31～MOA0 

ユーザマット上の書き込み先の先頭アドレスを格納します。ここで指定されたユーザマットの先頭アドレスから連続
128バイトの書き込みが行われます。よって、指定する書き込み先の先頭アドレスは128バイト境界となり、MOA6～MOA0
は常に 0になります。 

 

（3.2） フラッシュマルチパーパスデータデスティネーションエリアパラメータ（FMPDR： CPUの汎用レジスタ R4） 

ユーザマットに書き込むデータが格納されている領域の先頭アドレスを設定します。書き込みデータの格納先がフラ
ッシュメモリ内の場合には、エラーとなります。このエラーは、FPFRパラメータのビット 2：WDビットに反映されま
す。 
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ビット 31～0：MOD31～MOD0 

ユーザマットへの書き込みデータが格納されている領域の先頭アドレスを格納します。ここで指定された先頭アドレ
スから連続 128バイトのデータが、ユーザマットに書き込まれます。 

 

（3.3） フラッシュパスフェイルパラメータ（FPFR：CPUの汎用レジスタ R0） 

ここでは書き込み処理結果の戻り値としての FPFRについて説明します。 
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ビット 31～7：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 6：書き込みモード関連設定エラー検出ビット（MD） 

FWE端子への入力値がハイレベルであることと、エラープロテクト状態でないことのチェック結果を返します。 
FWE端子がローレベルであったり、エラープロテクト状態になっている場合、1が書き込まれます。これらの状態は、

FCCSレジスタのビット 7：FWEや、ビット 4：FLERの各ビットで確認できます。なお、エラープロテクト状態への遷
移条件につきましては、「25.6.3 エラープロテクト」を参照してください。 

 
ビット 6 

MD 

説   明 

0 FWE、FLER状態は正常（FWE=1、FLER=0） 

1 FWE=0、または FLER=1であり、書き込みできない状態 
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ビット 5：書き込み実行時エラー検出ビット（EE） 

ユーザマットが消去されていないために、指定データを書き込めなかったり、ユーザブランチ処理から戻った時点で、
フラッシュ関連レジスタの一部が書き換えられている場合に、本ビットには 1が返されます。 
これらが原因で、本ビットが 1になった場合、ユーザマットは途中まで書き換えられている可能性が高いため、エラ

ーになる原因を取り除いた後、消去から実施しなおしてください。 
また、FMATSレジスタの値が H'AAとなっており、ユーザブートマット選択状態のときに書き込みを実施しても、書

き込み実行時エラーとなります。この場合は、ユーザマット／ユーザブートマットともに、書き換えられてはいません。 
ユーザブートマットの書き込みは、ブートモードまたはライタモードで実施してください。 
 

ビット 5 

EE 

説   明 

0 書き込み処理は正常終了 

1 書き込み処理が異常終了（書き込み結果は保証できない） 

 

ビット 4：フラッシュキーレジスタエラー検出ビット（FK） 

書き込み処理開始前に FKEYレジスタの値をチェックした結果を戻します。 
 

ビット 4 

FK 

説   明 

0 FKEYレジスタの設定値は正常（FKEY＝H'5A） 

1 FKEYレジスタの設定値エラー（FKEYは、H'5A以外の値） 

 

ビット 3：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 2：ライトデータアドレスエラー検出ビット（WD） 

書き込みデータの格納先の先頭アドレスとして、フラッシュメモリ領域のアドレスが指定された場合にはエラーとな
ります。 

 
ビット 2 

WD 

説   明 

0 書き込みデータアドレス設定は正常値 

1 書き込みデータアドレス設定が異常値 

 

ビット 1：ライトアドレスエラー検出ビット（WA） 

書き込み先の先頭アドレスとして、以下が指定された場合にはエラーとなります。 
① フラッシュメモリの領域以外が書き込み先アドレスとして指定された場合 
② 指定されたアドレスが、128バイト境界でない（A6～A0が0でない）場合 
 

ビット 1 

WA 

説   明 

0 書き込み先アドレスの設定は正常値 

1 書き込み先アドレスの設定が異常値 

 

ビット 0：サクセス／フェイルビット（SF） 

書き込み処理が正常に終了したかどうかを戻すビットです。 
 

ビット 0 

SF 

説   明 

0 正常終了（エラーなし） 

1 異常終了（エラーが発生している） 
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(4) 消去実行 

フラッシュメモリの消去実行においては、ユーザマット上の消去ブロック番号をダウンロードした消去プログラムに
渡すことが必要です。これを、FEBSパラメータ（汎用レジスタ R4）に設定します。 

0～15のブロック番号から 1ブロックを指定します。 
消去処理のための手続きの詳細については、「25.5.2 ユーザプログラムモード」で述べます。 
 

（4.1） フラッシュイレースブロックセレクトパラメータ（FEBS：CPUの汎用レジスタ R4） 

消去ブロック番号を指定します。複数のブロック番号の指定はできません。 
 

31

0

30

0

29

0

28

0

27

0

24

0

26

0

25

0

ビット：

23

0

22

0

21

0

20

0

19

0

16

0

18

0

17

0

ビット：

15

0

14

0

13

0

12

0

11

0

8

0

10

0

9

0

ビット：

7

EBS7

6

EBS6

5

EBS5

4

EBS4

3

EBS3

0

EBS0

2

EBS2

1

EBS1

ビット：

 
 

ビット 31～8：未使用ビット 

値 0を設定してください。 
 

ビット 7～0：イレースブロック（EBS7～EBS0） 

0～15の範囲で消去ブロック番号を設定します。0は EB0ブロック、15は EB15ブロックに対応します。0～15（H'00
～H'0F）以外の設定ではエラーになります。 

 

（4.2） フラッシュパスフェイルリザルトパラメータ（FPFR：CPUの汎用レジスタ R0） 

ここでは消去処理結果の戻り値としての FPFRについて説明します。 
 

31

0

30

0

29

0

28

0

27

0

24

0

26

0

25

0

ビット：

23

0

22

0

21

0

20

0

19

0

16

0

18

0

17

0

ビット：

15

0

14

0

13

0

12

0

11

0

8

0

10

0

9

0

ビット：

7

0

6

MD

5

EE

4

FK

3

EB

0

SF

2

0

1

0

ビット：

 
 

ビット 31～7：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
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ビット 6：消去モード関連設定エラー検出ビット（MD） 

FWE端子への入力値がハイレベルであることと、エラープロテクト状態でないことのチェック結果を返します。 
FWE端子がローレベルであったり、エラープロテクト状態になっている場合、1が書き込まれます。これらの状態は、

FCCSレジスタのビット 7：FWEや、ビット 4：FLERの各ビットで確認できます。なお、エラープロテクト状態への遷
移条件につきましては、「25.6.3 エラープロテクト」を参照してください。 

 
ビット 6 

MD 

説   明 

0 FWE、FLER状態は正常（FWE=1、FLER=0） 

1 FWE=0、または FLER=1であり、消去できない状態 

 

ビット 5：消去実行時エラー検出ビット（EE） 

ユーザマットの消去ができなかったり、ユーザブランチ処理から戻った時点で、フラッシュ関連レジスタの一部が書
き換えられている場合に、本ビットには 1が返されます。 
これらが原因で、本ビットが 1になった場合、ユーザマットは途中まで消去されている可能性が高いため、エラーに

なる原因を取り除いた後、再度消去を実施しなおしてください。 
また、FMATSレジスタの値が H'AAとなっており、ユーザブートマット選択状態のときに消去を実施しても、消去実

行時エラーとなります。この場合は、ユーザマット／ユーザブートマットともに、消去されてはいません。 
ユーザブートマットの消去は、ブートモードまたはライタモードで実施してください。 
 

ビット 5 

EE 

説   明 

0 消去処理は正常終了 

1 消去処理が異常終了（消去結果は保証できない） 

 

ビット 4：フラッシュキーレジスタエラー検出ビット（FK） 

消去処理開始前に FKEYレジスタの値をチェックした結果を戻します。 
 

ビット 4 

FK 

説   明 

0 FKEYレジスタの設定値は正常（FKEY＝H'5A） 

1 FKEYレジスタの設定値エラー（FKEYは、H'5A以外の値） 

 

ビット 3：イレースブロックセレクトエラー検出ビット（EB） 

指定された消去ブロック番号が、ユーザマットのブロック範囲内であるかのチェック結果です。 
 

ビット 3 

EB 

説   明 

0 消去ブロック番号の設定は正常値 

1 消去ブロック番号の設定が異常値 

 

ビット 2～1：未使用ビット 

値 0が戻されます。 
 

ビット 0：サクセス／フェイルビット（SF） 

消去処理が正常に終了したかどうかを戻すビットです。 
 

ビット 0 

SF 

説   明 

0 正常終了（エラーなし） 

1 異常終了（エラーが発生している） 
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25.4.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER） 
ユーザマットのリアルタイムな書き換えをエミュレートするときに、内蔵 RAMの一部と重ね合わせるユーザマットの

エリアを設定するレジスタです。パワーオンリセット、ハードウェアスタンバイモードまたはソフトウェアスタンバイモ
ードのときに H'0000に初期化されます。RAMエミュレーションはユーザモード、ユーザプログラムモードで行ってくだ
さい。 
ユーザマットエリアの分割法は、表 25.7を参照してください。なお、エミュレーション機能を確実に動作させるため

に、本レジスタの書き換え直後に RAMエミュレーションの対象マットをアクセスしないでください。直後にアクセスし
た場合には正常なアクセスは保証されません。 

 
15

－

0

R

14

－

0

R

13

－

0

R

12

－

0

R

11

－

0

R

8

－

0

R

10

－

0

R

9

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：

7

－

0

R

6

－

0

R

5

－

0

R

4

－

0

R

3

RAMS

0

R/W

0

RAM0

0

R/W

2

－

0

R

1

－

0

R

ビット

初期値

R/W

：

：

：  
 

ビット 15～4、2、1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 3：RAMセレクト（RAMS） 

RAMによるユーザマットのエミュレーション選択／非選択を設定するビットです。RAMS＝1のときは、ユーザマッ
ト全ブロックが書き込み／消去プロテクト状態となります。 

 
ビット 3 

RAMS 

説   明 

0 エミュレーション非選択 （初期値）

ユーザマット全ブロックの書き込み／消去プロテクト無効 

1 エミュレーション選択 

ユーザマット全ブロックの書き込み／消去プロテクト有効 

 

ビット 0：ユーザマットエリア選択 

ビット 3と共に使用し、内蔵 RAMと重ね合わせるユーザマットのエリアを選択します。（表 25.7参照） 

表 25.7 RAMエリアとユーザマットエリアの重ね合わせ 
RAMエリア ブロック名 RAMS RAM0 

H'FFFE8000～H'FFFEBFFF RAMエリア 16KB 0 * 

H'00000000～H'00003FFF*1*3 EB0～EB3（16KB） 1 0 

H'00004000～H'00007FFF*2*3 EB4～EB7（16KB） 1 1 

【記号説明】 *：Don't care 

【注】 *1 同時に H'00100000～H'00103FFFに対しても同じ RAMエリアで重ね合わせが発生します。 

 *2 同時に H'00104000～H'00107FFFに対しても同じ RAMエリアで重ね合わせが発生します。 

 *3 RAMエリアの重複使用を回避したい場合は、一方のアドレス領域を未使用とするか、重ね合わせを発生させたくない側の

アドレス領域をアクセスする前に、一時的に RAMS＝0へ切り替えて RAMエミュレーション機能を無効にしてください。 
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25.5 オンボードプログラミングモード 
オンボードプログラミングモードに端子を設定しリセットスタートすると、内蔵フラッシュメモリへの書き込み／消

去を行うことができるオンボードプログラミング状態へ遷移します。オンボードプログラミングモードにはユーザプログ
ラミングモードとユーザブートモード、ブートモードの 3種類の動作モードがあります。 
各モードへ遷移する端子の設定方法は、表 25.1をご覧ください。また、フラッシュメモリに対する各モードへの状態

遷移図は図 25.2を参照してください。 
 

25.5.1 ブートモード 
ブートモードは、内蔵の SCIを使用してホストから制御コマンドや書き込みデータを送信する方式でユーザマットや

ユーザブートマットへの書き込み／消去を実行するモードです。ホスト上に制御コマンドを送信するためのツールと書き
込みデータを準備しておく必要があります。使用する SCI通信モードは調歩同期式モードに設定されています。本 LSI
の端子をブートモードに設定後、リセットスタートするとあらかじめマイコン内部に組み込まれているブートプログラム
を起動し、SCIビットレートの自動調整実施後、制御コマンド方式でホストとの通信を行います。 
ブートモードが使用する RAM容量は H'FFFE8000番地から 3Kバイトと、H'FFFFB000番地からの 4Kバイト、またス

タックとして使用する H'FFFFBF80～H'FFFFBFFF番地の 128バイト分です。 
図 25.6にブートモード時のシステム構成図を示します。なお、ブートモードの端子設定は表 25.1をご覧ください。ブ

ートモードでの NMIおよびその他の割り込みは無視されますが、発生させないようにしてください。また、ブートモー
ド動作中は AUDは使用できませんのでご注意ください。 

 

ホスト

ブート書き込み
ツールおよび
書き込みデータ

制御コマンド
解析実行ソフト
（内蔵）

フラッシュ
メモリ

内蔵RAM内蔵SCI1

RxD1

TxD1

本LSI

制御コマンド、書き込みデータ

返信レスポンス

 
図 25.6 ブートモード時のシステム構成図 



25. ROM（SH7059） 

Rev.5.00  2010.02.23  25-25 
RJJ09B0181-0500 

 

(1) ホストの SCIインタフェース設定 

ブートモードが起動すると、本 LSIはホストより連続送信される調歩同期式 SCI通信のデータ（H'00）の Low期間を
測定します。このときの SCI送信／受信フォーマットは「8ビットデータ、1ストップビット、パリティなし」に設定し
てください。本 LSIは、測定した Low期間よりホストの送信するビットレートを計算し、ビット調整終了合図（H'00を
1バイト）をホストへ送信します。ホストは、この調整終了合図（H'00）を正常に受信したことを確認し、本 LSIへ H'55
を 1バイト送信してください。受信が正常に行われなかった場合は、再度ブートモードを起動し（リセット）、上述の操
作を行ってください。ホストが送信するビットレート、および本 LSIのシステムクロックの周波数によってホストと本
LSIのビットレートに誤差が生じます。正常に SCIを動作させるために、ホストの転送ビットレートを 9,600bpsまたは
19,200bpsに設定してください。 
ホストの転送ビットレートと本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周波数を表 25.8に

示します。このシステムクロックの範囲内でブートモードを起動してください。 
 

START
BIT

STOP
BIT

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

Low期間（9ビット分）を測定（データH'00） 1ビット以上
のHigh期間

 
図 25.7 SCIビットレートの自動合わせ込み動作 

表 25.8 本 LSIの自動合わせ込みが可能なシステムクロックの周波数 
ホストのビットレート 本 LSIのビットレートの自動合わせ込みが可能な 

システムクロックの周波数 

9,600bps 40～80MHz（入力周波数 5～10MHz） 

19,200bps 40～80MHz（入力周波数 5～10MHz） 

 

(2) 状態遷移図 

ブートモード起動後の、状態遷移図の概要を図 25.8に示します。ブートモードについての詳細は、「25.10.1 ブート
モードの標準シリアル通信インタフェース仕様」をご覧ください。 
① ビットレート合わせ込み 

ブートモード起動後、ホストとのSCIインタフェースのビットレート合わせ込みを行います。 
② 問い合わせ設定コマンド待ち 

ユーザマットサイズ、ユーザマット構成、マット先頭アドレス、サポート状況などの問い合わせに対して、必要
情報をホストに送信します。 

③ 全ユーザマットおよびユーザブートマットの自動消去 
問い合わせ設定が完了し、書き込み消去ステータス遷移コマンドを送信すると、すべてのユーザマットとユーザ
ブートマットを自動消去します。 

④ 書き込み／消去コマンド待ち 
• 「書き込み選択コマンド」を受信すると、書き込みデータ待ち状態に遷移します。書き込みコマンドに続けて書
き込み先頭アドレス、書き込みデータを送信してください。書き込み終了時は、書き込み先頭アドレスを
H'FFFFFFFFと設定して送信してください。これにより書き込みデータ待ち状態から、書き込み／消去コマンド
待ち状態に戻ります。 

• 「消去選択コマンド」を受信すると、消去ブロックデータ待ち状態に遷移します。消去コマンドに続けて消去ブ
ロック番号を送信してください。消去終了時は、消去ブロック番号を H'FFと設定して送信してください。これ
により消去ブロックデータ待ち状態から、書き込み／消去コマンド待ち状態に戻ります。なお、消去の実行はブ
ートモードでいったん書き込んだ後に、リセットスタートせずに特定のブロックのみを書き換える場合に使用し
てください。1回の操作で書き込みができる場合には、書き込み／消去／他コマンド待ち状態に遷移する前に全
ブロックの消去が行われていますので、本消去操作は必要ありません。 

• 書き込み／消去以外に、ユーザマット／ユーザブートマットのチェックサム、ユーザマット／ユーザブートマッ
トのブランクチェック（消去チェック）、ユーザマット／ユーザブートマットのメモリリード、および現在のス
テータス情報の取得のコマンドがあります。 
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ユーザマット／ユーザブートマットのメモリ読み出しは、すべてのユーザマット／ユーザブートマットを自動消去し
た後に書き込んだデータについての読み出ししかできませんので、ご注意ください。 
 

ブートモード起動
（ブートモードでリセット）

全ユーザマットおよび
全ユーザブートマット
の消去実行

ビットレート
合わせ込み

問い合わせ設定
コマンド待ち

書き込み／消去
コマンド待ち

問い合わせ設定
コマンド処理実行

リード／チェック等
コマンド処理実行

消去ブロックデータ待ち

書き込みデータ待ち

書き込みデータ送信

消去ブロック指定

問い合わせコマンド受信

問い合わせコマンド応答

リード／チェックなどの
コマンド受信

コマンド応答

書き込み終了 書き込み選択コマンド受信

消去終了
消去選択コマンド受信

①

②

③

④

（ビットレート合わせ込み）
H'00,..,H'00受信

H'55受信

 
図 25.8 ブートモードの状態遷移の概略図 
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25.5.2 ユーザプログラムモード 
ユーザプログラムモードでは、ユーザマットの書き込み／消去ができます。（ユーザブートマットの書き込み／消去

はできません。） 
あらかじめマイコン内に内蔵されているプログラムをダウンロードして書き込み／消去を実施します。 
概略フローを図 25.9に示します。 
なお、書き込み／消去処理中はフラッシュメモリ内部には高電圧が印加されていますので、書き込み／消去処理中に

はリセット、ハードウェアスタンバイへの遷移は行わないようにしてください。フラッシュメモリにダメージを与え破壊
する可能性があります。誤って、リセットしてしまった場合は、100μsの通常より長いリセット入力期間のあとにリセ
ットリリースしてください。 
書き込み手順につきましては、後述「（2）ユーザプログラムモードでの書き込み手順」を、消去手順につきましては

「（3）ユーザプログラムモードでの消去手順」をご覧ください。 
また、FTDARレジスタを使用して、書き込み／消去プログラムを別々の内蔵 RAM領域にダウンロードして、消去と

書き込みをくり返す処理についての概略を「（4）ユーザプログラムモードでの消去／書き込み手順」で説明します。 
 

書き込み／消去開始

書き込み／消去終了

書き込みの場合は、
書き込みデータ準備

FWE=1 ?

書き込み／消去手続き
プログラムを内蔵RAM
上に転送し、実行

（1）RAMエミュレーションモードは、事前に解除してください。 
エミュレーションモードではダウンロードできません。

（2）エミュレーションで書き込みデータを作成する場合は、
FTDARレジスタでダウンロード先を変更してください。

 初期状態のFTDAR（H'00）では、ダウンロード領域とエミュ
レーション領域は重複しますので、ご注意ください。

（3）FWE端子にハイレベルを入力することで、FWEビットを１に
します。

（4）書き込み／消去は内蔵RAM上でしか実行できません。
 ただし、書き込みデータは連続した領域で、SRAM/ROMのよ

うにCPUのMOV.B命令でアクセスできるものなら外部空間に
あってもかまいません。

（5）書き込み／消去終了後は、FWE端子にローレベルを入力し、
プロテクトしてください。

Yes

No

 

図 25.9 書き込み／消去概略フロー 
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(1) 書き込み／消去実行時の内蔵 RAMのアドレスマップ 

ダウンロードの要求、書き込み／消去の手順、結果の判定などのユーザで作成してもらう手続きプログラムの一部は
必ず内蔵 RAM上で実行する必要があります。また、ダウンロードされる内蔵プログラムはすべて内蔵 RAM上に存在し
ます。これらが重複することのないように、内蔵 RAM上の領域管理に気を付けてください。 
図 25.10にダウンロードされるプログラムの領域を示します。 
 

RAMTOP（H'FFFE8000）　

RAMEND（H'FFFFBFFF）　

FTDAR指定のアドレス

FTDAR指定+16番地

FTDAR指定+32番地

FTDAR指定+3072番地

システム領域
（15バイト）

書き込み／消去の
エントリー

初期化処理の
エントリー

初期化＋書き込み
プログラム
または

初期化＋消去
プログラム

ユーザ使用可能領域

書き込み／消去処理を
行う期間は使用できま
せん。

ダウンロード
される領域

（サイズ：3KB）

＜内蔵RAM＞ アドレス

DPFR（戻り値：1バイト）

RAMエミュレーション
領域、またはユーザ
使用可能領域

 
図 25.10 ダウンロード後の内蔵 RAMマップ 
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(2) ユーザプログラムモードでの書き込み手順 

ダウンロード、初期化、書き込みの手順を図 25.11に示します。 
 

書き込み手続き
プログラムの開始

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択と

FTDARのダウンロード先指定

FKEYレジスタに
H'A5を設定

VBRのクリア後、SCO=1に
設定しダウンロード実施

FKEYレジスタを
クリア

FPEFEQ、FUBRA
パラメータの設定

初期化実行
JSR FTDAR指定+32

DPFR=0 ?

FPFR=0 ?

ダウンロードエラー処理

FPFR=0 ?

必要データの
書き込み完了 ?

FKEYレジスタクリア
書き込みエラー処理

初期化エラー処理

1

1

書き込み手続き
プログラムの終了

FKEYレジスタに
H'5Aを設定

FKEYレジスタを
クリア

R4、R5にパラメータ設定
（FMPAR、FMPDR）

書き込み実行
JSR FTDAR指定+16

（2.1）

（2.9）

（2.10）

（2.11）

（2.12）

（2.13）

（2.14）

（2.2）

（2.3）

（2.4）

（2.5）

（2.6）

（2.7）

（2.8）

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

初
期
化

書
き
込
み

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

 
図 25.11 書き込み手順 

書き込み手順の詳細を説明します。手続きプログラムは、書き込み対象のフラッシュメモリ以外で実行してください。
特に、ダウンロードのために FCCSレジスタの SCOビットを 1に設定する部分は、必ず内蔵 RAM上で実行するように
してください。 
ユーザの手続きプログラムのステップごとの実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット、外部空間など）を「25.10.3 

手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
以下の説明は、ユーザマット上の書き込み対象領域は消去されており、書き込みデータも連続領域に準備できている

という前提です。消去ができていない場合は、書き込み前に消去を実施してください。 
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1回の書き込み処理では 128バイトの書き込みを行います。128バイトを超える書き込みを行う場合は、書き込み先ア
ドレス／書き込みデータのパラメータを 128バイト単位で更新して書き込みを繰り返します。 

128バイト未満の書き込みの場合も無効データを埋め込んで 128バイトにそろえる必要があります。埋め込む無効デー
タを H'FFにすると書き込み処理時間を短縮できます。 

 

（2.1） ダウンロードする内蔵プログラムの選択とダウンロード先を指定します。 

FPCSレジスタの PPVSビットを 1に設定すると書き込みプログラムが選択されます。 
書き込み／消去プログラムを複数選択することはできません。複数設定した場合は、ダウンロードの実行は行われず、

DPFRパラメータのソースセレクト検出ビット（SS）にダウンロードエラーが報告されます。 
FTDARレジスタにて、ダウンロード先の先頭アドレスを指定します。 
 

（2.2） FKEYレジスタに H'A5を書き込みます。 

プロテクトのために FKEYレジスタに H'A5を書き込まないとダウンロード要求の SCOビットに 1を書き込むことが
できません。 

 

（2.3） VBRレジスタの 0クリアと、FCCSレジスタの SCOビットに 1を書き込んで、ダウンロードを実行します。 

SCOビットのセットの前に必ず VBRレジスタを H'00000000にクリアしてください。 
SCOビットに 1を書き込むためには、以下の条件がすべて満足されている必要があります。 
① RAMエミュレーションモードが解除されていること。 
② FKEYレジスタにH'A5が書き込まれていること。 
③ SCOビット書き込みが内蔵RAM上で実行されていること。 
SCOビットが 1になると自動的にダウンロードが開始され、ユーザの手続きプログラムに戻ってきた時点では、SCO

＝0にクリアされていますので、ユーザ手続きプログラムでは SCO＝1の確認ができません。 
ダウンロード結果の確認は、DPFRパラメータの戻り値での確認のみとなりますので、SCO＝1にする前に、 DPFRパ

ラメータとなる FTDARで指定した内蔵 RAMの先頭の 1バイトを戻り値以外（H'FFなど）に設定して誤判定の発生を防
いでください。 
ダウンロードの実行においては、マイコン内部処理として以下に示すようなバンク切り替えを伴った特殊な割り込み

処理を行いますので、VBRは 0クリアされている必要があります。また SCO＝1を設定する命令の直後には 8個の NOP
命令を実行してください。 
① ユーザマット空間を内蔵プログラム格納領域に切り替えます。 
② ダウンロードプログラム選択条件と、FTDARでの指定アドレスなどをチェック後、 FTDARで指定された内蔵

RAMへの転送処理を行います。 
③ FPCSレジスタ、FECSレジスタ、FCCSレジスタのSCOビットを0クリアします。 
④ DPFRパラメータに戻り値を設定します。 
⑤ 内蔵プログラム格納領域をユーザマット空間に戻した後、ユーザ手続きプログラムに戻ります。 
ダウンロードが完了し、ユーザ手続きプログラムに戻った後は、VBRの再設定は可能です。 
ダウンロードにおける注意事項について以下に述べます。 
ダウンロード処理では、CPUの汎用レジスタは値が保存されます。 
ダウンロード処理中は、割り込み処理は実行されませんが、NMI、UBC、H-UDIの割り込み要求は保持されています

ので、ユーザ手続きプログラムに戻った時点で、割り込み処理が発生することになります。ダウンロードと割り込みにつ
きましては「25.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み」をご覧ください。 
最大 128バイトのスタック領域を使用しますので、SCO＝1にする前に 128バイト以上のスタック領域を確保しておい

てください。 
ダウンロード中に DMAC、AUDによるアクセスが発生した場合は、動作保証ができませんので、DMAC、AUDによ

るアクセスが発生しないようにご注意ください。 
 

（2.4） プロテクトのために、FKEYレジスタを H'00にクリアします。 
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（2.5） DPFRパラメータの値をチェックしダウンロード結果を確認します。 

ダウンロード結果の確認方法は、以下を推奨いたします。 
① DPFRパラメータ（FTDARで指定したダウンロード先の先頭アドレスの1バイト）の値をチェックします。値が

H'00ならば、ダウンロードは正常に行われています。H'00以外の場合は、以下の手順でダウンロードが行われな
かった原因を調査することができます。 

② DPFRパラメータの値が、ダウンロード実行前に設定した値（H'FFなど）と同じであった場合は、FTDARのダウ
ンロード先アドレス設定の異常が考えられますので、FTDARのビット7：TDERビットを確認してください。 

③ DPFRパラメータの値が、ダウンロード実行前の設定値と異っている場合は、DPFRパラメータのビット2：SSビ
ットや、ビット1：FKビットにて、ダウンロードプログラムの選択やFKEYレジスタ設定が正常であったかの確
認をしてください。 

 

（2.6） 初期化のために FPEFEQと FUBRAパラメータに動作周波数とユーザブランチ先を設定します。 

① FPEFEQパラメータ（汎用レジスタ：R4）に、現在のCPUクロックの周波数を設定します。FPEFEQパラメータ
の設定可能範囲は、「29.3.2 クロックタイミング」をご覧ください。 
この範囲以外の周波数が設定された場合、初期化プログラムのFPFRパラメータにエラーが報告され初期化は行
われません。周波数の設定方法は、「25.4.3.（2.1） フラッシュプログラムイレース周波数コントロールパラ
メータ（FPEFEQ）」の説明をご覧ください。 

② FUBRAパラメータ（汎用レジスタ：R5）に、ユーザブランチ先の先頭アドレスを設定します。 
ユーザブランチ処理が必要ない場合、FUBRAには値0を設定してください。 
ユーザブランチを行う場合、ブランチ先は書き込み対象のフラッシュメモリ以外で実行するようにしてくださ
い。また、ダウンロードされた内蔵プログラムの領域への設定もできません。 
ユーザブランチ処理からはRTS命令で書き込み処理に戻ってください。 
「25.4.3（2.2） フラッシュユーザブランチアドレスセットパラメータ（FUBRA）」の説明をご覧ください。 

 

（2.7） 初期化の実行 

初期化プログラムは書き込みプログラムのダウンロード時にいっしょに内蔵 RAM上にダウンロードされています。
FTDAR設定のダウンロード先頭アドレス＋32バイトからの領域に、初期化プログラムのエントリーポイントがあります
ので、以下のような方法でサブルーチンコールして実行してください。 

 

MOV.L #DLTOP+32,R1 ; エントリーアドレスを R1に設定 

JSR @R1 ; 初期化ルーチンをコール 

NOP 

 
① 初期化プログラムではR0以外の汎用レジスタは保存されます。 
② R0はFPFRパラメータの戻り値です。 
③ 初期化プログラムではスタック領域を使用しますので、128バイト以上のスタック領域をRAM上に確保しておい

てください。 
④ 初期化プログラム実行中の割り込み受け付けは可能です。ただし、内蔵RAM上のプログラム格納領域やスタッ

ク領域、レジスタの値を破壊しないようにしてください。 
 

（2.8） 初期化プログラムの戻り値 FPFR（汎用レジスタ R0）を判定します。 

 

（2.9） FKEYレジスタに H'5Aを設定し、ユーザマットへの書き込みができるようにしてください。 
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（2.10） 書き込みに必要なパラメータの設定を行います。 

ユーザマットの書き込み先の先頭アドレス（FMPAR）を汎用レジスタ R5に、書き込みデータ格納領域の先頭アドレ
ス（FMPDR）を汎用レジスタの R4に設定します。 
① FMPAR設定 

FMPARは書き込み先頭アドレスの指定ですので、ユーザマットエリア以外のアドレスが指定された場合、書き
込みプログラムを実行しても書き込みは実行されず、戻り値パラメータFPFRにはエラーが報告されます。また、
128バイト単位ですので下位8ビット（MOA7～MOA0）が、H'00かH'80の128バイト境界である必要があります。 

 
② FMPDR設定 

書き込みデータの格納先がフラッシュメモリ上の場合、書き込み実行ルーチンを実行しても書き込みは行われ
ず、FPFRパラメータにエラーが報告されます。この場合はいったん内蔵RAMに転送してから書き込むようにし
てください。 

 

（2.11） 書き込み処理の実行 

FTDARで指定したダウンロード先の先頭アドレス＋16バイトからの領域に、書き込みプログラムのエントリー
ポイントがありますので、以下のような方法でサブルーチンコールして実行してください。 

 

MOV.L #DLTOP+16,R1 ; エントリーアドレスを R1に設定 

JSR @R1 ; 書き込みルーチンをコール 

NOP 

 
① 書き込みプログラムではR0以外の汎用レジスタは保存されます。 
② R0はFPFRパラメータの戻り値です。 
③ 書き込みプログラムではスタック領域を使用しますので、128バイト以上のスタック領域をRAM上に確保してお

いてください。 
 

（2.12） 書き込みプログラムの戻り値 FPFR（汎用レジスタ R0）を判定します。 

 

（2.13） 必要データの書き込みが完了したかを判断します。 

128バイトを超えるデータを書き込む場合、128バイト単位で FMPAR、FMPDRの設定更新を行い上記（2.10）～（2.13）
の処理を繰り返します。書き込み先アドレスの 128バイトのインクリメント、書き込みデータポインタの更新を正しく行
ってください。書き込み済みのアドレスへの重複書き込みになると、書き込みエラーになるばかりでなく、フラッシュメ
モリにダメージを与えてしまいます。 
 

（2.14） 書き込みが終了したら FKEYレジスタをクリアして、ソフトウェアプロテクトをかけてください。 

ユーザマットへの書き込み完了直後、パワーオンリセットで再起動する場合は通常より長い 100μs以上のリセット実
施期間（RES＝0の期間）を設けてください。 
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(3) ユーザプログラムモードでの消去手順 

ダウンロード、初期化、消去の手順を図 25.12に示します。 
 

消去手続き
プログラムの開始

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択と

FTDARのダウンロード先指定

FKEYレジスタに
H'A5を設定

VBRのクリア後、SCO=1に
設定しダウンロード実施

FKEYレジスタを
クリア

FPEFEQ、FUBRA
パラメータの設定

初期化実行
JSR FTDAR指定+32

DPFR=0?

FPFR=0 ?

ダウンロードエラー処理

FPFR=0 ?

必要ブロックの
消去完了 ?

FKEYレジスタクリア
消去エラー処理

初期化エラー処理

1

1

消去手続き
プログラムの終了

FKEYレジスタに
H'5Aを設定

FKEYレジスタを
クリア

FEBSパラメータ設定

消去実行
JSR FTDAR指定+16

（3.1）

（3.2）

（3.3）

（3.4）

（3.5）

（3.6）

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

初
期
化

消
去

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

 
図 25.12 消去手順 

消去手順の詳細を説明します。手順プログラムは、消去対象のフラッシュメモリ以外で実行してください。 
特に、ダウンロードのために FCCSレジスタの SCOビットを 1に設定する部分は、必ず内蔵 RAM上で動作するよう

にしてください。 
ユーザの手続きプログラムのステップごとの実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット、外部空間など）を「25.10.3 

手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
ダウンロードされる内蔵プログラムの領域については、図25.10のダウンロード後の内蔵RAMマップを参照ください。 
1回の消去処理では 1分割ブロックの消去を行います。ブロック分割については、図 25.4を参照してください。2ブ

ロック以上の消去を行う場合は、消去ブロック番号を更新して消去を繰り返します。 
 

（3.1） ダウンロードする内蔵プログラムの選択とダウンロード先アドレスを指定します。 

FECSレジスタの EPVBビットを 1に設定します。 
書き込み／消去プログラムを複数選択することはできません。複数設定した場合は、ダウンロードの実行は行われず、

DPFRパラメータのソースセレクトエラー検出ビット（SS）にダウンロードエラーが報告されます。 
FTDARレジスタにて、ダウンロード先の先頭アドレスを指定します。 
FKEYレジスタの設定以降のダウンロード、初期化などの手続きは、書き込み手順と同じですので、「25.5.2（2） ユ

ーザプログラムモードでの書き込み手順」をご覧ください。 
消去プログラム用のパラメータ設定以降を以下に示します。 
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（3.2） 消去に必要な FEBSパラメータの設定を行います。 

ユーザマットの消去ブロック番号をフラッシュイレースブロックセレクトパラメータ FEBS（汎用レジスタ R4）に設
定します。ユーザマットの分割ブロック番号以外の値が設定された場合、消去処理プログラムを実行しても消去はされず、
戻り値パラメータ FPFRにエラーが報告されます。 

 

（3.3） 消去処理の実行 

書き込みと同様に、FTDARで指定したダウンロード先の先頭アドレス＋16バイトからの領域に、消去プログラムのエ
ントリーポイントがありますので、以下のような方法でサブルーチンコールして実行してください。 

 

MOV.L #DLTOP+16,R1 ; エントリーアドレスを R1に設定 

JSR @R1 ; 消去ルーチンをコール 

NOP 

 
① 消去プログラムではR0以外の汎用レジスタは保存されます。 
② R0はFPFRパラメータの戻り値です。 
③ 消去プログラムではスタック領域を使用しますので、128バイト以上のスタック領域をRAM上に確保しておいて

ください。 
 

（3.4） 消去プログラムの戻り値 FPFR（汎用レジスタ R0）を判定します。 

 

（3.5） 必要ブロックの消去が完了したかを判断します。 

複数ブロックの消去を実施する場合、FEBSパラメータの更新設定を行い上記（3.2）～（3.5）の処理を繰り返します。
消去済みブロックに対しての消去は可能です。 

 

（3.6） 消去が終了したら FKEYレジスタをクリアして、ソフトウェアプロテクトをかけてください。 

ユーザマットの消去完了直後、パワーオンリセットで再起動する場合は通常より長い 100μs以上のリセット実施期間
（RES＝0の期間）を設けてください。 
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(4) ユーザプログラムモードでの消去／書き込み手順 

FTDARレジスタで、ダウンロード先の内蔵 RAMアドレスを変更することで、消去プログラムと書き込みプログラム
を別々の内蔵 RAM領域にダウンロードしておくことが可能です。 

RAMエミュレーション、消去、書き込みを繰り返し実行する場合の使用例を図 25.13に示します。 
 

手続きプログラムの開始

FTDAR=H'02に設定
（ダウンロード先を

H'FFFE9000に設定）

消去プログラムの初期化実施

消去プログラムの
ダウンロード実施

FTDAR=H'04に設定
（ダウンロード先を

H'FFFEA000に設定）

書き込みプログラムの
初期化実施

書き込みプログラムの
ダウンロード実施

終了？

1

1

手続き
プログラムの終了

RAMエミュレーション
モードに遷移し、内蔵

RAM上でデータの
チューニング

動作確認

FMPDRにH'FFFE8000
を設定して、該当ブ
ロックに書き込み

（書き込みプログラム実行）

エミュレーション
モードの解除

該当ブロック消去
（消去プログラム実行）

書
き
込
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

消
去
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

エ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
消
去
／
書
き
込
み

Yes

No

 
図 25.13 RAMエミュレーション、消去、書き込みの繰り返し例（概要） 

本例では、RAMエミュレーションを実施するため、内蔵 RAM先頭からの 4KB（H'FFFE8000～H'FFFE8FFF）を避け
て、消去／書き込みプログラムをダウンロードしています。 
また、ダウンロードと初期化は最初の 1回だけ実施するようにしています。 
本例のような手続きを行う場合、以下にご注意ください。 
① 内蔵RAM領域の重複破壊にご注意ください。 

RAMエミュレーション領域、消去プログラム領域、書き込みプログラム領域以外に、ユーザに作成していただ
く手順プログラムや、作業領域、スタック領域などが、内蔵RAM上に存在しますので、これらの領域を破壊し
ないようにしてください。 

② 消去プログラムの初期化、書き込みプログラムの初期化を行ってください。 
FPEFEQパラメータ、FUBRAパラメータを設定する初期化は、必ず、消去プログラム／書き込みプログラムの両
方に実行してください。初期化のエントリーアドレスは、消去プログラムのダウンロード先頭＋32番地（本例で
は、H'FFFE9020）、書き込みプログラムのダウンロード先頭＋32番地（本例では、H'FFFEA020）の両方に対し
て初期化してください。 
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25.5.3 ユーザブートモード 
本 LSIにはユーザプログラムモード、ブートモードとは異なるモード端子設定で起動するユーザブートモードがあり

ます。内蔵 SCIを使用するブートモードとは異なるユーザ任意のブートモードが実現できます。 
ユーザブートモードで書き込み／消去が可能なマットはユーザマットだけです。ユーザブートマットの書き込み／消

去は、ブートモードまたはライタモードで行ってください。 
 

(1) ユーザブートモードでの起動 

ユーザブートモード起動のためのモード端子の設定は表 25.1をご覧ください。 
ユーザブートモードでリセットスタートすると、フラッシュ関連レジスタのチェックルーチンが走行します。このル

ーチンが使用する RAM容量は H'FFFFB000番地からの約 3Kバイト分とスタックとして使用する H'FFFFBF80～
H'FFFFBFFF番地からの 128バイト分です。この間の NMIおよびその他の割り込みは受け付けられません。また、この
間は AUDは使用できません。本期間は、80MHzの内部周波数で動作する場合、約 100μsです。 
その後、ユーザブートマット上のリセットベクタの実行開始アドレスから処理を開始します。この時点で、実行マッ

トはユーザブートマットになっていますので、フラッシュマットセレクトレジスタ FMATSには H'AAが設定されていま
す。 

 

(2) ユーザブートモードでのユーザマットの書き込み 

ユーザブートモードでユーザマットへの書き込みを行う手続きでは、FMATSレジスタによるユーザブートマット選択
状態からユーザマット選択状態への切り替え、および書き込み終了後にユーザマット選択状態から再びユーザブートマッ
ト選択状態に戻す手続きの追加が必要です。 
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ユーザブートモードでのユーザマットの書き込み手続きを図 25.14に示します。 
 

書き込み手続き
プログラムの開始

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択と

FTDARの
ダウンロード先指定

FKEYレジスタに
H'A5を設定

VBRのクリア後、SCO=1
に設定しダウンロード実施

FKEYレジスタを
クリア

FPEFEQ、FUBRA
パラメータの設定

初期化実行
JSR FTDAR指定+32

DPFR=0 ?

FPFR=0 ?

ダウンロードエラー処理

FPFR=0?

必要データの
書き込み完了 ?

FKEYレジスタクリア
書き込みエラー処理*

初期化エラー処理

1

1

書き込み手続き
プログラムの終了

FKEYレジスタに
H'5Aを設定

FKEYレジスタを
クリア

R4、R5にパラメータ設定
（FMPAR、FMPDR）

書き込み実行
JSR FTDAR指定+16

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

初
期
化

書
き
込
み

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

FMATSにH'AA以外の値を
設定しユーザマットを選択

FMATSにH'AAを設定し
ユーザブートマットを選択

ユ
ー
ザ
ブ
ー
ト
マ
ッ
ト
選
択
状
態 ユ
ー
ザ
マ
ッ
ト
選
択
状
態

ユーザブート
マット選択状態

マット
切り替え

マット
切り替え

【注】* 書き込みエラー処理をユーザブートマット
上で行う場合は、FAMTSによるマット切り
替えが必要です

 
図 25.14 ユーザブートモードでのユーザマットへの書き込み手順 

図 25.14に示したように、ユーザプログラムモードとユーザブートモードでの書き込み手続きの違いは、マット切り
替えを行うか否かです。 
ユーザブートモードでは、フラッシュメモリ空間にユーザブートマットが見えていて、ユーザマットは「裏」に隠れ

ている状態です。ユーザマットに書き込む処理の間だけ、ユーザマットとユーザブートマットを切り替えます。書き込み
処理中は、ユーザブートマットは隠れており、かつユーザマットは書き込み状態ですので、手続きプログラムはフラッシ
ュメモリ以外の領域で実行させる必要があります。書き込み処理が終了したら、最初の状態に戻すために再度マット切り
替えを行います。 
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マット切り替えは、FMATSレジスタへ規定の値を書き込むことで実現できますが、完全にマット切り替えが完了する
まではアクセスできず、また、割り込みが発生した場合に割り込みベクタをどちらのマットから読み出すかなど不安定状
態が存在します。マット切り替えについては、「25.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え」の説明に従っ
てください。 
マット切り替え以外の書き込み手順は、ユーザプログラムモードの手順と同じです。 
ユーザ手続きプログラムのステップごとの、実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット、外部空間など）については

「25.10.3 手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
 

(3) ユーザブートモードでのユーザマットの消去 

ユーザブートモードでユーザマットの消去を行う手続きでは、FMATSレジスタによるユーザブートマット選択状態か
らユーザマット選択状態への切り替え、および消去終了後にユーザマット選択状態から再びユーザブートマット選択状態
に戻す手続きの追加が必要です。 
ユーザブートモードでのユーザマットの消去手続きを図 25.15に示します。 
 

消去手続き
プログラムの開始

FKEYレジスタに
H'A5を設定

VBRのクリア後、SCO=1
に設定しダウンロード実施

FKEYレジスタを
クリア

FPEFEQ、FUBRA
パラメータの設定

初期化実行
JSR FTDAR指定+32

DPFR=0 ?

FPFR=0 ? 

ダウンロードエラー処理

FPFR=0 ?

必要ブロックの
消去完了 ?

FKEYレジスタクリア
消去エラー処理*

初期化エラー処理

1

1

消去手続き
プログラムの終了

FKEYレジスタに
H'5Aを設定

FKEYレジスタを
クリア

FEBSパラメータ設定

消去実行
JSR FTDAR指定+16

ダ
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化
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Yes

No

No

No

No

FMATSにH'AA以外の値を
設定しユーザマットを選択

FMATSにH'AAを設定し
ユーザブートマットを選択

ユ
ー
ザ
ブ
ー
ト
マ
ッ
ト
選
択
状
態 ユ
ー
ザ
マ
ッ
ト
選
択
状
態

ユーザブート
マット選択状態

マット
切り替え

マット
切り替え

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択と

FTDARのダウンロード先
指定

【注】* 消去エラー処理をユーザブートマット上 
で行う場合は、FAMTSによるマット切り
替えが必要です

 
図 25.15 ユーザブートモードでのユーザマットの消去手順 

 
図 25.15に示したように、ユーザプログラムモードとユーザブートモードでの消去手続きの違いは、マット切り替え

を行うか否かです。 
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マット切り替えは、FMATSレジスタへ規定の値を書き込むことで実現できますが、完全にマット切り替えが完了する
まではアクセスできず、また、割り込みが発生した場合に割り込みベクタをどちらのマットから読み出すかなど不安定状
態が存在します。マット切り替えについては、「25.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え」の説明に従っ
てください。 
マット切り替え以外の消去手順は、ユーザプログラムモードの手順と同じです。 
ユーザ手続きプログラムのステップごとの、実行可能な領域（内蔵 RAM、ユーザマット、外部空間など）については

「25.10.3 手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域」に示します。 
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25.6 プロテクト 
フラッシュメモリに対する書き込み／消去プロテクトは、ハードウェアプロテクトとソフトウェアプロテクトとエラ

ープロテクトの 3種類あります。 
 

25.6.1 ハードウェアプロテクト 
ハードウェアプロテクトとは、フラッシュメモリに対する書き込み／消去が強制的に禁止、中断された状態のことで

す。FWE端子プロテクトでは内蔵プログラムのダウンロードと初期化実行はできますが、書き込み／消去プログラムを
起動してもユーザマットの書き込み／消去はできず、書き込み／消去エラーが FPFRパラメータで報告されます。 
 

表 25.9 ハードウェアプロテクト 

プロテクトが 
有効な機能 

項 目 説 明 
ダウン 
ロード 

書き込みと消
去 

FWE端子 

プロテクト 

• FWE端子に Lowレベルが入力されているときには、FCCSレジスタの
FWEビットがクリアされ、書き込み／消去プロテクト状態になります。

― ○ 

リセット、 

スタンバイ 

プロテクト 

• パワーオンリセット（WDTによるパワーオンリセットも含む）およびス
タンバイ時は、書き込み／消去インタフェースレジスタが初期化され、書
き込み／消去プロテクト状態になります。 

• RES端子によるリセットでは、電源投入後発振が安定するまで RES端子
を Lowレベルに保持しないとリセット状態になりません。また、動作中
のリセットは AC特性に規定した RESパルス幅の間 RES端子を Lowレ
ベルに保持してください。書き込み／消去動作中のフラッシュメモリの値
は、保証しません。この場合は、消去を実施してから再度書き込みを実施
してください。 

○ ○ 

 

25.6.2 ソフトウェアプロテクト 
ソフトウェアプロテクトは、内蔵の書き込み／消去プログラムのダウンロードからのプロテクト、キーコードによる

プロテクト、RAMエミュレーションレジスタによるプロテクトがあります。 
 

表 25.10 ソフトウェアプロテクト 

プロテクトが 
有効な機能 

項 目 説 明 
ダウン 
ロード 

書き込みと消
去 

SCOビットプロテ
クト 

• FCCSレジスタの SCOビットを 0にクリアすることにより、書き込み／
消去のプログラムのダウンロードができないため、書き込み／消去プロテ
クト状態になります。 

○ ○ 

FKEY 
レジスタ 
プロテクト 

• FKEYレジスタにキーコードを書き込まないと、ダウンロードと書き込み
／消去ができません。ダウンロードと書き込み／消去では、異なったキー
コードの設定が必要です。 

○ ○ 

エミュレーション
プロテクト 

• RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）の RAMSビットを 1にセッ
トすることにより、書き込み／消去プロテクト状態になります。 

○ ○ 
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25.6.3 エラープロテクト 
エラープロテクトは、フラッシュメモリへの書き込み／消去中のマイコンの暴走や規定の書き込み／消去手順に沿っ

ていない動作をした場合に発生する異常を検出し、書き込み／消去動作を強制的に中断するプロテクトです。書き込み／
消去動作を中断することで、過剰書き込みや過剰消去によるフラッシュメモリへのダメージを防止します。 
フラッシュメモリへの書き込み／消去中にマイコンが異常動作すると、FCCSレジスタの FLERビットが 1にセットさ

れエラープロテクト状態に遷移し、書き込み／消去は中断されます。 
FLERビットのセット条件を以下に示します。 
（1） 書き込み／消去中にフラッシュメモリを読み出したとき（ベクタリードおよび命令フェッチを含む） 
（2） 書き込み／消去中にSLEEP命令を実行したとき 
 
エラープロテクトの解除（FLERビットのクリア）は、パワーオンリセットまたはソフトウェアスタンバイ／ハードウ

ェアスタンバイで行われます。 
なお、この場合のリセット入力期間は、通常より長い 100μsの期間のあとにリセットリリースしてください。フラッ

シュメモリには書き込み／消去中には高電圧が印加されているため、エラープロテクト状態への遷移時に、印加電圧が抜
けきれない恐れがあります。このため、リセット期間を延長して印加電圧を抜くことにより、フラッシュメモリへのダメ
ージを低減する必要があります。 
図 25.16にエラープロテクト状態への状態遷移図を示します。 

 

書き込み実行中
消去実行中

通常読み出し不可
書き込み／消去可

FLER=0

エラープロテクト
モード

読み出し可
書き込み／消去不可

FLER=1

（ソフトウェアスタンバイ）

読み出し不可
書き込み／消去不可

FLER=不定

リセットまたはスタンバイ
（ハードウェアプロテクト）

読み出し可
書き込み／消去不可

FLER=0

RES=0またはHSTBY=0

RES=0、
HSTBY=0

または、ソフトウェアスタンバイモード解除

RES=0ま
たは

HSTBY=0

エラー発生

（ソフトウェアスタンバイ）

ソフトウェア
スタンバイモード

エラー発生

書き込み／消去インタ
フェースレジスタは、
初期化状態

LSI内部電源OFF
 

図 25.16 エラープロテクト状態への状態遷移図 
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25.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション 
RAMでフラッシュメモリに書き換えるデータをリアルタイムにエミュレートするために、RAMエミュレーションレ

ジスタ（RAMER）で設定したフラッシュメモリ（ユーザマット）のエリアに RAMの一部を重ね合わせて使うことがで
きます。RAMERの設定後、ユーザマットのエリアとここに重ね合わせた RAMエリアの 2エリアからアクセスできます。
エミュレーション可能なモードは、ユーザモードおよびユーザプログラムモードです。 
図 25.17にユーザマットのリアルタイムな書き換えをエミュレートする例を示します。 
 

エミュレーションプログラム開始

エミュレーションプログラム終了

RAMERの設定

RAMERのクリア

アプリケーションプログラムの実行

チューニングOK ?

ユーザマットの
エミュレーションブロックへの

書き込み

オーバラップRAMへ
チューニングデータ書き込み

Yes

No

 
図 25.17 RAMによるエミュレーション 
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H'17FFFF

H'008000

H'007000
H'FFFE8000
H'FFFEBFFF

H'FFFFBFFF

H'006000

H'005000

H'004000

H'003000

H'002000

H'001000

H'000000 EB0

EB1

EB2

EB3

EB5

EB6

EB7

EB4

フラッシュメモリ
ユーザマット

EB8～EB15

内蔵RAM

このエリアは、RAM／フラッシュメモリ
の両エリアからアクセスできます

 
図 25.18 RAMのオーバラップ動作例 

 
図 25.18にフラッシュメモリのブロックエリア EB0～EB3をオーバラップさせる例を示します。 
エミュレーション可能なフラッシュメモリの領域は、ユーザマットの EB0～EB7の 8エリアから RAMERレジスタの

RAM0ビットで選択した 4エリアです。 
（1） リアルタイムな書き換えを必要とするエリアEB0～EB3にRAMの一部をオーバラップさせるには、RAMERの

RAMSビットを1、RAM0ビットを0に設定してください。 
（2） リアルタイムな書き換えは、オーバラップさせたRAMを使って行います。 
 
ユーザマットへの書き込み／消去実行においては、内蔵プログラムのダウンロードを含む一連の手続きプログラムの

実行が必要です。このとき、オーバラップしていた RAM領域とダウンロードされる内蔵プログラムの領域が重複してい
るため注意が必要です。次のような方法で、確定した書き換えデータの破壊を防止してください。 
（1） エミュレーションされる4エリアに対し、1度にチューニングを行い、確定した書き換えデータを未使用領域に退

避する。 
（2） エミュレーションされる4エリアに対し、1エリアのみチューニングを行い、確定した書き換えデータが格納され

ている領域と重複しないように、FTDARレジスタを使用してダウンロード領域を設定する。 
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図 25.19に、エミュレーションされる 4エリアのうち、EB0領域のチューニングを行い、確定したデータをユーザマ
ットの EB0領域に書き込む例を示します。 

 

H'17FFFF

H'008000

H'007000 H'FFFE8000
H'FFFE8FFF
FTDAR指定

H'FFFFBFFF

H'FFFEBFFF

H'006000

H'005000

H'004000

H'003000

H'002000

H'001000

H'000000 EB0

EB1

EB2

EB3

EB5

EB6

EB7

EB4

フラッシュメモリ
ユーザマット

EB8～EB15
書き込み／消去手続き
プログラム、他領域

（1）エミュレーションモードを解除します。
（2）ユーザ作成の、書き込み／消去手続きプロ

グラムを転送します。
（3）内蔵の書き込み／消去プログラムをFTDAR

設定でチューニング完了データ領域を避け
てダウンロードします。

（4）消去処理後、書き込みを行います。

ダウンロード領域

チューニング
完了データ

〈内蔵RAM〉

 
図 25.19 チューニング完了データの書き込み 

 
（1） 書き換えデータ確定後、RAMSビットをクリアしてRAMのオーバラップを解除します。エミュレーションモード

が解除され、エミュレーションプロテクトも解除されます。 
（2） ユーザ作成の書き込み／消去手続きプログラムをRAM上に転送します。 
（3） RAM上の書き込み／消去手続きプログラムを起動し、マイコン内蔵の書き込み／消去プログラムをRAM上にダ

ウンロードします。 
このとき、FTDARレジスタ設定により、チューニング完了データ領域とダウンロード領域が重複しないように
ダウンロード先頭アドレスを指定してください。 

（4） ユーザマットのEB0エリアが消去されていない場合は、消去処理を行った後に書き込みを行ってください。書き
込み処理のパラメータ FMPAR、FMPDRにチューニング完了データを指定して書き込み処理を行います。 

 
【注】  RAMSビットを 1にすると RAM0の値にかかわらず、フラッシュメモリの全ブロックが書き込み／消去プロテ

クト状態となります（エミュレーションプロテクト）。実際に書き込み／消去を実施する場合は RAMSビット
をクリアしてください。 

  ユーザブートマット選択時にも RAMエミュレーションを行うことは可能ですが、ユーザブートマットの消去／
書き込みはブートモード、またはライタモードでしか行うことができません。 
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25.8 使用上のご注意 

25.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え 
ユーザマットとユーザブートマットを切り替えて使うことができます。ただし、同じ 0番地からのアドレスに割り当

てられているため、以下の手順が必要です。 
（ユーザブートマットに切り替えた状態での書き込み／消去はできません。ユーザブートマットの書き換えは、ブー

トモードまたはライタモードで実施してください。） 
（1） FMATSレジスタによるマット切り替えは、必ず内蔵RAM上で実行してください。 

SHマイコンでは実行命令のプリフェッチを行いますので、たとえばユーザマット上でプログラム実行中にマッ
ト切り替えを行った場合、ユーザマット上の命令コードをプリフェッチするか、切り替え後のユーザブートマッ
ト上の命令をプリフェッチするかで不安定動作になることがあります。 

（2） 確実に切り替えを行った後で切り替え後のマットのアクセスをするために内蔵RAM上でのFMATSレジスタ書き
換えの直後には、同じく内蔵RAM上で8個のNOP命令を実行してください。 
（切り替えを行っている最中のフラッシュメモリをアクセスしないためです） 

（3） 切り替えの最中に割り込みが発生した場合、どちらのメモリマットがアクセスされるか保証できません。 
マット切り替え実行前に、マスク可能な割り込みはマスクするようにしてください。また、可能ならばマット切
り替え中には、NMI割り込みが発生しないようなシステムとしてください。 

（4） マット切り替え完了後は、各種割り込みのベクターテーブルエリアも切り替わっていますので注意してくださ
い。 
マット切り替え前後で同じ割り込み処理を実施する場合や、割り込み発生を禁止できない場合は、内蔵RAM上
に割り込み処理ルーチンを転送しておき、かつ割り込みベクターテーブルもVBRレジスタの設定により内蔵
RAM上に設定するなどをお願いします。この場合、VBRレジスタの変更と割り込み発生の競合についてもご注
意ください。 

（5） ユーザマットとユーザブートマットはメモリサイズが異なります。12KB以上の空間のユーザブートマットをア
クセスしないようにしてください。12KB空間以上をアクセスした場合、不定値が読み出されます。 

 

＜ユーザマット＞ ＜内蔵RAM＞ ＜ユーザブートマット＞

ユーザブート
マットへの切り
替え手順

ユーザマット
への切り替え
手順

ユーザブートマットへの切り替え手順
（1）割り込みを禁止（マスク）
（2）FMATSレジスタにH'AAを書き込む
（3）ユーザブートマットアクセス前には、8個のNOP命令を実行

ユーザマットへの切り替え手順
（1）割り込みを禁止（マスク）
（2）FMATSレジスタにH'AA以外の値を書き込む
（3）ユーザマットアクセス前には、8個のNOP命令を実行

 
図 25.20 ユーザマット／ユーザブートマットの切り替え 
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25.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み 

(1) 内蔵プログラムのダウンロード実行 

（1.1） VBRの変更 

内蔵プログラムをダウンロードする前に、VBRレジスタを H'00000000（初期値）にする必要があります。VBRを初期
値以外の設定で使用している場合、VBRを初期化すると割り込みベクタテーブルがユーザマット（FMATS≠H'AA時）
またはユーザブートマット（FMATS＝H'AA時）になります。 
また、VBR変更と割り込み発生が競合した場合、VBR変更前後のどちらのベクタテーブルが参照されるかで問題が発

生する可能性があります。 
よって、割り込みとの競合が発生する可能性のある場合、ユーザマットまたはユーザブートマットの先頭部分にも、

VBR＝H'00000000のときに参照されるベクタテーブルを準備してください。 
 

（1.2） SCOダウンロード要求と割り込み要求 

内蔵の書き込み／消去プログラムを、FCCSレジスタの SCOビットを 1にしてダウンロードする操作は、マット切り
替えを伴った特殊な割り込みを発生させます。SCOダウンロード要求と割り込み要求の競合時の動作について説明しま
す。 
① SCOダウンロード要求と割り込み要求の競合 

FCCSレジスタのSCOビットを1に設定する命令の実行と、割り込み受け付けの競合タイミングを図25.21に示し
ます。 

 

n n+1 n+2 n+3 n+4

フェッチ デコード 実行 実行 実行

（a） （b） （c）

CPUサイクル
SCO=1設定命令の
CPU動作

（a）割り込み受け付けが、n+1サイクル以前のケース
割り込み処理が完了後、SCO=1の設定が実行され、ダウンロードが行われます。

（b）割り込み受け付けが、n+2サイクルのケース
割り込みとSCOダウンロード要求が競合します。
本ケースの場合の動作については、「２ 競合動作」にて後述します。

（c）割り込み受け付けが、n+3サイクル以降のケース
SCOダウンロード要求が先に発生しますので、ダウンロードが実行されます。
ダウンロード中は、他の割り込み処理は発生しません。
ダウンロード完了後に割り込み要求が残っていれば、割り込み処理が発生します。
ダウンロード中の割り込み要求については、「 3  ダウンロード中に発生した割り込み
要求」にて後述します。

割り込み
受け付け

 
図 25.21 SCOダウンロード要求と割り込み要求の競合タイミング 
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②競合動作 
競合した割り込みの種類によって、動作が異なります。 

• NMI、UBC、H-UDIの割り込み要求 
これらの割り込みと、SCOダウンロード要求が競合した場合は、以下の動作となります。 

 

SCOと
割り込み
の競合

メイン処理

SCOダウン
ロード処理

NMIなどの割り込み処理

 
図 25.22 NMIなどの割り込みとの競合 

• NMI、UBC、H-UDIの割り込み処理が開始され、SR、PCの退避とベクタフェッチ、割り込み処理ルーチンの
先頭命令のフェッチまで行われます。 

• この時点で、優先順位の高い SCOダウンロード要求が発生しているため、SCOダウンロード処理が実行され
ます。 

• ダウンロード処理が完了次第、以前の NMIなどの割り込み処理ルーチン先頭の命令フェッチから再開されま
す。 

• NMI等の割り込み処理が完了し、メイン処理に戻ります。 
• IRQ、内蔵周辺モジュールからの割り込み要求 

これらの割り込みと、SCOダウンロード要求が競合した場合は、以下の動作となります。 
 

SCOと
割り込み
の競合

メイン処理

SCOダウン
ロード処理

IRQなどの
割り込み処理

 
図 25.23 IRQなどの割り込みとの競合 

• IRQ、内蔵周辺モジュールからの割り込みに、SCOダウンロード要求が差し替えられて、ダウンロードが実行
されます。 

• ダウンロード処理が完了した時点で、IRQ、内蔵周辺モジュールからの割り込み要求が続いていれば、それら
の割り込み処理が実行されます。ダウンロード処理中にこれらの割り込み要求が取り消されていると、メイン
処理に戻ります。 
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• 割り込み要求が取り消されるケースは、IRQをローレベル検出で使用する場合で、ダウンロード終了前にハイ
レベルに戻してしまったケースがあてはまります。後述の「③ダウンロード中に発生した割り込み要求」もご
覧ください。 

③ダウンロード中に発生した割り込み要求 
SCOダウンロード実行中に、割り込み要求が発生しても、ダウンロード完了までそれらの割り込み処理が実行さ
れることはありません。ただし、割り込み要求は基本的に保持されていますので、ダウンロード完了後に、これ
らの割り込み処理が発生します。複数種類の割り込み要求があった場合は、割り込みコントローラ（INTC）に
て優先順位判定が行われ、優先順位の高い割り込みから処理されます。 

• NMI、UBC、H-UDIの割り込み要求 
SCOダウンロード中に、これらの割り込み要求が発生した場合は、要因が保持されます。 

• IRQ割り込み 
IRQ割り込みは、立ち下がりエッジ検出とローレベル検出が選択できます。 

• SCOダウンロード中の IRQの立ち下がりエッジ検出は、要因保持されます。 
• SCOダウンロード中の IRQのローレベル検出の場合は、ダウンロード終了時点でも、ローレベル入力が保持
されていれば、割り込み処理が開始されます。ダウンロード終了時点で、ハイレベルが入力されていると、要
因は取り消されたことになります。 

•内蔵周辺モジュールからの割り込み 
内蔵周辺モジュールからの割り込みは、レベル割り込みですが、フラグクリアなどの操作を行わない限り、割
り込み信号を出しつづけるので割り込み要因は保持されていることになります。 

(2) 書き込み／消去処理中の割り込み 

ダウンロードした内蔵プログラムでの書き込み／消去実行中の割り込み処理は、リアルタイムで可能ですが、以下の
制限事項や注意事項があります。 
① 書き込み／消去中のフラッシュメモリは、ユーザマット／ユーザブートマットともにアクセスできません。割り

込みベクタテーブルや割り込み処理ルーチンは、内蔵RAMや外部メモリなどに準備してください。割り込み処
理ルーチンの中でも、書き込み／消去中のフラッシュメモリをアクセスしないでください。フラッシュメモリを
読み出した場合、読み出した値の保証はできません。また、書き込み／消去中にフラッシュメモリをアクセスす
ると、エラープロテクトに遷移しますので、書き込み／消去処理は中断します。 

② FMPDRパラメータで指定している書き込みデータを変更しないでください。書き込みデータを割り込み処理で
準備する場合は、別領域に準備し、書き込み完了の確認後にFMPDRの領域に移すかFMPDRを準備した別領域に
変更する手順としてください。 

③ 割り込み処理ルーチンの中では、本章のフラッシュ関連レジスタや、ダウンロードした内蔵プログラム領域を破
壊しないようにしてください。また、割り込み処理でRAMエミュレーションにしたり、SCO要求による内蔵プロ
グラムのダウンロードや、書き込み／消去を多重実行しないでください。 

④ 割り込み処理ルーチンの先頭で、CPUのレジスタを退避し、戻る前に復帰させてください。 
⑤ 割り込み処理ルーチンで、スリープ状態に遷移すると、エラープロテクト状態となり、書き込み／消去は中断さ

れます。 
また、リセット状態に遷移した場合は、フラッシュメモリへのダメージを低減するために、100μs以上のリセッ
ト状態の後で、リセットリリースしてください。 

 

25.8.3 その他のご注意 

(1) 内蔵プログラムのダウンロード実行時間 

初期化ルーチンを含む書き込みプログラム、または初期化ルーチンを含む消去プログラムのコードサイズはそれぞれ
3KB以内です。よって、CPUクロック周波数が、80MHzの場合、それぞれ最大で約 300μsのダウンロード時間となりま
す。 

 

(2) ユーザブランチ処理の間隔 

ユーザブランチ処理が実行される間隔は、書き込み／消去で異なります。また、処理フェーズによっても異なります。
表 25.11に、CPUクロック周波数 80MHzの場合の最大／最小のユーザブランチ間隔を示します。 

表 25.11 ユーザブランチ処理間隔 
 最大間隔 最小間隔 

書き込み処理 約 1ms 約 19μs 

消去処理 約 5ms 約 19μs 
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ただし、CPUクロック 80MHz動作時における最初のユーザブランチ処理までの時間の最大／最小値は表 25.12のよう
になります。 
 

表 25.12 ユーザブランチ処理までの起動間隔 
 最大 最小 

書き込み処理 約 500μs 約 500μs 

消去処理 約 2300μs 約 1000μs 

 

(3) AUD、DMACでのフラッシュ関連レジスタへの書き込み 

ダウンロード要求の FCCSレジスタの SCOビットや、マット切り替えの FMATSレジスタは、内蔵 RAM上で命令実
行中ならば、AUD、DMACからでも書き込みができてしまいます。不用意にこれらのレジスタへの書き込みが行われる
と、ダウンロードが実行され RAMを破壊したり、マット切り替えが発生して暴走するなどの危険性がありますので、ご
注意ください。 

(4) AUD動作不可状態、割り込み無視状態 

以下のモード、または期間では、AUDはモジュールスタンバイ状態となり動作できません。また、NMIやマスカブル
割り込みが発生しても無視され、実行も割り込み要因の保持もされません。 

• ブートモード動作中 
• ライタモード動作中 
• ユーザブートモード起動直後のフラッシュ関連レジスタチェック中 
（リセットリリース後、80MHzの内部周波数で動作する場合、約100μsの期間） 

 

(5) 従来の F-ZTAT SHマイコンとの書き込み／消去プログラムの互換性 

SCO転送要求による内蔵プログラムのダウンロード方式をサポートしていない、従来の F-ZTAT SHマイコンで使用
していたフラッシュメモリの書き込み／消去プログラムは、本 LSIでは動作しません。 
本 LSIでのフラッシュメモリへの書き込み／消去は、必ず内蔵プログラムをダウンロードして実施してください。 
 

(6) WDTによる暴走などのモニタ 

従来の F-ZTAT SHマイコンと異なり、ダウンロードされる内蔵プログラムによる書き込み／消去中はWDTによる
暴走などへの対応は、実施していません。 
必要に応じて、書き込み／消去の実行時間を考慮したWDTでの対応を実施してください。（ユーザブランチルーチン

の使用、定期的なタイマ割り込みの使用など） 

(7) FWE端子の状態 

書き換え実行中に FWE端子が変化しないようご注意ください。また、ノイズなどによる瞬間的なローレベルにもご注
意ください。書き換え実行中に FWEが変化すると書き込み／消去の結果が保証されません。 
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25.9 ライタモード 
プログラム／データの書き込み／消去が可能なモードとして、オンボードプログラミングモード以外にライタモード

があります。ライタモードではフラッシュメモリ読み出しモード、自動書き込みモード、自動消去モード、ステータス読
み出しモードをサポートしております。書き込み／消去対象マットは、ユーザマットとユーザブートマットです。 
自動書き込み／自動消去／ステータス読み出しのモードではステータスポーリング方式を採用しており、また、ステ

ータス読み出しモードでは自動書き込み／自動消去を実行した後に、その詳細な内部状態を出力します。 
ライタモードでは、モード端子を表 25.13の設定とし、入力クロックとして 6MHzを入力してください。これにより

本 LSIは 48MHzで動作します。 

表 25.13 ライタモードの端子 
端子名 設定 

モード端子： MD2、MD1、MD0 0、1、1 

FWE端子 ハイレベルを入力（自動書き込み、自動消去時） 

RES端子 パワーオンリセット回路 

EXTAL、XTAL、PLLVCC、PLLVSS、PLLCAP端子 発振回路、PLL回路 

VCL端子 内部降圧安定用コンデンサ 

 

25.9.1 ソケットアダプタの端子対応図 
図 25.25に示すようなソケットアダプタを LSIに取り付けてください。これによって、40ピンにピン変換することが

できます。内蔵 ROMのメモリマップを図 25.24に、ソケットアダプタの端子対応図を図 25.25に示します。 
 

H'0000,0000 H'00,0000 H'0000,0000 H'0,0000

H'0000,2FFF H'0,2FFF

H'0017,FFFF H'17,FFFF

内蔵ROM空間

ユーザマット
1.5MB

内蔵ROM空間

ユーザブートマット
12KB

MCUモードでの
アドレス

ライタモード
でのアドレス

MCUモードでの
アドレス

ライタモード
でのアドレス

 
図 25.24 内蔵フラッシュのメモリマップ 
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SH7058SF

端子名FP-256H ピン番号

7 A0

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

A9

A10

A11

A12

A13

A14

A15

A16

A17

A18

D0

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

CE

OE

WE

FWE

Vcc

Vss

34 A21

RES

XTAL

EXTAL

PLLVcc

PLLCAP

PLLVss

VCL

NC (OPEN)

8

9

10

12

14

15

16

17

18

19

21

23

24

25

26

27

28

29

63

64

65

66

67

68

69

71

218

230

226

56

11,20,37,39,42,43,46,49,52,55,
57,59,70,75,83,100,101,119,
120,128,139,148,172,187,194,
203,212,237,247
13,22,32,41,44,47,50,54,72,77, 
84,85,99,121,126,141,150,163, 
174,185,196,205,214,227,239, 
249

HN27C4096HG（40ピン）

端子名

21 A0

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

A9

A10

A11

A12

A13

A14

A15

A16

A17

A18*

I/00

I/01

I/02

I/03

I/04

I/05

I/06

I/07

CE

OE

WE

FWE

Vss

Vcc

NC

A20*

22

23

24

25

26

27

28

29

31

32

33

34

35

36

37

38

39

10

19

A1931

A2033

A19*9

18

17

16

15

14

13

12

2

20

3

4

1,40

11,30

5,6,7

【注】*  HN27C4069HGを元に
　　　  不足するアドレス端子
　　　  を未使用となるI/O端子
　　　  に割り付けた例

8

58

53

51

60

61

62

30,161,225

上記以外

BP-272

B3

D4

C4

A3

B4

A4

C5

B5

A5

D6

B6

A6

C7

B7

A7

D8

C8

B8

A8

D15

B18

A19

C18

B19

B20

C17

C19

P1

K2

L3

D14

C10

D5,C6,A10,C11,A12,C12,C13, 
D13,B14,C15,A16,C16,D16,F17,
F18,K19,K20,T20,T19,U19,U16,
V15,V9,U6,V5,U4,P3,J3,H4

A9,B13,B15,D7,B12,D11,C14,F19,
G3,G17,E20,J4,J20,U20,J9～12,
K9～12,L9～12,M1,M9～12,P4,
T18,U5,U9,V6,V16,W11

D9

C9

B16

A15

A14

A17

B17

A18

B9,Y11,M2

上記以外

パワーオン
リセット回路

発振回路

PLL回路

コンデンサ

FWE ： フラッシュライト
  イネーブル
I/07～0 ： データ入出力
A21～0 ： アドレス入力
CE ： チップイネーブル
OE ： 出力イネーブル
WE ： ライトイネーブル

ソケットアダプタ
（40ピン変換）

【記号説明】

 
図 25.25 ソケットアダプタの端子対応図 
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25.9.2 ライタモードの動作 
表 25.14にライタモード時の各動作モードの設定方法、表 25.15にライタモード時の各コマンドを示します。また、

各モードの詳細情報を下記に示します。 
 

• メモリ読み出しモード 
メモリ読み出しモードは、ユーザマットおよびユーザブートマットのバイト読み出しをサポートします。 

• 自動書き込みモード 
自動書き込みモードでは、ユーザマットおよびユーザブートマットへの128バイト自動書き込みをサポートしま
す。自動書き込み終了確認にステータスポーリング方式を採用しています。 

• 自動消去モード 
自動消去モードでは、ユーザマットおよびユーザブートマットの全面自動消去のみサポートします。自動消去終
了確認にステータスポーリング方式を採用しています。 

• ステータス読み出しモード 
自動書き込み／自動消去方式はステータスポーリング方式を採用しており、正常終了の確認はI/O6の信号をリー
ドすることで行えます。ステータス読み出しモードはエラーが発生したときのエラー情報を出力します。 

表 25.14 ライタモード時の各動作モードの設定方法 
ピン名 モード 

FWE CE OE WE I/O7～0 A20～0 

リード H or L L L H データ出力 Ain 

出力ディスエーブル H or L L H H Hi-Z X 

コマンド書き込み H or L L H L データ入力 *Ain 

チップディスエーブル H or L H X X Hi-Z X 

【注】 1. チップディスエーブルは、スタンバイ状態ではありません。内部は動作状態です。 

 2. 自動書き込み／消去モードに遷移するときのコマンド書き込みは、FWE端子にハイレベルを入力してください。 

 * Ainは、自動書き込みモードにおいてアドレスの入力もあることを示しています。 

 

表 25.15 ライタモード時の各コマンド 
第 1サイクル 第 2サイクル コマンド名 サイ 

クル数 

対象メモリ 

マット モード アドレス コマンド モード アドレス データ 

ユーザマット write X H'00 read RA Dout メモリ読み出しコマンド 1+n 

ユーザブートマ
ット 

write X H'05    

ユーザマット write X H'40 write WA Din 自動書き込みコマンド 129 

ユーザブートマ
ット 

write X H'45    

ユーザマット write X H'20 write X H'20 自動消去コマンド 2 

ユーザブートマ
ット 

write X H'25   H'25 

ステータス読み出し 

コマンド 

2 両マット共通 write X H'71 write X H'71 

【注】 1. 自動書き込みモードでは、128バイト同時書き込みにより、コマンド書き込みが 129サイクル必要となります。 

 2. メモリ読み出しモードでは、アドレス書き込みサイクル数（n）によって、サイクル数が変化します。 

 3. 自動消去コマンドは、第 1サイクル、第 2サイクルともに同じコマンドコードを入力してください。（ユーザブートマッ

トの消去の場合、第 1サイクル、第 2サイクルともに H'25） 
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25.9.3 メモリ読み出しモード 
（1） 自動書き込み／自動消去／ステータス読み出し終了時は、コマンド待ち状態に遷移しています。メモリの内容を

読み出す場合はコマンド書き込みでメモリ読み出しモードに遷移させた後に、メモリの内容を読み出す必要があ
ります。 

（2） メモリ読み出しモードでは、コマンド待ち状態と同様にコマンド書き込みが行えます。 
（3） 一度メモリ読み出しモードに遷移させた後は、連続リードが可能です。 
（4） 電源投入後は、ユーザマットのメモリ読み出しモードに遷移します。 

メモリ読み出しモード時のAC特性については、「25.10.2 ライタモードのAC特性、タイミング」をご覧くださ
い。 

 

25.9.4 自動書き込みモード 
（1） 自動書き込みモードでは、128バイト自動書き込みを行います。これは、バイトデータを128回連続で転送してく

ださい。 
（2） 128バイト以下の書き込みでも128バイトのデータ転送を行う必要があります。必要ないアドレスへのメモリ書き

込みは、データをH'FFにして書き込みを行う必要があります。 
（3） 転送するアドレスの下位7ビットは、ロー状態にしてください。有効アドレス以外を入力した場合は、メモリ書

き込み動作に移行しますが、書き込みエラーとなります。 
（4） メモリアドレスの転送は、第2サイクルで行います。第3サイクル以降では転送しないでください。 
（5） 書き込み動作中は、コマンド書き込みを行わないでください。 
（6） 書き込みは、各アドレスの128バイト単位のブロックに対して、1回の自動書き込みで行ってください。すでに書

き込まれたアドレスブロックへの2回以上の追加書き込みは行えません。 
（7） 自動書き込み終了の確認には、I/O6を調べることにより行います。または、ステータス読み出しモードを使用し

ても確認することができます。（I/O7のステータスポーリングは、自動書き込み終了判定用端子です）。 
（8） ステータスポーリングのI/O6、I/O7端子情報は、次のコマンド書き込みまで保持されます。次のコマンド書き込

みが行われてなければ、CE、OEをイネーブルにすることにより読み出し可能となります。 
自動書き込みモード時のAC特性については、「25.10.2 ライタモードのAC特性、タイミング」をご覧ください。 

 

25.9.5 自動消去モード 
（1） 自動消去モードでは、メモリ全面消去のみサポートします。 
（2） 自動消去中はコマンド書き込みを行わないでください。 
（3） 自動消去正常終了の確認は、I/O6を調べることにより行います。または、ステータス読み出しモードを使用して

も確認することができます。（I/O7のステータスポーリングは、自動消去終了判定用端子です）。 
（4） ステータスポーリングのI/O6、I/O7端子情報は、次のコマンド書き込みまで保持されます。次のコマンド書き込

みが行われてなければ、CE、OEをイネーブルにすることにより読み出し可能となります。 
 
自動消去モード時の AC特性については、「25.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング」をご覧ください。 
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25.9.6 ステータス読み出しモード 
（1） ステータス読み出しモードは、異常終了の種類を特定させるためのモードです。自動書き込み／自動消去モード

で異常終了が起きた場合に使用してください。 
（2） リターンコードは、ステータス読み出しモード以外のコマンド書き込みが行われるまで保持されます。 

 
ステータス読み出しモードのリターンコードを表 25.16に示します。 
ステータス読み出しモード時の AC特性については、「25.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング」をご覧くだ

さい。 

表 25.16 ステータス読み出しモードのリターンコード 
ピン名 I/O7 I/O6 I/O5 I/O4 I/O3 I/O2 I/O1 I/O0 

属性 正常終了 

判定 

コマンド 

エラー 

書き込み 

エラー 

消去エラー － － 書き込み 

or 

消去回数 

オーバ 

有効 

アドレス 

エラー 

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

内容 正常終了：0 

異常終了：1 

コマンド 

エラー：1 

その他：0 

書き込み 

エラー：1 

その他：0 

消去 

エラー：1 

その他：0 

－ － 回数オーバ
時：1 

その他：0 

有効アドレス 

エラー：1 

その他：0 

【注】 I/O2、3は未定義です 

 

25.9.7 ステータスポーリング 
（1） I/O7のステータスポーリングは、自動書き込み／自動消去モード時の動作状態を示すフラグです。 
（2） I/O6のステータスポーリングは、自動書き込み／自動消去モード時の正常／異常終了を示すフラグです。 

表 25.17 ステータスポーリング出力の真理値表 
端子名 内部動作中 異常終了 － 正常終了 

I/O7 0 1 0 1 

I/O6 0 0 1 1 

I/O0～5 0 0 0 0 

 

25.9.8 ライタモードへの遷移時間 
発振安定時間、ライタモードセットアップ時間は、コマンドを受け付けることができません。ライターモードセット

アップ時間後、メモリ読み出しモードに遷移します。「25.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング」をご覧くださ
い。 

 

25.9.9 メモリ書き込み注意事項 
（1） すでに書き込まれたアドレスへの書き換えは、自動消去を行った後に自動書き込みをしてください。 
（2） オンボードプログラミングモードにて書き込み／消去を行ったチップに対して、ライタモードを用いて書き換え

を行う場合には、自動消去を行った後に自動書き込みを行うことを推奨します。 
（3） 書き込み／消去実行中に、SHマイコンチップをPROMライタから取り外したり、リセットを入力することはやめ

てください。書き込み／消去実行中はフラッシュメモリに高電圧が印加されているため、フラッシュメモリの永
久破壊の可能性があります。 
もし、誤ってリセット入力してしまった場合は、100μsの通常より長いリセット期間の後にリセットリリースし
てください。 

 
【注】 1. ルネサス テクノロジ出荷品の初期状態は、消去状態です。これ以外の消去来歴不明チップに対して、初期化

（消去）レベルをチェック、補正するために自動消去実施を推奨します。 
 2. 同一アドレスブロックへの自動書き込みは、1回のみとします。すでに書き込まれたアドレスブロックへの

追加書き込みは行えません。 
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25.10 付録 

25.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様 
ブートモードで起動するブートプログラムは、ホストと LSI内蔵の SCIを使って送受信を行います。ホストとブート

プログラムのシリアル通信インタフェース仕様を以下に示します。 

●ステータス 

ブートプログラムは 3つのステータスを持ちます。 
（1） ビットレート合わせ込みステータス 

ホストと送受信するビットレートを合わせ込むステータスです。ブートモードで起動するとブートプログラムが
起動し、ビットレート合わせ込みステータスになり、ホストからのコマンドを受信しビットレートの合わせ込み
を行います。合わせ込みが終了すると、問い合わせ選択ステータスに遷移します。 

（2） 問い合わせ選択ステータス 
ホストからの問い合わせコマンドに応答するステータスです。このステータスで、デバイスとクロックモードと
ビットレートを選択します。選択が完了したら、書き込み消去ステータス遷移コマンドで書き込み消去ステータ
スに遷移します。書き込み消去ステータスに遷移する前に、ブートプログラムは消去プログラムをRAM上に転
送し、ユーザマットとユーザブートマットを消去します。 

（3） 書き込み消去ステータス 
書き込み消去を行うステータスです。ホストからのコマンドに従って、書き込み／消去プログラムをRAMに転
送し、書き込み／消去を行います。コマンドにより、チェックサム、ブランクチェックを行います。 

 
ブートプログラムの処理フローを図 25.26に示します。 
 

書き込み消去
選択待ち

ユーザマット
ユーザブートマット

消去処理

ビットレート合わせ込み

問い合わせ選択
待ち

選択処理問い合わせ
処理

書き込み
処理

消去
処理

チェック
処理

書き込み 消去 チェック

リセット

問い合わせ 

書き込み消去
ステータス遷移

選択

ビットレート合わせ込みステータス

問い合わせ選択ステータス

書き込み消去ステータス

 
図 25.26 ブートプログラムの処理フロー 
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●ビットレート合わせ込みステータス 

ビットレート合わせ込みは、ホストから送信された H'00のローレベルの区間を測定してビットレートを計算します。
このビットレートは新ビットレート選択コマンドで変更することができます。ビットレート合わせ込みが終了すると、ブ
ートプログラムは問い合わせ選択ステータスに遷移します。ビットレート合わせ込みのシーケンスを図 25.27に示します。 
 

ホスト ブートプログラム

H'00（MAX30回）

H'00（合わせ込み完了）

H'55

H'E6（ブートのレスポンス）

「H'FF（エラー）」

1ビット長測定

 
図 25.27 ビットレート合わせ込みのシーケンス 
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●通信プロトコル 

ビットレート合わせ込みが完了した後の、ホストとブートプログラムとのシリアル通信プロトコルは以下のとおりで
す。 
（1） 1文字コマンドまたは1文字レスポンス 

コマンドまたはレスポンスが1文字だけのもので、問い合わせと、正常終了のACKがあります。 
（2） n文字コマンドまたはn文字レスポンス 

コマンド、レスポンスにnバイトのデータを必要とするもので、選択コマンドと、問い合わせに対応するレスポ
ンスがあります。 
書き込みデータについては、データ長を別途定めるので、データのサイズは省略します。 

（3） エラーレスポンス 
コマンドに対するエラーレスポンスです。エラーレスポンスと、エラーコードの2バイトです。 

（4） 128バイト書き込み 
サイズのないコマンドです。データのサイズは書き込みサイズ問い合わせのレスポンスで知ることができます。 

（5） メモリリードのレスポンス 
サイズが4バイトのレスポンスです。 

 

コマンドまたはレスポンス

データ

データ（nバイト）アドレス

データのサイズ チェックサム

コマンドまたはレスポンス

コマンド

エラーコード

エラーレスポンス

チェックサム

データデータのサイズ

レスポンス チェックサム

1文字コマンドまたは
1文字レスポンス

n文字コマンドまたは
n文字レスポンス

エラーレスポンス

128バイト書き込み

メモリリードの
レスポンス

 
図 25.28 通信プロトコルフォーマット 

• コマンド（1バイト）：問い合わせ、選択、書き込み、消去、チェックなどのコマンド 
• レスポンス（1バイト）：問い合わせに対する応答 
• サイズ（1バイトまたは 2バイト）：コマンド、サイズ、チェックサムを除いた送受信データのサイズ 
• データ（nバイト）：コマンド、レスポンスの詳細データ 
• チェックサム（1バイト）：コマンドから SUMまで加算し、H'00となるように設定 
• エラーレスポンス（1バイト）：コマンドに対するエラーレスポンス 
• エラーコード（1バイト）：発生したエラーの種類 
• アドレス（4バイト）：書き込みアドレス 
• データ（nバイト）：書き込みデータ。nは書き込みサイズ問い合わせコマンドのレスポンスで知る 
• データのサイズ（4バイト）：メモリリードのレスポンスで 4バイト長 
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●問い合わせ選択ステータス 

問い合わせ選択ステータスでは、ブートプログラムはホストからの問い合わせコマンドに対してフラッシュ ROMの情
報を応答し、選択コマンドに対してデバイス、クロックモード、ビットレートを選択します。 
問い合わせ選択コマンド一覧を表 25.18に示します。 

 

表 25.18 問い合わせ選択コマンド一覧 
コマンド コマンド名 機能 

H'20 サポートデバイス問い合わせ デバイスコードと品名の問い合わせ 

H'10 デバイス選択 デバイスコードの選択 

H'21 クロックモード問い合わせ クロックモード数とそれぞれの値の問い合わせ 

H'11 クロックモード選択 選択されているクロックモードの通知 

H'22 逓倍比問い合わせ 逓倍比または分周比の種類数とそれぞれの個数とその値
の問い合わせ 

H'23 動作周波数問い合わせ メインクロックとペリフェラルクロックの最小値最大値
の問い合わせ 

H'24 ユーザブートマット情報問い合わせ ユーザブートマットの個数とそれぞれの先頭アドレスと
最終アドレスの問い合わせ 

H'25 ユーザマット情報問い合わせ ユーザマットの個数とそれぞれの先頭アドレスと最終ア
ドレスの問い合わせ 

H'26 消去ブロック情報問い合わせ ブロック数とそれぞれの先頭アドレスと最終アドレスの
問い合わせ 

H'27 書き込みサイズ問い合わせ 書き込み時のデータ長の問い合わせ 

H'28 2面同時書き込み情報問い合わせ 2面同時書き込み可否の問い合わせ 

H'3F 新ビットレート選択 新ビットレートの選択 

H'40 書き込み消去ステータス遷移 ユーザマット、ユーザブートマットを消去し、書き込み
消去ステータスに遷移 

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ 

 
選択コマンドは、デバイス選択（H'10）、クロックモード選択（H'11）、新ビットレート選択（H'3F）の順にホストか

ら送信してください。これらのコマンドは必ず必要です。同一選択コマンドが 2つ以上送信されたときは、後に送信され
た選択コマンドが有効になります。 
これらのコマンドは、ブートプログラムステータス問い合わせ（H'4F）を除いて、書き込み消去ステータス遷移（H'40）

を受け付けるまでは有効であり、ホスト側は上記のコマンド中、ホストが必要なものを、選択して問い合わせを行うこと
ができます。ブートプログラムステータス問い合わせ（H'4F）は書き込み消去ステータス遷移（H'40）を受け付け後も有
効です。 
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(1) サポートデバイス問い合わせ 

サポートデバイス問い合わせに対して、ブートプログラムはサポート可能なデバイスのデバイスコードと品名を応答
します。 
コマンド H'20        

•  コマンド「H'20」（1バイト）：サポートデバイス問い合わせ 
レスポンス H'30 サイズ デバイス数      

 文字数 デバイスコード 品名     

 ...       

 SUM        

•  レスポンス「H'30」（1バイト）：サポートデバイス問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：コマンド、サイズ、チェックサムを除いた送受信データのサイズ。ここではデバイス数、
文字数、デバイスコード、品名の合計サイズ 

•  デバイス数（1バイト）：マイコン内のブートプログラムがサポートする品種数 
•  文字数（1バイト）：デバイスコードとブートプログラム品名の文字数 
•  デバイスコード（4バイト）：サポートする品名の ASCIIコード 
•  品名（nバイト）：ブートプログラム型名（ASCIIコード） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
コマンドからSUMまで加算し、H'00となるように設定 

(2) デバイス選択 

デバイス選択に対して、ブートプログラムはサポートデバイスを指定されたサポートデバイスに設定します。その後
の問い合わせに対して選択されたデバイスの情報を応答します。 
コマンド H'10 サイズ デバイスコード SUM    

•  コマンド「H'10」（1バイト）：デバイス選択 
•  サイズ（1バイト）：デバイスコードの文字数（固定値で 2） 
•  デバイスコード（4バイト）：サポートデバイス問い合わせで応答したデバイスコード（ASCIIコード） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：デバイス選択に対する応答 
デバイスコードが一致したときACK 

エラー         

レスポンス H'90 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'90」（1バイト）：デバイス選択に対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'21：デバイスコード不一致エラー 

(3) クロックモード問い合わせ 

クロックモード問い合わせに対して、ブートプログラムは選択可能なクロックモードを応答します。 
コマンド H'21        

• コマンド「H'21」（1バイト）：クロックモード問い合わせ 
レスポンス H'31 サイズ モード数 モード ... SUM   

•  レスポンス「H'31」（1バイト）：クロックモード問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：モード数、モードの合計サイズ 
• モード数（1バイト）：デバイスで選択可能なクロックモード数 

H'00の場合はクロックモードなし、またはデバイスがクロックモード読み取り可を示す 
•  モード（1バイト）：選択可能なクロックモード（例：H'01 クロックモード 1） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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(4) クロックモード選択 

クロックモード選択に対して、ブートプログラムはクロックモードを指定されたクロックモードに設定します。その
後の問い合わせに対して、選択されたクロックモードの情報を応答します。 
クロックモード選択コマンドはデバイス選択コマンド送信後に送信してください。 

コマンド H'11 サイズ モード SUM    

•  コマンド「H'11」（1バイト）：クロックモード選択 
•  サイズ（1バイト）：モードの文字数（固定値で 1） 
•  モード（1バイト）：クロックモード問い合わせで応答されたクロックモード 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：クロックモード選択に対する応答 
クロックモードが一致したときACK 

エラー         

レスポンス H'91 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'91」（1バイト）：クロックモード選択に対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'22：クロックモード不一致エラー 

クロックモード問い合せでクロックモード数が H'00、H'01の場合もそれぞれその値で、クロックモード選択をしてく
ださい。 

(5) 逓倍比問い合わせ 

逓倍比問い合わせに対して、ブートプログラムは選択可能な逓倍比または分周比を応答します。 
コマンド H'22        

• コマンド「H'22」（1バイト）：逓倍比問い合わせ 
レスポンス H'32 サイズ 種別数      

 逓倍比数 逓倍比 ...      

 ...        

 SUM        

•  レスポンス「H'32」（1バイト）：逓倍比問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：種別数、逓倍比数、逓倍比の合計サイズ 
•  種別数（1バイト）：デバイスで選択可能な逓倍比の種別の数 
（メイン動作周波数と周辺モジュール動作周波数の 2種類なら H'02） 

•  逓倍比数（1バイト）：各動作周波数で選択可能な逓倍比数 
メインモジュール、周辺モジュールで選択可能な逓倍比数 

•  逓倍比（1バイト） 
逓倍比： 逓倍する数値（例 4逓倍：H'04） 
分周比： 分周する数値、負の数（例 2分周：H'FE[－2]） 
逓倍比を逓倍比数の数だけ繰り返し、逓倍比数と逓倍比の組み合わせを種別数の数だけ繰り返す。 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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(6) 動作周波数問い合わせ 

動作周波数問い合わせに対して、ブートプログラムは動作周波数の数とその最小値、最大値を応答します。 
コマンド H'23        

•  コマンド「H'23」（1バイト）：動作周波数問い合わせ 
レスポンス H'33 サイズ 周波数の種類数     

 動作周波数最小値 動作周波数最大値     

 ...      

 SUM        

•  レスポンス「H'33」（1バイト）：動作周波数問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：動作周波数の種類数、動作周波数最小値、動作周波数最大値の合計サイズ 
•  周波数の種類数 （1バイト）：デバイスで必要な動作周波数の種類数 
たとえば、メイン動作周波数と周辺モジュール動作周波数の場合は2 

•  動作周波数最小値（2バイト）：逓倍あるいは分周されたクロックの最小値 
動作周波数最小値、最大値は周波数（MHz）の小数点 2位までの値を 100倍した値（たとえば、20.00MHzのと
きは 100倍して 2000とし、H'07D0とする） 

•  動作周波数最大値（2バイト）：逓倍あるいは分周されたクロックの最大値 
動作周波数最大値、動作周波数最大値のデータが周波数の種類数だけ続く 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

(7) ユーザブートマット情報問い合わせ 

ユーザブートマット情報問い合わせに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのエリア数とアドレスを応答
します。 
コマンド H'24        

•  コマンド「H'24」（1バイト）：ユーザブートマット情報問い合わせ 
レスポンス H'34 サイズ エリア数      

 エリア先頭アドレス エリア最終アドレス 

 ...  

 SUM        

•  レスポンス「H'34」（1バイト）：ユーザブートマット情報問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：エリア数、エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスの合計サイズ 
•  エリア数 （1バイト）：連続したユーザブートマットのエリアの数 
ユーザブートマットのエリアが連続の場合は H'01  

•  エリア先頭アドレス（4バイト）：エリアの先頭アドレス 
•  エリア最終アドレス（4バイト）：エリアの最終アドレス 
エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスのデータがエリア数分続く 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

(8) ユーザマット情報問い合わせ 

ユーザマット情報問い合わせに対して、ブートプログラムはユーザマットのエリア数とアドレスを応答します。 
コマンド H'25        

• コマンド「H'25」（1バイト）：ユーザマット情報問い合わせ 
レスポンス H'35 サイズ エリア数      

 エリア先頭アドレス エリア最終アドレス 

 ...  

 SUM        

•  レスポンス「H'35」（1バイト）：ユーザマット情報問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：エリア数、エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスの合計サイズ 
•  エリア数 （1バイト）：連続したユーザマットのエリアの数 
ユーザマットのエリアが連続の場合は H'01 

•  エリア先頭アドレス（4バイト）：エリアの先頭アドレス 
•  エリア最終アドレス（4バイト）：エリアの最終アドレス 
エリア先頭アドレス、エリア最終アドレスのデータがエリア数分続く 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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(9) 消去ブロック情報問い合わせ 

消去ブロック情報問い合わせに対して、ブートプログラムはユーザマットの消去ブロックのブロック数とそのアドレ
スを応答します。 
コマンド H'26        

•  コマンド「H'26」（1バイト）：消去ブロック情報問い合わせ 
レスポンス H'36 サイズ ブロック数     

 ブロック先頭アドレス ブロック最終アドレス 

 ...  

 SUM        

•  レスポンス「H'36」（1バイト）：消去ブロック情報問い合わせに対する応答 
•  サイズ（2バイト）：ブロック数、ブロック先頭アドレス、ブロック最終アドレスの合計サイズ 
•  ブロック数 （1バイト）：フラッシュメモリ消去ブロック数 
•  ブロック先頭アドレス（4バイト）：ブロックの先頭アドレス 
•  ブロック最終アドレス（4バイト）：ブロックの最終アドレス 
ブロック先頭アドレス、ブロック最終アドレスのデータがブロック数分続く 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

(10) 書き込みサイズ問い合わせ 

書き込みサイズ問い合わせに対して、ブートプログラムは書き込みデータの書き込み単位を応答します。 
コマンド H'27        

•  コマンド「H'27」（1バイト）：書き込みサイズ問い合わせ 
レスポンス H'37 サイズ 書き込みサイズ SUM    

•  レスポンス「H'37」（1バイト）：書き込みサイズ問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：書き込み単位のサイズの文字数（固定値で 2） 
•  書き込みサイズ（2バイト）：書き込み単位のサイズ 
このサイズで書き込みデータを受け取る 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

(11) 2面同時書き込み情報問い合わせ 

2面同時書き込み情報問い合わせに対して、ブートプログラムは 2面同時書き込み可能可否とその先頭アドレスを応答
します。 
コマンド H'28        

• コマンド「H'28」（1バイト）：2面同時書き込み情報問い合わせ 
レスポンス H'38 サイズ 書き込み方式  

 1面目マット先頭アドレス 2面目マット先頭アドレス 

 SUM    

• レスポンス「H'38」（1バイト）：2面同時書き込み情報問い合わせに対する応答 
• サイズ（1バイト）：書き込み方式、マット先頭アドレスの合計サイズ 
書き込み方式が 1面書き込みのとき 5バイト、2面同時書き込みのとき 9バイト 

• 書き込み方式（1バイト）： H'01=1面書き込み 
H'02=2面同時書き込み可能 

•  1面目マット先頭アドレス（4バイト）：1面目マットの先頭アドレス 
•  2面目マット先頭アドレス（4バイト）：2面目マットの先頭アドレス 

2面目マット先頭アドレスのデータは 2面同時書き込み可能のときのみ 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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(12) 新ビットレート選択 

新ビットレート選択に対して、ブートプログラムは指定されたビットレートに選択変更し、確認に対して新ビットレ
ートで応答します。 
新ビットレート選択コマンドはクロックモード選択コマンド送信後に送信してください。 

コマンド H'3F サイズ ビットレート 入力周波数   

 逓倍比数 逓倍比 1 逓倍比 2      

 SUM        

•  コマンド「H'3F」（1バイト）：新ビットレート選択 
•  サイズ（1バイト）：ビットレート、入力周波数、逓倍比数、逓倍比の合計サイズ 
•  ビットレート（2バイト）：新ビットレート 

1/100の値とする（たとえば、19200bpsのときは 192とし、H'00C0とする） 
•  入力周波数（2バイト）：ブートプログラムに入力されるクロック周波数 
周波数（MHz）の小数点 2位までの値とする（たとえば、28.882MHzのときは小数点 2位までを 100倍して 2888
とし、H'0B48とする） 

•  逓倍比数（1バイト）：デバイスで選択可能な逓倍比数 
通常はメイン動作周波数と周辺モジュール動作周波数で 2 

•  逓倍比 1（1バイト）：メイン動作周波数の逓倍比または分周比 
逓倍比：逓倍する数値（例 4逓倍：H'04） 
分周比：分周する数値、負の数値（例 2分周：H'FE[－2]） 

•  逓倍比 2（1バイト）：周辺動作周波数の逓倍比または分周比 
逓倍比：逓倍する数値（例 4逓倍：H'04） 
分周比：分周する数値、負の数値（例 2分周：H'FE[－2]） 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：新ビットレート選択に対する応答 
選択可能なときACK 

エラー         

レスポンス H'BF ERROR       

• エラーレスポンス「H'BF」（1バイト）：新ビットレート選択に対するエラー応答 
• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'24： ビットレート選択不可エラー 

指定されたビットレートが選択できない 
H'25： 入力周波数エラー 

入力周波数が最小値と最大値の範囲にない 
H'26：逓倍比エラー 

逓倍比が一致しない 
H'27： 動作周波数エラー 

動作周波数が最小値と最大値の範囲にない 
受信したデータのチェック方法を以下に示します。 
（1） 入力周波数 

受信した入力周波数の値が、すでに選択されたデバイスのクロックモードに対する入力周波数の最小値と最大値
の範囲内にあるかどうかをチェックします。範囲内になければ入力周波数エラーです。 

（2） 逓倍比 
受信した逓倍比または分周比の値が、すでに選択されたデバイスのクロックモードに対する逓倍比または分周比
と一致するかどうかをチェックします。一致しなければ逓倍比エラーです。 

（3） 動作周波数 
受信した入力周波数と逓倍比または分周比とから動作周波数を計算します。入力周波数はLSIに供給される周波
数で、動作周波数は実際にLSIが動作する周波数です。計算式を以下に示します。 
 動作周波数 ＝ 入力周波数 × 逓倍比、または、 
 動作周波数 ＝ 入力周波数 ÷ 分周比 
 この計算した動作周波数が、すでに選択されたデバイスのクロックモードに対する動作周波数の最小値と最大
値の範囲内にあるかどうかをチェックします。範囲内になければ動作周波数エラーです。 
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（4） ビットレート 
ペリフェラル動作周波数（φ）とビットレート（B）から、シリアルモードレジスタ（SMR）のクロックセレク
ト（CKS）の値（n）とビットレートレジスタ（BRR）の値（N）を求め、誤差を計算し、誤差が4％未満である
かどうかをチェックします。誤差が4％以上ならばビットレート選択エラーです。誤差の計算は下記のとおりで
す。 

誤差（％）＝｛[ φ×106 ]－1｝×100 

 （N＋1）×B×64×22n－1 

 
新ビットレート選択が可能な場合は、ACKを応答した後で、新ビットレートの値にレジスタを選択します。新ビット

レートでホストが ACKを送信し、ブートプログラムが新ビットレートで応答します。 
確認 H'06        

• 確認「H'06」（1バイト）：新ビットレートの確認 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：新ビットレートの確認に対する応答 
新ビットレート選択のシーケンスを図 25.29に示します。 
 

ホスト ブートプログラム

新ビットレート設定

H'06（ACK）

H'06（ACK）新ビットレート

H'06（ACK）新ビットレート

新ビットレート設定

設定ビットレート
の1ビット期間WAIT

新ビットレート設定

 
図 25.29 新ビットレート選択のシーケンス 

●書き込み消去ステータス遷移 

書き込み消去ステータス遷移に対して、ブートプログラムは、消去プログラムを転送し、ユーザマット、ユーザブー
トマットの順にデータを消去します。消去が完了すると、ACKを応答し、書き込み消去ステータスになります。 
ホストは、書き込み選択コマンドと書き込みデータを送る前に、デバイス選択コマンド、クロックモード選択コマン

ド、新ビットレート選択コマンドで LSIのデバイス、クロックモード、新ビットレートを選択し、書き込み消去ステータ
ス遷移コマンドをブートプログラムへ送ってください。 
コマンド H'40        

• コマンド「H'40」（1バイト）：書き込み消去ステータス遷移 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：書き込み消去ステータス遷移に対する応答。消去プログラムを転送した後、
ユーザブートマット、ユーザマットが正常にデータを消去できたとき ACK 

エラー         

レスポンス H'C0 H'51       

•  エラーレスポンス「H'C0」（1バイト）：書き込み消去ステータス遷移に対するエラー応答 
•  エラーコード「H'51」（1バイト）：消去エラー 
エラーが発生し消去できなかった 
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●コマンドエラー 

コマンドが未定義のとき、コマンドの順序が正しくないとき、あるいはコマンドを受け付けることができないとき、
コマンドエラーとなります。たとえば、デバイス選択の前のクロックモード選択コマンド、書き込み消去ステータス遷移
コマンドの後での問い合わせコマンドは、コマンドエラーになります。 
エラー         

レスポンス H'80 H'xx       

•  エラーレスポンス「H'80」（1バイト）：コマンドエラー 
•  コマンド「H'xx」（1バイト）：受信したコマンド 

●コマンドの順序 

問い合わせ選択ステータスでのコマンドの順序の例は以下のとおりです。 
（1） サポートデバイス問い合わせ（H'20）で、サポートデバイスを問い合わせてください。 
（2） 応答されたデバイス情報からデバイスを選んで、デバイス選択（H'10）をしてください。 
（3） クロックモード問い合わせ（H'21）で、クロックモードを問い合わせてください。 
（4） 応答されたクロックモードからクロックモードを選んで、クロックモード選択（H'11）をしてください。 
（5） デバイス選択、クロックモード選択が終わったら、逓倍比問い合わせ（H'22）、動作周波数問い合わせ（H'23）

で新ビットレート選択に必要な情報を問い合わせてください。 
（6） 逓倍比、動作周波数の情報に従って、新ボーレート選択（H'3F）をしてください。 
（7） デバイス選択、クロックモード選択が終わったら、ユーザブートマット情報問い合わせ（H'24）、ユーザマット

情報問い合わせ（H'25）、消去ブロック情報問い合わせ（H'26）、書き込みサイズ問い合わせ（H'27）、2面同時
書き込み情報問い合わせ（H'28） で、ユーザブートマット、ユーザマットへの書き込み消去情報を問い合わせ
てください。 

（8） 問い合わせと新ビットレート選択が終わったら、書き込み消去ステータス遷移（H'40）を実行してください。書
き込み消去ステータスに遷移します。 

●書き込み消去ステータス 

書き込み消去ステータスでは、ブートプログラムは書き込み選択コマンドで書き込み方法を選択し、128バイト書き込
みコマンドでデータを書き込み、消去選択コマンドとブロック消去コマンドでブロックを消去します。書き込み消去コマ
ンド一覧を表 25.19に示します。 

表 25.19 書き込み消去コマンド一覧 
コマンド コマンド名 機能 

H'42 ユーザブートマット書き込み選択 ユーザブートマット書き込みプログラムの選択 

H'43 ユーザマット書き込み選択 ユーザマット書き込みプログラムの選択 

H'50 128バイト書き込み 128バイト書き込み 

H'48 消去選択 消去プログラムの選択 

H'58 ブロック消去 ブロックデータの消去 

H'52 メモリリード メモリの読み出し 

H'4A ユーザブートマットのチェックサム ユーザブートマットのチェックサム 

H'4B ユーザマットのチェックサム ユーザマットのチェックサム 

H'4C ユーザブートマットのブランクチェック ユーザブートマットのブランクチェック 

H'4D ユーザマットのブランクチェック ユーザマットのブランクチェック 

H'4F ブートプログラムステータス問い合わせ ブートの処理状態の問い合わせ 
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●書き込み 

書き込みは書き込み選択コマンドと 128バイト書き込みコマンドで行います。 
最初に、ホストは書き込み選択コマンドを送信し、書き込み方式と書き込みマットを選択します。書き込み選択コマ

ンドは書き込みエリアと書き込み方式により以下の 3つがあります。 
（1） ユーザブートマット書き込み選択 
（2） ユーザマット書き込み選択 
次に 128バイト書き込みコマンドを送信します。選択コマンドに続く 128バイト書き込みコマンドはそれぞれ選択コ

マンドで指定された書き込み方式の書き込みデータと解釈します。128バイトを超えるデータを書き込むときは 128バイ
ト書き込みコマンドを繰り返してください。書き込みを終了させたいときはアドレスが H'FFFFFFFFの 128バイト書き込
みコマンドをホストから送信してください。書き込みが終了すると書き込み消去選択待ちになります。 
続けて他の方式、他のマットの書き込みを行うときは書き込み選択コマンドから開始します。 
書き込み選択コマンドと 128バイト書き込みコマンドのシーケンスを図 25.30に示します。 
 

ホスト ブートプログラム

書き込み選択（H'42、H'43）

ACK

128バイト書き込み（アドレス、データ）

ACK

128バイト書き込み（H'FFFFFFFF）

ACK

書き込みプログラム
転送

書き込み繰り返し

 
図 25.30 書き込みシーケンス 

(1) ユーザブートマット書き込み選択 

ユーザブートマット書き込み選択に対して、ブートプログラムは、書き込みプログラムを転送します。書き込みは転
送した書き込みプログラムで、ユーザブートマットに書き込みます。 
コマンド H'42        

• コマンド「H'42」（1バイト）：ユーザブートマット書き込み選択 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザブートマット書き込み選択に対する応答。書き込みプログラムを転送
したとき ACK 

エラー         

レスポンス H'C2 ERROR       

• エラーレスポンス「H'C2」（1バイト）：ユーザブートマット書き込み選択に対するエラー応答 
• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'54：選択処理エラー（転送エラーが発生し処理が完了しない） 
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(2) ユーザマット書き込み選択 

ユーザマット書き込み選択に対して、ブートプログラムは、書き込みプログラムを転送します。書き込みは転送した
書き込みプログラムで、ユーザマットに書き込みます。 
コマンド H'43        

• コマンド「H'43」（1バイト）：ユーザマット書き込み選択 
レスポンス H'06        

• レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザマット書き込み選択に対する応答。書き込みプログラムを転送したと
き ACK 

エラー         

レスポンス H'C3 ERROR       

• エラーレスポンス「H'C3」（1バイト）：ユーザプログラム書き込み選択に対するエラー応答 
• ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'54：選択処理エラー（転送エラーが発生し処理が完了しない） 

(3) 128バイト書き込み 

128バイト書き込みに対して、ブートプログラムは書き込み選択で転送した書き込みプログラムで、ユーザブートマッ
ト、またはユーザマットに書き込みます。選択コマンドが 2面同時書き込みの場合は、2面のデータを受信した後書き込
みを開始します。 
コマンド H'50 書き込みアドレス    

 データ ...       

 ...        

 SUM        

• コマンド「H'50」（1バイト）：128バイト書き込み 
• 書き込みアドレス（4バイト）：書き込み先頭アドレス 
｢書き込みサイズ問い合わせ｣で応答したサイズの倍数、具体的には128バイト境界 
例）H'00, H'01, H'00, H'00：H'01000000 

• 書き込みデータ（n バイト）：書き込みデータ 
書き込みデータのサイズは｢書き込みサイズ問い合わせ｣で応答したサイズ 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 
レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：128バイト書き込みに対する応答 
書き込みが完了したときACK、ただし2面書き込みでは最初の1面はデータを受信したときACK 

エラー         

レスポンス H'D0 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'D0」（1バイト）：128バイト書き込みに対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'2A：アドレスエラー（アドレスが指定のマットの範囲にない） 
H'53：書き込みエラー（書き込みエラーが発生し書き込めない） 

データ書き込みサイズに従った境界のアドレスを指定してください。たとえば、データ書き込みサイズが 128バイト
のときは、アドレスの下位バイトを H'00か H'80にしてください。 
ホストは、128バイト中に書き込みデータがない部分を H'FFに埋めて送信してください。 
2面同時書き込みのときは、1面目マットアドレスのデータと 2面目マットアドレスのデータを交互に送信してくださ

い。 
 
書き込み処理を終了するときは、アドレス H'FFFFFFFFの 128バイト書き込みコマンドを送信してください。アドレス

H'FFFFFFFFの 128バイト書き込みコマンドに対して、ブートプログラムはデータが終了したと判断し、書き込み消去選
択コマンド待ちになります。ただし、2面同時書き込みの場合は、最後に受け取ったデータが書き込まれていないときは
書き込んでから書き込み処理を終了します。 
コマンド H'50 書き込みアドレス SUM   

•  コマンド「H'50」（1バイト）：128バイト書き込み 
•  書き込みアドレス（4バイト）：終了コード（H'FF、H'FF、H'FF、H'FF） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：128バイト書き込みに対する応答 
書き込み処理が完了したときACK、ただし2面書き込みで最後の1面が書き込み未完のときは書き込み完了のとき
ACK 

エラー         

レスポンス H'D0 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'D0」（1バイト）：128バイト書き込みに対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'53：書き込みエラー 

書き込みエラーが発生し書き込めない 
（ただし2面書き込みで最後の1面が書き込み未完のとき） 

●消去 

消去は消去選択コマンドとブロック消去コマンドで行います。 
最初に消去選択コマンドで消去を選択し、次にブロック消去コマンドで指定されたブロックを消去します。消去ブロ

ックが複数あるときはブロック消去コマンドを繰り返します。消去処理を終了するときはブロック番号 H'FFのブロック
消去コマンドをホストから送信してください。消去が終了すると書き込み消去選択待ちになります。 
消去選択コマンドと消去データのシーケンスを図 25.31に示します。 

ACK

消去（H'FF）

消去選択（H'48）

消去（消去ブロック番号）

ACK

ACK

消去

消去プログラム
転送

ブートプログラムホスト

繰り返し

 
図 25.31 消去シーケンス 

(1) 消去選択 

消去選択に対して、ブートプログラムは、消去プログラムを転送します。消去は転送した消去プログラムで、ユーザ
マットのデータを消去します。 
コマンド H'48        

•  コマンド「H'48」（1バイト）：消去選択 
レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：消去選択に対する応答 
消去プログラムを転送したときACK 

エラー         

レスポンス H'C8 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'C8」（1バイト）：消去選択に対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'54：選択処理エラー（転送エラーが発生し処理が完了しない） 
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(2) ブロック消去 

消去に対して、ブートプログラムは指定されたユーザマットのブロックを消去します。 
コマンド H'58 サイズ ブロック番号 SUM    

•  コマンド「H'58」（1バイト）：消去 
•  サイズ（1バイト）：消去ブロック番号の文字数（固定値で 1） 
•  ブロック番号（1バイト）：データを消去する消去ブロック番号 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：消去に対する応答 
消去が完了したときACK 

エラー         

レスポンス H'D8 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'D8」（1バイト）：消去に対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'29：ブロック番号エラー 

ブロック番号が正しくない 
H'51：消去エラー 

消去中にエラー発生 
 
ブロック番号が H'FFに対して、ブートプログラムは消去処理を終了し、選択コマンド待ち状態になります。 

コマンド H'58 サイズ ブロック番号 SUM    

•  コマンド「H'58」（1バイト）：消去 
•  サイズ（1バイト）：消去ブロック番号の文字数（固定値で 1） 
•  ブロック番号（1バイト）：H'FF（消去処理の終了コード） 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：消去終了に対する応答 ACK 
 
ブロック番号を H'FFで指定した後、再度、消去を行う場合は、消去選択から実行します。 

●メモリリード 

メモリリードに対して、ブートプログラムは指定されたアドレスのデータを応答します。 
コマンド H'52 サイズ エリア 読み出し先頭アドレス  

 読み出しサイズ SUM    

•  コマンド「H'52」（1バイト）：メモリリード 
•  サイズ（1バイト）：エリア、読み出しアドレス、読み出しサイズの合計サイズ（固定値で 9） 
•  エリア（1バイト） 

H'00：ユーザブートマット 
H'01：ユーザマット 
エリアの指定が正しくないときはアドレスエラー 

•  読み出し先頭アドレス（4バイト）：読み出す先頭アドレス 
•  読み出しサイズ（4バイト）：読み出すデータのサイズ 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 

レスポンス H'52 読み出しサイズ    

 データ ...       

 SUM        

•  レスポンス「H'52」（1バイト）：メモリリードに対する応答 
•  読み出しサイズ（4バイト）：読み出すデータのサイズ 
•  データ（nバイト）読み出しアドレスからの読み出しサイズ分のデータ 
•  SUM（1バイト）：チェックサム 
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エラー         

レスポンス H'D2 ERROR       

•  エラーレスポンス「H'D2」（1バイト）：メモリリードに対するエラー応答 
•  ERROR：（1バイト）：エラーコード 

H'11：チェックサムエラー 
H'2A：アドレスエラー 

読み出し先頭アドレスがマットの範囲にない 
H'2B：サイズエラー 

読み出しサイズがマットの範囲を超えている、または読み出し先頭アドレスと読み出しサイズから
計算された読み出し最終アドレスがマットの範囲にない、または読み出しサイズが0 

●ユーザブートマットのチェックサム 

ユーザブートマットのチェックサムに対して、ブートプログラムはユーザブートマットのデータを加算してその結果
を応答します。ユーザブートマットのチェックサム値は、16KBのエリアとして計算します。チェックサム値は、12KB
のユーザブートマットと 4KBの H'FFデータを加算した値になります。 
コマンド H'4A        

•  コマンド「H'4A」（1バイト）：ユーザブートマットのチェックサム 
レスポンス H'5A サイズ マットのチェックサム SUM  

•  レスポンス「H'5A」（1バイト）：ユーザブートマットのチェックサムに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：チェックサムデータの文字数（固定値で 4） 
•  マットのチェックサム（4バイト）：ユーザブートマットのチェックサム値をバイト単位で加算して、さらに 4KB
の H'FFデータを加算 

• SUM（1バイト）：チェックサム（送信データの） 

●ユーザマットのチェックサム 

ユーザマットのチェックサムに対して、ブートプログラムはユーザマットのデータを加算してその結果を応答します。
ユーザマットのチェックサム値は、2MBのエリアとして計算します。チェックサム値は、1.5MBのユーザマットと 512KB
の H'FFデータを加算した値になります。 
コマンド H'4B        

•  コマンド「H'4B」（1バイト）：ユーザマットのチェックサム 
レスポンス H'5B サイズ マットのチェックサム SUM  

•  レスポンス「H'5B」（1バイト）：ユーザマットのチェックサムに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：チェックサムデータの文字数（固定値で 4） 
•  マットのチェックサム（4バイト）：ユーザマットのチェックサム値をバイト単位で加算して、さらに 512KBの

H'FFデータを加算 
•  SUM（1バイト）：チェックサム（送信データの） 

●ユーザブートマットのブランクチェック 

ユーザブートマットのブランクチェックに対して、ブートプログラムはユーザブートマットがすべてブランクである
ことをチェックしその結果を応答します。 
コマンド H'4C        

•  コマンド「H'4C」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェック 
レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェックに対する応答。エリアがすべてブラ
ンク（H'FF）のとき ACK 

エラー         

レスポンス H'CC H'52       

•  エラーレスポンス「H'CC」（1バイト）：ユーザブートマットのブランクチェックに対するエラー応答 
•  エラーコード「H'52」（1バイト）：未消去エラー 

●ユーザマットのブランクチェック 

ユーザマットのブランクチェックに対して、ブートプログラムはユーザマットがすべてブランクであることをチェッ
クしその結果を応答します。 
コマンド H'4D        

•  コマンド「H'4D」（1バイト）：ユーザマットのブランクチェック 
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レスポンス H'06        

•  レスポンス「H'06」（1バイト）：ユーザマットのブランクチェックに対する応答。エリアがすべてブランク（H'FF）
のとき ACK 

エラー         

レスポンス H'CD H'52       

•  エラーレスポンス「H'CD」（1バイト）：ユーザマットのブランクチェックに対するエラー応答 
•  エラーコード「H'52」（1バイト）：未消去エラー 

●ブートプログラムステータス問い合わせ 

ブートプログラムステータス問い合わせに対して、ブートプログラムは現在のステータスとエラー状態を応答します。
この問い合わせは、問い合わせ選択ステータス、書き込み消去ステータス、いずれでも有効です。 
コマンド H'4F        

•  コマンド「H'4F」（1バイト）：ブートプログラムステータス問い合わせ 
レスポンス H'5F サイズ STATUS ERROR SUM    

•  レスポンス「H'5F」（1バイト）：ブートプログラムステータス問い合わせに対する応答 
•  サイズ（1バイト）：データの文字数（固定値で 2） 
•  STATUS（1バイト）：標準ブートプログラムのステータス 

表25.20をご覧ください。 
•  ERROR（1バイト）：エラー状態 

ERROR＝0で正常 
ERRORが0以外で異常 
表25.21をご覧ください。 

•  SUM（1バイト）：チェックサム 

表 25.20 ステータスコード 
コード 内容 

H'11 デバイス選択待ち 

H'12 クロックモード選択待ち 

H'13 ビットレート選択待ち 

H'1F 書き込み消去ステータス遷移待ち（ビットレート選択完了） 

H'31 ユーザマット、ユーザブートマット消去中 

H'3F 書き込み消去選択待ち（消去完了） 

H'4F 書き込みデータ受信待ち（書き込み完了） 

H'5F 消去ブロック指定待ち（消去完了） 

 

表 25.21 エラーコード 
コード 内容 

H'00 エラーなし 

H'11 チェックサムエラー 

H'21 デバイスコード不一致エラー 

H'22 クロックモード不一致エラー 

H'24 ビットレート選択不可エラー 

H'25 入力周波数エラー 

H'26 逓倍比エラー 

H'27 動作周波数エラー 

H'29 ブロック番号エラー 

H'2A アドレスエラー 

H'2B データ長エラー 

H'51 消去エラー 

H'52 未消去エラー 

H'53 書き込みエラー 

H'54 選択処理エラー 

H'80 コマンドエラー 

H'FF ビットレート合わせ込み確認エラー 
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25.10.2 ライタモードの AC特性、タイミング 

表 25.22 メモリ読み出しモード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  

 

CE

A21-0

I/O7-0

OE

WE

コマンド書き込み

tceh

tds tdh

tf tr

tnxtc

【注】　データのラッチタイミングは、WEの立ち上がりエッジで行います。

tces

twep

メモリ読み出しモード

ADDRESS STABLE

 
図 25.32 コマンド書き込み後メモリ読み出しタイミング図 

表 25.23 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  

 



25. ROM（SH7059） 

Rev.5.00  2010.02.23  25-73 
RJJ09B0181-0500 

 

CE

A21-0

I/O7-0

OE

WE

他モードコマンド書き込み

tceh

tds tdh

tf tr

tnxtc

【注】　WE、OEを同時にイネーブルしないでください。

tces

twep

メモリ読み出しモード

ADDRESS STABLE

 
図 25.33 メモリ読み出しモードから他のモードへ遷移時のタイミング波形 

表 25.24 メモリ読み出しモード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

アクセス時間 tacc ― 20 μs  

CE出力遅延時間 tce ― 150 ns  

OE出力遅延時間 toe ― 150 ns  

出力ディスエーブル遅延時間 tdf ― 100 ns  

データ出力ホールド時間 toh 5 ― ns  

 

CE

A21-0

I/O7-0

OE

WE
VIH

VIL

VIL

tacc
tohtoh

tacc

ADDRESS STABLE ADDRESS STABLE

 
図 25.34 CE、OEイネーブル状態リード時のタイミング波形 
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CE

A21-0

I/O7-0

VIH

OE

WE

tce

tacc

toe

toh
toh

tdf

tce

tacc

toe

ADDRESS STABLE ADDRESS STABLE

tdf

 
図 25.35 CE、OEクロック方式リード時のタイミング波形 

表 25.25 自動書き込みモード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

ステータスポーリング開始時間 twsts 1 ― ms  

ステータスポーリングアクセス時間 tspa ― 150 ns  

アドレスセットアップ時間 tas 0 ― ns  

アドレスホールド時間 tah 60 ― ns  

メモリ書き込み時間 twrite ― tP ms tPは「29.5 フラッシュメモリ特
性」を参照 

書き込みセットアップ時間 tpns 100 ― ns  

書き込み終了セットアップ時間 tpnh 100 ― ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  

 

ADDRESS  STABLE

CE

FWE

A21-0

I/O5-0

I/O6

I/O7

OE

WE

tas tah

tdhtds

tf tr
twep twsts

twrite

tspa

tpns

tpnh

tnxtc tnxtctcehtces

書き込み動作終了判定信号

データ転送
1byte…128byte

書き込み正常終了判定信号

H'40 or
H'45  H'00

1バイト目
Din

128バイト目
Din

 
図 25.36 自動書き込みモードのタイミング波形 
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表 25.26 自動消去モード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込みサイクル tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

ステータスポーリング開始時間 tests 1 ― ms  

ステータスポーリングアクセス時間 tspa ― 150 ns  

メモリ消去時間 terase ― 6×tE s tEは「29.5 フラッシュメモリ特
性」を参照 

消去セットアップ時間 tens 100 ― ns  

消去終了セットアップ時間 tenh 100 ― ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  

 

CE

FWE

A21-0

I/O5-0

I/O6

I/O7

OE

WE

tests

terase

tspa

tdhtds

tf tr
twep

tens

tenh

tnxtc tnxtctcehtces

消去終了判定信号

消去正常終了
判定信号

H'20 or 
H'25 

H'20 or 
H'25 H'00

 
図 25.37 自動消去モードのタイミング波形 

表 25.27 ステータス読み出しモード時の AC特性 
条件：VCC＝3.3V±0.3V、VSS＝0V、Ta＝25℃±5℃ 

項 目 記 号 MIN MAX 単 位 特 記 

コマンド書き込み後読み出し時間 tnxtc 20 ― μs  

CEホールド時間 tceh 0 ― ns  

CEセットアップ時間 tces 0 ― ns  

データホールド時間 tdh 50 ― ns  

データセットアップ時間 tds 50 ― ns  

書き込みパルス幅 twep 70 ― ns  

OE出力遅延時間 toe ― 150 ns  

ディスエーブル遅延時間 tdf ― 100 ns  

CE出力遅延時間 tce ― 150 ns  

WE立ち上がり時間 tr ― 30 ns  

WE立ち下がり時間 tf ― 30 ns  
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CE

A21-0

I/O7-0

OE

WE

tdh
tdftds

tf tr
twep

tnxtc tnxtc

tf tr
twep

tds tdh

tnxtctceh tceh

toe

tces tces

tce

H'71 H'71

【注】 I/O3-2は未定義です。
 

図 25.38 ステータス読み出しモードのタイミング波形 

表 25.28 コマンド待ち状態までの遷移時間規定 
項 目 記号 MIN MAX 単 位 特 記 

スタンバイ解除（発振安定時間） tosc1 30 ― ms  

ライタモードセットアップ時間 tbmv 10 ― ms  

VCCホールド時間 tdwn 0 ― ms  

 

VCC

RES

FWE

メモリ読み出しモード

コマンド待ち状態

コマンド待ち状態

正常異常終了判定
自動書き込みモード

自動消去モードtosc1 tbmv tdwn

【注】　FWE入力端子のレベルは、自動書き込みモード、自動消去モード以外は、Low状態としてください。
 

図 25.39 発振安定時間、ライタモードセットアップ時間、電源立ち下げシーケンス 

25.10.3 手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域 
本文中での書き込み／消去手順プログラムおよび書き込みデータの格納可能領域は、内蔵 RAM上に準備している例で

示しましたが、以下の条件を守れば他の領域（外部空間領域など）で実行することができます。 
（1） 内蔵の書き込み／消去実行プログラムはFTDARレジスタで指定された内蔵RAMのアドレスからダウンロードさ

れ、実行されるのでここは使用不可能です。 
（2） 内蔵の書き込み／消去実行プログラムでは、スタック領域を128バイト以上使用するので、確保してください。 
（3） SCOビットを1にしてダウンロードの要求を行う処理では、マット切り替えが発生するので内蔵RAM上で実施し

てください。 
（4） 書き込み／消去を開始する前（ダウンロード結果の判定まで）は、フラッシュメモリはアクセス可能です。シン

グルチップモードのように外部空間アクセスができないモードでは、この時点までに必要な手続きプログラム、
割り込みベクタと割り込み処理ルーチン、ユーザブランチ処理プログラムなどを内蔵RAMに転送してください。 

（5） 書き込み／消去処理中は、フラッシュメモリのアクセスはできませんので、内蔵RAM上のダウンロードされた
プログラムで実行します。これを起動させる手続きプログラム、書き込み／消去中のユーザブランチ先のユーザ
プログラム、および割り込みのベクタテーブルと割り込み処理プログラムの実行領域も、フラッシュメモリ以外
の内蔵RAMや、外部バス空間にある必要があります。 

（6） 書き込み／消去完了後のFKEYレジスタのクリアまでの期間は、フラッシュメモリのアクセスは禁止とします。 
書き込み／消去完了直後に、LSIモードを変更してリセット動作をさせる場合には、100μs以上のリセット期間
（RES＝0とする期間）を設けてください。 
なお、書き込み／消去処理中のリセット状態、ハードウェアスタンバイ状態への遷移は禁止ですが、誤ってリセ
ットを入れてしまった場合は、100μsの通常より長いリセット期間の後に、リセットリリースしてください。 
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（7） ユーザブートモードでのユーザマットへの書き込み／消去処理では、FMATSによるマット切り替えが必要です。
マット切り替えの実行は内蔵RAM上で実施してください。（「25.8.1  ユーザマットとユーザブートマットの切
り替え」を参照ください） 
マットの切り替えにおいては、現在どちらのマットが選択されているかにご注意ください。 

（8） 書き込み処理のパラメータFMPDRが示す書き込みデータ格納領域がフラッシュメモリ上にあると、エラーと判
断しますので、いったん内蔵RAMに転送してFMPDRの示すアドレスはフラッシュメモリ空間以外としてくださ
い。 

 
これらの条件を考慮し、各動作モード／処理内容ごとの組み合わせでの、書き込みデータ格納エリアおよび実行が可

能なエリアをあらわす表を示します。 

表 25.29 実行可能マットまとめ 
起動モード 

処理 
ユーザプログラムモード ユーザブートモード* 

書き込み 表 25.30（1） 表 25.30（3） 

消去 表 25.30（2） 表 25.30（4） 

【注】 * ユーザマットに対しての書き込み／消去が可能です。 
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表 25.30（1） ユーザプログラムモードでの書き込み処理で使用可能なエリア 
格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

項目 内蔵 RAM ユーザマット 外部空間 
（MD0＝0の 
拡張時） 

ユーザマット 組み込み 
プログラム 
格納マット 

書き込みデータの格納
領域 

○ ×* ○ － － 

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択処理 

○ ○ ○ ○  

キーレジスタへの H'A5
書き込み 
処理 

○ ○ ○ ○  

FCCSのSCO＝1書き込
み実行 
（ダウンロード） 

○ × ×  ○ 

キーレジスタ 
クリア処理 

○ ○ ○ ○  

ダウンロード結果の判
定 

○ ○ ○ ○  

ダウンロード 
エラー処理 

○ ○ ○ ○  

初期化パラメータの設
定処理 

○ ○ ○ ○  

初期化実行 ○ × × ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○ ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○ ○  

割り込み処理 

ルーチン 

○ × ○ ○  

キーレジスタへの H'5A
書き込み 
処理 

○ ○ ○ ○  

書き込みパラメータの
設定処置 

○ × ○ ○  

書き込み実行 ○ × × ○  

書き込み結果の 
判定 

○ × ○ ○  

書き込みエラー 
処理 

○ × ○ ○  

キーレジスタ 
クリア処理 

○ × ○ ○  

【注】 * 事前に内蔵 RAMに転送しておけば可能です。 

 

書
き
込
み
手
順 
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表 25.30（2） ユーザプログラムモードでの消去処理で使用可能なエリア 
格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 項目 

内蔵 RAM ユーザマット 外部空間 
（MD0＝0の 
拡張時） 

ユーザマット 組み込み 
プログラム 
格納マット 

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択処理 

○ ○ ○ ○  

キーレジスタへの H'A5
書き込み処理 

○ ○ ○ ○  

FCCSのSCO＝1書き込
み実行 
（ダウンロード） 

○ × ×  ○ 

キーレジスタ 

クリア処理 

○ ○ ○ ○  

ダウンロード結果の判
定 

○ ○ ○ ○  

ダウンロード 

エラー処理 

○ ○ ○ ○  

初期化パラメータの設
定処理 

○ ○ ○ ○  

初期化実行 ○ × × ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○ ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○ ○  

割り込み処理 

ルーチン 

○ × ○ ○  

キーレジスタへの H'5A
書き込み処理 

○ ○ ○ ○  

消去パラメータの設定
処置 

○ × ○ ○  

消去実行 ○ × × ○  

消去結果の判定 ○ × ○ ○  

消去エラー処理 ○ × ○ ○  

キーレジスタ 

クリア処理 

○ × ○ ○  

 

消
去
手
順 
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表 25.30（3） ユーザブートモードでの書き込み処理で使用可能なエリア 
格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

項目 内蔵 RAM ユーザ 
ブート 
マット 

外部空間（MD0
＝0の拡張時）

ユーザ 
マット 

ユーザ 
ブート 
マット 

組み込み 
プログラム 
格納マット 

書き込みデータの格納
領域 

○ ×*1 ○ － － － 

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択処理 

○ ○ ○  ○  

キーレジスタへの H'A5
書き込み処理 

○ ○ ○  ○  

FCCSの SCO＝1書き
込み実行 
（ダウンロード） 

○ × ×   ○ 

キーレジスタ 
クリア処理 

○ ○ ○  ○  

ダウンロード 
結果の判定 

○ ○ ○  ○  

ダウンロード 
エラー処理 

○ ○ ○  ○  

初期化パラメータの設
定処理 

○ ○ ○  ○  

初期化実行 ○ × ×  ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○  ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○  ○  

割り込み処理 

ルーチン 

○ × ○  ○  

FMATSによる 
マット切り替え 

○ × × ○   

キーレジスタへの H'5A
書き込み処理 

○ × ○ ○   

書き込みパラメータの
設定処置 

○ × ○ ○   

書き込み実行 ○ × × ○   

書き込み結果の 
判定 

○ × ○ ○   

書き込みエラー 
処理 

○ ×*2 ○ ○   

キーレジスタ 
クリア処理 

○ × ○ ○   

FMATSによる 
マット切り替え 

○ × ×  ○  

【注】 *1 事前に内蔵 RAMに転送しておけば可能です。 

 *2 内蔵 RAM上で FMATSを切り替えた後なら可能です。 

 

書
き
込
み
手
順 
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表 25.30（4） ユーザブートモードでの消去処理で使用可能なエリア 
格納／実行が可能なエリア 選択されているマット 

項目 内蔵 RAM ユーザ 
ブート 
マット 

外部空間（MD0
＝0の拡張時）

ユーザ 
マット 

ユーザ 
ブート 
マット 

組み込みプログ
ラム格納マット

ダウンロードする内蔵
プログラムの選択処理 

○ ○ ○  ○  

キーレジスタへの H'A5
書き込み処理 

○ ○ ○  ○  

FCCSの SCO＝1書き
込み実行 
（ダウンロード） 

○ × ×   ○ 

キーレジスタ 
クリア処理 

○ ○ ○  ○  

ダウンロード結果の判
定 

○ ○ ○  ○  

ダウンロード 
エラー処理 

○ ○ ○  ○  

初期化パラメータの設
定処理 

○ ○ ○  ○  

初期化実行 ○ × ×  ○  

初期化結果の判定 ○ ○ ○  ○  

初期化エラー処理 ○ ○ ○  ○  

割り込み処理 

ルーチン 

○ × ○  ○  

FMATSによる 
マット切り替え 

○ × ×  ○  

キーレジスタへの H'5A
書き込み処理 

○ × ○ ○   

消去パラメータの設定
処理 

○ × ○ ○   

消去実行 ○ × × ○   

消去結果の判定 ○ × ○ ○   

消去エラー処理 ○ ×* ○ ○   

キーレジスタ 
クリア処理 

○ × ○ ○   

FMATSによる 
マット切り替え 

○ × ×  ○  

【注】 * 内蔵 RAM上で FMATSを切り替えた後なら可能です。 

 

消
去
手
順 
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26. RAM 

26.1 概要 

26.1.1 概要 
SH7058Sは 48Kバイト、SH7059は 80Kバイトの RAMを内蔵しています。内蔵 RAMは、32ビット幅のデータバスを

通して、CPU、ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）、およびアドバンストユーザデバッガ（AUD）に接
続されています（図 26.1）。 

CPU、DMAC、AUDは 8、16または 32ビット幅で内蔵 RAMをアクセスすることができます。内蔵 RAMのデータは、
常にリード 1サイクル、ライト 2サイクルでアクセスできます。したがって、高速アクセスが必要なプログラムエリア、
あるいはスタックエリアやデータアクセスとしての使用に適しています。内蔵 RAMの内容はスリープモード、ソフトウ
ェアスタンバイモードでは保持されます。後述の RAMEビットが 0に設定されている場合、ハードウェアスタンバイモ
ードでも保持されます。 
内蔵 RAMは、アドレス H'FFFF0000～H'FFFFBFFF（SH7058S）アドレス H'FFFE8000～H'FFFFBFFF（SH7059）に割り

付けられています。 
 

H'FFFFBFFC H'FFFFBFFD H'FFFFBFFE H'FFFFBFFF

H'FFFF0004 H'FFFF0005 H'FFFF0006 H'FFFF0007

H'FFFF0000 H'FFFF0001 H'FFFF0002 H'FFFF0003

内蔵RAM

8
ビ
ッ
ト

8
ビ
ッ
ト

8
ビ
ッ
ト

8
ビ
ッ
ト

内部データバス（32ビット）

 SH7058S

H'FFFFBFFC H'FFFFBFFD H'FFFFBFFE H'FFFFBFFF

H'FFFE8004 H'FFFE8005 H'FFFE8006 H'FFFE8007

H'FFFE8000 H'FFFE8001 H'FFFE8002 H'FFFE8003

内蔵RAM

8
ビ
ッ
ト

8
ビ
ッ
ト

8
ビ
ッ
ト

8
ビ
ッ
ト

内部データバス（32ビット）

 SH7059

 
図 26.1 RAMのブロック図 
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26.2 動作説明 
内蔵 RAMは、システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1）で制御されます。 
SYSCR1の RAMEビットを 1にセットすると内蔵 RAMが有効になります。このときアドレス H'FFFF0000～

H'FFFFBFFF（SH7058S）アドレス H'FFFE8000～H'FFFFBFFF（SH7059）をアクセスすると内蔵 RAMがアクセスされま
す。 

SYSCR1の RAMEビットを 0にクリアすると内蔵 RAMはアクセスされません。読み出すと不定値が読み出され、書
き込みは無効です。SYSCR1の RAMEビットを 0にクリアした後、ハードウェアスタンバイモードに遷移すると、内蔵
RAMの値は保持されます。 

SYSCR1についての詳細は「27.2.2 システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1）」を参照してください。 
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27. 低消費電力状態 

27.1 概要 
低消費電力モードとして、ハードウェアスタンバイモード、ソフトウェアスタンバイモード、スリープモードの 3種

類のモードおよび一部モジュールのモジュールストップ機能があります。LSIの消費電力を低減させたいアプリケーショ
ンにより、各スタンバイモードを選択することができます。 
 

27.1.1 低消費電力モードの種類 
低消費電力モードには、次のようなモードがあります。 

 
（1） ハードウェアスタンバイモード 

RES、HSTBY端子の入力レベルによりハードウェアスタンバイモードに遷移します。 
ハードウェアスタンバイ中はLSIの全機能が停止し、LSI内部の大部分の電源を遮断します。この状態からは、パ
ワーオンリセットにより復帰します。 

 
（2） ソフトウェアスタンバイモード 

ソフトウェア（CPUの命令）によってソフトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタンバイ中は
LSIの全機能が停止し、LSI内部の大部分の電源を遮断します。 
この状態からは、パワーオンリセット、NMI端子への立ち上がりエッジ入力により復帰します。 

 
（3） スリープモード 

CPUの命令によってスリープモードに遷移します。基本的にCPU以外の内蔵周辺モジュールは動作します。この
状態からは、パワーオンリセット、マニュアルリセット、割り込み、DMAアドレスエラーにより復帰します。 

 
（4） モジュールスタンバイ機能 

モジュールスタンバイ可能な内蔵周辺モジュール*について、クロックの供給を停止してそのモジュールの動作
を停止させることができます。システムコントロールレジスタ2（SYSCR2）の各ビットにより、それぞれのモジ
ュールのクロック供給を制御できます。 

【注】 * AUD、H-UDI、FPU、UBC 
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プログラム実行状態から、各モードへ遷移する条件、各モードでの CPUや周辺モジュールなどの状態、各モードの解
除方法を、表 27.1に示します。 

表 27.1 低消費電力状態 
状態 モード 遷移条件 

PLL発振回路 CPU 内蔵周辺 

モジュール 

RAM 端子 

解除方法 

ハード 
ウェア 
スタンバイ 

HSTBY端子にローレ
ベルを入力 

停止 

（電源遮断）

停止 

（電源遮
断） 

停止 

（電源遮断）

保持*1 初期化 HSTBY端子にハイレ
ベルを入力して、パワ
ーオンリセット 

ソフト 
ウェア 
スタンバイ 

SBYCRのSSBYビッ
トが 1の状態で
SLEEP命令を実行 

停止 

（電源遮断）

停止 

（電源遮
断） 

停止 

（電源遮断）

保持 ハイインピーダ
ンス*2 

(1)NMI端子への立ち上
がりエッジ入力 

(2)パワーオンリセット

スリープ SBYCRのSSBYビッ
トが 0の状態で
SLEEP命令を実行 

動作 停止 
レジスタ
は保持

動作 動作 動作 (1)割り込み 

(2)DMAアドレスエラー

(3)パワーオン 
リセット 

(4)マニュアル 
リセット 

【記号説明】 

SBYCR：スタンバイコントロールレジスタ 

SSBY：ソフトウェアスタンバイビット 

【注】 *1 プログラム実行状態からハードウェアスタンバイ状態に遷移する場合には、事前に SYSCR1の RAMEビットを"0"にクリ
アする必要があります。 

 *2 ソフトウェアスタンバイモードから復帰する際、LSI内部はリセット状態から起動するため、ピンファンクションコント

ローラおよび I/Oポート関連のレジスタは初期化されます。端子状態は、「付録 B. 端子状態」を参照してください。 

 

27.1.2 端子構成 
低消費電力モードに関連する端子を表 27.2に示します。 

表 27.2 端子構成 
名称 略称 入出力 機能 

ハードウェアスタンバイ入力端子 HSTBY 入力 入力レベルによりハードウェアスタンバイモードに遷移しま
す。 

パワーオンリセット入力端子 RES 入力 パワーオンリセット信号の入力端子です。 

NMI入力端子 NMI 入力 NMI割り込みのほかに、ソフトウェアスタンバイモードを解除する
機能があります｡ 

 

27.1.3 関連レジスタ 
低消費電力モードに関連するレジスタを表 27.3に示します。 

表 27.3 レジスタ構成 
アドレス 名称 略称 R/W 初期値 

書き込み 読み出し 

アクセス 
サイズ 

スタンバイコントロールレジスタ SBYCR R/W H'1F H'FFFF EC14 8 

システムコントロールレジスタ 1 SYSCR1 R/W H'01 H'FFFF F708 8 

システムコントロールレジスタ 2 SYSCR2 R/W H'01 H'FFFF F70A*1 H'FFFF F70B*2 8、16 

【注】 *1 書き込みは、ワード単位で行ってください。バイトおよびロングワード単位では書き込むことができません。 

 *2 読み出しは、バイト単位で行ってください。ワード単位およびロングワード単位では、正しい値を読み出すことができま

せん。 
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27.2 レジスタの説明 

27.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR） 

10 1 1 1 100初期値：

RR R R R RRR/WR/W：

SSBY SSBYF

45 3 2 1 067ビット：

 
 
スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、スタンバイモー

ドへの遷移を設定します。 
SBYCRは、パワーオンリセットで H'1Fに初期化され、ソフトウェアスタンバイでは H'3Fに設定されます。 

 

ビット 7：ソフトウェアスタンバイ（SSBY） 

ソフトウェアスタンバイモードへの遷移を指定します。 
ウォッチドッグタイマ（WDT）の動作中（WDTのタイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）のタイマイネ

ーブルビット（TME）が 1のとき）には、SSBYビットは 1にセットできません。 
ソフトウェアスタンバイモードへ遷移するときは、必ず TMEビットを 0にクリアしてWDTを停止させてから、SSBY

ビットをセットしてください。 
 

ビット 7 説   明 

SSBY  

0 SLEEP命令の実行により、スリープモードへ遷移  （初期値）

1 SLEEP命令の実行により、ソフトウェアスタンバイモードへ遷移 

 

ビット 6：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 5：ソフトウェアスタンバイフラグ（SSBYF） 

ソフトウェアスタンバイモードに遷移すると 1にセットします｡ハードウェアスタンバイモードに遷移するか、RES端
子によるパワーオンリセットにより 0にクリアします。ソフトウェアスタンバイモードを NMI端子への立ち上がりエッ
ジ入力により解除した場合は、1にセットしたまま 0クリアしません。 
読み出しのみ可能で、書き込みは無効です。 

 
ビット 5 説   明 

SSBYF  

0 ソフトウェアスタンバイモードに遷移していないか、 

ソフトウェアスタンバイモードに遷移後、パワーオンリセットされている  （初期値）

1 ソフトウェアスタンバイモードに遷移後、パワーオンリセットされていない 

 

ビット 4～0：予約ビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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27.2.2 システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1） 

00 0 0 0 100初期値：

RR R R R/W R/WRRR/W：

RAME

45 3 2 1 067ビット：

AUDSRST

 
 
システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、AUDソフトウェ

アリセット制御、内蔵 RAMへのアクセスの許可／禁止を設定します。 
SYSCR1は、パワーオンリセットの立ち上がりエッジで H'01に初期化されます。 

 

ビット 7～2：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 1：AUDソフトウェアリセット（AUDSRST） 

AUDのリセットをソフトウェアで制御します。AUDSRSTビットを 1にセットすると AUDモジュールはパワーオンリ
セット状態になります。 
 

ビット 1 説   明 

AUDSRST  

0 AUDのリセットを解除する  （初期値）

1 AUDをリセット状態にする 

 

ビット 0：RAMイネーブル（RAME） 

内蔵 RAMの有効または無効を選択します。RAMEビットを 1にセットすると内蔵 RAMが有効になります。0にクリ
アすると内蔵 RAMはアクセスできません。このとき、内蔵 RAMからのリードおよび命令フェッチは不定値が読み出さ
れ、内蔵 RAMへのライトは無視されます。初期値は 1です。 
なお、本ビットを 0にクリアして内蔵 RAMを無効にする場合、SYSCR1へのライト命令の直後に内蔵 RAMをアクセ

スするような命令を置かないでください。もし内蔵RAMアクセス命令を置いた場合、正常なアクセスは保証できません。 
本ビットを 1にセットして内蔵 RAMを有効にする場合、SYSCR1へのライト命令の直後に SYSCR1のリード命令を置

いてください。もし、SYSCR1ライト命令の直後に内蔵 RAMアクセス命令を置いた場合、正常なアクセスは保証できま
せん。 
 

ビット 0 説   明 

RAME  

0 内蔵 RAM無効 

1 内蔵 RAM有効 （初期値）

 

27.2.3 システムコントロールレジスタ 2（SYSCR2） 

00 0 0 0 100初期値：

RR R/W R/W R/W R/WRRR/W：

MSTOP0

45 3 2 1 067ビット：

MSTOP3 MSTOP2 MSTOP1

 
 
システムコントロールレジスタ 2（SYSCR2）は、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、内蔵モジュール

のうち AUD、H-UDI、FPU、UBCのスタンバイ制御をします。 
SYSCR2は、パワーオンリセットで H'01に初期化されます。 

【注】  SYSCR2は、容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと異なっています。詳しくは、
「27.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 
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ビット 7：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値は無効です。 
 

ビット 6～4：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
 

ビット 3：モジュールストップ 3（MSTOP3） 

内蔵周辺モジュールのうち AUDへのクロック供給停止を指定します。 
MSTOP3ビットに 1をセットすると AUDへのクロック供給を停止します。 
AUDへのクロック供給の停止を解除する場合は、システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1）の AUDソフトウェア

リセット（AUDSRST）を AUDリセット状態に設定してから解除してください。その後 AUDのリセットを解除すること
により、AUDの使用が可能になります。 
 

ビット 3 説   明 

MSTOP3  

0 AUDは動作 （初期値）

1 AUDへのクロック供給を停止 

 

ビット 2：モジュールストップ 2 （MSTOP2） 

内蔵周辺モジュールのうち H-UDIへのクロック供給停止を指定します。 
MSTOP2ビットに 1をセットすると H-UDIへのクロック供給を停止します。 

 
ビット 2 説   明 

MSTOP2  

0 H-UDIは動作  （初期値）

1 H-UDIへのクロック供給を停止 

 

ビット 1：モジュールストップ 1（MSTOP1） 

内蔵周辺モジュールのうち FPUへのクロック供給の停止を指定します。 
MSTOP1ビットに 1をセットすると FPUへのクロック供給を停止します。 
MSTOP1ビットに 1をセットした後、0をライトしてクリアすることはできません。 
つまり、MSTOP1ビットに 1をセットして FPUへのクロック供給をいったん停止した後、MSTOP1ビットを 0クリア

して FPUへのクロック供給を再開することはできません。 
FPUのクロック供給を停止した後、再開するには、LSIをパワーオンリセットしてください。 

 
ビット 1 説   明 

MSTOP1  

0 FPUは動作  （初期値）

1 FPUへのクロック供給を停止 

 

ビット 0：モジュールストップ 0 （MSTOP0） 

内蔵周辺モジュールのうち UBCへのクロック供給停止を指定します。 
MSTOP0ビットを 0にクリアすると UBCへのクロック供給を開始します。 
UBCへのクロック供給を停止すると UBCのレジスタを含めた内部状態はリセットされます。 

 
ビット 0 説   明 

MSTOP0  

0 UBCは動作 

1 UBCへのクロック供給を停止  （初期値）
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27.2.4 レジスタアクセス時の注意 
システムコントロールレジスタ 2（SYSCR2）は、容易に書き換えられないように、書き込み方法が一般のレジスタと

異なります。 
SYSCR2へ書き込むときは、必ずワード転送命令を使用してください、バイト転送命令では、書き込めません。図 27.1

に示すように上位バイトを H'3Cにし、下位バイトを書き込みデータにして転送してください。 
読み出しは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。 
SYSCR2はアドレス H'FFFFF70Aに割り当てられています。読み出すときは必ずバイト転送命令で H'FFFFF70Bから使

用してください。 
 

15 8 7 0

H'3C ライトデータアドレス：

＜SYSCR2へ書き込むとき＞

H'FFFFF70A

 
図 27.1 SYSCR2への書き込み 
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27.3 ハードウェアスタンバイモード 

27.3.1 ハードウェアスタンバイモードへの遷移 
HSTBY端子および RES端子にローレベルを入力するとハードウェアスタンバイモードに遷移します。モード端子は

「第 4章 動作モード」に示す端子設定を行ってください。それ以外の端子設定の場合の動作は保証できません。ハード
ウェアスタンバイモード中は LSIの全機能が停止し、内蔵 RAMを除き内部電源を遮断するので、消費電力は著しく低減
されます。この機能は、外部端子入力によりハードウェアスタンバイモードに遷移するため、現在の LSIの状態にかかわ
らず非同期にこのモードに遷移し、内蔵 RAMを除き内部電源を遮断するため、ハードウェアスタンバイモードに遷移す
る前の LSIの状態は保持しません。ただし、内蔵 RAMのデータは、規定の電圧が与えられている限り保持することがで
きます。内蔵 RAMを保持するためには、HSTBY端子をローレベルにする前に、システムコントロールレジスタ 1
（SYSCR1）の RAMイネーブルビット（RAME）を 0にクリアしてください。ハードウェアスタンバイモード中のレジ
スタ状態については「付録 A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態」を、端子状態については「付録 B. 端子
状態」を参照してください。 
 

27.3.2 ハードウェアスタンバイモードの解除 
ハードウェアスタンバイモードの解除は、HSTBY端子および RES端子で行われます。 
RES端子をローレベルにした状態で、HSTBY端子をハイレベルにすると、クロックは発振を開始します。このとき、

RES端子は、必ずクロックの発振が安定するまでローレベルに保持してください。RES端子をハイレベルにすると、パ
ワーオンリセット例外処理を経て、プログラム実行状態に遷移します。 
 

27.3.3 ハードウェアスタンバイモードのタイミング 
ハードウェアスタンバイモードの各端子のタイミング例を図 27.2に示します。 
RES端子をローレベルにした後、HSTBY端子をローレベルにすると、ハードウェアスタンバイモードに遷移します。

解除は、HSTBYをハイレベルにし、クロックの発振安定時間経過後、RES端子をローレベルからハイレベルにすること
で行われます。 
 

発振安定時間
+RESパルス幅

RESパルス幅
tRESW

リセット例外処理

発振器

RES

HSTBY

 
図 27.2 ハードウェアスタンバイモードのタイミング 
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27.4 ソフトウェアスタンバイモード 

27.4.1 ソフトウェアスタンバイモードへの遷移 
スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）のソフトウェアスタンバイビット（SSBY）を 1にセットした後で SLEEP

命令を実行すると、本 LSIはプログラム実行状態からソフトウェアスタンバイモードに遷移します。ソフトウェアスタン
バイモード中は LSIの全機能が停止し、内蔵 RAMを除き内部電源を遮断するので、消費電力が著しく低減されます。内
蔵 RAMのデータは、規定の電圧が与えられている限り保持されます。内蔵周辺モジュールのレジスタの状態については
「付録 A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態」を参照してください。端子状態については「付録 B. 端子状
態」を参照してください。 
 

27.4.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除 
ソフトウェアスタンバイモードは NMI端子への立ち上がりエッジ入力、パワーオンリセットにより解除されます。 

(1) NMI端子への立ち上がりエッジ入力による解除 

NMI端子の立ち上がりエッジが検出されると、内部電源の給電開始と共にクロックの発振が開始され LSI内部はパワ
ーオンリセット状態になります。発振開始時のクロックは発振安定時間をカウントする発振安定カウンタにだけ供給され
ます。 
発振安定カウンタにより発振安定時間をカウントするとクロックが安定したと判断され、本 LSI全体にクロックが供

給され LSI内部のパワーオンリセットを解除します｡これにより CPUはパワーオンリセット処理を開始します。 
発振安定時間をカウントするカウンタは、入力クロックの周波数で 216＝65536カウントするとオーバフローします。

このカウントクロックはPLL逓倍回路がロックインするまで周波数が不安定なため、絶対時間としては多少前後します。
発振開始から発振安定時間の期間は CK端子からのクロック出力の周期やデューティは乱れたものになることがありま
す。 

NMI端子によるソフトウェアスタンバイの解除ではソフトウェアスタンバイフラグ（SSBYF）は 1にセットしたまま
クリアしません。 

(2) パワーオンリセットによる解除 

RES端子をローレベルにすると、本 LSIはパワーオンリセット状態に遷移し、ソフトウェアスタンバイモードは解除
されます。このときソフトウェアスタンバイフラグ（SSBYF）を 0クリアします。 
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27.4.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例 
NMI端子への立ち下がりによる NMI例外処理にてソフトウェアスタンバイモードに遷移し、NMI端子への立ち上がり

で解除を行う例を説明します。この例のタイミングを図 27.3に示します。 
割り込みコントロールレジスタ（ICR）の NMIエッジセレクトビット（NMIE）を 0（立ち下がりエッジ検出）にした

状態で NMI端子をハイレベルからローレベルに変化させると、NMI割り込みが受け付けられます。スタンバイコントロ
ールレジスタ（SBYCR）のソフトウェアスタンバイビット（SSBY）を 1にセットして SLEEP命令を実行すると、ソフ
トウェアスタンバイモードに遷移し内部電源を遮断します。その後、NMI端子をローレベルからハイレベルに変化させ
ると、ソフトウェアスタンバイモードが解除され、内部電源が供給されクロック発振を開始し、発振安定カウンタのオー
バフロー後、パワーオンリセット例外処理が開始されます。 
 

CK

NMI

SSBYF 

LIS

LSI NMI

 
図 27.3 ソフトウェアスタンバイモード時の NMIタイミング（応用例） 
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27.5 スリープモード 

27.5.1 スリープモードへの遷移 
スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）のソフトウェアスタンバイビット（SSBY）を 0にクリアした後で SLEEP

命令を実行すると、本 LSIはプログラム実行状態からスリープモードに遷移します。 
CPUは SLEEP 命令実行直後に停止しますが、CPUのレジスタ内容は保持されます。内蔵周辺モジュールは、動作を

続けます。レジスタの状態については「付録 A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態」を参照してください。 
 

27.5.2 スリープモードの解除 

(1) 割り込みにより解除 

割り込みが発生すると、スリープモードが解除され、割り込み例外処理が実行されます。発生した割り込みの優先レ
ベルが CPUのステータスレジスタ（SR）に設定されている割り込みマスクレベル以下の場合、および内蔵周辺モジュー
ルによる割り込みが、モジュール側で禁止されている場合には、割り込み要求は受け付けられず、スリープモードは解除
されません。 

(2) DMAアドレスエラーによる解除 

DMAアドレスエラーが発生すると、スリープモードが解除され、DMAアドレスエラー例外処理が実行されます。 

(3) マニュアルリセットによる解除 

WDTによる内部マニュアルリセットが発生し、内部マニュアルリセット期間中に CPUがバス権を獲得すると、本 LSI
はマニュアルリセット状態に遷移し、スリープモードは解除されます。 

(4) パワーオンリセットによる解除 

RES端子にローレベルを入力するか、WDTによる内部パワーオンリセットが発生すると、本 LSIはパワーオンリセッ
ト状態に遷移し、スリープモードは解除されます。 

 
【注】 パワーオンリセットによる解除を実施する場合、リセット状態への遷移前に命令が実行されないよう、スリープ

命令の直後（8命令）には、RAM書き込み命令を配置しないでください。 
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28. 信頼性について 

28.1 信頼性について 

半導体デバイスの信頼性指標は故障率（Failure Rate）で表します。この故障率は図 28.1に示すように、時間に対して
バスタブ（Bathtub）曲線を描くといわれています。この曲線は、故障の発生具合から初期故障期間、偶発故障期間（耐
用寿命）、摩耗故障期間と呼ばれる 3つの期間に分けられます。初期故障期間に発生する初期故障は、製造工程での異物
の付着や局部的な化学汚染などが原因となっており、スクリーニングにより取り除かれます。摩耗故障期間に発生する摩
耗故障は、長期間の使用により半導体デバイスを構成する材料が経時的に劣化することが原因となります。偶発故障期間
に発生する偶発故障は、わずかな不具合を持った製品がスクリーニングで除去されずに出荷されお客様での製造工程やフ
ィールドで故障に至るものや、製造時のばらつきにより摩耗故障期間で発生すべき故障が早めに発生するものと考えられ
ます。したがって、半導体デバイスの信頼性は、初期故障低減のための適切なスクリーニングと摩耗故障の立ち上がりを
抑える高信頼性設計により確保されます。製品の開発にあたっては、量産試作を行い大量データでの初期故障率の確認と、
摩耗故障に対して実用時の使用環境を考慮した加速寿命試験により製品の信頼性を確認します。 
 

初期故障
期間

摩耗故障期間

耐用寿命

偶発故障期間

時間

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

故
障
率

 
図 28.1 故障率曲線（バスタブカーブ） 

自動車分野で使用されることを目的に開発された製品については、民生および産業分野に比べ厳しい環境で使用され
ることを前提に信頼性の評価を行います。半導体デバイスの代表的な故障現象である酸化膜の絶縁破壊や配線のエレクト
ロマイグレーションなどは摩耗故障であり、故障のストレス要因としては実用時の電圧または電流と温度があげられます。
従来から自動車用の製品については、動作保証温度が－40℃から 85℃であることから、前述の故障現象に対し－40℃か
ら 85℃の範囲で動作したときの信頼性を加速寿命試験により確認しています。85℃を超える動作においては、半導体デ
バイスの故障が温度に依存するため、故障が発生するまでの時間が大幅に減少します。 
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摩耗故障の 1つである酸化膜の絶縁破壊を例として、図 28.2に半導体デバイスの寿命の温度依存性を示します。図 28.2
から 85℃での寿命に対し 125℃での寿命は 1/10程度と予測され、フィールドで故障が発生する確率が高まります。した
がって、85℃を超える動作の保証に対しては、動作保証温度の上限での動作時間を 3000時間と仮定した上で信頼性を確
認しています。 
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図 28.2 酸化膜の絶縁破壊の温度依存性 
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29. 電気的特性 

29.1 絶対最大定格 
絶対最大定格を表 29.1に示します。 

表 29.1 絶対最大定格 
項目 記号 定格値 単位 備考 

VCC 

PLLVCC 

VCC -0.3～+4.3 V EXTAL、XTAL、CK、H-UDI端子が該
当。 

（VCCと PLLVCCは同一電圧） 

電源電圧* 端子名 

PVCC1 
PVCC2 

PVCC -0.3～+6.5 V PLLCAP、EXTAL、XTAL、CK、H-UDI
端子およびアナログ入力を除く 

EXTAL、H-UDI端子 Vin -0.3～VCC+0.3 V 表 29.2電源名と端子の対応を参照 

アナログ入力、EXTAL、PLLCAP、 
H-UDI端子以外の全端子 

Vin -0.3～PVCC+0.3 V  

入力電圧 

PLLCAP端子 Vin -0.3～+2.1 V  

アナログ電源電圧 AVCC -0.3～+7.0 V  

アナログ基準電圧 AVref -0.3～AVCC+0.3 V  

アナログ入力電圧 VAN -0.3～AVCC+0.3 V  

動作温度（内蔵フラッシュメモリのW/E除く） Topr -40～+125 °C  

動作温度（内蔵フラッシュメモリのW/E） TWEopr -40～+85 °C  

保存温度 Tstg -55～+125 °C  

【使用上の注意】 

  絶対最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

  PVCC、VCCの 5/3V系の 2電源電圧を同時に使用することがある製品です。マニュアルに規定する電源端子の接続、印加電源電

圧の組み合わせ条件と、各端子に印加可能な電圧、出力される電圧の条件を守って使用してください。規定と異なる電源の接

続や電圧での LSIの使用は LSIの永久破壊、LSIを実装したシステムへのダメージを生じる場合があります。 

【注】 * VCLピンには電源電圧を印加しないでください。GNDとの間に外付けコンデンサ（0.33～0.47μF）を接続してください。 
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29.2 DC特性 
電源名と端子の対応を表 29.2に示します。 
DC特性を表 29.4に示します。 

表 29.2 電源名と端子の対応 
ピン
No. 

電源端子 
電源名 

専用端子 ユーザ端子 
機能 1 

機能 2 機能 3 機能 4 出力回路
電源名 

入力電圧 
上限（V） 

備考 

1   PD8 PULS0   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

2   PD9 PULS1   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

3   PD10 PULS2   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

4   PD11 PULS3   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

5   PD12 PULS4   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

6   PD13 PULS6 HTxD0 HTxD1 PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

7   PE0 A0   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

8   PE1 A1   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

9   PE2 A2   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

10   PE3 A3   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

11 V
CC

         

12   PE4 A4   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

13 V
SS

         

14   PE5 A5   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

15   PE6 A6   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

16   PE7 A7   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

17   PE8 A8   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

18   PE9 A9   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

19   PE10 A10   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

20 PV
CC

1         

21   PE11 A11   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

22 V
SS

         

23   PE12 A12   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

24   PE13 A13   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

25   PE14 A14   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

26   PE15 A15   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

27   PF0 A16   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

28   PF1 A17   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

29   PF2 A18   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

30 V
CL

         

31   PF3 A19   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

32 V
SS

         

33   PF4 A20   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

34   PF5 A21 POD  PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

35   PF6 WRL   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

36   PF7 WRH   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

37   PF8 WAIT   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

38   PF9 RD   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

39 PV
CC

1         

40   PF10 CS0   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

41 V
SS

         

42   PF11 CS1   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

43   PF12 CS2   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

44   PF13 CS3   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

45   PF14 BACK SCS0  PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

46   PF15 BREQ SCS1  PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

47 V
SS
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ピン
No. 

電源端子 
電源名 

専用端子 ユーザ端子 
機能 1 

機能 2 機能 3 機能 4 出力回路
電源名 

入力電圧 
上限（V） 

備考 

48   CK    V
CC

   

49 V
CC

         

50  MD2      5.5+0.3  

51  EXTAL      V
CC

+0.3  

52 V
CC

         

53  XTAL     V
CC

   

54 V
SS

         

55  MD1      5.5+0.3  

56  FWE      5.5+0.3  

57  HSTBY      5.5+0.3  

58  RES      5.5+0.3  

59  MD0      5.5+0.3  

60 PLLV
CC

         

61  PLLCAP        

62 PLLV
SS

         

63   PH0 D0   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

64   PH1 D1   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

65   PH2 D2   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

66   PH3 D3   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

67   PH4 D4   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

68   PH5 D5   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

69   PH6 D6   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

70 PV
CC

1         

71   PH7 D7   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

72 V
SS

         

73   PH8 D8   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

74   PH9 D9   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

75 V
CC

         

76   PH10 D10   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

77 V
SS

         

78   PH11 D11   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

79   PH12 D12   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

80   PH13 D13   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

81   PH14 D14   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

82   PH15 D15   PV
CC

1 PV
CC

1+0.3  

83 PV
CC

1         

84  NMI      5.5+0.3  

85 V
SS

         

86   AN0     AV
CC

+0.3  

87   AN1     AV
CC

+0.3  

88   AN2     AV
CC

+0.3  

89   AN3     AV
CC

+0.3  

90   AN4     AV
CC

+0.3  

91   AN5     AV
CC

+0.3  

92   AN6     AV
CC

+0.3  

93   AN7     AV
CC

+0.3  

94   AN8     AV
CC

+0.3  

95   AN9     AV
CC

+0.3  

96   AN10     AV
CC

+0.3  

97   AN11     AV
CC

+0.3  

98   AN12     AV
CC

+0.3  

99 AV
SS
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ピン
No. 

電源端子 
電源名 

専用端子 ユーザ端子 
機能 1 

機能 2 機能 3 機能 4 出力回路
電源名 

入力電圧 
上限（V） 

備考 

100  AVref        

101 AV
CC

         

102   AN13     AV
CC

+0.3  

103   AN14     AV
CC

+0.3  

104   AN15     AV
CC

+0.3  

105   AN16     AV
CC

+0.3  

106   AN17     AV
CC

+0.3  

107   AN18     AV
CC

+0.3  

108   AN19     AV
CC

+0.3  

109   AN20     AV
CC

+0.3  

110   AN21     AV
CC

+0.3  

111   AN22     AV
CC

+0.3  

112   AN23     AV
CC

+0.3  

113   AN24     AV
CC

+0.3  

114   AN25     AV
CC

+0.3  

115   AN26     AV
CC

+0.3  

116   AN27     AV
CC

+0.3  

117   AN28     AV
CC

+0.3  

118   AN29     AV
CC

+0.3  

119 AV
CC

         

120  AVref        

121 AV
SS

         

122   AN30     AV
CC

+0.3  

123   AN31     AV
CC

+0.3  

124  WDTOVF     PV
CC

2   

125   PA0 TI0A   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

126 V
SS

         

127   PA1 TI0B   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

128 PV
CC

2         

129   PA2 TI0C   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

130   PA3 TI0D   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

131   PA4 TIO3A   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

132   PA5 TIO3B   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

133   PA6 TIO3C   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

134   PA7 TIO3D   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

135   PA8 TIO4A  ADTO0A PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

136   PA9 TIO4B  ADTO0B PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

137   PA10 TIO4C  ADTO1A PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

138   PA11 TIO4D  ADTO1B PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

139 V
CC

         

140   PA12 TIO5A   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

141 V
SS

         

142   PA13 TIO5B   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

143   PA14 TxD0 SSO0  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

144   PA15 RxD0 SSI0  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

145   PB0 TO6A   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

146   PB1 TO6B   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

147   PB2 TO6C   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

148 PV
CC

2         

149   PB3 TO6D   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

150 V
SS

         

151   PB4 TO7A TO8A  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  
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No. 

電源端子 
電源名 

専用端子 ユーザ端子 
機能 1 

機能 2 機能 3 機能 4 出力回路
電源名 

入力電圧 
上限（V） 

備考 

152   PB5 TO7B TO8B  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

153   PB6 TO7C TO8C  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

154   PB7 TO7D TO8D  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

155   PB8 TxD3 TO8E  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

156   PB9 RxD3 TO8F  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

157   PB10 TxD4 HTxD0 TO8G PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

158   PB11 RxD4 HRxD0 TO8H PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

159   PB12 TCLKA UBCTRG  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

160   PB13 SCK0 SSCK0  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

161 V
CL

         

162   PB14 SCK1 TCLKB TI10 PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

163 V
SS

         

164   PB15 PULS5 SCK2 SSCK1 PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

165   PC0 TxD1   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

166   PC1 RxD1   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

167   PC2 TxD2 SSO1  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

168   PC3 RxD2 SSI1  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

169   PC4 IRQ0   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

170   PG0 PULS7 HRxD0 HRxD1 PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

171   PG1 IRQ1   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

172 PV
CC

2         

173   PG2 IRQ2 ADEND  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

174 V
SS

         

175   PG3 IRQ3 ADTRG0  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

176   PJ0 TIO2A   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

177   PJ1 TIO2B   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

178   PJ2 TIO2C   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

179   PJ3 TIO2D   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

180   PJ4 TIO2E   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

181   PJ5 TIO2F   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

182   PJ6 TIO2G   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

183   PJ7 TIO2H   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

184   PJ8 TIO5C   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

185 V
SS

         

186   PJ9 TIO5D   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

187 V
CC

         

188   PJ10 TI9A   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

189   PJ11 TI9B   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

190   PJ12 TI9C   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

191   PJ13 TI9D   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

192   PJ14 TI9E   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

193   PJ15 TI9F   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

194 PV
CC

2         

195   PK0 TO8A   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

196 V
SS

         

197   PK1 TO8B   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

198   PK2 TO8C   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

199   PK3 TO8D   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

200   PK4 TO8E   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

201   PK5 TO8F   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

202   PK6 TO8G   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

203 V
CC
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電源端子 
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専用端子 ユーザ端子 
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入力電圧 
上限（V） 
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204   PK7 TO8H   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

205 V
SS

         

206   PK8 TO8I   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

207   PK9 TO8J   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

208   PK10 TO8K   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

209   PK11 TO8L   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

210   PK12 TO8M   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

211   PK13 TO8N   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

212 PV
CC

2         

213   PK14 TO8O   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

214 V
SS

         

215   PK15 TO8P   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

216   PL0 TI10   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

217   PL1 TIO11A IRQ6  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

218   PL2 TIO11B IRQ7  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

219   PL3 TCLKB   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

220   PL4 ADTRG0   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

221   PL5 ADTRG1   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

222   PL6 ADEND   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

223   PL7 SCK2 SSCK1  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

224   PL8 SCK3   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

225 V
CL

         

226   PL9 SCK4 IRQ5  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

227 V
SS

         

228   PL10 HTxD0 HTxD1 HTxD0、1 PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

229   PL11 HRxD0 HRxD1 HRxD0、1 PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

230   PL12 IRQ4 SCS0  PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

231   PL13 IRQOUT IRQOUT SCS1 PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

232   TMS     V
CC

+0.3  

233   TRST     V
CC

+0.3  

234   TDI     V
CC

+0.3  

235   TDO    V
CC

   

236   TCK     V
CC

+0.3  

237 V
CC

         

238   AUDRST     PV
CC

2+0.3  

239 V
SS

         

240   AUDMD     PV
CC

2+0.3  

241   AUDATA0    PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

242   AUDATA1    PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

243   AUDATA2    PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

244   AUDATA3    PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

245   AUDCK    PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

246   AUDSYNC    PV
CC

2 PV
CC

2+0.3  

247 PV
CC

2         

248   PD0 TIO1A   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

249 V
SS

         

250   PD1 TIO1B   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

251   PD2 TIO1C   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

252   PD3 TIO1D   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

253   PD4 TIO1E   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

254   PD5 TIO1F   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

255   PD6 TIO1G   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 
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256   PD7 TIO1H   PV
CC

2 PV
CC

2+0.3 シュミットトリガ入力端子 

          

【使用上の注意】 

LSI動作時の電源電圧は下記に従い設定してください。 

Vcc＝PLLVcc＝3.3V±0.3V、PVcc1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVcc2＝5.0V±0.5V、AVcc＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVcc、Vss

＝PLLVss＝AVss＝0V、PVcc1＝3.3V±0.3V時は Vcc＝PVcc1 

ただし、PVcc1の電源電圧は動作モードに合わせて以下のようになります。 

これ以外の PVcc1の電源電圧での動作の保証はできません。 

表 29.3 動作モードと PVcc1電圧の対応 
動作モード番号 端子設定    モード名 PVCC1電圧 

 FWE MD2 MD1 MD0   

モード 0 0 1 0 0   

モード 1 0 1 0 1 MCU拡張モード 3.3Ｖ±0.3Ｖ 

モード 2 0 1 1 0   

モード 3 0 1 1 1 MCUシングルチップモード 5.0Ｖ±0.5Ｖ 

モード 4 1 1 0 0 ブートモード 3.3Ｖ±0.3Ｖ 

モード 5 1 1 0 1  5.0Ｖ±0.5Ｖ 

モード 6 1 1 1 0 ユーザプログラムモード 3.3Ｖ±0.3Ｖ 

モード 7 1 1 1 1  5.0Ｖ±0.5Ｖ 

モード 8 1 0 0 0 ユーザブートモード 3.3Ｖ±0.3Ｖ 

モード 9 1 0 0 1  5.0Ｖ±0.5Ｖ 
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表 29.4 DC特性 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125℃、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、 内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85℃ 

項目  記号 min typ max 単位 測定条件 

V
CC
－0.4 － 5.8 2.4V≦Vcc＜2.7V RES、NMI、FWE、MD2～0、HSTBY 

V
CC
－0.5 － 5.8 

V 

2.7V≦Vcc＜3.6V 

EXTAL V
CC
×0.7 － V

CC
＋0.3 V  

D15～D0、WAIT、BREQ（MCU拡張モー
ド時） 

2.2 － PV
CC

1＋0.3 V PV
CC

1＝3.3V±0.3V 

PE15～PE0、PF15～PF0、PH15～PH0
（MCU拡張モード時） 

2.2 － PV
CC

1+0.3 V PV
CC

1＝3.3V±0.3V 

TRST V
CC
－0.5 － V

CC
＋0.3 V  

TMS、TDI、TCK 2.2 － V
CC
＋0.3 V  

AUDRST、AUDMD V
CC
－0.5 － PV

CC
2＋0.3 V  

PG0、PL11 PV
CC

2× 

0.7 

－ PV
CC

2＋0.3 V  

入力ハイレベル電圧（シ
ュミットトリガ入力端子
を除く） 

その他の入力端子 

VIH 

2.2 － PV
CC
＋0.3 V  

-0.3 － 0.4 2.4V≦Vcc＜2.7V RES、NMI、FWE、MD2～0、HSTBY、
TRST、AUDRST、 AUDMD -0.3 － 0.5 

V 

2.7V≦Vcc＜3.6V 

PG0、PL11 -0.3 － PV
CC

2×0.3 V  

入力ローレベル電圧（シ
ュミットトリガ入力端子
を除く） 

その他の入力端子 

VIL 

-0.3 － 0.8 V  

(VIH) 
VT+ 

4.0 － (PV
CC

2＋0.3) V 

(VIL) 
VT- 

(-0.3) － 1.0 V 

シュミットトリガ入力
電圧 

TI0A～TI0D、TIO1A～TIO1H、TIO2A～
TIO2H、TIO3A～TIO3D、TIO4A～TIO4D、
TIO5A～TIO5D、TI9A～TI9F、TI10、TIO11A
～TIO11B、TCLKA、TCLKB、ADTRG0、
ADTRG1、SCK0～SCK4、IRQ0～IRQ7お
よび上記端子の I/Oポート入力機能選択時

VT+－

VT- 
0.4 － － V 

表 29.2電源名と端子の
対応を参照 

RES、NMI、FWE、MD2～0、HSTBY － － 3.0*1 

6.0*2 

μA Vin＝0.3 

～5.8V 

EXTAL（スタンバイ時） － － 3.0*1 

6.0*2 

μA Vin＝0.3 

～V
CC

-0.3V 

TMS、TRST、TDI、TCK（スタンバイ時） － － 3.0*1 

6.0*2 

μA Vin＝0.3 

～V
CC

-0.3V 

AUDMD、AUDCK、AUDSYNC、AUDATA3
～0（スタンバイ時） 

－ － 3.0*1 

6.0*2 

μA Vin＝0.3 

～PV
CC

2-0.3V 

AUDRST（スタンバイ時） － － 3.0*1 

6.0*2 

μA Vin＝0.3 

～PV
CC

2-0.3V 

A/Dポート －  0.1*1 

0.2*2 

μA Vin＝0.3 

～AV
CC

-0.3V 

D15～D0、WAIT、BREQ（MCU拡張モー
ド時） 

－ － 3.0*1 

6.0*2 

μA Vin＝0.3 
～PV

CC
1-0.3V 

PV
CC

1＝3.3V±0.3V 

PE15～PE0、PF15～PF0、PH15～PH0
（MCU拡張モード時） 

－ － 3.0*1 

6.0*2 

μA Vin＝0.3 
～PV

CC
1-0.3V 

PV
CC

1＝3.3V±0.3V 

入力リーク電流 

その他の入力端子 

⏐Iin⏐ 

－ － 3.0*1 

6.0*2 

μA Vin＝0.3 

～PV
CC

2-0.3V 

TMS、TRST、TDI、TCK（プルアップ特性） － － 350 μA Vin＝0V 入力プルアップMOS電
流 AUDMD、AUDCK、AUDSYNC、AUDATA3

～0（プルアップ特性） 

-Ipu 

－ － 800 μA Vin＝0V 

入力プルダウンMOS電
流 

AUDRST（プルダウン特性） Ipd － － 800 μA Vin＝PV
CC

2 
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項目  記号 min typ max 単位 測定条件 

スリーステートリーク
電流 
（オフ状態） 

A21～A0、D15～D0、CS3～CS0、WRH、
WRL、RD、BACK（MCU拡張モード時）

⏐Its⏐ － － 3.0*1 

6.0*2 

μA Vin＝0.3～PV
CC

1-0.3V

PV
CC

1＝3.3V±0.3V 

A21～A0、D15～D0、CS3～CS0、WRH、
WRL、RD、BACK（MCU拡張モード時）

PV
CC

1 

-0.5 

－ － V I
OH
＝200μA 

PV
CC

1＝3.3V±0.3V 

PE15～PE0、PF15～PF0、PH15～PH0
（MCU拡張モード時） 

PV
CC

1 

-0.5 

－ － V I
OH
＝200μA 

PV
CC

1＝3.3V±0.3V 

CK、TDO V
CC

-0.5 － － V I
OH
＝200μA 

PV
CC

 

-0.5 

－ － V I
OH
＝200μA 

出力ハイレベル 
電圧 

その他の出力端子 

V
OH

 

PV
CC

 

-1.0 

－ － V I
OH
＝1mA 

A21～A0、D15～D0、CS3～CS0、WRH、
WRL、RD、BACK（MCU拡張モード時）

－ － 0.4 V I
OL
＝1.6mA 

PV
CC

1＝3.3V±0.3V 

PE15～PE0、PF15～PF0、PH15～PH0
（MCU拡張モード時） 

－ － 0.4 V I
OL
＝1.6mA 

PV
CC

1＝3.3V±0.3V 

－ － 0.4 V I
OL
＝1.6mA 

出力ローレベル 
電圧 

その他の出力端子（XTALを除く） 

V
OL

 

－ － 1.2 V I
OL
＝6mA 

RES － － 60 pF Vin＝0V 

NMI － － 30 pF f＝1MHz 

入力容量 

その他の全入力端子 

Cin 

－ － 20 pF T
a
＝25℃ 

－ 100 150 f＝80MHz（SH7058SF）通常動作時 

－ 130 180 

mA 

f＝80MHz（SH7059F）

－ 80 130 f＝80MHz（SH7058SF）スリープ時 

－ 90 160 

mA 

f＝80MHz（SH7059F）

－ － 300 μA T
a
≦50℃ 

－ － 750 μA 50℃＜T
a
≦105℃ 

スタンバイ時（2.4V≦Vcc≦3.6V） 

－ － 1000 μA 105℃＜T
a
≦125℃ 

－ 110 170 V
CC
＝3.3V 

f＝80MHz（SH7058SF）

消費電流 

書き込み動作時 

I
CC

 

－ 140 200 

mA 

V
CC
＝3.3V 

f＝80MHz（SH7059F）

A/D変換中 － 4.5 12 mA  アナログ電源電流 

A/D変換待機時、スタンバイ時 

AI
CC

 

－ 1.0 30 μA  

A/D変換中、A/D変換待機時 － 1.1 5 mA AV
ref
＝5.0V 基準電源電流 

スタンバイ時 

AI
ref

 

－ 1.1 30 μA  

RAMスタンバイ電圧 V
RAM

 2.4 － － V V
CC

 

【使用上の注意】 
 1. A/D変換器を使用しないときに、AVCC、AVref、AVSS端子を開放しないでください。 

 2. 消費電流は、VIHmin＝VCC-0.3V/PVCC-0.3V、VIL＝0.3Vの条件で、すべての出力端子を無負荷状態にした場合の値です。 

 3. MCU拡張モード時の電源 PVCC1の動作保証電圧は PVCC1＝3.3V±0.3Vのみです。これ以外の電圧で使用しないでくださ

い。 

 4. MCUシングルチップモード時の電源 PVCC1の動作保証電圧は PVCC1＝5.0V±0.5Vのみです。これ以外の電圧で使用しな

いでください。 

【注】 *1 Ta≦105℃ 

 *2 Ta＞105℃ 
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表 29.5 出力許容電流値 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125℃、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85℃ 

項目 記号 min typ max 単位 

出力ローレベル許容電流（1端子当たり） IOL － － 6.0 mA 

出力ローレベル許容電流（総和） ∑IOL － － 80 mA 

出力ハイレベル許容電流（1端子当たり） IOH － － 2.0 mA 

出力ハイレベル許容電流（総和） ∑IOH － － 25 mA 

【使用上の注意】 

 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 29.5の値を超えないようにしてください。 
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29.3 AC特性 

29.3.1 電源投入・切断タイミング 

表 29.6電源投入・切断タイミング 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

VCC先行投入時間 tVCCS 0 － ms 図 29.1 

PVCC切断時 VCCホールド時間 tVCCH 0 － ms  

 

tVCCS

VCCmin

VCC
PLLVCC

PVCC1
PVCC2

PVCCmin

VCCmin

tVCCH

PVCCmin

 
図 29.1 電源投入・切断タイミング 

 

29.3.2 クロックタイミング 
表 29.7にクロックタイミングを示します。 

表 29.7 クロックタイミング 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

クロック周波数 fop 10 20 MHz 図 29.2 

クロックサイクル時間 tcyc 50 100 ns  

クロックローパルス幅 tCL 12 － ns  

クロックハイパルス幅 tCH 12 － ns  

クロック立ち上がり時間 tCR － 10 ns  

クロック立ち下がり時間 tCF － 10 ns  

EXTALクロック入力周波数 fEX 5 10 MHz 図 29.3 

EXTALクロック入力サイクル時間 tEXcyc 100 200 ns  

EXTALクロック入力ローレベルパルス幅 tEXL 30 － ns  

EXTALクロック入力ハイレベルパルス幅 tEXH 30 － ns  

EXTALクロック入力立ち上がり時間 tEXR － 8 ns  

EXTALクロック入力立ち下がり時間 tEXF － 8 ns  

リセット発振安定時間 tOSC1 30 － ms 

スタンバイ復帰発振安定時間 tOSC2 30 － ms 

図 29.4 

【使用上の注意】 

  EXTAL、XTAL、CK端子は VCC＝3.3V±0.3V電源の回路です。DC特性に規定されている入力、出力電圧の規格値で使用して

ください。 

【注】 CK端子から出力するクロックは、周辺クロック（Pφ）です。 
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tcyc

tCH

tCF tCR

VOH
CK

VOH
 1/2VCC 1/2VCC

VOH

VOLVOL

tCL

【注】CK端子はVCC＝3.3V±0.3Vの電源回路です。
 

図 29.2 システムクロックタイミング 

 

tEXcyc

tEXH

tEXF tEXR

VIHEXTAL VIH
 1/2VCC 1/2VCC

VIH

VILVIL

tEXL

【注】EXTAL端子はVCC＝3.3V±0.3Vの電源回路です。
 

図 29.3 EXTALクロック入力タイミング 

 

CK

VCC

PVCC2

PVCC1

VCC min

PVCC min

tosc1

VIH
tosc1

tosc2

HSTBY

RES

 
図 29.4 発振安定時間 
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29.3.3 制御信号タイミング 
表 29.8に制御信号タイミングを示します。 

表 29.8 制御信号タイミング 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

RESパルス幅 tRESW 10 － tcyc 図 29.5 

RESセットアップ時間 tRESS 30 － ns  

MD2～MD0セットアップ時間*1 tMDS 10 － tcyc  

NMIセットアップ時間 tNMIS 30 － ns 図 29.6 

IRQ7～IRQ0セットアップ時間*2 
（エッジ検出時） 

tIRQES 30 － ns  

IRQ7～IRQ0セットアップ時間*2 
（レベル検出時） 

tIRQLS 30 － ns  

NMIホールド時間 tNMIH 30 － ns  

IRQ7～IRQ0ホールド時間 tIRQEH 30 － ns  

IRQOUT出力遅延時間 tIRQOD － 100 ns 図 29.7 

バスリクエストセットアップ時間 tBRQS 30 － ns 図 29.8*3 

バスアクノリッジ遅延時間 1 tBACKD1 － 30 ns  

バスアクノリッジ遅延時間 2 tBACKD2 － 30 ns  

バススリーステート遅延時間 tBZD － 30 ns  

【使用上の注意】 
 *1 表 29.3で規定されていないモードを入力した場合は「29.6.2 モード端子入力に関する注意事項」を参照してください。 

 *2 RES、NMIおよび IRQ7～IRQ0信号は非同期入力ですが、ここに示されたセットアップが守られた場合クロックの立ち下
がりで変化が生じたものとして判定されます。セットアップを守れない場合次のクロック立ち下がりまで認識が遅れるこ

とがあります。 

 *3 MCU拡張モード時の電源 PVCC1の動作保証電圧は PVCC1＝3.3V±0.3Vのみです。これ以外の電圧で使用しないでくださ

い。 

 

tRESS

tMDS

【注】RES端子は図示のVIL、VIHの規定

VOH

VIH＝VCC-0.5V

VIH＝VCC-0.5V VIH＝VCC-0.5V

VIL＝0.5V

VIL＝0.5V VIL＝0.5V

tRESS

tRESW

CK

MD2～
MD0

RES

 
図 29.5 リセット入力タイミング 
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VIH＝
VCC-0.5V

VIH＝
VCC-0.5V
VIL＝0.5VVIL＝0.5V

tNMIStNMIH

VIH

VOL VOL

VIL

VIL

tIRQEStIRQEH

tIRQLS

CK

NMI

IRQエッジ

IRQレベル

【注】NMI端子は図示のVIL、VIHの規定
 

図 29.6 割り込み信号入力タイミング 

 

tIRQOD

VOH

VOL

tIRQOD

CK

IRQOUT

VOH

 
図 29.7 割り込み信号出力タイミング 

 

tBRQS

tBACKD1

tBRQS

tBZD

tBZD

Hi-Z

Hi-Z

VOL

VOLVOL

VOH

VOH

VOHVOH

VIH

tBACKD2

CK

BREQ  
（入力）

BACK  
（出力）

RD、 CSn、 

WRH、WRL

A21～A0、
D15～D0 

 
図 29.8 バス権解放タイミング 
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29.3.4 バスタイミング 
表 29.9にバスタイミングを示します。 

表 29.9 バスタイミング 
条件： VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3Vは VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

アドレス遅延時間 tAD － 35 ns 図 29.9、 

CS遅延時間 1 tCSD1 － 30 ns 図 29.10 

CS遅延時間 2 tCSD2 － 30 ns  

リードストローブ遅延時間 1 tRSD1 － 30 ns  

リードストローブ遅延時間 2 tRSD2 － 30 ns  

リードデータセットアップ時間 tRDS 15 － ns  

リードデータホールド時間 tRDH 0 － ns  

ライトストローブ遅延時間 1 tWSD1 － 30 ns  

ライトストローブ遅延時間 2 tWSD2 － 30 ns  

ライトデータ遅延時間 tWDD － 30 ns  

ライトデータホールド時間 tWDH tcyc×m － ns  

WAITセットアップ時間 tWTS 15 － ns 図 29.11 

WAITホールド時間 tWTH 0 － ns  

リードデータアクセス時間 tACC tcyc×(n+1.5)-39 － ns 図 29.9、 

リードストローブからのアクセス時間 tOE tcyc×(n+1.0)-39 － ns 図 29.10 

書き込みアドレスセットアップ時間 tAS 0 － ns  

書き込みアドレス保持時間 tWR 5 － ns  

【記号説明】 

n ：ウェイト数 

m=1 ：CSアサート拡張サイクル 

m=0 ：通常サイクル（CSアサート非拡張サイクル） 

【使用上の注意】 

  MCU拡張モード時の電源 PVCC1の動作保証電圧は PVCC1＝3.3V±0.3Vのみです。これ以外の電圧で使用しないでください。 
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 T1

 tAD

 VOH

 VOL

 T2

 tCSD1

 tRSD1  tOE  tRSD2

 tRDS tACC

 tAS

 tRDH

tWSD2 tWRtWSD1

 tCSD2

tWDH tWDD

【注】　tRDH：A21～A0、 CSn、 RDの最も早いネゲートタイミングから規定

CK

A21～A0

CSn

RD  
（リード時）

WRx  
（ライト時）

D15～D0  
（リード時）

D15～D0  
（ライト時）

 
図 29.9 基本サイクル（ノーウェイト） 
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 T1

 tAD

 TW  T2

 tCSD1

VOL

VOH

 tRSD1 tOE  tRSD2

 tRDS tACC

 tAS

tRDH

tWSD2 tWRtWSD1

 tCSD2

 tWDH tWDD

【注】　tRDH：A21～A0、CSn、RDの最も早いネゲートタイミングから規定

CK

A21～A0

CSn

RD  
（リード時）

WRx  
（ライト時）

D15～D0  
（リード時）

D15～D0  
（ライト時）

 
図 29.10 基本サイクル（1ソフトウェアウェイト） 
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tWTH tWTHtWTS tWTS

CK

A21～A0

CSn

RD

（リード時）

D15～D0
（リード時）

D15～D0
（ライト時）

WRx

（ライト時）

WAIT

T1 TW TW TWO T2

【注】tRDH：A21～A0、CSn、RDの最も早いネゲートタイミングから規定
 

図 29.11 基本サイクル（2ソフトウェアウェイト＋WAIT信号によるウェイト） 
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29.3.5 アドバンストタイマユニットタイミング 
アドバンストパルスコントローラタイミング 

表 29.10にアドバンストタイマユニットタイミング、アドバンストパルスコントローラタイミングを示します。 

表 29.10 アドバンストタイマユニットタイミング、アドバンストパルスコントローラタイミング 
条件： VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

アウトプットコンペア出力遅延時間 tTOCD － 100 ns 図 29.12 

インプットキャプチャ入力セットアップ時間 tTICS 24 － ns  

PULS出力遅延時間 tPLSD － 100 ns  

タイマクロック入力セットアップ時間 tTCKS 24 － ns 図 29.13 

タイマクロックパルス幅（単エッジ指定） tTCKWH/L 1.5 － tcyc  

タイマクロックパルス幅（両エッジ指定） tTCKWH/L 2.5 － tcyc  

 

tTOCD

VOH

VOL VOLCK

タイマ出力

インプット
キャプチャ入力

PULS出力

tTICS

tPLSD
 

図 29.12 ATU入出力タイミング、APC出力タイミング 

 

VOL VOL

tTCKS tTCKS

tTCKWL tTCKWH

CK

TCLKA、TCLKB

 
図 29.13 ATUクロック入力タイミング 
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29.3.6 I/Oポートタイミング 
表 29.11に I/Oポートタイミングを示します。 

表 29.11 I/Oポートタイミング 
条件：VCC＝PLLVCC=3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

ポート出力データ遅延時間 tPWD － 100 ns 図 29.14 

ポート入力ホールド時間 tPRH 30 － ns  

ポート入力セットアップ時間 tPRS 30 － ns  

【使用上の注意】 

   MCUシングルチップモード時の電源 PVCC1の動作保証電圧は PVCC1＝5.0V±0.5Vのみです。これ以外の電圧で使用しないでく

ださい。 

 

tPRS tPRH

tPWD

CK

ポート
（リード）

ポート
（ライト）

 
図 29.14 I/Oポート入出力タイミング 

 

29.3.7 ウォッチドッグタイマタイミング 
表 29.12にウォッチドッグタイマタイミングを示します。 

表 29.12 ウォッチドッグタイマタイミング 
条件： VCC＝PLLVCC=3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

WDTOVF遅延時間 tWOVD － 100 ns 図 29.15 

 

tWOVDtWOVD

VOH VOHCK

WDTOVF

 
図 29.15 ウォッチドッグタイマタイミング 
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29.3.8 シリアルコミュニケーションインタフェースタイミング 
表 29.13にシリアルコミュニケーションインタフェースタイミングを示します。 

表 29.13 シリアルコミュニケーションインタフェースタイミング 
条件： VCC＝PLLVCC=3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

クロックサイクル tscyc 4 － tcyc 図 29.16 

クロックサイクル（クロック同期） tscyc 6 － tcyc  

クロックパルス幅 tsckw 0.4 0.6 tscyc  

入力クロック立ち上がり時間 tsckr － 1.5 tcyc  

入力クロック立ち下がり時間 tsckf － 1.5 tcyc  

送信データ遅延時間 tTxD － 100 ns 図 29.17 

受信データセットアップ時間 tRxS 100 － ns  

受信データホールド時間 tRxH 100 － ns  

 

tsckw

VIH VIH VIH VIH

VIL VIL VIL
SCK0～SCK4

tsckr tsckf

tscyc

 
図 29.16 入力クロックタイミング 

 

tscyc

SCK0～SCK4
（入力/出力）

TxD0～TxD4  
（送信データ）

RxD0～RxD4  
（受信データ）

SCI入出力タイミング（クロック同期モード）

tTxD

tRxS tRxH

VOL
VOH

CK

TxD0～TxD4  
（送信データ）

RxD0～RxD4  
（受信データ）

SCI入出力タイミング（調歩同期モード）

tTxD

tRxS tRxH

 
図 29.17 SCI入出力タイミング 
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29.3.9 HCAN-IIタイミング 
表 29.14に HCAN-IIタイミングを示します。 

表 29.14 HCAN-IIタイミング 
条件： VCC＝PLLVCC=3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

送信データ遅延時間 tHTxD － 100 ns 図 29.18 

受信データセットアップ時間 tHRxS 100 － ns  

受信データホールド時間 tHRxH 100 － ns  

【使用上の注意】 

  HCAN入力信号は非同期ですが、下図に示された CK立ち上がりで変化が生じたものとして判定されます。HCAN出力信号は、

下図に示された CK立ち上がりを基準に変化します。 

 

VOH VOH
CK

HTxD0、HTxD1 
（送信データ）

HRxD0、HRxD1  
（受信データ）

tHTxD

tHRxS tHRxH

 
図 29.18 HCAN-II入出力タイミング 

 

29.3.10 A/D変換器タイミング 
表 29.15に A/D変換器タイミングを示します。 

表 29.15 A/D変換器タイミング 
条件： VCC＝PLLVCC=3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 CKS=0:fop=10～20MHz CKS=1:fop=10MHz 単位 参照図 

  min typ max min typ max   

外部トリガ入力開始 
遅延時間 

tTRGS 50 － － 50 － － ns 図 29.19

A/D変換時間 tCONV 259 － 266 131 － 134 tcyc 図 29.20

A/D変換開始遅延時間 tD 10 － 17 6 － 9 tcyc  

入力サンプリング時間 tSPL － 64 － － 32 － tcyc  

ADEND出力遅延時間 tADENDD － － 100 － － 100 ns  

 

CK

ADTRG入力

ADCR
（ADST＝1セット）

tTRGS

VOL VOL

 
図 29.19 外部トリガ入力タイミング 
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CK

アドレス

アナログ入力
サンプリング信号

ADF

tCONV

tD tSPL

（3ステート） （～14ステート）

ライトサイクルA/D同期化時間

CK

ADEND

tADENDD

VOH VOH

tADENDD

 
図 29.20 アナログ変換タイミング 

 

29.3.11 MTADタイミング 
表 29.16にMTADタイミングを示します。 

表 29.16 MTADタイミング 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

tLH － 100 ns 遅延時間 

tHL － 100 ns 

図 29.21 

 

CK

ADTO0A
ADTO0B
ADTO1A
ADTO1B

tLH tHL

 
図 29.21 ADTO0A、0B、1A、1B出力タイミング 
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29.3.12 H-UDIタイミング 
表 29.17に H-UDIタイミングを示します。 

表 29.17 H-UDIタイミング 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

TCKクロックサイクル ttcyc 2 － tcyc 図 29.22 

TCKクロックハイレベル幅 tTCKH 0.4 0.6 ttcyc  

TCKクロックローレベル幅 tTCKL 0.4 0.6 ttcyc  

TRSTパルス幅 tTRSW 20 － ttcyc 図 29.23 

TRSTセットアップ時間 tTRSS 30 － ns  

TMSセットアップ時間 tTMSS 30 － ns 図 29.24 

TMSホールド時間 tTMSH 10 － ns  

TDIセットアップ時間 tTDIS 30 － ns  

TDIホールド時間 tTDIH 10 － ns  

TDO遅延時間 1 tTDOD1 － 30 ns  

TDO遅延時間 2 tTDOD2 － 30 ns 図 29.25 

【使用上の注意】 

  H-UDI端子は VCC＝3.3V±0.3V電源の回路です。DC特性に規定されている入力、出力電圧の規定値で使用してください。 

 

tTCKH

ttcyc

VIH
TCK

VIH

VIL VIL

VIH

tTCKL

 
図 29.22 H-UDIクロックタイミング 

 

tTRSS tTRSS

VIL

VIL VIL

VIL
TCK

TRST

tTRSW

 
図 29.23 H-UDI TRSTタイミング 
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TCK

TMS

TDI

TDO

tTMSS tTMSH

VIL

VIH VIH

tTDIS tTDIH

tTDOD1 tTDOD1

 
図 29.24 H-UDI入出力タイミング 

 

TCK

TMS

TDI

TDO

tTMSS tTMSH

VIL

VIH

VIL

tTDIS tTDIH

tTDOD2

VIL

tTDOD2

 
図 29.25 H-UDI入出力タイミング（IEEE1149.1対応のインストラクション実行時） 
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29.3.13 AUDタイミング 
表 29.18に AUDタイミングを示します。 

表 29.18 AUDタイミング 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min max 単位 参照図 

AUDRSTパルス幅（ブランチトレース時） tAUDRSTW 10 － tcyc 図 29.26 

AUDRSTパルス幅（RAMモニタ時） tAUDRSTW 5 － tRMCYC  

AUDMDセットアップ時間 
（ブランチトレース時） 

tAUDMDS 10 － tcyc  

AUDMDセットアップ時間（RAMモニタ時） tAUDMDS 5 － tRMCYC  

ブランチトレースクロックサイクル tBTCYC 1 1 tcyc 図 29.27 

ブランチトレースクロックデューティ tBTCKW 40 60 ％  

ブランチトレースデータ遅延時間 tBTDD － 40 ns  

ブランチトレースデータホールド時間 tBTDH 0 － ns  

ブランチトレース SYNC遅延時間 tBTSD － 40 ns  

ブランチトレース SYNCホールド時間 tBTSH 0 － ns  

RAM モニタクロックサイクル tRMCYC 100 － ns 図 29.28 

RAM モニタクロックローパルス幅 tRMCKW 45 － ns  

RAM モニタ出力データ遅延時間 tRMDD 7 tRMCYC-20 ns  

RAM モニタ出力データホールド時間 tRMDHD 5 － ns  

RAM モニタ入力データセットアップ時間 tRMDS 20 － ns  

RAMモニタ入力データホールド時間 tRMDH 5 － ns  

RAMモニタ SYNCセットアップ時間 tRMSS 20 － ns  

RAMモニタ SYNCホールド時間 tRMSH 5 － ns  

【注】 

負荷条件 ： AUDCK（ブランチトレース時） ：CL＝30pF、それ以外 CL＝100pF 

  AUDSYNC ：CL＝100pF 

  AUDATA3～0 ：CL＝100pF 

 

tRMCYC

tAUDRSTW

tAUDMDS

tcyc

CK

   AUDCK（入力）
（RAMモニタ時）

AUDRST  

AUDMD  

（ブランチトレース時）

 
図 29.26 AUDリセットタイミング 
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AUDCK
(出力）

AUDATA3～0
（出力）

AUDSYNC

（出力）

tBTDD

tBTSD

tBTCKW tBTCYC

tBTDH

tBTSH

 
図 29.27 ブランチトレース時タイミング 

 

AUDCK
（入力）

AUDATA3～0
（出力）

AUDATA3～0
（入力）

AUDSYNC

（入力）

tRMDD

tRMDS

tRMSS

tRMDH

tRMCYC tRMCKW

tRMDHD

tRMSH

 
図 29.28 RAMモニタ時タイミング 

 

29.3.14 UBCトリガタイミング 
表 29.19に UBCトリガタイミングを示します。 

表 29.19 UBCトリガタイミング 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125℃、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85℃ 

項目 記号 min max 単位 参照図 

UBCTRG遅延時間 tUBCTGD － 35 ns 図 29.29 
 

VOH
CK

UBCTRG

tUBCTGD

 
図 29.29 UBCトリガタイミング 
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29.3.15 シンクロナスシリアルコミュニケーションユニットタイミング 
表 29.20にシンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）タイミングを示します。 

表 29.20 SSUタイミング 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125℃、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85℃ 

項目 記号 min max 単位 参照図 

クロックサイクル tSUcyc 4 256 tcyc 図 29.30 
クロックハイレベルパルス幅 tHI 0.3 － tSUcyc 図 29.31 
クロックローレベルパルス幅 tLO 0.3 － tSUcyc  
クロック立ち上がり時間 tRISE － 20 ns  
クロック立ち下がり時間 tFALL － 20 ns  
データ入力カセットアップ時間 tSU 40 － ns  
データ入力ホールド時間 tH 10 － ns  
SCSセットアップ時間 tLEAD 0.3 － tSUcyc  
SCSホールド時間 tLAG 0.3 － tSUcyc  
データ出力遅延時間 tOD － 20 ns  
データ出力ホールド時間 tOH -30 － ns  
連続送信遅延時間 tTD 0.3 － tSUcyc  
 

SSCK（出力）
CPOS=0

SCS（出力）

SSCK（出力）
CPOS=1

SSO（出力）

SSI（入力）

tLEAD

tSU tH

tOD

tFALL tRISE

tSUcyc

tLAG

tOH

tLO

tHI

tHI

tLO

tTD

 
図 29.30 SSUタイミング（CPHS＝1） 
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SSCK（出力）
CPOS=0

SCS（出力）

SSCK（出力）
CPOS=1

SSO（出力）

SSI（入力）

tLEAD

tSU tH

tOD

tFALL tRISE

tSUcyc

tLAG

tOH

tLO

tHI

tHI

tLO

tTD

 
図 29.31 SSUタイミング（CPHS=0） 

 

29.3.16 AC特性測定条件 
入力参照レベル Highレベル：VIH min値、Lowレベル：VIL max値 
出力参照レベル Highレベル：2.0V、Lowレベル：0.8V 

 

IOL

IOH

CL
VREFV

DUT出力LSI出力端子

CLは測定治具等の容量も含んだ合計値で、各端子により、以下のように設定されています。
30pF  ：CK、CS3～CS0、BREQ、BACK、IRQOUT、AUDCK
50pF  ：A21～A0、D15～D0、RD、WRH、WRL、TDO
100pF：AUDATA3～0、AUDSYNC
30pF  ：上記以外のポート出力および周辺モジュール出力端子
IOL、IOHはIOL＝1.6mA、IOH＝200μAの条件です。

【注】

 
図 29.32 出力負荷回路 
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29.4 A/D変換器特性 
表 29.21に A/D変換器特性を示します。 

表 29.21 A/D変換器特性 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

CKS=0:fop=10～20MHz CKS=1:fop=10MHz 単位 項目 

min typ max min typ max  

分解能 10 10 10 10 10 10 ビット 

A/D変換時間 － － 13.3 － － 13.4 μs 

アナログ入力容量 － － 20 － － 20 pF 

許容アナログ信号源インピーダンス － － 3 － － 3 kΩ 

±1.5*1 ±1.5*1 非直線性誤差 － － 

±2.0*2 

－ － 

±2.0*2 

LSB 

±1.5*1 ±1.5*1 オフセット誤差 － － 

±2.0*2 

－ － 

±2.0*2 

LSB 

±1.5*1 ±1.5*1 フルスケール誤差 － － 

±2.0*2 

－ － 

±2.0*2 

LSB 

量子化誤差 － － ±0.5 － － ±0.5 LSB 

±2.0*1 ±2.0*1 絶対誤差 － － 

±2.5*2 

－ － 

±2.5*2 

LSB 

【注】 *1 Ta≦105℃ 

 *2 Ta＞105℃ 
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29.5 フラッシュメモリ特性 

29.5.1 SH7058S 
表 29.22にフラッシュメモリ特性を示します。 

表 29.22フラッシュメモリ特性 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min typ max 単位 

書き込み時間*1*2*4 tP － 1 20 ms/128バイト 

消去時間*1*3*5 tE － 1.3 3.5 s/ブロック 

書き換え回数 NWEC 100 － － 回 

【注】 *1 書き込み/消去は内蔵の書き込み/消去ルーチンを使用してください。 

 *2 all0書き込みの場合。 

 *3 128KBブロックの場合。 

 *4 総書き換え時間（書き込み時間＋消去時間）は以下のようになります。 

  20s（typ）、35s（参考値）、50s（max） 

  ただし、参考値以内に入るのは 90％です。 

 *5 tEは typ値近傍を中心に分布します。 

 

29.5.2 SH7059 
表 29.23にフラッシュメモリ特性を示します。 

表 29.23フラッシュメモリ特性 
条件：VCC＝PLLVCC＝3.3V±0.3V、PVCC1＝5.0V±0.5V/3.3V±0.3V、PVCC2＝5.0V±0.5V、AVCC＝5.0V±0.5V、AVref＝4.5V～AVCC、 

VSS＝PLLVSS＝AVSS＝0V、Ta＝-40～125°C、PVCC1＝3.3V±0.3V時は VCC＝PVCC1、内蔵フラッシュメモリのW/E時は 
Ta＝-40～85°C 

項目 記号 min typ max 単位 

書き込み時間*1*2*4 tP － 1 20 ms/128バイト 

消去時間*1*3*5 tE － 2.5 7 s/ブロック 

書き換え回数 NWEC 100 － － 回 

【注】 *1 書き込み/消去は内蔵の書き込み/消去ルーチンを使用してください。 

 *2 all0書き込みの場合。 

 *3 256KBブロックの場合。 

 *4 総書き換え時間（書き込み時間＋消去時間）は以下のようになります。 

  30s（typ）、50s（参考値）、75s（max） 

  ただし、参考値以内に入るのは 90％です。 

 *5 tEは typ値近傍を中心に分布します。 
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29.6 使用上の注意 
29.6.1 VCLコンデンサ接続方法 
本 LSIでは、マイコン内部の電源電圧を自動的に最適なレベルに電圧降下するための内部降圧回路を内蔵しています。

この内部降圧電源（VCL端子）と VSS端子間には、内部電圧安定用のコンデンサ（0.33～0.47μF）を接続する必要があり
ます。外付けコンデンサ接続方法を図 29.33に示します。外付けコンデンサは端子の近くに配置してください。VCL端子
には、電源電圧を印加しないでください。 
 

0.33～0.47μF 1個

0.33～0.47μF 1個

VCL端子には、電源電圧を印加しないでください。
コンデンサは積層セラミックコンデンサ（0.33～0.47μFを各VCL端子に1個）
を使用し、端子の近くに配置してください。

0.33～0.47μF 1個

VCL

VCL VSS

VSS

VCL

VSS

電源安定化用外付け
コンデンサ

【注】

 
図 29.33 VCLコンデンサ接続方法 
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29.6.2 モード端子入力に関する注意事項 
本電気的特性は、表 29.3に規定しているモード端子（FWE、MD2～0）の組み合わせに対して特性を規定しています。

表 29.3の組み合わせ以外は特性の保証はできません。 
電源投入時およびハードウェアスタンバイ時のモードセットアップ時間は、tMDS1で規定されます。 
RES端子のみによるパワーオンリセット時のモードセットアップ時間は、FWE,MD2～0端子に入力する組み合わせに

より規定が異なります。FWE,MD2～0端子に、表 29.3で規定しているモードを入力し動作している状態で RES端子にロ
ーレベルを入力した場合は、tMDS2で規定されますが、FWE,MD2～0端子に、表 29.3で規定している組み合わせ以外の
組み合わせを入力した場合は、tMDS1で規定されます。 
 

表 29.24 モード端子入力タイミング 
項目 記号 min typ max 単位 備考 

モードセットアップ時間 1 tMDS1 30 - - ms 図 29.34 

モードセットアップ時間 2 tMDS2 10 - - tCYC  

 

tVCCS

VCC
PLLVCC

PVCC1
PVCC1

VCCMIN

PVCCMIN

tOSC1

tMDS1

tOSC1

tMDS1

tMDS1またはtMDS2

HSTBY

RES

FWE、MD2～0

 
図 29.34 モード端子入力タイミング 
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付録 

A. 内蔵周辺モジュールレジスタ 

A.1 アドレス一覧 
内蔵周辺モジュールのレジスタのアドレスとビット名を以下に示します。 
16ビット、32ビットレジスタは、8ビットずつ 2段または 4段で表しています。 

表 A.1 アドレス一覧 
ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD000 － － － － － － － － 

H'FFFFD001 

MCR 

MCR7 － MCR5 － － MCR2 MCR1 MCR0 

H'FFFFD002 － － － － － － － － 

H'FFFFD003 

GSR 

－ － GSR5 GSR4 GSR3 GSR2 GSR1 GSR0 

H'FFFFD004 TSEG13 TSEG12 TSEG11 TSEG10 － TSEG22 TSEG21 TSEG20 

H'FFFFD005 

BCR1 

－ － SJW1 SJW0 － － － BSP 

H'FFFFD006 － － － － － － － － 

H'FFFFD007 

BCR0 

BRP7 BRP6 BRP5 BRP4 BRP3 BRP2 BRP1 BRP0 

H'FFFFD008 IRR15 IRR14 IRR13 IRR12 IRR11 IRR10 IRR9 IRR8 

H'FFFFD009 

IRR 

IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0 

H'FFFFD00A IMR15 IMR14 IMR13 IMR12 IMR11 IMR10 IMR9 IMR8 

H'FFFFD00B 

IMR 

IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 IMR0 

H'FFFFD00C TEC7 TEC6 TEC5 TEC4 TEC3 TEC2 TEC1 TEC0 

H'FFFFD00D 

TEC/ 

REC REC7 REC6 REC5 REC4 REC3 REC2 REC1 REC0 

          

H'FFFFD020 TXPR1[15] TXPR1[14] TXPR1[13] TXPR1[12] TXPR1[11] TXPR1[10] TXPR1[9] TXPR1[8] 

H'FFFFD021 

TXPR1 

TXPR1[7] TXPR1[6] TXPR1[5] TXPR1[4] TXPR1[3] TXPR1[2] TXPR1[1] TXPR1[0] 

H'FFFFD022 TXPR0[15] TXPR0[14] TXPR0[13] TXPR0[12] TXPR0[11] TXPR0[10] TXPR0[9] TXPR0[8] 

H'FFFFD023 

TXPR0 

TXPR0[7] TXPR0[6] TXPR0[5] TXPR0[4] TXPR0[3] TXPR0[2] TXPR0[1] － 

          

H'FFFFD028 TXCR1[15] TXCR1[14] TXCR1[13] TXCR1[12] TXCR1[11] TXCR1[10] TXCR1[9] TXCR1[8] 

H'FFFFD029 

TXCR1 

TXCR1[7] TXCR1[6] TXCR1[5] TXCR1[4] TXCR1[3] TXCR1[2] TXCR1[1] TXCR1[0] 

H'FFFFD02A TXCR0[15] TXCR0[14] TXCR0[13] TXCR0[12] TXCR0[11] TXCR0[10] TXCR0[9] TXCR0[8] 

H'FFFFD02B 

TXCR0 

TXCR0[7] TXCR0[6] TXCR0[5] TXCR0[4] TXCR0[3] TXCR0[2] TXCR0[1] － 

          

HCAN0 

（チャネル 0）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD030 TXACK1 [15] TXACK1 [14] TXACK1 [13] TXACK1 [12] TXACK1 [11] TXACK1 [10] TXACK1 [9] TXACK1 

[8] 

H'FFFFD031 

TXACK1 

TXACK1[7] TXACK1[6] TXACK1[5] TXACK1[4] TXACK1[3] TXACK1[2] TXACK1[1] TXACK1[0] 

H'FFFFD032 TXACK0 

[15] 

TXACK0 

[14] 

TXACK0 

[13] 

TXACK0 

 [12] 

TXACK0 

[11] 

TXACK0 

 [10] 

TXACK0 

 [9] 

TXACK0  

[8] 

H'FFFFD033 

TXACK0 

TXACK0[7] TXACK0[6] TXACK0[5] TXACK0[4] TXACK0[3] TXACK0[2] TXACK0[1] TXACK0[0] 

          

H'FFFFD038 ABACK1 [15] ABACK1 [14] ABACK1 [13] ABACK1 [12] ABACK1 [11] ABACK1 [10] ABACK1 [9] ABACK1 [8] 

H'FFFFD039 

ABACK1 

ABACK1 [7] ABACK1 [6] ABACK1 [5] ABACK1 [4] ABACK1 [3] ABACK1 [2] ABACK1 [1] ABACK1 [0] 

H'FFFFD03A ABACK0 

[15] 

ABACK0 

[14] 

ABACK0 

[13] 

ABACK0 

 [12] 

ABACK0 

[11] 

ABACK0 

 [10] 

ABACK0 

 [9] 

ABACK0  

[8] 

H'FFFFD03B 

ABACK0 

ABACK0 [7] ABACK0 [6] ABACK0 [5] ABACK0 [4] ABACK0 [3] ABACK0 [2] ABACK0 [1] － 

          

H'FFFFD040 RXPR1[15] RXPR1[14] RXPR1[13] RXPR1[12] RXPR1[11] RXPR1[10] RXPR1[9] RXPR1[8] 

H'FFFFD041 

RXPR1 

RXPR1[7] RXPR1[6] RXPR1[5] RXPR1[4] RXPR1[3] RXPR1[2] RXPR1[1] RXPR1[0] 

H'FFFFD042 RXPR0[15] RXPR0[14] RXPR0[13] RXPR0[12] RXPR0[11] RXPR0[10] RXPR0 [9] RXPR0[8] 

H'FFFFD043 

RXPR0 

RXPR0 [7] RXPR0 [6] RXPR0[5] RXPR0[4] RXPR0 [3] RXPR0[2] RXPR0[1] RXPR0 [0] 

          

H'FFFFD048 RFPR1 [15] RFPR1 [14] RFPR1 [13] RFPR1 [12] RFPR1 [11] RFPR1 [10] RFPR1 [9] RFPR1 [8] 

H'FFFFD049 

RFPR1 

RFPR1[7] RFPR1[6] RFPR1[5] RFPR1[4] RFPR1[3] RFPR1[2] RFPR1[1] RFPR1[0] 

H'FFFFD04A RFPR0 [15] RFPR0 [14] RFPR0 [13] RFPR0 [12] RFPR0 [11] RFPR0 [10] RFPR0 [9] RFPR0 [8] 

H'FFFFD04B 

RFPR0 

RFPR0[7] RFPR0[6] RFPR0[5] RFPR0[4] RFPR0[3] RFPR0[2] RFPR0[1] RFPR0[0] 

          

H'FFFFD050 MBIMR1 [15] MBIMR1 [14] MBIMR1 [13] MBIMR1 [12] MBIMR1 [11] MBIMR1 [10] MBIMR1 [9] MBIMR1 [8] 

H'FFFFD051 

MBIMR1 

MBIMR1[7] MBIMR1[6] MBIMR1[5] MBIMR1[4] MBIMR1[3] MBIMR1[2] MBIMR1[1] MBIMR1[0] 

H'FFFFD052 MBIMR0 [15] MBIMR0 [14] MBIMR0 [13] MBIMR0 [12] MBIMR0 [11] MBIMR0 [10] MBIMR0 [9] MBIMR0 [8] 

H'FFFFD053 

MBIMR0 

MBIMR0[7] MBIMR0[6] MBIMR0[5] MBIMR0[4] MBIMR0[3] MBIMR0[2] MBIMR0[1] MBIMR0[0] 

          

H'FFFFD058 UMSR1 [15] UMSR1 [14] UMSR1 [13] UMSR1 [12] UMSR1 [11] UMSR1 [10] UMSR1 [9] UMSR1 [8] 

H'FFFFD059 

UMSR1 

UMSR1[7] UMSR1[6] UMSR1[5] UMSR1[4] UMSR1[3] UMSR1[2] UMSR1[1] UMSR1[0] 

H'FFFFD05A UMSR0 [15] UMSR0 [14] UMSR0 [13] UMSR0 [12] UMSR0 [11] UMSR0 [10] UMSR0 [9] UMSR0 [8] 

H'FFFFD05B 

UMSR0 

UMSR0[7] UMSR0[6] UMSR0[5] UMSR0[4] UMSR0[3] UMSR0[2] UMSR0[1] UMSR0[0] 

H'FFFFD05C-7

F 

 － － － － － － － － 

          

HCAN0 

（チャネル 0）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD080 TCNTR15 TCNTR14 TCNTR13 TCNTR12 TCNTR11 TCNTR10 TCNTR9 TCNTR8 

H'FFFFD081 

TCNTR 

TCNTR7 TCNTR6 TCNTR5 TCNTR4 TCNTR3 TCNTR2 TCNTR1 TCNTR0 

H'FFFFD082 TCR15 TCR14 TCR13 TCR12 TCR11 TCR10 TCR9 － 

H'FFFFD083 

TCR 

TCR7 － TCR5 TCR4 TCR3 TCR2 TCR1 TCR0 

H'FFFFD084 － － － － － － － － 

H'FFFFD085 

TSR 

－ － － TSR4 TSR3 TSR2 TSR1 TSR0 

H'FFFFD086 TDCR15 TDCR14 TDCR13 TDCR12 TDCR11 TDCR10 TDCR9 TDCR8 

H'FFFFD087 

TDCR 

TDCR7 TDCR6 TDCR5 TDCR4 TDCR3 TDCR2 TDCR1 TDCR0 

H'FFFFD088 LOSR15 LOSR14 LOSR13 LOSR12 LOSR11 LOSR10 LOSR9 LOSR8 

H'FFFFD089 

LOSR 

LOSR7 LOSR6 LOSR5 LOSR4 LOSR3 LOSR2 LOSR1 LOSR0 

H'FFFFD08A － － － － － － － － 

H'FFFFD08B 

ICR0_cc 

－ － － － ICCR0_cc3 ICCR0_cc2 ICCR0_cc1 ICCR0_cc0 

H'FFFFD08C ICR0_tm 

15 

ICR0_tm 

14 

ICR0_tm 

13 

ICR0_tm 

12 

ICR0_tm 

11 

ICR0_tm 

10 

ICR0_tm9 ICR0_tm8 

H'FFFFD08D 

ICR0_tm 

ICR0_tm7 ICR0_tm6  ICR0_tm5 ICR0_tm4 ICR0_tm3 ICR0_tm2 ICR0_tm1 ICR0_tm0 

H'FFFFD08E ICR1[15] ICR1[14] ICR1[13] ICR1[12] ICR1[11] ICR1[10] ICR1[9] ICR1[8] 

H'FFFFD08F 

ICR1 

ICR1[7] ICR1[6] ICR1[5] ICR1[4] ICR1[3] ICR1[2] ICR1[1] ICR1[0] 

H'FFFFD090 TCMR0[15] TCMR0[14] TCMR0[13] TCMR0[12] TCMR0[11] TCMR0[10] TCMR0[9] TCMR0[8] 

H'FFFFD091 

TCMR0 

TCMR0[7] TCMR0[6] TCMR0[5] TCMR0[4] TCMR0[3] TCMR0[2] TCMR0[1] TCMR0[0] 

H'FFFFD092 TCMR1 

[15] 

TCMR1 

[14] 

TCMR1 

[13] 

TCMR1 

[12] 

TCMR1 

[11] 

TCMR1 

[10] 

TCMR1 

[9] 

TCMR1 

[8] 

H'FFFFD093 

TCMR1 

TCMR1[7] TCMR1[6] TCMR1[5] TCMR1[4] TCMR1[3] TCMR1[2] TCMR1[1] TCMR1[0] 

H'FFFFD094 TCMR2 

[15] 

TCMR2 

[14] 

TCMR2 

[13] 

TCMR2 

[12] 

TCMR2 

[11] 

TCMR2 

[10] 

TCMR2 

[9] 

TCMR2 

[8] 

H'FFFFD095 

TCMR2 

TCMR2[7] TCMR2[6] TCMR2[5] TCMR2[4] TCMR2[3] TCMR2[2] TCMR2[1] TCMR2[0] 

H'FFFFD096 － － － － － － － － 

H'FFFFD097 

CCR 

－ － － － CCR3 CCR2 CCR1 CCR0 

H'FFFFD098 － － － － － － － － 

H'FFFFD099 

CMAX 

－ － － － CMAX3 CMAX2 CMAX1 CMAX0 

H'FFFFD09A － － － － － － － － 

H'FFFFD09B 

TMR 

－ － － － TMR3 TMR2 TMR1 － 

H'FFFFD09C － － － － － － － － 

H'FFFFD09D 

CCR-buf 

－ － － － CCR-buf3 CCR-buf2 CCR-buf1 CCR-buf0 

H'FFFFD09E － － － － － － － － 

H'FFFFD09F 

ICR0-buf 

－ － － － ICR0-buf3 ICR0-buf2 ICR0-buf1 ICR0-buf0 

          

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD0A0-F

F 

－ － － － － － － － － － 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD100 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD101 

MB0[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD102 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD103 

MB0[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD104 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD105 

MB0[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD106 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD107 

MB0[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD108 MSG_DATA_0 

H'FFFFD109 

MB0[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD10A MSG_DATA_2 

H'FFFFD10B 

MB0[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD10C MSG_DATA_4 

H'FFFFD10D 

MB0[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD10E MSG_DATA_6 

H'FFFFD10F 

MB0[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD110 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD111 

MB0[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD112 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD113 

MB0[17], 

[18] 

 

 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD114-1F － － － － － － － － － － 

H'FFFFD120 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD121 

MB1[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD122 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD123 

MB1[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD124 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD125 

MB1[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD126 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD127 

MB1[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD128 MSG_DATA_0 

H'FFFFD129 

MB1[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD12A MSG_DATA_2 

H'FFFFD12B 

MB1[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD12C MSG_DATA_4 

H'FFFFD12D 

MB1[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD12E MSG_DATA_6 

H'FFFFD12F 

MB1[13], 

[14] MSG_DATA_7 

HCAN0 

（チャネル 0）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD130 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD131 

MB1[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD132 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD133 

MB1[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD134-3F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD140 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD141  

MB2[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD142 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD143 

MB2[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD144 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD145  

MB2[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD146 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD147 

MB2[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD148 MSG_DATA_0 

H'FFFFD149  

MB2[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD14A MSG_DATA_2 

H'FFFFD14B 

MB2[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD14C MSG_DATA_4 

H'FFFFD14D  

MB2[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD14E MSG_DATA_6 

H'FFFFD14F 

MB2[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD150 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD151  

MB2[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD152 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD153 

MB2[17], 

[18]  

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD154-5F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD160 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD161  

MB3[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD162 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD163 

MB3[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD164 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD165  

MB3[4],   

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 

Rev.5.00  2010.02.23  付録-6 
RJJ09B0181-0500 

 

 
ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD166 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD167 

MB3[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD168 MSG_DATA_0 

H'FFFFD169  

MB3[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD16A MSG_DATA_2 

H'FFFFD16B 

MB3[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD16C MSG_DATA_4 

H'FFFFD16D  

MB3[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD16E MSG_DATA_6 

H'FFFFD16F 

MB3[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD170 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD171  

MB3[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD172 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD173 

MB3[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD174-7F  － － － － － － － － 

H'FFFFD180 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD181  

MB4[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD182 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD183 

MB4[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD184 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD185  

MB4[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD186 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD187 

MB4[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD188 MSG_DATA_0 

H'FFFFD189  

MB4[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD18A MSG_DATA_2 

H'FFFFD18B 

MB4[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD18C MSG_DATA_4 

H'FFFFD18D  

MB4[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD18E MSG_DATA_6 

H'FFFFD18F 

MB4[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD190 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD191  

MB4[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 

Rev.5.00  2010.02.23  付録-7 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD192 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD193 

MB4[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD194-9F  － － － － － － － － 

H'FFFFD1A0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD1A1  

MB5[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD1A2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD1A3 

MB5[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD1A4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD1A5  

MB5[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD1A6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD1A7 

MB5[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD1A8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD1A9  

MB5 [7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD1AA MSG_DATA_2 

H'FFFFD1AB 

MB5 [9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD1AC MSG_DATA_4 

H'FFFFD1AD  

MB5[11],  

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD1AE MSG_DATA_6 

H'FFFFD1AF 

MB5[13],  

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD1B0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD1B1  

MB5[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD1B2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD1B3 

MB5[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD1B4-B

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD1C0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD1C1  

MB6[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD1C2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD1C3 

MB6[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD1C4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD1C5  

MB6[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD1C6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD1C7 

MB6[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD1C8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD1C9  

MB6[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD1CA MSG_DATA_2 

H'FFFFD1CB 

MB6[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD1CC MSG_DATA_4 

H'FFFFD1CD 

MB6[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD1CE MSG_DATA_6 

H'FFFFD1CF 

MB6[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD1D0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD1D1  

MB6[15], 

[16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD1D2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD1D3 

MB6[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD1D4-D

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD1E0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD1E1  

MB7[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD1E2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD1E3 

MB7[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD1E4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD1E5  

MB7[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD1E6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD1E7 

MB7[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD1E8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD1E9  

MB7[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD1EA MSG_DATA_2 

H'FFFFD1EB 

MB7[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD1EC MSG_DATA_4 

H'FFFFD1ED  

MB7[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD1EE MSG_DATA_6 

H'FFFFD1EF 

MB7[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD1F0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD1F1  

MB7[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD1F2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD1F3 

MB7[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD1F4-F

F 

 － － － － － － － － － 

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD200 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD201  

MB8[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD202 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD203 

MB8[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD204 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD205  

MB8[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD206 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD207 

MB8[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD208 MSG_DATA_0 

H'FFFFD209  

MB8[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD20A MSG_DATA_2 

H'FFFFD20B 

MB8[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD20C MSG_DATA_4 

H'FFFFD20D  

MB8[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD20E MSG_DATA_6 

H'FFFFD20F 

MB8[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD210 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD211  

MB8[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD212 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD213 

MB8[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD214-1F  － － － － － － － － 

H'FFFFD220 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD221  

MB9[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD222 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD223 

MB9[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD224 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD225  

MB9[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD226 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD227 

MB9[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD228 MSG_DATA_0 

H'FFFFD229  

MB9[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD22A MSG_DATA_2 

H'FFFFD22B 

MB9[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD22C MSG_DATA_4 

H'FFFFD22D  

MB9[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD22E MSG_DATA_6 

H'FFFFD22F 

MB9[13], 

[14] MSG_DATA_7 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD230 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD231  

MB9[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD232 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD233 

MB9[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD234-3F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD240 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD241  

MB10[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD242 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD243 

MB10[2], 

[3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD244 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD245  

MB10[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD246 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD247 

MB10[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD248 MSG_DATA_0 

H'FFFFD249  

MB10[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD24A MSG_DATA_2 

H'FFFFD24B 

MB10[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD24C MSG_DATA_4 

H'FFFFD24D  

MB10 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD24E MSG_DATA_6 

H'FFFFD24F 

MB10 

[13],[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD250 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD251  

MB10 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD252 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD253 

MB10 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD254-5F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD260 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD261  

MB11 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD262 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD263 

MB11 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD264 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD265  

MB11[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD266 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD267 

MB11[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD268 MSG_DATA_0 

H'FFFFD269  

MB11[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD26A MSG_DATA_2 

H'FFFFD26B 

MB11[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD26C MSG_DATA_4 

H'FFFFD26D  

MB11 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD26E MSG_DATA_6 

H'FFFFD26F 

MB11 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD270 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD271  

MB11 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD272 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD273 

MB11 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD274-7F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD280 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD281  

MB12[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD282 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD283 

MB12[2], 

[3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD284 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD285 

MB12[4],  

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD286 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD287 

MB12[6]  

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD288 MSG_DATA_0 

H'FFFFD289  

MB12[7],  

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD28A MSG_DATA_2 

H'FFFFD28B 

MB12[9],  

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD28C MSG_DATA_4 

H'FFFFD28D  

MB12 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD28E MSG_DATA_6 

H'FFFFD28F 

MB12 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD290 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD291  

MB12 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 

Rev.5.00  2010.02.23  付録-12 
RJJ09B0181-0500 

 

 
ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD292 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD293 

MB12 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD294-9F  － － － － － － － － 

H'FFFFD2A0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD2A1  

MB13 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD2A2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD2A3 

MB13 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD2A4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD2A5  

MB13[4],  

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD2A6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD2A7 

MB13[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD2A8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD2A9  

MB13[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD2AA MSG_DATA_2 

H'FFFFD2AB 

MB13[9],  

 [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD2AC MSG_DATA_4 

H'FFFFD2AD  

MB13 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD2AE MSG_DATA_6 

H'FFFFD2AF 

MB13 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD2B0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD2B1  

MB13 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD2B2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD2B3 

MB13 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD2B4-B

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD2C0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD2C1  

MB14 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD2C2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD2C3 

MB14 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD2C4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD2C5  

MB14[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD2C6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD2C7 

MB14[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD2C8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD2C9  

MB14[7],  

 [8]*1 MSG_DATA_1 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD2CA MSG_DATA_2 

H'FFFFD2CB 

MB14[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD2CC MSG_DATA_4 

H'FFFFD2CD 

MB14 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD2CE MSG_DATA_6 

H'FFFFD2CF 

MB14 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD2D0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD2D1  

MB14 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD2D2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD2D3 

MB14 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD2D4-D

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD2E0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD2E1  

MB15 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD2E2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD2E3 

MB15 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD2E4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD2E5  

MB15[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD2E6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD2E7 

MB15[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD2E8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD2E9  

MB15[7],  

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD2EA MSG_DATA_2 

H'FFFFD2EB 

MB15[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD2EC MSG_DATA_4 

H'FFFFD2ED  

MB15 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD2EE MSG_DATA_6 

H'FFFFD2EF 

MB15 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD2F0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD2F1  

MB15 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD2F2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD2F3 

MB15 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD2F4-F

F 

 － － － － － － － － － 

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD300 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD301  

MB16 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD302 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD303 

MB16 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD304 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD305  

MB16[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD306 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD307 

MB16[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD308 MSG_DATA_0 

H'FFFFD309  

MB16[7],  

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD30A MSG_DATA_2 

H'FFFFD30B 

MB16[9],  

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD30C MSG_DATA_4 

H'FFFFD30D  

MB16 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD30E MSG_DATA_6 

H'FFFFD30F 

MB16 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD310 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD311  

MB16 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD312 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD313 

MB16 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD314-1F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD320 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD321  

MB17[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD322 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD323 

MB17[2], 

[3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD324 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD325  

MB17[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD326 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD327 

MB17[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD328 MSG_DATA_0 

H'FFFFD329  

MB17[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD32A MSG_DATA_2 

H'FFFFD32B 

MB17[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD32C MSG_DATA_4 

H'FFFFD32D  

MB17 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD32E MSG_DATA_6 

H'FFFFD32F 

MB17 

[13], [14] MSG_DATA_7 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 

Rev.5.00  2010.02.23  付録-15 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD330 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD331  

MB17 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD332 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD333 

MB17 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD334-3F  － － － － － － － － 

H'FFFFD340 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD341  

MB18 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD342 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD343 

MB18 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD344 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD345  

MB18 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD346 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD347 

MB18[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD348 MSG_DATA_0 

H'FFFFD349  

MB18[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD34A MSG_DATA_2 

H'FFFFD34B 

MB18[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD34C MSG_DATA_4 

H'FFFFD34D 

MB18 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD34E MSG_DATA_6 

H'FFFFD34F 

MB18 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD350 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD351  

MB18 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD352 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD353 

MB18 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD354-5F  － － － － － － － － 

H'FFFFD360 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD361  

MB19 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD362 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD363 

MB19 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD364 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD365  

MB19 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 

Rev.5.00  2010.02.23  付録-16 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD366 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD367 

MB19[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD368 MSG_DATA_0 

H'FFFFD369  

MB19[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD36A MSG_DATA_2 

H'FFFFD36B 

MB19[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD36C MSG_DATA_4 

H'FFFFD36D  

MB19 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD36E MSG_DATA_6 

H'FFFFD36F 

MB19 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD370 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD371  

MB19 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD372 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD373 

MB19 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD374-7F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD380 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD381  

MB20 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD382 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD383 

MB20 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD384 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD385  

MB20[4],  

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD386 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD387 

MB20[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD388 MSG_DATA_0 

H'FFFFD389  

MB20[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD38A MSG_DATA_2 

H'FFFFD38B 

MB20[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD38C MSG_DATA_4 

H'FFFFD38D  

MB20 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD38E MSG_DATA_6 

H'FFFFD38F 

MB20 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD390 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD391  

MB20 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD392 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD393 

MB20 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD394-9F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD3A0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD3A1  

MB21 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD3A2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD3A3 

MB21 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD3A4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD3A5  

MB21 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD3A6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD3A7 

MB21[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD3A8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD3A9  

MB21 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD3AA MSG_DATA_2 

H'FFFFD3AB 

MB21 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD3AC MSG_DATA_4 

H'FFFFD3AD  

MB21 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD3AE MSG_DATA_6 

H'FFFFD3AF 

MB21 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD3B0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD3B1  

MB21 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD3B2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD3B3 

MB21 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD3B4-B

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD3C0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD3C1  

MB22 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD3C2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD3C3 

MB22 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD3C4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD3C5  

MB22 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD3C6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD3C7 

MB22[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD3C8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD3C9  

MB22 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

HCAN0 

（チャネル 0）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD3CA MSG_DATA_2 

H'FFFFD3CB 

MB22 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD3CC MSG_DATA_4 

H'FFFFD3CD 

MB22 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD3CE MSG_DATA_6 

H'FFFFD3CF 

MB22 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD3D0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD3D1  

MB22 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD3D2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD3D3 

MB22 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD3D4-D

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD3E0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD3E1  

MB23 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD3E2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD3E3 

MB23 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD3E4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD3E5  

MB23 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD3E6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD3E7 

MB23[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD3E8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD3E9  

MB23 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD3EA MSG_DATA_2 

H'FFFFD3EB 

MB23 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD3EC MSG_DATA_4 

H'FFFFD3ED  

MB23 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD3EE MSG_DATA_6 

H'FFFFD3EF 

MB23 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD3F0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD3F1  

  MB23 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD3F2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD3F3 

MB23 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD3F4-F

F 

 － － － － － － － － － 

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD400 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD401  

MB24 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD402 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD403 

MB24 

[2], [3]  EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD404 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD405  

MB24 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD406 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD407 

MB24[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD408 MSG_DATA_0 

H'FFFFD409  

MB24 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD40A MSG_DATA_2 

H'FFFFD40B 

MB24 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD40C MSG_DATA_4 

H'FFFFD40D  

MB24 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD40E MSG_DATA_6 

H'FFFFD40F 

MB24 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD410 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD411  

  MB24 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD412 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD413 

MB24 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD414-1F  － － － － － － － － 

H'FFFFD420 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD421  

MB25 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD422 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD423 

MB25 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD424 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD425  

MB25 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD426 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD427 

MB25[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD428 MSG_DATA_0 

H'FFFFD429  

MB25 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD42A MSG_DATA_2 

H'FFFFD42B 

MB25 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD42C MSG_DATA_4 

H'FFFFD42D  

MB25 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD42E MSG_DATA_6 

H'FFFFD42F 

MB25 

[13], [14] MSG_DATA_7 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD430 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD431  

  MB25 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD432 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD433 

MB25 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD434-3F  － － － － － － － － 

H'FFFFD440 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD441  

MB26 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD442 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD443 

MB26 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD444 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD445  

MB26 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD446 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD447 

MB26[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD448 MSG_DATA_0 

H'FFFFD449 

MB26 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD44A MSG_DATA_2 

H'FFFFD44B 

MB26 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD44C MSG_DATA_4 

H'FFFFD44D  

MB26 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD44E MSG_DATA_6 

H'FFFFD44F 

MB26 

[13] ,[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD450 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD451  

  MB26 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD452 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD453 

MB26 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD454-5F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD460 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD461  

MB27 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD462 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD463 

MB27 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD464 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD465  

MB27 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD466 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD467 

MB27[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD468 MSG_DATA_0 

H'FFFFD469  

MB27 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD46A MSG_DATA_2 

H'FFFFD46B 

MB27 

[9],[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD46C MSG_DATA_4 

H'FFFFD46D  

MB27 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD46E MSG_DATA_6 

H'FFFFD46F 

MB27 

[13],[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD470 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD471  

  MB27 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD472 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD473 

MB27 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD474-7F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD480 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD481 

MB28 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD482 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD483 

MB28 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD484 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD485 

MB28 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD486 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD487 

MB28[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD488 MSG_DATA_0 

H'FFFFD489 

MB28  

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD48A MSG_DATA_2 

H'FFFFD48B 

MB28 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD48C MSG_DATA_4 

H'FFFFD48D  

MB28 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD48E MSG_DATA_6 

H'FFFFD48F 

MB28 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD490 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD491  

MB28 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

HCAN0 

（チャネル 0）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD492 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD493 

MB28 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD494-7F  － － － － － － － － 

H'FFFFD4A0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD4A1  

MB29 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD4A2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD4A3 

MB29 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD4A4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD4A5  

MB29 

[4],[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD4A6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD4A7 

MB29[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD4A8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD4A9  

MB29 

[7],[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD4AA MSG_DATA_2 

H'FFFFD4AB 

MB29 

[9],[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD4AC MSG_DATA_4 

H'FFFFD4AD  

MB29 

[11],[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD4AE MSG_DATA_6 

H'FFFFD4AF 

MB29 

[13],[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD4B0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD4B1  

MB29 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD4B2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD4B3 

MB29 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD4B4-B

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD4C0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD4C1  

MB30 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD4C2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD4C3 

MB30 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD4C4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD4C5  

MB30 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD4C6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD4C7 

MB30[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD4C8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD4C9  

MB30 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

HCAN0 

（チャネル 0）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD4CA MSG_DATA_2 

H'FFFFD4CB 

MB30 

[9],[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD4CC MSG_DATA_4 

H'FFFFD4CD 

MB30 

[11],[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD4CE MSG_DATA_6 

H'FFFFD4CF 

MB30 

[13],[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD4D0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD4D1  

  MB30 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD4D2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD4D3 

MB30 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD4D4-D

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD4E0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD4E1  

MB31 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD4E2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD4E3 

MB31 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD4E4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD4E5  

MB31 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD4E6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD4E7 

MB31[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD4E8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD4E9 

MB31 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD4EA MSG_DATA_2 

H'FFFFD4EB 

MB31 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD4EC MSG_DATA_4 

H'FFFFD4ED  

MB31 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD4EE MSG_DATA_6 

H'FFFFD4EF 

MB31 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD4F0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD4F1  

MB31 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD4F2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD4F3 

MB31 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN0 

（チャネル 0）

H'FFFFD4F4-7

FF 

 － － － － － － － － － 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD800 － － － － － － － － 

H'FFFFD801 

MCR 

MCR7 － MCR5 － － MCR2 MCR1 MCR0 

H'FFFFD802 － － － － － － － － 

H'FFFFD803 

GSR 

－ － GSR5 GSR4 GSR3 GSR2 GSR1 GSR0 

H'FFFFD804 TSEG13 TSEG12 TSEG11 TSEG10 － TSEG22 TSEG21 TSEG20 

H'FFFFD805 

BCR1 

－ － SJW1 SJW0 － － － BSP 

H'FFFFD806 － － － － － － － － 

H'FFFFD807 

BCR0 

BRP7 BRP6 BRP5 BRP4 BRP3 BRP2 BRP1 BRP0 

H'FFFFD808 IRR15 IRR14 IRR13 IRR12 IRR11 IRR10 IRR9 IRR8 

H'FFFFD809 

IRR 

IRR7 IRR6 IRR5 IRR4 IRR3 IRR2 IRR1 IRR0 

H'FFFFD80A IMR15 IMR14 IMR13 IMR12 IMR11 IMR10 IMR9 IMR8 

H'FFFFD80B 

IMR 

IMR7 IMR6 IMR5 IMR4 IMR3 IMR2 IMR1 IMR0 

H'FFFFD80C TEC7 TEC6 TEC5 TEC4 TEC3 TEC2 TEC1 TEC0 

H'FFFFD80D 

TEC/ 

REC REC7 REC6 REC5 REC4 REC3 REC2 REC1 REC0 

          

H'FFFFD820 TXPR1[15] TXPR1[14] TXPR1[13] TXPR1[12] TXPR1[11] TXPR1[10] TXPR1[9] TXPR1[8] 

H'FFFFD821 

TXPR1 

TXPR1[7] TXPR1[6] TXPR1[5] TXPR1[4] TXPR1[3] TXPR1[2] TXPR1[1] TXPR1[0] 

H'FFFFD822 TXPR0[15] TXPR0[14] TXPR0[13] TXPR0[12] TXPR0[11] TXPR0[10] TXPR0[9] TXPR0[8] 

H'FFFFD823 

TXPR0 

TXPR0[7] TXPR0[6] TXPR0[5] TXPR0[4] TXPR0[3] TXPR0[2] TXPR0[1] － 

          

H'FFFFD828 TXCR1[15] TXCR1[14] TXCR1[13] TXCR1[12] TXCR1[11] TXCR1[10] TXCR1[9] TXCR1[8] 

H'FFFFD829 

TXCR1 

TXCR1[7] TXCR1[6] TXCR1[5] TXCR1[4] TXCR1[3] TXCR1[2] TXCR1[1] TXCR1[0] 

H'FFFFD82A TXCR0[15] TXCR0[14] TXCR0[13] TXCR0[12] TXCR0[11] TXCR0[10] TXCR0[9] TXCR0[8] 

H'FFFFD82B 

TXCR0 

TXCR0[7] TXCR0[6] TXCR0[5] TXCR0[4] TXCR0[3] TXCR0[2] TXCR0[1] － 

          

H'FFFFD830 TXACK1 [15] TXACK1 [14] TXACK1 [13] TXACK1 [12] TXACK1 [11] TXACK1 [10] TXACK1 [9] TXACK1[8] 

H'FFFFD831 

TXACK1 

TXACK1[7] TXACK1[6] TXACK1[5] TXACK1[4] TXACK1[3] TXACK1[2] TXACK1[1] TXACK1[0] 

H'FFFFD832 TXACK0 

[15] 

TXACK0 

[14] 

TXACK0 

[13] 

TXACK0 

 [12] 

TXACK0 

[11] 

TXACK0 

 [10] 

TXACK0 

 [9] 

TXACK0 

[8] 

H'FFFFD833 

TXACK0 

TXACK0[7] TXACK0[6] TXACK0[5] TXACK0[4] TXACK0[3] TXACK0[2] TXACK0[1] TXACK0[0] 

          

H'FFFFD838 ABACK1 [15] ABACK1 [14] ABACK1 [13] ABACK1 [12] ABACK1 [11] ABACK1 [10] ABACK1 [9] ABACK1 [8] 

H'FFFFD839 

ABACK1 

ABACK1 [7] ABACK1 [6] ABACK1 [5] ABACK1 [4] ABACK1 [3] ABACK1 [2] ABACK1 [1] ABACK1 [0] 

H'FFFFD83A ABACK0 

[15] 

ABACK0 

[14] 

ABACK0 

[13] 

ABACK0 

 [12] 

ABACK0 

[11] 

ABACK0 

 [10] 

ABACK0 

 [9] 

ABACK0  

[8] 

H'FFFFD83B 

ABACK0 

ABACK0 [7] ABACK0 [6] ABACK0 [5] ABACK0 [4] ABACK0 [3] ABACK0 [2] ABACK0 [1] － 

          

H'FFFFD840 RXPR1[15] RXPR1[14] RXPR1[13] RXPR1[12] RXPR1[11] RXPR1[10] RXPR1[9] RXPR1[8] 

H'FFFFD841 

RXPR1 

RXPR1[7] RXPR1[6] RXPR1[5] RXPR1[4] RXPR1[3] RXPR1[2] RXPR1[1] RXPR1[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

 



付録 

Rev.5.00  2010.02.23  付録-25 
RJJ09B0181-0500 
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略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD842 RXPR0[15] RXPR0[14] RXPR0[13] RXPR0[12] RXPR0[11] RXPR0[10] RXPR0 [9] RXPR0[8] 

H'FFFFD843 

RXPR0 

RXPR0 [7] RXPR0 [6] RXPR0[5] RXPR0[4] RXPR0 [3] RXPR0[2] RXPR0[1] RXPR0 [0] 

          

H'FFFFD848 RFPR1 [15] RFPR1 [14] RFPR1 [13] RFPR1 [12] RFPR1 [11] RFPR1 [10] RFPR1 [9] RFPR1 [8] 

H'FFFFD849 

RFPR1 

RFPR1[7] RFPR1[6] RFPR1[5] RFPR1[4] RFPR1[3] RFPR1[2] RFPR1[1] RFPR1[0] 

H'FFFFD84A RFPR0 [15] RFPR0 [14] RFPR0 [13] RFPR0 [12] RFPR0 [11] RFPR0 [10] RFPR0 [9] RFPR0 [8] 

H'FFFFD84B 

RFPR0 

RFPR0[7] RFPR0[6] RFPR0[5] RFPR0[4] RFPR0[3] RFPR0[2] RFPR0[1] RFPR0[0] 

          

H'FFFFD850 MBIMR1 [15] MBIMR1 [14] MBIMR1 [13] MBIMR1 [12] MBIMR1 [11] MBIMR1 [10] MBIMR1 [9] MBIMR1 [8] 

H'FFFFD851 

MBIMR1 

MBIMR1[7] MBIMR1[6] MBIMR1[5] MBIMR1[4] MBIMR1[3] MBIMR1[2] MBIMR1[1] MBIMR1[0] 

H'FFFFD852 MBIMR0 [15] MBIMR0 [14] MBIMR0 [13] MBIMR0 [12] MBIMR0 [11] MBIMR0 [10] MBIMR0 [9] MBIMR0 [8] 

H'FFFFD853 

MBIMR0 

MBIMR0[7] MBIMR0[6] MBIMR0[5] MBIMR0[4] MBIMR0[3] MBIMR0[2] MBIMR0[1] MBIMR0[0] 

          

H'FFFFD858 UMSR1 [15] UMSR1 [14] UMSR1 [13] UMSR1 [12] UMSR1 [11] UMSR1 [10] UMSR1 [9] UMSR1 [8] 

H'FFFFD859 

UMSR1 

UMSR1[7] UMSR1[6] UMSR1[5] UMSR1[4] UMSR1[3] UMSR1[2] UMSR1[1] UMSR1[0] 

H'FFFFD85A UMSR0 [15] UMSR0 [14] UMSR0 [13] UMSR0 [12] UMSR0 [11] UMSR0 [10] UMSR0 [9] UMSR0 [8] 

H'FFFFD85B 

UMSR0 

UMSR0[7] UMSR0[6] UMSR0[5] UMSR0[4] UMSR0[3] UMSR0[2] UMSR0[1] UMSR0[0] 

H'FFFFD85C-7

F 

 － － － － － － － － 

          

H'FFFFD880 TCNTR15 TCNTR14 TCNTR13 TCNTR12 TCNTR11 TCNTR10 TCNTR9 TCNTR8 

H'FFFFD881 

TCNTR 

TCNTR7 TCNTR6 TCNTR5 TCNTR4 TCNTR3 TCNTR2 TCNTR1 TCNTR0 

H'FFFFD882 TCR15 TCR14 TCR13 TCR12 TCR11 TCR10 TCR9 － 

H'FFFFD883 

TCR 

TCR7 － TCR5 TCR4 TCR3 TCR2 TCR1 TCR0 

H'FFFFD884 － － － － － － － － 

H'FFFFD885 

TSR 

－ － － TSR4 TSR3 TSR2 TSR1 TSR0 

H'FFFFD886 TDCR15 TDCR14 TDCR13 TDCR12 TDCR11 TDCR10 TDCR9 TDCR8 

H'FFFFD887 

TDCR 

TDCR7 TDCR6 TDCR5 TDCR4 TDCR3 TDCR2 TDCR1 TDCR0 

H'FFFFD888 LOSR15 LOSR14 LOSR13 LOSR12 LOSR11 LOSR10 LOSR9 LOSR8 

H'FFFFD889 

LOSR 

LOSR7 LOSR6 LOSR5 LOSR4 LOSR3 LOSR2 LOSR1 LOSR0 

H'FFFFD88A － － － － － － － － 

H'FFFFD88B 

ICR0_cc 

－ － － － ICCR0_cc3 ICCR0_cc2 ICCR0_cc1 ICCR0_cc0 

H'FFFFD88C ICR0_tm 

15 

ICR0_tm 

14 

ICR0_tm 

13 

ICR0_tm 

12 

ICR0_tm 

11 

ICR0_tm 

10 

ICR0_tm9 ICR0_tm8 

H'FFFFD88D 

ICR0_tm 

ICR0_tm7 ICR0_tm6  ICR0_tm5 ICR0_tm4 ICR0_tm3 ICR0_tm2 ICR0_tm1 ICR0_tm0 

H'FFFFD88E ICR1[15] ICR1[14] ICR1[13] ICR1[12] ICR1[11] ICR1[10] ICR1[9] ICR1[8] 

H'FFFFD88F 

ICR1 

ICR1[7] ICR1[6] ICR1[5] ICR1[4] ICR1[3] ICR1[2] ICR1[1] ICR1[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）
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モジュール 

H'FFFFD890 TCMR0[15] TCMR0[14] TCMR0[13] TCMR0[12] TCMR0[11] TCMR0[10] TCMR0[9] TCMR0[8] 

H'FFFFD891 

TCMR0 

TCMR0[7] TCMR0[6] TCMR0[5] TCMR0[4] TCMR0[3] TCMR0[2] TCMR0[1] TCMR0[0] 

H'FFFFD892 TCMR1  

[15] 

TCMR1  

[14] 

TCMR1  

[13] 

TCMR1  

[12] 

TCMR1  

[11] 

TCMR1  

[10] 

TCMR1  

[9] 

TCMR1  

[8] 

H'FFFFD893 

TCMR1 

TCMR1[7] TCMR1[6] TCMR1[5] TCMR1[4] TCMR1[3] TCMR1[2] TCMR1[1] TCMR1[0] 

H'FFFFD894 TCMR2  

[15] 

TCMR2  

[14] 

TCMR2  

[13] 

TCMR2  

[12] 

TCMR2  

[11] 

TCMR2  

[10] 

TCMR2  

[9] 

TCMR2  

[8] 

H'FFFFD895 

TCMR2 

TCMR2[7] TCMR2[6] TCMR2[5] TCMR2[4] TCMR2[3] TCMR2[2] TCMR2[1] TCMR2[0] 

H'FFFFD896 － － － － － － － － 

H'FFFFD897 

CCR 

－ － － － CCR3 CCR2 CCR1 CCR0 

H'FFFFD898 － － － － － － － － 

H'FFFFD899 

CMAX 

－ － － － CMAX3 CMAX2 CMAX1 CMAX0 

H'FFFFD89A － － － － － － － － 

H'FFFFD89B 

TMR 

－ － － － TMR3 TMR2 TMR1 － 

H'FFFFD89C － － － － － － － － 

H'FFFFD89D 

CCR-buf 

－ － － － CCR-buf3 CCR-buf2 CCR-buf1 CCR-buf0 

H'FFFFD89E － － － － － － － － 

H'FFFFD89F 

ICR0-buf 

－ － － － ICR0-buf3 ICR0-buf2 ICR0-buf1 ICR0-buf0 

          

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFD8A0-F

F 

－ － － － － － － － － － 

           

H'FFFFD900 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD901 

MB0[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD902 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD903 

MB0[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD904 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD905 

MB0[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD906 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD907 

MB0[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD908 MSG_DATA_0 

H'FFFFD909 

MB0[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD90A MSG_DATA_2 

H'FFFFD90B 

MB0[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD90C MSG_DATA_4 

H'FFFFD90D 

MB0[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD90E MSG_DATA_6 

H'FFFFD90F 

MB0[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD910 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD911 

MB0[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD912 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD913 

MB0[17], 

[18] 

 

 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFD914-1F － － － － － － － － － － 

H'FFFFD920 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD921 

MB1[0], 

[1]*1  STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD922 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD923 

MB1[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD924 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD925 

MB1[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD926 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD927 

MB1[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD928 MSG_DATA_0 

H'FFFFD929 

MB1[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD92A MSG_DATA_2 

H'FFFFD92B 

MB1[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD92C MSG_DATA_4 

H'FFFFD92D 

MB1[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD92E MSG_DATA_6 

H'FFFFD92F 

MB1[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD930 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD931 

MB1[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD932 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD933 

MB1[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFD934-3F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD940 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD941 

MB2[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD942 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD943 

MB2[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD944 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD945 

MB2[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD946 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD947 

MB2[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD948 MSG_DATA_0 

H'FFFFD949 

MB2[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD94A MSG_DATA_2 

H'FFFFD94B 

MB2[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD94C MSG_DATA_4 

H'FFFFD94D 

MB2[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD94E MSG_DATA_6 

H'FFFFD94F 

MB2[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD950 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD951 

MB2[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD952 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD953 

MB2[17], 

[18]  

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFD954-5F  － － － － － － － － － 

H'FFFFD960 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD961  

MB3[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD962 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD963 

MB3[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD964 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD965  

MB3[4],   

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD966 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD967 

MB3[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD968 MSG_DATA_0 

H'FFFFD969  

MB3[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD96A MSG_DATA_2 

H'FFFFD96B 

MB3[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD96C MSG_DATA_4 

H'FFFFD96D  

MB3[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD96E MSG_DATA_6 

H'FFFFD96F 

MB3[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD970 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD971  

MB3[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD972 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD973 

MB3[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD974-7F  － － － － － － － － 

H'FFFFD980 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD981  

MB4[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD982 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD983 

MB4[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD984 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD985  

MB4[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD986 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD987 

MB4[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD988 MSG_DATA_0 

H'FFFFD989  

MB4[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD98A MSG_DATA_2 

H'FFFFD98B 

MB4[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD98C MSG_DATA_4 

H'FFFFD98D  

MB4[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD98E MSG_DATA_6 

H'FFFFD98F 

MB4[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD990 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD991  

MB4[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD992 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD993 

MB4[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFD994-9F  － － － － － － － － 

H'FFFFD9A0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD9A1 

MB5[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD9A2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD9A3 

MB5[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD9A4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD9A5 

MB5[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD9A6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD9A7 

MB5[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD9A8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD9A9 

MB5 [7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD9AA MSG_DATA_2 

H'FFFFD9AB 

MB5 [9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD9AC MSG_DATA_4 

H'FFFFD9AD 

MB5[11],  

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD9AE MSG_DATA_6 

H'FFFFD9AF 

MB5[13],  

[14] MSG_DATA_7 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD9B0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD9B1 

MB5[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD9B2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD9B3 

MB5[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFD9B4-B

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD9C0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD9C1 

MB6[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD9C2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD9C3 

MB6[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD9C4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD9C5  

MB6[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFD9C6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD9C7 

MB6[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD9C8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD9C9  

MB6[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD9CA MSG_DATA_2 

H'FFFFD9CB 

MB6[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD9CC MSG_DATA_4 

H'FFFFD9CD 

MB6[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD9CE MSG_DATA_6 

H'FFFFD9CF 

MB6[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD9D0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD9D1  

MB6[15], 

[16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD9D2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD9D3 

MB6[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFD9D4-D

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFD9E0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFD9E1  

MB7[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFD9E2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFD9E3 

MB7[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFD9E4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFD9E5  

MB7[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFD9E6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFD9E7 

MB7[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFD9E8 MSG_DATA_0 

H'FFFFD9E9  

MB7[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFD9EA MSG_DATA_2 

H'FFFFD9EB 

MB7[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFD9EC MSG_DATA_4 

H'FFFFD9ED  

MB7[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFD9EE MSG_DATA_6 

H'FFFFD9EF 

MB7[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFD9F0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFD9F1  

MB7[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFD9F2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFD9F3 

MB7[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFD9F4-F

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDA00 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDA01  

MB8[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDA02 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDA03 

MB8[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDA04 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDA05  

MB8[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDA06 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDA07 

MB8[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDA08 MSG_DATA_0 

H'FFFFDA09 

MB8[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDA0A MSG_DATA_2 

H'FFFFDA0B 

MB8[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDA0C MSG_DATA_4 

H'FFFFDA0D 

MB8[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDA0E MSG_DATA_6 

H'FFFFDA0F 

MB8[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDA10 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDA11  

MB8[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDA12 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDA13 

MB8[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFDA14-1

F 

 － － － － － － － － 

H'FFFFDA20 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDA21  

MB9[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDA22 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDA23 

MB9[2], [3] 

EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDA24 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDA25  

MB9[4], [5] 

－ TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDA26 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDA27 

MB9[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDA28 MSG_DATA_0 

H'FFFFDA29  

MB9[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDA2A MSG_DATA_2 

H'FFFFDA2B 

MB9[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDA2C MSG_DATA_4 

H'FFFFDA2D  

MB9[11], 

[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDA2E MSG_DATA_6 

H'FFFFDA2F 

MB9[13], 

[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDA30 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDA31  

MB9[15], 

[16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDA32 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDA33 

MB9[17], 

[18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDA34-3

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDA40 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDA41  

MB10[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDA42 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDA43 

MB10[2], 

[3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDA44 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDA45  

MB10[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDA46 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDA47 

MB10[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDA48 MSG_DATA_0 

H'FFFFDA49  

MB10[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

HCAN1 

（チャネル 1）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDA4A MSG_DATA_2 

H'FFFFDA4B 

MB10[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDA4C MSG_DATA_4 

H'FFFFDA4D  

MB10 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDA4E MSG_DATA_6 

H'FFFFDA4F 

MB10 

[13],[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDA50 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDA51  

MB10 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDA52 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDA53 

MB10 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDA54-5

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDA60 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDA61  

MB11 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDA62 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDA63 

MB11 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDA64 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDA65 

MB11[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDA66 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDA67 

MB11[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDA68 MSG_DATA_0 

H'FFFFDA69  

MB11[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDA6A MSG_DATA_2 

H'FFFFDA6B 

MB11[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDA6C MSG_DATA_4 

H'FFFFDA6D  

MB11 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDA6E MSG_DATA_6 

H'FFFFDA6F 

MB11 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDA70 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDA71  

MB11 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDA72 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDA73 

MB11 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDA74-7

F 

 － － － － － － － － － 

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDA80 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDA81  

MB12[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDA82 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDA83 

MB12[2], 

[3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDA84 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDA85  

MB12[4],  

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDA86 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDA87 

MB12[6]  

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDA88 MSG_DATA_0 

H'FFFFDA89  

MB12[7],  

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDA8A MSG_DATA_2 

H'FFFFDA8B 

MB12[9],  

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDA8C MSG_DATA_4 

H'FFFFDA8D  

MB12 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDA8E MSG_DATA_6 

H'FFFFDA8F 

MB12 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDA90 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDA91  

MB12 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDA92 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDA93 

MB12 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFDA94-9

F 

 － － － － － － － － 

H'FFFFDAA0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDAA1  

MB13 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDAA2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDAA3 

MB13 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDAA4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDAA5  

MB13[4],  

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDAA6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDAA7 

MB13[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDAA8 MSG_DATA_0 

H'FFFFDAA9  

MB13[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDAAA MSG_DATA_2 

H'FFFFDAAB 

MB13[9],  

 [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDAAC MSG_DATA_4 

H'FFFFDAAD  

MB13 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDAAE MSG_DATA_6 

H'FFFFDAAF 

MB13 

[13], [14] MSG_DATA_7 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDAB0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDAB1  

MB13 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDAB2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDAB3 

MB13 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDAB4-B

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDAC0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDAC1  

MB14 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDAC2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDAC3 

MB14 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDAC4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDAC5  

MB14[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDAC6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDAC7 

MB14[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDAC8 MSG_DATA_0 

H'FFFFDAC9  

MB14[7],  

 [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDACA MSG_DATA_2 

H'FFFFDACB 

MB14[9],  

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDACC MSG_DATA_4 

H'FFFFDACD 

MB14 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDACE MSG_DATA_6 

H'FFFFDACF 

MB14 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDAD0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDAD1  

MB14 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDAD2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDAD3 

MB14 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDAD4-D

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDAE0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDAE1  

MB15 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDAE2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDAE3 

MB15 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDAE4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDAE5  

MB15[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDAE6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDAE7 

MB15[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDAE8 MSG_DATA_0 

H'FFFFDAE9  

MB15[7],  

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDAEA MSG_DATA_2 

H'FFFFDAEB 

MB15[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDAEC MSG_DATA_4 

H'FFFFDAED  

MB15 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDAEE MSG_DATA_6 

H'FFFFDAEF 

MB15 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDAF0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDAF1  

MB15 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDAF2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDAF3 

MB15 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDAF4-F

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDB00 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDB01  

MB16 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDB02 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDB03 

MB16 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDB04 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDB05  

MB16[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDB06 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDB07 

MB16[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDB08 MSG_DATA_0 

H'FFFFDB09  

MB16[7],  

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDB0A MSG_DATA_2 

H'FFFFDB0B 

MB16[9],  

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDB0C MSG_DATA_4 

H'FFFFDB0D  

MB16 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDB0E MSG_DATA_6 

H'FFFFDB0F 

MB16 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDB10 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDB11  

MB16 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDB12 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDB13 

MB16 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDB14-1

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDB20 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDB21  

MB17[0], 

[1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDB22 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDB23 

MB17[2], 

[3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDB24 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDB25  

MB17[4], 

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDB26 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDB27 

MB17[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDB28 MSG_DATA_0 

H'FFFFDB29  

MB17[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDB2A MSG_DATA_2 

H'FFFFDB2B 

MB17[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDB2C MSG_DATA_4 

H'FFFFDB2D  

MB17 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDB2E MSG_DATA_6 

H'FFFFDB2F 

MB17 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDB30 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDB31  

MB17 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDB32 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDB33 

MB17 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDB34-3

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDB40 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDB41  

MB18 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDB42 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDB43 

MB18 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDB44 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDB45  

MB18 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDB46 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDB47 

MB18[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDB48 MSG_DATA_0 

H'FFFFDB49  

MB18[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDB4A MSG_DATA_2 

H'FFFFDB4B 

MB18[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDB4C MSG_DATA_4 

H'FFFFDB4D  

MB18 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDB4E MSG_DATA_6 

H'FFFFDB4F 

MB18 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDB50 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDB51  

MB18 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDB52 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDB53 

MB18 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFDB54-5

F 

 － － － － － － － － 

H'FFFFDB60 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDB61  

MB19 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDB62 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDB63 

MB19 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDB64 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDB65  

MB19 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDB66 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDB67 

MB19[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDB68 MSG_DATA_0 

H'FFFFDB69  

MB19[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDB6A MSG_DATA_2 

H'FFFFDB6B 

MB19[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDB6C MSG_DATA_4 

H'FFFFDB6D  

MB19 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDB6E MSG_DATA_6 

H'FFFFDB6F 

MB19 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDB70 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDB71  

MB19 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDB72 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDB73 

MB19 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDB74-7

F 

 － － － － － － － － － 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDB80 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDB81  

MB20 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDB82 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDB83 

MB20 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDB84 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDB85  

MB20[4],  

[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDB86 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDB87 

MB20[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDB88 MSG_DATA_0 

H'FFFFDB89  

MB20[7], 

[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDB8A MSG_DATA_2 

H'FFFFDB8B 

MB20[9], 

[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDB8C MSG_DATA_4 

H'FFFFDB8D  

MB20 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDB8E MSG_DATA_6 

H'FFFFDB8F 

MB20 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDB90 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDB91  

MB20 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDB92 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDB93 

MB20 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDB94-9

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDBA0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDBA1  

MB21 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDBA2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDBA3 

MB21 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDBA4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDBA5  

MB21 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDBA6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDBA7 

MB21[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDBA8 MSG_DATA_0 

H'FFFFDBA9  

MB21 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDBAA MSG_DATA_2 

H'FFFFDBAB 

MB21 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDBAC MSG_DATA_4 

H'FFFFDBAD  

MB21 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDBAE MSG_DATA_6 

H'FFFFDBAF 

MB21 

[13], [14] MSG_DATA_7 

HCAN1 

（チャネル 1）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDBB0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDBB1  

MB21 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDBB2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDBB3 

MB21 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDBB4-B

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDBC0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDBC1  

MB22 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDBC2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDBC3 

MB22 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDBC4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDBC5  

MB22 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDBC6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDBC7 

MB22[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDBC8 MSG_DATA_0 

H'FFFFDBC9  

MB22 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDBCA MSG_DATA_2 

H'FFFFDBCB 

MB22 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDBCC MSG_DATA_4 

H'FFFFDBCD 

MB22 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDBCE MSG_DATA_6 

H'FFFFDBCF 

MB22 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDBD0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDBD1  

MB22 

[15], [16]  

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDBD2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDBD3 

MB22 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDBD4-D

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDBE0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDBE1  

MB23 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDBE2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDBE3 

MB23 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDBE4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDBE5  

MB23 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDBE6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDBE7 

MB23[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDBE8 MSG_DATA_0 

H'FFFFDBE9  

MB23 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDBEA MSG_DATA_2 

H'FFFFDBEB 

MB23 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDBEC MSG_DATA_4 

H'FFFFDBED  

MB23 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDBEE MSG_DATA_6 

H'FFFFDBEF 

MB23 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDBF0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDBF1  

  MB23 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDBF2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDBF3 

MB23 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDBF4-F

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDC00 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDC01  

MB24 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDC02 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDC03 

MB24 

[2], [3]  EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDC04 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDC05  

MB24 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDC06 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDC07 

MB24[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDC08 MSG_DATA_0 

H'FFFFDC09  

MB24 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDC0A MSG_DATA_2 

H'FFFFDC0B 

MB24 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDC0C MSG_DATA_4 

H'FFFFDC0D  

MB24 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDC0E MSG_DATA_6 

H'FFFFDC0F 

MB24 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDC10 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDC11  

  MB24 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

HCAN1 

（チャネル 1）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDC12 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDC13 

MB24 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFDC14-1

F 

 － － － － － － － － 

H'FFFFDC20 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDC21  

MB25 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDC22 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDC23 

MB25 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDC24 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDC25  

MB25 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDC26 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDC27 

MB25[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDC28 MSG_DATA_0 

H'FFFFDC29  

MB25 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDC2A MSG_DATA_2 

H'FFFFDC2B 

MB25 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDC2C MSG_DATA_4 

H'FFFFDC2D  

MB25 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDC2E MSG_DATA_6 

H'FFFFDC2F 

MB25 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDC30 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDC31  

MB25 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDC32 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDC33 

MB25 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFDC34-3

F 

 － － － － － － － － 

H'FFFFDC40 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDC41  

MB26 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDC42 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDC43 

MB26 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDC44 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDC45  

MB26 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDC46 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDC47 

MB26[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDC48 MSG_DATA_0 

H'FFFFDC49  

MB26 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDC4A MSG_DATA_2 

H'FFFFDC4B 

MB26 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDC4C MSG_DATA_4 

H'FFFFDC4D  

MB26 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDC4E MSG_DATA_6 

H'FFFFDC4F 

MB26 

[13] ,[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDC50 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDC51  

  MB26 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDC52 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDC53 

MB26 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDC54-5

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDC60 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDC61  

MB27 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDC62 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDC63 

MB27 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDC64 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDC65  

MB27 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDC66 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDC67 

MB27[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDC68 MSG_DATA_0 

H'FFFFDC69  

MB27 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDC6A MSG_DATA_2 

H'FFFFDC6B 

MB27 

[9],[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDC6C MSG_DATA_4 

H'FFFFDC6D  

MB27 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDC6E MSG_DATA_6 

H'FFFFDC6F 

MB27 

[13],[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDC70 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDC71  

  MB27 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDC72 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDC73 

MB27 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDC74-7

F 

 － － － － － － － － － 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDC80 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDC81  

MB28 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDC82 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDC83 

MB28 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDC84 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDC85  

MB28 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDC86 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDC87 

MB28[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDC88 MSG_DATA_0 

H'FFFFDC89  

MB28  

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDC8A MSG_DATA_2 

H'FFFFDC8B 

MB28 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDC8C MSG_DATA_4 

H'FFFFDC8D  

MB28 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDC8E MSG_DATA_6 

H'FFFFDC8F 

MB28 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDC90 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDC91  

  MB28 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDC92 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDC93 

MB28 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

H'FFFFDC94-7

F 

 － － － － － － － － 

H'FFFFDCA0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDCA1  

MB29 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDCA2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDCA3 

MB29 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDCA4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDCA5  

MB29 

[4],[5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDCA6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDCA7 

MB29[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDCA8 MSG_DATA_0 

H'FFFFDCA9  

MB29 

[7],[8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDCAA MSG_DATA_2 

H'FFFFDCAB 

MB29 

[9],[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDCAC MSG_DATA_4 

H'FFFFDCAD 

MB29 

[11],[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDCAE MSG_DATA_6 

H'FFFFDCAF 

MB29 

[13],[14] MSG_DATA_7 

HCAN1 

（チャネル 1）

 



付録 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDCB0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDCB1  

  MB29 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDCB2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDCB3 

MB29 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDCB4-B

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDCC0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDCC1  

MB30 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDCC2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDCC3 

MB30 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDCC4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDCC5  

MB30 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

H'FFFFDCC6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDCC7 

MB30[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDCC8 MSG_DATA_0 

H'FFFFDCC9  

MB30 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDCCA MSG_DATA_2 

H'FFFFDCCB 

MB30 

[9],[10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDCCC MSG_DATA_4 

H'FFFFDCCD 

MB30 

[11],[12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDCCE MSG_DATA_6 

H'FFFFDCCF 

MB30 

[13],[14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDCD0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDCD1  

  MB30 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDCD2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDCD3 

MB30 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

 

H'FFFFDCD4-D

F 

 － － － － － － － － － 

H'FFFFDCE0 － STDID[10] STDID[9] STDID[8] STDID[7] STDID[6] STDID[5] STDID[4] 

H'FFFFDCE1  

MB31 

[0], [1]*1 STDID[3] STDID[2] STDID[1] STDID[0] RTR IDE EXTID[17] EXTID[16] 

H'FFFFDCE2 EXTID[15] EXTID[14] EXTID[13] EXTID[12] EXTID[11] EXTID[10] EXTID[9] EXTID[8] 

H'FFFFDCE3 

MB31 

[2], [3] EXTID[7] EXTID[6] EXTID[5] EXTID[4] EXTID[3] EXTID[2] EXTID[1] EXTID[0] 

H'FFFFDCE4 CCM TTE NMC ATX DART MBC[2] MBC[1] MBC[0] 

H'FFFFDCE5  

MB31 

[4], [5] － TCT － CLE DLC[3] DLC[2] DLC[1] DLC[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFDCE6 TMSTP  

[15] 

TMSTP  

[14] 

TMSTP  

[13] 

TMSTP  

[12] 

TMSTP  

[11] 

TMSTP  

[10] 

TMSTP  

[9] 

TMSTP  

[8] 

H'FFFFDCE7 

MB31[6] 

TMSTP[7] TMSTP[6] TMSTP[5] TMSTP[4] TMSTP[3] TMSTP[2] TMSTP[1] TMSTP[0] 

H'FFFFDCE8 MSG_DATA_0 

H'FFFFDCE9  

MB31 

[7], [8]*1 MSG_DATA_1 

H'FFFFDCEA MSG_DATA_2 

H'FFFFDCEB 

MB31 

[9], [10] MSG_DATA_3 

H'FFFFDCEC MSG_DATA_4 

H'FFFFDCED 

MB31 

[11], [12] MSG_DATA_5 

H'FFFFDCEE MSG_DATA_6 

H'FFFFDCEF 

MB31 

[13], [14] MSG_DATA_7 

H'FFFFDCF0 － STDID_LAF

M[10] 

STDID_LAF

M[9] 

STDID_LAF

M[8] 

STDID_LAF

M[7] 

STDID_LAF

M[6] 

STDID_LAF

M[5] 

STDID_LAF

M[4] 

H'FFFFDCF1  

MB31 

[15], [16] 

STDID_LAF

M[3] 

STDID_LAF

M[2] 

STDID_LAF

M[1] 

STDID_LAF

M[0] 

－ － EXTID_LAFM

[17] 

EXTID_LAFM

[16] 

H'FFFFDCF2 EXTID_LAFM

[15] 

EXTID_LAFM

[14] 

EXTID_LAFM

[13] 

EXTID_LAFM

[12] 

EXTID_LAFM

[11] 

EXTID_LAFM

[10] 

EXTID_LAFM

[9] 

EXTID_LAFM

[8] 

H'FFFFDCF3 

MB31 

[17], [18] 

EXTID_LAFM

[7] 

EXTID_LAFM

[6] 

EXTID_LAFM

[5] 

EXTID_LAFM

[4] 

EXTID_LAFM

[3] 

EXTID_LAFM

[2] 

EXTID_LAFM

[1] 

EXTID_LAFM

[0] 

HCAN1 

（チャネル 1）

H'FFFFDCF4-7

FF 

 － － － － － － － － － 

           

H'FFFFE730 

～ 

H'FFFFE7FF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFE800 FCCS FWE － － FLER － － － SCO 

H'FFFFE801 FPCS － － － － － － － PPVS 

H'FFFFE802 FECS － － － － － － － EPVB 

H'FFFFE803 － システム領域です。アクセスしないでください。 

H'FFFFE804 FKEY K7 K6 K5 K4 K3 K2 K1 K0 

H'FFFFE805 FMATS MS7 MS6 MS5 MS4 MS3 MS2 MS1 MS0 

H'FFFFE806 FTDAR TDER TDA6 TDA5 TDA4 TDA3 TDA2 TDA1 TDA0 

FLASH 

H'FFFFE807 

～ 

H'FFFFEBFF 

－ システム領域です。アクセスしないでください。 

 

H'FFFFEC00 UBA31 UBA30 UBA29 UBA28 UBA27 UBA26 UBA25 UBA24 

H'FFFFEC01 

UBARH 

UBA23 UBA22 UBA21 UBA20 UBA19 UBA18 UBA17 UBA16 

H'FFFFEC02 UBA15 UBA14 UBA13 UBA12 UBA11 UBA10 UBA9 UBA8 

H'FFFFEC03 

UBARL 

UBA7 UBA6 UBA5 UBA4 UBA3 UBA2 UBA1 UBA0 

H'FFFFEC04 UBAMRH UBM31 UBM30 UBM29 UBM28 UBM27 UBM26 UBM25 UBM24 

UBC 

H'FFFFEC05  UBM23 UBM22 UBM21 UBM20 UBM19 UBM18 UBM17 UBM16 

H'FFFFEC06 UBAMRL UBM15 UBM14 UBM13 UBM12 UBM11 UBM10 UBM9 UBM8 

 

H'FFFFEC07  UBM7 UBM6 UBM5 UBM4 UBM3 UBM2 UBM1 UBM0  
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFEC08 － － － － － － － － 

H'FFFFEC09 

UBBR 

CP1 CP0 ID1 ID0 RW1 RW0 SZ1 SZ0 

H'FFFFEC0A － － － － － － － － 

H'FFFFEC0B 

UBCR 

－ － － － － CKS1 CKS0 UBID 

UBC 

H'FFFFEC0C 

～ 

H'FFFFEC0F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFEC10 TCSR*1 OVF WT/IT TME － － CKS2 CKS1 CKS0 

H'FFFFEC11 TCNT*1         

H'FFFFEC12 － － － － － － － － － 

H'FFFFEC13 RSTCSR*1 WOVF RSTE RSTS － － － － － 

WDT 

H'FFFFEC14 SBYCR SSBY － SSBYF － － － － － 低消費電力 

モード 

H'FFFFEC15 

～ 

H'FFFFEC1F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFEC20 － － － － － － － － 

H'FFFFEC21 

BCR1 

－ － － － A3SZ A2SZ A1SZ A0SZ 

H'FFFFEC22 IW31 IW30 IW21 IW20 IW11 IW10 IW01 IW00 

H'FFFFEC23 

BCR2 

CW3 CW2 CW1 CW0 SW3 SW2 SW1 SW0 

H'FFFFEC24 － W32 W31 W30 － W22 W21 W20 

H'FFFFEC25 

WCR 

－ W12 W11 W10 － W02 W01 W00 

H'FFFFEC26 － － － － － － － － 

H'FFFFEC27 

RAMER 

*2 － － － － RAMS RAM2 RAM1 RAM0 

H'FFFFEC26 － － － － － － － － 

H'FFFFEC27 

RAMER 

*3 － － － － RAMS － － RAM0 

BSC 

H'FFFFEC28 

～ 

H'FFFFECAF 

－ － － － － － － － － － 
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFECB0 － － － － － － － － 

H'FFFFECB1 

DMAOR 

－ － － － － AE NMIF DME 

DMAC 

（共通） 

H'FFFFECB2 

～ 

H'FFFFECBF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFECC0         

H'FFFFECC1         

H'FFFFECC2         

H'FFFFECC3 

SAR0 

        

H'FFFFECC4         

H'FFFFECC5         

H'FFFFECC6         

H'FFFFECC7 

DAR0 

        

H'FFFFECC8 － － － － － － － － 

H'FFFFECC9         

H'FFFFECCA         

H'FFFFECCB 

DMATCR0 

        

H'FFFFECCC － － － DI － － － RO 

H'FFFFECCD － － － RS4 RS3 RS2 RS1 RS0 

H'FFFFECCE － － SM1 SM0 － － DM1 DM0 

H'FFFFECCF 

CHCR0 

－ － TS1 TS0 TM IE TE DE 

DMAC 

（チャネル 0）

H'FFFFECD0         

H'FFFFECD1         

H'FFFFECD2         

H'FFFFECD3 

SAR1 

        

H'FFFFECD4         

H'FFFFECD5         

H'FFFFECD6         

H'FFFFECD7 

DAR1 

        

H'FFFFECD8 － － － － － － － － 

H'FFFFECD9         

H'FFFFECDA         

H'FFFFECDB 

DMATCR1 

        

H'FFFFECDC － － － DI － － － RO 

H'FFFFECDD － － － RS4 RS3 RS2 RS1 RS0 

H'FFFFECDE － － SM1 SM0 － － DM1 DM0 

H'FFFFECDF 

CHCR1 

－ － TS1 TS0 TM IE TE DE 

DMAC 

（チャネル 1）

H'FFFFECE0         

H'FFFFECE1         

H'FFFFECE2         

H'FFFFECE3 

SAR2 

        

DMAC 

（チャネル 2）
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFECE4         

H'FFFFECE5         

H'FFFFECE6         

H'FFFFECE7 

DAR2 

        

H'FFFFECE8 － － － － － － － － 

H'FFFFECE9         

H'FFFFECEA         

H'FFFFECEB 

DMATCR2 

        

H'FFFFECEC － － － DI － － － RO 

H'FFFFECED － － － RS4 RS3 RS2 RS1 RS0 

H'FFFFECEE － － SM1 SM0 － － DM1 DM0 

H'FFFFECEF 

CHCR2 

－ － TS1 TS0 TM IE TE DE 

DMAC 

（チャネル 2）

H'FFFFECF0         

H'FFFFECF1         

H'FFFFECF2         

H'FFFFECF3 

SAR3 

        

H'FFFFECF4         

H'FFFFECF5         

H'FFFFECF6         

H'FFFFECF7 

DAR3 

        

H'FFFFECF8 － － － － － － － － 

H'FFFFECF9         

H'FFFFECFA         

H'FFFFECFB 

DMATCR3 

        

H'FFFFECFC － － － DI － － － RO 

H'FFFFECFD － － － RS4 RS3 RS2 RS1 RS0 

H'FFFFECFE － － SM1 SM0 － － DM1 DM0 

H'FFFFECFF 

CHCR3 

－ － TS1 TS0 TM IE TE DE 

DMAC 

（チャネル 3）

H'FFFFED00         

H'FFFFED01 

IPRA 

        

H'FFFFED02         

H'FFFFED03 

IPRB 

        

H'FFFFED04         

H'FFFFED05 

IPRC 

        

H'FFFFED06         

H'FFFFED07 

IPRD 

        

H'FFFFED08         

H'FFFFED09 

IPRE 

        

H'FFFFED0A         

H'FFFFED0B 

IPRF 

        

H'FFFFED0C         

H'FFFFED0D 

IPRG 

        

INTC 
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFED0E         

H'FFFFED0F 

IPRH 

        

H'FFFFED10         

H'FFFFED11 

IPRI 

        

H'FFFFED12         

H'FFFFED13 

IPRJ 

        

H'FFFFED14         

H'FFFFED15 

IPRK 

        

H'FFFFED16         

H'FFFFED17 

IPRL 

        

H'FFFFED18 NMIL － － － － － － NMIE 

H'FFFFED19 

ICR 

IRQ0S IRQ1S IRQ2S IRQ3S IRQ4S IRQ5S IRQ6S IRQ7S 

H'FFFFED1A － － － － － － － － 

H'FFFFED1B 

ISR 

IRQ0F IRQ1F IRQ2F IRQ3F IRQ4F IRQ5F IRQ6F IRQ7F 

INTC 

H'FFFFED1C 

～ 

H'FFFFEFFF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF000 SMR0 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 

H'FFFFF001 BRR0         

H'FFFFF002 SCR0 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 

H'FFFFF003 TDR0         

H'FFFFF004 SSR0 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT 

H'FFFFF005 RDR0         

H'FFFFF006 SDCR0 － － － － DIR － － － 

H'FFFFF007 － － － － － － － － － 

SCI 

（チャネル 0）

H'FFFFF008 SMR1 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 

H'FFFFF009 BRR1         

H'FFFFF00A SCR1 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 

H'FFFFF00B TDR1         

H'FFFFF00C SSR1 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT 

H'FFFFF00D RDR1         

H'FFFFF00E SDCR1 － － － － DIR － － － 

H'FFFFF00F － － － － － － － － － 

SCI 

（チャネル 1）

H'FFFFF010 SMR2 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 

H'FFFFF011 BRR2         

H'FFFFF012 SCR2 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 

H'FFFFF013 TDR2         

H'FFFFF014 SSR2 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT 

H'FFFFF015 RDR2         

H'FFFFF016 SDCR2 － － － － DIR － － － 

H'FFFFF017 － － － － － － － － － 

SCI 

（チャネル 2）
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF018 SMR3 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 

H'FFFFF019 BRR3         

H'FFFFF01A SCR3 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 

H'FFFFF01B TDR3         

H'FFFFF01C SSR3 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT 

H'FFFFF01D RDR3         

H'FFFFF01E SDCR3 － － － － DIR － － － 

H'FFFFF01F － － － － － － － － － 

SCI 

（チャネル 3）

H'FFFFF020 SMR4 C/A CHR PE O/E STOP MP CKS1 CKS0 

H'FFFFF021 BRR4         

H'FFFFF022 SCR4 TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE1 CKE0 

H'FFFFF023 TDR4         

H'FFFFF024 SSR4 TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT 

H'FFFFF025 RDR4         

H'FFFFF026 SDCR4 － － － － DIR － － － 

SCI 

（チャネル 4）

H'FFFFF027 

～ 

H'FFFFF3FF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF400 TSTR2 STR7D STR7C STR7B STR7A STR6D STR6C STR6B STR6A 

H'FFFFF401 TSTR1 STR10 STR5 STR4 STR3 STR1B,2B STR2A STR1A STR0 

H'FFFFF402 TSTR3 － － － － － － － STR11 

H'FFFFF403 － － － － － － － － － 

H'FFFFF404 PSCR1 － － － PSC1E PSC1D PSC1C PSC1B PSC1A 

H'FFFFF405 － － － － － － － － － 

H'FFFFF406 PSCR2    PSC2E PSC2D PSC2C PSC2B PSC2A 

H'FFFFF407 － － － － － － － － － 

H'FFFFF408 PSCR3 － － － PSC3E PSC3D PSC3C PSC3B PSC3A 

H'FFFFF409 － － － － － － － － － 

H'FFFFF40A PSCR4 － － － PSC4E PSC4D PSC4C PSC4B PSC4A 

H'FFFFF40B － － － － － － － － － 

ATU-II 

（共通） 

H'FFFFF40C 

～ 

H'FFFFF41F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF420         

H'FFFFF421 

ICR0DH 

        

H'FFFFF422         

H'FFFFF423 

ICR0DL 

        

H'FFFFF424 ITVRR1 ITVA9 ITVA8 ITVA7 ITVA6 ITVE9 ITVE8 ITVE7 ITVE6 

H'FFFFF425 － － － － － － － － － 

H'FFFFF426 ITVRR2A ITVA13A ITVA12A ITVA11A ITVA10A ITVE13A ITVE12A ITVE11A ITVE10A 

H'FFFFF427 － － － － － － － － － 

H'FFFFF428 ITVRR2B ITVA13B ITVA12B ITVA11B ITVA10B ITVE13B ITVE12B ITVE11B ITVE10B 

H'FFFFF429 － － － － － － － － － 

ATU-II 

（チャネル 0）
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF42A TIOR0 IO0D1 IO0D0 IO0C1 IO0C0 IO0B1 IO0B0 IO0A1 IO0A0 

H'FFFFF42B － － － － － － － － － 

H'FFFFF42C － － － － － － － － 

H'FFFFF42D 

TSR0 

IIF2B IIF2A IIF1 OVF0 ICF0D ICF0C ICF0B ICF0A 

H'FFFFF42E － － － － － － － － 

H'FFFFF42F 

TIER0 

－ － － OVE0 ICE0D ICE0C ICE0B ICE0A 

H'FFFFF430         

H'FFFFF431 

TCNT0H 

        

H'FFFFF432         

H'FFFFF433 

TCNT0L 

        

H'FFFFF434         

H'FFFFF435 

ICR0AH 

        

H'FFFFF436         

H'FFFFF437 

ICR0AL 

        

H'FFFFF438         

H'FFFFF439 

ICR0BH 

        

H'FFFFF43A         

H'FFFFF43B 

ICR0BL 

        

H'FFFFF43C         

H'FFFFF43D 

ICR0CH 

        

H'FFFFF43E         

H'FFFFF43F 

ICR0CL 

        

ATU-II 

（チャネル 0）

H'FFFFF440         

H'FFFFF441 

TCNT1A 

        

H'FFFFF442         

H'FFFFF443 

TCNT1B 

        

H'FFFFF444         

H'FFFFF445 

GR1A 

        

H'FFFFF446         

H'FFFFF447 

GR1B 

        

H'FFFFF448         

H'FFFFF449 

GR1C 

        

H'FFFFF44A         

H'FFFFF44B 

GR1D 

        

H'FFFFF44C         

H'FFFFF44D 

GR1E 

        

H'FFFFF44E         

H'FFFFF44F 

GR1F 

        

H'FFFFF450         

H'FFFFF451 

GR1G 

        

H'FFFFF452         

H'FFFFF453 

GR1H 

        

ATU-II 

（チャネル 1）
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF454         

H'FFFFF455 

OCR1 

        

H'FFFFF456         

H'FFFFF457 

OSBR1 

        

H'FFFFF458 TIOR1B － IO1D2 IO1D1 IO1D0 － IO1C2 IO1C1 IO1C0 

H'FFFFF459 TIOR1A － IO1B2 IO1B1 IO1B0 － IO1A2 IO1A1 IO1A0 

H'FFFFF45A TIOR1D － IO1H2 IO1H1 IO1H0 － IO1G2 IO1G1 IO1G0 

H'FFFFF45B TIOR1C － IO1F2 IO1F1 IO1F0 － IO1E2 IO1E1 IO1E0 

H'FFFFF45C TCR1B － － CKEGB1 CKEGB0 CKSELB3 CKSELB2 CKSELB1 CKSELB0 

H'FFFFF45D TCR1A － － CKEGA1 CKEGA0 CKSELA3 CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

H'FFFFF45E － － － － － － － OVF1A 

H'FFFFF45F 

TSR1A 

IMF1H IMF1G IMF1F IMF1E IMF1D IMF1C IMF1B IMF1A 

H'FFFFF460 － － － － － － － OVF1B 

H'FFFFF461 

TSR1B 

－ － － － － － － CMF1 

H'FFFFF462 － － － － － － － OVE1A 

H'FFFFF463 

TIER1A 

IME1H IME1G IME1F IME1E IME1D IME1C IME1B IME1A 

H'FFFFF464 － － － － － － － OVE1B 

H'FFFFF465 

TIER1B 

－ － － － － － － CME1 

H'FFFFF466 TRGMDR TRGMD － － － － － － － 

ATU-II 

（チャネル 1）

H'FFFFF467 

～ 

H'FFFFF47F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF480 － OVF5 IMF5D IMF5C IMF5B IMF5A OVF4 IMF4D 

H'FFFFF481 

TSR3 

IMF4C IMF4B IMF4A OVF3 IMF3D IMF3C IMF3B IMF3A 

H'FFFFF482 － OVE5 IME5D IME5C IME5B IME5A OVE4 IME4D 

H'FFFFF483 

TIER3 

IME4C IME4B IME4A OVE3 IME3D IME3C IME3B IME3A 

H'FFFFF484 TMDR － － － － － T5PWM T4PWM T3PWM 

ATU-II 

（チャネル 3、

4、5共通） 

H'FFFFF485 

～ 

H'FFFFF49F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF4A0         

H'FFFFF4A1 

TCNT3 

        

H'FFFFF4A2         

H'FFFFF4A3 

GR3A 

        

H'FFFFF4A4         

H'FFFFF4A5 

GR3B 

        

H'FFFFF4A6         

H'FFFFF4A7 

GR3C 

        

H'FFFFF4A8         

H'FFFFF4A9 

GR3D 

        

H'FFFFF4AA TIOR3B CCI3D IO3D2 IO3D1 IO3D0 CCI3C IO3C2 IO3C1 IO3C0 

H'FFFFF4AB TIOR3A CCI3B IO3B2 IO3B1 IO3B0 CCI3A IO3A2 IO3A1 IO3A0 

H'FFFFF4AC TCR3 － － CKEG1 CKEG0 CKSEL3 CKSEL2 CKSEL1 CKSEL0 

ATU-II 

（チャネル 3）
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF4AD 

～ 

H'FFFFF4BF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF4C0         

H'FFFFF4C1 

TCNT4 

        

H'FFFFF4C2         

H'FFFFF4C3 

GR4A 

        

H'FFFFF4C4         

H'FFFFF4C5 

GR4B 

        

H'FFFFF4C6         

H'FFFFF4C7 

GR4C 

        

H'FFFFF4C8         

H'FFFFF4C9 

GR4D 

        

H'FFFFF4CA TIOR4B CCI4D IO4D2 IO4D1 IO4D0 CCI4C IO4C2 IO4C1 IO4C0 

H'FFFFF4CB TIOR4A CCI4B IO4B2 IO4B1 IO4B0 CCI4A IO4A2 IO4A1 IO4A0 

H'FFFFF4CC TCR4 － － CKEG1 CKEG0 CKSEL3 CKSEL2 CKSEL1 CKSEL0 

ATU-II 

（チャネル 4）

H'FFFFF4CD 

～ 

H'FFFFF4DF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF4E0         

H'FFFFF4E1 

TCNT5 

        

H'FFFFF4E2         

H'FFFFF4E3 

GR5A 

        

H'FFFFF4E4         

H'FFFFF4E5 

GR5B 

        

H'FFFFF4E6         

H'FFFFF4E7 

GR5C 

        

H'FFFFF4E8         

H'FFFFF4E9 

GR5D 

        

H'FFFFF4EA TIOR5B CCI5D IO5D2 IO5D1 IO5D0 CCI5C IO5C2 IO5C1 IO5C0 

H'FFFFF4EB TIOR5A CCI5B IO5B2 IO5B1 IO5B0 CCI5A IO5A2 IO5A1 IO5A0 

H'FFFFF4EC TCR5 － － CKEG1 CKEG0 CKSEL3 CKSEL2 CKSEL1 CKSEL0 

ATU-II 

（チャネル 5）

H'FFFFF4ED 

～ 

H'FFFFF4EF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF500         

H'FFFFF501 

TCNT6A 

        

H'FFFFF502         

H'FFFFF503 

TCNT6B 

        

H'FFFFF504         

H'FFFFF505 

TCNT6C 

        

H'FFFFF506         

H'FFFFF507 

TCNT6D 

        

ATU-II 

（チャネル 6）
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF508         

H'FFFFF509 

CYLR6A 

        

H'FFFFF50A         

H'FFFFF50B 

CYLR6B 

        

H'FFFFF50C         

H'FFFFF50D 

CYLR6C 

        

H'FFFFF50E         

H'FFFFF50F 

CYLR6D 

        

H'FFFFF510         

H'FFFFF511 

BFR6A 

        

H'FFFFF512         

H'FFFFF513 

BFR6B 

        

H'FFFFF514         

H'FFFFF515 

BFR6C 

        

H'FFFFF516         

H'FFFFF517 

BFR6D 

        

H'FFFFF518         

H'FFFFF519 

DTR6A 

        

H'FFFFF51A         

H'FFFFF51B 

DTR6B 

        

H'FFFFF51C         

H'FFFFF51D 

DTR6C 

        

H'FFFFF51E         

H'FFFFF51F 

DTR6D 

        

H'FFFFF520 TCR6B － CKSELD2 CKSELD1 CKSELD0 － CKSELC2 CKSELC1 CKSELC0 

H'FFFFF521 TCR6A － CKSELB2 CKSELB1 CKSELB0 － CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

H'FFFFF522 － － － － － － － － 

H'FFFFF523 

TSR6 

UD6D UD6C UD6B UD6A CMF6D CMF6C CMF6B CMF6A 

H'FFFFF524 － － － － － － － － 

H'FFFFF525 

TIER6 

－ － － － CME6D CME6C CME6B CME6A 

H'FFFFF526 PMDR DTSELD DTSELC DTSELB DTSELA CNTSELD CNTSELC CNTSELB CNTSELA 

ATU-II 

（チャネル 6）

H'FFFFF527 

～ 

H'FFFFF57F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF580         

H'FFFFF581 

TCNT7A 

        

H'FFFFF582         

H'FFFFF583 

TCNT7B 

        

H'FFFFF584         

H'FFFFF585 

TCNT7C 

        

H'FFFFF586         

H'FFFFF587 

TCNT7D 

        

ATU-II 

（チャネル 7）
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF588         

H'FFFFF589 

CYLR7A 

        

H'FFFFF58A         

H'FFFFF58B 

CYLR7B 

        

H'FFFFF58C         

H'FFFFF58D 

CYLR7C 

        

H'FFFFF58E         

H'FFFFF58F 

CYLR7D 

        

H'FFFFF590         

H'FFFFF591 

BFR7A 

        

H'FFFFF592         

H'FFFFF593 

BFR7B 

        

H'FFFFF594         

H'FFFFF595 

BFR7C 

        

H'FFFFF596         

H'FFFFF597 

BFR7D 

        

H'FFFFF598         

H'FFFFF599 

DTR7A 

        

H'FFFFF59A         

H'FFFFF59B 

DTR7B 

        

H'FFFFF59C         

H'FFFFF59D 

DTR7C 

        

H'FFFFF59E         

H'FFFFF59F 

DTR7D 

        

H'FFFFF5A0 TCR7B － CKSELD2 CKSELD1 CKSELD0 － CKSELC2 CKSELC1 CKSELC0 

H'FFFFF5A1 TCR7A － CKSELB2 CKSELB1 CKSELB0 － CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

H'FFFFF5A2 － － － － － － － － 

H'FFFFF5A3 

TSR7 

UD7D UD7C UD7B UD7A CMF7D CMF7C CMF7B CMF7A 

H'FFFFF5A4 － － － － － － － － 

H'FFFFF5A5 

TIER7 

－ － － － CME7D CME7C CME7B CME7A 
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H'FFFFF5A6 

～ 

H'FFFFF5BF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF5C0         

H'FFFFF5C1 

TCNT11 

        

H'FFFFF5C2         

H'FFFFF5C3 

GR11A 

        

H'FFFFF5C4         

H'FFFFF5C5 

GR11B 

        

H'FFFFF5C6 TIOR11 － IO11B2 IO11B1 IO11B0 － IO11A2 IO11A1 IO11A0 

H'FFFFF5C7 － － － － － － － － － 

ATU-II 

（チャネル11）

 



付録 

Rev.5.00  2010.02.23  付録-57 
RJJ09B0181-0500 

 

 
ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF5C8 TCR11 － － CKEG1 CKEG0 － CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

H'FFFFF5C9 － － － － － － － － － 

H'FFFFF5CA － － － － － － － OVF11 

H'FFFFF5CB 

TSR11 

－ － － － － － IMF11B IMF11A 

H'FFFFF5CC － － － － － － － OVE11 

H'FFFFF5CD 

TIER11 

－ － － － － － IME11B IME11A 
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H'FFFFF5CE 

～ 

H'FFFFF5FF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF600         

H'FFFFF601 

TCNT2A 

        

H'FFFFF602         

H'FFFFF603 

TCNT2B 

        

H'FFFFF604         

H'FFFFF605 

GR2A 

        

H'FFFFF606         

H'FFFFF607 

GR2B 

        

H'FFFFF608         

H'FFFFF609 

GR2C 

        

H'FFFFF60A         

H'FFFFF60B 

GR2D 

        

H'FFFFF60C         

H'FFFFF60D 

GR2E 

        

H'FFFFF60E         

H'FFFFF60F 

GR2F 

        

H'FFFFF610         

H'FFFFF611 

GR2G 

        

H'FFFFF612         

H'FFFFF613 

GR2H 

        

H'FFFFF614         

H'FFFFF615 

OCR2A 

        

H'FFFFF616         

H'FFFFF617 

OCR2B 

        

H'FFFFF618         

H'FFFFF619 

OCR2C 

        

H'FFFFF61A         

H'FFFFF61B 

OCR2D 

        

H'FFFFF61C         

H'FFFFF61D 

OCR2E 

        

H'FFFFF61E         

H'FFFFF61F 

OCR2F 
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF620         

H'FFFFF621 

OCR2G 

        

H'FFFFF622         

H'FFFFF623 

OCR2H 

        

H'FFFFF624         

H'FFFFF625 

OSBR2 

        

H'FFFFF626 TIOR2B － IO2D2 IO2D1 IO2D0 － IO2C2 IO2C1 IO2C0 

H'FFFFF627 TIOR2A － IO2B2 IO2B1 IO2B0 － IO2A2 IO2A1 IO2A0 

H'FFFFF628 TIOR2D － IO2H2 IO2H1 IO2H0 － IO2G2 IO2G1 IO2G0 

H'FFFFF629 TIOR2C － IO2F2 IO2F1 IO2F0 － IO2E2 IO2E1 IO2E0 

H'FFFFF62A TCR2B － － CKEGB1 CKEGB0 CKSELB3 CKSELB2 CKSELB1 CKSELB0 

H'FFFFF62B TCR2A － － CKEGA1 CKEGA0 CKSELA3 CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

H'FFFFF62C － － － － － － － OVF2A 

H'FFFFF62D 

TSR2A 

IMF2H IMF2G IMF2F IMF2E IMF2D IMF2C IMF2B IMF2A 

H'FFFFF62E － － － － － － － OVF2B 

H'FFFFF62F 

TSR2B 

CMF2H CMF2G CMF2F CMF2E CMF2D CMF2C CMF2B CMF2A 

H'FFFFF630 － － － － － － － OVE2A 

H'FFFFF631 

TIER2A 

IME2H IME2G IME2F IME2E IME2D IME2C IME2B IME2A 

H'FFFFF632 － － － － － － － OVE2B 

H'FFFFF633 

TIER2B 

CME2H CME2G CME2F CME2E CME2D CME2C CME2B CME2A 
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H'FFFFF634 

～ 

H'FFFFF63F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF640         

H'FFFFF641 

DCNT8A 

        

H'FFFFF642         

H'FFFFF643 

DNCT8B 

        

H'FFFFF644         

H'FFFFF645 

DNCT8C 

        

H'FFFFF646         

H'FFFFF647 

DCNT8D 

        

H'FFFFF648         

H'FFFFF649 

DCNT8E 

        

H'FFFFF64A         

H'FFFFF64B 

DCNT8F 

        

H'FFFFF64C         

H'FFFFF64D 

DCNT8G 

        

H'FFFFF64E         

H'FFFFF64F 

DCNT8H 

        

H'FFFFF650         

H'FFFFF651 

DCNT8I 
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF652         

H'FFFFF653 

DCNT8J 

        

H'FFFFF654         

H'FFFFF655 

DCNT8K 

        

H'FFFFF656         

H'FFFFF657 

DCNT8L 

        

H'FFFFF658         

H'FFFFF659 

DCNT8M 

        

H'FFFFF65A         

H'FFFFF65B 

DCNT8N 

        

H'FFFFF65C         

H'FFFFF65D 

DCNT8O 

        

H'FFFFF65E         

H'FFFFF65F 

DCNT8P 

        

H'FFFFF660         

H'FFFFF661 

RLDR8 

        

H'FFFFF662 CN8P CN8O CN8N CN8M CN8L CN8K CN8J CN8I 

H'FFFFF663 

TCNR 

CN8H CN8G CN8F CN8E CN8D CN8C CN8B CN8A 

H'FFFFF664 OTEP OTEO OTEN OTEM OTEL OTEK OTEJ OTEI 

H'FFFFF665 

OTR 

OTEH OTEG OTEF OTEE OTED OTEC OTEB OTEA 

H'FFFFF666 DST8P DST8O DST8N DST8M DST8L DST8K DST8J DST8I 

H'FFFFF667 

DSTR 

DST8H DST8G DST8F DST8E DST8D DST8C DST8B DST8A 

H'FFFFF668 TCR8 － CKSELB2 CKSELB1 CKSELB0 － CKSELA2 CKSELA1 CKSELA0 

H'FFFFF669 － － － － － － － － － 

H'FFFFF66A OSF8P OSF8O OSF8N OSF8M OSF8L OSF8K OSF8J OSF8I 

H'FFFFF66B 

TSR8 

OSF8H OSF8G OSF8F OSF8E OSF8D OSF8C OSF8B OSF8A 

H'FFFFF66C OSE8P OSE8O OSE8N OSE8M OSE8L OSE8K OSE8J OSE8I 

H'FFFFF66D 

TIER8 

OSE8H OSE8G OSE8F OSE8E OSE8D OSE8C OSE8B OSE8A 

H'FFFFF66E RLDENR RLDEN － － － － － － － 
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H'FFFFF66F 

～ 

H'FFFFF67F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF680 ECNT9A         

H'FFFFF681 － － － － － － － － － 

H'FFFFF682 ECNT9B         

H'FFFFF683 － － － － － － － － － 

H'FFFFF684 ECNT9C         

H'FFFFF685 － － － － － － － － － 

H'FFFFF686 ECNT9D         

H'FFFFF687 － － － － － － － － － 

H'FFFFF688 ECNT9E         

H'FFFFF689 － － － － － － － － － 

ATU-II 
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF68A ECNT9F         

H'FFFFF68B － － － － － － － － － 

H'FFFFF68C GR9A         

H'FFFFF68D － － － － － － － － － 

H'FFFFF68E GR9B         

H'FFFFF68F － － － － － － － － － 

H'FFFFF690 GR9C         

H'FFFFF691 － － － － － － － － － 

H'FFFFF692 GR9D         

H'FFFFF693 － － － － － － － － － 

H'FFFFF694 GR9E         

H'FFFFF695 － － － － － － － － － 

H'FFFFF696 GR9F         

H'FFFFF697 － － － － － － － － － 

H'FFFFF698 TCR9A － TRG3BEN EGSELB1 EGSELB0 － TRG3AEN EGSELA1 EGSELA0 

H'FFFFF699 － － － － － － － － － 

H'FFFFF69A TCR9B － TRG3DEN EGSELD1 EGSELD0 － TRG3CEN EGSELC1 EGSELC0 

H'FFFFF69B － － － － － － － － － 

H'FFFFF69C TCR9C － － EGSELF1 EGSELF0 － － EGSELE1 EGSELE0 

H'FFFFF69D － － － － － － － － － 

H'FFFFF69E － － － － － － － － 

H'FFFFF69F 

TSR9 

－ － CMF9F CMF9E CMF9D CMF9C CMF9B CMF9A 

H'FFFFF6A0 － － － － － － － － 

H'FFFFF6A1 

TIER9 

－ － CME9F CME9E CME9D CME9C CME9B CME9A 
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H'FFFFF6A2 

～ 

H'FFFFF6BF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF6C0         

H'FFFFF6C1 

TCNT10AH 

        

H'FFFFF6C2         

H'FFFFF6C3 

TCNT10AL 

        

H'FFFFF6C4 TCNT10B         

H'FFFFF6C5 － － － － － － － － － 

H'FFFFF6C6         

H'FFFFF6C7 

TCNT10C 

        

H'FFFFF6C8 TCNT10D         

H'FFFFF6C9 － － － － － － － － － 

H'FFFFF6CA         

H'FFFFF6CB 

TCNT10E 

        

H'FFFFF6CC         

H'FFFFF6CD 

TCNT10F 
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H'FFFFF6CE          

H'FFFFF6CF 

TCNT10G 

         

H'FFFFF6D0          

H'FFFFF6D1 

ICR10AH 
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ビット名 アドレス レジスタ略

称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF6D2         

H'FFFFF6D3 

ICR10AL 

        

H'FFFFF6D4         

H'FFFFF6D5 

OCR10AH 

        

H'FFFFF6D6         

H'FFFFF6D7 

OCR10AL 

        

H'FFFFF6D8 OCR10B         

H'FFFFF6D9 － － － － － － － － － 

H'FFFFF6DA         

H'FFFFF6DB 

RLD10C 

        

H'FFFFF6DC         

H'FFFFF6DD 

GR10G 

        

H'FFFFF6DE TCNT10H         

H'FFFFF6DF － － － － － － － － － 

H'FFFFF6E0 NCR10         
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H'FFFFF6E1 － － － － － － － － － 

H'FFFFF6E2 TIOR10 RLDEN CCS PIM1 PIM0 － IO10G2 IO10G1 IO10G0 

H'FFFFF6E3 － － － － － － － － － 

H'FFFFF6E4 TCR10 TRG2BEN TRG1BEN TRG2AEN TRG1AEN TRG0DEN NCE CKEG1 CKEG0 

H'FFFFF6E5 － － － － － － － － － 

H'FFFFF6E6         

H'FFFFF6E7 

TCCLR10 

        

H'FFFFF6E8 － － － － － － － － 

H'FFFFF6E9 

TSR10 

－ － － － CMF10G CMF10B ICF10A CMF10A 

H'FFFFF6EA － － － － － － － － 

H'FFFFF6EB 

TIER10 

－ － － IREG CME10G CME10B ICE10A CME10A 
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H'FFFFF6EC 

～ 

H'FFFFF6FF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF700 PULS7ROE PULS6ROE PULS5ROE PULS4ROE PULS3ROE PULS2ROE PULS1ROE PULS0ROE 

H'FFFFF701 

POPCR 

PULS7SOE PULS6SOE PULS5SOE PULS4SOE PULS3SOE PULS2SOE PULS1SOE PULS0SOE 

APC 

H'FFFFF702 

～ 

H'FFFFF707 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF708 SYSCR1 － － － － － － AUDSRST RAME 

H'FFFFF709 － － － － － － － － － 

H'FFFFF70A SYCSR2*4 － － － － － － － － 

H'FFFFF70B* SYCSR2*5 － － － － MSTOP3 MSTOP2 MSTOP1 MSTOP0 

低消費電力 

モード 

H'FFFFF70C 

～ 

H'FFFFF70F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF710 － － － － － － － － 

H'FFFFF711 

CMSTR 

－ － － － － － STR1 STR0 

H'FFFFF712 － － － － － － － － 

H'FFFFF713 

CMCSR0 

CMF CMIE － － － － CKS1 CKS0 

H'FFFFF714 CMCNT0         

CMT 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF715 CMCNT0         

H'FFFFF716         

H'FFFFF717 

CMCOR0 

        

H'FFFFF718 － － － － － － － － 

H'FFFFF719 

CMCSR1 

CMF CMIE － － － － CKS1 CKS0 

H'FFFFF71A         

H'FFFFF71B 

CMCNT1 

        

H'FFFFF71C         

H'FFFFF71D 

CMCOR1 

        

H'FFFFF71E － － － － － － － － － 

H'FFFFF71F － － － － － － － － － 

CMT 

H'FFFFF720 PA15IOR PA14IOR PA13IOR PA12IOR PA11IOR PA10IOR PA9IOR PA8IOR 

H'FFFFF721 

PAIOR 

PA7IOR PA6IOR PA5IOR PA4IOR PA3IOR PA2IOR PA1IOR PA0IOR 

H'FFFFF722 PA15MD1 PA15MD0 PA14MD1 PA14MD0 － PA13MD － PA12MD 

H'FFFFF723 

PACRH 

PA11MD1 PA11MD0 PA10MD1 PA10MD0 PA9MD1 PA9MD0 PA8MD1 PA8MD0 

H'FFFFF724 － PA7MD － PA6MD － PA5MD － PA4MD 

H'FFFFF725 

PACRL 

－ PA3MD － PA2MD － PA1MD － PA0MD 

H'FFFFF726 PA15DR PA14DR PA13DR PA12DR PA11DR PA10DR PA9DR PA8DR 

H'FFFFF727 

PADR 

PA7DR PA6DR PA5DR PA4DR PA3DR PA2DR PA1DR PA0DR 

ポートＡ 

H'FFFFF728 PH15IOR PH14IOR PH13IOR PH12IOR PH11IOR PH10IOR PH9IOR PH8IOR 

H'FFFFF729 

PHIOR 

PH7IOR PH6IOR PH5IOR PH4IOR PH3IOR PH2IOR PH1IOR PH0IOR 

H'FFFFF72A PH15MD PH14MD PH13MD PH12MD PH11MD PH10MD PH9MD PH8MD 

H'FFFFF72B 

PHCR 

PH7MD PH6MD PH5MD PH4MD PH3MD PH2MD PH1MD PH0MD 

H'FFFFF72C PH15DR PH14DR PH13DR PH12DR PH11DR PH10DR PH9DR PH8DR 

H'FFFFF72D 

PHDR 

PH7DR PH6DR PH5DR PH4DR PH3DR PH2DR PH1DR PH0DR 

ポートＨ 

H'FFFFF72E ADTRGR1 EXTRG － － － － － － － 

H'FFFFF72F ADTRGR2 EXTRG － － － － － － － 

A/D 

H'FFFFF730 PB15IOR PB14IOR PB13IOR PB12IOR PB11IOR PB10IOR PB9IOR PB8IOR 

H'FFFFF731 

PBIOR 

PB7IOR PB6IOR PB5IOR PB4IOR PB3IOR PB2IOR PB1IOR PB0IOR 

H'FFFFF732 PB15MD1 PB15MD0 PB14MD1 PB14MD0 PB13MD1 PB13MD0 PB12MD1 PB12MD0 

H'FFFFF733 

PBCRH 

PB11MD1 PB11MD0 PB10MD1 PB10MD0 PB9MD1 PB9MD0 PB8MD1 PB8MD0 

H'FFFFF734 PB7MD1 PB7MD0 PB6MD1 PB6MD0 PB5MD1 PB5MD0 PB4MD1 PB4MD0 

H'FFFFF735 

PBCRL 

－ PB3MD － PB2MD － PB1MD － PB0MD 

H'FFFFF736 PB15IR PB14IR PB13IR － PB11IR PB10IR PB9IR PB8IR 

H'FFFFF737 

PBIR 

PB7IR PB6IR PB5IR PB4IR PB3IR PB2IR PB1IR PB0IR 

H'FFFFF738 PB15DR PB14DR PB13DR PB12DR PB11DR PB10DR PB9DR PB8DR 

H'FFFFF739 

PBDR 

PB7DR PB6DR PB5DR PB4DR PB3DR PB2DR PB1DR PB0DR 

ポートＢ 

H'FFFFF73A － － － － － － － － 

H'FFFFF73B 

PCIOR 

－ － － PC4IOR PC3IOR PC2IOR PC1IOR PC0IOR 

H'FFFFF73C － － － － － － － PC4MD 

H'FFFFF73D 

PCCR 

PC3MD1 PC3MD0 PC2MD1 PC2MD0 － PC1MD － PC0MD 

ポートＣ 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF73E － － － － － － － － 

H'FFFFF73F 

PCDR 

－ － － PC4DR PC3DR PC2DR PC1DR PC0DR 

ポートＣ 

H'FFFFF740 － － PD13IOR PD12IOR PD11IOR PD10IOR PD9IOR PD8IOR 

H'FFFFF741 

PDIOR 

PD7IOR PD6IOR PD5IOR PD4IOR PD3IOR PD2IOR PD1IOR PD0IOR 

H'FFFFF742 － － － － PD13MD1 PD13MD0 － PD12MD 

H'FFFFF743 

PDCRH 

－ PD11MD － PD10MD － PD9MD － PD8MD 

H'FFFFF744 － PD7MD － PD6MD － PD5MD － PD4MD 

H'FFFFF745 

PDCRL 

－ PD3MD － PD2MD － PD1MD － PD0MD 

H'FFFFF746 － － PD13DR PD12DR PD11DR PD10DR PD9DR PD8DR 

H'FFFFF747 

PDDR 

PD7DR PD6DR PD5DR PD4DR PD3DR PD2DR PD1DR PD0DR 

ポートＤ 

H'FFFFF748 PF15IOR PF14IOR PF13IOR PF12IOR PF11IOR PF10IOR PF9IOR PF8IOR 

H'FFFFF749 

PFIOR 

PF7IOR PF6IOR PF5IOR PF4IOR PF3IOR PF2IOR PF1IOR PF0IOR 

H'FFFFF74A CKHIZ PF15MD0 PF15MD1 PF14MD0 PF14MD1 PF13MD － PF12MD 

H'FFFFF74B 

PFCRH 

－ PF11MD － PF10MD － PF9MD － PF8MD 

H'FFFFF74C － PF7MD － PF6MD PF5MD1 PF5MD0 － PF4MD 

H'FFFFF74D 

PFCRL 

－ PF3MD － PF2MD － PF1MD － PF0MD 

H'FFFFF74E PF15DR PF14DR PF13DR PF12DR PF11DR PF10DR PF9DR PF8DR 

H'FFFFF74F 

PFDR 

PF7DR PF6DR PF5DR PF4DR PF3DR PF2DR PF1DR PF0DR 

ポートＦ 

H'FFFFF750 PE15IOR PE14IOR PE13IOR PE12IOR PE11IOR PE10IOR PE9IOR PE8IOR 

H'FFFFF751 

PEIOR 

PE7IOR PE6IOR PE5IOR PE4IOR PE3IOR PE2IOR PE1IOR PE0IOR 

H'FFFFF752 PE15MD PE14MD PE13MD PE12MD PE11MD PE10MD PE9MD PE8MD 

H'FFFFF753 

PECR 

PE7MD PE6MD PE5MD PE4MD PE3MD PE2MD PE1MD PE0MD 

H'FFFFF754 PE15DR PE14DR PE13DR PE12DR PE11DR PE10DR PE9DR PE8DR 

H'FFFFF755 

PEDR 

PE7DR PE6DR PE5DR PE4DR PE3DR PE2DR PE1DR PE0DR 

ポートＥ 

H'FFFFF756 － － PL13IOR PL12IOR PL11IOR PL10IOR PL9IOR PL8IOR 

H'FFFFF757 

PLIOR 

PL7IOR PL6IOR PL5IOR PL4IOR PL3IOR PL2IOR PL1IOR PL0IOR 

H'FFFFF758 － － － － PL13MD1 PL13MD0 PL12MD1 PL12MD0 

H'FFFFF759 

PLCRH 

PL11MD1 PL11MD0 PL10MD1 PL10MD0 PL9MD1 PL9MD0 － PL8MD 

H'FFFFF75A PL7MD1 PL7MD0 － PL6MD － PL5MD － PL4MD 

H'FFFFF75B 

PLCRL 

－ PL3MD PL2MD1 PL2MD0 PL1MD1 PL1MD0 － PL0MD 

H'FFFFF75C － － － － － － PL9IR PL8IR 

H'FFFFF75D 

PLIR 

PL7IR － － － － － － － 

H'FFFFF75E － － PL13DR PL12DR PL11DR PL10DR PL9DR PL8DR 

H'FFFFF75F 

PLDR 

PL7DR PL6DR PL5DR PL4DR PL3DR PL2DR PL1DR PL0DR 

ポートＬ 

H'FFFFF760 － － － － － － － － 

H'FFFFF761 

PGIOR 

－ － － － PG3IOR PG2IOR PG1IOR PG0IOR 

H'FFFFF762 － － － － － － － － 

H'FFFFF763 

PGCR 

PG3MD1 PG3MD0 PG2MD1 PG2MD0 － PG1MD PG0MD1 PG0MD0 

H'FFFFF764 － － － － － － － － 

H'FFFFF765 

PGDR 

－ － － － PG3DR PG2DR PG1DR PG0DR 

ポートＧ 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF766 PJ15IOR PJ14IOR PJ13IOR PJ12IOR PJ11IOR PJ10IOR PJ9IOR PJ8IOR 

H'FFFFF767 

PJIOR 

PJ7IOR PJ6IOR PJ5IOR PJ4IOR PJ3IOR PJ2IOR PJ1IOR PJ0IOR 

H'FFFFF768 － PJ15MD － PJ14MD － PJ13MD － PJ12MD 

H'FFFFF769 

PJCRH 

－ PJ11MD － PJ10MD － PJ9MD － PJ8MD 

H'FFFFF76A － PJ7MD － PJ6MD － PJ5MD － PJ4MD 

H'FFFFF76B 

PJCRL 

－ PJ3MD － PJ2MD － PJ1MD － PJ0MD 

H'FFFFF76C PJ15DR PJ14DR PJ13DR PJ12DR PJ11DR PJ10DR PJ9DR PJ8DR 

H'FFFFF76D 

PJDR 

PJ7DR PJ6DR PJ5DR PJ4DR PJ3DR PJ2DR PJ1DR PJ0DR 

ポートＪ 

H'FFFFF76E ADTRGR0 EXTRG － － － － － － － 

H'FFFFF76F － － － － － － － － － 

A/D 

H'FFFFF770 PK15IOR PK14IOR PK13IOR PK12IOR PK11IOR PK10IOR PK9IOR PK8IOR 

H'FFFFF771 

PKIOR 

PK7IOR PK6IOR PK5IOR PK4IOR PK3IOR PK2IOR PK1IOR PK0IOR 

H'FFFFF772 － PK15MD － PK14MD － PK13MD － PK12MD 

H'FFFFF773 

PKCRH 

－ PK11MD － PK10MD － PK9MD － PK8MD 

H'FFFFF774 － PK7MD － PK6MD － PK5MD － PK4MD 

H'FFFFF775 

PKCRL 

－ PK3MD － PK2MD － PK1MD － PK0MD 

H'FFFFF776 PK15IR PK14IR PK13IR PK12IR PK11IR PK10IR PK9IR PK8IR 

H'FFFFF777 

PKIR 

PK7IR PK6IR PK5IR PK4IR PK3IR PK2IR PK1IR PK0IR 

H'FFFFF778 PK15DR PK14DR PK13DR PK12DR PK11DR PK10DR PK9DR PK8DR 

H'FFFFF779 

PKDR 

PK7DR PK6DR PK5DR PK4DR PK3DR PK2DR PK1DR PK0DR 

ポートＫ 

H'FFFFF77A 

～ 

H'FFFFF77F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF780 PA15PR PA14PR PA13PR PA12PR PA11PR PA10PR PA9PR PA8PR 

H'FFFFF781 

PAPR 

PA7PR PA6PR PA5PR PA4PR PA3PR PA2PR PA1PR PA0PR 

ポート A 

H'FFFFF782 PB15PR PB14PR PB13PR PB12PR PB11PR PB10PR PB9PR PB8PR 

H'FFFFF783 

PBPR 

PB7PR PB6PR PB5PR PB4PR PB3PR PB2PR PB1PR PB0PR 

ポート B 

H'FFFFF784 － － PD13PR PD12PR PD11PR PD10PR PD9PR PD8PR 

H'FFFFF785 

PDPR 

PD7PR PD6PR PD5PR PD4PR PD3PR PD2PR PD1PR PD0PR 

ポート D 

H'FFFFF786 PJ15PR PJ14PR PJ13PR PJ12PR PJ11PR PJ10PR PJ9PR PJ8PR 

H'FFFFF787 

PJPR 

PJ7PR PJ6PR PJ5PR PJ4PR PJ3PR PJ2PR PJ1PR PJ0PR 

ポート J 

H'FFFFF788 － － PL13PR PL12PR PL11PR PL10PR PL9PR PL8PR 

H'FFFFF789 

PLPR 

PL7PR PL6PR PL5PR PL4PR PL3PR PL2PR PL1PR PL0PR 

ポート L 

H'FFFFF78A 

～ 

H'FFFFF7BF 

－ － － － － － － － － － 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF7C0 TS3 TS2 TS1 TS0 － － － － 

H'FFFFF7C1 

SDIR 

－ － － － － － － － 

H'FFFFF7C2 － － － － － － － － 

H'FFFFF7C3 

SDSR 

－ － － － － － － SDTRF 

H'FFFFF7C4         

H'FFFFF7C5 

SDDRH 

        

H'FFFFF7C6         

H'FFFFF7C7 

SDDRL 

        

H-UDI 

H'FFFFF7C8 

～ 

H'FFFFF7FF 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF800 ADDR0H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF801 ADDR0L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF802 ADDR1H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF803 ADDR1L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF804 ADDR2H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF805 ADDR2L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF806 ADDR3H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF807 ADDR3L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF808 ADDR4H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF809 ADDR4L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF80A ADDR5H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF80B ADDR5L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF80C ADDR6H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF80D ADDR6L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF80E ADDR7H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF80F ADDR7L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF810 ADDR8H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF811 ADDR8L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF812 ADDR9H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF813 ADDR9L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF814 ADDR10H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF815 ADDR10L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF816 ADDR11H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF817 ADDR11L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF818 ADCSR0 ADF ADIE ADM1 ADM0 CH3 CH2 CH1 CH0 

H'FFFFF819 ADCR0 TRGE CKS ADST ADCS － － － － 

H'FFFFF81A 

～ 

H'FFFFF81F 

－ － － － － － － － － 

H'FFFFF820 ADDR12H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF821 ADDR12L AD1 AD0 － － － － － － 

A/D 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF822 ADDR13H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF823 ADDR13L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF824 ADDR14H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF825 ADDR14L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF826 ADDR15H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF827 ADDR15L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF828 ADDR16H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF829 ADDR16L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF82A ADDR17H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF82B ADDR17L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF82C ADDR18H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF82D ADDR18L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF82E ADDR19H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF82F ADDR19L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF830 ADDR20H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF831 ADDR20L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF832 ADDR21H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF833 ADDR21L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF834 ADDR22H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF835 ADDR22L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF836 ADDR23H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF837 ADDR23L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF838 ADCSR1 ADF ADIE ADM1 ADM0 CH3 CH2 CH1 CH0 

H'FFFFF839 ADCR1 TRGE CKS ADST ADCS － － － － 

H'FFFFF83A 

～ 

H'FFFFF83F 

－ － － － － － － － － 

H'FFFFF840 ADDR24H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF841 ADDR24L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF842 ADDR25H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF843 ADDR25L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF844 ADDR26H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF845 ADDR26L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF846 ADDR27H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF847 ADDR27L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF848 ADDR28H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF849 ADDR28L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF84A ADDR29H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF84B ADDR29L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF84C ADDR30H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

H'FFFFF84D ADDR30L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF84E ADDR31H AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 ADR AD3 AD2 

A/D 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFF84F ADDR31L AD1 AD0 － － － － － － 

H'FFFFF850 

～ 

H'FFFFF857 

－ － － － － － － － － 

H'FFFFF858 ADCSR2 ADF ADIE ADM1 ADM0 － CH2 CH1 CH0 

H'FFFFF859 ADCR2 TRGE CKS ADST ADCS － － － － 

A/D 

H'FFFFF85A 

～ 

H'FFFFF85F 

－ － － － － － － － － － 

H'FFFFF860         

H'FFFFF861 

ADCNT0 

        

H'FFFFF862         

H'FFFFF863 

ADCYLR0 

        

H'FFFFF864         

H'FFFFF865 

ADDR0A 

        

H'FFFFF866         

H'FFFFF867 

ADDR0B 

        

H'FFFFF868         

H'FFFFF869 

ADGR0A 

        

H'FFFFF86A         

H'FFFFF86B 

ADGR0B 

        

H'FFFFF86C ADTCR0 CKSEL10 CKSEL00 － － DTSEL0B DTSEL0A ADSEL0B ADSEL0A 

H'FFFFF86D ADTSR0 － TADF0B TADF0A ADDF0B ADDF0A ADCYLF0 ADCMF0B ADCMF0A 

H'FFFFF86E ADTIER0 ADTRG0 TADE0B TADE0A ADDE0B ADDE0A ADCYLE0 ADCME0B ADCNE0A 

H'FFFFF86F          

H'FFFFF870         

H'FFFFF871 

ADCNT1 

        

H'FFFFF872         

H'FFFFF873 

ADCYLR1 

        

H'FFFFF874         

H'FFFFF875 

ADDR1A 

        

H'FFFFF876         

H'FFFFF877 

ADDR1B 

        

H'FFFFF878         

H'FFFFF879 

ADGR1A 

        

H'FFFFF87A         

H'FFFFF87B 

ADGR1B 

        

H'FFFFF87C ADTCR1 CKSEL11 CKSEL01 － － DTSEL1B DTSEL1A ADSEL1B ADSEL1A 

H'FFFFF87D ADTSR1 － TADF1B TADF1A ADDF1B ADDF1A ADCYLF1 ADCMF1B ADCMF1A 

H'FFFFF87E ADTIER1 ADTRG1 TADE1B TADE1A ADDE1B ADDE1A ADCYLE1 ADCME1B ADCNE1A 

H'FFFFF87F          

MTAD 
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ビット名 アドレス レジスタ 

略称 ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

モジュール 

H'FFFFFC00 SSCRH_0 MSS BIDE － SOL SOLP SCKS CSS1 CSS0 

H'FFFFFC01 SSCRL_0 － － SRES － － － DATS1 DATS0 

H'FFFFFC02 SSMR_0 MLS CPOS CPHS － － CKS2 CKS1 CKS0 

H'FFFFFC03 SSER_0 TE RE － － TEIE TIE RIE CEIE 

H'FFFFFC04 SSTDR0_0         

H'FFFFFC05 SSTDR1_0         

H'FFFFFC06 SSTDR2_0         

H'FFFFFC07 SSTDR3_0         

H'FFFFFC08 SSRDR0_0         

H'FFFFFC09 SSRDR1_0         

H'FFFFFC0A SSRDR2_0         

H'FFFFFC0B SSRDR3_0         

H'FFFFFC0C SSSR_0 － ORER － － TEND TDRE RDRF CE 

SSU*6 

（チャンネル 0）

H'FFFFFC10 SSCRH_1 MSS BIDE － SOL SOLP SCKS CSS1 CSS0 

H'FFFFFC11 SSCRL_1 － － SRES － － － DATS1 DATS0 

H'FFFFFC12 SSMR_1 MLS CPOS CPHS － － CKS2 CKS1 CKS0 

H'FFFFFC13 SSER_1 TE RE － － TEIE TIE RIE CEIE 

H'FFFFFC14 SSTDR0_1         

H'FFFFFC15 SSTDR1_1         

H'FFFFFC16 SSTDR2_1         

H'FFFFFC17 SSTDR3_1         

H'FFFFFC18 SSRDR0_1         

H'FFFFFC19 SSRDR1_1         

H'FFFFFC1A SSRDR2_1         

H'FFFFFC1B SSRDR3_1         

H'FFFFFC1C SSSR_1 － ORER － － TEND TDRE RDRF CE 

SSU*6 

（チャンネル 1）

【注】 * 読み出し時のアドレスです。書き込み時のアドレスは H'FFFFF70Aです。詳細は「27.2.4 レジスタアクセス時の注意」

を参照してください。 

 *1  読み出し時のアドレスです。書き込み時のアドレスは、TCSRと TCNTが H'FFFEC10、RSTCSRが H'FFFFEC12です。 

詳細は「13.2.4 レジスタアクセス時の注意」を参照してください。 

 *2 ROM 1MB/RAM 48KB版 

 *3 ROM 1.5MB/RAM 80KB版 

 *4 書き込みは、ワード単位で行ってください。バイトおよびロングワード単位では書き込むことができません。 

 *5 読み出しは、バイト単位で行ってください。ワードおよびロングワード単位では、正しい値を読み出すことができません。 

 *6 SSU：Synchronous Serial communication Unit 
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A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態 

表 A.2 リセット、低消費電力状態から復帰後のレジスタ状態 
リセット状態 低消費電力状態 分類 略称 

パワーオン ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

スリープ 

R0～R15 

SR 

GBR 

VBR 

MACH,MACL 

PR 

CPU 

PC 

初期化 初期化 初期化 保持 

FR0～FR15 

FPUL 

FPU 

FPSCR 

初期化 初期化 初期化 保持 

IPRA～IPRL 

ICR 

割り込み 
コントローラ（INTC） 

ISR 

初期化 初期化 初期化 保持 

UBARH,UBARL 

UBAMRH,UBAMRL 

UBBR 

ユーザブレーク 
コントローラ（UBC） 

UBCR 

初期化 初期化 初期化 保持 

BCR1,BCR2 バスステート 
コントローラ（BSC） WCR 

初期化 初期化 初期化 保持 

SAR0～SAR3 

DAR0～DAR3 

DMATCR0～ 
DMATCR3 

不定 不定 不定 

CHCR0～CHCR3 

ダイレクトメモリ 
アクセスコントローラ 
（DMAC） 

DMAOR 

初期化 初期化 初期化 

保持 

BFR6A-D,BFR7A-D 

CYLR6A-D,CYLR7A-D 

DCNT8A-P 

DSTR 

DTR6A-D,DTR7A-D 

ECNT9A-F 

GR1A-H,GR2A-H 
GR3A-D,GR4A-D 
GR5A-D,GR9A-F 

GR10G,GR11A,11B 

ICR0A-D,ICR10A 

ITVRR1,ITVRR2A,2B 

アドバンストタイマ 
ユニット-II（ATU-II） 

NCR10 

初期化 初期化 初期化 保持 

 
 



付録 

Rev.5.00  2010.02.23  付録-70 
RJJ09B0181-0500 

 

リセット状態 低消費電力状態 分類 略称 

パワーオン ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

スリープ 

OCR1,OCR2A-H 
OCR10AH,10AL 

OCR10B 

OSBR1,OSBR2 

OTR 

PMDR 

PSCR1-4 

PSTR 

RLD10C 

RLDENR 

RLDR8 

TCCLR10 

TCNR 

TCNT0H,L 
TCNT1A,1B,TCNT2A,2B

TCNT3-5 
TCNT6A-D,TCNT7A-D 

TCNT10AH,10AL 
TCNT10B-H 

TCNT11 

TCR1A,1B,TCR2A,2B, 
TCR3-5 

TCR6A,6B,TCR7A,7B 
TCR8,TCR9A-C 
TCR10,TCR11 

TIER0,TIER1A,1B 
TIER2A,2B,TIER3 

TIER6-11 

TIOR0,TIOR1A-D 
TIOR2A-D,TIOR3A,3B 
TIOR4A,4B,TIOR5A,5B 

TIOR10,11 

TMDR 

TNCT10E 

TRGMDR 

TSR0,TSR1A,1B 
TSR2A,2B,TSR3 

TSR6-11 

アドバンストタイマ 
ユニット-II（ATU-II） 

TSTR1-3 

初期化 初期化 初期化 保持 

アドバンストパルス 
コントローラ（APC） 

POPCR 初期化 初期化 初期化 保持 

TCNT 

TCSR 

ウォッチドッグタイマ
（WDT） 

RSTCSR 

初期化 初期化 初期化 保持 
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リセット状態 低消費電力状態 分類 略称 

パワーオン ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

スリープ 

SMR0～SMR4 

BRR0～BRR4 

SCR0～SCR4 

TDR0～TDR4 

SSR0～SSR4 

RDR0～RDR4 

シリアルコミュニケーシ
ョンインタフェース
（SCI） 

SDCR0～SDCR4 

初期化 初期化 初期化 保持 

SSCRH_0,1 

SSCRL_0,1 

SSMR_0,1 

SSER_0,1 

SSSR_0,1 

SSRDR0～3_0,1 

シンクロナス 
シリアルコミュニケーシ
ョンユニット（SSU） 

SSTRSR_0,1 

初期化 初期化 初期化 保持 

ADDR0（H/L）～ 
ADDR31（H/L） 

ADCSR0,ADCSR1 
ADCSR2 

ADCR0,ADCR1 
ADCR2 

A/D変換器  

ADTRGR0,ADTRGR1 
ADTRGR2 

初期化 初期化 初期化 保持 

ADTCR0,ADTCR1 

ADTSR0,ADTSR1 

ADTIER0,ADTIER1 

ADCNT0,ADCNT1 

ADGR0A,ADGR0B 

ADGR1A,ADGR1B 

ADCYLR0,ADCYLR1 

ADDR0A,ADDR0B 

マルチトリガ A/D（MTAD） 

ADDR1A,ADDR1B 

初期化 初期化 初期化 保持 

CMSTR 

CMCSR0,CMCSR1 

CMCNT0,CMCNT1 

コンペアマッチタイマ
（CMT） 

CMCOR0,CMCOR1 

初期化 初期化 初期化 保持 

PAIOR,PBIOR,PCIOR 
PDIOR,PEIOR,PFIOR 
PGIOR,PHIOR, PJIOR  

PKIOR,PLIOR 

ピンファンクション 
コントローラ（PFC）   

PACRH,PACRL,PBCRH 
PBCRL,PBIR,PCCR 

PDCRH,PDCRL,PECR 
PFCRH,PFCRL,PGCR 
PHCR,PJCRH,PJCRL 
PKCRH,PKCRL,PKIR 
PLCRH,PLCRL,PLIR 

初期化 初期化 初期化 保持 

PADR,PBDR,PCDR 
PDDR,PEDR,PFDR 
PGDR,PHDR,PJDR 

PKDR,PLDR 

初期化 初期化 初期化 保持 I/Oポート   

PAPR,PBPR,PDPR 
PJPR,PLPR 

端子の値 端子の値 端子の値 端子の値 
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リセット状態 低消費電力状態 分類 略称 

パワーオン ハードウェア 
スタンバイ 

ソフトウェア 
スタンバイ 

スリープ 

RAMER 

FCCS 

FPCS 

FECS 

FKEY 

FMATS 

フラッシュ ROM 

FTDAR 

初期化 初期化 初期化 保持 

SBYCR 低消費電力状態関係  

SYSCR1、SYSCR2 

初期化 初期化 初期化 保持 

MCR 

GSR 

HCANII_BCR0/1 

IRR 

IMR 

TXPR0/1 

TXCR0/1 

TXACK0/1 

ABACK0/1 

RXPR0/1 

RFPR0/1 

MBIMR0/1 

UMSR0/1 

TCNTR 

TCR 

TSR 

TMR 

TDCR 

LOSR 

CCR 

CMAX 

ICR0/1 

TCMR0-2 

初期化 初期化 初期化 保持 コントローラ 
エリアネットワーク-II 
（HCAN-II） 

MB 不定 不定 不定 保持 

SDIR 

SDSR 

ハイパフォーマンス 
ユーザデバッグ 
インタフェース（H-UDI） 

SDDRH,SDDRL 

保持 不定 不定 保持 
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B. 端子状態 
表 B.1、表 B.2、表 B.3に本 LSIの端子状態を示します。 

表 B.1 端子状態（1） 
端子状態 

リセット状態 低消費電力状態 

パワーオン 

ROMなし 

拡張 

分類 端子名 

8bit 16bit 

ROMあり

拡張 

シングル 

チップ 

ハードウェア

スタンバイ 

ソフトウェア

スタンバイ 

H-UDI 

モジュール 

スタンバイ 

AUD 

モジュール 

スタンバイ 

バス権 

解放状態 

CK*1 O Z Z O O O 

XTAL I/O L L I/O I/O I/O 

EXTAL I Z Z I I I 

クロック 

PLLCAP I I I I I I 

RES I Z I I I I 

FWE I I I I I I 

HSTBY I I I I I I 

MD0 I I I I I I 

MD1 I I I I I I 

MD2 I I I I I I 

WDTOVF O Z Z O O O 

BREQ ― Z Z I I I 

システム制御 

BACK ― Z Z O O L 

NMI I Z I I I I 

IRQ0～IRQ7 ― Z Z I I I 

割り込み 

IRQOUT ― Z Z O O O 

アドレスバス A0～A21 O ― Z Z O O Z 

D0～D7 Z ― Z Z I/O I/O Z データバス 

D8～D15 ― Z ― Z Z I/O I/O Z 

WAIT I ― Z Z I I I 

WRH, WRL H ― Z Z O O Z 

RD H ― Z Z O O Z 

CS0 H ― Z Z O O Z 

バス制御 

CS1～CS3 ― Z Z O O Z 

ポート制御 POD ― Z Z I I I 

TI0A～TI0D ― Z Z I I I 

TIO1A～TIO1H ― Z Z I/O I/O I/O 

TIO2A～TIO2H ― Z Z I/O I/O I/O 

TIO3A～TIO3D ― Z Z I/O I/O I/O 

TIO4A～TIO4D ― Z Z I/O I/O I/O 

TIO5A～TIO5D ― Z Z I/O I/O I/O 

TO6A～TO6D ― Z Z O O O 

TO7A～TO7D ― Z Z O O O 

ATU-II 

TO8A～TO8P ― Z Z O O O 
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端子状態 

リセット状態 低消費電力状態 

パワーオン 

ROMなし 

拡張 

分類 端子名 

8bit 16bit 

ROMあり 

拡張 

シングル 

チップ 

ハードウェア

スタンバイ 

ソフトウェア

スタンバイ 

H-UDI 

モジュール 

スタンバイ 

AUD 

モジュール 

スタンバイ 

バス権 

解放状態 

TI9A～TI9F ― Z Z I I I 

TI10 ― Z Z I I I 

TIO11A, TIO11B ― Z Z I/O I/O I/O 

ATU-II 

TCLKA,TCLKB ― Z Z I I I 

SCK0～SCK4 ― Z Z I/O I/O I/O 

TxD0～TxD4 ― Z Z O O O 

SCI 

RxD0～RxD4 ― Z Z I I I 

SSCK0, SSCK1 ― Z Z O O O 

SSI0, SSI1 ― Z Z I I I 

SSO0, SSO1 ― Z Z O O O 

SSU*2 

SCS0, SCS1 ― Z Z I/O I/O I/O 

AN0～AN31 Z Z Z I I I 

ADTRG0, 

ADTRG1 

― Z Z I I I 

ADEND ― Z Z O O O 

A/D変換器 

AVref I I I I I I 

ADTO0A ― Z Z O O O 

ADTO0B ― Z Z O O O 

ADTO1A ― Z Z O O O 

MTAD 

ADTO1B ― Z Z O O O 

APC PULS0～ 

PULS7 

― Z Z O O O 

HTxD0, HTxD1 ― Z Z O O O HCAN-II 

HRxD0, HRxD1 ― Z Z I O I 

UBC UBCTRG ― Z Z O O O 

PA0～PA15 Z Z Z I/O I/O I/O 

PB0～PB15 Z Z Z I/O I/O I/O 

PC0～PC4 Z Z Z I/O I/O I/O 

PD0～PD13 Z Z Z I/O I/O I/O 

PE0～PE15 ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PF0～PF5 ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PF6～PF10 ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PF11～PF15 Z Z Z I/O I/O I/O 

PG0～PG3 Z Z Z I/O I/O I/O 

PH0～PH7 ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PH8～PH15 Z ― Z Z Z I/O I/O I/O 

PJ0～PJ15 Z Z Z I/O I/O I/O 

PK0～PK15 Z Z Z I/O I/O I/O 

I/Oポート 

PL0～PL13 Z Z Z I/O I/O I/O 

【注】 *1 PFCRHの CKHIZビットを 1にセットすると、無条件で HIZになります。 

 *2 SSU：Synchronous Serial communication Unit 
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表 B.2 端子状態（2） 
端子状態 

リセット状態 低消費電力状態 

パワーオン 

ROMなし 

拡張 

分類 端子名 

8bit 16bit 

ROMあり 

拡張 

シングル

チップ 

ハードウェア

スタンバイ 

ソフトウェア

スタンバイ 

H-UDI 

モジュール 

スタンバイ 

AUD 

モジュール 

スタンバイ 

バス権 

解放状態 

何も 

接続して

いない 

TMS I Z Z Z I I 内部プル

アップ 

TRST I Z Z Z I I 内部プル

アップ 

TDI I Z Z Z I I 内部プル

アップ 

TDO O/Z Z Z Z O/Z O/Z O/Z 

H-UDI 

TCK I Z Z Z I I 内部プル

アップ 

 

表 B.3 端子状態（3） 
端子状態 分類 端子名 

ハードウェアスタンバイ 

ソフトウェアスタンバイ 

AUDモジュールスタンバイ 

 

AUDリセット 

（AUDRST＝L） 

 

 

AUDSRST＝1／通常動作 

 

何も接続して 

いない 

AUDRST Z L入力 H入力 内部プルダウン 

AUDMD Z I I 内部プルアップ 

AUDATA0～ 

AUDATA3 

Z AUDMD＝H時：I 

AUDMD＝L時：H（内部 pull-up） 

AUDMD＝H時：I/O 

AUDMD＝L時：O 

内部プルアップ 

AUDCK Z AUDMD＝H時： I 

AUDMD＝L時：H（内部 pull-up） 

AUDMD＝H時：I 

AUDMD＝L時：O 

内部プルアップ 

AUD 

AUDSYNC Z AUDMD＝H時：I 

AUDMD＝L時：H（内部 pull-up） 

AUDMD＝H時：I 

AUDMD＝L時：O 

内部プルアップ 

【記号説明】 

― ：初期値ではない 

I ：入力 

O ：出力 

H ：ハイレベル出力 

L ：ローレベル出力 

Z ：ハイインピーダンス 

K ：入力端子はハイインピーダンス、出力端子は状態保持 
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C. 型名一覧 

表 C.1 SH7059 F-ZTAT型名一覧 
製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ 動作温度（フラッシュ 

メモリのW/E除く） 

R4F70590L80FP R4F70590 256ピン（FP-256H） -40°C～105°C 

R4F70590K80FP R4F70590 256ピン（FP-256H） -40°C～125°C 

R4F70590L80BG R4F70590 272ピン（BP-272） -40°C～105°C 

SH7059 F-ZTAT 

R4F70590K80BG R4F70590 272ピン（BP-272） -40°C～125°C 

 

表 C.2 SH7058S F-ZTAT型名一覧 
製品分類 製品型名 マーク型名 パッケージ 動作温度（フラッシュ 

メモリのW/E除く） 

R4F70580SCL80FP R4F70580SC 256ピン（FP-256H） -40°C～105°C 

R4F70580SCK80FP R4F70580SC 256ピン（FP-256H） -40°C～125°C 

R4F70580SCL80BG R4F70580SC 272ピン（BP-272） -40°C～105°C 

SH7058S F-ZTAT 

R4F70580SCK80BG R4F70580SC 272ピン（BP-272） -40°C～125°C 
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D. 外形寸法図 
本 LSIの外形寸法図（FP-256H）を図 D.1に、外形寸法図（BP-272）を図 D.2に示します。 
 

NOTE)
1. DIMENSIONS"*1"AND"*2"

 DO NOT INCLUDE MOLD FLASH
2. DIMENSION"*3"DOES NOT

 INCLUDE TRIM OFFSET.

Reference
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図 D.1 外形寸法図（FP-256H） 
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e
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図 D.2 外形寸法図（BP-272） 



本版で改訂された箇所 

修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

9.2.4 RAMエミュレーションレジス
タ（RAMER） 

表 9.7 RAMエリアの設定方法
（SH7059） 

9-11 表を修正 

H'FFFE8000～H'FFFEBFFF

H'00000000～H'00003FFF*1*3

H'00004000～H'00007FFF*2*3

*  Don't care

RAMエリア
ビット3

RAMS

0 

1

ビット0

RAM0

* 

0 

1

  注を追加 

【注】 *1 同時にH'00100000～H'00103FFFに対しても同じRAMエリアで重ね
合わせが発生します。 

 *2 同時にH'00104000～H'00107FFFに対しても同じRAMエリアで重ね
合わせが発生します。 

 *3 RAMエリアの重複使用を回避したい場合は、一方のアドレス領域を未
使用とするか、重ね合わせを発生させたくない側のアドレス領域をア
クセスする前に、一時的に RAMS＝0へ切り替えて RAMエミュレー
ション機能を無効にしてください。 

11.4.1 ステータスフラグのセット
タイミング 

(4) アンダフロー時のOSFのセット
タイミング 

11-143 説明を削除 

DCNT入力クロックの入力によりダウンカウンタ（DCNT）が H'0001から H'0000
にカウントダウンし、さらに次の DCNT入力クロックが入力されるタイミング
（アンダフローするタイミング）でタイマステータスレジスタ（TSR）の OSF
ビットは 1にセットされます。    

このときのタイミングを図 11.40に示します。 

16.3.6 SSトランスミットデータレ
ジスタ 0～3（SSTDR0～SSTDR3） 

16-9 説明を修正 

SSTDRは CPUと DMACから常にリード／ライト可能ですが、シリアル通信を
確実に行うためには、SSTDRへのライトは、必ず SSSRの TDREが１にセット
されていることを確認し、ライトデータサイズは、DATS1、DATS0のデータ長
に合ったサイズで行ってください。 

16.3.7 SSレシーブデータレジスタ
0～3（SSRDR0～SSRDR3） 

16-10 説明を修正 

SSRDRのリードは、SSSRレジスタの RDRFビットが１にセットされているこ
とを確認し、リードデータサイズは、DATS1、DATS0のデータ長に合ったサイ
ズで行ってください。 

SSRDRはリード専用レジスタです。CPUからライトすることはできません。 
Rev.5.00  2010.02.23  改-1 
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修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

19.1.2 マルチトリガ A/Dブロック
図 

図 19.1 A/D変換器の簡易ブロック
図（MTAD） 

19-2 図を修正 

モジュールデータバス

モジュールデータバス

タイマコントロールロジック

A/Dタイマ部

A/D変換部

10ビット
D/A

サンプル&
ホールド回路

A/D変換
コントロール回路

優先
順位

内部データバス

ア
ナ
ロ
グ
マ
ル
チ
プ
レ
ク
サ

逐
次
比
較
レ
ジ
ス
タ

ク
ロ
ッ
ク
選
択

チ
ャ
ネ
ル

A
割
り
込
み

A
D

チ
ャ
ネ
ル

B
割
り
込
み

A
D

割
り
込
み

A
D
終
了

A
D

C
N

T
0

A
D

G
R

0A

A
D

G
R

0B

A
D

C
Y

LR
0

A
D

D
R

0A

A
D

D
R

0B

A
D

T
IE

R
0

A
D

T
S

R
0

A
D

D
R

0～
11

A
D

C
S

R
0

A
D

C
R

0

A
D

T
R

G
R

0

+

-

ADI0

Avcc
Avref
Avss

AN0
AN1
AN2
AN3
AN4
AN5
AN6
AN7
AN8
AN9
AN10
AN11

ATU0
ADTRG0

ADT00A
ADT00B

ADT0

モジュールデータバス

モジュールデータバス

タイマコントロールロジック

A/Dタイマ部

A/D変換部

10ビット
D/A

A/D変換
コントロール回路

優先
順位

内部データバス

ア
ナ
ロ
グ
マ
ル
チ
プ
レ
ク
サ

逐
次
比
較
レ
ジ
ス
タ

ク
ロ
ッ
ク
選
択

ー

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ

ス

チ
ャ
ネ
ル

A
割
り
込
み

A
D

チ
ャ
ネ
ル

B
割
り
込
み

A
D

割
り
込
み

A
D
終
了

A
D

C
N

T
1

A
D

G
R

1A

A
D

G
R

1B

A
D

C
Y

LR
1

A
D

D
R

1A

A
D

D
R

1B

A
D

T
IE

R
1

A
D

T
S

R
1

A
D

D
R

12
～

23

A
D

C
S

R
1

A
D

C
R

1

A
D

T
R

G
R

1

+

-

ADI1

Avcc
Avref
Avss

AN12
AN13
AN14
AN15
AN16
AN17
AN18
AN19
AN20
AN21
AN22
AN23

ATU1
ADTRG1

ADT01A
ADT01B

ADT1

ー

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ

ス

ー

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ

ス

ー

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ

ス

タイマコントロールロジック

 
25.4.4 RAMエミュレーションレジ
スタ（RAMER） 

25-23 説明を修正 

ビット 15～4、2、1：予約ビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

  説明を修正 

ビット 0：ユーザマットエリア選択 

ビット 3と共に使用し、内蔵 RAMと重ね合わせるユーザマットのエリアを選択
します。（表 25.7参照） 
Rev.5.00  2010.02.23  改-2 
RJJ09B0181-0500 

 



修正項目 ページ 修正内容（詳細はマニュアル参照） 

25.4.4 RAMエミュレーションレジ
スタ（RAMER） 

表 25.7 RAMエリアとユーザマット
エリアの重ね合わせ 

25-23 表を修正 

H'FFFE8000～H'FFFEBFFF

H'00000000～H'00003FFF*1*3

H'00004000～H'00007FFF*2*3

【記号説明】　*  Don't care

RAMエリア RAMS

0 

1

1

ブロック名

RAMエリア16KB

EB0～EB3（16KB）

EB4～EB7（16KB）

RAM0

* 

0 

1

  注を追加 

【注】 *1 同時にH'00100000～H'00103FFFに対しても同じRAMエリアで重ね
合わせが発生します。 

 *2 同時にH'00104000～H'00107FFFに対しても同じRAMエリアで重ね
合わせが発生します。 

 *3 RAMエリアの重複使用を回避したい場合は、一方のアドレス領域を未
使用とするか、重ね合わせを発生させたくない側のアドレス領域をア
クセスする前に、一時的に RAMS＝0へ切り替えて RAMエミュレー
ション機能を無効にしてください。 

D. 外形寸法図 

図 D.1 外形寸法図（FP-256H） 

付録-77 図を差し替え 

図 D.2 外形寸法図（BP-272） 付録-78 図を差し替え 
Rev.5.00  2010.02.23  改-3 
RJJ09B0181-0500 

 

 



Rev.5.00  2010.02.23  改-4 
RJJ09B0181-0500 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルネサス32ビットRISCマイクロコンピュータ
ハードウェアマニュアル
SH-2E SH7059 F-ZTATTM、SH7058S F-ZTATTM

発行年月日 2007 年 2 月 21 日　Rev.1.00 

 2010 年 2 月 23 日　Rev.5.00

発　　　行 株式会社ルネサス テクノロジ 営業統括部
 〒100-0004 東京都千代田区大手町 2-6-2

編　　　集 株式会社ルネサスソリューションズ
 グローバルストラテジックコミュニケーション本部
 カスタマサポート部

© 2010. Renesas Technology Corp., All rights reserved. Printed in Japan.  



100-0004 2-6-2 

E-Mail: csc@renesas.com

       

100-0004 2-6-2 ( )

190-0023 2-2-23 ( )

980-0013 1-1-20 ( )

970-8026 120 ( )

312-0034 832-2 ( )

950-0087 1-4-2 ( )

390-0815 1-2-11 ( )

460-0008 4-2-29 ( )

541-0044 4-1-1 ( )

920-0031 3-1-1 ( )

730-0036 5-25 ( )

812-0011 2-17-1 ( )

(03) 5201-5350

(042) 524-8701

(022) 221-1351

(0246) 22-3222

(029) 271-9411

(025) 241-4361

(0263) 33-6622

(052) 249-3330

(06) 6233-9500

(076) 233-5980

(082) 244-2570

(092) 481-7695

http://www.renesas.com

Colophon 9.1 



 

 

 



 

SH-2E SH7059 F-ZTATTM
、 

SH7058S F-ZTATTM 
ハードウェアマニュアル 

RJJ09B0181-0500 


	表紙�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	本資料ご利用に際しての留意事項����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	製品ご使用上の注意事項��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	はじめに���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	SH7058とSH7058S/SH7059の相違点������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	目次�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1. 概要��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.1 特長�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.2 ブロック図����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.3 端子説明�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.3.1 ピン配置���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.3.2 端子機能���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	1.3.3 端子一覧���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	2. CPU�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1 レジスタ構成���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1.1 汎用レジスタ（Rn）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1.2 コントロールレジスタ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1.3 システムレジスタ�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1.4 浮動小数点レジスタ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1.5 浮動小数点システムレジスタ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.1.6 レジスタの初期値�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.2 データ形式����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.1 レジスタのデータ形式���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.2 メモリ上でのデータ形式��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.2.3 イミディエイトデータのデータ形式���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.3 命令の特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.3.1 RISC方式�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.3.2 アドレッシングモード���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.3.3 命令形式���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.4 命令セット����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.4.1 分類順命令セット�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	2.5 処理状態�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	2.5.1 状態遷移���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	3. 浮動小数点演算ユニット（FPU）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.1 概要�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2 浮動小数点レジスタと浮動小数点システムレジスタ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2.1 浮動小数点レジスタファイル������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2.2 浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.2.3 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	3.3 浮動小数点フォーマット����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.3.1 浮動小数点数フォーマット�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.3.2 非数（NaN）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.3.3 非正規化数の値������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.3.4 その他の特殊な値について�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	3.4 浮動小数点例外モデル�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.4.1 イネーブル状態の例外���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.4.2 ディスイネーブル状態の例外������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.4.3 FPUの例外事象とコード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.4.4 メモリ内の浮動小数点データの配置���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.4.5 特殊オペランドを伴う算術演算�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	3.5 CPUとの同期化�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	3.6 使用上の注意���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	4. 動作モード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	4.1 動作モードの種類と選択����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	5. クロック発振器（CPG）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.1 概要�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.1.1 ブロック図��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.1.2 端子構成���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	5.2 周波数範囲����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.2.1 周波数範囲��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	5.3 クロックソース��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.3.1 水晶発振子の接続方法���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	5.3.2 外部クロックの入力方法��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	5.4 使用上の注意���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6. 例外処理������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.1 概要�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.1.1 例外処理の種類と優先順位�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.1.2 例外処理の動作������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.1.3 例外処理ベクタテーブル��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6.2 リセット�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.2.1 リセットの種類������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.2.2 パワーオンリセット����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.2.3 マニュアルリセット����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6.3 アドレスエラー��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.1 アドレスエラー発生要因��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.3.2 アドレスエラー例外処理��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6.4 割り込み�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.4.1 割り込み要因�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.4.2 割り込み優先順位�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.4.3 割り込み例外処理�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6.5 命令による例外��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.5.1 命令による例外の種類���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.5.2 トラップ命令�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.5.3 スロット不当命令�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.5.4 一般不当命令�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.5.5 浮動小数点演算命令����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	6.6 例外処理が受け付けられない場合������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.7 例外処理後のスタックの状態��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8 使用上の注意���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.1 スタックポインタ（SP）の値�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.2 ベクタベースレジスタ（VBR）の値��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	6.8.3 アドレスエラー例外処理のスタッキングで発生するアドレスエラー�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	7. 割り込みコントローラ（INTC）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.1 概要�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.1.1 特長�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.1.2 ブロック図��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.1.3 端子構成���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.1.4 レジスタ構成�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	7.2 割り込み要因���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.2.1 NMI割り込み������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.2.2 ユーザブレーク割り込み��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.2.3 H-UDI割り込み����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.2.4 IRQ割り込み������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.2.5 内蔵周辺モジュール割り込み������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.2.6 割り込み例外処理ベクタと優先順位���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	7.3 レジスタの説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.3.1 割り込み優先レベル設定レジスタA～L（IPRA～IPRL）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.3.2 割り込みコントロールレジスタ（ICR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.3.3 IRQステータスレジスタ（ISR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	7.4 動作説明�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.4.1 割り込み動作の流れ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.4.2 割り込み例外処理終了後のスタックの状態������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	7.5 割り込み応答時間�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.6 割り込み要求信号によるデータ転送�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.6.1 割り込み要求信号をCPUの割り込み要因とし、DMACの起動要因としない場合������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	7.6.2 割り込み要求信号をDMACの起動要因とし、CPUの割り込み要因としない場合������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	8. ユーザブレークコントローラ（UBC）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1 概要
	8.1.1 特長�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.2 ブロック図��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.1.3 レジスタ構成�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	8.2 レジスタの説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.1 ユーザブレークアドレスレジスタ（UBAR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.2 ユーザブレークアドレスマスクレジスタ（UBAMR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.3 ユーザブレークバスサイクルレジスタ（UBBR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.2.4 ユーザブレークコントロールレジスタ（UBCR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	8.3 動作説明�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.3.1 ユーザブレーク動作の流れ�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.3.2 内蔵メモリの命令フェッチサイクルによるブレーク��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.3.3 退避するプログラムカウンタ（PC）の値������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	8.4 ユーザブレーク使用例�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.5 使用上の注意���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.5.1 2命令同時フェッチ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.5.2 分岐時の命令フェッチ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.5.3 ユーザブレークと例外処理の競合����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.5.4 非遅延分岐命令の飛び先でのブレーク��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.5.5 ユーザブレークトリガ出力�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	8.5.6 モジュールスタンバイ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	9. バスステートコントローラ（BSC）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.1 概要�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.1.1 特長�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.1.2 ブロック図��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.1.3 端子構成���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.1.4 レジスタ構成�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.1.5 アドレスマップ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	9.2 レジスタの説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.2.1 バスコントロールレジスタ1（BCR1）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.2.2 バスコントロールレジスタ2（BCR2）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.2.3 ウェイトコントロールレジスタ（WCR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.2.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	9.3 外部空間アクセス�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.1 基本タイミング������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.2 ウェイトステート制御���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.3.3 CSアサート期間拡張���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	9.4 アクセスサイクル間ウェイト��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.4.1 データバス衝突防止����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.4.2 バスサイクル開始検出の容易化�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	9.5 バスアービトレーション����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	9.6 メモリ接続例���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.1 概要
	10.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.1.2 DMACブロック図���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.1.3 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10.2 各レジスタの説明������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.2.1 DMAソースアドレスレジスタ0～3（SAR0～3）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.2.2 DMAデスティネーションアドレスレジスタ0～3（DAR0～3）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.2.3 DMAトランスファカウントレジスタ0～3（DMATCR0～3）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.2.4 DMAチャネルコントロールレジスタ0～3（CHCR0～3）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.2.5 DMAオペレーションレジスタ（DMAOR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10.3 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.1 動作説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.2 DMA転送要求�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.3 チャネルの優先順位���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.4 DMA転送の種類����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.5 バスモード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.6 ソースアドレスリロード機能�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.7 DMA転送終了�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.3.8 CPUからのDMACアクセス����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10.4 使用例�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.4.1 内蔵SCIと外部メモリとのDMA転送例�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.4.2 A/D変換器と内蔵メモリとのDMA転送例（アドレスリロードオン）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	10.4.3 外部メモリとSCI1送信側とのDMA転送例（インダイレクトアドレスオン）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	10.5 使用上の注意��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	11. アドバンストタイマユニット-II（ATU-II）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.1.2 端子構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.1.3 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.1.4 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.1.5 チャネル間およびモジュール間信号連絡図�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.1.6 プリスケーラ図�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	11.2 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.1 タイマスタートレジスタ（TSTR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.2 プリスケーラレジスタ（PSCR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.3 タイマコントロールレジスタ（TCR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.4 タイマI/Oコントロールレジスタ（TIOR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.5 タイマステータスレジスタ（TSR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.6 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.7 インターバルインタラプトリクエストレジスタ（ITVRR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.8 トリガモードレジスタ（TRGMDR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.9 タイマモードレジスタ（TMDR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.10 PWMモードレジスタ（PMDR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.11 ダウンカウントスタートレジスタ（DSTR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.12 タイマコネクションレジスタ（TCNR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.13 ワンショットパルスターミネートレジスタ（OTR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.14 リロードイネーブルレジスタ（RLDENR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.15 フリーランニングカウンタ（TCNT）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.16 ダウンカウンタ（DCNT）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.17 イベントカウンタ（ECNT）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.18 アウトプットコンペアレジスタ（OCR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.19 インプットキャプチャレジスタ（ICR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.20 ジェネラルレジスタ（GR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.21 オフセットベースレジスタ（OSBR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.22 サイクルレジスタ（CYLR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.23 バッファレジスタ（BFR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.24 デューティレジスタ（DTR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.25 リロードレジスタ（RLDR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.2.26 チャネル10のレジスタ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	11.3 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.1 概要����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.2 フリーランニングカウンタ動作と周期カウンタ動作�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.3 コンペアマッチ機能���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.4 インプットキャプチャ機能������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.5 ワンショットパルス機能�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.6 オフセット付きワンショットパルス機能と出力遮断機能�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.7 インターバルタイマ機能�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.8 ツインキャプチャ機能��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.9 PWMタイマ機能����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.10 チャネル3～5のPWM機能����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.11 イベントカウント機能とイベント周期計測����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.3.12 チャネル10の機能��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	11.4 割り込み����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.4.1 ステータスフラグのセットタイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.4.2 ステータスフラグのクリア������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	11.5 CPUとのインタフェース��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.5.1 32ビットアクセスのみ可能なレジスタ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.5.2 8ビット、16ビットおよび32ビットアクセス可能なレジスタ�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.5.3 16ビットアクセスのみ可能なレジスタ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.5.4 8ビットおよび16ビットアクセス可能なレジスタ�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.5.5 8ビットのみアクセス可能なレジスタ�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	11.6 設定手順例���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.7 使用上の注意��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	11.8 ATU-IIのレジスタおよび端子の一覧表������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	12. アドバンストパルスコントローラ（APC）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.1.2 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.1.3 端子構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.1.4 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	12.2 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.2.1 パルスアウトプットポートコントロールレジスタ（POPCR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	12.3 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.1 概要����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	12.3.2 APC出力動作�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	12.4 使用上の注意��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	13. ウォッチドッグタイマ（WDT）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.1.2 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.1.3 端子構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.1.4 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	13.2 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.2.1 タイマカウンタ（TCNT）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.2.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.2.3 リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.2.4 レジスタアクセス時の注意������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	13.3 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.3.1 ウォッチドッグタイマモード時の動作�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.3.2 インターバルタイマモード時の動作��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.3.3 オーバフローフラグ（OVF）のセットタイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.3.4 ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ（WOVF）のセットタイミング��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	13.4 使用上の注意��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.4.1 タイマカウンタ（TCNT）の書き込みとカウントアップの競合�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.4.2 CKS2～CKS0ビットの書き換え�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.4.3 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替え�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.4.4 WDTOVF信号によるシステムのリセット����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.4.5 ウォッチドッグタイマモードでの内部リセット���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	13.4.6 ウォッチドッグタイマモードでのマニュアルリセット������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	14. コンペアマッチタイマ（CMT）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.1.2 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.1.3 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.2 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.2.1 コンペアマッチタイマスタートレジスタ（CMSTR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.2.2 コンペアマッチタイマコントロール／ステータスレジスタ（CMCSR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.2.3 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.2.4 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ（CMCOR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.3 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.1 周期カウント動作����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.3.2 CMCNTのカウントタイミング���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.4 割り込み����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.4.1 割り込み要因������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.4.2 コンペアマッチフラグのセットタイミング�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.4.3 コンペアマッチフラグのクリアタイミング�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	14.5 使用上の注意��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.5.1 CMCNTの書き込みとコンペアマッチの競合���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.5.2 CMCNTのワード書き込みとカウントアップの競合������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	14.5.3 CMCNTのバイト書き込みとカウントアップの競合������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	15. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCI）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.1.2 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.1.3 端子構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.1.4 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	15.2 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.1 レシーブシフトレジスタ（RSR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.2 レシーブデータレジスタ（RDR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.3 トランスミットシフトレジスタ（TSR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.4 トランスミットデータレジスタ（TDR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.8 ビットレートレジスタ（BRR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.9 シリアルディレクションコントロールレジスタ（SDCR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.2.10 SCK端子信号の反転�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	15.3 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.1 概要����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.2 調歩同期式モード時の動作������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.3 マルチプロセッサ通信機能������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.3.4 クロック同期式モード時の動作����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	15.4 SCIの割り込み要因とDMAC�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5 使用上の注意��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.1 TDRへの書き込みとTDREフラグの関係について������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.2 複数の受信エラーが同時に発生した場合の動作について�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.3 ブレークの検出と処理について（調歩同期式モードのみ）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.4 ブレークの送り出し（調歩同期式モードのみ）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.5 受信エラーフラグと送信動作について（クロック同期式モードのみ）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.6 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.7 DMACの使用上の注意事項�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.8 クロック同期外部クロックモード時の注意事項���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.9 クロック同期内部クロックモード時の注意事項���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	15.5.10 送信、受信、送受信中のレジスタ書き込みの注意事項�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	16. シンクロナスシリアルコミュニケーションユニット（SSU）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.2 入出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.1 SSコントロールレジスタH（SSCRH）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.2 SSコントロールレジスタL（SSCRL）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.3 SSモードレジスタ（SSMR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.4 SSイネーブルレジスタ（SSER）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.5 SSステータスレジスタ（SSSR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.6 SSトランスミットデータレジスタ0～3（SSTDR0～SSTDR3）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.7 SSレシーブデータレジスタ0～3（SSRDR0～SSRDR3）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.3.8 SSシフトレジスタ（SSTRSR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	16.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.1 通信クロック������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.2 クロックの位相、極性とデータの関係�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.3 データ入出力端子とシフトレジスタの関係�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.4 データ入出力端子とポートIOレジスタの設定���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.5 データの送信／受信動作�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.4.6 SCS端子制御とコンフリクトエラー�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	16.5 割り込み要求��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.6 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.6.1 SSU使用時の注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	16.6.2 端子設定時の注意事項��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	17. コントローラエリアネットワーク-Ⅱ（HCAN-Ⅱ）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	17.2 構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.2.1 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.2.2 各ブロックの機能����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.2.3 端子構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.2.4 メモリマップ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	17.3 メールボックス�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.3.1 メールボックスの構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.3.2 メッセージコントロールフィールド��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.3.3 メッセージデータフィールド�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.3.4 ローカルアクセプタンスフィルタマスク（LAFM）／Txトリガタイム（TTT）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	17.4 HCANコントロールレジスタ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.4.1 レジスタの説明�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.4.2 マスタコントロールレジスタ_n（MCR_n）（n＝0、1）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.4.3 ジェネラルステータスレジスタ_n（GSR_n）（n＝0、1）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.4.4 HCANⅡ_ビットコンフィグレジスタn（HCANⅡ_BCR0_n、HCANⅡ_BCR1_n）（n＝0、1）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.4.5 インタラプトレジスタ_n (IRR_n)（n＝0、1）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.4.6 インタラプトマスクレジスタ_n（IMR_n）（n＝0、1）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.4.7 送信エラーカウンタ_n（TEC_n）（n＝0、1）／受信エラーカウンタ_n（REC_n）（n＝0、1）

	17.5 HCANメールボックスレジスタ�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.5.1 送信待ちレジスタn（TXPR0n、TXPR1n）（n＝0、1）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.5.2 送信待ち取り消しレジスタn（TXCR1、TXCR0）（n＝0、1）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.5.3 送信アクノレッジレジスタn（TXACK1n、TXACK0n）（n＝0、1）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.5.4 取り消しアクノレッジレジスタn（ABACK1n、ABACK0n）（n＝0、1）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.5.5 受信完了レジスタn（RXPR1n、RXPR0n）（n＝0、1）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.5.6 リモートリクエストレジスタn（RFPR1n、RFPR0n）（n＝0、1）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.5.7 メールボックスインタラプトマスクレジスタn（MBIMR1n、MBIMR0n）（n＝0、1）
	17.5.8 未読メッセージステータスレジスタn（UMSR1n、UMSR0n）（n＝0、1）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	17.6 タイマレジスタ�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.1 タイマカウンタレジスタn（TCNTRn）（n＝0、1）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.2 タイマコントロールレジスタ_n（TCR_n）（n＝0、1）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.3 タイマステータスレジスタ_n（TSR_n）（n＝0、1）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.4 タイマモードレジスタ_n（TMR_n）（n＝0、1）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.5 タイマドリフトコレクションレジスタn（TDCRn）（n＝0、1）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.6 ローカルオフセットレジスタn（LOSRn）（n＝0、1）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.7 サイクルカウンタレジスタn（CCRn）（n＝0、1）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.8 サイクルカウンタダブルバッファレジスタn（CCR_ buf n）（n＝0、1）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.9 サイクルマキシマムレジスタn（CMAXn）（n＝0、1）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.10 インプットキャプチャレジスタn（ICR0_cc n、ICR0_buf、ICR0_tm n、ICR1 n）（n＝0、1）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.6.11 タイマコンペアマッチレジスタn（TCMR0n、TCMR1n、TCMR2n）（n＝0、1）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	17.7 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.1 テストモード設定����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.2 HCANの設定�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.3 メッセージ送信シーケンス������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.4 メッセージ送信取り消しシーケンス��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.5 メッセージ受信シーケンス������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.6 メールボックスの再設定�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.7 レジスタ一覧������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.8 割り込み要因������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.9 DMACインタフェース�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.10 HCAN-Ⅱ端子ポート設定����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.7.11 CANバスインタフェース�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	17.8 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.8.1 受信中のTXPRの設定について���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.8.2 バスアイドル時の送信設定直後の送信取り消し設定について���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.8.3 メールボックス31の送信取り消し不具合について�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.8.4 送信中におけるTXPR設定について�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.8.5 タイムトリガ送信設定／タイマ動作禁止について��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.8.6 HCANスリープ中のメールボックスアクセスについて�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	17.8.7 1チャネル64バッファ　ポート設定についての注意事項����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	18. A/D変換器���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.1.2 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.1.3 端子構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.1.4 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	18.2 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.2.1 A/Dデータレジスタ0～31（ADDR0～31）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.2.2 A/Dコントロールステータスレジスタ0、1（ADCSR0、1）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.2.3 A/Dコントロールレジスタ0、1、2（ADCR0、1、2）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.2.4 A/Dコントロールステータスレジスタ2（ADCSR2）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.2.5 A/Dトリガレジスタ0、1、2（ADTRGR0、1、2）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	18.3 CPUとのインタフェース��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.1 単一モード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.2 スキャンモード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.3 アナログ入力のサンプリングとA/D変換時間���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.4 外部トリガによるA/D変換器の起動�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.5 ATU-IIによるA/D変換器の起動������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.4.6 ADEND出力端子���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	18.5 割り込み要因とDMA転送要求������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.6 使用上の注意��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	18.6.1 A/D変換精度の定義��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	19. MTAD（マルチトリガA/D）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.1.2 マルチトリガA/Dブロック図����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.1.3 端子構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.1.4 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	19.2 レジスタ説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.2.1 A/Dトリガコントロールレジスタ0､1（ADTCR0、1）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.2.2 A/Dトリガステータスレジスタ0､1（ADTSR0、1）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.2.3 A/Dタイマインタラプトイネーブルレジスタ（ADTIER0、1）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.2.4 A/Dフリーランニングカウンタ（ADCNT0、1）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.2.5 A/DジェネラルレジスタA、B（ADGR0A、B、ADGR1A、B）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.2.6 A/DサイクルレジスタA、B（ADCYLR0、ADCYLR1）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.2.7 A/DデューティレジスタA、B（ADDR0A、B、ADDR1A、B）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	19.3 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.1 概要����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.2 PWM機能�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.3 コンペアマッチ機能���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.4 マルチトリガA/D機能�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.5 割り込み��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.6 使用上の注意������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	19.3.7 動作波形例�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	20. ハイパフォーマンスユーザデバッグインタフェース（H-UDI）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.1.2 H-UDIブロック図��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.1.3 端子構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.1.4 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	20.2 外部信号����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.2.1 テストクロック（TCK）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.2.2 テストモードセレクト（TMS）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.2.3 テストデータ入力（TDI）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.2.4 テストデータ出力（TDO）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.2.5 テストリセット（TRST）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	20.3 レジスタ����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3.1 インストラクションレジスタ（SDIR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3.2 ステータスレジスタ（SDSR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3.3 データレジスタ（SDDR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3.4 バイパスレジスタ（SDBPR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3.5 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.3.6 IDコードレジスタ（SDIDR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	20.4 動作������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.4.1 TAPコントローラ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.4.2 H-UDI割り込みとシリアル転送��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.4.3 H-UDIのリセット��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	20.5 バウンダリスキャン�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.5.1 サポートする命令����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	20.5.2 注意事項��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	20.6 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	21. アドバンストユーザデバッガ（AUD）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.1.1 特長����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.1.2 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	21.2 端子構成����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.2.1 端子説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	21.3 ブランチトレースモード���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.3.1 概要����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.3.2 動作説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	21.4 RAMモニタモード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.4.1 概要����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.4.2 通信プロトコル�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.4.3 動作説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	21.5 使用上の注意事項������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	21.5.1 初期化���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	22. ピンファンクションコントローラ（PFC）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.2 レジスタ構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3 レジスタ説明��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.1 ポートA・IOレジスタ（PAIOR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.2 ポートAコントロールレジスタH、L（PACRH、PACRL）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.3 ポートB・IOレジスタ（PBIOR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.4 ポートBコントロールレジスタH、L（PBCRH、PBCRL）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.5 ポートBインバートレジスタ（PBIR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.6 ポートC・IOレジスタ（PCIOR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.7 ポートCコントロールレジスタ（PCCR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.8 ポートD・IOレジスタ（PDIOR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.9 ポートDコントロールレジスタH、L（PDCRH、PDCRL）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.10 ポートE・IOレジスタ（PEIOR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.11 ポートEコントロールレジスタ（PECR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.12 ポートF・IOレジスタ（PFIOR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.13 ポートFコントロールレジスタH、L（PFCRH、PFCRL）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.14 ポートG・IOレジスタ（PGIOR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.15 ポートGコントロールレジスタ（PGCR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.16 ポートH・IOレジスタ（PHIOR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.17 ポートHコントロールレジスタ（PHCR）���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.18 ポートJ・IOレジスタ（PJIOR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.19 ポートJコントロールレジスタH、L（PJCRH、PJCRL）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.20 ポートK・IOレジスタ（PKIOR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.21 ポートKコントロールレジスタH、L（PKCRH、PKCRL）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.22 ポートKインバートレジスタ（PKIR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.23 ポートL・IOレジスタ（PLIOR）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.24 ポートLコントロールレジスタH、L（PLCRH、PLCRL）�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	22.3.25 ポートLインバートレジスタ（PLIR）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	23. I/Oポート���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.2 ポートA����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.2.1 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.2.2 ポートAデータレジスタ（PADR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.2.3 ポートAポートレジスタ（PAPR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.3 ポートB����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.3.1 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.3.2 ポートBデータレジスタ（PBDR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.3.3 ポートBポートレジスタ（PBPR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.4 ポートC����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.4.1 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.4.2 ポートCデータレジスタ（PCDR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.5 ポートD����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.5.1 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.5.2 ポートDデータレジスタ（PDDR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.5.3 ポートDポートレジスタ（PDPR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.6 ポートE����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.6.1 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.6.2 ポートEデータレジスタ（PEDR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.7 ポートF����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.7.1 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.7.2 ポートFデータレジスタ（PFDR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.8 ポートG����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.8.1 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.8.2 ポートGデータレジスタ（PGDR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.9 ポートH����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.9.1 レジスタ構成������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.9.2 ポートHデータレジスタ（PHDR）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.10 ポートJ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.10.1 レジスタ構成�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.10.2 ポートJデータレジスタ（PJDR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.10.3 ポートJポートレジスタ（PJPR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.11 ポートK���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.11.1 レジスタ構成�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.11.2 ポートKデータレジスタ（PKDR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.12 ポートL���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.12.1 レジスタ構成�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.12.2 ポートLデータレジスタ（PLDR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	23.12.3 ポートLポートレジスタ（PLPR）������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	23.13 POD（ポートアウトプットディスエーブル）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	24. ROM（SH7058SF）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.2 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.2.1 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.2.2 動作モード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.2.3 モード比較�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.2.4 フラッシュメモリ構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.2.5 ブロック分割������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.2.6 書き込み／消去インタフェース����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	24.3 端子構成����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.4 レジスタ構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.4.1 レジスタ一覧������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.4.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	24.5 オンボードプログラミングモード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.5.1 ブートモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.5.2 ユーザプログラムモード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.5.3 ユーザブートモード���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	24.6 プロテクト���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.6.1 ハードウェアプロテクト�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.6.2 ソフトウェアプロテクト�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.6.3 エラープロテクト����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	24.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.8 使用上のご注意�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.8.3 その他のご注意�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	24.9 ライタモード��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.9.1 ソケットアダプタの端子対応図����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.9.2 ライタモードの動作���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.9.3 メモリ読み出しモード��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.9.4 自動書き込みモード���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.9.5 自動消去モード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.9.6 ステータス読み出しモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.9.7 ステータスポーリング��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.9.8 ライタモードへの遷移時間������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.9.9 メモリ書き込み注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	24.10 付録�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.10.2 ライタモードのAC特性、タイミング������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	24.10.3 手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	25. ROM（SH7059）����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.1 特長������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.2 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.2.1 ブロック図�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.2.2 動作モード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.2.3 モード比較�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.2.4 フラッシュメモリ構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.2.5 ブロック分割������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.2.6 書き込み／消去インタフェース����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	25.3 端子構成����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.4 レジスタ構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.4.1 レジスタ一覧������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.4.2 書き込み／消去インタフェースレジスタ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.4.3 書き込み／消去インタフェースパラメータ�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.4.4 RAMエミュレーションレジスタ（RAMER）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	25.5 オンボードプログラミングモード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.5.1 ブートモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.5.2 ユーザプログラムモード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.5.3 ユーザブートモード���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	25.6 プロテクト���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.6.1 ハードウェアプロテクト�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.6.2 ソフトウェアプロテクト�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.6.3 エラープロテクト����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	25.7 RAMによるフラッシュメモリのエミュレーション���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.8 使用上のご注意�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.8.1 ユーザマットとユーザブートマットの切り替え���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.8.2 書き込み／消去手続き実行中の割り込み������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.8.3 その他のご注意�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	25.9 ライタモード��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.9.1 ソケットアダプタの端子対応図����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.9.2 ライタモードの動作���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.9.3 メモリ読み出しモード��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.9.4 自動書き込みモード���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.9.5 自動消去モード�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.9.6 ステータス読み出しモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.9.7 ステータスポーリング��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.9.8 ライタモードへの遷移時間������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.9.9 メモリ書き込み注意事項�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	25.10 付録�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.10.1 ブートモードの標準シリアル通信インタフェース仕様�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.10.2 ライタモードのAC特性、タイミング������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	25.10.3 手順プログラム、または書き込みデータの格納可能領域����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	26. RAM������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	26.1.1 概要����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	26.2 動作説明����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	27. 低消費電力状態��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.1 概要������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.1.1 低消費電力モードの種類�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.1.2 端子構成��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.1.3 関連レジスタ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	27.2 レジスタの説明�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.2.2 システムコントロールレジスタ1（SYSCR1）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.2.3 システムコントロールレジスタ2（SYSCR2）�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.2.4 レジスタアクセス時の注意������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	27.3 ハードウェアスタンバイモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.3.1 ハードウェアスタンバイモードへの遷移������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.3.2 ハードウェアスタンバイモードの解除�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.3.3 ハードウェアスタンバイモードのタイミング����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	27.4 ソフトウェアスタンバイモード������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.4.1 ソフトウェアスタンバイモードへの遷移������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.4.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.4.3 ソフトウェアスタンバイモードの応用例������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	27.5 スリープモード�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.5.1 スリープモードへの遷移�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	27.5.2 スリープモードの解除��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	28. 信頼性について��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	28.1 信頼性について�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	29. 電気的特性����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.1 絶対最大定格��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.2 DC特性����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3 AC特性����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.1 電源投入・切断タイミング������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.2 クロックタイミング���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.3 制御信号タイミング���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.4 バスタイミング�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.5 アドバンストタイマユニットタイミングアドバンストパルスコントローラタイミング
	29.3.6 I/Oポートタイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.7 ウォッチドッグタイマタイミング���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.8 シリアルコミュニケーションインタフェースタイミング�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.9 HCAN-IIタイミング������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.10 A/D変換器タイミング������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.11 MTADタイミング��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.12 H-UDIタイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.13 AUDタイミング���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.14 UBCトリガタイミング������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.15 シンクロナスシリアルコミュニケーションユニットタイミング�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.3.16 AC特性測定条件���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	29.4 A/D変換器特性������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.5 フラッシュメモリ特性����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.5.1 SH7058S�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.5.2 SH7059������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

	29.6 使用上の注意��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.6.1 VCLコンデンサ接続方法������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	29.6.2 モード端子入力に関する注意事項���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������


	付録�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	A. 内蔵周辺モジュールレジスタ
	A.1 アドレス一覧
	A.2 リセット、低消費電力状態でのレジスタ状態

	B. 端子状態
	C. 型名一覧
	D. 外形寸法図

	本版で改訂された箇所���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	奥付�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	住所一覧���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
	裏表紙����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������



